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阪神 ・ 淡路大震災復興誌
[第9巻] の発行によせて



一 瞬 に し て多 く の尊い命 と 住み慣 れ た 街並み を 奪 っ た 阪神 ・ 淡
路大震災か ら 10年 の歳月 が流れ ま し た 。

1 月 17 日 に は 、 天皇皇后両挫下ご臨席 の も と 、 震災10周年追悼
式典が厳か に執 り 行 わ れ、 犠牲 と な ら れた御霊 に 哀悼 の 誠 を 捧げ
る と と も に 、 未来 に 向 け て 力 強 く 歩 ん で、 い く こ と を 誓 い あ っ た と
こ ろ です。

こ の 間 、 私 た ち は 懸命 な 努力 を つづけ、 単 に 震災 前の状態 に戻
す、 い わ ゆ る 復 旧 は 120% と い っ て よ い ほ ど実現 し ま し た 。 短期

間 で よ く ぞ こ こ ま で と 評価 し て い た だ く ほ ど、 外観上 は 立派 に み
え ま す。

し か し な が ら 、 21世紀の成熟社会 を 先導す る 創 造 的復興は 、 い
ま も 道半 ば と い わ ざる を 得 ま せん。 阪神 ・ 淡路大震災は成熟 し た
地域社会 を 直撃 し た災害 と し て は 人類史上初 め て だ と い わ れ て い
ま す。 そ れ だ け に 、 こ の震災が私 た ち に 問 い か け た こ と は 、 人類
社会がい ま の ま ま 推移 し た と き 、 そ の安全性が著 し く 損 な わ れ る
こ と への警告だ っ た のでは な いで し ょ う か。

阪神 ・ 淡路大震災の丁度 I 年前 に は ロ サ ン ゼ、ル ス でノ ー ス リ ッ
ジ 地震が起 こ り 、 そ れ以降、 昨年末の ス マ ト ラ 沖地震津波 ま で、
大地震が毎年の よ う に発生。 日 本で も 、 新潟県 中 越地震や福岡県
西方沖地震が栢次 ぎ、 い よ い よ 活動期 に 入 っ た と 指摘 さ れて い ま
す。 さ ら に 、 地球環境 の 変化 に よ っ て 干 ばつや洪水が世界で多発
し 、 科学技術の発達 に よ っ て 人為災害の危険性 も 飛躍的 に増大す

る い ま 、 板神 ・ 淡路大震災か ら 学ん だ教訓 を し っ か り と 伝 え 広 げ、
人類社会の 防災対策の充実強化 に 貢献 し て い く こ と こ そ 、 国内外
か ら 温かいご支援 を 受け た被災地の責務 と 申 せ ま し ょ う 。

こ の た め 、 兵庫県 と 神戸市 を は じ め と す る 被災10市10町 に よ っ
て 設立 さ れた 当協会で は 、 震災資料の収集 ・ 保存 や 人類の安全 と
共生 に係 る 総合 的 な 調査研究、 周 年記念事業の 開催な ど、 積極的
な 活動 を 展 開 し て い る と こ ろ です。 と り わ け 、 震災10年の節 目 と
な る 今年 は 、 兵庫県 と 連携 し て 、 「震災復興10年総括検証 ・ 提言
事業」 に 力 を 注 ぎ、 安全で、安心 し て暮 ら せ る 杜会 を 実現す る た め
の459項 目 に わ た る 提言 を と り ま と め る と と も に 、 国連防災世界

な ど を 通 じ て 、 復興の状況や こ れ ま での取 り 組 み の 成 果 を 広
く 国 内外に発信 し ま し た 。

「阪神 ・ 淡路大震災復興誌J は 、 こ う し た事業の 一 環 と し て作
成 し て い る も のであ り 、 第 9 巻 に は2003年 4 月 か ら 2004年 3 月 に
至る ま での 1 か年 を 中心 に 、 既存資料や取材 を も と に 可能な 限 り
客観的 な 復興の過程 を 記録 し て い ま す。

本書が大 い に 活用 さ れ る こ と を 期待 し ま す と と も に 、 皆様の さ
ら な る ご支援 と ご協力 を 賜 り ま す よ う お願 い 申 し あ げ ま す。

2005年 3 月 31 B 

財 団法人 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

理事長 貝 /ゑ (忽 久
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2003年4月1 8から2004年3月31日までの出来事



2003年4月1 日から2004年3月31日までの出来事

2003年 ( 平成1 5年)

(注) 0インフ ラ 等の復!日 ・ 復興
大文化財等の後!日 ・ 復興
。住宅復興関係の 出来事
※生活復興関係の 出来事
ム経済復興関連の出来事

4 月 1日(火) I 兵庫県が 「県民の参画 と 協働の推進 に 関 す る 条 例」を施行す る
ム最新の情報 技術(IT) を 活用 し た 海上 コ ン テナタ ー ミ ナルが、 神戸 ・ ポー
ト ア イラ ン ド2 期 で 稼働す る

神戸 ・ 長 田の 街づ く り 機関 な どが、 同地 区を 訪れる 修学旅行 の 窓口 と な る「神
戸長 田コ ン ペン ショ ン 協議 会 」を 設立す る

2 日(水 兵庫県 警は 、 明石市の 歩道橋事 故の 教訓を 生か し 、 雑踏 警備 に 専門家 の 意見
を 反映さ せ よ う と 、 全 国初の 雑踏 警備 ア ドバイザー 制度 を ス タ ー ト さ せ、 *下
富雄甲子 園大 学長 を任命

3日(木) I 文部科学省は 、 被災 し た子 ど も の 心 の ケ ア に あ た る 兵庫 県 の 教育復興担 当教
員 につ い て、 15年度の 配 置数を 前年度 比半減の 65人 と す る こ と を 決 め る

4日(金) I 震災か ら 3千日 目
鴻池祥肇防災担 当大 臣が、 世 界防災会議 を 阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 に 当た

る 2005年 l 月に 神戸市で 開鑓で き る よ う 、 誘致活動 を 行 う こ と を 明ら か に す る
5 日(土) I 明石 海峡大 檎の 開通 5 周年 を 記念 し 、 イベン ト が行わ れ る
6 B (日 ) I 兵庫 区の夢野地域の住民 ら が、 地元 を 流れ る 新 湊111を拠点 に し た ま ちづ く り

を 考え よ う と 、 住民組 織「新 湊川を 守 り 育 て る 会 」を 設立す る
全 天候型球技専用 競技場 に 改修さ れ た 「神戸ウイン グ ス タ ジ ア ム J (神戸市

兵庫 区) の こ け ら 落と し と な る Jリ ー グ公 式戦、 ヴイツセル神戸対京都サ ン ガ
の 試合が同ス タ ジ ア ム で行 わ れ る

7 日(月) I 92年の 歴史を 持つ 「宝塚ファミ リ ー ラ ン ドJ (宝塚市) が 開園す る
8日(火) I ム帝国デー タ パ ン ク 神戸支 屈は 、 2002年度の県内倒産状況 を ま と め る O 件数は

753件だ っ た が、 負 債総 額は 4，433億400万円と 過去2 番目 の 厳し い 水準と な る
※震災 を き っ か け に 地域貢献活動 を 始め た企業の事 例な ど を 報 告す る シン ポジ
ウム ('被災者復興支援会議 血」主 催) が 神戸市内で 開催さ れる

問(金) I 犬神戸市 主住の シン ガー ソン グ ラ イタ ー 摩耶は る こ さ ん の被災者 を 励ま し 勇気
づ け る た め の キ ャ ン ベー ン ソン グ 「神戸 悠久の 友へJ が C D と し て発売さ れ
る

長 田区・御菅東地 区の復興土地 区画整理事業が完了 す る O 神戸市が行 う 同事
業 (11地 区) の う ち、 事業 を 終え る の は 5 番目

国土交通 審が、 閣内の地 下駅684 駅の 防火対策 を 調査 し た 結果、 留が 定め た
基 準を 満た し て い な い 駅が、 約 4 割に 当た る 268駅に 上 る こ と が 分か る

13日(日 ) I 統一地方選挙前 半戦実施。 兵療県議選 と 神戸市議選が 投開票さ れ る
14 B (月) I 政 府の 中 央防災会議は 、 東海地震の 警戒宣言発 令時の 鉄道の 運行 に つ い て 、

こ れ ま での指針 を 改め 、 想定震度が 5 強 以下の地点 を 走る 路線は 鉄道会社 の 判
断で 運行 可能と す る 方針 を 決め る

その時。全記録 9 



2003年(平成1 5年)

15日 ( 火) I (\J兵庫県は 、 震災後に 兵庫県 外に 移住 し た被災者の 帰県 を 促進 す る た め 、 県営
住宅の入居募集に 特別枠 を 設 け る こ と を 明ら か にす る

17日 (木) I 中 央防災会議の 「東南海 ・ 南海地震等 に 関 す る 専門調査会 」が 東南海 南海
地震の被害 想定 結果 を ま と め る 。 両地震 が 向特に発生 し た場 合の 死者は 最大で
約2 万500人 に 上 り 、 建物 の 全 壊は 約63万棟、 経 済的被 害 は 約5 6兆円に 達す る
と 算定

構 造改革特 区の 第 1 次認定分と し て 、 兵庫県内で 6件が決定す る
18臼 ( 金) I レジ ャ ー施設 「六甲ガ ー デン テラ ス J ( 神戸市 灘区) が オー プ ン す る

コ ー プ こ う べは 、 庖舗の あ る 20市 7 町す べて と 大 規模災害 時に 生活物資 な ど
を 確保 ・ 供給す る 「緊急物資 協定 」を 結ん だ と 発 表す る

19日 ( 土) I 大「イン フイオラ ー タ こ う べ2003J が 閉幕す る ( 5 月5 日 ま で)
22日 ( 火 阪神 淡蕗大震災か ら の復興 に つ い て課題 を 話し合 う 「神戸市復興 ・ 活 性化

推進 懇話会J ( 座長 :嘉天義久神戸大 学名誉教授) の 初会合が開催さ れ、 震災10
年 に 向 け て復興計画の 達成状況の 検証を 始め る

人 と 防災 未来 セン タ ー の 五 期施設 「ひ と 未来 館」が報道関係者に公開さ れ る
兵庫県 は 、 「わ た し た ちの 防災 ア イデア コ ン テス ト J (人 と 防災 未来 セン タ ー 、

読売新 聞大 坂本社共 催) の優秀賞に 「防災 頭巾を 兼ねた 枕」を 選 ぶ
23日 ( 水) I ム神戸市 は 、 2002年の 神戸港の取扱貨物 量、 入 港隻数を 発 表す る 。 総取扱貨物

量は7 ，860 万 ト ン 、 総入 港隻数は 4 万1，2 15 隻
2 4日 (木 人 と 防災 未来 セン タ ー の H 期施設 「ひ と 未来 館」の 開館記念式典が行わ れ、

内覧会が開催さ れ る
ム神戸ハー パー ラ ン ドの 商業施設モザイク は 、 開業 以来 初の大 規模改装を行 い 、
リ ニ ュ ー ア ル オー プ ン す る

震災で被害 を 受け た JR六甲道 駅南地 区 ( 神戸市 灘区) に 建設が進 む 再開発
ピル の l つ 「ウェ ル ブ六甲道 三番衛」の一番館と 二番館の 完成 を 祝う 会が開催
さ れる

2 6日 (土) I 人 と 防災 未来 セン タ ー の E 期施設 「ひ と 未来 館」が オー プ ン す る
第 14回全 国「み ど り の 愛護J の つ どい が、 皇太子 殿下ご夫妻を お 迎え し て 国

営 明石 海峡公 関 淡路地 区で 開催さ れる
27 B (日 ) I 統一地方選挙後 半戦実施。 明石市長選で は 北口 寛人 氏が、 芦置市長選で は 山

中 健 氏が、 宝塚市長選で は 渡部完氏がそ れぞれ 初当選 を 果た す
2 8日 (月) I 0 阪神高速道路公団が建設 を 進め て き た r7 号北神戸線」の有 馬口 一西宮山口

間 が 完成 し 、 北神戸線全 線が 開通 す る
2 9日 ( 火) 政 府は 、 平成 15年 春の 叙勲と 賜杯の 受章者 を 発 表す る 。 笹山幸俊元 神戸市長

が 勲一等 瑞宝章を 受章
神戸市兵康区の 湊川町 1 ・ 2 了自地 区の震災復興土地 区画整理事業が完了 し 、

完成 式が行わ れ る
30日 ( 水) I ※兵庫県 は 、 4 月 1日 現在の県の推計人 口 を 557万4，621人 と 発表す る 。 震災被

災地 10市 10町で は計360万1，116人で、 震災直前 を 上回る
岡田進 裕明石市長が退任す る

5 月 1日 ( 水) i 午前 3時半頃、 ト jレコ 東部ピン ギョ ル を 震 源 に M6.4の地震が発生す る

10 その時。全記録

大六甲山に あ る 保 養所を 利用 し た 芸術創作活動の拠点施設 、CNキ ュ ー ブJ ( 神
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2 日(金)
8日(木)

10日(土)

1 3日(火)

1 4日(水)

15日(木)

1 6日(金)
17日(土)

1 8日(日 )

1 9日(月)

20日(火)

21日(水)

戸市 瀧 が完成 し 、 開館式が行 わ れ る (一 般公 聞は 3日 か ら )
ム神戸高工会議 所と 地元大 手企業でつ くる 神戸レジ ャ ー ワ ー ルド開発 は 、 解 散
す る 方針 を 固め る

県公 館 (神戸市 中 央広) の 建設100年 を 記念す る 式典が、 l黒公 館で行 わ れ る
神戸市立中 央市民病 院の 碁本構 想、に 関 す る 懇話会 (座長 :岩崎柴日 本 医科大

学常 務理事) が、 報告書を ま と め 、 矢田市長 に提出す る
神戸市長 田肢の 御菅東地 区で、 震災復興土地 区画整理事業 と し て整備が進め

ら れて き た 「すがは ら す いせ ん公 園Jが 完成 し 、 公 園ぴら き が行 わ れ る
。兵庫県 は 、 自 然災害の被災住宅の 再建を 支援す る 独自 の制度 創設 に 向 け、「兵
庫県被災者住宅 再建支援制度調査会 J の 初会合 を 聞く

兵庫 ・ 関山両県 の 知事が共通 す る 政策課題 に つ い て 意見 交換す る 「兵庫 ・ 岡
山両県知事会議 」が開催さ れる

全 国の地方 自 治体の 防災担当職員 ら を 対 象に し た災害対策 専門研 修が、 人 と
妨災 未来 セン タ ー で 始ま る
※被災者 自 立支援金を め ぐる 調 停で、 支給 申請を 却下さ れ る な ど し た被災者 9
人が、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金に 支援金の 支給 な ど を 求め て新 た に調 停を 神
戸簡裁に 申し立て る
ム神戸市 は 、 ポー ト ア イラ ン ド西地 区に 外国航路の旅客船タ ー ミ ナルを 整備す
る こ と を 明ら か に す る

兵庫県 は 、 県 防災会議 を 開き 、 南海地震の対策推進 を 新 た に 加える な ど地域
防災計画の 修正を 決 め る
「第33居神戸ま つ り 」が 閉幕す る
「第33白神戸ま つ り 」市内 9 区で 区ま つ り が 関龍さ れ る
大ガ ラ ス ケ ー ス の一 部が破損し た 東遊園地 (神戸市 中 央区) の震災モニ ュ メ ン
ト '1 .17希望の 灯り 」が、 震災の 遺族やNPO関係者 ら が見守 る な か 修復 さ れ
る

兵庫県内を 観光し た 台湾人 医師が新 型肺炎( SA RS) の 感染者 と 確認 さ れ、
兵庫県 は井戸知事 を ト ッ プ と す る 兵庫県 SA RS対策会議 を 設 置す る O 神戸市 も
「神戸市保健 所健康 危機管理対策本 部」を 設 置す る

1 999年 の ト ルコ 大地震で調査団員 だ っ た 神戸市 職員 ら 7 人が、 第 33回神戸ま
つ り で今月1 日 に 起き た ト ルコ 地震の被災者 を 支援す る バザー を 行 う

「第33囲神戸ま つ り 」の メ ー ン行事 「お ま つ り パ レー ド」が 神戸三宮や元町
な ど を 舞台に 繰り 広げら れ る
ム阪神 ・ 淡路産業復興推進機構(HERO) は 、「ひ ょ う ご投資 サ ポー ト セン タ ー 」
の2002年度の 誘致実 績を発表す る O 過去最高の 1 3杜の 誘致に 成 功
構 造改革特 区の 第 2 次認 定分と し て 、 兵庫県 内で 5 件が決 定す る 。 4 月に 正

式認 定さ れて い る 6件と 合わせ、 県 内自 治体が申請 し た 11件す べてが認 定さ れ
る
ム生 き がい し ごと サ ポー ト セン タ ー 神戸は 、 NPO事業や社会 に貢献する コ ミ ュ
ニ ティ ー ビジ ネ ス に 興 味を 持つ 人の た め の体験活動 'NPO ト ラ イや る ウィー
ク 」を計画す る

午後 7 時45 分頃、 ア ルジ エリ ア の 首都ア ルジ\工の 東約60キ ロ 付 近を 震源 と す
る M6.7の地震が発生 す る
ム兵庫県 は 、 県 内の す べて の 商庖倍や加盟屈を対 象に し た実態調査の 結果 を ま

その時。令記録 1 1  
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と め る。「繁栄 」し て い ると 答え た の は全体の 4.5 %、 9 割以上が「衰退J'停滞」
と の認識 を示す

23日(金) I 新 型肺炎( SA RS) に 感染し た 台湾人 医師が兵庫県内を 観光し て い た 問題で、
兵庫県 は果全域の安全宣言を 出す

2 4日(土) I 神戸市兵庫 区の 松本地 区に地域住民の 憩い と 非常時の 緊急 避難の場 と し て 整
備を 進め て き た 「松本 う め 公国」が 完成 し 、 記念式典が行われ る

2 6日(月 ) I 午後 6 時2 4分頃、 宮城県 j村震 源 に M7 .1 の 地震が発生す る。 岩手県 南部や
宮城県 北部で震度 6弱を 記銀し た ほか、 北海道 か ら 近畿地 方ま で の 広い 範囲で
揺れ を 観測す る

27 日(火) I 鴻池祥肇防災担 当大 臣は、 閣議 に2003年 版「防災 白書J を 報 告、 了 承さ れる。
人 と 防災 未来 セン タ ー で、 こ の 1 カ月 揮の 入場者数が 5 万人 を 超え 、 昨年 同

期 比で約2 倍に 伸びて い るこ と が 分か る
神戸で暮 ら す 外国人の 戸を市政に反映さ せ る「神戸市 外国人市民会議 」の 初

会合が 聞かれる
2 8日(水) I 神戸市 観光 ホテル旅館協 会 は、 神戸に 愛着を 持つ 人 を 全 国か ら 募り 、 神戸

の 総力 を P R し て も ら お う と 'KOBE観光特 住J 300人の募集を 始め る
2 9日(木 中央防災会議 は、 東海地震の防災対策の基本方針 と な る「東海地震対策大 綱J

を 決定す る
O阪神・淡路大震災で住宅が被災 し て 更地 に な り 、 期定資 産税と 都市計画 税を
軽 減す る特 例の対 象に な っ て い る宅地が2003年 l 月 現在、 神戸市内で106万平
方 メー ト ル残 っ て い るこ と が、 神戸市の調査で 分か る

6 月 2 日(月 ) I 午前 O時20 分頃、 神戸市 西区で 起き た民家火災で、 消火活動 中、 焼け 落ちた
建物の 2 階部分の 下敷き に な るな ど し て 消防士 3 人が 死亡、 10人 が 重軽 傷を負
つ

震災復興の 再開発 が 進む 神戸市長 田区の JR新長 田駅南地 区で 、 民間企業が
神戸市 に代 わ っ て 設計、 建設 し た 神戸市内初の 再開発 ピル「新長 田平和ピ ル」
が オー プ ン す る

阪神・淡路大震災後 に 国が1 998年度 ま で に 緊急 補強 す るよ う 指示 し た 新 幹線
の橋脚約3 万5 ，000本の う ち、 4，390本が 未着工で あ るこ と が、 国土交通 省の ま
と め で 分か る

6 日(金 神戸市 は、 有 馬温泉の活性化 を 図 ろう と 、 湯治客向 けの 宿泊機 能や有 馬を 体
験で き る多目 的 ホー ルな ど を 備え た施設 「有 馬の 工 房J (神戸市 北区) を オー
プ ン す る

兵庫県 は、 ア ルジ、エ リ ア 地震の被災地へ 国が 派遣す る陸際緊急援助 隊専門家
チー ム に、 人 と 訪災 未来 セン タ ー の研究員 と 県 職員 の計 2 人が参加するこ と を
発 表す る

日本が他 国の 武力 攻撃を 受け た 際の対応 を ま と め た有事法制 3 i去が成立 す る
ム神戸市、 神戸市 産業 振興財団 は、 新 型肺炎( SA RS) が市内企 業 に 与え る影
響につ い て の ア ン ケ ー ト 結果 を 発 表す るO 貿易・商社 、 運輪・通 信な ど2 6.0 %
の企業が現時点で 「影響あ る」と 答え 、 37 .5 %が 「将来あ る」と 答え る

7 日(土) I 震災10年 に 向 け て復興の総括・検 証に 着手し た 神戸市 は、 幅広く 市民の 意見

12 その時。全記録

を 取 り 入 れ るた め、 区別 ワ ー ク シ ョ ップ を 始め る
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10 日(火) I 北村春江芦鹿市長が、 任期 満了 を 迎え て 引 退す る
ア ジア 防災 セン タ ー な どが、 自 然災害の 多い ア ジア 各 国の 防災力 を 高め よ う

と 、 JIC A兵庫 間際セン タ ー で 国際防災会議 を 開く
1 3日(金) I 県内市町の2003年度 当初予算 (普通会計) が 3 年 ぶ り に 減少 に 転じ た こ と が、

兵庫県の ま と め で 分か る
四(土) I 総 務省は、 東南海 南海地震で津波に よ る大 き な被害が想定さ れる和歌山県

な どで、 高 感度 の セン サ ー を 使っ た 防災ネ ッ ト ワ ー ク の 開発 を 進め る方針 を 明
ら か に す る

間 (月 ) I 00連地域 開発 セン タ ー で防災研修を 受け て い る世 界 9 カ国の 防災担 当者 ら が、
環境防災 科を 設 け て い る兵庫県立 舞子高 校 (神戸市 垂水区) を 訪れ、 防災 教育
や 防災活動の取 り 組み を 視察す る
ム阪神・淡路大震災の発生時刻午前 5 時46分を指 し た ま ま 針が 止ま っ て い る大
時計が、 兵庫県 西宮市の 西宮中央商庖街の ア ー ケ ー ドか ら 取 り 外さ れる

問(火) I ム兵庫県 は、 3 年 間 で 5 万人の 雇用 創出を 目 指す 「ひょ う ご経 済 雇用 時性
化 プロ グ ラ ム 」の2002年度 分で 2 万1 ，017人 の 雇用実 績があ っ た と 発表す る

1 8日(水) I 小泉純一郎首相 は、 経 済財政 諮問会議で、 国と 地方の 税財政の 「三位一体 」
改革に つ い て2006年度 ま での 3 年間 に 留か ら 地方への 補助 金を 公共事業 を 含め
約 4兆円削減し、 削減額の約8割を 自安 に地方へ 税源 移譲す るよ う 指示 す る

20 日(金) I ア ルジェ リ ア駐 日大 使夫妻が、 救援活動や見 舞金な どへの 謝意を 表す た め 兵
庫県 公館を 訪れる

「京阪神都市 圏広域防災拠点 整 備検討 委員 会 J(委員 長 :吉川和広京都大 学
名誉教授) は、 京阪神一 帯が被災す る広域災害 に 備え 、 応急 救援活動の拠点 を
3 カ所 に つ く る構 想、を発 表す る

23日(月 ) I 野島断層 を 展示 し て い る北淡時災 記念公園 野島断層保 存 館で、 3 次元
レー ザー計 測装置を 使っ た 初め て の 灘量調査が行わ れ る

兵庫県 は、 阪神・淡路大震災か ら 10年 を 迎え る200 4年度の 国予算編成 につ い
て 、 計10 9項 呂を 要 望し 、 そ の う ち、 復興対策 と し て 1 1 境目 を 挙げて い るこ と
を 明ら か に す る
0 神戸市 は、 神戸空港の 空港島を 報道関係者 に 初公開す る

問 (火) I (QJ阪神 淡路大震災 で 慨し た 神戸市 灘区の 分譲マ ン シ ョ ン の 建て替え 決議 を
め ぐる訴訟で、 最高 裁第 三小法 廷は、 建て替 え 反対 派住民の 上告を 棄却す る決
定を す る
ム神戸港を 利 用 し た リ サ イク ルの 物流拠点 を 目 指 し 地元企業 な どが出資 し た新
会社 「神戸ポー ト リ サ イク ル」の 処理工場が、 ポー ト ア イラ ン ド2 期 に 完成 。
竣工 式と 現地見 学会が 開かれる
ム神戸市が2002年度か ら 始め た 2 万人の 雇用 創出事業 に つ い て 、 同年度 で計画
の 4，500人 を 上回る5 ，553人の新 規雇舟があ っ た こ と が 分か るO

日 (水) I 兵庫県 三原郡4 町 (緑町 西淡町 三原町 南淡町) に よ る第 1 4回合 併協議
会が 聞か れ、 2005年 1 月 の発足を 呂指す新市の名称、が「南あ わじ市 」に 決 ま る

兵庫県 は、 震災か ら 10年の 節目 と な る2005年 に 向 け て 、 こ れ ま での県の寂 り
組み を 総 括的 に検 証す るた め に 、 被災住民や住民団体の代表、 学識経験者 ら で
組織す る「復興10年 委員 会 」を 設 置す るこ と を 決 め る

2 6  E3 (木) I 東南海 南海地震 に 備え 、 近畿地方の 関係機関 の連携強化 を 目 指す「東南海
南海地震 ・津波等 広域連携防災対策検討会 」の 初会合が 聞かれる

その時。全記録 13 
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大 阪高 裁で 国土交通省な ど と 和解が成立 し た 尼崎公害 訴訟の 原告団が、 大 型
車の 交通 規制 が 行わ れて い な い と し て 、 和解条項の 履行を 求め 、 屈の 公害等調
整 委員 会 に 申し立て た あ っ せん協議で、 同委員 会の提 示し た あ っ せん 案を 、 原
告団 と 国土交通省双方 が 受け入れ、 あ っ せん が成立す る

27 日(金) I 大内閣府、 文化 庁な ど 4 省庁が 大地震か ら 貴重な文化 遺産を 守 るた め設 置し た
「災害か ら 文化 遺産と 地域 を ま も る検討 委員 会 J(座長 :土 岐憲三立 命館大 学
教授) が 初会合 を 開く

30 日(月 ム神戸市がポー ト ア イラ ン ド2 期地 区で 進め る神戸医療産業 都市構 想の 中核施
設の 1 つ 「神戸臨床研究情報 セン タ ー (T Rr) Jの 聞所 式が 行わ れ る

国内で 大 規模災害が 起こ っ た 糖、 被災地 に 緊急仮設 診療所 を 設 置す るユニ ッ
ト (ERU) が、 日本 赤十 字社兵康県支部に導入 さ れるこ と が決 ま る

ム宝塚市内最大の 観光ホテル「宝塚 グ ラ ン ドホテル」が営 業 を 中 止、 廃業する

7 月 1 日(火) I 防 災科学技術研究所が、 三木震災 記念公園(仮称) に 建設 を 進め て い た 「実
大 三次元震動 破壊実験施設 J(丘一デイフェ ン ス ) の主要 建物が 完成、 完工 式が
行わ れ る

2002年 に 修学旅行で 神戸市内に 宿泊し た 児童・生 徒数は 6 万773人 に の ぼり 、
2 年連 続で 6 万人 を 突破し た こ と が 'FeelKOBE観光推 進協議会 」の ま と め で
分か る
。兵庫県 は、 2002年度 の 県 内の新設住宅 着工戸数が 4 万2 ，988戸で、 前年 震に
比べて 1 1 .4%減少 し た と 発 表す るO 被災10市10町で は2 万9，949戸で、 1 3.1 %
減少

4 日(金) I 兵庫県 教育 委員 会 は、 今後 5 年 間 の 教育 行政の方針 を ま と め た 「兵庫の 教育
改革プ ロ グ ラ ム 」を発 表す る

神戸大 学工 学部の研究 室が民間企業 な ど と 連携 し て 開発 し た災害 救助 ロ ボッ
ト が、 NPO法 入国際レス キ ュ ー シ ス テム研究機構の 試験場で 披露さ れる

0 阪神・淡路大震災 級の地震 を 想定 し た場合、 国内の新 幹線の 高 架橋に 使わ れ
て い るコ ン ク リ ー ト 柱の う ち、 約20 %に あ た る計約3 万2 ，300本 に つ い て 新 た
な 耐震 補強工事が必要 な こ と が、 JR各社か ら 国土交通 省へ の 報 告で 分か る。
各社で は200 8年度 末ま で に工事 を 完了 さ せ る予定

7 日(月 ) I 神戸市長 田匿の 西神戸セン タ ー 街で、 「震災 ア ー ケ ー ド」の 撤去作業が始ま
る

8 日(火 2006年 の 第 61回国民体育大会 「の じぎく 兵庫 国体 」の 開催が正式決定す る
大震災で 倒壊し た ま ま だ、っ た 神戸市長 田区に あ る石碑「平忠度 胴塚」が 再建さ
れ る

12 日(土) I 北海道 南酋沖地震か ら 10年 を 迎え る。 最大の被害 に あ っ た 北海道 奥尻町 (奥
尻島) で 慰霊の 追悼式が 聞かれる

15 日(火) I 政府は、関議で、「国連 防災世 界会議」を 阪神・淡路大震災か ら 10年 と な る2005
年 l 月 に 神戸市へ 誘致す るこ と を 決 め る

14 その待。全記録

関 東大震災か ら 80年 を 迎え るの を 機 に 、 「大震災 と 報道 展J が、 横浜市 の 日
本新 開博物館 (ニ ュ ー ス パ ー ク ) で 始ま る (10月 1 9日 ま で)

神戸市 は、「協 働と 参 両の市民 ・地域活動 の 支援 に 関 す る条 例(仮称、) 検討会 J
の 初会合 を 開く
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1 6司 ( 水) \ 0 板神・淡路大震災 を き っ かけ に 耐震 補強工事が 進め ら れて いる中国自 動車道
の う ち、 要 注意期 に入 っ た 山崎臨層 上 を 通 る部分の 進捗率が、 6割に と ど ま っ
て い るこ と が 分か る

間 ( 木) I 震災か ら 8 年 半が経 過
全 国知事会議 が 岐阜県高 山市 で 関 かれ、 「自 然災害被災者支援制度の 創設等

に 関 す る緊急決議 」が 採択 さ れる
「海外災害援助市民 セン タ ー (C ODE) Jな ど は、 阪神・淡路大震災時に ア ル

ジエ リ ア 政府か ら 兵庫 県 に 贈ら れ た 大 型テン ト を 人と 防災 未来 セン タ ー 「ひと
未来 館」前 広場 に 設 置、 救援募金や 写真展、 フォー ラ ム な どの イベン ト を 行う

悶 (金) \ 阪神・淡路大震災の被災地 で ま ちづ く り に取 り 組む個 人や 団体 を 資金援助す
る'KOBE HY OG O  2005 夢基金プ ロ ジェ ク ト Jが選 考結果 を 発 表す るO 計 聞
の将来性や 公共性が高か っ た17団体に協力 金を 交付す る
犬神戸市立 神戸ファッシ ョ ン美 術館に 併設 さ れて い る「オルピス ホー ル」が、
2004年か ら 一時休館す るこ と が 分か る

1 9日 ( 土) \ 会神戸市 北立の有 馬温泉街に 「有 馬玩具博物館 Jがオー プ ン す る
0 神戸交通 振興 は、 市内の 観光地 を 巡るシ ティ ー ・ルー フ。パス を新 た に 神戸市
内東部で 運行する

「海の 日 」に ちな ん で、 ミ ナ ト 神戸の 夏を 彩る「海フェ ス タKOBE -j毎の
祭典2003 Jが、 神戸港・ メ リ ケ ン パ ー ク を 主会場 に 関かれる (26日 ま で )

20 日 ( 日 ) I 九州豪雨
22 日 ( 火) I 秋篠宮殿下ご夫妻が、 日毎フェ ス タKOBE 海の 祭典2003Jの 記念式典 (23

日 ) ご臨席の た め 、 神戸市内を 訪問さ れ、 神戸港震 災 メモリ ア ルパ ー ク な ど を
視察さ れる

23日 ( 水) I 阪神・淡路大震災 の 教訓を 踏 ま え 、 兵庫県が災害時の 救急 医療拠点 と し て 神
戸市 中央ほの 神戸東部新 都心 (HAT 神戸) に 整 備を 進め て き た 「兵庫県災害
医療セン タ ー 」が完成、 併設す る神戸赤十 字病 院な ど合 同の 開設 記念式典が 行
わ れ る

2 4日 ( 木) I ※兵庫県 は、 「高齢世 帯生活援助員 ( SC S) J制度 に つ い て 、 復興計画の 区切り
と な る震災10年 (2005年 ) 以降も 継続さ せ る考え を 明ら か に す る
。「兵庫県被災者住宅 再建支援制度調査会 」の 2 回目 の会合が 聞かれ、 全 国知
事会が 創設 を 決め た住宅再建基金に よ る公的支援 に 上 乗せす る形で、 県 独自 の
共 済制度の実現 を 目 指す こ と を確認する

日 (金) I ' 東南海・南海地震 に係る地震防災対策の 推 進に 関 す る特別 措置法 Jが施 行
さ れる

2 6臼 ( 土) I 宮城県 北部を 震 源 に 断続的 に 地震が発生 す る。 午前 O時13分頃、 M5 .5の 地
震が発生、 震度 6弱を 記録。 午前 7 時1 3分頃、 M6.4の地震が発生、 震度 6 強
を 記録。 午後 4 時5 6分頃、 M5 .3の 地震が発生、 震度 6弱を 記録し 、 1 Bに 3
回震 震 6 を 観測す る

震災10年 と な る2005年 に 向 け、 神戸の復興の 歩み や 将 来 像を 市民の 視点 で議
論す る ，w復興の総 括・検 証」全市 ワ ー ク シ ョ ップ Jが、 こ う べま ちづ く り セ
ン タ ー で 開かれる

阪神・淡路大震災で 犠牲に な っ た 少 女の 自 宅 跡に 咲い た ヒ マ ワ リ に ま つ わ る
思い を 後世 に 伝え る「ひま わ り ウオ ー ク 」が、 神戸市 東灘区で 開催さ れ る

2 8日 (月 ) I '人と 防災 未来 セン タ ー 」は、 連 続地震 に見 舞わ れ た 宮城県 北部の被害調査

その日寺。全記録 15 
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2 9日 ( 火)

30 日 ( 水)

8 月 1 B ( 金)

2 B ( 土)

4 日 ( 月 )

7 日 ( 木)

8 日 ( 金)
9 日 ( 土)

1 1 日 (月 )

15 日 ( 金)

1 8日 (月 )

20 日 ( 水)

21 日 ( 木)

16 その時。全記録

の た め 、 専任研究員 ら 2 人 を 現地へ 派遣 す る
※震災復興総合相 談 セン タ ー に 寄せ ら れた2002年度の相談件数の う ち、 震災関
連 は全体の 3.3%に と ど ま っ て い た こ と が、 兵庫県の ま と め で 分か る
ム国民生活金融公庫 な ど 中小企業 向 け の 政 府系 3 金融機関 は、 阪神・淡路大震
災 の被災企業 を 対 象に し た低利 融資 「災害復 旧貸付制度J の 受付期 間 を 200 4年
7 月 31 日 ま で 1 年間 延長す ると 発表す る

兵庫県 教育 委員 会 は、 宮城県 北部の連 続地震で、 避難所 に な っ て い る学校や
子 ど も の 心の ケ ア の支援 に つ い て調査す るた め 、 指導主事 2 人 を 宮城県 に 派遣
す る

兵庫県 は、 宮城県 北部の 連 続地震で被災 し た住宅 な どの 危険度 を 調 べるため 、
応急 危険度 判定士の資格 を 持つ 職員 2 人 を 宮城県へ 派遣 し た と 発 表す る

「兵庫県災害 医療セン タ ー 」が、 HAT 神戸に オー プ ン す る
「北野工 房の ま ち」が耐震 補強工事 を 終え 、 グ ラ ン ドオー プ ン す る
兵庫県 は、 寂神・淡路大震災の復興計画で実施 し た施策の 問題点 を 検 証し、

先導的 な 取 り 組み を 全 国的 な 制度 と し て 国に 提 案す る方針 を 決 め る
全 国の 公立小中学校の 校舎や体育 館の う ち、 耐震性が確認 さ れた 建物と 耐震

性が当初か ら 確保 さ れて い る建物を 合わせ た 耐震化率 は46.6%にすぎず、 耐震
診断未実施 カ{'42 .4%、 耐震性がな い と 判定 さ れた の が10.9%で あ るこ と が、 文
部科学省の調査で 分か る
大被災地の 歴史資 料や文化財の保全を 続け る「麗史資 料ネッ ト ワ ー ク 」は、 宮
城県 北部の連 続地震で、 被災 建物内の資 料保全に協力 す るこ と を 明ら か に す る

国際紛 争や 自 然災害な どで、親 を 失 っ た 世 界の子 ど も た ちが 集う 「第 4 回国際
的 な 遺児の連 帯を す す め る交流会 」が、 レイン ボー ハウス で 始ま る

1 999年の ト ルコ 北西部地震の 遺児 4 人が来 日、 人 と 防 災 未来 セン タ ー な ど を
訪問す る

台風10号兵庫県 度撃
rHAT 神戸田捺フェ ス ティ パル」が、 HAT 神戸で 開かれ る

神戸市 は、 2002年度 の 決 算見 込み を発 表す る。 一 般会計の 実質 収支 は5 ，700
万円の 黒字と な っ た が、 基金の 借 り 入 れや企業会計か ら の支援が1 62億円あ り 、
実質 は1 61億円の 収支 不足。 起債制 限比率 は2 4.7 %と 過去最悪と な る

兵庫県 教育 委員 会 は、 宮城県 北部の 連 続地震で被災 し た子 ど も た ちの 心の ケ
ア の あ り 方 に つ い て助 言す るた め 、 宮城県 鹿島台町で 関 かれ る研 修会 に 講師を
派遣す るこ と を 決め る
大阪神・淡路大震災で大 き な被害 を 受け た 神戸市長 田区の 調菅西地 区で、 「御
蔵焼J (閥芸) 体験や 吏地 を 現代美 術の オフゃジェ で 飾る「空い て る地 球展」が
始ま る

兵庫県 は、 2002年度の 決 算見 込み を発 表す るO 一 般会計の 実質 単年度 収支で
は15億8，200万円と 2 年連 続で 赤字と な る
ム阪神・淡路大震災で 焼け 落ちた ア ー ケ ー ドの 再建に取 り 組む 神戸市長 田区の
大 正筋商脂街で、 工事の安全 を 願う 起工 式が 聞かれ る
ム阪神・淡路産業 複興推 進機構 は、 阪神・淡路大震災の被災地 に お け る産業復
興実態の調査結果 を 発 表す るO 売上高が震災前 を 下回ると す る事業所が 7 割以
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上 あ る一方で、、 「震災 の 影響はほ ぼな く な っ て い る」と し た 事業所が 初め て 5
割を 超え る

22 B ( 金) I ※神戸市 は、 阪神・淡路大震災か ら の復興状況 を 検 証す るた め、 市民 1 万人 を
対 象に 実施 し た ア ン ケ ー ト 結果 を発 表す る。 生活が震災前 に 比べて 「低 下 し て
い る」と 答え た 人 は48.0 %に の ぼり 、 そ の 要 因に 「震災 」を 挙げた人 は1 5 .1 %、
半数以との57 .6%の 人が 「不況 」を 挙げる

構 造改革特 区と し て 、 兵庫県内で I件が決定す る。 県内の 認定 特 区は 4 月 、
5 月 の認定 分と 合わせ計12カ所 と な る

23日 ( 土) I (Q!国土交通省は、 都道 府県 な どの 勧告を 受け て 行う 木造住宅 の 耐震 改修費の一
部に つ い て 、 国と 地方 自 治体が補助 す る制度の対象地域 を 拡 大す る方針 を 閉め
る

25 日 (月 ) | 住民基本 台帳ネ ッ ト ワ …ク シ ス テム が本格 稼働す る
神戸市 教育 委員会 は、 大災害発生時に 学校が ど う 行動す べき か を 学ぶ 防 災 ・

危機管理研修の た め 、 阪神・淡路大震災 を 経験 し た 職員 ら を 全国に 派遣す る事
業 を 9 月 か ら 始め るこ と を発表す る。 研 修資 料と し て 、 震災 を 教訓に 学校防 災 ・
危機管理 の あ り 方 を ま と め た C D-ROM を 作成
ONTT ドコ モは、 地 震 な どが起き た 捺、 同社の携 帯電 話で安 否情報の 登録・
確認がで き る「iモー ド災害用 伝言板サ ー ビ ス J を 200 4年 1 月 か ら 始め ると 発
表す る

兵庫県 は、 寂神・淡路大震災か ら 10 年おと な る2005年 1 月 に 向 け 、 復興への寂
り 組みの総括的 な検 証や 、 阪神・淡路大震災 1 0 周年 記念事業 の 基本構 想策定
な ど に あ た る「復興10年 委員 会 」を 設 置す ると 発表す る

2 6日 ( 火) I 0 坂神高 速神戸山手線の 白川ジヤン ク シ ョ ン 神戸長 田出入 口問が完成 し 、 開
通する

27 B (水) I 阪神 淡路ま ちづ く り 支援機構 は、 地震被害 を 受け た 宮城県 北部へ メ ン バー
を 派遣 し 、 災害 に 備え た仕 組み 作り を 呼びかけ る

2 8日 ( 木) I 兵庫県が設 置し た 「復興10年 委員 会 」の 初会合が 聞かれる
。内閣府は、 自 然災害で 全半壊し た住宅の 再建を 支援す るた め、 国と 都道 府県
が最大200万円を 支給す る新制度 を 創設する方針 を 明ら か に す る

2 9日 (金) I 阪神 淡路大震災で被災 し 、 建設工事が進む'NHK 神戸新 放送会 館J ( 神戸
市 中央匹) に震度 7 以上の大地震 に も 鮒え ら れ る「軽 量建物用 免震 シ ス テム 」
が 採用 さ れるこ と に な り 、 説明会が 開かれる
※兵庫 県が、 阪神・淡路大震災の 災害復興 公営住宅 の 全世 帯を 対 象に 初の コ
ミ ュ ニ テイ調査 を 実施 し、 そ の 結果 を 発 表す る ，暮 ら し の め と とが立 っ た 」と
す る人が 3割、 過半数が 「今の住 宅 に ず っ と 住み 続け るつ も り 」と 答え る

9 月 2 日 ( 火) I 阪神・淡路大震災の被災地で活動する民間 非営利団体 (NPO) メ ン バー ら に
よ る「震災10年市民検 証研究会J ( 山口 一 史代 表) が、 神戸市内で発足会 を 開
く

4 日 ( 木 災害発生時に お け る対応 に つ い て 学ぶ 神戸市内各 区の 防災 訓練が 始ま る。 7
日 ま で 行わ れ 、 全8 区で市民 や 消防 隊員 ら 計約5 ，000人が参加す る

5 臼 (金) I 0 阪神 淡路大震災後、 兵庫県 や 神戸市が 耐震 補強 の た め に実施 し た橋げた 落
下防 止装置の施工工事で、 計 43橋の う ち22橋で設計 よ り 短い 固定 ボルト を 使っ

その時。全記録 17 
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7 日 ( 日)

8 日 ( 月 )

9 日 ( 火)

12 日 (金)

1 3日 ( 土)
1 5 日 ( 月 )
1 6日 ( 火)

17 日 ( 水)

1 9日 (金)
22 日 (月 )

23日 ( 火)

25 日 ( 木)

2 6日 (金)

18 その時。全記録

た 手抜き 工事 が行わ れて い た こ と が、 県や市の調査で 分か る
神戸市長 田区ゆ か り の企業 を 紹介す る'2003長 田い き い き 企業 フェ ア Jが、

JR新長 田駅前 広場で 開かれる
※阪神 . i炎蕗大震災援興基金は、 被災者 が弔皮災者 自 立支援金の 支給 を 求め て い
る神戸簡裁の 調 停で、 震災時に住民 票上 は世 帯主 で な か っ た も の の 、 一人暮 ら
し だ っ た 女性 l 人 に対 し 、 事実上 世帯主 だ っ た と 認め 、 支援金の支給 を 決め る

南海地震で 交通 網が 寸断さ れ、 多くの 帰宅 困難者が発生 し た事態 を 想定 し、
f定歩で 帰る人への地域企業の 支援策 を 探る実験が、 神戸市 内で 行わ れ る。 「神
戸安 全ネ ッ ト 会議 J(会長 :室IÙ奇益輝神戸大 学教授) の主 催
。兵庫県が今年 春に県 外被災者向 け に 行っ た県営住宅の優先募集で、 正、募世 帯
が最終的 に ゼロ だ っ た こ と が 分か る

兵庫県 は、 阪神 ・ 淡路大震災後の復興市 街地整備事業の 検 証結果 を発 表す る0
2 段階に 分け て 都市計画決定 を 行っ た こ と で事業が迅速に 進んだ、と 評価す る
方、 ハー ド面の 整 備を 地域経 済活性化 に つ な げるこ と が必要 な ど と 指摘

兵庫県 は、 販神 ・ 淡路大震災の復興 ま ちづくり に つ い て の 進捗状況 を 発 表す
る。 土地 区画整理事業で は、 20地 区の う ち10地 区で事業が完了 。 仮換地指定率
は平均91 %

「神戸よ さ こ い ま つ り 」が 閉幕す る
阪神タ イガー ス が、 1 8年 ぶ り 4度 呂の1)ー グ優 勝を 決め る
防 衛庁は、 大震災 な どの災害発生 に 際し 重体 ・ 重症患者 を 被災地か ら 遠く離

れ た 高 度 医療機関 に 搬送す る態 勢を 整 え るた め 、 航空自 衛隊に機動 衛生 班 ( 仮
称) を 創設す る方針 を 決 め る

中央防災会議の 「東南海 ・ 南海地震等 に 関す る専門調査会 Jは、 東南海 ・ 南
海地震 に 備え る必要があ る防災対策推 進地域に21 都府県 497市 町 村を 指定 す る
案を発 表す るO ま た 、 東海 ・ 東南海 ・ 南海の 3 地震が 同時発生 し た場合、 死者
は最悪で約2 万8，300人 に 達し 、 経 済的被害 は81兆円に 上 ると の被害 想定 も 公
表

「北野工 房の ま ち」の 来 館者が、 400 万人 に 達す る
小泉第 2 次改造内閣が発足す る。 井上 喜A衆院議員 が 訪災 ・ 有事法制担 当穏

に 就任
兵庫県の井戸知事 と 神戸市の 矢田市長 ら が、 1 8年 ぶ り に リ ー グ優 勝を 果 た し

た 販神タ イガー ス の 野崎 勝義球団社長 に 神戸市内での優 勝パ レー ド開催を 求め
る要 望書を 手渡す

阪神 ・ 淡路大震災10周年 記念事業の 構 想を 決 め る兵庫県の 「復興10年 委員 会
記念事業小委員 会 J( 委員 長 :端信行京都橘女子大 学教授) の 第 2 民会合が 開
かれる

「御競通 5 ・ 6丁目 町づ くり 協議会 J( 神戸市長 田区) な ど 神戸市内の 3間
体が、 2003年度の防災 功労者総理大 臣表彰を 受け、 各団体の 役員 ら が、 矢田立
郎神戸市長を 訪ねて報 告す る

「宝塚ガー デン フィ ー ルズ」がオー ブン す る
復興市 街地 再開発事業が 進む JR六甲道 駅南地 区 ( 神戸市 灘区) で、 東部副

都心の シ ン ボルと な るピル「ウェ ルブ六甲道 1 番街」が完成す る。 地 区全体の
ピル1 4棟の う ち、 12 棟が 完成

午前 4 時50 分頃、 北海道 襟裳岬沖を 震源 に M8 .0 の 地震が発生 す るO 午前6
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時 8 分頃、 北海道 襟裳縛沖を 震源 に M7 .0の 地震が発生するO 持河町で は2 度
と も 震度 6弱を 観崩す る
※阪神・淡路大震災の被災者 に兵庫県内の 市町が貸 し 出し た災害援護資金の 返
済で 、 借受人の う ち滞納者が約3割を 占め るこ と が、 市民団 体 仮神・淡路大震
災 救援 ・復興兵庫県民会議の調査で 分か る

人と 防災 未来 セン ター は、 北海道 ・十 勝沖地震の現地の被害状況 を 把握す る
た め 、 河 田恵 昭セン ター 長 ら 防災の 専門家計 5 人を 調査 隊と し て 派遣するこ と
を 決 め る

2 8日(日 神戸市兵庫 区松本通で、 神戸市が整 備を 進め て き た 人工の 小川が 流れる都市
計画道 路「松本せせ ら ぎ通 り 」が全通 し 、 完成 式が 開かれる

人と 防災 未来 セン ター の入 舘者が、 50万人を 突破す る
兵庫県の復興10年 委員 会 は、 検 証企 岡小委員会の 初会合 を 開 く

2 9日(月 ) I (Q;兵庫県住宅供給 公杜が、 芦屋市の災害復興住宅の売れ残 り 物件を 値下げ販売
し た た め 、 資 産価値が低 下し た と し て 、 住民 94人が 同 公社 を 相手に 、 総 額 6 1:意
2 ，400万円の 損害 賠償を 求め る訴え を 神戸地 裁に 起こ す

30 日(火) I (Q;神戸市は、 市営住宅の家 賃減免を 受け て も 支 払え な い被災者が相次い で い る
問題で、 市民団体の 要 望書に対 し 回答書を 出す 。 「家 賃を 滞納 し た場合、 減免
の 更新 を 認め な い 」と い う 詫来通 り の方針 を示す

1 8年 ぶ り に リ ー グ優 勝を 決め た 阪神タイガー ス の Vパ レー ド誘致を 進め る
兵庫県や 神戸市な ど は、「阪神タイガ ー ス 優 勝記念・神戸パ レー ド実 行委員 会 J
を発足さ せ る

10月 1 日(水) I 神戸大 学と 神戸高船大 学が、 統合す る
2 日(木) I 海岸事業 を 管 轄す る国土交通省と 農林水産省は、 各 都道 府県 に対 し、 10月 か

ら 11 月 に か け て 市町 村や 地域住民 な ど と 連携 し 、 津波発生 を 想定 し た 防災 訓練
に取 り 組む よ う 通知 す る

石油な ど を 貯蔵す る屋外タン ク の 鮒震基準が強化 さ れた 1 977年 以前の500 キ
ロ リ ッ ト ル以上の 建造分の う ち、 76%が 碁準に 未対 応、で安全性 に 不安を 抱え て
い るこ と が、 消防 庁の調査で 分か る

3 日(金) I ム「神戸マ ルイJ が、 神戸市中 央区の JR三ノ宮駅前 に オー プ ン す る
NTT 西日本 は、 西日本全域の 電 話や イン ター ネ ッ ト な どの あ ら ゆ る通 信 網

を 一元 的 に 監視・制 御す る「西日本 IT オベ レー シ ョ ン セン タJ を 神戸市に 開
設 し 、 稼働を 始め る

6 日(月 ) I 神戸市観光 ・ ホテル旅館協会が募っ た 'KOBE 観光特 鈍」が、 神戸を 訪れ、
新 神戸オリ エ ン タルホテルで の認定 式典 に 出席す る

8 日(水) I 神戸市復興 ・ 活性化推 進懇話会 は、 震災10年 目 に 向 け た復興の あ り 方 に つ い
て ま と め た提言「復興の総 括・検 証」の 中 間報 告書を 矢出神戸市長に提出す る

9 日(木) I 兵庫県 は、 県 内部市町の2002年度決算見 込み を発 表す る。 実 質 単年度 収支で
は、 赤字が52 市町 に な り 、 88市町の総 額で も 2 年連 続赤字と な る

窒素酸化物 と 粒子状物質 の 排出基準を 満た さ な い車両を 運行規制する兵庫県
の環境の保全 と 創造に 関 す る条 例改正案が、 同県議会で 可決、 成立する
o自 然災害の被災者への 「住宅 再建支援制度 」の 創設 を 求め て い る全 国知事会
は、 内閣府や総 務省な ど に 緊急要 望書を 提 出す る

その時。全記録 19 
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刊行 (金) 衆議 院が解 散す る
※「被災者復興支援会議 困J (座長 :室崎益輝神戸大 学 教授) は、 被災後 に 地
域 と 新 た な 関係 を 築 い て い る企業の取 り 組み を 躍り 込ん だ 第 5 同提 案を 発 表す
る
。自 然災害か ら 国民 を 守 る国会議員 の 会 は、 総会を 開き、 自 然災害被災者への
住宅 再建支援制度 に つ い て 、 持 ち家 が全 壊し た 世 帯への支給 額を 最高500 万円
と す る従来の 案を確認す る

1 3日(月 ) I 兵庫県の 「復興10年 委員 会 」は、 2 回目 の会合 を 開き、 阪神 淡路大震災10
百年 記念事業の テー マ を '1 .17 は忘れ な い 」と す る基本構 想を 岡め る

1 4日(火) I 神戸新 聞社 は、阪神 ・ 淡路大震災で全壊し た JR三ノ宮駅前 の「神戸新 開会 館J
跡地の 再開発 を 決め 、 都市 再生 特 出措置法 に 基づ く 都市計画 案を 神戸市 に提 出
す る

神戸市の 都市計画道路建設 を め ぐ り 、 向市 須磨区 ・ 西須磨地 区の住民が申し
立 て た 公害紛 争調 停で 、 住民 に よ る調 停団 と 市 は、 同地 IRの 騒音と 振動 、 交通

な どの現況調査 を 双方が協力 し て 実施す るこ と で合意す る
阪神 ・ 淡路大震災で被害 を 受け 、仮設 局舎で営業 を 続け て い た 長 田郵便局(神

戸市長 田区) が 、 新 局舎を オー プ ン さ せ る
日 (水) I 中山手地 区市 街地 再開発準備組合 は、 ト ア ロ ー ド沿い約l ヘク タ ー ルに 、 高

層 ピル2 棟な ど を 建設す る事業計画 案を発表す る
17 R (金) I 附 淡路大震災の復興市 街地 再開発事業が 進む JR六甲道 駅南地 区 (神戸

市 灘註) に 再開発 ピル「ウェ ルフ7f甲道一番街」が 、 オー プ ン す る。 地 区全体
で は1 4棟中12 棟日の 完成

2005年の 阪神 ・ 淡路大震災10年 を 機 に震災の経験や 教訓な ど を 広く 発 信す る
こ と を 目 指 し 、 神戸市が設 置し た 「震災10年 神戸か ら の発 信検討 委員 会J (座

:加 藤恵 正神戸商科大 学教授) が 、 初会合 を 開く
21 日(火) I 兵庫県 の 「復興10年 委員 会 」は、「阪申 淡路大震災10周年 記念事業 」の基

本構想、を ま と め る
復興住宅 「ベルデ名谷J (神戸市 垂水区) と ふ も と の県道 と を 結ぶ坂道 で 、

高齢者 ら を 無料送迎す る「ちょっ と カー 」の利用者が 、 1 万人 を 超え る
問(木) I 大阪神 淡路大震災の 犠牲者 の 名前 を 刻む 「慰霊と 復興のモニ ュ メ ン ト J (神

戸市 中央区) に 、 市外の 犠牲者や震災が 遠田で 亡く な っ た53人 の 名も 刻ま れる
こ と が ijとま る

2 6  B (日) I 兵庫県 教育 委員 会 は、 日本 語の理解が 不十 分な 外同人の子 ど も た ちを 支援す
るた め 、「子 ど も 多丈化共生 セン タ ー 」を 芦屋市の県立 芦崖南高 校内に オー プ
ン さ せーる

事件、 事 故、 災害報道の あ り 方 を 遺族と 記者 ら が 話 し 合 う フォー ラ ム 「遺族
た ちがメディ ア に 望む こ と 」が 、 神戸市内で 開催さ れ る

2 8日(火) I 0ス カイマ ー ク エ ア ラ イン ズ、は、 2005年度 開港予定の 神戸空港への 就航を 表明
す る

2 9日(水) I 阪神タ イガー ス の リ ー グ優 勝報 告会が 、 西宮市 、 芦屋市 、 尼崎市で 開催さ れ
る

30 日(木 阪神 ・ 淡路大震災 ク ラ ス の大 規模災害 を 想定 し た 「近畿府県 合 同防 災 訓練」

20 その時。会記録

が 、 神戸市内で 始ま る。 近畿2 府 4 県 に 福井県 、 三重県 、 徳島県 を 加 え た 9 府
県が参加
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ム神戸市の ファッシ ョ ン 都市 宣言30周年 を 記念し 、 「神戸ファッシ ョ ン 産業 シ
ン ポジウム Jが、 神戸市内で 障かれる

31 臼(金) I 神戸市事 務事業 外部評価委員 会 は、 刷、ら 委嘱さ れた 1 81事 業 に つ い て 、 矢
田立 郎市長に報治舎を提 出す る。 う ち67事業が 抜本的 な 見 直 し を 検討す べき と
さ れる

1 1 月 1 日(土) I 兵庫県 は、 中央防災会議の 東南海・南海地震等 に 関す る専門調査会が発表し
た 防災対策推 進地域の指定 案に対 し 、 相生市 と 飾磨郡家 島町 を 追加す るよ う 、
国に 申し入れる方針 を 閉め る

2 日(日 ) I 0 国土交通 省が全 国336カ所で計画 し た 耐震強化 岸壁の整備が、 2002年度 末時
点で約4脅j に と ど ま り 、 工事 完了 も 目 標の2010年か ら 大幅に ず れ 込む こ と が、
会計検査 院な どの調 べで 分か る

3 日(月 ) I 岬ぶ り に プ ロ 野球セ リ ー グ を 制 し た 阪神タ イガー ス の優 勝パ レー ドが、
神戸市内で 行わ れる

5 日(水) I 兵庫県 は、 HAT 神戸の 師駆で募集し て い た民間事業者の コ ン ペで 、
天 ぶ ろや 温浴施設、 ス ポー ツ施設 な ど を 備 え た 複合健康施設の 提 案を 採用 し た
と 発表す る

兵庫県津名郡5 何でつ く る法定合 併協議会 は、 2005年 3 月 末を め ど に 合 併し
て 誕生する新市の 名称を 「淡路市 」と 決め る

7 日(金) I 2005年 1 月 に 兵庫県で 際催が予定 さ れて い る国連防災世 界会議 に 向 け 、 関連
行事な ど を 企画す る「地元推 進協力 委員 会 」が発足、 初会合 を 聞く

9 日(日 ) I 第 43回衆議 院総選 挙実施
1 1 日(火) I 近畿の 6 府県 警で 編成す る近畿管 区広域緊急援助 隊が、 南海地震 を 想定 し 、

中部管 区援助 隊や 自 衛隊な ど と 、 西宮市内で合 間訓練を 行う
心 肺蘇生法 な ど 国が定め る救命講習 を 受講 し た 神戸市の 「市民 救命士 Jが、

20万人 に 達す る
間(水) I 神戸市機 械金属工業会 は、 「神戸ルミ ナリ エ の 鐘(仮称) Jを 神戸市 に 寄贈す

る
1 3日(木) I 神戸市民が 行政に参画す るた め の仕 組み な ど を 定め る「市民 ・地域活動の推

進条 例 (仮称) J制定 に 向 け 、 市民代 表や有識者でつ く る市の検討会は、 条 例
案の 中間報 告を ま と め る

1 4日(金) I 0 都市計画 未決定 区間が残 る阪神高 速湾岸線の 西伸ルー ト の事業化 に 向 け 、 大
阪湾岸道 路 (西伸部) 検討会議の 初会合で、 第 三者 委員 会 を 設 置す るこ と な ど
が決 ま る

神戸市の震災10年事業 を 検討 し て い る「震災10年 神戸か ら の発 信検討 委員 会 J
は、 基本計画 を ま と め る
O国土交通省は、 地震で橋が落ちるの を 防ぐ落橋防 止装置を 固定す るア ン カー
ボルト の長 さ が 不足し て い る欠陥が、 調査 し た全 国の 1 ，997橋の う ち、 335橋で
見 つ か っ た と 発 表す る

間(土) I 国襟的 な災害援助 の あ り 方を 考え るシ ン ポジウム 「災害 救援 と 阪神 淡路大
震災の 教訓」が、 神戸市内で 聞かれ る

1 6日(日 ) I ム阪神・淡路大震災 を 機 に 、 神戸 阪神間 と 中園 長 江流域 と の経済連携 を 深
め よ う と す る「上 海・長 江交易促 進プ ロ ジェ ク ト Jの 第 5 田日 中代 表者会議が、

その時。全記録 21 
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神戸市内で 聞かれる
問 (月 ) I 2002年度 に兵庫県内を 訪れた 観光客は前年度 比1 .7 %減の 1 億1 ，710万人 だ、つ

た こ と が、 兵庫県の調査で 分か る
1 8臼(火) 1 ム兵庫県 の 雇用対策 な ど を 検 証、 提 言す る 「ひ ょう ご経 済 ・ 雇用 再活 性化ブロ

グラ ム 推進会議J (座長 :加 藤恵 正神戸商科大 学 教授) は 、 人材育成、 新産業
創造、 雇用 創出を 3 本 柱と す る 同プ ロ グラ ム の充実策 を ま と め 、 県 に提 出す る

阪神 ・ 淡路大震災の 記憶を 語り 継ごう と 、 被災住民の 思い や被害の大 き さ な
ど を 物語る 資 料を 紹介する 「震災資 料室展と 作品展」が、 神戸市の長 田区役所
で 始ま る

1 9日(水) I g全 国知事会な ど地方 6 団体は、 自 然災害で住宅が被害 を 受け た被災者 に対す
る 公的 な住 宅 再建支掻制度の 創設 を 求め る 要 望書を 財務省な ど に提 出す る

出 (金 神戸市の復興市 街地 再開発事業で、 JR新長 田駅南地 区に 建設 さ れて い た 再
開発 ピル「アスタ くに づか 3 番館J (神戸市長 田区) が 完成 し 、 庖舗が オー プ
ン す る

阪神 ・ 淡路大震災後、 神戸市長 田区で進め ら れて き た 全 国最大 規模の 「新長
田駅南地 区復興市 街地 再開発事業 」に つい て 、 神戸市が当初2004年 3 月 と し た
完成時期 を 、 最長で5年 延期 し て い た こ と が 分か る

政府は 閣議で、 緊急事態が発生 し た 際の 政府の 初動対 処体制 と 罷僚参集対応、
を 決め る

構 造改革特fRの 第 3 次認定で、 兵庫県内か ら は 神戸市 と 加 西市が申請 し て い
た 計 3件が認定 さ れる

日 (火) I 阪神 淡路大震災の 影響で、 兵庫県 内で は今 も 心の ケ ア を必要 と す る 小中 学
生が1 ，90 8人 に上 る こ と が、 兵庫県 教育 委員 会の調査で 分か る

2 6日(水 g全 国知事会な どが 創設 を 求め る 被災住宅の 再建支援制 度 に つ い て 、 財務省が、
建築 費を 支援対 象経 費と し て 認め な い方針 を 示 し て い る こ と が 分かる

問 ( 木) I 神戸市 は 、 復興市 街地 再開発事業が進 む新長 田駅南第 3地 底 (神戸市長 田区)
の 一 部の 事業計画 を 決定す る
ム兵庫県内企業の 海外進 出先 の う ち、 中 国を 含む ア ジ ア が 6 割を 占め て い る こ
と が、 兵庫県 商工会議所連合会な どの調査で 分か る 。 と くに 中 国は 全体の 2 割
で、 北米を 上回 り ト ッ プ

2 8日(金) I 大阪神 淡路大震災 記念協 会 は 、 2 刷年 の 1 月 間前 後 に 計画 さ れ て い る 阪
神 ・ 淡路大震災 9閏年 記念事業 と し て 、 68事業が予定 さ れて い る こ と を 発 表す
る

30 口(日 ) 1 0 神戸港の発 援を 睦上輸送で支 え て き た 附物の 神戸港駅 (神戸市 中 央亙)
が廃止さ れ、 96年の 歴史に 幕を 閉じ る

12月 1 B (月 ) I 復興市 街地 再開発事業が進 む JR新長 田駅南地 区に 、 被災 地の復興 と 再開発

22 その時。全記録

の 現状 を 記録す る 神戸大 学の研究拠点 「神戸フィー ルドスタ ジ オ」が開設 さ れ
る
。民間マ ン ショ ン を 借 り 上 げた 阪神 ・ 淡路大震災被 災者用 の災害復 興準公営住
宅 に つい て 、 兵庫県住宅供給公社がマ ン ショ ン オー ナ-4 人 を 相 手取 り 、 借 り
上 げ科減額を 求め る 訴訟を 神戸地 裁に 起こ し て い た こ と が分か る
011月 で廃止さ れ た JR神戸港駅の 機 能を 引 き 継ぐJR神戸貨物タ ー ミ ナル駅が、



2003年 ( 平成 1 5年)

JR西日本 鷹車工場跡地 ( 神戸市 須磨区) に 開業す る
2 日 ( 火) I ア ジ ア 各 国の 防災の 取り 組み を 話し合 う 「毘襟訪災 オー プ ン フォー ラ ム 大

災害の 教訓に 学ぶ ~み ん な で参加す る 災害への備 え�Jが、 神戸市内の ホテ ル
で始ま る

11月 に 何年 の 歴史に 幕を 下ろし た JR貨物神戸港駅ゆ か り の 「安全の 鐘」が
神戸市 に 寄贈される

3 日 ( 水) I 近畿地方整備 局 は、 東南海 南海地震が発 生し た 場合、 近畿 6 府県 で 1週間
後 ま でに 最大 で約8 万 ト ン の 飲み 水や 生活用 水が 不足し、 沿岸の 港や道 路、 河
川な どの社会資本が広い 範閣で破損、 浸水す る と の被害 試算を 公 表す る
ムJR神戸駅の 西高 架下に新 し い 商業施設 「ピエ ラ 神戸」が オー プ ン す る

4 日 ( 木) I ポー ト ア イラ ン ドと 神戸空港島を 結ぶ連 絡橋の橋げた 据 え 付 け工事が 始ま る
「震災 10年 神戸か ら の発 信検討 委員 会 」が 「震災10年 神戸か ら の発 信基本計

画 」を 矢田神戸A市長に報告す る O
兵庫県 は、 財政状況の 悪化か ら 見 直 し が 迫ら れて い る 行財政構 造改革推進方

策の後期 5 カ年 の 取り 級み 案を発 表す る
ム神戸市 の 中心市 街地 で、 阪神 ・ 淡路大震災後、 現在の 庖舗に 移転し て き た 商
屈が全体の約3 分の 1 に上 る こ と が、 神戸市産業 振興財団 の 商業実態調査で分
か る

6 日 ( 土) I 兵庫県の 「復 興10年 委員 会 」は、 検 証余極 小委員 会 の 2 罰日の会合を 開き 、
高齢者対策や 国際防災協力 な ど約50の テ ー マ別 に検証を 行 う こ と で合 意す る

9 日 ( 火) I ※阪神 淡路大震災時に 自 宅な どを 焼失 し た住民が、 火災 保険 を 契約し た 損害
保険会社 に 説明義務に つ い て 慰謝料を 請求でき る かが 争わ れ た 訴訟の と告審 判
決 で、 最高 裁第 3 小法 廷は、 窓謝料支 払い を 命じ た 2 審 ・大 阪高 裁判決 を 破棄、
住民側の 請求を 棄却、 住民側の 逆転敗訴が確定す る
ム神戸市が進 め る 神戸医療産業 都市構 想、で、 医療関係企業 で50社 目 と な る 企業
の 誘致が決 ま る

10 日 ( 水) I 政 府の地震調査委員 会 は、 岡山県か ら 兵庫県 に か け て 分布す る 山崎断層 帯に
つ い て 、 30年 以内に大地震が発 生す る 確率 は最大 5 %と す る 地震の長期 評価を
ま と め る
。内閣府は、 自 然災害 に よ る 被災住宅の 再建支援制度の 創設 で、 建築 ・ 補修費
を 支援対 象経 費に認めず、 解体 撤去費な どの 周辺経 費の み を 上 限200 万円で支
給す る 方針 を 明ら か に す る

11日 ( 木) I 阪神 淡路大震災か ら I伴の 節目 と な る 2 附年 に 附、 被災地 で行 う 事業の
実施計画 な どを 作成 す る 「阪神 ・ 淡路大震災10 毘年 記念事業推進会議 」の設立
総会が 障かれる

神戸市 は、 20 10年 震ま でに 職員 を 約3千人 削減し 、 一 般会計の 市 債残高 を 約
5 千億円削減す る な どの 財政 建て 直 し 日標 を発 表す る

12 日 (金) I 内閣府は、 阪神 淡路大震災か ら 10年 と な る 2005年 1 月 に 「国連 防災世 界会
が神戸市 で開催され る こ と が決 ま っ た と 発表す る

大「神戸jレミ ナリ エ 」閉幕。 今年の テ ー マ は「光の 地 平線 ( オリ ゾン テ ) J
13日 ( 土) 1 サ ッカー J 1 リ ー グの ヴイツセル 神戸の 運営会社 ヴイツセル 神戸は、 経営 不

振か ら 、 民事 再生法の 適用 を 申請 し た kで、 チ ー ム を 譲渡す る と 発 表す る
。阪神 ・ 淡路大震災の復興 市街地 再開発事業が進む新長 田駅南地 区で、 再開発
ピル 「ア ス タ く にづか 4番館東棟」と 「ア ス タ く に づか 5 番館南棟」の 商業施

その時。全記録 23 
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設がオー プ ン す る
15 日(月 ) I ム兵庫県 と 神戸市 は、 阪神 ・ 淡路大震災 で被災 し た 中 小企業の復 旧 の た め に実

施 し た 緊 急災害復 旧資金融資の据 え 置き ・ 償還期 間 を l 年間 延長す る こ と を 発
表す る

1 6日(火) I 中 央防災会議の 東南海 南海地震等 に 関 す る 専門調査会が、 東南海 ・ 南海地
震 対策大 綱の 最終案と 、 東南海 ・ 南海地震防災対策推進地域 を ま と め 、 中 央防
災会議 で決定す る
※阪神 ・ 淡路大震災 の 火災 で延焼被害 を 受け た 神戸市長 岡区の 住民が、 全 国生
活協 向組合連合会 に 共 済金支 払い を 求め た 訴訟で、 ;最高 裁第 3 小法 廷は、 生協
連 の 上 告を 退け る 決定 を す る

問 ( 水) I 阪神 淡路大震災の 神戸市の 犠牲者 を 刻ん だ「慰霊と 復興のモニユメ ン ト 」
に 、 市 外の 犠牲者や震災 死と 認定 され な い 犠牲者 ら 50人の 銘板が設 置される

神戸市復興 ・ 活性化推進 懇話会 は、 「復興の総 括 ・ 検 証」の 最終報告の 内容
に つ い て基本合意す る

間 (金) I 兵庫県の 「復興10年 委員 会検 証企画 小委員 会 」は、 53の 検 証テ ー マ を決め、
検 証 ・ 提言事業推進方針 と し て発 表す る

22 日 (月 ) I (Ç)内開府は、 自 然災害で壊れた住宅の 再建に公的支援 を す る 新制 度 を つ く る と
発 表す る
ム阪急電 鉄は、 2003年 4 月 に 閉鎖し た 宝塚ファミ リ ー ラ ン ドの 跡地計画 で、 商
業 ・ 住宅 問ゾー ン の 概要 を 発 表す る

間( 水) I 神戸商工会議所会 頭の大庭浩氏が 死去す る
ム地域 振興整備公団 は、 神戸市 ・ ポー トア イラ ン ド2 期 に 医療ベン チ ャー 企業
を 支援す る 神戸バイオメ デイカル 開発 セン タ ー ( 仮称) を 設 け る こ と を 明ら か
に す る

東南海 ・ 南海地震な ど大 規模災害 に 備 え 、 近畿地方の 各 府県 に よ る 防災情報
の共有化 を 進 め る 「近畿情報ネ ッ ト 推進協議会」が設立 され、 第 l 閉会合が 関
か れ る

日 (木 犬神戸ル ミ ナ1)エが閉幕す る o 来場者数は、 計約5 附6，000人
兵庫県 は、 販神 ・ 淡路大震災の被害状況 を発表す る O 県 内で半壊世 帯数が 1

世 帯増え て25 万6，857世 帯と な る O こ れ に よ り 、 全 国の全 半壊世 帯数も 46万357
世 帯と な る

26日(金 (Ç)自 然災害 で住宅が全 半壊し た 世 帯に 再建費用 の 一 部を 支給す る 独自 の共 同
度 創設 を 目 指 し て兵庫県が設 置し た 兵庫県被災者住宅 再建支援制度調査会 は、
制 度 案を ま と め る

午前 5 時半頃、 イラ ン 南東部ケル マ ン 州のパム で、 M6.3の地震が発 生す る

2004年 ( 平成 1 6年 )

1 月 1 日(木 ム神戸市 は、 阪神 淡路大震災 で被災 し た 中 小製造業 を対 象と し た 「神戸市復
興支援工場 J(神戸市兵庫 区) の 入居要件を被災企業 以外に も 緩和し、 「神戸市
も のづ く り 復興工場 」に 改称す る

3 日(臼は出土却二:) I 阪神 淡路大震災 で被災 し た児 童 生徒の d心L心、の ケア の た め に 兵康県内に 配

24 その時。会記録

されて い る 復興担 当教員 につ い て 、 文部科学省が こ れ ま で設 け て い た 教員 定 数
の 特別枠 を 、 2004年度か ら 廃止す る 方針 を 決め た こ と が 分か る
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生日 ( 日) I (QJ限神 淡路大震 災後の 中 堅所 得者層への住宅供給な ど を 目 的 に 建設 さ れた 特
定{憂良賃貸住宅の う ち、 兵庫県住宅供給公社管理 分の 空き 室率 が2003年1 1月末
現在で35 %を 超え て い る こ と が 分か る

6 日 ( 火 ，阪神 ・ 淡路震 災複興支 譲10年 委員 会J (実行 委員 長:安 藤忠雄氏) と 神戸
市 は 、 震 災で 亡く な っ た 中 国人 48人 を 追悼す る た め 植樹を 行 う

8 日 ( 木) I ※震 災の被 災者 に 国や 告治体が貸 し付け た 「災害 譲護資金」の う ち回収不能と
な っ た 額が、 神戸市で 9億3，000万円に 上 る こ と がわ か る
※兵庫県が震 災で県 外に 移っ た被 災者 を 対象に行っ て い る 帰県希望者の 議録制
度で、 全体の 登録世 帯数が減少す る 一方、 新規の 登録数は 増加 傾向 に あ る こ と
が 分か る

国土交通告、近畿地方整備 局 は 、 兵庫県や 大阪府、 和歌山県 な ど と 合 同で、 東
南海 ・ 南海地震の発生 を 想定し た 初の 「災害 危機管理 演習J を 行 う

NHK神戸放送局 は 、 200 4年 秋に ス タ ー ト す る 朝の連 続テ レビ 小説を 、 震 災
10年 を 迎え る 神戸市 と 宮崎県 を 舞台に し た震 災遺児の ドラ マ にす る と 発 表す る

9 日 (金 兵庫県 は 、 人 と 防 災未来 セン タ ー の 職員 2 人 を イラ ン 大地震の被 災地 に 派遣
す る と 発表す る 。 10 日か ら 1 9日 ま での 予 定で、 復旧 ・ 復興策 に つ い て の ア ドバ
イス や情報 収集を 行 う
。災害公常復興住宅で、 誰 に も み と ら れずに 亡く な っ た ゐ人 暮ら し の 入居者が
2000年か ら 2003年11月末ま でで25 1 人 に上 る こ と が 分か る

1 1日 ( 日) I 大「神戸の 壁」への 思い を 込め た C Di神戸の 壁の 歌jの 完成 を 記念し た 演奏会
が、 神戸市 長田区の 「シ ュ ー ズプ ラ ザ」で行 わ れる

13日 ( 火) I 神戸市 複興 ・ 活性化推進 懇話会 J ( 座長:尭天義久神戸大学名誉教授) は 、
「復興の総 括 ・ 検 証」の報 告書を 矢田神戸市 長に提出す る

1 4日 ( 水) I (QJ兵庫県 独自 の共 済制度 を検討 し て き た 「兵庫県被 災者住宅 再建支援制度調査
会J ( 座長:室崎主主輝神戸大学教授) は 、 全 半壊世 帯への給付 額を 200 万-600
万円の 範囲で調整す る 方針 を 明ら か に す る

15  B ( 木 人 と 防 災未来 セン タ ー の2003年 4 月-12月の総来 館者 数が、 42 万人を 超え 、
前年 同期 よ り 2 .0 6倍増え た こ と が 分か る

1 6日 (金) I 井戸兵庫県知事は 、 阪神 ・ 淡路大震 災か ら 9 年 を 前 に 記者会見 し 、 震 災10年
に 向 け て の ラ ス ト ス パ ー ト の年で あ る と 同時に 、 ポス ト 10年 に 向 け て の検 証と
確 認を行 う 年 と す る 考え を 示す
。東南海 ・ 南海地震 な どの 大規模災害が予 想さ れて い る 近畿 2 府 4 県 と 大阪、
神戸、 京都市 は 、 住宅金融公庫 大阪支 庖と 自 然災害時の住宅 復興協 定を 結ぶ

震 災で 避難所 に な っ た 神戸市 立の 小 ・ 中 学校で、 耐震設計基 準が強化 さ れた
1 981年 以前 に 建て ら れた 校舎や体育 館の う ち、 耐震 診断を 終え て い る の は 8 .2 %
に と ど ま っ て い る こ と カτわ カミる 。

1 7日 ( 土) I 震 災か ら 満 9 年が経 過。 こ の 日 を 中心 に 阪神 ・ 淡路大震 災 9 周年 記念事業 と
し て 64事業が 開催さ れた ほか、 自 治体や ボラ ン テ イア な どが慰霊 ・ 追悼行事 を
各地で 開催す る

兵庫県 な どが;主催す る ' 1 ・ 1 7ひ ょ う ごメモリ ア ルウオ ー ク 200 4J と 「追悼
の っと キしりが開催さ れる

1 8日 ( 日) I 内閣府や兵庫県 な どが、 「防 災と ボラ ン テ イア の つ どい 」を 人 と 防 災未来 セ
ン タ ー で 開催す る

1 9日 (月) I 2005年 1 月に 神戸市で 聞か れる 「国連 防 災世 界会議 」の事前協議 の た め 来 日

その時。会記録 25 
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し た 国連 国際防 災戦略( rSD R) の サ ルパノ ・ ブリ セー ニョ 事 務局 長が、 井戸
兵庫県知事 と 会談す る

23日 (金) I ム神戸市が作業 ス ペー ス を 賃貸 す る 「市 も のづ く り 復興工場 J ( 1日復興支援工場、
神戸市兵庫 亙) で、 震 災の被災企業 以外に も 初め て 門戸開放し て い た入居の 応
募が、 被 災企業 と 一 般企業の計 2 社であ る こ と が 分かる

25 日 ( 日 神戸製鋼が、 新た に 始ま っ た社会人 ラ グ ビ ー の ト ッ プ リ ー グの 初代 王者 に 輝
く

2 6日 (月) I 震 災10年市民検 証研究会 は 、 「専門家 の社会的 役割を検 証す る 」と 題 し た 「震
災10年市民検 証 ・ 9 年 シ ン ポジ ウム 」を 開擢す る

2 7日 ( 火) I ム兵庫県は 、 震 災の被 災者支援や 復興 ま ちづ く り のサ ポー ト に携 わ る 人た ちを
対象に し た2003年 震「復興モニタ ー 諦査 」の 結果 を発 表す る 。 産業 ・雇用語が
進 ん で、い な い と の回答が 多数を 占め る

神戸市の「協働と 参画の市民 ・ 地域活動の 支援 に 関 す る 条 例 ( 仮称) 検討会 」
( 座長:中 川幾郎帝塚 山大学教授) は 、 同条 例の基本的 な 考え 方 を ま と め た提

言を 矢田神戸市 長に提 出す る

2 月3 日 ( 火) I g r被 災者生活 再建支援 法」の 改正案が 閣議 決 定さ れ、 国会 に提 出さ れる
5 日 ( 木) | 国際シ ン ポジ ウム 「コミ ュ ニテ ィ ー が育 む 防 災-2005年 冨連 防 災世 界会議 に

向 け て J が 開催さ れる o 7 日 ま で
6 日 (金) I 神戸市 は 、 市 立 中 央市民病 院を ポー ト ア イラ ン ド 2 期 に あ る 先 端医療セン

タ ー 隣接地 に 移転す る 方針 を 囲め る
7 日 ( 土) I 津名郡5 町 と 朝来 郡4 町は 、 そ れぞ れ合 併協定調 印式を 開く
8 日 ( 日 ) I 国際防 災 ・ 人道支援 協議会 と 県 は 、 「大災害 を 語 り 継く ソを テ ー マ に 「国際

防 災 ・ 人道支援 フォー ラ ム 200 4 J を 開催す る
9 日 (月) I 震 災の経験か ら 防 災の あ り 方 を 考え る 「北東ア ジ ア 交流プ ロ ジ、エク ト 兵庫 シ

ン ポジ ウム J が「次な る 災害へ 教訓の共有 」を テ ー マ に 開催さ れる
神戸市 都市計画審議会 は 、 神戸新開会 館跡地 の 再開発事業 につ い て 、 「都市

再生 特別地 区」の 都市計 酒案を 承認す る
川( 火) I 北東ア ジ ア 各 国の 自 治体の 交流を 進 め る 「北東ア ジ、ア 地域 自 治体連合 J の 防

災研 修会が、 兵庫県 災害 対策 セン タ ー で 始ま る
1 1 日 ( 水) I ※神戸市 は 、 復興住宅で一人で 暮ら す お年 寄り の 見守 り 事業 に関 し 、 2004年度

予 算に l 億数千万円を 盛り 込み、 高齢者宅 に 設 置す る 安否確 認シ ス テ ム を 1 ，500
人 分増設す る こ と を 決め る

1 6日 (月 21 世紀の新た な 都市 像を テ ー マ に 「総合 フォー ラ ム 」が 開か れる
2001年 に 起き た イン ド西部地震の 際、 兵庫県 に寄せら れた義援金で設 置さ れ

た 「ひ ょう ごグ ジ ャラ ー ト 友愛基金」の ア ナン ド ・ ア ー リ ア 管 理 委員 長ら が兵
庫県 庁を 訪 れ、 進 捗状況 な ど を 報 告す る

1 7日 ( 火 大震 災1 0年 に向 け て「神戸ルミナリ ヱ」の 開催方 法の 見痕し を 検討 し て い た「神
戸ルミ ナ1)エ 組 織委員 会 」は 、 2006年 ま で 継続開催す る 方針 を 決め る

文部科学省は 、 震 災で心の 傷を 受け た 児童 ・ 生 徒の心の ケ ア にあ た る た め 、
屈の 特 例措置と し て県内の 小 ・ 中 学校に 配 置さ れて い る 「教育 復興担 当教員 」
に つ い て 、 2004年度 は前年度 よ り も 10人 減の55人 に す る こ と を 決め る

1 9日 ( 木) I g兵庫県 は 、 「被 災者生活 再建支援 法」改正案に 絡み、 支給 額の 独自 補て ん制

お そのn寺。会記録



2004年 ( 平成 1 6年 )

震を 2004年度か ら 始め る こ と を 決め る
20日 ( 金) I 兵庫県 内の 特 定非常利活動 法人 (NPO法人 ) 数が500団体 に達す る

兵庫県 教育 委員 会 は 、 県 立高 校の 校舎や体育 館な どの耐震 補強工事 を200 4年
度か ら 10年 間 で 90 校程度進 め る こ と を 決め る
。兵庫県 は 、 住宅の 耐震 改修工事 を促進す る た め 、 1 戸あ た り 最高36万円だ、っ
た助成 額を200 4年度か ら 50万円に 引 き 上 げる と 発 表す る

兵庫県 と 神戸市 な ど は 、 2003年12月 に発生 し た イラ ン 南東部地震で、 イラ ン
政府が 首都テ ヘラ ン で 聞く 復興 ワ ー ク シ ョ ッ プ に、 人 と 防 災未来 セン タ ー の研
究員 や 職員 な ど 4 人 を 派遣す る こ と を 決め る
※「被害者 復興支援会議 国J ( 座長:室崎益輝神戸大学教授) は 、 第 6回提 案「淡
路島の 復興か ら 得ら れた 教訓」を発 表す る 。 同会議 の 提 案と し て は 最後 と な る

23日 (月 神戸市 は 、 六甲ア イラ ン ドに公設民営方 式で 屋外プー ルな ど を 備 え た 総合ス
ポー ツ施設 を 建設す る と 発表す る

2 4臼 ( 火 ム兵蔵県 は 、 震 災後の産業 復興 を 支援 し て き た i (財) 阪神 淡路産業 復興推
進機構 」を 2004年度 末で解 散す る 方 針を 明ら か にす る

兵!叢県 は 、 総 額 3兆4，5 79億円 (前年度 当初予 算費比1. 3%増、 う ち震 災関連
882億円) の2004年度 当初予 算案を発 表す る

午前 2 時30 分頃、 モロ ッ コ北部で、 M6，5の地震が発生す る
2 6日 ( 木) I 気象庁と 内閣府は 、 震度 5 弱以上の 地震が発生 し た場合、 震度計がな い地域

も 含め l キ ロ 四方 単位で震度 を 算出す る 「推計震度 分布図 」の公 表を 3 月 l 口
か ら 始め る と 発 表す る

2 7日 ( 金) I 神戸市 の 「震 災10年 神戸か ら の発 信推進 委員 会J ( 委員 長:加 藤恵 正神戸商
科大学教授) の 初会合が開か れ、 市民が企画 ・ 実施す る「公募型事業支護制 度 」
の 創設 を 決め る

神戸市 は 、 六甲道 駅南地 誌復興市 街地 再開発事業 に つ い て 、 事業 収支が2 7億
円の 赤字の見 込みで あ る こ と を 明ら か に す る

28日 ( 土) I 兵庫県 は 、 京都府の 養鶏場か ら 鶏を 購入 し た 八千代 町の 食烏処理業者で、 鶏
5羽に つ い て 烏イン フルエ ン ザの検査 を 行っ た 結果、 陽性反応、が出た と 発 表す
る

3 月 l 日 ( 火) I 0震 災で 阪神高 速道 路が 倒壊し 、 マ イク ロ パス を 運転中 に 転落死し た 犠牲者の
遺族が、 橋脚に 不備があ っ た と し て 、 阪神高速道路公団 に 損害 賠償を 求め た 訴
訟の和解 が 大阪高 裁で成 立 し た

2 日 ( 水) I 北淡町 は 、 揺れを 体験す る 起震 装置を 備 え た 「野島断層 情報資 料館 ( 仮称) J
を 震 災記念公 開内に新設す る こ と を 決め る

人 と 防 災未来 セン タ ー で、 企画 展「津波被害か ら 生 き 延ぴる た め に 」が 開か
れる

4日 ( 金) I 烏イン フルエ ン ザの 問題で、 陸上 自 衛隊は 鶏を 処分、 理設す る た め 、 施 設 部
隊を 京都府に 災害 派遣す る こ と を 決 め る

震 災を 教訓に災害 に 強 い ま ちづ く り を 研究す る 神戸大学の 研究施設 「神戸
フィ ー ルドス タ ジ オ」が 神戸市 長田区の後興 再開発 ピ、ルに荷設 さ れる

6日 (日 ) I 震 災で 大き な 被害 を 受け た 神戸市 長田区の 大正筋商庖衝の ア ー ケ ー ドが 完成
す る
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10 日 ( 木) I 兵庫県は 、 烏イン フルエ ン ザに 伴う 移動制 限 ・ 自 粛要 請区域 内の 養鶏農家の
被害見 込額が、 約1 億5 ，300万円に 上 る と の 試算を 明ら か に す る

兵庫県 は 、 鳥イン フルエ ン ザ対策 と し て 、 養鶏農家支援 を 中心 に総 額 4 億500
万円を予 算に 計上す る こ と を 発 表す る
ム神戸ハー パー ラ ン ドの 中 核商業施設の 一 つ 、 「神戸ハー パー ・ サ ー カス 」の
運営会社が 撤退し 、 3 月末に一 部テ ナン ト を 除き 施設 自 体 も 閉 じ る こ と が 分か
る

1 3日 ( 日) 1 ム「シ ュ ー ズプ ラ ザJ( 神戸市 長田窪) の 2 階に 「神戸な が た 手づ く り 工 房」
が オー プ ン す る

「み く ら す い せん公 園 ( 御蔵北公 園) Jが 神戸市 長田区の 御菅東地 区に 完成
す る

1 6日 ( 水) I 防 災の 専門知識 を 持 ち、 災害時に は地域の リ ー ダー 的 役割を 担 う こ と が期待
さ れる 「防 災土」が、 兵庫 持で 初め て 2 人 認証さ れる

構 造改革特 区の 第 4 次認定分と し て 、 兵庫県 内で 3件が決 定す る
神戸市 は 4 月1 日付けで、 観光 ・ 集客の事業 を 統括す る 「観光監」を新設す

る こ と を 決め る
間 (金) I '神戸新間会 館ピル ( 仮称) J の 起工 式が、 JR三ノ宮駅前の新開会 館跡地で行

わ れる
2 1  R (月) I NPO法人 「日本防 災土機構 J (会 長:貝 原俊民前兵庫県知事) が、 防 災意識

の 啓発活動や 災害発生時に 救援活動 を 率先 し て行 う 「防 災土Jの研 修講座を 、
兵庫県で は じ め て 神戸市 中 央豆で 開講す る

「兵庫 県‘立 広域 助災セン タ ー 」が 三木市の 三木震 災記念公園 ( 仮称) に 完成
し 、 記念式典が行わ れる

問 ( 水) I ム阪神 淡路大震 災で被 災し た 商屈が 集ま る 長田尻腕塚町 の 仮集合 庖舗「パ
ラ ー ル 来館」が閉館す る

2 4日 ( 木) I ムポー ト ア イラ ン ド西側の 再開発地域 に 中 古車オー ク シ ョ ン 最 大手の 「ユー ・
エ ス ・ エス Jが進 出す る こ と が 明ら か に な る 。 操業 開始は2005年 2 月予 定

日 (金 政府の 地震調査 委員 会 は 、 西日本で 大地震が 起き た と き の 揺れを 予 測し た「地
震 危険度マ ッ プ」を 公 表す る

2 6  R ( 土 ム文部科学省と 神戸大学がボー ト ア イラ ン ド2 期地 区で進め る 神戸医療産業 都
市構 想の 中 核施設で あ る 「神戸バ イオテ ク ノロ ジ ー研究 ・ 人材育成 セン タ ー 」
と 「神戸大学イン キ ュ ベー シ ョ ン セン タ ー 」が 完成 し 、 竣工 式典と 開所 記念シ
ン ポジ ウム が 聞か れる

「阪神 ・ 淡路大震 災10周年 記念事業推進会議 J(代 表会 長:井戸敏三兵庫県
知事) の 第 2 回会合が 開催さ れ、 'l.1 7は 忘れな い 」を テ ー マ と し 、 総事業 費
を 15 1:意円と す る こ と を i夫め る

町( 日) I 六甲道 駅南地 区で、 区役所 な どが入る 「ウエル ブ 六甲道 4番街」が竣工 し 、
計画の全1 4棟が 完成 す る

2 8日 (月) I 阪神 淡路大震 災での心的 外傷や PT SDな どの研究 を 行 う 「兵庫県 こ こ ろの
ケ ア セン タ ー 」が神戸市 中 央区の 神戸東部新都心 (HAT 神戸) に 完成、 開設
記念式典が行わ れる

阪神 ・ 淡路大震 災で 大き な被害 を 受け た新湊川の 復旧工事 の 仕上 げと な る
「湊JII町 9丁目 市民公 閤Jが神戸市兵庫 豆に 完成 し 、 記念式典が行わ れる

2 9日 ( 火 o神戸空港と 対岸の ポー ト ア イラ ン ドを 結ぶ連 絡橋「空港大構」が完成 し、 空
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港島が報道 陣に公隠さ れる
30 日 ( 水) I 0住民 グ ルー プ ら が、 神戸空港建設 を め ぐ り 神戸市 長に 建設事業 への公費差し

Lt:.め や 総 額約5 75億円分の公 費返還を 求め た 訴訟で 、 神戸地 裁は 原告の 請求を
棄却す る

兵庫県 は 、 4 月1 日付 け で 、 食の安全 ・ 安心 を確保す る 「安全 官J を 新設す
る こ と を 決め る

31 日 (木 <<:>>自 然災害で 壊れた住宅の 再建を 支援す る 改正被 災者生活 再建支援 法が 可決 、
成 立す る 。 施行 は 4 月1 日

その待。令官己録 29 
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シスチムの饗化
~参両 ・ 協働型の社会システムの構築 に 向 け て~

神戸大学経済経営研究所教授 小西 康生

は じ め に
阪神 ・ 淡路大震災 の発生後、 県 内 外か ら 集 ま っ た 多 く の 人 々 が被 災 地 で 多彩 な ボ ラ ン

テ ィ ア 活動 を 行 っ た 。 こ れ に は 2 つの大 き な 意味があ っ た。 一方で、 は 、 こ れ ま での経験の

有無 を 間 わ ず 、 多 く の 人 々 が 自 ら の 意思で、 主体的 に被災地 を 支援す る ボ ラ ン テ イ ア 活動

に 取 り 組ん だ こ と で あ る O 他方では 、 公共的 な 領域 を 自 ら の;意思 で、市民が行 政 と 協働 し て

担 う と い う 経験 を し た こ と で あ る O こ れ ま で は 、 行政=公共、 市民 ・ 企業 ニ 私 と い っ た 関

係 を 前提 と し て 、 地域住民 を 故 り 巻 く 共通課題 と し て の公的 な 領域 は 、 行政が担 う も の と

い う 考 え が強 か っ た 。 し か し 、 本来 こ の よ う な 領域 は行政や市場、 市民 と い っ た多様 な 主

体で担 わ れ、 社会的 な 支 え合いや助 け合い と い っ た 共 同作業 に よ っ て構築 さ れて い る O

兵庫県で は 、 市民 と 「行政J が協働 し た取 り 組み は 、 県民運動 を は じ め さ ま ざ ま な 形で

行 わ れて き た 。 し か し 、 かつて経験 し た こ と の な い非常事態 で は 、 行政の機能は麻睡 し 、

市民 自 ら が 「公」 の 一部 を 担 っ て い か な け れ ば な ら な か っ た 。 ま た 、 そ れ に よ っ て 、 よ り

自 分た ち の ニ ー ズ に あ っ た取 り 組みが行 わ れ る と い う こ と に 、 実体験 を 通 し て市民 自 身が

改め て気づい た 。

こ れ ら の こ と は 、 被災地 に と ど ま ら ず全国的 な 「公」 意識 を 高 め 、 罰の NPO 法 の 制定

を 引 き 出 す な ど、 成熟社 会 に相正、 し い 新た な 「市民セ ク タ - J を 生み 出 し 定着 さ せ て い く

原動力 に な り 、 「新 し い公」 を 創 出 し て い く 契機 と も な っ た 。

以上の こ と を 今後の地域づ く り に 生 か し て い く た め 、 兵庫県で は従来の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」

と い う 考 え を 拡 げた 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動」 と い う 概念の も と 、 そ の 活動支援の基盤づ

く り に 取 り 組 ん だ 。 こ れ ら の蓄積の 上 に 、 県民の 主体的 な 地域づ く り 活動 の支援 と 、 県民

の視点 に 立 っ た 県行 政 を 推 進す る 「参画 と 協働」 と い う 概念 を 確立 し 、 県民 と 県行政の連

携 ・ 協 力 関係 に 基づ く 成熟社会 に お け る 地域づ く り に取 り 組んでい く こ と と な っ た。

こ の よ う に 被災地で、 は 社会シス テ ム の変貌が顕在化 し た 。 以前か ら そ の 兆 し は認識 さ れ、

対応策 も 取 り 組 ま れて き た も の で あ る O こ れ に よ っ て 、 市民生活 も 大 き な 影響 を 受 け る こ

と に な っ たが、 そ れは 自 律 し た 市民が主導的 に 自 己 の 生活ス タ イ ル を 決定す る と い う も の

であ る O こ の よ う な 変革 を も た ら し た 出 来事 を 被災後の 時 間 の 経過 に沿 っ て 眺 め て み る こ

と に す る O

ト 震災臨後 か ら 初動対馬5購 ( 震災菌後)
未曾有 の 災害 に よ り 壊滅状態、の被害 を 受 け た 被災地で は 、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ での 助 け合

い や 、 県 内 救援 だ けでは対応 し き れ な か っ た 。 そ こ に全国各地か ら ボ ラ ン テ イ アが駆けつ
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け た O

後 に 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年」 と 呼ばれ る こ の よ う な動 き は 、 地域や世代 を 超 え て 、 地域団

体 と ボ ラ ン テ イ ア な ど さ ま ざ ま な 協働 を 生み 出 し 、 災害産後の救援 に大 き な 力 と な り 、 コ

ミ ュ ニ テ イ の重要性 を 改 め て認識す る こ と に な っ た。

震災直後の救援活動期 か ら 避難所 ・ 仮設住宅の生活支援期 に 移行す る 過程 に お い て 、 多

様 な 主体の連携体制が芽生 え た。そ こ で、 ボ ラ ン テ イ ア を 支援 し調整す る 機能の 重要性が

認識 さ れ る な ど、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 円 滑 に 進 め る 上での様々 な 教訓 を 得 る 機会 と な り 、

「新 し い公J を 創 出 す る 契機 と な っ た。

一方、 県では救援活動 と 並行 し て 大震災か ら の早期復興の道筋 を 明 ら か に す る た め 、 震

災直後か ら 4 つ の復興県民会議 を 設置す る な ど多 く の県民の意見 を 聴 き な が ら 「阪神 ・ 淡

路震災復興計画」 の策定が始 ま っ た。

( 1 )  被災者相互の助 け合い

震災直後の被災地では 、 被害状況 に 関す る 正確 な '1育報がな い 中 、 住民が力 を あ わせ て 懸

命 に 救命活動 に 寂 り 組 ん だ。

被災地 に お け る 地域の状態 は 、 平常時の コ ミ ュ ニ テ イ の紳の濃淡に よ っ て 異 な っ て い た。

例 え ば、 淡路島で は い ち 早 く 消防団や青年間が、 ま た神戸市長 田 区 の真野地区では住民が、

協力 し て救援活動 を 展 開 し た。

こ う し た救助 ・ 救援活動が、 多 く の サ ポ ー ト を 受 け な が ら 地元住民 自 身が主導的 に 行 っ

た こ と が全国 的 に知 ら れる こ と に な り 、 コ ミ ュ ニ テ イ の大切 さ を 再認識 さ せ る こ と と な っ た。

凶 悪外ボラ ン テ ィ ア の救援活動

震災直後の混乱期 を 脱す る と 、 次第 に被災者同士の連携 し た助 け合いが多 く 見 ら れ る よ

う に な っ た。 ま た 、 被災地外の県内 か ら の救援 も 多 数寄せ ら れる よ う に な っ た。

被災地内では、 地域の ニ ー ズ、 情報を 的確 に把握 し た 地元 の 自 治会 ・ 婦人会 ・ 老人会等

の 地域団体 を 中心 と す る 被災者相互の助 け合いが展 開 さ れた 。 ま た 、 被災地外か ら も 地域

団体 を は じ め と す る 様 々 な 実践活動 団体 に よ る 救援物資の搬送、 募金、 炊 き 出 し な どの救

援活動が 自 主 的 に 開始 さ れた。避難所 に 入 ら ず に被災住宅 に住む高齢者等 に 対 し て 、 地元

を把握 し て い る 自 治会等の役員が、 き め細 か な 支援 を 行 っ た。

被災地域が広範囲 に わ た り 、 ま た被害が甚大で、 あ っ た た め 、 県 内 の救援 だ けでは対応 し

き れ な か っ た。そ の よ う な状況 を 知 っ た 人 々 が全国各地か ら 駆け つ け 、 多 様 な 救援活動や

支援活動 に 参加 し た。県内外の企業 も こ れ ら の活動 を 支設す る た め 、 さ ま ざ ま な 専 門 知 識

を 持 つ 人材 を 含め て 、 多 く の社員 を被災地 に 派遣 し た。

こ れ ま でボ ラ ン テ ィ ア 活動 に あ ま り 積極的でな い と 思 わ れ た 大学生 な ど の 若 い 世代が、

何か に衝 き 動か さ れ る かの よ う に被災地 に 入 っ た こ と が特概的であ る O ま さ に全国的 な 支
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援の輪が広 ま っ た こ と は 、 やがて地域づ く り の新 し い原動力 と な り 、 次 の 時代 を 切 り 拓い

て い く こ と に な る O

こ の よ う に 、 震災後 の 1 年間で約138万人がボラ ン テ ィ ア 活動 に 取 り 組み 、 後 に1995 年 は

「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年」 と 呼ばれる こ と に な っ た。 し か し 、 大震災の産後か ら 始 ま っ た ボ ラ

ン テ イ ア 活動 は 、 2 月 上旬 か ら 中旬 に 向 け て ピ ー ク を 迎 え 、 3 月 中旬 か ら は 急速 に 減少 し

始 め 、 地元の活動者中心 に な っ た。

そ の よ う な 中で、 青壮年層 が避難所等で一時的 に 支援活動 を 担 っ た後、 仕事 に復帰 し た

(図1 ) 震災ボランティア活動者数(人)
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こ と に よ り 、 地域社会 に 空 白 が生 じ た ケ ー ス も あ っ た 。 ま た 、 あ ら ゆ る 世代 を 通 じ て地域

社会の 中 に活動 の 場 を 見 出 し た 人 と そ う で な い 人がい た 。 こ れは 、 超高齢社会 を 迎 え て 地

域社会での生活 と 働 き 方や価値観 を 問 い直す た め の事例研究 と し て 考 え て み る 必要があ る O

一方、 こ の よ う な 他府県か ら の ボ ラ ン テ イ ア に よ る 災害復旧 支援の動 き は 、 そ の後 の 災

害時 (1997年の ナ ホ ト カ 号原油流出事故等) に も 引 き 継がれ る こ と と な っ た 。 抜神 ・ 淡路

大震災が、 災 害 ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動 を 社 会 に浸透 ・ 定着 さ せ る 大 き な き っ か け と な っ た と

つ で も 過言では な い。

( 3 )  民間団体 と 行政の協働

当 初、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 は 主 に 避難所での被災者支援 を 中 心 に展 開 さ れた 。 多 く の避 難

所では 、 最初 は調整役がお ら ず、 駆けつけ た ボ ラ ン テ イ アが混乱す る 場面 も 見 ら れた 。 そ の

後、 NPO/NGO や 社会福祉協議会が 中 心 と な っ て ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー を 立 ち 上 げ、 さ ま

ざ ま な調整 を す る よ う に な り 、 次第 にシス テ ム 化 さ れ る よ う に な っ た 。 こ の よ う な 中 か ら 、

組織的 な 活動 を 行 う さ ま ざま な NPO/NGO が生 ま れて く る こ と に な っ た 。

県杜会福祉協議会で は 、 1995年 1 月 24 日 に 「震災復興対策本部」 を 設置 し た 。 あ わせ て 、
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県災害対策本部 内 に 県 と の合同で 「緊急生活救援部ボ ラ ン テ イ ア 推進班」 を 組織 し た 。 県

内外か ら 殺到 す る ボ ラ ン テ イ ア に対 し て 、 県外は大阪府社会福祉協議会 に 設置 さ れた 「兵

庫県南部地震災害対策本部」 が窓口 に な り 、 県 内 は県社会福祉協議会で受 け 入 れ る 体制 を

と っ た 。

各市町社会福祉協議会 に は 、 住民の ボ ラ ン テ イ ア 活動拠点 と な る 市町 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン

タ ー が設寵 さ れて い た O し か し 、 各市町で被災者の状況や セ ン タ ー の被害状況、 ボ ラ ン テ イ

ア の結集状況等が異 な っ た 。 こ の た め 、 (イ)行政、 ボ ラ ン テ イ ア の受入れ を 調整す る 匝体 と

の連携で対応、 (ロ)県外社協等の協力 を 基本 に対応、 川行政 と 地域団体 と の 連携で対応、 と

地域差がで る 状況 と な っ た。

企業 ・ 民 間 団体で も 、 そ れぞれの特性 を 生か し た 支援活動 を 開始 し た 。 例 え ば、 「 コ ー

プ こ う べ」 は従来か ら 培 っ た ネ ッ ト ワ ー ク を 生 か し て全 国 か ら の 支援 を 受 け 入 れ る た め

「 コ ー プ ボ、 ラ ン テ ィ ア 本部」 を 立 ち 上 げ た 。 ま た 、 神戸 YMCA で は 、 震災直後か ら 西神戸、

三宮、 西宮の各 ブ ラ ン チ に 救護セ ン タ ー を 設置 し 、 救援物資の配布や炊 き 出 し な どの 活動

を 行 っ た 。 「神戸 ラ イ フ ・ ケ ア協 会」 は 多 く の 人が被災者で あ っ た が ボ ラ ン テ イ ア 活動 の

受け入れ と と も に 比較的早期 に 通常業務 も 再開 し た 。 ま た 、 労働組合 も さ ま ざ ま な 活動 を

行 っ た。 例 え ば、 連合兵庫では連合全国 ボ ラ ン テ ィ ア を 連携 し な が ら さ ま ざ ま な被災者支

援活動 を 行 っ た 。 そ の数 は 約 5 万人 に も 上 っ て い る O

被災地 NGO 協働セ ン タ 一 、 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 、 阪神高齢者 ・ 障害

者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 コ ミ ュ ニ テ イ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸、 市民活動セ ン タ ー神戸、 阪神

大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 た か と り コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー 、 ア ー ト ・

サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 な ど、 現を も NPO/NGO 活動 を 牽引 し て い る 組織は いず れ も こ の 時

期 か ら 活動 を は じ め た も のであ る O こ れ ら の先駆的 な 活動 は 内外か ら 高い 評価 を 受け て い る O

(4 )  県民復興会議、 阪神 ・ 淡路震災復興計画への県民の参間

救援活動 と 並行 し て 、 兵庫県では 阪神 ・ 淡路大震災か ら の 早期復興の道筋 を 明 ら か に す

る た め 、 震災 後 か ら 「阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ご フ ェ ニ ッ ク ス 計画) J の策定が

始 ま っ た 。 復興計画の策定や復興事業の 推進 に あ た っ て有識者か ら 意見 ・ 提言 を 得 る た め 、

1995年 2 月 に 4 つ の復興県民会議 (産業復興会議、 ひ ょ う ご住宅復興県民会議、 外国人復

興県民会議、 保鍵医療福祉復興県民会議) が立 ち 上が っ た 。

1995年 5 月 に は 、 住民が 身 近 な と こ ろ か ら 自 主的 に復興に つ い て 学習 や議論 を し 、 復興

に つ い て の提案 を 行 う 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 復興 フ ォ ー ラ ム J の 開 催 を 広 く 呼 びか け た 。 全県

フ ォ ー ラ ム を l 問、 地域別 フ ォ ー ラ ム を 阪神 地域、 神戸 ・ 東播磨地域、 淡路地域で開催 し 、

約1 ， 000人が参加 し た 。 県 に 寄せ ら れ た復興に対す る 県民か ら の約800件の 意見 ・ 提案 は 、

防災、 都市計画、 保健 ・ 医療 ・ 福祉、 住宅、 道路 ・ 交通、 産業 ・ 雇用 、 教育 な ど多岐 に わ

た っ た 。
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こ れ ら の取 り 組み を 経 て 、 1995年 7 月 に 「阪神 ・ 淡路震災復興計画」 が策 定 さ れ た 。 こ

の 中で、 計画の役割のーっ と し て 「県民や 各種団体、 民需企業 に対 し て 、 生 活 ・ 事業再建

や計画実現 に 向 け た取 り 組みへの積械的参画 を促す指針」 と す る こ と を 明 ら か に し て い る O

ま た 、 計画 の推進 に あ た っ て留意す る 視点 と し て 「住民主体 に よ る ま ち づ く り 」 、 「国内外

の 多 く の参加 と 協力 に よ る 復興」 を 宣言 し た 。

2 .  復i自期 (1995年 - 1997年)
こ の 時期 は 、 避難所や仮設住宅での生活支援 と 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再興が課題 と な っ た 。

こ の た め 、 被災者 ニ ー ズ の 変化 に即 し た 自 立 を 支援す る ボ ラ ン テ イ ア 活動が求め ら れ た 。

地域団体 と NPO/NGO な ど と の 連携 に よ る 地域課題解決 な ど、 地域力 を 高 め よ う と す る

新 し い動 き も 見 ら れた 。 さ ら に 、 こ の よ う な 取 り 結み を 資金面で支 え た 基金 な ど市民主導

の 活動 も 展 開 さ れた 。

県民運動 の 種み重ね の 上 に 、 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン な ど地域での ネ ッ ト ワ ー ク づ

く り を 支援す る 活動 や 、 「被災者復興支援会議」 、 'NPO と 行政の生活復興会議」 な ど、 参

画 と 協働 の モ デル と も な る 新 し い 仕組みが誕生 し 、 県民 と 県行政 と の協働 に よ る 生活復興

への さ ま ざ ま な 取 り 組みがな さ れた 。

さ ら に 県行政で は 県民の意見 に 基づ き 、 政策 を 形成 し て き た伝統 を 継承 ・ 発展 さ せ た 取

り 組み を 展 開 し た 。 こ れ ら は 、 復興初期、 本格復興期 を 通 じ て 、 「参画 と 協働」 の具体的

な仕組み と し て確立 し て い く こ と に な る O

( 1 )  県民ボ ラ ン タ リ ー 濡動の気運の 高 ま り

震災時の経験 を 通 じ て 、 県民の共助意識の醸成 や コ ミ ュ ニ テ ィ の 重要性が再評価 さ れ る

よ う に な っ た 。 行 政 に 頼 る こ と な く 、 地域の こ と を 自 分の こ と と し て真剣 に 考 え 、 自 分た

ち で責任 を 持 っ て 地域づ く り に参画 ・ 協働 し て い こ う と す る 市民意識が一層 高 ま っ た 。 そ

し て 、 被災者支援や被災地復興 を 中 心 と し た 多撞多様な ボ ラ ン テ イ ア 、 NPO/NGO 活動

が生 ま れた 。

こ の活動 を 資金や相談 ・ 情報提供 と い っ た 面 か ら 支援す る 取 り 組みが現れて き た こ と は

注 目 さ れ る O こ れ ら の 中 か ら さ ま ざ ま な NPO/NGO 活動 を 繋 ぎ 支援す る 活動 を 担 い 、 本

格的 な 市民 セ ク タ ー の形成 を 牽引 し て い く 団体 も 現れ る こ と に な る O

県では 、 こ れ ら の 災害 ボ ラ ン テ イ ア に かか る 活動 を 支援す る た め さ ま ざ ま な補助制度 を

設 け た 。

( 2 )  ボ ラ ン テ ィ ア活動内容の乾換

混乱期 か ら 生活復旧 の 時期 に 移 っ て い く 中で被災者 は 、 住居 を 失 っ て避難所に留 ま っ て

い る 人々 と 、 住 む 場所 を 失 っ た も の の生活復旧 に 取 り 組み始 め た 人 々 と の 二 分化が見 ら れ
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た。

ま た 、 被災地では 自 宅 を 拠点 と し て 生活 を復興 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 再興 し よ う と す る 住

民 の 活動 を 支援 し よ う と す る 動 き と 、 避難所で、の生活 を ケ ア し て い こ う と す る ボ ラ ン テ イ

ア 活動が並存す る こ と と な る O

コ ミ ュ ニ テ イ の再興 に つい て は 、 こ の 時期 以 降 、 長期 に わ た る 活動 と な っ て い く O 例 え ば、

震災復興区 両整理事業 に 合 わ せ て ま ち づ く り に 寂 り 組む こ と に な っ た 地区では 、 ま ち の設

計 ・ 道路整備 ・ 換地 の 問題 を め ぐ り 住民 同士の利害対立 と い っ た難 し い課題 に 直聞す る こ

と と な っ た。こ の よ う な 地区 で は 、 住民、 関係権利者、 事業者で構成 さ れ る 、 ま ち づ く り

協議会等が 中 心 と な り 、 専 門 家 と の 連携や ま ち づ く り ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO/NGO と の協働

に よ り 長期 間 の 活動 を 続 け て い っ た。

避難所が次第 に統合 ・ 解消 さ れ、 仮設住宅への入居が始 ま る と 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 も 新た

な 局 面 を 迎 え た。仮設 と は い え 、 被災者がそ れぞ、れの私生活 を 取 り 戻 し始 め る に つ れ て 、

ボ ラ ン テ イ ア 活動 は 救援物資 の配布、 給食 ・ 給水 と い っ た 生活の基礎的課題 の対応か ら 、

ふ れあ い訪 問 、 安否確認、 仲 間づ く り な ど継続的 ・ 専 門 的 な 分野へ と 変化 し て い っ た。特

に 、 高齢者や 障害者への個別 の 支援 な ど新た な 支援活動が必要 と な っ た。 し か し 、 震災直

後 の 避難所 ボ ラ ン テ ィ ア の よ う に 集 中 東 ・ 全国型で展 開 し て い た 活動 は 転換期 を 迎 え 、 こ

の 時期 に は 次第 に少 な く な っ た。そ の よ う な 中で、 震災 を 契機 と し て県 内 の 大学 に は 多 く

の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プが誕生 し 、 大学生 の 若 さ 溢れ る 活動が展 開 さ れ被災者支譲 に 大 き

な カ と な っ た。

そ れぞれの 地区では状況 に差異は あ る が、 公園等の空地 に仮設住宅が建 ち 、 一 時 に多数の

新 し い住民 を 迎 え る こ と と な っ た 地域では 、 仮設住宅の住民 と の交流や支援が課題 と な り 、

多 く の 地域団体が様々 な 交流 ・ 支援活動 を 行 っ た。

こ の よ う に 、 こ の 時期 に は 、 地域社会 ( コ ミ ュ ニ テ ィ ) そ の も の の再生力 ・ 統合力 が問

わ れ て き た。 ま た 、 ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 に つい て も 、 一時 の情熱型か ら そ の 情 熱 を 維持 し て

い く 継続 (サ ス テ イ ナ ブル ) 型への転換が求め ら れる よ う に な る O

こ の傾 向 は 、 被災者が仮設住宅か ら 災害復興公営住宅等の恒久住宅へ と 移動 す る こ と に

よ っ て ま す ま す拍車がかか る よ う に な る O 被災者そ れぞれが抱 え る 多様 な ニ ー ズへの対応

と い っ た複雑 で、微妙 な 課題 に 直面 し 、 専 門 的 な対応の必要性が明 ら か に な っ て い く 。 さ ら

に仮設住 宅 か ら 恒久住宅へ の 移行 は 、 支援 を 必要 と す る 被災者 を 一時的 に 形成 さ れ た 集合

体か ら 分散 さ せ る こ と と な り 、 活動継続 の 難 し さ が ボ ラ ン テ イ ア 、 NPOINGO の 課題 と

な っ て い っ た 。

こ の 時期 の コ ミ ュ ニ テ ィ での ボ、 ラ ン テ ィ ア 事情 と し て特筆すべ き 点 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を

ベ ー ス と す る 地域団体 と 地域外か ら の ボ ラ ン テ イ ア の連携の動 き であ る O 分散 し た被災者

への支援 を 行 う た め に は 、 地域の情報 を 知 る 地元 自 治会等 と の連携が不可欠であ る O

自 治会慨 に と っ て も 福祉 や 医療等 の 専 門 性 を 持 っ て い る ボ ラ ン テ イ ア 、 NPO/NGO の 協
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力 を 得 な が ら コ ミ ュ ニ テ ィ を 維持 し て い く こ と が必要で、 あ っ た 。 こ れ は 、 震 災がな く て も

い ず れ生 じ て く る 課題であ っ たが震災 に よ っ て一気に顕在化 し た のであ る O 我 々 は 、 来 る

べ き 超高齢社会、 成熟社会で経験すべ き こ と を 一足先 に経験 し た と い え よ う O ま た 、 新設

の 災害復興公営住宅で は 、 入居者全てが新 し い た め 、 自 治会 の 結成 を NPO/NGO 等が調 整

す る と い う 連携 も 見 ら れた 。

こ の よ う に ボ ラ ン テ イ ア 活動が継続 ・ 発展 し て き た 背景 に は 、 ラ イ フ ス タ イ ル の変化 に

よ る 社会的 な 要請 の 高 ま り や 、 「公J 意識の 高 ま り に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 者 の 増加 な ど

の社会的側面があ る O

さ ら に 、 復興基金や ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO/NGO 活動 を 民 間 の側 か ら 支援 す る た め 、 寄

付金な ど を 原 資 と し て助成基金が栢次いで設立 さ れ、 各種の助成 な どが行 わ れ た 。 潤 沢 な

活動資金面での支援 も 貢献 し て い る 側面があ る こ と も 見逃 し で は な ら な い 。

被災者 は 、 突然の大災害 に見舞 わ れた た め避難所では 正然 と な っ て お り 、 本来 自 分 た ち

でで き る 身 の 回 り の こ と さ え ボ ラ ン テ ィ ア に頼 っ て い た面 も あ っ た 。 そ れ を 受け て 、 ボ ラ

ン テ イ ア は被災者の 日 常生活 に 関 し て何で も 支援す る 形 と な っ て い た 。 そ の後、 被災者 も

希望 に 合わ せ た 自 立支援 に 繋が る ボ ラ ン テ イ ア が必要 に な っ て き た 。 し か し 、 双方の 思 い

がす れ違 い 、 一部 に 被災者ニ ー ズ に 合 わ ず必ず し も 被災者の 自 立 を促す と は い え な い ボ ラ

ン テ ィ ア も 見 ら れた 。 こ の よ う な ボ ラ ン テ イ ア ・ ニ ー ズ の不一致 を 体験 し 、 ボ ラ ン テ イ ア

活動 を 展 開 す る う え での役割分担の必要性 を 認識す る こ と に な っ た。

( 3 )  県民 と 県行政の協働 に よ る 被災者の生活支援

① フ ェ ニ ッ ク ス ス テ … シ ョ ンの開設

兵庫県では 、 1987年 に 県民運動 を提唱 し た 。 こ れ に 呼応 し て 、 自 治会、 婦 人会、 子 ど も

会等 を構成団体 と す る 「 こ こ ろ 豊 か な 兵庫づ く り 推進協議会」 が結成 さ れた 。 同協議会で

は 、 震 災 を 通 し て 人 間 関係 や 家族 を 支 え る 地域 ネ ッ ト ワ ー ク の大切 さ を 多 く の 人が再認識

し た 。 こ の経験 を 踏 ま え 、 被災地で は 中 学校区 よ り 小 さ い 身近 な 生活聞 を 対象 に 、 地域住

民 を つ な ぎ助 け合 う 人的 ネ ッ ト ワ ー ク 拠点 と し て 、 1995年度か ら 1999年慶 ま で合計150 カ

所の 「 フ ェ ニ ッ ク ス ・ ス テ ー シ ョ ン 」 を 設置 し た 。

同 ス テ ー シ ョ ン に は 、 中心 と な っ て活動 を 行 う フ ェ ニ ッ ク ス 推進員 を 公募 し 設置 (合計

178人) す る と と も に 、 推進員 の 活動 に 協力 す る フ ェ ニ ッ ク ス 協 力 員 を 5 - 6 名 配置 (合

計1 ， 534人) し た 。 ま た 、 「 フ ェ ニ ッ ク ス ボー ド」 に よ る 県政情報等の提供や手づ く り ミ ニ

コ ミ 紙の発行、 地域の住民や 毘体 ・ グ ル ー プ等 と 連携 し て イ ベ ン ト 、 講演会等 を 実施 し た 。

② 被災者復興支援会議の設置

1995年 7 月 に は、 県 の 呼 びか け に 呼応 し て 12名 の有識者で構成す る 「被災者後興支援会

が発足 し た 。 こ れは 、 被災者 と 行政の 聞 に 立 ち 、 被災者の生活再建 に 向 け た諜題等 を

客観的 ・ 総合的 に 検討 し 、 被災者の復興 に 向 け行政、 被災者双方 に 向 け て行 う た め に 設置
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さ れた も のであ る O

被災者の生活実態や生活再建 に 向 け た 課題等 を 直接把握す る た め に 会議 の メ ン バ ー が現

地 に 赴 き 、 被災者や そ の支援団 体 と 意見交換 を 行 う 「移動い とeばた会議」 は 、 大 き な 成果

を あ げた (out reach) 0 こ れ に よ っ て被災者復興支援会議 は 「活動す る 会議j と も 呼 ば れ た 。

現場の 声 と 担当 部局 か ら 寄せ ら れ た i育報 を 基 に 審議 を 重 ね 、 行政や被災者双方 に 多 く の提

案 を 行 っ た (advocacy) 0 

③ 生活復興県民ネ ッ ト の発足

こ れ ま での県民運動の経験 を 被災者の生活再建 に 生 かす た め 、 県下の 主 要 な 自体、 企業、

労働組合等54団体、 学識経験者 3 名が参画 し 、 生活復興 を 進 め る た め 1996年10月 「生活復

興県民 ネ ッ わ が発足 し た 。

同 ネ ッ ト では 、 住民 自 ら が復興の 主体 と な り 、 自 分 た ち の力で復興 を 進 め る た め に元気

回復や仲 間 づ く り に 繋が る 活動 に対す る 経費助成 な ど を 行 っ た 。

こ う し た事業 を 通 し て 、 被災地 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 、 各 国体関 の ネ ッ ト ワ ー ク づ

く り 、 地域活動参画への き っ か けづ く り な ど を促進 し た 。

④ NPO と 行政の生活復興会議の設置

1997年 7 月 か ら 、 NPO/NGO と 行政が テ ー ブル を 囲 んで議論す る 画期 的 な 試み と し て 、

生活復興会議 ラ ウ ン ド テ ー ブル を 際鑑 し た 。 こ れは 、 仮設住吉ちか ら 恒久住宅へ円滑 に 移行

す る た め 、 月 1 面 、 被災地の NPO/NGO と 行政が意見交換 を す る 場であ っ た 。

し か し 、 も う 少 し具体的 な 施策 に 繋が る 仕組み を 造 る 必要があ る と の考 え か ら 、 1999年

6月 に fNPO と 行政の生活復興会議」 に 改組 さ れ る こ と に な る O

⑤ 「ボ ラ ン タ リ ー活動 セ ン タ ー (俄称) 構想」 の策定

1995年度 に 、 「新 し い ボ ラ ン テ ィ ア 活動支援シス テ ム 検討委員 会」 が、 今後の ボ ラ ン テ ィ

ア 活動支援の あ り 方 に つ い て 検討 を 行 っ て い た 。 そ し て 、 様々 な 分野の ボ ラ ン テ ィ ア 活動

を 総合的 に 支援す る 拠点 と し て 「全県 的 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 セ ン タ ー (仮称) J を 整備

す る こ と を 提言 し た 。

こ れ を 踏 ま え 、 1996:tj三度 に は 、 「全県 的 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 セ ン タ ー (仮称) 基本構

想検討委員 会J を 設置 し て検討 を 重ね 、 1997年8月 に 基本構想、 を 策定 し た 。 こ の 中で、 同

セ ン タ ー は 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア セ ク タ ー を 企業や行政 と 並ぶ 主体 と し て 、 多様な 価値観 に 碁づ

く 公益 を 実現す る 大 き な カ と し て成長 ・ 定着 さ せ る た め の拠点 と し て設置す る 、 と し て い

る O

( 4 )  票行政へ の参菌 と 協働の考 え方の確立

① 「兵庫2001 年計髄仕上 げ、の方策」 へ の県民参蕗

県 の 総合計画であ る 「兵庫2001年計画 ( 1986年度� 2000年度) J では 、 そ の 実効性 を 確

保す る た め 、 5 年ご と の補完計画 を 策定 し て き た 。 向計商の最後の 5 カ 年 の 指針 と な る 「仕
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上 げの方策」 は 、 震 災 を 踏 ま え て 、 こ れ ま での 同計調 の 総合的点検 を 踏 ま え つ つ 、 後興計

画 と 連携 し な が ら 策定 に 取 り 組 ん だ。

こ の策定過程では 、 1995年 9 月 か ら 1996年12月 の長期 に わ た り 、 県民か ら 21世紀の兵庫

づ く り への 意見 ・ 提言 を 募集 し た。そ の 中で、 先進的 な 取 り 組み と し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

を 活用 し て県民か ら 意見募集 を 行 っ た こ と があ げ ら れる 。

② パ ブ‘ 1) ッ ク コ メ ン 卜 の 自 主的 な 取 り 組み

「科学技術政策大綱」 の策定時 に 委員 会 の 中 間報告 に つ い て 、 1997年12月 に パ ブ リ ッ ク ・

コ メ ン ト (県民意見提出 手続) が実施 さ れた。こ れが兵庫県での最初のパ ブ リ ッ ク ・ コ メ

ン ト であ る O こ れ以 降、 1997年度 に も う 1 件 (全2件) 、 1998年度 に 2 件、 1 999年度 に 5件、

2000年度 に 16件、 2001年度 に 33件 と 増加 し て い っ た。

こ の 時期 は 、 パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト を 実施す る か ど う か 、 ま た そ の 実施方法 は 、 各部局

の 判 断 に任 さ れ て い た。こ の た め 、 実施期 間 や公表資料等 に ば ら つ き があ っ た た め 、 庁 内

統一 ル ー ル の 必要が高 ま っ て い っ た。

③ 県民生活事議会答申

1996年 3 月 に は 、 県民生活審議会で、 「真の成熟社会 を め ざ し て 一 生活創造 の新た な ル ー

ルづ く り - J と い う 、 参画 と 協働 に繋が る 注 目 すべ き 答 申 が な さ れて い る O

そ の 中で は 、 自 分の行動 に 責任 を 持 ち 、 社会 の 一員 と し て積極的 に そ の役 割 を 果 た し て

周 り の 人 々 と 助 け合 い 、 支 え 合 っ て い く 市民の 姿 を 描 い て い る O そ の 上で、 市民、 企業、

行政に よ る 「新 し い 関係」 の構築 を 目 指す こ と の重要性 を 明確 に し て い る O

3 . 復興初期 (1998年 � 1999年)
こ の時期 は 、 仮設住宅か ら 恒久住宅へ と 移行が進め ら れ、 被災者支援活動 の あ り 方 も 、

非常時 か ら 平常時へ と 変化 し て い っ た。地域匝体 と NPOINGO が協働 し た様々 な被災者

支援活動が展 開 さ れ た。一方、 NPO/NGO は 、 法 人化 や事業化 に 取 り 組み 、 継続的 な 活

動展開 に 向 け た 努力 を 重 ね て い た。そ の 中 に は 、 NPO/NGO 活動 に 必要 な さ ま ざ ま な 支

援や ネ ッ ト ワ ー ク 化 に 叡 り 組 む 中 間 支援組織 も 誕生す る な ど、 多様な展 開 を 見せ始め た。

一方、 県では 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動の促進 に 関す る 条例」 を 制 定 し 、 ボ ラ ン タ リ ー 活

動 と い う 概念 を 明 ら か に し た上で、 活動 に対す る 支援基盤の 整備が始 ま っ た。 さ ら に 、 県

民 を 巻 き 込ん だ 「参画 と 協働J を 先導す る 実験 的 な 取 り 組み と し て 、 21世紀兵産長期 ビ ジ ョ

ン の策定 に 向 け た 取 り 組みが開始 さ れた。あ わ せ て 、 パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト 、 ア ド プ ト ・

プ ロ グ ラ ム な ど、 参画 と 協働 を 具体化す る 施策 ・ 事業 も 展 開 し 始め た。

( 1 )  中間支援組織 に よ る 鰭団体の ネ ッ ト ワ ー ク化の進展

震災後、 さ ま ざ ま な ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ、 NPO/NGO 等が活発 な 活動 を 展 開 し て き た。

そ の な かでの特徴 的 な 動 き は 、 こ れ ら の 団体等の ネ ッ ト ワ ー ク 化や 、 活動支援 を 行 う 中 間
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支援組織の役割が大 き く な っ て き た こ と であ る O

「 中 間支援組織」 の 明 確 な 定義 は 難 し いが、 一粒的 に は細 々 の ボ ラ ン テ ィ ア グル ー プ、

NPO/NGO の 活動 を 支 え る ヒ ト 、 モ ノ 、 カ ネ 、 パ、 情報な ど の 活動 資源 に 関 す る サ ー ビ

ス を 提供 し 、 NPO/NGO 活動や組織運営 を 間接 的 に 支援す る 専 門機関 の こ と を い う O 対

象 と す る 広が り も 全国 、 県、 市軒、 地 区 な ど様々 で、 設霞運営方式や重点支援領域 も 多様

であ る O 資金|固か ら 見 る と 、 メ ン バ ー が資金等 を 持 ち 寄 り 信頼関係 に 基づ き 運営 さ れて い

る も の や 、 行政か ら の 支援 を 受 け た り 、 寄付や 出 指 等 に よ り 原 資 を 集 め 配分 す る 形態 を と っ

て い る も の も あ る O

兵庫県が2004年 3 月 に 策定 し た 「地域づ く り 活動支援指針J I県行政 ・ 参両 ・ 協働推進

計画」 で は 、 自 治会、 婦人会な どの地域団体や職能団体な ど各種団体の全県 ・ 広域組織 を

は じ め 、 ネ ッ ト ワ ー ク 形成 や 調 整活動 に 重点 を 買 い た 、 NPO/NGO な ど多様な 中 間 支援

組織があ る と し て い る O 例 え ば 「阪神 ・ 淡路ル ネ ッ サ ン ス ・ フ ァ ン ド (HAR 基金) J r阪神 ・

淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金J r 日 本財団」 等 も 、 活動 を 資金面か ら 支援す る そ の よ う な 組織の

ーっ と い え る O

( 2 )  各種団体の継続的活動を展開す る た め の取 り 組み

復 旧 期 か ら 復興初期 に か け て 、 特 に 震災 を 契機 に 設立 さ れ、 活動 を 継続 し て い る ボ ラ ン

テ ィ ア グ ル ー プ、 NPO/NGO は 多 い 。 活動 内容 も 、 被災者支援活動 か ら 、 徐々 に 平常活

動へ と 変貌 し 、 さ ら に先駆的 な 活動へ と 発展 し て い っ た 。

NPO/NGO は 、 継続的活動 ・ 運営 と い う 課題 に 甚面 す る こ と に な る O そ の原 因 の 一つ に 、

阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ イ 基金の事業打 ち 切 り や企業等か ら の寄付金の減少 な ど に よ る 活動

資金不足があ る O ま た 、 ボ ラ ン テ イ ア の 減少 な ど、 人材不足 に も 悩 む こ と と な っ て い く O

こ の 時期 の NPO 等 の活動 の特色 と し て 、 事業化への取 り 組み 、 専 門 性 の 向 上、 法人化へ

の動 き があ げ ら れ る O

( 3 )  県民ボ ラ ン タ リ ー 活動に対す る 支援基盤の整備

県 は 「県民 ボ ラ ン タ 1) ー 活動の促進 に 関す る 条例」 の制定 に よ り 、 「 ボ ラ ン タ リ ー 活動」

概念の確立 な どの ボ ラ ン タ リ ー 活動 に対す る 支援基盤の整備 に着手 し た 。 そ の背景 に は 、

多様な主体に よ る ボ ラ ン テ ィ ア 活動の増加 ・ 活発化、 多様化 ・ 専 門 化が一層 進 む と と も に 、

そ れ ら を つ な ぐ 中 間支援組織が誕生 し 、 団体聞 の ネ ッ ト ワ ー ク 化が進展 し た こ と な どがあ

る O

① 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動の促進 に 関 す る 条例」 の制定

1998年 3 月 に 制定 さ れ た 「特定非営利活動促進法 (NPO 法 ) J を 受 け 、 被災地兵庫 に ふ

さ わ し い ボ ラ ン タ リ ー 活動 を促進す る 条例 と し て 、 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 の促進等 に 関

す る 条例」 を 同12月 に施行 し た O
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こ の条例 の特徴 は 、 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動」 と い う 概念 を 明 ら か に し た こ と で あ る O

そ れは 「県民が行 い 、 ま た は 県民の た め に行 わ れ る 自 発的 で 自 害的 な 活動 で あ っ て 、 不特

定かつ多数の利主主の増進 に 寄与す る こ と を 目 的 と す る も のJ と 定義 し て い る O 当 時、 福祉

中 心の イ メ ー ジ の あ っ た ボ ラ ン テ イ ア 活動 よ り も 幅広 い 活動 を 対象 に し た い と い う 考 え に

基づい て い る O

同 条 例 の県が実施すべ き 基本的施策 の 中 に 、 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 の 支援拠点 の 整備

推進 に必要 な 措置 を 講ず る 」 旨 の 記載が盛 り 込 ま れ た 。 こ れ に よ っ て支援拠点が初 め て県

の 施策 と し て位援づけ ら れた 。

② ボ ラ ン テ ィ ア活動支援 セ ン タ ー (俄称) 基本計画の策定

「 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援セ ン タ ー (仮称、) 構想」 を 具体化す る た め 、 1999年3月 に 「 ボ ラ

ン テ ィ ア 活動支援 セ ン タ ー (仮称) 基本計画」 が策定 さ れた 。

同 セ ン タ ー は 、 県 内各地域で行 わ れて い る 県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 を 支援す る こ と を 通 じ

て 、 “市民 自 律社会" の構築 に 向 け た本格的 な ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー の形成 を め ざ し 、 次

の 2 点 を 基本 コ ン セ プ ト と し て い る O

(イ) 市民 自 律社会 を 支 え る ア ク テ ィ ブ ・ シ チ ズ ン シ ッ プ (主体的 ・ 能動的市民参加) の

形成

(ロ) NPO 等 ・ 企業 ・ 行政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プの確立

こ の計画 の 中 で、 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 の 促進等 に 関 す る 条例」 の 趣 旨 を 踏 ま え 、 県

内外での 「県民が行 う ボ ラ ン タ 1) ー な 活動」 や 、 震災時の よ う な 「県民の た め に行 わ れ る

ボ ラ ン タ リ ー な 活動」 の 双方 を 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動J と し て と ら え 、 ボ、 ラ ン テ イ ア 活

動支援セ ン タ ー (仮称) は 、 こ れ を 広 く 支援 し て い く 拠点 と し て整備す る と し て い る O

( 4 )  県行政 に お け る 参菌 と 協働の先導的取 り 組み の ス タ ー ト

① 長期 ビ ジ ョ ン の策定過程への県民 と 参臨 一県民主役 ・ 地域主導

1999年度か ら 2000年度の 2 ヵ 年 を か け て 取 り 組 ん だ 、 21世紀兵庫 の羅針盤 と な る 長期 ピ

ジ ョ ン の 策定は、 県民主役 ・ 地域主導 に よ る 「 ピ ジ ョ ン 」 づ く り であ っ た 点 で、 こ れ ま で

の総合計画 の 策定手法 を 大 き く 転換す る も の だ、 っ た 。

そ れ は 、 「行政主導の計画で は な く 、 社会が共有で き る ビ ジ ョ ン の役割 を 担 う 」 、 「全県

の視点か ら 導出 さ れる の で は な く 、 地域か ら 積み 上 げ る 策定手法 を と る 」 、 「 プ ロ ト タ イ プ

を と も に作 り 上 げて い く プ ロ セ ス を 重視す る 」 、 と い う 特徴 を も っ て い る O こ の よ う な 県

民主役の新 し い ピ ジ ョ ン づ く り で は 、 幅広 い県民が主体的 に 参画可能 な よ う に 、 行政の活

動 に住民 を 巻 き 込む手法が ビ ジ ョ ン づ く り の プ ロ セ ス 全体 に 導入 さ れた 。

ビ ジ ョ ン づ く り の 早 い段階か ら の県民の参画が必要で あ る と の考 え か ら 、 21世紀初頭の

兵産 の 課題 に つ い て議論 を 行 う r21世紀県民 フ ォ ー ラ ム j を 1998年 1 月 か ら 7 月 に 開 催 し

た 。 県 内 各地域 に お い て 県主催で47由 、 県民 に よ る 自 主 開催で 7 回 開催 さ れ、 延べ10 ， 177
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人 の 参加があ っ た 。

県民主役 ・ 地域主導の ビ ジ ョ ン づ く り と す る た め 、 従来の計画づ く り と は 逆の プ ロ セ ス

を 導入 し た 。 そ れ は 、 地域 ご と に 「地域 ピ ジ ョ ン J を 策定 し 、 そ の過程や 成 果 を も と に 「全

県 ビ ジ ョ ン 」 を と り ま と め る と い う も の で あ る 。

地域 ピ ジ ョ ン の策定 に あ た っ て は 、 7 つ の 県民局 ご と に 地域夢会議、 地 域夢21委員 会、

地域 ピ ジ ョ ン 推進会議 を 設建 し た 。 学識者、 毘体代表、 NPOINGO 関 係 者 、 公募委員 、

市町代表等、 21名程度で構成 さ れ る 地域夢幻委員 会 は 、 地域 ビ ジ ョ ン の素 案 を 作成 し た 。

そ の上 で 、 県民 な ら だれで も 参加で き 、 議論す る 場であ る 地域夢会議 を 開催 し 、 ピ ジ ョ ン

案 を と り ま と め た 。

各種の 地域 間体 を 構成員 と す る 地域 ビ ジ ョ ン 推進会議 は 、 地域の総意 を 得て地域 ビ ジ ョ

ン と し 、 策定後 は そ の推進 を 図 っ て い る O こ の よ う な プ ロ セ ス で策定 さ れ る ビ ジ ョ ン づ く

り は全 国 で初 め て の 試み であ る 。

県民だれ も が ピ ジ ョ ン づ く り の さ ま ざ ま な 過程 に 参画 で き る よ う 、 各地域で多様な 形式

で地域夢会議 を 開催 し た 。 こ れは 4 段階 に わ た っ て 開催 さ れ、 総数11 ， 89 1 人の 参加 を 得 た 。

特 に 、 第1段階 は 、 被災者復興支援会議が被災者の ニ ー ズ を く み 上 げ る た め に 実施 し 、 大

き な 成果 を あ げた 「移動 い どばた会議」 を 参考 に 、 井戸端会議方式で 開 催 し 、 7 ， 520人が参

加 し た 。

ピ ジ ョ ン 策定の過程で 2 固 に わ た っ て パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト を 実施 し た 。 提出 さ れ た 意

見総数 は 合 わ せ て 2 ， 431件 と 2000年度 ま で に 実施 さ れ た パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト の 中 で最多

で あ っ た 。

長期 ビ ジ ョ ン を 検討、 審議す る 「長期総合指針検討委員 会J 1長期 ビ ジ ョ ン 審議会J 1地

域夢幻委員会J で は 、 委員 の 一部 を 公募 し た 。 2000年 に は 、 ピ ジ ョ ン づ く り に 関 心 を 持 っ

て い る 一人 で も 多 く の 県民 の 意見 を 生かす た め 、 こ れ ら 花、募者全員 を対象 に 121世紀の兵

庫 の夢 を 語 る 会」 を 設置 し 、 長期 ビ ジ ョ ン への 意見 ・ 提言 を 求 め た 。

長期 ピ ジ ョ ン の 策定プ ロ セ ス で の県民主役の取 り 組み は 、 単 に 計画策定手法の大 き な 転

換であ っ た だ け で は な い 。 特筆すべ き は 、 ビ ジ ョ ン の 中 で ビ ジ ョ ン 推進の 基本姿勢 を 「参

画 と 協働」 と し 、 今後県行政 を 推進す る 中 で の 「参両 と 協働」 の位置づけ を 明確 に し た こ

と に あ る O 参画 と 協働 の 趣 旨 に 沿 っ て 、 1999年度か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 型県土づ く り モ

デル事業 も 実施 さ れて い る O

② 活力 あ る 成熟社会の実現~県民生活審議会答 申

1998年10 月 に 出 さ れ た 県民生活審議会で は 、 「活力 あ る 成熟社会の 実現 一 生活創造活動

と 行政の展開 方法 」 と い う 答 申 を 行 っ て い る 。 そ の 中 で は 、 私 的領域 と 公的領域の 間 に

は公共的領域が存在す る こ と を 明 ら か に し て い る 。

そ こ で は 、 公的責在 と し て行政が提供すべ き も の は 眼定 さ れ、 人 と 人の 繋が り に よ り お

互 い に 支 え 合 っ て提供す る 領域 と し て 「共」 の 領域 と い う 概念 を 提案 し て い る O そ の上 で 、
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ボ ラ ン タ リ ー ネ ッ ト ワ ー ク の構築や成熟社会の再評価 な と守 を 行 っ て い る O

ι 本格復興期 (2000年 一 2004年)
こ の 時期 か ら 、 本格的 な ボ ラ ン タ 1) ー セ ク タ ー (市民セ ク タ ー ) の確立 を め ざ し 、 中 間

支援組織や NPO/NGO 聞 の恒常的 な 連携が国 ら れつ つ あ る O ま た 、 コ ミ ュ ニ テ ィ で は 地

域通貨 な ど新 た な 試み に よ り 地域力 を 再興 し て い こ う と す る 活動が展 開 さ れて い る O

こ れ ら の 活動 を 支援す る た め 、 県 で は 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金」 の 創 設 、 県民ボ ラ

ン タ リ ー 活動 の 全県 的 な 支援拠点 と し て の 「 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザj の 関 設 な ど に

取 り 組み 、 県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動 の 支援基盤の枠組み を ほ ぼ確立 し た 。

さ ら に 、 県民運動の積み重 ね 、 震災の教訓 、 21世紀兵庫長期 ビ ジ ョ ン の取 り 組み を 踏 ま

え て 、 県民 と 県行政の連携 ・ 協力 関係 に 基づ く 「参画 と 協働」 の 基本理念 を 明 ら か に し た

「県民の参画 と 協働 の推進 に 関す る 条例」 を 、 2003年 4 月 1 日 に施行 し た 。 こ れは 、 県民

生活 を 基本 に展 開 し て き た 兵庫県政の ひ と つ の集大成 と し て 、 ま た 、 今後の 県政運営の 基

本姿勢 と し て の 「参画 と 協働」 を 明 ら か に し た も の で あ る O

一方、 長期 ビ ジ ョ ン 実現 に 向 け て 、 県民の具体的行動 を 支 え る さ ま ざま な 取 り 組み や参

画 と 協働 を 地域社会で、具体的 に 展 開す る 地域協働事業 な ど、 今後の県政運営の 試金石 と な

る さ ま ざ ま な 取 り 組みが展 開 し つつ あ る O

( 1 )  N PO/NGO 等の活動の発展

① N PO/N G O 等の活動の広 が り

本格的 な ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー (市民セ ク タ ー ) の 形成 を め ざ し 、 「市民」 が公 を 担 っ

て い く 社会 を 築い て い こ う と い う 動 き が NPO/NGO を 中 心 に 活発 に な っ た 。

例 え ば、 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ、 NPO/NGO を 一体の も の と し て捉 え 、 社会的 な 存在

感 を 得 て い こ う と す る 政策提言 「 く ら し ・ 地域 ・ ア ク シ ョ ン プ ラ ン 200lJ が 出 さ れ る な ど、

NPO/NGO 有志 に よ る 勉強 会や研究会が開催 さ れた 。

(凶 2 ) 特定非営利活動法人 (NPO 法人) 数の推移 (各年度末)
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一方、 特定非営利活動法人の認証は 1999年 4 月 か ら 開始 さ れ た が、 2002年度か ら 認証数

は 急激 な 伸 び を み せ て お り 、 2004年 7 月 末の県の認証数は588法人 に 達 し て い る O

こ の よ う な 中 で 、 す で に 活動 を 展 開 し 始 め て い た 「 中 間支譲組織」 へ の期待が高 ま っ て

い く O ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー と し て形成 し て い く た め に 、 行政か ら の支援 に 頼 る の で は な く 、

「民」 に よ る 「民」 へ の 支援 に よ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ、 NPO/NGO の 芽生 え を 助

け そ の 輪 を 広 げ、 さ ら に は活動 目 的等の異 な る 主体需の繋 ぎ を し て い こ う と す る 「 中 関支

援組織」 が注 目 さ れ る こ と に な る O

② N PO/N GO 等の恒常 的 な 連携の 始 ま り

さ ま ざ ま な 活動 を 各地 で 展 開 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ、 NPO/NGO が連携 し 一

つ の力 と な っ て い こ う と す る 動 き は 、 初期の段階で は神戸市 に お け る ボ ラ ン テ イ ア の ネ ッ

ト ワ ー ク 組織 「阪神大震災 ・ 地元 NGO 救援連絡会議」 、 西宮市 に お け る 「西宮市 ボ ラ ン テ イ

ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVN) J な どの取 り 組み があ っ た 。 ま た 、 先 に触 れ た fNPO と 行政の生

活復興会議」 の NPO 部会 と い う 形で も 存在 し た 。

1999年夏、 兵庫県 内 で市民公訴活動 に 取 り 組ん で い る 団体 自 身か ら 、 分野 を 超 え た ネ ッ

ト ワ ー ク が必要 と の声が高 ま っ た 。 2000年1 1 月 、 市民活動側 の合意形成 と 地位 向 上 の 取 り

組み を 進め る た め に は 、 連携 し て情報の共有や相互研鑓の場 を つ く る こ と 、 行政、 企業、

社会一般への発信 と 提 言 の 窓 口機能 を 持つ こ と な どの認識の も と 、 協議会発足へ向 け て準

備 を 進め た 。 こ れ ら の動 き を 経 て 、 2002年 2 月 「 ひ ょ う ご市民活動協議 会 (HYOGON) J

が発足 し た 。 同協議会で は 、 人材育成、 会員 の交流 ・ 相互研鎖、 情報交換、 広報活動 、 市

民活動 の基盤整備 の た め の提言 ・ 発信 な ど を 事業の柱 と し た活動 を 行 っ て い る O

( 2 )  コ ミ ュ ニ テ ィ での地域づ く り への試み

、 コ ミ ュ ニ テ ィ で は 引 き 続 き 地域力 を 再興 し て い こ う と す る 地域活動が展 開 さ れ る

と と も に 、 「地域通貨」 の よ う な 新 し い試みが実験 さ れ始め る O こ の よ う な 住民 間 士 の つ

な が り を 形成 す る た め の き っ か けづ く り を 行 い 、 成熟社会型 の コ ミ ュ ニ テ ィ の 形成 に つ な

げて い こ う と す る 取 り 組み が、 被災地 を は じ め 県内各地で模索 さ れる よ う に な っ た 。

こ の よ う な取 り 組み は 、 地域団体 と NPO/NGO、 さ ら に は企業の協力 ・ 支援 な ど、 い ろ

い ろ な 主 体 と の協働が進み始め た こ と を 物 語 っ て い る O こ れ ら の動 き は 、 こ れ ま で繋が り

の な か っ た 主体 と 共 に取 り 組む擦の留意点や様々 な 事業 を 農 関す る ノ ウ ハ ウ を 蓄積 し て い

く こ と と な り 、 今後 ま す ま す多様 な協働が進 ん で、 い く こ と を 期待 さ せ る も の で あ る O

( 3 )  県民ボラ ン タ リ ー 活動の支撮基盤の確立

① 「県 民 ボ ラ ン タ 1) ー活動促進の た め の施策の推進 に 関 す る 基本方針」 の策定

兵産県 で は 、 「県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動の促進等 に 関す る 条例」 の規定 に 基づ き 、 2000年11

月 に 「県民ボ ラ ン タ リ ー 活動促進の た め の施策の推進 に 関す る 基本方針J を 策定 し た 。 こ れ

第一章 @生活 47 



は 、 成 熟 社 会 を 迎 え 本 格 的 な ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー を 確 立 す る た め 、 地 域 団 体 、

NPO/NGO 等 と 行政の 関 係 や 、 ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー を 支援す る 具体的 な 施策 の 展 開 の 基

本的 な 考 え 方 を 明 ら か に す る も の であ る O

こ の基本方針で は 、 こ れか ら の分権社会 で は 地域の課題 は地域社会 (県民、 NPO/NGO

等 の ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー ) で解決す る こ と が基本 と な る こ と 、 そ の 中 で は 公的 な 領域 と

私 的 な 領域 の 中 間 に 位置す る 公共的領域 を 担 っ て き た 行 政の役割 は 縮小 さ れ、 ボ ラ ン タ

1) ー セ ク タ ー の役割がま す ま す大 き く な る こ と を 基本認識 と し て い る 。

② 「ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ」 の 開設

多様な ボ ラ ン タ リ ー 活動 の展 開 に あ わせ て 、 ボ ラ ン テ イ ア セ ク タ ー を 企業や行政 と 並ぶ

主体 と し て 、 多様な価値観 に 基づ く 公益 を 実現す る 大 き な 力 と し て 成長 ・ 定着 さ せ る た め

の拠点整備 に 対す る ニ ー ズ は ま す ま す大 き く な っ て き た 。

そ こ で 、 兵庫県 で は 、 2002年6月 に ボ ラ ン タ リ ー 活動 を 支援す る 全県支援拠点 と し て 「 ひ ょ

う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ、」 を 開設 し た 。 兵庫県が設置 し 、 管理 ・ 運営 を 兵庫県社会福祉協

議会 に 委託す る 方式 を と っ て い る O

ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの基本理念 は 、 以 下 の 3 つ で あ る O

(イ) 地域支援拠点 と し て の 市 区 町社会指祉協議会ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ 一 、 文化会館等や

中 間 支 援 組 織 が ボ ラ ン タ リ ー 活 動 を 展 開 す る 個 々 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 、

NPO/NGO 等 に対 し て効果的、 効率的 な 支援が行 え る よ う 、 各地域拠点や 中 間 支援組

織等への支援

(ロ) イ ン タ ー ネ ッ ト 等の 普及 に 対応 し て 、 鮮震の高い情報を き め細か く 発信 し 、 情報 ネ ッ

ト ワ ー ク を 通 し た ボ ラ ン タ リ ー 活動 の基盤強化

川 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金や復興基金等 を 活用 し た様々 な メ ニ ュ ー の 活動助成や貸

付等の事業 を 一体的 に 展 開 す る 多彩 な 活動資金支援

ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ、の 主 な 機能 と し て 、 交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 、 情報の提供 ・ 相談、 人材

養成、 資金活動支援、 調査研究 と い っ た 5 つ の柱 を 掲 げ、 多様な ボ ラ ン タ リ ー 活動 の促進

策 に取 り 組ん で き た 。

③ 「ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー嶋基金J の創設

ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの 開 設 に 先立 ち 、 2002年 4 月 に 、 約100億円 の 規模 の 「 ひ ょ

う ごボ ラ ン タ リ ー 基金J を 県社会福祉協議会内 ( ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ) に 創 設 し

た 。 「 ボ ラ ン テ イ ア 基金」 、 「地域福祉基金」 、 「友愛基金」 の 3 基金 を 有 し て い た 「 ひ ょ う

こ、地域福祉対団」 を 解散 し 、 再統合 し た も の で あ る O

ボ、 ラ ン タ 1) 、ー セ ク タ ー の形成 を 支援す る た め 、 活動 に対す る 財政面 で の 基盤強化 を 図 る

と と も に 、 2004年度末の復興基金終了後の ボ ラ ン タ リ ー 活動への支援財源 を 確保す る こ と

も 目 的 と し て い る 。 現在、 従来か ら の 支援 制 度 に 加 え て 、 NPO/NGO 等 の 活動基盤 を 強
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化す る た め の 'NPO パ ワ ー ア ッ プ。事業助成」 や 、 行政 と NPO/NGO 等 と の 協 働 を 進め る 「行

政 ・ ?叩0 協働事業助成J 等 の 助 成 策 を 新設 し 、 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザが実施す る

事業 と 一体的 な 運用 を 図 っ て い る O

④ 「市町 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー」 の改称

こ の よ う な 県 の動 き と あ わせ て 、 市 町社会福祉協議会 は 、 地域密着 型 の 福祉 を 中心 と し

た ボ ラ ン テ ィ ア 活動か ら 、 広範囲 な 市民活動 も 視野 に入れた動 き へ と 、 対 象 と す る 分野 を

広 げて き た 。 そ の現れが、 一部の市町でみ ら れた 「市町 ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー」 か ら 「市

町 ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動 セ ン タ ー」 への改称、であ り 、 福祉分野の み に と ら わ れ な い ボ ラ

ン テ イ ア 活動一般への支援であ る O

⑤ 'NPO と 行政の生活復興会議」 の改組

被災地 内 の 課題 に と ど ま ら ず、 全県 的 な 課題 に も 対応す る た め 、 2001 年 1 0 月 に 'NPO

と 行政の生活復興会議」 を 'NPO と 行政の協働会議J に改組 し た 。 こ の 会議で は 、 県全

域 を 対象 に 県 内 の NPO/NGO と 行政が、 従来か ら の 生活復興関連 に 加 え 、 福祉、 子育 て 、

環境 な ど多様 な 課題 (県民 ボ ラ ン タ リ ー 活動関連) に つ い て 定期 的 に協議 を す る 場 を 設 け、

協働 し な が ら 解決 に 取 り 組ん で い る O

NPO/NGO と 行政が、 施策等の企画段 階 か ら 協議 、 意見交換 を 行 っ て お り 、 こ れ ま で

に 'NPO 活動応援貸付事業J ' ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの 開設」 等 の 新 た な 制度 の 立

ち 上 げ を協鋤作業で、行 っ て き た。 今後 と も 、 地域課題 に 向 け て 、 テ ー マ別 に集 中協議 を 行

う な ど、 よ り 幅広 い 分野の施策等への反映 を 目 指 し て い く こ と と し て い る O

( 4 )  県行政への県民の参画 と 協働の取 り 組み の進展

① 長期 ビ ジ ョ ン 実現 に 向 け た取 り 組み

2001年 2 月 に 長期 ピ ジ ョ ン が策定 さ れた後、 県 内10地域で は 、 公募に よ り 選ばれた各地

域100名 か ら 150名 の 地域 ビ ジ ョ ン 委員 を 構成員 と す る 地域 ピ ジ ョ ン 委員 会が設置 さ れた 。

問委員 会 は 、 地域夢会議 を 開催 し な が ら 、 県民が主体 と な っ て取 り 組 む 実践活動 を 具体化

す る 「県民行動 プ ロ グ ラ ム 」 を と り ま と め た (2002年 3 月 ) 。 同 時 に 、 県民局 が 5 ヵ 年 間

に 総合的、 計画的 に推進 し て い く 施策 ・ 事業 を 明 ら か に す る 「地域行政推進 プ ロ グ ラ ム 」

への意見 ・ 提言 を行 っ た 0

2002年度か ら は 、 地域 ピ ジ ョ ン 実現 に 向 け て 、 地域 ピ ジ ョ ン 委員 を 中心 に 、 県や市町の

職員 を も 巻 き 込み な が ら 、 県民行動 プ ロ グ ラ ム 等 に基づ き 、 各地域で 自 主的 な 実践活動が

展 開 さ れて い る O

ま た 、 県政情報 を 県民 と 共有す る た め 、 広報誌や テ レ ピ ・ ラ ジ オ 番組、 イ ン タ ー ネ ッ ト

な ど を 活用 し て積極的 に 情報提供 を し て き た。 2000年 3 月 に は 情報公 開 条例 を 制 定 し 、 積

極的 な 清報公開 を 推 進 し て き た。

2003年度 に は 、 広 報誌や番組、 メ ー ル マ ガ ジ ン な ど に県民の意見 ・ 要望 を 反映 し て い く
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た め の モ ニ タ ー 制度 を 試行 し た 。 ま た 、 審議会等の情報 を 県 の ホ ー ム ペ ー ジ tで一元 的 に

公開す る な ど、 審議会等の公開 を 促進 し て い る O

② 「県民の参画 と 協働の推進に 関 す る 条19t1J の制定

兵庫県で は 、 大震災 を 経験 し て 、 21世紀の成熟社会 に ふ さ わ し い 地域づ く り を 進め る た

め に は 、 「新 し い 公」 の 能 出 が不可欠 な こ と を 教訓 と し て得 た 。 そ れ を 踏 ま え て 、 21世紀

の兵庫づ く り の羅針盤 と な る r21世紀兵庫長期 ビ ジ ョ ン 」 に お い て は 、 県行政推進の基本

姿勢を 「参両 と 協働」 と 位量づけ た 。 そ の理念 を 県民 と 共有す る と と も に 、 県民の参画 と

協働 を 一揖 推進す る た め に 条例化 を 目 指 し た 。

条例 の制定過程 に は さ ま ざま な 局面があ っ た が、 2001年度か ら 2002年度 の 2 カ 年 に 亘 り

学識経験者 に よ る 検討委員 会での議論 を 中 心 に 県議 会 を は じ め 関係機関 と も さ ま ざ ま な協

を 重ね た 。 好余曲 折 を 経 て 、 参画 と 協働 の あ り 方や基本理念 を 明 ら か に し た 「県民の参

画 と 協働 の 推進 に 関 す る 条例」 を 2002年12月 に 制 定 し 、 2003年4月 か ら 施行 し て い る O

ま た 、 県 内10地域での県民 フ ォ ー ラ ム や、 多様 な フ ォ ー ラ ム 、 パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト を

実施す る な ど、 県民意見 の 反映 に 努 め た 。 後述す る 「地域づ く り 活動支援指針J r県行政

参画 ・ 協働推進計爾」 で も 策定 プ ロ セ ス を 県民 と 共有す る た め 、 同様の手法 を 用 い た 。

こ の条例 は 、 参画 と 協働 に は県民同士が連携 ・ 協力 し 主体的 な 地域づ く り 活動の展 開 に

よ る 地域社会の共 同利益の実現 (県民 と 県民 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ) と 、 県行政の様々 な 場

聞 に お け る 県民 の積極的 な 参画 と 協働 を 得 た 県行政の推進 (県民 と 県行政の パ ー ト ナ ー

シ ッ プ) の 2 つ の場面があ る こ と を 明 ら か に し た 、 都道府県 レ ベ ル で は全国初の条例 で あ

る 。

ま た 、 施行後 3 年以 内 に 参画 と 協働 に 関す る 施策 の 検証 を 行 い 、 必 要 な 措置 を 行 う こ と

を 明確 に位置づけ る な ど、 「成長す る 条例」 と い う こ れ ま で に な い特色 を 持 っ た も の で あ る O

③ 「地域づ く り 活動支援指針J r黒行政参闘 ・ 協働推進計画」 の策定

「県民の参画 と 協働 の 推進 に 関 す る 条例」 の 規定 に 基づ き 、 2004:q三3月 に 「地域づ く り

活動支援指針」 と 「県行政参画 ・ 協働推進計画J を 策定 し た 。

「地域づ く り 活動支援指針」 は 、 県民の 島 発的 で 自律的 な 意思 に よ る 地域づ く り 活動 の

さ ら な る 拡が り に 向 け て 、 県 と し て の基本的 な 支援の方向性 を 明 ら か に す る も の で あ る O

ま た 、 「県行政参 画 ・ 協働推進計画」 は 、 県民の県行政への参画 と 協働 を 推進す る た め の基

本 的 な 考 え 方や 展 開 方向 を 明 ら か に し た も の で あ る O

今後、 こ れ ら に 基づ き 、 県行政全般 に ま た が っ て 参画 と 協働 を 具体的 に 推 進 し て い く こ

と に な っ た 。

④ 県民生活審議会答申

2003年 2 月 に 出 さ れ た県民生活審議会で は 、 「新 し い つ な が り を 求め て 一 生活 の再 ネ ッ

ト ワ ー ク 化 - J と い う 答 申 を 行 っ て い る O

そ の 中 で は 、 一 人 ひ と り が地域社会 に つ な が る 態勢 を 整 え 、 公 を 担 う の は行政 と い う 考
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え 方で は な く 、 支 え 合い 共 に 生 き る た め の取 り 組み を 社会全体で担 う と い う 「 と も に新 し

い 公 を 創造す る 」 こ と の重要性 を 明 ら か に し て い る 。 そ の上で、 地域団体 を は じ め と す る

さ ま ざま な 既存組織の活性化 と と も に 、 新 し い つ な が り を 生む た め の具体 的 な 施策 の提案

も 行 っ て い る O

⑤ 参画 と 協働の具体的展開

一方、 さ ま ざ ま な 分野、 計画策定、 実施、 評価の段階で、 参調 と 協働 の チ ャ ン ネ ル を 組

み合わせた多様な取 り 組み 、 仕組み作 り が始 ま っ て い る O

@ 県民運動の 発展 的 展 開

県民運動 は 、 1987年の提唱 か ら 約15年 を 経て 、 県民の 自 発的 で 自律的 な 県民主導の取 り

組み と し て 発展 し て き た 。 こ れ に よ り 、 県 内 各地で多 数 の 団体 に よ る 多彩 な 活動が展 開 さ

れ る な かで 、 県民一 人 ひ と り が、 地域社会の構成員 と し て 、 自 覚 と を 持 っ て行動 す る

意識が醸成 さ れつ つ あ る 。

2003年 度 に 、 「県民の 参画 と 協働 の 推進 に 関 す る 条例」 の制定 を 踏 ま え 、 今後 の 県民運

動 は 、 地域団体、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体な ど多様な 主体が重層 的 に ネ ッ ト ワ ー ク を 築 き な が ら 、

連携 ・ 協働 し て 地域課題 に 寂 り 組む成熟社会 に ふ さ わ し い 活動 と し て さ ら に 発展的 に 展 開

す る こ と と し た 。

こ の た め 、 「 こ こ ろ 豊 か な 兵産づ く り 推進協議会」 を 参画 と 協働の主要 な 推進母体 と し て 、

地域団体 を は じ め と す る 多様 な 主体が 自 ら 地域課題 を 発見 し 、 課題 に応 じ て重層 的 な ネ ッ

ト ワ ー ク が形成 で き る よ う 「 こ こ ろ 豊か な 美 し い 兵産推進会議」 と し て発展的 に 改組 ・ 改

称 し 、 主 要 な 構成 田体で あ る 地域匝体の連絡調整機関 と し て 、 地域団体活動 の 中 間 支援機

能 を 果 た し て い く こ と と し た 。 地域 に お い て は 、 各地域の地域団体の ネ ッ ト ワ ー ク 組織で

あ る 「 こ こ ろ 豊か な 美 し い 地域推進会議J が こ の役割 を 担 っ て い る O

@ 地域 団体活動パ ワ } ア ッ プ事業

地域推進会議 の 具体的 な事業 と し て 、 自 治会、 婦人会、 老人 ク ラ ブ、 子 ど も 会 な どの地

域団体が提案す る 、 地域 を 良 く す る さ ま ざ ま な 取 り 組み の企画 に対 し て 、 県民局単位で助

成す る 「地域間体活動パ ワ ー ア ッ プ (地域づ く り 活動応援) 事業」 を 2003年度 よ り 実施 し

て い る O

こ の事業 は 、 地域の 主体的 な 取 り 組み を 推進す る た め 、 県民局 が各地域の 地域間体の ネ ッ

ト ワ ー ク 組織 で あ る 「 こ こ ろ 農か な 美 し い 地域推進会議」 を 補助 し 、 l司会議が募集、 助成

の 決定、 交流 ・ 報告会の 開催等 を 行 う と い う 形で事業展 開 し て い る O

各地域での 申 請件数は多 く 、 活動分野 や 活動 団体の属性 も 多様で、 助 成 す る こ と と な っ

た 活動 の う ち 新 し い 寂 り 組みが50 % を 超 え 、 パ ワ ー ア ッ プ事業 を 契機 に 中 断 し て い た 活動

を 援活 し た取 り 組み も 見受け ら れ る な ど、 県下で地域団体の多彩 な 地域づ く り 活動が展 開

さ れた 。

@ 地域づ く り 活動登録
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「県民の 参画 と 協働 の推進 に 関 す る 条例」 の 規定 に 基づ き 、 2003年5 月 か ら 団体等が主

体的 に 取 り 組 む 地 域づ く り 活動 の概要 を 登録 し 、 情報発信す る こ と を 通 じ て 地域、 分野 を

超 え た活動 ノ ウ ハ ウ 等 を 共有す る と と も に 、 地域課題 に協働 し て取 り 組む き っ か けづ く り

に な る な ど、 相互の連携 ・ 交流 を 深め る こ と がで き る よ う 、 地域づ く り 活動 登録制度 を 運

用 し て い る O

• 3 つ の ひ ろ ば事業の推進

兵産県 で は 、 各地域で参画 と 協働で具体的 に 展 開 す る 施策 と し て 、 子 ど も や 若者の居場

所、 仲 間 、 体験の 場 を つ く る た め 、 3 つ の広場事業 ( ， ま ち の子育 て ひ ろ ば」 、 「若者 ゅ う

ゅ う 広場」 、 「子 ど も 冒 険ひ ろ ばJ ) に 取 り 組ん で い る O こ れ ら の事業 は 、 地域団体、 NPO/NGO、

保育所、 克童館、 子育 て サ ー ク ル等が開設 ・ 運営 し 、 県 ま た は (財) 兵庫県青少年本部が支

援す る 形 を と っ て い る O

@ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 手続 き 、 審議会等の委員公募の庁内統一 ル ー ル の 制定

こ れ ま でパ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト 手続や審議会等 の 委員 の公募 に つ い て は 、 各拒当課が事

業 の 内 容等 に応 じ て 導入 し て い た が、 パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト 手続 は 2002年4月 に 、 審議会

等の委員 の 公募 は 、 「県民の参画 と 協働 の 推進 に 関す る 条例」 の 規定 に基づ き 、 2003年4月

に 、 そ れぞれ庁内統一 ル ー ル を 制定 し 、 効果的 な 運用 を 留 る こ と と し た 。

お わ り に
震災後の復旧 ・ 復興過程で こ れ ま で と は異 な っ た社会 シ ス テ ム の必要性 を 実感 し て き た。

主体的 自 己変革 を 前提 と し た市民が率先 し な が ら 、 多 く の協力 者 を 得 て 自 分 た ち の生活の

仕方 を 決定す る と い う も の で あ る O

仮設 ・ 復興イ主宅で そ れ ま で面識 も な か っ た 人 た ち が超高齢 コ ミ ュ ニ テ イ を 築 き 多 く の 人

た ち の協力 を 得 な が ら も 行政 に頼 り き り で は な い生活 を 可 能 に し て き た 。 こ の よ う な社会

シ ス テ ム は 共益領域 を 自 分た ち が中 心 に な っ て拡大 し て い こ う と す る も の で あ る O こ れは

来 る べ き 超高齢社会 に お け る 新 し い社会 シ ス テ ム の 一 つ の 実験で あ る O

震災以 降 に 被災地か ら 発信 し て き た も の は多 々 あ る が、 共益領域 を 充実す る と い う 取 り

組みの経験 は 広 く 全国 に発信すべ き も の で あ る O 震災以降 の 経験 と 教訓 を 充分 に は 活 かせ

て い な い点 があ る か も し れ な い が、 こ れ ら に つ い て は詳細 な 検証が必要で、 あ り 、 そ の評価

に つ い て は プ ロ セ ス を 明 ら か に し て 、 多 く の 人 た ち に委ね る べ き で あ ろ う O

こ こ で見 て き た よ う に 兵庫 県 の 「参画 と 協働 の 条例J で は 行政への 参画 だ け で は な く 、 県

民間士が協働す る こ と に よ っ て 共話領域 を 充実 し よ う と す る 活動 を 県が支援す る こ と も 含

ま れて い る O 住民が主導的 に な る の で あ れば、 早晩県か ら は独立 し て社会 シ ス テ ム を 模索

す る よ う に な る の か も し れ な い が、 こ れ ら が県民の生活 を 一変 さ せ る 可能性 も 含 ま れ て い

る よ う に 思 わ れ る O
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年 代

(表 1 ) 参麗 と 協働 に 関 す る 取 り 組みの歩み

民
ト

〔初動対応期〕
置救援活動期
1995年 1 月

1995年 2 月

副避難所支援期

(ボランティア元年)
。 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 地域図体、 地域住民、 企

業等に よ る 救援活動開始
全国各地 か ら の救援ボ ラ ン テ イ ア

・ 被災者自 ら 救援活動開始
- 地域団体 を は じ め と す る 実践活動 団体

の救援活動

動
プ

活
一
言

ア
コ
上

イ
、
上

一ア
か
出

ン
ほ
J、

ラ
の
阿川

ボ
協
埼

の
社
行

等
町

一仁

協
市
テ

ネι
、
ン

町
協
ラ

市
社
ボ

、
県
が

協

等

社
援
戸

県
支
神

。

〔復旧嬬〕
.仮設住宅支援期 I (緊急救援対応 か ら 生活復興対応へ )

0避難所 か ら 仮設住宅移行後の 活動変化 
ニー ズ、の個別化への対応

O コ ミ ュ ニ テ ィ と ボ ラ ン テ ィ ア の逢携 災
害復興公営住宅 自 治会結成への NPO 支援

1995年 4 月

5 月
7 月

1996年10月
1997年 1 月

7 月
8 月

12月

〔復興初期〕
臓恒久住宅移行期

1998年 3 月

4 月
1999年 3 月

4 月
1999�2000年度

1999年度~

2000年 3 月

0生活復興への取 り 組み支援
・ 生活復興県民 ネ ッ ト 発足

(継続的なボラン タ リ ー 活動の高 ま り )
O ボ ラ ン テ イ ア活動の事業化 ・ 専 門化
。団体問の ネ ッ ト ワ ー ク 化の進展

・ 中 間 支援組織 と し て の活動の本格化

O官民協働jに よ る ボ ラ ン テ ィ アの受け入れ

-阪神 ・ 淡路震災復興計画 ( ひ ょ う ごフ ェ
ニ ッ ク ス 計画) の策定 に 向 け て 、 復興県 !
民会議の設設

0復興基金に よ る 災害復興ボ、 ラ ン テ イ ア 活
動補助開始

. コ ミ ュ ニ テ ィ 復興 フ ォ ー ラ ム の 関催
。被災者復興支援会議の設置
・阪神 ・ 淡路震災復興計画の策定

0県民ボ ラ ン タ リ ー活動実態調査の実施
O NPO と 行政の生活復興会議の設置
0 ボ ラ ン テ ィ ア活動支援セ ン タ ー (仮称)

構想、の策定
.初 め て パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト を 実施 ! 

(科学技術政策大織の 策定時

1 0県民 ボ ラ ン タ リ ー活動の促進 に 関 す る 条
| 例の制定
1 0生活復興情報フ。 ラ サ、の開 設
0 ボ ラ ン テ ィ ア活動支援セ ン タ ー基本計爾

の策定
O NPO 法人の認証開始
.パ ブ リ ッ ク ・ イ ン ボル ブ メ ン ト に よ る 21

世紀兵庫長期 ピ ジ ョ ン の策定
.参闘 と 協働 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン型

県土づ く り モ デル事業の実施
.情報公開条例の制定
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年 代 民 間 政

〔本格復興期〕
-非常 時 か ら ま'常 (本格的 な ボラン タ リ ー セ ク タ

時への移行 。ボラ ン タ リ ー活動の新た な 取 り
- 地域通貨の取 り 組み
- 企業 と NPO と の連携等多様 な 主体 と の

協{動
0市町ボラ ン テ イ ア セ ン タ の多様化

- 一部で、市民活動セ ン タ ー化
2000年1 1月 0県民ボ ラ ン タ リ ー活動の促進 の た め の 基

。ボラ ン テ ィ ア 溜際年 本方針の策定
ト … リ ー活動 向 吋催

2001年 1 月 • NPO 法人認証数100件超
2 月 i .21世紀兵庫長期 ビ ジ ョ ン の策定

2001年度~ . ア ドプ ト ・ プロ グ ラ ム の 実施
.美 し い兵庫指襟の策定

2001 年10月 o 'NPO と 行政の生活復興会議」 か ら
'NPO と 行政の協働会議」 に改級

2002年 1 月 - 市民検証 フ ォ ー ラ ム 「 く ら し ・ 地域 -
ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2001J 開催

- ボラ ン タ リ ー活動 メ ッ セ の継続開催
2 月 0市民活動の ネ ッ ト ワ ー ク 化

- ひ ょ う ご市民活動協議会 (HYOGON)
の発足

3 月 -地域 ピ ジ ョ ン推進プロ グ ラ ム の策定
- 池域 ビ ジ ョ ン委員 に よ る 県民行動 ブロ

グ ラ ム の策定
4 月 0 ひ ょ う ごボ、ラ ン タ リ ー 基金の創設

.\県民意見提出手続 (パフゃ リ ッ ク ・ コ メ ン
ト 手続) 実施要綱の制定

6 月 0 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ‘の開設
2002年度~ -参画 と 協{動 に よ る 3 つの ひ ろ ば事業の実

施
2002年12月 .'県民の参画 と協働の推進 に 関 す る 条例」

の制定 (2003年 4 月 施行)
2003年 2 月 0市民活動団体の情報発信力 の向上

• HYOGON コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン祭の開催
4 11 .附属機関等の委員 の公募 に 関す る指針の

制定
2003年度~ -地域づ く り 応援活動 (地域団体活動パ

ワ ー ア ッ プ) 事業の実施
-美 し い兵庫指標の本格的運用

2003王手 5 月 。地域づ く り 活動登録の開始
6 月 o ' こ こ ろ 豊 か な 兵庫づ く り 推進協議会」

の 「 こ こ ろ 豊 か な 美 し い 兵!事推進協議
会」 へ改組

2004年 2 月 • NPO 法人認証数500件超
3 月 . '地域づ く り 活動支援指針J '県行政参

甑 ・ 協働推進計画」 の策定
2004年度~ -地域協働事業の実施

(注) 0 : 地域社会の共同利益 を め ざす県民間士の取 り 組みや そ れへの支援
. : 県民 と のパ ー ト ナ ー シ ッ プに よ る 県行政の取 り 組み
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騒神 @ 淡路大震災 は わ た し 達 に と っ て縛 だ っ たのか
~地域文化創造の視点 か ら ~

は じ め に

京都橘女子大学教授 端 信行

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年、 10年 ひ と 昔 な ど と い う 言い 習 わ し に し た が え ば、 復興過程

も 一つ の段 階 を 迎 え た と い う こ と であ ろ う O 思 い 返せ ば、 実 に多 く の こ と が脳 裏 を よ ぎ る O

ヘ リ コ プ タ ー か ら み た 震災夜後の被災地の状況、 焼 け た だ れた街、 神戸阪神 間 の美術館や

博物館の被災の状況、 美術 を は じ め さ ま ざ ま な 分野の芸術家達の震災へ の 反応 、 避難所 と

し て の 学校施設、 数 え あ げれ ば き り がな い。 そ ん な な かか ら 徐 々 に 、 あ た か も 枯れ た 泉 か

ら 新 た な 湧水が姑 ま る かの よ う に 、 新 た な 文化の息吹が さ ま ざ ま な と こ ろ か ら 吹 き だ し た

の で あ っ た 。

そ の よ う な な か で、 あ ら た め て 文化 の 意義が見直 さ れ再認識 さ れた こ と が、 わ た し に は

と り わ け 印象深い。 新 た な 文化 の 萌 芽 は 、 た だ単 に 震災 を 受け た こ と に よ っ て 、 自 然 と 生

じ た わ け で、 は な い。 そ こ に は 、 ア ー テ イ ス ト や文化関係者 自 身が、 震災の イ ン パ ク ト に よ っ

て 、 芸術や 文化 と は何か、 自 ら の社会 に お け る 存在意義 と は何か、 そ う し た根元的 な 問 い

に対 し て正面か ら 向 き 合 わ ね ばな ら な か っ た こ と が深 く 影響 し て い る 。 平時 に お い て は 、

さ れる こ と も な か っ た さ ま ざ ま な 問題が、 わ た し 達 に突然っ き つ け ら れた の であ る O

こ う し た 問 い か け に対す る 答 え は そ う 簡単 に は 出 て こ な い け れ ど も 、 少 な く と も 多 く の

ア ー チ ス ト や丈化関係者が問題 を 共有 し 、 そ う し た 自 問 の な かか ら 行動が生 ま れ、 そ こ か

ら 新 た な 創 造活動や ネ ッ ト ワ ー ク 活動 を 展 開 し た の で あ る O 阪神 ・ 淡路大震災は多 く の死

傷者 を だ し 、 都市活動が麻揮す る ほ どの被害 を だ し た が、 破壊は創造の は じ ま り と で も 言

う べ き 、 ソ フ ト と ハ ー ド を 含め た 新 た な創造が生 ま れ た の で あ る O

兵康県 は 、 震災産後の 1995年 3 月 に都市再生戦略策定懇話会か ら 提言 を 受 け た 「阪神 ・

淡路震災復興戦略 ピ ジ ョ ンJ に も と づ き 、 被災者か ら の提言や各種団体等 か ら の提案 を 加

え 、 同年 7 月 に r阪神 ・ 淡路震災復興計画」 を と り ま と め た 。 こ の復興計画 は 、 震災復興

の た め の兵庫県の行政計画で あ る と と も に 、 被災者 に つ い て は 自 立復興を 支援す る 計画 で

あ り 、 ま た被災地 内 の 市 町 に と っ て は復興計 画の指針 と な り 、 さ ら に は 県民や各種団体 ・

企業 に対 し て は計画実現 に 向 け た 取 り 組みへの積極的参加 を 促す指針で も あ っ た 。 復興の

目 標年次 は 、 震災か ら の 10年 目 に 当 た る 平成17 (2005) 年が設定 さ れた 。

復興 に お け る 基本方針は 、 単 に震災前 の状態 を 回復す る だ け で は な く 、 新 た な視点 か ら

都市 を 再生す る 「創造的復興」 と い う 指針が盛 り 込 ま れ、 同 時 に 「文化復興」 の重要性が

据 わ れ た。 す な わ ち 被災地の復興 に つ い て は、 「文化的 ・ 経済的 な 都市集積の復旧 に 加 え 、

震災前 に も 増 し て 、 京阪神都市 開 の ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ、 東西交通 の 要衝 、 日 本文化 と 外

国丈化の接点 と し て の役割j を 果 た し て 、 世界都市関西の 中 枢 を 担い 、 文化 首都圏の主都市
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た る 機能 と 風格 を 持 っ た 地域づ く り j を め ざす こ と と し 、 基本 目 標 の 4 つ と し て 「世界 に

需 か れ た 、 文化豊か な 社会づ く り 」 が掲げ ら れた の で あ る O

そ の後、 平成12 (2000) 年 に 「復興計画後期 5 か年推進 プ ロ グ ラ ム 』 、 平成1 4 (2002) 年 に 「復

興計画最軽 3 か年推進 プ ロ グ ラ ム 』 が策定 さ れた が、 そ れ ら の 内容 は 基本 的 に 記載時点で

の 未実施事業の推進 を 確認 し 、 新 た な 手法 を 検討 し た も の で あ る O 本稿で は 、 こ れ ま で こ

う し た復興の過程 に お い て と り わ け 印象 の 深 か っ た 文化活動 を 取 り 上 げ、 そ れ ら の 活動 の

意味 を 振 り 返 る こ と で、 阪神 ・ 淡路大震災 と は わ た し 達 に と っ て ど う い う 意味 を 持 っ て い

た の か を あ ら た め て考 え て み る O

1 . 震災 と ア ー テ イ ス ト
ア ー テ イ ス ト の 自 開 震災の 直後、 被災地 の 人 び と が ま ず し な け れ ば な ら な か っ た

こ と は 、 自 己 自 身 や 家族、 財 産 を 守 る こ と であ り 、 次いで必要 と な っ た の は水や食料、 寝

起 き す る 場所の確保で あ っ た 。 けが人の治療や、 行方不明者の捜索、 そ し て 不幸 に し て亡

く な っ た 親族の葬儀、 住み続け る た め の住居の何 ら かの補修 な ど、 あ ま り に多 く の こ と に

対処 し な け れば な ら な か っ た 。 そ の 直後 は何 を お い て も 生 き る こ と が、 最低の条件 だ っ た 。

そ の よ う な 条件下で は 、 誰 も が芸術や文化 に つ い て考 え る 余裕 は な か っ た と 思 わ れ る O ま

た 、 直接被災 し な か っ た 人 び と に つ い て も 、 報道 に よ っ て次つ ぎ と 明 ら か に さ れて い く 被

害の大 き さ に誰 も が我が 日 を 疑 い 、 近代都市がは じ め て体験 し た 夜下型地震の 凄 ま じ さ に

保然 と し た であ ろ う O

そ の 時、 ア ー テ イ ス ト は 、 ど う 感 じ た の だ ろ う か。 た と え ば、 神戸大学 の OB を 中心 に

結成 さ れた 当 時の 人気劇団 「惑星 ピス タ チ オ 」 の 西 国 シ ャ ト ナ ー は、 次の よ う に語っ て い る O

「硬派 に演劇活動 を し て き た つ も り だ っ た が、 震 災 を 体験 し て 、 自 分が何 も 役 に

立 た な い と 、 芝岩 を し て い る こ と を 後悔す ら し た 。 こ ん な 時 こ そ芸術 を な ん て 、

甘 い 意見 だ と 思 う O 娯楽が本当 に必要 と さ れ る と き が く れば、 自 然 に 発生す る の

で は な い だ、 ろ う か。 ボ、 ラ ン テ ィ ア に よ る 演劇公演 ばか り で は な く 、 こ ん な 時だか

ら こ そ や る な ら 質 の 高 い 、 本当 に 満足 し て も ら え る エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト の公演

を や る べ き だ と 思 う 。J ( f阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被害報告書J， [阪神 ・ 淡路大震災芸術文化被

害状況調査研究 プロ ジ ェ ク ト 調査委員会〕 よ り )

神戸で被災 を し た 人が、 震災の寵後 に命か ら が ら 大阪 に 出 て み る と 、 大 阪 で は ま る で何

も な か っ た かの よ う に バー ゲ ン セ ー ル を 関鑑 し て お り 、 あ ま り の雰開気の違い に 違和感 を

覚 え た と い う 声 を 開 い た こ と があ る O こ こ でい う 違和 感 は 、 実際、 す ぐ近 く に 家族や住居

を 失 っ た 人が大勢 い る と い う の に 、 普段 と 変わ ら ぬ 自 常 を 楽 し む こ と は 、 道義的 に い かが

な も の か と い う 問 い か け に つ な がる O

基本的 に は芸術表現 と は 、 人 間 の持つ感情 の エ ネ ル ギー や衝動 を 制御 し て 、 創造の力 に

振 り 向 け る 作業で あ る O 言い換 え れ ばそ れ は 、 き わ め て私 的 な 、 「個」 の 産 物 で あ り 、 本来、
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利 己 的 な 動機か ら 出発 し た も の で あ る 。 結果 と し て 、 個 々 の作品が、 他者 に 感動や希望 を

え た り 、 社会的 に有意義な価値 を 持つ に至 る の は 、 そ の作品 に 人類が共 通 に認識で き る

普遍性が備 わ っ て い る 場合 に 他 な ら な い 。 芸術家 は 、 そ も そ も 人 の 役 に 立 つ た め に作品 を

作 る の で は な く 、 た だ 自 分が作 り た い か ら 作 る 、 そ れ だ け な の で あ る O こ の よ う な非常時

に 、 自 分は芸術な ど に 関 わ っ て い て も よ い の か。 そ れが、 震災直後 に ア ー テ イ ス ト が感 じ

た 、 あ る 種共通 し た 後ろ め た さ であ る O

F震災 と 美術 を め ぐ る 20の話 ( イ ン タ ビ ュ ー ・ 構成/ 山下里加) で 、 芦屋在住の美術

家 ・ 赤崎み ま の言葉が掲載 さ れて い る の で、 少 し長 い が引用 し て み る O

「最初 の 頃、 私の家で も 食べ物 と か水 と かの 目 処がた っ て な く て 、 避難所では

何 人 も の 人が寒い 思い を し て 、 食べ物 も な く て っ て い う 時 に は 、 本当 に何 も 言葉

が出 な か っ た ん です。 美術 っ て い う 言葉 自 体が タ ブー な 感 じ だ、 っ た 。 家族です ら 。

お そ ら く 近所 の 人 な ん か滅相 も な い っ て感 じ だ っ た と 思 う O 社会の 中 に芸術 と い

う 言葉 な ん か な い 。 言 っ て は い け な い 言葉。 今は本当 に信 じ ら れな い け ど、 あ の

時 は本 当 に そ ん な感 じ だ、 っ た んで、す」

こ の言葉に象徴 さ れ る よ う に 、 芸術が非常時 に お い て は何の役 に も 立 た な い と い う 事実

を 前 に し て 、 ア ー テ イ ス ト が多 か れ少 な かれ揺 れ た心理的葛藤の状況が う か が え る O 実際

に こ の 時期 、 被災者の 一部や行政サ イ ド に も 歌舞音 曲 な ど文化 的 な 行事 に 対す る 一種 の 自

粛ム ー ドがあ っ た こ と は確 か で あ る O し か し 、 時がた つ に つ れ、 次第 に こ の考 え 方 に も 変

化が出 て き た 。 再 ぴ彼女の言葉 を 引用 し て み る O

「震災後、 芦震の街 を 歩い て い る と 、 ヌト;があ る こ と で建物 を 守 っ て い る 情景 を い っ

ぱい見 た わ け ね 。 そ れが、 こ の前行 っ た 時 は 、 そ の木 に花が咲い て い た の o ( 中 略)

桜 だ と 思 う O そ れがす こ、い フ ォ ル ム で と っ て も 椅麗 な ん で す 。 そ れ を 見 た 時 に 、

す ご く 元気づけ ら れた ん で す 。 も し 、 3 ヵ 月 前 に こ の花が咲 い て い て も 、 こ こ で

は 「花 よ り 因子」 な ら ぬ 「花 よ り お に ぎ り と 水」 だ、 っ た の 。 み ん な は美 し い も の

に 目 を 向 け る 元気す ら な く て 、 花 は何の役 に も 立 た な か っ た 。 で も 、 今 は違 う O

パ ワ ー を く れ る のo ( 中 略) 美術 っ て そ ん な も の か な と 思 う 」

こ の よ う に 、 ア ー テ イ ス ト や文化関係者 は 、 震災直後の 自 問 の 時期 を 過 ぎ、 被災地 に あ

る 程度 の 落 ち 着 き が戻 っ た 頃、 そ れぞれの立場か ら 自 ら の行動指針 と で も い う べ き も の を

取 り 良 し た の で あ る O そ れ は 、 こ れ ま で と は全 く 違 っ た 、 新 し い芸術文化活動の現れ方で

も あ っ た 。

震災後に生 ま れ た新た な動 き す で に 周 知 の と お り 、 被災地の 内外の芸術家や 団体の

い く つ か は、 震災後の比較的早い段階か ら 被災地 を 勇 気づけ る 慰問 コ ン サ ー ト や 、 復興 を

日 的 と し た チ ャ リ テ ィ ー 展等 を 次々 と 展 開 し た 。 ま た 、 かつ て例 を 見 な い ほ ど多 く の ボ ラ

ン テ ィ ア も 、 こ の 間 に被災地 を 訪れて い る O さ ら に は既存の 団体 と は 涼泉 を 画す、 新 た な
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文化団体の結成 も 梧次 い だ 。 つ ま り 、 震災 と い う 大 き な シ ョ ッ ク を 一 つ の 契機 と し て 、 あ

る 種の 「化学反応」 が起 こ り 、 文化 を め ぐ る 状況 に新 た な 萌芽が生 じ た の で あ る O

ま ず個 々 の 取 り 組み か ら 紹介 し て み る こ と と す る O 昭杭138 (1963) 年 に誕生 し た 日 本テ レ

マ ン協 会 は 、 バ ロ ッ ク 音楽 の 総合団体で あ る O 夙J l I カ ト リ ッ ク 教会の好意 に よ り 、 こ こ を

練習場 と し て 活動 を 行 っ て い た が、 震災で教会が大破、 重要 な 活動拠点 を 失 っ た 。 し か し 、

そ の よ う な 状況下で、 同協会の創始者 ・ 延原武春 は 、 被災地の無料慰問 コ ン サ ー ト を 思 い

立 ち 、 8 月 に か け て 10 回 に わ た る コ ン サ ー ト を 各地 に 「出前」 し た 。 コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー

や 、 ホ テ ル の ロ ビ ー な ど さ ま ざ ま な 場所で奏 で ら れた 音楽 は 、 本物の芸術 に久 し く 触れて

い な か っ た 被災者の胸 に 深 く 響い た と い う 。

会員 数5 ， 000名 を 超 え る 県 内 で も 屈 指 の芸術文化団体で あ る 兵庫県い け ばな協会 は 、 今

回 の 震災で会員 や そ の 家族 に 死者や け が人が出 る な どの 大 き な 被害 を 受 け た 。 協会が始

ま っ て 以 来 、 最 大 の 試練 を 迎 え た格好 と な っ た が、 「 こ の よ う な 中 で あ っ て も 、 瓦牒の 中

か ら 雑草が 自 然 と 芽生 え る よ う に 、 我 々 も こ れ ま で行 わ れて き た 活動 を 同 じ よ う に繰 り 返

し て い こ う 」 と い う 方針の 下 、 平成 7 ( 1995) 年 5 月 、 同 じ く 大 き な 被害 を 受 け た 大丸神戸

庖 で 「 い け ば な神戸展」 を 開催 し た 。 被災者の た め に ひ と と き で も 心 な ごむ 時 間 を 提供す

る と い う 趣 旨 に 基づ き 、 入場料 を 無料 に し た こ と も あ り 、 会期 中 の 6 日 間 は 1 万5 ， 000人

の入場者で賑わ っ た 。

文人た ち の創作 に お い て も 、 かつ て な い ほ ど司 馬 遼太郎や遠藤周作 な ど 、 県外の著名作

家が次つ ぎ と 神 戸 を テ ー マ に し た 丈章 を 発表 し た ほ か、 安水稔和や伊勢 田 史郎 な ど被災地

の 詩人 も 、 後で述べ る ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の 支援 の も と 、 震災 3 ヵ 月 後 に し て ア ン ソ ロ

ジ ー 「詩集 ・ 阪神淡路大震災」 を 発刊 し 、 大 き な 反響 を 生ん だ 。 な お 、 安水 ら は こ の後、

平成 9 (1997 ) 年度 に 県域 レ ベ ル の文化団体で あ る 「兵庫県現代詩協会」 を 設立 し て い る O

こ の ほ か に も 、 震災の前年 に 結成 さ れ た ばか り の兵庫県立 ピ ッ コ ロ 劇 団 は 、 被災地激励

活動 と し て 、 各地の避難所で の公演活動 を 2 次 に わ た っ て66公演 を 実施 し 、 のべ 1 万6 ， 000

人 を 動員 し て い る O こ れは そ の後、 必要性が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 芸術文化 の ア ウ ト リ ー

チ活動 を 、 ま さ に 「県民の 劇 団」 と し て の存在 自 体が問 わ れ る 状況 下で極め て 自 然発生的

に 実践 し た例 で あ る と 言 え る O

ま た 、 五木 ひ ろ し を は じ め と す る 著名 芸 能 人 に よ る チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト も 震災 の

1 ヵ 月 後か ら 相次 ぎ、 「がん ばろ や神戸J な どの キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に代表 さ れ る ム ー ブ メ

ン ト を 形成 し た こ と も 記'憶 に 新 し い 。

こ の よ う に既存の芸術家 た ち は 、 震災 と い う 大 き な う ね り に 翻弄 さ れ な が ら も 自 ら の存

在意義 を 見失 う こ と な く 、 む し ろ 芸術文化の価値 を こ の よ う な 持 こ そ世 に 向 う と い っ た 、

し ぶ と さ 、 遣 し さ を 印象づけ て い る O
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2 . ア ー ト 支援 と 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ
ア ー ト 支嬢 と ア ー ト N PO こ の よ う な ア ー テ イ ス ト 達や 既存 の 文化芸術 開体の動 き と

同 時 に 、 新 た な 文化活動 の 萌 芽が こ の 頃、 同 時発生 的 に 生 ま れた こ と であ る O そ の代 表例

は 、 島 田 誠 に よ る ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 で あ る O 当 時、 島 田 が経営 し て い た 海文堂書屈 は

ギ ャ ラ リ ー を 併設 し 、 地元の美術家や音楽家が集 う サ ロ ン と し て 、 さ ま ざ ま な ネ ッ ト ワ ー

ク を つ く っ て い た 。 震災以前か ら 公益信託 ・ 亀井純子丈化基金 に よ っ て文化支援活動 の 実

績 を 持 っ て い た 島 田 は 、 震災発生の翌月 の 2 月 15 日 に は趣意書 を 書 き 上 げ、 美術、 音楽、

文学方面 の 関係 者 に働 き か け 、 い ち 早 く 組織 を 立 ち 上 げ た 。 翌 々 月 に は 芸術家への第 1 次

緊急支援 を 実施 し た ほ か、 各種チ ャ リ テ ィ 展覧会 ・ コ ン サ ー ト を 主催す る な ど、 ま さ に神

戸 の 文化 を 自 ら の手で守 る と い う 決意 を 行動で実践 し て みせ た 。 阪神 ・ 淡路大震災復興基

金 に よ る 被災地芸術文化活動助成の制度がス タ ー ト し た の は 、 こ の翌年の平成 8 (1996 ) 年

度であ っ た こ と を 考 え る と 、 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の活動の迅速 さ は特筆 さ れ て 良 い 。 現

在 、 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 は 、 ア ー ト サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 と し て 改組 さ れ、 NPO 法 人

化 を 目 指 し て 活動 を 引 き 続 き 展 開 し て い る O

ま た 、 神戸 に 住 む 一 人 の ア マ チ ュ ア チ ェ リ ス ト で あ っ た松本巧が立 ち 上 げた r1000人 の

チ ェ ロ コ ン サ ー ト 」 も 忘れ て は な ら な い だ ろ う O ベ ル リ ン ・ フ ィ ル の R ヴ ァ イ ン ツ ハ イ

マ ー 氏の発案 を 受 け 、 松本が準備 に 奔走 し 、 1998年、 そ の 第 1 回 が被災地 ・ 神戸 で 開 催 さ

れ た 。 海外 を 含め全国か ら 集 ま っ た プ ロ 及 びア マ チ ュ ア 演奏家 た ち も 加わ り 、 会場い っ ぱ

い に鎮魂の 音色 が響 い た 。 コ ン サ ー ト を 成功 に 導 い た 松本 は 、 平成13 (2001 ) 年、 NPO 法

人 と し て 国際チ ェ ロ ア ン サ ン ブル協会 を 設立 し 、 そ の後 も 各地 でチ ェ リ ス ト 達 に よ る フ ェ

ス テ イ パル を 開催 し て い る O

美術家 ・ 杉山知子が主宰す る 「芸術 と 計画会議 (CAP) J の活動 も 棟め て ユ ニ ー ク で あ り 、

注 自 に 値す る O 震災の前年 に 結成 さ れた CAP は 、 芸術 を 社会 に浸透 さ せ る 新た な 仕組み

作 り を め ざ し て 、 各種の活動 を 展 開 し て お り 、 震災後 に は神戸市内 の 旧 ブ ラ ジ ル移民セ ン

タ ー を 拠点 に 、 子 ど も 達 を 対象 に し た ワ ー ク シ ョ ッ プや コ ン サ ー ト 、 カ フ ェ や ア ー テ イ ス

ト グ ッ ズ の シ ョ ッ プな ど、 こ れ ま で難解 な イ メ ー ジの あ っ た現代 ア ー ト の 普及 に 向 け た イ

ベ ン ト を 実施 し 、 平成14 (2002) 年 に は 、 NPO 法人 と し て の認証 を 受 け て い る O

ま た 、 狭義の意味での芸術文化 イ ベ ン ト で は な い が、 伊丹市の昆陽池で毎年 1 月 17 日 に

犠牲者 の 追悼 の た め ロ ウ ソ ク を 灯す イ ベ ン ト が実施 さ れて い る よ う に 、 各地で実施 さ れて

い る 追悼行事 も 市民団体や ボ ラ ン テ イ ア に よ っ て 自 発的 に 運営 さ れて い る 状況が生 ま れ て

い る O

こ の よ う に 、 震災後の被災地で は 自 ら の考 え に よ っ て 芸術文化 の 振興 を 推進 し よ う と す

る 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ や市民組織が次々 と 現れ、 行政や既存 の文化団体 と は 異 な っ た独 自 の

視点か ら 意欲的 な 取 り 組み を 見せて い る O そ の登場の背景は さ ま ざま で あ ろ う O 被災地 に

お い て は 、 震災直後、 多 く の若者が ボ ラ ン テ イ ア と し て被災地の復旧 活動 に 従事 し 、 後 に
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ボ ラ ン テ ィ ア 元年 と も 呼ばれた状況が生 ま れた 。 こ れは後で述べ る よ う に 平成10 (1998) 年

の 特定非営利活動促進法 ( い わ ゆ る NPO 法) 制定 に繋がっ た 。 ま た 、 ア ー ト マ ネ ジ メ ン

ト に 関す る 社会 的 関心が増 し た こ と や 、 震災 に よ っ て 芸術文化そ の も の の 存在意義が杜会

の 中 で 問 わ れ る 局面が生 じ た こ と も 無視で き な い 。 こ の よ う に 全国 的 な 動 向 に よ る 要因 と 、

被災地独 自 の事情が重 な っ た こ と が、 被災地で新 た な 市民団体が数多 く 誕生す る 契機 と

な っ た の で は な い だ ろ う か。

ア ー テ イ ス ト の活動 と 地域の課題 こ の よ う に 震災後 に は 、 新 ・ !日 、 プ ロ ・ ア マ 、 県

内 ・ 県外問 わ ず、 あ ら ゆ る レ ベ ル の 芸術家 た ち が被災地 に集 い 、 地域や被 災者 を 励 ま す活

動 を 展 開 し た の で あ る が、 こ こ で問題が全 く な か っ た わ け で、 は な い 。 特 に 避難所 な どの慰

問 活動 に お い て は 、 芸術活動 に対す る 要望 と 、 芸術家側 の意向 と の マ ッ チ ン グが重要 で あ っ

た 。 た と え ば、 震災直後 か ら 慰問公演 を 展 開 し た ピ ッ コ ロ 劇 団 は 、 ま ず劇 団の 方針 と し て

避難所公演 を 決め た が、 訪問先の選定 に 当 た っ て は 、 尼崎市役所、 県庁 な どの仲介 を 得 て 、

ま た劇 団 担 当 者ム 自 身 も 事前 に現地 に 赴 き 、 避難所の代表 と 話 し 合 い 、 現況 を 確認 し た う え

で公演活動 を 実施 し た と い う O

し か し 、 ほ かの 民 間 団体や ア マ チ ュ ア 芸術家 な どが、 こ の よ う な ル ー ト で訪問先 を 見つ

け る こ と は 当 時の状況 と し て は 困難 で あ り 、 多 く の市役所や各地の ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー

で も こ れ に 対応す る シ ス テ ム を 持 ち 得 て い な か っ た 。 そ の た め 、 マ ス コ ミ 等で大 き く 取 り

上 げ ら れて い る 避難所 に 芸術家の訪問が集 中 し た り 、 一部 に は公演 自 体が避難住民 に 迷惑

が ら れる よ う な ケ ー ス も 生 じ て い た よ う で あ る O こ う し た点 に つ い て は 、 今後同様の 災害

が生 じ た場合に備 え 、 芸術家 に よ る 慰問 活動 を 円滑 に受 け入 れ、 適切 な マ ッ チ ン グ を 可能

に す る シ ス テ ム を 検討 し て お く 必要があ る だ ろ う O

3 . 歴史文化遺産 の 保全 と 活用
歴史文化遺産の被害 と 課題 阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 、 多 く の 人命 ・ 財産が失 わ れた

が、 そ の な か に は貴重な 歴史文化遺産 も 多 く 含 ま れ、 早急な 復 旧 が望 ま れ た 。 こ の た め 、

兵庫県文化財保護審議会 は 、 丈化財保護の立場か ら 危機的事態 で あ る と 認識 し 、 特 に被害

の 顕著 な 未指定の 「歴史的建造物」 に つ い て も 復 旧 支援が必要 と の 緊急提言 を 行 い 、 こ れ

を 踏 ま え 「阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 か ら 「歴史的建造物等修理費助 成事業」 を 行 っ た 。

こ の事業で は 地域の歴史 を 知 る う え で君主 要 な 歴 史的建造物 に 対す る 助成 と 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

の シ ン ボル等 と し て住民等か ら 保存要望 の あ る 文化的建造物 に対す る 助成 と が行 わ れ た 。

助 成 内 容 は 補助 率 112、 助成金額 の 上 限 が500万円 と 決 し て 十 分 な 額 と は 言 え な い も の で

あ っ た が 、 助 成 を 利 用 し た復 旧 が284件 を 数 え た 。 地域 に所在す る 身近 な 歴史 的建造物 の

保全 ・ 復 旧 に 大 き な 効果があ っ た と 考 え る べ き で あ ろ う O

ま た 、 今 屈 の 震災 に よ る 被災 の 経験か ら 、 身 近 な 歴 史文化遺産 を 守 っ て い く に は 、 「文
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化財指定制度」 に よ る 保護 の み で は 難 し い こ と が判 明 し た 。 こ れ ま で、 文化財建造物 は 明

治30 (1897 ) 年以来100年以上 か け て 、 2 ， 177件 (1999年10月 現在) の 国宝 ・ 重 要 文化財建造物

を 指定 し 、 地方公共匝体指定件数 を 加 え る と 約 l 万件の も の 文化財 を 保護 し て き た 。 し か

し 、 「各時代又は類型 の典型」 と な る も の を 指定の対象 と す る 指定制度 で は 、 歴 史文化遺

産 の類型が多数所在す る 地域の特性 を 総体 と し て保護 し え な い こ と が明 白 と な っ た 。 そ の

た め 、 兵庫県教育委員 会 を は じ め 、 各専 門家及 び関係機関 か ら 指定制度 を 補完す る も の と

し て 、 身近 な 地域の歴史文化遺産 の保護 を 日 的 と し た制度 の創設 を 提言 し 、 平成 8 ( 1996) 

に 国 は 「文化財登録制度」 を創設 し た 。

文化財登録制度 の 導入か ら 8 年 を 経て 、 国全体で登録文化財建造物 は 既 に 4 ， 257件 (2004

年 6 月 18 6 現在) を 数 え 、 兵庫 県 内 で も 184件が登録 さ れて い る 。 歴 史文化的建造物 の 保存 ・

活用へ の 関心 は かつ て な い ほ どの高 ま り を見せて い る O し か し 、 県 下の登録状況 を 見 る と 、

設録文化財 の所在が一部地域に偏在 し て い る な ど社会全体の コ ン セ ン サ ス を 得て制度 が普

及 し て い る と は言い難い。 こ れ ら の理由 と し て 、 登録文化財の存在 ・ 価値 に対す る 認識不

足や具体的活用 方策の欠如があ る O さ ら に震災後の歴史文化的建造物 の復旧 過程で 明 ら か

に な っ た よ う に 、 歴 史文化的建造物 の修復専 門技術者の不足があ げ ら れ る O

次 に 、 震 災 に よ る 文化財被害の73% が建造物 で あ る こ と か ら 文化財建造物 の耐震性能の

向上が求め ら れた 。 向 手法 に つ い て は 、 文化財価値 と 安全性の調和 を 図 り つ つ 、 構造補強

を 行 う こ と と 考 え る が、 両者のバ ラ ン ス に つ い て 、 震災時 に は 明確 な 評価手法が確立 さ れ

て い な か っ た 。 そ の た め、 平成 8 (1996) 年 に 東京芸術大学主器、 文化庁 ・ 兵庫県教育委員

会 ほ か共催 に よ り 、 ユ ネ ス コ ・ イ コ モ ス 等の 国i啓文化討保存機関 及 び16 カ 国 の 専 門 家 を 参

集 し 、 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「災害か ら 文化財 を 守 る 」 を 開催 し 、 災害 に よ る 文化財の被害軽

減策 に かか る 文化財価値 と 安全性の両立の検討 を 提言 し た 。 現在 も 多種 な 協議が重ね ら れ

て い る と こ ろ で あ る O

な お 、 国 内 で は 、 文化庁防災業務計画 (1996年 5 月 29 日 修正) 第 5 章第 3 ( 1 ) に 、 「指定

文化財 で あ る 建造物の復!日 に あ た っ て は 、 特 に公聞 を 行 っ て い る 事例 に つ い て 、 人命 の 安

全を 留 る べ く 、 当 該建造物 の 強度 を 向上 さ せ る 内容で、 工事 を 実施す る こ と と す る 」 と 明

確 に 規定 さ れた 。

文化財 を 活 か し た地域づ く り の芽生 え 震災後の状況 を み る と 、 例 え ば、 登録文化財

建造物 で あ る 神戸 市 中 央 区 の !日 ユ ニ オ ン 教会の よ う に 震災後廃棄 さ れた教会堂 を個 人が買

い 取 り 、 修理改修の上、 !古舗 と し て再生 し た 事例 や 大正期 の 邸 宅 を レ ス ト ラ ン と し て 再利

用 を 計画 し て い る も の な ど、 建物 の特性 を 生か し つ つ再生 を 因 ろ う と し て い る 事例が見 ら

れ る O ま た 、 (社) 兵庫県建築士会 ( ま ち づ く り 部会 ・ 広報部会) で は 、 ま ち な み保存 活動

を 行 っ て い る 地域 を 訪問 し 、 地元の保存活動団体や会員 と 歴史文化遺産 を 視点 に据 え た ま

ち づ く り の あ り 方 に つ い て 、 勉強会 を 開催す る な どの 取 り 組み を 行 っ て い る 。 さ ら に 、 ま
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ち 全体 を フ ィ ー ル ド ・ ミ ュ ー ジ ア ム と し て位置づけ、 地元 ま ち づ く り 協議 会 と 共同 し て ま

ち づ く り を 模紫 し て い る 可や伝統的建造物群の調査や 明治時代 の歌舞伎場の再生 を 地方公

共 団体、 大学及 びボ ラ ン テ イ ア と 連携 し て 行 っ て い る 事例 も 見 ら れる O

平成13 (2001 ) 年度 に 文化財建造物 ( 国宝 ・ 重要文化財及 び登録文化財) あ る い は重要伝統

的建造物保存地 区 を 一つ 以 ヒ有す る 全国 1 ， 060市町村 に 、 住 民 に よ る 文化財 の保存活用状

況 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査 を 行い 、 648市町村 か ら 回 答 を 得 た 。 活動 団 体 の 平均 的 な 活動

内 容 は 、 見学会等 の 勉 強 会 の 開催 (19% ) 、 清掃 な どの維持管理 ( 18 % ) 、 イ ベ ン ト 展覧会

の 実施 行3% ) 、 調査 ・ 研究活動 (12 % ) 等 な どで、 構成員 数は26人か ら 50人 (24 % ) 、 平均年

齢は61歳以上 (35 % ) 、 資金源 は メ ン バ ー の 会費 (36% ) で充 当 し 、 メ ン バ ー の 職種は 自 営業

者 (26% ) 、 活動団体 関 の 交流 に つ い て は 「 な し J (64 % ) と い う 実態が浮か ぴ上がっ た 。

ま た 、 今後の行政支援策 に つ い て の希望 に つ い て は 、 意識醸成 な ど の 啓発事業 (22 % ) 、

活動 の ノ ウ ハ ウ な どの情報の提供 (19% ) 、 人材育成 に 関 わ る 支援 (15% ) 、 専門家 な ど人

材 の 派遣 ( l l % ) と な っ て お り 、 資金支援 と い っ た助成型支援策 よ り も 活動の手法や高度

な 知識の習得 を 期待 し て い る こ と が明 ら か と な っ た 。 し か し 、 NPO 法 人イと さ れ た 組織数

は27団体 を 数 え た の み で、 内 閣府発表の 総数 I 万3 ， 250団体 (2003年 9 月 ) に 比較 し て き

わ め て少 な か っ た 。 そ の 背景 に あ る 原 因 と し て は 、 各活動団体の構成員 が高齢化 し 、 情報

が孤立化 し て い る こ と が う かがわれ、 若年層 の 参加 し や す い 環境づ く り 、 活動内容の高度

化 を 支援す る 人材養成 ・ 派遣、 間体聞 の 交流 を う な がす ネ ッ ト ワ ー ク の構築 を 支援す る 公

的制定の創設が緊急の課題 と な っ て い る と 考え ら れ る O

文化賭f事理 は 心の修理 か ら 被災 し た文化財の復18修理 は 、 当 然の こ と な が ら 、 平常

時 と は 多 く の 面 で異 な っ た 。 文化財所有者の多 く は 、 社寺や個 人 で 、 通常 は修理費積立金

の 準備が整 い 、 そ こ で公的機関 に樟助 を 申 請す る 段階 と な る O し か し 、 阪神 ・ 淡路大震災

の被災後の修理は 、 突発 的 な 被害の発生で あ っ た た め 、 不 十分 な準備や不安定 な 精神状態

の な かで復旧 ・ 鯵理 を 開始 し た 。 あ る 所有者 は 、 九死 に 一生 を 得 た と の思 い か ら 感情が高

ぶ り 、 建物 を 即座 に撤去 し て欲 し い と 主張 し た り 、 ま た 別 の 所有者 は修理費 用 が100年分

の 営繕費 に 該当 す る こ と を 知 る と 、 黙 し た ま ま 目 を 伏せて こ と ばが出 な い 状態 で あ っ た 。

そ し て 、 多数が生 き 埋め に な っ た 地域で は 、 交 わす言葉 さ え な か っ た 。 ま た 、 神戸の場合

は外国人が丈化財 を 所有 し て い る 場合 も 多 く 、 復 旧 ・ 修理の相 談 は 世界 中 に 散 ら ばる 子供

達や所有者の帰属 意識の形成 か ら は じ め な け れ ばな ら な か っ た 。

ま た 、 調査の担当 者 も 尋常で は な か っ た 。 神戸市で は 震災前 に 3 年 を 費 や し て灘五郷の

浩蔵300件 を 調査 し て い た が、 出 版l前 に 震災 に よ っ て建物がす べ て 損壊 し た 。 査後か ら 被

害調査 を 開始 し たが、 散乱す る 残骸 を 乗 り 越 え た時 に 、 牛乳瓶 に 一輪 ざ し の 花が眼下 に 飛

び込み、 そ れが 自 に 焼 き 付 い て 調査 ど こ ろ で は な か っ た と い う O

震災の ダ メ ー ジ に つ い て 、 衝撃の大 き さ が早 く 理解で き る も の と 遅い も の 、 ま た 瞬 間 的
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な も の と 長期 的 な も の があ る と す れば、 丈化財 は後者 に属す る で あ ろ う O 復 !日 ・ 修理の相

談で最 も 苦心が要 っ た の は 、 被害者 ・ 調査者 の一時の不安定な 感情か ら 即断す る こ と を 避

け る こ と で あ っ た。 あ る 教会で は 、 信徒は 全壊 し た 聖堂 の 再建 を 即 決 し 、 ま っ た く 新 し い

建物 の 設計 を 行 っ た 。 し か し 、 震 災 に よ る 断点 を 増幅す る こ と な く 、 記憶の 連続牲 を ま も

ろ う と す る 神父 の 言葉 に よ り 、 後 に 元 どお り の 形で再建 し た と い う O ま た 、 あ る 寺で は 、

住職 と 檀家が相談 し 、 全体復 旧 費 が足 り な い た め 、 10年後 に 改 め て 考 え る こ と に し て 、 祈

り の場所か ら 修理 を 開始 し た 。

ま た 、 多 く の宗教者は被災地 を 廻 り 、 地域全体が不安定な 精神状態、 に あ る の を 少 し で も

鎮め よ う と 専心 し た 。 彼 ら の な か に は 、 自 身 の社寺が被害 を 受 け て い る の を 省 みず、 地域

の 心 を 鎮め る こ と を 選択 し た 人 も い た 。 直接的 な萄撃 を 緩和 し 、 ダ メ ー ジ を 短 く す る た め

の平常心、 そ し て 記憶 を 大切 に す る 方法 を 示 し た の で あ ろ う O 震災か ら 2 年後の新開各紙

に よ る 住民 ア ン ケ ー ト 調査 に よ れ ば、 住民は 町並 み の 連続や文化 の 継承 を は っ き り と 求め

た 。 宗教者の行動が住民の平常心 を 呼 び覚 ま し 、 歴 史 と 記憶 の具現者であ る 文化財の復旧

等、 次世代へつ な ぐべ き も の が何か を 考 え る 「 こ こ ろ の修復」 に つ な が っ た と 見 る べ き で

あ ろ う O 宗教者の行動 か ら 学ぶべ き と こ ろ が多 い 。

伝統文化を 活 か し た地域づ く り 神戸市東灘 包 で は 、 平成12 (2000) 年 4 月 29 日 に 30基

の だ ん じ り が集 い 、 住吉公園 か ら 区役所へ練 り 歩い た 。 同 区 は震災 に よ り 古 く か ら の住民

が減 り 、 だ ん じ り の 曳手 も 不足 し て い た が、 同 区役所が 「 だ ん じ り は 地域活動 を 育て る 有

力 な 装置」 と 認識 し 、 新旧住民が気持 ち を 一つ に集 え る 場 「東灘 だ ん じ り 会」 を結成 し て

実現 し た も の で あ る 。 東灘区森地区 は被害が大 き く 、 地車の運営組織の メ ン バ ー も 数人亡

く な っ た 。 地震か ら 4 ヵ 月 後の平成 7 年 (1995) 年 5 月 、 神社の 祭礼の 際 に 、 亡 く な っ た メ

ン バ ー の 家 を 一軒一軒、 地車で、廻 っ た と い う O 地車の曳手、 太鼓や か ね の 叩手 ら に は 、 会

に 加 わ る 若 い 人 か ら お 年寄 り ま で地 区 の あ ら ゆ る 年齢 の 人 が集 ま っ た 。 住 民連 は 地 車 に

よ っ て 日 頃か ら 聞 く 結ばれて い た か ら であ っ た 。

伝統文化 は 、 だ れ も が心 を 一つ に 合 わ せ ら れ る 一方、 他者 と の 開 に垣根 を 設 け る こ と に

も な る が、 今 回 、 世話人 は 「地車の担い手の確保 に 苦労 し て お り 、 震災後 に 移 り 住 ん だ人

た ち に も 仲 間 に加 わ っ て も ら い た い」 と 呼びか け て い る O 伝統文化の 長所 を 引 き 出 し 、 地

域づ く り に 活用 す る こ と は 震災以前 に は あ ま り 見 ら れな か っ た 。 こ の よ う な 動 き は湊川神

社楠公祭 (神戸市 中央区) に お い て も 見 ら れた 。 rf南公武者行列」 が平成14 (2002) 年 5 月 26

E に88所 中 、 総勢800 人 に よ る 壮大 な 一大絵巻が、 沿道10万人が見守 る な か、 華 々 し く 繰

り 広 げ ら れた 。 氏子 を は じ め 、 経済界 ・ ふ る さ と 伝統文化再興事業等の 支援 を 受 け て 、 昭

和10 (1935 ) 年以来、 実 に67年ぶ り に 挙行 さ れた の だが、 沿道 に は 多 数の観光客 を 集め 、 「や っ

と 神戸 の嵐物詩が戻 っ て き た」 と の声援がお こ っ た と い う O

県 内 の伝統文化保存団体の集 ま り で あ る 兵庫県無形 ・ 民俗文化財保護協会への ア ン ケ ー
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ト 調査 に よ れ ば、 獅子舞 な どで は氏子組織 を 基本 と す る と こ ろ が28% で あ っ た の に対 し て 、

自 治会組織 を 碁本 と す る と こ ろ が49 % と 、 約半数が地元地 区活動へ と 変化 し て い る こ と が

明 ら か に さ れた 。 ま た 、 約 7 割が芸能大会 な どへ出 演 し 、 交流 し た こ と があ る と 答え て お

り 、 伝統芸能 は 単 な る 祭礼行事か ら 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の紐帯 と し て復活 し つ つ あ る O 協会

開催の保存団体の指導者研鯵会で は 、 行事の運営 に 関す る 課題等 に つ い て 情報交換 を し て

い る が、 女性 ・ 子供の 参加 な ど、 先進地域の手法 を 参考 に 現代の社会状況 に 徐 々 に で は あ

る が合わせ よ う と し て い る O

十 地域文化施設の役割
避難所 と な っ た公立文化施設 地域の丈化施設 も ま た そ れぞ れ に 大 き な 甚接的被害 を

被 っ た の で あ る が、 こ う し た 直接的被害の 問題以外 に も 、 震災直後の被災事情 と し て 2 つ

の 間接的 な 課題 を 抱 え 込 ん で い た 。 そ の 1 点 目 は 、 そ れ ら の な かで も 公立の 文化施設 で は

公立であ る がゆ え に 、 一部の施設で は 地震直後か ら 被災者の避難場所 と な っ た 点 で あ る O

被害の 出 た地 区 に よ っ て は避難所が足 り な い と い う 事情 も あ っ た よ う で、 ホ ー ル、 美術館、

図書館、 水族圏 な どの一部 は避難所 と な っ た。 芦屋市立図書館や宝塚市立図 書館 は 、 市の

指定の避難所が足 り な か っ た の で、 そ れ を 補完す る 役 日 を 果 た し た 。 須屠海浜水族園で も

一時的 に被災者 を 受け入れ、 避難所 と し て も 機能 し た 。

間義的 な 課題の 2 点 目 は 、 公立の施設 に 限定 さ れ る も の で あ る が、 大規模災害 に 直面す

る と 市町の救護職員が不足 を き た し 、 丈化施設の職員 も 災害復 旧 本部の応援 に行か ざ る を

え な い た め 、 本来の業務で あ る はずの芸術文化施設そ の も の の復 旧 が後 回 し に な っ た事例

も 見 ら れた 。 神戸市立博物館の場合は 1 月 24 日 か ら 4 月 1 日 ま で、 ほ ぼ 2 ヵ 月 以上い わ ゆ

る 防災指令第 3 号が出 さ れ、 職員 の ほ と ん どが区役所か ら 避難所への物資搬入 な どの救護

援助 に 向 か い 、 館 に は副館長以下 4 名 が残智 し た だ、 け だ、 っ た と い う O 震災直後か ら 、 建物、

設備の 点検 は も ち ろ ん、 余震 に 備 え て収蔵品 の チ ェ ッ ク や調査 と 避難搬出 な どの多 く の本

来業務 は 後 回 し に な ら ざる を え な か っ た の で あ る 。

突然襲 っ た 震災 で住居 を 失 っ た 人 び と を 緊急 に受 け 入 れ る こ と 自 体 は 、 き わ め て 当 然 の

こ と であ っ た 。 し か し 、 そ れが 2 ヵ 月 、 3 ヵ 月 と 続 く と 、 文化施設は何の た め に あ る の か、

そ し て文化施設が任務 と す る 丈化振興 と い う う た い文句 は何だ、 っ た の か を 考 え ざる を 得 な

く な っ て し ま う O 丈化 と は平常時の 費沢消費 で あ り 、 丈化振興 も そ の よ う な 範囲 で の 取 り

組みで あ っ た と い う こ と な の だ ろ う か。

結局、 震災が も た ら し た 自 に 見 え な い被害 を 突 き 詰め て い く と 、 社会 に お け る 文化 に対

す る 錨値観や組織等の持つ 問題性 に帰着す る O そ も そ も 文化施設が担 う べ き 公共性 と は 一

体何 な の か 。 こ の こ と に つ い て 、 我 わ れ 自 身 も こ れ ま で に深 く 考 え た こ と がな か っ た の で

は な い だ ろ う か。 公共財 と し て の 地域文化 を 優先 さ せ る べ き で あ る か、 あ く ま で も 公共施

設 と し て 地域文化施設 を位寵づけ る の か、 こ の 点 は 議論が分かれる と こ ろ で あ ろ う O 結果
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的 に震 災 は 、 我 々 に 対 し て文化施設がそ の 活動 を 通 じ て 地域社会や住民 と ど の よ う な つ な

が り を 構築 し て い く べ き か を 鋭 く 問 い か け た の で あ る O

地域文化施設の謹!日 と 整備 震災 に よ っ て 多 く の 文化施設が被害 を 受 け た が、 現在で

は そ の す べ て が復 !日 も し く は建て替 え を 完了 し て い る O こ う し た施設の再開 は 、 日 に見 え

る か た ち で被災地の 文化復興 を 印象づけ た が、 こ の ほ か に も さ ま ざま な 新 し い 公立文化施

設が、 震災復興の シ ン ボル と し て位置づけ ら れ、 整備 さ れた 。

昭和45 ( 1970) 年 の 開舘以来、 継続的 かつ積極的 な 美街活動 を 行 っ て い た 兵賭県立近代美

術館 は 、 当 時 は 老朽化が 目 立 ち 、 展示活動 の 変化 に 対応す る こ と が難 し く な り つ つ あ っ た 。

平成 6 (1994) 年 6 月 に県立美術館基本構想検討委員 会が設置 さ れ、 こ の検討中 に大震災が

発生 し た 。 新美術館建設 は 、 震災か ら の 「丈化の復興」 の シ ン ボル と し て 、 美術 を 中心 と

す る 芸術活動 の積極的 な 展開 を 通 じ て 「 人 間 の こ こ ろ の豊 か さ 」 の 回復 ・ 復興 を 図 る 中核

と 位 置 づ け ら れ、 平 成 14 (2002) 年 4 月 、 県 友 美術 館 「芸術 の 館」 が、 神 戸 東部新都心

(HAT 神戸) に 開館 し た 。 平成14 (2002) 年度 に は 、 開館記念展 と し て 、 松方、 大原 、 山

村 コ レ ク シ ョ ン や 国 内外の現代美術、 従来の枠 を 超 え た 参加 ・ 体験型の作 品 な どで、美術館

の過去、 現代、 未来の 時代背景や役割 を 提示す る 展覧会 を 開催 し た ほ か、 世界的 に著名 な

ア ム ス テ ル ダム の ゴ ッ ホ 美術館の所蔵 品 を 中心 と し た 「 ゴ ッ ホ 展」 も 開催 し 、 年 間 100万

人 の 入館者 を 迎 え た 。

一方、 「芸術の 舘」 の 開館 に伴 い 、 平成13 (2001) 年 9 月 に30年の歴 史 に 幕 を お ろ し た 旧

県史近代美術館 は 、 も と も と 解体 さ れ る 方向 に あ っ た が、 近 隣住民や多 く の美栴愛好家か

ら 強い存続の声が寄せ ら れ、 大規模 な 補修 を 加 え た う え 貸館施設 と し て つ ニ ュ ー ア ルす る

こ と と な っ た 。 結果 と し て 、 我が国 を代表す る 建築家で あ る 村里子藤吾が手がけ た 美術館第

1 号の県立近代美術館 は 、 県立美術館王子分館「原 田 の 森 ギ ャ ラ リ ー 」 と し て 、 平成14 (2002) 

年10月 1 日 、 情報収集や交流の場 と な る サ ロ ン や貸 し ギ ャ ラ リ ー を 設 け た 県民の造形芸術

の拠点 に 生 ま れ変 わ っ た 。 こ の 地 は 、 大正期 に 「原 田 の 森」 と 呼ばれ、 若 い 芸術家 た ち が

新興美徳運動 を ま き お こ し た場所で も あ り 、 そ の伝統 を 受け継 ぐ に相応 し い施設 と し て本

県の芸術振興 に 貢献す る こ と と な っ た の で あ る O

震災後の兵庫県 を代表す る も う ひ と つ の芸術文化拠点施設の整舗 は 、 県立芸術文化 セ ン

タ ー (仮称) で あ る 。 河 セ ン タ ー構想、 は 、 昭和62 (1987) 年 に貝原前知事が提 唱 し 、 平成元

(1989 ) 年か ら 本格 的 な 構想策定がは じ ま っ た 。 大板、 神戸 と い う 大消費地 に 近 く 、 周 辺 の

恵 ま れた住環境 を 背景 に 、 「質の高い 舞台芸術 の 世界的 な 創造拠点」 を コ ン セ プ ト に掲 げ た 。

芸術顧問 に 山崎正和 を 迎 え 、 県民芸術劇場や ひ ょ う ごイ ン ピ テ ー シ ョ ナ ル は 向 セ ン タ ー の

ソ フ ト 先行事業 と し て 、 施設の整備 に 先駆 け て 震災前か ら 実施 し て い る も の で あ る O

阪神 ・ 淡路大震災で こ の計画 は 、 建設費 を 当 初 計画の487億 円 か ら 200億 円 に 圧縮す る な

ど、 見 直 し を 余儀 な く さ れ た が、 「 自 ら 創造 し 、 県民 と と も に創造す る 『パ ブ リ ツ ク シ ア
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タ ーJ] J と い う 位置づけ を 鮮 明 に打 ち 出 し 、 そ の後順調 に建設が進 め ら れ、 平成17 (2005)

年10月 に は 開館 さ れ る 予定であ る O 同 セ ン タ ー の付属交響楽団の構想 は 、 実 に ユニ ー ク で、

世界的 に 評舗が高 く 、 国 内 で も フ ァ ン が多 い指揮者の 佐渡裕芸術監督 (仏 コ ン セ ー ル ・ ラ

ム ル ー 管弦 楽 団 主席指揮者) の も と 、 世界の{憂秀な 若手演奏家 に よ る 世界一 フ レ ッ シ ュ で

国 際的 な ブ ロ の オ ー ケ ス ト ラ を 日 指 し て お り 、 能造的 な 音楽文化 と 個性豊か な 人材 を 兵庫

県か ら 全国 ・ 世界へ発信す る と い う O ま た 、 す べ て の 県民 に 開 か れ た 音楽創造集団 と し て 、

同 セ ン タ ー で の 定期演奏会や 青少年 コ ン サ ー ト は も ち ろ ん、 県内外ホ ー ル への巡回公演 を

実施す る と と も に 、 学校等 に お け る ア ウ ト リ ー チ ( 出前文化活動) に も プ ロ な ら で は の取

り 組み を 行 う こ と と し て い る O

ま た (財) 兵産県胸芸舘が入 っ て い た 全但会館 (神戸市) が全壊 し た に も かか わ ら ず、 保

管 さ れて い た収蔵品 ( 田 中 寛 コ レ ク シ ョ ン ) は 奇跡的 に無事であ っ た 。 平 成 8 ( 1996) 年

に こ れ ら の収蔵 品 は兵庫県 に 寄贈 さ れ、 現在、 こ れ ら を コ レ ク シ ョ ン の 中心 と す る 絢芸美

術館 「県立陶芸館 (仮称) J が、 平成17 (2005) 年秋の オ ー プ ン に 向 け て 、 丹波焼で知 ら れ

る 篠 山市今 田 町 に お い て整備 中 で あ る O

平成15 (2003) 年 に 開館20周 年 を 迎 え た 歴 史 博物館 は 、 姫路城 の 東 に 立 地 し て い る た め

阪神 ・ 淡路大震災の被害 を 被 る こ と は な か っ た が、 震災後の県民の心の豊 か さ を 求 め る 県

民の多様 な 要望 に 応 え る た め 、 あ た ら し い博物館像 を 確立す る べ く 新展開 事業の計画 を

案 し 、 同 年 に は 「 交流博物館」 を め ざ し た 将来構想、 を 、 翌平成16 (2004) 年 に は展示改修

基本計画 を 策定 し 、 あ ら た な 博物館づ く り に 着手 し た 。 県民の多様 な ニ ー ズ に応 え 、 誰 も

が利用 で き る 交流型の博物館復 を 基本 と し 、 「観 る 博物館か ら 活動 す る 博物舘へ」 の 旗 印

の も と で 「兵庫 の 歴史文化研究 と 丈化的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の形成」 、 「生涯学習機能の進展」 、

「丈化芸術の振興」 の 3 つ の使命 を 掲 げ、 そ の実現 を 目 指す こ と と し て い る O

こ の ほ か、 神 戸市が整備 を 進 め て い た神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー (KAVC) も 、 演劇、

美術、 音楽の複合型芸術文化施設 と し て 、 平成 8 (1996) 年 に新 開地 に 開館 し た 。 各分野

に 専 門 ス タ ッ フ を そ ろ え 、 こ れ ま で の 丈化会館 と は 一線 を 画 し た斬新 な 企画 内 容が特徴で、

「神戸 ア ー ト ア ニ ュ ア ル」 な ど期待の新人作家 に よ る 現代 ア ー ト の展覧会 や 、 エ ン タ ー テ

イ ン メ ン ト 性の 高 い小劇場演劇 な ど を 開催 し 、 若 者 を 中 心 に 高 い 支持 を 集 め て い る O ま た 、

神戸市長 田 区 の ピ フ レ ホ ー ル や 頭宮市 の プ レ ラ ホ ー ル、 ア ク タ 西宮 内 の 市 立 北 口 ギ ャ ラ

リ ー な ど、 震災 を 契機 と し た再開発事業の 中 で公立文化施設の整備が進 ん だ状況 も 評価す

べ き 点で あ ろ う O

5 . 復興 に 向 け て 展開 さ れ た さ ま ざ ま 者
民間主導の文化 @ 観光事業 NPO や丈化団体な ど、 民 間 の事業 に つ い て は 、 す で に触

れ た と こ ろ であ る が、 こ こ で は そ れ以外の事例 と し て 、 主 と し て民間企業 に よ っ て実施 さ

れ た 文化 ・ 観光事業 に つ い て 簡単 に紹介 し た い 。
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震災後の神戸 を代表す る イ ベ ン ト と い え ば、 や は り 神戸 ル ミ ナ リ エ で あ ろ う O 被災 に よ り

打撃 を 受 け た 街 に 賑わ い を 取 り 戻そ う と 、 官民一体 と な っ て始 ま っ た ル ミ ナ リ エ は 、 平成

7 (1995) 年度 に 第 l 回 目 を 開催 し て 以枠、 毎年500万人前後 を 集め る ほ どの 大 イ ベ ン ト に

成長 し 、 今や神戸の年の瀬の風物詩 と な っ た感があ る O 主役で あ る 「光の時刻」 群 は 、 も

と も と は被災者の鎮魂の た め に デザイ ン さ れた と い う こ と であ る が、 国 内 に お け る 「神戸」

の ロ マ ン チ ッ ク な イ メ ー ジ と も う ま く マ ッ チ し て 、 そ の 後全国各地で類似の イ ベ ン ト を 生

み 出 す な ど、 観光面 に お け る 先進 的 な 叡 り 頼み と し て高 く 評価 さ れて い る O

北野界隈 の 新 た な 観光の 目 玉 と し て 、 i呂北 野小学校跡地 を 転用 し て 平 成 10 (1998) 年 に

オ ー プ ン し た 「北野工房の ま ち 」 も ま た 司様で あ る 。 神 戸 ブ ラ ン ド に 出 会 う 体験型工房 と

し て 、 お 菓子、 ビ ー ル 、 靴 な どの手作 り の庖舗が華や か に 軒 を 連ね た敷地 内 の 旧運動 場 は 、

大型パス も 入れ る 駐車場 と し て整備 さ れ、 平成15 (2003) 年 度 に は75万人 の 来場者数を 得 る

な ど、 近年、 異人館への観光客数が伸 び悩 む な かで健間 を 見せ て い る O ま た 、 同 じ く 北野

で は 、 平成 9 (1997) 年か ら 、 チ ュ ー リ ッ プな どの花弁で路上 に花絵 を 描 く イ ン フ ィ オ ラ ー

タ 神戸が地元臨屈指 に よ っ て 実施 さ れ、 こ の告の新 た な 春の風物詩 と し て 定着 し つ つ あ る O

こ の ほ か 、 臨宿衛 や ま ち づ く り NPO 等 に よ っ て実施 さ れ た 文化 イ ベ ン ト と し て は 、 元町

ア ー ト ウ ィ ー ク や新 開 地音楽祭 ・ 映画祭な どが挙 げ ら れ る O

外国人の避暑地、 リ ゾー ト 地 と し て 戦前か ら 開 け て い た六 甲 ・ 摩耶 地区 も 、 震災以 降 、

観光客数が落 ち 込 ん で い る が、 神戸市a の 六 甲 芸術家村構想、 に 呼応 し て 、 六 甲 山 オ リ エ ン タ

ル ホ テ ル、 六 甲 山 ホ テ ル な ど創 業70年 を 超 え る 老舗 ホ テ ル や 六 甲 摩耶鉄道 な ど20 団 体 に

よ っ て 「六 甲 ・ 摩耶 山 の青楽祭」 が、 平成15 (2003) 年度か ら 六 甲 山 上 の各所で実施 さ れ

て い る O ま た [ lJ 頂 に 点在 し て い る 企業の遊休保養所 も 、 市の芸術文化活動推進モ デル事業

の 一環で、 展覧会の会場等 に 活用 さ れて お り 、 最近 オ ー プ ン し て話題 を 集 め て い る 六 甲 ガー

デ ン テ ラ ス な ど と と も に 、 再び山上 に 人 を 呼び戻す拠点 と な っ て い る O

西宮の 酒蔵通 り で は 、 かつ て の灘五郷の面影 を と どめ て い た酒蔵群が震 災 に よ っ て 大 き

な 被害 を 受 け た が、 そ の後、 業界の低迷 も あ っ て 、 市内 に 24杜あ っ た 酒造 メ ー カ ー は 、 現

在14社 に ま で、減 っ て い る O 平成 9 (1997) 年 に は、 倒 壊 し た 酒蔵跡 に洋菓子 メ ー カ ー ・ ア ン

1) . シ ャ ルパ ン テ ィ エ の工場がで き る な ど、 昔 日 の酒造 り の鼠景 は変貌 し た 。 し か し 、 こ

こ 数年、 「 白 鷹禄水苑J r 白 鹿 ク ラ シ ッ ク ス 」 、 日 本盛 の 「酒載通 り 煉瓦舘」 と い っ た レ ス

ト ラ ン や 資料館が地元企業 に よ っ て相次い で オ ー ブ ン す る な ど、 こ の界i寝 は 新 し い街 と し

て の賑 わ い を 取 り 戻 しつ つ あ る 。 か つ て 杜氏 た ち が行 き 交 っ た通 り に は 、 女性や家族連れ

の姿が 目 立つ と い う 。

靴の ま ち と し て 知 ら れ た 神戸市長 田 区 は 、 震災 に よ っ て最 も 甚大 な 被害 を 被 っ た 地 区 の

一 つ で あ る が、 こ こ の ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業界 も 震災の被害に 加 え 、 海外製 品 と の価格競争

な ど、 厳 し い 局面 に さ ら さ れて い る O こ う し た課題 に対応す る た め 、 デザイ ン な ど に 工夫

を 凝 ら し た 商 品 の 高付加価値化 を 打 ち 出 す と と も に 、 平成12 (2000) 年、 業界の毎興の シ ン
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ボ、ル施設 で あ る シ ュ ー ズ プ ラ ザ を 整備 し 、 手作 り 工房 を 設け る な ど、 靴づ く り の魅力 や 下

町情緒豊 か な 長 田 の魅力 の発信 に取 り 組 ん で い る 。

こ の よ う に 阪神 地域 で は 、 地域 自 ら の歴史文化資源や 地域 イ メ ー ジ を 観光資源 に 転イと し

て 、 復興 に 結 びつ け て い る 事例 が多 い こ と に気づ く O か ね て か ら わ た し は 、 地域文化 と は

本来 は地域の歴史の あ か し であ り 、 過去お よ びい ま を 暮 ら す人 び と の 営 み の 集積であ る と

紹介 し て き た が、 阪神地域 に お い て は 、 た と え 震災で徹底的 に 破壊 さ れ尽 く し た よ う に 見

え て も 、 こ れ ま で脈々 と し て受 け継がれ た 丈化の蓄積が、 こ こ で暮 ら す 人 び と の記憶の な

かで生 き 続 け、 し か る べ き 時 に至 っ て 形 を 変 え な が ら も 顔 を の ぞ、かせて い る の であ る 。 復

興 に 際 し て の拠 り 所 と し て 阪神地域の企業家が選 ん だ の は 、 や は り 自 ら の ル ー ツ で あ り そ

の集積で も あ る 地域文化そ の も の で あ っ た こ と は き わ め て興味深い 。

行政主導に よ る 文化事業 阪神 ・ 淡路大震災 に 見舞 わ れ る 以前 か ら 、 兵庫県 は 「芸術

県 ひ ょ う ご」 を め ざ し 、 す で に さ ま ざま な 芸術文化施策 を 展 開 し て い た 。 韓台芸術分野で

は 、 学校や市町の公立文化施設 を 対象 に 、 県民が優 れ た舞台芸術 を 身近 に 鑑賞で き る よ う 、

「県民芸術劇場」 を 芸術団体の協力 を 得て平成 3 (1992) 年度か ら 展 開 し て い る O 兵庫県

は 、 こ う し た事業 を 震災後 も 中 断す る こ と な く 、 む し ろ 復興の気運 を 盛 り t げる た め の公

演 と し て位置づ け 、 県民芸術劇場 で は学校公演 を 重点 的 に 実施す る な ど し て (平成 7 ( 1995) 

年度 : 31件 2 万935人→平成10 (1998) 年度 : 49件 2 万6 ， 403人) 、 震災 に よ っ て 減少 し た 芸

術鑑賞や発表機会の拡充 を 国 り 、 地域の芸術文化活動 を 活性化 し て き た 。

す で に触れて お い た が、 同 じ く 震災前か ら 開催 し て い た 芸術文化セ ン タ ー ソ フ ト 先行事

業 に も 、 こ う し た 考 え 方が貴かれて い る O 「 ひ ょ う ご、舞台芸術」 は 、 震災以後 だ けで219公

演、 「 ひ ょ う ごオ 1) ジ、 ナ ル音楽公演J で46公演、 「 ひ ょ う ご イ ン ピ テ ー シ ョ ナ ル」 で49公演

と 、 実 に 多 く の公演が被災地 に お い て 展 開 さ れて い る O ま た公演 出 数 だ け で な く 、 質 に お

い て も 、 た と え ば ひ ょ う ご舞台芸術が IGHETTO/ゲ ッ ト ー」 で平成 8 ( 1996) 年 に 第 3 回

読売演劇大賞 は じ め 9 つ の賞 を 獲得す る な ど、 困 難 な 時期 に お い て も 優れ た 作品 を 作 り 続

け て い る 姿勢 は 高 く 評価 し た い 。 こ の ほ か に も ピ ッ コ ロ 劇 団が被災地激励活動 と し て 、

災 の 直後 に 11市 7 町で66公演 を お こ な っ て き た こ と は既 に 述べ た と お り で あ る が、 そ の後

も 同劇 団 は被災地 を 中心 と し た 県内各地で高校や地域 を 対象 と し た演劇指導の傍 ら 、 優れ

た舞台 を 演 じ 続 け て お り 、 平成 9 ( 1997) 年度 に は 、 文化祭芸術祭賞 「演劇部 門 」 芸術祭優

秀賞、 紀伊国屋演劇賞団体賞 の 同 時受賞 を 果た し た 。

こ う し た 鑑賞提供型の公演事業以外 に も 、 兵庫県 は震災犠牲者の追悼 と 被災者の元気づ

け を 目 的 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト を ジ ャ ズや ク ラ シ ッ ク 音楽 の著

名 人 を 招 い て毎年 1 月 17 日 に 実施 し て い る ほ か、 県民参画型の事業 で あ る 「ふ れあ い の祭

典J で は 、 特別事業 と し て 青空元気 フ ェ ス テ ィ パ ル を 須磨 海浜公園 を は じ め と す る 阪神 ・

淡路地域で大規模 に 実施す る な ど、 さ ま ざ ま な 目 的 の ソ フ ト 事業 を 多面 的 に 展 開 し て き た 。
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美栴分野 に お け る 取 り 組み で は 、 当 時の文部省 の助成 を 得 て 3 年 間 に わ た っ て実施 さ れ

た 、 阪神 間 美術館博物館連絡協議会加盟20館の協力 に よ る 販神 間 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー

ク が特筆 さ れ る O 平成 9 (1997) 年度 に 、 県立近代美術館、 西宮市大谷博物館、 芦屋市立美

術博物館及 び芦屋市谷崎潤一部記念館の 4 館が阪神 間 モ ダ ニ ズ ム 展 を 共 同 開催 し 、 各館が

テ ー マ を 持 っ た展示 を 行 う と と も に 共 通 ホ ー ム ペ ー ジの作成や共同研修 な ど の 取 り 組み を

行 っ て い る O

ま た神戸市 で は 、 (財) 神戸市演奏家 協会が震災直後か ら 福校施設 な ど市内 各所で開催

し て い た マ ン ス リ ー ミ ニ コ ン サ ー ト が、 平成15 (2003) 年度 に は 100回 目 を 迎 え た ほ か、 神

戸丈化 ホ ー ル の 自 主企画 に よ る 、 歌手 ・ 河島英五 ら がは じ め た チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト が

平成16 (2004) 年度で第10回 を 数 え て い る O ま た震災前か ら 実施 し て い た神 戸 田際 フ ル ー ト

コ ン ク ー ル も 中 断す る こ と な く 実施す る な ど、 「音楽 の ま ち ・ 神戸」 を 目 指 し た 継続的 な

取 り 組みが行 わ れて い る O ま た尼崎 ・ 西宮 ・ 芦屋で は 、 そ れぞれの市民会館 を 中心 に 、 周

年行事 と し て 追悼 コ ン サ ー ト が実施 さ れ る な ど、 芸術文化の発表の場が犠牲者 を偲ぶ貴重

な 機会 と な っ て い る O

被災地に お け る 芸稿文化活動支援 ま た兵産県 で は 、 平成 8 (1996) 年 度 か ら 、 阪神 ・

淡路大震災復興基金 に よ る 被災地芸術文化活動補助事業 を ス タ ー ト さ せ て い る O こ れ は震

災で制作基盤 に被害 を 受 け た 芸術家の 支援策 と し て 始 ま っ た も の で 、 平成15 (2003) 年度 ま

で に音楽、 舞踊、 美術、 文芸 な どの分野で、 延べ1 ， 603事業、 3 1:意5 ， 000万 円 に の ぼる 助成

を 実施 し て き た 。 支援 を 受 け た事業全体の総事業費ベ ー ス で は 、 27億 円 を 超 え る と い う こ

と であ り 、 い か に 多 く の芸術文化活動がこ の 間被災地で展 開 さ れた か と い う こ と がわ か る 。

ま た 1996年度 の み で あ る が、 被災地芸術文化団体活動用具復 旧支援事業 と し て 、 震 災 に

よ り 破損 し た 芸術文化団体の活動用 具の修現 ・ 購入 に 要す る 経費 を 助成 し て い る O 件数は

69件、 補助額は約600万円程度 で あ る O

民 間 に よ る 助成事業 と し て は 、 先 に 述べ た ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 (神戸文化復興基金)

が被災地 の復興初期 に 大 き な役割 を 果 た し た が、 平成13 (2001 ) 年 を も っ て 活動 を 終了 し て

い る o 7 年 間 に 寄せ ら れた 寄付 と 事業収入の合計 は約8 ， 000万円 、 残高33万8 ， 000円 、 芸術

文化活動支援 に 宜接使 わ れ た も の が4 ， 400万 円 で あ っ た 。 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸終了後、

基金残高 は 、 新 た に 立 ち 上 げ ら れ た ア ー ト サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 に 引 き 継が れ た 。 主宰者

の 高 田誠 は 、 現在、 同 セ ン タ ー の活動 の 一環 と し て 、 ア ー テ イ ス ト と 丈化活動匝体がお互

い に 助 け合 っ て チ ケ ッ ト 販売や 活動資金獲得 を 行 う MSI (Mutual Supporting Institution) 

事業で あ る 「 ボ タ ン の会」 の 活動 に 叡 り 組ん でい る O

こ の ほ か に も 芸術文化活動 に 限定 し た 助 成 制度 で は な い が、 フ ェ リ シ モ に よ る rKOBE

HYOG02005夢基金 プ ロ ジ ェ ク ト 」 や、 P&G に よ る 「神戸 ま ち づ く り 六 甲 ア イ ラ ン ド基金」

な ど、 神戸 に拠点 を 置 く 大企業が多額の助成 を 実施す る な ど、 地域社会の一員 と し て被災
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地 の復興 に大 き く 貢献 し て い る 例 も あ る 。

し か し な が ら 、 兵庫県が被災地芸術文化活動補助 申 請者 に 平成15 (2003) 年度 に 実施 し た

ア ン ケ ー ト 謡査 に よ れ ば、 「 自 分 自 身 の 芸術文化活動が震災前 の水準 に 回復 し たJ と 回答 し

た 者 は 、 4 割程変 に と ど ま っ て お り 、 依然 と し て何 ら かの補助が求め ら れて い る こ と が分

か る 。 こ う し た状況 は 、 た だ単 に被災か ら の 立 ち 直 り の遅れの み な ら ず、 近年の経済不況

や芸術文化活動 そ の も の が置かれて い る 社会的 な 基盤 の 弱 さ に も 起因 し て い る と 考 え ら れ

る が、 兵産県 の 被災地芸術文化活動補助制度 も 平成16 (2004) 年度で終了す る こ と か ら 、 せ っ

か く 回復基調 に転 じ た 文化状況 に水 を 差 さ な い た め に も 、 今後 こ れ に代 わ る 補助制度創設

が強 く 望 ま れる と こ ろ で あ る O

お わ り に
以上の よ う に 、 本稿で は i坂神 ・ 淡路大震災の復興過程 に お け る 文化 ・ 芸術分野の諸活動

を 振 り 返 っ て み た の で あ る が、 そ の量の勝大 さ に 圧倒 さ れ る 思 い で あ る O し か し丈化芸術

活動 は 量 の 問題で は な い 。 そ の活動 は被災地域 に 生 き る 人 び と の生 き る 力 に 深 く 関 わ っ て

い る O 生 き る 栄養源 と で も 言 う べ き であ ろ う か。 た し か に 震災宜後の破壊 さ れた生活の場

で は 、 一見す る と 睡眠や食事や衛生 な ど、 生理的 な 条件の 回復 と の戦い の み が 目 立 っ て い

た か も 知 れ な い が、 そ れで も 人 は生理的条件 の み で生 き て い る の で は な い。 た と え 白 の前

に は な く と も 、 こ こ ろ の な かで、 ま た想像や イ メ ー ジ の な かで、 人 は生 き る 力 を汲み寂 り

続 け る の で あ る O そ れ は 人が こ れ ま で に 育 ま れて き た 地域社会 の 丈化の な かで し か供給 さ

れ得 な い 。 復興 10年 は 明 ら か に こ れ ら の地域 に お け る 薪 し い文化創造の10年であ っ た と 言

え よ う 。
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〈本考察か ら の 六つ の提言〉

、f持
」謝膨

大阪大学大学院 [学研究科教授 鳴 海 邦碩

① 合理的 な建物 被害調査の枠組み ・ 仕組みが必要であ る O と り わ け、 住 宅復興の 呂 安

と し て 、 戸数 と し て の住宅被害の実態が把揮で き な け れば な ら な い 。

災害発生後の被害実態調査 と し て 、 応急危険度判定 (利用 可能 か ど う か の 調査) 、

警察 ・ 消 防調査 (被害の速報的調査) 、 各 自 治体 に よ る 建物被害調売 (義援金の 配分、

固 定資 産 税 の 減免措置、 復 旧 ・ 復興施策 の た め の被害実態把握等) 、 地震保険損害

査定 (保険の た め の査定課査) な どがあ る 。 資産 と し て の損害の程度の調査、 棟 と

し て の建築構造物の被害調査、 戸数 と し て の住宅被害調査の調奈等が必要で あ り 、

全 国 的 に 共通 に利用 で き る 調査法の確立が求め ら れ る 。

② 柔軟な 仮設住宅供給 に よ る 支援が必要であ る 。

「 人 び と が元気 を 出 せ る よ う な J r現地主義」 の 支援策が必要で あ る 。 私 人が建設

す る 仮設住宅 と 公共が供給す る 応、急仮設住宅 は 同 じ で は な い 。 自 力仮設、 個 人仮設

住宅 に対す る 支譲が有効 な 場合が多 い と 考 え ら れ る 。 か た く な に応急仮設住宅の原

則 に こ だ わ り す ぎ る と 、 人 々 の復興への意欲 を そ ぎ、 そ の後の復興の展 開 を 限定 し

て し ま う 危険性があ る O

③ 「共助J の仕組み と し て の住宅再建共済制度の確立が求 め ら れる O

国民の財 産 を 守 る こ と 、 国民の財産 を保障す る こ と が、 冒家の重要 な 役割 の ひ と つ

で あ る O 自 然災害に よ る 被災者が 自 力 で生宅 を 再建す る に は 、 地震保険 な どの 「 自

助」 や 居住安定支援制度 な どの 「公助」 で は 眼界があ り 、 「共劫」 の 仕組み と し て

の住宅再建共済制度 を 確立 し な け れ ば な ら な い 。

④ 住宅市街地の 計画 お よ びデザイ ン の質 的 向上が必要で あ る O

少 し大規模 な 住宅団地であ れ ば、 街 を 形成 す る と い う 観点 か ら 、 い ろ い ろ な 人 々 が

混 じ り 合 っ て住 む事が必要で あ り 、 ま ち 的要素 を 導入す る と 同 時 に 、 地域性の あ る

住宅デザ イ ン を 追及 し な け れ ばな ら な い 。 ま た 、 大 き な 空 き 地の 長期 的存続は 地域

の活性化の足 を 引 っ 張 り 、 地域経済 に マ イ ナ ス を も た ら す傾 向 に あ り 、 そ の よ う な

状況 を も た ら さ な い計画 と すべ き で あ る O

⑤ 「建て な い 公営住宅施策」 の 可能'性 を 追求す る 必要があ る O

一 公営住宅等の公的 な住宅開発は都市や地域の再生 に 貢献す る よ う 工夫がな さ れ る べ

き で あ る O そ の た め に は 、 地域 に 溶 け込む よ う な 事業手法 も 試み ら れ な け ればな ら

な い 。 そ の た め の手法 と し て 、 借 り 上 げ公営住宅方式や公営住宅 に 相 当 す る 家賃檎

助施策があ り 、 こ れ は い わ ば 「建て な い公営住宅施策」 で あ る O こ の よ う な 手 法 は 、
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イ ン ナ ー エ リ ア 的 な 地域の再生 に 向 い て い る と 考 え ら れる O

⑥ 建物 の 寿命が100年 に な っ た 時 の 、 集合住宅の創造的マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム が確

立 さ れ な け ればな ら な い。

集合共同住 宅 を 会社経営 と し 、 入居す る 権利 者や デ イ ベ ロ ッ パ ー が株主 に な り 、 入

居者 は そ の 会社か ら 住戸 を 賃借す る と い う 仕組み な ど、 新 し い所有 シ ス テ ム が開発

さ れ る 必要があ る O ま た 、 「建物維持 な い し 建物保全J の仕事は 、 建物 を 匙 ら せ、

新 た な機能や雰囲気を創造す る と い う 点 に お い て 、 極め て創造的 な 仕事であ り 、 「創

造的マ ネ ジ メ ン ト 」 と 呼べ る よ う な 新 し い ピ ジ ネ ス と し て定着 さ せ る 必要があ る O

1 . は じ め に
1995年 の 震災発生以降、 日 本都市計画学会関西支部や兵庫県の諸関連委員 会、 お よ びい

く つ かの 自 主活動 グ ル ー プ の 一員 と し て 、 建物被害実態調査、 復興計画 の 策定、 復興過程

調査お よ び望 ま し い復興 ま ち づ く り の方向 の検討等 に か か わ っ て き た。 そ れ ら に 関 す る 初

期 の活動 は 以 下の よ う な も の で あ っ た 。

• 1995年 1 月 に設置 さ れた 、 日 本都市計画学会関 西支部 と 日 本建築学会近畿支部都市計

岡部会の合同 に よ る 震災復興都市づ く り 特別委員 会の委員 (主 と し て 建物被害実態調

査 を 実施。 調査終了後 も 、 日 本都市計画学会関西支部の さ ま ざ ま な 震災復興関連の検

討部会 に 関 わ っ た 。 )

• 1995年 2 月 に 設置 さ れた 、 都市再生戦略策定懇話会 の 下 に 設 け ら れ た研究企画委員会

の委員

• 1995年 2 月 に 立 ち 上 げ た 、 震災復興 ま ち づ く り への提言 を検討す る ，-ASHIYA倶楽部」

の呼びか け 人

• 1995年 5 月 に 設置 さ れた 、 ひ ょ う ご住宅復興会議の委員

• 1995年 5 月 に 設置 さ れた 、 阪神 ・ 淡路震災復興計画策定委員 会お よ び企画委員 会の委

貝

. 1996年 1 月 に 設置 さ れた 、 阪神 . i炎蕗震災復興計画推進委員会の委員 ( こ の委員 会終

了後 も 、 引 き 続 き 諸関連委員 会 に 参画)

• 1996年 7 月 に 立 ち 上 げ た 、 く街の復興 カ ル テ〉 謂査 グ ル ー プの ま と め役 (2004年版 ま

で毎年調査報告書 を 公表す る 計画で実施 し て き て い る 。 )

上記の活動 を 開始 し て 以 降 、 今 日 ま で、 折 に触 れて い く つ かの震災復興 に 関連 し た論

考 を 公表 し て き た。 そ の 主 な も の は以 下 の 通 り で あ る 。

@ 鳴海他、 「震災課興 ま ち づ く り への提言」 、 ASHIYA倶楽部、 自 費 出版、 1995年 7 月

@ 鳴海 、 「兵庫 県 に お け る 震災復興計画策定の経緯 と 課題」 、 「都市計画」 、 200 ・ 201合併

号、 1996年 5 月

@ 鳴海他、 「 自 力 共 同 再建 ・ 復興の展開」 お よ び 「イ主宅復興」 、 「震災都市復興の l 年」 、
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日 本都市計画学会関西支部震災復興都市づ く り 特別委員会、 1996年11 月

@ 鳴海、 「住宅復興の動 向 と 復興 ま ち づ く り の課題」 、 「 こ こ ま で き た 震災都 市復興1997J] 、

日 本都市計画学会関西支部震災復興都市づ く り 特別委員 会、 1997年11 月

@ 鳴海、 f 3 ヵ 年 を 振 り 返 っ て : 住宅復興の課題」 、 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌』 、 第3巻、

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会、 1999年 3 月

@ 鳴海、 「住宅復興か ら み た復旧 ・ 復興状況」 、 「阪神 ・ 淡路大震災調査報告心 建築編 -

10、 都市計画 ・ 農漁村計画、 阪神 ・ 淡路大震災調査報告編集委員 会、 日 本建築学会他、

1999年12月

@ 鳴海、 「 自 力 仮設 な い し 個 人仮設 に 関 す る 考察」 、 「限;神 ・ 淡路大震災復興誌」 、 第4巻、

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会、 2000年 3 月

@ 鳴海、 「住宅復興の展開 を 検証 し そ こ か ら 学ぶべ き こ と : 震災復興の 5 ヵ 年 を 振 り 返 っ

て」 、 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌J 、 第 5 巻、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会、 2001年

3 月

2004年度 に 行 わ れ た 「復興10年総括検証 ・ 提言事業」 で は 、 筆者 は 、 「 ま ち づ く り

分野J の 取 り ま と め と 、 個別 テ ー マ と し て は 「街並み景観 に お け る 取 り 組み」 を 担 当

し た 。 そ の結果は別途公表 さ れ る の で 、 こ こ で は そ の 内容 に つ い て は触 れ な い 。 本論

考 で は 、 上 に 示 し た既発表の論考 を 踏 ま え な が ら 、 特 に住宅 に 焦点 を あ て て、 震災の

経験か ら 学ぶべ き こ と に つ い て述べ る こ と と し た い 。 既論考 と 重複 し て記述 し て い る

部分 も あ る が、 ご容赦い た だ き た い 。

2 . 被災痩諜査 に つ い て
地震発生 後 間 も な く 、 兵庫県の あ る 職員 か ら 連絡があ っ た 。 「役所 の 職 員 が建物チ ェ ッ

ク を し て い る の だが、 立入 り 禁止の紙 を 貼 る の が精一杯で、 誰 も 記録 を し て い な い 。 ボ ラ

ン テ イ ア で記録がで き な い だ ろ う かJ o し か し 、 な か な か現場の様子 を 実感 で き な く 、 大

阪の コ ン サ ル タ ン ト の 人や学生等数名 で、 1 月 21 日 、 芦屋の被災状況の 記録 を 試み に い っ

た。 24 日 、 学会 も 動 き 出 し、 日 本都市計国学会関西支部臨時幹事会が開催 さ れ、 対策案の

作成 を 筆者が行 な っ た。 26 日 、 筆者の呼びかけ で準備会が開催 さ れ、 翌27 日 、 日 本都市計

画学会関西支部 と 日 本建築学会近畿支部都市 計画部会の合同 で 、 「震災復興都市づ く り 特

別委員 会」 を 設置す る こ と が決定 さ れた 。 29 日 、 神戸の コ ー プ ラ ン に集合 し 、 緊急、実態調

査実施方針 の 打 ち 合せ を し た 。 こ う し て 、 地震発生後 2 週 間 も 経 た な い う ち に 、 あ わ た だ

し く 建物被害実態調査が学会の手 に よ っ て 実施 さ れる こ と に な っ た の で あ る O

兵庫県 の 記録 に よ れば、 地震後10 B ばか り の 間 の情報は 以下の よ う な も の であ っ た 。
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1 /18 10 ， 937 
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1 /20 29 ， 619 

1 /21 48 ， 178 

1 /22 49 ， 705 

1 /23 51 ， 520 

1 /29 80 ， 814 

1995年 6 月 に 阪神 ・ 淡蹄震災復興計爾策定調査委員 会が策定 し 、 兵庫県 の震災復興計画

の基本 と な っ た 『阪神 ・ 淡路震災復興計画」 で は 、 住宅被害 に つ い て 、 200 ， 162棟 に住 む 、

415 ， 659世帯が被災 し た と さ れ て い る O

1995年 8 月 、 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画」 が公表 さ れ た 。 こ れ に 先立 っ て 、 3 ヵ 年

で建設す る 住宅戸数の設定 は 、 国 の予算編成 と の 兼ね あ い か ら も 早急 に 必 要 と さ れ、 限 ら

れ た情報 し か存在 し な い 混乱状態が続 く 最 中 (概ね 2 月 中 ) に 行 わ れ た 。 こ の戸数設定 は

以 ド の よ う な プ ロ セ ス で行 な わ れ た (注 1 ) 0 

①震災復興都市づ く り 特別委員 会 に よ る 建物被害実態調査の結果 を 用 い た都市住宅学会

の住宅被害状況調査結果 を 中心 に

②震災直後 に 記録 し た最大避難世帯数

③災害対策本部発表の住家被害状況等 を勘案 し 、

④被災地域全体の被災戸 数 を 推定 し 、

⑤全壊 に つ い て は全て建て替 え 、 半壊 に つ い て は 一部が建て替 え る も の と し 、 家 を 除

外 し て 、 125 ， 000戸 を 算定 し た 。

建設戸 数 に つ い て は 、 そ の後 も 様々 な検証が続け ら れ、 1996年 3 月 に は 被災者が市 町 に

出 し た 公費解体処理 申 請書 (棟数単位) を 兵庫県が再調査 し 、 戸 数 単位 に 集計 し た結果が

公表 さ れ た 。 こ の 集計 に よ る と 住宅解体戸 数 は 136 ， 730戸 で あ り 、 こ の戸 数 か ら 住宅統計、

調査に 基づ く 空家率10% を 差 L 3 1 い た建て替 え必要戸数 は 、 123 ， 000戸 と な り 、 125 ， 000戸

の 妥 当 性 を 示す結果 と な っ て い る (注 2 ) 。

そ の後次第 に 明 ら か に な っ た よ う に 、 公費 に よ っ て解体 さ れ た 建物 は 、 地 震 に よ っ て修

理不能 の被害 を 受 け た も の ばか り で は な い 。 十分利用 可 能 な 状態 に あ っ て も 、 こ の 際建替

え た い と い う 意向 が働 き 、 解体 さ れる こ と に な っ た も のが多 い と 聞 く O と す れ ば、 公費解

体戸数か ら 、 復興住宅戸数 を 導 く の は不適切 で あ る こ と に な る 。 被災地で供給 さ れた住宅

に は 、 住宅再建で供給 さ れた 住宅 と 、 震災 と は 在接的 に は 関 わ り の な い住宅供給が存在 し

た 。 同 じ よ う に 、 滅失 し た住宅 に も 、 直接的 な被害で滅失 し た住宅 と 、 そ う と は言 い が た

い 理 由 で取 り 壊 さ れ た住宅が入 り 混 じ っ て い る の で あ る O

1998年 に 行 わ れ た 「住宅需要実態調査」 に よ る と 、 全壊 (焼) 判 定 を 受 け た 世帯の12 . 6 %

が、 住宅 を 補修 し て 元 の 場所 に住 ん でい る こ と が明 ら か に な っ た 。 判 定 に 当 た っ て基準が

明確で な か っ た こ と 、 非常事態で あ り 厳密な 調査が行 な わ れ な か っ た こ と 、 さ ら に は住宅

の建て替 え に 踏 み 切 る 条件が整 っ て い な か っ た こ と な どの理由が考 え ら れ る O こ の よ う に
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被害調査で大 き な被害 を 受 け た と 判定 さ れた建物 と 滅失 し た住宅は必ず し も 一致 し て い な

い の で あ る O 「住宅需要実態調査J は 抽 出 数が少 な い た め 、 世帯数の推定数は 信頼性 に 疑

問があ る が、 一応の 目 安 に は な る 。

被害状況の把握 は 、 災害発生後様々 に な さ れ た が、 戸 数 を 把握 し た調査がな い こ と が、

復興住宅計画 の 策定 を 難 し く し た 。 特 に 、 警察 ・ 消防調査 は 、 住宅 ・ 非住宅 の 区別 の な い

棟数単位の調査が基本 で あ り 、 そ の上、 被災世帯数は住宅 を 失 っ た 世帯 と は 限 ら な い た め 、

供給必要戸 数 を 巡 る 初期の新開報道等で混乱の原 因 と な っ た。

こ の 開の事情 に つ い て 、 当 時の担当 者 は次の よ う に 述べて い る O 「今回の 震 災 に よ っ て 除

却 さ れた (住宅は継続 し て使用 可能であ る に も かか わ ら ず、 震災が建替 え の動機 と な っ て

の 鈴却 を 含 む ) 住宅の戸数は把握で き る と し て も 、 震災時 に どれだ け の住宅が倒壊 し て使

用不能 と な っ た の か明 ら か に す る こ と は、 今後 と も で き な い の で は な いか と 思 わ れ る J (注 3 ) 0

東京大学の村尾修等 は 、 兵庫県南部地震 に お け る 複数の建物被害調査に つ い て 、 北淡町、

明石市、 神戸市灘区、 阪神 時諸都市 を 取 り 上 げ、 比較を 行 っ て い る (注 4 ) 0 そ の結果 を 踏

ま え 、 資産価値 を 評価す る と い う 公的 な 立場か ら 、 共通の建物被害調査票 を 提案 し て い る O

比較 し た調査は以下の も の で あ る 。

@ 地震保険損害査定 : 調査は保険会社の査定要員 ま た は鑑定人 に よ っ て実 施

@ 震災復興都市づ く り 特別委員 会 に よ る 被害実態緊急調査 : 建築 ・ 土木系 の専門家、 教官、

学生等 に よ っ て 実施

@ 応急、危険度判定 : 専 門 家 に よ る 詳細調査、 自 治体 ご と に 適宜実施

@ 各 自 治体 に よ る 建物被害調査 : 被災者 に対 す る 義援金の 配分、 固定資産税の減免措置、

お よ び復i日 ・ 謀興施策 の た め の被害実態把握が 目 的 で 自 治体 ご と に 実施 (被災者 に よ る

自 己 申 請 を 結果 と し た 自 治体 も あ っ た)

こ の考察 に よ っ て 、 「全建物 に 関 し て 、 自 治体の全壊判 定 は 、 震災復興都市づ く り 特別

委員会の全半壊、 地震保険損害査定の全壊 と ほ ぼ等 し い」 こ と 、 「木造 に 関 し て 、 自 治体

の全壊判定 は 、 地震保険損害査定の全壊 と ほ ぼ等 し い」 こ と 、 「被害が比較的小 さ い 時 (木

造 よ り も 非木造、 全壊 よ り も 半壊の時) 、 自 治体の建物被害調査 に お け る 室 内 判 定の比率が、

判 定結果 に大 き な 影響 を 与 え て い る 」 こ と を 明 ら か に し て い る O こ の よ う な 検討 を 踏 ま え

て 、 今後、 住宅の戸数把握 と い う 観点 も 含み 、 合理的 な 被害調査の枠組み づ く り が期待 さ

れ る O 水害 に よ る 建物被害 は 震災 と は 異 な っ た性質 を 持つ と い われ、 今 回 の 台風23号等 に

よ る 建物被害の実情 も 勘案 し た上で、 検討 さ れ る 必要があ る O

3 . 自 力飯設住宅 @ 自 力住宅再建 に つ い て
( 1 ) 自 力館設住宅

震災後の 2 月 16 日 、 学識経験者、 行政機関代表者、 住宅関連産業代表者等の委員 に よ っ

て構成 さ れ る ひ ょ う ご住宅復興会議が設置 さ れた 。 筆者 も 委員 の一人 と し て参加 し 、 同 5
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月 29 日 、 「 ひ ょ う ご住宅復興 に 向 け て の提言」 を 兵庫県知事 に提出 し た 。

こ の 会議 の 進行 と は別 に行政計画の策定が検討 さ れて い る 中 で 、 住宅施策 と 福祉施策 の

タ イ ア ッ プや コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの導入の必要性な ど に 関 し て 、 真剣 な 議論が交 わ さ

れ る と 同 時 に 、 被災の現場への仮設住宅の建設 を 巡 っ て 以 下 の よ う な議論が行 わ れ た 。

@ 応急仮設住宅 は被災地 に 近 い と こ ろ に供給 さ れ る べ き であ る 。

@ 瓦擦の搬出 が終わ り 次第、 }II買次、 被災地 に仮設住 宅 を 建設す る べ き で あ る O

@ 民地で も い い か ら 借 り 上 げて応急仮設住宅 を 、 で き る だ け被災地 に 近 い と こ ろ に供給

す る べ き であ る 。

@ 家 を 失 っ た持家の宅地 に 仮設住宅 を 建設すれば、 避難所の避難者数 を 早急 に減 ら す こ

と がで き る し 、 応急仮設住宅の数 も 減 ら す こ と がで き る 。

@ 仮設住宅 に こ だ わ ら ず、 モ ー ビ ルハ ウ ス な ど、 そ の ま ま 搬入 し て利用 で き る も の を 積

極的 に活用 すべ き であ る 。

こ の よ う な 議論が繰 り 返 し な さ れた が、 結局提言 に 盛 り 込 ま れた の は 、 以 下 の よ う な も

の で あ っ た 。

「土地 を 所有 し て い る 被災者の再建行動 と し て 、 多 く の建設が集 中 す る 時期 を 意 図 的 に

外 し て 、 ゆ っ く り 再建 し た い と い う 人 も 少 な く な い と 考 え ら れる O こ う し た ニ ー ズ に応 え

る た め に 、 さ ま ざま な タ イ プの 一時 的 な く居住装置〉 の 活用 が必要であ り 、 そ の ーっ と し

て 移動型住宅等 に 関 す る 情報提供等 を 実施す る J o

こ の よ う な 議論 と 並行 し て 、 応急仮設住宅の供給事業 は 着 々 と 進め ら れ て お り 、 国が設

置す る 応急仮設住宅 は個人の敷地 に は建設 し な い と い う 原則が貫かれ、 皮 肉 に も 住宅復興

会議の提言が兵庫県知事 に 手渡 さ れ た そ の 日 、 39 ， 241戸 の応急仮設住宅の完成 を み て い る O

5 月 29 日 の こ と で あ っ た 。 そ の 後 も 戸 数増が図 ら れ、 応急仮設住宅 は 、 神戸市内 に お ， 178

、 神戸市 を 除 く 被災 9 市10町 に 15 ， 486戸、 そ の他 の 兵庫県下 お よ び大阪府今下 に 3 ， 636戸 、

合せて48 ， 300戸建設 さ れた (内芦居市分は、 後 に 96戸撤去、 13戸焼失) 。

振 り 返 っ て 見 れ ば、 震災直後、 仮設建物、 仮設住 宅 に 関 し て 、 情報が混乱 し て い た よ う

に 思 う O 建築制 課 と 仮設建物 、 応急仮設住宅 と 自 力 な い し個人仮設住宅 な どが、 絡 ま り 合

い 、 新聞報道等で も 明確 に 区別 さ れて い な か っ た き ら い があ る O

震災後、 復興 ま ち づ く り への提言 を ま と め よ う と 、 何人かの メ ン バー が 自 主 的 に 集 ま り 、

1995年 2 月 24 日 の 最初 の 会合 を 皮切 り に 検討が進め ら れ、 7 月 に 提 言 を 公表 し た (注 5 ) 0 

上記の よ う な 仮設 を 巡 る 混乱 し た状況があ り 、 そ の 中 で筆者 は仮設建物 に 関 す る 情報 の 整

理 を 試み た 。

被災地 に住み続 け な が ら 、 地 区 の復興 に 参加 し 、 こ れ を 見守 り た い と い う の が被災者の

気持ち で は な い だ ろ う か。 実 際 に 自 己の敷地 に仮設住宅 を 建設 し た 者 も 少 な く な い し 、

地底麗整理事業等 の 地 区 で 、 現地仮設住宅が建設 さ れた 。 1995年 4 月 8 日 の読売新 聞 は 、

神戸市 の 対応 を 次の よ う に 報 じ て い る O

第三章 @ 住宅 79 



「市 は 通常 、 事業認可後 に仮設住 宅 を 建設す る O 神戸市の あ る 再開発事業 地 区 で は 、 協

議会が認可 ま で に 時 間 を 要す る こ と か ら 、 事業の邪魔 に な ら な い よ う 、 1 カ 所 に ま と め て

先行建設 す る こ と を 市 に提案 し た 。 市 は こ れ を 受入れ、 住宅、 庖舗 を 認可 後 に 買 い 取 る 方

針」。 そ の 後 の 情報で は 、 復興土地区画整理事業地 区 で は 、 木造建築等 の 建設 を 認め た 地

区 と 、 住民の 申 し 合せで建て な い よ う に し た地区があ る と 開 い て い る O

実際 に は 運用 さ れ な か っ た が、 復興法第 7 条 関 連 に は 、 「 自 己 の居住、 業 務 の 用 に 供 す

る 建築物で、 階数が二以下で地 階 を 有 し な い も の 、 木造、 鉄骨造、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

造の も の 、 容易 に 移転 し ま た は 除却 がで き る も の」 は建設で き る こ と が示 さ れて い る O た

だ し 、 土地の形質の変更 を と も な う も の は 、 敷地面積が300平方日以下で な け ればな ら な し ミ 。

ま た 、 建築基準法85条 に よ れば、 災害後 1 カ 月 以 内 に 設置 に着手 し30平方 江以 内 の も の

は 、 建築基準法の適用外 ( 防火地域 を 除 く ) と な り 、 設置後 3 カ 月 を 越 え る 場合は 2 年 間

の範囲 に お い て 一定の条件下で認め ら れ る O と こ ろ が災害後 1 カ 月 を 過 ぎ て 設置す る 場合

は 、 仮設住宅 と い え ど も 建築基準法が適用 さ れ る O

仮設住宅が嫌わ れ る の は 、 「低質 な 住宅 の 固 定化 に つ な が り か ね な い」 と い う 危慎か ら

であ る 。 ま た 、 倍 人仮設や 自 力仮設住宅 に公的資金が投入で き な い の は 、 仮設住宅 と い え

ど も 、 個 人資産 だ、か ら で あ る 。 遠 く に 作 ら れた 公的仮設住宅 も 現地 に作 ら れた 仮設住宅 も 、

要す る 経費 に は そ れ ほ ど差がな い 。 そ う し た性能 を 重視 し た公的 な 経費 の 運用 がなぜで き

な い の だ ろ う か。

1999年、 震災対策 冨際総合検証事業が実施 さ れ、 筆者は こ の事業 に 検証会議委員 と し て

参加 し た 。 こ の事業 に お い て 、 「住宅再建支援」 の セ ク シ ョ ン で 圏 内検証委員 を 担 当 し た 、

前横浜国立大学教授の村上底直氏 と 意見交換 し た 際 、 同 氏 は 以 下 の よ う な 意見 を 述べ た 。

r1972年12月 の ニ カ ラ グ ア の マ ナ グ ア 地震 と 、 1976年 2 月 に起 き た グ ア テ マ ラ 地震の復

興の比較が参考 に な る O ニ カ ラ グ ア で は 首都が壊滅 的 に 被害 を 受 け 、 安全な 防災都市計画

を 立案す る と し た が、 結果的 に は 内乱状惑 と な り 、 復興が遅れて し ま っ た 。 そ れ ま で住 ん

でい た倍や 建物か ら 、 人 び と を 追い 出 し た事が失敗だ っ た 。 こ れ に対 し て グ ア テ マ ラ で は 、

震災後、 使 え る も の は使い な が ら 自 力 で経済復興 に努め よ う と い う キ ャ ン ベ ー ン を 行 い、

見事 1 年 で震災前 の 経済的 レ ベ ル ま で 回復 し て い た 。 こ の二つの例 を 見 て 、 ま ち づ く り で

大切 な の は 人 間 の 活力 な の だ と 思 う よ う に な っ た 。 ど う せ公的資金 を 導入す る の で あ れ ば、

人 び、 と が元気 を 出 せ る よ う な 出 し 方 が望 ま し いJ o

杓子定規 な 対策 は 、 被災者 の 折角 の復興への気力 を 萎 え さ せて し ま う O こ れ ま で述べて

き た 自 力仮設 な い し個人仮設 の 問題 も 、 こ の よ う な 観点 か ら 捉 え ら れな け れ ばな ら な い の

で は な い だ ろ う か。

震災後、 首相 の 諮問機関 と し て設置 さ れた 阪神 ・ 淡路復興委員 会の委員 で あ っ た 、 長崎

純心大学の 一番 ケ 瀬康子教授 は 、 以下 の よ う な こ と を 指摘 し て い る O 「救助法 は 昭和 22年

の制定で、 想定 し て い る 災害 も 中 く ら い の も の。 阪神大震災 に適用 す る こ と 自 体 に 無理が
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あ っ た 。 被災地か ら 遠 く 離 れ た 東京ですべ て 、 決め よ う と す る か ら そ の お か し さ に気づか

な い。 現地の実情 を 一番 よ く わ か っ て い る 地方 自 治体 に 幅広 い権 限 を 委譲 し 、 あ く ま で現

地主義で対応すべ き だ、 っ た J (注 6 ) 0

こ の よ う な 観点 か ら 震災復興支援 を 捉 え て み る と 、 そ の構造は途上 国 援助 の構造 と 類似

し て い る こ と に気づ く O 長年、 途上国援助 の 方策 の研究 を 行 っ て き たハ ー ヴ ァ ー ド大学の

ア マ ル テ イ ア ・ セ ン 教授 は 、 「人が ど ん な財 を 手 に い れた か と か、 そ の財 か ら ど れ ほ どの

効用 を 引 き 出 し て い る か と い っ た 情報 に 基づい て 分配の正 義 を 決定す る の で は な く 、 関係

者 が どん な 生 き 方 を 選ぴかっ そ れ を 自 ら ど う 評価 し て い る か と い っ た福祉情報 を 最優先 し

て 決定 さ れな け ればな ら な い」 と 述べ て い る (注 7 ) 。 つ ま り 、 単純 な 公正論、 公平論 で は

な く 、 人 間が も っ て い る 「基本的潜在能力」 こ そが、 平等 ・ 不平等 を 判定す る 、 尺度 に な

ら な け れ ばな ら な い と い う の で あ る O

こ の よ う な 観点 は 、 村上がい う 「人 び と が元気 を 出せ る よ う な公的資金 の 出 し 方」 の考

え 方や 、 一番ケ 瀬がい う 「現地主義」 に 通 じ る も の があ る 。 こ の こ と は理解で き て も 、 い

ざ方法 と な る と な か な か難 し い 。 上 に 述べ た 、 自 力仮設、 個 人仮設住宅の援助の課題 は 、

こ の よ う な 観点 か ら 実現す る べ き であ る と 考 え る O

( 2 )  自 力住宅再建一 戸建て持家住宅の再建

さ て 、 住宅の再建 に つ い て 、 公的住宅の 建設 や マ ン シ ョ ン 再建 に つ い て は よ く 報告 さ れ

論 じ ら れて い る が、 戸建て持家住宅が どの よ う に 展 開 し て い る か に つ い て は 、 必ず し も 充

分 に情報が整理 さ れて い な しミ 。 こ こ で は 兵産県等 に よ っ て示 さ れ て い る 情報 に基づい て 、

戸建て持家 の 再建 に つ い て概観 し つ つ推定 を 試み る O

兵庫県 が公費解体処理 申 請書 を 再調査 し 、 戸 数単位 に 集計 し た 結果が公表 さ れて い る

(1995年12月 ) 。 こ れ に よ れ ば件数で82 ， 978件 、 戸数で87 ; 289戸 の戸建て ・ 長屋建て住宅

が解体処理 さ れ た こ と に な る O 長屋建 て で あ っ て も 、 持家の場合、 切 り 取 り 建て 替 え に な

る も の と 考 え ら れ る か ら 、 戸建て持家住宅 の 滅失戸 数 を 最大87 ， 289戸 と み る こ と は妥 当 で

あ る と 考 え ら れ る O

被災10市10町 に お け る 震災後か ら 1998年12 月 ま で の 累積新設住宅着工数 を 見 る と 、 持家

住宅区分で73 ， 936戸 、 戸建て住宅底分で76 ， 884戸 と な っ て い る O こ の全 て が被災 し た戸建

て住宅の再建 と は み な す こ と がで き ず、 ま た 、 戸建て住宅が再建 さ れて集合住 宅 に な っ た

ケ ー ス も 少 な く は な い 。 し か し 、 「復興 カ ル テ : 1998年版� (注 8 ) に よ れ ば、 ほ ぼ こ の こ ろ 、

被災 し た住宅が取 り 除かれ更地化 し た 宅地 で の 再建が落 ち 着 い て き て お り 、 7 万戸 を 超 え

る 持家 な い し戸建て住宅の新設着工の大半が再建住宅 に 当 た る の で は な い か と 考 え ら れ る O

1998年 に 実施 さ れた住宅需要実態調査結果か ら 、 全半壊 し た住宅の う ち 6 . 4万世帯が住

宅 を 建 て 替 え て 元 の 場所 に 住 ん で い る と 兵庫県 は推定 し て い る O 世帯数 を 戸 数 と み れ ば、

こ の数字 は 、 新設住宅着工戸数か ら 考 え ら れ る 戸数か ら み て も 妥当性があ る 。
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住宅再建支援制度 の 実績 を み る と 、 2000年 3 月 現在 、 被災者住宅再建支援事業補助 の 申

請件数が52 ， 807件 (1995年か ら の 累言十) 、 高齢者住宅再建支援事業補助が9 ， 267件 (1998年

か ら の 累計) 、 合 わ せ て 62 ， 074件で あ る o 1 件当 た り の平均補助額が前者で27万 4 千 円 、

後者で45万 2 千 円 と な っ て い る O ま た 、 二重 ロ ー ン の負 担 に 苦 し む被災者 に対す る 特別支

援対策 と し て 実施 さ れ た住宅債務償還特別対策 の 適格認定件数が1 ， 657件 ( 1995年 か ら の

累計) と な っ て い る O こ の件 数 は 、 当初見込み の 1 割以下で あ る O ま た 、 住 宅金融公庫 の

災害復興融資の利用者 も 予想、の 8 %程度 に 止 ま っ た と い う (注 9 ) 0 

こ れ ら の 資料か ら の み で は 明確 な 判 断は で き な い が、 既 に 再建 さ れて い る 戸建て持家住

宅の大半が、 ほ と ん ど 自 力 再建 と も い え る 条件下で再建 を 成 し 遂 げ た と 推定 さ れ る O 余裕

の再建 と 見 る む き も あ る が、 多額の個人負 担 を し た だ ろ う こ と は事実であ る O

災後、 全 国 の 人 び と か ら 多額の義援金が寄せ ら れた が、 被災者が余 り に も 多 い た め 、

】 ー ・人一人が受 け 取 っ た 金額は あ ま り に も 少額であ っ た 。 震災後直 ち に 立 ち 上 げ ら れ た 復興

計醤 の検討委員 会 で 、 「 国民の財産 を 守 る こ と 、 国民の財産 を 保障す る こ と が、 国家の役

割で は な い か ? J と い う 議論が交わ さ れ、 住宅被害 に 対す る 個 人補償が強 く 求め ら れた 。

こ れ に対 し て 、 「 自 然災害 に よ る 住宅の被害 に つ い て は 国 に 責任 は な い」 、 「個人の資産形

成 に つ な が る 個 人保樟的 な 事業 は好 ま し く な い」 と い う 原則が貫 か れ た 。

兵庫県 は 率先 し て 、 新 し い 災害復興支援の シ ス テ ム の確立 を 働 き か け て き た 。 そ の効果

が実 っ て 、 以 下 の法が制定 さ れた 。

@ 被災者生活再建支援法 1998年議員 立法で成立

全壊世帯 に 最高100万円 を 支援す る

@ 同法改正、 2004年 4 月 か ら 適用

支給限度額 を 300万円 に 引 き 上 げる な ど

し か し 、 2004年 に 襲 っ た 台風23号等の被災 に お い て 、 上記支援 を 得 る た め に は 、 収入の

あ る 全て の 世帯員 の 合算で算定 さ れ る た め 、 多世代 同居 の世帯が支援 を 受 け に く い と い っ

た面が確認 さ れ た 。 そ れ に対処す る た め に 、 兵庫県A で は 、 居住安定支援制 度補完事業 、 住

宅再建等支援金の事業 を 行 う こ と と し た 。

自 然災害 に よ る 被災者が 自 力 で住宅 を 再建す る に は 、 地震保 険 な どの 「 自 助」 や居住安

定支援制度 な どの 「公助」 で は 限界があ り 、 兵庫県 は そ の 隙 聞 を 埋め る 「共助」 の仕組み

と し て 、 住宅再建共済制度 を 提案 し て い る o 2005年度の創設 を 目 指 し 、 現在、 パ ブ リ ッ ク

コ メ ン ト の 手続 き を 実施 中 で あ る O 兵庫県の こ の制度 を 契機 と し て 、 全国的 に展開す る こ

と が期待 さ れ る O

十 地域に播け込む公営住宅施驚の可能性 : ま ち づ く り の中の公営住宅鎗
( 1 ) 震災譲興 と 都市再生

@ イ ン ナ ー エ リ ア問題の顕在化
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今回 の震災で は 、 神戸市西部 の兵庫 、 長 田 区 に代表 さ れる よ う に 、 イ ン ナ ー エ リ ア 的 な

課題 を も っ た 下町地域が大 き な 被害 を 受 け た 。 1996年 5 月 に 行 わ れ た 第 3 次応急仮設住宅

入居者諦査 に よ る と 、 世帯主が65歳以上の 高齢者世帯が 4 割 を 越 え 、 年 収300万 円 未 満 の

世帯が約 6 割で 、 約 7 割が公的借家への入居 を 希望 し て い る こ と が判 明 し た 。 こ れ ら 応急

仮設住宅の入居者の属性 を 見 れ ば、 そ の多 く が、 震災前 は イ ン ナ ー エ リ ア に お け る 低家賃

の措家 に居住 し て い た 人 た ち であ る と 容易 に推定で き る O

応急仮設住 宅 に 居住す る こ と と な っ た数万人 の 方 々 の多 く は 、 こ の よ う な 地域 に 居住 し

て い た 人 々 で 、 「 も と の街 に も ど り た いJ と い う 希望 を 持 ち な が ら も 、 結局 、 災害復興公

営住宅等 に 住 む こ と に な っ た と 考 え ら れ る O そ も そ も も と の街 も 大 き く 変化 し て い る O こ

れ ら の 人 々 がか つ て 住 ん で、 い た住 宅 は 、 水質住宅 に代表 さ れ る 低家賃借家で あ っ た が、 賃

貸住宅供給 は 進ん だ も の の 、 そ の よ う な低家賃借家の再供給は ほ と ん どみ ら れず、 そ の役

訴 を 災害復興公営住宅が代替 し た と い う の が、 大 ま か な住宅復興計画 の 構 閣 で あ る O

震災 に よ る 住宅困窮者の多 く が、 高齢者であ る と い う 認識か ら 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グや

コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ な どの新 し い対策が採 ら れ た 。 特 に 重要

な の は 、 応急仮設住宅での経験か ら 、 高齢者 向 け の住宅供給 だ け で は 、 被 災高齢者 の 生活

再建 に つ な が ら な い と い う 認識が高 ま っ た こ と であ る O そ こ で こ れ ら の住 宅 に お い て は 、

LSA と 呼ばれる 生活援助員 や ボ ラ ン テ イ ア の サ ポ ー ト が行 わ れ る こ と に な っ た 。 こ れ ら は 、

震災復興 と い う 非常事態 に お け る 公的 な 施策 と し て と ら れた も の で あ る が、 大都市が高齢

社会 に 如 何 に 取 り 組む こ と がで き る か、 と い う 壮大 な 実験で あ っ た と も と ら え る こ と がで

き る O

今回 の住宅復興計画 は 、 限 ら れ た 情報 し か な い混乱状態が続 く 最 中 に 、 そ れ も 国 の予算

編成 と の兼 ね あ い か ら も 早急 に 決定が必 要 と さ れた 。 「災害復興公営住 宅 を 被災の現場 に

供給すべ き J と い っ た 意見 や 、 あ る い は 「被災現場の 再建住宅 を 借 り 上 げ て 災害復興公営

住宅化すべ き 」 と い っ た意見があ っ た が、 短期 間 に供給で き る 戸数の 目 安 が付 け ら れ る 事

業計画 と し て 、 災害復興公営住宅の建設計画が決定 さ れた と い え る O

@ 過剰 と も い え る 住宅供給の進行

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興が も っ重要 な 特徴 の 一つ は 、 全 国 的 に平常時 に あ る な かで、

大都市地域の局所的 な 部分が非常事態 に 揺 っ た こ と に あ る O こ の こ と は 、 さ ま ざ ま な 国難

を 乗 り 越 え て震災か ら の住宅再建が行 わ れて い る 一方で、 震災復興 と 直接 的 な 関係 の な い

住宅供給が大量 に 供給 さ れて き た こ と に 現 わ れて い る O つ ま り 、 被災地 で は 、 震災復興 と

い う 被災地固 有 の 活動 と 、 全国 レ ベ ル で の 通常 の 活動が二重構造で進 ん だ の で あ る O

震災 に よ っ て 滅失 し た 住 宅戸 数 は 、 被災10市10町 で136 ， 730戸 と さ れて い る が、 震災以

降1998年 7 月 ま での 同 じ 10市10軒の 累積吟新設住宅着工戸数は 、 既 に27万 8 千戸 に も 達 し た 。

再建住宅そ の も の が戸 数増 を 引 き 起 こ し て い る と 同時 に 、 震災か ら の復興 に 直接的 な 関係
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を も た な い住宅の供給が相 当 数存在 し て い る の で あ る O

@ 下町の都市再生

こ の よ う な状況下 に あ る 被災地、 と り わ け ド 町 的 な 様相 を も っ て い た 被 災地 で は 、 現在、

単 に復興す る と い う 意味 を 越 え た 、 新 し い ま ち づ く り の課題 に 取 り 組ん でい る と み な す こ

と がで き る O つ ま り 、 従前の産業や居住者が5 1 き 抜かれて し ま っ た街 に 、 新 た な 産 業 を 育

み 、 新 た な 居住者 を 迎 え 入れ る こ と に よ っ て 、 ま ち の再生 を 図 っ て い か な け ればな ら な い 、

と い う 課題 に 取 り 組 ん で い る の で あ る O

土地区画整理事業 に よ る 復興地区 の 中 に は 、 制 度 の 柔軟 な 運用 に よ っ て 、 土地利用 を 暫

定的 に 定 め 、 事業の進捗 に つ れて こ れ を 確定 し て い く な どの工夫がさ れて い る O し か し 、

従来一般的 に 取 ら れて き た保留床 を 前提 と す る 開発手法 に頼 る と 、 地権者 た ち が 目 指す地

区 イ メ ー ジ に 沿 っ た 開発誘導が難 し く 、 ま た事業 リ ス ク が大 き い と い っ た 問題があ る 。

そ の よ う な 状況下で、 「災害復興事業用 空 間 」 と い っ た公的 な 事業所向 け 空 間 の 供 給 を

行 う と 同 時 に 、 多様な 階層 の 人た ち が戻 っ て こ れ る 、 あ る い は新規 に 来住 で き る 住宅の供

給が期待 さ れ て い る の で あ る O

@ 人 口 回後 は 街の再生に つ な が る

芦犀市や西宮市、 さ ら に は神戸市の東部地域で は 、 新 た な住宅供給 に伴 っ て 、 多 く の新

来者が居住す る に 至 っ て い る O 芦 屋市 を 例 に み れ ば、 現在居住者 の う ち 、 継続居住者が

36 . 6 % 、 市内移転者が18 . 4 % 、 震災時 に 市 内 に岩住 し て い な か っ た転入者が45 . 0% で あ っ

た (注10) 0 新来居住者 に は 若 い 世帯が多 く 、 旧 来か ら の コ ミ ュ ニ テ ィ が変 質 す る 一方で、

若返 り の作用 も も た ら し て い る O

神戸市東灘 区 に あ る 甲南本通商庖街は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に よ っ て ア ー ケ ー ド お よ び商

庖が全壊す る 被害 を 受 け た 。 隣議す る 甲南市場、 新 甲 南市場 も 壊滅 的 な 被害 を 受け た 。 商

古傷は 、 す ぐ さ ま 復興事業 に着手 し 、 1996年 3 月 に は ア ー ケ ー ドの修復工事 を 完了す る な

ど積極的 に復興 に 取 り 組ん で き た 。 新 甲 南市場 も 、 食彩館 と し て毎興 し て い る O 活性化が

思 う よ う に 進 ま な い 画面告が多 い な か に あ っ て、 こ の 商自街は 、 新 た に 増 加 し た 若 い 居住

者層 を タ ー ゲ ッ ト に 活性化戦略 を 展 開 し て い る O こ の よ う な動 き を 通 じ て 、 地域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 新 た な 紳が生み 出 さ れ る こ と に期待 し た い 。

( 2 ) 住宅開発 に関す る 内外の専門家の意見

1999年、 兵鹿県 は 内外の専 門 家 を 集 め 、 震災対策国際総合検証事業 を 実施 し た。 そ の 詳

細 は 「震災対 策 国際総合検証事業報告』 に 詳 し い が、 検証会議 テ ー マ 担 当 委員 と し て 参加

し た経緯 も あ り 、 住宅復興 に 関 し て 、 印 象 に 残 っ て い る 検証委員 の 意見 を こ こ で は 述べ て

お き た い 。

@ 村上慮直 (前横浜国立大学大学院教授 い ろ い ろ な 年齢層 、 い ろ い ろ な 職業の 人 々
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が詫 ざ り あ っ て 住 む事が都市 に は必要で、 少 し 大規模 な住宅団地で あ れ ば、 ま ち 的要

素が必 要 で、 は な か ろ う か。 ( 中 略) 今 回 公的住宅が被災地の住宅復興 に 果 た し た 投割

は 大 き い し 、 成果 は あ っ た と い っ て 良 い 。 し か し 地域全体の都市復興 と い う 視点 か ら

見 る と 、 現時点 で は 多 く の ミ ス マ ッ チ があ り 評価 し に く い。 ( 中 略) こ れ は 本 当 の 危

機管理体制 を 持 た な い 現在の 日 本の行政機構 の 眼界 で あ り 、 そ の 事 を どの よ う に 考 え

て い く べ き かが、 i攻神 ・ 淡路大震災の 教訓 を 次の 大震災 に 活かす最 も 大切 な こ と で は

な か ろ う か (注1 1 ) 。

@ ク リ ス ト フ ァ … ・ ア ー ノ ル ド (米国地震工学研究会会長 高層住宅計画 に よ り 景観

が変 っ て し ま う と 、 そ れ を 見 た多 く の 人 々 は 日 本の街の本質が侵 さ れて い く よ う に感

じ 、 そ れ を 後悔す る o ( 中 略) 設計 と い う 観点 か ら 見 る と 、 ( 中 略) 疑い な く 質 は 高 い

が、 そ れ に も かか わ ら ず、 こ れ ら の設計で は 、 具体的 に 回全体あ る い は 現地の文化的 ・

建築学 的 ア イ デ ン テ イ テ ィ を 維持 ま た は 再解釈す る こ と に 必ず し も 成功 し て い な い

(注12) 。

・ セ ル ジ オ ・ プエ ン テ ( メ キ シ コ 大学人 口 都市 開発研究 セ ン タ ー教授 住宅計聞は都

市 の 設計 と 開発の主要 な 鍵 と な る 要素で は あ る が、 新 し い社会の構築 は 都市全体 と し

て 表現 さ れ る も の で あ る O こ れ ま での と こ ろ 、 我々 の 印象 で は 被災者の 移転が明 ら か

に必要で、 かつ急務であ っ た た め 、 都市全体 に つ い て 再考す る 余裕 は な か っ た よ う だ

(注13) 0 

・ ケ ネ ス ・ タ ッ ピ ン グ ( カ リ フ ォ ル ニ ア 州 カ ン ブ リ ア ïTî地域サ ー ビ ス 区 ゼ ネ ラ ル マ ネ ー

ジ ャ ー 高層住宅 に よ る 住宅の大量供給は 、 結果 と し て市場性の な い 空地 を 大量 に

生 み 出 す こ と に な っ た 。 県 と 市 は 、 短期 ・ 長期 的 に見 て こ の よ う な 空 き 地の土地利用

を ど う す る かが間 わ れ る (注14) 0

上 に紹介 し た 検証委員 の意見 は 、 次の よ う に ま と め る こ と がで き る O

① い ろ い ろ な 人々 が混 じ り 合 っ て住 む事が必要で、 少 し 大規模 な住宅団地であ れ ば、

ま ち 的要素 を 導入す る 事が必要で あ る O

② 高 層 住 宅 の デザ イ ン に あ っ て も 回全体あ る い は 現地 の 文化的 ・ 建築 学 的 ア イ デ ン

テ イ テ ィ を 維持 ま た は 再解釈す る こ と が必要で、 あ る O 要す る に も っ と 日 本的 な い し神

戸 的 な 住 宅 デザイ ン がで き な い の か、 と い う こ と で あ る O

③ 新 し い社会の講築 は 都市全体 と し て検討 さ れ、 表現 さ れ な け れ ば な ら な い 。 (①の

指摘 と 言い た い と こ ろ は 詰 ぼ同 じ で あ る 。 )

④ 高層住宅 に よ る 住宅の大量供給は 、 結果 と し て市場性の な い空地 を 大量 に 生み 出 し

て お り 、 短期 ・ 長期 的 に見 て こ の よ う な 空 き 地の土地利用 を 効果的 に 進 め る 必要があ

る 。 空 き 地状態 は 地域 の 活性化の足 を 引 っ 張 り 、 地域経済 に マ イ ナ ス を も た ら す傾向

に あ る こ と は 常識であ る O で き る だ け 、 空 き 地 の存続期 間 を 短 く す る 計画が望 ま し い 。
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( 3 )  建 て な い公営住宅施築の可能性

公営住宅の住宅 と し て の役割 は 将来 と も 重要 で あ る O し か し 、 そ れ を ど こ に どの よ う に

建設すべ き か に つ い て は 、 今 回 の 震災復興の経験 を 踏 ま え て よ り 効果的 に 行 う こ と が必要

で あ る 。 と り わ け 団 地 と し て建設す る こ と に は慎重で、 な け れ ば な ら な い 。 そ こ で ひ と つ の

可能性 と し て検討 さ れ な け ればな ら な い の は 、 「建て な い公営住宅施策」 で あ る O 現在 の

制度 と し て あ る の は 、 借 り 上 げ公営住宅方式 と 公営住宅 に 相 当 す る 家賃補助 施 策 で あ る O

震災復興関連でみ る と 、 {昔 り 上 げ公営住 宅 は 、 全て住宅都市整備公開 か ら の借 り 上 げ に

よ る も の で、 団 地借 り 上げ に よ る も の が、 1 ， 499戸、 空家借 り 上げ に よ る も の が1 ， 650戸 で

あ っ た 。 戸数 と し て も 少 な く 、 街づ く り 支援 の 戦略 と し て の位置づけ も み ら れ な い 。

ま た 、 震災対策関連の家賃補助 と し て 「民関賃貸住宅家賃負担軽減事業J が、 1996年10

月 か ら 実施 さ れて い る O 当 初 、 1999年 ま での予定であ っ た が、 2005年 ま で延 長 さ れ る こ と

に な っ て い る O 民 間賃貸住宅 に 入居 し た被災者の家賃の初期負担の軽減 を 目 的 と し た も の

であ る O

街 を 大 き く 再開発 し て構造 を 変 え よ う と す る 場合 は 、 そ こ に 公営住宅 を 建設す る 可能性

も あ る O し か し 、 そ の よ う な 大 き な 開発がで き な い場合、 あ る い は そ こ に 公営住宅建設の

土地 を 攻得す る こ と が難 し い場合、 民間等が建設 し た住 宅 を 借 り 上 げて公営住宅 と し て利

用 す る こ と がで き る 。 ま た 、 借 り 上げな く と も 、 百住者 に公営住宅居住 に 匹敵す る 家賃補

助 を 行 う と い う 方法があ る O そ う し た 方法 は 「建て な い公営住宅事業」 と い え る O こ の よ

う な 手法の方が、 イ ン ナ ー エ リ ア 的 な 地域の再建 に 向い て い る と 考 え ら れ る O

5 . 建物の寿命 が 100年 に な っ た 時 : 集合住宅の新 し い課題
被災 し た マ ン シ ョ ン の再建問 題 は 、 区分所有の 形で共有化 さ れて い る 住宅 の マ ネ ジ メ ン

ト の難 し さ を 再確認す る 結果 と な っ た 。 集合住宅が都市住宅 と し て 一般化 し つ つ あ る 一方

で、 環境改善 を 行 い つ つ住宅の改善 を 行 う た め に は 、 複数の土地権利者 と 建物 の 共 同化 を

行 う 必要が求め ら れて い る O こ の よ う な な かで、 建築が地球環境 問 題 に 貢献す る 方向 と し

て、 建築 の長寿命化がひ と つ の解決で あ る と 見 な さ れて い る O 集合住宅が長寿命化す れ ば、

そ の メ ン テ ナ ン ス や マ ネ ジ メ ン ト が最重要課題 と な っ て く る 。 そ れ に どの よ う に取 り 組む

べ き な の だ ろ う か。

( 1 )  被災 マ ン シ ョ ン の建て替え に学ぶ

最近、 定期借地権 に よ る 持家住宅供給の試みが進め ら れて お り 、 ま た 一 方 で は 、 定期借

家権 に 関 す る 論議 が関 心 を 集め て い る O こ れ ら は い ずれ も 、 住宅所有 に期 限 を 設け よ う と

す る も の で あ る O 建物が長寿命化す れ ばす る ほ ど、 所有者が入 れ替 わ る 可能性が高 く な り 、

建物 の マ ネ ジ メ ン ト 上 、 最 も 問題 を 引 き 起 こ し がち な 部分で あ る O こ の点 に つ い て 、 地震

で被災 し た分譲マ ン シ ョ ン を 例 に考 え て み よ う O
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震災で被害 を 受 け た 集合住宅の再建 に係 る 一連の手続 き の 中 に 、 こ れか ら 学ぶべ き さ ま

ざ ま な 点が含 ま れて い る O

① 被災 し た 集合住宅の取 り 扱い方針の決定 に 、 権利者の合意がな け れ ばな ら な い 。

② 再建の合意が達成 さ れた に し て も 、 再建 に補助金 を 導入 し た り 、 再建 し た住宅の保

留床 を 処分 し て建設費等 に 充当 す る 場合、 法人格 を も っ た 事業者が こ れ を 行 わ な け れ

ばな ら な い 。

③ 現行の マ ン シ ョ ン の管理組合 は 、 こ の よ う な 法人 と し て の 資格 を も た な い 。

④ さ ら に は土地 を 譲渡 し 定期借地権の仕組み で再建す る 場合 は 、 開発企業 の 参加が不

可欠で あ る 。

再建 に 成功 し た被災マ ン シ ョ ン で は 、 被災者個人個人が資金繰 り を 乗 り 越 え る こ と がで

き た と 同 時 に 、 さ ら に こ の よ う な ハ ー ド ル を 克服 し て 再建 に た ど り つ い た の で あ る O こ の

よ う な状況 を み る と 、 管理組合 を 事業法人的 な 組織 に す る と い う ア イ デ イ ア が 出 て く る の

は極め て 自 然で あ る O

そ も そ も 自 分の 持 ち 分 で あ る そ れぞれの住戸 を 、 ま る で糊で塗 り 囲 め て 一つ に し た よ う

な 集合住宅 は 、 そ も そ も 住宅の 共同化の形 と し て も っ と も プ リ ミ テ イ ブな も の で は な い だ

ろ う か。 建物 の 部分 に 関 す る 権利が、 全居住者集団の意向 と a蓮托生的 に な っ て い る こ と

は 、 シ ス テ ム と し て ま だ未成主主で あ る よ う に思 う O

( 2 )  建物の寿命が100年 に な っ た 時

建物 の 寿命が100年 に な る と し た ら 、 集合住宅の場合、 一 つ 一つ の住戸 の 所有者が少 な

く と も 2 � 3 回 は代 わ る こ と に な る O 入 れ替 わ り の多い住戸 も あ れば少 な い住戸 も 出 て く

る わ け で、 、 そ の 実態 を 正確 に 記録 し 、 管理 し て い か な け れ ばな ら な い 。 そ う し て 100年経っ

た 時 に 、 入居者で再建 し よ う と い う 動 き が出 て く る だ ろ う か。 住宅や そ の場所 に対す る 意

識 も 相 当 変化 し て い る 可能性があ り 、 も っ と 事務的 な 処理が期待 さ れ る に 違 い な い 。

こ の解決策 と し て あ り う る の は 、 集合住 宅 を 会社経営 と し 、 入冒す る 権利 者 や デ イ ベ ロ ッ

ノf ー が株主 に な り 、 入居者 は そ の 会社 か ら 住戸 を 賃借す る と い う 仕組み で あ る O 高業 ピル

な どの再開発 ピ ル に は こ の 方式 を と る も の が多い と い う か ら 、 住 宅 に も 適用 で き る の で は

な い だ ろ う か。 集合住宅の使用 と 所有 を 切 り 離 す わ け で 、 権利 の売買 は 株 の 売買 で あ り 不

動 産 そ の も の の 売買 は伴 わ な い。 そ の こ と に よ っ て 、 資産 と し て の建物全体の方針 を 考 え

る こ と と 、 居住す る こ と の将来 を 考 え る こ と と を 分離す る こ と がで き 、 建物の将来 に対す

る よ り 合理的 な 判 断がで き る よ う に な る の で は な い だ ろ う か。

も う 一つ の 考 え 方 は 、 建物 の 寿命 を 明示す る こ と で あ る 。 寿命が く れ ば、 集合住宅 を 取

り 壊 し 更地 に し た 後 、 土 地 を 売却 し 、 そ れ を 権利 者 に 配分 し て権利 を ご破算 に し て し ま う

方法で あ る O かつ て あ る デ イ ベ ロ ッ パ ー が こ う し た マ ン シ ョ ン の提案 を し た が、 実現 ま で

は主 ら な か っ た 。 こ の方式 も 、 区分所有 に着 目 す る の で は な く 、 資産 の 共 同 所有 を キ ー と
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し て お り 、 一つ の現実的 な 可能性 と し て あ る O 定期{昔地権の集合住宅 は 、 こ の特殊例 と 位

置づけ ら れ る と 思 う O

土地会社 な り 集合共同住宅会社 な り の経営 を どの よ う に 監規 し て い く か、 不 良債権が発

生 す る 可能性は な い か、 さ ら に は 定期期 間が切 れて住宅 に 困窮す る 者が出 な い か な ど、 検

討すべ き 課題 は 多 い 。 ま た 、 土地本位性 と 呼ばれ る 日 本の社会 シ ス テ ム の 中 で、 こ の よ う

な シ ス テ ム の確立 を 疑問視す る 向 き も あ る O し か し 、 そ れ に成功 し な け れ ば、 立体密集市

街地 を 形成す る 結果 と な る 恐れが十分考 え ら れ る O

( 3 ) 住宅の創造的 マ ネ ジ メ ン 卜

建築分野で地球環境問題の解決 に 貢献す る た め の ひ と つ の方法 は 、 建築 の 寿命 を 長 く す

る こ と であ る O そ の た め に は 、 一方で、 は 時 間 を 吸収で き る ゆ と り の あ る 建物 や構造物 を 建

設 し 、 他方で は 、 そ れ を 維持 ・ 管理す る 仕事の体系 を作 り 出 し て い か な け れ ば な ら な い 。

近年、 建物 の メ ン テ ナ ン ス 会社で上場す る 企業がい く つ か生 ま れつ つ あ る が、 今の と こ ろ

ま だ、 維持 ・ 管理 と い う 仕事 は あ ま り 魅力 的 な仕事 と は認識 さ れて い な い よ う に も 思 う O

維持 ・ 管理 と い う 仕事 は 、 単 に建物 を 掃 除す る だ け の 仕事で は な い。 定期 的 な補修 と そ

れ に あ て る 資金の マ ネ ジ メ ン ト も 必要で、 あ り 、 さ ら に は 、 改修な ど も な 仕事 に な っ て

く る 。 ヨ ー ロ ッ パの 建設業の多 く は 、 内 部改装の よ う な 建物改修 に 携 わ っ て お り 、 そ れが

建物寿命 を 長 ら え さ せて い る 背景 と も な っ て い る O 日 本の建設業 の あ る 部分 は 、 将来、 こ

の よ う な 仕事 を 担 う 方向へ転換す る の で は な い だ ろ う か。

震災復興で は 、 被災建物 の補修、 構造的 な補強、 機能転換の た め の 内部改装 な ど、 さ ま

ざ ま な 形で建物 マ ネ ジ メ ン ト の仕事が展 開 し た 。 被災マ ン シ ョ ン の復 旧 に メ ン テ ナ ン ス 会

社が力 を 発揮 し た し 、 マ ン シ ョ ン 再建 に メ ン テ ナ ン ス 会社がイ ニ シ ア テ ィ ブ を と っ た例 も

あ る O ま た 、 セ ッ ト パ ッ ク し な け れ ば新築がで き な い接道不 良敷地の場合、 主 た る 構 造 を

維持 し た ま ま の改築 だ と そ の ま ま で存続で き る た め 、 大い に工夫 を 凝 ら し た 建築技術者 も

多 か っ た に 違 い な い。

「建物維持 な い し 建物保全」 は 、 防災対策で も あ る O そ の 意味で、 歴 史 的 な 地区 の 防火

や延焼防止 な ど も 、 「建物維持 な い し建物保全J の重要 な 仕事で あ る O こ の よ う な 仕事が

普及 し 、 当 た り 前の こ と に な っ て く れば、 建物づ く り や ま ち づ く り の方向 も 変 っ て く る の

で は な い だ ろ う か。

こ の よ う に 「建物維持 な い し 建物保全J の仕事 は 、 建物 を匙 ら せ、 新 た な 機能や雰囲気

を創造す る と い う 点 に お い て 、 極 め て創造的 な 仕事で あ る O つ ま り 、 「 マ ネ ジ メ ン ト 」 も

ま た創 造 的 で あ り う る の だ。 芸術作品 の 修復 と か、 歴史的 な 建物 の 内部改造 と か、 ヨ ー ロ ッ

パで は こ う し た 「創造的 マ ネ ジ メ ン ト J と 呼べ る よ う な 仕事が確立 し て い る O そ れ を 日 本

に 生 み 出 し て い く こ と が、 21世紀 の 一 つ の 新 し い仕事に な る よ う に思 う O
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第四章

福 祉



創造的福祉観興の10年 を 振 り 返 っ て
関西大学社会学部長 松原 一郎

は じ め に
阪神 ・ 淡路大震災か ら の 10年間 の復興過程 に お け る 福祉行政分野の 動 向 を 記述 し 、 さ ら

に そ こ か ら 明 ら か に な っ て き た こ れか ら の方向性や課題 に論及す る こ と が当稿の趣 旨 で あ

る O 成熟市民社会の創造 に む け た福祉政策の成熟への道の り が、 県 の 掲 げ た rZ1世紀 に 対

応 し た福祉の ま ち づ く り 」 の政策 目 標の 下 、 始 ま っ た と 言 え よ う 。

第 l 節 に お い て は 、 少子 ・ 超高齢社会 に お け る 本格的 な 生活復興の と り わ け 、 被災高齢

者の見守 り 体制 の 整備や 自 立支援への取 り 組み を 概観 し 、 筆者の関 わ っ た 10年の検証 を も

加 え て記述す る O さ ら に 後半部 に お い て 、 従来の楕社分野別 (高齢者福祉、 児主主福祉、 障

害者福祉等) の動向 を 簡潔 に 図示 し 、 県政に お け る 福祉分野の 10年 間 の 動 向 を レ ビ ュ ー す

る O

ま た 、 第 2 節 で は 、 福祉サ ー ピ ス 単体で は な く 、 す ま い施策 と ま ち づ く り ( コ ミ ュ ニ テ ィ )

施策 と の リ ン ク の 重要性が復興過程で 明 ら か に な っ て き た よ う に 、 「 自 立 と 共生のす ま しり

を 目 指 し た 集合居住の形態 を 提言す る O

第1 節 福祉政築の展開

1 . 生活復興施策の歩み
阪神 ・ 淡路大震災の直後、 真 っ 先 に 対応 を 迫 ら れた の は 、 一人で も 多 く の命 を 救 う こ と

で あ り 、 そ の た め の救急医療 の 展 開 で あ っ た 。 そ し て 、 後 !日期か ら 復興初期 に は 、 義援金

の配分 を は じ め と す る 生活再建 に 向 け た 支援が始 ま る と と も に 、 す断 さ れた コ ミ ュ ニ テ イ

の な かで の 「高齢者 の見守 り 」 や 「 こ こ ろ の ケ ア J な どの新た な 課題がク ロ ー ズ ア ッ プ さ

れ、 こ れ ら に対!忘す る た め の福祉 ・ 保健施策が重要性 を 増 し た。

さ ら に 、 本格復興期 に 至 り 、 「 ま ち の保健室」 な ど震災 を 機 に 講 じ ら れ て き た施策 の 定

と 被災地外への 拡大が図 ら れ る と と も に 、 住宅再建 と 相 ま っ て 、 新 し く 造 ら れた “ ま ち "

に お け る 新 し い住 ま い 方 ・ コ ミ ュ ニ テ イ の 形成支援が大 き な 課題 と な っ た 。 ま た 、 ユ ニ

バ ー サ ル社会づ く り と い っ た先導的 な 理念の普及 に 向 け た試み も 始 ま り つ つ あ る O

復興の過程 を 通 じ て 、 保健 ・ 医療 ・ 福祉 と い う ヒ ュ ー マ ン サ ー ピ ス の観点 で 、 被災地が

ひ た す ら 追い 求め て き た も の を 一言 で 表現す れ ば、 「生活 の 賞 の 向上」 で あ り 、 そ の 基盤

と な る 「 コ ミ ュ ニ テ イ の新生」 で あ ろ う O た だ し 、 rZ1世紀 に 対応 し た福祉の ま ち づ く り 」

と い う 大 目 標へ の 道 の り は 未だ半ばであ り 、 一人 ひ と り の暮 ら し の な か に は 、 残 さ れ た 課

題 も 数多 い 。
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被災高齢者等の見守 り ・ 自 立生活支援の施策 と し て何がな さ れて き た の か、 県の 「 フ ェ

ニ ッ ク ス 兵庫一創造的復興10年 の歩み」 を 以 下 に 引用 し よ う 。 (注 1 ) 

(表 1 ) 災害復興公営住宅等 に お け る 支援 者 一 覧

支 援 者

民生委員 ・ 泥蒙委員

LSA (生活援助員 )

保健師

健康 ア ドバイ ザー

ま ち の保健室看護ボラ ン テ イ ア

生活支援ア ドバイ ザー

生活復興相談員

SCS (高齢世帯生活援助員)

い き い き 県住推進員

ふれあ い交番相談員

日 7 H 8 H 9 H IO 日 1 1 H 12 H 13 H 14 H 15 H 16 
1995年目 (1996年)'， (1997年) : (1998年) '， (1999年目 (2∞0年)'， (2001年): (2002年) : (2003年)'， (2004年)ム一一一一よ一一一一一L一一一一」一一一一」

一一一一一一一一4一一一ーー一一→

ト一一一一い一一一

ト一一一←
一一一一ー 一一一 ↓ トー ーベーー トーベ一一 ↓ 一一ト 」

復興住宅対策交番相談員
-一一一 一一一一 ↓ 卜一 一十一 ー ト一一十一一 ト一一十 j →十 一

交番相談員

情報サ ボ ー タ ー

活動情報サ ボ ー タ ー

情報結び人
(地域活動ス テ ー シ ョ ン )

( 1 ) 支援者等 に よ る 生活支譲

震 災直後 に は 、 避難所 の 緊急パ ト ロ ー ルを 実施 し 、 避難住民の 不自 由 な生活環境の 改善 を 図

る と と も に 、 行政への相談 ・ 要 望等 の 連 絡調整 を 行 っ た 。 ま た 、 官、急 仮設住宅 に おい て は 、 入

居者 に 対し 、 生活指導、 介護等の ケ ア を 提供す る た め 、 生活指導員 や 介護 職員 を 派遣 し た 。

災害 復興公営住宅等 で は 、 被 災高齢者への儒í.J1j 訪照や 電 話訪問に よ り 安 否確 認や相談業 務な

ど を 行 う scs (高齢世 帯生活援助員 ) 、 シ ルバー ハウジ ン グ に常駐又 は 巡回 し 、 高齢者の安否
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確 認等 を 行 う L SA (生活援助員 ) 、 自 治会 の 設 立 ・ 運営 に 関 す る 支援や入居者 と 地域住民等 と

の 交 流事業 に 対す る 支 譲な どを行 う い き い き 県住推進員 な ど、 様々 な 支援者が き め細や か な生

活支援 を 進め て い る O

そ の他、 地域ぐる みの見守 り 活動や 、 ふ れあ い喫茶 な ど高齢者 を 地域で包み 込む活動の 充実

を 進め て い る 。

( 2 )  被災者の 自 立生活支瞳

被 災者の恒 久住宅 移転後の 自 立生活 再建を 支援す る た め 、 生活 再建支護金制 度 、 中高年 自 立

支援金制度を創設 し 、 そ の後の被 災者生活 再建支援 法の制 定に つ な が っ た 。 被 災地 で は 、 生活

再建支援金制度 を 拡充 ・ 統合 し 、 被 災者 自 立支援金制度が創設 さ れ、 被 災者 の 生 活 再建に 大き

な 役割を 果 た し た 。

(3 )  被災高齢者の鍵康づ く り

避難所では、 高齢者や乳幼児等の健康状態、の把握や、 イン フルエ ン ザ等の予 防 の た め 、 保健

師 に よ る 巡回健康相 談 を 実施 し た ほか、 避難者 の 身体状況 の 改善の た め 、 保健所の栄 養士 を 中

心 に巡回栄 養相 談 を 行 っ た 。

応急、{反設住 宅 に おい て も 、 生活情報の提供や健康状態の把握 を行 う た め、 保鍵蹄 に よ る 家庭

訪問や 訪問栄 養指導 を 実施 し た。

ま た 、 高齢者や子育 て 中 の母親等が 不安や悩み を ゆ っ く り 語り 、 身 近な と こ ろで気軽 に 専門

家 に相談で き る 場 を 提供す る た め 、 看護ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 保健 室を コミ ュ ニテ ィ プ ラ ザ等で

実施 し て い る ほか、 災害 復興公営住宅 で の 閉じ こ も り が ちな 高齢者等 に 対し 、 SC S等関係者

と の チ ー ム に よ る ま ちの保健 室キ ャラ パン 隊の 訪問活動 を行 っ て い る 。

(4 )  被災高齢者の い き がいづ く り と コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

応急仮設住宅 に 入居 し た 高齢者や 障害者等の 自 立 を 支援 し 、 併せて ボ ラ ン テ ィ ア 活動 や コ

ミ ュ ニテ ィ 形成の拠点 と し て活用す る た め 、 応、急仮設住宅地内に ふ れあ い セ ン タ ー を 設 置 し た 。

ま た 、 災害 復興公営住宅等 に おけ る 住民 同士の助 け合い や ふ れあ い を 支援す る と と も に 、 地

域福祉 や ボ ラ ン テ ィ ア の 活動拠点 と な る コミ ュ ニテ イプ ラ ザを 設 置、 運営 し て い る ほか、

NP O・ ボ ラ ン テ ィ ア グ ルー プが、 地元の 自 治会や支援者 と 連携 ・ 協力 し な が ら 実施す る 災害 復

興公常住宅高齢者元気ア ッ プ支援事業 な ど を 行 っ て い る 。

そ の他、 仲 間 づ く り に も つ な がる 知識等 を 習 得で き る い き い き 仕事塾や 、 災害 復興公営住宅

等 に 出向 く 巡回型い き い き 仕事塾 も 開設 し て い る O

2 . 自 立支援施策の検証
見守 り を は じ め と し て被災者の 自 立 支援の施策 は 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の推進策 も 含め 、

どの よ う な 効果があ っ た の か 。 ま た 、 課題や こ れか ら の あ り 方 は ど う な の か 。 10年の 検証

を健療福祉部会長 と し て と り ま と め た結 果 の 一部 を 次 に 挙げてお き た い 。 (注 2 ) 
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① 総論
阪神 ・ 淡路大震 災に よ り 、 多く の 人が住居 を失 う と い う 被害 を 受け、 避難所、 仮設住宅、

災害 復興公営住宅等へ と 住み替え を 余犠 な く さ れた が、 こ の 復旧 ・ 後興 の 過程に おい て 、 住

み慣 れた 地域 を 離 れて の生活や 、 高齢者 を 優先 的 に 入岩 さ せた 結果、 高齢者率が40 %に 達す

る 災害 復興住宅 で は 、 日本の高齢化現象を 先寂 り し た形 を 現出し、 既存の コミ ュ ニ テ イの 崩

壊が 起こ り 、 当初か ら コミ ュ ニ テ イづ く り への支援策 を 講じ る 必要性が指摘 さ れて い た 。

L SA (生活援助員 ) 、 SC S (高齢者世 帯生活援助員 ) 等の公的 な見守 り 支援者に よ る 高齢

者世 帯への個別の見守 り は 、 そ の 業 務に コミ ュ ニ テ ィ 支援 を 含ん だ、こ と に よ り 、 新た な コミ ュ

ニ テ ィ の形成 に 非常 に有効で あ っ た。

ま た、 被 災者の生活 再建の た め に 財政的支援 を 中心 と し た公的支援 に つ い て は 、 既存の 災

害 救助 法に基づ く 現物給付、 義援金の配分の ほか、 小口資金貸付制度(生活福祉資金) や生活

復興資 金貸付制度の 創設 な ど、 新た な 支援制度が設 け ら れた も の の 、 そ の経 済合理性 に 欠 け

る 制度設計や 損失分担 ルー ルに バ ラ ン ス を 欠 く こ と 等の 課題 を 残 し て い る O

② 取 り 組みの成果 と 課題

〔初動期〕

・ 大 規模な 震 災に おい て は 、 民生 委員 や老人 ク ラ ブ、 見守 り ボラ ン テ イア 等既存の見守 り 資

源 の 活用 だ け で は 限界があ り 、 既存の L SA制度 の 活用 の ほか公的 な 見守 り 支護者で あ る

SC S の 設 置は き わ め て有効であ っ た 。 そ れら の資源 を ど う 投書j分担の う え で活用 す る か、

さ ら に ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 国 り 、 連講の と れた見守 り 活動 を 行っ て い く の かが課題であ る O

[1菱 自 期 〕

・ 被 災者支接制度は 、 阪神 ・ 淡路大震 災に おけ る 様々 な新制度導入や既存軒度実施の経験 に

基づい て顕著 に 改善 さ れ、 被 災者支援 に 大 き く 貢献 し た。 一方、 実現 し な か っ た生活資金

の給付制度等や 、 現在 も 紛糾 し て い る 自 立支援金の給付資格等の課題 を 見 る と 、 支援制度

の現状 は 、 ま だ ま だ 不十分 な も の であ る O

〔 復興期 〕

@ 貸付金の 焦 げ付 き に よ る 損失の負担ルー ルが 不備 な ま ま 、 市町や社会指祉協議会等の組織

が、 不慣 れな 回収業 務を 担 っ て い る O

@ 公的支援者 (L SA、 い き い き 県住推進員 、 SC S) の存在 は 、 コミ ュ ニ テ ィ 活動 を 高 め る 有

効 な 支援 と な っ た。

・ 公的支援者や支援策が十分で な い 小規模団地で は 、 コミ ュ ニ テ ィ 活動が低調 な 傾向 に あ る O

③ 提言
。公的 な見守 り 支援体制 の 継続等

@ 復興住宅等の 高齢化率 は 年 々 高 ま っ て い る た め 、 2004年度 ( 1 6年度 ) で終了 す る 予 定の

SC S (基金事業 ) の代替制 度 を確 立 し、 公 的 な 支援者 に よ る 見守 り を 継続す る こ と が 求め

ら れて い る 。

@ こ の た め 、 L SAの シ ルバ ー ハウジ ン グ 以外へ の 配 置等、 配 置基 準の拡充等 に よ る 被 災者

の生活援興支援が必要で あ る O

@ ま た 、 持 続可能な制度 と す る た め 、 民生 委員 や老人 ク ラ ブな どの既存の見守 り 資源 は 言う
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に及ばす、 ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー 等介護保険制度 を 活用 す る こ と に よ り 、 見守 り 体制 の 充 実 を

図 る 必要があ る 。

0新た な 地域ケ ア シ ス テ ム の構築

・ 将来的 に は 、 高齢者 だ け に と ど ま ら ず、 障害者や引 き こ も り な ど見守 り が必要 な全ての者

に対す る 普遍的 な サ ー ビ ス が提供 さ れる 仕組みづ く り が必要で、 あ る O

0少子 ・ 高齢化社会 を 見据 え た見守 り 体制

・ 今後の少子 ・ 高齢化社会 を 見据 え る と 、 前期高齢者が中心 と な り 、 地域の高齢者の見守 り

に積極的 に 関 わ っ て い く 必要があ る 。

0災害後興住宅に対す る 若年層 の優先入居

・ 災害復興公営住宅 に お い て 、 若い世代の計画 的 な 入居 を 進 め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活性化 を 図

る と と も に、 地域見守 り 体制 を 強化す る よ う 配慮す る 必要があ る 。

0緊急通報 シ ス テ ム の活用 と IT 等 を利用 し た新 た な 見守 り 体制の 整備

・ 既存 の シ ス テ ム の有効活用 と 、 ガ ス メ ー タ ー 、 相互方向性があ る げ を 活用 し た新 た な 見

守 り シ ス テ ム の構築が必要であ る O

0被災者への公的支援制度の リ ス ク ・ シ ェ ア リ ン グの検討

・ 支援制度の根本 と し て 、 震災に対 し て 、 誰が ど れ だ け の リ ス ク を 負担す る の か と い う 社会

的 な リ ス ク ・ シ ェ ア リ ン グの 大枠 ( ル ー ル ) を 決め 、 そ の ル ー ル を 効率 的 に 実現す る 諸告Ij

度 (給付か貸付か、 現物か現金かな ど ) に つ い て 、 さ ら な る 工夫が必要 で あ る O

0 ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ルの充実

・ 家庭 ・ 地域の豊か さ や社会 の 豊 か さ (コロ ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル ) の充実や具体的 な 地域活

動 の促進 ・ 支援 に地道に取 り 組ん で い く 必要があ る 。

3 . 福祉諸施策の動向
次 に さ ま ざ ま な 福祉分野の施策の動向 を概括 し て お き た い。 (注 3 ) 

( 1 ) 高齢者福祉施策

こ こ 10年 間 の こ の分野の動 向 を 国 の制度 の 変遷 と と も に 兵庫県の施策 を 併せ て 、 図示 し

て お こ う O

(表 2) 兵庫県 に お け る 高齢者 保健福祉施設の 流 れ <1 995年度 ( H 7 年度) �2004年度 ( H 1 6年度) ) 

年 度

H 7 年度
(1995年度)

日 8 年度
(1ω6年度)

H 9 年度
(1997年度)
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国制度 ・ 施策

高齢社会対策基本法
制定

介護保険法制定

本 県 施 策

- ふれあいセ ン タ ー の設置
- 高齢者世話付住宅生活援助員 派遣事業の実施
- グル ー プホ ー ム ケ ア事業の実施
- 人生80年い き い き 住宅補助制度の推進

- 福祉の ま ちづ く り 条例の改正 ・ 強化
- ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビス 緊急、祭備事業の実施
- ふれあ い 交番相談員 の設置
. \県立社会福祉施設獲傍 5 ヵ 年計画 パ ワ ー ア ッ プ21作戦

- 被災高齢者 自 立生活支援事業の実施
- 被災者の健康づ く り 支援事業の実施
- 介護技術普及県民運動の展開



H 10年度(1998年度) • 1豆馬長寿の郷の設置
・ 無年金外国籍高齢者等福祉給付金支給事業の実施

1 ....... "" ，， 1" --.o ，-c::.. " ，" � ，..，.." I ・ 兵庫県老人保健福祉計調 (兵療県介護保険事業支援計蘭) の改定日 1 1年度 | ゴ ー ル ド プ ラ ン21の !. / / . �"-/ 

I ・ 介護保険制度の円滑な導入(1999年度) I 策定 i l I . 介護予紡 ・ 生活支援事業の実施

目2年度 | 介護保縦施行(2∞0年度) 健康 日 本21

! H 13年度(2001年度)
H 14年度(2ω2年度) !! 健康推進法制定

! 日 15年度(2003年度) I 健康推進法施行

H 16年度(2∞4年度)

・ 福祉サー ピ ス に 関 す る 苦情処理体制の主主俄
. 家族介護支援特別事業の実施
・ 健康づ く り 県民運動の推進

・ 地域安心拠点づ く り の捻進
・ 社会福祉施設繋備 に係る 審査指導体制 の強化

. 県老人保健福祉計商の改定
・ 入所 コ ー デ ィ ネ ー ト マ ニ ュ ア ルの策定

・ 「入所コ ー デ イ ネ ー ト マ ニ ュ ア ル」 ブ ォ ロ ー ア ッ プ事業の実施
. 介護保険サー ビス第三者評価事業の実施

r少子 ・ 高齢社会 ビ ジ ョ ン (仮称、) J の策定
. 高齢者虐待防止対策の推進

(兵庫県健康生活部提供)

兵庫県 で は 、 誰 も が住み慣れた 家庭や、 地域で 自 立 し て安心で き る よ う 、 高齢者の保健

福祉サ ー ピ ス の 目 標 と 取 り 組み方策 を 内容 と す る 「兵産県老人保健福祉計画」 及 び 「兵庫

県介護保険事業支援計画」 を 一体的 に 策定 し て い る 。

2002年震 に 改定 し た 第 2 期計画の計画期 間 は 、 2003年度か ら 2007年定 ま で の 5 ヵ 年 と し

て い る O た だ し 、 介護保険法で 3 年 ご と に 見 直す こ と と さ れて い る こ と か ら 、 次回 は2005

年度 に 見 直 し を 行 い 、 2006年度か ら 2008年度 ま で を 計願期間 と し て改定す る O

当 該計画 を 図表 を ま じ え て以下 に提示 し て お く O

く基本 目 標〉

1 . 生涯 を 通 じ て 健康づ く り 、 生 き がいづ く り に取 り 組 も う
高齢者が生涯 に わ た っ て 、 健康 を 維持 し 、 生 き がい を も っ た 生活が営 め る よ う 、 生活習慣病

の予防や、 介護予防 な どへの高齢者の主体的 な取 り 組み を 支援す る と と も に 、 高齢者の長年 に

わ た っ て培 っ て き た知恵や知識、 経験を生か し た社会参加活動への取 り 組み を 支掻す る O

2 . 地域で と も に支え あ い助 け あ っ て い こ う

高齢者が住み慣れた地域で安全に安心 し て 自 立 し た生活 を営み、 地域社会 に参加す る こ と が

で き る よ う 、 住民 ・ 食業 ・ 回体等が、 そ れぞれ地域の 一員 と し て 、 と も に 認め あ い 、 支 え あ い 、

助 けあ う こ と の で き る 環境づ く り を 支援す る O

3 . 多様な保健福祉サ ー ビ ス を 積極的 に利躍 し よ う
高齢者が介護 を 必要 と す る 状態 と な っ て も 、 自 ら の選択 に よ り 、 心身状況 に 却 し た保健福祉

サ ー ビ ス を 利用 し て 、 家庭や地域で 自 立 し た生活 を 営 む こ と がで き る よ う 、 在宅サ ー ビス の充

実 を 図 る と と も に 、 住宅での生活が罰難で、 施設サ ー ビ ス を 必要 と す る 場合 に は 、 施設 に 入所

で き る よ う 支援す る 。
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4 . 質の 高い保健福祉サ} ピ ス を つ く っ て い こ う

高齢者が 自 ら の 選択 に よ り 、 質 の 高い保健福祉サ ー ピ ス を 安心 し て利用 で き る よ う 、 サ ー ピ

ス を 支え る 人材の育成 と 資質 の 向上 を 図 る と と も に 、 サ ー ビ ス 提供事業者の質 の確保 と 向上、

相談 ・ 情報提供体制 の充実 を 図 る O

(凶 1 ) 兵庫県老人保健福祉計国施設体系表

c健康 づ く り へ の 主体的 一「 健康 ひ ょ う ご21 県民運動の推進
な 取 り 組み を 進め る ト 老人保健事業の充実I 

.. I ト 介護予防 ・ 地域支 え 合 ぃ事業の推進
| 生l 言E i ト 8020運動の 推進川底I 'f I 卜 市町保健 セ ン タ ー の整備
けm l ト 大河内高原の整備推進
i じ I

但馬長寿の郷の推進て
健
康
づ
く
り

。多様 な 活動へ の積極的
な 参加 を 進 め る

生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
も
う

高齢者 大学の運営
明治兵康県高齢者 生 き がい創造協会 に よ る 活動支援
ひ ょ う ご オ ー ブン カ レ ッ ジ の 開5生
生活創造大学の開設
老 人 ク ラ ブ 活動の促進
シ ルバ ー 人材 セ ン タ 一事業の推進
シ ル バ ー 人 材 セ ン タ 介護 ・ 育児 リ ー ダ ー 養成 ・ 活動事業の実施
農村女性 ・ 高齢者 活動推進体制警装備事業の実施
ひ ょ う ごボラン タ リ ー プラザの運営
県民ボラン タ リ ー 活動キ ャ ンベ ー ンの推進
NPO 大学事業の推進
ひ ょ う ご 日 曜 フ ォ ーラムの放送
高齢者 生活情報ラジ オ 番組 「長寿バンザ イ j の放送

。地域 で の リ ハ ビ リ を 進 一「 地域 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン推進体制の繋備
め る ト 県立 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン セ ン タ ー の 運営

但馬長寿の郷の推進 (再掲)

。バ リ ア フ リ ー の ま ち づ
く り を 進 め る

地
域で I 0住民相互が支 え あ う 仕t ， 紐み を つ く る

支
え
あ

助
け
あ
っ
て

つ

福祉の ま ち づ く り 条例 に よ る 施設設備の促進
福祉の ま ち づ く り 重点地区整備の推進
公共交通バ リ ア フ リ ー 化促進事業の実施
人生80年 い き い き 住宅助成事業の実施
い き い き 県営住宅整備の推進
高齢者 向 け優良賃貸住宅制度の推進

福祉 コ ミ ュ ニティ づ く り の推進
民生委員 ・ 児童量委員活動の充実
民生 ・ 児童協 力委員活動の充実
地域福祉 (支援) 計画の策定
在宅介護支援 セ ン タ ー の整備 ・ 機能強化
高齢者住宅等安心確保事業 (LSA 派遣事業) の実施
ひ ょ う ご地域タ ー ミ ナ ル ケアネ ッ ト ワ ー ク の推進
小野長寿の郷 (仮称) 構想事業家の推進
老 人 ク ラ ブ活動の促進 (再掲)
ひ ょ う ごボラン タ リ ー プラザの運営 (再掲)
県民ボラン タ リ ー 活動キ ャ ンベ ー ンの推進 (再掲)
NPO 大学事業の 推進 (再掲)

。地域で痴呆性高齢者 を 一「 痴呆性高齢者 グ ル ー プホ ー ム の整備
支 え る ト 老人性痴呆疾患 セ ン タ 一等に よ る 指導等の実施

ト 老人性痴呆疾患治療病棟等の警護備
ト 痴呆性老人地域保健医療 シ ステム の構築 と 活用
」 痴呆性介護実務者 研修事業の実施
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。多様な夜宅サ ー ビ ス を
提供す る

h j 
様
な
保
健
福! ? 
ビ
ス
を
積
極 .
的 I 0施設の計画 的 な 整備 を
に i 進め る
利
用
し
ょ
っ

0家族介護者 の負按 を 軽
i成す る

介護保険サ ー ビ ス の提供
痴呆性高齢者 グルー プホ ー ム の整備 (再掲)
ケアハ ウ ス の整備
夜宅介護支援 セ ン タ ー の祭儀 ・ 機能強化 (再掲)
通所介護事業所 ( デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー) の整備
訪問看護ステー シ ョ ン の整備
短期入所 ( シ ョ ー ト ステイ) 専用床の整備
生活支援ハ ウ ス (高齢者 生活福祉セ ン タ ー) の整備
在宅医療活動 ( か か り つ け 医) の推進
市町保健 セ ン タ ー の 整備 (再掲)
高齢者住宅等安心確保事業 (LSA派遣事業) の 実施 (再掲)
ひ ょ う ご地域 タ ー ミ ナ ル ケアネ ッ ト ワ ー ク の推進 (再掲)
介護保険サ ー ビ ス 提供事業者 の指定 ・ 管E里

介護老人福祉施設 (特別養護老人ホ ー ム) の整備
介護老人保健施設の整備
介護療養製医療施設 (療養病床等) の整備
養護老人ホ ー ム の整備

施宮古の業事健保人老業事あ】え支』就
)
地
施
施

掲
・

実
実

再
紡
の
の

(
予
業
業

供
護
事
事

提
〈パ
給
修

の
(

支
研

ス
叩古来
山当
諮問

ビ
世帯
手
介

一
援
護
か

サ
支
〈パ
や

険
護
人
こ

保
介
老
す

護
族
宅
民

〈パ
家
在
県

。 サ ー ビ ス を 提供 す る 人 介護支援専門員 ( ケアマ ネ ジ ャ ー) の養成
材 を つ く る ト ケア マ ネ ジ メ ン ト 支援事業の実施

ト 訪問介護員 に対す る 専門研修の実施
ト 痴呆介護実務者研修事業の実施 (再掲)
ト 看護飼等養成所の 運営支援
ト 看護師学生等 に 対 す る 修学資金の貸与;一運営事業の実施

看護師再就職促進事業の実施
理学療法士 ・ 作業療法士県内就職促進事業 (研修委託) の実施
但馬長寿の郷の推進 (再掲)
兵庫県福祉人材 セ ン タ ー の運営
ひ ょ う ご ヒ ュ ー マ ン ケア カ レ ッ ジ事業の実施

質
の
高
い
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

。 サ ー ビ ス の質 を 高 め る ー「 介護サ ー ビ ス 評価 シ ステム の構築
ト 介護サ ー ビ ス 適正実施補助事業の実施
ト 身体拘束セロ 作戦の推進
」 施設 ・ 事業者 に対 す る 指導 ・ 監査の実施

。相談 や情報提供 を 進 め
る

在宅介護支援 セ ン タ ー の整備 ・ 機能強化 (再掲)
介護保険 に か か る 相談体制の推進
高齢者 総合相談 セ ン タ ー の運営
高齢者 ・ 陵害者 権利擁護 セ ン タ ー の運営
成年後見制度利用支援事業 (介護予防 ・ 地域支 え 合い事業) の実施
運営適正化委員会の運営
介護保険サ ー ビ ス 提供事業者 に か か る 情報提供
シ ルバ ー サ ビ ス の振興
生活産業創 出支援事業の実施
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( 2 )  こ ど も 福祉施策

兵庫県 に お け る 児童福祉施策 の 流 れ を 提示 し 、 次 に 少子化対応、 の総合推進計爾 を 列記 し

て お く O

(表 3 ) 兵康燥に お け る 児童福祉施策の流れ <1 995年度 ( H 7 年度) �2004年度 ( H 1 6年度) >

本 県 施 策

ク ー ル子 ど も 育成事業 (いわゆ る 学震保育) の創設
(特別保育等)

こ ろ の相談 (啓発、 調宏、 専門相談)

- プ ラ ン に基づ く 子育て支援施策の実施
. 保育所等の整備

- 保育所害事の整備

日 12年度 1 0新エ ン ゼjレプ ラ ン (20∞�04I (2附度) I 年度)
1 0氾童福祉法の改正 (児童虐待

防止等)
O児家虐待防止法の制定

日13年度 1 0児窓福祉法の改正
(2∞1年度) 1 (児童委員の職務の 明確化等)

O DV 防止法の制定

H 14年度
(2002年度)

中山口付

の

子

市

了
54

/{\

m
m
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度
1/

年
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H
位

- 県地域組織連絡協議会 (母親 ク ラ ブ) の設置 (助成)
. 市町 母毅 ク ラ ブへの助成

・ 県、 地域別児童虐待紡止推進協議会の設置、 運営
・ す く す く 相談事業の充実 (県単独)

“す こ やか ひ ょ う ごこ ど も 未来プラ ン" の改定
. 児童福札施設
・ 児童鹿待死亡事件 (尼崎市) を受け て児童虐待防止専門家会議の

設置 (200 1 . 8 ) 、 緊急提言 (200 1 . 9 ) 、 最終提言 (2001 . 12) 、 児
童虐待防止 プロ グ ラ ム の策定 (2002 . 1 ) 

・ 児童1長待対応、専門チー ム (2001 . 10 ) ・ 虐待専門総合ア ドバイ ザー
の設捜 (2001 . 10) (2004 . 4 虐待対応専 門 ア ドバ イ ザー に改組)

・ 虐待 を し た親への介入 ・ 援助 シ ス テ ム の開発 (�2002)
・ 保育対策の充実、 放課後児童対 策の充実
・ こ ど も の舘 こ ど も の心の広場づ く り 事業 (2001 �03年度)
. 民主主 ・ 児童協力委員 活動の充実

加)
・ 児童委員 カ ー ドの作成

ま ち の子育て ひ ろ ばJ 事業の展開
. 放課後児叢健全育成支援事業の創設
・ 福祉専門職 (児童福祉士) の採用 (�2005年度継続中)
・ 児童虐待24時間ホ ッ ト ラ イ ン の設置 (2002 . 4 )
・ 児家虐待妨 II二市町ネ ッ ト ワ ー ク の設置促進の支援
・ 子育 て Q & A ( イ ン タ ー ネ ッ ト の 開設)
・ 主任児業委員 活動の活性化 (県民�tl連主任児家委員 部会の設置、

全県研修会の開催)
・ 子育て ・ 子育 ち ハ ン ド ブ ッ ク の作成
・ 児主主委員 の児童虐待、 DV 防止啓発 カ ー ドの作成

. 児重量委員活動事例集の編纂
・ 市町子育て家庭支援事業の推進
・ 親指導の た め の家族再生支援プロ グ ラ ム の作成
@ 中央 こ ど も セ ン タ ー一時保護所の増築 ・

(一時保健所は1993 . 4 に統合済)
・ 市母子 自 立支援員の設置、 母子 自 立促進事業
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“す こ やか ひ ょ う ごこ ど も 未来プラ ン" の改定
・ 次世代育成対策推進の た めの市町行動計闘の 策 定
・ 「地域ふれあい子育て の 日 」 モ デル事業の創設 j 
・ こ ど も の館三世代ふれあい交流泰業の実施 i 
- 市町潟支持j談体制 の構築 (研修等の実施) 、 家庭相談員 ハ ン ドブ ッ

ク の編纂
・ 虐待を し た毅等への家庭再生指導事業の笑施
• DV 被害者支援方向の検討
・ 母子家庭生活実態務主主

0少子化対策基本法、 大綱
O子 ど も ・ 子育 て 応援 プ ラ ン

(2005- 10年度)
0次世代育成支援対策推進法の

制定
。児蜜福祉法の改正 (市町相談

体制) 、 児童委員活動要領の
改正

【 O児童点待妨止法の改正
Q DV 防止法の改正 ( 自 立支援)
O全国家庭児童調査
0児童手当 の改正 (対象年齢の i

引上げ

日 16年度
(2004年度)

(兵康県健康生活部提供)

「子 ど も を 安心 し て生 み育 て ら れ る 環境本県 に お い て は 、 少子化傾 向 に対応す る た め 、

を 進め る た め 、

さ ま ざ ま な分野 に お福祉、 保健、 医療、 労働、 生活文化、 教育、 住宅、

い て少二子化総合対策 と し て 多 く の施設 を 展 開 し て い る O

ま た 、 少子社会が進行す る 中 、 「子 ど も を 安心 し て 生み育て ら れる 環境 づ く り 」 、

ま れ た 子 ど も が健や か に 成長 ・ 発達す る 環境づ く り J

ま ち づ く り な ど、

さ ら にづ く り 」 、

さ ら に

兵庫県少子化対策総合推進計画 “ す こ や か ひ ょ う ご" 子 ど も未来 プラン体系表

[施策の方向]

①社会的関心 を 高 め る た め の啓発
②新 し い家庭づ く り 、 親意識の高揚
③男女共同 参画意識の啓発
④企業等の社会的責任の瀦養

子育 て や 家庭に つ い
て の 意識の高揚

[基本 自 標]

( 図 2 ) 

①経済的負担の軽減
cl健全 な 母性 ・ 父性の育成
③母 と 子の保健 ・ 医療対策の充実
④子育て に 関 す る 格談 ・ 情報 ・ 学習活動の充実
⑤子育 て の社会共同化の推進
⑥ ゆ と り あ る 住環境の整備

妊娠 ・ 出産、 育児の
支援

2 

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み

a:保育対策の充実
②放課後児童対策の充実
③労働環境の整備

就労 と 家庭生活の
両立支援

3 

①子 ど も の遊び環境の整備
②多様 な 生活教育 、 生活体験の提供
③要保護 ・ 要援護児童対策の充実
④非行 ・ 不受校の対策の充実
⑤被災児童の こ こ ろ の ケア と 健全育成
⑥ゆ と り あ る 学校教育の推進
⑦防災教育の推進
⑧ボランティア活動の 推進
⑨園際交流活動の推進
⑮ 健や か に子 ど も を 育 て る 地域活動の充実

子 ど も を 健や か に
育 て る 活動の推進

4 

成
長
・

発
達
す
る
環
境
づ
く
り

生
ま
れ
た
子
ど
も
が
健
や
か
に

子
ど
も
の
声
が
ひ
び
く
こ
こ
ろ
豊
か
な
ひ
ょ
う
ご

ーハりー

①新 し い社会 シ ステム の検討並 びに 実現に 向 け て の合意形成
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「生 ま れた 子 ど も が健や か に成長 ・ 発達す る 環境づ く り 」 を 基本計画方向 と し て 、 公民一

体 と な っ た 取 り 組み を 推進す る た め の 指針 と な る べ き 少子化対策総合 プ ラ ン “す こ や か

ひ ょ う ご" 子 ど も 未来 プ ラ ン (理念繍) の普及 を 図 る と と も に 、 目 標量及 び整備 百 標年次

を 設定 し た (行動計画編) を 策定す る な ど、 「明 日 の 兵庫 を 担 う 子 ど も の た め の総合対策」

を 推j生 し て い る O

な お 、 2003年 7 月 に成立 し た 「次世代育成支援対策推進法」 を ふ ま え 、 2005年 3 月 に は

「“す こ や か ひ ょ う ご" 子 ど も 未来 プ ラ ン 」 の改定 を 行 う O

@ 策定時期

1997年 3 月 (理念編)

1997年12 月 (行動計画編)

2001年 6 月 (行動計画編)

2005年 3 月 ( プ ラ ン の改定)

( 3 )  障害者補祉施策

過去10年 間 の障害者福祉施策 に お い て も 顕著 な 変革があ り 、 障害者支接費制度の導入 を

は じ め 、 制度の設計 ・ 改編が兵庫 県 に お い て も 大 き く 進展 し た 。

(表 4 ) 兵庫県 に お け る 障害福祉施策の 流 れ <1 995年度 ( H 7 年度) �2004年度 ( H 1 6年度) > 

年 度 ; 田市Ij度 ・ 施策 本 L果 施 策

日 7 年度 「精神保健法」 か ら 「精神保健 ! 身体際答者生活ホ ー ム (県単独補助) の創設
(1995年度) 及 び精神磁答者福祉 に 関 す る 法 自 動車運転訓練の運営開始

律」 へ改正 被災者 こ こ ろ の ケ ア 事業の実施 (�2002年度)
「障害者プラ ン ( ノ ー マ ラ イ ゼー
シ ョ ン 7 ヵ 年戦略)J を策定

; 狂 8 年度 厚生省 大臣官房に 障害保健福祉 ひ ょ う ご手話通訳セ ン タ ー の設置
(1996年度) I 部 を創設 市町障害者社会参加促進事業の実施

H 9 年度
(1997年度)

H 10年度
(1ω8年度)

H 1 1年度
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障害者関係 3 審議会合同企繭分
科会が 「今後の障害保健福祉施
策 の 在 り 方 に つ い て ( 中 間 報
告)J を公表

精神薄弱の用語の整理のための
関係法律の一部 を 改正す る 法律
の公布

精神保健福祉法の改正

在宅知的障:害者デイ サ ー ビス事業の実施
障害児 (者) 地域療育等支援事業の実施
措置入院患者受入協力補助事業の実施 (補助)

市町障害者7生活支援事業の実施
重症心身障害児 (考) 通罰事業の実施
長期療養児療育相談指導事業の実施
精神障害者地域生活支援事業の実施
ア ル コ ー ル関連問題対策強化事業の実施
( �2001年度、 精神)

; ァ ル コ ル リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支援事業の実施
(�2002年度、 精神)

育 ろ う 通訳 介助者養成事業の実施
無差ド金外国籍障害者福祉給付金支給さ事業の実;協
精神保健福祉係が障害福祉課に (地域保健課か ら )

跨害者ほ っ と ラ イ ン (際害者110番) の関設
障害者介護等支援サー ビ ス 体制整備事業の実施

(後の障害者ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 体制整備事業)
精神障答者訪問介護試行的事業の実施 (�2001年度)
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H.1 3年度
(2001年度)

日 14年度 | 自 閉症 ・ 発達障害支援セ ン タ ー
(2002年度) I の創設

身体障害者補助犬法の制定、 施
行
精神保健福祉事務の市灯実施

H 15年度 | 障害者支援費制度の導入
(2∞3年度) I 知的障害者 ・ 障害児福祉事務の

市町移譲

市町障害者社会参加]促進事業の全県実施
兵庫県介助火同伴利用促進要織の制定
富ろ う 通訳 ・ 介助員派遣事業の実施
障害者 ホ ー ム ヘ ルパー養成研修事業の実施
地域 リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン 支援体制整備推進事業の実施
授産活動活性化対策事業の実施
路i-�i:児療育体制推進事業の実施 ( -2004S['.度)
社会後帰施設整備費補助事業の実路 (精神)

「“す こ やか ひ ょ う ご" 障害者福祉プラ ン 」
精神保健福祉のあ り 方検討委員会の開催
こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーの整備義手

障害者就業 ・ 生活支援セ ン タ 一事業の実施
障害者 し ご と 支援事業の実施
地域ケ ア サ ポ ー ト チ ー ム の設置 (-2004年度、 精神)

障害者支援者制度の導入
ひ ょ う ご 自 閉症 ・ 発達際主J支援セ ン タ ー の設置
障害の あ る 方への声か け運動の実施
介助犬利用相談窓口 の設置
施設外授産就職促進モ デル卒業の実施

(精神)

ン タ ー の 開設 (精神保健福祉セ ン タ ー の移転)
ょ う ご" 障害:者福祉プ ラ ンJ の改定
中核拠点施設の整備着手

- 文化祭の開催

H 16年度
(削年度)

(兵庫県健!奈生活部提供)

国連が提唱 し た 「国際障害者年J ( 1981年) を 契機 に 、 「兵庫県国際障害者年長期行動計

画J (1982年 3 月 ) を 策定 し 、 こ の成果 を 踏 ま え 、 1 1) ハ ピ リ テ ー シ ョ ン J と 「 ノ ー マ ラ イ

ゼ ー シ ョ ン 」 の 理念 を 基調 と し 、 開害者 を 取 り 巻 く 環境 の 変化や ニ ー ズ の 多様化、 障害の

重度化、 障害者の高齢化 に 対応 し つ つ 、 「障害者の 主体性、 自 立性の確立」 及 び 「全て の

人 の 参加 に よ る 全て の 人の た め の平等 な 社会づ く り 」 な どの実現 を め ざ し て 、 県が、 市町、

県民、 各種団体及 び企業 と 連携 し て 実現すべ き 目 標 と 具体的方策 を 明 ら か に す る こ と を 目

的 と し て 、 1995年 5 月 に 「“す こ や か ひ ょ う ご" 障害者 プ ラ ン ー兵庫県障害者福祉新長期

計画 一 J (2000年 ま での 6 年 間 ) を 策定 し 、 総合的 、 計画的 に推進 し て き た 。

社会福祉基礎構造改革の 理念 に 基づ き 、 障害者の保健福祉サ ー ピス の体制 整備、 障害者

の 新 た な ニ ー ズ や 課題等 に対応 し た取 り 組み 、 さ ら に 、 こ の プ ラ ン の終期が2000年度で あ

る こ と か ら 総合的 に点検 し 、 計困の見直 し を 行 い 、 2001年 9 月 に改定 し た 。 そ の 内 容 を こ

こ に治そ う O

1 圃 言十瞳策定の趣旨

こ の討函 は 、 県 の長期総合指針で あ る 紀兵庫長期 ビ ジ ョ ン一美 し い 兵庫21-J (2001 

年 2 月 ) を 踏 ま え て 、 こ れ ま で進 め て き た諸施策の成果 を発揮 さ せ、 県が主体 と な っ て推進す

る こ と が必 要 な 施策 ・ 事業 を 課題別 に体系化 し 、 総合的 な 推進 を 図 る た め に策定す る 。
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ま た 、 こ の計額 は 、 障害者基本法第 7 条の 2 第 2 項 に定め る 兵庫県障害者計画 であ る O

2 “ 計画の性格

( 1 ) こ の計画 は 、 兵庫県が主体 と な っ て 障害者施策の総合的 な推進 を 図 る た め に 策定す る 行

政計闘で あ る O

(2)  こ の計画 は 、 市町や民間 に対 し て 県行政が障害者 に 関す る 主要 な プ ロ グ ラ ム を示す こ と

に よ り 、 そ の実現 に対す る 理解 と 協力 を期待す る も の で あ る O

3 . 計曹の期間

こ の計湿 の期 間 は 、 2001年度か ら 2005年畏 ま で の5年間 と し 、 必要 に 応 じ て 見直 し を 行 う こ

と と し て い る O

4 . 基本 自標
共 に生 き る 社会の構築 を 目 指 し て 、 一人ひ と り が力 を つ け (エ ン パ ワ ー メ ン ト ) る と と も に 、

そ の 力 を 発揮 し て住み慣れた 地域で支え合い、 助 け合 っ て 暮 ら し て い く こ と がで き る こ と を 基

本 目 標 と し て い る O

5 圃 基本方策
生 き がいづ く り 、 共 に 支 え 合 う 地域づ く り 、 生活の基盤づ く り 、 生活 を 支 え る 人材 ・ ネ ッ ト

ワ ー ク づ く り を 、 市町、 県民、 各種団体及 び企業 と 密接 に 連講 し 、 積械的 な 取 り 組み を 進 め る

こ と と し て い る 。

6 . 計画の推進体制

( 1 ) 関係施策や 関係機関 と 密接 な 連携 に よ り 、 市町中心の障害者の生活支護体制 の整備 を 推

進す る O

(2)  ヒ ュ ー マ ン ケ ア 研究機構等 に お い て調査研究 を行 う 。

(3 )  兵庫県障害者施策推進協議会 に お け る 審議 を 踏 ま え 、 進行管理や新た な 課題の解決策の

検討等 を行 う 。

兵庫県下 に お け る 身体障害者手帳所持者数が、 16万9 ， 098人 ( 1995年) コ20万6 ， 872人 (2003

年) に 増加 し 、 知 的 障害者の療育手帳受付者数 も 同 時期、 1 万8 ， 935人命 2 万6 ， 525人 に 伸

びた こ と が特筆 さ れる O ま た 、 精神障害 も 福祉分野 の 障害の範鴎 に加 え ら れ、 精神障害者

保健福祉手帳所持者数は9 ， 362人 (2000年度末) コ 1 7J4 ， 507人 (2003年度末) に 伸 び、 こ

の分野 で の 施 策 の 重要性が ま す ま す増 し て き て い る O

障害者 プ ラ ン の体系表 を 次 に 掲 げて お こ う O
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(凶 3 ) 兵庫県障害者 新長期計商 “ す こ や か ひ ょ う ご" 様害者 プラン体系表

障害の あ る 人 の生 き
がい づ く り

共 に 支 え 合 う 地域っ
く り

ど生活ゐ墓亙去可 ) 

生活 を 支 え る 人材 ・
ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

内語恥属 )
鶴害の あ る 入 の教育 、
地域に お け る 療育体
制の充実

能 力 を 活 用 し た 雇
用 ・ 就業の促進

安全 ・ 安心な 生活環
境づ く り の推進

j在のまちづくりøiti)
ロ石ゐぃ交流活動の推進 }

障害の あ る 人 の権利
擁護の充実

保 健 . 12f 療 ・ 福 祉
サ ー ビ ス の充実

在宅生活支援 サ ー ビ
ス の充 実

得埼居住 の場ゐ昨)

ぐb

( 人材の養成 ・ 硲ぱ)

サ ー ビ ス 提供機関等
の連携

再開元住瓦 )

ス ポ ー ツ ・ 芸事f.J::s主化活動の推進
情報提供の充実
福祉用具の研究 ・ 普及の促進
生活支援の た め の畜導犬 ・ 介助犬等の普友の促進

障害の あ る 人の教育の充実
地域の療育体制の充実

F章害の あ る 人 の雇用 ・ 就業の促進
福祉的就労の促進
職業 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン体制 の推進

防犯 ・ 防災の地域 コ ミ ュ ニティ づ く り の推進
情報提供 ・ 通信体制 の充実
災害 を 防 ぐ基盤の整備
防犯 ・ 紡災知識の推進

快適 で バ リ ア フ リ ー な住宅や建築物の整備促進
ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン に よ る ま ち づ く り の 整備促進
移動 ・ 交通対策の普及

地域交流活動の充実
ボラン タ リ ー 活動 な ど 社会参画活動の促進

県民に対す る 福祉 ・ 人権教育の 推進

一一 権利擁護 シ ステムの推進

障害の早期発晃 ・ 寧期療育の推進
障害の あ る 人の 医療体制 の整備促進
地t或 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン シ ス テム の整備

相談体制の充実
在宅福祉サ ー ビ ス の充実
臼 常生活訓練等の充実

ケア付住宅の整備促進
入所施設の繋備促進 ・ 効果的 な 運営 の促進

障害の あ る 人の簾淘 ・ 就業の促進 (再掲)
福祉的就労の促進 (再掲)
職業 リ ハ ビ リ テー シ ョ ン体制の 推 進 (再構)
生活安定の た め の経済的支援の充実
医療費公費負担 ・ 助成制度の充実

コ ー デ ィ ネ ー タ 一 等の養成 ・ 研修の充実
介護従事者 等の養成 ・ 研修の充実
ボランティ アの養成の充実

市町に お け る サ ー ビ ス機関 と 支援
ネ ッ ト ワ ー ク シ ステム の構築 と 支援
サ ー ビ ス 基盤整備 に か か る 広域的連携

国 際 ス ポ ー ツ ・ 芸術活動の振興
技術者 の派遣 ・ 養成の充実
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( 4 )  生活保護施策

被災者 に対す る 生活保護制 度 の 柔軟 な 取 り 扱 い が な さ れ、 実施要領土 も ま た ケ ー ス

ワ ー ク の援助 も 次の よ う に 展 開 さ れ た 。

(表 5 ) 実施要領上の取扱い

内 容

資
産
月J i 家屡が倒壊 し た宅地の処分 今後の活用 見込みが確定す る ま での 間 (概ね 3 ヵ 年) 処分指

導 を穏係

者業失なも恥可労就
移
動
能
力

義援金 ・ 見舞金 ・ 生活再建支援金
自 立再建支援金

- 生活復興貸付金

- 生活基盤の閥復に充て る も の と し て収入認定 し な い

- 生活基盤の回復に充て る も の は 、 収入認定 し な い
・ 償還余は、 収入か ら 必要経費 と して控除 j 

(実質 的 に は保護費 で償還

. 恒久住宅確保 に係 る 敷金 こ充当すξ 場合 土収入設定 し な L ぺ

・ 報献の収入認定に 当� t� r， 勤労控除 必 要経費控除を適用 i
(例) 報酬月 5 万丹g o: 場合

勤労控除 月 15 ， 220円
必要経費控除 交通費等実額

(兵j家県健康生活部提供)

(表 6 ) ケ ー ス ワ ー カ ー 等 に よ る 生活支援

i 事 項

I l:ti香保護制度の周主凶散底

被

フ ォ ロ ー ア ッ フ。事業」

内 容
・ 生活保護 を は じ め各種福祉施策 を わ か り やす く

「干高校の し お り 」 を 配布 し 、 生活保護の漏給 を
. 福祉制度の積極的活用 に 向 け 、

て気軽に相談で き る 環境づ く り に努め る
・ 生活復興祁談員等関係機 関 か ら の情報提供に基づ き

に ケ ー ス ワ ー カ ー を 派遣

・ 生活保護等の相談に懇切丁寧な対応、
. 迅速 な 保護決定
・ 他法他施設の活用指導

・ 被保護世帯 に対す る 総合的支援策の検討
・ 個別 ケ ー ス の具体的処遇方針 を 決定 し、 関係機関 と 調整

・ 5芝生委員、 保健所、 職業安定所等関係機関 と 連絡調整会議
を 開催 し 、 的確 な 処遇を確保

・ 震災復興住宅での高齢者等の生活相談や健淡相談が依然 と
し て多 く 寄せ ら れる た め 、 福祉事務所や保健所等の職員が
連携 し 、 要保護者本人や民生委長 ・ 児致委員等か ら 寄せ ら
れ る 健燦や福祉に関す る 相談に対 し 、 関係施策 に よ る 必要
な支援や情報提供、 扶養義務者 と の調整を行い、 効果的な
自 立助 長を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

((( 分込

懇切丁寧な対応、 と 保護 申 請時の迅速な
決定

ケ ー ス 処遇検討会の 開催

者
関係機関連絡調整会議の 開催

f、ゴ二

(参考)
1995-9Mf'度 巡閲訪問 に よ る 安否確認、生活支援等の実施

総合相談事業の実施

(兵隊県健康生活音1\捻供)
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生活保護 は 世帯の個 々 の実情に却 し て適用 さ れる こ と か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災以降、 特

に被災要援護者への生活支援 に 重点 を 置 き 、 県 と し て は次の と お り 個別処遇の充実 に 努 め

て い る 。

① 生活支援ア ドバ イ ザー の設置 ( 1 996年 8 月 1 日 �1 999年 3 月 31 日 )

仮設住宅入居者 に対 し て は 、 ケ ー ス ワ ー カ 一 、 保鰭婦等の巡回訪問 に 加 え 、 民生委員 ・

児童委員 の増員 を 図 っ た ほ か、 1996年 8 月 1 日 か ら 生活支援 ア ド バ イ ザー を 配慮 し 、 制度

の 紹介や活用 の 周 知 に 努 め た 。

② 被災世帯に対す る 描祉総合相談事業 (1 997年度�1 998年度)

被災世帯に対す る 健康福祉総合相談事業 (1 999年度) の実施

1997年度か ら は 、 福祉事務所の職員 が被災者本人や生活復興相談員等 関係機関 か ら 寄せ

ら れ る 福祉 に 関す る 相談 に つ い て対応す る 「被災世帯 に対す る 福祉総合相談事業」 を 実施

し 、 被災者の生活支援の た め に 生活保護 を は じ め と す る 各種施策 を 効果 的 に 活用 で き る よ

う 問題即決型の 対応 を 行 い 、 さ ら に 、 1999年度 か ら は被災者か ら の鰭康 に 関 す る 相談 に つ

い て も 対応す る た め 、 福祉総合相談 に 加 え 、 保鑑所 ・ 保健セ ン タ 一 等 の 職員 が鑓康 に 関す

る 相 談 に対応す る 「被災世帯 に対す る 健康福社総合相談事業」 と し て実施 し 、 被災者 に対

す る 生活支援の 充実 に 努 め た 。

な お 、 1997年度か ら 開始 し た 上記事業 ( 3 ヵ 年事業) は 、 震災か ら 5 年経過 し 定著 し た

こ と か ら 2000年度か ら は 一般施策化 し た 。

③ 一時入居住宅相談員 の設量 ( 1 999年度)

仮設住宅か ら 恒久住宅への 移転で き る ま での 問 、 暫定的 に 一時入居す る 世帯への生活相

談等 を 適切 に 実施す る た め 、 一時入居住宅相談員 を 設置 し 、 惜別対応、 を 実施 し た 。

④ 単身高齢者等フ ォ ロ ー ア ッ プ事業の実施 (2000年度�2002年度)

震災復興住 宅 で の 高齢者等 の 生活相談や健康相談が依然 と し て 多 い状態 に あ る た め 、

2000年度か ら は 、 単 身高齢者等の 生活支援 を 中心 と し た 、 「単 身高齢者等 フ ォ ロ ー ア ッ プ

事業」 を 実施 し た。

県 で は 今後 と も 、 関係機 関 や地域社会 と の連携 に よ り 、 寄せ ら れ た 情報への適切 な 対応

と 要保護者の把握 に努め 、 個 々 の 世帯 の 実情 に応 じ た積極的 な 制度の活用 に つ い て助 言 ・

指導 を 行 う と し て い る O

第 2 館 福祉政策の成熟 に む け て

1 .  f麗人f�す る ラ イ フ ス タ イ ル
従来の住宅政策 は 、 両親 と ふ た り の子 ど も と い っ た 家族構成 を 標準的 な 世帯 と し て展 開
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さ れ る こ と が多 か っ た と 言 え る O 家族規模や続柄 の 構成 な ど、 家族構成 は今 、 大 き く 変化

し つ つ あ り 、 家族の形態 も 多様化 し て い る O 「標準 的 な 世帯」 と は何か を イ メ ー ジす る の

さ え 、 むずか し く な っ て き て い る O

少子 ・ 高齢社会の進展 の 中 、 平均世帯人員 は 2 . 67人 (2000年) と な り 、 世帯構成割 合 も 、

い わ ゆ る 核家族世帯 (夫婦 の み の 世帯、 夫婦 と 未婚の子 の み の 世帯 、 片 親 と 未婚の子 の み

の 世帯) が59 . 2% 、 単独世帯が24 . 1 % 、 三世代世帯が10 . 6% と な っ て お り 、 世帯の単身化

に は 日 を 見 張 る も のがあ る O

と り わ け65歳以上の家族類型加の 世帯割合 に着 目 す る と 、 三世代世菅が54 . 4 % (1975年)

か ら 24 . 1 % (2003年) へ大 き く 減少 し 、 夫婦の み の世帯がl3 . 1 % か ら 28 . 1 % への増加、 ま

た 、 単独世帯 に い た っ て は 、 8 . 6% か ら 19 . 7% へ と 大 き く 倍増 し て い る O 高齢者 は 、 一 人

も し く は 夫婦二人で住む と い う パ タ ー ン が伸張 し て お り 、 約 l 割が施設や 病 院 に 入 っ て い

る も の の 、 多 く は 一般の住宅 に住 ん で い る の が現状で あ る O

一方、 若年層 や 中 年 世代 に お い て は 、 専業主婦 と い う 概念が薄 く な り 、 女性の労働 力 化

や趣味 ・ 社会活動 を 含め た社会進出 に 伴い 、 子育 て ニ ー ズの多様化 ・ 深刻化が見受け ら れ

る O 個 々 の く ら し に 生 じ た ニ ー ズ を 充足す る 社会サ ー ピ ス への期待が近 年 大 き く 膨 ら んで

き て い る O 多様な個 人 の ラ イ フ ス タ イ ル を 全 う で き る よ う に 支援す る サ ー ピ ス の登場 と 供

給が希求 さ れて い る と 言 え よ う O

個人の 自 由 な 生 き 方 を 可能 に す る よ う な さ ま ざ ま な く ら し に 関連す る サ ー ビ ス の存在が

求め ら れ、 市場や公的 セ ク タ ー (行政) の み な ら ず、 イ ン フ ォ ー マ ル ・ セ ク タ ー (家族 ・

友人 ・ 近隣) の復活や 、 NPO の躍進 に 見 ら れ る よ う な 民間 非営利 セ ク タ ー ( ボ ラ ン タ リ ー ・

セ ク タ ー ) の 台頭が、 個人化す る ラ イ フ ス タ イ ル を 支 え る 図式 と し て と ら え ら れ よ う O

多様な ラ イ フ ス タ イ ル を 主張 し だ し た市民は 、 当 然の こ と な が ら 、 同 時 に 多様な す ま い

方 を 必要 と す る O 多様で一見、 情 々 の ニ ー ズ に沿 っ て バ ラ バ ラ な す ま い方 で あ っ て も 、 そ

こ に は 、 二 つ の基本 と な る 原則 が、 住宅政策 と し て必要で、あ る O 一つ は 、 社会サー ビ ス と

の連携で あ り 、 も う 一つ は 、 社会共 向 性 を 創 出す る す ま い の し か けで あ る O

2 . 社会サ ー ビ ス の リ ン ク
と こ ろ で 、 日 本人 の 平均寿命 は 、 女性が85 . 3歳、 男性が78 . 4歳 で あ り (2003年) 、 超高

齢社会の展開 は 目 ざ ま し く 、 老年人 口 の割合が2015年 に は 、 25% 台 に 達す る と 見込 ま れて

い る O み ん な が超高齢 に な る 杜会 を 日 本が人類史上 は じ め て迎 え る の で あ り 、 そ ん な 時代

に お い て 、 どの よ う な す ま い方が望 ま し く 、 どの よ う な ま ち づ く り が可 能 な の か、 お そ ら

く お手本の な い ま ま に手 さ ぐ り の 試行錯誤 を 続 け て い かね ばな ら な い。 と は い え 、 高齢期

の す ま い に 、 家 賃 や ADL ( 日 常生活動作) の 不 自 由等多 く の 人 々 が不安 を い だ、 い て お り 、

早急な対応が必要 な こ と は言 う ま で も な い 。

高齢化の も う 一つ の 鮒 密 で あ る 少子化 に つ い て見 て も 、 居住環境 と 少子化や 、 育児の プ
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ロ セ ス に お け る 孤立化 な ど社会 ・ 経済的要件 と 住宅 の 要件 は不可分 に結 びつ い て い る O 上

述 し て き た よ う に 、 どの世代 ・ ど の 階層 に お い て も 、 す ま い方の個人化 の 進行 と い う 傾向

は否定で き な い。 家族同士の支 え あ い や近 隣 同士の サ ポ ー ト があ ま り 期待 で き な い状況で

あ る な ら ば、 個 々 人の住宅 の 中 で く ら し を 支 え る 、 多様 な サ ー ピ ス が要請 さ れて も 何 ら 不

思議で は な い。 む し ろ 、 自 ら の 意思決定で在宅生活 を 継続 し 、 社会サ ー ビ ス を 選択 し つ つ 、

自 ら の く ら し や す さ (QOL = 生活 の 質) を 追求す る ラ イ フ ス タ イ ル を 今 後の住宅政策 の

大前提 と すべ き で は な い だ ろ う か。

そ れゆ え に 、 第一の原則 であ る 、 社会サ ー ピ ス の す ま いへの リ ン ク が重 要 に な っ て く る O

そ の 際、 と り わ け集合居住 は社会サ ー ピ ス の効率的、 効果的 な提供が可 能 で あ り 、 新 た

な コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 も 期待 さ れる O こ れ ま で に も 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ や高齢認知症者向

け グ ル ー プ ホ … ム 型市営住宅 な どで 、 集合居住 と 社会サ ー ピス の連携が図 ら れて き た 。

今後 も 、 公民の住宅 に お い て 、 さ ま ざま な暮 ら し方や求め ら れ る 社会サ ー ビス に 配慮、 し

た 総合的 な 取 り 組みが必要であ り 、 た と え ば高齢者 に 健常期 か ら 要介護期 を 経て終末期 ま

で の在宅生活 を 可能 に す る 継続 的 な 居住サ ー ビス を 提供す る と い っ た ス タ ン ス が求め ら れ

る O

社会サ ー ビ ス と 連携 し た住宅政策 の 展 開 に あ た っ て は 、 く ら し の 中 心 と な る 「住宅」 の

中 で、 「所得保障J 1"雇用 J 1"教育J 1"保健 ・ 医療J 1"福祉」 等 の 従来 タ テ 割 り で提供 さ れて

き た暮 ら し を 支 え る 様々 な サ ー ピ ス を 、 itT民が安全で安心 し て 暮 ら し て い く こ と を ヨ コ つ

な ぎで支援す る と い う 視点への シ フ ト が必要 と な る 。 あ わせて市民の ニ ー ズ、 身体状況お

よ び生活状況等 に応 じ す ま い や サ ー ピ ス が選択で き る と い う こ と も 重要 に な っ て く る O

今後、 行 政 は 、 公的主体 を 含め た 多様 な 主体の参画 を 求 め な が ら 、 多様な す ま い や サ

ピ ス が提供 さ れ る 環境 を 整 え る と と も に 、 市民が暮 ら し 方や ニ ー ズ に応 じ て 選択で き る 仕

組みづ く り に 重点 を 置 い て取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。

3 . 集合居住が一つ の 資源
こ こ ま で を 要約 し かっ 一 歩踏 み 出 し て発言す る と 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 変化 は 、 従来、 共

同体 と し て機能 し て き た 家族や地域の繋が り が薄 れ て 、 人 々 が 「個」 化 し つ つ あ る こ と を

う かがわせ、 い ずれ育児や介護 は 家族単位 や 地域で は 、 ま す ま す支 え ら れ な く な る こ と が

予想 さ れる O 今後、 ラ イ フ ス タ イ ル の 個 人化 、 住 ま い 方 の 多様化が よ り 一層 進 む 中 で 、 こ

れか ら の住宅政策 を 展 開す る に あ た り 、 個 人 や 世帯 の社会的孤立が とミの世代 に も 共通 に 起

こ り う る と い う 認識が必要 と な る O

こ の た め 、 街区 ・ 地域や 共 同住宅で集 ま っ て住 ま う と い う 集合賠住 自 体 を 「社会資源」

と し て 捉 え 、 そ の 中 で 「個」 を 確立 し 、 さ ら に 「個J 相 互の 「共振」 に よ り 「共生J を 紡

ぎ だす と い っ た視点が重 要 で あ る O 無論、 育児や介護 な どの 中心的役割 は 個 々 の家族 に あ

る が、 そ れ を 住宅政策の み な ら ず、 多様な 社会サ ー ビ ス と の連携に よ り 支援す る こ と が求

第四芸者 @ 福祉 109 



め ら れて い る O

あ わせ て 、 居住者の ニ ー ズ 、 身体状況及 び生活状況等 に応 じ た住 ま い方 ・ 暮 ら し方 を 可

能 と す る た め 、 住宅 と こ れ に 関連 し た 社会サ ー ビス が選択で き る 環境 を 整 え る こ と が重要

で あ り 、 同 時 に 、 住 ま い方 に応 じ て 、 ル ー ル を 確立 し 、 遵守 し て い く と い っ た す ま い に 関

す る 包括 的 な 仕組みづ く り に取 り 組む こ と で、 よ り 豊かで質の高 い 、 安心 な く ら し が可能

と な る O

社会的 な 孤立 を 防 ぎ、 よ り 豊か に暮 ら す こ と を 可能 と す る た め に は 、 生活空間や生活時

間 を と も に す る こ と が大切 で あ り 、 住宅の 中 に も 、 住民同士や市民 と の相 互作用 を 促進す

る し か け が必要 と な る 。 社会資源 を 共 同消 費 す る 、 も し く は共 河 創 出 す る こ と で、 生活空

間 や生活時 間 の 共有 と い う も の に実体が伴 う の だ。 そ れが一過性の相互作用 か ら よ り 踏み

込ん だ継続的 な社会関係へ と 導い て い く O

先述の子育 て に お け る 孤立 だ け で な く 、 支援者の い な い 一人介護者、 友 人 の訪問 を う け

な い 一人暮 ら し 高齢者、 引 き こ も り と い う 形で千1:会 と の接触 を 避 け る 中 高年者や一部 の パ

ラ サ イ ト ・ シ ン グル者、 他人が声 を か け る こ と の 少 な い 難病者や 障害者、 さ ら に は不登校

の子 ど も た ち な ど、 私 た ち の周 り に は 目 に見 え な い 隣人が実 に 多 く 存在 し て い る O

街区、 地域単位 で の 共生 の た め の シ ス テ ム や ス ペ ー ス 等 を 編 み 出 し 、 例 え ば、 近隣で集

ま っ て の 共同購入や会食、 趣味のサ ー ク ル や 学 び合い の ボ ラ ン テ イ ア 活動、 空 き 教室 を 活

用 し て の子 ど も と お と な の ふ れあ い事業 な ど、 そ の し か け は 多 岐 に わ た る で あ ろ う O

都市 は 隆三 名 的 で あ り 、 個 人 の ス ペ ー ス を 保証 し 、 い わ ゆ る プ ラ イ ベ ー ト な 生活 を 、 そ し

て 自 由 を 享受 さ せ て き た 。 他者 と かか わ る 煩 わ し さ か ら 解放 さ れた 反面 、 色 々 な 人 々 と 出

会 う 刺激や、 表面的 な つ き あ い か ら 一皮 む け た 関係 に な る こ と に よ っ て得 ら れ る 満足感 は 、

よ ほ ど 自 ら 意識 し 、 さ ら に行動 し な け れ ば得 に く く な っ て き て い る O イ ン タ ー ネ ッ ト や ケ ー

タ イ や電話 な どで接す る こ と は あ っ て も 、 フ ェ ー ス ・ ト ゥ ・ フ ェ ー ス (対面的 ) で血の か

よ っ た つ き あ い は 、 そ れ も 仕事上の そ れで な い も の は 、 人生の栄養素で あ り 醍醐味で は な

か っ た だ ろ う か。

個人化 し た生活 を 送 る ひ と り 一人が、 自 由 と 自 立性 を 保 ち つ つ 、 他者 と 交わ る と こ ろ に

こ そ 、 社会生活の歓ぴが生 ま れて く る の だ と 信 じ る O

と こ ろ で高齢者 の孤立の状況 を 地域社会 と の つ な が り で と ら え た 実態調査が、 1991年 に

東京都立大学で行 わ れて い る 。 こ の調査に あ た っ た 高橋勇悦氏 に よ る と 、 高齢者 と 地域社

会 の 関係 を 、 近 隣関係の程度 と 町内会 ・ 自 治会加入の有無の 二 つ の レ ベ ル で把握 し 、 凹 つ

の 地域参加型 に タ イ プ分け し た (注 4 ) 0

( 1 ) 時金 @ 近隣型 (41 % )  

町会 ・ 近 隣型 と い う の は 、 高齢者が地域生活 に お い て近 隣 と の 日 常 的 な接触 (遇 1 回以

上 の 会話があ る ) を も ち 、 町 内 会 ・ 自 治会 に も 加入 し て い る よ う な 地域需着型で あ る O こ
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れ は伝統的 ・ 一般的 な タ イ プ と い っ て い い だ ろ う O 実際、 東京 (区部) で も 、 町会 ・ 近隣

型 は 高齢者の41 % を 占 め 、 も っ と も 多か っ た 。

こ の 町会 ・ 近隣型 は 、 区で の居住年数が長 く 、 持 ち 家 に住 み 、 低 ・ 中 学歴 を も ち 、 職業

(過去の) は 自 営業、 パ ー ト 、 無職 (女性が多 い ) で、 小規模 (従業員 ) の企業 に 勤務 し

た 中 ・ 低所得層 に 多 い 。 性別 で は 男 性 よ り は女性 に 、 年齢で は と く に 70代 に 多 く な っ て い

る O

( 2 )  町会加入型 (24 % )

こ れは 高齢者が地域生活 に お い て近 隣 と の 日 常的 な接触 を も た な い が、 た だ町内会 ・ 自

治体に は加入 し て い る タ イ プで あ る O 近 隣 と の 日 常的 な接触 は な い か ら 、 町 内 会 ・ 自 治会

への加入 は 、 ;形式的 ・ 名 目 的 で あ る か も し れ な い 。 こ の タ イ プ は高齢者 の 24 % を 占 め た 。

町会加入 型 は 、 高学歴 に な る ほ ど、 大規模 (従業員 ) 企業 に な る ほ ど、 そ し て 高所得の

な る ほ ど多 く み ら れ、 職業の主流 は ホ ワ イ ト カ ラ ー や経営者 ・ 管理職で あ る 。 性別 で は 女

性 よ り 男性、 家族形態で は核家族 に 多い 。

( 3 )  近隣交際型 ( 1 7 % )

逆 に 、 高齢者が地域生活 に お い て近 隣 と の 日 常的 な接触 を も っ て い る け れ ど も 、 町内 会 ・

自 治会 に は加入 し て い な い タ イ プが近隣交際型 で あ る O 近 隣 と の 日 常的 な 接触 と い う 実質

的 な 関係 だ け は 確保 し て い る 。 こ れ は高齢者の17% を 占 め て い る O

近 隣交際型 は 、 居住年数が短い ほ ど、 低学歴、 低所得 に な る ほ ど多 く 現 れ て い る O そ れ

に 、 パ ー ト ・ 蕪職、 独居、 借家、 女性の高齢者 に 多 く な る 傾向があ る O

( 4 )  地域諜溝型 ( 1 8 % )

地域疎遠型 は 高齢者が地域生活 に お い て近 隣 と の 日 常的 な接触 を も た ず 、 町内会 ・ 自 治

会 に も 加入 し て い な い地域離脱型で あ る O こ れは 、 少 な く と も 近隣 や 町 内 会 ・ 自 治会 に お

い て は孤立 し て い る タ イ プで あ る O 地域疎遠型 は高齢者 の 18 % に 達 し た 。

地域謀遠型 は 、 区 での居住年数が短 く 、 独居で借家 に 住 み 、 高学歴 の 持 ち 主 で 、 大規模

(従業員 ) 企業 に 勤 め た 高所得層 と い っ た 高齢者 ほ ど多 く な っ て い る O 職業 (過去 の ) は

ホ ワ イ ト カ ラ ー 、 ブル ー カ ラ ー 、 経営者 ・ 管理職 に 多 い 。 性別 で は 女性 よ り 男 性 に 多 い が、

病気 ・ 病臥勝 ち の 高齢者 に 多 く な る 傾 向 も 少 し あ る O

高橋氏 は 、 ( 1 )の町会 ・ 近鱗型 と (3 )の近隣交際型 を 地域密着型 と 呼ぴ、 反対 に(2)の 町会加

入型 と (4 )の 地域疎遠型 を 地域孤立型 と し て い る 。 と り わ け後者の 合計 は 、 42% に も 及 ん で

お り 、 そ の多 く の 人た ち は 、 職域 ・ 自 主団体の加入率 も 低 く 、 老人 ク ラ ブへ の 参加 も 低調

で、 ス ポ ー ツ ・ 教養な どの受け皿 に も 属 す る こ と が少 な い と 見 な さ れて い る O さ ら に 、 親
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し い友人や別居の子 と の接触 に お い て も 、 地域孤立型 は 地域密着型の半分以 下 で あ り 、 地

域生活の み な ら ず、 社会関係 の孤立化が読み と れる O

復興政策 の 下 に 策定 さ れた 「 ひ ょ う ご住宅マス タ ー プ ラ ン 」 が、 住宅政策 の 目 標の ー っ

と し て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の育成 と さ ら に 人 と 人、 人 と 社会が豊 か に ふ れあ う 交流社会の 実現

を あ げて い る の は 、 ま さ に 、 こ の よ う な 現代生活の孤立状況 を す ま い ・ ま ち づ く り の視点

か ら 緩和 ・ 解消 し て い こ う と す る こ と に ほ か な ら な い 。

そ れで は 次 に マ ス タ ー プ ラ ン の 中 で も 、 と り わ け大 き な 比重 と 意義 を 有 す る シ ル バ ー ハ

ウ ジ ン グ に つ い て 、 く わ し く f食言す し て み た い 。

4 . シ ルバーハ ウ ジ ン グ に み る 新 し い住 ま い方
孤独死 を は じ め と し て 、 震災 を 機 に 立 ち 現れ た 住 ま い方や ま ち づ く り を め ぐ る 問題 は 多

い 。 そ れ ら は 一見 、 被災 と そ れ に伴 う 復興過程で の特別 な 事象 だ と 思 わ れがち であ る が、

社会的 に孤立 し た 生 き 方 を 送 っ て い る 人た ち に 普遍的 に 生 ず る 問題で も あ る O い み じ く も

第七仮設で、 入賠者の支援活動 を 展 開 し て き た 黒 田 裕子氏 は 、 孤独死 は孤独 な る 生の 延長

上 に あ る こ と を 指摘 し た が、 ま さ に こ の よ う な 孤独 な 生 を 送 り 、 他者 と の か か わ り あ い を

促す こ と の少 な い コ ミ ュ ニ テ ィ は 、 被災地 に 限 ら れた も の で は な い 。

県下 の復興公営住 宅 に は 約4 ， 000世帯が暮 ら し て い る O 被災者の な かで も 高齢者 は優先

的 に 入居が認め ら れた こ と も あ り 、 さ ら に 多 く の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グが確保 さ れた こ と も

手伝い (81団 地 、 3 ， 939戸 1999年 1 月 末現在) 、 復興住宅の高齢化率 は36 . 9% (県営住宅

の み ) を 数 え る O 超高齢 コ ミ ュ ニ テ イ の 出現で あ る O

居住者の属性や相互の 関係、 さ ら に は 、 ラ イ フ サ ポ ー ト ア ドバ イ ザー (LSA) の は た ら

き に つ い て 、 「復興住宅 に お け る 先進モ デル住宅等利用 実態調査J (兵庫県都市住宅部都市

政策課、 1999年 3 月 ) に も と づ き 、 見 て み た い。 当 調査の シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ入居者346

名 の 回答 を 見 る と 、

① そ の属性 と し て 家族構成 は単身世帯 (60歳以上) は 、 80 . 9% と 最 も 多 く 、 夫婦の み

の 世帯 は 、 い ずれか一方が60歳以 上 と 、 2人 と も 60歳以上 を 合計 し て 、 54世帯 (15 . 6 % )

と な っ て お り 、 単身者が多 い 。

② 体の状況 も 「か け足がで き る な ど 日 常の 歩行 に は 問題がな い」 か ら 「手す り や杖が

必 要 で あ る が人 に は頼 ら ず、 に 歩行可能」 ま で を 合計す る と 、 249件 (85 . 0% ) が外出

可 能 な 自 立度 を 有す る と 回答 し た 世帯で あ る O

③ 震災時の 住 宅 は 「民営の 丈化住宅、 ア パ ー ト J (53 . 2 % ) が最 も 多 く 、 次い で 「民

営の借家 ( 一戸建、 長屋建 て ) J (20 . 8% ) と な っ て お り 、 民営{昔家 の 中 で も 共 同 住 宅

に 居住 し て い た も の が多 い 。 ま た 、 「一戸建持家 (土地 も 自 己所有) J も 7 . 8% で あ る O

住宅の所在地 は シ ルバ ー 全体で、 は 「 同 一市 区 町J が45 . 9% 、 「隣接市区 町J が28 . 4 % 、
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「 そ の他県内J が25 . 7% 、 「県外」 が0 . 0%

④ ま た 、 LSA ( N ニ 23) に 業務 内 容 を た ずね て み た と こ ろ 、 「安否 の確認J r緊急時

の 対応J r生活や健康上 の 栢 談J r福祉サ ー ビ ス や 地域 に 関す る 情報提供J r 品時的 な

家事援助J r住宅の設備の使い方の ア ドバ イ ス J r入居者の交流や親臨 を 深め る た め の

働 き か けJ r 日 常の 話 し相手J は 、 ほ ほ全体で あ げ ら れて い る O 「集会室、 匝 ら ん室 の

施錠管理J r ボ ラ ン テ イ ア の紹介J r身体的 な 介劫」 は半数以 1-.あ る O 業務内容で特 に

重 要 な も の と し て は 、 「安否 の確認J (82 . 6% )  r緊急時 の対J，[)J ( 82 . 6 % ) r生活や健

康上の相談 に の る J (73 . 9 % ) が多い (複数匝答) 。

⑤ 91 . 3 % が入信者向士の ト ラ ブル を 見 聞 き し た こ と が 「 あ る J と し て い る 。 ト ラ ブ ル

の 原 因 と し て は 、 「 団 地 の 管理 に 関す る こ と J が最 も 多 く 87 . 0 % を 占 め 、 次い で 「騒

音 に 関 す る こ と J (52 . 2% ) 、 「 そ の他J (39 . 1 % ) と 続 く (複数同答) 。

⑥ 入居者同士の助 け合い に つ い て は 、 全 て 「 あ る 」 と 回答 し て い る 。 助 け合い の具体

的 な 内容 と し て 、 買 い物 や炊事な どの助 け合い は 、 体調不良 の 時の み な ら ず 日 常か ら

行 わ れて い る こ と が約半数で あ げ ら れて い る 。

助 け合 い を 促す た め の工夫 を LSA た ち は行 っ て お り 、 近 隣 の 入居者が行事 に 参加 し や

す い 雰囲気づ く り や積極的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な ど、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の キ ー パ ー ソ

ン と し て の働 き が注 目 さ れ る O 加 え て 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に設置 さ れて い る ( た だ し 一

件 を 除 く ) コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザで の お 茶会や食事会、 カ ラ オ ケ 、 趣味教室 、 健康体操 な ど

も 入居者向士の相互作用 を 促進す る 重 要 な 仕掛け であ る O

と は い え 、 い く つ か の 深刻 な 問題 も 存在 し て い る O

① 高齢者特定 目 的住 宅 は 、 シ ルバー ハ ウ ジ ン グ と 同 じ く 高齢者対象住 宅 に か か わ ら ず、

生活設助 員 や 緊急通報 の サ ー ピ ス が付帯 し て い な い た め 、 入活者か ら の不公平感や苦

情が多い ( 自 治会 を 通 じ て の も の を 含 む) 。 ま た 、 そ の対正、 に 生活援助 員 が間 に 立 つ

こ と があ り 、 苦慮す る ケ ー ス が増 え て い る O

② 県 ・ 住宅課 ・ 福祉課 と の連絡が 4切取 れ て い な い 、 例 え ば、 入退去 に 関す る 事柄 、

緊急通報 シ ス テ ム 連携 の 室 内 火災報知器定期点検実施期 日 の連絡 に つ い て等であ る O

今後、 シ ルバー ハ ウ ジ ン グ を は じ め と し て 、 そ の他の入居者の高齢化 は 一層 進 む 。 そ の

際、 身体機能の低下 を 介護保険サ ー ビス 等で い か に埋め て い く か、 ま た 岩住者の孤立 に 対

し て コ ミ ュ ニ テ ィ 形成や周辺地域 と の融合な どの テ ー マ に ど う 対処 し う る か等の 難聞が立

ち は だ か っ て い る O

に も かか わ ら ず、 こ れか ら の す ま い を 考 え る う え で、 安全 と 安心 の す ま い を提供す る と

い う シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ の 意義 は次の 2 点 に お い て大 き い 。

( 1 ) す ま い と 福祉サ ー ピ ス の リ ン ク 一安否確認や 訪 問 そ し て 緊急通報 シ ス テ ム な どケ ア

の あ る す ま い であ る 。
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(2 ) す ま い と ま ち づ く り の リ ン ク 人 と 人が支 え あ う 集合居住 を 目 指 し て い る O

単独世帯 が 日 本 の 世帯 の 2 割以上 を 占 め 、 ま た 、 100万人 に も の ぼ る と い わ れ る 閉 じ こ

も り 症候群 の よ う な 社会的 に 孤立 し た ラ イ フ ス タ イ ル が問題 と な る 昨今 に お い て 、 シ ル

バ ー ハ ウ ジ ン グの 取 り 組み は 、 震災復興住宅の特異現象 と し て 見 な すべ き で は な く 、 ま た

高齢者特有 の 施策 と 摂定すべ き で も な い。 ま さ に 、 近未来 を 先取 り し た 住 ま い 方 と し て 、

そ の 進展 に大 い に 注意 と 努力 を 払 う べ き プ ロ ジ ェ ク ト であ る こ と を 強調 し て お き た い 。

む す び に か え て
当論で は伺イじす る 生活が社会的孤立 に 容易 に 帰結 さ れ う る リ ス ク を 、 住 ま い方の工夫で

緩和す る こ と を 強調 し て き た 。 そ の 際、 集合住宅や街区 を ハ コ も の の 集合体 と し て と ら え

る の で は な く 、 社会サー ピ ス と リ ン ク し 、 さ ら に 自 立 し た値 と 個が関 わ り あ う 中 か ら 生 ま

れ る 「共生」 の コ ミ ュ ニ テ ィ を 射程 に収め て き た 。

紙幅の つ ご う で詳細 は省 か ざ る を 得 な い が、 今 日 、 政府の住宅政策の 基本 は 、 m場原理

優先で あ り 、 そ の紙絡か ら は 、 住宅の ア フ オ ー ダ ピ リ テ イ (購買 能 力 ) に よ っ て導 き 出 さ

れ る 社会 ・ 経済階層 別 の棲み分けが生 じ て い る こ と が容易 に 推定 さ れる O そ れで、果 た し て 、

ソ ー シ ャ ル ・ ミ ッ ク ス と か ミ ッ ク ス ト ・ コ ミ ュ ニ テ ィ と 呼ばれる よ う な 「 共 生」 が起 こ り

う る の か、 と い う 疑問 も 湧 い て こ よ う O

こ れ に 応 え て 、 一つ は 、 大 き な 方向 と し て 大規模公営住宅の よ う な 分離型の コ ミ ュ ニ テ ィ

を 是正 し て い く こ と が望 ま れ る O ま た 、 二つ 日 と し て 、 視点の転換があ げ ら れ よ う O つ ま

り 、 杜会 ・ 経済階層 が高い と こ ろ の 人 に と っ て も 、 生活課題 (介護、 ひ き こ も り 、 ド メ ス

テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ ン ス な ど) は必ずそ こ に あ り 、 市場 を 通 し て の解決策が必ず し も 提供

さ れ る わ け で は な い と き 、 社会サ ー ビ ス の リ ン ク と 地域社会の 支 え あ い が彼 ら に も 等 し く 、

に な る で あ ろ う と い う こ と で あ る O 幸福の 機会 に つ い て は社会的不平等 は あ る か も し

れ な い が、 人生の し ん ど さ に 関 し て は 、 よ り 平等的 な の で は な い か。

す ま い の 安心 と は 、 つ ま る と こ ろ 人 の 目 と 手が入 っ て い る こ と で あ り 、 自 分の権利 が大

事 な の と 同 じ よ う に他人の権利 も 大切 だ と 認め た う え での 「共生J が 目 指 さ れ る こ と で あ

ろ う O 共生 自 体が、 私 た ち の 生活 を 下支 え し 、 さ ら に豊 か に し て く れ る 重要 な 社会資源で

あ る こ と を も う 一度 こ こ で強調 し 、 さ ら に タ テ 割 り の行政施策 を 克服す る 政策の成熟化 を

震災復興の教訓 と し て提言 し て お き た い 。

(注 l ) f フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫 創造的復興10年の歩み P . 13� 14 (財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 - 兵庫県 ・ 神戸
市 2005 . 1

(注 2 ) r復興10年総括検証 ・ 提言事業J P .  279 � 281 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2005 
u主 3 ) f民生委員 ・ 児童安委員研修資料 平成16年度 P . 23 � 28 兵庫県健康生活部裕社局 社会福校課 ・ 児童課

兵康県民生委員児家委員連合会
(注 4 ) r地域社会への期待 と 現実j I高橋勇悦
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『変容す る 高齢者像 大都市高齢者の ラ イ フ ス タ イ ル� P .  38�40 森岡清志 ・ 中林一樹編 東京都立大学
出版会 2001年

第 2 節の作成 に あ た り 、 平成16年度関 西大学社会学部共河研究費の効成 を受けた。
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の 囲顧 と
兵庫医手山学教授 丸川 征四郎

筆者の施設 で は 、 阪神 ー 淡路大震災 を 出発点 と し て 、 ま た2000年 の コ ン ピ ュ ー タ 問題 を

に 、 毎年、 集 毘災害 を想定 し た 災害救急医療官11練 を 実施 し て き た 。 加 え て 、 毎年行 わ

れ る 大阪国際空港災害訓練への参加、 さ ら に神戸市で、行わ れ た ワ ー ル ドサ ッ カ ー 災害訓練

へ の 参加、 そ し て 池 田小学校児童殺傷事件での被災児童の受け入れ加療、 豊 岡 市 の 円 山 川

水害への救護班派遣、 新潟 中越地震への救護班派遣、 メ キ シ コ 地震 ・ ト ル コ 地震 ・ イ ン ド

洋大津波被害 に対す る 国際救護隊へ の ス タ ッ フ 派遣、 な ど を 通 し て 「多 く の 職種 と 部 門 が

参加す る 」 院 内 の 災害救急i宍療 シ ス テ ム を 構築 し て き た 。 こ の 災需救急医療 シ ス テ ム が円

滑 に機能す る た め に は 、 災害救急医療 の技術 だ けで は な く 全 て の病 院職員 に 「災害救護の

丈化」 への理解が浸透 し て い な け れ ば な ら な い 。 院内 に は 、 す で に 多発す る 医療事故 を 防

止す る た め に 日 常 の 診療業務 に対す る 危機管理 シ ス テ ム が稼動 し て お り 、 こ こ で育 ま れた

「安全文化」 を 土台 に 、 繰 り 返 し行 っ て き た訓練 と 実践、 教育の 成果 と し て 「災害救護の

文化」 の確実 な 芽生 え がみ え る 。

本稿 は 、 阪神 ・ 淡路大震災複興誌 に お け る 震災後の10年 を 回顧 し 、 未解決の課題や検討

が不 十分な 課題 を 掘 り 起 こ し 、 上記の よ う に 実践的 な 災害救急医療 シ ス テ ム の構築 に かか

わ っ て い る 筆者の私見 を 加 え た 。 し か し 、 分析や検証が不十分 な た め舌足 ら ず な 表現が少

な く な い 。 予 め お 断 り し 、 そ の大意 を 汲 ん で、頂 く こ と を 望 む次第 で あ る O

と

つ い て 》〕 に お け る

兵庫県 阪神 ・ 淡路大震災復興本部保健環境部医務課が1995年 3 月 に行 っ た 「災害医療 に

つ い て の実態調査結果」 報青書 は 、 被災が ラ イ フ ラ イ ン 、 建物、 施 設 ・ 設備、 さ ら に 職員

な ど医療機関 の 診療基盤 に 及 ん で、 い る こ と を 示 し て お り 、 極 め て 貴 重 で あ る (第 l 巻 p 340) 。

A方、 こ は 、 報告者の意図 し た 実態調査結果の報告 だ け で は な く 、 医療機 関 が

災害 に対 し て 無防舗で あ っ た と い う 事実 と 、 医療機関 の社会的責任、 地域社会 に お け る 役

割 に 関 わ る 認識が希 薄 であ っ た と 言 う 、 重大な 問題 を も 提起 し て い る O

1995年当 時、 防災訓練 と い え ば病院内火災 に対す る 「消 火活動」 で あ っ た 。 所轄の 消 防

(局) の指導で予 め 定 め ら れた 分刻 み の シ ナ リ オ に 沿 っ て 、 病棟火災の発見、 消防への

- 救出 、 消火器 を 用 い た模擬消火、 消 防関係者に よ る 講評が順次実
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施 さ れて い た。 患者救出 で は ハ シ ゴ車 を 用 い た 実演 、 模探消火で は 木枠 に 放火 し て消火器

の使用 実演 、 傷病者手当 て な ど を 追加す る 場合 も あ っ た。 こ の 防災訓練 と い う 名 の 「初期

泊 火活動訓 練j は 、 そ も そ も 病院が危機管理の一環 と し て 自 発的 に 企爾 し て い る の で は な

こ の訓練く 、 消坊や保健所の行政指導で行 わ れて い た と

に は 火災以外の 病 院 内 災害 は全 く 想定 さ れて お ら ず、 ま し て や病院外の災害 も 含 ま れ て い

な い 。 先進的 な 医師 に よ る 集 団 災害対応訓練が散発的 に 行 わ れて は い た が、 そ れ ら さ え も

病院が被災す る こ と の想定は普無であ っ た 。

「災害医療 に つ い て の 実態調査結果」 を 、 阪神 ー 淡蕗大震災の破壊力 の凄 ま じ さ で は な

く 、 当 時 の 医療機関が 「院内火災」 以外の災害に対 し て 、 如何 に 無防備 で あ っ た か を 知 る

さ ら に 、っ て も 過言で は な い 。

よ り 効 果 的 な 災害対応資料 (図 l 、 図 2 、 表 1 ) と し て 読み解 く 視点 は 、 震災10年 を 経 た 今、

を 構築す る た め に 重要で あ る O
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(表 1 ) 施設 ・ 設備等の被害 (病院)

選択肢
完全に倒壊や焼失 し 、 建てi資すQ、重さがあ る
半壊や半焼 し て お り 、 危険な た め 、 建て直す必要があ る
部分的 に改築す る 必要があ る
改築ま で行か な い が、 かな り 補修す る 必要があ る

比率回答数 l N z 180 

4 2 . 2% 
12 6 . 7% 
13 7 . 2% 
81 45 . 0% 

{第 1 巻 P 344J ( �災害医療 に つ い て の実態調炎結果」 よ り )

発災直後、 診療能力 を は る か に超 え る 数の被災者が押 し 寄せ た 医療機関 が あ る O こ れ ら

の 医療機関 は 、 )吾辺市民 に 災害対応 シ ス テ ム が優れて い る と 認識 さ れて い た か ら 、 多数の

被災者が 「選択 し て J 殺到 し た わ け で は な い 。 日 ご ろ 利 用 し て い る 病院、 信 頼 し て 通 院 し

て い る 病院がそ こ に在 る か ら 、 こ の 時 も 利用 し た だ け の こ と であ る O 事実、 倒 壊 し 入 手 も

不足 し た病 院 で さ え 溢れ返 る 負傷者が殺到 し て し ま っ た 。 「被災病院で被災 し た 医療従事

者が被災者 を 治療す る 」 事態 であ っ た と の名 言 を ど こ かで読ん だ記憶があ る O 被災者治療

に わ が身 を 省 み ず従事 し た 医療従事者の方 々 に は頭 の 下 が る 思 い で あ る が、 こ の言葉 は 震

災10年 を 経 た今 日 で は 「何故、 病院が被災 し た の だ」 と 言 う 叫び と 解釈すべ き で あ ろ う O

一方で、 震災当 日 の午前 中 に 早 々 と 「外来診療関鎖」 を 宣 言 し た施設 も あ る O 病 院 ロ ビー

に 避難 す る 負傷者 ・ 被災者 を 排捺 し た と い う 話 も 伝 え 聞 く 。 交通機 関 が途絶 え た こ と も

あ っ て 、 一 日 中 、 自 宅で テ レ ピ を 見 て い た 医療関係者 は 少 な く な い 。 多 く の 自 宅待機者は 、

そ れぞれ に 事J措があ っ て災害救助 、 負傷者診療 に 参加 で き な か っ た で あ ろ う O し か し 、 尼

崎や須磨か ら 、 あ る い は裏六 甲 か ら 徒歩 で親戚や知人の安否 を 気遣 っ て 救援 に 来た市民の

数 は 、 被災地の全医療従事者数 を 遥 か に 超 え る の で は な か ろ う か。 な ぜ、 多 く の市民 に は

被災者 を 気遣 う 心 と 行動があ る 一方で、 傷病者 を 気遣 う 心が浮か ばず行動 し な か っ た 医療

者が存在 し 得 た の だ ろ う か。 上述の 3 つ の ケ ー ス が単 な る 逸話 であ っ た と し て も 、

なぜ、

1 ) 医療機 関 の被災率が、 一般市民の住宅の そ れ よ り も 高 い の か

2 ) 医療従事者の 出勤率が、 消 訪機関 の そ れ よ り も 低い の か

3 ) 平時、 外来診療患者の 多 い 基幹病 院 に傷病者が少 な い の か

4 ) 基幹病院か ら の 医療救護班派遣が遅れた の か

な どの 疑問 を 禁 じ え な い 。

こ れ ら の事象 に は 、 そ れぞれ に 止 む を 得 な い事情があ っ た か も 知れ な い 。 し か し 、 仔細

な 事情や理屈 を 削 ぎ落 と し て根源的 な 回答 を 抽 出 す る と 、 当 該 の 「医療機関 と 医療従事者

は 、 市民の健康 を 守 り 、 い か な る 時 に も 病め る 市民 に は迅速 に 最適で安全 な 医療 を 提供す

る こ と が、 医療機 関 と 医療従事者が市民社会 に お い て 存在す る こ と を 許 さ れて い る 要件j
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と の認識 (仮 に 、 こ れ を 「市民社会 に お け る 存在容認の 要件」 と す る ) が非常 に希薄であ っ

た か、 あ る い は 昔日で は 欠如 し て い た 、 と 考 え ざる を 得 な い。

今 日 、 危機管理の重要性が認識 さ れ、 医療機 関 で は リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト 、 さ ら に 積極

的 な 姿勢 と し て の セ ー フ テ ィ ー マ ネ ー ジ メ ン ト が実践 さ れて い る O セ ー フ テ ィ ー マ ネ ー ジ

メ ン ト は危機管理の ノ ウ ハ ウ の一 つ で あ る が、 こ れ を 実践 し期待 さ れ る 成果 を 得 る に は 、

そ の 戦術 を 知識 と し て習得 し で も 不十分であ る O 危機管理 を 実践す る た め に 必 要 な 幾つ か

の能力が身 に 着い て い な け れ ば な ら な い の で あ る が、 そ の 一つ に 「市民社 会 に お け る 存在

容認の 要件」 を 認識 し 、 自 ら の存在が容認 さ れ る 要件 あ る い は社会に対す る 責任 を 自 覚 し

て い る こ と 、 カfあ る O

例 え ば、 食品会社 は 、 食品 を 供給す る こ と が存在容認の 要件で あ る O こ れ を 犯 し

た企業は社会的制裁 を 受け る の は 当 然 で あ り 、 故意 に犯 し た場合は存在 を 許 さ れ な い 。 雪

印乳業の不 良食品販売事件 は 、 そ の典 型 で あ る O

医療機 関 は 、 そ の存在容認の 要件 を 平時 は も と よ り 災害 時 に も 犯 さ な い た め に 、 市民の

健康 を 守 る た め の避難所で あ る こ と が認識 さ れ、 こ れが実現で き る よ う に 建物、 設備 ・ 備

品 を 整備 し 、 職員 を 迅速 に 動員 で き る 準備が必要で あ る 。 ま た 、 発災時 に は 、 診療体制 を

即座 に 災害対応モ ー ド に切 り 替 え 、 医療従事者は 災害現場や避難所で の 病 院外医療 に も 従

事すべ き で あ る 。 災害 に お け る 診療 は 、 市民が病 院 の 玄 関 を 入 り 「受診」 す る 日 常的 な 医

療で は な く 、 医療従事者が医療機 関 の 玄 関 を 出 て 、 災害現場か ら ス タ ー ト す る 医療 で あ る O

「災害医療 に つ い て の 実態調査結果」 は 、 被災の実態報告 を 通 し て 、 医 療機関 と 医療従

事者が社会か ら 受 け る 窓窓 に比べて 、 配慮すべ き 存在容認 の 要件 に答 え る 努力 が明 ら か に

不足 し て い た事実 を 立証 し た 。 報告書 を 過 ぎ去 っ た 震災の記念碑 と せず、 10年 を 経 た 今 日

も 、 こ れか ら 10年先に も 、 反省 と 改善点 を 見つ け る 教材 と し て活用すべ き で あ る 。

2 . 匿療機関の寵興
( 1 ) 震災後早期の復興

被災地 で は震災 に よ っ て 、 大多数の 医療機関 は何 ら か の 影響 を 受け診療 の 中 断 を 余儀 な

く さ れ、 そ の多 く は 診療不能 に 陥 っ た 。 資料 に よ っ て 数値 に は多少の違い は あ る が、 診療

不能 に な っ た の は 1 ， 000機関 を 超 え た と 推定 さ れて い る 。経持的 な 休診状況 は 、 1 週 間 後 ( 1 

月 25 日 ) で973機関 、 1 カ 月 後で294機関 、 半年後で98機 関 、 1 年後で も 62機関が継続 し て

休診 し た (図 3 ) 。 被災地ほ別 に 見 た場合、 地域の被災程度 を 反映 し て神 戸 市 で は 兵庫 区 を

除 く ほ と ん どの 地域 と 、 芦屋 市で の休診継続率が高値 を 示 し た (表 2 ) 0 

匿療機関 の 激 し か っ た被災状況か ら 推定 さ れ る 以上 に 、 診療:再開率が早 く 回復 し た の は 、

医療関係者の不眠不休の努力 の 賜物 で あ る こ と は論 を 待 た な い 。 筆者の所属 す る 施設で も 、

ラ イ フ ラ イ ン の徹底的 な 崩 壊、 建物 の損壊な ど被害 は 甚大で診療再開 ま で に 約 1 カ 月 を 必

要 と し た 。 し か し 、 再開 と い っ て も 震災前の状態 に復帰 し た わ け で は な く 、 幾つかの機能
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医療機関の復旧 ・ 復興状況(図 3 ) 
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(表 2 ) 被災地の一般診療所開設状況の推移 ( つ づ き)

区域別
診療所数
(地震前) 1 /25 

淡路地域 107 I 

尼椅 市 432 

伊丹市 1 15 

川西市 88 I 

明石市 172 

二木市 48 

2 ， 812 1 ， 041 
(48 . 2) 

[第 l 巻 P 349]

開設診療所数 (下段 ・ 開設率 % )

2 / 1 2 /13 1 2 /判 3 /17 1 4 /24 1 7 /14 
107 

(100 . 0) 
419 432 

(97 . 2) (100 . 0) 
1 15 

( 100 . 0) (99 . 1 ) i 000 . 0) 

85 88 
(100 . 0) ( 100 . 0) 

170 171 
(99 . 4) (99 . 4) 

47 48 
(97 . 9) ( 100 . 0) 

1 ， 526 2 ， 191 
(63 . 7) (84 . 5) (89 . 5) I (94 . 8) (95 . 4) I (96 . 7) 

c阪神 ・ 淡路大震災における医療の流れ」 後藤武
r救急 医学第19巻第12号』 よ り )

低下 を 抱 え て の 再 開 で あ り 、 決 し て 良質 な 医療が提供で き た わ け で は な い。 従っ て 、 こ こ

に 示 さ れた休診 あ る い は診療再 開 の 数字 も 、 診療の 貿 を 加味 し た も の で は な い の で 、 額面

どお り 受け取る こ と は で き な い 。

一方、 医療関係者の不眠不休の努力 に よ る 再開 で あ っ た事実 と は全 く 異 な っ た次元で 、

経時的 な 再開 率が地域 の 医療 ニ ー ズ を 満足 さ せ得 る 速度 と 質 で あ っ た か、 に つ い て の検討

が必要で あ る O 問 時 に 、 避難所の仮設診療所、 全国か ら 派遣 さ れ た 救護班 な どに よ る 医嬢

供給シ ス テ ム が、 地元医療機関 と 上手 く 連携で き た か、 あ る い は役割や 持 ち 場 を 上手 く 分

担で き た か 、 な ど検討すべ き 課題 は 少 な く な い 。 将来的 に は 、 被災地域の 匿療供給体制 の

全体を コ ン ト ロ ー ルす る 強力 な 中枢が設置 さ れ る べ き で あ り 、 こ の 中枢が各地か ら 送 ら れ

て く る 善意の 医療物資の 管理 ・ 分配 を も 統括すべ き であ る O

( 2 )  震災後長期の動向

震災で診療不能 に 陥 っ た 医療機関292 カ 所の う ち 、 2 年 を 経過 し た 1997年 3 月 末 ま で に

復 旧 再建 し た の は 274機関 (98 . 3% ) で あ り 、 診療不能の ま ま の 医療機関 が団施設残 っ た (表

3 ) 0 再建 で き た 医療機関 は 災 害 に 備 え て 、 自 家発電装 壁 の 設置、 井戸水の確保、 免震工

法 を 取 り 入れた 建築、 地域住民 と の交流重視、 療養型へ の 移行 な ど、 安全 と 呂 新 し い体制

な ど、 話題 を 掲 げて の再出発で あ っ た 。 し か し 、 こ の 間 に廃業 に 追 い 込 ま れ た 医療機関 は

78施設 ( 2 病 院 、 76診療所) 、 1998年 3 月 で は86施設 け 病 院 、 84診療所) に も 及ん でい る O

資金が不足 し た こ と 、 建築容積 な どが制 限 さ れた こ と 、 医 師の体力気力 が萎 え て し ま っ た

こ と 、 あ る い は 激震地 区 の た め 周 辺{主誌が激減 し た こ と 、 医療供給過剰地域 に な っ た こ と
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(表 3 ) 兵庫県下の医療機関の診療不能状況

65 

東灘区
灘 区
中央区
兵庫区
北 区
E三田区
須磨区
霊水区
西 区

5
1
9
4A

 

-1

-1

1A

 

1
4
1i

 

?よ

429 
伊丹 市 123 
) I [題市 101 
宝塚市 1 20 
間宮市 37 1 
芦原市 87 

1 明石 市 ! m 
洲本市 45 ! 
津名郡 42 

合計 2 ， 939 

[第 2 巻 P 236]

τiウtにυ
一 一一

(兵庫県医師会、 兵庫県私立病院協会の資料に よ る )

な どが、 再 開 断念 の 理 由 と し て 挙げ ら れて い る O

医瞭機 関 の復 旧 に 当 た っ て は 、 公的 な 補助 ・ 融資制度が設 け ら れた (第 2 巻 p234) 0 例 え ば、

補助制度 と し て 、 災害復 旧費補助金 (国庫112) 、 医療施設近代化施設整備補助金 (国庫1/3、

県1/3) が適応 さ れた 。 し か し 、 こ れ ら は利用 対象が政策医療 を 担 う 民間 病 院、 あ る い は

建築後30年以上、 在宅当番制 な どの診療所 に 限 ら れ た た め 、 そ の思 慮 は 全 て の被災医療機

関 が平等 に享受で き た わ け で は な か っ た 。 融資制度 と し て は 、 政府系 3 公庫 ( 中小企業、

国民、 商工 中 金) 融資、 社会福祉 ・ 医療事業団 の 災害復 旧 融資、 自 治体の震災復旧特別融

、 医療 関係施設復興利子補給事業 (阪神 ・ 淡路大震災復興基金) な どが適用 さ れた が、

限度額 は 3 ， 000万 円 程 度 で あ り 、 突然の震災で全壊、 半壊あ る い は 火災 に 見 舞 わ れ た 医療

機 関 に と っ て は厳 し い制約 と な っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災 ま で は 、 災害被災後の 医療機関 の 再建 を 要す る 例 は稀で あ っ た と 思 わ

れ、 公的 な 補助制度、 各種の融資制 度 は 、 適応 さ れ る 制約が厳 し く 、 融資限度額が低い な

ど、 被災医療機関 の 早期再建 と い う 社会的 ニ ー ズ に即応で き る 体制 であ っ た か疑問で あ る O

被災医療機関 の 大部分は私企業で あ り 、 公的 な 特別待遇 を 期待で き る 立場で は な い か も 知

れ な いが、 そ の公共性 を 考慮 す れ ば適応対象の拡大、 融資限度額 の 引 き 仁げ、 手続 き の 簡

略化 ・ 迅速化 な どが、 今後、 検討 さ れて も い い の で は な か ろ う か。
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( 3 )  病践のf国別化 と 匿壌ニ ー ス。

震災後 に 老朽化 し た 病棟 を 改築す る 機会 を 捉 え 施設の個別化、 大型化 を 図 る 動 き に 合 わ

せて耐震構造や 防災対策が導入 さ れた 。

神戸大学医学部付属 病 院 は主病棟の改築 を 行 っ た 。 新病棟は従来 よ り も 2 倍の ス ペ ー ス

を確保 し 、 従来の 6 床部屋 を 4 床 と し て ゆ と り を 持た せ 、 イ国室数 も 増や し 、 手手f，j室 の拡充

を 関 っ た 。 災害対応 と し て ヘ リ ポ ー ト の新設が注 目 さ れた 。 神戸赤十字病 院 は 、 須磨赤十

字病院 を 統合 し 県立災害医療セ ン タ ー を 併設 し て (第 4 巻 p293、 第 6 巻 p294、 第 7 巻 p249、 第 9 巻

p339) 、 災害時 に は310床 か ら 500床 に増床で き る な ど、 災害医療セ ン タ ー の 後方支援病 院 と

位置づけ ら れた 。

神戸協 同 病 院 は 、 関連病 院 を 統合 し て延べ床面積 を 約 2 倍 に 広 げ、 手術室 の増設、 細胞

移植の た め の無菌室の新設、 ガ ン ク リ ニ ッ ク の新設 な ど専 門化 を 図 る 一方 で 、 長期療養型

の ベ ッ ド を 48床設置 し て 地域住民 と の 関 わ り を よ り 濃厚 な も の に す る 努力 が払 わ れて い る

(第 4 巻 p295) 。

震災後 の 医療 ニ ー ズ を 保険 ・ 医療費 の推移か ら 分析 し た デー タ があ る 。 こ れ に よ る と 、

国民健康保険の被保険者 1 人あ た り の 毘療費 は 、 神戸、 阪神、 淡路地区 で 、 1996年 に 大 き

く 伸 び、 1997年 に は逆 に ほ と ん ど伸 び を 示 さ ず、 被災 し な か っ た 地 域 に 比 べ て 明 ら か に異

な る 経過が認め ら れ た (表 4 ) 。 持 に 、 震災前 の 淡路地区 と 神戸 市 の 毘療費 の 差 は 、 震災前

の 7 万 円 か ら 震災後は 6 万 円 に 、 担罵 と の差 は 1 万2 ， 000円 か ら 1 ， 000円積度 に縮 ま っ た 。

こ の 要 因 は 複雑 で、 あ る が、 震災に伴 う 市民の 医療ニ ー ズ が疾病の増悪や増加で高 ま っ た こ

と 、 一部負担金免 桧 に よ っ て受診 し やす く な っ た こ と 、 が考 え ら れ る 。

(表 4 ) 兵庫県の 国 民健保 ・ 地区別被保険者 1 人当 た り 医療費推移

(円 ) (伸び率%)

95年度 対前年比 96年度 対 1líiifl:ヒ

神戸 344 ， 237 5 . 25 373 ， 898 8 . 62 

阪神 309 . 078 I 5 . 24 336 ， 943 9 . 02 

東橋磨 291 ， 746 5 . 52 308 ， 725 5 . 82 

商播鷹 304 ， 010 5 . 97 319 ， 996 5 . 26 

f旦湾 286 ， 210 6 . 98 301 ， 25 1  5 . 26 

丹波 304 ， 172 5 . 88 319 ， 248 4 . 96 

淡路 274 ， 552 6 . 37 298 ， 481 8 . 72 

級合 165 ， 873 3 . 58 173 . 7 10 4 . 72 
[第 3 巻 P 270J 

97年度 対前年比
378 . 879 l .  33 

347 ， 148 3 . 03 

329 ， 895 6 . 86 

335 ， 769 4 . 93 
318 ， 640 5 . 77 

342 ， 865 40 

317 ， 203 6 . 27 
176 ， 09 1  1 . 37 

県が行 っ て い る 被災者鎚京調査の 1998年調査結果 に よ る と 、 50歳代以上の 入局者の鰻康

状態が良 く な い と 指摘 し て い る (第 4 巻 p299) 。 特 に 不定愁訴 を 訴 え る 人が60% を 超 え 、 高

血圧、 心臓疾患、 糖尿病、 消化器系疾患、 整形外科系疾患、 眼科疾患 な ど何 ら か の 疾病 を
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持つ 人 も 60% を 超 え て い る O そ の他 、 こ こ ろ の傷 を 持つ 人 の 比率 も 高い 。 こ れ を 反映 し て 、

若年者の受診率 は 減少傾向 に あ る が、 高齢者 で は 高 い レ ベ ル に あ る と し て い る O

し か し 、 一部負担金の減免措置 は 19951'ドロ月 で打ち切 ら れ、 1997年 に は老 人保健の 一部

負 担金増加、 窓 口 負 担 の 増 加 な どが実施 さ れ、 長期の不況 と 共 に被災地 に と っ て は逆風 と

な っ た と さ れて い る 。

た だ し 、 こ れ ら の疫学調査 に は対照群 で の 調査が行 わ れて い な い の で 、 そ の解釈は科学

的で は な い。 震災後の疫学調査の大多数が、 統計学 的 に 正 し い手法 に よ っ て い な い こ と は

指摘 さ れ る べ き で あ る 。 そ の結果、 多 く の結論は 、 傾 向 を 把握 し て い る の で は あ ろ う が、

独 り 善が り の解釈 に 基づい た も の で あ る 危険性が高 く 、 今後の あ り 方 に改善が望 ま れ る と

こ ろ で あ る O

く関連記事〉
1 .  I災害医療 につい ての 実態調査結果」 と 市民社会 に お け る 存夜容認の要件

第 1 巻 第 1 節 医療機能
3 . 医療機関の復興

2 . 医療機関の復興
第 2 巻 第 l 節 医療機関の復旧 と 廃止

1 .  274機関が診療再開
2 . 医療機関 の復旧補助 ・ 融資制度
3 再建で き な か っ た病院
4 . 再建 し た病院
5 神戸市立西市民病i淀の再建

第 3 巻 第 1 節 医療機関の状況
1 . 医療議望号の推移
2 . 医療機関 の消長 厳 しい医療経営
3 . 全壊か ら 蘇 っ た病院 宮路病院のケ ー ス

第 2 節 被災地域の保健 ・ 塁療問題
1 . 疾病構造の推移 - 3 年 目 の実態

第 4 巻 第 1 節 医療機関 ・ 医療施設等の動向
4 . 日 赤新病院の設置 と 兵庫県立災害医療セ ン タ ー (仮称)
5 . そ の他大型病院の建替え、 増床、 個性化

第 2 節 被災者の健康 と 環境
1 . 定点観測 被災世帯健!奈調査

第 6 巻 第 1 節 医療機関の状況
3 . 災答時医療 県立災害医療セ ン タ ー と 日 赤新病院が イヰ;化運営へ

第 7 巻 第 l 節 医療機関 の状況
1 . 県立災害医療セ ン タ ー ・ 日 赤新病院が着工へ

第 9 巻 第 1 節 医療機関の状況
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第 2 露震 災害匿療 @ 保鰭活動

は じ め に
阪神 ・ 淡路大震災 は 間違い な し わ が 国 の 災害医療 ・ 保健 に お け る 変革 の 出発点 と な っ

た 。 現在、 我 々 が持 っ て い る 災害対応の 知識、 技術の大部分が、 阪神 ・ 淡路大震災の体験

や 反省 か ら 出発 し発展 し た も の であ る O 大震災後の 10年 を 経た今、 医療活動報告 (第 l 巻第

l 節) を 読 む と 、 未 知 の 世界 を 手探 り で 進 ん で、 い る 様子が窺 え 痛 々 し く 思 わ れ る O そ れ ほ

ど に我々 の知識 と 技術 は 成長 し た 。 し か し 、 報告書 に提起 さ れた 課題 に は 、 今 日 も 未解決

な も の 、 充分に消化 さ れな い ま ま の も の も 少 な く な い 。 よ り 良い 災害医療活動 を 実践す る

た め に は 、 こ れ ら の課題 を 改 め て確認 し改善の方策 を 検討 し な け ればな ら な い 。

1 . 災害涯療活動の 区分
地震発災後 の 医療の流れは 、 災害への備 え 、 災害救急医療、 災害地域医療そ し て 医療復

旧 ・ 復興 に 区分す る と 理解 し や す い (第 1 巻 p352) 。 こ の 中 で災害 医療活動 は 、 通常、 大 き

く 3 期 に分け て 分析、 整理 さ れて い る の で 、 こ れ に 沿 っ て各期 の 特徴 を 要約 し 、 予備知識

と す る 。

急 性 期 : 被災現場での救出 と 救命が柱 で あ る O こ の 時期 の 災害医療活動 は 、 事故現

場 の 救 出 活動 か ら 始 ま る 「がれ き の 下 の 救命医療」 、 現場で の 応急処置、

ト リ ア ー ジ と 医療搬送、 そ し て 医療機関 での 2 次 ト リ ア ー ジ と 救急治療で

帯成 さ れ る O 傷病の多 く は外傷性疾患であ る た め 、 救急医 、 外科医、 整形

外科医、 麻酔科医が中 心 と な っ て活動す る が、 そ こ に居合わせた市民、

察、 自 衛隊、 消 防 ・ 救急 隊 な ど、 関連す る 全て の 人た ち と 医療機関 が連携

し て は じ め て 円滑 な 救命治療が実現で き る O

亜急性期 : 被災状況下 の 医療 と 保健予防が柱 で あ る 。 慢性疾患の悪化、 感 冒 を 中心 と

し た伝染性疾患 や 食 中 毒 な どが避難所で集団生活す る 被災者 を 中 心 に 多発

す る O こ れ ら 内科的疾患 の 治療 は 、 救護所や仮設診療所が担 当 し 、 f呆健所

を 中心 に 防疫、 保健 ・ 栄養指導が行 わ れ る O

慢 性 期 : 仮設住宅や復興住宅での保健 ・ 医療が柱 で あ る O 外傷 は 治癒 し た が後遺症

と な っ た機能障害 の 治療 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 種々 の 原 田 に よ る こ こ ろ

の 傷 の 治操、 そ し て被災 を 契機 に 悪化 し た 慢性疾患の治療、 社会毎帰 に 向

け た 各種の生活支援 な ど保健指導が行 わ れ る O 平時の生活への導入、 医療

体制 の復旧 ・ 復興、 そ し て次の災害に対す る 備 え を 構築す る 時期 で あ る O

以下 に は 、 第 I 巻第 2 節の 「医療活動J に お い て 指摘 さ れ た 課題の 中 か ら 、 今 日 的課題

と し て重要 と 思 わ れ る も の を 幾 っ か取 り 上 げ た 。

第五章 @ 保健 - 医療 127 



2 . 急性期匿療 (第 1 巻 p351)

( 1 ) 現場の救命軍揮

災害現場 の 救 出 活動 と 同 時 に 始 ま る 「がれ き の 下 の 救命医療J 、 現場で の応急処置、 ト

リ ア ー ジ、 医療搬送 は 、 何れ も 医 師 、 看護師が現場へ出 向 か な け れ ば実施で き な い 。 し か

し 、 今 誌 、 平時の救急医療 で そ の 重要性が叫ばれて い る 「現場 と 医療機関 の 連携」 の 概念

と は 、 か な り 異 な る も の であ る 。 平時の救急医療で は 、 傷病者の救命処置 を 行い な が ら 如

何 に 速や か に 最適 な 医療機関へ搬送す る かが課題で あ る O そ こ で議論 さ れて い る の は 、 現

場か ら 医師への情報伝達の 方法、 医師か ら 現場への指示 ・ 助言 の あ り 方、 搬 送 中 の救急隊

の処置法で あ る O こ の 医療の 基本 的 な 姿勢 は 、 医 師 、 看護師が医療機 関 の な か で待機す る

診療体制 で あ る O

こ れ に 対 し て 、 災害医療 で の 「現場 と 医療機 関 の 連携」 と は 、 医 師 、 看護師 を 組織的 に

現場へ派遣 し 、 現場で救命治療 を 開始 し 、 救命可能 な傷病者 を 選 り 分け最適 な 搬送法 と 搬

送先病 院 を 選択す る 、 と い う 体制 で あ る O 即 ち 、 医療機 関 内 で待機す る 診療体制 に と ど ま

ら な い 。 災害医療の あ り 方 を 理解 し行動す る 医師 の 数 は 、 最近、 救急医療領域 を 中心 に増

加 し て お り 、 災害現場への組織的 な 派遣体制の必要性 も 認識 さ れつ つ あ り 、 医療機関 に よ っ

て は災害派遣方法がマ ニ ュ ア ル化 さ れて い る 。 し か し 、 ま だー殻的 で な い 。 医 師 、 看護訴

が同乗す る ド ク タ ー カ ー や ド ク タ ー ヘ 1) の 派遣が試み ら れて い る が、 全 国 お よ び全県的 な

規模で見れば極わ ずかで あ る 。

派遣 さ れ る ド ク タ ー カ ー の 人的構成 は 運転手 1 名 、 医 師 2 名 、 看護師 l 名 が基本で あ る 。

僅か 4 名 で あ る が、 ド ク タ ー カ 一 派遣 に よ っ て少人数で計画的 に 進め ら れて い る 日 常診療

に 、 突然、 穴 を 開 け る こ と の影響 は大 き く 、 中 規模病 院 で は l 斑、 大規模病院で も 2 班 を

派遣す る の がや っ と で あ る O 負傷者が500 人 の 集 団災害 を 仮定す る と 、 ド ク タ ー カ ー と 救

急隊の救急搬送 チ ー ム が40紹派遣 さ れ、 1 人の傷病者の応急処置、 ト リ ア ー ジ と 医療機関

への搬送が平均15分で完了す る と 仮定 し で も 、 約 3 時間後で な け れ ば最後の被災者 を 現場

か ら 送 り 出 せ な い 。 実際 に は 、 現場到着 に は 、 発災後30分一 1 時 間 は か か る と 思 わ れ る の

で、 現場の 救命医療活動 は順調 に 行 わ れ た と し て も 発災後 4 時 間 を 超 え る 可龍性があ る 。

神戸市内 で発生 し た大規模災害 で あ れ ば10組前後の 医療救護班 は 短時 間 で派遣 さ れ得 る が、

そ れ以 上 の 数が揃 う に は 時 間 が必要で あ ろ う O 郊外や郡部で は どの よ う な 事態 に な る か は

想像 に 難 く な い 。

災害発生の情報が迅速かっ確実 に伝達 さ れ、 即 時 に ド ク タ ー カ ー を 派遣す る シ ス テ ム 作

り が必 要 で あ り 、 場合 に よ っ て は市民の力 を 借 り る 現場医療 (市民参加型の 災害現場対応)

の 展 開 方法 に つ い て も 現実 的 な シ ス テ ム と し て積極的 に検討すべ き で あ る (第 3 巻 p305 、 第

4 巻 p324、 第 5 巻 p279、 第 7 巻 p265、 第 8 巻 p357、 第 9 巻 p350) 。

全呂規模 で の 災害救援医療チ ー ム (DMAT) 構想、 (第 6 巻 p304) は 、 2005年 に 漸 く 国 の予

算措置が認め ら れた 。 兵庫 県 下 の 災害拠点病院 は予算付 け を 了解 し た が、 県 は 挙手 し な か っ
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た た め 、 兵庫県 で は 実現 し な か っ た 。 し か し 、 例 え 兵庫 県 に DMAT が設置 さ れて も 携帯

す る 装備が配備 さ れ る だ け で あ り 、 専属 の 医師や看護師が配置 さ れ る わ け で、 は な い の で、

現場 に 派遣 さ れ る 医療救護斑の 数 は大 き く 変わ ら な い だ ろ う O 現場の救命医療活動 に は 、

も っ と 災害現場の対応 を 実際 的 な 角 度で ア ブ ロ ー チ す る と い う 地 に足 の 着 い た検討が必要

であ る O

( 2 )  災害当 日 の 出勤状況

震災当 日 の 職員 出勤状況 は 、 医療機 関 の 種類 に よ っ て 、 ま た 医療機関 の 性格 に よ っ て 、

出 勤率 は ま ち ま ち であ っ た と 報告 さ れ て い る が、 共通す る の は 医 師 ・ 看 護 師 は 50� 60%、

歯科医 師 と 事務職員 は 30% 前後 と い う 数字 で あ る (第 l 巻 p352) 0 し か し 、 こ の 医 師 ・ 看護

帥の 出勤率 は 消 防隊員 、 救急隊員 の そ れ と は 比較 に な ら な い。 押 し 寄せ る 傷病者の 数 と 医

療従事者 の 数の バ ラ ン ス は 、 全職員 が勤務 し て い て も 保て な か っ た は ず で あ り 、 「震災当

日 に 医療従事者が不足 し て い た」 事実 は 、 医療機関 の危機管理の あ り 方 に 大 き な 課題 を 提

起 し て い る O

医療機 関 の 人的資源 を 迅速 に確保す る 有効 な 方策 は 、 今 日 で も 実現で き て い な い 。 筆者

の施設で は 震度 6 強 の地震が発生す れ ば 自 発的 に 、 直 ち に 登院す る こ と がマ ニ ュ ア ル化 さ

れ て い る が、 道路 ・ 交通事情や家族の安否 な ど種々 の 原 因 で、 期待す る 出勤率 に到達す る

可能性は低い と 予測 せ ざ る を 得 な い 。

職住接近の原期、 分散居住 の原則 な どが解決策 と し て必要であ る が、 職 員 が満足で き る

社宅制度 を確立 し な い 限 り 、 ま た独身職員 が喜 んで入居す る 職員 寮や マ ン シ ョ ン を 準備 し

な い 限 り 、 解決の 糸 口 は な い。

( 3 ) 震災直後の診擦機能

診療機能の低下 あ る い は停止 は 、 建物、 施設 ・ 設備 、 ラ イ フ ラ イ ン な どが物理的 に 損壊

し た結果で あ り 、 対応の方策 は 明快で あ る O 大震災以降、 医療機関 が耐震構造への改修、

補強 を 行 う こ と は 、 当 然の 義務 と の認識が広 ま り 、 少 な く と も 被災 し た 医療機関 は復旧工

に併せ て 、 必 要 な 耐震あ る い は免震構造 を 導入 し た と 思 わ れ る O 神戸市立西市民病院が

耐震性 を 高 め た 新館 を 再建 し た と の記載 (第 5 巻 p254) は 、 産療機 関 の 耐震性 に対す る 認識

の 向 t を 象徴的 に 示 し て い る O

し か し 、 震 災 に 遭 わ な か っ た 医療機関 で耐震構造への 改修 ・ 補強が どの程度実施 さ れた

か に つ い て は 調査デー タ がな い 。 設置医療機器に耐震構強 を 施 し た と い う 話 は し ば し ば耳

に し た が、 建物 の耐震工事 を 施 し た話 は 開 こ え て こ な い 。 ま た 、 耐震工事 に対す る 捕助 金

が交付 さ れ る と い う 話 も な い の で 、 ほ と ん ど実施 さ れて い な い可能性が危倶 さ れ、 今後の

重 要 な 課題で あ る 。
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( 4 ) 犠病者の搬送

災害医療 に お け る 傷病者の搬送 に は 、 災害現場での ト リ ア ー ジ を 経て 救急 医療機関への

搬送 と 、 こ の 医療機関 で一次処置 を 施 し た の ち 、 必 要 に応 じ て 2 次処置 ま た は高次治療あ

る い は長期治療 を 行 う 医療機関への搬送 と があ る O 被災病 院 に 入 院 中 の 患 者 を 他端院へ転

読す る た め の搬送 も 必要であ る O

阪神 ・ 淡路大震災で は傷病者の診療 に お い て特徴的 な事象が幾っ か指摘 さ れた 。 例 え ば、

被災地域の 内 ・ 外の 医療機関 で診療患者数が一桁違 う 事態が生 じ た こ と 、 大多数の傷病者

が 自 力 で医療機関へ到達 し た こ と 、 隣 の 医療機 関 が どの程度の傷病者 を 診療 し て い る か は

ま っ た く 分か ら な か っ た こ と 、 転送先病 院 を 見 つ け る 手段が訴か っ た こ と 、 重症患者 を 転

院 さ せ る に も 相応、 し い 搬送手段がな か っ た こ と 、 大多数の軽症傷病者 は 自 力 で転院 し た こ

と 、 な どで あ る O

被災地域の 医療機関 に 多 数の傷病者が集 中 す る 事態 は 、 交通手段がな く 、 道路が寸 断 さ

れ た状況で は 避 け ら れな か っ た 。 泊 防救急車で さ え 、 医療機関へ毎病者 を 搬送 し終わ り 、

病 院 を 出 る と 直 に周 辺の傷病者家族 に 引 き 止め ら れ、 揖 院へ と ん ぼ返 り す る 事態 と な っ て 、

そ の病院か ら 離れ ら れ な く な っ た と い う 救急隊員 の 証言があ っ た 。 こ れ も 集匝災害で は避

け ら れ な い事態であ る O 近畿一 円 か ら 可能 な 根 り の消 防救急車 を 集め た と し て も 、 多 く の

傷病者が 自 力 で近在の 医療機関へ集 中 す る 事態 を 回避す る こ と は で き な か っ た で あ ろ う O

幾つ かの解決策が考 え ら れ る が、 集団災害で は 、 軽症 な傷病者 に は 自 力 で移動す る こ と

を 積極的 に勧 め る べ き で あ る O そ こ で必 要 に な る の が、 移動手段 と 道路の確保で あ る O 被

災地域か ら 脱出 す る 軽痕傷病者 の た め に 、 ま た重痕傷病者の搬送、 医薬 品 の搬送、 必 需 品

の撒送 な どの た め に 、 被災地域か ら 外へ通 じ る 「命の 道路」 が、 い ち 早 く (市民の車が移

動 を 始め る 前 に ) 確保 さ れ る べ き であ る O

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 搬送効率の 患 い ヘ リ コ プ タ ー や踏舶 を 患者搬送 の 手段 と し て利

用 せ ざる を 得 な か っ た 部 2 巻 pZ41 、 第 3 巻 p309、 第 5 巻 pZ79、 第 8 巻 p353) 0 そ の 理 由 に は 、 一

重 に患者離送用 の 道路が確保 さ れ な か っ た こ と があ る O も し 、 「命の 道路」 が確保 さ れて

お れ ば、 多 く の負傷者 は 自 家用 車や 民 間 の 車で移動で き た に 違い な い。 そ う す れば、 消 防

救急車は も っ と 効率 よ く 重症患者 の 後方搬送が行 え た 筈 で あ り 、 必 要 な 医療資材の搬入 も

容易 で あ っ た に違 い な い。

どの道路 を 「命の 道路」 と し て指定 し 、 品般イ吏用 を 制 限す る か は 、 平時 に 県 レ ベ ル で警

察、 医療者 を 含 む 関係者の合意の も と に 決定 し て お く べ き で あ る 。

…A方、 特定の 医療機関へ傷病者が殺到す る 事態 を 、 完全 に 回避す る こ と は 不可能であ ろ

う が、 こ れ も 平時か ら 、 主 に 軽症傷病者 を 治療す る 医療機関 と 、 主 に 重症 ・ 中等症の傷病

者 を 治療す る 医療機 関 の 区別が、 市民 に 理解 さ れ て お れ ば相 当 に緩和で き る 可能性が考 え

ら れ る O こ の 区 別 が明確であ れ ば、 重症 ・ 中等症の傷病者 を 治療す る 基幹病院への道路の

確保 も 、 優先順位 を 上 げて の対応が可能 に な る はずで、 あ る O
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3 . 亜急性医療~避難所 ・ 救護所の 医療活動 と そ の評価 (第 I 巻 尚2)
避難所 ・ 救護所 に お け る 医療活動が必 要 な 理 由 は 、 言 う ま で も な く 、 多 数の避難者が集

団生活 を 余 儀 な く さ れ、 被災地の 医療機関が機能不全に 陥 っ て い る か ら で あ る O 避難所 ・

救護所への 医療 ス タ ッ フ と 医療救護班の 派遣数の推 移 は 、 概ね震災後 1 j昼 間 を経て ピ ー ク

に 達 し (凶 4 ) 、 そ の数が約 1 カ 月 間継続 さ れ た 後 に 、 2 � 3 カ 月 間 で減少 し 終息 し た 。 震

災 日 は 医師、 看護師 と も 約350名 、 薬剤 師約30名 、 歯科医師約10名 、 7 日 目 で は 医師約600

名 、 看護師約720名 、 薬剤 師約50名 で 、 救護珪 は 震災 日 17班、 2 月 初 旬 の ピ ー ク 時 に は326

班が派遣 さ れ た 。

(図 4 ) 避難所 へ の派遣数 (病院)人
400 

200 

o l 
震災 臼 2 悶 目 3 呂 田 4 日 閉 5 日 目 6 日 限 7 日 箇

[第 1 巻 P 363J 

(一 割一一-0-ー 看護婦 一台ー 薬剤師
一一→@ーー そ のイ也

( �震災 と 医療』 よ り )

こ の 時期 の 医療 ス タ ッ フ の 派遣 は 、 被災地 の 医療機 関 に 代 わ っ て 日 常診療 を 行 う こ と 、

被災地の救急医療 シ ス テ ム に代 わ っ て 急病 を 診 る こ と 、 が役割 で あ り 、 被災市民 に と っ て

は不可欠で あ る O 従 っ て 、 震災当 日 か ら 必要 な 数が配備 さ れる べ き であ る が、 阪神 ・ 淡路

大震災で は 、 派遣数は 1 週 間 か け て徐 々 に増加 し た 。 被災医療機関 に 人 的余裕がな か っ た

こ と 、 被災者 に 医療 ニ ー ズが徐 々 に 増加 し た こ と 、 が原 因 で あ っ た と 思 わ れ る O し か し 、

も っ と 迅速 な対応、が望 ま れ る の で あ り 、 県 レ ベ ル で の組織的 な 配置の方策が必要で あ る O

派遣 さ れた 医療 ス タ ッ フ や 医療救護班の 数、 医療活動 の 質 と 量 な ど に 、 過不足がな か っ

た か に つ い て は 調査デー タ がな い 。 医療ス タ ッ フ の 派遣が、 県 や 医 師会か ら の 要請は あ る

も の の 、 余裕の あ る 医療機関 と 医療 ス タ ッ プ の善意の行為 に頼 っ て 行 わ れ て い る 状況で は 、

医療活動 の 質 と 量の評価 に つ な がる デー タ は 出 し 難 く 、 今後の改善策 も 打 ち 出 し 難 い の で

は な か ろ う か。

復 旧 し た被災地の 医療機関 に 診療が円滑 に 引 き 継がれた か、 誰が必要数 を 判 断 し コ ン ト
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ロ ー ル し た か、 診療記録は ど う 引 き 継がれ扱 わ れ た か、 な ど分析すべ き 課題 が少 な く な い。

調査デー タ と し て は把握 さ れて い な い が、 被災地の 医療機関が急 ピ ッ チ で後 !日 し た に も

拘 ら ず、 避難所や救護所で医療救護班が診療 を 長期 間継続 し た た め 、 受診す る 患者が ま ば

ら で あ っ た と い う 証言、 診療場所の 取 り 合い で 医療救護班 の 間 で小競 り 合い があ っ た と い

う 証言 な ど も あ っ た 。 職 を 立 てハ ン ド マ イ ク を 持 っ て 「無料で ~すJ と 薬剤 を 配布 し て 廻 っ

て い る 医療救護班 に 、 筆者 自 身 も 何度 と な く 出 会 っ た 。

被災地 に 派遣 さ れ る 医療救護班 は 、 自 分 た ち の 診療所 を 運営す る こ と で は な く 、 被災地

医療機 関 の 復 旧 支援 を 主 た る 目 的 と し て診療活動 を 実施すべ き であ る 。 そ し て 、 こ の 支援

が円滑かつ有効 に機能す る よ う 調整 す る こ と が重要であ っ て 、 こ れ は行政、 医師会あ る い

は保健所 を 核 と し た 公的機関 に よ っ て構築 さ れ る べ き で あ る O 匿療救護班の 活動 趣 旨 が理

解 さ れ、 支援調整が上手 く 機能 し な け れば、 過剰 な 窪療救護班派遣が乱立 し 被災地医療 シ

ス テ ム の 再建 を 妨害す る 危険性 を 苧 ん で い る 事が認識 さ れ る べ き で あ る O

4 . 慢性期監療~仮設住宅への保健 . E医療の提供 (第 1 巻 p367)
仮設住 宅 は 、 最初Jの入居が震災後の 2 月 6 日 に 開始 さ れ、 総数669 カ 所 に 4 万8 ， 300戸が

建て ら れた 。 被災地域の公園 や グ ラ ウ ン ド に 、 突然、 出 現 し た集落への 医療の提供 は 新 た

な タ イ プ の 課題で あ っ た が、 既存の地域医療 シ ス テ ム で対応で き な い仮設集落 に対 し て は 、

仮設診療所が設置 さ れた 。 1995年 9 月 ま で に 9 カ 所 に設置 さ れ1998年 に は 7 カ 所、 1999年

4 月 に は 全 て が麗止 さ れた (第 4 巻 p298) 。 こ の よ う に 仮設診療所が、 ま と ま っ た仮設集落

の匿療 を 担当 す る こ と は極 め て 自 然で あ り 妥 当 で あ る が、 仮設診療所 を 誰 が どの よ う に 運

営す る か と い う 具体的 な 問題 に な る と 国 難 な 課題が少 な く な い 。 そ の 中 で も 担当 す る 医師

の確保 と 、 経営の 基盤 を ど う す る か は 重要で あ る O 仮設診療所が長期 に な れば ボ ラ ン テ ィ

ア 活動 に依存す る 運営形態 は 好 ま し く な い。 と は い え 、 消滅す る 集落 と !発止 さ れ る こ と が

分か つ て い る 診嬢所 に 、 腰 を 据 え て診療 に専念す る 医師や職員 を 確保す る こ と も 容易 で は

な い 。 長期展望 に立 っ て 、 災害医療対花、 シ ス テ ム に織 り 込むべ き 課題であ る O

保健蹄 に よ る 仮設住宅への家寵訪問指導、 健康相談が、 2 月 下旬 か ら 開始 さ れ 9 月 末 ま

で に 約 6 割 の訪問商接が行 わ れ た 。 そ の 結果 に よ れば、 高齢者世帯 (23% ) 、 独居t!t帝 (46 % ) 、

継続 し た健康診断の必要 な 入所者 (約1 0 % ) が特徴 と し て挙 げ ら れ て い る ( 第 l 巻 p367) o

仮設住 宅 の 入岩者選択の段階で高齢者 を 優先 し た (第 6 巻 p299) と い う こ と で あ る か ら こ の

事態 は 当然 で あ る が、 仮設住宅 に対 し て は も っ と 早期 に き め 細 や か な 保健活動が行 わ れ る

べ き で あ る 。

く関連記事〉
1 . 災害医療活動の区分

第 1 巻 第 2 節 医療活動
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1 . 発生直後の医療活動



2 . 急性期医療
第 1 巻 第 2 節 医療活動

1 . 発生直後の医療活動
第 2 巻 第 2 宣告 災害救急、�療シ ス テ ム の再構築

4 . ヘ リ コ ブタ ー に よ る 患者搬送の問題
第 3 巻 第 4 節 災害救急医療 と 広域ネ ッ ト ワ ー ク

1 . 兵庫県の災害救急医療シ ス テ ム 裳備状況
3 . 医療機関の災害マ ニ ュ ア ル整備

第 4 巻 第 4 節 震災の教訓 医療の変容 と 現場
3 . 災害医療の教育 と 訓練

第 5 巻 第 1 節 援療機関 の状況
2 . 耐震性を高め神戸市立西市民病続再建新本館で診療 を再開

第 4 節 災害室療の展開
3 . 災害医療の体系化 ・ 広域化

第 6 巻 第 3 節 災害医療の旋関
2 .  日 本版 DMAT (災害救援医療チ ー ム ) 構想、 ま と ま る

第 7 巻 第 3 節 災害医療の展 開
4 .  I救命士講習」 な ど防災教育広がる
5 . 第 4 期の 医療ボ ラ ン テ イ アが発進

第 8 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
4 . 患者搬送 ド ク タ ー ヘ リ 講習会

第 3 節 災害医療の展開
3 . 神戸市の 「市民救命士J 17万人に

第 9 巻 第 3 節 災筈医療の展開
2 . 商J，s街に も 広がる 「市民救命士」 の輪
3 . 救急ヘ リ 全県 カ バーへ

3 .  亜急性医療
第 1 巻 第 2 節 医療活動

2 . 避難所での医療活動
4 . 慢性期医療

第 1 巻 第 2 節 医療活動
3 . 仮設住宅への医療活動

第 6 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
2 . 仮設入居は地区住民単位で 厚生労働省の研究会が報告書

第 3 鮪 こ こ ろ のケ ア

は じ め に

災害 に お け る 「 こ こ ろ の ケ ア」 の重要性が認識 さ れた の は 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験が

出 発点 で あ る O し か し 、 「 こ こ ろ の ケ ア」 や 「撒 し」 と い う 言葉が独 り 歩 き し 社会現象 と な っ

て 、 精神 医学的 な 「 こ こ ろ の ケ アJ と 混 同 さ れ る 事態が生 じ て い る O 「 こ こ ろ の ケ ア J の

大切 さ 、 効果の重要性 を 口 に す る こ と は容易で、 あ る が、 正 し く 実践 し そ の効果 を 評価 す る

こ と は極め て難 し い。 そ の 理 由 は 、 改 め て指摘す る ま で も な く 、 他人の心 は読め な い の で
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あ り 、 操作で き な い か ら であ る O こ こ ろ に傷があ る か ? ど ん な 傷 だ ? と 面談 し 関 わ な

け れ ば、 そ れの存否 と 様態 を 知 る こ と は で き な い。 し か し 、 繰 り 返 し 問 う こ と は 、 記憶へ

の 「 こ こ ろ の傷」 の 定着 を 強化 し 永続 さ せて い る 危険性が懸念 さ れ る O こ こ ろ の ケ ア の あ

り 方や効果 を 示 し た 疫学調査デー タ 報告 を 読 む場合、 疫学調査の 方法 を 評価す る こ と も 重

要 な ポ イ ン ト で あ る O

1 . 兵庸県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー
2004年 4 月 、 兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が開設 さ れ た (第 9 巻 p399) 。 こ こ ろ の ケ ア は 、

震災直後か ら そ の 重要性が認識 さ れ、 「 こ こ ろ の ケ ア 支援連絡会議J での検討 を 中心 に 、

情報収集、 必要性の普及 ・ 啓発、 電話相談、 専 門家 の 養成研修 な どの活動が、 精神保健福

祉セ ン タ 一 、 保健所 に よ っ て 実施 さ れた (第 1 巻 p369) 。 こ の活動の 中 か ら PTSD (心的外

傷後ス ト レ ス 障害) に対す る 長期的対応の必要性が認識 さ れ 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 が

1995年 6 月 か ら 活動 を 開始 し た (第 2 巻 p267) o 各地域 に は 「地域 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」

を 保健所単位 に 設置 し 、 約80名 の 精神科医、 精神科 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ 一 、 心理療法士 な ど

が関 わ っ た 。 セ ン タ ー は2000年 4 月 に 「 こ こ ろ の ケ ア研究所」 へ と 引 き 継が れ た 。

5 年 間 の こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の主 な 活動 の 論つが 「相談」 で あ る が、 そ の 集計表 を 見

(表 5 ) 相談者種別 (新規 ケ ー ス のみ)

新規相談
言i

1995if.度計 747 
% 

1 1 996年度計 ] . 205 
% 

1997年度前向 1 . 015  
% 

1998年度計 860 
% 

1999. 4 月 67 
5 月 71 
6 月 100 
7 Yl  39 
8 月 50 
9 月 33 
10月 48 
1 1 月 38 
12月 11 

2000. 1 月 9 
2 月 υ 「

3 月 4 1 1999年度計
% 

475 
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29 . 1  70 . 9  
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26 41 
16 55 
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17 33 
1 2  21 
15 33 
11  27 
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1 3 
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255 233 298 

2 . 4  29 . 7  27 . 1 1  34 . 7  
4 14 20 25 

22 15 32 
。 21 37 42 
。 ; 7 15 15 
。 13 14 23 

8 8 14 
2 8 22 14 
2 15 11 
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。 。 4 υ F 

。 4 1 。
。 I 1 2 1  

10 1 14 149 190 
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る と 、 件数は震災設1 ， 205件 ま で増加 し た 後1999年 に は475件 に ま で減少 し て い る (表 5 ) 0 

こ れ に つ い て は被災者の こ こ ろ の悩 み が減少 し た と の解釈で了解 さ れて い る 。 そ の 中 で、

1999年 に は65歳以上の相談件数が全体の40% と 最高 であ る こ と か ら 、 高齢者が仮設住宅か

ら 恒久住宅へ移動 し た こ と に よ っ て相談件数が増加 し た も の と 説明 さ れて い る 。

活動記録 と 疫学調査

し か し 、 こ の解釈 に は疑問があ る O 薙 か に 、 50歳以上の相談件数は 5 年 間 を 通 し て60-

70% を 占 め 、 65歳以上の比率が増加 (28% か ら 40 % ) し て い る が、 は た し て 、 こ の数値 は

こ こ ろ の 問 題 を 持つ 高齢者の頻度が高 い こ と を証明 し た デー タ であ ろ う か。 表 に示 さ れて

い る 相談件 数 は 、 単 に 「 窓 口 調査」 に 過 ぎず、 調査対象の全体の特性 ( い わ ゆ る 母集 団 の

数、 構成) が全 く 不明 であ り 、 ま た対照群の デー タ がな い な ど、 統計学的 に は信頼 に 足 り

る も の で は な しミ 。 即 ち 、 こ の数値 は 、 若年者に比べて高齢者が 「相談J 窓 口 を よ く 利用 し

た こ と を 示 し て い る 活動記録 に 過 ぎず、 そ れ以上で も 以下で も な い 。

こ の数値の 変化 に対 し て は 、 幾つ かの解釈が可能であ る 。 例 え ば、 高齢者 に悩みが増 え

た 、 高齢者 は悩み を 相談す る 相手が身近 に 見 つ け難い の で相談件数が増 え た 、 若年層 に と っ

て セ ン タ ー は解決策 を 求め る 相手で な い の で相談が増加 し な か っ た 、 あ る い は セ ン タ ー の

存在が震災後の 歳 月 と と も に徐々 に忘れつ つ あ る 、 の か も し れ な い 。 特 に 、 携帯電話や メ ー

ル交換 を 通 し て 友人 ・ 知人 に相談 し や す く な っ た こ と が原 因 で あ る と 考 え る と 、 そ の 年代

別普及率 に 反比例 し て相談件数が変化 し た と の解釈 も 不 自 然 な 説明 で は な い 。

1999年の相談件数475名 ( I 日 1 ， 3件) は 、 全被災者数か ら 見れ ば搬々 た る も の であ っ て 、

決 し て 多 い と 言 え る 数字で は な い 。 兵庫県で は 、 こ こ ろ の病 か ら 自 殺 目 的 で 薬 物 中毒 と な っ

て 救急医療機関 に 轍送 さ れ る 件数が人 口 の 0 . 1 %発生 し て い る が、 こ れ と 比べ て も 決 し て

多 く な い 。 も し 、 こ こ ろ の病 を 訴 え る 「人数の 多寡」 を 問題 に す る の な ら 、 自 殺企図者が

圧倒 的 に重 要 で、 、 深刻で、 あ る O 「相談」 で は 数字 の 変化で は な く 、 助 け を 求 め て い る 市民

がそ こ に居 る こ と が問題 な の で あ り 、 相談内容が医学的 あ る い は社会学的 に どの よ う な 問

題 を 提起 し て い る か、 が分析 さ れる べ き で あ る O

2 . 仮設住宅の弧独死
「孤独死J も 阪神 ・ 淡路大震災で倍 り 出 さ れ凝集 し た新 し い 言葉の ひ と つ であ る 。 孤独

死 で は 、 誰 に も 見取 ら れず死 を 迎 え る こ と 、 な ら びに死後、 数 日 、 数 カ 月 し て遺体が発見

さ れ る 事態が問 題で あ る (第 2 巻 p262) 0 仮設住宅や復興住 宅 の 入居者 を 対 象 と し た 数字が

報告 さ れて い る O そ れ に よ る と 、 1995年 に46人、 1996年 に 72人、 2000年 に 56人、 2001年 に

55人、 2002 年 に 77人、 2003年 に 63人 で あ る (第 9 巻 p345) 。 誰 に も 臨終 を 見取 ら れ な い

の 終末 は 、 人 と し て 許容で き る 姿で は な い。 し か し 、 統計的 数字 は 把握 さ れて い な い け れ

ど も 神戸 ・ 阪神 間 で の孤独死 は 珍 し く な い 。 救命救急セ ン タ ー に は し ば し ば連絡すべ き 家

族が全 く い な い独居 の心肺停止傷病者が搬入 さ れて い る 。 仮設住宅や復興住宅の独居者が、
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通常 に 生活 し て い る 都会 の 独居者 に 比べ て 高頻震 に 孤独死す る こ と を 明 ら か に し た 疫学

デー タ は 存在 し な い。

孤独死の 疫学調査

こ こ で も 問題 は 、 孤独死 し た独居者の数で は な く 、 仮設住宅や復興住宅 と い う 新 し い コ

ミ ュ ニ テ ィ 内 で続発 し た と い う 事実 で あ る O 生活様式、 栄養 と 食生活、 健康状態 ・ 擢病率、

ア ル コ ー ル依存 (第 3 巻 p290、 第 4 巻 p299、 第 5 巻 p272) な ど、 高齢の独居者 に は 充分 に 予想 さ

れ る 問題が指摘 さ れて い る (第 2 巻 p258、 p275) 。 そ し て 、 「神戸元気村」 、 「 こ こ ろ の ケ ア ス テ ー

シ ョ ン J (第 6 巻 p299、 l剖1) 、 「 ま ち の 保健室J (第 6 巻 p298、 第 7 巻 p257) な ど の ボ ラ ン テ イ ア

活動、 あ る い は仮設診療所、 保健師 な ど に よ る 家庭訪問 や支援が試み ら れた に も 拘 ら ず、

充分な成果 を 挙 げ る こ と がで き な か っ た こ と が数字 に 表 れ た と 解釈 さ れ る な ら 、 現象論 と

し て で は な く 保健 ・ 健康 に 関 わ る 政策論 と し て 、 ま た現場の保鰭 ・ 指桂の あ り 方 と し て 重

い課題で、 あ る O

仮設住宅の あ り 方

孤独死の原 因 は 、 保健 ・ 福祉の 支援が足 り な か っ た の か も し れ な い が、 そ れ以上 に 、 仮

設住宅や後興住宅 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ の設計、 構築 の手法、 運営の あ り 方 な ど、 も っ と

根本的 な と こ ろ に存在 し た可能性があ る O 震災以前の 地域社会 を 崩壊 さ せ た 入居者選択 (第

6 巻 p298、 第 9 巻 p345) ばか り で な く 、 隣 人 が生 活視野 に 入 ら な い コ ミ ュ ニ テ ィ 設計、 住民

に よ る 共 同体形成 を 困難 に す る 構造、 隣人 と 触れ合 い を 促進 で き な か っ た 運営 な ど、 高齢

者、 弱者 を 含 む コ ミ ュ ニ テ ィ の あ り 方 を 熟慮 し た 仮設住宅建設で な か っ た 可能性が指摘 さ

れ る べ き で あ る O よ り 良い仮設住宅の あ り 方の研究が望 ま れ る O

3 . 漉 え な い こ こ ろ の傷 と 癒 し

こ こ ろ の鳴 も 阪神 ・ 淡路大震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 重要 な 課題で あ る (第 l 巻 p369) 0 

PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) に 留 ま ら ず、 各種の災害 に と も な う 被害者の こ こ ろ の

傷 は 、 そ の後 の 生活 の 質 や様式、 家庭生活や 夫婦 関係 の あ り 方、 子 ど も の発達 な ど に 大 き

く 影響す る と 考 え ら れて い る 。 ま た 、 被災者 ・ 被害者 だ け で は な く 、 救出 ・ 救助 に 関 わ っ

た 救急隊員 、 看護師、 医師、 あ る い は復興 に 関 わ っ た 職員 に も こ こ ろ の傷が長 く 残 る こ と

カ可官捕 さ れた (第 2 巻 p272、 第 3 巻 p296、 第 4 巻 p308、 第 5 巻 p273、 第 6 巻 p302) 。

子 ど も た ち の こ こ ろ の傷

子 ど も の心理的、 精神 的影響 は 震災直後 か ら 指捕 さ れ (第 1 巻 p371 ) 、 多 数 の 疫学調査が

報告 さ れて 、 想像 を 超 え る こ こ ろ の傷 の深 さ 、 初期対応の 重要性、 そ し て継続 し た対応の

必要性カf強調 さ れ た (第 3 巻 p296、 第 4 巻 p308、 第 5 巻 p273、 第 6 巻 p302、 第 7 巻 p260、 第 8 巻 p350、

第 9 巻 p346) 。 子 ど も た ち の こ こ ろ の傷 は 、 震災の恐怖 に加 え て 父 母や 肉 親 を 失 っ た こ と に

よ る 精神 的打撃 と 、 そ の 後の避難所生活、 追 い 討 ち を かけ る 転居、 転校な ど生活環境 と 人

間 関係 の 激 し い 変化が折 り 重 な っ て 、 大人 よ り も 深 く 長 く 続 く 可能性が明 ら か に さ れた 。
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こ こ ろ の傷 の 治療

こ こ ろ の傷の治療 ( あ る い は癒 し ) は 、 そ の精神医学的 な 解析 に 基づ く べ き であ り 、 単

な る 親切 や 元気付 け は 逆効果 を 生む可能性があ る O 震災後 3 年 を 経過 し て 、 ょ う や く に癒

し」 への取 り 組み が活発化 し た (第 4 巻 p314) 。 日 本赤十字社の 「 こ こ ろ の ケ ア の手引 き 」 、

神戸市の 「 こ こ ろ の教室j 、 そ の他 「生活復興県民ネ ッ ト J I わ い わ い塾」 な ど被災者、 仮

設住宅入居者 と の交流 に よ る 癒 し 、 音楽 に よ る 癒 し 、 ケ ア付 き 共時住宅 ( グル ー プハ ウ ス )

に よ る 高齢被災者の癒 し 、 な ど様々 な 取 り 組みが行 わ れ た 。

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の研究報告書は 、 災害対策の 関連法規 に は精神科医療 ・ 保健 に 関

す る 記載がな い こ と か ら 、 行政指導 に よ る 実効 的 な シ ス テ ム 整備 の必要性 を 指捕 し 、 幾つ

か の 方法論的 な 提 言 を 掲 げ、 災害精神 医学 と い う わ が 国 で の 新 し い研 究 ・ 診療領域の研

究 ・ 開発の促進 を 調 っ て い る (第 4 巻 p313) o

坂神 ・ 淡路大震災 に お け る こ こ ろ の傷の認識 と そ の 癒 し の経験は 、 そ の後 の地下鉄サ リ

ン 事件、 神 戸 の小学生連続殺傷事件、 ペ ル 一 大使館 市拠事件、 和 歌 山毒物 カ レ ー事件 な ど

多 く の被災者の 支援 に 活用 さ れた 。 今後、 さ ら に 医学的研究 と 実際 的 な 行 動 の 開発が進め

ら れ る こ と を 期待 さ れ る 分野 で あ る O

音 楽 に よ る 癒 し は 、 古 く か ら 行 わ れて き た 経験的 な 治療法であ っ た が、 最近、 そ の有効

性が科学 的 に 証明 さ れ、 音楽の種類、 楽器の種類、 あ る い は 運動療法 と の組み合わせ な ど

種々 の検討が行 わ れ、 新 た な 学問領域 と し て専 門 分化 し た 。 こ れ を 受 け て 兵庫県 に 、 音楽

療法 を 専 門 に 行 う 音楽療法士が制度化 さ れた (第 8 巻 p35Z) 。 基礎講座、 専 門 講座で福祉や

心理学 を 収め た 上 で 、 実践論や実技 を 学 び、 実践経験 を 経 て 、 認定試験 を ク リ ア … す れば

称 号が取得で き る O

「 こ こ ろ の ケ ア」 と 言 う 言葉

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 防災組織や災害医療 を 発展 さ せ た だ け で な く 、 新 し い 治療法の発

展 を 促進 し 、 新 し い認定称号 を 創設 さ せた の で あ り 、 新 し い社会現象 を 創 造 し た と 言 え る

か も 知 れ な い 。 し か し 、 先 に 述べた よ う に 、 災害精神 医学的 な 治療 と し て の 「 こ こ ろ の ケ

ア 」 と 、 保健 ・ 福祉あ る い は イ ベ ン ト 的 な 「 こ こ ろ の ケ ア」 は 区別 さ れ る べ き であ る こ と

を 忘 れて は な ら な い。

く関連記事〉
1 . 兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ

第 1 巻 第 3 節 被災者の こ こ ろ の健康
1 . こ こ ろ の ケ ア
2 . こ ど も の心理的影響

第 2 巻 第 4 節 こ こ ろ の ケ ア

Z . I こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 の活動
第 3 巻 第 3 節 こ こ ろ の ケ ア

2 . 増 え る悩み相談 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の活動報告か ら
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第 5 巻 第 3 節 こ こ ろ の ケ ア
1 . こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 相談実績

第 9 巻 第 1 節 医療機関の状況
4 .  r兵庫県こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 も 調設式

2 . 仮設住宅の孤独死
第 2 巻 第 3 節 被災者への保健 - 医療対策

1 . 仮設住宅入居者の健康状態
2 . 仮設住宅の孤独死

第 5 節 栄養 と 環境
第 3 巻 第 3 節 こ こ ろ のケ ア

1 . 仮設住宅に顕在化す る 自 殺、 ア ル コ ー ル依存症
第 4 巻 第 2 節 被災者の健康 と 環境

1 . 定点観測 被災世帯健康調査
2 . その他の健康調査

第 5 巻 第 3 節 こ こ ろ の ケ ア
3 . ア ル コ ー ル依存症 と 対応

第 6 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
1 . 復興住宅に 「 ま ち の保健室J
2 . 仮設入居は地区住民単位で 厚生労働省の研究会が報告書
3 . 高齢者の不安解消で成果 ボラ ン テ イ ア 「神戸元気村」
6 . 被災者の ケ ア終わ っ て い な い ー 「 こ こ ろ のケ ア ス テ ー シ ョ ン」 協設

第 7 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
2 . 復興住宅の 「 ま ち の保健所」 が始動

第 9 巻 第 2 節 被災者対応 ・ こ こ ろ の ケ ア
2 r孤独死」 が 4 年間で251 人 一 県内 の復興公営住宅

3 . 消 え な い こ こ ろ の傷 と 癒 し
第 l 巻 第 3 節 被災者の こ こ ろ の健康

1 こ こ ろ の ケ ア
2 . こ ど も の心理的影響

第 2 巻 第 4 節 こ こ ろ の ケ ア
3 . 救援者の こ こ ろ の ケ ア

第 3 巻 第 3 節 こ こ ろ の ケ ア
3 . い ま だ に 癒 え ぬ こ こ ろ の傷 一 子供 と 教職員 、 消防職員 の PTSD

第 4 巻 第 3 節 こ こ ろ の ケ ア 新 た な 課題
1 . 梢 え な い こ こ ろ の傷
2 . こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の経年調査 か ら
3 . さ ま ざま な 「癒 し」 の取 り 組み

第 5 巻 第 3 節 こ こ ろ の ケ ア
4 . 消防士に震災の PTSD
5 . い ま も 心の傷、 小 ・ 中学生4 . 100人

第 6 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
7 . 県職員の精神疾患 9 年で倍増
8 r こ こ ろ の ケ ア」 が必要な児童 ・ 生徒数
9 震災遺児 心身の後遺症 7 割が 自 覚

第 7 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
5 . こ こ ろ の ケ ア 被災地小学生の 4 割が 「必要」

第 8 巻 第 2 節 被災者の健康 ・ こ こ ろ の ケ ア
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3 .  '1苦楽で心の き ずな を ー兵庫県音楽療法士会発足
第 9 巻 第 2 節 被災者対応 ・ こ こ ろ の ケ ア

3 . 被災生徒の心の傷10% 一神戸市灘区 ・ 原 田 中学

第 4 節 集団災害対応援療 シ ス テ ム

は じ め に
1995年 7 月 に 災害医療 シ ス テ ム 検討委員 会 は 報告書 「兵庫県災害救急医療 シ ス テ ム の あ

り 方 に つ い てj を ま と め 、 基本構想 を 提言 し た ( 第 1 巻p378) 0 こ れ を 受 け て 、 2001年 に発

足 し た 災害医療関係者で組織す る 兵庫県立災害医療 セ ン タ ー 整情推進委 員 会 は 、 「兵庫県

災害救急医療 シ ス テ ム の 整備 に つ い て J も 検討 を 重ね 、 報告書 を ま と め た ( 第 8 巻p341 ) 。

報告書: は 、 災害医療セ ン タ ー の整備、 運営の 方針 と 組織 ・ 運営体制、 さ ら に 災害医療セ ン タ ー

を 中 心 と す る 県 内 の 災害 医療 シ ス テ ム の枠組み と 、 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム の

パー ジ ョ ン ア ッ プ に つ い て提言 し て い る O 整備推進委員 会 は 2003年 3 月 で廃止 さ れ、 新 た

に 兵庫県災害救急医療 シ ス テ ム 運営協議会が災害医療セ ン タ ー に 設置 (2004年 3 月 ) さ れ、

現在 も 地域医療情報セ ン タ 一 部会、 地域部会、 防災 ・ 搬送部会で、 そ れぞれの具体化 に つ

い て継続 し て協議が進め ら れて い る O

報告書 に 描 か れた シ ス テ ム は 、 ま さ に 兵産県内 の 災害対応 シ ス テ ム の骨 格 を な す も の で

あ る O そ の 力 量 と 有効性、 完成度 そ し て 欠陥 は 、 次 に起 き る 集団 災害 に お い て 、 試 さ れ る

であ ろ う O

1 . 兵庫県災害救急医療 シ ス テ ム
兵庫県立災害医療セ ン タ ー

災害医療 シ ス テ ム の 中核 と し て 「兵庫県立災害医療セ ン タ ー」 が位置づけ ら れて い る (第

8 巻 P 341 、 第 9 巻P339) 0 平時 の 災害医療セ ン タ ー は 、 救命救急セ ン タ ー と し て 地域救急医療

に従事す る と と も に 、 災害芭療 に 関 わ る 業務 に 従事す る O 例 え ば、 調査 ・ 研究 と し て過去

の 災害事例 の調査研究、 災害医療確保 に か か わ る 調査研究 、 救急医療提供 に 関 わ る 調査研

究 な ど、 教育 ・ 研修 と し て 災害医療従事者 に対す る 研修 ・ 訓練、 医師 ・ 看護師 ・ 救急救命

士の 臨床研修、 災害救急医療の普及啓発 な ど、 医療ボ ラ ン テ ィ ア 等 と の連携 ・ 研修 な ど、

が挙げ ら れて い る O

一方、 災害発生時 に は 、 県庁 と 役割分担 し な が ら 災害医療対応 の 中核 と な っ て 、 傷病者

への 医療提供 を 確保す る O 具「体的 な 災害時の業務 と し て 、

①災害医療情報の収集、 伝達

②傷病者の搬送、 転送 に 関す る 指示 、 要請、 調整

③医療従事者の確保、 救護班の 派遣 に 関す る 指示 、 要請、 調整

④災害医療セ ン タ ー 救護班の 派遣
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⑤ ド ク タ ー ヘ リ に よ る 傷病者搬送の確保

が課せ ら れて い る O

即 ち 、 兵庫県 の 災害医療 シ ス テ ム は 、 県立災害医療セ ン タ ー を 唯一 の頭脳 と す る 蛸足配

線で結 ぼれた 一元化 シ ス テ ム と し て整備 さ れ、 極 め て ス ッ キ リ し た 図式 と な っ た。

一元化 シ ス テ ム の 課題

自 動車や テ レ ビ な ど生産工場で は 、 必要経費 を 削 減 し 、 生産時 間 を 短縮す る た め に 、 整

然 と し た生産 ラ イ ン の構築が不可欠であ る 。 組み立 て 部 品 の供給、 生産工程の 進行状況 な

ど全て の 情報 を 専 用 の 情報通信 ラ イ ン で生産 ラ イ ン 管理室 に 集約 し て常時モ ニ タ ー し 、 ト

ラ ブルがあ れ ば即 座 に 指示、 要請あ る い は調 整 を 行 う の が合理的 であ る O 兵庫県災害救急

医療 シ ス テ ム も 、 災害医療セ ン タ ー を 頂点 と し 、 一元的 に情報の集約、 指 示 、 要請 を 行 う

こ と で災害医療対応 を 進 め る 組織が描かれて い る O

紙上 に 表現 さ れ る 一元化 シ ス テ ム は 、 簡潔 で理解 し 易 く 、 美的感覚 に も 優 れ て い る O し

か し 、 阪神 ・ 淡路大震災で明 ら か に さ れ た 事実 に 、 「一元 的 に 集約 さ れた シ ス テ ム は災害

に も っ と も 粧弱 で あ る J こ と があ る O 単一企業が独 占 的 に 設置す る 電気 ・ 電話 ・ 水道 な ど

イ ン フ ラ を 構成す る 要素 の ほ と ん どが一元化 シ ス テ ム であ り 、 そ の シ ス テ ム の損壊が社会

全体の活動 を 止め 、 災害救急医療活動 を 阻害 し遅滞 さ せた 。

筆者 は 、 こ の経済的効率 を 追求 し て 整備 、 ス リ ム 化 さ れ た 一元化 シ ス テ ム の脆弱 さ に対

し て 、 大災害 に も 生 き 延びる の は 「多元分散重複 シ ス テ ム J で あ る こ と を 指摘 し 、 そ の君主

要性 を 強調 し て き た (第 6 巻 pl l O) 0 卑近 な 例 を 挙 げれ ば、 調理器具 は 電気調理器 と ガ ス 調

理器の 両方 を 備 え る こ と 、 商業水道 と 井戸水の両方 を 備 え る こ と 、 商業電源 と ソ ー ラ 一発

を 整舗す る こ と な どで あ る O 生物界で一元化 シ ス テ ム の脆弱 さ を 例 え れ ば、 国 体 と し て

の ヒ ト の 最 大 の 弱 点 は 中 枢神経 (脳) が一つ し か存在 し な い こ と 、 で あ る O

災害医療セ ン タ ー は 、 専属 の 医 師 は わずか10名前後で あ る O 併設の神戸赤十字病 院 か ら

応援があ る と は い え 、 30床の病棟 を 抱 え る 救命救急、セ ン タ ー を 運用 し な が ら 上述の研究 ・

教育 ・ 診療 に 加 え 、 災害時 に は入 院患者の 診療 を 滞 ら せ る こ と な く 救護班の派遣、 情報の

収集、 指示 ・ 要請 ・ 調節が円 滑 に 遂行で き る の だ ろ う か。 も し 、 災害医療セ ン タ ー の 業務

に支障が生 じ 、 期待 さ れる 能力 が発揮で き な い場合、 どの よ う な代替 シ ス テ ム が準備 さ れ

て い る の だ ろ う か。 次の集団災害 に お け る 災害医療セ ン タ ー を 中心 と す る シ ス テ ム 運用 は

試金石 と し て 、 ま た 、 シ ス テ ム 全体の見宜 し の チ ャ ン ス と し て重要で、 あ る O

2 . 臨域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム
シ ス テ ム のパ } ジ ョ ン ア ッ プ

報告書は 、 広域災害 ・ 救急医療情報 シ ス テ ム のパ ー ジ ョ ン ア ッ プに つ い て も 提言 し て い

る O

震災前 の 第 l 世代 に代 っ て設置 さ れた 第 2 世代 の情報 シ ス テ ム は 、 広 い 範 囲 の病院 ・ 保
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健所 ・ 消 防本部 を 結 ん だ情報シ ス テ ム と し て 、 199MI三 に 2 í意9 ， 000万 円 を 投 じ て建設 さ れ

た (第 2 巻 p239) o 衛星通信、 専用 田椋 を 使 う こ と 、 端末機 と し て 医療機関 だ け で な く すべ

て の 関係機関 に ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 、 PC 端末あ る い は QQ パ ル を 配舗 し 、 平時の救急医

療 に対応す る モ ー ド と 発災 時 に 対応す る 災害モ ー ド を備 え た 。 双方向性で あ る こ と 、 パ ッ

ク ア ッ プ シ ス テ ム が設置 さ れて い る こ と 、 防災 シ ス テ ム と 接続 さ れて い る こ と な ど も 特徴

で あ っ た。 し か し 、 こ の装 量 は 、 操作性が悪 く 、 ほ と ん ど試作機 と い う に 等 し く 、 と て も

実用 に 耐 え ら れ る 代物 で は な か っ た 。 も っ と も 図 っ た こ と は 、 あ る 画面 を 見 て い て 別 の 画

面 を 見 ょ う と す る と 、 電話の掛け直 し か ら や り 直す必要があ り 、 そ れ も ダ イ ヤ ル音で ゆ っ

く り 進行す る と い う 具合であ っ た 。

第 3 世代 の シ ス テ ム と し て 、 パー ジ ョ ン ア ッ プが図 ら れた 。 医療機関 に は全て PC 端末

が配備 さ れ、 災害モ ー ド に 切 り 替わ っ た場合は、 画面の一 一部 に 点 滅信号が表示 さ れ知 ら せ

る こ と がで き る O 被災状態 を 報告画面、 応援 を 求 め る 医 師や看護師数の 要 請 、 搬出転送 し

た い患者数 な どの 要請画面、 受け入れ可能 な 傷病者数 ・ 傷病種類、 派遣可 能 な救護班数 ・

ス タ ッ フ 数 な どの応需画閣で構成 さ れて い る O 操作性 も 格段 に 改善 さ れ た 。 こ の シ ス テ ム

が上手 く 稼動す れ ば、 病 院 関 で情報交換す る た め に 電話 を 掛け 回 る 必要 は な く な り 、 転送

先の病院 を 電話 で探 し 居 る 必要 も な く な る 。

シ ス テ ム の 課題

し か し 、 幾 つ か の 危倶 さ れ る 課題 も あ る O 災害現場で救出 ・ 救命医療 に 携わ っ て い る 医

療 ス タ ッ フ に は 、 こ の 画面がイ ン タ ー ネ ッ ト に接続 し て は じ め て 表示 さ れ る の で 、 現場か

ら 搬送先医療機関 を検索 し 選択す る 段階 で は 役立 た な い 。 傷病者 を 受 け 入れ た最初の 病 院

が画面A を 開 き 、 空床状況 を 検索 し て転送先 を 決定す る 段階 で は 大 い に役立 つ の であ る が、

収容可能 な 患者数 (空床数) が30分 間 隔 で更新 さ れ た と し て も 、 複数の病院が一斉 に 検索

し て い る の で、 そ こ に 表示 さ れて い る 受 け 入れ可能 な 患者数は急速 に 変 わ る の で 、 0 名 に

な っ た か も 知れ な い 。 更新が10分 間 隔 で あ ろ う が、 5 分間 隔 で あ ろ う が事態 は 同 じ で あ る 。

結局、 電話 を 掛 け て受け入れ可能か訊ね、 ベ ッ ド を 押 さ え て も ら う 必要があ る O 災害発生

時 の超多忙 な 時期 に 、 PC 画 面 を 管理す る た め だ け に 人員 を 配置 す る 余裕 は な い 。 PHS

を 携帯 し作業 し な が ら 電話で交渉す る ほ う が、 どれだ け迅速で、 あ り 簡便で あ る か は 、 説明

す る 必要 は な か ろ う O

結論的 に は 、 平時の救急医療対応 に お い て も 指捕 さ れて い る よ う に 、 診療業務の速度 に

追従で き る 即 時性 と 確実性の あ る 情報は提供で き な い と い う シ ス テ ム の特性 は 、 災害発生

時 に は よ り 一層 際立つ た め 、 災害の 臨床現場 で は 活用 さ れ な い であ ろ う O セ ン タ ー か ら 各

医療機関へ下 さ れ る 「直 ち に 空床情報 を 入力 せ よ 」 と い う 指示 は 、 多忙 な 現場 に と っ て は 、

診療行為 の 手 を 止め な け れば な ら ず、 負 担 であ る こ と は 間 違い な い 。

災害現場、 救急診療現場 に携帯で き る 情報 シ ス テ ム へ と 、 更 な る 進化 を 求め て止 ま な い。
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3 . 傷病者の轍送
ド ク タ }ヘ リ 搬送

板神 ・ 淡路大震災で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた 搬送法は 、 い う ま で も な く ド ク タ ー ヘ リ 搬送

に代表 さ れ る 空路搬送で あ る (第 2 君主 o

震災で道路が寸断 さ れ、 通行可能 な 道路 は 全 て 大渋滞 と な っ て被災地域 に 孤立 し た病 院

は 、 非被災地域の病 院へ重痕患者 を 搬送す る 手段 を 奪わ れて し ま っ た 。 ヘ リ コ プ タ ー 搬送

が有効 で あ る と 気づい た 医師 た ち が、 消 防 や 防災へ出動 を 依頼 し た が、 震災直後 は順調 に

は 進 ま な か っ た (表 6 ) 。

欧米先進 国 で は 当然の搬送手段 と し て利用 さ れて い る ヘ リ コ ブ タ ー が、 わ が国 で は 使 わ

れず格納 さ れて い る O こ の事実 に対す る 批判 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に厚労省 や 総務

省 を 動 か し 、 紡災ヘ リ の救急医療への活用 、 救急医療 に お け る ド ク タ ー ヘ リ 運行試験事業

と し て全国数 カ 所 で 開始 さ れ た 。

兵庫県 に お い て は 、 関係者の努力 で2004年 4 月 か ら 、 県所有 の 防災ヘ 1) 1 機 と 神戸市所

有 の 消 防ヘ リ 2 機 を 一括運用 す る こ と に な り 、 1 機 に つ い て は 、 お も に 災害医療セ ン タ ー

が使用 す る と い う 改善策が実現 し た (第 9 巻 p351 ) 。 ド ク タ ー ヘ リ 搬送 で は 、 傷病者 1 名 の

(表 6 ) 搬送症例数 (期間別 ・ 実施機関別)

何年 1 月 1 7 日 - 2

3 日 間 ( 1 月 17 日
iì'íl功庁 9 (4 ) 
防衛庁 9 (9) 
海上保安庁 O 
民間 O 

( ) は外傷患者数
(阪神 ・ 淡路大震災 に お け る ヘ リ コ プ タ ー運
用の実態論査委員 会報告書)

[第 2 巻 P 242]
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搬送 に パ イ ロ ッ ト 、 整備士、 医 師 、 看護師が同乗す る の で 、 現場か ら 治療が開始で き 、 搬

送時間が大帽 に 短縮で き る O 夜 間 や悪天候 で は 運行 で き な い こ と や経済的 な 負担 と い う マ

イ ナ ス 面 は あ る が、 救急医療 に お い て は 大変 に 有用 で あ る O

災害現場で、 の ヘ リ 搬送の課題

し か し 、 日 常の 交通事故で 1 � 2 名 の負{著者の搬送、 急性腹膜炎の病人 を 搬送す る 手段

と し て有用 であ っ て も 、 数 百人規模で、傷病者が発生す る 集団 災害 に お い て ド ク タ ー ヘ リ が

果 た す役割 は 、 どの程度あ る の だ ろ う か。 ヘ リ コ プ タ ー 搬送 に 対す る 批判 的意見 と し て 、

事故 を 起せ ば大惨事 に な る と い う 輸送手段 と し て の危険性、 通常一度 に 1 名 の搬送で あ っ

て大量輸送 に は適 さ な い 、 メ デ ィ ア な ど民間 ヘ 1) の 飛行が密集す る 中 で の 離発着 は危険性

が高 い 、 臨時ヘ リ ポ ー ト を 設置す る 空 き 地 に避難者が押 し 寄せて発着場所の確保が困難で

あ る 、 被災地 の 医療ス タ ッ フ を 添乗 さ せ る と 被災地 は 入手不足 に な る 、 搬送先病院 の 近 く

の 空 き 地 に着陸す る 場合は病院の病棟 ま での搬送 に 時 間 が掛か る こ と が多 い 、 患者 ・ 家族

が遠方の病院への移動 を 望 ま な い 、 夜 開 飛行 ・ 悪天候での飛行が不可で あ る 、 騒音が瓦礁

の下 の傷病者の 声 を 消 し救出 ・ 救助作業 を 妨害す る 、 火災の 火の 手 を 強 く す る 、 小石 を 飛

ば し砂壊 を 巻 き 上 げ危険であ る な ど、 が指摘 さ れて い る O

こ れ ら の 意見 の 中 で 、 特 に 、 飛行時 間 は短い も の の 、 搭乗の た め の準備 と 待機 の 持 問 、

若陸 し て か ら 病 院 ま で の搬送 と 治療病床への収容の た め の 時 間 な ど は 、 搬送所要時 間 に合

ま れ な い場合があ り 表 ( お も て ) に 出 に く い 数字で あ る O ま た 、 患者 ・ 家族 に と っ て 遠方

の病院へ引 き 離 さ れ、 再会が困難 な (i極端 に は 臨終 に 間 に 合 わ な い) 状況 を 強制す る 可能

性が、 重症患者 で あ れ ばあ る ほ ど高 ま る O 第 2 節 で提案 し た 「命の道J (p130) を確保す る

シ ス テ ム の構築 を 脇 に 押 し や り 、 ヘ リ 搬送 シ ス テ ム の構築 だ け を 優先す る と す れば、 そ れ

は 大 き な 誤 り で あ る O

ヘ 1) 撒送 は 、 何 も 「重症患者の搬出」 だ けが 目 的 で は な い 。 医療 ・ 救護ス タ ッ プ の搬入、

医療用物資の搬入 に も 活用 さ れ る べ き で あ り 、 む し ろ そ の よ う な シ ス テ ム と し て構築す る

ほ う が、 発災時 に は有効で、 あ る か も 知 れ な い 。

4 . 病院隣災マ ニ ュ ア ル
厚労省 の マ ニ ュ ア ル作成 ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ て 、 各産療機関 は 病 院防災マ ニ ュ ア ル を

作成 し 、 2000年 日 月 末 に は作成率が93 . 1% (20床以 上 の 病 院等) に も 達 し た (第 6 巻 I四1) 。

ガ イ ド ラ イ ン は 、 防災マ ニ ュ ア ル の サ ン プル を 示 し 、 そ れぞれの 病 院 の 事情 を 踏 ま え 独 自

に作成 す る こ と を 求 め て い る O ま た 、 災害対策委員 会の設置、 マ ニ ュ ア ル に沿 っ た 訪災前

練 を 年 I 回 以上実施す る よ う 指示 し て い る O ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ た 画 一的 な マ ニ ュ ア ル で

は あ る が、 90% を 超 え る 医療機関が作成 し た こ と は素晴 ら し い 。 し か し 、 先行医療機関 か

ら 既成 の マ ニ ュ ア ル を借用 し て 、 名称や病棟配置圏 を 差 し 替 え た だ け と い う マ ニ ュ ア ルが

存在す る こ と を 伝 え 開 く と き 、 気分の 滅入 る 思 い がす る O
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災害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓練

防災マ ニ ュ ア ル は大勢の職員 の 参加 の も と に作成す る 過程が重要であ る O マ ニ ュ ア ル作

成過程 は 、 実 際 に 災害が発生 し傷病者が発生 し た状況 を 想像 し 、 種々 の 対 策 を 模索 し 、 最

良 な行動パ タ ー ン を 選択 し て 、 文章や フ ロ ー チ ャ ー ト に ま と め る 作業 で あ る O こ の作業工

程 は 、 状況設定 と 解決策 を模索す る 「災害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓練」 そ の も の で あ り 、 作成

に 関 わ っ た 職員 に は 災害訓練 を 受 け た の と 同 じ効果があ る O 逆 に 、 参加 し な か っ た職員 は 、

で き 上がっ た 数 十・ ペ ー ジ の マ ニ ュ ア ル を 配布 さ れ、 通読 を 指示 さ れて も 無味乾燥 な文章 に 、

何 の 楽 し み も 見 出せ な い だ ろ う 、

マ ニ ュ ア ル は読 む も の で は な く 作成 す る も の で あ る O シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 訓 練の効果 を

狙 っ て 、 定期的 に改訂作業 を 行 う こ と が重要であ る 。

5 . バイ オ テ ロ 感染症対策
生物化学物 質 に よ る テ ロ は、 新 た な タ イ プの対策が必要 な 集団災害で あ る O 厚労省 は 、

バ イ オ テ ロ に つ い て は炭そ菌、 天然痘、 ベ ス ト 、 ボ ツ リ ヌ ス を 警戒すべ き 対象 と し て い る O

米 国 か ら 報告 さ れ た 炭 そ 菌 の 郵便物封入 に よ る 感染患者 の発生 は 、 集 問 災 害 に は 至 ら な

か っ た が、 充分な 殺傷力 と 社会不安 を 引 き 起 こ す こ と か ら テ ロ リ ス ト に と っ て は 、 概ね期

待す る 結果で あ っ た だ ろ う O そ の 意味で は 、 わが国で も 起 こ り え る 範 囲 の 災害であ り 、 災

害医療 の 新 た な対象 と し て 、 具体的 な 対策 が必要で あ る 。 県 は 、 兵庫陸科大学、 神戸市 中

央市民病 院、 県 立豊 岡 病 院 に 「除染 シ ス テ ム 」 を 配備 し た (第 7 巻 p262) 0 こ れ は 一体型の

エ ア テ ン ト の ヰ1 で 、 宇宙服様の 紡護服 を 着 た 医療者が、 汚染傷病者 を 洗浄 し て 汚染物 質 を

除 く 装置であ る O こ の装 置 は 、 生物化学物質 だ け で な く 放射能汚染や化学物質汚染 に も 利

用 で き る と さ れて お り 、 新 た な 対策 と し て注 目 で き る O

も しバ イ オ テ ロ が発生 し た ら

し か し 、 こ の装置 を 実際 に袋用 す る と な る と 大変 な 難 闘 を 克服 し な け れ ば な ら な い 。 例

え ば、 装量 を 倉庫 か ら 運び出 す の に は少 な く と も 腕力 の あ る 男性が 4 名 必 要 で あ る O 温水

シ ャ ワ ー を 作動 さ せ る た め の ポ ン プ、 エ ア テ ン ト を 立 ち 上げ る た め の ポ ン プ を 駆動 さ せ る

た め に ガ ソ リ ン と 重油、 そ し て技術者が必要で あ る O 傷病者の介護 に 数人 の 看護師が必要

で あ る O 入手が十分揃 っ た と し て も 、 準備 を 整 え る に は l 時 題 以 tが必要 で あ る O も し 、

深夜 に バ イ オ テ ロ に よ る 汚染傷病者が発生 し、 除染シ ス テ ム の 立 ち 上 げ を 依頼 さ れて も 、

入手の 召 集、 装置の組み立 て 、 受け入 れ準備 な ど、 ど こ を 取 っ て も 絶望 的 な 時 間 と 労力 が

必要であ り 、 対応 は不可能 に 近 い 。 さ ら に 、 汚染 さ れた 洗浄水は テ ン ト の 中 、 テ ン ト の排

液槽 に 蓄 え ら れて い る O そ の具体的 な 処理法 は 決 ま っ て い な い。 同株 な 問 題が放射能汚染

事故 を想定 し た場合に も 言 え る (第 6 巻 p305) 。 放射能汚染傷病者が発生 し た場合、 現在 の

兵庫県で の 有効 な 現場対応は 、 配備 さ れて い る 「除染 シ ス テ ム 」 を 使用 す る こ と 以外 に は 、

避難 と 通報の み の 対応法 し か な い 。
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3 . 災害救急医療シ ス テ ム の梼築

第 6 巻 第 1 部 編集委員 の服 第 5 章 安心、の復興 災害医療体制 の あ り 方への提言
第 8 巻 第 1 節 医療機関の状況

3 報告 「県災害救急医療 シ ス テム の 整備 について」 ま と ま る
第 9 巻 第 1 節 医療機関 の状況

1 災害医療の拠点施設一兵庫県災各医療セ ン タ 一 、 神戸赤十字病院が完工
2 . 広域災筈 救急医療情報 シ ス テ ム

第 2 巻 第 2 節 災害救急、医療 シ ス テ ム の再構築
2 . 兵康県広域災害 ・ 救急医療情報シ ス テ ム が発足

第 8 巻 第 1 節 医療機関の状況
3 . 報告 「県災害救急医療シ ス テ ム の整備 に ついてJ ま と ま る

3 . 傷病者の搬送
第 2 巻 第 2 節 災害救急医療 シ ス テ ム の再構築

4 . ヘ リ コ プタ ー に よ る 患者搬送の問題
第 9 巻 第 3 節 災害医療の展開

3 . 救急、ヘ リ 全県 カ バーへ
4 . 病R完防災マニ ュ ア ル

第 6 巻 第 1 節 医療機関の状況
1 . 県内病!完での 「防災マ ニ ュ ア ル」 作 り 進む

5 . バ イ オ テ ロ 感染寂対策
第 7 巻 第 3 節 災害医療の展開

l . 県がバ イ オ テ ロ 感染症対策
第 6 巻 第 3 節 災筈医療の展凋

3 . 県が、 放射線検出時の緊急、マニ ュ ア ル作成へ

お わ り に
わ が国 で は 阪神 ・ 淡路大震災以前 は 、 「 ど こ そ こ に 000の 災需が発生す る か も し れ な

い」 と い う 発言 は 、 ご法度で あ っ た と 思 う O 根拠 を 示せ、 い つ 起 こ る かわ か ら な い も の を

持 出 す な 、 無責任 な 大衆扇動 だ、 風評被害 の 責任 を 取れ、 故策妨害 ・ 営業妨害だ、 な ど発

言者はパ ッ シ ン グの 嵐 に 困惑 し た と 聞 く O し か し 、 被災 を 最小 限 に 食 い 止 め る に は 、 災害

を 想定 し適切 な 防災、 発災後の対策 を 講 じ る こ と が不可欠であ る O 想定で き る 範囲 の 集 団

災害 は 、 発生 し で も 被災程度 は小 さ い が、 想定 し て い な い災害が起 き る と 被災 の程度 は 膨

大 で あ る O 板神 ・ 淡路大震 災 は 、 ま さ に 後者 で あ っ た。

筆者の施設が位置す る 西宮市が被災す る と 考 え ら れ る 集団災害 と し て 、 被災の大 き い頗

に 「大阪空港お よ び層辺で、 の 飛行機墜落炎上」 、 「新幹線の列車脱線転覆」 、 「南海沖地震 と

津波」 、 そ し て 4 番 目 に 'lR . 私鉄電車の衝突脱線転覆」 を 想定 し て い る O そ の た め 、 病

院 を 上 げて毎年、 災害救急医療訓 練 を 実施 し 、 機会あ る ご と に 各撞訓 練 に 参加 し 、 台}武や

地震災害 に は救護班の派遣 な ど を 重 ね て い る O こ れ ら の成果が、 本 当 に役立つ か否か は 、

実 際 に 災害 に 遭遇 し な け れ ば分か ら な い が、 必ず役立つ と 信 じ て い る O
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今後、 兵産県が被災す る こ と が想定 さ れる 集団災害の種類 は 少 な く な い が、 そ の大多数

に 具体的 な 対策が講 じ ら れて い な し' 0 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 無駄 に し な い た め に 、 医

療 関係者だ け で な く 、 「市民参加型」 の 具体的 な 防災 と 災害救急 医療 の 在 り 方 を 検討 し 、

実効あ る シ ス テ ム 作 り が必要で、あ る O

〈参考文献〉
「災害医療 に つい て の 実態調査結果」 兵隊県 ] 9951'手 6 月
「兵庫 の国保 ・ 老健」 平成 8 年度国民健康保検事業及び老人保健注療の状況 ・ 兵庫県福祉部
「被災世帯健康認査報告書 ( 、'F成1 0年度)J 兵庫県健康福祉部
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第六章

教 育



議再 た 本 勝災教育の錨議
~学校跡災体制の確立 を め ざ し て ~

1 . は じ め に 一被害状況の麟面

宝塚造形芸術大学教授 桂 正孝

1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分 に発生 し た 阪神 ・ 淡路大震災 (以下、 「大震 災」 と 略記)

か ら 、 10年 を 経 た 。 「大震災」 の記憶 も 風化す る こ と は避 け ら れな い 。 今、 こ の 時点 に た ち 、

「大震災」 以 降の 防災教育 の取 り 組み を 顧 み て 、 初等中等教育 の 面 か ら 検証 し 、 そ の成果

と 教訓 を 確認 し 、 残 さ れ た 課題 を 引 き 出 す こ と が、 本小稿の ね ら い で あ る O

な お 、 「新 し い 防災教育」 と い う 用 語法 は 、 兵庫県教育委員 会が、 従来の 火災や地震、

風水害 に備 え て 、 避難訓練 を 中心 と し た安全教育 と 区別す る た め に意IJ り 出 し た独 自 の も の

であ る O

そ の原点 は 、 1995年 3 月 8 日 に 始 ま っ た被災地の学校15校 に よ る 防災教育協力校会議 を

経 て 、 4 月 25 日 よ り 立 ち 上 げ ら れ、 そ こ で10月 17 日 に ま と め ら れた 防災教育検討委員 会 の

「兵庫 の 教育 の復興 に 向 け て (提 言) J (以下、 「提言」 と 略記) に 求め る こ と がで き る O

そ の 「提言J は 、 以下 の よ う な 骨子で構成 さ れて い た 。

( 1 ) 災害時 に お け る 学校が果 た す役割 と 防災機能の強化

① 学校施設の 防災機能 の 充実

② 災害時 に お け る 学校 の 果 た す役割

③ 学校教育機能 の 回復

(2)  学校 に お け る 防災教育 の充実

① 防災体制 の 整備充実

② 新 た な 防災教育 の推進

③ 震災体験 を 生か し た教育 の推進

④ ボ ラ ン テ イ ア 教育 の推進

( 3 ) 心の健康管理

① 心の ケ ア の 充実

② 専門機関等 と の連携 シ ス テ ム の確立

③ 指導力 ・ 実践力 の 向上

④ 家庭 ・ 地域社会 と の連携の 強化

上記の 「提言J (2)の 「②新た な 妨災教育 の推進」 の 中 に 、 「人間教育 と し て の 防災教育J 、

言 い か え れ ば、 「人 間 と し て の在 り 方 ・ 生 き 方 を 考 え さ せ る 教育 を 推進 す る な ど、 人 間 教

育 を 原点 に 据 え た 防災教育J と い う 規定があ り 、 続 い て 「③震災体験 を 生か し た教育 の 推

進」 の 中 に は 、 「生 き る 力 を 育 む J と し て 、 「被災 し た児童 ・ 生徒が、 震災の 悲 し み や 困 難

を 乗 り 越 え 、 た く ま し く 心豊か に 生 き て い く よ う 指導す る こ と 」 が強調 さ れて い る O
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こ の よ う に 、 「新た な 防災教育」 は 、 「震災 に 学 び\ 生 き る 力 を 育 む 、 人 間教育の視点 に

立 っ た広義の 紡災教育」 を 構想、 し 、 全 自 に 発信 し た の で あ っ た。 こ の 「提言」 と そ れ に 基

づ く 学校 に お け る 防災教育 ・ 防災体制 の 実践的取 り 組み は 、 そ の後の文部省 の従来の 「安

全教育j か ら よ り 広義 の 「防災教育」 へ転換 さ せ飛躍 さ せ る 契機 と な っ た 。 (文部省、 学校等

の防災体制 の充実 に 関 す る 調査研究協力 者会議 「学校等の 防災体制の充実について」 、 1996年 9 汀 2 日 、 参照)

そ れ に し て も 、 「大震災」 の被災 ・ 被害状況 は あ ま り に も 激甚 で あ っ た。 厳冬の 早 朝 に

発災 し た の で 、 子 ど も た ち は ま だ 自 宅で就寝 中 であ り 、 教職員 も 登校 し て い な か っ た 。 そ

の 結果、 学校の校舎、 施設 ・ 設備の倒壊や損壊、 火災 に よ る 焼失 な ど、 物 的被害 は 甚大で

あ っ た が、 学校内 で の 人的被害 は 、 皆無で あ っ た 。

も し 、 都市直下型の大震災が、 学校の授業 中 あ る い は校外での学校行事活動や登下校時

の 最 中 に 起 き た と し た ら 、 避難で大混乱が生 じ て 、 人的被害 は想像 を 絶す る ほ どの深刻 な

事態 に な っ て い た に違い な い。

周 知の よ う に 、 学校外での 人 的被害 は 、 死者6 ， 433人、 負傷者43 ， 792人 を 数 え 、 そ の う ち 、

児章 ・ 生徒数 (幼稚園 ・ 小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校 ・ 養護学校 ・ 専修各種学校) は371 人 に 、

大学 ・ 短大生 は30人、 ま た教職員 は30名 に 達 し た 。

ま た 、 父母等 肉 親 を 失 っ た 子 ど も は 、 兵庫県下の公立学校 に 課定 し で も 、 900人弱 に の

ぼ っ た 。 家や家族 を 失 っ た子 ど も た ち は 、 親類 ・ 縁者 を 頼 り 、 一時的 な 転 出 を 余議 な く さ

れ た が、 い わ ゆ る 「疎開j 児 は 、 ピ ー ク 時 に は 、 2 万6 ， 34 1 人 に 達 し 、 転 出 先 は 、 全 国47

都道府県 に 及 ん だ。

学校施設 も 甚大 な 被害 を 受 け た が、 公立学校閏で54校79棟の校舎が解体 さ れ、 66校で仮

設校舎が設置 さ れた 。

加 え て 、 災害救助法指定市 町数10市10町 ( 当 時) の 人 口 は 、 約360万人 で あ っ た が、 被

災地の公立学校 372校が、 指定の有無 に かか わ ら ず、 震災産後の ピ ー ク 時 に は 、 全避難者

31万7 ， 000人 の 約 6 割 に あ た る 18万人余 を 受 け 入 れ た 。 私立学校、 大学、 各種学校、 社会

教育施設等 も 避難所 に な っ た こ と は 言 う ま で も な しミ 。 学校は 、 緊急時 に 安全 と 安心 を 求め

た 地域住民の暮 ら し と 心の よ り ど こ ろ の役割 を 果 た し た の であ っ た 。

2 .  r大震災J 以前の安全教膏
「大震災」 当 時の 防災教育 は 、 学習指導要領 に 碁づい て 、 保健体育 お よ び特別活動 を 中

心 に学校教育活動全体 を 通 し て 、 安全教育 の 一 環 と し て指導す る こ と に な っ て い た 。 多 く

の場合、 火災 ・ 地震 ・ 火 山 活動 ・ 風水 (雪) 害 に備 え た 「安全管理」 ・ 「安全措置」 と い

う 観点 に立 ち 、 避難訓練 な ど に よ り 、 い か な る 場合 に も 安全 に対処で き る よ う に す る こ と

が指導 の 自 標 に な っ て い た 。 文部省 も 、 例 え ば、 小学校特別活動 に お い て 、 「避難訓練 に

つ い て は 、 表面的、 形式的 な 指導 に 終わ る こ と な く 、 火災や地震 な どの発生 を 具体的 に想

定 し て 適切 に 行 う こ と が必 要 で、 あ る J ( r小f学校指導書 特別活動編」 東 山書房、 1989:fJ'.、 58頁) と 注
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意 を 喚起 し て い た 。

中学校の特別活動 の な かの 学級活動で は 、 活動内容のーっ と し て 「健康で安全な 生活態

度 や 習 慣 の 形成」 があ げ ら れて い る 。 そ の安全指導の 内容 は 、 「心の健康 や 体力 の 向 上 に

関 す る こ と 、 疾病の予防、 日 常 に お け る 健康増進の生活習'1賞、 安全な 生活習慣、 交通安全、

災害か ら の 安全、 環境の寄生や整備 な ど に 関す る 題材 を 取 り 上 げ、 生徒が 自 ら の心身の健

康状態 に つ い て の理解 と 関心 を 深 め 、 望 ま し い態度や習慣の形成 を 図 る よ う 配慮 す る こ と

が望 ま れ る J ( r中今校指導書 特別活動編』 ぎ ょ う せい、 1989年、 36頁) と 説明 さ れて い た。 し か し、

そ の特別活動 (学級活動、 児叢会活動、 ク ラ ブ活動、 学校行事 を 含む) に 与 え ら れた授業

時数は 、 中 学校の場合は、 1 単位時間 が50分で あ り 、 各学年 と も 特別活動 の 年 間授業時数

は 、 最大限70時間 で あ る O そ の う ち 学級活動 は 、 週 l 時間 、 年 間 合計35時間 で あ り 、 そ の

学級活動 に お け る 安全指導 に さ け る 時 間 は 、 35時 間 の 3 分の 2 程度 に す ぎ な い。 し か も 、

そ の 内容 は 、 「交通安全J r生活安全J r災害安全」 に分かれてお り 、 結局、 「災害安全」 に

当 て ら れ る 時間 は 、 年 間 1 - 2 時間程度 に な っ て し ま う O

こ の よ う な 文部省 の 「安全指導」 に お け る 地震の被災認識 は 、 例 え ば、 1994年 7 月 に改

訂 さ れ た 文部省編 「中学校安全指導の手引 (三訂版) .1 に お け る 、 地震発生時 の 安全措置

の指示 に も 反映 し て い る O

地震の場合、 震動 の 最 中 に 避難せず に 震動がお さ ま っ て か ら 行動す る こ と が大切 で あ

り 、 本部 (学校防災本部の こ と ー引用者) の指示 に 従 っ て 、 避難要領 に 基づい て 迅速かつ安全

に避難す る O た だ 2 次的 に火災が起 こ ら な い よ う 厳重 に 火気の始末 を 徹底 す る 必要があ

る O ま た 、 地震 に伴 っ て 、 津波、 土砂崩 れ、 ガ ス 管 の破裂、 運動場の地割れ、 液状化現

象 な ど 2 次災害の 原 因 と な る 状況が発生 し て い る こ と があ る の で、 特 に 注意 す る 必要が

あ る o (前掲書、 52頁)

こ の よ う な 文部省 (現、 文部科学省) の 地 震 に よ る 被災状況の把握 に は 、 校舎の全壊 ・

倒壊は想定 さ れて お ら ず、 お お む ね 、 最大震度 5 程度 を 想定 し た も の と 推測 さ れ る 。 さ ら

に 、 今 回 の 「大震災」 の よ う な 大都市直下型地震 は 、 想定 し て い な か っ た の で は な い か と

思 わ れ る O ラ イ フ ラ イ ン が切 断 さ れ、 教育委員 会等 と の連絡が途絶 し た だ け で な く 、 教育

委員 会 自 体がそ の 機能 を 一時 的 に 喪失す る よ う な 状況 に 陥 り 、 緊急の指示 を 出 す こ と す ら 、

不可能 な 事態 で あ っ た か ら であ る O

さ ら に 、 「大震災」 に よ る 被害 を よ り 大 き く し た 理由 と し て 、 地方 自 治体の行政 シ ス テ

ム に お け る 地震 に対す る 防災対策 の 立 ち 遅れや地域住民の 防災意識の低 さ も 指摘 し て お か

な け れ ば な ら な い 。

学校教職員 の 防災意識 も 、 東京や静岡県 と 比較 し て 、 大阪、 と り わ け兵庫 が、 き わ め て

1ft:か っ た と 言わ れて い る 。 (文部省 自然災害特別研究班 「小学校の紡災教育体制 に隠する ア ン ケ ー ト 調査」
1982年)
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3 . 被災 し ど も の状説
こ の た びの被災下で、 幸運 に も 家族 と と も に 生 き 延びた子 ど も た ち も 、 怪我 を し た り 、

病気 に な っ た り 、 友達 を 失 っ た り 、 ベ ッ ト を 失 っ た り 、 慣れな い 、 プ ラ イ パ シ ー の全 く な

い 、 避難所生活 を 長期 に わ た っ て過 ご さ な け ればな ら な か っ た の で あ る O

そ の際、 特 に 深刻 な も う 一つ の 問 題 は 、 被災 し た 子 ど も た ち の心 に生 じ る ト ラ ウ マ (心

的外傷) 、 に心的外傷後ス ト レ ス 障害J (PTSD) の 問題で あ っ た 。

倒壊 し た 家屋や家具の下敷 き に な っ て 、 い っ し ょ に 就寝 し て い た 肉親が死亡 し た り 、 火

災 の 炎 に 追 わ れ て 逃 げ 出 す と き 、 肉 親 を 助 け 出 す こ と がで き な か っ た こ と な ど、 災害時の

恐怖の光景が記憶の な か に焼 き 付 き 、 身体に刻 ま れ、 心の ス ト レ ス と な っ て 、 子 ど も た ち

に の し か か っ て い た の で あ る O

例 え ば、 物忘れがひ ど く な っ た り 、 も の ご と に 集 中 で き な か っ た り 、 肩 が凝 っ た り 、 睡

眠障害に悩 ま さ れた り 、 時 に は 、 鹿無的 な 気分 に 陥 っ た り 等々 、 生への意 欲 の 減退感 を 味

わ っ た と い う 。 し た がっ て 、 突然親 な ど 肉 親 を 極限状況で失 っ た子 ど も た ち の悲 し み や 喪

失感、 孤絶感 は 、 想像 を 絶す る ほ ど深い も の で あ っ た と 推測 さ れ る 。

兵庫県教育委員 会が、 震災 に よ る 児童 ・ 生徒の心身 に 及 ぼす影響 を 把握す る た め に 、 県

内 の小 ・ 中 学生 を 対象 に 、 1996年度か ら 毎年 7 月 に実施 し て き た 「心の鍵康 に つ い て教育

的配慮( を 必要 と す る 児童 ・ 生徒」 に 関 す る 調査 に よ れ ば、 ピ ー ク 時 に は4 ， 000人余 に の ぼ り 、

震災後 8 年 を 経 て も 、 2 ， 000人近い児童 ・ 生徒が、 教育的配慮 を 必要 と す る ト ラ ウ マ 反花、

を 示す状態 に あ っ た と 報告 さ れて い る 。 そ の教育的配慮 を 必要 と す る 症状 や 反応 は 、 ①退

行反応、や 、 ②頭痛や腹痛、 寝 つ き が悪い な どの生理的反応、 ③落 ち 着 き が な い 、 物 を 壊 し

た り 、 攻撃的 な どの情緒的 ・ 行動的反応の 3 つ の指標で分類 さ れ、 25項 目 の チ ェ ッ ク ポ イ

ン ト か ら 構成 さ れて い る O

な お 、 被災 し た子 ど も た ち の心身 を傷つ け て い る 要因 の う ち 、 住宅環境の 変化、 家族 ・

友人関係 の 変化、 震災の恐怖 に よ る ス ト レ ス 、 経済環境 の 変化の 4 つ の 要 因 が 「学校環境

の 変イヒ」 な ど に よヒベ、 大 き く 影響 を 及 ぼ し て い る 、 と い う O

こ う し た 「大震災」 に よ る 想像 を 絶す る よ う な 惨状の 中 で苦 し む子 ど も た ち の心身 に 刻

ま れた症状を 実証的 デー タ に 基づいて解明す る こ と に よ っ て 、 1995年震 か ら 10年 に わ た る

教育復興担 当 教員 の加配制度 を 生 み 出 す こ と がで き た の で あ っ た 。

十 勝災教育実騒の構築
( 1 ) 避難所 と 立 っ た学校 での教膏援興過程

被災 し た 児童 ・ 生徒 ・ 学校 と 言 っ て も 、 そ の 災害の態様や学校 ・ 家庭 ・ 地域の被災状況

や行政の在 り 方 に よ っ て 、 そ の実態 は 一様で、 は な い 。

そ こ で、 「提言」 に 示 さ れた 「学校教育機能 の 回復」 の視点か ら 、 学校再 開 、 学 習 支援

に つ い て 、 被災 し た学校での正規の授業再開 に 至 る 「応急教育」 か ら 教育復興への 攻 り 組
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み の プ ロ セ ス を 跡づ け て み る O

う ま で も な く 、 2 ， 000人 を 超 え る 多 数 の 人 々 が最寄 り の 各学校 に 避 難 す る と い う 事態

は 、 「大震災」 以 前 に怨、定 さ れ た こ と は な か っ た 。 し た がっ て 、 学校施設 は 、 避難所 と し

て 「大震災」 に は 、 人 的 に も 物 的 に も ま っ た く 無効舗で あ っ た。 さ ら に 、 被災地域の学校

自 体が大 き な 被害 を 受 け た だ け で な く 、 多 く の教職員 も 自 宅の倒壊な ど甚大 な 被害 を 受 け

て い た 。 そ の う え 、 ラ イ フ ラ イ ン や道路 ・ 交通機関 が壊滅 し た た め 、 1 月 17 日 に は 、 半 数

を 越 え る 教職員 が登校す る こ と がで き な か っ た の で あ る O 当 初 、 避難住民で溢れた学校が、

大混乱 に 陥 っ た の は そ の た め であ っ た 。

避難所 と し て指定 さ れて い な い 学校や被害 の 大 き い学校 も 含め ほ と ん どの学校が大量の

避難保氏 を 受 け 入 れ た の は 、 20万人近い住民 を 収容す る 公 的 な 場所が、 都市部では学校 し

か な か っ た か ら であ る O

発災後、 最初の 1 週 間 は 、 公的支援や ボ ラ ン テ ィ ア も な く 、 学校 に駆け つ け た 管理職や

少数の教職員が中心 と な っ て 、 昼夜 を 分か た ず、 避難所の あ ら ゆ る 世話 に 没頭 し 、 恐怖 に

お び え た り 、 気力 を 喪失 し た住民の無秩序状態 を よ う や く 脱却 し た 。

そ れ と 並行 し て 、 学校早期再開 の た め に休校措置 を と っ た 間 に 、 教職員 は 、 手分け し て

児章 ・ 生徒 と 保護者の安否 を 確 か め た り 、 消 息 を 把握す る 作業 に着手 し た 。 被害が甚 大 な

地域で は 、 当 該学校の児童 ・ 生徒が、 自 分の 通 う 学校 に避難 し て い て 、 消息がす ぐっ か め

た ケ ー ス も あ る が、 家屋の倒壊や火災での消失 に よ り 、 保護者 と の連絡がつ かず、 飽 の 避

難所 を 訪 ね 囲 っ た り 、 掲示代わ り に 立 て札 を 立 て て連絡 を 試み た り し た 。 電話 は 、 夜 は 通

じ た が、 昼 間 は使 え な い場合が少 な く な か っ た 。 連絡が困難 な ケ ー ス は 、 学校への連絡な

し に 、 子 ど も が校 区外 に疎開 ・ 転校 し た場合であ っ た 。 そ の後、 徐 々 に被災地 に戻 り 始め

た が、 4 月 半 ばで も 、 疎開 ・ 転校 し た児童 ・ 生徒数は 、 約 1 万人近 く に 達 し て い た 。

こ の よ う に 、 学校再開 に は 、 教育機能 の正常化 を め ざ し た 安否確認の取 り 組み を す る 準

備段階が必要で あ っ た 。

発災後10 日 を 過 ぎ た 頃か ら 、 授業の 早 期再 開 に 向 け た準備が始 ま っ た 。 学校が避難所 と

の 共存 を 図 り な が ら 、 電話や ピ ラ に よ り 、 全校の児童 ・ 生徒 を 招集 し 、 応急教育 を 開始 し

た の は 、 2 週間後であ っ た 。 授業の実施方法は 、 空 き 地や 近 く の公閣 を 利用 し た青空教室、

他校の校舎 を借用 し て の 間借 り 授業や分散授業、 大規模校での午前 ・ 午後の 二部制授業、

短縮授業、 合同授業 な ど、 そ れぞれの学校の状況 に 合わせて知恵 と 工夫 を 凝 ら し て試み ら

れ た 。 被災地 の全て の公立学校で の授業が再 開 さ れた の は 、 震災か ら l カ 月 以上経 っ た 2

月 24 日 で あ っ た 。 水道な ど ラ イ フ ラ イ ン の毎 回 前 の授業再開 は 国難で あ っ た か ら で あ る O

震災後、 子 ど も た ち は 安否確認の た め に 自 発的 に登校 し 始 め た が、 学校で 友達や教員 と

再会 し た こ と が何 よ り も 嬉 し か っ た し 、 学校が心の傷 を 癒 し て く れ た 。 被災体験 を 語 り 合

い 、 共通の体験の 中 で生 き て い る こ と を 喜 び合 い 、 狭い部屋で合同授業 を 受 け た り 、 給食

を 食べた り し た こ と も 苦 に な ら な か っ た と い う O 逆 に 、 震災の犠牲 に な っ た 友達や 身 近 な
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人の悲報に接 し 、 生命の尊 さ や生 き て い る こ と の意味 に 向 き 合 う 機会 を 与 え ら れた 。 こ の

よ う に 、 学校再開 に よ り 、 日 常生活 を 取 り 戻す こ と に よ り 、 心の傷が少 し ずつ癒 さ れ、

失 し た居場所 を 取 り 戻す き っ かけ に な っ た 。

も ち ろ ん、 震災で 肉 親 を 亡 く し た 子 ど も の場合 は 、 容易 に シ ョ ッ ク か ら 立 ち 直 る こ と は

で き な か っ た 。 教職員 は 、 精神科医や 臨床心理士か ら 、 ト ラ ウ マ や PTSD に 対す る 心 の ケ

ア に つ い て の 危機介入の研修 を 受 け な が ら 子 ど も た ち への接 し 方 を 学 んで、 い っ た 。

さ ら に 、 仮設住宅が、 校地内、 特 に グ ラ ン ド に建て ら れ た 学校で は 、 日 常の教育活動 に

大 き な 制 約 が課せ ら れた が、 児叢 ・ 生徒が清掃 や サ ー ビ ス な ど ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に従事す

る な かで、 住民 と の心の相互交流 も 生 ま れ、 子 ど も た ち に も 得難い よ い機会 に な っ た 。

教職員 の献身的 な 世話 を 受 け た 避難所の住民た ち は 、 3 月 の卒業式 を 講堂 (体育館) で

で き る よ う に し た い と 申 し 出 て 、 ほ と ん どの 学校で、 避難住民 と 共 に 卒 業生 を 送 り 出 す こ

と がで き た 。 こ の こ と が契機 と な っ て 、 避難住民の 簡 で 、 学校 を 正常 な形 に民 さ な け れ ば

な ら な い と い う 機運が高 ま り 、 4 月 の新学期 に 向 け 、 応急仮設住宅の建設の進展 と 相 ま っ

て 、 住民の引 っ 越 し が促進 さ れた 。

学校の再 開 と は 、 授業の再開 であ る O 授業の再開が通常の教室で は な く 、 仮設校舎で あ っ

た り 、 学年 に よ っ て キ ャ ン パ ス が分断 さ れ た り 、 他の学校や施設で あ る な ど教育条件が劣

悪であ っ て も 、 子 ど も た ち を 喜 ばせ た 。 そ の結果、 校内 で は 、 い わ ゆ る 非行 な どの 問題行

動 も 少 な く な り 、 授業時数の不足 に よ る 学力低下は な か っ た と い わ れて い る O あ る 高校で

は 、 他校の施設で授業 を 再 開 す る こ と に な っ た が、 他校の生徒や教職員 と の交流 も 生 ま れ、

仮設校舎で授業がで き た こ と への感謝の気持 ち を 持 っ た 生徒 も 多 く い た 。

小 中 学校 に お い て も 、 狭い場所 を 生か し て 、 小動物や他の生 き 物 を 飼 育 し た り 、 生徒の

作 品 を展示 し た り 、 交流の ス ペ ー ス を つ く っ た り し て 、 日 常生活への復帰が、 子 ど も た ち

の 心 を 落 ち 着 かせ、 学習 に 取 り 組む契機 と な っ た 。 ま た 、 近 隣 の 大学の運動場 を借 り 、 思

い切 り 汗 を 流 さ せ た り し て 、 平常心 を 取 り 戻 さ せ た 。

卒業 を 控 え た 中 学 3 年生の指導 に は、 特別 の 配慮が必要であ っ た 。 学年末 の 時期 に 当 た

り 、 高校入試への最終段階の対応が求め ら れ る た め 、 改 め て 進路指導 を や り 直 し た り 、 生

徒 を 学校 に 集 め 、 自 主学背 を さ せ た 。 一人 ひ と り の 生徒の状況 を 把握 し 、 各人 に あ っ た 進

路選択や、 学習進度 に 合 わ せた個別指導 を 行 っ た り 、 そ の た め の カ リ キ ュ ラ ム を作 り 直 し

た り し た 。 兵庫県教育委員 会 も 、 教職員 匝体 と 協議 し 、 入試 日 程の変更や公立高校の入試

合否判定 に 対す る 緩和措畳 を 講 じ 、 被災生徒が不利益 を 受 け な い よ う に対処 し た 。

学校が、 児童 ・ 生徒 を 招 集 し て 、 授業 を 再開 し で も 、 ほ と ん どの子 ど も は 、 初 め て の被

災体験で あ り 、 深い シ ョ ッ ク を 受 け て お り 、 そ れが ト ラ ウ マ と な っ てす ぐ に は正規の授業

に復帰す る こ と がで き な か っ た 。 そ れ と 共 に 、 教室不足の他 に 、 家の倒壊や消失 に よ っ て 、

教科書や教材 、 学用 品 も 失 っ て し ま い、 に わ か に授業 に 臨 め る 状態 で は な か っ た 。

そ う し た状況 に 対 し て 、 教職員 は 、 どの よ う な 形 で授業 を 再 開 す る の が適切 か に つ い て
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検討す る プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム を 立 ち 上 げ、 応急の教育体制 の構築の仕方 に つ い て 、 周 到

な 準備 を 行 い 、 効果 を あ げた 。

特 に 、 損壊が大 き か っ た 学校で は 、 正規の授業がな か な かで き ず、 ま た 、 教職員 自 身 も

被災 し 、 出 勤 で き な い事情 も あ り 、 県内 の他校か ら 応援 を 得、 授業す る 場合 も あ っ た。 そ

ん な事態 に 不安 に な っ た 親の 中 に は 、 子 ど も を 知人や縁故 を 頼 っ て 、 転校 さ せ る ケ ー ス も

tpj え た り し た 。

結果的 に は 、 特別加配 さ れた教育復興担当 教員 を 中心 に 一人 ひ と り の子 ど も に 寄 り 添い 、

声 を か け 、 日 記 を 読 み 、 生徒 自 身 の体験 を 開 き と り 、 個別学習 を 指導す る こ と に よ っ て 、

被災 に よ る シ ョ ッ ク や ス ト レ ス を 和 ら げる こ と がで き 、 子 ど も 同士が助 け 合い 、 励 ま し 合 っ

て授業再開 に こ ぎつ け た こ と が、 子 ど も た ち に プ ラ ス の影響 を 与 え た よ う で あ る O 地震の

共通体験 を 通 し て 、 生命の 大切 さ と 共 に 生 き る こ と の意味 を 学 ん だ こ と に よ り 、 生 き る 力

と 学ぶ意欲 を 回復 し た の で は な い か と 思 わ れ る O こ れは 、 転校 し 4 月 以 降、 新学期 に 再 び

元の学校 に 戻 っ て き た子 ど も た ち に は な い貴重 な体験であ り 、 社会的 自 立力 ・ 共生力 を エ

ン パ ワ ー し た の で は な い か と 考 え ら れ る O

( 2 )  防災教育の実践的成果

ま ず第 l に 、 兵庫県教育委員 会が主導 し た 「新た な 防災教育J の推進 に と り 、 大 き な 役

割 を 果 た し た も の に 防災教育副読本 の作成があ る o 1997年 l 月 17 日 に発刊 さ れ た の が 「明

日 に 生 き る JJ (小学校低学年 ・ 高学年用 、 中 学生用 ) で 、 高校免用 、 幼稚園用 ( fあ し た も

あ そ ぼねjJ ) は 、 翌年で あ っ た 。 向様 に 、 神戸市教育委員 会 も 「幸せ運 ぼ う 」 を 発行 し た 。

こ れ ら の 副読本 の 発行 に 引 き 続 い て 、 「活用 の 手引 き 」 や 「実践事例集」 が発行 さ れ、 震

災体験 を 生 か し た 防災教育 を 被災地以外で も 継続的 ・ 総合的 に 推進 し て い く の に 貢献 し

た 。 そ れ に よ り 、 生命の大切 さ を 体験的 に 学 ばせ た り 、 「災害弱者」 と の 共 生 の心 を 育 む

教育へ と 展 開 し て い っ た 。

な お 、 新 た な 妨災学習 の推進 を さ さ え た教育条件 と し て 、 2002年度 か ら 実施 さ れた新学

習指導要領の 「総合的 な 学 習 の 時 間」 の創設 を あ げ る こ と がで き る O ま た 、 「大震災」 を

契機 と し て高揚 し た 「ボ ラ ン テ イ ア 元年J と よ ばれ た 社会的潮流 も 、 防災教育 と ボ ラ ン テ ィ

ア 教育 の 結合 を 促 し た 。

第 2 に 、 地震災害 に対 し て 、 文部省が、 特別措置 と し て 、 初 め て 配置 し た教育復興担当

教員 の 果 た し た役割の大 き さ に つ い て指摘 し て お き た い。

「大震災」 の直後、 家や家族 を 失 っ た こ と か ら 、 ピ ー ク 時 に 2 万6 ， 000人余の子 ど も た

ち が、 一時的 に 転 出 し た 。 教職員 配 当 は 、 児童 ・ 生徒数 に 花、 じ て行わ れ る た め 、 新年度か

ら 減員 に な る こ と が予想 さ れた 。 そ こ で、 兵庫県教育委員 会や教職員 団体が中心 と な っ て 、

転 出 し た子 ど も が、 近 い将来、 も と の居住地 に 帰 っ て く る こ と を 予想 し 、 そ の子 ど も た ち

の 立 ち 直 り を 支援 し 、 学校教育 の 早期復興 を 実現す る た め に 、 震災以 前 の教職員定数の維
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持 の必要性 を 閣へ要望 し た 結果、 政令改正が行 わ れ、 特別加配 と し て 128名 が配置 さ れた 。

教育復興担 当 教員 の 配置数 に つ い て は 、 1996年 か ら 207名 、 2001年毘180名 、 2004年度55

名 と 推移 し た 。

教育復興担当 教員 の職務 は 、 教育的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 を 中 心 に 、 心の ケ ア の

た め の カ ウ ン セ リ ン グ的 ア ブロ ー チ だ け で な く 、 学習環境の 回復や生活支援の た め に 、 福

千'Il:関係京畿関 と の コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 的 な f支割 に ま で及

ん で い っ た 。 教育復興担当 教員 は 、 配置 さ れ た学校の校務分掌 に位置づ け ら れ、 学級担任

の仕事は し な い が、 個 別 の学習指導 の ほ か、 週あ た り 10時間程度 の授業 を 受 け持 ち 、 集 団

指導 を 通 し て 、 個 人の 内 面 に 深 く かか わ る 心の ケ ア に取 り 組 ん だ。

教育復興担当 教員 の 主 な 活動 は 、 ①転出先の子 ど も や親、 保護者 と の連 絡 ・ 相談 や 、 心

の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も や親か ら の相談、 ②仮設住宅や校区外か ら 通学 す る 子 ど も た ち

の 家庭訪問 や家庭環境、 避難所 な どの実態調査、 ③養護教諭や学級担任 と の連携や支援体

制 の構築、 学校管理物資の供給補助 、 ④教職員対象の心の ケ ア に 関 す る 研修 の計両 と 実施

に よ る 防災教育 の推進、 ⑤専 門 医や カ ウ ン セ ラ 一 等 の 関係機関 と の連携、 ⑥学校の避難住

民 と の連絡調整 と 交流 な ど、 広範囲 に わ た る も の と な っ た。

こ の よ う に 、 教育復興担 当 教員 の 配寵 に よ っ て 、 学級担任や 養護教諭 な ど と の連携や ス

ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や精神科医等 の 専 門 家 や 地域の 関係機関 と の連携が促 進 さ れ、 教育的

配慮 を必要 と す る 児童 ・ 生徒 を チ ー ム で ケ ア す る シ ス テ ム が構築 さ れた の で あ っ た 。 教育

護興担当教員 に よ る 「教師 に よ る 心の ケ ア の取 り 組 みJ と し て 、 大 き な足跡 を 残 し た と い

え よ う O

第 3 は 、 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (略称 EARTH) の結成 と 活動 の 成 果 に つ い て 指摘

し て お き た い 。

EARTH は 、 Emergency And Rescue Team by School Staff in Hyogo の 略 称 で あ る O

EARTH と い う 学校支援 チ ー ム 創設 の 着想 は 、 ア メ リ カ の連邦 緊急事態管理庁 (FEMA)

の 活動経験か ら 学 ん だ こ と に あ る O 兵庫県の教職員 団体が、 1980年代 半 ばか ら 、 ア メ リ カ

の教職員 団体で あ る NEA (全米教育協会) と の教育交流 を 続 け て い た が、 1994年 に 起 き

た ノ ー ス リ ッ ジ地震 に お け る FEMA の 迅速 な 取 り 組み を 紹介 さ れ、 「大震災」 後、 毎年、

FEMA の 危機管理専 門 員 お よ びカ ウ ン セ ラ ー を 招 へい し 、 「心の ケ ア J の 在 り 方 に つ い て

学 ん で き た の で あ っ た。

EARTH 設置 に 至 る 主 な 経緯 と し て は 、 1996年度の 「防災教育推進協議 会」 に お い て 、

震災時の全国 か ら の救援 ・ 支援 に 報い る た め に 、 他府県 で の 震災時の学校再 開 に 向 け て 、

兵庫県 と し てやJ ら かの 支援組織 を 立 ち 上げ る こ と がで き な い か と の提言 を 受け 、 1997年度

よ り 「防災教育推進指導員 養成講座」 を 開設 し 、 「大震災」 の教訓 に 学 び、 専 門 知識 と 実

践的対応能力 を 備 え た 教職員 の 養成 に 着手 し た 。 1999年度、 f防災教育推進連絡会議」 で

再度の提案があ り 、 同 年12月 に 設立準備会が開催 さ れ、 2000年 1 月 17 日 の 「 阪神 ・ 淡路大
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震災 5 周年 教育復興の 集 い 」 に お い て 、 「震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) J の 設置が

発表 さ れ、 同年 4 月 l 日 に発足 し た 。 発足時 の メ ン バ ー は 、 養成講座上級編 の修了者56名 、

「一大震災」 時 に被災地の学校で避難所運営 に 携 わ っ た教職員 な ど90名 と ア ド バ イ ザ一 役の

カ ウ ン セ ラ - 5 名 か ら な る 95名 で編成 さ れた 。 2004年度 に は 、 134名 で編成 さ れて い る O

EARTH の 組織 は 、 教諭、 養護教論、 事務職 員 、 栄養職員 と カ ウ ン セ ラ ー で構成 さ れ、

定員 を 150名 と し 、 避難所運営、 心の ケ ア 、 学校教育、 学校給食の 4 班編 成 で 活動 を 行い 、

事務局 は 、 兵庫県教育委員 会総務課教育企画室 (当時 に 置 か れて い る O

活動内容は 、 他府県等で震災等が発生 し た際、 被災地の 学校の短興支援 に 携 わ る こ と で

あ る が、 特 に 、 学校教育応急対策 と 教育活動 の早期再開、 児童 ・ 生徒の 心 の ケ ア 、 学校内

の避難所運営の支援活動 に 重点がお かれて い る 。 ま た平時 に は 、 県内外の防災教育研修会

の指導助言や各地域の 防災体制 の 整備、 学校での 「新た な 防災教育」 の 推進 に も 協力 す る O

EARTH 自 身 の訓練 ・ 研修会 も 年 2 回程度実施 さ れて い る O

運営の体制 に つ い て は 、 EARTH の 円滑 な 運営の た め に 、 有識者及 び学校 関係者等29名

か ら な る 運営委員 会が設置 さ れて い る O

派遣手順 は 、 大規模地震の発災時、 情報 を 収集 し 、 被災都道府県教育委員 会へ問 い 合 わ

せ、 派遣要請 に つ い て打診す る O 要請があ っ た場合、 県教育長等 に 報告 し 、 運営委員 長 と

協議の う え 、 派遣 を 決定 し 、 派遣準備 を 行 い 派遣す る O 帰庁後 は 支援活動報告 を 行 い 、 以

後 の 支援方法 に つ い て検討す る O こ れ ま で、 北海道有珠山噴火、 鳥取県西部地震、 宮城県

北部連続地震、 新潟県中越地震 に かか わ る 調査活動や支援活動 に 従事 し た 。

成果 と し て は 、 被災地の教育委員 会お よ び学校への ア ドバ イ ス 、 教育再開への具体的指

針の提示、 県 内外への講師派遣 に よ り 、 高 い 評価 を 得 る と と も に 、 兵庫県 の 「新た な 防災

教育J の意義 を 全 国 に発信す る こ と がで き た。

今後の課題 と し て は 、 よ り 専 門 的 な 力 量 を 高め 、 活動 の マ ニ ュ ア ル を つ く り 、 全国発信

の広報のあ り 方 を 工夫 し 、 地域 と 連携 し た 学校防災教育 ・ 訓練への貢献が期待 さ れ る O

第 4 の取 り 組 み の 成 果 は 、 兵庫県立舞子高等学校 に 環境防災科が設置 さ れ、 生徒 自 身が

め ざ ま し い活動 を し て い る こ と を 取 り 上げた い 。

兵庫県教育委員 会 の 『平成13年度 ・ 防災教育検証委員 会 の ま と めJi (2002年 3 月 ) に よ

れ ば、 舞子高等学校 は 、 「大震災」 時 に は 、 約 l 週 間 、 近隣住民の避難所 と な り 、 2 年生

の修学旅行が巾止、 震 災 に よ る 詑水棟の 破損か ら 授業の再開 も 2 月 と な っ た 。 こ の 時の被

災体験 を も と に 、 同校で は 、 防災 と 環境 を テ ー マ に し た授業実践が続 け ら れる と 共 に 、 そ

の 後 に 防災型 の 太 陽光発電 シ ス テ ム も 実験導入 さ れ る な ど、 環境や 防災 を 専 門 的 に 学 習 す

る 素地が作 ら れて い っ た。

1999年、 兵庫県全 日 制高等学校長期構想検討委員 会 「報告』 の 中 で、 「震災の教訓 を 生

か し た新 た な 防災教育の推進J が今後の特 あ る 教育活動 の 展 開 の 一つ の方 向 と し て 示 さ

れ、 2002年、 兵療県立高等学校教育改革第 1 次実施計画 に よ っ て 、 舞子高等学校への 「環
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境防災科」 の 2002年度設置が決定 さ れた 。

環境防災科は 、 こ の よ う な 経緯 を 踏 ま え 、 「大震災」 の教訓 を 生 か し 、 自 然環境や 社会

環境 と の 関 わ り を 視点 に据 え て 、 人 間 と し て の在 り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る 防災教育 を 推

進す る た め 、 全国 に先駆けて設置 さ れた 。 そ し て 、 学校設定科 目 「災害 と 人 間」 等 を 核 と

し 、 実践的 ・ 体験的 な 学 習 、 コ ン ビ ュ ー タ の活用 、 大学教授や市民 ボ ラ ン テ イ ア な どの外

部講師 に よ る 授業 な ど、 斬新 な 教育内容 を 多様 な 教育方法に よ っ て参両 ・ 協働の ス タ イ ル

の授業 を 展 開 す る こ と に よ り 、 一人 ひ と り が 自 然や社会 に つ い て の認識 を 深め 、 そ れぞれ

の 夢 を 実現 し て い く 中 で21世紀 の社会づ く り に貢献す る 人材の育成 を 行 う 教育 を め ざ し て

い る O

環境防災科で は 、 生徒は 、 地震の メ カ ニ ズ ム や震災時の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 実例 な ど を

総合的 に 学ぶ こ と がで き 、 自 分が何 に 興味があ り 、 ど ん な 生 き 方 を し た い か な ど、 生徒が

じ っ く り 時 間 を か け て 考 え る 場 と 機会 を 持て る こ と が期待で き る 。

例 え ば、 地球の メ カ ニ ズ ム や大気の循環な ど、 環境や 自 然災害 を 考 え る た め に必要 な 自

然科学の基礎 を 学 ぴ、 実験や観察 を 通 し て科学の 楽 し さ を 、 ま た 、 「災害 と 人 間J と い っ

た 新 た な 視点 で社 会 を と ら え 、 日 常の ニ ュ ー ス に ア ン テ ナ を 巡 ら せ、 日 々 新 た な 発見 を す

る こ と で、 社会科学の お も し ろ さ を み つ け る と と も に 、 こ れ ら の学習 を 通 じ て 、 自 ら 課題

を 設定 し 、 資料 を 集め 、 学び、 討論 し 、 解決 し て い く な ど問題解決能力 の 育成が図 ら れて

い る 。

と り わ け 、 ユ ニ ー ク な 取 り 組み と し て 、 地域の小学校 と 連携 し て 、 高校生が小学校の教

壇 に 立 っ て 、 被災体験 を 語 っ た り 、 地震の メ カ ニ ズ ム を 解説 し た り 、 安全マ ッ プ。 を 作 っ た

り し て い る O

「大震災J の教訓| を も と に 、 生 き る こ と の す ば ら し さ や人 と 人 と の結 びつ き の大切 さ を

国 内外で活躍す る 専 門家や ラ イ フ ラ イ ン に 関係す る 企業、 ボ ラ ン テ ィ ア な どの外部講 師 に

亘接学ぶ こ と は 大変意義深い 。 ま た 、 野 島 断層 保存館や メ モ リ ア ル ホ ー ル、 六 甲 山 で の 断

層 や砂 防 ダ ム 、 消 防学校 な どで の体験活動 を 通 し て 実体験す る こ と に よ り 、 「環境防災」

を 一生涯学 び続 け る 課題 と と ら え る 人づ く り に 貢献で き る こ と が期待 さ れて い る O

5 . 残 さ れ た今後の課題
冒 頭 に あ げた 防災教育検討委員 会の 「提言」 に 照 ら し て 総括す れ ば、 第 1 に 、 学校施設

の 耐震化の推進は 、 今 な お道半ばに あ る と い わ ね ばな ら な い 。 地域の避難所生活 に備 え た

防災機能、 例 え ば 「災害弱者」 への対応 マ ニ ュ ア ル の 整備 や 施設 のバ リ ア フ リ ー な ど、 今

後 の 課題で あ る O い ず れ に し て も 、 「提言」 の 中 で、 避 難所 と な っ た 学校 で も 「教育活動

の停止期 間 が 1 週間 を 超 え な い」 と い う 努力 目 標 を 設定 し て い る が、 そ の た め の施設の機

能 の整備 は不可欠で あ る O ま た 、 避難所生活の管理 ・ 運営 は 、 本来、 行政の責任 に お い て

行 う べ き も の で あ り 、 地域や家庭 と 連携 し た 自 主防災組織づ く り の具体化が推進 さ れ る べ
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き であ る 。

第 2 に 、 新 た な 防災教育 の充実 に つ い て は 、 震災の教訓 を 生か し た 訪災教育の推進の点

で は 、 大 き な 成果が得 ら れた が、 総合学習 と し て の 地域学習 の 中 に 紡災教育が織 り 込 ま れ、

地域に あ る 保育所 ・ 幼稚 園 か ら 高等学校 ま で の学校園の異校種間 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り や

NPO ・ ボ ラ ン テ ィ ア 団体 と の連携が促進 さ れ、 ま ち づ く り の一翼 を 担 え る よ う に な る こ と

が望 ま れ る O

第 3 の 課題 は 、 グ ロ ー パ ル化時代 の今 日 、 外 国 籍 の 人 々 が約200万人 に 達 し 、 多文化共

生社会の色彩が濃 く な っ て い る O さ ま ざ ま な マ イ ノ リ テ ィ が 「災害弱者J に な ら な い共生

社会 と し て の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り が喫緊の課題 と な っ て い る O

第 4 に 、 教育復興担当 教員 に よ る 心の ケ ア の取 り 組み は 、 震 災 に よ る 不登校の減少傾向

を促進 し 、 高 く 評価 さ れて い る が、 被災地以外の地域の教員 に も そ の 成果 を伝 え 、 心 の ケ

ア の 胡散化 ・ 普遍化が国 ら れ る べ き であ る O 震災以外の心 の ケ ア へ の対応 を 射程 に 入れ、

教育復興担当 教員 の取 り 組み を 継承 し た 学校教育相談体制 の充実が求 め ら れて い る O

第 5 に 、 被災 し た 子 ど も た ち の学習権 ・ 進路保障の玖 り 組み の重要性 に つ い て触 れ て お

き た い 。

被災 し た子 ど も た ち が、 心の健康 を 取 り 戻 し た り 、 PTSD の発生 を 防 ぐ た め に も 、 被災

後 1 週 間以 内 に で き る だけ早 く 学校 を 再開す る こ と が求 め ら れて い る O そ れ に は 、 緊急時

に お け る 児童 ・ 生徒の転出 入手続 き が簡素化 ・ 弾力化 さ れ る 必要があ る O 「大震災」 で は 、

多 く の 学校で教職員 が手続 き 業務の煩雑 さ で忙殺 さ れ た 。 で き れば、 全 国 的 に 続ー し た碁

準 の策定が国 ら れ る べ き で あ ろ う O ま た 、 緊急時 に お け る 被災生徒への高校入試等 に かか

る 臨時的支援措置 も 講 じ ら れ る 必要があ る O

j お わ り に ー ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進
今次の 「大震災」 に は 、 延べ140万人 を 超 え る 人々 が、 j毎外お よ び全 国 各 地 か ら ボ ラ ン

テ ィ ア 活動 に 参加 し 、 物心両面か ら 、 震災の救助 ・ 救援 ・ 復旧 ・ 支援活動で大 き な役割 を

果た し 、 そ の社会的意義が確認 さ れた 。 と り わ け 、 明 日 の 共生社会 を 担 う 中 学生 ・ 高校生 ・

大学生の ボ ラ ン テ イ ア 活動が、 高齢者や障害者 を 励 ま し 、 被災者 に 生 き る 希望 を 与 え た 。

こ う し た ボ ラ ン テ イ ア 精神 を 育成 す る 生涯学資社会 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア教育 ・ 福祉教育

を 穫撞的 に 推進す る 必要があ る O

今後の課題 と し て は 、 被災地の ニ ー ズ に対官、 し た ボ ラ ン テ ィ ア の受 け 入 れ、 連絡調整 を

効果的 に行 う た め に 、 公的機関 お よ び民 間 ボ ラ ン テ イ ア 団体の受け入れ窓 口 を 常設化 し 、

登録 さ れた ボ ラ ン テ イ ア が、 各 自 の専 門性や特性 に よ っ て活動 で き る よ う に 、 地域防災体

制 の な か に ボ ラ ン テ イ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 位置づけ て お く 必要があ る O 特 に 、 被災地 に お

い て は 、 現地の対策本部 に 登録 し 、 そ の指揮の も と に 活動 に 従事す る こ と が大切 であ る O

ま た 、 各種の技能団体の専門性や特性 を 生 か し た ボ ラ ン テ ィ ア を 継続的 に 派遣で き る よ
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う 、 各種職能 ・ 技能 団 体 を は じ め 、 大学や企業の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ に お い て は 、 「ボ

ラ ン テ イ ア 休暇」 制度 を 採用 し 、 研修 ・ 訓 練 を 計画的 に 実摘す る こ と が望 ま れ る O

と く に 、 避難所 に な っ た 学校 に と っ て 、 県内外か ら 派遣 さ れ た教職員 の 救援 ・ 支援活動

は 、 当 該学校教職員 の 避難業務 を 助 け 、 授業再開 な ど学校機能の 田復 に 大 い に貢献 し た 。

こ の よ う な 災害非常時の教職員 の 人的支護体制 の 整備 と そ れ に と も な う 適切 な 特別休暇 と

手 当 な どの災害時の勤務条件 と 処遇 に つ い て拡充 ・ 整備 し て お く 必要があ る O 特殊業務 に

関す る 手当 は 、 被災地の学校の教職員 は も と よ り 、 支援 し た教職員 に対 し で も 、 行政職、

教育職 な ど を 関 わ ず、 一律 に 支給す る こ と が望 ま れ る O
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第七章

産業 ・ 雇用



復興の10年
~ 産業 ・ 雇用の視点 か ら ~

は じ め に

放送大学教授 林 敏彦

こ れ ま で 『阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 各号の 第 7 章産業 ・ 雇用 で は 、 で き る だ け個別具

体的 な事例 を 報青す る こ と に よ っ て 、 被災地 に お け る 産業復興 の 実情 を 浮 き 彫 り に し よ う

と し て き た 。 そ れが年報 と し て の復興誌の使命だ か ら で あ る O し か し 、 震 災 か ら 10年が経

過 し て経年的 な 経済統計が利用可能 と な っ た 現在 、 ミ ク ロ 的 な復興事例 の積 み重 ね が どの

よ う な 意味 を も っ て い た の か、 そ の 全体像 と ト レ ン ド を 箭轍 し て み る 作業 も よ う や く 可能

と な っ た。

そ こ で こ の 報告 に お い て は 、 被災市 町、 兵庫県、 神奈川県、 横浜市、 全 国 の経済デー タ

等 を 比較対照 し な が ら 、 - 雇用 の視点か ら 復興の10年 間 を 振 り 返 っ て み る こ と に し た

し ミ O

上 被災 し た都甫型経済
( 1 )  大都市経請の被害

1995年 の 阪神 ・ 淡路大震災 は 、 高度 に 発達 し た都市が被災 し た点 に 最 大 の 特徴があ る が、

経済的被害の状況 も そ の こ と を 如 実 に物語 っ て い た。 経済面 か ら 見 た都市型被災の特徴 は 、

①ス ト ッ ク 被害が大規模であ っ た こ と 、 お よ び②都市型集積の相互依存関係が崩壊 し た こ

と で あ る O こ れ に神戸市の場合 は 、 ③港湾都市の特殊性、 お よ び、④構造転換 中 の 大被害、

と い う 点が付 け加 わ っ た 。

も と も と 都市 で は 集積の利益 を 背景 に 、 高速道路、 高層 建築、 地下街、 下水道 な ど に よ

る 高度 な 土地利用 が進 む 。 眠 ら れ た 土地面積 を 資本 に よ っ て代替 し 、 利 用 空 間 を 最大限拡

大 し よ う と す る の が都 市 の 姿で あ る 。 震災 は そ の都市資本ス ト ッ ク を 亘撃 し た 。 人 口 150

万人の大都 市神戸 を 中心 と す る 10市10町で は 、 ス ト ッ ク の崩 壊 は 、 建築物 5 兆 8 千億 円 、

港湾 1 兆 円 、 商工関係6 ， 300倍、円 を 含ん で約10兆 円 と 推定 さ れた 。

都市型産業集積 の 問題 は 、 被害の大 き か っ た 港湾関連産業、 酒造、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ等

の 地場産業、 お よ び商業、 観光、 オ フ ィ ス ピ ル等都市型第 3 次産業の い ずれ に つ い て も 当

て は ま る O こ れ ら の 産 業 は 、 自 ら 集積の利益 を 求め て都市部 に 立地 し 、 あ る い は人 口 ・ 経

済 ・ 政治 ・ 文化 な ど都市活動そ の も の の 集積の上 に 成 り 立 っ て い た 。 震 災 は こ れ ら の集積

の 基礎 を 直撃 し た の で あ る O

神戸市 に最 も 顕著 に見 ら れる が、 都市経済 で は 製造業か ら サ ー ピ ス 産業へ と 、 産業構造

の転換が進 ん で い た 。 神戸市が 「 ア ー バ ン リ ゾー ト 」 フ ェ ア を 開催 し 、 工業都市か ら の脱

皮 を ア ピ ー ル し た の は震災の 2 年前 で あ っ た 。結果的 に 、 阪神 ・ 淡路大震 災 は 被災地 の サ ー
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ピ ス 産業化の動 き に 冷水 を 浴 び、せか け た O

( 2 )  経溝復興の開題点

板神 ・ 淡路大震災か ら の経済復興の 問題点 と し て は 、 ①被災地 の 自 助努力 と 市場 の 活用

が基本 と な る こ と 、 各被害の甚大 さ か ら 、 国 の レ ベ ル で の政策的 関与が不可欠であ る こ と 、

そ し て③都市型産業の復興は都市 そ の も の の再生 と 表裏一体であ る こ と 、 があ げ ら れ る O

実際、 後 に詳述す る よ う に 、 震災か ら の産業復興あ る い は 経済復興 は 大部分企業や 家計

と い う 民 間部 門 の努力 に よ っ て成 し遂 げ ら れ た 。 イ ン フ ラ の複 旧 に は 、 当然 な が ら 国 や 県 ・

市の財政が大 き な 役割 を 果 た し た 。

し か し 、 産業 ・ 雇用面か ら の復興 に つ い て 最大 の 問題点 は 、 当 初 か ら 復興の メ ル ク マ ー

ルが明 ら かで は な い こ と だ、 っ た 。 神戸港で、水深12メ ー ト ル の パ ー ス を 修復す る こ と は物理

的 に は イ ン フ ラ の復 旧 で あ る が、 経済的 に 言 え ば、 大型 コ ン テ ナ船の接岸 を め ぐ っ て 国 際

競争が続 く 中 で は 、 水深15 メ ー ト ル の パー ス を 建設 し て は じ め て復 旧 が成 っ た と 言 う べ き

で あ る O

こ の例 の よ う に 、 経済的復興 に つ い て は道路や建物 の後旧 と は異 な り 、 目 に見 え る 基準

を 定 め に く い 。 結局 、 産業活動、 雇用水準、 県民所得、 消費水準 な どが、 全国比 に お い て

震災以前の水準 を 匝復 し た こ と を も っ て経済復興の 基準 と す る し か な い と 思 わ れ た 。

( 3 )  経済復興 と ま ち づ く り

都市型産業の復興は ま ち づ く り と 同 義であ る O 奥尻や 島原 の よ う に 、 農村、 漁村の場合

に は 、 田 畑 の代替地や漁船等が補償 さ れれ ば、 住民 は 生活 を 再建で き る か も 知 れ な い 。 し

か し 、 三宮 の オ フ ィ ス ピ ルや雑居 ピ ル の飲食屈 は 、 作J を 買 っ て も ら え れ ば生業が成 り 立つ

と い う の だ ろ う か。 結局 、 都市の 第 3 次産業 は 、 ま ち の に ぎ わ い そ の も の が返 っ て こ な け

れば復興で き な い 。

復興の プ ロ セ ス は 、 人 - 企業の 集積→地域の雇用 ・ 所得の増加→消費 ・ 経済活動の 上昇

→人 ・ 企業の集積 と い う 循環 を 経 て起 こ ら な け れ ば な ら な い が、 こ の循環は都市が形成 さ

れて い く プ ロ セ ス そ の も の で あ る 。 し た が っ て都市 の経済的復興 は 、 都市 の 生成過程 を ビ

デ オ の 早 田 し の よ う に 、 意 図 的 、 政策誘導的 に 、 短時間 で行 わ な け ればな ら な か っ た 。

( 4 )  創造的毎興 に 向 け て

都 市 は 変貌 し て い く 。 人 口 は 入れ替わ り 、 産業構造 も 変化す る O 阪神 ・ 淡路大震災か ら

の経済復興は 、 都市 を 震災以前 の 姿 に復す る こ と で は な く 、 新 し い 市民が都市の エ ー ト ス

を 受 け継 ぎ 、 震災以前の市民が感 じ て い た 都市への 誇 り や愛着 を と り も ど し た と き 、 達成

さ れる o 21世紀 の産業構造 を も ち 、 21世紀の都市の構成原 理 に 従 い 、 地域間大競争時代 に

比較優位 を 発揮 で き る よ う な都市の創造。 そ れが経済復興の 目 的 で あ り 、 ま ち づ く り の 目

第七章 @ 産業 雇用 163 



的 で な け ればな ら な か っ た 。

2 . 産業 ・ 雇用復興の 10年間
( 1 ) 地域内総生産の推移

被災地の経済復興は どの よ う に 進 ん だ の か。 県 内総生産 と 市町村総生 産 の 推移 に よ っ て

そ れ を 概観 し て お こ う O 図 1 は神奈川県、 兵庫県、 お よ び被災10市10町 に つ い て 、 名 呂 域

内総生産 を被災前年度の 1993年度 を 基準 と し て指数化 し た グ ラ フ であ る O 神 奈川 県 を 比較

の対象 に 選 ん だ の は 、 総生産額 で は 兵庫県 よ り も 大 き い も の の 、 大都市 に 隣装 し 、 港 町 を

持 ち 、 産 業 の サ ー ビ ス 化が進展す る な ど、 被災地経済 に類似の特徴 を 備 え て い る か ら で あ

る O

( 図 1 ) 地域内総生産の推移
1 1 0 司 。
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図 か ら 明 ら か な よ う に 、 震災の あ っ た 1994年度 に 兵庫県お よ び10市10 町 の 総生産 は 大 き

く 落 ち 込 み 、 そ の 後急、回議 し て 1996年度 に は震災の な か っ た神奈川 県 と 同 レ ベ ル に ま で達

し た 。 し か し 、 そ の後兵藤県お よ び被災地の域内総生産 は 下 時 の 一途 を た ど り 、 2002年度

に は神 奈川 県 に 比 べ て 、 約10 % ポ イ ン ト 低位 に 止 ま っ て い る O

こ こ で は 、 1994年度の底か ら 上昇 し て 1998年度 に i司 じ水準 に ま で下 降 し た 5 年時 を 震災

復興の前期 と み な す こ と に し よ う O そ れ以 降 の 後期 5 年 間 は 、 被災地経済 に お い て 、 震災

の 直接的影響 よ り も 日 本経済全体の不況の影響が強 く 表れ た 時期 と 特徴づけ る こ と がで き

る O こ の こ と は 、 本誌の各年度版で報告 さ れた と こ ろ を 裏書 き し て い る O

凶 2 は 兵庫 県 内 総生産 を 神 奈川 県内総生産 と の対比で見 た グ ラ フ で あ る O 震災直前兵庫

県経済の規模 は神 奈 川 県経済の67 % 程度 で あ っ た が、 こ こ で も 兵庫県経済の相対的低迷が

1998年頃 ま で続 い た こ と が見 て取れ る O
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(図 2 ) 兵康漂 GDP の対神奈川 県比率
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し か し な が ら 、 前期 5 年 間 で経済復興が終了 し た わ け で は な い。 先 に 、 都市経済の復興

は ま ち の に ぎ わ い の 回復 と 表裏一体であ る こ と を 指摘 し た が、 図 3 に 見 る よ う に 、 被災地

人 口 は 震災で一気 に 15万人程度激減 し 、 そ れが回復 し た の は よ う や く 2002年 に 至 っ て か ら

で あ っ た 。 す な わ ち 、 被災地 は 失 っ た 人 口 を 屈復す る の に 7 年 を 要 し た の であ る 。

こ の こ と が産業 ・ 雇用 に 与 え る 影響 は 、 都市の産業構造が流通、 観光、 オ フ ィ ス ピ ル な

どサ ー ピス 産業 に 依存 し て い る こ と か ら 、 大 き か っ た 。

(図 3 ) 被災1 0市1 0町の 人 口 の推移人
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( 2 )  麗用'措勢の推移

被災地で は雇用情勢 も 厳 し か っ た 。 国 4 は全国 と 近畿の完全失業率 を対比 さ せた も の で

あ る O 失業率 に つ い て は都道府県別 の 数字が総務省 に よ っ て発表 さ れ る よ う に な っ た の が

1997年以降で あ る た め 、 被災地の復興期 間 を 通 じ て の雇用情勢の推移 は 、 図 に よ っ て推測

す る し か な い。

図 は全国 レ ベ ルで の失業率 は 、 1991年 を 底 と し て 1997年 ま で上昇 し 、 そ こ か ら 再び2003

年へか け て 再上昇 し た こ と を 示 し て い る O 近畿 も ほ ぼ同 じパ タ ー ン を 踏襲 し て い る が、 失

業率 は震災の1995年 か ら 1997年 ま で全国 レ ベ ル を 上 回 る 水準 で、高止 ま り し 、 2003年へか け

て の 一段 の ふ ヒ 昇 も 、 全国 レ ベ ル を J'. 回 る ペ ー ス で推移 し た 。

こ の動 き の 中 に 、 震災 に 起関 す る 失業 の 増 加 が ど れ だ け含 ま れて い る か は 明 ら かで は な

い 。 し か し 、 震災 に 起因 す る に せ よ 、 そ の他の構造要国 に 起 因 す る にせ よ 、 関 西経済 に位

置す る 兵庫県経済 は 、 厳 し い雇用情勢の 中 で経済後興 を 続け な け れ ば な ら な か っ た こ と は

明 ら かで あ る O

(図 4 ) 全国 お よ び近畿の完全失業率
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3 . 前期 5 カ 年の産業 と 雇用
( 1 ) 前期 5 年経済復興の足取 り

93 95 97 99 2001 03 ま手

前期 5 年の経済復興の足取 り を み る た め に 、 兵席県 に お け る 県 内 総支 出 の 各支出項 目 別

の動 き を 見て み よ う O

① 民間最終消費支出 の推移

図 5 か ら は い く つ か興味深い事実 を 見 て 取 る こ と がで き る O 第 1 に 、 震災は民間消費支
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出 に対 し て 目 立 っ た 影響 を 与 え て い な い と い う こ と で あ る O わずか な 減少 は み ら れ る も の

の 、 こ れ は 主 に 被災者の県外流出 な どに よ る 人 口減少の影響 に よ る も の と 推測 さ れる O

生活復興の た め耐久消費財等への支出増大が予想 さ れた が、 そ の 一方で震災直後 に発生

し た 経済活動 の 一時的停止 や 、 贈与経済の発生 な ど に よ り 、 消費が縮小 し た こ と の影響 も

あ り 、 こ れ ら の効果が互い に キ ャ ン セ ル さ れた 結果であ る と 思 わ れ る o 2002年度 に な っ て

は っ き り と し た 減少領向がみ ら れ る も の の 、 こ れ を 震災の寵掠的影響 と 呼ぶ に は あ ま り に

も 時 間が経過 し て い る と 思 わ れ る O

(罰 5 ) 兵庫県内総生産の推移
億円
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口号車整堅主賓本形成

1 990 91 92 

② 県内総資本形成の推移

02  I 年度

第 2 に 、 県内総資本形成 に つ い て は 明 ら か な 震災の影響が見 て 取れ る O パ フ、、ル崩壊の影

響 を 受 け 、 県 内総資本形成 は 1 990年度以降1993年度 ま で停滞あ る い は 若干 の 逓減傾 向 を み

せて い る O 明 ら か に震災 に よ る 影響が見 て と れる の は 、 1995 - 1997年度の 3 年 間 で あ り 、

1998年度 に は ほ ぼ元の水準 に復帰 し て い る 。 1999年度 に は復興投資 も 底 を 打 っ た かの よ う

に 見 え た が、 2000年度以降 も 大 き く 減少 を 続け て い る 。

す な わ ち 、 県内総生産ベ ー ス で見 る 限 り 、 ス ト ッ ク の 再建 を 中心 と す る 民間部 門 お よ び

公共部門 を 合わせ た復興投資 は 、 1994年度 を ス タ ー ト と す れ ば1998年度 ま で の 5 年 間 で ほ

ぼ終了 し た と 見 な さ れ る O

③ 政府最終消聾支出 の推移

第 3 に 、 政府最終消費支 出 に つ い て は 、 1995年震 に 増 大 し 、 そ の 後 し ば ら く 横 ばい と な

る が、 長期的 に は逓増傾向 に あ る O

④ 財麓 ・ サ ー ビ ス の移出入の推移

第 4 に 、 財 貨 ・ サ ー ピ ス の移 出 入が大 き く 変動 し て い る 点 に注意が必要で あ る o 1994:年
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度 ま で は移 出 入黒字で あ る が、 1995年度か ら は赤字 に 転 じ る O そ れ も 1998年度 に か け て黒

字へ と 回復 を 見せ る が、 そ の後 は大 き く 変動 を みせ、 震災前の水準 に は 回 復 を 見せて い な

し ミ 。

( 2 )  民間主導の経済復興

そ こ で、 復興前期 5 年の動 き を 見 る た め に 、 1993年度の活動水準 を 基準 と し 、 兵躍県 内

総支出 の 需 要項 目 ご と に 1994 … 1999年度 ま で の 増 減 を 示 し た のが表 1 で あ る O 表 中例 え ば

1995年度の 民 間 最終浪費 支 出 が - 665億 円 と あ る の は 、 1995年度 の 民 間 最終消費支出 は 1993

年度 の水準 を 665億 円 下 回 っ て い た と い う 意味であ る O

(表 1 ) 兵庫県内の復興活動 (名 目 値)

民間最終消費支出
総固定資本形成

民 間固定資本形成
公的国定資本形成

右:療 品増加

民間会業
公的

政府最終消費支出
立す貨 サ ピス の移出入

財貨 ・ サ ー ビ ス の移出

日オ貨 ・ サー ビ ス の移入

統計上の不突合
| 早内総支出 (市場価格表示)

1994年度 1995年度

- 11 1 ， 037 -66 ， 543 

159 ， 994 1 ， 809 ， 912 

190 ， 467 I 1 ， 361 ， 774 

350 ， 461 448 ， 138 

64 ， 146 181 ， 86 1  

62 ， 288 178 ， 459 

1 ， 858 3 ， 402 

211 ， 571 558 ， 530 

-634 ， 525 1 - 2 ， 005 ， 281 

-623 ， 816 642 ， 470 

1 04 ， 167 1 ， 902 ， 743 

93 ， 458 539 ， 932 

629 ， 839 478 ， 479 

(単位 : 百万円)

1996年度 1997年度 1998年度 95-98累計

235 ， 585 339 ， 005 414 ， 3 19  922 ， 366 

2 ， 11 7 ， 748 887 ， 162 - 110 ， 488 4 ， 704 ， 334 

1 ， 51 9 ， 040 700 ， 948 102 ， 489 3 ， 684 ， 251 

598 ， 708 186 ， 214 - 21 2 ， 977 1 ， 020 ， 083 

205 ， 965 201 ， 600 35 ， 788 625 ， 214 

204 ， 61 1  199 ， 623 33 ， 41 5  616 ， 108 

1 ， 354 1 ， 977 2 ， 373 9 . 106 

264 . 908 298 ， 930 371 ， 328 1 ， 493 ， 696 

1 ， 929 ， 519  - 1 ， 350 ， 005 一 1 ， 007 ， 503 6 ， 292 ， 308 

1 18 ， 373 -1 57 ， 258 -898 ， 146 1 ， 816 ， 247 

2 ， 445 ， 519  1 ， 526 ， 642 190 ， 658 6 ， 065 ， 562 

634 ， 373 333 ， 895 81 ， 301  1 ， 589 ， 501 

894 ， 687 376 ， 692 - 296 ， 556 1 ， 453 ， 302 

(出所) 兵康県統計諜 「兵庫県民経済計算J

こ こ で、 1994年 度 は 震災 の 影響が大 き い た め 、 1995 - 1998年度 ま で の 累計 の 数字 に 注 呂

し て み よ う O そ れ に よ る と 、 経済課興 に と も な う 兵庫 県 内 の総支出 の増加額 は 1 兆 5 千億

円で あ っ た 。 項 目 的 に は 、 総固定資本形成 の増分が 4 兆 7 千億 円 、 政府最終消費支出 の 増

分が 1 兆 5 千億円 と な っ て い る O

復興需要の構成 を 見 る た め に 、 1995 - 1998年度の 累積額 に つ い て民需 と 官需 の割合 を 計

算す る と 、 県 内 需 要 (民間最終消費 十 総資本形成 十 政府最終消費 ) の 増 分 は 7 兆円 で あ っ

た の に対 し 、 そ の う ち 政府需要 (公的資本形成 十 政府最終消費 ) の 増 分 は 2 . 5兆円 と な っ

て い る O 県 内 需 要 は ア ブ ソ ー プ シ ョ ン と 呼ばれ る が、 復興 に と も な う ア ブ ソ ー プ シ ョ ン の

増加 に 占 め る 政府 部 門 の割合は 、 35 . 3% で あ っ た 。 す な わ ち 、 経済復興の 大部分は 、 企業

や 家計 な ど民間 部 門 の 支 出 に よ っ て支 え ら れた の で あ る O

同様な こ と は 国定資本 の 形成 に お い て も 妥当 す る o 1995 1998年度累積額 に お い て 、 総
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固 定資本形成の増分は 4 兆 7 千億 円 で あ っ た が、 そ の う ち 民 間 部 門 に よ る 固 定資本形成が

78 . 3% を 占 め て い た 。 道路、 港湾、 公共住宅の建設等政府部門 の 固定資本形成 は経済復興

に シ ン ボ ル 的役割 を 果 た し た が、 そ の ほ ぼ3 . 6倍 に 達す る 固定資本形成が個人の住宅建設

や企業の ピ ル再建、 工場の再建 な ど に よ っ て担 わ れ た の で あ る O

( 3 )  自 給率の低下

次 に 注 目 さ れる の が、 復興前期 5 年 間 に見 ら れ た 兵庫県経済の 自 給率 の低下現象 で あ る O

一般 に県内総生産 に つ い て は次の等式が成 り 立つ 。

県内総生産 = 民間消費 十 総資本形成 十 政府消費 + 移出一移入

こ の式で移入項 を 左 辺 に 移項す る と

県内総生産 十 移入 = 民間消費 + 総資本形成 + 政府消費 + 移出

と な る O こ れ は右辺の総需要す な わ ち 「県内 ア ブ ソ ー プ シ ョ ン (県内需要) 十 移 出 (県外

需 要 ) J が左辺の総供給す な わ ち 「県内生産 + 県外か ら の移入」 に 等 し い こ と を 示 し て い る 。

ま た 、 総需要 に 点 め る 移入の比率 は 、 そ の県が県内 お よ び県外の需要 を 満 た す た め に必

要 と し た 県外生 産 の 割合 を 示 し 、 1 か ら 移入比率 を 差 し ヲ | い た値 は そ の県 の 自 給率 と 呼ば

れ て い る O す な わ ち 、

移入
自 給率 = 1 一一一一

総需要

こ の 自 給率の推移 を 示 し た の が図 6 であ る O

( 関 6 ) 兵庫県経済の 自 給務
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国 か ら 明 ら か な よ う に 、 1993年震 に 向 け ま り つ つ あ っ た 兵庫県経済 の 自 給率 は 震災

に よ っ て大 き く 落 ち 込み 、 1993年の水準が回復 さ れた の は よ う や く 2000年度 に な っ て か ら

で あ る O

自 給率の低下 は 、 震災復興の た め に 県 内 の供給能力 が追い つ か な か っ た こ と を 物語っ て

い る O 先の表 1 に 示 し た項 目 か ら 、 1995 - 1998年度累計の総需要増加額 は 7 兆 円 と 計算 さ

れ る O こ の う ち 県外か ら の 移入増加額は 6 兆 2 千億 円 で あ っ た か ら 、 総需要増加額 を 復興

需 要 と み な せ ば、 そ の 実 に88% が県外か ら の供給 に よ っ て ま か な わ れた こ と に な る 。 特 に

移入依存度が高 か っ た の は 、 卸売 ・ 小売業、 製造業、 お よ びサ ー ビ ス 業 で あ っ た 。

こ の よ う な 震災復興 に と も な う 自 給率の低下、 あ る い は 県外供給への依存度の高 ま り は 、

次の よ う に 2 通 り の解釈 を 許す で あ ろ う O 第 l は 、 も と も と 自 給率が低 い 盟 内 の 開放地方

経済 に お い て 、 早急 な 経済復興 に は 、 被災地外か ら の供給増加が欠かせ な か っ た と の解釈

で あ る O 逆 に 言 え ば、 被災地 の 経済復興は被災地外か ら の供給 に よ っ て 支 え ら れた と い う

こ と がで き る O

第 2 に 、 し か し 、 も し も 被災地 に発生 し た復興需要が、 被災地内 の経済活動 に よ り 強 く

結 びつ い て い た な ら ば、 被災地経済の 田復 は 一層 早か っ た で あ ろ う と も 解釈で き る O そ の

意味で は 、 災害復興 を 支 え る こ と の で き る 企業再生力 お よ び産業構造 を備 え て お く こ と は 、

い か な る 自 治体に と っ て も 最大の災害復元力 と な る で あ ろ う O

十 後期 5 カ 年の産業 と 雇用
( 1 ) 長引 く 震災の影響

復興後 6 年 目 に入 る 1999年度頃か ら は 、 被災地経済の復興度が 8 割程度で低迷 し て い る

と の報告が栢次い だ。 本誌の第 5 巻以 降 に 見 ら れ る 見 出 し を 整理 し て み る と 次の よ う で あ

る O こ れか ら も 長ヲ i く 震災の影響が見 て 取 れ る 。

(表 2 ) 阪神淡路大麓災復興誌よ り
巻 | 年 度 産業復興の概況見出 し

第 5 巻 1999年度

第 6 巻 2000年度

第 7 巻 2001年度

第 8 巻 2002年度

第 9 巻 2003年度
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震災復興対策本部 を解散、 復興プロ ジ ェ ク ト
濃 く 残 る 25% 、 分野別の復113 . 復興状況
被災地の経済は ジ 'J ト 機の後輪、 6
残 る 、 復興支緩工場全棟が定成
業況悪化の i 年、 復興の状況震災の影響、
各業界の復興状況( 製造業の業J則非 製造業 は改養
議けの業態やや好転か、
設備投資底入れ模僚か
業況改義の兆 し を 見せる 、 県内中小企
の要肉 は不況 ・ 震災の影響薄 ま る 、
比増、 「復 興 支 援J か ら 「物作 り 復 興 工 場」 に 、 県 内 企 業 へ の
SARS の 影響、 コ ン ピ ュ ー タ の ウ イ ル ス 感染企業 の 9 割が経験、
及効果に期待 ・ 上海長江交易、 県内会議の 9 fj 中 間決算で改善



し か し な が ら 、 後期 に 入 っ て 兵産県経済 に は 、 一 部 に 震災の後遺症が色濃 く 残 る も の の 、

日 本経済全体の低迷の影響が大 き く な っ た 。 先 の 図 1 で見 た よ う に 、 兵庫県経済 も 被災地

10市10町の経済 も 、 1996年度 を ピ ー ク と し て域内総生産が大 き く 落 ち 込 ん だ。 そ の 落 ち 込

みぶ り は 、 神奈川県経済 と の対比 に お い て 一層 明 ら かで あ る O 神奈川 県経済がお よ そ 5 ポ

イ ン ト 落 ち 込 ん だ に す ぎ な い と こ ろ 、 被災地経済は 15 ポ イ ン ト も 落 ち 込 ん だ の で あ る O

再 び兵庫経済 と 日 本経 済 を 比較 し て み よ う O 図 8 は 、 そ れぞれの名 目 総生産額 を 1993年

度 を 100 と し て指数化 し た も の で あ る O

(図 7 ) B本経演と兵康察経済
1 1 0 . 。
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国 ? に よ れ ば兵庫県経済 は 、 復興需要の高 ま り は あ っ た も の の 、 1993年度以降の 日 本経

済全体の動 き に取 り 残 さ れ、 特 に 1997年度以降両者の差 は さ ら に拡大を 続 け て い る O

( 2 )  低迷す る 腫用情勢

同様な こ と は雇 用 情勢 に も 現れて い る O 図 8 は 、 1997年以降の府県別失業率の推移 を 描

い て い る O こ れ に よ る と 、 全般 に 近畿経済 は全国平均 よ り も 高 い失業率 を 示 し 、 失業率の

上昇率 も 全国 よ り 大 き い。 兵庸県の失業率 は 、 そ の近畿経済の 平均値 と ほ ぼ同 じ状況 に あ

る O い ず れ に し て も 、 雇用情勢か ら 見 た 兵庫県経済は復興後期 5 カ 年 に極 め て厳 し い状況

に直面 し て い る こ と が分か る 。
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(図 8 ) 府県別失業溶の推移
% 

9 . 0  

8 . 0  

7 . 0  

6 . 0  

5 . 0  

4 . 0  

3 . 0  

2 . 0  

1 . 0 

0 . 0  
1 997 98 99 2000 

5 .  )握 れ た産業構造の転換
( 1 ) 兵庫県経済の低迷
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今の段階で兵庫 県経済低迷の原 因 を 分析す る こ と は難 し い 。 要 国 と し て 考 え ら れ る の は 、

日 本経済全体の低成長 に 加 え て 、 近畿経済の停滞度が著 し い こ と があ げ ら れ よ う O 特 に 、

被災地特有 の 要 因 と し て 、 地域人 口 の 毘復 に 時 間がかかっ た こ と を 指摘 し て お き た い 。

図 は神戸市の 人 口 の推移 を 表 し て い る O 神戸市が1995年 1 月 1 日 の 人 口 を 回復す る に は 、

2005年 1 月 l 日 ま で待 た な け れば な ら な か っ た 。 ま さ に 、 人口 の 回復 に は 10年 を 要 し た の

で あ る O

(図 9 ) 神戸市人 口 の推移人
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し か し 、 も う 一つ 注 目 し て お か な け ればな ら な い こ と があ る O そ れ は 、 復興活動 を 余儀

な く さ れて い る 聞 に 、 被災地 は新 し い都市産業へ向 け て の構造転換 を 遅 ら せて し ま っ た の

で あ る O

倒 産業構造の推移

図 10 は横浜市 と 神戸市の市民経済計算か ら 、 付加価値ベ ー ス での 第 3 次産業比率の推移

を 描 い た も の で あ る 。 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 横浜市 は 1990年度の71 % か ら 2002年度 の84 %

ま で ほ ぼ一 貫 し て 第 3 次産業比率が上昇 し て い る O こ れ に 対 し て神戸市の 場合 は 、 格差 は

あ る も の の 1994年度 ま で は横浜市 と 類似 の動 き を 示 し て い た が、 震災でそ の比率は 大 き く

低下 し 、 以後2002年度 に 至 る ま で横浜市の 第 3 次産業比率 を 6 % ポ イ ン ト 下 回 っ て い る O

被災10市10町 に つ い て は 、 第 3 次産業比率 は継続的 に神戸市 を 下回 り つ つ 、 パ タ ー ン と

し て は神戸市 と 同様 な動 き を 示 し て い る 。 神戸市お よ び被災地で第 3 次産業比率が低下 し

た の は、 震災被害 に よ る 製造業の縮小 を 補 う ほ どの建設需要の増加があ っ た こ と の影響が

最 も 大 き い 。 建設業 は 第 2 次産業 に 分類 さ れ る か ら で あ る O

(図10) 横浜市 と 神戸市の第 3 次産業比率
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こ う し た観察か ら 引 き 出 さ れ る 仮説 は 、 被災地経済の低迷の要 因 の 一 つ が、 震災か ら の

復興 を 急 ぐ 問 、 第 3 次産業比率が横浜市 に 7 � 8 年 関連れて し ま っ た点 に あ る こ と を 示唆

第七章 @ 産業 ・ 雇用 173 



し て い る O 特 に 、 復興の10年 間 を 通 じ て全 国 的 に 進展 し た情報化の波 に 、 被 災地経済 は乗

り 遅れ た可能性があ る O

6 . 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の産業復興の教謀略
( 1 ) 産業 ・ 雇用擾興の嬰約

以上見 て き た と こ ろ か ら 阪神 ・ 淡路大震災か ら の産業 ・ 雇用面での復興の 特徴 を ま と め

れば、 次の よ う に 要約 で き ょ う 。

@ 阪神 ・ 淡路大震災は 、 高度 な 産業集積 を 持つ大都市 を 破壊 し 、 甚 大 な 経済被害 を も た ら

し た 。

@ 都市 イ ン フ ラ の破壊は 産業活動 の復興 を 国難 に し 、 人 口 の減少 は都市サ ー ビス 産業の経

済復興 を 困難 に し た 。

@ 公的資金 に よ る 都 市 イ ン フ ラ の復 興 は 大 き な 役割 を 果 た し た が、 復興活動が最 も i舌発

だ、 っ た復興前期 5 カ 年 に お い て も 、 企業、 家計な どの民間部門 の復興支 出 は公的支 出 の

8 倍 に も 達 し た 。 す な わ ち 、 経済復興は民間主導の復興で あ っ た 。

@ 被災地 に発生 し た復興需 要 の お よ そ 8 割 は 、 域外か ら の供給 に よ っ て ま か な わ れ た 。 す

な わ ち 、 経済復興 に は市場機構 を 通 じ た域外か ら の物資の供給が最 も 重要 であ っ た。

・ 復興の た め の 建設需要が一巡 し た後の復興後期 5 カ 年 で は 、 被災地経済 は 震災以前の水

準 を 下 田 る ま で に低迷 し 、 失業率 は全国平均 を 上 田 る 水準 と 上昇率 を 示 し た 。

@ 復興後期 に お け る 被災地経済の低迷 は 、 全国 的 な低成長基調 と 、 人 口 回 復 の 緩慢 さ と 、

復興期 間 中 に被災地の産業構造がサ ー ピ ス 産業化 に 遅 れ た こ と がそ の 要 因 と 考 え ら れ る 。

( 2 )  学ぶべ き 教訓

阪神 ・ 淡路大震災 は高度 に 発達 し た都市経済が被害 を 受 け た 日 本で最初 の 事例 であ っ た 。

そ こ か ら の 経済復興の過程 に お い て は 、 い く つ か の教訓 が明 ら か と な っ た 。 そ れ ら を い く

つ か列挙 し て お こ う O

@ 阪神 ・ 淡路大震災の経済被害 は、 ス ト ッ ク の破壊が10兆 円 に達 し た が、 そ れで も そ の額

は震災発生時 の 日 本のGDP に 比べて 2 % に 過 ぎ な か っ た 。 今後 に 予想 さ れ る 東海、 東南

海、 南海地震 な どの広域大災害 に お い て は 、 被害額がそ の 数倍 に も 達す る と 推定 さ れ る O

そ の よ う な 事態 に備 え る た め に は 、 財政資金の確保 に お い て も 外債発行 な ど新た な 資金

調達手段の 検討、 経済復興 に お け る 広域連携の仕組み の構築 な どが不可欠 と な る だ ろ う O

@ 経済復興は 結局 主 と し て 民 間 の 力 で成 し 遂げ ら れ た 。 災害復興で最 も 重要 な こ と は 、 緊

急時の企業活動確保、 企業の 防災対策 の 充実 と 並 ん で 、 平時か ら 企業や家計が蓄積 を 厚

く し、 非常時 に 素早 く 復興で き る 経済力 を 蓄 え て お く こ と であ る O

@ 通信、 交通、 輸送の た め の イ ン フ ラ を 破壊 さ れ、 生産設備 を 失 う 被災地 に お い て 、 経済

復興は被災地外か ら の 移入 に大 き く 依存す る こ と に な る O 被災か ら の援興の た め に も 、

174 第七章 @ 産業 雇用



人や物資の輸送 イ ン フ ラ は 十分 な 強度が権保 さ れ な け れ ば な ら な い 。

@ 都市経済の サ ー ピ ス 産業 に と っ て 、 人 口 は需要の源泉 と し て も 労働供給の源泉 と し て も

最 も 重 要 な 資源であ る O 都市経済の復興の た め に は 、 人 口 囲復 を 主眼 と し た 政策が と ら

れ な け ればな ら な い 。 人 口 を 失 っ た ま ま の復興 を 目 指す の で あ れ ば、 人 口構成の変化 に

合 わ せ た 新 し い 産業構造が構想 さ れな け れ ば な ら な い 。

@ 災害か ら の復興は必然的 に 建設産業への需要増 加 を も た ら す。 し か し 、 復興需要の 高 ま

り を 経済回復 と 見誤 っ て は な ら な い。 被災地 は復興需要が一巡 し た後 の 地域産業 ビ ジ ョ

ン を 描 き つ つ 、 産業構造の転換 を 目 指 し た創造的 な復興 を め ざ さ な け れ ばな ら な い。

@ 経済復興 に お い て は 、 災害以前の生産水準 の 回復、 あ る い は災害以前の 変化の ト レ ン ド

上への復帰、 地域財政の安定化等 は い ずれ も ア ウ ト プ ッ ト 的指標で あ り 、 復興の究極的

メ ル ク マ ー ルで は な い 。 経済復興は 、 市民、 企業が震災以前 に 感 じ て い た 地域 に 対す る

愛着、 社会的資本の充実、 未来への希望、 変化の ス ピ ー ド感な ど を 共 有 で き た と き に 完

成 し た と 言 う べ き で あ ろ う O

〈参考文献〉
阪線 - 淡路大震災記念協会編 r波神 ・ 淡路大渓災復興誌』 各巻
兵庫県復興10年委員会編 「復興10年総括検証 ・ 提言報告書� r第 2 編総括検証、 第 8 章復興資金一復興財減の確保」
2004{ド12 月 25 日
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第八章
都市計画 @

ま ち づ く り



ま ち づ く り か ら 市民 ま ち づ く り へ
阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 代表世話人 小林 郁雄

2005年3月 17 日 で、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興都市計画決定 (大部分 の 震 災復興都 市

計画事業の ) か ら 、 10年 に な っ た 。 1 . 17が震災祈 念 の 10周年で、 多 く の 行 事が開催 さ れ、

多 く の 反省 ・ 再起、 被災 ・ 復興の検証が発表 さ れた 。

震災複興の都市計画 ・ ま ち づ く り に と っ て は 、 3 . 17が も っ て 院すべ き 10周年記念 日 で

あ る 。 あ の 混乱 と 錯綜か ら な ん と か援興都市計画 に 取 り 組む体制 と し て の ま ち づ く り 協議

会 シ ス テ ム が確立 し 、 現地相談所 と 専 門家派遣 と 合 わ せ た復興の た め の 3 つ の 支援 シ ス テ

ム がそ の 後の複興都 市計画 ・ ま ち づ く り 事業 の 基本 に な っ た。

1 .  3 つ の 教番目/小規模分散 自律生活瞳の多重ネ ッ ト ワ ー ク桂会

震災ユ ー ト ピ ア と い わ れ る 1995年の I 月 か ら 3 月 に か け て 、 i坂神大震災 の 現場で手ょ た ち

被災市民が肝 に 銘 じ て 学 ん だ、教訓i は 、 次の 3 つ で あ る O

な も の は日胞い

@ や っ て な い こ と は で き な い

@ 自 分でで き る こ と を 自 分です る

第 1 は 、 脆 く も 崩 れ去 っ た 高架道路や電気 ガ ス 水道の 寸断 さ れ た広域網、 自 分た ち の知

ら な い と こ ろ で決定 さ れて き た 都市運営 シ ス テ ム 、 制度疲労 し て い た精 般 な ピ ラ ミ ッ ド型

統治機構 な ど。 こ れ ら が大災害情報途純 ・ 緊急支援の届 かぬ持、 どれほ ど頼 り な く 、 意味

を 持 た ぬ も の な の か を 、 私 た ち は知 っ て し ま っ た。 巨大な も の や ピ ラ ミ ッ ド 組織は脆 く 、

一部が崩壊す る と 全体機能が麻癒す る O 高 架高速道路 ・ 全体行政統治機構 な ど絶対的確か

さ を 信頼 さ せて い た も の程、 危機状況 に 対応不能 な こ と が良 く 分か っ た 。

情報技術 な ど さ ま ざ ま な 助 け を 借 り て 、 「大規模集 中」 の20 世紀文明 か ら 、 「小規摸分散J

を め ざす必要があ る 。 あ ら ゆ る 集 中 ピ ラ ミ ッ ド状態か ら 、 すべて小 さ い も の の ネ ッ ト

ワ ー ク 化へ、 で あ る O

第 2 は 、 予常時 に や っ て な い こ と を 、 す わ非常時 と い っ て 、 で き る わ け がな い こ と 。 練

習 を つ んで な け れば本番 は お ぼつ か な い と い う 、 当 た り 前の こ と を 改 め て知 っ た。 都市計

画 ・ ま ち づ く り か ら 共同化 ・ マ ン シ ョ ン 再建 な どで も 、 同 じ こ と で あ る O 多 く の 人々 の 多

様 な 意見 を 調整 し 、 合意がは か ら れ な け れば、 何 ご と も 復興は始 ま ら な い 。 そ う し た合意

形成の事前準備 に 、 堅苦 し い協議会活動 の 定常的 開擢が必要 と は 限 ら な い 。 盆踊 り で も バ

ザー で も 、 地域の 話 し合い の 習慣 さ え あ れば十分で、 あ る 。 計画 に つ な が る 日 常化 シ ス テ ム

が重要であ る O 日 常的 な ま ち づ く り 活動の継続が、 非常事態の震災復興 に どれ ほ ど役 に た っ

た こ と か。 ま ち づ く り 協議会の本当 の存在意義 は そ こ に あ る 。

第 3 は 、 人 に と や か く 能書 き を示す前 に 、 自 分です る こ と が震災ボ ラ ン テ イ ア やNGO ・
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NPOの原則 で あ る こ と を 学ん だ。 さ ら に 、 自 分でで き る こ と を す る 自 助 が被災者復興の原

点 で も あ る O 自 分でで き る こ と を 自 分です る 以上 に確 か な こ と は な い 。 そ れ を 栢互 に 助 け

合 っ た の が、 震災被災地 3 カ 月 間 の ユ ー ト ビ ア で あ っ た 。 ネ ッ ト ワ ー ク 社会 と は ど う い う

も の かが、 お ぼろ げな 姿 を 見せ て い た 。

「市民 ま ち づ く り 」 の原知 は 「 自 律」 で あ り 、 そ れ は パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 基礎条件であ

る O 自 律 を 条件 と し た 「連帯」 が ネ ッ ト ワ ー ク 社会 の 中 枢 で あ る O 「 自 律 と 連帯」 こ そ が、

阪神 ・ 淡路大震災が教 え る 震災文化の核であ り 、 私 た ち が震災か ら 学 ん だ、 最 も 重要 な も の

であ る O そ し て 、 大震災 に 直面 し て 、 私 た ち 被災市民が最 も 心 に 深 く 刻 ん だそ の想 い か ら

描 い た 都市生活の将来像が 「小規模で分散 し た 自 律生活圏 の多重 な ネ ッ ト ワ ー ク 社会J で

あ る O

2 .  3 つ の知恵/ふれあいセ ン タ ー コ レ ク テ ィ ブハウ ジ ン グ ・ ま ち づ く り 協議会
阪神 ・ 淡路大震災で な く な っ た も の は 数多 く あ る が、 新 た に 生 ま れた も の も い く つ かあ

る O 震災復興 「 ま ち づ く り 協議会」 がそ の 一つ で あ る O 仮設住宅 「ふ れあ い セ ン タ ー」 と

協 同居住型集合住宅 「 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ、」 と 合せ て 、 こ の 3 つ を 私 は大震災が生 ん

だ 「新 た な 知恵 (仕組みり と し て い る O

被災者 ・ 避難民 ・ 仮設住宅収容者が最 も 必要 と す る も の は 、 孤立 し な い た め の相互交流

の場であ っ た。 ふ れ あ い と 交流 で あ り 、 そ の た め の 「ふ れあ い セ ン タ ー 」 で あ っ た 。

新 た に つ く ら れ る 本設住宅 と 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の 出発点 は 、 協 同居住への ま な ざ

し 、 配慮 で あ る O 「 コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ、J がそ の 責 の 一端 を 担 っ た 。 同 時 に 、 コ レ ク テ ィ

ブ タ ウ ン と し て の 下町近隣環境 の 再生がそ れ以上 に必要で、 あ る O

そ の た め に も 、 自 分た ち の ま ち づ く り を 話 し合 う 機会 ・ 定常的取 り 組みが、 非常時 の 力

と な る O 「 ま ち づ く り 協議会J の 日 常的 な 活動 の重要性は そ こ に あ る O

ふれあ い セ ン タ ー/西神第 7 仮設 コ レ ク テ イ プハ ウ ジ ン グ/真野住宅 ま ちづ く り 協議会/聖子田北部地区

仮設住宅地 を 支 え た ふ れあ い セ ン タ ー 、 震災復興住 宅 に 導入 さ れた コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ

ン グ (協 同居住型集合住宅) 、 市民主体の震災復興 に お け る ま ち づ く り 協議 会 の 3 つ が阪

神 ・ 淡路大震災か ら 生 ま れ、 こ れか ら の成熟社会 圃 市民社会 に お け る 重要 な 仕組み で あ る O

そ れは震災復興 ま ち づ く り の希望で あ っ た が、 全国 に発信すべ き 被災地の希望で も あ る O

震災復興混乱期 す な わ ち 行政的 な 碁準化が取 り 戻 さ れ る 前 に 、 こ の 3 つ の仕組み ( シ ス
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テ ム ) を 支 え た の は 、 3 つ の新た な ネ ッ ト ワ ー ク 運動 であ っ た 。 ふ れ あ い セ ン タ ー に お け

る 被災民の 集 ま り を 支 え た 「震災 ボ ラ ン テ イ ア ム コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ の 実現 と た ち

あ が り ・ 生活支援 を 行 っ た 「事業推進応援団」 、 ま ち づ く り 協議会の活動 ・ 交流 を コ ー デ イ

ネ ー ト し て き た 「市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト 」 の存在が重要で あ っ た。 そ れ ら は 、 既存組

織 ・ 既存運動体に は な い 白 自 な 自 律活動 と 、 ゆ る や か な 連帯 に 、 い ず れ も そ の特徴があ る O

阪神大震災が ボ ラ ン テ ィ ア 元年 と と も に 、 市民 ネ ッ ト ワ ー ク 元年 と い わ れ で も い い所以で

あ り 、 我が国 のNPO (特定非営利) 活動の原点 と も な っ た 。

今後到来す る 大都市既成 市街地の21世紀の ま ち づ く り 課題 を 解決す る 方策 と し て 、 重点

的 に す す め る べ き 仕組み は 、 密集市街地 に お け る 安全安心 な ま ち づ く り の た め のふ れ あ い

セ ン タ 一 、 高齢社会 に お け る 住宅 ・ 住環境整備 に 向 け た コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ、 そ し て 、

都市計画 ・ ま ち づ く り に お け る 住民参加 シ ス テ ム と し て の ま ち づ く り 協議 会 の 3 つ で あ る

と い う こ と を 、 阪神大震災復興は 示 し た の で あ る O 高齢密集都市集住への 具体的仕組み と

し て 、 ふ れ あ い セ ン タ ー ・ コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ ・ ま ち づ く り 協議会が、 吉 需生活圏 の

基本部分 を な す と い う 構図 で あ る O

3 . 結局、 震災復興 ま ち づ く り と は 、 何で あ っ た の か
こ の10年の震災復興 ま ち づ く り と は結局何であ っ た の か ? 私 の結論は 「 い ろ い ろ な 地域

に お け る 、 さ ま ざ ま な 市民 に よ る 、 ま ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と ま ち づ く り ネ ッ ト ワ ー

ク 運動」 で あ る と 、 F季刊 ま ち づ く り 5 号 震災復興10年の ま ち づ く り Jl (2005年 1 月 、

芸 出版社刊) に 書 い た 。

ま ち づ く り と は 、 「地域 に お け る 、 市民 に よ る 、 自 律的継続的 な 、 環境改善運動」 と 定

義 し て い る 。 す な わ ち 「 ま ち づ く り と は 運動 で あ る お 重要 な の は 、 「地域 に お け る J í市

民 に よ る 」 と い う 点 に あ る O 地域市民が安全安心 ・ 福祉健康 ・ 景観魅力 の た め の 環境改善

運動 を 、 自 分 た ち が 自 律的 に 、 継続的 に や り 続け る こ と が ま ち づ く り で あ る O

阪神大震災か ら の復興 に お い て 、 そ う し た ま ち づ く り (運動) で わ か っ た こ と は 、 「地

域力 ・ 市民力 ・ 場所力」 の 3 つ の力 が大規模災害 に 対 し 「 う た れ」 強 い都市の基本 で あ る

と い う こ と で あ る O

( 1 ) 地域の 力 、 市民の力、 場所の力

災害か ら の被害 を 最小 に抑 え る の は 「地域の 力 」 で あ る O 常 日 頃 の ま ち づ く り 活動の積

み重ねが非常時の対応力 と な る O 大地震 ・ 大水害で、 も 大規模 テ ロ で も 、 そ の最 中 や直後の

救助救援 は 、 そ の地域での住民 を 中心 と し た 助 け合い以外に頼 る も の は な い 。 す な わ ち 「 自

ラ子でで き る こ と を 告 う子です る J こ と であ り 、 そ の 時 「や っ て な い こ と は で き な いJo

し か し 、 地域力 に は 限界があ り 、 持続性や展開 性 に 問題があ る こ と は 明 ら かで、 地域 を

超 え て 普遍 的 な 課題 を 扱 う NGO ・ NPOや ボ ラ ン テ ィ ア の協力 支援が必要不可欠で あ る O
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そ れ を 市民力 と 呼ぶ こ と がで き る O 名付 け た の は 、 初期の被災者復興支援会議であ る O 被

災地での 10年、 こ の新た な る 市民の力 に よ る 大 き な 潮流 は 、 NPO法 を 産み 、 新 し い 公 を 育

て 、 参両協働 自 治への原動力 と な っ て い る O

行政や企業、 他地域や外国 か ら の救援支援 は 、 そ う し た 「地域の力 ・ 市民 の力 」 へのパ ッ

ク ア ッ プ と し て 、 は じ め て効力 を 果 た す 。 地域力 ・ 市民力 な き 被災地への対外支援は 、 途

方 も な い後方支援 ( ロ ジス テ ィ ッ ク ス ) が必要 と な り 、 地域カ ・ 市民力 と の 協働があ っ て

は じ め て現場で の 実効性 を 生 む 。

地域力 と 市民力 が機能す る た め に は、 そ れ ら が顔 を 合わ せ 出会 う こ と の で き る 被災地な

どの現場 で の 「場所の力」 が鍵 を 握 っ て い る O そ の 場所力 が介在す る こ と に よ っ て 、 地域

力 は 「 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム J を 現場 に も つ こ と がで き 、 市民力 は 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 現場 に

つ く る こ と がで き る O だ か ら 場所力 は現場力 と い っ て も い い か も し れ な い 。

( 2 )  ま ち づ く り プラ ッ ト フ ォ ー ム 、 ま ち づ く り ネ ッ ト ワ ー ク

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と は 、 誰 も が 自 由 に や っ て き て 、 そ こ か ら お も い お も い に め ざす 目 的

に 向 か つ て と も に 出発す る 場所で あ る O ま ち づ く り で は 自 由 な 論議、 自 主的 な 活動 がで き

る 場 ・ 機会 ・ 集 ま り と し て の 「 ま ち づ く り 協議会」 がそ の役割 を 担 い 、 「 自 律」 が そ の 基

本 で あ る O

ネ ッ ト ワ ー ク と は 、 構造的 な ピ ラ ミ ッ ド型で は な く 、 網 目 状 に何 と な く つ な がっ た ( イ

ン タ ー ネ ッ ト のwwwが最 も そ の状態 を 明確 に 示 し て い る ) シ ス テ ム で、 「連帯」 がそ れ ら

を 支 え る 原点 で あ る O

こ う し た 「 自 律 と 連帯J を 合言葉 に し た 、 ま ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と ま ち づ く り ネ ッ

ト ワ ー ク こ そが、 市民活動社会の基本構造 で あ る O

21世紀の社会像であ る 「市民活動社会」 に 向 け 、 国家や グ ロ ー パル経済 と い っ た 「国際 ・

企業J 時代か ら 、 個人や地域 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 「民際 ・ 市民」 世界へ と 転換 し て い く O

目 標 は 、 地域主権 ・ 情報共有 を 条件 に 、 市民が主体 と な り コ ン パ ク ト な 自 律生活圏 ( コ ン

パ ク ト タ ウ ン ) が多重 に ネ ッ ト ワ ー ク し て い る 自 律連帯都市 ( コ ン パ ク ト シ テ ィ ) だ ろ う O

そ の キ ー ワ ー ド と な る 行動原理が 「参画協鱒OJ で あ る O

市民活動社会 の原 点 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ( 地域社会) を 基礎単位 と し て 、 そ の ネ ッ ト ワ ー

ク 状態 も 含め て の維持 ・ 運営 ・ 発展 で あ る O そ こ で繰 り 広 げ ら れ る 活動 の 総体が く市民 ま

ち づ く り 〉 で あ る O

大震災 な どで は 、 く ま ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 〉 と く ま ち づ く り ネ ッ ト ワ ー ク 〉 が、

被災地の 「現場」 に確立 さ れ、 被災民の 「細部」 に 至 る ま で行 き 届 く こ と が く復興〉 で あ

る O 現場 ( リ ア リ テ ィ ) に 真実 は あ り 、 細部 ( デ ィ テ ー ル) に 神 々 は宿 る 、 の で あ る O
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4 .  rn民 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト /速度 と 継続
私 た ち が始 め た 市民 ま ち づ く り の支援 ネ ッ ト は 、 正式 に は 「阪神大震災復興市民 ま ち づ

く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 」 と い う 長 っ た ら し い名 前 で あ る O 震災直後か ら 10 年 間 、 私 た ち ま

ち づ く り ・ 都市計画 ・ 建築 な どの専門家が、 な す べ き こ と ・ し て き た こ と 、 さ ら に は 、 こ

れか ら も し つづけ る こ と ・ し な け れ ば な ら ぬ こ と を 、 過不足 な く 示す た め に は こ れだ け の

長 さ が必要で あ っ た 。 あ の すべて の 状況が騒乱状態 の 震災誼後 の 10 日 目 に 、 私 た ち は何 を

な すべ き か を 考 え て 「 と り あ え ず」 つ け た 名称 に し て は 、 そ の後 の 活動 の 方 向 を 示 し 、 10

年後の今 も 改称す る 必要の な い と い う の が、 自 慢で あ る O

し か し 、 5 年 目 く ら い か ら 「阪神大震災復興」 と い う 前置 き を わ ざ と 省略 し て 、 「市民

ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト 」 と 略称 し て い る O

「板神大震災」 か ら の 「復興」 に む け て立 ち 上がる 「市民」 に よ る 「 ま ち づ く り 」 を 、 「支

援J す る 「 ネ ッ ト ワ … ク J と し て 、 1995:年 l 月 27 日 に 結成 さ れた 。 と い っ て も 、 な ん と か

自 力 で つ な い だ電話線 と FAX に よ っ て 、 プ ラ ン ナ ー 仲 間 、 建築関係者、 大 学研究者 ・ 学

生 な ど に か ろ う じ て連絡がつ い た と い う こ と で あ る に 過 ぎ な い。 そ れ以後い ま だ に 規約 も

な い ま ま 、 メ ン バ ー の 人数 さ え定かで は な く 、 ま さ に ゆ る や か な つ な が り ( ネ ッ ト ワ ー ク )

で あ る 。

(関 ] ) 市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク の活動 (作図 ・ 木山充秀)

ルネ ッサンス フ ァ ン ド

弓日
支援ネ ッ ト が こ の 10年 間 し て き た こ と は 、 大 き く は 5 つ の 定常活動 と 、 4 つ の プ ロ ジ ェ

ク ト であ っ た 。 そ れ ら の な かで 、 今 な お 直接や っ て い る こ と は 、 支援 ネ ッ ト 連絡会議 と 機

関誌 r き ん も く せい』 の 発行で あ る 。

ネ ッ ト ワ ー ク の本 質 は 「情報の共有」 に あ る O そ の た め に 顔 を 合 わ せ る こ と (連絡会議)
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と メ デ ィ ア で発信す る こ と (機関誌) は 、 最 も 基本 的 な 対応 と 考 え て い る 。 そ れ は私 た ち

が当 初か ら 大切 に し て い た 、 現場 ( リ ア リ テ ィ ) を 大切 に す る こ と 、 細 部 ( デ ィ テ ー ル)

に こ だ わ る こ と 、 に 密議 に 関係 し て い る O 理論原理主義 に 対す る 現場実利 主義 で あ る O

そ し て 、 聞 かれ た ネ ッ ト ワ ー ク で ゆ る や か に つ な が っ て い る こ と が、 何 を 意味す る の か ?

と い え ば、 「速度 と 継続」 で あ る O 今 と な っ て 結果 と し て そ う 思 う の だが、 震災復興の 最

重要課題は速度 ( ス ピ ー ド) で あ っ た 。

一般 に は原理や原則がすべて の ス タ ー ト であ る が、 非常事態で は ち が う O 速度の概念 な

し に正 当 や必要 も 、 法律や計画 も な い 。 阪神 ・ 淡路ル ネ ッ サ ン ス ・ フ ァ ン ド設立やす ま い ・

ま ち づ く り 人材セ ン タ ー協力への活動 な ど、 平時の常識で は と て も 対応で き る こ と で は な

い だ ろ う O

私 た ち の ゆ る や か な ネ ッ ト ワ ー ク は個 々 の 活動 に 関 与せず、 意思統ー も な い。 機関決定

し な い か ら 、 ど ん な 組織 よ り も 「速度J で は勝つ。 し か し 、 当 然 で、 あ る がイ デオ ロ ギー も

な い か ら 、 運動体 と は な ら な い し 、 蓄積 に も つ な が ら な い。 活動 し て い る プ ロ セ ス だ けが

結果であ る O だか ら や り 続け る こ と 、 「継続」 が命で あ る 。

そ れは震災復興 と い う 命題 と 奇妙 に 軌 を ー に す る 。拙速 と い わ れ る 誹 り を 受 け よ う が「速

度」 優先が許 さ れ る の は 、 唯一 「継続」 す る 場合 だ け で あ る O 現場 に 終 わ り がな い よ う に 、

運動 であ る ま ち づ く り に も 、 目 標 は あ っ て も 完成 は な い 。 そ の た め 、 ま ち づ く り 現場 の プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム と ネ ッ ト ワ ー ク が必要 と す る の は 「速震 と 継続」 で あ る O

5 . 震災復興の市街地整備事業
兵産県 の復興10年総括検証 ・ 提言で、 ま ち づ く り 部会の 「復興市街地整備事業 に お け る

取 り 組み」 の 検証担当 委員 を つ と め た 。 10 カ 年 の総括 と 今後への提言 の 結論 は 「つ ね 日 ご

ろ か ら の ま ち づ く り の重要 さ J で あ る O 以下 に 各項 目 の検証か ら 得 ら れ た 今後の万向 に つ

い て の コ メ ン ト を 4 項 目 17提案 に ま と め た 。

( 1 ) 謹興市街地整備事業の進め方~復興事業 は 早期 ・ 柔軟 ・ 多様性 を ~

①復興 ス ケ ル ト ン の 早期提示

震災後 1 � 2 カ 月 後 に 、 神 戸 市 ほ か 4 市 に お い て 震災復興緊急整舗条例が制 定 さ れ、

災復興促進地域や重点復興地域 な ど市街地譲興の対象 と な る 地域的 な特組みが示 さ れた 。

公 と 民が協働 し て復興 を 進 め る た め に は 、 個別の復興事業がス タ ー ト す る 前 に 、 復興全体

の基本枠組み 、 各復興事業の分担 ・ 相互関係、 国 - 地方の役割、 公 と 民の役割 な ど、 い わ

ば 「復興 ス ケ ル ト ン J を 早期 に提示すべ き で あ る O そ の た め に も 、 「事前後興」 への取 り

組みが重要で、 あ る O

②ニ段階都市計画決定 に よ る 復興事業の 実施

震災復興土地区画整理事業 で は 二段階都市計画決定の方法が と ら れた 。 震災復興市街地
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再開発事業 に お い て も 、 都市計画決定 し た 内容 を 事業 の 進捗 に 応 じ て 柔軟 に 変更 し た 。 復

興事業 を 進 め る 手法は多種多様であ り 、 ま た 、 震災 を 契機 に 被災市傷地復興特別措鷺法が

施行 さ れて い る 今 日 で は 、 当 時 と 状況 は 異 な る が、 震災後輿で行わ れ た 二段階の都 市計画

決定の方法 は 、 緊急時の 方法 と し て今後の参考 に すべ き で あ る O さ ら に 、 日 常時 に お い て

も 住民参画裂の ま ち づ く り への 重要 な 方 向 と し て 、 都市計画決定方式見直 し の参考 と すべ

き で あ る O

③生活再建の多様 な 選択肢の提示

震災復興土地fR画整理事業 で は 、 都市計画決定後事業認可前 に お い て の 税金控除が有効

に 働 き 、 転 出 に よ る 生活再建 を 希望す る 人の 用 地買 収 を 進 め る こ と で、 合意形成 を 促進す

る こ と がで き た 。 事業全体の促進 ・ 早期 の 生活再建 と い う 面で は 、 転 出 を 含め た生活再建

の多 く の選択肢 を 早期 に提示す る こ と が重要で あ る

( 2 )  寵興市街地整備事業の実施~ ま ち づ く り 協議会を 支 え る 専門家派遣な ど の支援~

④専門 家 、 地元の リ ー ダ 一 等 の 人材養成 と 確保

ま ち づ く り を 進 め て い く た め に は 、 専 門 的知識 と 経験の あ る 専 門 家 の 助 言 や計画案作成

な どへの協力 が不可欠であ り 、 そ の た め 、 日 常か ら 、 ま ち づ く り 専 門家派遣、 登録制度 ( ま

ち 医者 的 専 門 家) 、 マ ン パ ワ ー の 育成、 ま ち づ く り 学校、 コ ン サ ル タ ン ト な どの職能者の

教育、 勉強会 な どが求め ら れ る 。 ま た 、 ま ち づ く り 協議会の運営が う ま く 進 ん だ要 因 の 一

つ に 、 ま ち づ く り 協議会の リ ー ダー に恵 ま れた こ と と の意見があ っ た。 ま ち づ く り 協議会

の 運営 に は 、 適切 な リ ー ダ ー を 養成 す る こ と も 大切 で あ る 。

⑤合意形成 を 進 め る た め の専門 家派遣の あ り 方

復興事業 で は 、 住民側 が ま ち づ く り 協議会等 に よ り 自 分た ち の住 ん で い る 地域の復興の

方針、 復興計画、 事業計画等 に つ い て話 し 合 い を 行 い 、 合意形成の上、 住民主体の復興計

画づ く り を 行 う こ と が重要であ り 、 行政は 、 こ れ ら の過程での ま ち づ く り 活動 を 支援 (専

門 家の派遣、 ま ち づ く り 活動 に対 す る 助成、 情報提供等) す る こ と が大切 で あ る O

新た に 設立 し た 「財開法人販神 ・ 淡路大震災復興基金」 に よ る 復興 ま ち づ く り 支援事業

に よ り 、 ま ち づ く り ア ドバ イ ザ ー や コ ン サ ル タ ン ト が派遣 さ れた が、 震災か ら 半年以上 た っ

た 1995年 9 月 か ら であ り 、 震災直後の ま ち づ く り 立 ち 上 げ時期 に は機能 し な か っ た 。 今後

は 、 で き る 限 り 早期 に 支援で き る よ う に 平時か ら 震災後興の 派遣 シ ス テ ム を 準備す る べ き

であ る 。 派遣す る 専 門家 は 、 適材適所が肝心で あ り 、 行政は 日 頃か ら 地元 の状況、 専 門 家

の 活動 な と々 に つ い て把握 し て お く こ と が必要であ る O

⑥広域的 な 専門家支援 シ ス テ ム の確立

販神 ・ 淡路大震災で は 、 大阪 ・ 京都 な どの近 く の都市圏が比較的無事 で あ り 、 都市機能

が維持 さ れて い た た め 、 各種の支援や専 門 家派遣、 マ ン パ ワ ー の投入な ど は そ れ ら を 中心

に 可 能 な 状況があ っ た 。 今後、 地方部で震災 な どが起 こ っ た と き に は 、 近 隣 に こ う し た 大
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都市機能や 専 門 家があ る 程度集種 し て い る 都市が隣接 し て い る 可能性 は 低 い も の と 考 え ら

れ る O こ う し た状況 に 対応 し て い く に は 、 震災時 に機能 し た 都市計画 プ ラ ン ナ ー や建築家

な ど に よ る 「阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 や 、 l 年半後 に 結成 さ れ

た 「阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構」 の よ う な 弁護士、 建築士、 司法書士等の専門家同士

の 組織づ く り や情報交流 を 日 常的 に行 っ て お く と と も に 、 さ ら に別地域や都市圏か ら の支

援が可 能 な よ う に 日 頃か ら の交流 を 進 め て お く 必要があ る O

⑦事業推進 ノ ウ ハ ウ を 有 す る 公的 セ ク タ ー の役割

今 回 の震災 に お い て 、 住宅 ・ 都市整備公団 (→都市基盤整備公団→都市再生機構) や兵

庫県住宅供給公社、 神戸 ま ち づ く り セ ン タ ー な どが、 議 官 な 事業経験 と マ ン パ ワ ー を 活か

し 、 市民 ま ち づ く り 活動 、 土地区画整理事業 ・ 市街地再開発事業、 マ ン シ ョ ン 再建 ・ 共同

化事業、 な ど に お い て 、 重 要 な 役割 を 果 た し た 。

都市再生 を 担 う 新法人へ移行 し た公 団 で あ る が、 将来的 に も 「 ま ち づ く り ・ 復興の 緊急

部隊」 と し て の位置づけが必要 と 考 え ら れ る O 震災が起 き た場合 に 、 被災 自 治体に 十分な

復興計画 ・ 事業 の ノ ウ ハ ウ 、 経験者がい る と い う 保証 は な く 、 む し ろ 、 少 な い可能性の方

が高 い の で 、 復興市街地整備事業の経験 を 継承 を し て い く 必要があ る O

⑧柔軟 な 主要興事業 を 進め る た め の基金制度

ま ち の復興 に あ た っ て は 、 被災地域の実情 に応 じ た き め 細 か な 支援が必要 と な る O 今回

の復興で は 、 既存の制度で対応 し に く い 部分 を 、 兵産県 と 神戸市が出資す る 封団法人 に よ

る 復興基金が 「 ま ち づ く り ア ド バ イ ザー や コ ン サ ル タ ン ト 派遣」 、 「小規模共 同建替等事業」 、

「復興市街地再開発商業施設等入居促進事業」 、 「被災市街地復興土地区画整理事業地区内

土地利用促進事業融資利子補給制度」 な ど ま ち づ く り か ら 施設利用促進 ま で を 基金事業 と

し て補 い 、 柔軟 に対応 し て き た 。

今後、 い つ 、 ど こ で起 こ る か も 知 れ な い災害 に対 し て も 、 様々 な復興 の 課題 に対 し 、 柔

軟かつ早期 に 応 え 得 る 公的 な復興基金制度の整備が必要であ る O

⑨人の ネ ッ ト ワ ー ク を 現地 に 残 す こ と の有効性

組合が独 自 の工夫で都市計画決定前 に仮設庖舗や事業用仮設住 宅 を 用 意 し た事例 や 、

業計画決定前 に 事業用仮設住宅 を 建設す る た め の工夫が行 わ れ た が、 現地で の仮設住宅や

庖舗の確保 は 、 人 の ネ ッ ト ワ ー ク を 現地 に残 し 、 地域の復興力 を 高 め事業促進や合意形成

に役立 つ た 。

今後、 復興推進地域の指定があ れば、 各事業 の都市計画決定前で あ っ て も 事業用 の仮設

住宅や庖舗 の建設 に対す る 補助がで き る よ う 検討す る 必要があ る O ま た 、 応急仮設住宅 に

つ い て も で き る 限 り 事業予定地 区 の 近 く に建設 し 、 地元住民が入居で き る よ う 自己慮す る こ

と が望 ま し い 。

⑩被災建物共同建替事業

市街地再開発事業 は 、 都市計画決定、 事業認可 な どの複雑 な 手続 き が必要で あ り 時聞 が
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かか る O ま た 、 事業規模が大 き く な る た め 地 区 の状況が大 き く 変化す る O 被 災地復興、 被

災者支援 に は 、 狭小宅地の被災者 な と守が共同 で、建替 え る こ と を 支援す る 被災建物 共 同 建替

事業の よ う な 制度 の 活用 の方が有効 で あ る O

⑪歴史 、 文化、 街並み な ど に配慮、 し た 特色 あ る 施設整備

復興市街地整備事業の実施 に あ た っ て は 、 そ の 地 区 に 震災前か ら あ っ た ま ち の歴史、 丈

化、 街並み な どの特長 を 活か し た ま ち づ く り を 進 め る こ と が大切 で あ る 。

芦屋市の 若宮地区 で は 、 地区の西玄関 に芦置産 の 石 の み で石積み し た 日 本 庭園風広場「若

宮街か どひ ろ ば」 と 既存 の 地蔵尊 を 保存 し た 「常磐地蔵尊」 の 2 つ の広場 を 設 け た 。 伊丹

市荒牧地区 で は 、 ポ ケ ッ ト パ ー ク に 、 地区で組織 さ れた景観 ま ち づ く り の会 「荒牧夢 の ま

ち 応援団J が地域の 特色 を 活か し た デザイ ン (地 区名 に ち な んで 「 マ キ の 木 」 を シ ン ボ ル

ツ リ ー と し て植栽。 地区 の伝統行事 「 だ ん じ り 」 を 屋根 に デザイ ン し た休憩所 を 設 け 、 周

囲 を 板の塀 で 囲 む ) を 行 っ た 。 尼崎市築地地 区 で は 、 尼崎城の城下町 と し て 発展 し て き た

歴史的特性 に 配慮 し た デザイ ン (築地 ・ 域内橋 に 城 の 明 り を デザイ ン し た街灯、 城 下 町 を

イ メ ー ジ し た 改良住宅、 保育所の屋根や塀) を 採用 し た 。 ま た 、 地区整備 に 支障の あ る 歴

史 あ る 蔵や居宅 は 、 曳 き 家工法 に よ り 移築保存 し た 。

( 3 ) 住宅供給、 市街地譲興 と 盤整備事業~ ま ち づ く り と す ま いづ く り の総合化~

⑫住宅供給 と 市街地整備事業の連携 が必要

今回 の復興市街地再開発事業や土地区爾整理事業の実施 に お い て 、 住宅供給部局 と の連

携不足 (保皆 床 の 公的住宅 と し て の 活用 な ど) が指摘 さ れ る O 早期の生活再建 と 都市復興

と い う 面か ら は 、 住宅供給 と 市街地整構事業の連携が不可欠で あ り 、 今後、 両者の制度上

の違い (整備体系、 ス ピ ー ド) を 乗 り 越 え 、 連携の仕組み を よ り 密接、 柔軟かっ大服 に 拡

充す る 必要があ る 。 淡路の 一宮町、 東浦町の密集事業での連携 を 参考 と し た い。

⑬地域 を 取 り 巻 く 環境の変化への対応

被害の大 き な 地 区 で は 、 居住者構成や地域経済状況の変化 な ど地区 を 取 り 巻 く 環境が大

き く 変化す る こ と に な る O 市街地再開発事業 は建物建設 ま で一 貫 し て進め る こ と の で き る

公共事業手法で は あ る が、 基本的 に は独立採算型の事業 シ ス テ ム で、 被災地復興 に 適用 す

る の に は無理 な 点 も あ る O

新長 田 駅南地区 で は 特 に事業地区 も 広 く 、 事業完了 ま で時 間 の か か る こ と な どか ら 、 被

災地復興 と し て は い く つ か の 課題 を かか え て い る O さ ら に 、 商業 ・ 業務施設の 整備 に つ い

て は、 地 区 を 取 り 巻 く 環境変化や周辺地域での商業施設 の変動 に も 配慮 し な が ら 事業計画

の 策定 を す る と と も に 、 特色 の あ る ま ち づ く り (例 え ばア ジ ア ン マ ー ケ ッ ト 、 沖縄 ワ ー ル

ド、 温泉利用 施 設 な ど) を 進 め 、 広域か ら 人 を 集客 で き る 特色 の あ る 施設 を 計画す る の が

有効で あ る 。
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(国 2 ) 兵庫県震災復興市街地整備事業地区の佼霞

覇軍寮畿語染者援拠品

a包採潟Z

五議

⑭事業地 区 内 の 空地の活用

被害の 大 き か っ た 広域で は 、 復興事業の計聞か ら 事業完了 ま で の 問 、 合意形成や基盤整

備の た め に 多 く の 時 聞 が必要 な た め 、 空地の ま ま の土地があ る 場合が多 い 。 地域の賑わ い

と 安 ら ぎ を も た ら す た め に 、 事業完 了 ま で の 問 、 空地 を イ ベ ン ト 広場、 ポ ケ ッ ト パ ー ク 、

来客用 駐車場、 復興事業 の PR セ ン タ ー な どの形で有効活用 す る た め の工夫が必要 で あ る O

⑮再開発 ビ ル の 空床 な ど の利用促進

復興市街地再開発事業 に よ り 完成 し た 建物 の 入居促進 や 区画整理事業 地 区 内 の 土地利用

促進策が復興基金 に よ り 行 わ れ成果 を あ げて い る O 今後は 更 に 社会情勢 や 地区周辺の状況

を 勘案 し て 時代 に 対応 し た新 た な 支援策 (例 え ばNPO活動拠点支援事業、 ベ ン チ ャ ー 起業

支援事業、 再開発 ピ ル リ ニ ュ ー ア ル支援事業 な ど) を 実施す る こ と が有効で あ る 。

( 4 )  防 災 ま ち づ く り の推進~ ま ち づ く り プラ ッ ト フ ォ ー ム に よ る 安心安全 ま ち づ く り ~

⑮災害危険度評価 に よ る 密集市街地の把撮

こ れ ま で 1995年 の震災以後特 に 防災 ま ち づ く り への取 り 組みが進 め ら れて き て い る O 都

市計画 の 「 防災街 区 の 整備 の 方針」 に お け る 「防災再開発促進地区」 は、 建物倒壊危険度 ・

火災危険度 ・ 市街地密集度等 に よ る 災害危険度評価 に よ り 抽 出 さ れた 地 区 を 指定 し て い る

が、 1997年度 デー タ を 使用 し 判。丁 目 単位 を 碁本 と し て抽 出 さ れて い る こ と か ら 、 今後 は 、
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最新の デー タ 指標 に よ り 、 大規模公共施設 な ど を 除い た 正味の倍区単位 で 、 大規模地震時

に 延焼危険性の あ る 密集市街地 を 把握す る 必要があ る O

ま た把握 さ れ た密集市街地 は 、 地域住民 な ど に 公表 し 、 ま ち づ く り NPOや地域住民 な ど

が一緒 に な っ て 防災上危険 な 地域 に お い て勉強会 を 行 う な ど防災 ま ち づ く り の 啓発、 改善

計画作成 な ど に つ な がる 取 り 組み を 行 う こ と も 有効 で あ る O

⑫密集市街地の計画的解消 と 制度的支援

・ 住民主体の 防災 ま ち づ く り の推進

防災 ま ち づ く り を 推進す る た め に は 、 住民 と 行政 と の信頼関係や相互の連携、 意思 の疎

通 を 関 る こ と が必要であ り 、 住民 と 行政が地域の実態や課題 を 共有す る こ と に よ り 共通 の

理解の も と で、 住民主体の ま ち づ く り を 進め る こ と が重要であ る 。 ま た 、 行 政 は 防災 の ま

ち づ く り に取 り 組む 地域や匝体に対 し て ま ち づ く り 専 門 家 の 派遣 、 住民や リ ー ダー の研修

会実施、 情報提供 な どの 支援 を 行 う こ と が重要であ る O

・ ま ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の設置

協働型 の ま ち づ く り を 推進す る た め 、 ま ち づ く り の段階 に 花、 じ た 話 し合 い の 場 と な る 「 ま

ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 を 設置 し 、 そ こ で は住民が防災 ま ち づ く り を 推進す る た め の

情報や知識、 技柿f等 を 習得す る た め の勉強会 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プの 開催、 地 区 に お け る リ ー

ダ ー の 育成 な ど、 住民、 行政担当者、 ま ち づ く り 専 門家等が 日 常的 に気軽 に 立 ち 寄 る こ と

がで き 、 地域の状況や課題、 整備の 方向等 を 知 り 、 話 し合い、 個別相談 も で き る よ う な拠

点 と す る こ と が有効 と 考 え ら れ る O

「 ま ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 は 、 密集市街地 に お い て 、 空 き 家 ・ 空 き 庖錦 ・ 既存の

公共施設等の 一 部 を 利 用 す る な ど行政が主体 と な っ て設置 し 、 住民、 NPO に よ る 一定の ス

タ ッ フ が常駐 し 、 日 常の 管 理 を 行 う こ と が考 え ら れ る O 防災 ま ち づ く り に止 ま ら ず広 く 日

常 の ま ち づ く り に 寄与す る こ と がで き る O

@ 行政の 窓 口 の 一本化 と 制度、 補助事業の有効活用

行政の 窓 口 を 地域単位で一本化 し 、 こ れ ま で個別 に 取 り 組 ま れて き た様 々 な 制度 ・ 補助

事業 を 有効 に組み合わせて実施す る こ と や新 た な 制度の創設が必要であ る O 例 と し て次の

よ う な こ と が考 え ら れる O

「地区計画 の 地 区 施設で あ る 道路 を 組街路整備要綱 な ど に よ り 拡幅整備」

「紡火地域 ・ 準 防火地域の指定 に よ る 耐火建築物等への誘導J

「共同建替の実施 に よ る 不燃化促進や耐震改修補助 に よ る 建物の耐震化」

「老朽建築物 の 樹震 ・ 耐火への建替 え に伴 う 固定資産税等の 減免」

6 . ま ち (都市) と す ま い (住宅) の震災復興整備
2005年 l 月 15 日 - 16 日 に メ モ リ ア ル コ ン フ ァ レ ン ス ・ イ ン ・ 神戸 X が人 と 防災未来セ ン

タ ー で 開催 さ れ、 分科会セ ッ シ ョ ン 4 rす ま い ・ ま ち の再建 は 、 ど う 進 ん だ の か ? J の コ ー
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デ イ ネ ー タ ー を 担当 し た 。 パ ネ ラ ー に 、 越揮明 (北海道大学) 、 林泰義 (計画技術研究所

/NPO玉川 ま ち づ く り ハ ウ ス ) 、 浅野幸子 ( ま ち の幸せ探求室/元 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン ) 各氏 を お 呼 ぴ し 、 地元か ら は 鳴海邦碩 (大阪大学) 、 石東直子 ( コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ

ン グ事業推進応援団) 、 中 島克元 (神戸市 ま ち づ く り 協議会連合会) 各氏 と い う 豪華 キ ャ

ス ト であ っ た 。

高齢化 と い う 21世紀の大課題 を 先取 り し た 大都市密集市街地での被災 に お い て 、 震災か

ら の す ま い ・ ま ち の再建で ま ち づ く り 協議会や専 門 家 に よ る 支援 ネ ッ ト ワ ー ク の果 た し た

役割 な ど に つ い て 、 2 日 間 に わ た っ て討論 し た 。 そ の 結果 を 基 に し て 、 メ ン バ ー の一員 で

あ る 被災者復興支援会議 田 の最終提言 “安心 ・ 安全な 社会の構築 に 向 け て " (2005年 3 月 四

日 ) の 「 ま ち (都市) と す ま い (住宅) の震災復興整備J で、 以下の 4 提言 に ま と め た 。

阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 災害の特鍛 は 「都市機能の被災」 で あ り 、 と り わ け 「阪神」 大

震災 に お い て 、 そ れ は顕著で あ っ た 。 都市機能の 回復の た め の都市施設の 復 旧 が、 物 的 (ハ

ド ) な復興の第一義的 な 目 標で あ り 、 従前状況への 回復ス ピ ー ドが最 も 重視 さ れ る 要因 で

も あ っ た 。 都市再建 に は多 く の 時間 が揖か る が、 道路や鉄道、 電気、 水道、 ガス な ど、 都

市基盤施設 ( イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ュ ア ) は 大略 3 カ 月 ほ どの大変早期 に 毎 旧 が進 ん だ。

し か し 、 被災住民の最 も 重大 な 関心事ゐ は 、 住宅再建 に よ る 「岩住 ・ す ま い の再生」 で あ

り 、 こ れ ま で住 ん で い た ま ち に お け る 「生活 ・ く ら し の再生J で、 必ず し も 都市空 間 の再

建で も 都市機能の 匝復で も な か っ た 。 ま た 、 建物 ・ 住宅の復旧 ・ 再建 は 、 当 然の こ と な が

ら 基盤施設復 旧 の後、 工事だ け で も 欝易 な 戸建て住宅で半年以上、 高層建築 な ら ば 2 年 ほ

どの期 間 が必要で あ っ た 。

震災復興 に お い て 、 都市や住宅再建の物的 (ハ ー ド) 整備 に 関 す る 行政の努力 と 、 ま ち

と す ま い再生への市民の熱望 と の あ い だ に 、 微妙 な す れ違 い が生 じ た 。 そ れ は 、 都市再建

←→ ま ち ( く ら し ) の再生、 住宅再建←→す ま い の再生、 と い う 関心事の微妙 な 違い に 起

因 し て い た の で あ ろ う O

{提言 1 ] 防災 「 ま ち づ く り 」 に、 本 当 に、 と り く ま ね ば な ら な い

防 災 ま ち づ く り に こ れ ま で各方面か ら 取 り 組ん で は き た が、 防災 「 ま ち づ く り 」 に ほ ん

と う に は 誰 も 取 り 組ん で い な い。 耐震改修や景観問題の前提で あ り 、 ま ち の構造 を ど う す

る かで あ る O 災害危険度評値 や そ の結果の公表 に よ る 密集市街地の危険把握 と 対正、 を 手始

め に 、 住民主体の 防災 ま ち づ く り の推進の た め の 「 ま ち づ く り プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 の設置

な ど に よ る 安心安全な ま ち づ く り を 進 め て い く こ と が重要で、 あ る 。 そ の た め に 、 行政窓口

の 一本化 と 制度 ・ 補助事業の有効活用 も 大い に必要であ る 。

一枚の 紙 に 書 い た わ が ま ち (小学校区程度) の ア ジ ェ ン ダ (指針 ・ 希望 ・ 魅力 な ど) が

欲 し い 。 年 に 1 回 ま ち の健康診断 を み ん な で し 、 壌 に 貼 っ て お く こ と か ら 始め よ う O
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{提言 2 ] 街 の基幹施設 (道路や公圏) の乏 し い 地 区 の 整備 を急、がね ば な ら な い

信区基幹施設 (公開 や 道路) 不足地区 で の 行政的 な 防災 ま ち づ く り 対策 を 進め る 。 そ の

た め の 法律的 な 事前準備 を し て お か な く て は い け な しミ 。 特 に 、 大都市の 木造密集市街地の

災害危険性 に つ い て は と う の昔か ら 指摘 さ れ続 け て い る に も かか わ ら ず、 遅 々 と し て 再整

備 は 進 ん で い な い 。 関東 ・ 中部地方の大都市密集市街地が、 い つ 来て も お か し く な い東海

地震や到来が確 実 な東南海地震で大規模 に 被災す れ ば、 そ れは天災で は な く 人過 と い う べ

き 怠慢 であ り 、 防災 ま ち づ く り への真剣 な 実効 あ る 整舗 (物 的 な ま ち の構 造的 な 整備) に

た だ ち に 取 り 組 ま ね ばな ら な い 。

小規模区画整理事業や住宅市街地総合整備事業 ・ 密集事業 な ど に よ る 道路 整備や防災公

園 な どの密集市街地 で の確保 は 、 以前 に 比べ れ ばか な り 確実 に 進 め て い く こ と が可 能 に

な っ て き て い る O 販神 ・ 淡路大震災で の経験か ら 土地区画整理事業が、 地 域 ま ち づ く り の

た め の土地の 交換分合の制度 と し て も 活用 で き る よ う に な っ た こ と が大 き い 。 ま た 、 市街

地再開発事業の よ う に 重装備で保留床処分 を 事業 の 中核 に 置 く 独立採算 型 の 事業で は 、 震

災復興の よ う な被災 し た 建築再建 に は 向 い て い な い。 隣接建物 同士が協 同 で再建す る の に

補助 や コ ン サ ル タ ン ト 派遣 な ど手厚 く 支援す る 被災建物協 同建替事業 と い っ た 制度 を 用 意

し て お く べ き で あ ろ う O

さ ら に 、 都市計画や基盤整備事業 (や事業前提) で な い と お 金が出 な い仕組み か ら 、 計

画段階か ら ま ち の 運営管理段 階 ま で含め て 、 総合的 に 資金の手当 て や補助金 ・ 交付金な ど

が出 る 仕組みへの転換が必要で あ る 。

そ れ ら 事前 の備 え と 合わせて さ ら に 、 被災後の復興整備事業 と し て は 、 早期 ・ 柔軟 ・ 多

様性 を も っ て行 う こ と が肝要で あ る O そ の た め に は 、 二段階都市計画決定 に よ る 住民参加

方式の一般化 な どが可能 な よ う な 事前準備が必要であ る O と 同時 に 、 都市計画事業 な どの

実施地 区 内 の 市街化が追 い つ かず に 、 そ こ の空 き 地 の 活用 や 空 き 床 の 利 用 促進 な ど も 復興

の重要 な 一面で あ る 。

{提言 3 ] 集合住宅 な どの協同 ス ペ ー ス が重要であ る

集合住 宅 な ど に は協 同 ス ペ ー ス を 確保す る こ と が重要であ る O 時 間 的 に も 空間 的 に も 柔

軟 に そ れ を 運営 し て い く こ と が、 さ ら に 重要で あ る O 単 に 居住空 間 を 供給す る 住宅建設 に

加 え て 、 二段階都市計画決定 と 同 じ よ う に 、 ハ ー ド な住宅供給 の 後 に ソ フ ト な 安心居住 の

住 ま い方の供給 も 進め て い く こ と が必要で あ る O 下町長屋居住 の よ う な 形が 中 高層 の鉄筋

コ ン ク 1) ー ト 造集合住 宅 に も ほ し い 。

阪神 ・ 淡路大震災の反省 と し て 、 ま ち づ く り と す ま いづ く り の総合化が も っ と 緊密 に行

わ れ る べ き であ っ た こ と があ げ ら れ る O 地域 を 取 り 巻 く 環境の変化への対応 と 特色 あ る ま

ち づ く り の た め に も 、 公的 な 住宅供給 と 市能地整備事業が連携 し て 震災復興が さ れ、 地 区

特性 を 反映 し た 現場 中 心の ま ち づ く り を 推進す る こ と が必要で あ る O
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i提言 4 ] 住民 ・ 市民 ・ 行政の事rr し い 関係 の 中 で 自 律連帯社会 を つ く ら ね ば な ら な い

復興整備事業 を 進め る プ ロ セ ス で、 ま ち づ く り 協議会 シ ス テ ム と 専 門 家 支援 ( コ ン サ ル

タ ン ト 派遣 ) が大 き な 力 を 発揮 し た 。 そ の過程で重要だ、 っ た こ と は 、

- 合意形成 を 進め る た め の 支援の あ り 方

- 地元 の リ ー ダ ー や専 門 家 な どの人材育成 ・ 確保

. 広域的 な 専 門家支援 シ ス テ ム の確立

- 事業推進の ノ ウ ハ ウ を も っ公団 ・ 公社 な ど公的 セ ク タ ー の役割 ・ 経験の 継承

・ 柔軟 な復興事業 を 進め る た め の 基金制度

と い っ た点 で あ っ た 。

自 律連帯社会 に お け る 「新 し い公共」 を 担 う た め の住民、 市民 . NPO、 行政の新 し い 関

係 を つ く ら ね ば な ら な い 。 自 律 と 支援の と て も 難 し い 関係の な かで 、 お 互い の ネ ッ ト ワ ー

ク と 容易 に 出 会 う こ と の で き る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が重要で あ る 。

7 . 市民 ま ち づ く り と ま ち づ く り 協議会
市民 ま ち づ く り (環境改善運動) の 鍵 を 握 る の が ま ち づ く り 協議会で あ る 。 逆 に い え ば、

ま ち づ く り 協議会は 自 ら の ま ち の 自律圏 と し て の 活動 に こ そ 、 そ の存在意味 を も た ね ばな

ら な い 。 震災復興でそ の意味が確 か め ら れた ま ち づ く り 協議会が継続 ・ 発展 し て い か ね ば

な ら な い理 由 であ り 、 市民 ま ち づ く り に 果 たす責務 は た いへ ん に 大 き い 。

市民活動社会の市民 ま ち づ く り に お け る 倫理的論理的 な 社会蒸盤 は 「合意形成」 で あ る 。

ま ち づ く り 協議 会 は 、 そ う し た合意形成の た め の 、 住民 を 主体 と す る 集 ま り ・ 機会 ・ 場 ( フ

ラ ッ ト な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム = 誰 も が 自 由 に ア ク セ ス で き 、 好 き な と こ ろ に 出発で き る ) で

あ り 、 住民 を 中心 と し た 自 律的で連帯 し た 市民組織で あ る O あ る い は 、 あ る べ き で あ る O

神戸市兵庫民松本地区 の震災復興土地区画整理事業で、つ く ら れ た 「せせ ら ぎ」 は 、 地元

兵庫区松本 地 反 のせせ ら ぎ (通学路)
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民 2 千人の清掃活動や再生水の活用実験な ど、 ま ち づ く り 協議会の碁本活動 に な っ て い る O

面倒 で手の掛かる も の (せせ ら ぎ) が、 地域の 人 た ち の コ ミ ュ ニ テ イ を つ く り 、 育 て 、 続

け て い く も と に な る O ま ち づ く り 協議会は住民の要望 に タ イ ム リ ー に取 り 組 む 組織で も あ

る が、 当 然 に さ ま ざ ま な 栢 反す る 意向 を 持つ市民栢互の合意 を は か る た め の協議の場 で あ

り 、 合意形成 と は納得の プ ロ セ ス で あ る O

長田 区真野地区の震災対策本部
( 1995Sf� 2 月 )

住民主体の市民 ま ち づ く り を 支 え る ま ち づ く り 協議 会 を 中 心 に し た都 市計画 シ ス テ ム が、

神戸市 で は 1980年代 か ら 整備 さ れて き た 。 そ の基本 は 「神戸市地度計醤及 び ま ち づ く り 協

定等 に 関 す る 条例J (1981年12月 制定) い わ ゆ る 「 ま ち づ く り 条例」 に 基づ く O こ の 条例 は 、

神戸市が住民組織 と し て の ま ち づ く り 協議会 を 認定す る と 、 そ の 地 底 に お け る ま ち づ く り

構想の 市長への提案権 を も つ こ と に な り 、 合意す れ ば ま ち づ く り 協定が結 ばれ る 。

こ の条例が生 ま れ る こ と に な っ た住民 ま ち づ く り 活動 で 、 全国 に 名 高 い 「真野 ま ち づ く

り 推進会J に 1982年 5 月 ま ち づ く り 協議会認定が な さ れ て 以来， 震災前 に 12地区の認定が

さ れて い た 。 そ の他、 長 田 区 野 田 北部地区や瀧区味泥地区 な ど、 住民 自 ら で 自 分た ち の ま

ち を 良 く し て い こ う と つ く っ た組織 と し て、 さ ら に 17地医 ぐ ら いがで き て い た り 、 準備 中

だ っ た 。 そ う し た背 景 を 持つ ゆ え に 、 震災後神戸市 だ け で も 合計100の ま ち づ く り 協議会が、

復興 ま ち づ く り に 向 け て 、 活動 し て き て い る 。 と り わ け 、 震災以前か ら ま ち づ く り 活動 の

あ っ た 地 底 で は 、 震災直後か ら 秩序 だ っ た 将来 を 見据 え た 「復興市民 ま ち づ く り 」 が直 ち

に 始 め ら れた 。 突然の 緊急時 に は 、 常 日 頃 の 身 に付い た 活動が ま こ と に 重 要 な 役割 を 果た

す と い う こ と で あ る 。

全国の都市で、 な に は と も あ れ、 明 日 か ら で も 準備すべ き は 、 こ う し た ま ち づ く り 協議

会 な どに よ る 「市民 ま ち づ く り 」 への取 り 組み であ る O
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救命 ラ イ フ ラ イ ンの重点整備 を
神戸大学工学部教授 田 至郎

1 . は じ め に
こ の 10年 間 に都市 イ ン フ ラ は ほ ぼ完全 に復 旧 を 終 え て 、 地震以前 に も ま し て 施設の紺震

性 の 向 上 と 災害時対応が充実 さ れた と 考 え て よ い。 ラ イ フ ラ イ ン の地震対策 はハ ー ド な 施

設の耐震化 と シ ス テ ム 信頼性の 向上、 お よ びソ フ ト 対策 と し て の 緊急対J;芯 策 の 強化 に 大別

さ れ る O い ず れ の ラ イ フ ラ イ ン に つ い て も 何様 な 視点 で対策が進め ら れて お り 、 本稿で は

特 に長期 間 に わ た っ て機能停止 し た 上水道 と ガス供給 シ ス テ ム を 例 に と っ て 、 こ の10年 間

の 進展 を み た し ミ。 そ の後、 救命活動 の視点か ら ラ イ フ ラ イ ン の 更 な る 地震対策が必要で あ

る こ と を 強調 し た い 。 ま た 、 新潟 中越地震で阪神 ・ 淡路大震災の教訓 が生 か さ れ た か否 か

に つ い て も 考察 を 行 う O

2 . 水供給シ ス テ ム の地震対策進展
被災 に あ っ た 10市10珂 の う ち 復興事業計画 の あ る 9 市 9 町 (洲本市、 総町以外) 、 兵庫

県営水道、 阪神水道企業団 お よ び、淡路広域水道企業団 の 管路の耐震化率 は6 . 6 % (1994年)

か ら 15 . 4% (2003年) ま で向上 し て い る O し か し 、 耐震化の 進誌 は 市町や企業団 な ど に よ っ

て大 き く 異 な り 、 県営水道の45 . 6% か ら 北淡町や三原町の よ う に 未 だ 0 % の 市町 も あ る O

耐 震化 に つ い て は 、 多大な費用 と 長 い 期 間 が必 要 に な る O そ の た め 、 防災投資 は効率的 ・

効果的 で な け れ ば な ら な し ミ 。 た と え ば、 神 戸市 で は 、 応急給水の 考 え 方 を 定 め 、 500 m . 200 m 

メ ッ シ ュ の 配水耐震管路網の構築 や 、 防災拠点 ・ 中核病院 な どへの ル ー ト を 耐震性の高 い

管部 と し 、 通常給水の 早期 回復 を 図 る と と も に 、 と く に坂の多 い神戸の地形 を 考慮 し 、

搬給水距離が矩 く な る よ う に仮設給水栓 な ど を 配置 し て い る O ま た 、 給水装置 の被害 は 、

通水区域拡大の進捗 に 大 き く 影響す る た め 、 給水装置の耐震化 を 強化 し て い る O 神戸市で

は震災後、 50mm ま で の 口 径 で は 耐震性の あ る ポ リ エ ス テ ル管 ( フ レ キ シ ブル管) を使用 し 、

75mm以上の 口径で は 受 け 口 に伸縮性があ る 耐震性の NS 管 (鋳鉄管) を 使用 す る こ と に し

た 。 そ の他市町で は 、 ポ リ エ ス テ ル管の採用 や 、 サ ド ル付分水栓 と の接続 に 用 い る 伸縮可

と う 性継手 の 設 置 な どの対策が多 い 。

シ ス テ ム の信頼性 を 向 と さ せ る 対策 と し て 、 緊急貯留 シ ス テ ム は 、 緊急、遮断弁 な ど に よ

り 配水池か ら の漏水 を 防 ぎ、 貯留機能 を 確保す る も の で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震災で は 有効

性が証明 さ れ、 神戸市、 西宮市、 宝塚市、 川 西市 な どで整備が進 ん だ。 神戸市 で は 、 奥平

野管理セ ン タ ー よ り 自 動 的 に 配水池の 緊急遮断弁 を 閉鎖す る 指令が出 さ れ、 必要最小限 (市

民 1 人 1 日 3 e x 7 日 分) の 飲料水 を 確保 し 、 こ こ を 「運搬給水基地」 と し て 貯慢 し た水
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を タ ン ク 車で毘 辺住民 に供給す る O 緊急、遮断弁 は 、 2 つ以上の池 を も っ 配水池の一方の池

に 設置 さ れて お り 、 他の池か ら は配水 を 続け消火用水な ど に利用 で き る O 神戸市の場合、

緊急貯留 シ ス テ ム に よ り 確保 し て い る 水量 は 、 震災時 に は 約42 ， 000ば で あ り 、 現在 は 約

53 ， 000m3 に増加 し て い る O ま た 、 ブ ロ ッ ク イ ヒ は 、 給水区 域 を 分割 し て配水管網 を 組織化 し 、

下記の効果 を 得 る O ①被害状況 を 把握 し や す い 。 也 被害箇所 の 多 い ブ ロ ッ ク を 配水本管 か

ら 切 り 離す こ と がで き 、 配水本管の機能 を 維持で き る O ③隣接 ブ ロ ッ ク か ら の連絡管で、

パ ッ ク ア ッ プで き る O

神戸市の場合、 震災前 に は 119箇所で ブ ロ ッ ク 化 を 行 っ て お り 、 現在 は 1 23筒所で あ る O

災害時や渇水時 に広域的 に水の栢互融通がで き る よ う 、 管理者の異 な る 自 治体間や 兵産県

営水一道の浄水場開 な ど を 結ぶ広域連携管 を 整備 し 、 震災前の 4 路線か ら 19路線 と な っ た 。

神戸市 で は 、 水源 ・ 水質遠踊監視機能 を 1 カ 所新設、 配水管水質 自 動監視 シ ス テ ム を 震災

前 の 11 カ 所か ら 17 カ 所 に 増 設 し 、 日 常鞍視の充実 を 図 っ て い る O

次 に地震後の 緊急対応、の 強化策 と し て 、 1996年 3 月 に 改訂 さ れ た 「兵庫 県 地域防災計画」

で、 今回 の震災の貴重 な 教訓l を も と に 、 こ れ ま で の 災害対策の見直 し が行 わ れた 。 こ の な

かで 「水の確保業務」 つ ま り 飲料水や医療用水の確保、 給水車の 派遣や水道復旧工事 に 関

す る 派遣、 調査な ど に つ い て は 、 企業庁管理局水道課が主体 と な っ て健康 生活部健康局生

活衛生課 と も 連携 を 留 り な が ら 取 り 組む こ と と な っ た 。 緊急時の応急給水 の 確保 は 、 人命

や 防災活動 に 影響 を 与 え る 重要 な テ ー マ で あ る O ま た 、 被災水道事業体だ け で は対応や 、

初動体制が と れ な い こ と を 想定 し て 、 水道事業体 間 で の 応、援協定や民 開 業 者 団体な ど と の

応援協 定 に よ り 復 !日体制 を 強化す る こ と や 、 水道事業体間 で少 し ずつ異 な る 使用 器具の規

格の統ー や 、 情報交換 を 進 め 、 1996年 6 月 に 「近畿 2 府 4 県 内 の 工業用水事業者の 震災時

な どの相互応援 に 関 す る 覚書」 、 1998年 3 月 に 兵産 県 内 の全市町で 「兵庫県水道災害相互

応援 に 関 す る 協定」 な どが締結 さ れた 。 相互応、援協定の締結 な どの広域的 な 応援体制 を 充

実 さ せ る こ と は 、 施設整舗 レ ベ ル を 補 う 経済的で効果的 な 方法 で あ る O ま た 、 水道事業体

聞 で連絡管 に よ り 広域 的 に 水 を 融通 し合 う 広域的 な パ ッ ク ア ッ プ も 有効で、 あ り 、 地震時以

外で も 渇水時 に も 効果があ る O そ の 方法 と し て は 、 前述の広域連携管があ る O

な お 、 震災時 に 課題 と な っ た 資機材の不統ー に つ い て も 、 神 戸 市 の仕切弁 の キ ャ ッ プ を

全国的 な 規格 に 統一す る こ と や 、 県 内 市 町の 資機材 の 一覧表 を 整理す る な どの取 り 組み を

お こ な っ て い る O

情報の効率 的 な 管理 を 進め る た め 、 今年度末 ま で に 10市町 (上記被災 9 市 9 町の う ち )

で マ ッ ピ ン グ シ ス テ ム を 導入予定で あ る O し か し 、 GIS と 連携 を 図 っ て い る 市 町 は な い 。

地震時 に i可時多発 し た 火災 の消火活動 は 困難 を極 め た 。 消 火 に 一番効果の あ る 初期消火

に 対応す る 消 防力 が絶対 的 に 不足 し た こ と があ る が、 そ の後の消火活動 に 消 火栓が水圧不

足 に 陥 っ た り 、 断水 し て役 に立 た な か っ た と い わ れた 。 消 防水利 は消火栓だ け で は な く 、

防火水槽、 学校 プー ル な どが指定 さ れて い る が、 こ れ ら も 被害 を 受 け た り 、 量的 に 不足 し
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た こ と も 重 な っ た 。 水道 は消火用水の一端 を 担 っ て い る が、 大規模地震時 に は水道が断水

と な る 前提が必要で あ る O し か し 、 人命の重み を 考 え れば単 に 飲料水の確保だ け の 施設整

備の推進で良い と は言い切 れ な い ー而があ る O 消 防 関係機関 で は 、 耐震性の 防火水槽の 整

備、 河川 、 井戸、 雨水、 海水の利用 な ど多様な 消 防水利 の確保が進め ら れて い る O

一方、 水道施設で は 、 消 防水利 と し て も 利用 で き る 飲料水兼用耐震性貯水槽や、 復 旧 が

早 い配水幹線 に お け る 消火用水の取 り 出 し 口 の設置な ど を 進 め て い る O ま た 、 水道施設 の

耐震性への 取 り 組み 自 体が、 消 防水利 の耐震性向上 に 寄与す る O

3 . ガ ス 供給シ ス テ ム の地震対策進展
政神 ・ 淡路大震災後、 通商産業省資源エ ネ ル ギ ー 庁 ( 当 時) に お い て 、 ガ ス 地震対策検

討会が設置 さ れ、 1996年 3 月 に ガス 事業 の地震対策の基本方針、 具体的 な 対 策 を 策定 し た

「 ガ ス 地震対策検討会報告書J (以下報告書 と 言 う ) が出 さ れ た 。 報告書 に お い て 、 中圧

導管の 対策 と し て は 「非裏波溶接接合部の被害 は 、 液状化地区や活断層 地 区 で、 かつ特殊

な 地形 ・ 地盤条件 な どの複合 し た場所 に 限 ら れて発生 し て い る の で 、 そ れ ら を 優先 し て 、

計画 的 に 入替え あ る い は 耐震補強 を 行 っ て い く 必要があ る 」 と 記載 さ れて い る O 大阪 ガス

(株)で は 報告書 に 基づ い て 、 対象 と な る 非裏波溶接鋼管23km を 抽 出 し 、 既 に 2 2 kmの改修 を

了 し た 。 残 り 1 km に つ い て は 、 共 同溝への 入溝が計画 さ れて お り 、 2005年度 に完了す る 予

定で あ る O 一方、 被 害が集 中 し た低任の ね じ接合鋼管 に つ い て も 、 報告書 に 基づい て 、 社

会的 に 最優先の復旧 が要求 さ れ る 緊急病院 な どへの供給ル … ト 内 の ね じ接合鋼管58路糠の

う ち 、 53路線の ポ リ エ チ レ ン 管への入替 え を 完了 さ せ た 。 残 り 5 路線 に つ い て も 2004年度

中 に完了 さ せ る 予定であ る O

さ ら に 、 大 阪 ガ ス 械で は 、 道路工事や他 ラ イ フ ラ イ ン の工事の機会 を 活用 す る な どね じ

接合鋼管の ポ リ エ チ レ ン 管への入替 え を 推進 し て い る O 震災当 時11 ， 000km あ っ た ね じ接合

鏑管 は 、 2003年度末時点で9 ， 300km に 減少 し て い る O

次 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性向上策 と し て 、 地震で ガス 導管 に 被害が発生 し た場合、 二

次災害 を 防止す る た め に被害の大 き い地 区 の み ガス 供給 を 停止 し 、 被害の な い地域は 、 継

続 し て ガス を 供給す る 目 的で ブ ロ ッ ク 化 を 採用 し て い る O 震災後 は 、 局 所 的 な 対応、 を 容易

に す る と と も に 、 復 旧作業 を 安全で効率的 に行 う こ と を 目 的 に 、 震災前 の 55 ミ ド ル ブ ロ ッ

ク を さ ら に 126の ブ ロ ッ ク に 増 大 し て い る 。 地震災害発生時 に 、 供給停止 ブ ロ ッ ク や 地震

情報被害予測 シ ス テ ム に よ る 建物倒壊、 導管被害 な どの情報か ら 予測す る 被害状況 に 対 し 、

緊急 ・ 復 旧 対応 の 要 員 数、 日 数、 作業歩掛 な どのパ ラ メ ー タ を 設定す る こ と に よ り 、 種々

の条件下で の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 適正 な 緊急、 復旧対策の策定 を 支援す る シ ス テ ム

を 導入 し た 。

地震が発生 し た場合、 供給エ リ ア 内 に
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情報が本社 中 央指令室へ 自 動 的 に送 ら れ、 コ ン ピ ュ ー タ に よ り 被害地域 を 把握す る O そ の

た め に 、 地震計 を 震災 当 時 の 34 カ 所か ら 238 カ 所 に 増設 し た 。 地震計 は 、 原 則 と し て リ ト

ル ブ ロ ッ ク ご と に 2 箇所設置す る よ う 取 り 組ん で、 お り 、 お お む ね設置 を 完 了 し て い る O リ

ト ル ブ ロ ッ ク は 126あ り 、 地域区分の大 き さ に つ い て は平均 的 な イ メ ー ジ は 25knr、 顧 客数

50 ， 000戸程度で あ る O ユ ー ザー が安心 し て ガス を 使用 で き る よ う に 、 ガ ス メ ー タ ー に組み

込 ま れ た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ が、 ガス の使用状況 を 監視す る マ イ コ ン メ ー タ ー の 普及 を

促進 し て き た 。 一般家庭用 は 設置 を 完了 し 、 業務用 も お お む ね完了 し て い る 。 マ イ コ ン メ ー

タ ー は 、 多 量 の ガス 漏れ、 機器の消 し忘れ、 地震、 ガス の圧力低下 な ど の 異常 を 感知す る

と 、 自 動 的 に ガス を 遮断す る (地震の場合、 震度 5 弱 に相 当 す る 200ga1 で、 ガス を遮断す る ) 。

ま た 、 ユ ー ザー の 手で簡単 に復帰 さ せ る こ と がで き 、 さ ら に 、 こ の マ イ コ ン メ ー タ ー は 、

光 と 音声 で ガ ス 漏れ を 知 ら せ る ガス 漏 れ警報器 と 連動 し て ガス を 遮 断す る こ と も で き る O

震災前か ら 製造所、 都市 ガス 導管 ネ ッ ト ワ ー ク の状況 を 中央指令室お よ びサ ブセ ン タ ー で

監視 し 、 テ レ メ ー タ ー 装置 に よ っ て 、 主要導管 内 に 流 れ る ガス の流量、 圧力 、 ガス ホ ル ダ ー

の ガス 保有量 な ど を すべ て 把握 し 、 計画通 り 製造 ・ 供給が行 わ れて い る か 監規 し 、 異常時

に は遠隔遮断す る こ と が可能であ る O ま た 、 中 圧 A 整圧器 (約350 カ 所) に 都 市 ガス の圧力 ・

流量 を 監視す る 装置 を 導入 し 、 異常時 に は停止で き る よ う に し て い る O 地 震発生時、 以下

の 場 合 に 即 時 に ガス 供給 を 停 止 す る こ と に し て い る O ① 地 震 計 の SI 値 (Spectrum In  

tensity) が60 カ イ ン (cm/sec) 以上 を 記録 し た場合。 ②製造所 ま た は供給所 ガス ホ ル ダー

の 送 出 量 の 大変動、 主要整圧器 な どの圧力 の大変動 に よ り 供給継続が困難 な 場合。

供 給 ブ ロ ッ ク 内 の低圧 ガ ス 供給 を SI 値60 カ イ ン 以上 の 地震動 で即 時 に 停止す る た め に 、

低圧導管 の感震遮断 シ ス テ ム を ヰl 圧 B ガパ ナ 2 ， 806 カ 所 に 設 置 し た 。 加 え て 、 万一 の 中 圧

導管被害 に対応で き る よ う 、 中 圧導管 の遠隔遮断 シ ス テ ム を 346 カ 所 に 導入 し た 。 こ れ に

よ っ て 、 供 給 ブ ロ ッ ク 内 の 地震計の い ず れか ひ と つ が SI 値60 カ イ ン 以 上 を 記録す れ ば、

そ の ブ ロ ッ ク は 即時供給停 止 ブ ロ ッ ク と な る O こ の 時、 そ の ブ ロ ッ ク 内 の 中圧 B ガパ ナ (20

-30基) に 設宣 さ れて い る 感震遮断装置が機能 し低圧導管への供給 を 遮断す る O 一方、 復

旧対策 の 大 き な 方策 の ひ と つ と し て 、 復 旧 セ ク タ ー の設定 を 進め て い る O こ の復旧 セ ク タ ー

は 、 復 旧 を 効率 的 に 進 め る た め 2 ， 000- 3 ， 000戸程度 を ひ と つ の ブ ロ ッ ク と し 、 復 旧 に 際 し

て は 、 防災拠点や重要施設への供給再開 を 優先す る O

地震発生後、 直 ち に 的確 な 判 断 を 下 し 、 適切 に 指令す る た め に 238 カ 所 の 地震計デー タ

と ガス 管や家屋、 地盤 ・ 地形の デー タ ベ ー ス に 基づい て 、 ガス 管や建物の被害状況 を 推定

す る リ ア ル タ イ ム 地震被害予測 シ ス テ ム を 改 良 ・ 開発 し た 。 地震発生直後 は 、 被害の全容

を 把握す る た め に 必要 な 情報 は ほ と ん ど得 ら れ な い た め 、 こ の リ ア ル タ イ ム 地震被害予測

シ ス テ ム は非常 に 重要 な 情報 を 提供す る こ と に な る O

こ の シ ス テ ム は 地震動 を 予測 す る 地震動予測 シ ス テ ム と 被災 を 予測す る 被災予測 シ ス テ

ム か ら な り 、 そ の予測手順 は次の通 り で あ る O 供給エ リ ア 全域 の 導管 の管種別 や 、 地形 ・
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地盤情報 を 被災予 測 単位で あ る 300 m X 400m の メ ッ シ ュ 時 に デー タ ベ ー ス 化 し て い る 。 地

震が発生す る と 供給エ リ ア 全域 に 配置 さ れ た 238箇所の 地震計の デー タ が無線 で本社 に 転

送 さ れ る O そ し て地震計ネ ッ ト ワ ー ク と 地形 ・ 地盤情報 を 用 い て 地震動 を 内 挿補完 し 、 点

の デー タ で あ る 地震計デー タ か ら 供給エ リ ア 全域 の 地震動 を メ ッ シ ュ 単位 に 予測す る O

デー タ ベ ー ス に メ ッ シ ュ 単位 の 地震動情報 を 与 え 、 メ ッ シ ュ 単位 に予測す る 。 販神 ・ 淡路

大震災の実績か ら 、 地震動 と ガス 管 と ガス 管被災発生率 (件/km) の 関係お よ び地震動 と 家

屋倒壊率 と の 関係 を 設定 し て い る 。

次 に 緊急対応の 強化策 と し て 、 震災後、 ガス 地震対策検討 会報告書 に 基づ き 、 防災業務

計画、 災害対策規程 を 改定 し 、 緊急供給停止、 即時供給停 止 の 判 断碁準 な どの考 え 万 を 盛

り 込ん だ。 会社的 な 総合指令の役割 を 果 た す本社 ・ 中 央指令室が通年24時 間 体制 を と っ て

い る が、 万一被災 し た場合 に 備 え て 、 そ の機能 を パ ッ ク ア ッ プで き る 中 央保安指令部 ・ 京

都 サ ブセ ン タ ー を 設立 し た (1998年 3 月 ) 。 こ の サ ブセ ン タ ー は 、 阪神 ・ 淡路大震災 ク ラ

ス の 地震 に も 耐 え ら れ る 免震構造 を 備 え て お り 、 中 央指令室 と 同様、 通年24持間 . 2 名常

駐体制 で 稜動 し て い る o 24 時 間 、 常 に 安 定 供 給 と 安 全 を 見 守 る た め 、 中 央指 令 室 に

ACNET (Advanced Customer Security Ensuring Network) を 構 築 し 、 最 先 端 の 通信技

術 と コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 、 中 央指令室 と 地区保安指令セ ン タ ー を デ ジ タ ル 回線で結び、

下記機能が可能 と な っ て い る O こ れ ら は 、 阪神 ・ 淡路大震災以前 よ り 導入 さ れて お り 、 震

災時 に は適正かっ有効 に機能 し た 。

ま た 、 衛星通信 を 利用 し て 、 地 上通信 回 線 に よ る 通信が国 難 な 高圧ス テ ー シ ョ ン の 遠橋

監視 ・ 制鋼 、 災害時 に お け る 被災地 と の 通信連絡お よ び

う こ と がで き る O 緊急時の住民か ら の救援要請 に応 え る た め 、 兵庫地区で電話の一般回線

を 15 回線か ら 52 回 線 に増 強 し た 。 ま た 、 運用面で も 5 地区 に分散 し て い た 受付セ ン タ ー を

大板、 京都 の 2 拠点 に統合 し 、 全社で 問 時着信 数 を 169 回 椋 ま で可能 と し た 。 ま た 、 電話

回線のパ ッ ク ア ッ プ と し て 、 ポ ー タ ブル衛星局 や衛星通信車 を 導入 し て い る 。 さ ら に 、 被

災時の受付セ ン タ ー の機能停止 を 避 け る た め 、 2 拠点 に分散 し て い る O な お 、 現在、 ガス

漏 れ 回 線 も 受付 セ ン タ ー へ転送す る こ と で、 間報数 を 増 強す る 検討 を 進め て い る O 保安関

係設備 を 充実 し 、 2003年度末で、 保安基地47基地、 無線装備車両900台、 緊急、指定車両230

台 、 移動無線局1 ， 506局 を 配備 し た 。顧客支援体制 と し て は 、 ユ ー ザー に 対 し て生活支援 サ ー

ピ ス 、 代替手段 に よ る 臨 時供給 な どの支援がで き る よ う に 、 カ セ ッ ト コ ン ロ や仮設 シ ャ ワ ー

を 供給で き る よ う な 体制整備 を し て お く 。 と く に病院や 防 災拠点 な どの社会的重要 な 施設

に対 し て 、 よ り 早 く 計画的 に提供 で き る よ う に 体制 を 整 え て い る O 緊急用 資材や復 旧;工事

用材料、 作業員 の 飲料水 ・ 食料 ・ 医薬 品 を 5 地区事業本部 (京滋、 北東部、 大板、 甫部、

兵庫) ご と に確保 し て い る O 技術 開発 と し て は 、 ガス 管 内 に入 り 込 ん だ水や土砂 な ど を 排

出 す る 強力水抜 き 装置 や ガス 管の損傷個所 を 発見す る 管内 テ レ ビ カ メ ラ シ ス テ ム な ど、 震
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災時の復 旧作業 に威力 を 発揮 し た技術 に つ い て 、 さ ら に改 良 ・ 開 発 を 進 め て い る 。 今回 の

地震で は 、 病 院 や避難所な どの社会的優先度の 高 い 施設へ は 、 ガス の供給停止時 に LP ガ

ス な ど を 用 い て 臨時供給 を 行 っ た 。 分散 自 立型の供給 シ ス テ ム が災害時 に 有効 に機能 し た

例 で あ り 、 被害者支援の観点 か ら 、 ガ ス 事業者 は LP ガ ス 事業者 と 協力 し て 防災体制 を 確

立す る こ と ま し い 。

4 . 救命 ラ イ フ ラ イ ン の重点整備 を
阪神 ・ 淡路大震災で は 、 被災地 の 各 ラ イ フ ラ イ ン は壊滅的 な打撃 を う け て 、 そ の機能停

止 は 多大の影響波及 を も た ら し た 。 日 常の生活 に不便 を き た し た こ と は勿 論の こ と 、 機能

停止が人命 の損失 を も も た ら し た。 ラ イ フ ラ イ ン の破壊が人命 に も 及ぶ こ と を 認識 し て 、

改 め て 、 ラ イ フ ラ イ ン の大切 さ を 痛感す る と こ ろ で あ る 。

ラ イ フ ラ イ ン は 、 電力 ・ ガス な どのエ ネ ル ギ ー 供給 シ ス テ ム 、 上 下水道 シ ス テ ム 、 通信

シ ス テ ム 、 道路 ・ 鉄道 な ど の 運輸 シ ス テ ム を 指す こ と は 、 広 く 認識 さ れ る と こ ろ で あ る が、

こ れは 日 常 の 生 活 に必要欠 く べか ら ざ る 機能 を 提供す る 都市基盤施設で あ り 、 都市活動の

高度成長 と と も に 充実が関 ら れて き た施設であ る O

市民生活の充実の た め に 、 こ れ ら の ラ イ フ ラ イ ン は 、 そ の 安定供給 を 目 指 し て努力が重

ね ら れて き た 。 し か し 、 ラ イ フ ラ イ ン の機能麻痔が震災時 に は 、 人命 に も 関 わ る こ と を 、

改 め て認識 を し な け れば な ら な い時期 に 来て い る O 地 震 に 安全な ラ イ フ ラ イ ン を 構築 し て

お け ば、 市民の生活は勿論の こ と 、 人命 を 守 る こ と に も 繋がる と い う 認識 を か え る べ き で

は な い か と 思 わ れ る O す な わ ち 、 人命 に 関 わ る ラ イ フ ラ イ ン を 、 今一度、 救命 ラ イ フ ラ イ

ン と 位置づけ て 、 震災後の 緊急対応 時 に 救命 に 関 わ る ラ イ フ ラ イ ン機能 を 確保す る 方策 に

つ い て真剣 に検討すべ き であ る と 感 じ て い る O

ラ イ フ ラ イ ン の地震時 に お け る 弱点 は 地 中 パ イ プ ラ イ ン に あ る O 最近 の 地 中 パ イ プ ラ イ

ン は耐震的 な 管材が使用 さ れて い る が、 地 中 パ イ プ ラ イ ン は都市域の拡大 と と も に延伸 さ

れて き た 施設 で あ り 、 都 市の ラ イ フ ラ イ ン シ ス テ ム の 中 に は 、 年代 を 経 た 地 中パ イ プ ラ イ

ン が多数存在 し 、 そ れが新 し い地 中パ イ プ ラ イ ン に接続 さ れた 形で、 シ ス テ ム を 構成 し て

い る O 従 っ て 、 地震の お り に は 、 経年劣化 し た施設が洗 い 出 さ れ る よ う に 、 被害 を 受 け て 、

物理的 な 破損 は 、 新 し い ラ イ フ ラ イ ン シ ス テ ム の エ リ ア も 巻 き 込む よ う に 機能停止 に 至 ら

し む 。 そ の 意味で、 地震時 に お い て “ ラ イ フ ラ イ ン シ ス テ ム の被害は不可避で、 あ る " と 言

わ ざる を え な い。 家屋や ピ ル デ イ ン グ は 倍 々 を 耐震化す れば被害 は 防 げ る が、 ラ イ フ ラ イ

ン は新 し い施設 も 古 い 施設 に巻 き 込 ま れ る よ う に 、 そ の機能が停止 し て し ま う の で あ る O

本稿で は 、 水道 シ ス テ ム を 対象 と し て 人命 に 関 わ っ た被災事例 を 検証す る と と も に 、 救

命 ラ イ フ ラ イ ン の機能確保の あ り 方 に つ い て考察 を 進め た い 。 板神 ・ 淡路大震災で は地震

発生の翌々 日 ま で の 1 月 19 日 ま で に 180件の 火災が発生 し た 。 火災 に よ る 死者 は504名 に も

の ぼ り 、 犠牲者全体の l 割強 に も 達 し て い る O 火災が集 中 し た長 田 区 で は 、 水道管の多 く
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が破壊 さ れて 、 消火栓は ほ と ん ど使用 で き な い状態で あ っ た 。 消火活動 は 困 難 を 極め て 、

タ ン ク 車の 活用 の ほ か、 防火水槽や プ ー ル の水な どが使用 さ れた 。 ま た 、 こ の 防火水槽 も

強 い地震動 の た め に ひ びが入 っ て漏水の た め に使用 で き な い も の がほ と ん どで あ っ た。 消

火栓 を も っ水道 シ ス テ ム の耐震性の確保 は消防水利 の 基本 と な る も の で あ り 、 水道配水管

の 耐震化 は き わ め て 重 要 な 課題で あ る 。 GIS (地理情報 シ ス テ ム ) を 用 い て 長 田 区 に お

け る 家屋火災発生位置 と 周辺の水道配水管の被害箇所 を オ … パ ー レ イ し た結 果 、 火災発生

地域 に 管路被害が集 中 し て い る こ と が知 ら れた 。 長 田 区 に お け る 消 火活動 は 長距離中継送

水体制 に よ る 海水 を 利用 し た も の で あ っ た。 交通渋滞 と 倒壊家屋 そ し て避難者が混乱す る

な かで 、 現場 に 到 着 し た 各応援隊 は 、 地震発生当 日 の 17 8 22時 に は タ ン ク 隊 ・ ポ ン プ隊65

台が延 々 と 千本以上の ホ ー ス を 中継 し て 放水 を 開始 し た の で あ る 。 倒壊 し た 家屡の下敷 き

と な り 、 迫 り 来 る 火の手の恐怖 に お びえ る 被災者 に と っ て 、 こ の海岸か ら 延伸 さ れ た 千本

の ホ ー ス は 正 に 救命 ラ イ フ ラ イ ン と な っ た の で あ る O 消 防 と 上水道の役割 と 責任 ・ 義務 は

異 な る と は言 え 、 火災 と そ れ に伴 う 犠牲者 を 救 う 消 火水の確保は 縦割 り の行 政分担 を 超 え

て 考 え な け れ ば な ら な い 地震防災対策 で あ る O

一方、 1906年 に は米国西海岸 の サ ン フ ラ ン シ ス コ 地震が発生 し て 、 当 時 の サ ン フ ラ ン シ

ス コ の 街全体が火災 に 包 ま れて 一帯が焼 け野原 と な っ た 。 こ の教訓 を う け て 、 サ ン フ ラ ン

シ ス コ 市で は 、 一般の上水道 シ ス テ ム の他 に AWSS (Auxiliary Water Supply System 

補助給水 シ ス テ ム ) を 構築 し て い る O サ ン フ ラ ン シ ス コ の街 に 新 た な 消 防水利 シ ス テ ム が

出来上がっ た わ け で あ る o 1989年 に は 同 じ く 米国西海岸 に ロ マ ・ プ リ エ タ 地震が発投 し て 、

サ ン フ ラ ン シ ス コ の マ リ ー ナ 地 区 で 火災が発生 し た 。 AWSS が は じ め て そ の成果 を 問 わ

れ る 機会が訪 れ た の で あ る O し か し 、 AWSS の 送水管 の 継 ぎ手が腐食の た め に破損 し て

お り 、 消 火水 は マ リ ー ナ 地 区 に は 到 達 し な か っ た 。 こ の お り も 、 近 く の海岸か ら 送水 し て

消火活動が行 わ れ た 。 約100年前の AWSS は維持管理に 課題があ り 、 機能 を 発揮 で き な か っ

た の で あ る O マ リ ー ナ 地 区 の火災 は 幸 い に も 大事 に は至 ら な か っ た 。

日 本で は 炎上発生 と 類焼 は 木造家屋密集地域 に 集 中 す る O と す れ ば、 街全体の AWSS

の よ う な シ ス テ ム を 構築 し な く と も 、 海岸 ・ 湖沼 ・ 河J I I な どの水源 か ら 家屋 密集地域 に 消

火パ イ プ ラ イ ン シ ス テ ム を 事前 に構築 し て お く こ と は可能 な よ う に 思 わ れ る O “消火水利

用 地域水道パ イ プ ラ イ ン の構築" の提案 を 行 い た い 。 本水道パ イ プ ラ イ ン は水質 に つ い て

は上水道の よ う な 厳 し い規制 は 必要 と し な い 。 今後 に 建設 さ れ る こ と と な る の で、 吉 い シ

ス テ ム の影響 を 受 け る こ と な く 、 最新の技術 を 駆使す れ ば大規模 な 地震 に 対 し で も 破壊 を

受け な いパ イ プ ラ イ ン シ ス テ ム を 構築す る こ と は 可 能 で あ る O 本 シ ス テ ム は水道行政 よ り

も 、 む し ろ 消 防行 政が担当 す る こ と と な る が、 水道管路の敷設 な ど に 関 し て は 、 水道行故

の方が多 く の技術 的 蓄積 を 有す る の で 、 水道行政が受け持 つ て い る 上水道の 消 火栓の機能

維持 を 補完す る シ ス テ ム と し て 、 水道行政の役割 と 考 え て も 良い と 思わ れ る O 火災か ら 震

災犠牲者 を 守 る 救命 ラ イ フ ラ イ ン と し て の水道の役割 を 今一度、 再考す る 必 要があ る O
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阪神 ・ 淡路大震災で は病院 ・ 診療所 ・ 医院 に お け る 水不足の た め に 十 分 な 救急医療がで

き な か っ た 。 神戸市内22病院 に対す る ア ン ケ ー ト 調査 に よ る と 、 給水設備の 被災 は 、 水道

管破損 ・ 受水槽破損 ・ 高架水槽破損が主 な も の であ り 、 医療活動 で は 、 透析治療の停止 ・

滅菌業務不能 ・ 外傷患部洗浄不能 ・ 検査機能停止 ・ 手術部機能停止 な ど を も た ら し 、 看護

関係で は手洗い がで き ず感染症拡大の 懸念 を 来 た し 、 生活酉で は 、 便所洗浄不能 に よ る

臭 と 不潔 ・ 暖房停止 ・ 水冷式 自 家発電停止 を も た ら し た 。 電力 ・ ガス ・ 通信 な どの ラ イ フ

ラ イ ン も 不便 を も た ら し た が、 何 よ り も 給水機能が求め ら れた の であ る O 病 院 に お け る 給

水機能の停止 に よ っ て 、 ど れ だ け の 生命が、 宜接 ・ 間接 に 失 わ れ た か は定かで は な しミ 。 し

か し 、 緊急時の病院の救命活動 に水道 ラ イ フ ラ イ ン の機能体止が大 き な 影響 を も た ら し た

こ と は 疑い な い。 1999年 に発生 し た 台湾集集地震で も 多 く の 病院が被災 し た 。 震源 に 近 い

南投県 ・ 竹 山 病 院で は 、 地震発生当 時 は 147人の患者が入院 し て お り 、 集 中 治療室 (ICU)

で は 7 人が治療 中 で あ っ た。 し か し 、 病 院の被災 に よ っ て 7 人 と も 命 を 失 っ て い る O そ の

原 田 は 、 水道機能停止 に よ る 自 家発電の停止 に よ る も の で あ っ た 。 病 院 に は 2 時 間 は発電

可能 な水冷式 自 家発電装置が備 え ら れて お り 、 公共電力 の停止 と と も に 自 家発電 に切 り 替

え ら れた が、 冷却水が供給 さ れな か っ た た め に 、 集 中 治療室の機能 は 失 わ れ る こ と に な り 、

7 人の命が失 わ れ た 。

阪神 ・ 淡路大震災以降、 各病院で は給水機能 の確保の た め に 、 様々 な対策が検討 さ れて

い る 。 雨水 ・ 井戸水 ・ 再利用 水 な どの多様な水源 の確保、 高架受水槽 ・ 地下貯水槽 な どの

耐震化 と 多点配設 、 院内給水 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 化 、 応急給水の受け入れ体制 、 医療用水 ・

雑用水系 の 2 系供給 シ ス テ ム の確立、 な どで あ る O

上述の よ う に 、 水道 シ ス テ ム の機能停止 は 生活用水 に不便 を も た ら す の み な ら ず、 消防

用 水や救急医療用水の不足 に よ っ て 人命 に 危 険 を も た ら す。 水道 シ ス テ ム は ま た 救命 ラ イ

フ ラ イ ン シ ス テ ム であ る と の認識 を 新 た に 地震対策 に 取 り 組む必要が感 じ ら れ る 。 そ の 、

第一段階 は 救命 シ ス テ ム と し て の地震危険度 ( リ ス ク ) 分析 を お こ な う こ と か ら 始め ら れ

る 。 病院の位置す る 地域での地震発生の危険度 は ハ ザ ー ド リ ス ク と 呼ばれ、 ハ ザ ー ド に よ っ

て 引 き 起 こ さ れ る 公共水道 シ ス テ ム や 病 院設備の 破損 は ベ リ ル (事故) と 呼ばれ る O ベ リ

ル が も た ら す 人命や資産の損失 は ロ ス で あ る O ベ リ ル か ら ロ ス に 至 る 過程 を 特 に リ ス ク と

呼ぶ場合があ り 、 ロ ス を 軽減す る た め に 、 リ ス ク を 回避 ・ 制僻 す る プロ セ ス を リ ス ク マ ネ ー

ジ メ ン ト と 称 し て い る O 給水機能の停止 に よ っ て 、 火災 に よ る 死者発生や 救急医療水の不

十分 に よ る 死者発生 は 、 何者 に よ っ て も 償 う こ と がで き な い ロ ス で あ る O か か る リ ス ク 分

析 を 実施す る こ と に よ っ て 、 リ ス ク の存在 と 発生 の確率 を 推定で き る O

リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト の義務は個人や病院慨 に あ る と し て も 、 ハザー ド に伴 う ベ リ ル を

回避す る 義務は水道事業者が負 う べ き と 考 え ら れ る O 具体的 な 地震対策の提案は前述の通

り で あ る O 命 を 守れ る 水道 シ ス テ ム の構築 を め ざ し て努力 を 重 ね る こ と が期待 さ れ る O
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5 . 新潟中越地震 と ラ イ フ ラ イ ン
こ の度 の 新潟県 中 越地震で尊い命 を 犠牲 に さ れ た 方 々 ・ ご遺族 ・ ご関係 の 皆様 に 心 よ り

お悔や み 申 し 上 げ る 次第で あ る O ま た 、 震災で多 く の大切 な も の を 失 わ れ、 今 な お避難生

活 を 余犠 な く さ れて い る 方々 に 一刻 も 早 い 生活 の復興 を 願 う も の で あ る O

さ ら に 、 こ の た びの 震災で は住家 を 初め と し て 、 生活基盤施設が大 き な 損 害 を被 っ た 。

中 で も 道路 ・ 鉄道や上下水道 ・ 電力 ・ ガス ・ 通信 の い わ ゆ る ラ イ フ ラ イ ン 施設の被災 に は

お びた だ し い も の があ り 、 多 く の 道路被災 に よ っ て過去 に は経験 し て い な か っ た 、 孤立集

落 の発生 と い う 新 た な 課題 も 生 じ た こ と は周知 の と お り で あ る O

水道 に つ い て は 、 40市町村 (合併 前 の 数) 、 13万戸 に わ た っ て 断水が発生 し 、 地域住民

の皆様 に は 不便 な 生活 を 強 い る 結果 と な っ た が、 地元水道事業体の懸命の努力 と 、 日 本水

道協会 な ら びに 全国水道事業体の応援 に よ っ て 、 一 部 の 地域 を 残 し て 、 速や か な復 旧 が行

わ れた こ と は 、 日 ごろ 水道水の安定供給 に 向 け た 地 道 な 努力 が生 か さ れ た 成 果 で あ る と 高

く 評価 を す る 次第 で あ る 。

厚生労働省 で は 、 水道施設の応急、復旧 に よ り 断水がか な り 解消 さ れ た 時 点 で、 今 回 の 地

震 に よ る 水道 の被災実態 と 復 旧 ・ 復興 に 向 け た 寂 り 組み状況 を 把握す る と と も に 、 今後 の

水道の 地震対策 に 対す る 課題 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 、 学識経験者、 水道事業関

係者か ら な る 18名 の調査団 を 構成 し 、 2004年11 月 17 日 か ら 3 日 間 、 新潟 市 、 長 岡市、 小千

谷m及 びJ 1 1 口 町の水道事業体 を 訪 問 し て状況の把握 に 努 め る と 同 時 に 、 現 地 の い く つ か の

水道施設の被 災 ・ 復 旧状況 を視察 し た 。 筆者 も 調査団の 団長 と し て参加 し た 。

今 回 の 地 震 は 、 1995年の 阪神 ・ 淡路大震災以来、 初 め て震度 ? を 記録 し た 地震であ っ た

が、 高い震度 の余震が長期 に わ た り 頻発 し 、 水道復 旧作業の遅延や余震 に よ る 被害の拡大

な ど大 き な 影響 を 及 ぼ し た 。 ま た 、 高 い 地震動加速度が記録 さ れ、 浄水場 ・ 配水池 な どの

地上構造物 は 相 当 の損壊 を 受け た が、 地震動周期が短か っ た た め に 地盤 の 揺 れ に伴 う 埋設

管蕗の被害 は 最小 限 に 抑 え ら れ た と 推測 さ れ る 。 一方、 山地斜面 の 崩 壊 ・ 道路法面の滑 り ・

沈下 ・ 陥没 ・ 液状化 な どの い わ ゆ る 地盤破壊 に伴 う 管路 な どの水道施設の被害 は 、 地域の

水供給 に 多大の影響 を 及 ぼ し た 。 こ れ ら の地盤破壊 は 中 山 開地域 に い わ ゆ る 孤立集落の発

生 を も た ら し 、 水道復旧 も 囲難 を 極め た。 調査 し た市 軒 に よ っ て被災 ・ 復 旧 状況が大 き く

異 な る こ と は も と よ り 、 同 じ市 町 内 で も 地区 に よ っ て施設被災の様相 と そ れ に 応、 じ た復 旧

への取 り 組み を 異 に し て い る こ と が特筆すべ き 事項 で あ り 、 都 市部 に お け る 災害対花、 と 異

な る こ と を 改 め て 認識 し 、 こ の 点 に つ い て 今後の対策 に反映す る た め の分析が必要 と 考 え

ら れる O

地震産後の 初動体制や応急給水 ・ 応急、復旧 、 他都市か ら の応議体制j に つ い て は 、 阪神 ・

淡路大震災の教訓 が生 か さ れ、 あ ら か じ め準備 さ れた マ ニ ュ ア ル に し た がっ て あ ま り 大 き

な 混乱 も 無 く 、 被害把握 ・ 緊急対応の体制 が と ら れ機能 し た も の と 評価 さ れる O し か し 、

初動時 に お け る 電話の不通や電力 の供給停止 は水道の 緊急対応 に 少 な か ら ず影響 を 与 え た 。
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ま た 、 あ る 地域 で は 、 下水道の復 旧 を 待 っ て水供給が再開 さ れた た め に 、 応急給水の期 間

が長引 く と い う 事態 も 見受け ら れた 。 こ れ ら は ラ イ フ ラ イ ン相互の連携 ・ 調整上の課題で

あ り 、 今後 も 問題点の所在 を 明確 にす る 必要があ る と 考 え ら れ る O さ ら に 、 水道事業体聞

の相互応援協定 に も と づ く 復旧援助 も 時 を 移 さ ず行 わ れ た が、 復旧計画の策定主体や計画

遂行の責任 の 所在 な ど に 若干の課題が見 ら れ ま し た の で 、 今後 と も き め 細 か く 相互応援協

定 の 内容 を 詰め て い く 必要が感 じ ら れ る O

水道施設の被災状況 に つ い て は 、 調査対象市町で は 管路の耐震化 は十 分 な 状況 に は な い

が、 前述 し た よ う に 地震動の特性や埋設地盤の特徴 に よ っ て 、 市街地 に お い て は管路の被

は 幸い に も 少 な か っ た と 推定 さ れ る O し か し 、 山 間部 に お け る 地盤破壊 に伴 う 管路の損

壊 な どの被災 は 深刻 な 断水状況 を も た ら し 、 大 き な 課題 を 残 し た と い え る O 地震動 や 液状

化 に 対 す る 水道施設の耐震設計指針 は 、 阪神 ・ 淡路大震災後 に 整備 さ れた と こ ろ で あ る が、

今留 の よ う な 地盤破壊 に対す る 地震対策 は今後の検討が必要 と 考 え ら れ る O

そ の一方で、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 が生か さ れた ケ ー ス も 多 々 見 ら れた 。 板神 ・ 淡路

大震災後 に 設寵 さ れた 長 関 市 の 3 基の配水油緊急遮断弁は 、 今剖 の地震で有効 に作動 し 、

応急、給水用 の 水 を 確保す る こ と がで き た 。 ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災で被災率の 高か っ た 石

綿管や普通鋳鉄管 な どの老朽管路の敷設替 え も 順次進め ら れて お り 、 管路被害 を 少 な く し

た 要 因 の ーっ と 考 え ら れ る O 今後 さ ら に 長期 的 な 視野 に 立 っ て 、 被災事業体 に お け る 管路

の耐震化率 を 高 め て い く 必要があ る O
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離 し い 勝災
~震災復興誌 に み る 変化~

神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授 沖 村 孝

本稿 は 、 震災復興誌第 1 巻か ら 第 8 巻 ま で の 防災 を 対象 と し て 、 震災後の 新 し い 防

災 と 次の災害への備 え に 関 す る 記事 を 抽 出 ・ 再掲 し 、 そ の変化 を概観 し た 。 お わ り に 、

こ れ ら を 自 助 や共助、 公助 に 分 け 、 地域防災力 の 向上の必要性 に つ い て 指摘 し た 。

1 . 震災後の離 し い動 き (制度 @ 仕組み)
( 1 )  地域防災計画の改訂

今 回 の 震 災 を 教訓 に 中央防災会議は 1995年 7 月 18 日 、 都市イヒ ・ 情報化 ・ 国 際化 な ど、 防

災 を 取 り 巻 く 社会構造の変化 を 踏 ま え た新 し い 「防災基本計画J を 策定 し た 。 防災基本計

画 で は災害 の種類 に 応 じ て 、 「地震J ・ 「風水害J ・ 「火山災害」 な ど に 分 け て 記述 し て

い る 。 「地震対策編J で は 、 災害予 防 と し て 「地震 に 強 い 国づ く り ・ ま ち づ く り 」 に つ い

て記述 し 、 構造物や施設の耐震牲 に 関 し て は 、 供用期 間 中 に 1 � 2 畏程度発生す る 地震 に

対 し て は構造物 や 施設 に 重大 な 機能支障が生 じ な い よ う に す る こ と 、 発生確率は低いが兵

庫県南部地震の よ う に 大 き な 地震 に 際 し で は 人 命 に 重 大 な 影響 を 与 え な い よ う に す る こ と

の 2 段階の設計 日 標 を 示 し た 。 災害応急対策 で は 「発生直後の情報収集、 連絡 と 通信 の確

保」 の た め に 、 航空機 に よ る 情報収集 ・ 両像情報 ・ 地理情報 シ ス テ ム に よ る 災害規模 の 早

期把握計画 の必要牲 を 記述 し て い る O

こ れ を 受 け て 兵庫 県 で は 「兵庫県地域防災計画一 地震災害対策編」 の 見 直 し を 行 な っ た 。

そ の視点 は 、 1 . 防災基盤の強化、 2 . 県 の 防災体制 の充実、 3 . 妨災協 力 体制 の 強化、

4 . 県民参加 に よ る 防災体制の確立 を 基本

と し て い る O ま た 県 内 で発生す る 想定地震

を 5 つ設定 し 、 そ れぞれの 地震 に 対す る 想

定被害 の 策 定 を 行 な っ た。

一方、 神戸市 で は1986年 に 「神戸市地域

防災計画一 地震対策編」 を 策定 し た が、 そ

こ で は想定地震 を 甫海沖地震、 枚方周辺地

震、 山崎周辺地震 と し て 、 最大震度 を 5 と

し て い た 。

今 回 の 災害 を 受 け て 、 1996年 3 月 に 「新 ・

(写真 1 ) 新 ‘ 神戸市地域防災計簡 (風水害 ・ 地震対 策編)

神戸市地域防災計 画一地震対策編」 が策定 さ れ た (写真 1 ) 0 全体構成 は 、 1 . 総括、 2 .

地震防災対応マ ニ ュ ア ル、 3 . 防災事業計画、 4 . 防災デー タ ベ ー ス よ り な っ て い る O ま

た 、 改定 に 際 し て は想定震度 を 設定せず、 今回起 き な か っ た様々 な 被害事象 を 時 間 や 季節
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を 変 え て想定 し 、 災害想定 を 行 な っ て い る こ と が特徴的 であ る O さ ら に 「 臼 分の 命 は 自 分

で、守 る 」 を 基本理念 と し て 、 地震発生時の市民、 企業の 自 主防災活動 の 内 容 も 定め て い る O

翌年の 1997年 6 月 に は 、 「地震対策編J と 「風水害対策編」 の構成 を 変更 し 、 「総括 (地

震対策編) J と 「総括 (風水害対策編) J と 「防災デー タ ベ ー ス J の構成 に 変更 し た 。 ま た 、

1997年 に は 「地震防災対応マ ニ ュ ア ルJ を 策定 し 、 緊急時 に お け る 災害対策本部 の 設置か

ら 遺体の捜索、 埋葬 ま で全部で34 の マ ニ ュ ア ル を 整備、 策定 し た 。

神戸市以外 の 兵庫 県 内 の 自 治体で も 地域防災計画地震編の新た な 策定や改定が次々 に 試

み ら れた こ と は 、 地震 に よ る 減災 を 計画す る 上で、 も 大切 な こ と であ る O

( 2 )  広域謹携体制の整舗

今回 の震災 を 受 け て 、 緊急時 に迅速 な 対応 を と る 必要があ る こ と が明 ら か に な っ た た め 、

神戸市では札幌市、 仙台市、 さ い た ま 市、 千葉 市、 東京都、 川 崎市、 横浜市、 名古屋・市、 京

都市、 大阪市、 広 島市、 北九州市お よ び福岡市の13大都市 と 、 消防で は大阪港消 防艇応援協

定な ど 9 協定 を 、 水道では11大都 市水道局災害相互応援覚書 を交わ し た 。 ま た 、 近畿地方及

び隣接県等の県庁所在都市 と の栢互定、援協定 を 、 静関市、 岐阜市、 洲本市、 徳 島市 と 締結 し た 。

兵庫県下21市の う ち 、 震災か ら l 年半で20市が災害応援協 定 を 締結 し た 。 ま た 、 県外 と

の協定 も 増 え 、 尼崎市 は 岐阜 ・ 静岡 ・ 長崎市 な ど と 、 豊 岡 市 は 京都の 向 日 市 と 応援協定 を

締結 し た 。 姫路市 は 陸上 ル ー ト が寸断 さ れた場合 を 想定 し て 、 和歌 山 ・ 徳 島 ・ 堺市 な ど瀬

戸 内 海沿岸 5 市 に よ る 協定 を 締結 し た 。

1998年 8 月 、 淡路島内 の 1 市10 町 は 「淡路地域災害時等栢瓦応援 に 関 す る 協定」 を 締結

し た 。 こ の協定で は 、 1 ) 災害発生時や災害が発生す る 恐れがあ る 場合、 各市町が密接 な

情報交換 を 行 な う 、 2 ) 被災 し た 市 町 は 、 応急 と 復 旧 に必要 な 資機材、 物資、 職員 の応援

を 要請す る こ と がで き る 、 3 ) 桔互の通信がで き な く な っ た場合、 被災市町 の 要請 を 待 た

ず、 独 自 に判 断 し て応援す る と い う 内容 で あ る O

こ れ ら の締結 は 、 い ず れ も 兵庫県南部地震規模の被害 を 想定 し た場合で あ る O す な わ ち 、

内 陸型 の 地域的 に 限 ら れ た被災が起 き た場合 に は有効 と な る が、 次 に 予想 さ れて い る 海溝

型の東南海や南海地震の場合 に は広範囲 な 被災が予想 さ れ、 応援協定 を 結 ん で い る 諸都市

がお 互い に 被災 を 受 け る 可龍性があ り 、 今後 は よ り 広域 な視野が必要 と さ れ よ う O

( 3 )  行政の防災組織 (防災監な ど) の 立 ち 上 げ

兵庫県で は 今 回 の 地震災害 を 受 け 、 緊急時 に お け る 指揮 ・ 命令系統 は 、 従来の縦割 り 行

政組織で は 迅速 な 対応が と れな い と し て 、 1996年度 に 危機管理専 門職 と し て 防災監の ポス

ト を 新設 し た 。 こ の ポ ス ト は知事 に 直結 し 、 庁 内 を 横断的 に把握 ・ 掌握 し 、 緊急時 に は迅

速 ・ 的確 な 指示 を 出 す役割で あ る O こ の た め 、 緊急時 に お け る 情報 は 地震 時 の み な ら ず、

気象の注意報や警報の発令 ・ 解除 な ど、 24時間体制で連絡が入 る よ う に な っ て い る O 兵産
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県 で は 、 0157 や 烏 イ ン フ ルエ ン ザの感染症の対応 な どの責任 も 負 っ て い る O

1999年 5 月 に は 、 原子力発電所 を抱 え る 福井県 に 安全 ・ 紡災担当 の理事 が設置 さ れた 。

ま た 、 鳥取県 は 1999年 7 月 に 訪災監 を 設置 し た 。 兵庫県 と 同時期 に は 、 千葉県や埼玉県で

も 防災監が新設 さ れ た 。 そ の 後 ま た 政府で も 、 1998年 4 月 に 内 閣危機管理監 を 設置 し た 。

愛知県 は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 2 ヵ 月 半後の 1995年 4 月 に 総務部防災監 を 設宜 し た 。 大

阪府 は1995年 5 月 に 総務部防災監 を 、 同年 6 月 に は神奈川 県が防災局 長 を 置い た 。

県 内 で は 1999年 7 月 に 、 姫路市が消防局 に 参事級の 防災監 を 設置 し た 。 神 戸 市 で は 、 2002

年度 に市長直属 ポ ス ト と し て危機管理監が設置 さ れ る と と も に 、 防災専 門 の 諜室が設置 さ

れ る よ う に な っ て き た 。 し か し 、 規模が小 さ な 自 治体で は 、 こ の よ う な 防災業務が大 き な

負担 と な っ て き て い る O 要 は 組織の新設で は な く 、 緊急時 に お け る 情報が迅速 に流れ、 指

示が的確 に 出せ る 仕組み を 常時維持す る こ と が:]6.、要で あ る O

( 4 )  防災'措報 シ ス テ ム の整備

今回 の震災で は 、 被災地の 中 心 に お い て情報が途絶 し 、 緊急時の対応が遅れ た こ と が大

き な教訓 と し て指摘 さ れた 。 こ の 反省 が、 地 震 に 強 い 災害時の情報 ・ 通信 ネ ッ ト ワ ー ク の

開発 ・ 整備 に つ な が り 、 災害対応総合防災

シ ス テ ム カ宝石程立 さ れた 。

兵庫県 で は 1996年 9 月 か ら 、 県 下21市、

70町、 32消防本部、 警察本部、 52の警察署、

自 衛隊、 海上保安本部、 気象庁 な ど と 結 ん

だ災害対応総合防災清報 シ ス テ ム 「 フ ェ

ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム 」 の 運用 を 開始 し た

(罰 1 ) 0 こ の シ ス テ ム は 兵産県災害対 策 セ

ン タ ー に 設置 さ れ た 災害対策本部室 を 中心 ( IZI  1 ) フ ェ ニ ッ ク ス 防 災 シ ス テ ム の ー画商 (兵庫県提

供)に 配重 さ れ、 1 10 イ ン チ マ ル チ ス ク リ ー ン

に 災害情報や被害予測、 県警ヘ リ コ プ タ ー か ら の 生 の 画像情報 を 表示す る も の であ る 。2001

年度 に は夜 間 や休 日 な ど、 防災対応の ベ テ ラ ン で な い 当 直者で も 緊急初動対応がで き る よ

う 、 「災害対応支援 シ ス テ ム 」 を 構築 し た 。 こ の 内 容 は 、 1 ) 人命救助、 2 ) 火災消火、 3 ) 

負傷者応急救護、 4 ) 被災者対策、 5 ) 死者対策 、 6 ) 二次災害防止、 7 ) 輸送対策、 8 ) 

ラ イ フ ラ イ ン 復 旧 の 8 項 目 で あ る o 2004年10月 20 日 の 台風23号 に よ る 農 岡 市 内 の 破堤 に よ

る 洪水災害 で は 、 フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム の画像情報が県庁 に入 り 、 情報収集や 緊急対

応 に 大い に 活躍 し た こ と は記憶 に 新 し い。

一方、 神戸市で も 総合防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 1996年度 に 立 ち と げた。 こ の シ

ス テ ム は 本!T各局 、 区役所、 建設局事務所\ 学校 (避難所) に 端 末機 を 置い て ネ ッ ト ワ ー ク

化 し 、 移動体通信 (携帯パ ソ コ ン 、 PHS な ど) を 利用 し て リ ア ル タ イ ム 情報 を 収集 し 、 ネ ッ

208 第イ 章 8 1功災



ト ワ ー ク を 通 し て 情報 を 共有化 し よ う と す る も の で あ る o 1998年 9 月 か ら は 、 こ の総合防

災通信 ネ ッ ト ワ ー ク は 「 こ う べ防災 ネ ッ ト 」 と し て運用 を 開始 し た 。 こ の シ ス テ ム は 、 1 ) 

職員 召 集 ・ 配備 シ ス テ ム 、 2 ) 小学校区別 の被害情報 シ ス テ ム 、 3 ) 避難所 ・ 空 き 地 ・ 病

院等の施設管理 シ ス テ ム 、 4 ) 物資要求 ・ 物資配分 を 管理す る 物資管膿 シ ス テ ム 、 5 ) 避

難者安否情報 シ ス テ ム 、 6 ) ボ ラ ン テ イ ア 要求 シ ス テ ム 、 7 ) 災害記録 シ ス テ ム 、 8 ) 防

災関係文書閲 覧 シ ス テ ム よ り 成 っ て い る O 期待 さ れ る 効果 と し て は 、 1 ) 迅速 な情報収集

お よ び情報の 共有化、 2 ) 地理'情報 シ ス テ ム ・ デ ジ タ ル画像 の 活用 、 3 ) 防災関係施設の

デー タ ベ ー ス 化、 4 ) 避難所情報等 に よ り 迅速 な 対応 を 支援 、 5 ) イ ン タ ー ネ ッ ト の 活用

に よ り 安否情報や生活情報が市民へ提供で き る こ と に な っ て い る O

(5 ) 研修制度の立 ち 上 げ (災害対応能力 の

向 tJ

人 と 防災未来セ ン タ ー で は 、 2002年度か

ら 全国 自 治体の ト ッ プや 防災担 当 職員 な ど

を 対象 と し て 、 災害対策の専 門 家 を 養成す

る た め の 「災害対策専 門研修」 を 開始 し た

(写真 2 ) 。 震 災 か ら 時 間 が経過す る に 従 い 、

被災 し た 自 治体 に お い て は少 し ずつ経験者

が退職す る こ と に よ っ て 、 次の世代へ と 経 (写真 2 ) 人 と 防災 未来 セ ン タ ー に お け る 災 害対策専門
研修 (人 と 防災未来 セ ン タ ー提供)験や教言iI を 継承す る 機会が少 な く な っ て き

て い る O こ れは 自 治体 の み な ら ず、 国 レ ベ ル に お い て も 幅広 い 人材の育成 を 認識 し て い る O

人 と 防災未来セ ン タ ー の 災害対策専 門研修 は 、 こ の よ う な 背景 の 下 に 大 き な 成果が期待 さ

れ て い る 。 研修の 基本方針 は 、 1 ) 実践的 内容 に 踏み 込 ん だ構成、 2 ) ê:大災害対 策 に 必

要 な 事項 を 体系 的 に網羅、 3 ) 実務者 と 研究者の効果的 な 連携、 4 ) 人的 ネ ッ ト ワ ー ク の

構築で あ る O コ ー ス の 内 容 は 、 1 ) 自 治体首長向 け の ト ッ プマ ネ ー ジ メ ン ト コ ー ス 、 2 ) 

行政、 公共機 関 職員 向 け の マ ネ ー ジ メ ン ト コ ー ス の 2 種類があ る O 講師は 、 河 田 セ ン タ ー

長、 10名 の上級研究員 、 1 1 名 の客員研究員 や専任研究員 が担当 し て い る O

こ れ ら の制度が毎年行 わ れ る こ と に よ り 、 当 初 の 目 的が達成 さ れる な ら 、 行政職員 の 災

害対応能力 の 向上 も 期待 で き る と と も に 、 人材の ネ ッ ト ワ ー ク 化が進 む こ と に よ り 、 広範

な 対応が可能 と な る 。

( 6 )  人材デ ー タ バ ン ク の設立

神戸市 は 職員 の 震災復旧 ・ 復興の業務従事歴 を 保存 し 、 災害時 に 迅速 な 支援 に役立 た せ

る た め に 、 「神戸市職員 震災パ ン ク 」 を 2001年 1 月 に 立 ち 上 げた 。 こ れ は 災害の風化 を 紡

ぐ た め 、 ま た災害対応 の 能力 の 向上 も 狙っ た も の で あ る O こ のパ ン ク の 内 容 は 、 1 ) 人材

第十章 @ 防災 209 



登録、 2 ) 能力 開発 ・ 研修の 実施、 3 ) 関 連書類の保管 と 整備 ・ 充実、 4 ) 各局 に お け る

防災マ ニ ュ ア ル の 整備 と 周 知徹底であ る O

( 7 )  自 主防災組織の育成 (安全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 防災 ・ 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ )

阪神 ・ 淡路大震災で は約35 ， 000人が生 き 埋め に な っ た が、 消防 ・ 救急、や 自 衛隊 に よ り 救

出 さ れ た 人 の 数 は約7 ， 900人 と 言 わ れ、 残 る 約27 ， 100 人 は 家族や近所の 人 に よ っ て救 出 さ

れ た と 言わ れて い る O 緊急時 に お け る 地域防災力 が、 い か に大 き な 力 を 発揮 し た かの好事

例で あ ろ う O 従来の 紡災 は 、 行政に よ る 行為 の規制や 防災構造物 の施工で あ っ た の に対 し

て 、 阪神 ・ 淡路大震災以降で は 、 住民参加 に よ る 地域防災力 の 向上が大 き く ク ロ ー ズ ア ッ

プ さ れ た 。 そ の 内容 は 、 自 助 ・ 共助 ・ 公助 に よ る 防災の立 ち 上 げで あ る O 中 で も 、 地域 に

よ る 防災力 の 向上 は 大 き な 進展 を 示 し た 。

神戸市 で は 、 1996年度で策定 し た 「安全都市づ く り 計画」 の 中 で、 市民 ・ 事業者に よ る 主

体的 な 防災活動の展 開 を 主 な 目 標 に位置づけ、 日 常の地域福祉 な どの コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 で育

ま れた市民相互の助 け合い の き ずな を 、 災害発生時 に は初期消火 ・ 救出 ・ 救護の災害対応 に

生かせる よ う 、 平時か ら の福祉活動 と 防災活動 に積極的 に取 り 組む コ ミ ュ ニ テ ィ の育 成 を 目

的 と し て 、 「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 を 各小学校区 ご と に立ち上げる こ と と し た (写真 3 、 写真 4 ) 0

2004年度末現在の 訪災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ の結成数は185地区で、 ほ ほ全市に わ た っ て形成が進

んでい る O そ こ で は 地域の み な ら ず、 中学生に よ る 防災 ジ ュ ニ ア チ ー ム の結成 も 進んで、お り 、

新 しい世代の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成が進め ら れて い る の は好 ま し い こ と であ る 。

(写真 3 ) 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ の活動(1 ) (神戸市提供 写真 4 ) 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ の活動(2) (神戸市提供)

し か し 、 結成 と い う 当 初 の 呂 的が一段落 し た後 は 、 活動 の持続 ・ 活性化で大 き な 問題

点 を 抱 え て い る こ と も 事実で あ ろ う O 人 は 楽 し い こ と は い つ ま で も 長 く 記憶 に と どめ た

い が、 悲 し い こ と や 悲惨 な こ と は 一刻 も 早 く 忘 れ た い の が常 で あ る O こ の た め 、 防災活

動が持続 し が た い 。 し か し 、 2004年度 に 新潟県や福井県で発生 し た集 中 豪雨 に よ る 洪水

災害で、 高齢者が犠牲 に な っ た 事実 は残念な こ と で あ り 、 こ の よ う な事実 を 教訓 と し て 、
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今一度地域の連帯 に よ る 防災力 の 向上 を 強 く 訴 え 、 防災 コ ミ ュ ニ テ ィ を 持続化 ・ 活性化 さ

せ て い く 必要があ ろ う O

( 8 )  地域拐災 リ ー ダー の育成

財田法人兵賄県建設技術セ ン タ ー は 、 災害の発生時 に 道路 ・ 河川 な ど公共土木施設の被

害状況 を 、 専 門技術 を 持 っ た 人 た ち か ら い ち 早 く 情報収集す る た め 、 県 や 市 町で こ れ ら の

施 設 の 整備 ・ 維持管理 に 長年携 わ っ た OB の協力 を 得 る た め 、 兵庫県 防 災エ キ ス パ ー ト の

登録制度 を 定 め て 、 1998年 5 月 に 、 国 2 名 、 県192名 、 市町47名 、 そ の他 2 名 の合計243名

で発足 さ せ た 。 緊急時 に は'情報系が途絶す る こ と が多 く 、 被災情報は行政側 か ら 取 り に行

か ね ばな ら な い場合が多 い が、 こ の制度 は 防災エ キ ス パ ー ト が住 む 自 宅周 辺 に お け る 河川

の 決壊、 道路の損壊、 土砂崩 れの危険性や被災状況 を 、 専 門 家 と し て の知識 と 経験 を 生か

し て 、 近 く の 土木事務所 に積極的 に 通報 し て も ら お う と い う 制度 で あ る O 防災エ キ ス パ ー

ト か ら の情報は 、 災害復旧 に も 大 き な 効果が期待 さ れ る O

西宮市 で も 市職員 で作 る 「西宮市友会」 と 「被災情報の通報に 関 す る 協定」 を 締結 し 、

技術系 の OB職員 約550人か ら 、 がけ崩 れの土砂災害 ・ 道路被害 ・ 人的 災 害 の 3 つ の 項 自 に

つ い て 日 に し た情報 を 、 市役所か119香 に通報 し て も ら う こ と と し た 。 和 歌山 県 で は 同様

の 制度 を 「防災技術エ キ ス パー ト 」 と 名づ け て 、 2004年度か ら 発足 さ せた 。 こ れ ら の制度

は 、 公共土木施設の知識の豊富 な 人 た ち が協 力 す る た め 、 技術的 に は 問 題が な い が、 そ れ

だ け に 数的 に 限 ら れ る 恐れがあ る O 職員OB だ け で は な く 、 一般の住民 に も 防災エ キ ス パー

ト に な っ て も ら う た め の仕掛け、 そ れ は 講習会で あ っ た り 、 講演会 で あ っ た り 、 認定制度

で あ っ た り す る が、 こ の よ う な 仕掛 け で 、 幅広 い 人 た ち か ら 情報が も ら え る 仕組み を 今後、

構築す る 必要があ る O

( 9 )  ボ ラ ン テ ィ ア 活動の始 ま り

阪神 ・ 淡路大震災 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 災害救援活動の元年で も あ っ た 。 全 国 か ら 多

く の ボ ラ ン テ ィ ア が神戸 に 集 ま り 、 救援物資の配達や炊 き 出 し の救助活動 を 積極的 に 展 開

し た 。 震災後 5 年 を 経 る と 、 こ れ ら の災害救援ボ、 ラ ン テ イ ア が連携す る 動 き が高 ま り 、 2000

年 1 月 に 「全国災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク J が結成 さ れた 。 ま た 、 「震災 5 周年市民 と NGO の

紡災国際 フ ォ ー ラ ム J で は 、 海外の 自 然災害 に対す る 支援の方法が検証 さ れ た 。

海外で の 災害擾助活動 に 関 し て は 、 海外で災害が起 こ る 都度、 救援委員 会 を 結成 し て 各

組織の調整が行 わ れて き た が、 よ り 効果 的 な 活動 を 行 う た め に 、 2002年 3 月 に ly4ï]:外災害

援助市民セ ン タ - J が発足 し た 。 そ こ で は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り J を 中心 と し て 、 「資金

調達J ・ 「人材育成」 ・ 「支援 プ ロ グ ラ ム 」 の チ ー ム を 作 り 、 現 地 の NGO を 通 じ て 、 耐

震方法 を 教 え た り 住宅再建 を 支援す る O ま た 、 「災害救援 コ ー デ イ ネ ー タ ー 」 の育成講康

も 始め て い る O
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2002年 2 月 に は ア ジ ア 地域のNGO、 間 際機関が阪神 ・ 淡路大震災の教訓l を 学ぶ と と も に 、

防災 と 災害対応 に 関 し て情報や意見 の 交換 を 行 う た め 、 「 ア ジ ア 地域災害NGO シ ン ポ ジ ウ

ム 」 が神戸 で 開催 さ れた 。 防災 に 関 し て 、 ア ジ ア 規模でNGOがネ ッ ト ワ ー ク 化 に 向 け て

初 め て 開 く 会議 で あ っ た 。

(写真 5 ) ト ル コ 地震霊 に よ る 被害

(10) 国 内 お よ び海外災害支援

1999年 8 月 17 日 、 ト ル コ でマ グニ チ ュ

ド 7 . 4 の 地震 が発生 し 、 17 ， 000人 を 超 え る

死者が出 る 大災害 と な っ た (写真 5 、 写真 6 、

写真 7 ) 。 神戸市 は 18 8 か ら 24 日 に か け て 、

政府の 国際緊急、援助 隊救助 チ ー ム に 消 防局

か ら 4 人 を 派遣、 l 人 を 救助 し た 。 加 え て 、

兵産県 と 神戸 市 は 3 日 後の20 日 に 政府か ら

(写真 6 ) ト ル コ 地震 に よ る パ ン ケ ー キ 状の崩壊

の 要請 を 受 け 、 販神 ・ 淡路大震災の実務 を (写真 7 ) ト ル コ 地震 に よ る 水没状況

経験 し た 11 名 の 職員 を 派遣 し た 。 彼 ら は 、

「避難住民救援 ・ 避難所」 、 「救援情報 ・ 被災者相談」 な どの応、急 ・ 復旧 、 復興対策 に携わ っ

た 人 た ち で、 大震災の経験 に碁づ く 適切 な 助 言 は 、 地元か ら 感謝 さ れ た 。 帰 国後、 1 ) 支

援検討委員 会、 2 ) 仮設住 宅 の 供 号、 3 ) 

(写真 8 ) 集築地震 に よ る 土砂崩 壊 (台湾)
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被災者の心の ケ ア に 関す る 支援、 に 関 す る

を 行 っ た 。

同 じ年 の 9 月 21 日 、 台 湾 中 部 の集集地区

を 震源 と す る マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 7 の 強 い 地

震 が発生 し た (写真 8 ) 0 こ の 地震 に よ る 死

者 は 2 ， 400人 を 超 え た 。 兵庫 県 は 、 斉藤富

雄防災監 を 団長 と す る 5 人 の 支援チ ー ム を 、

29 日 か ら 6 日 間 派遣 し た 。 そ こ で は、 仮設



住宅の建設手順 や 毘 地 内 の住宅配置、 騒音や温度対策、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り な どの助言が

行 わ れ る と と も に 、 仮設住宅500戸が贈 ら れた 。 神戸市 は金芳外城雄生活再建本部 長 を は

じ め 、 3 人 を 10月 22 日 か ら 5 日 間 派遣、 ま た垂水英司住宅局長 ら 4 人 を 1 1 月 16 日 か ら 20 日

に か け て 派遣 し た 。 そ こ で は 、 被災 自 治体の復興計画 の 策定 に 関 す る 説明が行わ れ た 。 ま

た 、 仮設 ト イ レ 100基 な どが贈 ら れた 。

こ の よ う な 支援 は 、 2004年10月 23 日 に 発生 し た新潟県 中越地震で も 行わ れた 。 特 に こ の

地震で は 、 人 と 妨災未来セ ン タ ー の専任研究員 に よ る 支援 ・ 助言が大 き く 役 に 立 っ た 。 こ

れ ら は 、 被災 を 経験 し た神戸 な ら で は の発想、が大 き く 、 災害復旧 に 果 た し た役割 は 大 き か っ

た 。 し か し 、 地域 に よ っ て 、 神戸 と は異 な る 要求や状況 も 出現す る こ と が 明 ら か に な り 、

神戸の方式 を 押 し付 け る の で は な く 、 地域に応 じ た対応が必 要 に な っ て く る 。

(写真 9 ) ア ジア 防災 セ ン タ ー が入 っ て い る ビ ル

(1 1) 間際研究機関の立 ち 上 げ

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 か ら 世界 に 向

け て様々 な 災害情報 を 発信 す る 拠点 と し て 、

1998年 7 月 、 神戸市 内 の東部副都心 に ア ジ

ア 防災 セ ン タ ー が オ ー プ ン し た (写真 9 ) 0 

こ の セ ン タ ー は ア ジ ア 地域 の 前災情報の拠

点形成 を 目 指す と と も に 、 防災協力 活動 の

拠 点 形成 を 目 指す も の で あ る O こ の セ ン

タ ー は 国土庁 (現内 閣時) の 外郭団体で あ る 、

財 団法人都市防災研究所の 付属機関 と し て

設置 さ れた が、 ア ジ ア の 22 カ 国が拠出金 を 出 す こ と か ら 、 国際的 な 性格 を 持つ機関 で、 あ る 。

具体的 な 活動 は 、 1 ) 防災情報の収集 ・ 提供、 2 ) 防災協力 の推進 に 関 す る 調査、 3 ) 災

害発生時 の 各 国 の 緊急援助等 に 関 す る 情報の収集、 4 ) 防災知識の普及、 意識の 向上、 資

料の企画、 5 ) 防災 に 関 す る 教育 、 訓 練 プ ロ グ ラ ム の企画 な ど を 行 う O

国 際連合地域 開発セ ン タ ー (UNCRD) は 、 同 セ ン タ ー の事業部 門 の 一 つ で あ る 防災 に 関

す る 調査研究 ・ 研修 を 行 う 防災部 門 を 、 「防災計画兵庫事務所」 と し て 新 設 し 、 こ れ を 神

戸 市 内 の 東部新都心 に 1999年 4 月 に 開設 し た 。 こ こ で は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興プ

ロ セ ス を 碁軸 に し な が ら 、 地域固有の風土 ・ 丈化的特質 を 踏 ま え た 、 災害 に 強 い ま ち づ く

り の た め の研究 を は じ め 、 関連が定 め た 「国際防災の 10年」 の 活動 理念で あ る 、 「持続可

能 な 開発の た め に 災害予 訪 を 取 り 入れ る こ と 」 を 継承す る 事業 を 行 う こ と と し て い る O 具

体的 に は 、 政府機関 . NGO ・ 教育機関 と 協力 し て 、 災害 に 弱 い コ ミ ュ ニ テ ィ に対す る 助言、

学校 ・ 病院 な ど コ ミ ュ ニ テ ィ の核 に な る 施設 と 文化遺産の安全性強化の た め の調査研究、

コ ミ ュ ニ テ イ レ ベ ル で災害 に 強い ま ち づ く り を 実践 し て い る 成功事例 の 分析評価、 成功事

例 カミ ら 学 ん だ教訓! の発信 な ど を 行 う こ と と し て い る O
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人道援助活動 を 支 え る 、 国連の 「人道問題調整事務所 (OCHA) J と 「 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー」

は 、 1999年12月 、 ア ジ ア 地域の災害対策 に つ い て 、 災害発生時 の情報連携や 災害派遣要員

の 訓 練プ ロ グ ラ ム 開発 な どで共 同事業 を す る こ と に合意 し 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー 内 に 、 ジ ュ

ネ ー ブの本部 か ら 災害対応地域 ア ド バ イ ザー と 調査員 を 常駐 さ せ る こ と に し た 。 人道問題

調整事務所 は 、 災害や 内 戦 ・ 国際紛争 な ど緊急事態で の 人道援助活動 を 調 整 ・ 促進す る こ

と を 任務 と し て い る 機関 で 、 ジ ュ ネ ー ブ に 本部 を 霊 い て い る 関連機 関 であ る O 国土庁 (現

内 閣府) で は 、 国連の ア ジ ア で の 防災拠点 に な る こ と を 期待 し て い る O

(1 2) 人 と 紡災未来セ ン タ ー の設立

兵産県が神戸東部新都心 に計画 ・ 建設 し

た 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ーJ

の正式名称、が2002年 に 「阪神 ・ 淡路大震災

記念 人 と 防 災 未 来 セ ン タ ー 」 と 決 ま り 、

「防災未来館J が 開設 さ れ た (写真10) 。 こ

こ で は 、 研究部門 ・ 人材育成部 門 ・ 展示部

門 な どがあ る が、 そ れ以 外 に 情報発信機能

も 期f寺 さ れて い る O セ ン タ ー 長、 副 セ ン タ ー (写真10) 人 と 防災未来セ ン タ ー

長、 上級研究員 10名 、 専在研究員 7 名 で ス

タ ー ト し た 。 専任研究員 は 、 大学院修士課程修了者や災害対策業務 に 精通 し た 人 な ど を 対

象 に 、 震災 な どの災害 に 関 す る 総合調査や、 総合的 ・ 実践的 な 助古がで き る 専 門家 と し て

育成す る こ と に な っ て い る o 2004年の新潟 県 中 越地震で は 、 そ の活躍が大 い に 評価 さ れた

こ と は 記憶 に 新 し い 。

人材育成 と し て は 、 国 ・ 地方公共団体な どの職員 を 対象 に 、 紡災 に 関 す る 実践閣 を 重視

し た研究 も 毎年開催 し て お り 、 そ の成果が徐 々 に 上 がっ て き て い る O

展示部門 で は 2 、 3 、 4 階 を使っ て、 1 . 17 シ ア タ ー 、 震災直後の ま ち 、 大震災 ホ ー ル、

震災の記憶 を 残す コ ー ナ 一 、 震災か ら 学ぶ コ ー ナ ー 、 震災か ら の復興 を た どる コ ー ナ ー 、 資

料富な どがあ り 、 2004年 9 月 に は 、 「 ひ と 未来館」 と あ わせて観覧者が100万人 を 突破す る な

ど多 く の 人が訪れ、 震災の状況 を 学ぶ と と も に 、 備 え の必要性 を 感 じ取 っ て も ら う こ と に成

功 し て い る O

2003年 に は 、 隣接す る 場所 に 「 ひ と 未来館」 が新:築 さ れた 。 こ こ で は 「防災未来宣言J と

連携 し て 、 震災で多 く の尊 い 命 を 一瞬 に し て失 っ た こ と を 再認識 し た 「い の ち の尊 さ 」 や 、

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 通 し て得 た 「共 に 生 き る こ と の す ば ら し さ 」 を テ ー マ に 、 「 い の ち J

に つ い て体験 し 、 考 え る 場 を提供 し て い る O
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(1 3) 産官学の連携 (神戸安全ネ ッ ト 会議 の 立 ち 上 げ)

安全で、安心 な ま ち づ く り の た め に は 、 行政の み の 力 で は 限界があ る こ と が明 ら か に な っ

た た め 、 神戸市で は事業者 ・ 行政 ・ 研究機関が協働 し て 、 災害や事故 ・ 事件 に対応す る た

め に 、 お 互 い に 連携す る と と も に研究 も 行 っ て い く 体制 を 立 ち 上げる こ と と し 、 2001年 に

守中戸安全 ネ ッ ト 会議j を 設立 し た (写真11 、 写真12) 0 こ こ で は研究機関 の ほ か、 金融 ・ ラ

イ フ ラ イ ン 関連企業 ・ 建設 ・ 鉄道 ・ 流通 ・ 食品 な ど、 様々 な 業種の41企業が参加す る こ と

に よ り 、 幅広 い研究推進や連携がで き る O こ の 会議 は 2001年 の神戸市地域防災計画の見直

し の 際 に 、 正式 に 地域防災計画 に組み込 ま れ、 危機管理能力 の 向上 に期待 さ れて い る 。 神

戸安全 ネ ッ ト 会議 で は 年 4 回専 門家 に よ る 講演会や、 先進的 な 取 り 組み の 見 学会、 危機管

理 マ ニ ュ ア ル の作成、 研究史の発行 な どの活動 を 行 っ て い る 。

神戸安全ネッ ト会議平成

(写真11 ) 神戸安全ネ ッ ト 会議(1 ) (写真12) 神戸安全ネ ッ ト 会議(2)

(14) 消防力 の強化

今 回 の震災で は 、 断水 に よ り 消 防水利 は ほ ぼ全滅状態 に な り 、 地震時 に 発生 し た 火災

に 対 し で ほ ぼ無力 と な っ た 。 こ の教訓i を も と に 、 神戸市 で は 消 防活動 は も と よ り 、 市民

に よ る 消火活動 に対 し て 活用 で き る 消火用水、 災害後の生活用 水 に 使 え る よ う 水利 の 多

様化 と 確保 を 図 っ た 。 具体的 に は市街地 を 250 m メ ッ シ ュ に切 り 、 そ の 中 に 最低 1 ヵ 所消

火栓以外の水利 を 確保す る こ と と し た 。

神戸市消 防 団 で は 、 大震災で消防署 と と も に 消 火活動 に 活躍 し た が、 内 部規則 で消火

活動 に 参加 で き る の は 北匿 ・ 西区 ・ 水上 の 3 消 防 問 だ け で 、 他 の 市街 地 の 8 消 防 団 は 一

部 を 除 き 消火活動 は認め ら れず、 小現動力 ポ ン プ も な か っ た 。 中 央 集 中 型 の シ ス テ ム の

弊害が露呈 し た こ と に な っ た 。 こ れ を 受 け て 、 地域消 防力 の 強化 ・ 自 主 防災推進 の た め

1996年12月 に 見 産 し が行 わ れ、 市街地消 防 団 に も 消 火活動が認め ら れ る と と も に 、 小型

動力 ポ ン プや 消 火 の た め の 諸機材 を 配備す る こ と に よ り 、 積極的 な 消 防 団 の 大幅増強が

図 ら れ た 。 5 カ 年計画で、 市荷地64分団全部 に 小型動力 ポ ン プ の 配備 な どが策定 さ れた 。

1997年 5 月 に は 、 神戸市 内 に 耐震性貯水槽 4 基が完成 し た 。 こ れ ら は 東灘 区魚崎北町
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の 川 井公 園 、 灘区気田 町の石屋川公園、 中 央区八幡通の磯上公 園 、 須磨区 若 宮 町の海浜公

圏 内 の 4 ヵ 所で あ る O い ず れ も 地 下 に 埋設 さ れ、 災害時 に 対 し て 消 防用水や飲料水 を 確保

す る た め の も の で あ る O

(15) 高密度地盤情報の整備

今 回 の 地震 で は 、 淡路島、 神戸市内 や 芦屋、 西宮市内で震度 7 を 記録 し た 。 こ の震度 7

の分布 は 、 市街地 の 中 で帯状 に 出現 し た 。 震度 7 の定義 は 、 建築構造物の30% 以上が倒壊

す る 場合 と 定め ら れて い る O 換言す れ ば、 多 く の建築構造物、 特 に 木造家還の破壊が帯状

に 出現 し た こ と に な る O こ の原 因 を 究 明す る た め 、 神戸市 で は 学識経験者か ら な る 「神戸

市地盤調査検討委員 会j (委員 長 田 中茂神戸大学名誉教授) を 平成 7 年 に 立 ち 上 げ た 。 こ

の委員 会 で は 、 神戸市内 の地盤条件 を 詳 し く 把握す る 必要があ る と の提 言 を ま と め た 。 こ

れ を 受 け て 、 神戸市や神戸大学、 民 間 の コ ン サ ル タ ン ト の人 た ち が、 産官学の体制で高密

度地盤デー タ ベ ー ス を 構築す る こ と に な っ た 。 デー タ ベ ー ス の デー タ と な る ボー リ ン グ情

報 は 、 従来で は 官 側 の み が共向利用 で き る シ ス テ ム であ っ た が、 今 回 は市民 で も 情報が閲

覧で き る よ う な シ ス テ ム と す る こ と が決め ら れ、 神戸市が所有す る デー タ が提供 さ れた 。

デー タ ベ ー ス の シ ス テ ム は 、 地理'情報 シ ス テ ム を 活用 す る こ と と し た 。 当 時、 神戸市内 の

ベ ン チ ャ ー 企業が開発 し た シ ス テ ム と 、 ボー リ ン グ デー タ 断面情報の シ ス テ ム を 開発 し た

大阪の コ ン サ ル タ ン ト の協力 に よ り 、 両方の シ ス テ ム を 組み合わせ る こ と に よ り 、 半三次

元モ デルが完成 し た。 こ の 地盤情報デー タ ベ ー ス は 「神戸JIBANKUNj と 名付 け ら れた (写

真1 3) 0 こ の デ ー タ ベ ー ス を 活用 ・ 管理 ・ 維持す る た め に 「神戸の 地盤研究会J が産官 学 に

よ り 組織 さ れ、 研究活動が始 ま っ た 。

一方、 デー タ は 「 こ う べ ま ち づ く り セ ン タ ー 」 で公開 さ れ、 市民が閲覧で き る よ う に な っ

た 。 当 時、 市民 に 地 盤 デー タ ベ ー ス が公 開 さ れ る こ と は 初 め て で あ っ た が、 こ の 「神戸

JIBANKUNj が先例 と な っ て 、 そ の後多 く の 自 治体で デ ジ タ ルイと さ れ た 地盤 デー タ ベ ー ス

が構築 さ れ、 市民 に も 公開 さ れて い る O

「神戸JIBANKUNj を 活用 し た研究で は 、 帯状の分布 と な っ た建築構造物 の被災 は 、 六

(写真13) 神戸 JIBANKUNJ の ト ッ プペ ー ジ
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甲 山系が断層 に よ り 急 に 落 ち 込む境界条件

や 、 市街地の堆積物 の境界条件 に よ り 、 地

震波が増 幅 さ れ る こ と が明 ら か に な っ た 0

2004年 3 月 で 「神戸 の地盤研究会」 は解散

と な り 、 そ の後 は 「神戸 の 地 盤 ・ 減災研究

会」 と 新た な 衣替 え を し て 、 来 た る べ き 東

南海 ・ 南海地震対策 に 蓄積 さ れ た 地盤情報

を 活用 す る こ と に な っ て い る O ま た 、 丈部

科 学 省 の 呂 米 協 間 研 究 に よ り 「 神



JIBANKUNJ の サ ン フ ラ ン シ ス コ 版が完成 し 、 サ ン ノ ゼ地 区 に お け る 液状化研究 に 活用 さ

れて い る O こ れは 今 回 の 震 災 に よ り 得 ら れた 大 き な 成 果 の 一 つ で あ ろ う O

(1 6) 自 然災 害対築の推進

今 回 の 震 災 で 、 六 甲 山系 で は 約750 ヵ 所

で 山 腹崩 壊が発生 し た 。 こ れ は1967年集 中

豪雨 に よ る 崩 壊個 数3 ， 700 ヵ 所 に 比 し て 少

な い数であ る O こ れは 六 甲 山 が花両岩 と い

う 硬岩であ っ た こ と 、 前年の1994年 は 降雨

量が少 な か っ た こ と な どが指摘 さ れて い る O

し か し 、 地震後の 5 月 や 7 月 の 降雨 に よ り 、

通常では崩壊が発生 し な い程度 の 降雨量で (写真14) 特例措置に よ り 築造 さ れ た 宅 地擁援 (兵庫県

あ っ た に も 関 わ ら ず多数の崩壊が発生 し 、 提供)

1 1 月 に調査 し た 時の 崩 壊 数 は 1 ， 150 ヵ 所 に 達 し た 。 こ れ ら の被災 を 受 け て 、 砂 防事業 で は

34 ヵ 所で、 地すべ り 事業で は 9 ヵ 所で、 急傾斜地事業で は22 ヵ 所で工事が行 わ れた 。

今回 の震災での特徴 的 な 被災 は 、 宅地や宅地擁壁 に も 現れ た 。 民間宅地の擁壁被災は 全

体で5 ， 000 ヵ 所以 上 に 達 し 、 こ の う ち 被害が大 き く て下流の宅地 に被災 を 与 え る 可能性が

あ る 擁壁 は 、 約2 ， 300 ヵ 所 に 達 し た 。 民 間 宅地擁壁の復!日 、 安全の確保 は 、 基本的 に は所

有者の責任 で あ る が、 所有者は 家屋 も 被災す る な ど負担が大 き く 、 宅地や擁壁 に ま で は 手

が回 ら な い状況 に あ っ た 。 国 は 二次災害 を 妨止す る た め 、 災害関連緊急、急傾斜地崩壊対策

事業の特例措置 を 設け 、 第三者や公共施設 に 被害 を 与 え る 恐れの あ る 場合に は 、 公費 で復

旧 す る こ と と し た 。 阪神 ・ 淡路大震災で は 178 ヵ 所で こ の よ う な 工事が行 わ れ た (写真14) 。

家屋 と 違い 、 宅地や擁壁 は 下流 に あ る 人家や宅地 に 大 き な 影響 を 与 え る た め 、 こ の よ う な

措置が採 ら れた こ と は 、 市街地 の 安全 を 確保す る 上で画期 的 な こ と で あ っ た 。 こ の措置 は

そ の 後発生 し た芸予地震 に お け る 呉市内 で も 採択 さ れ、 都市の安全 に寄与 し た こ と は評価

すべ き で あ ろ う 。

2 . 次 の 災害への備 え
( 1 ) 被害想定の実施 ( 地震 ・ 津波 ・ 海上 ・ 原子力 ・ 大規模事故)

兵庫県で は 、 県内で予想 さ れる 5 つ の震源で起 こ る 地震 に つ い て 、 死傷者数 ・ 避難者数な

どの被害想定を 、 夏、 春 と 秋、 冬の 3 つ の季節、 6 つ の 時 間帯 に 区分 し て被災 を 予想 し た結

果を新た に組み込んで、 1998年 7 月 に兵藤県地域拐災計画 を修正 し た (写真15) 。 こ れ に よ る と 、

板神 ・ 淡路大震災 よ り も 大 き な 災害が予想 さ れた。

さ ら に 、 ロ シ ア の タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号」 に よ る 重油流出事故 を 教訓 に 、 兵産県 紡災会

議 は 1998年 7 月 に 、 地域防災計画 に 新 た に 「海上災害対策編」 を 作成 し た 。 こ の事故で は
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(写真15) 兵庫県地域防災計画 (平成10年版)

約6 ， 200k l の 重 油 が流 出 し 、 但 馬 海岸 を は

じ め 日 本海 の 沿岸 に広範囲 に わ た っ て 漂着

し 、 漁業や観光 に 大 き な 影響 を 与 え た 。 こ

の事故で は 多 数の住民、 ボ ラ ン テ イ ア 、 海

上保安本部や県 ・ 市町 の 職 員 、 自 衛 隊 な ど

が、 漂着 し た 重油 の 除去作業 に 従事 し た 。

こ の事故 に よ り 、 大規模 な 海上事故が発生

し た場合は 、 住民や各種の 団 体 ・ 行政が総

合 的 な 対策 を と る 必要性が認識 さ れた 。 こ

の教訓 を 踏 ま え て 、 海 ヒ災害の場合は 国 ・

県 ・ 市前、 そ の他 の 妨災関係機関 ・ 関係団体や住民の役割 を 明薙 に し 、 相互の連携 に つ い

て明記 し た 。

2000年 5 月 、 神戸市内 の工場 の ス ク ラ ッ プか ら 高 い放射龍が検出 さ れる 事故が発生 し た 。

こ の原 因 は 医療用 の ラ ジ ウ ム 針 4 本で あ っ た が、 放射能物質の扱い、 処分の あ り 方、 事件

発覚 ・ 対応時の あ り 方 な ど、 様々 な 問題が明 ら か に な っ た。 こ れ を 受 け て 、 兵庫県 で は 2001

年 3 月 に 、 新 た に 「原子力 等防災計画」 を 策定 し た 。 ま た 同 じ 時期 に 、 「震災対策 国 際総

合検証会議」 の結果 を 踏 ま え て 、 兵庫県地域防災計画の大幅 な 改定 を 行 っ た 。 さ ら に2003

年 3 月 に は 、 新 た に 「航空災害」 ・ 「鉄道災害J ・ 「道路災害」 の 3 つ の災 害 に 対応す る

災害対策 を 「大規模事故災害対策計画」 と し て 、 「風水害等対策計画J か ら 独立 さ せ た 。

-方、 神戸市 で は 1998年 6 月 に神戸市地域防災計画 を 改定 し 、 大規模火災 ・ 海上事故災

害 ・ 鉄道事故災害 な ど多 く の死{集者が発生す る 場合 を 想定 し て 、 「事故災害」 を 「風水害

対策編」 に 追加 し た 。 ま た 、 2000年 に 発生 し た放射性物質事故 を教訓 に 、 2000年度末 に 、

神戸市地域紡災計画 に新た に 「放射性物質事故災害対策j を 加 え た 。 さ ら に 、 地域防災計

画 に 「地下空間浸水対策」 も 盛 り 込 ん だ。 ま た 、 2002年 に は 「南海地震津波対策」 を 策定 ・

追加 し た 。

( 2 )  助災拠点の整備

兵庫 県 で は 、 大 規 模 災 害 時 に 救援 ・ 救

護 ・ 復 旧 活動 の拠点 と な る 「広域防災拠点」

の 整備 を 地域防災計画 で 定 め て い る (写真

16)  0 広 域 防 災拠点 は被災地へ の 人員 、 物

資の搬入 な ど、 救援 ・ 復 旧 の前進基地で あ

る た め 、 交通上の重要 な 地 区 を 対象 に 、 フ ェ

イ ル ・ セ ー フ の観点か ら 臨海部や 内 陸部 に

複数筒所整備す る こ と と し 、 広域防災拠点 (写真16) 三木市の広域防災拠点 (兵庫県提供)

218 第十意 @ 紡災



で は 人員 ・ 物資 の 集積 ・ 搬送の施設の み な ら ず、 緊急情報の 通信施設 も 構築 す る こ と と し

て い る O 具体的 な 配置計画で は 、 市荷地連担型 と し て神戸 ブ ロ ッ ク ・ 阪神 間 ブ ロ ッ ク ・ 東

播磨 ブ ロ ッ ク ・ 西播磨 ブ ロ ッ ク と し 、 市街地分散型 と し て 、 阪神 間 地域 ・ 東播磨地域 ・ 西

播磨地域 ・ 但馬 地 域 ・ 丹波地域 ・ 淡路地域 に そ れぞ れ 2 ヵ 所程度設置す る 計画 で あ る O

1999年 3 月 に は 、 県内初の広域防災拠点 と し て 西播磨広域防災拠点が、 続 い て2000年 8 月

に は但馬広域防災拠点 の供用 が開始 さ れた 。

県 内 の 各市 町 で は 、 大規模災害 時 に 救援 ・ 復 旧活動の拠点 と 同時 に 、 広 域避難地 と な る

「地域防災拠点」 を 整備 し て い る O そ こ で は 、 l . 災害対策本部、 医療機 関 、 消防本部、

ほ かの拠点 と 交信す る 通信設備、 2 . 発需施設、 3 . 防災ヘ リ ポ ー ト 、 4 . 耐震性消防用

貯水槽、 井戸 な ど を 備 え る 、 4 ヘ ク タ ー ル程度の規模、 と し て い る O

こ の 地域防災拠点 よ り さ ら に小 さ な 単位 と し て 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ 防災拠点」 の 整備 も 進

め ら れて い る O こ れ は 地区 の 中心 と な る 公国や広場 を 整備す る と と も に 、 学校 な ど公共公

益施設 と 連携 し て 活動す る O こ の空 間 は 、 平常時 に は 地 区住民の コ ミ ュ ニ テ イ 活動 の拠点

で あ る が、 緊急時 に は住民の避難地 や 自 主防災活動の拠点 と な る も の で あ る O

一方、 神戸市 で は 消 防 中 枢拠点 (市役所) 、 防災総合拠点 ( 区役所) 、 防災支援拠点 (近

隣生活 圏 ) 、 地域防災拠点 (最小 コ ミ ュ ニ テ ィ ) の 4 階層 の 防災拠点整備 を 進 め て き た 。

総合関災拠点 は 、 災害時 に 関係機関 と 連携 ・ 総合的 な 防災活動 を 展 開 す る た め 、 各区役

所が匿の災害対策本部 と し て の機能 を 果 た す こ と が期待 さ れて い る O

妨災支援拠点 で は 、 地域活動の リ ー ダ ー や ボ、 ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク ・ 事業者 ・ 大学 な

ど と 行政が協力 し て 、 被災後の市民生活 を 支援す る 拠点 と し て 、 1 ) ボ ラ ン テ イ ア拠点、

2 ) 生活支援拠点、 3 ) 情報拠点 の機能が期待 さ れて い る O

地域妨災拠点 の機能 は 、 1 ) 資機材 ・ 水の確保 な ど防災活動 の拠点、 2 ) 防災行政無線 ・

同報系個別受信機 な どの情報、 3 ) 舗蓄 ・ 水 ・ 生活物資 な ど生活支援拠点、 4 ) 避難所の

確保 な どの 機能 を 果 た す こ と を 目 指 し て い る O こ れ ら は学校 ・ 公園 ・ 地域福祉セ ン タ ー な

どが機能 を 果 た す こ と が期待 さ れて い る O

i坊災拠点 は こ の よ う に 公 園 や広場 の み な ら ず、 河川 や 海岸沿い の 空 間 も 救急 ・ 救命の拠

点 と な る O こ れ ら は線状であ り 、 線がつ な がればネ ッ ト ワ ー ク と な る た め 、 よ り 有効 な 防

災空間 の創造が園 れ る O 防災拠点整備 だ けで は な く 、 こ の よ う な都市 イ ン フ ラ を 活用 す る

仕組み を 考 え る こ と も 必要 で あ ろ う O

( 3 )  三三木総合間災公閣の整備

兵産県で は 、 災害の状況 に 応 じ 、 広域防災拠点 間 のパ ッ ク ア ッ プ機能 を 重視 し 、 こ の 中

核 と し て 、 県下全域 を 対象 と す る 県域防災拠点 「三木総合防災公園」 の 整備 を 進 め 、 震災

10年 目 の2005年夏 に稼働 を 開始す る O

三 木総合紡災公園 は 、 神 戸市 の 中心部か ら 北西 に30km足 ら ずの 三 木市志染 町 に位置 し 、
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308haの広 大 な 敷地 内 に 、 平 常 時 は 、 県 立

消 訪学校等 と し て 防災 に 資 す る 人材養成 を

行 い 、 災害時 に は前線可令機能 を 果 た す 「兵

庫 県立広域防災セ ン タ ー J ( 2004年 4 月 に

開 設 ) 、 大災害 に 婿 え た 食料 や 物 資 の 備 蓄 、

災害時の物資集配基地や 自 衛隊等の駐屯な

ど、 後方支援基地 と し て の役 割 を 担 い 、 平

常 時 に は 、 こ れ ら の 防災空 間 を 活用 し た ス

(写真17) 実大三次元振動破壊実験施設 (兵庫県提供) ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン のf処点 と し てj舌用

さ れ る 「兵庫県立三木総合防 災公菌 (都市

公 園 ) J 、 そ し て 、 世界最大の三次元振動破壊実験施設 を 有 し 地震 に 関 す る 調査研究の拠点

と な る 独立行政法人防災科学技術研究所の 「実大三次元振動破壊実験施設」 の 3 つ の施設

で構成 さ れ る O

こ の 三木総合防災公 園 の 稼働 を 暗 ま え 、 各地の広域防災拠点 の 整備推進、 さ ら に広域防

災拠点 ばか り で な く 地域防災拠点 と の実践的 な ネ ッ ト ワ ー ク の形成 な ど、 防 災軸 と し て 一

層 の連携強化 を 図 る 必要があ る O

( 4 )  新 し い対策工法の開発

兵庫県 治 山 課 は 林野庁の補助 を 得 て 、 地震時 に 崩 壊防止の効果 を 発揮す る 工法 の 開 発 を

行 っ た 。 こ れは林野庁 の モ デル事業 と し て 1997年度か ら 着手 さ れた も の で 、 2004年震 に施

工 マ ニ ュ ア ル を 完成 さ せ、 全 国 で の 普及 を 狙 っ て い る O こ の工法 は 地震 時 に 発生す る 表層

崩 壊 を 防止す る た め 、 斜面 の補強 を 目 的 と し て 、 斜 面 に 50cm 四 方 の ネ ッ ト を かぶせ、 2 m

ご と の 格子点 に 長 さ 4 m の ロ ッ ク ボ ル ト を 斜面 に 直角 に 施工す る 工法 で あ る (写E実;18) 0 こ

れ に よ る と 、 地震時 に 現れ る 亀裂か ら 局所破壊 に 至 る プ ロ セ ス の補強 に効果的で、 地震時

に起 き る 崩 壊 の 妨止 に役立つ こ と を 実験的 に も 確認 し て い る O こ の工法 は 、 従来の コ ン ク

リ ー ト 枠工 に 比 し て30 � 50%の経費が節約で、 き る こ と 、 斜面 に あ る 植生 を 伐採す る 必要が

な い こ と な どの利点があ る O 兵庫県治 山 課

で は 、 地震時の み な ら ず常 時 の 持雨 に対 し

で も 効果があ る こ と を 示す の を 百 的 と し て 、

2005年度 も 研究 開 発 を 行 う こ と と し て い る O

メ ッ シ ュ の 間 隔 が50cm と 大 き い こ と は 、

自 然斜面で は 通常植生があ る た め 、 崩 壊 は

土塊状で動 き 出 す こ と を 前提 と し て お り 、

経費節約 に 大 い に 貢献が期待 さ れて い る O
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( 5 )  政府の地震調査研究推進本部か ら の地震発生確率の公表

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と し て 、 総合的 な 防災対策 を 推進す る 必要があ る と し て 、 1995

年 7 月 、 「地震防災対策特別措置法」 が制定 さ れた 。 そ の法律 に 基づ き 、 総理府 (現在は

文部科学省 ) に 地震調査研究推進本部が、 政府の特別機関 と し て 設置 さ れた 。 こ こ で は 、

地震 に 関 す る 調査研究の 成果が、 国 民 や 防災 を 担当 す る 機 関 に 十分 に伝達 さ れ活用 さ れ

る 体制 に な っ て い な か っ た 、 と い う 課題意識の も と に 設置 さ れた も の で 、 政策委員 会 と

地震調査委員 会 か ら 成 っ て い る O 後者の委員 会で は 、 地震動予測 地 国 の 作 成 、 リ ア ル タ

イ ム に よ る 地震情報の伝達推進な ど を 行 っ て い る O こ の推進本部か ら 、 2001年 9 月 に 東南

海 ・ 南海地震 に 関す る 躍率評価が発表 さ れた 。 そ れ に よ る と 、 東南海地震 は 今後30年 間 に

50% 、 南海地震は40% の発生確率があ る こ と が明 ら か に な っ た。 ま た 、 地 震の規模 は南海

地震がマ グニ チ ュ ー ド8. 4前後、 東南海地震がマ グ ニ チ ュ ー ド8. 1前後、 両者が同 時 に 発生

し た場合は マ グニ チ ュ ー ド8 . 5前後 と の評価結果で あ っ た 。 こ れ は 兵庫県南部地震 の マ グ

ニ チ ュ ー ド7 . 3 を は る か に 上 回 る 大 き な 地震で あ る O こ の 地震 に よ る 震度 や 津波の大 き さ

も 発表 さ れ、 兵庫県では神戸市で震度 5 ��か ら 5 強 に な る こ と が発表 さ れ た 。 ま た 、 津波

は 淡路島南部で、最大5 . 8 m 、 尼崎で最高3 . 0 m 、 神戸で2 . 5 m の津波が予想 さ れ た 。

地震調査研究推進本部か ら は そ の後、 日 本全 国 の 地域で地震発生薙率 を 発表 し た 。 そ

の 数は2004年 9 月 ま で に 、 海溝型 9 地点 、 直下型17地点 に 達 し て い る O 最 も 大 き な 発生

確 率 は 海溝 型 で は 「宮城県沖 地震」 で99 % で あ る O 一方、 直下型 で は 「 糸 魚 川 一 静岡 構

造練断層 帯」 で14 % で あ る 。

( 6 )  津波の間災対策推進地域の制定

2001年 に 地震調査研究推進本部か ら 、 東

l有海 ・ 南海地震の発生確率や大 き さ 、 そ れ

に よ る 予想被害が発表 さ れた こ と を 受 け 、

こ の よ う な 巨大地震 に備 え る 「東南海 ・ 南

海地震防災対策特別措置法」 が、 2003年 7

月 に 制定 さ れた 。 こ の法律は 、 東南海 ・ 南

海地震 に よ る 津波対策が特徴で、 著 し い被

害 の 生 じ る 恐れがあ る 地域 を 防災対策推進 http://www.bousai.go.jp!chubou!9! sh口you l.pdf 
地域に指定 し 、 避難路や消防施設 な ど の 防 (図 2 ) 東南海 ・ 南海地震防災対策推進地域

災対策 を 推進 し よ う と す る も の で、 閣が対

政上の 支援 を す る O 推進地域 に 指定 さ れた 自 治体やJR な どの鉄道機 関 、 石油 コ ン ピ ナ ー ト

な どは 防災推進計画の策定 を 義務つ け ら れる O ま た 、 病院や旅館 ・ 百貨庖 な ど不特定多数

の 人が出入 り す る 施設や輸送機関 な ど も 、 防災対策計画 を 策定 し な け れ ば な ら な い 。

著 し い被害 と は 、 震度 6 弱以上、 津波の 高 さ が 3 m 以上、 過去の被災履歴があ る 場合 な
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どであ る o 2004年 に21府県652市町村が紡災対策推進地域 に 指定 さ れた (濁 2 ) 0 こ れ ら の 自

治体で は 、 防災推進計画や 防災対策計画 を 策定 し な け ればな ら な い 。

(7 )  ハザー ド マ ッ プの作成 (情報公開)

自 然災害 に よ り 被害の発生が予想 さ れ る 場所や被害の程度 を あ ら か じ め 知 る こ と は 、 住

民が被害 を 減少 さ せ る こ と に大 き く 貢献す る O 洪水で は 、 避難の た め の 時 間 が 2 時間 早 く

な る と 言わ れ て い る O こ の 時 間 に よ り 被災が大 き く 減少す る O こ の よ う な 情報は通常、 地

図 に ま と め ら れる O こ れは ハ ザ ー ドマ ッ プ、 あ る い は リ ス ク マ ッ プ、 も し く は ア ボ イ ド マ ッ

プ と 呼ばれて い る O 洪水 に 関 し て は 、 1994年 ・ 2000年 に 「洪水ハ ザー ド マ ッ プ作成要領 と

運用」 が、 当 時の 建設省 に よ り 策定 さ れて い る 。 ま た 、 液状化 に 関 し て は 1999年 に 当 時の

国土庁 に よ り 「液状化地域ゾー ン マ ニ ュ ア ル」 が、 津波 に 関 し て は、 や は り 国土庁か ら 、

1997年 に 「津波災害予測マ ニ ュ ア ル」 が出 さ れて い る 。 一方、 火山 で は 国土庁か ら 「火山

噴火災害危険区域予測図作成指針」 が出 さ れて い る O

ま た 、 土砂災害 で は従来、 各 自 治体で過去 の 記録 を 参考 に し た崩 壊予想危 険 区域の資料

が作成 さ れて い る が、 従来 は役所で公開 さ れて い る も の で あ っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災後の

1995年 5 月 、 神戸市は こ の マ ッ プ を 新開折込に し て 、 各戸 に 直接配布す る こ と に よ り 、 積

極的 な 情報公 開 を 試み た 。 こ れ は 、 地震 に よ り 六 甲 山系 の斜面が緩 ん で い る と こ ろ に 、 梅

雨の豪雨 に よ る 崩壊の発生が危慎 さ れ た た

め で あ る O こ の よ う な積極的 な 情報開示 は 、

阪神 ・ 淡路大震災がな け れ ば成 し 得 な か っ

た も の で あ り 、 結果的 に行政の情報公開 が

大い に促進 さ れ る こ と に な っ た の は 、 好 ま

し い こ と で あ っ た 。

土砂災害 で は 、 1999年の広 島災害 を 受 け

て 、 2001年 4 月 か ら 「土砂災害警戒区域等

に お け る 土砂災害防止対策 の 推進 に 関 す る http://web.pref.hyogo.jp/sabou/hyogo sabou/torikumil 

法律」 が施行 さ れ 、 「土砂災害警戒区 域J 凶 3 ) 土砂災害警戒区域 ・ 特別警戒区域

や 「土砂災害特別警戒区域」 の 設定が、 各都道府県 で')11貢次行わ れつ つ あ る (罰 3 ) 。

地震災害 に 関 し て は 、 地震調査研究推進本部か ら 予測震度 は 発表 さ れて い る O こ の手法

は 、 土地条件や土地利用 、 震源 の大 き さ 、 震源か ら の 減衰、 増 幅特性が考慮 さ れて い る も

の で あ る が、 地 中 の 地盤条件 は 入 っ て い な い 。 神戸市の よ う に 、 ボ ー リ ン グ デー タ か ら 高

密度地盤情報が明 ら か な 場合 は 、 震源か ら の 動 的解析 に よ る 予測が可能で あ る o 2004年10

月 に 地震調査研究推進本部か ら 震源 の 時刻波が公開 さ れて い る た め 、 こ れ ら を 活用 し た神

戸市独 自 の ハ ザ ー ド マ ッ プ作成が早急 に望 ま れ る 。
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(8 )  地域防災力の向上

神戸市 は 、 1997年 5 月 に発生 し た連続児童殺傷事件 を 契機 と し た 防犯 と 、 阪神 ・ 淡路大

震災の教訓 を 生 か し た 防災の両方の視点か ら 、 安全で安心 し て暮 ら せ る 地域づ く り に 、 市

を あ げて取 り 組む こ と を 決意 し て 、 「神戸市民の安全の推進 に 関す る 条例」 を 1998年 l 月 17

5 、 震災 3 周年 の 日 に施行 し た 。 そ こ で は 、 1 ) 市民 ・ 事業者 と 市がそ れ ぞれの役割 を 果

た し 、 協働 し て安全な ま ち づ く り を 進め る 、 2 ) 自 立の精神 に 支 え ら れた 良好 な 地域社会

の重要性 を 認識 し 、 豊 か な 地域活動 を 育 む 、 3 ) 災害 ・ 犯罪 ・ 事故の教訓 を 日 常生活の 中

に 生 か し 、 後 の 世代 に継承 し て い く 、 の 3 つ を 基本理念 と し て い る O ま た 、 こ の条例 を 元

に 、 区 の安全 に役立つ資料 を ま と め た 「区安全 カ ル テ 」 の作成 や 、 各 区 で 「安全 ま ち づ く

り 計画J を 策定す る こ と と し た 。

(写真19) こ う べ ま ち づ く り 学校の防災入門講座(1 )

(ネ申戸 市提供)
(写真20) こ う べ ま ち づ く り 学校 の 防 災入門講座(2)

(神戸市提供)

神戸 市 と 神戸 大学都市安全研究セ ン タ ー は 、 共 同 し て 「 こ う べ市民安全 ま ち づ く り 大学」

を 1997年 9 月 に 開校 し た 。 こ こ で は 、 防災 ま ち づ く り を 担 う 地域 で 中心 と な る 人材の育成

を 目 的 と し て 、 「防災入 門 講座」 と 「防災 ま ち づ く り 講座」 を 開設 し て い る O 講座修了 生

に は 「市民安全推進員」 と し て 登録 し て も ら い 、 地域の 防災 ま ち づ く り の 中核 的役割 を 担 っ

て も ら う こ と と し て い る O こ の大学 は2002年 ま で継続 し 、 そ の 後は神戸市が開設す る 様 々

な 市民大学 を 統合す る 一環 と し て 、 「 こ う べ ま ち づ く り 学校」 と し て2004年度 に 至 る ま で

毎年 開校 さ れ、 多 く の研修生が地域の 防災 リ ー ダー と し て 活躍 し て い る (写真19、 写真20) 0

こ れは 、 地域の 自 主防災 を 推進す る 大 き な 力 に な っ て い る O

( 9 )  防災空間の整舗

市街地 に 、 道路 ・ 河川 ・ 公盟 ・ 港湾 な ど を 利用 し た 防災空間 を 整備す る こ と は必要であ

る が、 こ れ ら が ネ ッ ト ワ ー ク 化す れ ば、 そ の効果は単独 の場合の 3 倍 に も 4 倍 に も な る O

こ の視点か ら 提案 さ れ た 安全都市基盤づ く り の 一 つ が、 「水 と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク 」 の

整備で あ る O そ こ で は 、 神戸市の地理的特徴、 す な わ ち 南北 に 流 れ る ) 1 1 と 東西 に走 る 道路
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(写真21) 都賀1 1 1の防災ふ れ あ い河川 (兵庫県提供) (写真22) 都賀1 1 1 で、の水防訓練 (兵庫県提供)

や 海岸域 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し よ う と す る も の で あ り 、 河川緑地軸 ・ 街路緑地軸 ・ 山 麓緑地

軸 ・ 臨 海緑地軸 の そ れぞれの 防災緑地軸 を 、 1 kmの 間 隔 で格子状 に 配置 し 、 延焼遮断帯 ・

通行路 ・ 避難路 と し て役 立 たせ よ う と す る も の で あ る O

河川緑地軸 と し て は 、 平常時 に水に 親 し む た め護岸 に 階段 や ス ロ ー プ を 設置 し、 ま た親

水 プー ル を 設置 し 、 こ れが緊急時 に は生活用水や消防用水 と し て活用 さ れ る 「防災ふ れ あ

い 河 川 じ が、 30河川 に お い て 整備 さ れた 。 緊急避難場所や 緊急避難通路 な どの 防災空間 と

し て活用 で き る よ う に 整備 さ れ た 河川 は 14河川 に な っ た 。 一方、 阪神地 区 で、 は 水環境の 改

善 の 一 環 と し て 、 せせ ら ぎ水路 の 整備 が神戸市や芦屋一市で、 5 河 川 l 行 わ れ た (写真21 、 写真22) 。

ま た 、 津名郡一宮町で は多賀 海岸が地域防災拠点 と し て 整備 さ れ、 ヘ リ ポ ー ト と し て の 活

用 が期待 さ れて い る O

道路緑地軸 と し て は 、 東西軸 と し て 1 ) 浜手幹線、 2 ) 中 央幹穂、 3 ) 山 手幹親が、 東

西軸 と し て 1 ) 山 麓 一 王子公園 一 東部新都心、 2 ) 大倉山公園 ー ハ ー パ ー ラ ン ド 、 3 ) 神

戸大学 ]R六 甲道駅 臨海部、 4 ) 板宿 ・ 西代公園 一 新長 田 一 大阪 ガス 跡地が基幹路線 と し

て 選定 さ れ、 こ れ ら がネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れた 。

山 麓緑地軸 と し て は 、 新 た に 六 甲 山 系 グ リ ー ン ベ ル ト が設定 さ れた 。 こ れ は 六 甲 山 の南

剣 山 麓 に 長 さ 約30km、 面積8 ， 400haが設定 さ れ、 こ れ を 国が買 い上 げ、 都市公園 と し て整備

し て い く も の で あ る O こ の グ リ ー ン ベ ル ト の設定 に よ り 、 1 ) 上流斜面 か ら の崩壊土砂の

防止、 2 ) グ リ ー ン ベ ル ト 内 の崩 壊 の 防止、 3 ) 都市空 間 緑地の形成 ・ 保全、 4 ) 都市の

ス プ ロ ー ル化の防止、 5 ) 健全な レ ク リ エ ー シ ョ ン の場 と し て の提供役割が期待 さ れて い る O

同 地震や豪雨の大 き さ ・ 出現頼度の変化

震災10年 目 に あ た る 2004年 は 、 自 然災害が多発 し た年 で あ っ た 。 ま ず、 台風が史上初 め

て 10個 も 上陸 し た 。 こ れ ら は 台風 4 号 ( 6 月 10 臼 ) 、 6 号 ( 6 月 21 B ) 、 10号 ( 8 月 1 日 ) 、 1 1

号( 8 月 4 日 ) 、 15号 ( 8 月 1 9 - 20 日 ) 、 16号 ( 8 月 30 - 31 日 ) 、 18号 ( 9 月 7 - 8 日 ) 、 21号 ( 9 

月 四 一 30 日 ) 、 22号 (10月 9 10 日 ) 、 23号 (10月 20 日 ) で あ る O 梅雨時期 に は 、 新潟 ・ 福 島
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豪雨 ( 7 月 12 - 18 日 ) や諸井豪雨 ( 7 月 18 日 )

があ り 、 多 く の 河 川 l で氾濫災害が起 き た。

特 に 兵庫 県 で は 台風21号 ・ 23号 に よ る 被害

が大 き く 、 と り わ け台風23号は死者26名 を

出 す 大災害 と な っ た 。 こ れ ら は淡路島 と 但

馬 に 集 中 し た 。 い ずれ も 白 雨量 の最大記録

を 更新す る 大雨 で あ っ た。

国土交通省 に よ る と 、 こ こ 30年 間 の強雨

の 出現が度近10年 間 で大 き く な っ て い る と (凶 4 ) 近年の集中豪雨の出現 (国土交通翁)

い う (図 4 ) 0 時 間 雨量60mm の 発生 回 数 を 見

る と 、 1976 1985年 の 10 年 間 で は平均67 回/年で あ っ た が、 1986 - 1995年 の 10:年 間 で は 平

均82 凹/年 と 増加 し 、 1996 - 2003年で は こ れが平均98回 /年 と 急増 し て い る O 特 に2004年 は 、

10月 4 日 時点 で既 に 165 間 も 出現 し て い る O こ の よ う に 、 こ こ 10年 間 は 強 雨 (時 間雨量60mm

以上) の 出現 回 数が多 く な っ て い る こ と が特徴的で あ り 、 ま た こ れ に よ り 、 斜面崩壊や洪

水が発生 し や す く な っ て い る こ と も 大 き な 特徴で あ る O

一方、 地震 を 見 る と 、 1995年 の兵庫県南部地震以降、 地震活動が活発化 し て き て い る と

の指摘があ る o 1995年以降で は 、 2000年鳥取県西部地震、 2001年芸予地震、 2003年 に は 三

陸南地震、 宮城県北部地震、 十勝沖地震が発生 し 、 2004年 に は新潟県 中越地震が発生 し た。

こ の よ う に 、 や は り 地震活動が活性化 し て い る こ と は事実で あ る o 2004年12月 26 日 に は ス

マ ト ラ 沖 で巨大地震が発生 し 、 30万人 を 超 え る 人命が津波 に よ り 奪 わ れた こ と は記憶 に新

し い 。

、 海溝型地震 も 、 2001年政府の地震調査研究推進本部が、 東南海 ・ 南海地震の発生

確率 を 初 め て 公表 し た 。 2004年 9 月 に は発生確率が改定 さ れた 。 そ れ に よ る と 、 今後30年

間 で は東南海地震 は60 % 、 南海地震 は 50 % の発生確率があ る こ と が明 ら か に な っ た 。 こ れ

を 受 け て特別措置法が2003年 に 施行 さ れ、 防災対策推進地域等 に よ り 津波対策が採 ら れ始

め た 。

こ の よ う に 、 最近の わ が国で、 は豪雨や地震が発生 し や す い 条件が撃 っ て お り 、 今後い つ

で も 災害が発生す る 可能性があ る 時代 に私 た ち は生 き て い る こ と を 認識 し 、 そ れ に対す る

対策 を 講 じ る 必要があ る O

お わ り に
こ こ で は 、 復興誌の記事 を 参考 に し な が ら 、 防 災 に係 わ る 10年 間 の 出 来事 を 「震災後 に

お け る 制度 ・ 仕組み の 新 し い動 き 」 と 「次の災害へ の 備 え 」 に 分 け て ま と め て み た 。 こ れ

ら の各項 目 は筆者が任 意 に 選択 し た も の で あ り 、 すべて を 網羅 し て い る も の で は な い 。 し

か し 、 震災後 に と ら れた新 し い制度や仕組み は 驚 く べ き 多 さ で現れてお り 、 い か に 阪神 ・
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淡路大震災の被害が大 き か っ た か を 示 す と と も に 、 そ れ を 受け て行政 ・ 地域 ・ 住民が従来

で は想像 も で き な か っ た 、 い か に新 し い制度や仕組み を 考 え た か を 如 実 に 示す も の で あ ろ

う 。 上述 し た各項 目 を 行政、 研究機 関 、 地域 ・ 住民 に係 わ る も の に分 け る と 、 以下の よ う

に な ろ う 。

行政が担当すべ き も の

0地域防災計画の改訂

O広域連携体制 の 整備

0行政の 防災組織 ( 防災監 な ど) の 立 ち 上 げ

O防災情報 シ ス テ ム の 整備

0研修制度 の 立 ち 上 げ (災害対応能力 の 向上)

O人材デー タ パ ン ク の設立

0 国 際研究機関 の 立 ち 上 げ

0人 と 防災未来セ ン タ ー の設立

0産官学の連携 (神戸安全ネ ッ ト 会議 の 立 ち 上 げ)

O消防力 の 強化

0高密度地盤情報の整備

O 自 然災害対策の推進

0被害想定の実施 (地震 ・ 津波 ・ 海上 ・ 原 子力 ・ 大規模事故)

O防災拠点 の 整備

0三木震災記念公園 の 開 園

O新 し い対策工法 の 開発

0政府 の 地震調査研究推進本部か ら の 地震発生確率の公表

。津波の 防災対策推進地域の制定

0ハザー ド マ ッ プの作成 (情報公 開 )

O地域防災力 の 向 上

0防災空 間 の整備

0地震や豪雨の大 き さ ・ 出 現頻震の変化

研究機 関 が担 当 す べ き も の

0産官学の連携 (神戸安全ネ ッ ト 会議の立 ち 上 げ)

O高密度地盤情報の整備

O 自 然災害対策の推進

0新 し い対策工法 の 開発

0ハザー ド マ ッ プの作成 (情報公開)

O地域防災力 の 向上
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0地震や豪雨の大 き さ ・ 出 現頻度の 変化

地域 ・ 住民が担 当 すべ き も の

O 自 主 防災組織の育成 (安全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 訪災 ・ 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ )

O地域防災 リ ー ダ ー の育成

0 ボ ラ ン テ イ ア 活動 の は じ ま り

O 閣 内 お よ び海外災害支援

0産官学の連携 (神戸安全 ネ ッ ト 会議 の立 ち 上 げ)

O消防力 の 強化

0地域防災力 の 向 上

O防災空 間 の 整備

0地震や豪雨の大 き さ ・ 出 現頻度の変化

震災後、 特 に 防災で強調 さ れ る べ き も の は 、 防災の思想、 に加 え て 「減災」 の 考 え 方 が新

た に 出 て き た こ と で あ る O こ れは 、 い く ら 災害 に備 え て い て も ス マ ト ラ 沖地 震 に 見 ら れ る

よ う に 、 自 然災害の 原 因 と な る 地震や集 中豪雨 ・ 台風 を わ れ わ れは避 け る こ と がで き な い

た め 、 い つ か災害 に 出会 う こ と が考 え ら れ、 そ の場合 に は 防災 も さ る こ と な が ら 、 一度発

生 し た被害の拡大 を 防止す る こ と 、 二次災害の発生 を 紡 ぐ こ と の新 た な 視点 が必要 と さ れ

た こ と で あ る O 従来の 妨災 な ら ば、 時 間 と 予算があ れ ば行政の対花、でで き る が、 減災 に な

る と 「地域防災力 J 向上が新 た に 大 き な 課題 と し て 浮上 し て き た 。 こ の た め の展 開 と し て 、

自 主防災組織の立 ち 上 げな ど新 し い試み がス タ ー ト し た 。

今後、 地域防災力 の 向上の た め に は 、 日 常的 な コ ミ ュ ニ テ ィ 活動の 活性化 (共助) 、 緊

急時の コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 展 開 (共助 ) 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 同士の ネ ッ ト ワ ー ク 化 (共助) 、 都

市 イ ン フ ラ の維持管理の 実施 (共助 ) 、 講演会や講習会等 に よ る 災害知識 の 向上 ( 自 助) 、

緊急時の避難訓練 ( 自 助) 、 家具の転倒 防止 ( 自 助 ) 、 家 の 耐震化 ( 自 助) な ど を 充実 し て

い く 必要があ ろ う O

行政 に お い て は 、 都市 イ ン フ ラ ・ 防災構造物 の 施工 に よ り 都市の安全 を 確保す る と と も

に 、 地域防災力 向上の た め の施策 ・ 仕組み を 今後 と も 立 ち 上 げて い く 必要があ る O 特 に 、

ハザー ド マ ッ プの作成 は 地域防災力 の 向上 に 大 き く 貢献す る こ と が期待 さ れ る た め 、 研究

機関等 と 共同 し て 、 住民に信頼 さ れ る ハザー ドマ ッ プの構築 に 貢献 し て い く 必要があ る O
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第十 一章

市民活動



の時年
---."， rボ ラ ンテ ィ ア

1 . は じ め に

か ら 「市民 自 治J へ
市民 ま ちづ く り 研究所所長 松本 誠

販神 ・ 淡路大震災が発災 し た 1995年 は 「 ボ ラ ン テ ィ ア 元年J と 呼ばれ た 。 こ れ ま で は大

災害があ れ ば、 機動力 に 富 ん だ讐察や消防、 自 衛隊が救出 ・ 救援の主役 と 見 ら れて い た が、

あ の震災で は倒壊 し た家屋 の 下敷 き に な っ た 人 た ち を 救 出 し た 主役 は 、 隣近所の普通の市

民 だ っ た 。

大震災で命 を な く し た6 ， 433名 に対 し て 、 家屋の 下 に 閉 じ 込め ら れた 人 は 16万人 を 上 回

る と 見 ら れて い る O こ の う ち 8 割近 い 約 13万人 は 自 力 で脱 出 し 、 約 3 万5 ， 000人が救助 さ

れ た 。 救助 し た の は警察や消 防 、 自 衛隊が7 ， 900人 と 2 割強 に と ど ま っ た の に対 し て 、 家

族や 隣近所 の 人た ち に よ っ て救出 さ れた 人が 8 割近 く に の ぼっ た 。 避難 し た 被災者 に お に

ぎ り や毛布 を 届 け、 水 を 運 び、 避難所で炊 き 出 し の支援 に 駆け つ け た ボ ラ ン テ イ ア は l カ

月 で62万人、 2 カ 月 で100万人 を 超 え 、 1 年 間 で138万人 に の ぼっ た 。

災害時 に お け る 救援活動 に ボ、 ラ ン テ イ ア が活動 し た の は 、 古 く は 関東大震災の時か ら 見

ら れた が、 阪神 ・ 淡路大震災で の 救援 ・ 支援活動 は規模が大 き か っ た だ け で な く 、 普通の

市民がや む に や ま れな い気持ち か ら 駆け つ け 、 一 部 は 長期 的 に被災者の生活支援や住民の

復興支援 に 取 り 組ん だ こ と は 画期 的 な で き ご と で あ っ た 。 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」 と い う 言葉が

必挙 に 注 目 さ れ、 そ の 多彩 な 活動ぶ り は 臼 を 追 う に し た が っ て 形 を 変 え 、 新 し い社会の担

い 手 と し て 役訴 を 果 た す よ う に な っ た 。 市民活動 、 NPO が社会 の 大 き な 担 い手 と し て 、注

目 さ れ、 こ の 国 に も よ う や く 裾野 の ひ ろ い新 し い 市民社会の釘い手の構造が見 え 出 し た の

が、 こ の 10年 だ っ た 。

震災 を 境 に 、 被災地の 自 治体 は 「市民主体の ま ち づ く り J を 主要 な 政策 と し て掲 げ、 行

政への市民の 「参 画」 や 、 市民 と の rthft働J を 追求す る よ う に な っ た 。 「市民主体」 や 「参

画」 と い う 言葉が市民権 を 得 る と 、 今度 は そ の言葉の 中 身や 実体が議論の組上 に載 り 、 市

民 と 行政 そ れぞ れ に 中 身が関 わ れ る よ う に な っ た 。 10年経 っ て 、 も は や市民や市民 に よ る

自 律的 な 組織が社会の重要 な 仕組み を 担 う こ と は 動 か な い事実 と な り 、 田 際会議 な どで も

NGO 抜 き の 運営が許 さ れ な い 時代 に変 わ っ て き た 。

も ち ろ ん 、 こ う し た こ と は 板神 ・ 淡路大震災の被災地固有の現象 で は な い 。 1990年代以

降 日 本全国、 世界各地で大 き な う ね り と な っ て い る “新 し い 市民革命" の 一環で も あ る O

地球規模で変化 し つ つ あ る 「市民の力」 の伸長が、 未曾有の都市型災害 と 震災復興の プ ロ

セ ス の 中 で凝縮 さ れ て 表 れ た の だ、 っ た 。 地球規模で進む環境破壊 と 資源 の 枯 渇 に 対す る 新

し い経済社会の あ り 方への対応、 主権国家 の 後退 と 地方分権の促進、 1980年代末か ら つづ

い て い る 地球規模 で の 歴 史 的 な 大転換 を 担 っ て い る の は 、 い ずれ も 新 し い市民群像で あ る 。
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そ の よ う な 流 れ の 中 で 、 被災地の市民活動 は 質 、 量 と も に 10年間で大 き な 変化 を 遂 げて

き た 。 市民生活 と 行政 に対応す る あ ら ゆ る 分野で 市民活動 の す そ野がひ ろ が る と と も に 、

ボ ラ ン タ リ ー な 活動への個人的 な 発露か ら 、 活動が組織化 さ れ、 有効 な 活動 が展 開 さ れ る

よ う な 条件や基盤づ く り へ向 か っ て い っ た 。 来 る べ き 「市民 自 治J の担い手 と し て変容 を 遂

げつ つ あ る 市民活動 の10年 を 、 新 し い市民社会形成への視点 か ら ふ り 返 っ て み た 。

2 .  rボラ ン テ ィ ア元年J を生み出 し た背景 と 1明5年 と い う 麗史的な環境
日 本の社会で、 普通の市民が 白 ら の 意思で社会公益的 な 行動 を 直接起 こ す よ う に な っ た

の は 戦争 が終わ っ て か ら 、 ま だ半世紀あ ま り の こ と であ る 。 戦後間 も な く の こ ろ は労働組

合や政党の指導の も と に飢餓要求や平和運動 な ど、 組織的 に “動員 " さ れた行動が多 か っ

た 。 市民 と い う よ り 「国民運動J と 呼ばれた こ と に 象徴 さ れて い た 。

普通の市民が 自 ら の生活や暮 ら し に 関 わ る 問題、 地域社会の問題 に つ い て 声 を 上 げ、 行

動 を 起 こ す よ う に な っ た の は 、 1960年代の終わ り か ら 70年代 に か け て だ、 っ た 。 日 本列 島 の

間 々 ま で ひ ろ がっ た 大気汚染や河川 や 海の水質汚濁 、 道路公害や無秩序 な マ ン シ ョ ン 建設

に伴 う 建築公害、 新幹線や高速道路、 空港 な どの交通公害 を は じ め 、 さ ま ざま な公害被害

に 対 し て被害の救済 と 差 し 止 め 、 未然防止 な ど を 求め て住民運動がひ ろ がっ た 。 こ う し た

住民運動が国 や 自 治体の政策 を 変 え 、 住民の意思 を 政策 に反映す る 「住民 参加の行政」 に

転換す る 動 き が生 じ た の も 、 画期 的 な動 き で あ っ た 。 こ の こ ろ 並行 し て 、 ベ平連 に象徴 さ

れ る ベ ト ナ ム 反戦運動 な ど を 契機 に 、 個 人 々 々 の 責在で も っ て そ れぞ れ の 問題意識 に も と

づ く 行動 を 起 こ す市民運動 も 芽 を ふ い た 。

し か し 、 こ う し た動 き も 二度 に わ た る 「石油危機」 の後1970年代 の 後半 か ら 1980年代 に

か け て 、 「環境 よ り 雇用 」 を 擾先す る 風潮 の 中 で “住民運動冬の時代 " を 迎 え 下火 に な っ た 。

日 本社 会 は 1980年代 中盤か ら “バ ブ ル経済" に突入 し 、 1990年代初頭の “ バ ブル崩壊" を

迎 え て大 き く 転換す る O

世界の潮流 も 1989年の ベ ル リ ン の壁崩壊 を 境 に 、 東西 ド イ ツ の統一、 ソ 連邦解体 と 続い

て 東西冷戦構造が終結す る O 欧州 は統合へ と 向 か い 、 地方分権への傾斜が強 ま り 、 主権国

家 の 後退 と い う 21世紀型の 世界政治の構造が見 え て く る O 環境や 資源の制約が地球規模で

強 ま る 中 で 、 南北格差の解消 も 視野 に お い た 経済構造の転換は 地球規模で 求 め ら れる よ う

に な っ て き た 。

と り わ け ヨ ー ロ ッ パ社会で、 は 、 市 民 と 市民活動 の社会的 な発言力 は 1970年代以i年一貫 し

て拡大 を 続 け た 。 官僚や企業が主導す る 社会 か ら 市民が主導す る 社会への試みが多方面で

ひ ろ がっ て い た。

日 本で も パ フ守ル崩壊後 の 新 し い経済社会 や 暮 ら し の あ り 方 を 求め る 市民の多様 な 活動が

急激に ひ ろ がる 中 で 、 政治構造 も 自 民党 の 単独支配政権が崩 壊 し 多 党化 と 連立政権時代 に

入 り 、 無党派層 の伸張や市民 の 自 由 な発想、 と 行動が見 ら れ る よ う に な っ て い た 。 住民 ・ 市
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民 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 に つ い て も 、 過疎 ・ 過密 に よ る 農 山村の地域機能 の崩壊や都市の住

み に く さ が進行す る 中 で、 多彩 な ま ち ( む ら ) お こ し 活動や ま ち づ く り 活動がひ ろ が り 、

環境問題に次い で大 き な 社会問題に な っ て き た 高齢化 に伴 う 介護 ケ ア 問題 な ど に取 り 組む

住民 ・ 市民の活動 に 参加す る 人た ち の す そ野がひ ろ がっ て い た 。 欧米の NGO ・ NPO の 活

動や企業の社会貢献活動、 企業 メ セ ナ な どの概念 も 浸透 し 、 そ れ ら を 担 う ボ ラ ン テ イ ア 活

動 に期待が高 ま っ て い た 。 1990年代 に 入 る と 、 こ う し た市民活動 を 支援す る 制度 に つ い て

も 研究や具体的 な 法制度の論議がは じ ま っ て い た 。

は じ ま り は 「役 に立 ち た PJ と い う 嘉朴在感鵠

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 こ う し た背景の 中 で発生 し た 。 未曾有の都市災害が発達 し た マ ス

メ デ ィ ア に よ っ て逐一伝え ら れる と 、 予想 も し な い形で 「 自 分 も 何か役 に 立 ち た い 」 と い

う 自 然発生 的 な 動 き が沸 き 起 こ り 、 未曾有の災害救援 ボ ラ ン テ イ ア の活動状況が生 ま れた 。

被災地 に駆 け つ け た ボ ラ ン テ イ ア の 一人 ひ と り 、 1 ， 800億 円 に の ぼる 義援 金 と い う 形で支

援の思い を 寄せ た 人 々 は 、 決 し て 1990年代初頭か ら は じ ま っ て い た市民活動 の 新 し い う ね

り を 意識 し た も の で は な か っ た が、 そ う し た 一 人 ひ と り の行動が も た ら し た力 と イ ン パ ク

ト は 、 新 し い市民活動への う ね り を 一気 に 加速 さ せ る こ と に な っ た の は 間 違 い な い 。

は じ ま り は 「困 っ た と き は お 互 い さ ま J r黙 っ て み て お れ な いJ r何か投 に 立 て る こ と は

な い かj と い う 率直 な 思い か ら 発 し た も の で あ っ て も 、 実際 に現場の状況 に 直面す る 中 で、

ボ ラ ン テ イ ア 活動 に足 を 踏み入れた 人た ち は 、 た く さ んの 現実 と 課題 を 目 の 当 た り に す る O

そ れぞれの事情で、 春休み の 終了 と と も に 全国 か ら 駆け つ け た ボ ラ ン テ ィ ア た ち は被災地

か ら 潮 が引 く よ う に 引 き 揚 げ て い く が、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て体験 し た現実 は 火種 と し て 受

け継がれて い く O

行政鯨存か ら の脱却、 分権改革 と 並行 し で

も う 一つ の 状況 は 、 こ の 屈の行政が大 き な 転換期 に さ し かか っ て い た こ と で あ る O

戦後 日 本 の 行 政 は 、 高度成長 に よ る 頗識 な財政状況 と あ い ま っ て 、 行政がお こ な う サ ー

ビス や事業が際限 な く ひ ろ が り 、 市民生活の あ ら ゆ る 場面で行政サ ー ビス が浸透 し て い た 。

市民の側 も そ れ ま で は 自 ら で対応、 処理 し て い た 生活や ま ち を 支 え る 仕事 を 行政や公共的

な サ ー ピ ス 事業 に依存 し 、 行政依存の 「お ま かせ体質」 が肥大化 し て い た 。

結果 と し て 、 経済成長が止 ま り 財政構造の 変化 も あ っ て 、 財政窮迫 と 破綻状況が具体化

し て く る に つ れ て 、 行財政改革 と と も に 公 的 サ ー ピ ス の あ り 方 を 見直 さ ね ばな ら な い状況

も 生れつ つ あ っ た 。 震災で大都市の近代 的 な仕組み が瓦解 し 、 非常時 に お け る 行政 の 限界

が露呈す る こ と に よ っ て 、 過度 に 進 ん で い た行政依存の体質への 反省 に迫 ら れた 。 住民 ・

市民が 自 ら 担 っ て い く 役割 と 行政の役割 を 峻別 し 、 住民 ・ 市民の 「 自 助」 と 「共助J に 目

が向 け ら れる こ と に な っ た 。 行政に と っ て も 、 も は や住民 ー 市民 を社会の大 き な担 い 手 と
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し て位置づけ、 住民 ・ 市民の 「参画」 と 「協働」 を 高 め て い く 以外 に行政の危機的状況 を

突破で き る 道 は な い こ と を 認識す る こ と に な っ た 。

大震災 と そ の後の復興過程 は 、 そ う し た認識 と 課題 を よ り 鮮明 に し 、 具体的 な 対応 を 重

ね る プ ロ セ ス で も あ っ た 。 震災が起 き た 1995年 に 地方分権推進法が成立 し 、 地方分権推進

委員 会がス タ ー ト し て 呂 本の 分権改革の ス タ ー ト に な っ た の は偶然 と し て も 、 震災復興 と

分権改革が同時 に ス タ ー ト し た の は歴史の め ぐ り 合わせ と し て 大 き な 意味 を 持つ O

3 . 被災地市民活動の軌跡 と 撰関
で は 、 被災地の市民活動 は こ の10年 間 、 どの よ う な 展 開 を し て き た の だ ろ う か。 そ の 軌

跡 と 特徴 を ふ り 返 っ て お き た い 。

( 1 ) 内 ・ 外か ら の 目 覚め (発災後1995年 - 1996年 ご ろ )

被災地 に お け る 災害 ボ ラ ン テ イ ア は 、 大 き く 二つ に分け ら れ る O

一 つ は 、 被災者 自 身 の 助 け合 い と 相互扶助 の行動 で あ る O 発災直後 の 救 出 活動 や 高齢者

や 障害者な ど災害弱者 と い わ れ る 人た ち への い た わ り や 支援が コ ミ ュ ニ テ ィ ー レベ ル で お

こ な わ れ、 ひ ろ がっ て い っ た。 応急仮設住宅団地が建設 さ れ た 地域で も 、 周辺の住民が急

き ょ グ ル ー プ を 組ん だ り 、 既存の 組織が被災者の生活支援 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に取 り 組ん だ

り し た例 な どがそ れ に あ た る O

も う 一つ は 、 被災地外か ら 救援、 支援 に 駆 け つ け た 多様 な グ ル ー プや個 人 で あ る O 発災

当 初 は ま だ交通機関 も 不便 な 中 で、 リ ュ ッ ク に 救援物資 を 詰め 込 ん で 歩 い て被災地 に駆け

つ け た り 、 救援物資の仕分 け や 配送、 水 く み 、 避難所の手伝い 、 体の不 自 由 な 被災者の介

な ど に 老若男 女 を 問 わ ず た く さ ん の 人 た ち が従事 し た 。 医療や保健 ・ 介護、 建築 な どの

専 門 的職種の技能 を も っ た 人 た ち も 、 救援活動 に 被災地入 り し た 。 被災者の ス テ ー ジが避

難所か ら 仮設住宅へ移 り 、 被災地 で は復興 ま ち づ く り がは じ ま る と 多様 な 生活支援、 高齢

者の見守 り 活動、 ま ち づ く り 支援活動 な ど に も 長期継続的 に 取 り 組む 人 た ち が現 れ た 。

こ の時期 の特徴 を 「 目 覚 め J と し た の は 、 大多数の市民 に と っ て 身 近 な 都市 の 中 で起 き

た危機的 な 状況、 マ ス コ ミ に よ っ て伝 え ら れ る 惨状 に対 し て 「何か を し た い」 と い う 衝動

がボ ラ ン テ イ ア と い う 行動 に つ な が っ て い っ た か ら で あ る O 実 際 に 被災 地 に 足 を 運 ん だ

人 々 の何倍 に も の ぼる 人た ち が同 じ よ う な 衝動 を 感 じ 、 義援金 を は じ め さ ま ざ ま な 支援 を

間接的 に お こ な っ た が、 実際 に 被災地 に 入 っ て現地の状況 と 被災者 に接 し 、 災帯現場 の も

つ非 日 常 の 問題 を 肌で感 じ た 人た ち に は 、 よ り 大 き な イ ン パ ク ト があ っ た 。

値 人 ご と に ば ら ば ら に 現地 入 り し た ボ ラ ン テ イ ア た ち は 、 経験 を 持 つ 人や グ ル ー プ に

よ っ て 間 も な く 立 ち 上 げ ら れた ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー な どの 災害 ボ ラ ン テ ィ ア シ ス テ ム の

中 で 、 助 け合い の気持 ち か ら 出発 し て被災地 ・ 被災者支援 の 活動 に転化 し て い く O 震災が

起 き る ま で は全 く 用 意 さ れて い な か っ た 災 害 ボ ラ ン テ イ ア シ ス テ ム や 、 個 人 の 行動が被災

第 十 章 @ 市民活動 233 



地支援の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 組み込 ま れ て い く さ ま は 、 制度的 な 裏づけ も な い ま ま 自 然発

生 的 に 組み上がっ て い っ た と し て も 、 緊急時 に お け る ダ イ ナ ミ ッ ク な社会 シ ス テ ム の立 ち

上が り 方 を 見 る 思 い で あ っ た 。

10年経 っ た 現在 も 被災地市民活動 の け ん引 役 を 担 っ て い る NGO や NPO の 大 半 は 、 発

災直後か ら こ の 時期 に 立 ち 上がっ て い る O

被災地障害者セ ン タ ー

鷹取教会救援基地 (後 に 、 た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー )

がんばろ う 神戸

東灘 ・ 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク

阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議 (後継組織 と し て 、 後 に被災地 NGO 協働 セ ン タ ー )

プ ロ ジ ェ ク ト 1 2 

ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 ( 設 に 、 ア ー ト ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸)

販神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク

神戸元気村

プ ロ ジ ェ ク ト 結ふ

コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸 (CS 神戸)

震災 ・ 活動記録室 (後 に 神戸 ま ち づ く り 研究所 を 設立)

外国人救援 ネ ッ ト

多文化共生セ ン タ

西須磨 ま ち づ く り 懇談会 (西須磨 ま ち 懇)

FM わ い わ い

神戸 ア ジ ア タ ウ ン 推進協議会

神戸復興塾 (後 に神戸 ま ち づ く り 研究所 を 設立)

シ ン フ ォ ニ ー

ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

等 々 は そ れぞれの 地域 に 拠点 を 構 え 、 被災者や地域の救援 ・ 支援 に 取 り 組む と と も に 、 後

に 述べ る 中 間 支援 的 な機能 を 果 た す 団体へ発展 し て い く O

こ の時期 に は 、 建築家や都市計画 の 専 門 家で発災後い ち 早 く 立 ち 上 げ た 「阪神大震災復

興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク J が復興 ま ち づ く り の 支援へ息、 の 長 い 活動 を 続 け て い

る ほ か、 弁護士や建築士、 公認会計士、 不動産鑑定士、 税理士、 都市計画学会、 建築学会

な どの い わ ゆ る 「士」 系 の 専 門 家 団体 9 団体で構成 す る 「阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構J

も 発足 し 、 専 門家 に よ る 支援活動 を 続 け た 。

ま た 、 地域で は 復興 ま ち づ く り に取 り 組む 「 ま ち づ く り 協議会」 が次々 に 立 ち 上 げ ら れ、

神戸市内 だ け で も 一 時 は 100 を 超す 「 ま ち協」 が活動 し た 。 ま ち 協 は 、 都市計画 な どの専

門 家 の 支援 を 受 け な が ら 、 行政 と 時 に は対立 し 、 時 に は協調 し な が ら 多彩 な ま ち づ く り 活
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動 に取 り 組み、 かつ て な い経験 を 蓄積 し た 。

( 2 )  市民の役割意識の醸成 と 活動のひろ が り ( 1997年 ご ろ � 1998年 ご ろ )

震災直後の避難所生活や仮設住宅での 暮 ら し が続い た 緊急避難期 を 経 て 、 震災 3 年 日 ご

ろ か ら は復興住宅への移転が視野 に 入 る 生活再建期 を 迎 え る o 1998年 に は復興住宅への 移

転が本格的 に は じ ま り 仮設住宅で暮 ら す被災者が急速 に 減 っ て く る と 、 被災者の生活支援

を 担 っ て い た ボ ラ ン テ ィ ア 、 市民活動 の役割 に も 大 き な 転機が訪れ る O

震災後 3 年 目 と も な る と 、 行政 も 体制が整 い 、 仮設住宅の被災者の生活支援 な どの制度

化 を 図 り ボ ラ ン テ ィ ア に代 わ っ て行政施策 と し て の手 を 差 し 伸 べ る よ う に な る 。 震災後、

行政の手が及 ばな い 中 で先駆的 な 見 守 り 支援活動 な ど に 取 り 組んで き た ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市

民団体の 中 に は 「行政は い い と こ 取 り を し て 、 ボ ラ ン テ イ ア の活動 を 取 り 上 げ よ う と し て

い る J と の不満 も 聞 か れ た 。

こ う し た議論の 中 で 、 被災者の生活復興への公的支接の あ り 方 を 議論 し て い た 「公的支

援 オ リ ン ピ ッ ク の 会」 な どで は 、 「市民 に で き る こ と は市民 に 委 ね て 、 行 政 に し かで き な

い こ と を や る の が行政の役害し と い う 認識 を 持 ち な が ら も 、 「市民が取 り 組むべ き こ と は

ま だ ま だ た く さ ん あ る O 市民が提起 し た支援施策 を 行政が制度化す る の は 前進 と 受け止め

て 、 市民は新た な 課題 に取 り 組 も う 」 と 呼びか け た 。 同 会 は 、 1997年 5 月 ご ろ に市民

員 立法 を め ざ し て い た被災者生活再建支援法が国会審議 の 中 で培離 に 乗 り 上 げか け た 瞭 に 、

被災地 の 幅広 い勢力 が一丸 と な っ て 固 に 向 け た運動 を 高め て い く た め の 方策やイ土掛け を 議

論 し よ う と 集 ま っ た被災地 の 多様 な 市民活動 グ ル ー プの会合で、 2000年末 ご ろ ま で水面 ド

で の 会議 を 定期 的 に重 ね て い た O 普段 の 活動で、 は主義主張が異 な る こ と な どか ら 、 同 じ テ ー

ブル を 囲 む こ と の な い メ ン バ ー が 「五輪の輪」 の よ う に 連 な っ て 議論 を す る 場 と い う 意味

で会の名称、 を つ け て い た 。

長期的 な 活動の模索

こ の 時期 の被災地市民活動の 特徴 は 、 次の よ う に い え る O

①緊急避難期 の よ う に 、 被災者の ニ ー ズ に対 応 し て 直接的 な 支援活動 を し て い く だ け で

は本格的 な 生活復興 を 図 れ な い 。 長期 的 な復興支援 を お こ な っ て い く 中 で、 市民活動

団体が果 た す役割 を 模索 し 、 社会的 な役割 を 明確 に し た活動が必要で、 あ る こ と を 認識

し は じ め た。

②行政 と 市民の役割 の 違い や役割分担 を 意識 し 、 行政 と 市民 の ス タ ン ス の違 い を 明確 に

し た う え で共 同歩調 を と る べ き と こ ろ は協働 し て い く と い う 「協働」 に 関 わ る 考 え 方

が芽生 え て き た。

③市民活動の 質や 量が飛躍 的 に ひ ろ がる に つ れて 、 社会の あ ら ゆ る 仕組み に どの よ う に

関 わ り 、 行政 と の 関係 を どの よ う に 結 ん で い く か と い う 課題が浮上 し て き た 。 実際、
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復興住 宅 で の 共同居住や コ ミ ュ ニ テ ィ ー 再建への 支援、 高齢者の見守 り や 地域福祉活

動への取 り 組み と 支援、 住民の復興 ま ち づ く り j舌動への支援、 定住外国人の生活支援

や 多文化共生 を 地域 に ひ ろ げて い く 活動 と 支援、 多様な 丈化芸術活動 の 支援 と ま ち づ

く り と の 融合、 市民活動の エ ン パ ワ ー メ ン ト に対す る 情報発信事業や ネ ッ ト ワ ー ク の

形成、 市民活動への資金劫成の誘導や フ ァ ン ド の 形成 等 々 、 個別 の復興課題 に と ど

ま ら ず、 市民活動が直面す る 課題が山積 し て い る こ と に気づ き 、 そ の対応が課題 に な っ

て き た 。

f襲興車民活動 を 支 え た輯択な 資金支援

こ の 時期、 長期継続的 な復興支援活動 を め ざ し て専従ス タ ッ フ を抱 え て 多彩 な 活動 に取

り 組ん で い た被災地の市民活動団体を 、 資金面で支 え て い た の は被災地 に投 入 さ れ た 助 成

金 だ っ た 。 兵産県 と 神戸市が設立 し た 板神 ・ 淡路大震災復興基金 は じ め 、 民 間 か ら も 一時

は “震災バ ブ ル " と い わ れ る ほ どの 多額の活動資金が投入 さ れた 。

兵庫県 ・ 神戸市が設立 し 管理運用 す る 阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら は 、 生活復興県民

ネ ッ ト や県 の 女性セ ン タ ー ( そ の後、 男 女共 河参画 セ ン タ ー に 名 称変更) な ど を 通 じ て市

民活動への 助 成金が供給 さ れ た 。 民 間 で は 日 本青年会議 所 な どが1995年 9 月 に 設立 し た

HAR 基金 (板神 ・ 淡路ル ネ ッ サ ン ス ブ ア ン ド) が、 被災地の 中 で も 行政の支援が薄 い 「 白

地区域」 で復興 に 取 り 組む住民組織や そ れ を 支援す る 専 門家集団 な ど に 5 年 間 に わ た っ て

助成金の自己分 を 続 け た 。 同 基金の助成先の選考 は 、 申 請 団体がた く さ ん の 出 席者の前で活

動 や 申 請趣 旨 を プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン す る 中 で審査委員 が公開で点数を 付 け て い く 「公開審

査J 方式 を 初 め て 導入 し 、 そ の後被災地での コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス に 対 す る 県の助成金

選考 に も 花、用 さ れた 。

甲 ア イ ラ ン ド の 開発 に か か わ っ た 企業 な どが拠出 し て 1996年 に設立 し た神戸 ま ち づ く

り 六 甲 ア イ ラ ン ド基金な ど も あ る が、 圧巻 は 1996年 5 月 に モ ー タ ー ボー ト 特別競走 に よ る

阪神 ・ 淡路大震災復興支援基金 の 一部 を 受 け て 日 本財 団 が設立 し た 寂神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ

テ ィ 基金だ、 っ た 。 同基金 は 地域復興プ ロ グ ラ ム 、 民 間 サ ー ピ ス プ ロ グ ラ ム 、 民 間 公益活動 ・

ボ ラ ン テ ィ ア 活動基盤強化 プ ロ グ ラ ム の支援 に対 し て 、 3 年 間 で 8 億 円 を 使 い 切 っ て 1999

年 3 月 に 解散 し た 。

こ う し た 助成基金は震災後 に 立 ち 上がっ た 市民活動 に 資 金 を 供給 し 、 そ れぞれが多彩 な

事業や活動 に 取 り 組む燃料の役割 を 果 た し た 。 し か し 、 民 間 の 基金 は い ず れ も 震災後 5 年

前後で持了 し 、 本格的 な 活動 に 入 ろ う と し た 団体は窮地 に 立 っ た 。

( 3 )  謹興の “踊 り 場抑 状況の中 で (1998年 ご ろ � 1999年 ご ろ )

震災か ら 3 年 間 は イ ン フ ラ 、 住宅、 産業 に つ い て の 「緊急復興 3 ヵ 年計画」 が着実 に 進

め ら れ、 計画は 「数量的 に は ほ ぼ 目 標 を 達成 し たJ と 兵庫 県 は 総括 し て い た 。 3 年 目 に は
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復興住宅への 移転がは じ ま る 晶方で、 仮設住宅の高齢化が一層 進 み 、 新 た な 支援策が求め

ら れ る よ う に な る と と も に 、 置 き 去 り に さ れた 県外避難者の 問題がク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る

な ど、 復興格差が一段 と 明瞭 に な っ た 。 震災 4 年 目 に 入 る と 、 生活復興 の 面 で も 、 産業復

興の面で も 事態 は ほ と ん ど前進せず、 経済不況の影響 も あ っ て復興の進展 は足踏み状態 に

な っ て い た 。

こ の 時期、 復興は 8 割復興の 「踊 り 場J に 直面 し て い た と い わ れ た が、 「踊 り 場」 は復

興の足踏み状態 を 指 す だ け で な く 、 市民活動 を は じ め被災地の新 し い社会 シ ス テ ム への展

開 が模索 さ れ、 3 年 間 に突 っ 走 っ て き た復興が次の ス テ ッ プ に 向 か う 充 電 の 時期 と も い え

た 。

こ の時期 の特徴の 第 一 は 、 被災者の く ら し 再建の状況が①す で に復 旧 ・ 復興 を 成 し 遂 げ

た 人 々 ② く ら し 再建の見通 し が立 た な い ま ま 取 り 残 さ れて い る 人々 ③ こ う し た 人 々 の

中 間 で住 ま い や 仕事、 心の痛手 を 回復 し た と は い え な い の に 、 公的支援や さ ま ざ ま な 支援

施策の対象か ら 外れた存在 に な っ て い る 未復 旧 中 間層ーの “ 3 極構造" に 分かれ、 復興格

差の解消 を よ り 複雑 に し て い た 。

こ う し た状況 に 対 し て 、 震災 2 年 目 か ら 次第 に盛 り 上がっ て い た被災者 の 生活再建への

公的支援 を 求め る 運動が こ の時期の大 き な 焦点 に な っ た 。 被災者団体 と 支援団体が一緒 に

な っ て法案 を つ く り 政府や 国会への ロ ビ ー イ ン グ活動 に 取 り 組む 一方、 兵庫県 は独 自 の支

援制度 を 提案 し全国知事会 に 働 き か け る o 1998年 5 月 の被災者生活再建支援法の成立 ま で

2 年余 に お よ ん だ運動 は 、 個 人 の住宅再建 に税金を使 う こ と を か た く な に 拒 む政府 に対す

る 、 被災者 ・ 市民 と 自 治体、 議会が一丸 と な っ た た た か い の 軌跡 と も な っ た 。 未復興被災

者 に 対す る 考 え 方や対応 に は 自 治体 と 被災者 ・ 市民 と の 聞 に ズ レ は あ る が、 公的支援 の 拡

充運動 で示 さ れた 二人三脚 の 運動 は 、 こ の 国 の歴 史 に 残 る も の に な っ た。

第二 は 、 震災後 に は じ ま っ た社会構造の 大 き な 地殻変動 の 中 で 、 新 し い 市民社会への始

動 と 仕組みづ く り へ 向 け た 動 き が具体的 に 出 て き た こ と で あ る O 行政 と 企業 と い う 2 つ の

セ ク タ ー が支配 し て き た 日 本の社会 に 、 市民セ ク タ ー の役割が具体的 に 見 え て き た 。 地方

分権への流れや、 社会の公共領 域 に 市民活動が果 た す役割が認識 さ れは じ め 、 市民参画 に

よ る 議員立法 に よ っ て NPO 法 (特定非営利活動促進法) や被災者の生活再建支援法 ( い

ずれ も 1998年成立) に も つ な がっ て い っ た。 地域社会で は 、 住民 自 治 の発展 を 意識 し た直

接民主主義再生の動 き が、 神 戸 市の よ う な 大都市での住民投票条例制定運動 と な っ て表れ

た 。

地方分権へ の 流 れが意識 さ れは じ め る 中 で 、 重要な キ ー ワ ー ド に な っ た の は 「補完性の

涼 理」 で あ る O 一般 に は馴染みが薄 か っ た が、 地方分権の基本 的 な 原則 で あ る 「住民 に 最

も 身近 な 問題 は 、 最 も 身近 な 自 治体が責任 と 権限 を も っ て解決す る 」 と い う 原理 は 、 自 分

た ち の こ と は 自 分 た ち で決め よ う と 議論 し て き た 市民 た ち に と っ て 、 新鮮で も あ り 、 納得
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で き る 考 え 方で も あ っ た。 市民活動 の原 理 と 、 21世紀の政治の原理で あ る 地方分権が考 え

方の う え で ド ッ キ ン グ し た意味は大 き い。

第 三 は 、 市民活動団体 と 行政 と の連携や、 パ ー ト ナ ー シ ッ プの あ り 方の 議論 と 実践 が よ

う や く は じ ま っ た こ と であ る 。 全国的 に は震災前か ら 市民活動発展への 基盤 整備や市民活

動支援 の あ り 方、 市民活動 と 行政の 関係 な どの議論 は お こ な わ れ て い た が、 神戸 で は こ の

種の議論は立 ち 遅れ て い た 。 震災後は 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年」 の佼置づけ か ら 全国 的 に は一

挙 に議論が進展 し て い た が、 被災地で は市民 も 行政 も 震災復 旧 や初期の復興作業 に 追 わ れ

て 、 市民活動団体が初 め て真正面か ら こ の 問 題 を 取 り 上 げる あ ら た ま っ た 集 会 を 開 い た の

は 、 1998年 1 月 末 に神戸市内 で 開 か れた 「市民活動発展 の 基盤 を 考 え る フ ォ ー ラ ム j が最

初 だ っ た 。 cs 神戸が主催 し た こ の フ ォ ー ラ ム に は 、 被災地 だ けで な く 全 国 の 市民活動 リ ー

ダー ら が顔 を 見せ、 市民活動支援の あ り 方 を 掠 っ た 。

こ の こ ろ か ら 、 被災地で も よ う や く 行政、 民 間 双方で市民活動 の位置づ け や 支援 シ ス テ

ム に つ い て の議論が活発 に な り 、 同 年 4 月 に は神戸市が市民活動支援課 を 新設 し 、 NPO

等 の 支援 を 担当 す る 3 人の専任ス タ ッ フ は市民が議論す る 場 に 精力 的 に顔 を 見せて課題 を

共有 し 、 問題解決 に行政の果た す役割 を 模索す る 活動 を 重ね て き た 。 市民の慨 も 活動分野

や 考 え 方 の 異 な る グ ル ー プが一堂 に 会 し て 、 連鴇や ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 模 索す る 動 き が

ひ ろ が り 、 数多 く の連携 の場が生れて く る O

先 に 述べ た公的支援オ リ ン ピ ッ ク の 会か ら 派生 し た IAID の 会」 が何 回 か に わ た っ て

市民活動 団体の幅広 い 交流会 を 重ね た り 、 神戸復興塾が呼びか け て 初 回 参加者3 ， 500人か

ら 「 し み ん基金 KOBEJ への 寄付金250万 円 を 集 め た 「 こ う べ 1 ウ オ ー ク J は 、 1999年か

ら 3 年 間 に わ た っ て 開催 さ れた 。 震災後 5 年 間連続 し て 開寵 し た 「市民 と NGO の r防災』

関 際 フ ォ ー ラ ム 」 実行委員 会が 「市民がつ く る 復興計画 ~私 た ち に で き る こ と 」 を ま と め

て 出版 ( 1998年 7 月 ) し た 。 1999年 に は 「震災後興市民検証研究会」 が発足 し 、 2 年 間 か

け て 市民の 自 で 5 年検証 を お こ な い 「市民社会 を つ く る ー 震後 KOBE 発 ア ク シ ョ ン プ ラ

ン 」 を 出 版 し た (2001年 9 月 ) 。 市民団体 自 ら の 手 で活動資金 を 集め よ う と 連携 し て 「 し

み ん基金 KOBEJ を 設立 し た の は 1999年 5 月 だ、 っ た 。

こ う し た動 き は 、 新 し い市民社会の担い 手 と し て の役割 を模索す る 市民活動団体の連携

と 数々 の新 し い試 み で あ り 、 次の 中 間支援組織や ネ ッ ト ワ ー ク 拡大への先駆け で も あ っ た 。

( 4 )  市民 と 行政 と の新 し い関需横野に 中関支援 と ネ ッ ト ワ ー ク を模索 (2000年 ごろ - )

前項で述べ た よ う に 、 す で に 震災 5 年 日 ごろ か ら 被災地の主要 な 市民活動 団体は来 る べ

き 新 し い 市民社会 に お け る NPO ・ NGO な どの市民セ ク タ ー の役割 を 意識 し 、 長期 的 な体

制づ く り を 模索 し は じ め て い た 。 自 前の助成基金 を 連携 し て発足 さ せた の も そ の 一 つ で あ

り 、 震災宜後か ら 「鷹取教会救援基地」 に 寄 り 添 っ て 活動 し て き た多様な 活動団体が 「 た

か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー」 と し て 再発足 し た の も 、 長期的 な視野 に 立 つ て の こ と で あ
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る O 神戸復興塾 は事業組織 と し て NPO 法人神戸 ま ち づ く り 研究所 (2000年) を 立 ち 上 げ て 、

本格的 な 市民 ま ち づ く り シ ン ク タ ン ク と し て の活動 を は じ め た。

2000年 は E 本の行政 シ ス テ ム が地方分権型へ移行 し た年 で あ る 。 同 時 に こ の年 は 社会福

祉 も 措置制度 か ら 公的介護保険制度 に 移行 し 、 福祉の あ り 方や現場の対応が大 き く 変化 し

た 。 と り わ け 、 従来か ら ボ ラ ン テ イ ア活動の主要現場 と さ れ て い た福祉サ ー ビ ス の現場 に 、

有償の介護サ ー ビス 事業の道が市民活動 団体 に 開 か れ た こ と で、 市民事業の フ ィ ー ル ドが

一気に ひ ろ がっ た 。 震災後新 し い有償 ボ ラ ン テ イ ア 活動 の あ り 方 と し て急速 に ひ ろ が り つ

つ あ っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス の 活動分野 と し て 、 介護サ ー ビス 事業 が脚 光 を 浴 び\ 事

業 に 参入す る 団体が拡大 し て い く こ と に な る O

こ う し た状況は 、 市民活動 の 中 で企業や 協 同組合、 財 団 な ど従来の公益法人 と 伍 し て い

く こ と を め ざす活動が ウ エ ー ト を 増 し て い く こ と に も つ な がっ て い っ た。 後 に 2004年か ら

具体化 し た指定管理者制度 に よ る 公的施設な どの管理運営 を 市民団体に委託す る 動 き が、

さ ら に拍車 を か け る こ と に な っ た。

2000年以持の市民活動 は 、 次の よ う な枠組みで展開 さ れ る よ う に な っ た と 整理で き る O

①支 え あ う 地域社会の担い手 と し て 、 主 に 高齢者の福祉介護や見守 り 活動 、 障害者の小

規模作業所 な どの市民福祉事業 に取 り 組む グ ル ー プが急増 し て い っ た 。

②復興 ま ち づ く り で役割 を 果 た し た住民主体の 「 ま ち 協」 の 多 く は休眠状態 に な っ た と

こ ろ が少 な く な い が、 一 部 は !日来の 自 治会 に代 わ っ て 地域課題 を 担 う 新 し い タ イ プの

地縁組織 と し て地道 な 活動 を 展 開す る よ う に な っ た。

③子宮民福祉事業 に も 関係す る が、 食事サ ー ピ ス や移送サ ー ビ ス 、 グ ル ー プ ホ ー ム の 運営、

指定管理者制度 に 参入 し て公的施設の運営管理への進出 、 地域共同育児や フ ァ ミ 1) ー

サ ポ ー ト な どの事業、 人材育成講座 や 多 様 な 仕 事 の マ ッ チ ン グ事業 な ど、 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー 経済の新 し い担 い 手 と し て の活動。

④中 間支援型の市民活動団体 と し て の 機能 を め ざす活動。

⑤中 間支援型組織 と 重 な り な が ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク を ひ ろ げ政策提言型の 活動 に特化。

十 市民主導社会へ生み 出 さ れ た 新 し い仕組み
こ う し た 市民活動 の新 し い展 開 は 、 市民主導社会の構造 を 支 え る 仕組み を 模索 し て い く

こ と に も つ な が る O 新 し く 生み 出 さ れて き た 仕組み を 次 に概観 し よ う O

「地縁」 と 「知麟」 の協轍

一 つ は 、 震災後の市民活動 団体の急成長 と 復興 ま ち づ く り を 担 う 「 ま ち 協J ( ま ち づ く

り 協議会) な ど の 地縁盟体の登場 と 柏 ま っ て主 張 さ れだ し た 「地縁組織」 と 「知縁組織」

の連携で あ る O 住民主体の ま ち づ く り を 本格的 に 進め て い こ う と す る と 、 地域の代表性 を

持つ 自 治会 な どの 地縁組織だ け で は 国難で あ る O 高齢化 の 問 題 も あ る が、 専 門 的 な 知識や
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情報力 、 フ ッ ト ワ ー ク の軽 さ や機動力 な どで勝 る 多様 な m民活動 団体の協力 を 得 る こ と が

不可欠で あ る O

こ の仕組み は 当 初、 理屈 と し て は理解 さ れて も 、 相互 に 不信感や “ 食 わ ず嫌 い " な ど も

あ っ て 難 し い と み ら れ て い た が、 行政が本格的 に 市民活動、 NPO へ の 支援 と 連携 を 求め

は じ め 、 両方の組織 を 対象 に 市民参加 を 進 め 、 地縁 と 知縁の連携 を 主張す る こ と に よ っ て 、

住民主体の ま ち づ く り を 進 め て い く う え で は 当 然乗 り 越え ね ばな ら な いハ ー ド ル と さ れて

き た。 と い う よ り も 、 懸念 よ り も メ リ ッ ト の大 き さ を 実感す る こ と に よ っ て浸透す る 動 き

が相次 い でい る と い え そ う だ。

地域に お け る 地縁 と 知縁の 組織の連携 に よ っ て 「地域力」 が強 ま る 中 で 、 地域 自 治、 住

民 自 治へ の 力 強 い 取 り 組みがい く つ か生 ま れて き て い る O 「住民主体の ま ち づ く り 」 の “元

祖" 的 な存在で あ る 神戸市長 田 区 の 真野 ま ち づ く り 推進会 は 、 2005年1 1 月 に 「真野 ま ち づ

く り 40年、 地 区計画制度25年、 震災復興10年」 を 祝 う イ ベ ン ト を 計画 し て い る O タ ウ ン ミ ー

テ イ ン グ な ど を 通 じ て 「 身 近 な 自 治」 の仕組みづ く り を 提唱 し て き た神戸 の 西須磨 ま ち づ

く り 懇談会 は 、 1997年 に 出版 し た 「住民主体への 挑戦」 の パ ー ト E を ま と め2006年 l 月 に

出版す る 作業 を 続け て い る O

支 え あ い の仕組み を 地域社会で

一つ 目 は 、 地域社会 に お け る 相互扶助 的 な 支 え あ い シ ス テ ム と 活動 団体が急速に増 え て

い る こ と であ る O 典型的 な 例 が神戸 ・ 西須磨の 「福祉 ネ ッ ト ワ ー ク 両須磨 だ ん ら ん」 で あ

る O 震災後、 自 治会福祉部の活動か ら 出発 し 、 自 治会 の エ リ ア を 越 え て小学校区域 を 対象

に し た 西須磨 ま ち づ く り 懇談会 (西須磨 ま ち 懇) と 歩調 を あ わせ た福祉 ネ ッ ト ワ ー ク に発

展 し 、 NPO 法人 に な っ た 。 「住み慣れた ま ち で互 い に 助 け合っ て 、 安心 し て 老 い る こ と の

で き る ま ち J を め ざす。 掃 捻や料理、 買 い物、 見守 り 、 庭仕事、 話 し相手、 外出介助 な ど

の生活援助 を お こ な う 有償サ ー ビ ス 事業 は 、 利 用 会員 と ワ ー カ ー 会員 が利 用 料 と し て現金

と 時 間預託 を 組み合わせて運営 し て い る O 食事会や配食サ ー ビス な どの無償 ボ ラ ン テ イ ア

活動 、 第 二 自 治会館の 「稲葉公園安心 コ ミ ュ ニ テ ィ ー プ ラ ザ」 の受託管理 を お こ な い 、 生

き がい対応型の デ イ サ ー ピ ス や ふ れあ い 喫茶 も 開 い て い る O

多藤な中関支援組織へのま替 え

三 つ 自 は 、 多様 な 中 間支援組織 (intermediary) への 衣替 え の動 き が進 ん で い る こ と で

あ る O 中 間 支援組織 は市民活動が社 会 の 担い 手 と し て発展 し て い く た め に必 要 な 機 能 で 、

INPO を 支 え る NPOJ と も い わ れ る O も と は 人材や資金、 物資、 情報な ど の 仲 立 ち を す

る 仲介組織 を 意味 し て い た が、 NPO 支援 を お こ な う 組織 と し て 呼ばれて い る O 情報の収

集や発信、 人材の 育 成 や 活動 の 立 ち 上 げ支援、 資金や物資の仲介、 活動への助言や相談、

調査研究や政策提言 な どの機能 を 担 う O 市民活動が発展 し 、 役割 を 果 た し て い く た め の イ
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ン フ ラ で も あ る O 被災地 の 中 間支援組織 は 、 当 初 か ら そ う し た機能 を ね ら っ た 団体 は 少 な

く 、 10年の経過の 中 で必要 に 追 ら れ て 活動 の機能 を 変化 さ せて き た も の が大半であ る O 現

在 も こ れか ら も 、 市民活動 の進化 に伴 っ て 、 既存の活動団体がそ の機能 を 変化 さ せて 中 間

支援機能 を 担 う 団体が増 え て く る も の と み ら れ る O

「被災地障害者セ ン タ ーJ は 、 障害者の救援活動 か ら 出発 し 、 介護保険 や 支援費事業 を

柱 に し な が ら 兵庫 の 障害者運動 の セ ン タ ー 的機能 を 担 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 要 と な っ て き た 。

小規棟作業所な ど を ネ ッ ト ワ ー ク す る 「生活の場サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ょ う ご、J (2001年 4 月 )

を 立 ち j二 げ る 母体 と も な っ た 。 発災直後 に 地元 NGO 救援連絡会議 の 「活動 記録室」 か ら

出発 し 「震災 し み ん情報室J を 経て相談 ・ 情報提供 と 調査研究 を 主体 と し た 中 間支援組織

に発展 し て き た 「市民活動 セ ン タ ー 神戸J は 、 さ ま ざ ま な 被災地市民活動 の ネ ッ ト ワ ー ク

組織の事務局機能 も 担 う O

小規模 な 市民事業 の立 ち 上 げ を 支援す る イ ン キ ユ ベ ー タ ー の役割 を 担 っ て き た 'CS 神

」 は NPO 研修事業や 県 の 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 の 受 け 皿 と し て も 機能

し て い る O イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ ス と し て は 、 神戸 ま ち づ く り 研究所 も 神戸市の 委

託事業 と し て 事務所 の 一 角 を NPO に提供 し て い る の を は じ め 、 パ ソ コ ン や イ ン タ ー ネ ッ

ト な どの情報通信技術 の 講 習 や 交流事業、 NPO と 行政の連携事業 の コ ー デ ィ ネ ー タ 一 役

を 務め る O λJPO の マ ネ ー ジ メ ン ト 力 を 培 う 会計講座や労務講座、 広 報セ ミ ナ ー な どの研

修 に は 中 間 支援 団体が単独で取 り 組 ん だ り ネ ッ ト ワ ー ク 組織で主催 し た り 、 行政 と タ イ

ア ッ プす る な ど多彩 な 取 り 組みが進 ん で い る o 2004年春 に は 中古パ ソ コ ン を 提供す る と と

も に 、 情報通信技術 を 後方支援す る 「 ひ ょ う ご ん テ ッ ク J も 生 ま れて い る 。

資金面 で の 支援 は 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金が解散鏡、 同 基金が残 し て く れ た 3 ， 000

万円 を 基金 に し て 自 前の 「 し み ん基金 KOBEJ を 発足 さ せ た が、 資金集 め に は 苦労が続い

て い る O 神戸復興塾が主催 し た 「 こ う べ i ウ オ ー ク J が 3 年で終わ っ た あ と 、 神戸 の NGO ・

NP0l6同体が連携 し て 「 ぼ た ん の会実行委員 会」 を結成、 ゲス ト を 招 い た コ ン サ ー ト や講

演 会 な ど を 開催 し 参加費 を 活動 資金 に 配分 し 、 し み ん基金の資金 に も 繰 り 入 れ て い る O

NGO ・ NPO の フ ァ ン ド ・ レ ー ジ ン グ事業 と し て資金集め に役立て る と と も に 、 事業 を 通

じ て 新 し い交流が生 ま れ活動 の ノ ウ ハ ウ を 学ぶ 場 に な っ て い る O

助成基金 と し て は 、 1998年10月 に 発足 し た 「木口 ひ ょ う こ、地域振興財団」 も 大 き な 役割

を 果 た し て い る O 神戸の ア パ レ ル メ ー カ ー 「 ワ ー ル ドJ の創業者で あ る 木 口 衛氏が所有 し

て い た ワ ー ル ド の創業者株 ( 当 時時値約65億円 ) を そ っ く り 基金 と し 、 現金10億円 を つ け

て ス タ ー ト し た助成財団で あ る O 兵庫県 内 の 障害者の 当事者や支援す る 市民活動 を 対象 に 、

株 の 配当 金 を 原 資 に し て 年 間 約4 ， 000万 円 を 配分助成 し 、 6 年 間 で320件、 約 2 億4 ， 400万

円 を 助成 し て き た 。 こ の ほ か特別 の プ ロ ジ ェ ク ト に 対 し て 年 間300万 円 を 継続助成す る 特

別助成 な ど に よ っ て 、 被災地 を 中心 に新 し い 市民活動 の 中 間 支援組織 を 生 み 出 し た り 、 市

民か ら 提言 さ れ た 政策実現 の 後押 し 役 を 果 た し て い る 。
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「被災地責任」 と し て の 災害救援活動

四 つ 目 は 、 災害救援 を 「被災地責任」 の 重 要 な 役割 の ーっ と し て位量づけ 、 国 内 と 海外

の 災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り あ げて き た こ と で あ る O

2004年の新潟 中 越地震や相次 ぐ豪雨災害 な ど、 今で は 国 内 で災害があ れ ば即 日 に も 災害

ボ ラ ン テ ィ ア が被災地 に 駆 け つ け 、 救援 ・ 復旧活動 に 参加す る こ と は定着 し て き た 。 阪神 ・

淡路大震災 を は じ め 、 各地の災害経験の ノ ウ ハ ウ を 被災地 に提供 し 、 新 た な 知 恵 を 生 み 出

し て い る O 支設 を 受 け た被災地 は 、 そ の 後の災害で は 「 お 返 し」 と し て支援 に 出 か け 、 「 こ

う し た 救援の 連鎖 に よ っ て 災害救援の 文化が形成 さ れ て き た J (村井雅清 ・ 被災地 NGO

協働 セ ン タ 一代表) と い う O

同 セ ン タ ー は 「震災がつ な ぐ全国 ネ ッ ト ワ ー ク J (震つ な ) の事務局 を 引 き 受 け て お り 、

西宮市 に 拠 点 を 量い た 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク (NVNAD、 そ の後神戸市

中 央 区 の HAT 神 戸 に 移転) は 「全国災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク J (J-NET) の 事務局 を 担 当 し

て い る O 被災地 の 活動 を 広域的 に 支 え る 2 つ の ネ ッ ト ワ ー ク が と も に 、 阪 神 ・ 淡路大震災

を 起点 に生 ま れ、 支 え ら れて い る O

ま た 、 震災直後か ら 海外の 自 然災害 に 対 す る 救援 ・ 支援活動 に 取 り 組 ん で き た被災地

NGO 協働 セ ン タ ー は 、 被災地 の 中 間支援組織や YMCA、 コ ー プ こ う べ、 人 と 防災未来セ

ン タ ー な ど に も 呼びか け て l 年 間 の準情期 間 を 経 て 「海外災害援助 市民セ ン タ ー J (CODE) 

を 立 ち 上 げた (2002年 l 月 ) 。 海外への災害救援活動 は20 カ 国 ・ 地域、 延べ30 回 を 超 え る が、

災害が起 き る ご と に 救援委員 会 を 立 ち 上 げ て い た 体制 を 常設組織 に し 、 災害発生後す ぐ に

対応で き る 態勢 と 継続的 な復興支援、 人材の育成 な ど に取 り 組む た め の常設機関 と し た 。

「災害救援の 丈イし に つ い て 、 村井氏 は 「 た っ た 一人 を 大切 に」 と 次の よ う に 書 い て い る 。

災害の と き 、 人 び と は 「何か お 手伝い で き な い かJ r 匿 っ て い る 人がい る な ら 、 1pJか

お 役 に 立 て な い か」 と ボ ラ ン タ リ ー に動 き は じ め る O こ の行動の底 に あ る の は 「命 は 大

切 だ」 と い う 思 い で あ る O 恐怖 と 不安 に お びや か さ れて い る 人 び と に 、 だ れ も が 「支 え

あ い」 や 「思 い や り 」 の気持 ち で寄 り 添 う こ と がで き る O そ こ に生 ま れ る 「協{動性」 を

構成す る 要素 は 、 集 団 で は な く ま ず一 人 ひ と り だ。 だれ も が 「最後の一人 ま で も が助 か つ

て ほ し い」 と 願 い 、 見 守 る の は 「 た っ た 一人の命 も か け が え の な い命 だ 。 な く す る わ け

に は い か な いJ と い う 思い が無意識の う ち に 共有で き て い る か ら で あ ろ う O

「災害救援」 と い う ボ ラ ン タ リ ー な 活動か ら 、 一人の命 も 必ず救 う た め の 「安心 ・ 安

全 な 社会づ く り 」 へ と つ な がる 道筋 の 中 に 、 大切 な 文化が芽生 え て く る O 国際社会 に お

い て は 「 国 家 の 安全保障」 か ら 「 人 間 の 安全保障」 へ と 議論が進 ん で、 い る 。 ( ，阪神 ・ 淡路

大震災lOi!三一市民社会への発信J 158p、 20051f.l 月 )

CODE は発足に あ た っ て 、 同 時 に ス タ ー ト し よ う と し て い た 「人 と 防災未来セ ン タ ー J ( 人

防) と 連携 し 、 海外災害救援 ・ 支援 で行政組織 と NGO と の協働組織 を つ く り だ そ う と し
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た が、 う ま く い か な か っ た 。 CODE は 初 期 の 救援活動 よ り も 、 阪神 ・ 淡路大震災の復興

経験 を 生 か し て 長期 的 に 息の 長 い 支援活動 を 続 け る こ と を め ざ し て い る 。 JICA や 国連組

織 と は連携の道が開 か れて い る が、 同 じ 阪神 ・ 淡路大震災での体験 に根 ざ し た 兵庫 県 の 組

織 と の連携 を どの よ う に 深め て い く かが、 大 き な 課題 に な っ て い る O

多藤な ネ ッ ト ワ ー ク の形成

五つ 目 に は 、 分野が異 な り 、 ス タ ン ス が微妙 に 違 う 市民団体問士が、 被災地で は 瓦い に

連携 を 模索 し 、 多様な ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り 上 げて 、 具体的 な 活動 に取 り 組ん で き た こ と

で あ る O 神戸の よ う な 大都市で、 こ う し た広 範 な 連携 と ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り 上げて い る

地域は あ ま り 見 当 た ら な し ミ 。

先 に ふ れた よ う に 震災発災時 に 、 当 時 は 牧 師 で NGO の PHD 協会総主事 だ っ た 草地賢

a氏 (2001年死去) が呼びか け て 阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議が立 ち と げ ら れ 、 2

月 初 め の 第 1 回 連絡会議 に は68団体か ら 1 10人が出 席 し 、 混乱期の 中 で被災地救援 に集 ま っ

た 市民団体の調整機関 と し て機能 し た 。 そ の 後 も 「市民 と NGO の lI�jJÃJJ 国 際 フ ォ ー ラ

ム 」 実行委員 会 な ど を 通 じ て多彩 な 市民団体 と 既存の コ ー プ こ う べや華僑総会 な どの在 日

外国人組織、 YMCA な どの NGO も 包含 し た連携が10年間続い て き た。 生活再建への公的

支援 を 求め る 連動 で も 、 ス タ ン ス の違い は あ る が、 そ れぞれ に被災者への公的支援制度 を

求め る 思い を 独 自 の立場か ら 追求 し 、 水面下 で は 意見や行動の調整作業 に かか わ る グ ル ー

プ も 存在 し た 。 そ のす そ 野 は 市民団体だけ で は な く 、 行政や議員 、 出連機 関 や外国人団体

と の連携 に も 及 ん で い た 。

初期 の段階で は 'GONGO の 会」 と 呼ばれた外国人救援 ネ ッ ト と 行政 の 連携の場 も 機能

し て い た 。 GONGO と は GO&NGO の こ と だ、 っ た 。 震災の 年 に 立 ち 上 げ ら れた 兵庸県の 「被

災者復興支援会議」 は2005年 3 月 ま で継続 し た が、 行政 と 被災者 と の 聞 に 立 っ て 、 被災者 ・

市民や市民活動 団体 と 行 政 の 連携 を 図 り 、 市 民 の 目 線 で の 政策提言 を お こ な っ て い く ユ

ニ ー ク な 第三者機関 と し て 評価 さ れた 。 一 時 は メ ン バ ー の 半 数 を NGO ・ NPO な どの市民

活動出体サ イ ド の顔ぶれが 占 め る こ と も あ っ た 。

震災復興の “踊 り 場" で も あ っ た 1998、 1999年 ごろ に 、 ス タ ン ス の巽 な る 市民活動 団体

の結集 を 囲 っ た ，AID の 会J の 活動 も あ っ た 。

こ う し た 風土の 中 で2001年 2 月 に は 「 ひ ょ う ご、市民活動協議会J (HYOGON) も 発足 し

た 。 兵庫県 内 の市民活動 団体の連合体を め ざ し た も の だが、 団体加盟の こ う し た連合組織

は 市民活動団体の よ う に ミ ッ シ ョ ン を 大事 に す る 組織は横断的 な 組 織づ く り が苦手で、 メ

ン バ ー を 拡 大す る こ と に 難航 し て い る ほ か、 意忠決定機関 と し て機能 さ せ る の に は ま だ ま

だ難 し い面があ る 。 行政は市民団体 と の連携の 窓口 と し て 、 こ の よ う な 罰体加盟の代表機

能 を も っ た組織 を 求め がち だが、 独 自 牲 を 大事 に す る 市民活動 の 組織的 な代表窓口 の設定

は難儀で あ る O
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こ れ に 対 し て 、 団体の組織で は な く 、 な 市民団体の リ ー ダー ら を 中 心 に 個 人 の 資格

で緩やか な ネ ッ ト ワ ー ク を 組み 、 特定の 目 的 に 力 を 合わ せ て い く ネ ッ ト ワ ー ク 組織 は 、 い

く つ か の 成果 を 上 げて き た 。 そ の典型例 は 「震災復興市民検証研究会」 で あ る O 同 じ よ う

な 名称 の研究会が震災 5 年 と 10年 を 前 に し た段階で 2 回 に わ た っ て立 ち 上 げ ら れた 。 い ず

れ も 兵庫県や神戸市が大々 的 に毎興検証作業 を お こ な っ た の に対 し 、 市民の 目 線で復 興 を

検証 し 、 市民の課題 を 提示 し よ う と 取 り 組ん だ。 成果は2001 年 の 「 市民社会 を つ く る

後 KOBE 発ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 と 2005年の 「板神 ・ 淡路大震災10年 一市民社会への発信」

と し て 出版 さ れ、 そ れぞ、れ新 し い市民社会へ向 け て の ア ク シ ョ ン プ ラ ン を 提起 し て い る O

グ ル ー プ は 出 版 を 終 え る と 研究会 を 解散 し 、 ア ク シ ョ ン プ ラ ン の実現 を 図 る た め に継続

的 に 活動す る 「市民社会推進機構J (CAS:Civic Action Syndicate ) を 発足 さ せ、 連携 と 共

同行動 の足がか り に し よ う と し て い る O 震災10年の 関連事業の 中 で 、 神戸大学や関西学院

大学 な ど地元の大学人 と 市民活動 団体が連携す る 「連携市民大学構想、」 も 芽 を 出 し 、 共通

の ひ ろ ば を つ く っ た り 、 具体的 な プロ ジ ェ ク ト で協働す る 動 き も 生 ま れて い る O

5 . ポ ス ト 10年、 被災地甫民活動の課題
こ こ で取 り 上 げ た の は 、 被災地の市民活動10年の 中 で も 先駆的 な 活動 を 概観 し た も の で

あ る O ひ と 口 に市民活動 と い っ て も 、 そ の 実体は多様で、 な だ ら か な富 士 山 の す そ 野 の ご

と く 、 被災地 に は多様な 活動 が地域 に 混在 し て拡大 し て い る 。 し か し 、 新 し い市民社会の

う ね り を つ く っ て い く の は 、 時代の 先 を 読 ん だ先駆的 な 活動 と そ れ に か か わ る 人 々 で あ る O

日 本社会の 大 き な 転換がは じ ま っ て か ら す で に 15年。 次の “ ポ ス ト 10年" の ス テ ー ジで は 、

こ う し た動 き に 呼J，与す る 行 政や企業、 そ の他の公益的 な セ ク タ ー の 人 々 と 市民活動 と の先

駆的 な 協働行動が、 地域で、 政治や行政の場で、 さ ま ざま な 事業の場では じ ま る だ ろ う O

最後に 、 震災10年後の こ れか ら の被災地市民活動の 課題 を 4 点 に わ た っ て 触 れ て お き た

し ミ O

( 1 ) r減災」 の文化 を地域社会の中 で取 り 組む

震災後、 非常時への対応 は 普段の 日 常生活の 中 で の 取 り 組みが左右す る と い う こ と が繰

り 返 し語 ら れて き た 。 災害救援 に か か わ る ボ ラ ン テ イ ア は地域の 自 治会 な ど と の連携 を 強

め て 災害の予 防 と 減災 に役立 つ活動 を模索 し は じ め て い る o r-m-民防災の ま ち づ く り J と

い っ て も 、 避難訓 練 に と ど ま ら ず、 地域の 中 に潜 ん で い る 危険 に 目 配 り し 、 危 険 を 予 防 し 、

被害 を 減 ら し て い く た め の 活動 を 地域住民 向 ら が取 り 組ん でい く こ と が肝要で あ る O

次の大 き な 災害が、 自 の前 に 追 っ て い る と い う O 今後30年 間 に発生す る 確率が40% 、 50 %

と い わ れ る 南海、 東南海地震 に こ の 地域が再び襲 わ れ た 際 に 、 そ う し た備 え がで き て い な

か っ た ら 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 は 無 に 帰す こ と に な る O 一 向 に 進 ま な い住宅の耐震補
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強 も 含め て 、 訪災教育 を 通 じ て市民主体の 防災計画づ く り を 地域社会の 中 ですす め る 市民

活動 を め ざ し て い き た い。

( 2 )  や わ ら かい “重層構造" の ネ ッ ト ワ ー ク を す すめ よ う

被災地の 市民団体は 、 後輿の そ れぞれの ス テ ー ジ に対正、 し な が ら 大都市 に は珍 し く 多様

な ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 し て き た。 市民活動 の 質 を 高 め て い く た め に も 、 今後は ま す ま す時

代 の 要請 に対応 し た ネ ッ ト ワ ー ク の進化が求め ら れ る O

市民活動 は そ れぞれ岡有の ミ ッ シ ョ ン に も と づい て 、 だ れ に も 制約 さ れず に 自 ら の責任

で お こ な っ て い く こ と か ら 、 飽の グ ル ー プ と の連携 に消極的 で、 共同行動 に弱 い と い わ れ

て い る O し か し 、 市民活動が社会の ア ウ ト サ イ ダ ー 的 な存在で、 そ の 力 が小 さ い時代 は そ

れで も よ か っ た が、 社会の仕組み を 支 え る 重要 な セ ク タ ー と し て成長 し 大 き な役割 を 果 た

す時代 に入 る と 、 一定の社会的責任 を 果 た す こ と や 活動 の 継続性 を 求め ら れる O そ の た め

に は 、 活動構成長 の エ ン パ ワ ー メ ン ト や活動基盤の強化、 行政な ど他の セ ク タ ー と の 関係

を 明確 に し て い く こ と も 必要 に な っ て く る O 個 々 の 団体がぱ ら ぱ ら に 活動 し て い る 状態 か

ら 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 し社会的 な 役割 を 果た し て い く 時代 に 入 る O

市民活動 団体の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 従来の労働 団体や業界団体、 地縁組織 な どの連合体の

よ う な 「 国 い ピ ラ ミ ッ ド型」 の組織で は な く 、 横 に つ な がる 柔 ら かい 「柔構造の連携」 が

ふ さ わ し い 。 し か も テ ー マ や機能、 地域な ど 目 的 に応 じ た:重層 的 な 、 幾重 に も 重 な る 多様

な ネ ッ ト ワ ー ク が共存 し て い く こ と に な る O 分野別、 地域別、 目 的別 に さ ま ざま な ネ ッ ト

ワ ー ク が臨機応変 に 組織 さ れ る と と も に 、 イ自の セ ク タ ー と の協議の 窓 口 に な れ る 総合的 な

ネ ッ ト ワ ー ク も 必要 だ ろ う O

柔構造の ネ ッ ト ワ ー ク は 、 構成員 を し ば り つ け る 要素が少 な く 、 そ れぞれの主体性 を

重 し な が ら 連携 を 求め て い く こ と がで き る O 数々 の NGO ・ NPO の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に

取 り 組ん で き た 被 災 地 NGO 協働 セ ン タ 一代表の村井雅清 さ ん は 「 ば ら ば ら で一緒」 と い

う 言葉 を よ く 使 っ て き た 。 互 い に違い を 認め 合 い 、 尊重 し あ う と こ ろ か ら 新 し い 世界がは

じ ま る と い う 意味 で あ る O かつ て の “ タ テ 型社会" か ら “ ヨ コ 型社会" への転換を 意識す

る こ と か ら 、 新 し い ネ ッ ト ワ ー ク が構築 さ れ る だ ろ う O

( 3 )  政策 シ ン ク タ ン ク と 地域ガパナ ン ス (協治) へ の か か わ り

「行政主導」 の社会か ら 「市民主導」 の社会への転換は 、 政策形成過程 と 執行、 評価の

過程 に 大 き な 変化 を も た ら す。 日 本社会で は こ れ ま で、 霞 ヶ 関 ( 中 央官庁) が最大の シ ン

ク タ ン ク と い わ れて き た 。 地方で も 、 都道府持やm町村行政が政策立案の主体で あ り 、 そ

の補助や作業 を 下請 けす る 形で 民 間 の シ ン ク タ ン ク が役割 を 果 た し て き た 。 い ま 、 官主導

の仕組みが大 き く 転換 を 迫 ら れ、 市民主体の行政へ大 き く 転換 し よ う と す る 中 で 、 政策形

成 の プ ロ セ ス も 大 き く 変化 し よ う と し て い る O

第 トー辛子e 市民活動 245 



日 本の シ ン ク タ ン ク も 官公庁の外郭団体や金融機関 の調査部 門 が主体だ っ た が、 欧米並

み に独立 し た 民 間 の シ ン ク タ ン ク や NPO ・ NGO な ど市民 セ ク タ ー の シ ン ク タ ン ク が こ れ

か ら 力 を 持つ 時代へ移行 し て い く 。 す で にNPO系の シ ン ク タ ン ク がい く つ も 活動 を は じ め

て お り 、 地域社会で も コ ミ ュ ニ テ ィ ー シ ン ク タ ン ク を め ざす動 き が胎動 し て い る O

分権時代 に 入 る と 、 も っ と 明確 に な る O 市町村 レ ベ ル で は 自 治体 自 体の 政策立案能力 が

弱 く 、 こ れ ま で は 都道府県や 中 央官庁 に お伺 い を 立 て た り 、 中 央政府が立案 し た 政策 メ

ニ ュ ー に し た がっ て事務事業 を お こ な っ て い れ ばす ん だが、 分権時代 に は 自 ら の 政策立案

能力 が問 わ れ る 。 そ の 際、 こ れ ま で は 中央の シ ン ク タ ン ク な ど に頼 っ て い た か ら 、 地域独

自 の政策 を 生 み 出せず “ 金太郎 ア メ " の よ う な 政策が全国津々 浦 々 を 席 巻す る こ と に な っ

て い た 。

こ れか ら の 地域政策 は 、 地 域 に 根づい た 自 立 し た シ ン ク タ ン ク が地域 に ふ さ わ し い 政策

を 地域の生民や行政 と 4緒 に っ く り あ げて い く こ と に な る O ま だ今の時点 で は 、 市民活動

団体の政策提言能力 は 十分で は な い が、 こ れか ら は そ う し た機能 を 拡充 し て 、 能力 を 高め

て い く こ と が求め ら れ る O す で に 一 部 で は 、 行政や企業セ ク タ ー な どか ら の 人材移転がは

じ ま っ て い る が、 ポ ス ト 震災10年で は加速 し て い く こ と に な る だ ろ う O

そ の こ と に よ っ て 、 地域の新 し い 「協治 の仕組み」 が動 き は じ め る O 分権時代 に は行政

主導の 「統治 の 仕組み」 か ら 、 “ 地域 ガパ ナ ン ス " を め ざす 「協治 の仕組み 」 への移行が

す す む 。 市民活動が政策 シ ン ク タ ン ク の重要性 を 意識 し 、 地域政策づ く り の 主体 を め ざす

こ と に よ っ て 、 新 し い市民社会への扉が開 く こ と に な る O

( 4 )  自 治体 と の協鋤関保 を す す め る

震災後、 被災地 で は 兵庫県がい ち 早 く 「市民主体の ま ち づ く り 」 や 「参爾 ・ 協働」 を 掲

げて 、 多様な施策 を 打 ち 出 し た 。 従来の総合計画 ( マ ス タ ー プ ラ ン ) の作成 を や め て 、 大

がか り な住民参加方式 に よ る 「 ビ ジ ョ ン づ く り 」 に 叡 り 組ん だ の も 、 そ う し た 一環だ っ た 。

だが、 時 間 が経つ に つ れて 「参画」 や 「協働」 に つ い て 、 市民活動団体 と の き し み も 目

立 っ て き た。 も ち ろ ん行政 も 市民 も 初 め て真 正面か ら 取 り 組 む 課題 で あ り 、 “ き し み" は

避 け て通 れ な い プ ロ セ ス で あ る か も し れ な い。 両者がこ れか ら 時 間 を か け具体的 な 政策 の

現場で 、 時 に は 緊張感 を も っ て 、 時 に は協調 し て 、 よ り あ わせ て い か ね ば な ら な い課題で

も あ る O

そ の際 の 課題の一つ は 、 参両 と 協働 の シ ス テ ム づ く り へ市民の慨が積極的 に かか わ り 、

仕組み 自 体 を 協働 で 生 み 出 し て い く こ と で あ ろ う O 行政の側 も 、 仕組みづ く り か ら 協働で

つ く っ て い く と い う ス タ ン ス が重要で、 あ る O 武庫川 ダ ム 計画 を 白 紙の状態 か ら 住民参加で

議論す る た め に 、 兵庫県知事の諮問機 関 で あ る 武庫 川流域委員 会 を発足 さ せ る の に 3 年余

を か け て住民参加で議論 し て き た画期 的 な 試み な ど は 、 先行事例 と し て役立 っ た、 ろ う O

二つ 目 は 、 市民活動 団体が行政や企業 セ ク タ ー な ど と の 交渉能力 を 高 め る た め に 、 交渉
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主体 と な れ る 組織 を 生 み 出 す こ と で あ る 。 先 に 、 市民活動匝体は ピ ラ ミ ッ ド型組織 に な じ

ま ず、 代表す る 窓 口 を つ く り に く い と 指摘 し た が、 そ う し た市民団体の性格 を 認 め た う え

で 、 な お か つ 、 市民セ ク タ ー の 意思決定 シ ス テ ム を つ く る こ と が必要で、 あ る O 市民セ ク タ ー

の 力 が増 し て く れば く る ほ ど、 そ う し た組織的 な対応力 が求 め ら れ る O

イ ギ リ ス で は 、 NPOの地域評議会的 な 組織が幾重 に も 構成 さ れて 、 中 央政府や 自 治体 と

の 開 に 「 コ ン パ ク ト 」 と い う 一種の契約 を 結ぶ よ う に な っ て い る O 「契約」 を 結ぶ に は 、

契約当事者 と し て の代表性 と 意思決定の シ ス テ ム が備 わ っ て い な け れ ば な ら な い 。 2002年

に 発足 し た HYOGON ( ひ ょ う ご 市民活動協議会) は 、 将来的 に は そ う し た 機 能 も 意識 し

て つ く ら れた が、 ま だ行政 と の 交渉主体 と し て 地域 を代表す る 機能や意思決定 シ ス テ ム は

っ て い な い 。

三つ 日 は 、 市民活動へ の 人材 と 資金の還流 シ ス テ ム の整備であ る O 市民活動 を 支 え る ヒ

ト 、 カ ネ 、 情報 と 活動 の場 (拠点) の整備の う ち 、 人材 と 資金の還流は と り わ け 自 治体行

政 と の 関 わ り が大 き い。 人材 に つ い て は 、 分権改革 と 行財政改革の 中 で 、 自 治体の事務事

業の見直 し が進 ん で事務事業の 縮小 ・ 廃止や民需移転、 委託が促進 さ れ る O 今後は急速 に

自 治体組織の ス リ ム 化が進 む 中 で、 人材の市民セ ク タ ー への “水平移動" が進 ん で い く と

忠 わ れ る O あ わせて公的資金 (税金) も 、 新 し い公共 を 担 う 市民セ ク タ ー へ還流 し て い く

の は必至であ る O

こ う し た 人材 と 資金の市民セ ク タ ー への 還流 を どの よ う に ス ム ー ズ に進 め て い く か、 そ

の た め の 条件整備 を 両者 の 問 で協議 し て取 り 組 ん で い く こ と が重要で あ ろ う 。

ま た 、 市民 と 自 治体の協働 に 関 し て は 、 被災地で は こ の10年 間 に 、 い く つ も の先駆的 な

試みが行 わ れ て き た。 兵庫県が震災後い ち 早 く 設呈 し た 「被災者復興支援会議」 と い う ユ

ニ ー ク な 第三 者機 関 も 、 そ の ひ と つ で あ る O 被災者 と 行政の 聞 に立 っ て 、 自 立 し た 10数人

の メ ン バ ー が緊急的 な 政策提言 を し な が ら ア ド ボ カ シ ー の役割 も 果た し て い く 活動 は 、 三

次 に わ た っ て 10年 時継続 し 2005年 3 月 末 に解散 し た が、 支援会議 の 果 た し た 機能 を 平常時

の体制 に ど う 引 き 継い で い く か も 大 き な 課題で あ る O

同 じ く 2005年 3 月 末で解散 し た 「生活復興県 民 ネ ッ ト 」 も 、 復興の様相が時 間 の経過 と

と も に 変化す る に つ れて役割 と 事業 を 進化 さ せ て き た 。 機能の 一 部 は 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ

リ ー プ ラ ザJ (HVP) に 5 1 き 継がれ る が、 多彩 な 地域づ く り 活動 を 展 開 す る 市民活動 団体

を資金面で支援 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げて き た 。 そ う し た ソ フ ト 面の 蓄積 を ど う 継本 し 、

し て い く か も 大 き な 課題で あ る 。
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め

被災市荷地での事業所が増 え る 傾 向 に あ る と い う O 例 え ば神戸市内の老人福祉事業 な ど

を 含め た 「サ ー ビ ス 業」 が こ こ 5 年で8 . 4%、 不動産業が7 . 2% 増 え た 。 し か し こ う し た 数

字で ' V 字 回復の き ざ し」 と い え る か ど う か。 被災市町住民の 「暮 ら し ぶ り J を う かが う

各種の ア ン ケ ー ト 調査や経済指標で は 「震災 に 、 不況が追 い打 ち 」 と す る 向 き が多 い 。

井戸敏三兵庫県知事は2003年度県予算案 を 「再性予算」 と 名付 け た 。 税収減が厳 し く 、

人件費 の抑制 、 基金の取 り 崩 し な どでや り く り し 、 耐 え て 県民生活の安定 を |到 る た め の事

業 を 精査 し推進す る 、 と し た 。 震 災復興事業 は順調 に推移 し 、 被災10市10町 の 人 口 は震災

前 に戻 っ た 。 震災10年 ま であ と わ ずか。 2002年 に発表 し た 「最終 3 ヵ 年推 進 プ ロ グ ラ ム J

に 沿っ て ラ ス ト ス パ ー ト を か け、 「創造的復興 を 遂 げ た い 。 そ の た め に 、 地 域 の 課題 に つ

い て 自 ら の 力 で解決す る と い う 気概で」 と 強調 し た 。 個 の 「 自 助J か ら 住民の 「 ま ち づ く

り 」 への広が り O 謀、 市町や各団体、 企業 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 機能 さ せ た 「成熟 し た コ ミ ュ

ニ テ イ 」 こ そ創造的復興 と い う こ と だ ろ う 。

そ し て 「 ポ ス ト 10年」 へO 県 は 2003年 8 月 、 復興10年委員 会 を 設置 し 、 ， 1 ・ 17 は 忘 れ

な い」 を テ ー マ に 、 健康福祉、 社会 ・ 文化、 教育、 産業、 雇用 、 観光、 防 災 な ど各部会で

復興の成果や課題 を 検証。 提言 を ま と め 「創造的復興 フ ォ ー ラ ム J な どで 国 内外 に発信す

る O 神戸市 も 復興 ・ 活性化推進懇話会で 「 こ れか ら の神戸づ く り 」 の 基本姿勢 を提言す る

検討作業 を 始 め た 。

国 の動 き で は 、 「層住安定支援制定」 を 盛 り 込ん だ 「被災者保活再建支援法改正案」 が2004

3 月 31 日 、 参議院本会議で可決、 通過 し た。 地震や風水害で全、 半壊 し た 世帯 に解体撤

去費 な ど を 支給す る 制度が新年度 か ら ス タ ー ト す る O 念願の 「住宅本体の建築費J は 支給

対象外 に な っ た が、 「施行後 4 年 を め ど に 制度 を 見宜す」 と の付帯決議 で 、 将来 に 含み を

も たせ た 。 県 は独 自 の 「共済制度」 を 軸 に 検討 を 始 め 、 「 自 助 ・ 公助 の 県民運動」 と し て

幅広 く 展 開 す る 方針 を 示 し た 。
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第一鮪 「番号議 」 仕上 げへ

1 .  2臨時年産主 「県再生予算」
県 は 「県民生活の安定J r未来への期待J r新 し い ふ る さ と づ く り J r参画 と 協 同 の 推進」

を 4 本柱 に す え 、 2003年震予算 案 を 発表 し た 。 総額 3 兆4 ， 130億 円 。 税収が連続 し て 落 ち

込み、 人件費 の抑制や事務事業の撤底見直 し 、 基金の取 り 崩 し な ど苦心の編成 と な っ た 。

井戸知事の い う 「再生」 と は 、 不況 に よ る 停滞感が漂 う 中 、 第一 に 県民生活の安定 を 図

り 、 一方で未来への種を ま く こ と を 意味 し て い る 。 例 え ば商工 ・ 労働団体や民 間 の 職業能

力 開発機関 な ど と 協議会 を つ く り 、 人材情報、 能力 開 発 プロ ジ ェ ク ト を 提供す る 「兵産 し

ご と カ レ ッ ジ」 や学生の就職支援策、 「子 ど も の 冒 険 ひ ろ ば」 の 拡 充 な ど は 、 当 面対応す

べ き 「安定」 と 「未来への期待」 が組み込 ま れて い る O

や り く り の末 に 、 編 み 出 し た震災復興 に つ い て 「残 さ れた課題の解決に 向 け た ラ ス ト ス

パ ー ト 」 と し 、 積み残 し た 「高齢者の 支援強化」 な ど を 重点施策 と し た 。 県独 自 の 「住宅

再建支援制度」 は大詰 め を 迎 え 、 研究 を 重 ね て 震災の教訓 を 全 国 に 発信 し 、 成 果 を 上 げ る

年 と 位置付 け た 。 震災関連予算 は 全会計で 1 ， 678億 円 。 人 と 訪災未来 セ ン タ ー 2 期施設の

完成で、 2002年度当初予算 に 比べ13 . 2% 減。

高齢化率が 4 割 を 超 え る 復興公営住宅 で は 、 生活援助員 (LSA) 、 高齢世帯生活援助員

(SCS) が見守 り 活動 を 行 っ て い る が、 夜 間 に体調 の悪化や精神 的 な 不 安 を 訴 え る ケ ー ス

が増 え て お り 、 対応が課題 と な っ て い た 。 こ の た め 、 気軽 に相談で き る 「安心 ほ っ と ダ イ

ヤ ル」 を 、 平 日 午後 6 � 12持 と 休 日 午前 9 �午後12時 に 開設。 フ リ ー ダ イ ヤ ル (通話料無

料) と し 、 特別養護老人 ホ ー ム の職員 や LSA な どが応対。 各市 区 町 ご と 計10 ヵ 所 に 設置

す る 。 住居舗 え付 け型 の 緊急通報装置が設置 さ れて い な い 世帯 に は 、 j当 初著 な どに 通 じ る

ベ ン ダ ン ト 型の装置 を 配布す る 。

「 ま ち の に ぎわい」 支譲

ま ち の に ぎ わ い再生 も 重点施策 と し た 。 震災で生 じ た空 き 地や商f占街の 空 き }吉舗 は 、 不

況 に 陥 っ た 「象徴」 に 映 り 、 対策が急がれ て い た 。 空 き 地で イ ベ ン ト を 開 く 団体に対 し 実

施 し て い る 助成 (最高150万 円 ) は 、 こ れ ま で 「毎月 l 回 以上 6 ヵ 月 以上継続」 と い う 条

件 を r 3 ヵ 月 以上継続」 に緩和。

保育所や 空 き 届舗 を 活用 し 親子が集 う 「 ま ち の子育て ひ ろ ばJ r子 ど も の 冒 険 ひ ろ ばJ r若

者 ゅ う ゅ う 広場」 を 拡充。 児童や 中学、 高校生 ら が立 ち 寄 れ る フ リ ー ス ペ ー ス な ど を 新設

す る 。 地域 ぐ る み で の 青少年育成 を 図 る と い う 「元気な ま ち 」 の復活作戦。 市街地再開発

事業の ピ ル に 入居す る 商業者へ の 家賃補助、 土地区画整理事業地区 内 で住宅 を 建設 ・ 購入

す る 人への利子補給制度 も 対象者 を 拡大。
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(表 1 ) 兵庫県2003年度当初予算案

2 �151 ， 020億2 ， 800JJ円 0 ， 2% 
( 1 ， 221億7 ， 000万円) (A1L7%) 

1 �lSl ， 420億5 ， 800万円 10 ， 0% 
(3 10億8 ， 900万円) (A24 ， 2% )  
1 ， 6881:意8 ， 300万円 A 1， 1 %  
( 142傍:3 ， 700万円) (A 5 ， 8% )  

3 兆4 ， 129億6 ， 900万円 3 ， 2% 
(1 ， 677億9 ， 600万円) (A13 ， 2% )  

(注) 下段の カ ッ コ 内 は震災関連。 増減率Aはマ イ ナ ス

(表 2 ) 

ι民庫県予算案m1轍11三二1

254 第 A 章 <<Þ /ì.ì舌

撰関生活のまま窓確保!こ最重点

中小企業向け融資枠の拡大

量銅III='J:IIIII闘窓覇

雇用創出 目 僚の引 き ヒげ

-1Pj'[指摘窟軍1P..iI:111111既・

「 ま ち の子育て ひ ろ ば、」

「子 ど も の 冒 険:ひ ろ ば」

「表者ゅ う ゅ う (友 ・ 遊) 広場」

む
E:llllm脚i縮問団

盤盟覇譲事
髄霊童聾

「夜間 ・ 休 日 安心 ほ っ と ダイ ヤ ル」 の 開設

睡揃喜lO'IlD抑蹴:�繍謹聾

臨盟聾

医師函.鵬浬冨遺EE沼鑓鶴田臨官長重言語温富翠鴎J:l11踊詔書

思漣'1鴎醐11草書留置置輔踊路軍属醜醐臨話量



2002年12月 に 成 立 し た 「県民の参画 と 協働 の 推進 に 関す る 条例」 に 基づ き 、 地域づ く り

活動 を サ ポ ー ト 。 �PO へ の 資金貸付制度 を 被 災地外 に も 広 げ、 自 治会 や 婦人会な ど地域

団体の活性化事業への助成 を 行 う 。 生 き がい を も っ て過 ごせ る 「ユ ニ バ ー サ ル な ま ち J を

目 指 し 、 障害者 の 自 立支援 を 推進。 企業 な ど民間 の 力 で雇用 と 就業の場 を 活用 す る ほ か、

グ ル ー プ ホ ー ム や小規模作業所 な どへの助成 を 増 やす。 児童虐待防止への 取 り 組み で は 、

親への 介入や指導、 カ ウ ン セ リ ン グ を 強化す る o (注 1)

(表 3 ) 主 な 復興関連施策

施 主主
・ 休 日 「安心ほ っ と ダ イ ヤ ル」

(新) 緊急、通報ベ ン ダ ン ト 配布
(新) 地域見守 り 支援者専門研修会
(新) r ま ち の保健室」 キ ャ ラ パ ン 隊 に よ る 訪問事業

高齢世帯生活援助員 (SCS) に よ る 電話訪問事業
(新) い き い き 仕事塾修 了生開設講座支援卒業

震災復興ボラ ン テ ィ ア活動助成
(新) 地域見守 り フ ォ ー ラ ム 開催
(拡) 市街地再開発商業施設への 入居促進
(拡) 土地区画専務理事業地区内土地利用促進
(鉱) 空 き 地活用パ イ ロ ッ ト 事業
(新) 街fれま3 ・ 小売 り 市場活性化支媛

31J意 993万円
180万円
331万円

1 ， 469万円 ;
379万円

2 億4 ， 000万円
175万円

2 億5 ， 380万円
3 ， 306万円
3 ， 084万円
5 ， 110万円 1

(新) は新説、 (拡) は拡充

「地域ケ

高齢化社 会 を 地域で支 え る 仕組み を 研 究 す る

「 地域ケ ア 開発研究所」 が県立看護大学 (明石

市) に設置 さ れ る 。 震災の経験 を 生 か し 、 災害

時の看護 の あ り 方研究、 情報発信 す る 国際拠点

も 目 指す。 2004年秋の完成 を 予定 し て お り 、 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト 3 階建 て 、 事業費約 7 億5 ， 700

Jj 円 。

研究の主な対象は高齢者 、 タ ー ミ ナ ル (終末期)

ケ ア 、 糖尿病や l却制玉 と い っ た生活慣習病、 子育

て支援。 医療的 な 治療を受け た後の精神的な支え

を含め た看護のあ り 方 を そ れぞれ研究。 成果 を 向

2 .  p �ま ち 」
か ら

治体や ボラ ン テ ィ ア に還元 し、 健康的 な暮 ら しが

で き る 地域社会づ く り に役立て る と い う 。

災害肴護の研究 で は 、 大震災で の被災者への

心の ケ ア や、 各地の地震、 噴火な どの調査経験

を 生 か し 、 災害が起 き た と 同 時 に 機能す る

体制 の モ デル を 構築す る 。 昨年 8 丹 、 中 出 、 韓

国、 タ イ な ど 7 ヵ 国 に 呼 びか け て 、 1 ア ジ ア 災

フ ォ ー ラ ム J を 関俄、

性が認識 さ れた 。 同大は2004年 4 月 、 県立 3 大

学が統合、 「兵庫 県立大学者護学部」 と し

タ ー ト す る 。

神戸市の税収 は 震災前の水準 よ り 500億円 近 く 落 ち 込み 、 震災復興事業 に 伴 う 市債償還

が ピ ー ク を 迎 え 、 借金返済 に 充 て る 公債費が一般会計の 2 割 を 占 め る 1 ， 600億 円 に 達 し た 0

2003年度予算案編成で、 390億 円 に 上 る 対源不足 を 解消す る た め 、 す べ て の 継続事業 を ゼ
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(表 4 ) 
仁:一一

計

神戸市2003年度当初予算案

8 ， 039億1 ， 200万円
(230億7 ， 200万円 )

....3 . 9% 
(....2 1 . 8% )  

1 兆2 ， 229億4 ， 100力 丹 3 ， 0%
(383悠1 ， 500万円) (40 . 0% )

2 兆268億5 ， 300万円 0 . 1% 
(613億8 ， 700万円 ) 1 (7  

(注) 下段の カ ツ コ 内 は震災関迷。 増減率Aはマ イ ナス

(表 5 ) 

鐙 - 輝台市予算案ゐ特徴:Iニミヨ
教書、 経済iこ重点記分
@ 保育所受け入れ枠の拡大

璽盟璽聾
@ 重度障害児ガイ ドヘルプの新設

瞳盟覇璽
@ 中小企業融資制度の拡充

齢制IDll!l1院議溜盤

@ ス ク ー ルザボー タ ー 制度の導入

盟輯盟霊童
@ 地域活動 を支援す る 区長裁量予算

圃屡om臨置隠1:1

- 重度障害者福祉年金 を廃止
・ フ ァ ッ シ ョ ン美術館 を 一部休止
@ がん検診の無料受診年齢を段階的 に引 き 上げ

臨割問-=自郡閣国圃

E011111盟様錦繍臨圃

画製甜rJIIID畠羽田11<司自圃

市民一人当 た り 103万円
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ロ か ら 総点検 し た 。 市単独事業の廃止 ・ 縮小、 人件費 の削減、 さ ら に前年度 に 続 き 借金返

済 の た め の 公債基金か ら 借 り 入 れ る と い う 「禁 じ手」 で補い 、 限 ら れた財源 を 地域主体の

ま ち づ く り 、 子育 て 支援 な ど に重点配分 し た 。

主 な事業の見直 し で は 、 1962年か ら 続け て い る 市単独事業の 重度障害者福祉年金 を 廃止、

保育環境の水準維持 を 目 的 と し た民間探育所 向 け助成金 も 一部 カ ッ ト す る な ど、 重点 に揚

げる 福祉施策の 一 部 に 切 り 込ん だ。 館減で ひ ね り 出 し た45億 円 は特別枠 と し て 177事業 に

再配分 し た 。

市 は 、 「市民の 暮 ら し を 守 る 」 と と も に 、 新 た に 「市民が誇れ る 美 し い ま ち 」 を 施政方

針 の 柱 に 掲 げ、 既存施策 を 含む130 に 上 る 事業 を 展 開 。 震災譲興が仕上げの段階 に 入 り 、 「創

造的復興」 を う た い 、 市民み ん な でかつ て の 美 し い神戸の再生 を ー と い う 狙い 。 市役所 1

号館24階の 「協働 と 参画 の プ ラ ッ ト ホ ー ム 」 に 2 月 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ … ム を 設置 し 、 全庁

的 な 取 り 組み を 始 め た 。

7 月 、 六 甲 ア イ ラ ン ド の住民が 「 ク リ ー ン ア ッ プ。作戦実行委員会」 を 設 け 、 8 月 と 10月

に 22 団体200人が放置 自 転車への警告や ごみ拾 い 、 落書 き 消 し に 取 り 組ん だ。 長 田 区野 田

北部地区 で は 、 9 月 か ら 「美 し い ま ち に 向 け て ワ ー ク シ ョ ッ プ を 重 ね た 。 中 央区で

は 「三宮 ク リ ー ン 作戦」 を 行 い 、 「三宮北部地域の安全 ・ 安心 な ま ち 推進協議会」 が発足。

ボ ラ ン テ ィ ア の 若者 を 中心 に 「 ま ち 美化エ ン ジ ェ ル」 が 5 月 に結成 さ れ、 三 宮 な どで清掃

活動 を 行 い 、 タ バ コ の ぽい 捨 て 禁 止 の 啓発運動 に 乗 り 出 し た。 各 中 、 高校、 養護学校の生

徒 ら が主要11 駅周辺の清掃活動 を 始め た 。

街頭の落書 き を消す子 ど も ら =神戸市東灘区
(神戸新聞社提供)
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施設面 で は 観光案内板 を 4 ヵ 国語で表示。 国 の都市再生緊急整備地域 に 指定 さ れた 「三

宮駅南地域J の 整備 を検討 し 、 長距離パ ス の発着 タ ー ミ ナ ルづ く り を 目 指 し 、 交通セ ン タ ー

ピ ル か ら 南へ空 中 デ ッ キ を 建設。 人が集 う 仕掛けづ く り で は 、 旧居留 地で歩行者天国 を 開

設。 ハ ー パー ラ ン ド か ら HAT 神 戸 の 海沿い に 「神戸 な ぎ さ と み ど り の 回廊」 の ル ー ト 設

置 を 検討 し て い る O

地域の力 を 市政運営 に生かす た め 「市民参画条例」 づ く り を 具体化。 市 民 の 意見 を 基 に 、

市民 フ ォ ー ラ ム や有識者 に よ る 検討会で条例 の 骨格づ く り に 取 り 組 む 。 「市民の声デー タ

ベ ー ス シ ス テ ム J を 構築。 約1 ， 200団体の活動内容 を デー タ ベ ー ス 化。 神戸で暮 ら す約 4

万5 ， 000人の外国人の戸 を 市政運営 に反映 さ せ る た め 、 「外国人市民会議」 を 設立 し た 。 「ハ

ロ ー ス テ ー シ ョ ン KobeJ を 中心 に ホ テ ル な どの情報を 発信す る ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 「お

も て な し ネ ッ ト J を 7 月 に立 ち 上 げ た 。 (注 2 ) 

「一一さ一一:
神戸市長田 氏 の真野地区 ま ち づ く り で、 約30 民 と 話 し合 う 中 で さ ま ざま な 問題 と かかわ ろ う

年 間 専 門家 と し て 支援 し て き た神戸 ・ 地域問題 と す る 研 究者 と し て の志向性」 や 「 日 常的 に行

研究所主宰の宮西悠討 さ ん (59) が 5 月 16 日 、 日 政 デー タ を 駆使 し 地域 を 多面 的 に 解析す る 能

本都市計|属学会の石J I I 賞 を 受賞 し た 。 宵 西 さ ん 力J な どが評価 さ れ た 。

は 「真野の地域社会 を う ら や ま し く 思 い 、 かか

わ っ て き た。 現場か ら 発信 す る こ と に こ だ わ り 、

住民主体 に 取 り 組ん だ。 震災後重要性 を 増す地

域のカ を 丈 化 に 高 め たい」 と 務 び を 語 っ た 。

l可 賞 は 学会設立 に 貢献 し た故 ・ ú-J 1 1 栄耀博士

を 記念 し 、 1959年 に創設。 都市計磁の進歩 ・ 発

展 に貢献 し た個人や盟体 に毎年授与 さ れて い る O

同 地 区 は 1960年代 か ら 公害 に 悩 ま さ れ、 住民参

加で ま ち の将来像 を 描 き 、 主主備 し て き た こ と で

知 ら れて い る 。 受賞理由 で は 「地域 を 歩 き 、 {宝

「暮 ら し の数値J 深刻

宮西'i主主司 さ ん

2003年 4 月 以 降、 暮 ら し に 関 す る 「数値」 が国、 県 、 市でJII�次発表 さ れて い っ た が、 い

ずれ も 深刻 度 を 増 す 「不況」 が顕著 に 出 た 。

[ 予 算 、 3 年ぶ り 減少 } 県内市町の2003年度当 初予算 (普通会計) は 3 年ぶ り に 減少 に

転 じ た 。 歳入で一般財源が前年度比4 . 6 % 減 と な り 、 歳 出 で も 投資的経費 が 8 年連続の減少。

88市町 の 予 算規模 は前年震比1 . 2 % 減で 、 神戸市 な ど13市27町が減少 し た 。 被災10市10町

で は 同1 . 9% 減 の 1 兆6 ， 164億 円 。 (発表2003年 6 月 )
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{ 県税収、 1 5年 で最低] 2002年度の県税収入は企業収益の落 ち 込み、 個 人消費 の低迷で

過去15年 で最低 と な っ た。 前年度比721億円減 (12 . 4 % 減) の 5 ， 119億円 と 2 年連続の マ イ

ナ ス O 県税総額 は ピ ー ク 時 (1991年度) の 77 % と な っ た 。 と り わ け法人関係税 は 16 . 5 % 減

と な り 、 ピ ー ク 時 ( 1989年度) の 4 割程度 に ま で 落 ち 込 ん だ。 ( 開2003年 8 月 )

[52市町が実費赤字] 2002年度決算見込み で は 、 実費単年度収支 で は 、 赤字が前年度 よ

り 9 市町多 い52市町 に な り 、 88市町の総額で も 2 年連続の赤字。 被災市 町 で は 震災 関連経

費が減少 (前年度比1 6 . 3 % 減) し た が、 常金返済 に 当 た る 「公債費」 が上昇 、 初 め て 6 割

を 超 え た 。 公債費 が財政運営 に 及 ぼす影響 を 表 し 、 20% を 超 え る と 原則 と し て新 し い 起積

が制 限 さ れ る 「起債制 限比率」 は 、 神戸市 (24 . 7% ) 、 芦屋市 (22 . 5% ) 、 津名 郡 一 宮 町 (18 . 6% )

が高い 数値。 ( 同2003年10月 )

{神戸市民の所得] 2000年度で神戸 の 1 人当 た り の市民所得が全国平均 よ り 低 く 、 12政

令指定都市で も 下 か ら 3 番 目 に と ど ま っ て い る こ と が分か つ た 。 292万7 ， 000 円 と 前年度比

0 . 2 %増 と な っ た が、 全国平均 よ り 7 万1 ， 000円 も 低か っ た 。 1997年度 ま で は 建設業 を 中心

と し た復興特需 も あ り 、 全国 を 上 回 っ た が、 1998年度か ら 低迷が続い て い る o ( 同2004年

1 月 )

{ 県民所得、 落 ち 込 む } 内 開府発表の2001年度の県民経済計算 に よ る と 、 1 人当 た り の

県民所得 は 全 国 平均で前年度比3 . 6 % 減の297万1 ， 000円 と 2 年ぶ り に 減少 し た。 全国平均

が300万円 を 割 り 込 ん だ の は 1990年度以来日年ぶ り 。兵産県 は265万7 ， 000円 。前年度比5 . 6 %

減で全国28位 に 転落 し た 。 ( 同2004年 2 月 )

[2004年度予算編成] 県 の2004年度 当 初予算案 は 総額 3 兆4 ， 579億円O 厳 し い財政状況

を 踏 ま え 、 10 カ 年 の財政改革推進方策 の後期 5 カ 年分 (2004� 2008年度) を 見直 し た 。 特

別 職 の ボ ー ナ ス カ ッ ト や旅費見直 し 、 192の 事業 を 廃止 し た 。 県税収入減 に や や 歯止 め が

か か っ た も の の 、 国 と 地方税財政の 「三位一体改革J に 伴 い 、 地方交付税 は 517億 円 の 大

幅減。 初 め て企業会計か ら -般会計 に借 り 入れ る な ど異例 の財源対策で一般会計で前年度

並み (0 . 4 % 減) を 確保 し た 。

神戸市 は 、 震災復興関連の借金返済が ピ ー ク を 迎 え 、 不況 に よ る 税収減、 「 三位一体改革」

に 追い 打 ち を か け ら れ、 三重苦の な かで の 予算編成。 収支不足が205億 円 ま で膨 ら ん だ0

2003年末 に 打 ち 出 し た 職 員 3 ， 000人 の 削 減 を 具体化 さ せ、 組織の統廃合 な ど抜本的 な 再構

築 を 図 る 。 ( 向2004年 2 月 )

3 .  I復興基金J ポ ス ト 10年へ対臨
「高齢者見守 り J な ど継続

財 団法人阪神 ・ 淡路大震災復興基金 は 、 基本財産200億 円 と 運用 封 産8 ， 800億円 の計9 ， 000

f意 向 の 規模 で被災者の住宅や生活再建、 産業、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 、 文化活動支援な ど、 延

べ1 13事業 を 展 開 し て き た 。
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(表 6 ) 復興基金の経過

1995年 4 月

96年 7 月

97年 3 月

10月
98年 5 月

2001年 4 月
10月

02年10月
03年 4 月

04年 4 月
05年 3 月 末
06年 3 月 末

〈支給実績〉

財団法人阪神 ・ 淡路大震災復興恭金設立
基金規模6 ， 000億 円 、 28事業でス タ ー ト
民間賃貸住宅の家賃補助 ( ※ 1 ) を 決定
生活復興貸付金の利子補給 ( ※ 2 ) 開始
基金規模 を 9 ， 000億円 に増額
生活再建支援金の創設
生活復興貸付金利子祷給の限度額100万円 を300万円 に引 き 上げ
中高年 自 立支援金の創設
被災者 自 立支援金 ( ※ 3 ) の創設
支給要件緩和 を求めた被災者 自 立支援金訴訟で基金に支払い命令
高齢世帯生活援助員 (scs) を復興伎宅に配霞
被災者 自 立支援金の世帯主要件緩和
復興住宅の夜照 ・ 休 日 電話相談窓 口 を 開設
� き 地 を利用 し た に ぎわいづ く り j舌動に助成
歩道の緑化活動 を 行 う 住民団体に効成
新規 ・ 拡充事業終了
運用終了

※ 1996�2002年度末、 延べ104 ， 996件、 367億4 ， 189万円
※ 2  1997�2002年度末、 延べ248 ， 796件、 46億 1 ， 483万円
※ 3  2005年 2 月 末現在、 約14万7 ， 000没帯、 約 1 ， 415億円

発足当 初 は 、 仮設住宅の 自 治会への支援や宅地防災工事への利子補給 な ど間接的 な 支援

に と ど ま っ て い た 。 そ の後、 個 人 の生活再建支援へか じ を 切 り 、 高齢世帯へ の支援金支給

や民間賃貸住宅の 家賃補助 な ど、 税金で は 手 を 出 し に く い事業 に踏み込ん だ 。

「個人補償 は で き な い」 と す る 国 の壌 に対 し 、 実質的 に 被災者個人への助成 を 可能 に し

た仕組み だ っ た が、 事業展 開 は あ と 2 年で終わ る O 県 は今後 1 年で事業 の 整理や受け皿の

整備 を 進め る が、 残 さ れ た 復興の課題 を 見極 め 、 ポ ス ト 10年 に ど う 対応、 し て い く か を 探 る

作業 と な る O

同基金理事会は2004年 3 月 24 日 、 残 さ れた 課題 と し て 、 高齢者の見守 り 体制 の充実マ復

興都市計画の推進や ま ち の に ぎ わ いづ く り マ 中小企業や商庄街の活性化 ー の 3 点 を 確認。

2004年度 に 56事業 を 行 う こ と を 決 め た 。

ボ ラ ン テ イ ア 活動 の支援や 、 看護部が健康相 談 に 応 じ る 「 ま ち の保健室」 事業 な ど は対

象範囲 を 被災地外 に も 拡大。 一般施策化す る こ と に よ っ て期 限切 れ後 も 取 り 組みが継続で

き る よ う 準備 を 始 め る O 同 会 は 「所期 の 目 的 を 達成 し 、 終了す る 事業 と 、 先駆的 な 取 り 組

み を 今後の成熟社会 を 支 え る 仕組み と し て 定着 、 発展 さ せ る 事業 を 見定め る J と し 、 具体

的 に は 「高齢者の 生活 を 見 守 る 事業 は 継続が必要J と の方向 を 示 し た 。

重点項 目 の 1 つ で あ る 「高齢世帯見 回 り J は福祉現場の経験者 ら SCS102人が、 復興住

宅 な どの高齢者 を 定期訪問 し 、 安否薙認、 生活相談な ど を 行 っ て い る O 神戸市 は SCS を 「見

守 り サ ボ ー タ ー J と 呼び\ う ち 78人 を 配龍。 2004年度末 に 制度麗止 さ れ る 見込み と し て 、

そ の 業 務 を 基本 的 に 民生委員 ら に 移 す 方 針 を 打 ち 出 し た。 県 は SCS の 代 わ り に 既存 の

LSA を 復興住宅 に 派遣で き る よ う 基準緩和 を 閣 に働 き か け て い る O

2006年度以降 も 、 支払い事業が必要 な 事業があ る O 住宅金融公庫 を 利用 し て住宅 を 再建
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す る 被災者や 中小企業への 貸付金 に対す る 利子捕給 な ど24事業。 最終で16年 ま で続 く 見込

み 。 こ う し た事務 に つ い て県 は 「現行の法人 (基金) で引 き 続 き 行 う の か、 解散 し た場合

は 受 け 盟 を ど う す る の か、 検討す る 」 と し て い る O

小西康生神戸大教授 (社会会計) の 話 基金の事業 は①今後一般事業 に 転換す る O ②震

災の教書11 を 生 か し 新 し い社会 シ ス テ ム と し て つ く っ て行 く O ③非常時 に 限 る も の と し て や

め る な ど精査 を し て い く 必要があ る O 精査の プ ロ セ ス を オ ー プ ン に し 、 多 く の 人の 意見

を 聞 い て ほ し い 。

加藤恵正神戸商大教授 (都市政策) の 話 基金は 非常 に う ま く 機能 し た 。 社会的 な コ ン

セ ン サ ス が得 ら れ た 基金の事業 を 一般施策化 し て い く こ と が重要。 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ

ス を 応援す る 事業 は 、 一般施策化 さ れ成功 し た ケ ー ス 。 今後、 基金の社会経済効果、 波及

効果 も 検証すべ き で は な い か。 (注 3 ) 

(注 1 ) 朝 日新開ほか 2003年 2 月 14 日
(注 2 ) 朝 日新開ほか 2003年 2 月 15 臼
u主 3 ) 神戸新聞 2004年 3 月 31 B 
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「高齢者支麓J 軸 に

1 .  r復興住宅J の い ま
被災者 ら が入居す る 復興住宅で、 65歳以上の l 人暮 ら し が全入居世帯の 約37% に 達 し 、

入居 し て い る 高齢者 の ほ ぼ半 数 に 上 る こ と が2003年末 ま で の調べで、分か つ た 。 全国平均 の

高 齢 者 単 身 世帯 6 . 48% (2000 年 国 勢調 査) の 5 � 6 倍 の 数字 で 、 県 営 で は 約 3 年 前 の

30 . 4 % か ら 36 . 5% に な る な ど、 ほ と ん どの 自 治体で上昇傾向 に あ る 。

復興住宅 は 県 と 神戸市、 西宮市、 淡路 な ど被災15市町が管理 し 、 4 万2 ， 777人、 2 万4 ， 259

世帯が入居。 65歳以上の高齢者は 、 全入居者の う ち 1 万8 ， 355人で、 高齢化率 は42 . 9% に 達

し 、 2003年末の概算 で全国平均19 . 1 % の 2 能以上だ、 っ た 。 う ち 9 ， 006人が 1 人暮 ら し と い う 。

最 も 高齢化が進 ん で い る の は 、 1 万7 ， 343人が入居す る 神戸市営で、 高齢化率は45 . 7% 。

高齢者単身世帯率 は39 . 4% に 達 し 、 半分以上が 1 人暮 ら し だ っ た 。 明石、 尼 崎市営 は 高 齢

者単身世帯が全入居世帯の 4 割 を 超 え た。

2 年前 と の 比較がで き る 自 治体で は 、 高齢化率 は神戸市営が3 . 増 、 尼 崎市営7 . 増 、

西宮市営 5 幻増 な ど。 高齢者単身世帯率 に つ い て は尼崎市営7 . 2計増、 神 戸市営4 . 増 な

ど と な っ て い た 。 県 は 世代バ ラ ン ス を 保つ た め 、 2001年か ら 高齢化率的% を 超 え る 復興住

宅で若年世帯 の優先入居 を 実施 し 、 SCS102人 を 配置 し て い る o (注 1 ) 

(表 1 ) 復興住宅の高齢化} 2003年集計

自 治体 入居者数 高齢化率 高齢者単
身世帯数

{ 兵庫県} 43 . 4 %  36 . 5% 
[神戸市] 1 7 . 343人 45 . 7% 39 . 4%  
[ jJ1i宮市i 3 ， 495人 35 . 1 %  29 . 5% 
[尼崎市} 1 . 574人 42 . 7% 40 . 7% 
[芦尾市} 1 . 206人 43 . 5%  37 . 1  % 
[宝塚市} 604人 34 . 4%  29 . 9 %  
{明布市 } 487人 40 . 7%  40 . 8%  
[伊丹市 } 439人 36 . 9% 37 . 5% 
[ J I I 西市] 1 92人 36 . 9 %  38 . 0%  
{ 二 田市i 41人 34 . 1  % 33 . 3 %  
[津名 町] 27 . 7%  22 . 0 %  
{ 一宮 町 } 304人 27 . 9%  27 . 4%  
i東浦町i 265人 29 . 4%  24 . 1 %  
[�ヒ淡町} 165入、 35 . 7% 36 . 2% 
[:E白色目J] 135人 1 l . 1 %  
[淡路町} 69人 36 . 2%  34 . 1  % 

言十 仏 777人 | 42 . 90% I 37 . 12% 

4 年で独居死251 人

2000年 1 月 の仮設住宅解消後、 県 内 の復興住宅で約 4 年 間、 だれ に も み と ら れず に 亡 く

な っ た独居者が計251 人 に上 る こ と が分か っ た 。 う ち 7 揺が65歳以上の 高齢者で、 死亡か
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ら 4 ヵ 月 後 に見 つ か っ た ケ ー ス も あ っ た 。 大半が病死。 自 殺 も 1 割 を 超 え て お り 、 生活環

境 の変化 な どで精神 的 に 追 い 詰 め ら れた 実態 を う かがわせ た 。

兵庫県警 は 、 2003年11 月 末 ま で に復興住宅で 亡 く な っ た 計402人の検死 デ ー タ を 抽 出 、

1 人暮 ら し の 入居者の死亡状況 を ま と め た 。 251 人 中 、 男 性 は 167人で 、 女性84人の ほ ぼ 2

倍 だ、 っ た 。 年代別 で は65歳以上の高齢者が172人。 40� 50代 も 60人 を 数 え た 。 死 因 は 病死

が185入、 自 殺が32人 ( う ち 男性が27人L 事故死 は21人。 地域別 で は神戸市が約 7 割 を 占

め 173人。 西宮市29人、 尼崎市16入、 芦屋市 9 人 と 続 く O 年 ご と に み る と 2000年が56入、 2001

年55人、 2002年77人、 2003年63人。

(表 2 ) 
複興住� に お け る 独居死

90代 田 c ， 
以上 園 ;，) /' .. 

80ft 
70代
60代
50代
附 盟
30代 1 1
20ft 圃 1
以下 限 E

年
代
別
の
死
亡
者
数

(兵庫県警に よ る )

死
亡
の
原
菌

発
見
者
の
内
訳
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ほ ほ 4 割 に 当 た る 109人が亡 く な っ て か ら 24ß寺 関 以 内 に発見 さ れて い た 。 死後 2 � 1O 日

以 内 に 見 つ か っ た の は 100人。 1 ヵ 月 以上発見 さ れ な か っ た の は 1 1 人で、 う ち 8 人が50代。

発見者 は 隣人 ・ 知人が74 人 で 、 別居 し て い る 家族の67人 を 上 回 っ た 。

ケ ー ス も あ り 、 52人 を 数 え た 。

仮設住 宅 で の 独居死 は 1999年 ま で の 5 年 間 で計233人。 今 回 の 結果 は 、 復興住宅入居後

も な お 、 独居者 を 取 り 巻 く 状況が厳 し い こ と を 浮 き 彫 り に し た 。 独居死 の 原 国 で 、 肉 親 と

の死別 な ど に よ る ス ト レ ス で体調が悪化 し た ま ま 回復 し な か っ た り 、 過度の飲酒や偏 っ た

食事が病気の原 因 に な っ た り し た ケ ー ス が多 い 。 そ の 背景 に は 、 復興住宅が比較的郊外 に

建設 さ れ、 10階以上の高層 が多 い と い う 事情 も あ る O 以前暮 ら し て い た 場所か ら 離れ た う

第一章 @ 生活

scs ら が見 つ け る



え 、 外 出 の 不便 さ か ら 家 に 閉 じ こ も り がち に な り 、 人付 き 合い が薄 れ た 、 と 感 じ て い る 入

居者 は 少 な く な い。 (注 2 ) 

事故ゼ 口 へ 、 支 え 合 う

scs は 、 2001年度か ら 9 市 町で週 1 回程度 の 巡 回 を 続 け て い る o 2003年 度か ら 県内 の在

宅介護支援セ ン タ ー で、 夜 間 と 休 日 に 電話相談 を 受 け付 け る 「安心 ほ っ と ダ イ ヤ ル」 を 開

設 し た 。 緊急時 に ボ タ ン を押せば消防や救急 に 連絡が入 る 「緊急通報ベ ン ダ ン ト 」 を 高齢

者 ら に 配布 し た 。

神戸市 も 2001年度か ら 、 巡 回 に 加 え 、 地域の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 進 め る 「見守 り 推進

員」 を 市内76 ヵ 所の在宅介護支援セ ン タ ー に 1 人ずつ配寵 し た 。

県、 市 の 活動 と は 別 に 、 各地域で地道 な 「事故ゼ ロ J の 活動が続 い て い る O

神戸市垂水区 の復興住宅 「ベ ル デ名 谷J 7 番館 (98世帯) 0 自 治会長 ら 2 人が各部屋 を

出 る O 「お元気で、 す かJ ，-何か あ っ た ら 言b っ て く だ さ い ね」 。 自 治会役員 が 1 人暮 ら し の 高

齢者 を 尋 ね る 「百合木友愛訪問」 は2001年 4 月 か ら 始 ま り 、 現在 は 12人が月 2 、 3 回 、 60

人以上 を 訪 問 し て い る O

き っ か け は半年以上独居者の死が分か ら な か っ た 事件 だ っ た 。 2000年 5 月 9 日 、 入居者

か ら 「 お か し い」 と 自 治会長 に 連絡があ っ た。 部屋の 中 で は男 性 ( 当 時48歳) が亡 く な っ

て い た 。 発見が遅れ た の は 、 男性が近所付 き 合い がな か っ た こ と が影響 し た 。 友愛訪 問 は

各館 に広がっ て い っ た。

岡市長 田 区 の県営住宅 「 プ レ ー ル長 田 大道J ( 1 15世帯) で は 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体 「阪神

高齢者 ・ 樟害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 が2002年 7 月 か ら 週 3 問 、 間 集会場で 「 ふ れあ い喫茶」

を 開 い て い る 。 自 治会長 は 「み な さ ん が喫茶 に 訪れ た 高齢者 を 毎 出 チ ェ ッ ク し 、 来 な か っ

た 人の様子 も 開 い て く れ る o 1 人暮 ら し の高齢者 に と っ て は見守 っ て く れ る と い う 安心感

がで で き て い る と 思 う J と 言 う O

i司市須磨区の復興住宅 「 フ レ ー ル須磨た か と り J (392世帯) で87歳の独居女性が亡 く な っ

て い た の が見つか っ た の は2001年11 月 O いつ も の よ う に知 り 合いが合鍵で扉 を 開 け る と 、 女

性が浴槽内 で死 ん で い た 。 死後15時間。 管理人が定期 的 な 見 回 り を 行い、 緊急ブザー も 備 え

て い たO 自 治会長は 「防 ぐ シ ス テ ム は整っ て い る と 患 っ たが残念。 両隣 と 夕食 を おすそ分け

す る な どの結び付 き を強め、 日 常生活か ら 異変を感 じ取る こ と が大事」 と 言 う o (注 3 ) 

264 第 章 @ 生活



「醸の手 に な り ま す」

地域の高齢考の手助 け を し た い ー と 神戸大学の

学生た ち が始めた便利屋サー ビス 「 ま ごのて」 が

人気 を 呼んで、い る 。 掃除やペ ッ ト の散歩、 B H曝大

工、 パ ソ コ ン指導な ど約20入が得意の分野 を生か

して対応。 将来は会社設立 を考え て い る と い う O

代表の青山燥植 さ ん は神 大大学院 に在籍。 1

昨年、 京都 に 2 人で住 む8C代の祖父母が心配 に

な り 、 1 年 間 一 緒 に暮 ら し た のが転機 と な っ た 。

ごみ を 出す の がつ ら い。 電球を 絞 り 換え る の も

難 し い。 「 ち ょ っ と し た手助 けがあ れば」 と 度々

思 っ た 。 考 え た 末 、 2003年10月 、 大学 院 を 休学

し て 「 ま ごの て 」 を つ く っ た。 1 月 に入 っ て ス

タ ッ プ が急増 し た 。 高齢者 だ けで な く 、 乳幼児

の い る 家 か ら 「ベ ピ ー シ ッ タ ー を お 願い」 な ど

と 毎 日 2 、 3 件の依頼が来 る 。

「元気ア ッ プ」 を 支援

青山 さ ん の 自 宅 ア パ ー ト

れ は 会社総織 に し て 生涯の仕事 に し

て い る O 活動 は主 に神戸、 芦屋市内 。

の 地域は相談 に応 じ る 。

高齢、者を サ ポ ー ト する f ま ご の て」 の メ ン バー ヱヱ
神戸市灘区 (神戸新開社提供)

県 は2004年 2 月 、 新年度以 降 も 継続 し て 高齢者支援 を 行 う 対策 を 発表 し た 。 「 コ ミ ュ ニ

テ ィ サ ポ ー ト 支援事業」 で は 、 scs や既存 の 団体が、 新 た な 「住民 グ ル ー フ。育成」 を 後

押 し し 、 見守 り 活動 の輪 を 広 げる O 先進的 な 取 り 組み を 「地域見守 り 活動 の っ と守い」 で紹

介。 事例集 を 作 り 、 ノ ウ ハ ウ を 蓄積す る O 小規模団地で遅れがち な コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を

促す 「元気 ア ッ プ。活動支援事業」 で は 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体な どが開 く 交流活動の助成制度

を 拡充。 復興住 宅 な どの 「 ま ち の保鍵室」 を 今後 4 年 間 で県内部 市町約500 ヵ 所 に 拡大 し 、

高齢者の健康管理 を 撤底 さ せ る O 看護師、 保健蹄 ら 約250人が休 日 を 利 用 し て各住宅 を 月

1 � 4 回訪問す る O

神戸市は行政が担 っ て い た支援活動 の 大部分を 地域の民生委員 ら に移 す 方 向 で体制 を 見

直す。 こ れ ま で高齢者 5 万400人 と 、 見守 り が必 要 な 約3 ， 800人 を 対象 に 、 民生委員 や ボ ラ

ン テ ィ ア グ ル ー プ、 見守 り サ ボ ー タ ー 78人、 見守 り 推進員76人 ら が活動 し て い る が、 今後

民生委員 中 心 に 地域 を 支 え 、 手 薄 な 場合 は 新設の民生委員 支援員 に委嘱 し 、 ボ ラ ン テ イ ア

の発掘 に 力 を 入 れ る O

ま た高齢者の健康状態 な ど を 数植化 し て 4 段階評価す る 「見守 り 必要度」 の調査 を 始め

た 。 2004年度 か ら 順次実施 の 方 向 で 、 点 数に よ っ て I � N に分類 し 、 き め細 かい見守 り 体

制 を 敷 く 。 同 市高齢福祉課は 「対象者の 選択 と 集 中 で 、 地域で よ り 効果的 な ケ ア の仕組み

を 整 え る J と し て い る O

同市 は2002i!三 か ら 33世帯でモ デル実施 し て い た 、 ガス の使用状況 を チ ェ ッ ク し て安否 を
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確認す る 事業 を 、 2004年度か ら 大寂 ガス と 共 同 で始め る O 初年度は見守 り の 必要度が高 い

約 1 ， 500世帯 で実施。 通信機能付 き ガス メ ー タ ー が 1 日 I 回 、 使用量 を 大阪 カ ス の 監視 セ

ン タ ー へ 自 動送信。 民 間 の在宅介護支援施設や別居の家族の元へ も 電子 メ ー ル で送 る 仕組

み で 、 ガス が l 日 中 未使用 の場合、 施設の職員 が電話や個別訪問 し て安否 を 確認す る O

2 .  r生活復興県民 ネ ッ ト J こ の l 年
「生活復興」 を強力サポー ト

]R 神戸駅南 の 「 ク リ ス タ ル タ ワ ー」 を拠点 に 、 被災者の生活再建 を 応援す る 団体、 グ ル ー

プ、 個 人の さ ま ざ ま な 運動 を サ ポ ー ト し て き た。 こ の l 年、 次の よ う な応援事業 を 実施 し た 。

{地域活動推進講座 } 地域活動の 担 い 手づ く り を め ざす た め 、 必 要 な 知識 を 学び、 仲 間

づ く り の た め の講J'1Z: に対 し て 、 助成 ( 1 講座18万 円 ) 0 申 請件数176件、 実施件数132件 (114

団体) 。 講座内 容 は 丈化 ・ 芸術 ・ ス ポ ー ツ 、 子育 て 、 ま ち づ く り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 NPO 活

動 、 福祉、 環境。 地域別 で は 神戸64、 阪神57、 東播磨 7 、 淡路 4 0

[地域活動情報ネ ッ ト ワ ー ク } 地域活動 に 関 心 を も っ 団体 ・ 個人がパ ソ コ ン や フ ァ ッ ク

ス を 使 っ て 、 活動情報の収集 ・ 発信がで き る 「 ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト J の 運営 に 当 た っ た 。

会員 数583 、 ア ク セ ス 件数 は 1 万2 ， 732件 ( l B 当 た り 34 . 8件) 0 情報投稿数1 ， 121。 住民

が身近 な と こ ろ で 地域活動 に 関 す る 情報 を 得 る こ と がで き る 公民館や NPO ・ ボ ラ ン テ イ

ア 団体事務所 な どの 「地域活動 ス テ ー シ ョ ン 」 は前年 を 5 ヵ 所上 回 る 283 ヵ 所 に 。 ま た 高

齢者支援 な ど を 行 う 「情報サ ボ ー タ ー 」 の 登録 と 活動 を 支援 し た o 録者数は 2 ， 054人。

[ ま ち の再発見運動] r住 ん で よ か っ た」 、 「住み 続 け た い」 と 思 え る ま ち づ く り に 取 り

組む地域団体を 募集。 応、募の あ っ た 中 か ら 48件 を 助成 し 、 報告会 を 実施 し て顕彰。 (詳細 は

「第三節 2 J に)

{ フ ェ ニ ッ ク ス 出会 いの広場} 被災者の生活復興や地域活動 に役立 て る プ ラ ン を 実現 さ

せ る た め 、 人材、 ア イ デア を 求め る グル ー プ と 、 提供で き る グ ル ー プ の マ ッ チ ン グ を 図 る

機会 を 提供 し た 。 登録 プ ラ ン 件数は242件、 マ ッ チ ン グ17件。 情報誌 「ハ ー ト ネ ッ ト J (月

刊 ) を 発行、 3 ， 202 ヵ 所 に 配布 し た。

{地域活動見本市 の 開催] r第 4 回 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア 21J が2004年 l 月 24、

25 呂 、 神 戸 ス ペ ー ス シ ア タ ー で 開 か れ た 。 100 を 超 え る ボ、 ラ ン タ リ 一 団体が参加、 17団体

に よ る 楽器演奏で盛 り 上 げ、 長年活動 を 続け る 1 1人 と 22 団体 に 「 ひ ょ う ご県民ボ ラ ン タ リ ー

活動賞」 を 贈 る 表彰式 を 行 っ た 。 4 回 目 の 「元気ア ッ プア ワ ー ド」 で は 、 新企画 を 応援す

る 「元気 ア ッ プ コ ー ス J を 新設。 大賞 ( 100万 円 ) に ア ル コ ー ル依存症や 薬物乱用 問 題 を

演 劇 で啓発 し て い る 「麟 団 ひ っ ぽ」 を 選 ん だ ほ か、 4 団体 を 表彰。 「 こ つ こ つ コ ー ス J で

は神戸 ・ 長 田 で高齢者、 障害者、 子 ど も を 支援す る 「 プ ラ ザ 5 運営委員 会」 が大賞 を 獲得、

そ の他19団体が選 ば れ た O

ク リ ス タ ル ホ ー ル で l 月 24 日 、 シ ン ポ 「企業 ・ 勤労者 と NPO の連携 を 目 指 し て」 と 題
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日 々 の活動 を 説明す る 出展者 ら ニ神戸 ・ ス
ペー ス シ ア タ ー

し て 開催。 デ ュ オ ぎ や ら り - II で 2 月 3 日 ま で 「地域活動 パ ネ ル展」 を 開 い た 。

rI-IYOGON コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2004J を 2 月 11 呂 、 ク リ ス タ ル ホ ー ル で 開催。 中村広

幸関学大教授 の 円育報バ リ ア フ リ ー 、 ユ ニ バー サ ル デザイ ン と は」 の講演があ り 、 市民団

体の広 報 コ ン テ ス ト を 実施。 2 府 9 県 か ら 188の 団体の応募があ り 、 パ ン フ レ ッ ト 、 会報、

ポ ス タ ー 、 ビ デオ な ど広報媒体別 に 9 部 門 で 審査、 「好感度賞」 の 「点訳 ボ ラ ン テ イ ア ・

グ ル ー プ。連絡会J (神戸) な ど17団体が入賞 し た 。 (注 4 ) 

「県毘ネ ッ ト 2001 B J を つづ る

生活復興県民 ネ ッ ト が発足 し た の は大震災か

ら 1 年 8 ヵ 月 後の 1996年10月 8 日 。 被災者 自 身

の 生 き がい づ く り や 生活再建への気運が高 ま り 、

仮設住宅中心 に 多様 な ボ ラ ン テ ィ ア 活動が展 罰

さ れて い た 。 こ う し た 助 け合いの広が り を 目 指

す県域の54匝体、 グ ル ー プ、 食業、 情人がネ ッ

ト ワ ー ク 組織 を 立 ち ょ げ、 生 活復興事業 を ス

タ ー ト さ せ た。

神戸 ・ 三宮の復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス ・ プ

ラ ザ) を 拠点 に活動 を 開始。2003年 3 月 末が200 1

日 と い う 節 目 に 「生活復興県民 ネ ッ ト の歩み ・

と し て ま と め た。 各年度 の 運動

被災者復興支援会議 直

を 詳細 に 例 え ば1996年 で は 、 被災者の現

状 を 調べ、 仮設住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 、 県

外被災者の フ ォ ロ ー ア ッ プ、 支援 グ ル ー プの形

成 な ど を 課題 と し て挙げ、 地域ス タ ッ プ の設置、

フ ェ ニ ッ ク ス 出 会い の広場、 ふ る さ と ひ ょ う ご

キ ャ ラ パ ン 隊派遣な ど を 実践。 年 と と も に 、 順

調 な復興ぶ り に応 じ た 内 容 に 変 わ り 、 2001年度

に は 地域通貨実験支援事業、 フ ェ ニ ッ ク ス 地域

活動 フ ォ ー ラ ム の 開催 な ど新 し

震災資料 と し て も 貴重で、 そ

2004年度末 に 「生活復興県民 ネ ッ ト

と し て刊行す る O

{第 5 回提案} 大震災の被災者 と 行政の橋渡 し役 を 担 う 学識経験者 ら でつ く る 「被災者

復興支援会議 国 J (屠長 ・ 室崎益輝神戸大教授) が10月 10 目 、 第 5 回提案 を 行い 、 震災後
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に 芽生 え た 「地域 と 企業の新 し い 関係」 に つ い て 1 1 の事例 を 挙げて発表 し た 。 第 4 固 ま で

は 、 行政向 け の提言が中心だ、 っ た が、 今回 は 地 域 に根 ざ し た活動 に 取 り 組 む 企業の事例 を

全国 に発信 し 、 地域貢献活動 を 顕彰す る 仕組み の 充実 を 求め た 。

役員 が地元の ま ち づ く り 協議会 に 参加 し 、 社員 の ボ ラ ン テ ィ ア 活動 も 盛 ん な 三 ツ 星ベ ル

ト (神戸市長 田 区) マ酒造メ ー カ - 9 社が 自 治会、 市 と と も に 景観形成 に 取 り 組む魚崎郷

ま ち な み委員 会 ( 岡市東灘 区 ) マ具材 「 ぽ っ か け」 を ま ち づ く り 機関 と 共 同 で商品化 し た

エ ム ・ シ ー シ ー 食 品 ( 同 ) マ職員研修の一環で NPO 法人 の ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー の 運営

を し て い る 但陽信用金庫 (加古川市) ー な どの実践 を 報告 し た 。 同会議は 「但陽の取 り 組

み も 震災 ボ ラ ン テ ィ ア が き っ か け で 、 震災体験が活動の動機付 け に な っ て い る O 利益の一

部 を 社会 に 還元す る と い う 従来の企業の杜会貢献 と は違 っ た 、 新 し い企業活動 がい ま 生 ま

れて い る O 社会的 な信用 が高 ま る な ど企業側 の メ リ ッ ト も 大 き い」 と 評価 し た 。

ロ ビー の ポス タ ー の前で遊ぶ子 ら z神戸市
長 田 区 ・ 三 ツ 援ベル ト 本社

[第 6 閤 提案 ] 2004年 2 月 20 日 、 「淡路 島 の復興」 を テ ー マ に 、 第 6 回 提 言 を 行 っ た 。

淡路島 に つ い て は 、 コ ミ ュ ニ テ イ が機能 し 、 自 立 の絹神 があ る こ と で復興が進ん だ一方、

過疎化 な ど の 問 題 を 抱 え て い る と 位置付 け た 。 そ の上 で 、 ま ち 、 人、 仕事づ く り に分 け て

分析。 神戸 ・ 阪神 障 と 比較 し 、 向 島 で は小規模公共住宅建設 を 地医 の再建整備 の 中心 に据

え た 点 を 評価。 地 震 な どで、起 こ り 得 る 地方都 市 や 集落で の復興の参考 に な る と し た 。

一方で、 「助 け ら れ る こ と は恥ずか し い」 と い っ た住民意識があ り 、 ボ、 ラ ン テ イ ア な ど

外部か ら の 支援 を 活用 し き れ な か っ た 面 を 挙 げ、 都市部 と 違 う 災害 ボ ラ ン テ イ ア の 方法論

を 探 る 必要性 を 指摘 し た 。
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{大型 テ ン ト で フ ォ ー ラ ム ] 2003年 7 月 21 日 、 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 に 設置 さ れ た

大型 テ ン ト で、 支援会議の設立 8 周年 を 記念す る 「い どばた フ ォ ー ラ ム 」 を 開 き 、 被災者

や 当 時 の ボ ラ ン テ ィ ア ら と 意見 を 交換 し た 。 テ ー マ は 「避難所、 仮設住宅 を 振 り 返 っ てJ o

阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク の 黒 田 裕子副理事長 は 「仮設近 く の 大型テ ン ト は 、

健康相談会や お 茶 会 な どみ ん な の ふ れあ い の場 だ、 っ た 。 内 職 を す る な ど生 き がい づ く り に

も つ な が っ て い た」 と 思 い 出 を披露。

ブ レ ー ン ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー の能 島裕介理事長 は 、 子 ど も に 遊 び を 提供 す る こ と の 重要牲

を 強調。 立木茂雄同大教授 は 「家族や住宅 を 失 っ て 混乱 し て い る 親 に 代 わ っ て周 り の人が

子 ど も の ケ ア を し て も い い 。 子育て の共助 を 被災地か ら 発信すべ き J と 述べ た 。 室崎座長

は 「住 ま い は 大切 だが、 生 き がい や仕事は も っ と 大切 な 場合 も あ る O 高齢者 だ け で な く 子

ど も や 時 に は大人 も 含め て広 い視点で生活再建 に 取 り 組むべ き だ」 と 締め く く っ た 。

な お 、 開 会議 は 2004年度か ら 月 1 匝 の ベ ー ス で復興 を テ ー マ に し た フ ォ ー ラ ム を 開催、

復興10年 の検証作業 に 取 り 組む。 (注 5 ) 

「 カ ムバ ッ ク ! ひ ょ う ご」

震災で被災 し 、 神戸市外や県外 に 避難 し た 人た ち の 同 窓会が2004年 I 月 15 呂 、 神戸市勤

労会館 で 聞 か れ た 。 故郷 に戻 り た く て も 戻れ な い人、 移 り 住 ん だ街 に な じ め な い 人。 同 じ

よ う な 境遇 に あ る 仲 間 が共有で き る 患 い を 語 り 合っ た 。 トJPO 法人 「街づ く り 支援協会J (大

阪市西区 ) の 呼 びか け に応 じ た約50人が出席 し た 。

大阪市在住の S さ ん (90) は 、 55年 間 住 ん だ西宮 の 自 宅が半壊 し 、 同 市 内 の復興住 宅 に

何度 も 申 し 込 ん だが抽 選 に も れ た 。 昨年妻 を 亡 く し 、 r 1 人 な ら 戻 る こ と も な い」 と 気持

ち に 区切 り を つ け た 。 同 市の K さ ん (53) は 東灘 区 の 自 宅が全壊 し夫 を 亡 く し た 。 「大好

き だ っ た稀 だ け ど、 悲 し い 思 い 出 の詰 ま っ た 場所 に 戻 り た く な い」 と 言 う o A さ ん (77)

は 東灘 区 の マ ン シ ョ ン が被災 し 、 滋賀 県へ。 西 区 の 県営住宅 に 5 1 っ 越せ た の は 4 年半後。 「今

は 楽 し い 日 々 を 生 き て ま す」 と 笑 っ た。

楽 し く 語 り 合う 県外避難者同窓会z神戸 市
中央区 (神戸新関社提供)
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県 は年 5 回 、 「 ひ ょ う ご寵 り 」 を 県外避難者約1 ， 500 世帯 に送 っ て い る が、 年 々 減少。

1998年 か ら 始め た 「戻 り た い」 と 希望す る 世帯登録数が、 2003年末 に は前 年 よ り 68世帯

減 っ て304世帯 に 。 戻 り た い時期 を 尋 ね た と こ ろ 「す ぐ に で も 」 が115世帯、 「数年以 内 に J

が106世帯、 「当分無理」 が54世帯。 戻 れ な い理由 は 6 割以上が住宅問題 だ っ た 。

も はや 「ふ る さ と は速 く …J o 県が2003年 4 月 、 県外避難者向 け に行 っ た県営住宅の優先募

集で、 応募世帯がゼ、 ロ だ、 っ た こ と が分かつ た 。 被害の大 き かっ た市街地か ら やや 離れた比較

的応募倍率の低い住宅が中心だ、 っ た 。 県住宅供給公社 に よ る と 、 40戸 を初の優先枠 と し て募集。

5 割 (20戸) で県外避難者だけの抽選 を し 、 外れて も 残 り 20戸で再抽選 に 参加 で き る 仕組み

に した が、 応募は I 世帯 しか な し そ の 世帯 も 後に辞退 し た。 県 は 引 続 き 優先募集 を行 う O

3 .  í生活復興J ア ン ケ ー ト 調査
構家層 、 4 部が離れ る

神戸新聞 社 は 、 震災 2 年か ら 定点調査 を 続 け て い る 神戸市内 の 激甚被災 地 2 地区計500

1世帯を対象 に 、 「被災者追跡 ア ン ケ ー ト 調査J を 実施 し た 。 そ の結果、 「震災前 に住 ん で い

た 地域 に す で に 民 っ て い る 」 と 符 え た の は持 ち 家層 で79% 、 措家層 で は 57 % 、 毎興土地区

画整理事業が終盤 を 迎 え 、 被災者の住 ま い は ほ ぼ定 ま っ た が、 借家層 は 4 割 以上が生み慣

れ た 地域 を 離れ た 結果 と な っ た 。

調査は2003年1 1 月 に 実施。 震災で約 9 割 の家屋が全壊 ・ 全焼 し た神戸市須磨区の千歳地

区 、 259人が犠牲 と な っ た 東難 区 の 深江地区 の計500世帯 に ア ン ケ ー ト を 送付 し た 。 回 収率

(表 3 ) 
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は37 % 。 地域 に 廃 っ て い る 世帯 は 、 震災 2 年の時点で は 持 ち 家層 で44% 、 借家層 で29 % だ っ

た 。 そ の 後い っ た ん伸 びた が、 最近 は ほ と ん ど動 い て い な い 。 以前の調査 で 多 か っ た 「戻

る め どが立 っ て い な いJ r分か ら な い J の 匝答 は わ ずか。 震災 9 年近 く を 経て 、 被災者の

仮住 ま い生活 は ほ ぼ終わ っ た と み ら れ る が、 結局 、 戻 れ な か っ た 人が少 な く な か っ た 。

回答者の97% が住 ま い に何 ら かの被害 を 受 け 、 「全壊J r全焼」 は 計76 % 。 震災当 時、 住

宅 (分譲マ ン シ ョ ン を 含 む ) を 所有 し て い た の は68% だ、 っ た 。 震災前 に住 んで い た 地 域 に

戻 る こ と がで き た 住民 は 、 持 ち 家層 と 借家層 で大 き な差が出 る 結果 と な っ た が、 同 じ激甚

被災地で も 深江地 区 と 、 火災で大部分が焼失 し て 区画整理事業が進 め ら れ た 千歳地区 と の

閉 で は 明 ら か な 違い があ っ た 。

持 ち 家層 で は 、 深江地 区 は 「す で に戻 っ た J が95 % に対 し 、 千歳地 症 は 6 1 % 。 借家層 で

は 深江地 区 は91 % だ が、 千歳地 区 は わ ずか32% だ っ た 。 区画整理で、 「受 け 皿住宅」 も 用

意 さ れ た が、 入居者数は 限 ら れ、 元 の 地域 に戻 る こ と を 断念す る 借家層 は 少 な く な か っ た 。

戻 れ な い 、 戻 ら な い理由 (複数回答) で は 、 持 ち 家層 は 「資金不足J r高齢J が と も に55%

で多か っ た 。 借家層 で は 「今住 ん で い る 地域 に 慣れたJ r家主が再建 し な い 」 が と も に31 % 、

「権利 関係が複雑J r 底画整理の遅れJ が と も に25% と 、 外的要因 が 目 立 っ た 。

自 営業 「年 々収入滅J

震災前 と 比べて収入が 「減っ た 」 の 回答 は 全体の69 % を 占 め 、 1 年前 に 比べて 5 の増

加。 こ の う ち 「半分近 く 減少J r半分以ード」 と 答 え た 世 帝 は 、 合 わ せ て46 % に 上 っ た 。 職

業別 で は 、 自 営業者の場合、 「半分近 く 減少J r半分以下J は 震災 2 年で50 % 、 同 5 � で68 % 、

今回 は74 % と 、 年 々 悪化 し て い る O 千歳地 区 に 多い ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 関 連 の 自 営業者 は と

り わ け厳 し く 、 す べ て の 世帯が 「半分近 く 減J r半分以 FJ と 毘答。 震 災 の 被害 に 加 え 、

海外か ら の輸入品の増加 な どで苦 し い状況が続い て い る O

一方、 会社員 と パ ー ト ・ ア ルバ イ ト は こ れ ま で、 自 営業者 に 比べ れ ば収入 は安定 し て お

り 、 「半分近 く 減J r半分以下」 の 割 合 は 震災 2 年で 1 1 % 、 同 5 年で 8 % だ っ た。 し か し 、

今 回 は43% に 上 り 、 急激 に 悪化。 ま た震災か ら 9 年近 く が過 ぎ、 回答者の66 % が60歳以 上

に な り 、 収入 を 年 金 に 頼 る 世帯 は 震災時の18% か ら 、 今 回 は 2 倍以上の37% に増 え た 。

告 営業者の83 % は 庖舗 や事業所が全壊、 全焼 し た 。 約 6 割が本格的 に 再 開 し た が、 震災

後 に 廃業 と 、 い っ た ん再開後 に 休 ・ 廃業は計18 % 。 さ ら に 、 転業や転職 を 加 え る と 、 3 割

近 く の 人が仕事の変化 に迫 ら れて い る O ま た 1 1 % が今 も 仮設の 庖舗や事業所で営業 を 続 け

て い る O 会社員 と パー ト ・ ア ルバ イ ト の 17% が震災後 に 失業 を 経験 し た 。 い っ た ん再就職

し た後、 再 び失業 し た 人 も 全体の 3 % 。 転職が 5 % 、 定年退職が26% で、 震災前 と 同 じ職

場 に 勤め て い る の は半数 に 満 た な い。 (注 6 ) 
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「 自 力再建J 口 一 ン が重圧

読売新聞社 は神戸大 と 合同 で 、 販神大震災の被災者実態調査 を 行 っ た 。 復興住宅 に 住 む

人 と 、 市街地 で 自 力 で住宅 を 再建 し た 人の状況 を 初 め て 比較。 いずれ も 住 宅 の 現状 に は約

7 割が満足 し て い た が、 自 力再建層 は住宅 ロ ー ン な どの経済面 に 苦 し み 、 復 興住宅層 は 住

環境 に不満 を 持つ対照的 な 実態が浮 き 彫 り に な っ た。 全体で は 、 約 6 割が震災 の シ ョ ッ ク

ち 車 り 、 行政への 要望が、 景気や雇用 な ど生活 に密着 し た も の に 変化。 震災10年 にか ら

向 け て 、 被災者の実情 に応 じ た 支援が必要 な こ と を 裏付 け た 。

実態調査は 震災 1 年 目 か ら 毎年実施。 神戸大 と は 、 都市安全研究セ ン タ ー (室崎議輝教

授) と 2001年か ら 続 け て い る O 神戸、 芦屋、 加古川市の計10地 区 で 、 自 力 再建層 と 復興住

宅層 の 各600人の計1 ， 200人 に 37項 目 を 開 き 、 計623人 ( 自 力 再建353入、 復興住宅270人)

か ら 回答 を 得 た 。

復興住宅、 自 力 再建層 と も 住宅の住み心地 に は お お む ね満足感 を 示 し た が、 他の面で は

意識が違 っ た 。 家賃 の低減措置があ る 復興住宅層 は 7 割以上が家賃 の 支払 い が改善 し た が、

自 力 再建組は 「やや」 を 含め 「悪 く な っ た」 が約 8 割で、 住 宅 ロ ー ン を 中 心 に借金が家計

を 圧迫 し て い た 。 復興住宅層 の不満 は 、 交通の便や買 い物 な ど、 住環境悪化が 3 割 あ り 、 「話

し 合 え る 友人が減 っ たJ が 自 力 再建患 の 2 倍で 、 地域 に 溶 け込め な い 人 の 支援が課題 と し

て手支 っ て い る O

4 . 7  

震災の シ ョ ッ ク か ら の立 ち 還ま り

1 2 . 1  

42 . 9  

(表 4 ) 
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一方、 全体で見 る と 「震災の シ ョ ッ ク か ら 立 ち 直 っ た j が 4 割、 「立 ち 宜 り つ つ あ る J

も 2 割 で、 立 ち 直 っ た 人 は 2001 年 の 調査 よ り 、 l 割増 え た 。 「 自 治会活動参加が増 え たj
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が27 . 3 % と 昨年 よ り 1l . 9引上がる な ど、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の前進 を 示 し た。

行 政 に 求め る 支援 (複数回答) は 、 不況の影響 な どか ら 、 経済支援が5l . 8% を 占 め 、 自

力 再建層 、 復興住宅層 と も ほ ぼ半数が挙げた 。 調査方法は違 う が、 2000 年 の 調査 よ り 30�1

近 く 増 え 、 雇用確保 も 同 年 の倍の28 . 4 % だ、 っ た 。 医療や 防災 な ど緊急、的 な 要望 は 同 年 の 半

分の 7 % 台で、 被災者の視点 は 日 常生活 に 移 っ た 。 5 割が被災体験 を 讃極 的 に伝 え 、 記憶

の風化 を 紡 ぐ努力 の 重要牲 を 認識 し て い た 。 (注 7 )

「年金世帯J 63% に

朝 日 新 聞 社 は 震災直後か ら 続 け て い る 仮設住宅 一 復興住宅の入居者意識調査 を 11 月 15 日

か ら 神戸市、 西宮市 な ど 9 市 の復興住宅24 団 地 の 計500世帯で世帯主か、 そ れ に準ず る 18

(表 5 ) 
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歳以上の情住者 を 対象 に面接調査を し た 。

家族構成 は60歳以上が57 . 7% と 圧倒 的 に多 く 、 20� 50歳代の青壮年層 が28 % 、 20歳未満

が14 . 4 % と 「超高齢化」 し て い る O 震災前 に 比べ60歳以上 は約15引増 え て い る が、 青壮年

は 逆 に 17灯 も 減少。 未成年層 が2 . 増 え て い る こ と を 考 え 合 わ せ る と 、 3 世代の う ち 、

父母層 の 世代が死別 な どで減 り 、 祖父母 と 孫 の 世代が増 え て い る と 考 え ら れ る O

高齢化 を 反映 し て 最 も 多 い の は単身世帯で37 . 6% 。 震災前 に 比べ約 7 引増 え た 。 逆 に 2

世代世帯 は震災前 の27 % か ら 23 . 4 % に 減少、 3 世代世帯 も 2 . 6% か ら 1 . 4 % に 減 っ た 。 高齢

化 にf、ドい通院歴があ る 人の割合は、 震災前の32 . 2% か ら 、 現在 は 52 . 6 % と こ こ 9 年で約20

増 え た 。 当 然 、 一番の悩みや不安 は 自 分や家族の健康問題で、 46 . 2% に の ぼっ た 。

生計の 中 心 は年金。 63 . 4% が 「主 な 収入」 と 答 え 、 諸手当や仕送 り も 含め る と 約 7 割 と

な っ た 。 調査対象世帯の構成員 の う ち 無職 は68% に の ぼ り 、 震災前 よ り 26 . も 増 え て い

た 。 品方、 給与生活者 は約 2 割 と 少数派。 し か も 、 震災前 に は34 . 4% の 人が勤め て い た が、

現在 は 、 そ の う ち 7 割が退職や倒産、 リ ス ト ラ な どで失職 し た り 、 病気で療養 し た り し て

休業 中 。 こ の た め 、 現在の悩 み で は 、 経済問題が健療 問 題 に 次 い で多 く 、 3 割近 く が生活

設計や収入の見通 し 、 今後の仕事な ど先行 き に不安 を抱い て い る 。

自 治会加入率 は77 . 8% と 1997年の調査以来最高 と な っ た 。 趣味 ・ 文化サ ー ク ル、 消 費 者

活動、 地域美化運動、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プへの 参加 も 、 ょ う や く 5 % を 超 え た 。 い っ た

ん 落 ち 込 ん で い た 定住志向 も 80 % 台 を 回復。 転居 し た い 最大の理由 で は 「震災前の住 ま い

か ら 離れ て い る 」 が初め て 3 % を 割 り 、 2000年調査時 よ り 半減 し た 。 (注 8 ) 

高齢者が 「企業組合」 立 ち 上 げ

復興住宅 'HAT 神戸脇 の 浜J ( 中 央区) に 住

む 高 齢 者 4 入 が、 就 業 機 会 を 白 ら 生 み 出 す

'HAT 神戸協働:íÊ業組合J 長沼 匡太郎理事

長 (70) ェ を 2003年12月 に 立 ち 上げ、 朝市 を 開 い

て い る 。 収入 を 得 な が ら 住民の生活支援 に も 一

役買 う 試みで、 4 人 は 「被災 と 不況 を 乗 り 越 え 、

高齢者が 自 立で き る 地域 に」 と 意気込む。

同 住 宅 に は 震 災 で 自 宅 を 失 っ た 約 1 ， 600扱帯

が暮 ら す。 1 999年 か ら 入居が始 ま り 、 県常、 市

営住宅 に は 、 と く に65歳以上の高齢者が多 く 、

住民の約半数 を 占 め て い る 。 企業設立 を提案 し

た の は竹内猛矩 さ ん (70) 0 r協 の 浜 ふ れ あ い の
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ま ち づ く り 協議会」 委 員 長 も 務め て お り 、 「仕

事 を作 り 、 地域の た め に働 こ う 」 と 企業組合 を

発足 さ せた 。

月 2 回 、 住宅近 く の空 き 地で 弱 か れ る 朝 市 に

は 、 県内 の農産地か ら 直送 さ れて く る 大根、 ト

マ ト な どが並ぶ。 関庖直後か ら レ ジ の前 に行列

がで き 、 主婦の l 人 は 「周辺 に お 庖がない の で

助 か り ま す」 と 大歓迎。 今後、 注 文 を ま と め 、

新鮮野菜 を 定期 的 に 各戸配達 し た り 、 お年寄 り

向 け に 、 最寄 り の 商!百街か ら 買 い物 を 自 宅 ま で

運ぶサー ビ ス も 始め た い と い う O



(注 1 ) 
(注 2 ) 
(注 3 ) 
(注 4 ) 
(主主 5 ) 
(、注 6 ) 
(注 7 )
(注 8 ) 

毎 日 新潤 2003年12月 31 臼
朝 日 新聞 2004年 1 月 10 臼
読売新聞 2004年 1 月 10 日
県民ネ ッ ト 情報誌 「ハー ト ネ ッ ト 88、 89号J
読売新聞 2003年 7 月 22 B
神戸新聞 2004年 1 月 15 日
読売新聞 2004年 1 月 17 B
朝 日 新開 2004年 1 月 17 日
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| 第三節 人 @ し ご と @ ま ち
個人の生活再建→家族→職場 (仕事) →街が活性化 し 、 よ き コ ミ ュ ニ テ イ づ く り へO 震

災 9 年 目 を 迎 え 、 被災地 は創造的 な復興への仕上げの段階 に 入 っ た 。 個 人 の 告 助があ り 、

県 ・ 市町 が フ ォ ロ ー し 、 多 く の企業が 「 ま ち お こ し 」 に 加 わ っ て線 に つ な が っ た 。 コ ミ ュ

ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス の存在 や 、 空 き 庖舗 を 利用 し 、 新企画で人 を 呼び込む商庖倍活動 な どは

そ の 典型 に 映 る O

1 . コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス
1999年か ら ス タ ー ト 。被災20市 町 か ら 団体や個人 を 募 り 、 地域 に 根 を 張 る コ ミ ュ ニ テ ィ ・

ビ ジ ネ ス (以下 CB) の 離 睦応援事業 と し て 選考 し 、 助成 し て き た 。 2003年度の 8 団体 と 、

各県民局が推挙 し た 15団体は次の と お り O

{被災地} ①地域活動支援 グ ル ー プ 「す ま ら げJ (神戸市灘区) ②特定非常利活動法人 「新

開 地 ま ち づ く り NPOJ (神戸市兵庫 区) ③ 「 リ ノ ベー シ ョ ン ア ン ド デザイ ンJ (神戸市 中央区)

④ rMom'sZoneJ (西宮市) ⑤ NPO 法人 「阪神育児援護会J (西宮市) ⑥ NPO 法人 「器J (宝

塚市) ⑦有限会社 「 し え あ ー どJ (伊丹市) ⑧写真映像研究セ ン タ ー 「 ひ。い た J (明石市)

{県民局} マ神戸 ニ rNPO ワ ッ ト 神戸J r ド ル フ イ ン ク ラ ブJ rKOBEPetit “童夢" fiel dJ 

マ阪神 南 ニ 「 ワ ー ク シ ェ ア J r ナ レ ッ ジ ノ ー ツ ラ イ ブ 」 マ阪神 北 ニ 「 さ わ や か教育 プ ラ ザ」

「障害者支援 グル ー プ こ がめ」 マ東播磨 rNPO は り ま 」 マ北播磨 r き ら り 加工 グ ル ー

プJ r小野農産品特産品 開発共同組合」 マ 中播磨 = NPO 法人 「 シ ニ ア ネ ッ ト 」 同 「生涯学

習 サ ポ ー ト 兵庫J マ頭播磨 rペ ッ ツ フ ォ ー ラ イ フ 西播磨」 マ但馬 ニ 「高橋食品加工組合」

マ丹波 r こ い ず、み」

以下、 被災地 か ら 選ばれた 3 団体②④⑥の活動状況 を み る O

新開地 ま ち づ く り NPO

新 開 地 は 明 治 、 大正期 、 神戸随一 の 娯楽指 と し て 知 ら れ、 映画館、 演芸場が20軒 も 並び、

繁栄 を 極 め た 。 そ れが戦後復興の 遅れ や 、 都心の東への移動で客足が落 ち 、 商庖や映画館

の撤退で、 高層 マ ン シ ョ ン が 目 立つ よ う に な っ た 。 1983年、 130Jð 舗 の代表、 自 治会役員

ら が集 ま っ て 「新開 地周辺地区 ま ち づ く り 協議会」 を 結成 。 震災後、 「 ま ち お こ し は 若者

の発想でJ と NPO 法人 を 立 ち 上 げ た 。

夢 を 託 さ れ た の は20�30代の ス タ ッ プ O 事務局長の古田篤司 さ ん を 中 心 に 「市民主体の

ま ち な か再生J r安全な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り J r文化 ・ 芸術の復興」 を コ ン セ プ ト に さ ま ざ

ま なj舌動 を 始 め た 。

ま ず ま ち づ く り か ら O 通 り は都市計画 に 沿 っ て 車線で な く 湊) 1 1 の流 れ を イ メ ー ジ し て ゆ
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チ ャ ッ プ リ ン を イ メ ー ジ し た 新 開 地 の 南
ゲー ト =神戸市兵康区

る や か に カ ー ブ を 描 き 、 備路樹 を植 え 、 南 と 北 に かつ て 訪れた チ ャ ッ プ リ ン を イ メ ー ジ し

た ゲー ト が作 ら れ た 。 「夜、 歩 き に く いj の 声 に は 「灯 り の い え な み協 定」 を 結 び、 緊楽

横了 な ど62 ヵ 所 に 防犯灯 を 整備 し た 。 通 り を 花で埋め る ガー デニ ン グ運動 は 四季折 々 に 。

催 し は年 中 無休状態。 5 月 に 「 ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト J o 7 会場 に演歌か ら ロ ッ ク ま で180

組がかけつけ、 2 日 開 を 盛 り 上げた。 11 月 の 1 週 間 、 柳原出 身の淀川長治 さ ん に ち な み 、 ア ー

ト ピ レ ッ ジ と 連携 し 「第 l 回新開地映画祭」 を 開催 し た 。 2004年の 第 2 屈 は 「女性専科」 に

絞っ た 。 2 ヵ 月 に 1 回、 出曜子が通 り に流れる 「新開地寄席」 は20回 を 超 え 、 耳の肥え た常

連で、す っ か り 定着 し た 。 仕掛人 ・ 桂雀三郎 ら の熱演で150の椅子席は毎回満杯。

商 業環境整備 で は 、 商業者の相談 に 応 じ 、 飲食活経営 な ど を 目 指す 人 に 場 を 提供。 「 キ

ネ マ横丁J と 銘打 っ た 路地で若い 人が居酒屋、 韓国料理 な ど 2 庖で営業の ノ ウ ハ ウ を 勉強

r:1九 こ れ ら の情報 は 年 4 回発行す る 「 ア レ ッ ! 新開地」 で流 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で住民 と

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ て い る O 古 田 さ ん は 言 う O 「起業 は 難 し い け ど、 命がけで楽

し く や り ま し ょ う J o

Mom'sZone 

直訳す れ ば 「 マ マ の広場」。 阪急 ・ 門戸厄神駅か ら 徒歩 2 分 の 商 宿街 の真 ん 中 に 、 し よ

う し ゃ な 自 宅兼用 の ス タ ジ オ があ る O 訪 れ た 目 、 1 階で は マ マ さ んがバ レ ー の特訓 を 受 け、

中 2 階の託児所 で は幼児 ら が保育士、 ボ ラ ン テ イ ア の学生相手 に 楽 し く 飛 び回 っ て い た 。

し 、 2004年 3 月 か ら 営業 を 始め た 古谷和江 さ ん は 宝塚市の 会社 に 勤 め て い た 。 3 人

日 の 出 産 を 機 に 退社。 将 来 に 備 え て 英語、 ダ ン ス も 習 い た か っ た が、 子育 て に よ っ て あ き
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ら め ざる を 得 な か っ た 体験 と 、 共有す る 多 く の マ マ さ ん の披折 を み て 決意。 一 昨年、

き がい仕事サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 に棺談 し 、 家族 と 話 し 合 い 、 ピ ル を 建 ち 上 げ た 。

2003年暮れか ら 小児科病 院 な ど に チ ラ シ を 配 り 、 口 コ ミ を 頼 り に PRo コ ン セ ブ ト は 「育

児 中 の お母 さ ん の た め の カ ル チ ャ ー セ ン タ ー」 。 託児所 に 子 ど も を 預 け 、 自 分の 時 間 を 持

ち ま し ょ う が売 り だ、 っ た 。 科 目 は ヨ ガ、 エ ア ロ ピ ク ス 、 バ レ エ ク リ ニ ッ ク 、 モ ダ ン バ レ

エ、 フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト 、 パ ッ チ ワ ー ク な ど。 ス タ ジ オ の 関係で、定員 は 抑 え て い る が、

ヨ ガ、 エ ア ロ ピ ク ス 、 バ レ エ な ど は キ ャ ン セ ル待 ち が多 い と い う O

人気の秘密の l つ に廉価があ る 。 カ リ キ ュ ラ ム は午前 中 の 2 時 間 。 料金は 利用 者 に ア ン

ケ ー ト を 求め 決 め た 。 「若い マ マ さ ん に 向 け た 発信」 が生 き がい の古谷 さ ん 、 夢 は 、 「で き

れ ば午後 も や り た い。 キ ッ ズ英会話、 キ ッ ズ ダ ン ス な ど も い い で す ね 。 長 い セ カ ン ド ス テ ー

ジ で す 。 再就職 な ど に 備 え 、 趣味 を 高 め る こ と は 、 高齢化時代 に は必要です」 と 言 う O

保育士 と 楽 し く 遊ぶ幼児 ら 閲宮市

器= う つ わ

2003年 5 月 、 宝塚市 に拠点 に お く 、 介護事業 の NPO 法人 と し て認め ら れた 。 「介護す る

人、 さ れ る 人、 両 方 を 支 え る 器で あ り た い」 と ネ ー ミ ン グ。 牛乳会社経営者の好意 で 山 本

丸橋 に 事務所 を 置 い た 。

理事長の 浦塚 ゆ か り さ ん は 13年前か ら 阪神 間 でス タ ッ フ 12人 と ヘ ルパ 一 事業 に取 り 組ん

だ。 そ の後、 専 門 学校講師 や 、 介護ス テ ー シ ョ ン 施設長 な ど を 歴任、 介護保険実施 を 機 に 、

散 っ て い た仲 間 5 人が集 ま り 、 事業 を 起 こ し た 。 設立の 主 旨 は 「ヘ ル プサ ー ピ ス の枠 を 超

え て そ の人 に 必要 な サ ー ビ ス を 提供 し 、 介護専 門 職の 質 と 地位 の 向 上 に 取 り 組むJo

ス タ ッ フ は20�30代 の 主婦。 事業 内 容 は 訪問介護、 僧別相談援助 、 24時 間 生活見守 り ネ ッ

ト ワ ー ク 事業 な ど。 訪問介護 は掃除、 洗濯、 入浴、 調理、 買 い物 、 通院介護 な ど多 岐 に わ

た る ハ ー ド な 仕事が多 い 。 「寝 た き り を な く す努力 を す る 」 が 「器」 の コ ン セ プ ト 。 そ の

人 間 味豊 か な 仕事が口 コ ミ で市内 に じ わ じ わ広 が り 、 利 用 者 の 申 し込みが多 く な っ た。
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介護 を 学ぶ器の メ ン バ � = 宝塚市

浦塚 さ ん は 、 肉 親 を 介護 し た 経験があ り 、 そ の と き 「地域の 人 と 支 え 合 う J と い う 思い

が募 っ た 。 そ し て 、 福祉の専 門 集団 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 痛感 し た 。 「介護 は 、 地域社

会 に 溶 け込む仕事です。 み ん な に 喜 んで も ら え る プ ロ と し て誇 り を 持つ こ と が大事で、す」

と 言 う O 訪 れ た 呂 、 宝塚プ ラ ザ、 コ ム に 10数人 の ス タ ッ フ が集 ま り 、 高度 な 「介護 カ リ キ ユ

ラ ム 」 に 取 り 組 んで い た 。

2 . γ ま ち の 再発見J 運動
「生活復興県民 ネ ッ ト 」 は2002年か ら 被災地の商届街、 自 治会、 老人、 婦人、 子 ど も 会

な ど住民中心の 「 ま ち お こ し 運動」 を 掘 り 起 こ し 、 選ばれた グ ル ー プ を 助 成 し て き た ( 1 

件50万 円 ) 0 2003年度 は 1 次、 2 次合 わ せ71件の応募があ り 、 49件 を助成。 2004年 3 月 21 日 、

そ の事例報告会 を ク リ ス タ ル タ ワ ー (神戸) で 開 い て 、 大賞 l 件、 優秀賞 2 件、 奨励賞 7

f牛 を 選 ん だ。

[大賞] 日 西原神楽保存会 (神戸市北区) 、 世帯数80戸余 り の少子高齢化が進 む農村地帯。

地域の活性化 は も と よ り 伝統文化の継承 も 悶難 に な っ て い た 。 そ こ で地域の伝統行事 「 日

西原神楽」 や 美 し い風景、 地域 に 残 る 「 こ こ ろ 」 を 再発見 し よ う と 地域情報冊子の作成 に

取 り 組 ん だ 。 冊 子づ く り で は 地域 ぐ る み で取材 を 行 い 、 そ の過程の な かで 「写真展J や 「ス

ラ イ ド シ ョ ー」 を 、 住民の つ ど い で 開催 し た 。 住民の つ ど い は 、 こ れ ま で年 l 度 の 運動会

終了後の慰労会 で あ っ た が、 高齢者 と 子 ど も が共通の話 し 合 う 場 に 変 わ り 、 冊子作成 に 向

け て 楽 し み な が ら 新 し い ア イ デア を 出 し 合 う 集会 に な っ た 。 景観保存意識 も 高 ま り 、 棚 田

保全や竹林整備活動 に は 、 隣接す る ニ ュ ー タ ウ ン の住民が参加す る よ う に な っ た 。

[f憂秀賞} 御 蔵通 5 ・ 6 ・ 7 丁 目 自 治会 (神戸市長 田 区) 、 震災で ま ち の 7 割 を 失 っ た 5 ・

6 ・ 7 丁 目 O 震災前か ら 暮 ら す住民 と 新 し い住民が地域づ く り への夢や希望 を 「御 菅 カ ル

タ J と し て ま と め た 。 自 治会 カ ル タ 部会 は 住民 に 広 く 呼びか け 、 小学校 l 年生か ら 88歳 ま

で133人が参加す る 地域全体 を 巻 き 込 ん だ プ ロ ジ ェ ク ト に な っ た 。 読 み 札 は 50枚 を 大幅 に
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超 え る 65枚 に 。 読 み 札 に 合わせ絵札 も 地域 を 離れ た 人か ら の応募 も あ っ た 。 「狭い

路地 楽 し か っ た ね 井戸端会議J r焼い た 火が 今は慰霊 の ろ う そ く に 」 な ど住み'慣

れ た 地域への思 い が切 々 O カ ル タ 原 画展 も 地元で 開 い た 。

[f基秀賞] 上 田 西公 園 の 環境 を 考 え る 連絡会 (西宮市) 、 同公園 は 震災後、 仮設住宅の

建設用 地 と し て 活用 さ れ、 そ の後 は 住民の 集 う 場所で は な く な っ た 。 こ の 公 園 の機能 を 回

復 さ せ よ う と 住民が協力 し て 「 よ み がえ れ上 回 西公園」 運動 に 取 り 組 ん だ 。 昭和初期 に は

地域内 に あ っ た 阪神 パ ー ク で ク ジ ラ が飼育 さ れて い た こ と か ら 「 ク ジ ラ の い た 町J を テ ー

マ に 当 時 の 「写真 パ ネ ル展」 を 開催。 子 ど も の手づ く り に よ る 「 ク ジ ラ み こ し 」 を 使 っ た

「ふ る さ と 祭J を 実施 し た 。 昔 を振 り か え る こ と で、 高齢者 と 子 ど も の交流が増 え 、 校区

を 超 え た輪の広が り を み せ た 。

{奨励賞] 大石南 町 ま ち づ く り 協 (神戸市灘区) マ東垂水地区 ま ち づ く り 協 (神戸市垂

水区) マ神和 台 ネ ッ ト ( 向 ) マ 中央三和 出屋敷商業地区 ま ち づ く り 協 (尼崎市) マ神崎社

会福祉協会 ( 同 ) マ う え が は ら っ こ ク ラ ブ (西宮市) マ浜脇連合婦人会 ( 同 ) (注 1 ) 

高�主の 7 割、 救急士に

神戸市灘 区 の水道筋 商庖街 (120庖舘) の 蔚 が高い。 そ こ で 「市民救急士がそ ろ っ た 商底街」

宿主た ち が、 2003年 9 月 か ら 心肺蘇生や 人工呼 を企画 し た 。 1 年 間 で商倍主の 7 割の普及が日

吸法な ど を 身 に付 け る 「市民救急土」 の資格習 標。 市消防局 に よ る と 、 市 内 の 2002年度の救急

得 に 取 り 組 ん だ。 買 い物客の高齢化が進み 、 救 出動件数は 6 万500件で過去最高。

急事故が起 こ っ た場合に商庖主が応急措置で き ま た 昔の街を 写すス ラ イ ド を ア ー ケ ー ド に つ

る 安全 な 地域づ く り が狙い。 る し た ス ク リ ー ン で見 せ る 「ア ー ケ ー ド、劇場」

救急士 は 、 消 防庁が定め た 「普通救命講習」 を 関催。 近 く の 王子ス タ ジ ア ム が大学、 社会人

の修了者で、 救急車が現場 に到着す る ま で の 際 の ア メ リ ン カ ン ・ フ ッ ト ボー ル の 拠点 に な っ た

に 、 傷病者 に 応、急、手当 て を す る o 3 時 間 の 講脅 の を 機 に 、 協会 と 提携 し た り 、 新事業 に積極的

で資格 を 得 る こ と がで き る 。 に取 り 組んで、い る O

、 高齢者の比率

3 .  r ま ち づ く り 」 に 企業参画
震災復興の過程 で企業が 「地域 と の新 た な 関係 の構築」 に 日 を 向 け始め た 。 こ れ ま で 「や

や無関心」 で あ っ た 企業が、 新 た な ま ち づ く り に加 わ り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に 一役員 お う

と す る 動 き は 重要 な 変化で あ る O 震災か ら の復興は こ う し た動 き を よ り 加速 さ せ た 。

「 フ ェ リ シ モJ (神戸市 中 央 区 ) は カ タ ロ グ通販大手 と し て 1965::9三創 業 し 、 海外事業所

を 含め従業員 約1 ， 000人。 企業哲学 は 事業性、 社会性、 創 造性が融合 し た 部 分 に存立基盤

があ り 、 地 球規模の 社会貢献活動 の 実績があ る O 国 内 外 に 150万本の 植樹 を 実施 し た 「森

基金」 や NGO と 共 同 で行 っ た ル ワ ン ダ難民緊急食糧支援 な ど。 震災後、 顧 客 か ら の 義援

280 第 章 @ 生活



金 を 積 み 立 て 、 神 戸 市 や 団 体へ の 支 援 の 残 余 額 7 ， 000 万 円 を 充 て て 2003 年、 rKOBE

HYOGO 2005 夢基金 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を ス タ ー ト さ せた 。 (注 2 ) 

震災10年 を 前 に 、 ま ち の活性化 を め ざす 団体に 資金 を 援助 す る 「夢基金 プ ロ ジ ェ ク ト J (企

画委員 長 = 新野幸次郎 ・ 神戸大名誉教授) 選考会が2003年 7 月 3 日 、 神 戸 ・ 戟 日 ホ ー ル で

関 か れ た 。 ま ち づ く り に 取 り 組む個人、 国体な ど200件の応募があ り 、 書類選考 に パ ス し

た28団体の代表者が現在の 活動や今後の計画 を ア ピ ー ル。 学生が古い ま ち 並 み が残 る 空 き

家 を 学生 に紹介 し 、 住み込んで も ら う O 新 し い 楽器で ま ち お こ し 。 障害者 自 身 に よ る 地関

づ く り O 地域 ラ ジ オ放送局 の 出前 サ テ ラ イ ト O 幼児 向 け の キ ッ ズ キ ッ チ ン な ど、 ユ ニ ー

ク な事業内容が次々 報告 さ れ た 。

元気の出 る 「ス テ ィ ー ルパ ン」 の演奏=神
戸市長 田 区

選考結果 は 7 月 18 日 、 発表 さ れた 。 今回 は 第 1 期 で 、 総額2 ， 500万円。 17団体に30-300

万 円 の 協力 金 を 交付。 来年度 の 第 2 期 は 、 約4 ， 500万 円 を 用 意 し て い る O 長 田 区 を 中心 と

す る 「 ア ス タ 新長 田 ス テ ィ ー ルパ ン振興会J は 、 カ リ ブ海 の 島 国 ト リ ニ ダ ー ド ト パ ゴ生 ま

れ の 楽器 ・ ス テ ィ ー ルパ ン ( ド ラ ム 缶でつ く っ た 楽器) の普及 に 努 め 、 小学生か ら 中 高年

ま でが参加。 多 く の イ ベ ン ト に 、 元気の 出 る 音楽 で 「 ま ち お こ し」 を 展 開 し て お り 、 300

万 円 の 交付が認め ら れた 。 他 の 交付先 は次の と お り O

マ ト ゥ モ ロ ー 編集室マ新開 地 ま ち づ く り NPO マ FM わ い わ い マ プ ロ ジ、 エ ク ト ・ く る く

る 発電所マ神戸 定住外国人支援 セ ン タ ーマ レ ト ロ フ ィ ッ ト マふ る さ と ひ ょ う ご創生塾 ・ コ

ミ ュ ニ テ イ 班マ 「 マ マ の 手作 り 子供服 コ レ ク シ ョ ン 」 プ ロ ジ ェ ク ト マ兵庫県民 シ ョ ー ロ 研

究所マ キ ッ ズ キ ッ チ ン マ 国際教育文化交流協会留学生委員 会マ西 出 東 出 下 町パ ラ ダ イ ス

~ 花 と 縁の し か け 隊 ~ マ P MODAN 神戸マ ア ン サ ン プル ・ 神戸マ神戸 ア ス リ ー ト タ ウ

ン ク ラ フゃマ久見瀬外部 空 間設計事務所。

ま た 、 県 、 市 の事業、 ま ち づ く り への企業参加 と 育成 な ど さ ま ざ ま な動 き があ っ た。

{地域づ く り 登諒制度} 県 は2003年 4 月 l 日 施行 の 「県民の参画 と 協動 の 推進 に 関 す る
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条例」 に 基づ き 、 自 治会や婦人会、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 NPO な ど を 対象 に 、 地域づ く り 活

動 の登録制度 を ス タ ー ト さ せ た 。 各 団体がネ ッ ト ワ ー ク を 広 げる 目 的で、 ひ ょ う ごボ ラ ン

タ リ ー プ ラ ザ (神戸市 中央区) が登録受 け付け。 一般の HP 閲 覧 を 2003年 6 月 下旬 か ら 実

施 し た 。

[CB 膏成講癌] 神戸商工会議所 は NPO 法人 「 し み ん事業 サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク j と

連携 し 、 CB の育成講座 を 開催 し 、 地域 に 密着 し た ピ ジ ネ ス を 後押 し 。 2003年 8 月 5 日 か

ら 5 日 時 、 CB で働 く ス タ ッ フ や起業 を 考 え て い る 人 を 対象 に 、 大学教授 、 地域 リ ー ダ ー

の企業家 ら が講義。 高齢者や 障害者、 主婦 な ど雇用 の受け皿 と し て期待 さ れ、 市民の 関 心

は高 か っ た 。 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸」 も NPO 事業や CB に 興味 を 持 つ 人

の た め の 'CB 連続講座」 を 5 回 開 き 、 体験活動 'NPO ト ラ イ や る ウ ィ ー ク 」 を 実施。 2003

年 5 月 か ら 「被災地樟害者セ ン タ ーJ な ど 9 つ の NPO 団体で10 託 問 、 仕事ぶ り を 体験 し た 。

{ 空 き 地活用 パ イ ロ ッ ト ] 被災商!日告 に 今 な お 空 き 地が多 い 。 県 は 放置 さ れて い る 土地

の活用 を 留 る た め 2004年度 ま で 「空 き 地活用 パ イ ロ ッ ト 事業」 を 展 開 し 、 ま ち協 、 自 治会、

商庖荷組合、 そ の 他 グ ル ー プの 「 に ぎ わ い創 出 事業」 を 助成。 土地所有者の 同 意 を得 た う

え 、 活動期 間 を 3 � 6 ヵ 月 以上 と し 、 l 団体70万円 � 150万円 (整地費 、 活動費 な ど) を

助成。 2003年度の事業費 は3 ， 000万円 。

(表 1 ) 被災地の主 な 空 き 地活用支援事業

事 業 名 戸ヨ n生aてT食

… き 地j舌用γ…す る イ ベ
ロ ッ ト 事業 ト 費用 な どを助成
被災地空地の緑化推進 ; 団体の緑化活動に費用
助成事業 を効目立
復興土地区爾整理事業 住宅や!ì5鋳な どの建設
地反内土地利用促進事 で、 融資の 4部の利子
業 を補給

助 成 者負、 保証l 、日果
3 、 6 カ 月 以 との活動 県復興企爵i課に最大70、 150万円
整地 と 園芸資材 に 各最

県都市政策担当大100万円
年1 . 7% ま での利子分

県市街地整備課

{ ま ち お こ し を 助成] 民 間 団体 に よ る ま ち お こ し事業 を 支援 し よ う と 、 県遊技業協 同 組

合 (神戸市 中 央 区 ) は2003年 9 月 、 620庖が積み立て た 寄付金 1 ， 050万円 を 24 団体 に贈 っ た 。

2001年 6 月 か ら 始 め た 福祉支援事業の 1 つ O

[ NPO が空 き j富舗対策] 新 開 地 ま ち づ く り NPO は 、 メ ト ロ こ う べ内 に あ る 3 つ の 空 き

庖舗 を 借 り 上 げ、 飲食屈 の 開業支援 に 乗 り 出す。 支援チ ー ム は 内装 デザイ ナ ー や ピ ー ル会

社社員 ら で構成 し 、 内外装か ら メ ニ ュ ー づ く り ま で企画立案。 賃料は 3 年契約で3 . 3平方

江あ た り l 万5 ， 000円 と 割安 に抑 え た 。 「 フ ェ リ シ モ 」 基金 を も と に し て お り 、 企画科 は 同

NPO が負 担。 開 業後 も 原別 3 年 間 は 毎 月 の売上高 の4% と 低め に設定 し た。 開 業 は2004年

7 月 を 予 定 し 出 庖 者 を 募集。 今後 3 年 間 に 1 0m の 開業 を 目 指す。

[ に ぎ わ い ま ち づ く り 提案] 神戸市 は 兵藤 ・ 長 田 南部地域の に ぎ わ い再生の た め の ア イ
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デ ア を 一般か ら 募集。 神戸港開港以来、 経済発展 を 支 え て き た が、 震災後人 口 減少や高齢

化 な ど の 問題 を 抱 え て い た 。 ア イ デ ア 募集 に は304件 の応募があ り 2003年 7 月 、 テ ー マ部

門 で は 兵庫 運河 を 中心 に 再生す る 「 テ ー マパ ー ク 宣言 ・ キ ャ ナ ル パ ー ク ひ ょ う ご、ム ブ リ

部 門 で は 「絵 に な る 兵庫 ・ 長田 ポ ス ト カ ー ド」 が最優秀賞 に選ばれた。

4 .  r城下町 ・ 築地」 の入づ く り
秋晴れの 9 月 下旬 、 尼崎市の城下町 ・ 築地 の 「初嶋大神宮例大祭、 だ ん じ り ま つ り 」 が

行 わ れ た 。 7 台の だ ん じ り と み こ し が町内 を 練 り 歩 き 、 本町通 り で だ ん じ り 2 台がぶ つ か

り 合 う 勇 壮 な 「 山 合わ せJ があ り 、 ク ラ イ マ ッ ク ス へO 「初鵠大神宮J に は 大勢 の 氏子が

集 ま り 、 ま つ り の 世話 に 汗 だ く O 大震災で拝殿 と 土塀が倒壊 し 、 本殿 も 傾い て壊滅 し た 「築

地 の シ ン ボ、ル」 を 、 み ん な の思 い で再建 に 持 ち 込 ん だ。 白装束の氏子総代 ら の振 る 舞 い に 、

祇固 ま つ り を 立 ち 上げた京都 の 町衆の姿がだぶ っ た。

勇壮な築地だん じ り の 「 山合わせ 尼崎
市

築地地区 は 寛永 4 年 (1664年) 、 尼崎城の城下町 と し て 大小 2 つ の 島 に ま た が っ て つ く

ら れた 。 白 い壁 の材木問屋が、 水濠 を 挟 ん で 白 亜の城 と 向かい合 う 大変美 し い 景観で あ っ

た 。 碁盤 日 の傷路が整備 さ れ、 東西 を 中 国指道が貫 き 、 高家が立 ち 並 ん で に ぎ わ い 、 問国

か ら 大坂、 江戸へ向 か う 大名行列が よ く 通 っ た。 南部 (南浜 ・ 丸烏付近) に は 大勢の 漁師

が暮 ら し 、 だ ん じ り は こ こ の船大工 ら に よ っ て つ く ら れた 。

尼崎の 臨 海部 は 明治後期 か ら 新田 地帯への工業立地以来、 大正、 昭和 を 通 じ て 阪神 臨 海

工業地帯 の 中核 と な っ た 。 そ の 一方、 市帯地 の 中 心が北へ移動 し て い く 過程 で 、 城下町の

環境 と 景観 は大 き く 変わ っ て い っ た 。 し か し 、 築 地 は 戦災の被害 も 少 な く 、 北西の寺町 と

と も に城下 町 の 雰 囲 気 を と どめ て い た。 (注 3 ) 
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住民の 「 ピ ラ ミ ッ ド、型組織J

そ の 日 (1995年 1 月 17 B ) 、 1 3 . 7況の地域の全てが 「j夜状化」 現象 に 見 舞 わ れ た 。

台風 (1934年) 、 ジ ェ ー ン 台風 (1950年) に は民家の全てが1 . -以上 も 床上浸水す る と い

う 海抜 ゼ ロ メ ー ト ル地帯の 「砂地 の 地盤」 の も ろ さ を 露呈 し た 。 再会役員 が 「ガス を 使 う

な」 と ふ れ て 回 り 、 犠牲者は l 人 も 出 さ な か っ た が、 建物1 ， 100戸の う ち全半壊302戸。 ほ

と ん どの家屋が沈下 し て傾 き 、 棟や庇、 床が波 う っ て い た 。 土砂が噴出 し 、 路面 に 亀裂が

り 、 ラ イ フ ラ イ ン のす断が随所 に起 き 、 見 た 目 よ り も は る か に 「 ま ち の再建 は 困 難」 と

い う 事実 に 、 住民2 ， 440人の 不安 は 募 っ た 。

地区 を 支 え て い た の は 町会 と 呼ばれる 3 つ の 「築地杜会福祉協議会J (束、 西、 中 町会) の

世話役の閣々 だ、 っ た 。 老人会か ら 子 ど も 会 に い た る 組織の活動 を見守っ て き た が、 1 ， 100戸の

う ち65%が古い長屋の並ぶ借家。 し か も お年寄 り が大半で、 自 力再建な ど と い う 状況では な い。

し ば ら く は、 情勢を 見 な が ら 避難所で、 そ の後の仮設住宅での暮 ら し を余儀な く さ れた 。

震災40 日 後、 「築地地 区復興委員 会」 が発足 し 、 代 々 築 地 に 住 ん で 地元 に詳 し い 安) 1 1 太

ー さ んが委員 長 に就 い た 。 住民の意見 を 徹底 し て 集約す る 「 ピ ラ ミ ッ ド型組織」 が こ こ で

機能 し た。 町会役員 が副委員 長、 相談役、 総務、 書記、 会計 な ど を 占 め 、 持 ち 家、 借家、

工業、 商業 な ど分科会で洗い ざ ら し の議論 を 詰め 、 ブ ロ ッ ク 会議で決定 し た 事項 を 吸い上

げて い っ た 。 ニ ュ ー ス は 会報 に 逐一取 り 上 げ、 こ の 問 、 3 固 に わ た っ て ア ン ケ ー ト 調査 を

実施。 借家部会で は90 % が 「老朽住宅 を 除去 し 、 市営の 改 良住宅 に移 る 」 案 に 賛成 し た 。

7 カ 月 後、 議論 を 集約 し て住民の 「 ま ち づ く り 案J を ま と め 、 尼崎市長 に提 出 し た 。

委員 会、 分科会 な どの会合は多 く が休 日 O 平 日 だ と 夜遅 く に な る こ と が多 く な っ た 。

災 の 年 か ら 翌年 に か け 、 ， 1 人 ひ と り の話 を 聞 く 」 こ と に 始 ま り 、 不講 を 賛成 に つ な い で

い く 世話役の労苦 は 尋常で は な か っ た 。

東京都がつ く っ た 「都濃災復興マ ニ ュ ア ル ・ 復興 プ ロ セ ス 編」 で、 地域復興協議会方式

で復興 に 取 り 組ん だ築地の例 を 紹介 し て い る O

'1995年 2 月 26 日 、 復興委員 会発足 (常任委員 18人、 委員 23人、 合計4 1 人) 、 5 分科会

= 約400人、 ブ ロ ッ ク 会 = 約100人、 総勢 ニニ 約550人。 半数の 世帯が参加 の復興委員 会。 5

間 に 延べ約250回 の復興委員 会 を 開催 = 50 回 /年 ・ 4 回 / 月 。 事業の選択 は あ く ま で も

地域住民が決め る こ と を鉄則 と し た 。 も と も と 住 ん で、 い た借家人が も と の よ う に住 め る よ

う 、 家主 と 協定 し 、 家賃 を 据 え 量 い たJ (注 4 ) 

築地 ら し い 「 ま ち 並み再生」

住民同 士の 話 し 合い を じ っ く り 見守 っ て き た 尼崎市が動 き 出 し た。 築地土地底画整理事

務所 に30人 を 超 え る 職員 を 常駐 さ せ、 住民 と の交渉 ご と に 当 た ら せ た 。 区 画整理事業 (事

業費195億 円 ) と 住宅地区改良事業 ( 同 229億円 ) の 合併施行 に は 、 65% の住民が措家住 ま

い と い う 事情があ る O 老朽住宅 を 買 い 上 げ、 i除去 し 、 地 区 の 甫北 に 6 棟の市営高層住宅 (430
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戸 ) を 建設 し て そ れ ら の人 々 に提供 し た 。 低い地盤対策 と し て 、 全地区 を 平均1 . 5t;;:盛土 し 、

縦横 に 透水管 を 思 め た 。

住民が こ だ わ っ た の は 「城下町の情緒が残 る ま ち づ く り J だ、 っ た 。 1996年 9 月 、 新 た に

道路交通部会、 ま ち 並み施設部会 を つ く り 、 そ の 後 に発足 し た 「地区計画検討委員会J (委

員 27人) で地域の 開発 と 保全 を 話 し合 っ た 。 ①混在 し て い た 工場 と 住宅 の 夜分け、 cg: 住宅

の 高 さ 制 限 (住宅街思13t;;:以下) 、 ③建築物 の 用 途 制 限 (大規模庖舗、 風俗、 遊技系、 修

理工場) 、 ④和嵐住宅の建築奨励 ー な ど を 定め た 計画 を 煮詰 め 、 ま ち づ く り に 反映 さ せ た 。

完成 し た本 町通 り を 行 く と 、 計画 に 沿 っ た 新 し い民家が日 に つ く が、 個 人の住宅 に すべ

て を 要請す る 無理 な 部分 も あ る O し か し市が建設 し た通 り に 面 し た 庖舗 は 、 茸 き 材 は黒、

グ レ ー の和瓦;で、 屋根の形 を 揃 え る O 玄関戸や窓、 手摺 り な ど工夫 し て 格 子の デザ イ ン を

取 り 入れ、 建物 の基調色 は 落 ち 着い た色 (無彩色) と し 、 華美 は 避 け る 一 こ れ ら の 申 し合

わせが生か さ れ、 ま ち の風情 を 取 り 戻 し た O 改 良住宅 は 白 壁 に 瓦の塀で聞 い 、 保育所 も 和

風塀で仕切 っ た 。 ごみ置 き 場や空調室外機は 格子で と い う 徹底 し た 配患 が施 さ れた 。

閣道43号線で南北 を 分断 さ れ、 工場の 転 出 に よ っ て 「過疎化 し た築地J を 商 に 向 か つ て

再 開発の足掛か り に し よ う 、 と す る 市。 そ れ を 支 え た の は 、 「災害 に 強 い 、 人情 あ る 、 伝

統の ま ち を 再生す る 責径 を 、 住民全員 が背負 っ たj と 安J I I 太ー さ ん は 言 う 。 2004年 3 月 、

区 画整理、 市営住宅建設 の 一部 を 残 し 、 1 年 後 に すべ て の事業が完了す る 。

ま ち の変遷映す 「写真展」

築地の住民 ら が、 わ が ま ち の変 遷 を 伝 え る 写

真展 「 み ん な の築地復興展 な つ か し い築地か

ら あ た ら し い築地へJ が2003年 9 月 初 日 か ら 23

日 ま で関 か れ た 。 会場は、 住民 ら がま ち づ く り

を 協議す る 拠点 だ っ た 築地福祉会館。 復興が仕

上げの段階 に入 り 、 同 会館 は 建 て替 え の た め取

り 壊 さ れ る と い う O

地区復興委員 会の メ ン バー か ら 「復興が一段

落す る の を 機 に 、 築地の歴史や思 い 出 を 後 世 に

引 き 継 ぐ こ と も 大事」 と い う 声がよが り 、 写真

展 の 開催 を 決め た 。 問委員 会 の 「 ま ち の記録作

成部会」 が中心 に な っ て 、 高齢者や市立地域研

究史料館か ら 同 地 匿 の古い写真 を借 り る d方、

工事中 か ら 現在 の ま ち 並 み な ど を 撮影 し て 約

250 点 を 準備 し た 。 震災前、 震災直後、 現在ー

と 同 じ地点 を 撮影 し た 「組写真」 も 多 く 、 待問

の 流 れ に 沿 っ た ま ち の表情 も 感 じ 取 れ る よ う 工

夫 を 凝 ら し た 。

酉の 町会長で、 ま ち の記録作成部会代表の高

橋正信 さ ん は 「昔な が ら の 人情 、 温かみが残 る

築地の 良 さ が伝わ り 、 若 い 人 に も 関心 を 持 っ て

も ら え た 」 と 百言 し て い た 。

田Iの歴史 を 伝 え る 写真 と 田I会 リ ー ダー = 尼崎市築
地 (神戸新聞社提供)
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5 . 神戸市の 「 ま ち づ く り J 支援

昔の務家 を イ メ ー ジ した本町通 り (後方は
市営改良住宅) = 尼崎市

神戸市 は2003年度事業の柱 と し て 「震災10年の総括 ・ 検証」 を 行 う こ と に な り 2003年 4 月 、

「復興 ・ 活性化推進懇話会J (座長 ニ 尭天義久 ・ 神戸大名誉教授) を 設立 し た。 6 月 か ら 7

月 に かけて各区で ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 き 、 「震災復興 と はJ I神戸 の将来像」 の 2 テ ー マ で話

し合い、 計254人の市民が参加 し た。 7 月 初 日 、 各 区 の代表者が集 ま り 、 投票で重要項 目 を

決め た が、 両 テ ー マ で上位 に挙がっ た の は 「人 と 人、 地域のつ な が り J I地域経済の 強 さ 」

だ っ た 。

(表 2 ) 市民参爾の ま ち づ く り 」 関係年表

1982 ・ 2 神戸市が 「 ま ち づ く り 条例」 施行
1995 ・ 1 阪神 ・ 淡路大震災
1995 ・ 7 兵燦県が阪神 ・ 淡路震災復興計両 ( ひ ょ う ごフ ェ ニ ッ ク ス 計画) を策定
1999 ・ 9 兵庫県が 「 ま ち づ く り 基本条例」 を路行
2000 ・ 4 西宮市が 「 市民生活の安全の推進に 関 す る 条例」 施行
2000 ・ 5 r芦屋市住み よ い ま ちづ く り 条例」 施行
2∞1 ・ 6 r三木市街づ く り 助成要綱」 施行
2002 ・ 2 神戸市が 「市民参画条例 (仮称)J の制定に向け、 市民に よ る 初 の ワ ー ク シ ョ ッ ブ
2003 ・ 4 兵庫県が 「県民の参紛 と 協働の推進 に 関 す る 条例」 施行

「 ま ち づ く り 」 に つ い て は 、 懇話会の専 門部会 「す ま い ・ ま ち づ く り 部会J が ワ ー キ ン

グ チ ー ム を 設 け て 、 デー タ と 市民の声 を 分析 し て ま と め た 。 そ れ に よ る と 、 震災後次の 3

項が顕著 に み ら れ た 。

{地域 を 支 え る 仕組 み } 自 治会連絡協議会、 婦人団体協議会 の 意見 を 集約す る と 、 l 人

ひ と り が地域活動 に 参加す る 意欲が増 え 、 ま ち づ く り で は 、 活動分野の 広 が り がみ え た 。

高齢化、 少子化、 過疎化 な ど地域ニ ー ズ が異 な る た め 、 取 り 組み も 多様化。 震災後、 高齢

者 の孤立化が問題 に な り 、 個 人、 ま た は ま ち で支援す る 「ふ れ あ い 交流事業」 が活発 に な っ

た 。 助成対象協議会数 は 、 1995年142件 (約370万 円) だ っ た の が、 2002年度 は 645件 (約2 ， 400

万 円 ) に 。
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地域 に は さ ま ざ ま な 活動 団体があ る が、 団体同士が連携 を 図 る 地域 ほ ど活動が活性化 し

て い る O 自 治会、 婦人会、 ま ち づ く り 協議会、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ エ コ タ ウ ン 、 里づ

く り 協議会 な どがあ り 、 機能的 に 動い て ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 手掛け る 「 野 田 北ふ る さ と

ネ ッ ト J '六 甲 ア イ ラ ン ド コ ン パ ク ト フ ォ ー ラ ム J '大沢町 コ ン パ ク ト た う ん研究会」 な ど

は そ の例。 ま た 市信地 と 農村部、 ニ ュ ー タ ウ ン と 農村 部の 地 区 間 交流 も 、 ふ れ あ い 交流 と

地域の経済活性化の一端 を 担 い 、 さ か ん に行 わ れ る よ う に な っ た。

{民間の地域活動支援] 市民運動 に 、 民 間 レ ベ ル の 「助成基金」 が相次 い で設立 さ れた 。

具体的 に は 「阪神 ・ 淡路ル ネ ッ サ ン ス ・ ブ ア ン ドJ (日AR 碁金) ， コ ー プ と も し びボ ラ ン テ ィ

ア振興財 団J ' こ う べ ま ち づ く り 六 甲 ア イ ラ ン ド基金J 'NPO 法人 ・ し み ん基金 ・ こ う べ」

な ど。 1996年 に 発足 し た 「生活復興県民 ネ ッ ト 」 は 1 日 も 早い生活復興 を 目 指 し 、 各種団

体、 ボ ラ ン テ イ ア グル ー プ、 企業、 個 人 の 幅広 い エ ネ ル ギー を 結集 し て 、 地域活動の担い

仲 間づ く り を 続 け た 。

{各区の事業} 区民 と と も に 区 の 特色 を 生か し た ま ち づ く り を 進め る た め 、 「区の個性

を の ばす ま ち づ く り 事業」 や 、 各局 と の連携 を 図 り な が ら 、 協働 の ま ち づ く り を 進め る 「地

域の力 を 活か し た ま ち づ く り 事業」 を 実施 し た 。 2003年度の事業費 は 「 区 の個性…」 が約

1 億9 ， 000万円 (2000年 1 億 円 ) 0 '地域 の 力 …」 が約 li 意1 ， 500万円 (2001年毘5 ， 000万円) 0 

ま た 、 民 需 の 人材 に よ る 「 ま ち 育 て サ ボ ー タ ー」 を 、 各 区 (計13人) に配置。 区民主体の

ま ち づ く り 、 環境、 教育、 文化な どの 区畏運動 に 協 力 。 'KOBE ま な びす と ネ ッ ト J 'PTA 

家庭教育 ア カ デ ミ ーJ '生涯学習支援セ ン タ ー J 'マ ナ ピ ィ ひ ろ ばJ 'あ じ さ い 市民大学」

な どの学習 の 場 を 提供 し 、 広 く 参加 を 呼 び掛 け た 。

各 ワ ー ク シ ョ ッ プで 「 自 治会 な ど、 コ ミ ュ ニ テ ィ 意識 を 高め る た め に、 若 い 人の参画 を 図

り 、 リ ー ダー を 育成す る J '世代 を超 え て集 ま れる イ ベ ン ト の計画J ' イ ベ ン ト は 、 地域団体

が主体 と な り 、 行政 と の協働で参画 し た い」 な どの意見が出 た 。 同部会は2003年10月 、 向懇

話会 に 「協働の ま ち づ く り J '専門家の育成J '地域の 自 律 と 行政 と の協働 の 取 り 組みJ な ど、

住民同士の結束 を 強め る 取 り 組み を 継続 し 、 行政が支援す る よ う 求め る 報告 を行 っ た。 (注 5 ) 

ワ ー ク シ ョ ッ ブで意見 を述べ合 う 市民 ら =
神戸市中央区 (神戸新開社提供)
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古民家 を 移築 、 集会所に

神戸市長田区の御菅西池症の住民 ら が、 城崎郡 の 大 き な神棚、 い ろ り を 残 し た 。 調理場やパ リ

香住町の古い民家を 移築、 再建 し た集会所が2004 ア フ リ ー の ト イ レ も 増築 し た 。 集会所は 「長屋

年 1 月 17 日 オ ー ブ ン した。 手作業で進めた移築が の雰囲気があ っ て い い」 と 住民 に 大好評。

住民同士の き ずな を 深め 、 職人やボラ ン テ イ ア と

の新た な交流 を深め た。処分 さ れる 運命だっ た120

年前の建物 は 、 震災で約 8 製が全壊 ・ 全焼 し た ま

ち を活気づけ る 拠点 と し て よ みがえ っ た。

同 地 区 の 自 治会、 ま ち づ く り 協議会な どが計

画 し た 。 民家 は かつ て交易船の船員 宅 と し て 使

わ れて い た が、 所有?者が処分 に 図 っ て い る の を

筒 き 、 再利用 す る こ と に し た 。 住民や学生 ボ ラ

ン テ イ ア ら が2002年 6 月 、 約 2 週間 か け て 解体。

壁土 を こ ね る 作業 を 始め、 職人の 手 を借 り な が 古民家 を 移築、 完成 し た集会所工神戸 市長田 尻
ら 進め た 。 大黒柱や は り を ほ ぼ再利用 し 、 独特 (神戸新開社捻供)

6 .  r外騒人市民J 増 え る
神戸市 は 、 震災で海外か ら 数多 く の援助 を 受 け た 。 震災前 に 比べ て 、 外 国人 コ ミ ュ ニ テ イ

と の交流が さ か ん に な り 、 「 国 際都市神戸J に ふ さ わ し い協力 関係が生 ま れ た 。 そ の 中 で

外国人ニ ュ ー カ マ ー の増加が著 し い 。 2003年11月 末で114 カ 国、 4 万5 ， 140 人 に 達 し 、 市人

口 の 約3 . 0% に ま で 占 め る よ う に な っ た 。 2001年度の統計で は 、 外閑人登録者数の 人 口 に

占 め る 割合は大i授 、 京都 に次い で 3 番 自 O 近年、 日 系 ブ ラ ジ ル 人、 イ ン ド シ ナ 難民 ら の定

住、 長期滞在型 の比率が急激 に上昇 し た の が要因 。 ま た留 学生 と し て来神 し 、 神戸で就職

す る ケ ー ス も 多い 。 2002年11月 の調べで は大学、 短大 (17校) 合わせて71 カ 出1 ， 741 人。

中 国 人留 学生が圧倒 的 に 多 く 、 1 ， 050人、 次いで韓国人の161人。

(表 3 ) 登録外国 人数の推移 (各 3 月 末)

1983年 1993年 2003年
27 ， 276 28 ， 015 24 ， 560 

韓国 朝鮮 ( 100) (102 . 7) (90 . 0) 
7 ， 343 9 ， 155 1 1 ， 710 中 国 (100) (124 . 7) (159 . 5) 

70 636 1 ， 06 1  ベ ト ナ ム (100) (908 . 6) ( 1 ， 51 5 . 7) 
26 384 858 ブ ラ ジ ル (100) (147 . 7) (330 . 0) 

3 ， 954 5 ， 481 6 可 51 9
そ の 他 (100) (138 . 6) ( 164 . 9) 

38 ， 669 43 ， 671 44 ， 708 zt 言十 (100) (112 . 9) ( 115 . 6) 
。 ( ) 内は83年 を 100 と し た数字
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外国人市民の交流の場 と し て震災後、 次の支援 グル ー プ、 団体が生 ま れ た 。 ① NGO 神戸

外国人救援ネ ッ ト (設立1995年 2 月 ) ②神戸定住外国人支援セ ン タ ー (同1997年 2 月 ) ③多

言語セ ン タ ー FACIL ( 同1999年 6 月 ) ④多文化共生セ ン タ ー ・ ひ ょ う ご ( 同 2000年 6 月 )

こ れ ら は 、 言葉 も 分か ら ず、 震災で家 を 失 っ た外国人の た め の救援活動 か ら 始め 、 日 本

人の心 を 汲み と ろ う と 異文化 に接 し 、 発展 し て い っ た グル ー プ。 し か し 一 方 で、 、 活動がボ

ラ ン テ ィ ア 中心 で あ る た め 、 「 関 西 ブ ラ ジ ル 人 コ ミ ュ ニ テ イ 」 や rNGO ベ ト ナ ム in KOBEJ 

の よ う に 組織化がや や遅れて い る グ ル ー プ も あ る O

受け入れ側 は ど う か。 神戸市の外国人支援 は 、 情報提供 ・ 相談、 福祉 ・ 医療、 教育 ・ 啓

発、 留学生支譲、 文化交流 と 多岐 に わ た る O さ ら に 、 実深い交流 を 進 め る た め 、 2003年

5 月 、 外国人市民 ら 10委員 で 「外国人市民会議j を 組織化。 併せて 「生活実態の ア ン ケ ー

ト 調査J (対象1 ， 200人、 人権、 福祉、 労働 な ど質問40項 目 ) を 行 っ た 。 7 月 に 聞 い た ワ ー

ク シ ョ ッ プで は 「最初 は 言葉 に壁があ り 、 時 間 人組織が メ イ ン の 窓 口 に な っ た 方が よ い J r ボ、

ラ ン テ ィ ア 組織 な の で財政的 に 苦 し いJ r 日 本 の 法律や 制 度 に 精 通 し た い 」 な どの 意見が

出 た 。 ア ン ケ ー ト の結果な ど を 分析 し 、 矯報の一元化、 相談体制 の 充実 を 図 り 、 日 本人側

に も 言葉 のバ リ ア を 引 き 下 げ、 外国人 を 理解す る た め視野 を 広 げる 教育 と 啓発 を 行 う 。

そ の上で、 こ れ ら の意見 を ま と め 、 2005年 1 月 、 復興 ・ 活性化推進懇話会で 「国際都市

神戸」 の あ り ょ う を 示す 「地域自際化基本指針」 を 策定す る O

「被災地 FM 局」 奮戦

震 災 を き っ かけ に 誕生 し 、 韓 国 や 中 国 な ど 8

カ 国語の放送 を 続 け 、 被災 し た外国人 ら に情報

を 発 信 し て き た 神 戸 市 長 田 区 の 地 域 FM 局

'FM わ い わ い 」 が2003年10月 17 日 か ら 1 週 間

に 約60本あ っ た番組を 10数本 に減 ら し 、 再出発

し た 。 放送時間 も 1 日 平均15時 間 か ら 約10時間

に 減 る が、 外関人被災者の生活情報源 と し て定

着 し て い る 多言語放送 は 「放送の核 と し て続け

る 」 と い う O

'FM わ い わ い 」 は 1995年の震災で被災 し た

多 く の在 日 外国人が清報不足 に苦 し ん だ こ と か

(注 1 ) 生活復興県民 ネ ッ ト 情報誌 「ハ ー ト ネ ッ ト 90号」
(注 2 ) ，復興支援会議 ill J 第 5 間提案

ら 、 韓国人や 日 本の ボ ラ ン テ イ ア ら が外国語 を

中 心 と し た放送局 と し て 1996年 に 開局 。 し か し

開局後の不況に加 え 、 日 本語番組 に 池域の特色

を 出せ な か っ た こ と か ら 、 広告 を 出 す地元 の ス

ポ ン サ ー が徐々 に離れ、 こ こ 数年 は収入が務 ち

込み、 経営難 に 陥 っ て い た 。

職員 の余千秋 さ ん は 「池元住民 と の交流 を 増

や し 、 長 田 ら し さ を 出 し て 、 ほ か の 地域 に は な

い番組 を つ く り た い」 と 話 し て い る 。

河 FM 局 は2003年度 の 「 ブ エ リ シ モ ・

の交付 を 受 け た 。 (注 6 ) 

(注 3 ) ，築地地区震災復興事業J (2001年 3 月 、 尼崎市都市局刊)
(注 4 ) ，東京都震災復興マ ニ ュ ア ル ・ 復興プロ セ ス 編J (2003年 3 月 刊)
(注 5 ) 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会の '2003年度復興の総括 ・ 検証」
(注 6 ) 日 経新聞 2003年10月 1 7 R
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「生活再建改正法案」 の成立

「被災者生活再建支援法」 が成立 し 、 都道府県が拠出 し た300億 円 の 基金運用益 に 国 の

補助金 を 足 し 、 最高100万 円 を 支給す る 仕組みが制度化 し て 5 年。 し か し 使 途 が生活必需

品 の購入 な ど に 眠 ら れて い る た め 、 被災地、 各 自 治体か ら 「住宅再建の支援」 を 要望す る

声が高 ま っ て い た 。 2003年度 は そ れ を 集約す る 論議が国、 全国知事会で活発化 し 、 法改正

へ一気 に加速 し た 。

1 . 県 「住宅再建独 自 案」 を 模索
全国規模 の 運動 と は 別 に 、 県 は 「県民が助 け 合 う 共済」 を 軸 に独 自 案 を 練っ て き た 。 そ

の意見 を 集約 す る 「被災者住宅再建支援制度調査会J を 立 ち 上 げ、 第 I 回 会合 を 2003年 5

月 13 日 、 県公館 で 開 い た 。 学識経験者や行政関係者 ら 委員 1 0人 で組織 し 、 座 長 に 室崎益輝 ・

神戸大都市安全研究セ ン タ ー 教授 を 選 ん だ。 開 会 は 「住宅再建支援の制度化 は被災地最大

の課題。 兵庫県か ら 突破 口 を 開 い て い き た い」 と し 、 2004年 1 月 ま で に 、 制 度 の枠組み を

盛 り 込ん だ報告書 を ま と め る こ と に な っ た。

室崎座長 は 、 偶人的 な 意見 と し た上で 「支援金 は 1 ， 000万� 500万円 が妥 当 。 住宅再建支

援 と 耐震補強 を 制度 の 両輪 に す る の が望 ま し い」 と 述べ た 。 県 は 、 公的支援 と 住宅所有者

の積立金 を 財源 に 、 2005年度 中 の 制度創設 を 目 指 し て い る が、 間座長 は 「 自 力 で 立 ち 上が

れな い被災者への社会福祉や 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 維持 し て 地域の活性化 を 促す 観点 な どか ら

公的支援 は ぜ ひ必要」 と 強調。 積立金は 「県が描 い て い る 年額2 ， 000 円 程 度 を 参考 に 、 加

入方法 に つ い て詰 め た い」 と し 、 耐震補強 に つ い て は 「住宅所有者 に 管理責任があ る が、

低所得者への補助制度 も 必要」 と 述べ た 。 (注 1 )

矢 白神戸市長 は 記者会見 で、 県 の 動 き に 協 力 す る 姿勢 を 強調。 「被災地 か ら 全国 に 向 け

て発信す る た め 、 時 間 を か け て も 制度 を作 り と げ て い く こ と が大切」 と 諾 っ た 。 市町が積

立金の徴収事務 を 担 当 し 、 公費部 分 を 負 担す る ケ ー ス に つ い て、 「一つ の 方法 で は あ る が、

市民全員 の 理解が得 ら れ る か ど う か」 と し 、 「災害 は広域的で、 本来 は 図 がや る べ き こ と

だが、 そ れ で は 進 ま な し 、 。 自 分た ち の こ と は 自 分 た ち でや る 、 と い う 共済 の 考 え 方 を ベ ー

ス に議論 し 、 複雑で な い制度 に ま と め る べ き だ」 と 述べ た 。
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「支握法成立」 の軌跡 つ づ る

「被災者生活再建支援法J の実現 に 奔走 し た 、 想、 を 「制度が実現で き る 脊 ぴ と 、

元県理事の和久克明 さ んが、 法成立 ま での軌跡

を 記 し た 「風穴 を あ け ろ J (兵庫 ジ ャ ー ナ ル社刊)

を 震災 9 年 目 の2004年 1 丹 、 出版 し た 。 但馬県

民局長 だ っ た手[]久 さ ん は 、 会議出席の た め宿泊

し て い た 神戸 で被災。 「 困 っ た 特 に お 互 い 助 け

合 う 、 そ の気持 ち を 共助 の シ ス テ ム に 結 び付 け

ら れ る の で は」 と 共済制度の必要性 を 考 え た 。

に な っ た 無念 さ が入 り 乱れた」 と つ づ、っ て い る O

手日久 さ ん は 「私 た ち が主張 し 続 け た の は r個

人補償」 で は な く 「保障!J 0 被災 者 を 守 る シ ス

テ ム の あ り 方 を 多 く の 人 々 に考 え て ほ しい」 と

話 し て い る 。

そ の住宅所有者が掛 け 金 を 積 み立て る 「住宅

地震共済制度」 を 当 時の貝原知事に手紙で提案。

1995年 4 月 企画部長 に就 き 、 制 度 の あ り 方 を研

i 究。 全国知事会、 市民 グ ル ー プ、 各政党が異 な

る 案 を 出 し 、 明本化 を 働 き か け な が ら 、 大蔵省

( 当 時) 、 自 民党 と 折衝 を 続 け た 。 野 中 幹事長

代理か ら 「最大の努力 で こ の 案 を 政府側 に の ま

せ た 。 阪神 ・ 淡路への そ 及 は 、 ílJlj度創設後言 っ

て き て も ら っ た ら よ い」 と 話 さ れ、 そ の 時の感

2 . 災害議連、 知事会が新提案

手口久克明 さ ん (神戸新罰社提供)

超党派 の 国 会議員 でつ く る 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国会議員 の 会J ( 相 沢英之会長 ・

略称 = 災害議連) は2003年 7 月 2 呂 、 「災害被災者生活再建支援法」 の改正試案 を 発表 し た 。

従来の 支援法 と は 別 に 、 新 た に 「被災者住宅復旧補助金」 制 度 を 創設 し 、 持 ち 家が全壊 し

た 人 に は最高500万円 を 、 半壊 し た 人 に も 向250万円 を 支給す る と い う の が大 き な柱。 さ ら

に 、 賃貸住宅で の被災者 に は 、 支援金の 追加支給 を 行 う と し た 。

新設 を 目 指す住宅復 旧 補 助 金 は 、 被災 し た 住居 の 商積 に 応 じ て 、 100平方 日 を 上 限 に 1

平方日当 た り 5 万 円 を 支給す る O 半壊 を そ の 半分 と し て い る 風水害 な どで は 、 地震の支給

額の半額。 自 宅 を 再建 し な い場合に も 、 対象額 の 半額 を 支給す る O

(表 1 ) 住宅再建支援 を め ぐ る 動 き

. 1 阪神 ・ 淡路大震災
10 兵!京県が住宅地震災害共済保険制度案 を発表

・ 5 被災者生活再建支援法が成立
. 10 鳥取県西部地震。 同県が被災住宅再建で 一律300万円補助 す る 独 自 支援策

10 災害議連が、 共済 と 悶費 を組み合わせた被災者住宅再建支援法案の骨子を発表
12 国土庁 (当時) の検討委が住宅の公共性に言及

. 7 災害議逮が、 公費負担で住宅再建 を 支援す る 生活再建支援法の改正案。
7 全関知事会が、 公変負担 に よ る 葱金での住宅再建支援案 を 決議。
8 宮城県の連続地震。 岡県が最高100万円 の被災住宅再建支援金制度

・ 2 兵庫県が独 自 の補完制度創設を決め る
3 衆院災害対策特別委員会が、 居住安定支援制度
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(表 2 ) 

同居住宏窒草壁軍陣ー一一.一両一一一」
事渇潜関車喜重畳程霊童E議長差詰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

EE車給路E5霊協語週明医司目E厩彊 年鈴、 年収等で毅は変動

- 年�又800万円 超は対象外、 500万円 超 は 限度額の]/2、 単数世帯は複
数世帯の3/4

・ 他の都道府県へ移転す る 場合は限度額の]/2

既存の生活再建支援金は 、 用 途 な ど に応 じ て 上 眼100万円 と し て い る が、 一律支給 に 改 め 、

対象 と は な ら な か っ た 半壊世帯 に も 一律50万円 を 支給。 さ ら に 、 住宅復 旧 補 助金 と は な ら

な い賃貸住宅の被災者 に は 、 追加支援金 と し て 最高50万 円 を 支払 う O ま た 、 支援金支給の

際 に 設 け ら れて い る 年齢や世帯構成、 収入 な どの条件や、 災害の規模 な ど の 条件 も 撤廃。

相 沢会長 は 「家一軒 を 建て 直 す の に 、 500万 円 は必要。 新 し く 制度 を 作 る よ り 、 今あ る 法

律 を 改正 し た 方が早 く 実現で き る と 判 断 し た J と 述べ た 。

全国知事会 は2003年 7 月 17 日 、 都道府県が資金 を拠出 し て 、 被災者が住 宅 を 再建す る た

め の 基金創設 を 正式 に 決め た 。 岐阜県高 山 市 で 開 か れ た 同 会議 で 、 「 自 然災害被災者支援

制度の創設等 に 関 す る 緊急決議J を 承認。 決議 は①都道府県 は 新 た に住宅再建支援制度 の

た め に 資金 を 拠出 す る O ②国 は2004年度予算 と 再制度の立法措置 を 早期 に構築す る O ③現

行の生活再建支援制度 も 合わせ、 今後 5 年 を め ど に 基金への 追加拠出 の 必 要性や制度の見

し を 検討す る と し た 。

2003年 9 月 18 日 開 かれ た 同 会地震対策特別委員 会の専門部会で支援金支給額案を 協議。

持 ち 家 に つ い て は 、 全壊で新築 し た 世帯 に最高200万円マ半壊、 修理で 同 1 00万円マ賃貸へ

の転居 で 伺 50万 円 を 支給。 賃貸居住者 に は 、 賃貸の全壊で 自 宅 を 新 た に 取得 し た 世帯 に 最

高100 万 円マ半壊で修理費 を 負 担 す る と 同50万円マ他の賃貸 に転宅す れば同50万円 ー と し

て い る O 創設す る 基金の規模 は 1300億円」 の 方針 を 了承 し た 。

1 4 年後見直 し J を付帯決議

内 閣府は2003年12月 10 日 、 災害議連総会で、 「建築 ・ 補修費 を 支援対象経費 に認めず、 解体

撤去費 な どの潤辺経費 の み を 上限200万円 で、支給す る 」 方針 を 明 ら か に し た。 「私有財産 に 資
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す る 給付 を認め な い」 と 財務省が難色 を 示 し た た め 、 内 閣府がそ れ に 向調 し た。 制度の名称

は 「居住安定支援制度J と し、 来年度の予算要求 に 制度創設準備の 1 億5 ， 000万円 を 盛 り 込

ん だ。

内 閣府案 は 、 住宅の所有 ・ 非所有 に かか わ ら ず、 自 宅全壊200万円マ 自 宅大規模半壊100

万円マ賃貸住宅全壊 ・ 大規模半壊50万円 を 上 隈 に 支給。 支援対象 に は住宅そ の も の の建

築 ・ 補修費 で は な く 、 周 辺経費 で あ る 解体撤去費や整地費、 ロ ー ン の利子補給、 賃料な ど

を 挙げ た 。 全 国知事会は 「制度創 設 を 優先す る 」 方 向 で 内 開府案 を 容認 し た 。

衆議院災害対策特別委員 会が2004年 3 月 18 日 間かれ、 政府案の 「被災者生活再建支援法

改正案」 を 可決 し た 。 住宅本体 も 支給対象 と し 、 3 年後の見直 し を 条件 と し た付則 を 加 え

た 野党の修正案 は 否 決 さ れ た が、 理事が提案 し た r 4 年後 に見産すJ と す る 付帯決議 を 採

択。 将来の住宅本体への支給 に 含み を 持た せ た。

生活再建支援法改正案付帯決議

政府 は 、 二本法施行 に 当 た り 、 特 に次の諸点 に 鳳大規模地震か ら 国民の生命、 財産 を 守 る た

資 意 し 、 そ の運用 に 遺憾 な き を 期 す る べ き で あ め 、 災筈時 に 紡災拠点 と な る 公 共施設等の耐震

る O 化 を促進す る と と も に 、 住宅の耐震化 に 関す る

剛被災者の 自 立 し た生活の 開 始 を 支援す る と 意識啓発 を 行 い 、 個 人住宅の耐震化の普及促進

い う 法 の 趣 旨 に か ん が み 、 支援金 の 支給 に 当 を 図 る こ と O

た っ て は 、 概算払い制度の活用等、 被災世帯が 量阪神 ・ 淡路大震災 の よ う な 大災害が発生 し

円滑かつ速 や か に 支給 を 受 け ら れる よ う 、 可能 た場合 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 支援措置

な 限 り i軍用 上配慮す る も の と す る こ と O を 参考 と し て 、 必要な措澄 を 検討す る こ と O

副支援制度の透用 に 当 た っ て は 、 生活再建の 量居住安定支援制度等の充実 を 図 る た め 、 本

た め の ニ ー ズ は被災世帯 に よ り 多様であ る こ と 法の施行後四年 を 巨 途 と し て 、 制度の施行状況

を 考慮 し 、 書類 の簡略化等 申 請手続の簡素化 を 等 を 勘案 し 、 制度の見直 し を行 う な どの総合的

図 る 等、 弾力 的 な 運用 を 図 る よ う 努め る こ と O な 検討 を 加 え る こ と 。

井上防災担当相 (お端) に 支援 を 訴 え る 知事、 L思議 ら : 東京都内 (神戸新聞社提供)
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法案は2004年 3 月 23 日 、 衆議院本会議 を 通過、 同31 日 、 参議院本会議で可決、 成立 し た 。

鳥取県が、 支援金の財源 と な る 都道府県拠出 の基金300億円への分担金 (約 2 億3 ， 000万円)

を 唯一予算 に計上せず、 新潟県 も 分割での拠出 を提案。 全都道府県一致の合意が得 ら れな い

ま ま 、 2004年 5 月 に も 臨時総会 を 開 い て結論 を 出 す こ と に な っ た。 政府は 4 月 1 目 、 新制度

を施行。 「都道府県の桔互扶助j を う た い 、 ス タ ー ト を切 る O

な お 県は2004年 2 月 、 改正案で支給額が上限 に 満 た な い 人に 差額 を 独 自 に 補 て んす る 制度

の検討 を 始 め た 。 住宅金焼で解体費が少額の場合や 、 ロ ー ン が組めず に利子補給 を 受け ら れ

な い高齢者の救済 を 図 る 狙い。 改正案の不備 を 補完す る 制度 と し て 、 2004年度 中 の予算化 を

目 指す。

3 .  I 自 助 ・ 公助」 で住宅再建
県 の 「被災者住宅再建支援制度調査会J (座長 ・ 室崎益輝神戸大学教授) は 2004年 l 月 比

呂 、 中 間報告 を 行 い 、 県独 自 に実施す る 制度の碁本 的 な 枠組み を 発表 し た 。 給付金200 - 600

万 円 、 掛け金 (負担金) 年額2 ， 500 - 5 ， 500円 で 4 つ の試算モ デル を提示。 対象 はすべ て の

自 然災害で、 加入 は任意 と し た 。 県 は県民の意見 を 集約 し 、 2004年度 中 に 条例化、 2005年

度か ら の実施 を 日 指す 。

(表 3 ) 住宅湾建支援の共済制度 を め ぐ る 動 き

1995年 1 月 阪神 ・ 淡路大震災
1 0月 兵庫県が住宅地震災害共済保険制度

98年 5 月 被災者生活再建支援法が成立
7 }1  阪神 ・ 淡路大震災復興基金が被災者 自立支援余制度創設

2ωo年 1 月 兵民主県 な ど 4 同体が共済方式の住宅再建支援制度案を発表
10月 鳥取県西部地震で、 同県が独 自 の住宅洋建支援制度

03年 5 月 兵庫県が 「被災者住宅再建支援制度調査会」 を設置
8 月 宮城県逢続地震で、 同県が独 自 の伎宅再建支援制度
12月 政府予算業の復活折衝で住宅再建支援を 制度化

中 間報告

報告で は 、 同制度 を 「被災 に よ る 損失補て ん で は な く 、 自 助 、 公助 と 組み 合わ せ る 相 互

扶助 の仕組み」 と 定義。 種類や 規模 を 問 わ な い すべ て の災害で、 火災、 損壊、 埋没、 流失

に よ る 住宅被害 を 対象 に し て お り 、 民 間 賃 貸住宅 も 含む 。 標準 的 な住宅建築費 を 1 ， 200万

円 と 設定。 地震保険や貯蓄 な どの組み合わせか ら 、 共済で賄 う 部分 を 200万円 か ら 600万円

の 範 囲 で検討 し 、 加 入率60 % 以 下 の想定で 、 掛け金 を 決 め た 。 給付金、 掛 け金 と も 住宅の

構造や面積 に かか わ ら ず、 L 日当 た り の定額で、 単年度掛け捨て シ ス テ ム O

加入促進 の た め 、 郵便局 や 銀行、 コ ン ビ ニ で の掛け金納 入 や 、 加入者が住宅の耐震補強

を 行 う 場合の助成 を 提案。 掛 け 金 を 低 く 抑 え る た め 、 県 に よ る 事務費、 支給額の 一部補助

も 検討課題 に挙 げ た 。 室崎座長 は 「県民合意の も と 県、 市 町、 関係団体な どが一緒 に 取 り

組む形 を つ く り た い 。 公費助成 が ど こ ま で求 め ら れ る かが最大の ポ イ ン ト O 支 え る の は県

民運動 し か な い」 と 語 っ た 。
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(表 4 ) 

E悪霊彊罫ßf，悪彊軍盟事E彊置竃唖宥麗習・・・・・・
書加入 と 給付の流れ

加入申請
郵便局 ・ 銀行 ・
コ ン ビニ な どで | 暗酔
負担金 を 支払 う 。
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品ザ

.給付金 と 負担金 (掛け金) のモデル試算

- 木造 ・ 非木造、 面積な どに かかわ ら ず l 戸あ た り 定額 と す る
. 負担金は加入率60%以下を想定

「 自 助」 の仕組みの 地震保険は 、 多額の保険料負 担 な どか ら 加入率が低迷。 「公助」 と

な る 由の住宅再建支援は 、 支給対象ががれ き 撤去 な どの住宅周 辺整備 に 絞 ら れた 。 県 は 大

震災直後、 共 済方式の全国制度化 を 提唱 し た が、 掛け金徴収 な どの事務負担増 を 懸念す る

市 町村 の 反対 な どで頓挫 し た 。 今度の 県 の 共済 に よ る 制度化 は 、 全国初の 「住宅本体の建

設費」 に踏み込む こ と に な る o (注 2 ) 

援護資金 r 3 割 が滞納」

被災者 に 県 内 の 市町が貸 し 出 し た 「jL害援護 て 返済不能 に 路 っ た倍受人 も 1 ， 597人で、 前年

資金」 の返済で、 借受人の う ち 滞納者が約 3 割 調査時 に 比べて338人増 え て い た 。

を 占 め る こ と が2003年 9 月 、 市民田体 「阪神 ・ 借受人の う ち 44 % に あ た る 2 万 5 ， 034人が一

淡路大震災救援 ・ 復興兵庫県民会議」 の調査で 括返済 し た 。 一方、 定額の年賦 や 月 賦返済 か ら

分 か っ た 。 同 資 金 は 上 限350 万 円 を 被 災 者 に 貸 毎月 払 え る 分だ け返済す る 少額償還に変更 し た

し 出 し 、 2000年度か ら 返済がス タ ー ト O 調査は 人 は 、 前年 よ り 約1 ， 700人増 の 1 万408人。 同 会

2002年 に続 き 2 回 目 で、 被災10市10町で返済方 議 は 「不況な どで生活再建で き な い と い う 被災

法の内訳な ど を 尋 ね た 。 者の現状が結 果 に 反映 し た」 と 分析。 少額償還

貸 し付 け は 、 言j- 5 万 6 ， 472人。 滞納者 に つ い の利用 割合が少 な い 自 治体ほ ど、 滞納者が多 い

て は神戸市 な ど 8 市 8 町が回答 し 、 8 ， 348人 (返 傾向がみ ら れた。

済 中 の 人 の 28% ) に 透 し た 。 自 己破産 に よ っ

4 .  r火災保験訴訟J 住民側敗訴
損保の慰謝料認め ず

大震災当 日 の火災で延焼被害 に あ っ た 神戸市東灘 区 の 住民が、 損害保険会社 な ど に 火災

保険金 の 支払 い を 求 め た訴訟の上告審判決で、 最高裁第三小法廷 (藤 田 宙培裁判 長) は2003

年12月 9 日 、 契約時の説明が不十分だ、 っ た と し て損保側 に 慰謝料の支払 い を 命 じ た 二審判
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決 を破棄 し た 。 住民側 の 請求 を 退 け た 一審判決が確定、 住民側 の逆転敗訴 と な っ た 。

訴訟で は 、 地震免責条項が公序 良俗 に 反す る か ど う か、 火災保険契約時 に 損保備が免責

条項 を 十分説明 し て い た か ど う か 、 な どが争点 に な っ て い た 。 第三小法廷 は 「地震保 険 に

加入す る か ど う か に 関 し 、 仮 に保険会社の情報提供や説明 に不十分 な 点が あ っ た と し て も 、

特段の事情がな い 限 り 、 慰謝料が請求で き る 違法行為 と 評価 す る こ と は で き な い」 と の判

断 を 示 し た。 大震災 を め ぐ る 同種の訴訟で説明義務違反 に よ る 慰謝料 を 初 め て認め た 二 審

大阪高裁判決 を 被棄 し た 。

j 地震免責条項 j 保険会社 な どが、 地震 に よ っ て発生 し た火災 な どで生 じ た損害 に つ い

て は 、 火災保険金や共済金 の 支払 い 義務 を 負 わ な い こ と を 規定 し た 契約条項。 損害が巨額

に な る 可能性があ る こ と や発生の予測が関難 な こ と か ら 設 け ら れ た 。 ①地震 に よ っ て 生 じ

た 火災②地震 に よ る 火災が延焼 し た場合③発生原 因 を 関 わず、 火災が地震 に よ っ て延焼 し

た場合 一 の 3 類型があ る O

問題の火災 は 、 大地震か ら 約 8 時 間後の 1995年 1 月 17 日 午後 2 時 ご ろ 、 東瀧区魚崎北町

5 の高居で発生。 周辺の住宅 な どが延焼 し 、 85棟が焼失 し た 。 一審神戸地裁 は 損保側 の 「地

に よ る 延焼」 と す る 主張 を 認 め 、 住民側 の 請求 を 棄却 し た 。 し か し 、 二審大阪高裁 は 「地

震保険が加 に あ る の に 、 火災保険 申 し 込み の 際 に説明 を 十分 に し て い な か っ た 」 と し て 7

社 と 1 団体 に 、 住民19人 に 対す る 慰謝料 と し て 総額1 ， 200万 円 の 支払 い を 命令 、 損保側 が

上告 し て い た 。 一 、 二審で勝訴 し た住民 3 人 に つ い て はす で に勝訴が確定 し て い る O

「地震保険」 加入率1[迷

大震災以降 、 日 本各地で大 き な 地震が起 き た が、 地震保 険 に 加入 し て い る の は2003年 3

月 末で全世帯 の 16 . 4 % に す ぎ な い。 世帯加入率が 2 割 を 超 え た の は東京 (24 . 2% ) 、 愛知 、

神奈川 、 千葉、 静 岡 の 5 都県 だ け 。 大震災 を 経験 し た兵産県で も 12 . 4 % と 、 全国平均 を 下

居 っ た 。 北海道、 秋 田 、 福 岡 、 長 崎 な ど12都道県 は前年比マ イ ナ ス O 岩手、 山 形、 富 山 な

ど12県で は加入率が 1 け た 台 に と ど ま っ て い る O 世界有数の 地 震 国 で あ り な が ら 「火災保

険 は 地震 に よ る 火災 を 補償 し な い」 と の現実が広 く 知 ら れて い る と は い え な い 。

地震免責条項 は 、 明治時代 に 火災保険がで き た 当 時か ら あ っ た。 予 測 困 難 な 上 、 巨大地

震が起 き る と 莫大 な被害が生 じ る た め 、 損保が成 り 立 た な い と さ れて お り 、 1923年の 関東

大震災で は 、 免責 を め ぐ っ て 深刻 な社会問題 に 発展 し た 。

1964年の新潟地震 を 機 に 、 支払い が一定規模 を 超 え た場合、 国 が保 険金 を 負担す る 地震

保険法が制定 さ れ、 国 内初 の 地震保険が登場 し た 。 し か し 「地震の 火災 も 火災保険で ま か

な え る 」 と み る ケ ー ス も 多 く 、 地震の た び に 訴訟が繰 り 返 さ れて き た 。 火災保険の ト ラ ブ

ル で は 、 約30件の訴訟が起 こ さ れ た が、 多 く は免責条項の有効性が認め ら れ、 被災住民 に

厳 し い結果が示 さ れ た 。

日 本損害保険協会 に よ る と 、 地震保険の加入率 は 大震災前 の 7 . 0 % か ら 大幅 に 増 え た が、
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(表 5 ) 
地震保検の加入率の推移

20 

(%)  北
海
道
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西
沖
地
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(
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刊は
日)

阪
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大
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(
%
年
1
月
行
日)

1 5  

1 0  

9 1  9 2  9 3  9 4  9 5  96 9 7  9 8  9 9  0 0  01年度

(全区]平均。 損害保険料率算出機構調べ)

依然 と し て低 い 。 同 会 は 「制度 を 知 っ て も ら い、 必要性 を 訴 え た いJ と し て い る 。 (注 3 ) 

「耐震診断J 受診0 . 7%

神戸市が2001年度 か ら 2 年間 、 古い住宅 を 対象 に 無料の耐震診 断 を 実施 し た結果、 受診

戸 数 は 対象 の 0 . 7 % し か な か っ た こ と が分 か つ た 。 こ の う ち 「危険」 と 判 断 さ れ た 住 宅 は

7 割 を 超 え た が、 大地震が今後想定 さ れ る 都市 よ り も 受診率 は低か っ た と い う O

対象は 、 建築基準法の耐震基準が改正 さ れた 1981年 6 月 よ り 前 に建て ら れ た住宅。 震度

6 以上の揺 れ を 想定 し 、 建築士 ら 診断員 が図面や現地調査 を 基に 判 定す る o 1 戸 に つ き 約

3 万円 かか る 費用 は 、 市 と 国、 県が負 担 し た。

岡市で対象 と な る の は約 8 万8 ， 100戸 あ る が、 2001年度 に 申 し 込 ん だ の は おO戸、 2002年

度 は 335戸 に と ど ま っ た 。 そ の う ち 「安全J と 判 断 さ れ た の は わずか 2 % で 、 「一応安全J

は 1 9 % 0 ' や や 危 険」 が33% 0 ，{弼 壊 ま た は 大破壊の危険があ る 」 は38% に 上 っ た 。 2003年

度以降、 市 は 申 込者 に 3 ， 000 円 の 負 担 を 求 め る 形で事業 を 継続 し た が、 申 し込み は 10 月 末

で59戸 に と ど ま っ て い る O

両市住宅政策課は 「受診率が低い の は 、 大地震は も う 起 き な い と か、 震災時の揺 れ に 耐

え た の で大丈夫、 と い う 誤解があ る の で は な い か。 震 災 の 教訓 を 生かす た め に も さ ら に

PR に 力 を 入れ た い」 と 話 し て い る o (注 4 ) 

(注 1 ) 読売新聞 2003年 5 月 14 臼
(注 2 ) 毎 日 新聞ほか 2004年 1 月 15 日
(注 3 ) 産経新筒ほか 2003年12月 9 日
(注 4 ) 朝 日新聞 2004年 1 月 6 日
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作品 「 ポ ス ト 10年」 を 見据 え る

1 .  r生活鍍興施策J を 総検証
県、 神戸市 は じ め 被災市町が こ れ ま で

を視野 に 今後の あ り 方の検討 を 始 め た O 県 は最重点課題の 「高齢者支援」 の 方 向 を 探 る た

め 、 2002年 9 月 か ら 2003年 3 月 に か け 、 復興住宅全世帯 (約 2 万6 ， 000戸) を 対象 に 大規

模 な 「 コ ミ ュ ニ テ イ 調査」 を 実施 し た 。 2003年 8 月 、 そ の結果 を 発表。 報告書 で は 「復興

住宅の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成が順調 に 進 ん だ。 居住者や支援者の努力 の成果」 と 評価 し た 。

調査は 県 の委託で 「阪神 ・ 淡路大震災記念協会」 な どが担当 。 復興住宅323 カ 所 に 入居

す る 全 世帯 に ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配布 し 、 近所付 き 合い や 暮 ら し の変化 な ど を 開 い た 。64 . 8%

に あ た る l 万7 ， 079戸 か ら 回答があ っ た 。 65歳以 上 の 割 合 は 38 . 1 % 。 そ の結 果 、 住 ま い に

つ い て は 、 「ずっ と 住み続け る つ も り J 52 . 9% マ 「今の環境 を 大切 に し た いJ 50 . 6% ー な ど、

入賠者 は 比較的満足 し て い た 。 近所付 き 合い で は 、 「 い つ も あ い さ つす る 近所の 人がい る 」

が70 . 5%マ 「お み や げや お す そ分け を し あ う 人がい る 」 も 5 訴 を 超 え 、 57 . 1 % だ、 っ た 。

た だ、 経済的 に は 震災後、 苦 し く な っ て い る こ と を う かがわせ、 「収入」 は 「減 っ た J

と 答 え た 人が も っ と も 多 く 、 49 . 8% 。 ま た 、 「預貯金」 に つ い て も 向様で、 「 減 っ た J が50 . 1 % 。

「支出」 で増 え た の は 、 「医療費J が ト ッ プで41 . 9% だ、 っ た 。

調査の 結果、 マ 出 会 い の場 と な る 「お茶会」 な どの行事が行 わ れ て い る マ生活援助員

(LSA) な ど支援者の訪問があ る マ 自 治会活動が活発マ近所付 き 合い が多 い 一復興住宅 ほ

とマ被災者の生活復興感が高 か っ た 。

ほ し い 「人 と 人 と の交流」 。 こ の こ と が調査で数値 的 に 裏付 け さ れ た が、 回答者 の 半数

は新 し い 人 間 関係 に な じ めず、 需 じ こ も り がち に な り 、 大切 な 「 出 会 い 」 の機会が少 な か っ

た と い う O 復興基金事業の終了後、 直接的 な 高齢者支援 は 縮小 に 向か う O 被災者の コ ミ ュ

ニ テ ィ 活動の拠点づ く り や 、 担い手 と な る 人材ー育成 な どのサ ポ ー ト 事業が今後の課題 と し

て残 っ た 。

県 は 「被災者の高齢化が進み 、 調査で地域社会形成の重要性が確認 さ れた 。 地域が協力

す る 包み込みが大切」 と し 、 震災10年以降 も 高齢者支接や地域活動 を 支 え る シ ス テ ム づ く

り を 重点的 に行 っ て い く 方向 を 示 し た 。
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「 ち ょ っ と カ ー」 利用者 1 万人に

神戸市垂水区名谷町の復興住宅「ベ ル デ名谷」 き で貸 し て く れ る こ と に な り 、 1 日 も 休 ま ず続

と 最 寄 り の バ ス 停 を 結 ぶ 無 料 送 迎 サ ー ビ ス い て い る 。

「 ち ょ っ と カ - J の利用 者が2003年10月 21 日 、 雨が降 り 続い た こ の B 、 40人の利用者があ り 、

1 万人 に達 し た。 ボ ラ ン テ イ ア ら が2002年10月 1 人は 「足腰が惑いので助か り ま す」 と に っ こ り 。

に始め て ほ ぼ 1 年。 1 万人 目 の女性 (76) に花

東が贈 ら れた 。

市内各地で復興住宅訪問 を 続 け て い る 「週末

ボ ラ ン テ ィ ア J (東係健司代表) の 活動。 約 1 ， 600

人が住 む ベ ル デ名谷は高台 に あ り 、 ふ も と の バ

ス 停 ま で は 約400�;;: と お 年寄 り に は き つ い。 そ

こ で 「 どん どん外出 し て も ら い た く て始 め た」

と 東篠 さ ん は 言 う 。 サ ー ビ ス は 平 日 午前日時か

ら 午後 2 時 ま で。 市の助成金は今年 3 月 で打 ち

切 り と な っ た が、 「 し あ わせ家族デイ サ ー ビ ス

セ ン タ ー 」 と 「名谷病続」 が寧 を 運転手 さ ん付

2 .  r復興10年」 記念事業

花束 を贈 ら れる 1 万人 口 の利 用 者 三二 神戸市乗水区
(神戸新開社提供)

2005年 l 月 の 震災10年 に 向 け 、 復興の叡 り 組み を 総点検す る 県の 「復興10年委員 会」 が

2003年 8 月 28 日 、 発足 し た 。 学識経験者や各団体の代表 ら 73人が専門分野 を 生か し た 検証

を 行 い 、 被災地の さ ま ざ ま な 教訓 を 全国 に発信す る こ と に な っ た 。

委員 会で は、 「ポス ト 10年 と 全国 で起 こ り う る 大規模災害 に備 え 、 教訓 を 示す こ と が被災

地 と し て の 責任」 と し 、 座長 に新野幸次郎 ・ 神戸都市問題研究所理事長 を 選 ん だ。 2004年

1 月 か ら 「住宅復興 と 支援J I ま ち づ く り J I健康 ・ 福祉J I社会 ・ 文化」 な どの テ ー マ ご と

に 、 市町職員 や被災者、 民 間 間体な ど関係者 を対象 に ア ン ケ ー ト や 聞 き 取 り 調査を 開始 し た。

2004年度 に は地域 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し、 約2 ， 000事業所 に 防災、 復興の取 り 組み を 尋ね

る ア ン ケ ー ト 調査 な ど を 実施 し 、 2004年10月 ごろ の 中 間報告を経て最終報告 を ま と め る O

「言己念事業小委員 会」 で は 、 被災地で の 多様 な震災10年事業 を 支援 し 、 連携 し て い く こ

と を確認 し た 。

テ ー マ I 1 ・ 1 7は 忠れ な い」

10年事業 は 「創造的復興 フ ォ ー ラ ム 」 な ど を 柱 に 、 2005年 1 月 前後 に被 災 市町 を 中心

に 展 開 。 支援感謝 と 被災の教訓 を 生 か し た 「復興の成果 と 課題」 を 広 く 田 内外 に ア ピ ー ル

す る O 一方、 被災地 中 心 に 2004年 4 月 か ら 2 年 間 、 県 、 10市10町、 民 間 非営利 団体 (NPO)

な どが行 う 「追悼行事」 や 「復興 イ ベ ン ト 」 に 対 し 助 成 、 支援す る ー と い う の が大筋。

2004年 2 月 、 2004年度 中 の計32の 事業 を 決 め た 。 「 フ ォ ー ラ ム 」 は 10年 間 を 総括 し 、 震
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災復興の先導的 な 取 り 組み を 提言。 災害時の被害軽減 に 向 け 、 国際的 な 防災 戦 略 を 練 る 「国

連防災世界会議J (2005年 l 月 ) や 人 と 防災未来セ ン タ … の研究成 果 を 紹介す る 「企画展」

(2004年 8 月 一 2005年 2 月 ) な どが柱の事業 に な る O

支援への 謝意 は さ ま ざま な形で表現。 世界20 カ 国 の子 ど も が参加す る 「 世界少年野球兵

庫大会 (仮称) J (2004年 7 月 29 B � 8 月 6 日 ) や 「再生J を テ ー マ に し た公募展 「兵庫 回

捺絵画 コ ン ペ テ ィ シ ョ ン J (2005年 1 � 2 月 ) の ほ か、 大 み そ か に は特別 ゲ ス ト に よ る 年

越 し イ ベ ン ト 「 ジ ル ヴ、 ェ ス タ ー ・ ガ ラ ・ コ ン サ ー ト 」 を 計画 し て い る O

(表 1 ) 兵庫県の 「復興1 0年委員会」 ス ケ ジ ュ ー ル

2003年 8 月 学識経験者や被災住民 ら に よ り 発足。 復興についての 「検証 ・ 提言f事業」

10月
2004年 l 月

4 月
9 fl  

2005年 1 月
3 月

2006年 3 月

や、 犠牲者を追悼 し教訓 を次世代に伝え る 「記念事業」 について協議開始
記念事業の基本構想 ま と ま る 。 統一テ ー マ は r 1 . 17は忘れな いJ
検証 ・ 捻言事業のため各機関への ヒ ア リ ン グ開始
記念事業ス タ ー ト
検託 ・ 提言事業 の 中 間報告
創造的復興フ ォ ー ラ ム の 開催
報告書: を作成
記念事業終了

2004年 3 月 、 県 、 被災市町、 民 問 団体な どでつ く る 推進会議 は r 1 ・ 17 は 忘 れ な い」 を

テ ー マ に 、 rlO周 年記念事一業J 内 容 を 検討。 追悼、 教訓 、 感謝、 成果、 創 造 的 市民社会づ

く り ー な ど を コ ン セ プ ト に 、 主 と し て被災地で繰 り 広 げる 事業 に 対 し 「記念事業」 と 認定

し た 団体 を 助成す る o 2 年 間 の 総事業費 は 15億円 、 う ち 2004年度の助成費 は 計 7 億 円 。 対

象 は県 、 市 町 が参加 す る 実行委員 会 の 主鑑事業や 、 事業費約100万 円 以 上 の 民 間 団体主鑑

の応募事業 を 審査 し て決め る 。

10年記念事業 の シ ン ボル マ ー ク は 全国 か ら 410件 の応募があ り 、 神戸市西区 の デザイ ナ 一

社多利 香 さ ん (21) の 作品 口 図 = が選 ばれた 。 r 1 ・ 17J の 数字 と 被災地 の 光景や復興の

様子 を 表現 し た 。

“ 事 g
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「 コ ミ ュ ニ テ ィ 強化」 は 道半 ば

県 、 被災市町で 「復興10年の 総括」 と 被災地か ら 「震災の経験 を 国 内 外 に ど う 発信 し て

い く か」 の 検証作業 に 入 っ た 。 「復興10年委員 会」 の 新野幸次郎座長 (神戸都市問題研究

所理事長) に 、 「震災復興 と 今後の課題J を 開 い た 。 イ ン タ ピ ュ ー ・ 神戸 新聞社。 (注 1 ) 

一 こ こ ま での復興 を ど う み る か。

「 ま ず忘 れて な ら な い の は 、 6 ， 433人の 命 は 決 し て復興 ・ 復 旧 で き な い と い う こ と 。 商

業地 も 、 確 か に イ ン フ ラ は復興 し た が、 そ れ だ け で は被災地以外の 商業地 に は か な わ な い。

被災地が復興 に 忙 し い 問 、 他 の 地域 は売 る た め の工夫 を 重ね 、 表 を 広 げて き た 。 震災前の

人 口 に戻 っ て い な い地域 も あ り 、 復興 に は ま だ遠い。 つ ま り 、 ハ ー ド だ け で は真の復興 と

は い え な い 。 10年 た て ば、 社会 も 住民 の ニ ー ズ も 変 わ る 。 被災地 を 元 に戻 す だ け で な く 、

10年の 変化 に 対応 し た 「創造的復興J に し な い と い け な いJ o

(表 2 ) 数字 で 見 る 兵庫県の震災復興
(兵庫県や神戸市 な どの デー タ を も と に )

被災地一人口 l 358万9 ， 126人 → 361万7 ， 253人
( 1995年 1 月 1 日 (2003年12月 1 日 )

- 有効求人倍率 ( { ) は全国平均)
0 . 50 {0 . 64} → 0 . 44 {0 . 56} 
( 1995年度) (2002年度)

- 大型小売庖告書販売額
1 兆763億円 → 1 兆247億円
( 1995年) (2002年)

- 企業倒産件数
432r牛 → 735件
( 1995年) (2003年)

- 金融機関貸出金残向
17��4 ， 510億 円 → 163�302億円
( 1994年 11 月 ) (2003年 11 月 )

- 鉱工業生産指数
100 → 10 1 .  3 
( 1995年) (2002年)

- ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額
659億8 ， 700万円 → 512億6 ， 3007J 円
( 1994年) (2002年)

- 神戸港取 り 扱い貨物量
1 億2 ， 586万 ト J → 5 ， 762万 ト J
( 1994年 l 月 - 9 月 ) (2003年 1 月 一 9 月 )

- 神戸港輸出入総額
7 �U ， 029億 円 → 6 兆2 ， 886億 円
( 1994年) (2002年)

- 被災地観光客数
7 ， 256万 1 ， 000人 → 7 ， 139万人
( 1993年度) (2002年度)

- 総生産 (実質値)
20�U ， 146億円 → 19兆2 ， 179億円
( 1993年度) (2001年度)
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一 こ の 9 年 間 で見 え て き た教訓 は。

「復興10年委員会」 の座長 ・ 新野幸次郎氏
(神戸新聞社提供)

「 ま ず コ ミ ュ ニ テ ィ の重要性 を 強謂 し た い。 普段か ら 近所付 き 合い の濃 か っ た津名郡北

淡町で は震災夜後、 住民が迅速 に 動 き 、 早 い段階で救助活動 を 終 え た 。 神 戸 市 長 田 区 で も

住民間士 の 助 け合いが数多 く 見 ら れた 。 コ ミ ュ ニ テ ィ の 強 さ が 「減災」 に つ な が る 可能性

を 示 し た 。 一方、 復興の過程で も 、 長 田 区 の真野地 区 な ど、 震災前か ら ま ち づ く り 協議会

が機能 し て い た 地域で は 、 比較的ス ム ー ズ に事業が進 ん だ。 独居死 を み る と 、 実 際 は 家族

が近 く に住 ん でい る ケ ー ス が多 い 。 家族や コ ミ ュ ニ テ イ のぜい 弱 さ が背景 に あ る と み る べ

き だ。 し か し 、 被災地 を 見渡す と 、 震災前 に 比べ て コ ミ ュ ニ テ イ が強化 さ れ た 地域 は 少 な

い 。 そ の重要牲 に 気付い た 人 は 多 か っ た が、 実践は ま だ ま だ。 「 自 分が ま ち づ く り の主人公J

と い う 意識 を 持つ こ と が大切 だー

ー ま ち づ く り につ い て。

「国 は も っ と 思 い切 っ た施策 を打て な か っ た か。 例 え ばイ ギ リ ス で は 、 地域限定で国 が

補助金 を 出 し た り 、 税 を 優遇 し た り す る 「エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ ゾー ン」 を 設 け 、 産業活性

化の成果 を 上 げて い る O 日 本の特豆 と 似て い る よ う だが、 日 本の場合、 規制緩和 はす る が、

金 は 出 さ な い と い う 発想。 ア メ リ カ を 見 て も 、 州 ご と に税制が異 な る な ど、 地域が独 自 色

を打 ち 出 し て い る O 神戸 は 、 医療産業都市構想、が進 む な ど、 先進的 な 分野 も あ る O 企業や

人 を 育 て る た め に も 、 も っ と 大胆 な ま ち づ く り を し て も よ か っ た J o

一 震災前 に比べて評価 で き る 点 は 。

i il'"行政主導』 か ら 「地方分権.ß il'"参両 と 協働』 の 流 れ を つ く れ た 成 果 は 大 き い。 ボ ラ ン

テ ィ ア も 、 組織主導型 だ っ た が、 震災で多 く の 青年が 自 発的 に 被災地 に 駆 け付 け 、 被災者

の 要望 を 開 く と こ ろ か ら 始め た 。 そ の 中 か ら 生 ま れた NPO な どが、 行政 に も の を 言 い 、

選挙で も 活躍 し 、 ま ち を 動 か し 始 め た J o

一 東南海 ・ 南海地震 も 危倶 さ れ る が。

「局地 的 な 直下型地震 だ っ た 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 県外な どか ら の物資補給 も で き た 。
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だが、 東南海 ・ 南海では広域的 な 被害 も 予想、 さ れ、 支援が国難か も し れ な い 。 私が一番強

鵠 し た い の は 『大災害 な ど非常事態 に 備 え た仕組みが必要J と い う こ と O 日 本は 災害列 島

に も かか わ ら ず、 大災害 を 想定 し た法整備が不十分だ。 阪神 ・ 淡路大震災 で 、 有事体制が

日 本 に な か っ た こ と が浮 き 部 り に な っ た 。 市民が抱い た不満の多 く も 、 こ の こ と に起 因 す

る の で は な い かJ o

一 震災前、 大地震 な ど起 こ る ま い と の油断があ っ た 。 10年 目 を 迎 え た い ま 、 i司 じ油 断が

あ る O

「土地 毘画整理事業 に し て も 、 現行法 は 、 住 む場所 を い っ ぺ ん に失 う と い う よ う な非常

事態 を想定 し て い な い 。 行政は結局、 道路 に は金 を 出 すが 「私有財 産 だ か ら 』 と の理 由 で

被災者の住宅再建 に は金 を 出 さ な か っ た 。 さ ら に 、 日 本 な ら で は の土地 ・ 建物の 複雑 な 権

利 関係 に 柔軟 に 対応で き る 法律 も 整備 さ れて い な か っ た 。 そ の た め 、 居住者が建物 を 再建

し た い と 思 っ て も 、 地権者 に 拒 ま れ断念す る ケ ー ス な ど も 見 ら れた 。 結 局 、 仮設住宅への

転居が進み 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 崩壊が助長 さ れた 。 例 え ば、 高齢者や20年間 住 み 続 け た 元 の

場所 に 住 め る 、 と い う よ う な 柔軟 な 仕組みづ く り も 必要で、 は な い かJ o

「住宅再建J r阪神 V J が主役

県 は 2003年の県政10大ニ ュ ー ス を 発表 し た 。

部設が決 ま っ た 「伎宅再建支援制度の実現」 の

ほ か、 「阪神 タ イ ガー ス 優勝」 な ど を 選 んだ。

住宅再建支援制度 を め ぐ っ て は 、 全国知事会

な ど と 連携 し て実現に取 り 組み 、 がれ き 撤去や

整地費 な ど を 支給対象 と す る 制度が実現 し た 。

県 な どが求 め て い た 建築費本体への支給は認め

ら れ な か っ た が、 4 年後 に見[夜す と い う 付帯決

さ れた 。

は 、 2006年秋の 「の じ ぎ く 兵

ほ か、 リ ー グ優勝 を 果 た

ガ ー ス への県ス ポ ー ツ 特別賞贈呈

に夢 と 希望 を 与 え たJ と し て選ん

県政1 0大ニ ュ ー ス

φ芸術文化 セ ン タ ー や陶芸館 な ど の整備進 む

。障害者支援費制度の開始や 障害者へ の 声 か

け運動の展開

。統一選 と 衆院選実施

。構造改革特区 に 1 5件認定

+ß.反神高速道の延伸 な ど 県土基盤づ く り 進 む

@兵康閤体 、 全国障害者ス ポ ー ツ 大会の開催

決定

⑮県災害医療セ ン タ ー な ど 開設

。特定地域の デ ィ ー ゼル車運行規制強化な ど

環境対策推進

。阪神 タ イ ガ ー ス に 県 ス ポ ー ツ特別賞贈呈

議の 開催決定
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3 . 神戸市 「中期 ビ ジ ョ ン 」 策定
震災10年 に 向 け 、 神 戸 市の復興総括 ・ 検証 を 行 う 同 市 「復興 ・ 活性化推進懇話会J (委

員 28人) は2003年 4 月 22 日 、 市役所で初会合 を 開 い た 。 震災 5 年 の総括 ・ 検証 に 携わ っ た

学識経験者 に 加 え 、 経済、 福祉、 NPO な どか ら 第一線の専門家 を 委嘱。 「復興過殺の教訓

のe情報発信」 を 被災地の責任 と 位置付 け た 。

提言報告 ま で さ ま ざ ま な 検証作 業 に 着手。 2003 年 6 月 か ら 7 月 に か け 各 区 で ワ ー ク

シ ョ ッ プ を 開 い た ほ か、 6 月 、 懇話会の 総括 ・ 検証 に役立 て る た め 「市民 1 万人 ア ン ケ ー

ト 調査」 を 実施 し た 。

! 市民 1 万人調査 ; 郵送で50 . 9% を 回収。 暮 ら し 向 き が前年 よ り 低下 し た と 感 じ て い る

人 の 割 合 は 前 回調査 ( 1999年度) に比べ て4 . 2引増 え 、 43 . 1 % に。 そ の 6 割が原 因 を 「不

況の影響」 と 受 け止め 、 前 回 、 約 7 割 を 超 え た 「震災の影響」 は73 . 2% か ら 15 . 1 % と 大幅

に 減少 し た。 一方、 「住宅の新築 ・ 再建J r商庖街の に ぎ わ いJ r都市 部 の 活 気J が前 田 よ

り 4 . 9 - l . 9計 上 回 り 、 ハ ー ド面で は援興への意識が高 ま っ て い る こ と を う かがわせた 。

復興の総括、 検証の最終報告 を ま と め た 懇話会は2004年 1 月 13 日 、 矢 田 市長 に 4 分野33

項 目 の提言 を し た 。 岡 市 長 は 、 高齢者への 地域見守 り 体制 や 、 進 出 企業 を 優遇 す る 起業 ゾー

ン 条例 な ど を 継続 ・ 延長す る 考 え を 表明 。 併せて2004年度 に 終了す る 復興計画 に代わ る 新

た な 「 中期 ピ ジ ョ ン 」 を 策定す る 方針 を 明 ら か に し た 。

「神戸 の今」 と 震災 の か か わ り に つ い て 「産接的影響 は低 下 し て い る 」 と 総括。 そ の上

で 、 新 た な ま ち づ く り の テ ー マ と し て 「 ク オ リ テ ィ ー ・ オ ブ ・ ラ イ フ (市民生活の豊か さ ) J

を 掲 げた 。 一方、 残 さ れる 課題 に つ い て 「一般施策体系 で 支 え る 必要があ る 」 と し 、 震災

10年 を 機 に 、 国 の補助 な どの期 限が切 れ る さ ま ざ ま な 震災特例制度 の一般施策への転換 も

促 し た 。

中期 ピ ジ ョ ン は 、 市 民 と 事業者 を 交 え た 検討組織 を つ く り 、 「協働 と 参画の視点で策定

す る J と し た 。 ま た 、 東南海、 南海地震 に 備 え 、 「命 を 守 る 減災の思想、」 を 採 り 入れ、 耐

震改修助成制度の導入や危機管理体制 の 充実 を 図 る こ と に な っ た 。

一方、 2004年12月 か ら 1 年 間 展 開 す る 「震災10年 神戸か ら の発信」 事業の企画や広報

活動 を 担 う 推進委員会 は2004年 2 月 27 目 、 初会合 を 開 き 、 市 民が企画 ・ 実施す る 自 主事業

を 、 資金面 な どで支援す る 「公募型事業支援制度」 の創設 を 決め た 。

200l年度 に 全国 の 支援への感謝 と 復興状況紹介の た め 、 約350団体が延べ800事業 を 展 開

し た 「神戸21 世紀 ・ 後興記念事業」 の 手法 を 継承す る o 2004年度の事業費 は 、 市 と 神戸 国

際 コ ン ベ ン シ ョ ン 協 会 か ら の補助金 3 億2 ， 000万 円 を 予定。

芦屋市が 「総括本部J

坂神 間 で は 、 震災で452人の犠牲者 を 出 し た芦屋市が2004年 2 月 、 「市震災復興10年総括

本部J (本部長 ・ 山 中健市長) を 設置 し た。 2005年 1 月 に 向 け、 復興で得 た 教訓 を ま ち づ
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く り に 生 かす た め 、 約3 ， 000人の 市民 を 対象 に し た 意識調査 を 実施す る ほ か、 市民 と 共 同

で謹輿記念事業 を 行 う 。

総括本部 は 20人で構成。 防災マ ま ち な み ・ 住宅マ環境マ舘康 ・ 福祉 ・ 医療マ に ぎ わ い ・

文化マ行財政一 の 各専 門 部会 を 置 く 。 学識経験者 ら 約50人 に よ る 「総括懇話会J を 設置 し 、

統計資料 の 分析や意識調査、 今後の取 り 組み に つ い て検討。 2004年度 中 に ま と め 、 2005年

度 に 見在す総合基本計画 に 反映 さ せ る と い う O

神 大 、 市民団体 と 連携強化

神戸大学 は2004年 1 月 、 大学全体で取 り 組む

震災10年事業の概要 を 発表 し た 。 市民団体 と の

連携 に力 を 入れ、 秋以降、 シ ン ポ ジ ウ ム や 毘際

フ ォ ー ラ ム の 開 催 な ど を 通 し て安全 ・ 安心 な 社

会 の あ り 方 を 考 え る 。 全学部の代表者 ら で 「震

災10周年事業委員 会J (委員長 ・ 北村新三副学長、

21人) を 設 け、 慰霊マ学術マ 国際連携マ 同大の

10年 間 の震災研究の集成マ宇民連携 ー の 5 項 目

で事業 を 展 罰 す る 。

学民連携 で は 、 約20の市民珂体でつ く る 市民

社会推進機構 と 協力 し 、 研究者 と 市民が常

流で き る 場 を 設 け る 。 2004年 4 月 以降、 神 戸 市

(注 1 ) 神戸新聞 2004年 2 月 18 R
(表 2 ) 朝 日 新聞 2004年 1 月 18 日

長 田 区 に あ る 研究拠点 「神戸 フ ィ ー ル

オ 」 で市民向 け フ ォ ー ラ ム を 月 1 回 の ペ ー

聞 き 、 2004年10、 1 1 月 に述携研究会 を 開催。 市

民自体の 「連携市民大学」 の 創 設 に 協力 す る 。

学術事業 で は 、 2004年11 、 1 2 月 に シ ン ポ ジ ウ

ム 、 国 際 フ ォ ー ラ ム を 連続調催。 社会 ・ 人文科

学、 工学 ・ 理学、 匿学 ・ 保健の各分野 で こ の10

年 間 に葉ね ら れ た研究の成果 を 発表 し 、 今後の

課題 を 採 る O こ の ほ か、 震災文庫 の充実マ震災

関連の写真、 咲像の展示マ当 時の被災学生 に よ

る 講演会 な ど を う予定。
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は じ め に

i喪神 ・ 淡路大震災か ら 9 年が経 っ た。 「震災の風化」 が云 わ れ る よ う に な っ た が、 世界

的 に相次 ぐ大災害 な ど、 「震災の記d憶j と 「震災の教訓IJ は 、 ま す ま す重要性 を 増 し て き た 。

と く に2003年 は 、 関 東大震災か ら 丸80年 と い う 年であ り 、 首都圏 を 中 心 に 地震 や 津波 を テ ー

マ に し た 展覧会な どが開 か れ、 と も す れ ば忘れがち に な る 「大震災」 へ の 対策 を全国 に発

信 し た 意義 は 大 き い 。

「震災の記憶 を 伝 え る に は 、 時 間 が必要 だ 。 震災の傷跡 も 癒 え て い く た め 、 ち ゃ ん と し ゃ

べ れ る た め に は 時聞 が要 る と 思 う 。 ま だ、 そ の 時 間 を く ぐ っ て い な い。 風化す る 心配 も あ

る が、 語 り つ づ け る こ と が大事だ。 関 西 の 人 は そ こ が し ぶ と か っ た 。 浄瑠璃 な どがそ う だ

が、 自 分の 背負 っ た 悲 し み 、 どん底の苦 し み を 後世 の 人 に 伝 え る よ う な も の を 人々 は 生 み

出 し て き た。 言葉で は な く て 音楽で も い い 。 関 西 に は語 り の 丈化の伝統があ っ た は ず だ し 、

今 こ そ語 り の 文化 を 引 き 継い で い き た い 。 怒長 に 聞 こ え る か も し れ な い が、 被災地 な ら で

は の 引 き 受 け 方 だ と 思 う 」

3 月 17 日 )

生 き て い た か ら 始 ま る

生 き て い た い か ら 続 く 歌

田 清一大阪大学文学部教授 は、 こ う 語 っ た 。 (神戸新聞2004年

き て い る の だか ら 市冬わ ら な いw\

わ た し た ち の い の ち の歌

神 戸 の 詩 人 ・ 安水稔和 の 詩 で、 あ る O そ し て 「震災後 9 年が経 っ て 、 国I は 立 ち な お っ た の

だ ろ う か。 こ れ を復興 と 言 う の だ ろ う か。 軒 を 自 転車で走 る と 、 建物 と 建物 の 聞 に 隙 簡が

あ る 。 隙 間 だ ら け だ 。 自 転車 を 降 り て路地 を 歩 く と 、 吏地が 日 に つ く 。 草 が茂 り 、 草 の 花

がひ っ そ り と 咲い て い る O 人影が な い 。 淋 し い 。 こ の 町 の 隙 簡 を 、 建物 で な く 人で、 人 々

の息づかい で埋め る 。 そ う で な け れ ば町 は 生 き な い 。 人 は生 き ら れな い 。 私 は 、 い の ち の

歌 を 紡 ぎつ づ け る O そ れが 9 年経 っ た 今 も な お揺 れ て 震 え て い る 私 た ち が こ の さ き 生 き の

びる 手立 て だ」 と い う O

神戸市 中 央院 に あ る 大震災犠牲者の 「慰霊 と 復興 の モ ニ ュ メ ン ト 」 に 、 は じ め て神戸 市

外の犠牲者50人の名前が刻 ま れ た 。 大震災10年 に 向 け て 「神戸 の元気発信」 が官民一 イ本 と

な っ て繰 り 広 げ ら れ る こ と に な っ た 。 震災の な かか ら 生 ま れ た 芸術 ・ 文化 は 、 こ れか ら も

「風イし す る こ と な く 続け ら れて い く O
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j 第一鱗 大震災 を

1 . い の ち を みつ め て 歌 う
〔竹下景子が刻ん だ 9 年〕

「前向 き にJ

f� さ せ る 者

母 は 、 た っ た 4人で、逝っ て し ま っ た

人 の た め に 人 の た め に

心 と 体 を 使 う 人 だ、 っ た

明 る い笑顔 の 母 だ、 っ た

「前向 き にJ I前向 き に」

妹 を 毎 日 励 ま し た言葉。

今、 父 も 逝 き

私 は 、 淋 し く な っ た 時 、 迷 っ た 時 、 落 ち こ ん だ時、

「前向 き に考 え る んや で」

「前向 き に生 き て く ん や で」

の 言葉 を 、 母 の 遺言 と し て生 き て い る O

大震災か ら 9 年 目 の2004年 1 月 17 日 、 女優の竹下景子 は神戸市 中 央区 、 兵庫県公館 で 開

か れ た 「阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト 」 で、 震災詩 を 朗読 し た 。 こ の催 し は 1999

年 か ら 「震災 を 語 り 継 ご う 」 と 市民 グ ル ー プが続け て お り 、 竹下景子は 毎年 、 ボ ラ ン テ イ

震災詩 を朗読す る 竹下景子工神戸市中央区、
兵庫県公館 (神戸新開社提供)

第二章 @ 文化 309 



ア で 出 演 し て い る O 今 回 の震災詩 は 、 全 国 か ら 応募の あ っ た 125編 の な かか ら 選ばれ た も

の で 、 三重県多気郡多気軒 の 旧 中 照美の作品。 母が震災で被災 し た西宮の妹 の と こ ろ に駆

け付 け 、 帰 っ た 直後 に急死 し た 。 世話好 き だ、 っ た 母 の 思 い 出 を 詩 に し た 。 竹 下景子 は チ ェ

ン パ ロ の演奏 な ど と と も に 7 編の 詩 を 朗読 し た 。

〔残 さ れ た者 た ち @ 平松愛理〕

残 さ れ た 者た ち は

多 く を 学ぶべ く し て 残 さ れ た

共 に 過 ごせ た はずの

沢 山 の 美 し い命 を

決 し て 燕駄 に せず

生 き て 活 か し て意味 を 成す た め に

実家が全壊 し 、 病魔 に 胃 さ れ な が ら も 被災支援 ラ イ ブ を 続け て き た 歌手 の 平松愛理は 、

2004年 1 月 17 日 に神戸 市 中 央区 の ラ イ ブハ ウ ス ・ チ キ ン ジ ョ ー ジで 、 明 る い ポ ッ プ調 の歌

を 中 心 に 17 曲 を 熱唱 し た 。 「何年経っ て も 歌 え る 限 り 、 1 月 17 日 は神 戸 で 歌 い 続 け ま す」

と 語 っ た 。

〔相次 ぐ チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト 〕

大震災で亡 く な っ た 人 た ち の 鎮魂の た め に 、 桜並木の 「 レ ク イ エ ム ロ ー ド、j づ く り を 進

め て い る 歌手 ・ し ら い み ち よ ( 山梨県) が、 2004年 3 月 17 日 に神戸市垂水 区 の シ ー サ イ ド

ホ テ ル ・ 舞子 ピ ラ で、 チ ャ リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 開 い た 。 犠牲者の魂の宿 る 場所 を と 、 収

益金で桜の 植樹 を 続 け て お り 、 こ の 日 も 伺 ホ テ ル に 10本 を 植 え た 。 コ ン サ ー ト は 19 日 に沢

の鶴資料館 ( 灘 区 ) 、 21 日 に し あ わせ の 村 (北区) で 聞 か れ、 植樹 は 灘浜緑地、 六 甲 山 牧

場 な ど市内 6 カ 所 で170本が植 え ら れた 。

大震災で親 を 亡 く し た子 ど も た ち の支援 を 続け て い る 神戸市長 田 区 の シ ャ ン ソ ン 歌手風

かお る は 、 2003年 11 月 22 日 に 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場 ( 中央区) で、 9 回 目 の チ ャ リ テ ィ ー

コ ン サ ー ト を 開 い た 。 自 宅が全壊、 ス タ ジ オ も 半壊す る な どの大 き な 被害 を 受 け た が、 「 こ

ん な 時 だか ら こ そ 、 心の よ り ど こ ろ に な る も の が必要 だ」 と 、 避難所 な ど を 回 っ て 自 作 の

「復興の 炎」 な ど を 歌 い 続 け た 。 こ の コ ン サ ー ト は 10年嵩継続す る こ と を 目 標 に し 、 こ れ

ま で 8 年 間 に 総額 1 ， 175万円 を 遺児 た ち の た め に 「あ し な が育英会」 な ど に 寄付 し て い る O

り が と う J平RIEN

大震災で被災 し た子 ど も の教育支援 の チ ャ ス ベ ツ シ ャ ル ユニ ッ ト rJ.FRlENDSJ

リ テ ィ ー コ ン サ ー ト を 続 け て い る ジ ャ ニ ー ズ の 堂本光一、 岡 田 准ーの 3 入が、 2004年
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に神戸市役所 を 訪 れ、 記念桶樹 し た 。 問ユニ ッ

ト は 1997 年 に íTOKIOJ íKinKiKidsJ íV6J の

3 グル ー プl3人で結成、 震災当時 に小学校 1 年

生 だ、 っ た子 ど も た ち が中 学校卒業 ま で寄付 を 絞

け よ う と 「明 日 が聴 こ え る 」 な ど シ ン グル 6 枚

を 発売、 東京で コ ン サ ー ト な ど を 闘 い て き た 。

2002年末 ま で に 総額 9 億1 ， 822万 円 に 達 し 、

市立小 巾学校の校内情報通信網 な ど に役立 て ら

れ た 。 こ の 包 は 「み ん な で助 け合 う 精神 を持 ち

続 け よ う 」 と 、 市役所東側の花壊 に ヤ マ ボ ウ シ

〔各地 で コ ン サ ー ト 〕

音楽で子 ど も た ち の癒 し

大震災で傷つ い た子 ど も た ち の心 を 、 音楽で癒 そ う と い う コ ン サ ー ト が開 か れ た 。 2003

年 3 月 15 日 、 神戸市中央院 の 北野工房 の ま ち で 、 「 こ ど も の た め の コ ン サ ー ト J が行 わ れ、

約100人の乳幼児や保護者 ら が集 ま っ た 。 ハ ー ブ奏者の 野 出 千 品 、 オ ー ボエの小出優 子が

「浜辺の歌」 な ど を 演奏 し た 。 こ の コ ン サ ー ト は神戸 市 中 央区 で写真事務所 を 営 む 石野

靖弘が1996年 に 計画 し た も の で、 こ れ ま で30数回 を 開催 し た 。 弦楽器、 ク ラ リ ネ ッ ト 、

胡 弓 、 ホ ル ン 、 声 楽 の 音 楽家 た ち がボ ラ ン テ イ ア で参加 し 、 子 ど も た ち の 好 き な 耐 を 演

奏 し た 。

ど も 追悼 コ ン サ ー ト 「 ぼ く の こ と ま ち の こ と き み の こ と 」 は 、 2004年 1 月 10 日

に神戸市 中 央 区 の神戸新聞松方 ホ ー ル で 開 かれ、 親子連れ ら 約650人が参加 し た 。 日 本基

督教関 の 牧 師 ら が計画 し た も の で、 8 回 目 の今 回 は作 曲 家 ク ニ 河 内 、 シ ン ガー ソ ン グ ラ

イ タ 一 新沢 と し ひ こ が、 新 曲 の 「 ぼ く ら のよ に は 空があ る 」 な ど明 る く 温 か い 歌声 を 響

か せ た 。

100園 日 の コ ン サ ー ト

被災者 を 音楽で力づけ た いー と 、 神戸市演奏協会がは じ め た 「マ ン ス リ ー ミ ニ コ ン サ ー

ト 」 が、 2003年12月 14 日 の神戸市北 区 、 し あ わせの村で の公演で、100回 目 を 迎 え た 。 大震

災の後、 協 会 に 所属 す る 市混声合唱 団 、 市 室 内 合奏 団 の メ ン バ ー は 、 被災地や仮設住宅

で慰問 の演奏 を 続 け た 。市民の 聞 か ら 定期 的 に コ ン サ ー ト を 聞 い て ほ し い と の声があが り 、

そ れ以来、 月 1 屈 の公演 を 実施、 ク ラ シ ッ ク 、 歌謡 曲 、 童謡、 懐 メ ロ な ど 出 演 者 は 延べ1 ， 700

人、 出 数 は 1 ， 200 曲 に 達 し て い る O 震災産後 は 曲 に 涙 を 流す姿 も 見 ら れ、 こ れ ま で約 3 万

人 に 生 き る 力 を 与 え 続け た 。 今後 も 継続す る と い う O
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諜踏の フ ェ ニ ッ ク ス 合唱臨 も

災の犠牲者の 追悼 と 復興 を 願 う 淡路の 「 フ ェ ニ ッ ク ス 合唱 団」 は 、 2004年 1 月 17 日

に津名郡北淡軒の 震災記念公園で、 「翼 を く だ さ い」 な ど を 熱唱 し た 。 こ の合 唱 団 は 、 2001

年 に l[iJ公爵が島内外の 人 た ち に呼び掛け て結成、 震災が起 き た 1 月 17 呂 午前 5 時46分 に 、

慰設碑 「ベ っ ち ゃ な い ロ ッ ク 」 の 前で合唱 し て き た 。 こ れ ま で ゴス ペ ル の 「 ア メ ー ジ ン グ

グ レ イ スム 坂本九 の 「見 上 げて ご ら ん夜 の 星 を J な ど を 歌 っ た 。 「生 き 残 っ た 私 た ち が一

つ に な り 、 復興 に 向 け て元気 よ く 合唱 を 続 け た い」 と い う O

元町 と 新開地 で も 苦楽祭

淡路フ ェ ニ ッ ク ス 合唱団の練習風景 エヱ北淡
町震災記念公園 (神戸新聞社提供)

震災の 町 に に ぎ わ い を と は じ ま っ た神戸 ・ 元町の 「元町 ミ ュ ー ジ ッ ク ウ ィ ー ク 」 は 、

2003年10月 4 日 か ら 19 日 ま で、 華や か に 町 を 奇楽で包 ん だ。 今回 は 第 6 回 目 で、 過去最多

の 137団体、 約1 ， 100人が出演、 約30万 人 の 人出 で に ぎ わ っ た 。 初 日 に は 市立上野 中学校吹

奏楽部が寵庖街 を パ レ ー ド し て 開幕、 ホ テ ル や コ ン サ ー ト ホ ー ル な ど10会場 で 、 中塚雅敏

の テ ノ ー ル リ サ イ タ ル と 歌劇 な ど、 特設ス テ ー ジ で の ス ト リ ー ト コ ン サ ー ト 、 演奏者が庖

に 出 向 く 出 前 コ ン サ ー ト な ど約140ス テ ー ジが繰 り 広 げ ら れ た 。

「新開 地 ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト 2003J は 、 2003年 5 月 10 日 、 1 1 日 に神戸 ・ 新開地商庖

街、 湊J I ! 公 園 で 開 か れ た 。 地元のNPO、 商庖街な どが企画、 今 回 は 4 回 目 で、 約150 グ ル ー

プ、 約1 ， 000人が出演 し た 。 地元の子 ど も た ち に よ る 手作 り 木製楽器の 「 お じ い さ ん の古

時計」 の演奏、 女性ボー カ ルが歌声 を 競 う 「神戸 ジ ャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル ク イ ー ン コ ン テ ス ト 」

な ど も あ り 、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト の 「 ア ー ト tま 日 」 も あ っ た 。

長田の轄 に 明 る い リ ズ ム

神戸市長 田 区 の 被災者た ち で結成 し た 中 南米の打楽器 「ス チ ー ルパ ン」 の楽 団 「 フ ァ ン

タ ス テ ィ ッ ク ス 」 が2004年 3 月 7 日 、 ア ス タ 新長 田 で初 め て の 単独公演 を 行 っ た 。 事務局
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長 を 務め る 神戸市職員 の 明石健司 は 、 自 宅が全壊、 生後 4 カ 月 だ、 っ た次男 を 失 っ た 。 1998

年 に家族で ニ ュ ー ヨ ー ク に行 っ た 時 、 通 り かか っ た路上で ド ラ ム 缶 を 輪切 り に し た ス チ ー

ルパ ン の演奏 を 聞 き 、 そ の 透 明 な 旋律が心 を 癒 し た 。 2000年 に 長 田 で住民 に よ る 演奏 を 提

案、 誰で も が手軽 に 参加で き る と あ っ て翌年 に は 、 15人で初舞 台 を 踏 ん だが、 ラ テ ン の 陽

気 な リ ズ ム は 、 打 ち ひ し が れ た 人び と を 力 づ け た 。 こ の 呂 は 、 「世界 に 一つ だ、 け の 花J ' コ ー

ヒ ー ル ン ノ む な ど15曲 を 演奏、 10年 に は 「復興 コ ン サ } ト 」 を 開 く と い う O

長 田 の新 し い 丈化発信 の 拠点 に な る ラ イ ブハ ウ ス 'SITE-KOBEJ が2004年 3 月 6 日 、

新長 田 駅前 の 「 ア ス タ く に づか 4 番街J に オ ー プ ン 、 初 ラ イ ブが 関 か れ た 。 出 演 し た の は 、

昭和 の 歌謡 曲 と 黒人音楽 を 融合 さ せ た独特の音楽で人気の あ る バ ン ド 「大西ユ カ リ と 新世

界」 で、 会場は 熱気 に包 ま れた 。 こ こ で は 、 大手 レ コ ー ド会社 に属 さ な い イ ン テ ィ ー ズバ

ン ド 6 組の ス テ ー ジや 若手 ミ ュ ー ジ シ ャ ン が再結集 し た 「復活 ラ イ ブ」 な どが繰 り 広 げ ら

れ た 。 同 地 区 で は 、 2002年 に ラ イ ブ イ ベ ン ト ホ ー ル 「 ア ス タ ス ク エ ア」 が再開発の た め に

閉 鎖 さ れて お り 、 こ れ に代 わ る も の と し て オ ー プ ン し た 。

神戸 を ジ ャ ズの間へ

日 本の ジ ャ ズ発祥の 地 と い わ れ る 神戸 で ジ ャ ズ の魅力 を広 く 知 っ て も ら お う と 、 2003年

9 月 に ラ イ ブハ ウ ス 、 ジ ャ ズ、パ ー の経営者 と ミ ュ ー ジ シ ャ ン が 「神戸 ジ ャ ズ CITY 委員 会J

を 旗揚 げ し た 。 国 内 で初 の プ ロ の ジ ャ ズバ ン ド 「 ラ フ イ ン グ ・ ス タ ー ズ」 が誕生 し た の は

1923年 (大正12年) で、 当 時、 神 戸 に 次 々 と 入 っ て き た ル イ ・ ア ー ム ス ト ロ ン グ、 ジ ョ

ジ ・ ル イ ス な ど を ア レ ン ジ し て 「聴かせ る ジ ャ ズ」 を 創 り 出 し 、 !日居留 地 な どで連 日 の よ

う に演奏会が開 か れた 。 こ の置史 を 伝 え 、 震災の ま ち か ら ジ ャ ズ を 発信 し よ う と 、 結成 し

た も の で、 約20人の経営者が参加、 観光客 向 け の ジ ャ ズマ ッ フ。 を 作 っ た ほ か市の施設での

演奏活動 を 展 開す る と い う O

中 学生、 高校生 を 主体 に し た ジ ャ ズ ス ト リ ー ト 'Motomachi East ]AZZ Picnic 2003J  

が2003年 1 1 月 15、 16 日 に神戸 ・ 元町で 開 か れ た 。 県立高砂高校 な ど中高生の ピ ッ グバ ン ド

10校が、 町角 で演奏 を 繰 り 広 げ、 世界的 な ジ ャ ズ ト ラ ン ベ ッ タ ー の 日 野時正 と 共演 し た 。

大学、 社会人の ビ ッ グバ ン ド の ス ペ シ ャ ル コ ン サ ー ト も 行 わ れた 。 「元町東地域協議会」

が中心 に な っ て 、 子 ど も た ち がジ ャ ズ を披露す る 機会 を 、 と 計画 さ れ た 。

大震災 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト 'KGOB&OG Jazz NightJ は2004年 1 月 16 日 、 西宮市上 ケ 嵐 、

関西学院大学会館 で 開 か れ た 。 同大学 を 卒業 し 、 全 国 各地で活躍す る ピ ア ニ ス ト 北野 タ ダ

オ 、 ベ ー シ ス ト 宮本夜介、 ビ ッ グバ ン ド 「ザ ・ シ ャ イ ニ ー ・ パ ッ ク ス J も 出演 し た 。 震災

の年 に 開催 さ れ、 2001年か ら 再開 さ れて お り 、 収益金は 震災遺児支援施設 に 寄付 さ れた 。

〔次 々 と CD で応接歌〕

激 し い 嵐 に 負 け な い で 大地 踏み し め て
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こ う べ 夢 よ 熱 く な れ 悠久の 海 を 渡 ろ う

こ う べ 海 を 山 を 越 え て お お ら か な 夢 を描 け

震災 と 復興 を 歌い続 け て き た神戸の歌手摩耶 は る こ の 、 オ リ ジ ナ ル 曲 「神戸 悠久の友

へ」 の 一部で あ る O 大震災で須磨の 自 宅が全壊、 一 時 は シ ョ ッ ク で歌 え な く な っ た が、 半

年後か ら 「音楽で心 を 癒せ た ら J と ボ ラ ン テ イ ア コ ン サ ー ト を は じ め た 。 こ の 由 も 「悲 し

みがあ っ て も 、 目 を 上 げれば素敵な 世界があ る よ 」 と い う メ ッ セ ー ジ を 込め た も の で 、 2003

4 月 に CD と し て発売 さ れた 。 全収益金は NPO r し み ん基金 ・ こ う べ」 に 寄付す る O

被災地で は 多 く の CD が制作 さ れた 。 大震災 で友 人 を 亡 く し た 西宮市の 1 5歳 の少女 ・ 松

本彩奈は 、 ミ ュ ー ジ シ ャ ン に歌唱指導 を 受 け な が ら 詩 を 書 き 、 自 分の 思 い を 形 に残そ う と

CD rSLOWLYJ を 自 主制作 し た 。 神 戸 ル ミ ナ リ エ を 支援 し よ う と 、 神戸市北尽の ミ ュ ー

ジ シ ャ ン 石 田 裕之 は 、 CD r聖夜」 を 制作、 収益金は ル ミ ナ リ エ組織委員 会 に 寄付す る 。

高校時代 の 友人 ら と 結成 し た ア ー テ イ ス ト グル ー プ 「 イ ン ソ ム ニ ア 」 の メ ン バ ー で神戸か

ら さ ま ざま な 音楽 と メ ッ セ ー ジ を発信 し た い と い う 。 大阪府八尾市の作 曲 家 ・ 益 田兼大朗

も 鎮魂歌 「夢 の か け ら 」 な ど 3 由 を CD に 入れ、 発売 し た 。 ま た 、 イ ン ド の伝統的 な 竹笛

「パー ン ス リ ー J の 演奏家 ・ HIROS (本名 ・ 中 J 1 1博志、 神戸市 中 央 区 ) も 、 感 し の CD r あ

の 日 、 い つ も の よ う に 朝 の ラ ー ガが開 こ え て い た 」 を 制作 し た 。

〔高円宮殿下追悼の集い〕

r l ， OOO人 の チ ェ ロ 高 円 宮様追悼 の 集 い in 神戸」 は 、 2003年 4 月 29 日 に 神 戸市東灘区

の 市立魚崎小学校で、 開 か れ た O 高 円宮殿 下 は 、 NPO r 国 際チ ェ ロ ア ン サ ン ブ ル協会J が

主催 し た r1 ， 000人の チ ェ ロ コ ン サ ー ん の 名誉総裁 に就任、 自 ら も 演奏 に 加 わ る な ど、

を 通 し て被災地 を 励 ま し 続 け た 。 こ の 日 は 、 急死 さ れ た 高 円宮殿下 を し の ほ う と 神戸 、

大阪か ら 83人 の チ ェ ロ 奏者が参加、 「チ ェ ロ の た め の レ ク イ エ ム 」 な ど11 曲 を 演奏 し 、 早

す ぎ る 死 を 悼 ん だ。

〔外闘 で も 響 け 追悼の う た 〕

大震災の あ と ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 繰 り 広 げた 神 戸 市須驚 区 の 演歌歌手 ・ 原 田 有望 は 、

2003年 6 月 、 ア メ リ カ ・ サ ン フ ラ ン シ ス コ な どで 4 自 の公演 を し た 。 原 田 は 、 高校生で歌

手 デ ビ ュ ー 、 現在 は コ ロ ン ピ ア ミ ュ ー ジ ッ ク エ ン タ テ イ メ ン ト の所属 。 震 災 の 時、 自 宅が

全壊 し た が、 ボ ラ ン テ イ ア で被災地 を 回 っ た 。 「 イ ラ ク 戦争 な どで シ ョ ッ ク を 受 け て い る

人 た ち に 、 歌で元気 を 」 と 計両 し た 。

大震災で亡 く な っ た 大阪教育大大学院生、 五井野香織 を 悼 む 弦楽 経 由 rKAOLIJ が完

成 し 、 大阪の市民楽団 「柏原市青少年 オ ー ケ ス ト ラ 」 が震災10年 目 の2004年夏 に イ タ リ ア

で追悼 コ ン サ ー ト を 開 く こ と に な っ た 。 香織は 、 音楽教育 を 専攻、 同 オ ー ケ ス ト ラ を 指導

し て い た が、 神戸市灘 区 の下宿先で亡 く な っ た。 コ ン サ ー ト は 、 震災か ら の復興を テ ー マ
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に 、 「夜明 けJ í悲 し みJ í被災地 に 集 ま っ た ボ、 ラ ン テ ィ ア た ち J í五井野 さ ん の少女時代J í復

興 と レ ク イ エ ム 」 の 5 部構成で、 2005年 7 月 に イ タ リ ア ・ ベ ロ ー ナ の教会で演奏会 を 開 く O

〔国道 2 号銀の文化街道づ く り 〕

阪神 の南地域 を 東西 に貫 く 国道 2 号線 を 文化 の 道 に し よ う と 取 り 組 ん で い る 住民 グ ル ー

プ 「国道 2 号線文化衛道づ く り 」 は 、 2003年 1 1 月 か ら 第 l 弾の イ ベ ン ト を 行 っ た。 2005年

秋 に 開館す る 「県立芸術文化セ ン タ ー (仮称) J に 合 わ せ て 、 地域の将来像 を 示す 「阪神

市民文化社会 ピ ジ ョ ン 」 を 策定、 そ の 実現 を 呂 指す 「阪神南地区 ビ ジ ョ ン 委 員 会」 の グ ル ー

プの一つが計画 し た。 ソ プ ラ ノ & フ ル ー ト の芦屋公演 に は じ ま り 、 オ ー ボエ & フ ル ー ト 四

重奏の尼崎公演、 弦楽四重奏の 西宮公演で、 沿道の 銀行や レ ス ト ラ ン で 地元 ア ー テ イ ス ト

の演奏会や美術展 を 開催す る こ と に な っ て い る O

[神戸の壁が歌集 CD に }

大震災で焼け残 っ た 防火壁 「神戸の壁」 は 、 こ の CD に は 「 コ ス モ ス の よ う にJ I蘇 る 神戸

震災の シ ン ボル と し て 淡路島 に 移設、 保存 さ れ、 の壁」 な ど15 曲 と 「組 曲 神戸 の擬」 の 序 曲 が

多 く の歌が生 ま れ た が、 そ の軌跡が CD に な り 、 収録 さ れて い る 。 保存運動 を 進 め て き た 「 リ メ

2004年 1 月 11 日 に 完成記念演奏会が神戸市長 田 ン パー神戸 プ ロ ジ、 エ ク ト 」代表の 三原泰治 は 「震

i豆 、 シ ュ ー ズ プ ラ ザで 関 か れ た 。 「吏地 に花 を 災か ら 9 年、 被災 し た 自 分 た ち で さ え記憶が薄

植 え た 人の料がめ ばえ た …神戸の接 よ 伝 え て お れて き た 。 で も 忘れ た く な い 、 忘 れて は い け な

く れ あ の 日 の い た み を … 明 日 への 喜 び と 希 い。 い ま 一度、 思 い 出 し 、 伝 え た か っ た」 と い

望 に 」 一淡路 ・ 南淡町の ガー ル ス カ ウ ト 「県第 う 。

95匝」 の 子 ど も た ち 20人が合唱 し 、 録音 さ れた 。

2 . 演 じ つ づ け る 震災復興
〔女優 ・ 藤顕紀番の 9 年〕

「震災で 自 分は 命拾い し た 、 人生は た っ た 一 度 な の だ と 改め て感 じ ま し た 。 だ、 っ た ら 残

り の 人生 を 悔い な く 過 ご し た い 、 と 願 う よ う に な っ た の です。 震災で人生観が変わ っ た気

が し ま す。 親元 を 離れ、 夢 だ、 っ た 女優の道 を め ざそ う O 悩み抜い た 末 、 そ う 決意 し ま し た」

と 女優 の 藤原紀香は語 る O 震 災 当 時 、 ハ ワ イ で仕事を し て い た 。 関 西空港 に 降 り た っ た 時

に は 、 神 戸 の 町 か ら 煙が立 ち 上 っ て い た 。 線路ぞ、い を 自 宅 ま で歩 い た と い う 。 2002年 に は

「 日 韓国民交流年」 の 親善大使、 戦火の ア フ ガニ ス タ ン も 訪れ、 子 ど も た ち を 撮影 し た。

震災復興 に も 200万円 を 寄付 し て い る O 「 ア フ ガニ ス タ ン を 訪れ、 子 ど も た ち の写真集 を 出

し た の も 、 あ の震災で、 人の生死や命 に つ い て 、 い ろ い ろ 考 え た 影響が大 き い 。 残 さ れた

私 た ち に 出 来 る こ と は 、 震災の記'1意 を風化 さ せ な い こ と で は な い で し ょ う か。 永遠 に 語 り
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継 ぐ。 そ れが私 た ち のせめ て も の役 目 と 思 う の で、す」 と い う O

〔 タ レ ン ト 佐藤江梨子の震災〕

タ レ ン ト と し て活躍す る 佐藤江梨子一は 、 神戸で、大震災 に 遭 っ た 。 どん っ 、 パ タ パ タ っ て

感 じ で飛 ぴ起 き た 。 タ ン ス の下敷 き に な っ て い た弟 を 父が助 け 、 お ばあ ち ゃ ん の無事 を 確

認 し た り 、 近所付 き 合い の 大切 さ に気づい た 。 「震災の 時の ラ ジ オ に す ご く あ こ がれ ま し た 。

体温が伝わ る 感 じ が し ま し た 。 地震の 日 の夕 方 、 父が車の 窓 を あ け て ラ ジ オ の ボ、 リ ュ ー ム

を 大 き く し ま し た。 外で耳 を 傾 け て い る 人がた く さ ん い た の です。 そ れが芸能界への き っ

か け に な っ た の で、す」 と い う O 「 あ れか ら 9 年、 三宮や御影 を み る と 、 住 ん で い た 頃 を 思

い 出 し 、 わ く わ く す る 。 メ リ ケ ン パ ー ク も き れい に な っ て い て 驚 き ま し た 。 神戸 に は く神

タ イ ム 〉 が流れ て い る 、 と 感 じ ま し た 。 神戸の街、 元気です よ ね」 と 語 る O

〔新開地楽産 を 発案〕

モ ダ ン でハ イ カ ラ な 大衆文化 の 中心地 と し て に ぎ わ っ た神戸 ・ 新開地 を ア ー ト の力 で再

生 さ せ よ う と い う プ ロ ジ ェ ク ト 「新開地楽座J が、 地元商屈街 と 神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン

タ ー (KAVC) で進め ら れて い る O 日 常生活 に 潜 む聞 自 い コ ト に気づ く こ と か ら 、 街 を 楽

し く 出 来れば、 と 独 自 の ま ち づ く り 事業 「新開地 ア ー ト ス ト リ ー ト 」 に 取 り 組み、 2003年

は 、 街の歴史や姻性 的 な 住民 を 捜 し 出 す 「地質調査」 を 行 い 、 湊川新 開 地 ガ イ ドマ ッ プ を

ま と め た 。 「新開 地楽座」 は 、 こ の成果 を 踏 ま え た 「土地 開拓J と 位置づ け て 、 人 を 呼び

込み、 楽 し い モ ノ や コ ト を 一緒 に作 り 上 げて い く も の だ と い う O 靴 を 脱 い で、 く つ ろ げる カ

フ ェ 「 ラ ク や ! J 、 子 ど も た ち がお も ち ゃ を 交換す る 「か え っ こ コ ー ナ ー J 、 住民た ち の記

憶 を 頼 り に 「 び っ く り ぜん ざい」 も 復活 し た 。

小農j場の育成拠点 に も

神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー は 、 若手劇 団発掘 の た め の 「チ ャ レ ン ジ シ ア タ ー」 を 続け

て い る が、 2003年か ら 外部の選考 ア ドバ イ ザー 制 を 導入 し 、 劇 団 だ け で な く コ ン テ ン ポ ラ

リ ー ダ ン ス の チ ー ム も 選考対象 と す る こ と に な っ た 。 同 ピ レ ッ ジ は 、 1993年 か ら 着工 さ れ

る こ と に な っ て い た が、 震災で遅れ、 1996年 に オ ー ブ ン し た 。 盟年か ら は じ ま っ た の が「チ ャ

レ ン ジ シ ア タ ーj で 、 若手劇 団 が公演 を 続 け て 定着 し て い る o 2003 年 は3pieces 部 門 で は

コ ン テ ン ポ ラ リ ー ダ ン ス の íS20J 、 エ ン タ ー テ イ メ ン ト 部門 で は 、 íGiant Grammy J が 「推

定二千万 の女」、 ニ ュ ー ウ ェ ー ブ部 門 で は 、 「 な な め450J が 「 コ ヲ シ ト ハ ナ 」 を 上演 し た 。

震災毎興が進 む神 戸 で 、 小劇場 を 発信す る 基地 と し て の役割が期待 さ れて い る O

〔紙芝居や ミ ュ ー ジ カ ル〕

老人の 知恵 と 機転 に よ っ て津波か ら 多 く の 人命が守 ら れた 物語 「稲 む ら の 火J を 、 神 戸
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市西区 の 桜 が正 中 学校の生徒 た ち が紙芝居 に し て 、 2003年10月 に 開 か れ た 丈化祭で上演 し

た 。 こ の物 語 は 、 1854年 に 起 き た 安政地震で、 収穫 し た大切 な 稲 を犠牲 に し て 、 村人の命

を 救 っ た 浜 口儀兵衛:の実話 に も と づい た も の O 地域防災活動 を 続 け て い る 同校の 「桜が正

ジ ュ ニ ア 防災チ ー ム J が計画 し た。 代表の福崎香織は 「多 く の 人が防災の こ と を 考 え る き っ

か け に し て ほ し い」 と い っ て い る O

宝塚市 の 県立 宝塚北高校演劇 科 の 2 は 、 2003年 9 月 17 日 に 大震災 を テ ー マ に し た

ミ ュ ー ジ カ ル を 上演 し た 。 「 い の ち 美 し く ~ あ の 日 か ら 15年�J と 題 し た 物語 は 、 阪神 ・

淡路大震災 か ら 15年経 っ た 近未来が舞台で、 震災当 日 に生 ま れ た 主人公の少女が母の再婚

話 に揺れ動 く が、 震災で亡 く な っ た 父 と 、 時 空 を 越 え た 出 会い を し て前向 き に生 き て い く

と い う も のO 劇 中 で は 、 生徒た ち が震災の記憶 を つ づ っ た作文 を 読 み 上 げ た 。

〔いい顔 ・ 笑顔 e 人形車uの舎〕

大震災で被災 し た子 ど も た ち の心の ケ ア の た め 、 全 国 の 人形劇 団 の ボ ラ ン テ イ ア 公演 を

橋渡 し し て き た 「 い い顔 ・ 笑顔 人形劇 の 会」 が 「役 目 を 終 え た J と 活動 を 終了 し 、 8 年

余 り を 振 り 返 る 報告書 を 出版 し た 。 自 ら も 人形劇 を し て い る 聖徳大短期大学部教授 ・ 幸 田

真希が被災 地 の 支援 を 呼び掛け 、 全国 10府県の13団体が参加 し て震災の年 に 同会 を 結成 し

た 。 そ れ以来、 参加団体 も 増 え て 、 公演 も 200 回 を 超 え た 。 し か し 、 最 近 は被災地 に も ゆ

と り が戻 っ て き た た め 、 区切 り を 付 け る こ と に し た 。 報告書は 、 「震災 と 人形劇J r人形劇

の 会 と の 出 会いJ r会 に 参加 し てJ な どの 寄稿 を は じ め 、 講演会、 講習会の 記録や座談会、

活動記録 な ど。 「人形劇 の持 つ不思議 な 力 が、 多 く の 方 々 を 支 え る こ と を 願 っ て い る O 神

戸 で活動す る こ と の 中 で の 、 す ば ら し い 出会い と と も に 、 子 ど も た ち か ら 教 え ら れた こ と 、

と く に 一子 ど も た ち の紙芝居や 人形劇 を 楽 し む力 を 改 め て実感で き た」 と い っ て い る O

〔長田 の震災 を 映画 に 〕

激震地 だ っ た長 田 を 題材 に し た 映画 を 、 地元の 映画監督 ・ 槌橋雅博が撮影 を は じ め た 。

作 品 は 「動 ・ 響 ・ 光 ( う ご き ・ ひ ぴ き ・ ひ か り ) J で、 古代 の民族や 老 人 の 話 を 交錯 さ せ

な が ら 物語が進 む 。 そ の う ち の 一 つ が長 田 が舞台で、 20代後半の女性が震災の様子 を 語 る

ド キ ュ メ ン タ リ ー風の構成。 槌橋は 、 高校 ま で\長田 で、暮 ら し 、 米 国 の 大学 で映画制作 を 学

ん だ。 2000年の ベ ル リ ン 映画祭で は 、 気鋭の新人 に贈 ら れ る 「 ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ シ ュ タ ウ

テ 賞」 を 受賞 し て い る O 「震災 に よ っ て失 わ れ た 大切 な も の 、 一方で形は 失 っ て も 消 え な

い 人情 な ど を 捕 き た い 」 と い っ て お り 、 2004年 春 に 完成 す る 予定。

神戸出 身 の 映画監督 ・ 元木隆史 (大阪在住) も 、 長 田 を 題材 に ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画 を

制作 し て い る O 「 あ の 日 」 を 知 ら な い 、 そ ん な 自 分 に負 い 目 を 感 じ 、 震災 9 年 に カ メ ラ を

回 し は じ め た 。 久 し ぶ り に 訪 れ た 長 田 の 街の 人 は優 し く 話 を し て く れた 。 「 こ の 街が好 き

ゃ か ら 、 こ こ に お り 続 け る J r震 災 で物 は な く な っ た け ど、 温か い心が残 っ たJ な どで、
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元木の先入観は消 え た と い う O 仮の タ イ ト ル は 「僕 は神戸生 ま れで、 震災 を 知 ら な い」 、 2004

年春 に は通信衛星放送 (CS) で放送 さ れ る O

は つ ら い よ ・ 監督の手紙公開}

- 長田 が舞台の一つ に な っ た 長 田 の 人た ち の熱意 に よ っ て ロ ケ は 1995年10月

「男 はつ ら い よ 寅次�I\紅の花J の誘 25 日 に 実施 さ れ た 。 「地元 を あ げて の 一大 イ ベ

た め 、 山 田 洋次段努へ手紙 を 送 っ た 三浦清 ン ト で、 み ん な で力 を 合わせて何 と か復興 さ せ

(神戸市走水区) が、 保管 し て い た 当 時の手 ょ う と い う 雰囲気があ ふ れで い た 。 20年経 っ て

山 田 監督 か ら の 返 事 な ど を 関 市 長 田 区 の も 30年経 つ で も 、 手紙で知 っ て も ら え ればJ と

・ 街 ・ な がた 震災資料室」 へ寄贈 し た 。 い う 。 こ れ ら

〔経済効果は 1 億 3 千万円〕

設立か ら 約 3 年半 を 迎 え る 「神戸 フ ィ ル ム オ フ ィ ス 」 が誘致、 支援 し た 映画 、 テ レ ビ は

約500件 に 達 し 、 経済効 果 は 1 億 3 千 5 百万 円 に 上 る こ と が分か つ た 。 神 戸 市 の 年 間投資

額 は約 1 千 7 百万 円 で、 「波及効 果 を 入れ る と 計 り 知 れ な いJ と い う O 同 オ フ ィ ス は 、 ロ

ケ 地選 びゃ 道路使用 許可手続 き な ど を 支援 し て お り 、 全国 に62あ る 同様の 団体の草分 け 的

な存在。 田 中 ま こ 代表 は 、 観光 に よ る 経済活性化 に 貢献 し た と し て 、 政府の 「観光 カ リ ス

マ百選J に も 選 ばれ た 。 2004年 2 月 末 ま で に譲影 を 終 え た の は 、 映画、 テ レ ピ ド ラ マ が各

35件、 テ レ ビ番組166件、 CM な ど236件の計473件 に も ヒ っ て い る O 港 町 の 魅力 と 他都市

に な い丁寧 な 応対が人気 を 呼ん で お り 、 「走れ ! イ チ ロ - J や ， 1) タ ー ナ ー J 'GOJ の ほ

か NHK の 「 わ か ば」 な ど に神戸の 町が登場 し て い る O

〔神戸1 00年映麗祭〕

NPO 神戸100年映画祭 な どが主催す る 「第 8 回 神 戸100年映画祭」 は 、 2003年11 月 22 8

か ら 30 自 ま で、 神戸市立博物館 な ど で 関 か れ た 。 今問 の テ ー マ は 「家族の幹」 で、 沖縄や

ア ジ ア を 舞台 に し た 家族映画 の傑作 を 集 め 、 現代社会が見失 っ て い る 家族 の 大切 さ に つ い

て 改め て 考 え た 。 神戸で初 め て 映画が上映 さ れて か ら 100年が経 っ た 1996年 、 大震災 の 心

の復興 を 日 指そ う と 同 映画祭が計画 さ れた 。 「官民共同 方式」 で運営 さ れ、 の討政難か

ら 存続が危ぶ ま れた が、 NPO 法人 と し て継続 さ れ る こ と に な っ た 。 新 開 地 の ア ー ト ピ レ ッ

ジ セ ン タ ー で は 「淀川 長治 メ モ リ ア ル デ ー 」 、 同博物館 で は 中 江祐可監督 を 迎 え で の ト ー

ク シ ョ ー 、 最新作 の 上映 な どがあ っ た 。
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3 . 大震災や災害の展示会相次 ぐ
〔関東大震災80年 ・ 曽都圏 で展覧会〕

2003年 9 月 1 日 は 関東大震災か ら 初年 に な る 。 阪神 ・ 淡路大震災か ら も 9 1'fが経 っ た 。

世界的 に相次 ぐ災害や、 予想 さ れ る 東海地震 、 束期海地震への 早急 な 対 策 が求 め ら れ る な

か、 地震や津波 を テ ー マ に し た展覧会が、 首都国 で |謂 か れ た 。 こ の な かで は 風化が叫ばれ

る 阪神大震災の 証言や記録が大 き く 展 開 さ れ て お り 、 震災 を 改 め て 見i在す も の に 成 っ て い

た 。

千葉で 「 ド キ ュ メ ン ト 災害史」

千葉県佐倉市の 国立虚史民俗博物館で は 、 2003年 7 月 8 日 か ら 9 月 紅 白 ま で 「 ド キ ュ メ

ン ト 災害史� 1703 - 2003一 地震 ・ 噴火 ・ 津波、 そ し て復興展」 が開催 さ れ た 。 地震学、 地

質学、 津波工学 な どの 自 然科学 と 歴史 ・ 考古学 ・ 情報工学の研究者 ら が 2 i:!三がか り で展示

に 漕 ぎ付 け た も の で、 地震 な どの 自 然災害の歴史 を 通 じ て 日 本人 を 描 く ユ ニ ー ク な 展覧会

に な っ た 。 「 自 然災害の歴史」 と 「再生への道」 の 二部講成 で、 1847年 (弘化 4 年) の長野 ・

善光寺地震の大絵図や1707年 (宝永 4 年) の富士 山 噴火の CG に よ る 再現 で災害の恐 ろ し

さ を 展 開 し た 。 阪神大震災で は 、 ボ ラ ン テ イ ア の活躍 に 焦点 を 当 て て 、 ボ ラ ン テ ィ ア の役

割 を 考 え た 。

同展 は 、 神 戸 の 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 で震災記録に 活躍 し た 同博物館外来研究員

寺 田 匡宏 ら が企間 し 、 同 時 に 副読本の 「歴史 ・ 災害 ・ 人 間 J 2 冊 を 出版 し た 。 上巻 は 「災

害史 ・ 原論」、 下 巻 は 「展示 の丈法」 、 寺 田 ら の編集 に な る も の で、 「三陸綾里湾津波語 り J

「関東震災の新 し い見方」 や 「災害展示再考」 な ど を 収録 し て い る O

上野で は rTHE 地震展J

「 ドキ ュ メ ン ト 災害史j の展覧会ェ 国立授
史民俗博物館

東京 ・ 上 野 の 国 立科学博物館で は 、 2003年 8 月 l 日 か ら 10 月 初 日 ま で rTHE 地震展~
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rTHE 地震展」 の展示= 悶立科学博物館

そ の 時の た め にJ が 開 か れ た 。 地震 と は何か、 科学的 に ど こ ま で わ か っ て い る の か、 防 災

対策 は ど う か、 な ど最近の め ざ ま し い 地震研究の進展や、 地震の謎が明 か さ れて い く 実像

を 展示 し た 。 「腔史 に 刻 ま れた 地震現象J r新 し い 地震復J r地震 の 防災 シ ス テ ム 」 な ど 9

部 に分かれて展 開 さ れ た が、 1896年 6 月 の 明 治 三 接地震 に よ っ て 2 万人以 上 の 死者が出 た

津波の 恐 ろ し さ を 体感で き る ゾー ン も 設 け ら れた 。 こ の 時 の 波高 は 13階の ピ ル に相 当 す る

38 m に 達 し た と い わ れ る O 同展で も 、 阪神 ・ 淡路大震災の被害 の様子が ジ オ ラ マで再現 さ

れ た 。 日 本で起 き た 地震 の 記 録 は 、 416 年 の 大和 (奈良県) で発生 し た も の が最 も 古 く 、

そ れ以来、 多 く の 地震が発生 し て い る O こ れ ま で の 5 千 に も の ぼる 地 震 の 震源 を 三次元 に

示 し た も の も 展示 さ れ た 。 「地震展 を 見 る の が き っ か け で 、 大地震 に 直面 し た ら 家族 は ど

こ に 避難す る の か、 な ど具体的 に 話 し 合 う 機会が持て ればい い」 と 主催者 は 去 っ て い る O

構浜で は 「大震災 と 報道展J

横浜の 「 日 本新聞持物館」 で は 、 2003年 7 JJ 15 EJ か ら 10月 四 日 ま で 「大震災 と 報道展」

320 第二章 @ 文化

阪神 ・ 淡路大震災 も 大 き く 取 り 上げ ら れた
「大震災と 報道展」 ニ 日 本新聞博物館



が開 か れ た 。 阪神 ・ 淡路大震災での神戸新聞 の報道 を は じ め 過去の地震 な ど 自 然災害で新

聞 は何 を 伝 え て 来 た か を 問 い 直す も の で、 当 時 の写真や資料約260点が展 示 さ れ た 。 関 東

大震災 当 時 は 、 ラ ジ オ 放送 は は じ ま っ て お ら ず、 新聞がた だ 一 つ の 報道機 関 だ、 っ た 。 多 く

の新聞、 通信社 は社屋 を 失 い 、 手書 き の号外 を 発行 し た 。 し か し 、 流言飛語が飛 び、か つ て

外国人が虐殺 さ れ る な どの悲劇 を 生 ん だ。 太平洋戦争の さ い も 東南海な ど 3 回 の大震災が

あ っ た が、 報道管制 に よ っ て被災地が孤立 し た と い う O 阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 被災者の

救援や支援 に 新 開 が果 た し た役割は大 き か っ た。 正 し い情報 を 、 どれだ け 迅速 に伝 え る こ

と がで き る か な ど、 残 さ れ た 課題 も 多 い と い う O

こ の ほ か同 時期 に 、 神奈川県立歴史博物館で は 180年 白 の記憶 関東大震災」 展 を 開催、

当 時の写真、 遺物 な ど約180点 を展示 し た 。 千葉県館 山 市 の県立安房博物館 で も 「地震 と

津波J 展 を 聞 い た 。 海 に 面 し て い る 千葉県で は 、 地震、 津波で再三 に わ た っ て 大 き な 被害

を 受 け て お り 、 1703年の元禄地震 と 関東大震災 に 的 を 絞 っ て 、 地震の威力 と 今後への教訓

を 探 っ た 。

〔記録 と 記槽の問 う も の〕

関 東大震災で被災 し 、 阪神 ・ 淡路大震災 も 目 撃 し た大阪 ・ 枚方市の 中 元清次 (91歳) が

災害の記憶 を 語 っ た 。 1923年 (大正12年) 9 月 1 日 、 横浜駅近 く の 自 宅で遊 ん でい た 。 ゴー

と い う 地鳴 り と と も に 激 し い揺 れ、 立つ こ と も で き な か っ た 。 屋外 に 出 て 振 り 返 る と 、 自

宅 は 全壊 し て い た 。 そ の 後 は 、 風刺漫画 を 新聞 に投稿 し て い た が、 関東大震災 に つ い て は

記憶が生 々 し く て ベ ン を 取 ら な か っ た 。 80歳 を 過 ぎ て か ら 吋可か を 残そ う 」 と 、 描 き は じ

め 100枚近 く に な っ た 。 そ し て 阪神 ・ 淡路大震災が起 こ っ た 。 悪夢 で あ っ た 。 不都合があ

る と 、 役所や 人のせい に す る 人がい た 。 自 分で や ろ う と い う 姿勢が感 じ ら れ な か っ た が、

品 方 で は 黙 々 と 復興 を 目 指す姿 も 目 立 っ た 。 「地震の 恐怖 を で き る だ け知 り 、 他人 に 頼 る

こ と が癖 に な っ て は い け な い」 と い う O

東京国立 フ ィ ル ム セ ン タ ー で は 、 2003年 9 月 に シ ン ポ ジ ウ ム 「関東大震 災 と 記録映画」

が 開 か れ た 。 何が起 き た の か を 知 る た め に 記録映画 を 見 る と い う よ り 、 「記録」 の 意味 を

知 り 、 そ の な かの 「不在 な る も の」 な どが語 ら れた 。 上映 さ れ た 震災映画 は 「関東大震災

大火実況」 と 下関東大震災一伊奈精一版」 な ど、 倒壊や大火、 避難す る 人々 を 淡 々 と 写 し

て お り 、 一部 は 関西 な どで上映 さ れて 、 義援金集め に役立て ら れた 。

北但大震災の フ ィ ルム を公開

篠 山 市教育委員 会 は 、 備品庫 で発見 さ れた 災害 の 映像 フ ィ ル ム を 2003年10 月 か ら 同市の

ホ ー ム ペ ー ジ で公 開 し た 。 こ の映像は 16mm フ ィ ル ム で、 約20年前か ら 旧篠 山 町が所有 し て

い た も の O 「篠 山 兵阪新聞社活動写真宣伝部」 と 表示 さ れて お り 、 撮影者 や だ れが持 ち 込

ん だ か は 分か ら な い と い う O こ の フ ィ ル ム に は 、 「北但大震災J 1 阪神大水害J 1 関東大震災J
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の 映像、 も あ り 、 貴 重 な 資料だ と い う O 北但大震災の撮影時 間 は 2 分30秒 で 、 倒 壊 し た 家屋

や住民、 兵隊が復興 に 取 り 組む様子や城崎j昆泉街 も 映 っ て い る O 城崎町 の 震 度 は 6 、 家屋

の 大半が全焼 し た 。 阪神大水害の 時間 は 3 分30秒で、 流木や土石流 に埋 も れ、 救護活動が

続 く 様 子が描かれて い る 。 関東大震災は 18分で、 震災当 日 か ら 3 日 間 に わ た っ て東京 ・ 上

野、 静閥、 伊豆半 島 な ど27 カ 所で撮影 さ れて い る O

〔安藤忠雄 と 建築展2003)

阪神大震災の復興 に尽 く す安藤忠雄の建築展2003 1"再生一環境 と 建築」 が、 2003年 6 月

5 日 か ら 7 月 21 日 ま で、 自 ら の設計 に よ る 県立美術館 で 聞 か れ た 。 11 の近作 を 建築模型、

映像、 ド ロ ー イ ン グ、 図面、 写真で紹介 し た 。 災害、 再開発、 国際テ ロ な ど様々 な 要 因 で

失 わ れて い っ た建物、 景観 を 、 自 ら の構想力 で再構築 し よ う と 世界 を 股 に か け て活躍す る

安藤。 「建築 の み で完結す る の で は な く 、 都市、 歴 史、 社会 と い っ た様々 な も の と の 関 わ

り の 中 か ら 、 場所 に 刺 激 を 与 え る 新た な 関係 を 創 り 出 し 、 そ し て土地 に 刻 ま れた く場所の

記憶〉 を掘 り 起 こ し て環境の く再生〉 を 実現 し よ う と 試み て い る 」 と い う O

2003年1 1 月 3 日 、 建築家安藤忠雄 は 文化功労者 に 選 ばれ た 。 阪神 ・ 淡路大震災の被災地

で植樹運動 を 続け 、 モ ク レ ン な ど 白 い花 を 咲かせ る 木 々 を 植 え 、 犠牲者 を 鎮魂す る と と も

に再建への希望 を 託 し た 。 「私の仕事 は 建築の 設計 だ け で は な い 。 環境づ く り も 考 え て い る O

ど ん な 環境 を 次の 世代 に怯 え る か。 花 も 建築 と 同様、 私 な り の答え だ。 白 い花 を 見 て 足 を

止め る O そ ん な 感牲 を 持 ち 続け て い き た い」 と 語 る O

〔各地で次 々 と 奨術展)

ヒ マ ワ リ の よ う に元気 に

大震災や 長男 の死 を 乗 り 越え て ヒ マ ワ リ を 描 き 続け て い る 神戸市須磨 区 の 画家 ・ 真野麻

美 は 、 2003�三 5 月 、 同市長 田 区 の戸崎庵で 「ふ っ こ う (福幸) ひ ま わ り 展」 を 開 い た 。

災で ア パ ー ト が全壊、 仮設住宅 な ど を 転 々 と す る 生活が続 き 、 そ ん な な かで 長男 ま で、 失 っ

た 。 そ ん な 時、 仮設住宅の軒先で咲い て い た と マ ワ リ の 生命力 に 打 た れ た 。 「復興J に か

け て 「福」 と 「幸J を テ ー マ に 、 大輪の ヒ マ ワ リ の絵、 イ ラ ス ト 、 ク ラ フ ト な ど約 100点

が並べ ら れた 。 戸崎庵 は 、 震災で倒壊 し た家屋 の廃材で作 ら れた小屋で、 そ の前 に ヒ マ ワ

1) の 百 も 植 え た 。 「 こ こ に 来 て 心 に ヒ マ ワ リ を 咲かせて ほ し いJ と い う 。

「骨髄」 を テ ー マ に 爵画展

大震災の被災地 を 描 き 続け て い る 努画家 ・ と み さ わ か よ の (神戸市東難匿 ) は 、 毎年の

1 月 17 日 の 慰霊行事で使 わ れ る 「竹筒J を テ ー マ に し た作品 を 制作、 2003年 6 月 に 開 か れ

た 「 日 本持画美術展」 に 出 品 し た ほ か、 同 7 月 に は神戸 ・ 三宮で も 展示 し た 。 震災の 時 は

群馬県藤 岡 市 に 居 た が、 東灘区の実家が全壊す る な ど壊滅 し た 軒 に衝撃 を 受 け た 。 だ が、
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10 臼 後 に 訪 れ た 神 戸 で見 た の は、 自 宅の井戸水 を 振 る 舞 う 人、 倒壊 し た散髪出 の前で青空

床屋 を は じ め た庖主 ら 、 助 け合い 、 支 え 合 っ て 生 き よ う と す る 人 々 の姿 だ っ た 。 そ れ以来、

勇画で被災地 を 描 き 続け た 。 1997年 に は詩画集 「神戸 ・ あ の 日 よ り 」 を 出版 し た 。 2003年

l 月 、 神戸 ・ 東遊園 地 の 竹筒制作 を 見 て か ら 「神戸 は が ん ば っ て い ま す」 と い う メ ッ セ ー

ジ を 発信す る 竹筒 を 刻 む こ と に な っ た。

神戸の癒並 み を 表現

神戸 を 描 き 続け る 二人 の 画家 に よ る 「安倍は る み & と み さ わ か よ の 一二 人展」 が2004年 3

月 、 神戸市灘亙六 甲 山 町 の RCN キ ュ ー ブ ・ 山 の小美術舘で 開 か れ た 。 東j難 区 に住む安倍 は 、

街並み を ア ク リ ル絵の具で鮮や か に描 い て お り 、 炎上す る 神戸 を 背景 に 幼児 を抱 く 夫婦で

震災の悲 し み を 表現、 と み さ わ は街角 な ど を 震災前、 震災i直後、 震災後 に 分け て切 り 絵で

描 き 、 合計22点 を 展示 し た 。

大橋了介の油絵 を 穆復

大震災で芦屋市内 の保管先が全壊 し 、 散逸の危機 に あ っ た 昭和初期の洋画家 ・ 大橋了 介

(1895� 1943) の 油絵の修復作業が、 東京芸大で進ん で い る O 大橋は 、 東京で絵顕 を 学 び、

32歳の こ ろ か ら パ リ で暮 ら し た が、 そ の こ ろ 近代 日 本 を代表す る 画家 ・ 佐伯祐三 と 親交が

あ り 、 大 き な 影響 を 受 け た と い わ れ る O 帰 国 後 に は精道村 (芦居市) で生活 し 、 終戦前 に

亡 く な っ た。 残 さ れた作品 は 、 市 内 の 妹 ら が保管 し 、 一 部 は芦屋市立美術館 に 寄贈 さ れた 。

と こ ろ が、 震災で妹宅 も 全壊、 パ リ 滞在 中 の油絵 な ど162点 は 、 同 美術館 に預 け た 。 作 品

は木箱 に入れ ら れ、 被 害 を 免 れ た が、 長年の 毘 の破損 で ひ び割 れ な どがあ り 、 東京芸大保

存修復油画研究室 に修復 を 頼 ん だ。 同 美術館は 震災10年 に は展覧会 を 開 き た い と し て い る O

〔 ア ー ト に よ る 町 づ く り 〕

長 田 の更地で野外ア ー ト

大震災の被災地 ・ 神戸 市 長 田 区御蔵通で、 更地 を 舞台 に し た野外 ア ー ト 「空い て る 地球

展J が、 2003年 9 月 に 開 か れ た 。 住宅再建は足踏み状態で土地利用 の 呂 途 も 立 っ て い な い

更地が点在す る 風景 に 、 「空 き 地 を 震災 の つ め跡 と し て見 る の で は な く て 、 無 限の可能性

を 秘 め た 表現 の 場 に し て 、 よ みがえ ら せ た い」 と い う 試み 。 地元の 町づ く り 支援団体 「 ま

ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J と 神 戸 の 芸術団体 í 1) ・ フ ォ ー プ」 な どが共同 開催、 10人の ア ー

テ イ ス ト 作品 を 展示 し た。 和 田幸三 は 、 空 き 地 に 残 さ れた水道 の ピ ニ ー ルパ イ フ。 に 沿 っ て

破損 し た 屋根瓦 を 置 き 、 見 る も の に 大地の亀裂や力 を 連想 さ せた 。 フ ラ ッ グ ・ ア ー テ イ ス

ト の福井恵子 は 、 白 と 黒が鮮や か な 旗 を 並べ て 空 き 地 を 鎮魂 の 場 に 変 え た ほ か東山嘉事 は 、

機械の 部 品 で、作 っ た赤 い 牛 を 置 く な ど、 6 カ 所の 空 き 地 に 1 1 点 が並べ ら れた 。 同 時 に コ ン

テ ナハ ウ ス 「 ス タ ジ オ 5 J の そ ば に小屋 を 建 て 、 住民 ら が参加 し て空 き 地の 土 を 使 っ た 「御
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「空い て る 地球展」 で展示 さ れた瓦の オ ブ
ジ ェ z神戸市長田区御蔵通 (神戸新聞社提
供)

蔵焼」 も 制作、 地 図 を 片手 に 地域 を 歩 く 「銅蔵学校」 も 開校 し た 。

灘の路上で下回Iア ー ト 展

「震災で被災 し た街 を 若者が集 う ア ー ト の発信基地 に し よ う 」 と 、 神戸市灘 区 中原通の

路上で、 2003年 9 月 に神戸芸術工科大 ( 同市西尽) の学生 と 地元住民が、 イ ラ ス ト や手作

り オ ブジ、 ェ な とや を 持 ち 寄 っ て展示、 販売す る 「第 l 回 下 町 ア ー ト 展」 を 開 い た。 ウ キ ウ キ 、

わ く わ く す る 街づ く り を 日 指す 「j難 ブ ギ ウ ギ会」 の メ ン バ ー が学生 た ち と 結成 し た 「 わ く

わ く 遊 S J が主催 し た も の で、 路上 に は竹や員 を ア レ ン ジ し た オ ブジ ェ な ど の 展示 コ ー ナ ー

や学生た ち が制作 し た ポス ト カ ー ド の 販売 コ ー ナ ー な どが設 け ら れた 。

東灘で は商脂梅 に ア ー ト

学生の 街 ・ 岡本 (神戸市東灘区) に 元気 を 、 と 甲 南女子大学 な どの学生た ち が、 商庖傷

周 辺 の 喫茶居 、 雑貨自 に 芸術作品 を 持 ち 込 ん で 「 岡 本 を ア ー ト で彩 ろ う 」 と い う イ ベ ン ト

を 2003年10月 に 繰 り 広 げた 。 甲 南大学の 川 村総美、 中村麻美子が企画 し 、 同 大学美術部、

宝塚造形大学 な ど 6 大学か ら 学生 ア ー テ イ ス ト 23人が参加、 商庖告の10庖 舗 に 絵画、 写真

な ど53作品 を 置 き 、 人気 を 集 め た 。

4 . 大震災 を 語 り 継 ぐ ~ 文学の う ね り
( 1'阪神間の文学』 を 改定〕

震災で大 き な被害 を 受 け た 阪神 間、 名作の舞台 も 大 き く 様変 わ り し た 。 西宮 市の県立鳴

毘高校が使用 し て い る 副読本 r高校生 の た め の 阪神 間 の文学」 も 10年 目 に 改定 さ れ る こ と

に な っ た 。 歴史や作品への理解 を 深め よ う と 1 年生 に 配 っ て お り 、 古典の 「伊勢物語』 を

は じ め谷崎潤一郎の 「細雪ゎ 野坂昭 如 の 「火垂 る の 墓」 、 井上靖の r闘牛』 な ど34作品 の

原 文 と 舞台 を 紹介 し て い る O 震災か ら 10年 を 迎 え る の を 前 に 、 総点検す る こ と に な り 、 調
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査 を し た 。 西宮市 に あ っ た俳人 ・ 山 口菩子の 自 宅 は全壊、 跡地 は分譲住宅 に な っ て い た り 、

r火垂 る の 墓』 の 主人公の兄弟が暮 ら し た壕があ っ た ニ テ コ 池の近 く に は 、 震災の追悼碑

が建 て ら れて い る な ど、 変 わ っ て い る 。 「震災や戦争 な どの 悲 劇 の 舞 台 を た ど っ て命 の 大

切 さ や言葉の持つ力 を 感 じ て ほ し い」 と い う 。

〔詩や歌に諒み込んで〕

明在在住の 詩 人 ・ 渡辺信雄 は 、 大震災の記憶 を 写真 と 詩で た ど る 個展 「君がい た 場所一

震災の心象風景」 を 、 2004年 I 月 に 西宮市 甲子園 口 、 ギ ャ ラ リ ー 「 わ び、す け」 で 開 い た 。

震災で 自 宅が半壊 し た が、 そ の 後 も 神戸の被災地 を 歩 き 回 り 、 印象 に 残 っ た 風景 を カ メ ラ

に収め た 。 個展で は 、 1995年か ら 1997年の作品 を 中 心 に 、 廃嘘 と な っ た民家か ら 生 き 生 き

と 繁茂す る 植物 や 長 田 の神戸の壁、 ボ ラ ン テ ィ ア の子 ど も た ち な ど写真30点 と 詩 6 編、 瓦

蝶の な かか ら 出 て き た木片や タ イ ル の 破片 な と々 を 使 っ た オ ブ ジ、 ェ も 展示 さ れた 。

被災地で詩の朗読活動 を 続 け て き た大阪在住の詩人 ・ 里み ち こ は 、 2003年 8 月 に神戸市

中 央 区 の HDC 神 戸 で 、 り 「虫 み ち こ 漢字 リ レ ー 希望か ら 光が丘.へJ を は じ め たO

詩語 り で は 、 自 作の詩や ほ か の 詩人の作品 を 、 創作のエ ピ ソ ー ド を 交 え て 詠み あ げた ほ か

「漢字 リ レ ー 」 で は 、 l lcm の 黄色 い 紙 に 漢字 を 一宇ずつ書い て 「希望J の 文字 を 中 心 に 並

べ、 2 ， 000宇 に よ る 満月 を 完成 さ せ た 。

神戸市垂水区 の 自 治会 な どで作 る 垂水生活文化協会 は 、 震災直後か ら 人 々 の心の復興 を

願 っ て短歌、 俳句、 J I I 柳 な どの作品 を 集 め た F た る み平成万葉集」 を 出版 、 区 内 の小学校

や 図書館 に 配付 し た 。 「解体 日 決 ま り 訪ふ 家亡夫 と 子の 声す る ご と き 車しみ に ふ り む く 」 飯

塚政美 の 歌 で あ る O 長 田 の 18宅が全壊、 解体の 日 に訪 れ る と 、 中 か ら 幼か っ た 息子 た ち の

声が聞 こ え る よ う な気が し た と い う o 8 年 間 の作品4 ， 505点 か ら 413点 を 選 ん で掲載 し て い

る O 「震災か ら 年 を 追 う ご と に 、 ほ ん の り と 明 る い作 品 が増 え た」 と い う O

〔エ ッ セ イ に重量話 に絵本 に 〕

恵子 を 亡 く し た 母が出版

し ょ う く ん と 会 え な く な っ て 、

八年半 の 時 間 がす ぎて し ま っ た ね 。

し ょ う く ん と い っ し ょ に す ご し た あ の 日 々 が、

つ い こ の 聞 の こ と の よ う に 、

マ マ の 心 の な かで キ ラ キ ラ 輝 い て 残 っ て い る O

( 中 略)

た っ た 一年半 と い う 短い 時 間 し か

生 き る こ と がで き な か っ た し ょ う く ん だ け ど、

パパ と マ マ と ゅ う ち ゃ ん に 、
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た く さ ん大切 な こ と を 残 し て く れ た と 思 っ て い る 。

大震災で 当 時 1 歳半だ、 っ た 息子 を 亡 く し た 西宮市の主婦 ・ 高井千珠 は 、 1 0歳 に な っ た双

子 の妹への思 い を 手記 に ま と め て2003年1 1 月 、 「ゅ う へ」 を 出版 し た 。 震 災 の と き 、 二卵

性双生児の 長 男 将 く ん と 長女 ゅ う ち ゃ ん と と も に 西宮の 自 宅で被災、 将 く ん は箪笥 の 下敷

き に な っ て亡 く な っ た 。思い 出 を 綴 る こ と で悲 し み を 乗 り 越 え て き た千珠は 、 5 年後 に ホ ー

ム ペ ー ジ を 立 ち 上 げる O そ れが き っ か け に な っ て NHK の番組で取 り 上 げ ら れ る こ と に な

り 、 思 い 出 を 本 に す る こ と に な っ た 。 「兄弟 を 亡 く し た 子 ど も た ち の 心の ケ ア の 大切 さ を

知 っ て ほ し い」 と い う O

同 じ l 歳半の長男 を 失 っ た 芦屋市の主婦 ・ 上仲雅美 も 、 9 年 間 の 思 い 出 を 童 話 に 託 し て

2004年 1 月 、 「明 か り の 向 こ う 恨む を 出 版 し た 。 震災の と き 、 二 人の 子 ど も と 寝 て い た が、

天井が崩 れ落 ち て 長 男 大志 ち ゃ ん の命 を 一瞬で、奪い去 っ た 。 「短い 命 を 懸命 に 生 き た 息子

の こ と を 、 形 に 残 し た い」 と 、 童話 を た 。 物語は 、 弟 を 交通事故で亡 く し た小学生の

和 美が、 幼 く し て死 ん だ 男 の 子 「み つ く んJ の霊 と 出 会 っ て 、 立 宣 っ て い く 姿 を 描 い て い

る O

{短歌で諒み継 ぐ震災の記櫨}

か け つ け る 友の住 ま い は 崩 れ落 ち 生 き 埋め の友 題材 に し た と い う 。 反発す る も の も い た が、 や

我 は 無 力 がて生徒 た ち は記憶 を 歌 に詠み始め た 。 そ し て

後輩 ら に 引 き 継がれて い っ た。

神戸市兵庫 区 の 県立神戸工業高校 (定時制)

の生徒 た ち が、 大震災 を題材 に し た短歌 を 詠み 水汲み と ト イ レ掃除に 明 け く れ て疲 れ て 限 る 冷

継 い で い る が、 そ の 数が800首 を 超 え た た め 、 た い教室

2004年 l 月 14 日 に 潔 かれた全校震災激励集会で

発表 さ れた 。 冒頭の歌 を 詠 ん だ の は 当 持の在校 2 年 ( 当 時) の 灘井美起の作品であ る 。 全国

生 だ、 っ た工務府経営 ・ 坂居保で、 こ の歌が喜子 け か ら 集 ま っ た ボ ラ ン テ イ ア と と も に水汲み な ど

た の は 2 年後の こ と だ、 っ た と い う 。 を し た 時の情景であ る 。 1 月 17 日 に は仲 間 た ち

岡高が短歌教育 を 取 り 入れた の は 1988年 の こ と 西宮で再会す る と い う 。 指導 に 当 た っ た先生

と であ る 。 は じ め は仕事の こ と な ど を テ ー マ に は 「神戸の復興 を 支 え る 若者 た ち の青春の歌」

し て い た が、 震災後は 「悲惨な 記憶」 を あ え て

娘 を 亡 く し た 母 も 絵本 を

震災で娘 を 亡 く し た 神戸市須磨区 の 主婦 ・ 浅井鈴子 も 、 絵本 「 は じ め て の社 会見学 ア ツ

コ ち ゃ ん あ り が と う 」 を 自 費 出 版 し た 。 1 1 歳 だ っ た 娘亜希子 ち ゃ ん は 、 自 宅の下敷 き に な っ

て亡 く な っ た が、 生 き て い れば20歳 の 成 人式 を 迎 え て い た 。 「母親 と し て 生 き た 証 を 残 し
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て あ げた か っ た 」 と い う O ア ッ コ ち ゃ んが警察署 を 見 学 に行 く が、 い ろ い ろ な ハ プニ ン グ

があ り な が ら 無事 に帰 っ て き た と い う 物語。 実際の 出 来事 を 題材 に し た と い う O

絵本 rおむすひ守 の涙」 が25 カ 国 に

大震災で亡 く な っ た教 え 子 を 忘 れ な い た め に 、 毎年 1 月 17 日 に 絶食 し て い る 西宮市の小

学校教諭杉 田 二郎 を モ デル に し た絵本 「お む す び、の涙J が16の言語 に 融訳 さ れ、 25 カ 国 で

読 ま れて い る O こ の絵本 は 、 愛知県在住の元小学校教諭藤城加恵子作、 画 家川 田 き し枝が

揺 し絵 を 描 い た 。 震災後 に 生 ま れ た 少女が、 1 月 17 日 に 訪 ね て き た お じ さ んがお む す び に

手 を付 け な い こ と を 不思議 に思 う O 母親 に 「 こ の 日 だ け は何 も 食べ な い で 、 震災で亡 く な っ

た 子 ど も た ち が天 国 で楽 し く 遊べ る よ う に 祈 る ん だ、 っ て」 と 聞 き 、 「苦 し か っ た よ ねJ と

思 う O す る と 、 お むす びか ら 大粒の涙がこ ぼれ落 ち た よ う に見 え た 、 と い う ス ト ー リ ー 。

世界各地で翻訳 し て も ら う よ う に働 き か け 、 多 く の 国 で読 ま れ る よ う に な っ た と い う O

子 ど も が心 を ひ ら く と き

大震災で傷つ い た子 ど も た ち を 、 絵 を 描 く こ と で癒 し て い こ う と 、 神戸市内 で絵画教室

「色彩学園」 を 聞 い て い る 藤井 昌 子 は 、 震災か ら 8 年 間 の活動 を 振 り 返 り 「子 ど も が心 を

ひ ら く と き 』 を 出版 し た 。 震災当 時、 西宮で子 ど も ア ト リ エ の講 師 を 務め て い た が、 被災

地の有様 を 日 に し て神戸、 芦屋、 西宮で無料の 出 前 ア ト リ エ を 開催 し た 。 さ ら に は 、 こ れ

を 発展 さ せた 「色彩学園」 を 設立 し た 。 こ の本 に は 、 子 ど も た ち の 目 に 見 え な い心の傷 と 、

ち 上がろ う と す る 気持 ち を 伝 え る 絵約80点が収録 さ れて お り 、 子 ど も た ち が震 災 を 乗 り

越 え て い く 過程 を 紹介 し て い る 。

( 11火の鳥の女性た ち」 を 出版〕

大震災直後か ら 被災者支援 や ま ち の復興 に 奔走 し た 3 人の女性 た ち が、 活動や思 い を ま

と め て 、 震 災 か ら 10 年 目 に 入 る 2004 年 1 月 17 日 に 「火 の 烏 の 女 性 た ち 」 を 出 版 し た o

NPO 法人 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸」 理事長 の 中 村瀬子、 「宝塚 NPO セ ン

タ … J 事務局長 の森綾 子、 県復興本部総括部長だ、 っ た 清原桂子で、 第 1 章 は 「 ボ ラ ン テ イ

ア か ら NPO、 そ し て地域の事� よ ろ ず、やへ」 、 第 2 章 は 'NPO か ら コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス へ

ーそ の 軌跡 と 広が り J 、 第 3 章 は 「民間 と 行政が と も に 公 を 担 っ てJ の構成。 「震災10年 目

に 入 り 、 一部で疲れや 閉 塞状況がみ ら れ る O タ イ ト ル の く火の烏〉 は 、 灰 の な かか ら 何度

も よ みが え る 、 私 た ち の 人生や活動 も 何度 で も や り 寵せ る と い う 思い を 込 め た 」 と い う O

5 . 市民 が支 え る 文化運動
〔 し み ん基金 ・ こ う べの活動〕

市民や企業 か ら の寄付 を 基金の な か に プー ル し て 、 そ の資金で福祉や文化の 活動 を キ メ
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細 か く 助 け て い こ う と い う 全国 で初 め て の NPO 法人 「 し み ん基金 ・ こ う べ」 は 、 2003年

末 で助成 は 57 団体、 約3 ， 000万 円 に 達 し て い る O 間基金の特徴は 、 助成審査 を 公開 で実施

し て お り 、 い の ち の 電話 のパ ッ ク ア ッ プや障害者の就労支援、 被災者の 自 立支援な ど多 方

面 に助成 し て い る O

2003年度の 第 1 回 助 成 は 、 44団体が応募、 公 開 審査 を 経て 9 団 体 に 300万 円 を 助成 し た 。

助 成 団 体 は 、 お 話 の 会 「 ね っ こ ぼっ こ の 会」 、 地域の子育 て 支援 グ ル ー プ 「ス マ イ ル」 、

DV 被害者ト支援の 「 ウ イ メ ン ズ ネ ッ ト こ う ベム 青少年鑓全育成 の 「非暴力 ね っ と わ ー く 」 、

日 系 ブ ラ ジ ル人 の た め の 「関西 ブ ラ ジ ル人 コ ミ ュ ニ テ イ 」 、 音楽療法 を つ づ け る 「障害者

共 同作業所 ・ に じ の か け橋」 、 く ら し を サ ポ ー ト す る 「市民サ ポ ー ト セ ン タ 一 明石」 、 お や

こ ま つ り の 「神戸 中 央お や こ 劇場J 、 高齢者 な ど を 支接す る 「移動サ ー ビ ス ネ ッ ト ワ ー ク

こ う べ」 の 9 団体。

こ の ほ か 同基金で は 、 神戸市か ら 受託 し た NPO ア ド バ イ ザー 派遣事業、 は ー と ふ る ふ あ

ん ど委員会か ら 受託 し た は ー と ふ る ふ あ ん ど ・ ぽ ら ん で い あ あ し す と 事業 な ど草の根の活

動 を 支援 し て い る O ま た 、 財源の確保 の た め リ サ イ ク ル事業 ( 中 古品 に よ る 寄付事業) も

は じ め た 。 こ れは 着」 と 「家電 ・ 家具」 の 2 部門 で 、 市民か ら 提供 し て 貰 っ た 品物 を

換金 し て 、 基金 に 寄付 し て も ら う と い う シ ス テ ム O こ れか ら の活動の た め に 、 広 く 市民 に

呼び掛け て い る O 問 い合わせ は 、 「 お着J (078-709-7791 ) 、 「家電 ・ 家具J (078-230-9774) 

〆\。

ま た 、 同 基金 を 中核 と し て神戸の NGO、 NPO が協力 し て取 り 組 ん で、い る 「ぼ た ん の 会」

は 、 神 戸 オ リ ジ ナ ル の 自 立 の た め の財源獲得 シ ス テ ム で、 募金パ ー テ ィ ー の 「夜会 ぼ た ん

の 会J を は じ め リ レ ー ト ー ク 、 講演会、 コ ン サ ー ト な ど を 実施、 収益 を 活動 資金 と し て還

元 し て い る O

く し み ん基金 ・ こ う べ〉

子 651 -0095 神戸市中央IX旭通1- 1 - 1 -203 (サ ン ピ ア 2 F )  

TEL 078-230…9774 FAX 078-230-9786 

E-mail kikin @stylebuilt.co.jp 

URE http://www.stylebuilt.co.jp/kikin/ 

〔夢基金プロ ジ ェ ク ト 〕

被災地 で 街 の 活性化 を め ざす 活動 に 資 金 を 援助 す る fKOBE HYOGO 2005夢基金 プ ロ

ジ ェ ク ト 」 の 最終選考会が2003年 7 月 、 神戸市 中 央区 の 朝 日 ホ ー ル で 開 か れた 。 応募の200

件の う ち か ら 選 ばれた 、 音楽や芸術、 国際交流 な どの分野か ら ま ち づ く り に取 り 組む28団

体の代表が、 活動計画 を ア ピ ー ル し た 。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 震災の被災者支援 を 続 け る

カ タ ロ グ通販 「 フ ェ リ シ モ」 が全国 か ら 集め た 義援金の う ち 約7 ， 000万 円 を 基金 に 運営 、
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ま ち づ く り に取 り 組む個人、 団体に 最高300万円の協力 金 を 贈 る と い う も の O

ロ ドニ ー 賞 を 受賞

「 ブ エ 1) シ モ」 の 矢崎和彦社長が、 神 戸 を 元気付 け る 人 に贈 ら れ る 「 ロ ド ニ ー 賞」 を 受

賞 し た 。 「 ロ ド ニ ー 賞」 は 、 1866年の 神 戸 開 港 の 時、 祝砲 を 放 ち 神戸 の 人 々 を 驚か せ た 艦

隊 「 ロ ド ニ ー 」 に ち な ん で付 け ら れた も の で、 矢崎杜長 は神戸の 活性化活動や音楽、 美術

の振興 な どが詳価 さ れ た 。 「震災の あ と に 全国 の お 客 さ ん か ら 、 神 戸 の た め に何か し て あ

げて と 、 多 く の 義援金が送 ら れて き ま し た 。 私 た ち も 月 々 100円 の義援金 を 募 っ て 、 6 年

間 で約 4 億円 に も な り ま し た 。 支援 に使 っ た あ と の資金で、 街 を 元気 に す る こ と を 考 え ま

し た 。 街並 は き れい に な っ た け ど、 本 当 の 元気 は心の元気で、 そ れ に は 未 来 に対す る 希望

が必要だ と 思い ま し た 。 震災10年の節 目 は最後の チ ャ ン ス です 。 ぎ り ぎ り 痛み を 分か つ て

も ら え る O 尊 い 犠牲 を プ ラ ス に 生 かせ て 、 世界 に 発信 し た い」 と 抱負 を 語 っ た 。

〔 ゆ め ・ 風基金 フ ェ ス タ 〕

販神大震災 を き っ か け に は じ ま り 、 何時、 ど こ で大災害が起 き て も 瞳害者 を 支援で き る

よ う 募金 を 呼 び掛 け る イ ベ ン ト 「 ゆ め ま つ り 風 フ ェ ス タ in な がた ゆ め 風で あ い ま し ょ

う J <NPO 法人被災障害者支援 ・ ゆ め ・ 風10億円基金〉 が2003年 5 月 、 神 戸 ・ 長 田神社で

開 か れ た 。 作家で 同基金呼び掛 け 人代表の永六輔、 ミ ュ ー ジ シ ャ ン の小室等、 作家の灰谷

健次郎 ら が ト ー ク や ラ イ ブ を 行 い 、 協力 を 呼び掛 け た 。 同基金 は 、 毎年、 尼崎や神戸 ・ 東

灘 区 で 開催 し て お り 、 今回 は 8 回 目 O

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー が沿革史〕

市民団体の 運営支援 な ど を 行 う NPO 法人 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸」 が

こ れ ま で の活動 を ま と め た沿革史 を 出販 し た 。 同 会 は 1996年10月 、 仮設住宅への訪問 ボ ラ

ン テ ィ ア を し て い た仲 間が中心 と な っ て設立 し た 。 市民団体への 中 間支援が主 な 活動 で 、

運営 ノ ウ ハ ウ や情 報 を 提供、 約40団体 を 支援 し て い る O 沿革史 は 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ エ ン パ

ワ ー メ ン ト ー自 立 と 共生 を 求 め て」 で 、 震災で生 ま れた 市民活動の成功や笹折 な ど、 あ り

の ま ま の姿 を つづ っ て い る O

6 . 神戸 を 文化で元気 に
〔官民で “元気" を 発信〕

大震災か ら 10年 に な る 2005年 に 向 け て 、 官民が一体 と な っ て神戸の “ 元気発信" に 取 り

組 む こ と に な っ た 。 兵庫県知事、 神戸市長、 神戸商工会議所会頭、 神戸新聞社長で構成す

る 郷土振興調査会で、 「震災10年 を 控 え て神戸 を 活性化 し 、 元気 な 姿 を 発信 す る 事業 を “神

戸元気宣言" と 銘打 つ て 、 地元の総力 を 挙げて展 開 す る 」 こ と で合意 し た 。 兵庫県 、 神戸
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市 は復興の仕上 げ を 急い で お り 、 こ れ ま で の 歩 み を 検証総括す る ほ か様々 な 事業 を 展 開 す

る O セ レ モ ニ ー 的 な 事業 は 、 そ れぞれが主体的 に行 う が、 集客 イ ベ ン ト や 経 済活性化、 ま

ち づ く り な ど は 官民が出来 る だ け連携 し て取 り 組 む 。 こ れ ま で に 、 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト の

倉庫群 の 景観 を 活 か し た芸術 ・ 丈化 イ ベ ン ト 、 !日居留 地で の ア ー ト フ ェ ス テ ィ パル、 大規

模 な 音 楽 イ ベ ン ト な どが考 え ら れて い る O い ずれ も 、 震災の ダ メ ー ジ の な か で見 い だ し た

「光J と 、 震災 を 越 え て な お グ レ ー ド を 失 わ な い 「神戸 ら し さ J と い う 地域特性 を 融合 さ

せ、 新 た な 神戸観光の資源 と し て輝かせ た い と い う O

〔被災地の沈滞ム ー ド に カ ツ〕

大震災か ら 9 年 目 の夏、 被災地 の 閉 塞状態 に カ ツ を 入 れ よ う と 、 関 西で活躍す る 超ベ テ

ラ ン 芸術家 5 人が、 2003年 7 月 か ら 8 月 に か け て神戸で連続講座 を 開 い た 。 神戸の芸術 関

係者でつ く る 団体 「 ア ク シ オ ン ・ デ イ ナ ミ ッ ク 神戸」 が主催 し た 「夏の芸塾 感動への憧

慌 I � NJ で 、 激動 の歴史 を 生 き 抜い た現役芸術家か ら エ ネ ル ギー を も ら い 、 心の元気を

呼び起 こ そ う と い う も の 。 講 師 は 、 彫刻家 ・ 水島石根、 画家 ・ 元永定正 、 ジ ャ ズ ピ ア ニ ス

ト ・ 佐藤允彦、 現代舞踊家 ・ 江 口 乙矢、 詩人 ・ 白 石 かず こ の 5 人。 「経済状況 も 厳 し い今、

心 ま で沈滞 し て し ま っ て は だめ で 、 こ ん な 時期 こ そ 若 い 人 た ち に 頑張 っ て ほ し い 」 と い う O

〔関西元気文化圏 も 〕

丈化の暗か ら 関西 の 活性化 を 図 る こ と を 目 的 と し た 「 関西元気文化圏」 事業が2003年の

秋 に 2 府 4 県 で 聞 か れ た 。 東京への一極集 中 を 打破す る た め 、 歴 史 と 文化 の 蓄積の あ る 関

西 を ま ず盛 り 上 げ よ う と 河合隼雄文化庁長官が提唱 し た も のO 世界か ら 文化 人 を 招 い た 国

際 フ ォ ー ラ ム 「文化芸術 と 科学芸術J (京都) 、 座談会 「外交官か ら 見 た 日 本文化の魅力 J (神

な どの ほ か、 「伝統文化の祭典 人 間 国宝 in 関 西J (京都) 、 シ ン ポ ジ ウ ム 「文化財 を

支 え る 伝統の名 匠 た ち 一選定保存技術J ( 奈 良) があ っ た。 人 間 国宝 で は 関 西 ゆ か り の 国

友11人が 「芸能J r工芸技術」 に 分かれて語 り 、 落語の桂米朝 ら が出 席 し た 。

〔 ア ー ト N PO が フ ォ ー ラ ム 〕

特定非営利活動促進法 (NPO 法) が施行 さ れて 5 年 に な る が、 現在で は 、 NPO は 社会

の さ ま ざ ま な分野 で活躍 し て い る o 2003年10月 に は 、 神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー に全国

の 「 ア ー ト NPOJ 関係者 ら 約300人が集 ま っ て 、 活動 の成果や問題点 を 話 し 合 う 「第 l 回

全国 ア ー ト NPO フ ォ ー ラ ム 」 が 聞 か れ た 。 内 閣府の統計 に よ る と 、 NPO 法人の認証 を 受

け た の は 全 国 で I 万1 ， 899団体、 こ の う ち 学術、 文化、 芸術の振興 を う た っ て い る の は 3

割 の 約3 ， 500閉体、 現代美術や舞台芸術 な どの普及 に 取 り 組ん でい る の は535団体だ と い う O

フ ォ ー ラ ム で は 、 NPO や企業の メ セ ナ 部 門 の代表者 ら 約30人でつ く る 実行委員 会 の 報

告 を 中 心 に 進 め ら れ た 。 「 ア ー ト や ア ー ト NPO の 社 会的役割 は何かJ r社会 の信頼 を 得 る
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に は」 を テ ー マ に 討論、 「芸術家 と 社会 と の橋渡 し を 担 う べ き だJ r社会 に 新 し い価値観 を

提供す る 」 な どの意見が出 た 。 「企業 メ セ ナ が終駕 を 迎 え つ つ あ る 今、 ア ー ト NPO は こ ん

な に元気だ と 、 う た い あ げた い」 と 話 し て い る O

〔神戸 ら し さ で フ リ ー ペー パ ー 〕

震災で元気 を 失 っ た 神 戸 の 再生 をー と 、 神戸 に ゆ か り の あ る 京阪神 の 会社員 ら が2003年

12月 に フ リ ー ペ ー パ ー 「神戸か ら の メ ッ セ ー ジ」 を 発刊 し た 。 文化、 産 業 、 観光 を テ ー マ

に 、 街 を 支 え て き た 人物や風土 を 寄稿エ ッ セ イ や連載で紹介、 長年、 神 戸 に 住 み 、 衝 を 支

え て き た 人 の 言葉 か ら 「神戸 ら し さ 」 を 追求 し 、 街の魅力 を 再発見 し よ う と し て い る O 創

刊 号 は 、 南京街の話や 「神戸人の歴史j の 連載 な ど。 2 カ 月 に 1 回 発行、 三 宮 な ど繁華倍

の協力庖、 行政の 窓 口 な どで無料配付 し た 。

〔 わが ま ち 再発見 ワ ー ク シ ョ ッ プ〕

「震災後、 日 本災害救護 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク の仕事 に 携 わ る よ う に な っ て 、 子 ど

も と 関 わ っ て き た経験 を 防災 ・ 防犯 に も 生かす こ と は で き な い か と 思 っ て取 り 組ん だ の が

く わ が ま ち 再発見 ワ ー ク シ ョ ッ プ〉 です。 大人の た め の 防災 ・ 防犯 プ ロ グ ラ ム は あ っ て も

子 ど も の た め の も の は な か っ た の で、 次世代 を 担 う 子 ど も た ち にぜ、ひ防災 ・ 防犯の知識や

経験 を 身 に つ け て ほ し い と 思 い ま し たJ ( 日 本災害救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク ス タ ッ

フ ・ 寺本弘伸)

大震災後 に 西宮市で誕生 し た NPO 法人 「 日 本災害救護 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」 が

発行す る 機 関 誌 rNVNAD NewsJ が2003年12月 で通算50号 に 達 し た。 同 ネ ッ ト は 、 全国

か ら 集 ま っ た 学生や神戸、 西宮の被災者 ら で結成、 災害 に備 え た ネ ッ ト ワ ー ク づ く り や ま

ち づ く り を は じ め 、 子 ど も た ち と と も に 「わ が ま ち 再発見 ワ ー ク シ ョ ッ フ。ム 「ぶんぶ ん ぶ っ

く 絵本読み 間 かせ」 、 「森林体験 ツ ア ー 」 な ど を 行 っ て い る O 「 こ れ ま で は 、 西宮で活動す

る こ と が多 か っ た の ですが、 こ れか ら は全開 に エ リ ア を 広 げて い く こ と が 目 標です。 くめ っ

ち ゃ 、 お も し ろ か っ た〉 と い う 子 ど も の 実感が大人 に な っ た と き に 、 ボ ラ ン テ ィ ア を し よ

う と か、 災害時 に 自 分か ら 動 こ う と い っ た 、 動機 に な る の で は な い か と 期待 し て い ま す」

と 、 寺本は語 る O

〈 日 本災害救援ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク 〉

〒 651-0073 神戸布中央区脇浜海岸通 l 了 日 5- 1

国 際龍康開発セ ン タ ー 2 F ひ ょ う ご国際 プ ラ ザ内

TEL 078-231…901 1 

http://www.nvnad.or.jp/ 
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〔 アルチザ ン 工房が オ ー プン 〕

市民 ら に 開 かれ た 芸術 の交流ス ペ ー ス 「兵庫津 NEO ア ル チ ザ ン 工房」 が2003年11 月 、

神戸市兵庫 区切戸町 に オ ー プ ン し た 。 兵庫運河や多 く の 史跡が残 る 歴 史 あ る 備 を ア ー ト で

活性化 さ せ よ う と い う も の で 、 早速、 地域住民 ら が参加 し て ワ ー ク シ ョ ッ プ な どが開 か れ

た 。 工房 は 、 民間企業の !日社屋で、 当 初 は控史資料館 と し て整備 さ れ る 予定 だ、 っ た が、

災で計画が頓挫、 暫定利用 策 と し て 計画 さ れ た 。 NEO ア ル チ ザ ン と は 、 新時代の ア ー ト

職人 と い う 意味があ り 、 市民 と 芸術 を 身近 に す る た め 、 制作 イ ベ ン ト や作 品 の展示会、 若

手 ア ー テ イ ス ト 育成 の場 と し て活用 さ れ る O

〔六甲 山 に に ぎわ い を 〕

「兵庫津 NEO ア ル チザ、 ン ℃房」 で創作す
る 住民 ら 神戸市兵庫区切戸町 (神戸新潟
社提供)

国立公 園 内 の規制が一部緩和 さ れ る 「観光特底」 に 六 甲 ・ 有馬地区が2003年11 月 に 認定

さ れた 。 こ れ ま で、 国 の 許可が必要だ、 っ た 催 し が届 け 出 制 に な っ た ほ か、 看板、 ス テ ー ジ な

どの仮設構築物の -時的 な 設置 も 認め ら れる よ う に な っ た。 震災で落 ち 込 ん だ観光客 は 震

災前 を 上 回 る ま で に 回復 し た が、 六 甲 山 地 域 は ま だ 6 割 ほ ど し か 田復 し て い な いo NPO 

を 主体 に し た六 甲芸術村構想、や遊休施設の活用 な ど活性化への模索が続い て い る O 特 区 の

認定 を 受 け た神戸市は 、 六 甲 山 に に ぎ わ い を 取 り 戻す た め に 、 民 間 団体が実施す る 野外 イ

ベ ン ト への助成制度 を創設、 山 の 自 然 を 生か し た ア イ デ ア を 公募す る こ と に な っ た 。

六 甲芸術村構想、 は 、 NPO 法人 「六 甲 山 と 市民の ネ ッ ト ワ ー ク J (RCN) が運営主体 に な

り 、 2002 年 に は RCN ホ ー ル が完 成 、 2003 年 5 月 に は ア ト リ エ や 個 展 会場 に も 使 え る

fRCN キ ュ ー ブJ が完成 し た 。 閉 鎖 さ れ た 竹 中 工務自 の 六 甲 の 家 を 転用 し た も の で、 鉄
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筋 2 階建て 延べ約500m2 、 和 室 3 室 と 談話室 な どがあ り 、 最大15 人 の 宿 泊 も で き る O 意Ij作

活動の場 に な る オ ー プ ン ス ペ ー ス は 3 ブ ロ ッ ク 約250m2 も あ り 、 ゆ っ た り と 創作 で き る よ

う に な っ て い る O ま た 、 2 階 に は 「 山 の小美術館J も あ り 、 国 内最大級 の 公募展、 小磯良

平大賞の 入賞作品 を 展示 し た。

六 申 ガ ー デ ン テ ラ ス がオ ー プ ン

閉鎖 さ れた 六 甲 山 の十 回展望台跡 を 再開発 し た レ ジ ャ ー 施設 「六 甲 ガー デ ン テ ラ ス 」 が

2003年 4 月 18 8 に オ ー プ ン し た O 展望台跡地 に は モ ミ の 木 な どが植 え ら れ、 展望広場 と し

て 整備 さ れ た ほ か約 1 万2 ， 000m' の 敷地 に は 欧州風の カ フ ェ レ ス ト ラ ン や 輸入雑貨 や 食材

な ど を 扱 う 雑貨商、 高 さ 11 m の 展望塔 な どが設け ら れて お り 、 年 間65万人の 入場 を 目 標 に

し て い る O

〔有馬温泉 で も に ぎわい復活〕

関 西の奥座敷 と し て親 し ま れて い る 神戸 ・ 有馬塩泉 に に ぎ わ い を と 、 神 戸市が取 り 組ん

で い た ス ポ ッ ト づ く り の 一 つ 多 目 的施設 「有馬 の 工房J が2003年 6 月 6 日 に オ ー プ ン し た 。

歴 史資料館の 「太閤 の湯殿館J I銀の 湯J I金の湯」 に 続 く 整備事業の 締 め く く り o I日有馬

保養所 を 再整備 し た も の で、 鉄筋 3 階建て 、 延べ1 ， 350m2、 l 階 は伝統工芸 の有馬龍の 実

演や金泉焼 き の絵付け な どの イ ベ ン ト が開催で き る 多 目 的 ホ ー ル、 有馬 の 歴 史 ・ 自 然 を 紹

介す る ギ ャ ラ リ ー な どが設け ら れて い る o 2 階 は 日 帰 り ハ イ カ ー の た め の 休憩室、 3 階 は

長期滞在者 な どの宿泊施設 「小宿 と う じ」 があ る O 歩 い て 楽 し い街 に し て 、 震災か ら の完

全復活 を め ざ し て お り 、 国内外の か ら く り 人形 な ど を 集め た 「有馬玩具館」 も 開館 し た 。

神戸 ・ 海岸通に天然指泉

大震災で倒 壊 し た神戸市 中央広海岸通 の れん が倉庫勝地か ら 温泉が湧 い た 。 跡地 に建設

中 だ っ た 介護付 き 有料老人 ホ ー ム 「海岸通 ・ エ レ ガー ノ 神戸J の工事中 に 温泉の存在が分

か り 、 掘削 を 進め た と こ ろ 2003年12月 に 湧 出 し た 。 泉 質 は ナ ト リ ウ ム 一塩化物 ・ 炭酸水素

塩温泉で、 温度 は32 . 9度、 入居者 は 温泉 を 楽 し め る こ と に な っ た 。 敷地内 に は倒壊 し た れ

ん がの 一部がモ ニ ュ メ ン ト と し て残 さ れ る こ と に な り 、 「被災地 で あ る こ と を 忘 れ な い と

と も に 、 自 然の 恵 み に感謝 し た い」 と い う O

〔 に ぎわい街づ く り に ア イ デア〕

震災 に よ っ て 落 ち 込ん で い る 神戸 の 兵埠 ・ 長 田 南部地域の に ぎ わ いづ く り の た め 、 神戸

市 は 「 に ぎ わ い街づ く り の ア イ デア 募集J を し て い た が、 2003年 7 月 、 優秀提案 を 決 め た 。

こ の地域 は 長 い臆史 を 持 ち 、 神戸港の 開港以来、 経済 を 支 え て き た が、 震災 に よ っ て “地

盤沈下" を 続け て い る O 岡 市 で は 、 市営地下鉄の 開業、 神 戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム の オ ー プ
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ン な ど活性化策 を 進め て い る が、 さ ら な る プ ラ ン を 求 め た も のO 兵庫運河 を 題材 に し た

マ 部 門 」 、 自 由 な発想、の 「 フ リ ー 部門」 の募集 を し た が、 全国各地 か ら 282人、 22 グ

ル ー プか ら そ れぞれ152件、 合計304件の応募があ っ た 。 「 テ ー マ 部 門」 の 再 {憂秀賞 に は 、

運河 を 中心 に 産業 ・ 歴 史 を 結 び付 け て テ ー マパ ー ク と し て再生 し よ う と い う 「 テ ー マパ ー

ク 宣言 rキ ャ ナ ル パ ー ク ・ ひ ょ う ご� J が選ばれ、 「 フ リ ー 部門」 で は 、 兵庫 ・ 長 田 の ま ち

を 市民がハ ガ キ な ど に ス ケ ッ チ し 、 見慣れた風景 を 見直す と と も に手紙 に よ る 交流の復活

を 図 ろ う と い う 「絵 に な る 兵庫 ・ 長 田 ポス ト カ ー ド」 が選定 さ れた 。 こ れ ら は 今後の ま ち

づ く り に 生か さ れ る O

〔 県内初の加藤シヅ工費〕

女性が I 人 で も 安心 し て 生 き ら れ る 社会 の 実現 に 向 け て活動す る 民間 団 体 「 ウ イ メ ン ズ

ネ ッ ト ・ こ う べJ (神戸市) は 、 2003年 7 月 10 日 に 女性 の 人権 問題 に 取 り 組 む傭 人 や 毘体

に贈 ら れ る 「加藤 シ ヅエ賞」 を 受賞 し た 。 兵庫県 内 で は 初 め て 。 同 ネ ッ ト は 、 女性問 題 を

幅広 く 学ぼ う と 1992年 に 結成 、 情報誌 「女の伝言板」 の発行、 セ ミ ナ ー の 開催や女性が避

難で き る 「女た ち の 家」 を つ く る な ど活躍 し て き た。 大震災で は 「樟害者、 高齢者、 子 ど

も の 人権 は 語 ら れ た が、 女性に つ い て は皆無だ、 っ た 」 こ と か ら 「女性支援ネ ッ ト ワ ー ク J

を 立 ち 上 げ、 活動 を 通 じ て集 ま っ た 女性 た ち の声 を 集 め た 『女た ち が語 る 阪神大震災」 を

出版 し た 。 こ れ ら の こ と が評価 さ れた と い う O
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第二節 歴史文化遺産の見直 しへ

1 . 文化財の紡災 に ス ク ラ ム
〔 国 が防災委員 会 を 設置〕

大地震か ら 貴重 な 文化遺産 を 守 る た め に 内 閣府、 文化庁、 消 防庁 、 国 土交通省 は 、 2003

年 6 月 27 日 に 「災害か ら 文化遺産 と 地域 を ま も る 検討委員 会J を 設置 し た 。 文化財保護や

歴史、 都市防災 な どの専 門 家 ら で構成、 文化財 を “避難" さ せ る た め の経路 の設定や文化

遺産の周 辺 を 水路 で、 囲 む延焼防止策、 地域 と 非営利組織 (NPO) と の連携の あ り 方 な ど を

検討 し 、 報告書 に ま と め る O

神社仏 関 な どの建造物、 仏像な どの美術工芸品 の 災害対策 は こ れ ま で、 免震装置や ス プ

リ ン ク ラ ー を 取 り 付 け る な ど所有者、 管理者が個別 に 取 り 組ん で き た 。 し か し 、 大地震で

は 火災が同 時多発 的 に 発生 し 、 消 防抹 も す ぐ に駆 け付 け る の は難 し く 、 地域全体で対策 を

じ る 必要があ る 、 と の声が上がっ て い た。 委員 会で は 、 建造物や保管施設周辺のハ ー ド

面 の 整備 だ け で な く 、 地方 自 治体や地域住民、 NPO な ど を 巻 き 込ん だ地元遺産 を 守 る 計

画づ く り な ど、 ソ フ ト 閣の対策 も 検討す る O

阪神大震災で は 、 旧神戸居留 地 の 15番館 (神戸市) 、 明石城の巽櫓 ・ 坤櫓 (明石市) な

ど重要文化財 に 指定 さ れて い る 建造物 116棟が被災 し た 。 1995年 6 月 の 東北地震で も 宮城

県 の 国宝 ・ 瑞厳寺本堂の壁が崩 落す る な ど、 多 く の 文化遺産 に被害がで て い る O

災害の伝承 ・ 文献 を デー タ 1t

消 防庁 は 、 全国各地 に 散在す る 災害 に 関 す る 言い伝え や文献な ど を 収集、 整理 し て デー

タ ベ ー ス 化 し て イ ン タ ー ネ ッ ト な どで一般 に 公開 す る 事業 を 2004年度か ら は じ め る こ と に

な っ た 。 全 国 の 自 然災害、 事故、 火災な どの事例 に ま つ わ る 文献や絵画 は 、 都道府県や市

町村、 資料館 な ど に 分散 し て い る O こ れ ら の 資料の ほ か地域の長老や郷土史家への イ ン タ

ビ ュ ー な ど を 通 じ て災害体験談、 災害エ ピ ソ ー ド を 収集、 整理 し て公開、 住民 に 身 近 な 形

で災害 を 認識 し て貰 い 、 防災意識の 向上 を 図 る 計画 と い う O

〔身近な文化財を 再発見〕

地域 に 埋 も れて い る 近代化遺産 を 見 直 そ う と 、 兵庫県教育委員 会 は2003年 7 月 か ら 一、

二級建築士の協力 を 得 て 、 県内全域で建造物の 実地調査 を は じ め た。 江戸時代末期以降で

文化討 の対象 に な り に く い 身近 な 建物 に ス ポ ッ ト を 当 て る の は全国で も 異例 の こ と で老朽

化で解体 さ れ る 前 に 、 古い た たず ま い を 残 し た保存や改築方法 を 提案 し 「歴史 的 ま ち づ く

り 」 を 推進す る O

文化財保護法で は文化財 を 国指定、 地方 自 治体指定、 国登録文化財 の 3 種類 に規定 し て
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い る が、 こ れか ら 漏れ る も の の 地域の風景 に な じ ん だ歴史的 な 建物 も 少 な く な い 。 同 教育

委員 会 は 、 前年度 に 、 江戸末期 か ら 昭和20年代 ま で の 身近 な 文化遺産約1 ， 200件 を リ ス ト

ア ッ プ し た。 今回 の調査 は 、 県 内 の建築士63人が協 力 、 民家、 工場跡、 駅舎、 鉄橋、 牛舎

な ど に対象 を 広 げ、 2 ， 000件か ら 2 ， 500件 を 目 標 に す る と い う O

ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー の 大会

地域 に 眠 る 歴史的 に価鎮の あ る 建造物 を 発掘 し 、 保存 な ど に つ い て県教育委員 会や所有

者 に 助 言す る ボ ラ ン テ イ ア 「歴史文化遺産活用推進員J (ヘ リ テ ー ジ マ ネ ー ジ ャ ー ) の 第

1 回大会が2003年 6 月 1 日 、 神戸市 中 央 区 の 県 中 央労働 セ ン タ ー で 聞 か れ た 。 県建築士会

と 問教委は 、 大震災で多 く の歴史的建造物が倒壊 し 、 解体、 撤去 さ れ る こ と が相次い だ こ

と か ら 、 保存の た め の情報 を 収集 し た り 、 活用 す る 方法 を 提案す る 目 的 で 同 推進員 制 度 を

設 け た 。 大会 に は 、 推進員 ら 約50人が参加、 ネ ッ ト ワ ー ク を 立 ち J�. Vf't-: 0 県内 を 6 地 区 に

分 け て 世話人 を 置 き 、 そ れぞれの 地 区で懇談会 を 開 く ほ か各地の建造物 の活用方法 に つ い

て提案す る と い う O

〔文化財保護でシ ン ポ〕

自 然災害 か ら 文化財 を 守 る 方法 を 話 し 合 う シ ン ポ ジ ウ ム 「地域 に 文化財 を 守 る 活動 を 」

(災害か ら 丈化財 を 守 る 会主催) が2004年 2 月 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸 国際会議

場 で 聞 か れ た 。 阪神大震災で起 き た大規模火災の経験か ら 、 防災学の研究 者 ら が討論 し 、

文化財 を 保有す る 杜寺が地震 に 見 舞 わ れ た 時の対応 を 検討 し た 。 室崎益輝 ・ 神戸大学教授

が 「火が広 が る 前 に消火や文化財の救出 に 当 た る 組織が必要。 こ の活動 を 担 え る の は 地域

コ ミ ュ ニ テ ィ し か な い」 と 述べ、 そ の利 点 に つ い て 、 素早 く 対正、で き る 、 公 的 な 支援がな

く て も 機能 す る 、 水利 な ど地域資源 を 有効 に使 え る 、 な ど を あ げた 。

〔 ヨ シ 葺 き の 家取 り 壊 し )

神戸市j難区篠原 町 に あ っ た 「 ヨ シ 葺 き の 家」 が2003年 4 月 に取 り 壊 さ れ た 。 「 ヨ シ 茸 き

の 家」 は 、 江戸時代 に 建 て ら れた民家で、 築200年 と い わ れ 、 周 辺 に マ ン シ ョ ン が立 ち 並

ぶ な かで昔 を 残 し て き た 。 区民 ま ち づ く り 会議が、 地元の魅力 を 見 つ め 直 そ う と 企画 し た

「灘百選」 に も 選ばれる な ど、 市民 に 親 し ま れて い た。 し か し 、 大震災 に よ っ て柱 な ど に

ひ びが入 っ た ほ か、 老朽化 も 進 ん で 壊 さ れ た 。 同百選の六 甲 山 の ト 国展望台 も な く な り 、

NTT の 六 甲 天文通信舘 も 閉鎖 さ れ る な ど、 相次い で消滅 し て い る た め 、 市民 の 間 か ら は 「名

誉百選」 と し て 記憶 を 残そ う と い う 動 き も 出 て い る O

( 1日乾邸 の保存運動〕

六 甲 山 の 麓の住宅地 に あ り 、 外観や 内装 の 美 し さ で知 ら れ る 神戸市東灘 区 の 洋館 rl日乾
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邸」 の保存が危 な く な っ た た め 、 歴 史的建造物 の保存 に 取 り 組ん で い る NPO 法人 「 ア メ

ニ テ イ 2000協会」 が保存運動 に 乗 り 出 し た 。 I日乾邸 は 、 1936年 に 汽船会社社長の乾新兵衛

の 自 宅 と し て建 て ら れた 。 2 階建て の 近代的 な 洋館で、 約3 ， 900m2の敷地 に 延べ約770m2 の

建物が建 っ て お り 、 約20の 洋室や和室、 豪華 な 暖炉や シ ャ ン デ リ ア 、 吹 き 抜け な どがあ る O

玄 関 前 の 列柱廊や 海: を 見下 ろ すサ ン ル ー ム な どが特徴で、 NHK 連続 ド ラ マ 「 え え に よ ぼ」

の舞台 と し て も 使わ れ た 。

大正、 昭和 の モ ダ ン 建築 で知 ら れ る 建築家 の渡辺節が設計 し た 。 渡辺 は 大 阪 の 「綿業会

館」 や神戸の 「商船三井 ピ ルJ な ど を 設計 し て お り 、 貴重な 厩史遺産の 一 つ 。 1993年 に 当

時 の所有者が亡 く な り 、 相続税 の 代 わ り に 国 に物納 さ れて い た。 神戸 市 は 、 こ の 建物 の:古

用 を 計画、 約15億 円 で 買 取 る こ と に な っ て い た が、 大震災後の財政難か ら 中 断 し 、 国 と 委

託契約 を 結 ん で ド ラ マ や市民団体の行事な ど に貸 し 出 し て い る o 2003年度 は 、 維持費 の予

算 も 見送 ら れて お り 、 こ の ま ま で は存続 も 危 う く な り つ つ あ る O

こ の よ う な 現状か ら 、 同 協 会 は 、 2003年 6 月 に 「保存 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 」 を 発足 さ せ、

旧 乾 邸 の 一 般 向 け の 内 部見学会、 コ ン サ ー ト 、 写真展 な ど も 開 い た 。 「北野の異人館 の よ

う に 、 旧 乾 邸 は 地域 に根づい た 貴重 な建物、 何 と か保存 し て ほ し い」 と い う O

公共施設 と し て の活用 を

r l日乾邸」 の 活用 を 考 え よ う と い う シ ン ポ ジ ウ ム が2004年 3 月 13 日 に 邸 内 で 開催 さ れ た 。

県建築士会兵庫支部 な どの主催で、 約60人が参加、 坂本勝比古 ・ 神戸芸術工科大学名誉教

授が 「戦時統制 の 直前 に建 ち 、 様式建築 の最後 を 飾 っ た建物 で あ る O 百 本の 郊外住宅地の

歴 史 を 踏 ま え て保存 と 活用 を」 と 提案 し た 。 「地元の 人が多数訪れ、 建物へ の 愛着 を 感 じ る O

市民公開型の公共施設 と し て残せば、 コ ミ ュ ニ テ ィ の形成 に役立つJ と の意見 も あ っ た 。

〔 次 々 と 歴史的建造物の保存〕

宗場市の前市長邸 を 指定へ

宝塚市 は、 歴史的 ・ 文化的価値の あ る 建築物 と し て正司泰一郎 ・ 前宝塚市長邸 を 条例 に基

づ く 都市景観形成建築物 に指定す る こ と に な っ た。 正司邸の あ る 同市雲雀正は1910年 (明治

43年) に鉄道が敷設 さ れた後、 1926年 (大正15年) に全国で初 め て 111 を削 つ て の分譲開発が

始 ま っ た。 すで に水洗 ト イ レや景観 を 守 る た め の 開発恭準が設け ら れる な ど、 先進的 な 取 り

組みが行 わ れ た 。 正可邸は、 宝塚ホ テ ル や六 甲 ホ テ ル な ど を 設計 し た古塚正治が1919年 (大

正 8 年) に 手がけ た和洋折衷の赤い屋根の モ ダ ン な 邸宅。 大正モ ダ ニ ズ ム を 象徴す る 建物 と

い われ て お り 、 NHK の連続テ レ ピ小説 「ふた り つ 子J の ロ ケ ー シ ョ ン に も 使わ れ た 。

〔長田 で も 大正の洋錯 を 保存〕

1923年 (大正12年) に建築 さ れ た神戸市長 田 区 の 洋館 rl日槌橋邸J ( 国 の登録文化財)
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マ ン シ ョ ン の玄関 と し て保存 さ れた rl日槌
橋部 神戸市長 国 区池 田寺町 (神戸新聞
社提供)

を マ ン シ ョ ン の玄 関 や集会所 に利用 し て 、 分譲代金や管理費 を 維持管理 に 当 て る と い う 、

珍 し い 歴史的建造物 の保存事業が計画 さ れて い る 。 18槌橋邸 は 、 木造 2 階建て の住宅で、

大 き な 窓や 明 る い壁の色が特徴的 な ス ペ イ ン風の建物。 大震災で は 、 煙突が倒壊、 壁 の 一

部が崩 れ る な ど し た た め 、 補修 し て き た が、 保存 に は 、 大規模 な 修復が欠かせず、 マ ン シ ョ

ン事業の 日 本エス コ ン が新 し い提案 を し た と い う O

〔芦屋 で は 仏教会館 も 〕

昭和初期 に 建設 さ れ、 芦屋市の代表的 な 近代建築 と し て 知 ら れ る 「芦罵仏教会館」 が、

震災復興土地 区両整理事業で2003年 6 月 18 日 、 曳家工法で約2 . 5 m 西側 に 移 築 さ れ た 。 こ

338 第二章 @ 文化

昭和初期の 「芦屋仏教会館」 も 移築 し て保
存 立芦屋市前田町 (神戸新開社提供)



の 会館 は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 地下 1 階、 地上 3 階建て で、 1927年 (昭和 2 年) に完成 し た 。

部建者 は総合商社丸紅の前 身 で あ る 丸紅商躍 の初代社長 ・ 伊藤長兵衛で、 大 阪 を 中心 に 数

多 く の 近代建築 を 手が け た 片 岡安が設計 し た 。 ハ ス の花 を か た ど っ た ス テ ン ド グ ラ ス な ど

イ ン ド の趣 も 漂 う ほ か、 ペ ー ジ、 ユ の外壁が周 囲の 緑 に 映 え 、 洋画家小 出 楢 重 も 絵の題材 に

し た 。 震災で は 、 ほ と ん ど被害がな か っ た が、 区画整理の対象地区 に な り 、 曳家工法で動

か さ れ た 。 戦災や大震災 を く ぐ り 抜け 、 長年 に わ た っ て市民 に 親 し ま れて き た 歴 史 と 芦屋

川 沿い の景観 に 配意 し た と い う O

〔長田 で は 古民家の集会所〕

大震災で大 き な 被害 を 受け た 神戸市長 田 区 の御蔵地区 に 、 但馬 ・ 城崎郡香住町の古い民

家が移築 さ れ、 2004年 1 月 17 日 に 集会所 と し て 再生、 オ ー プ ン し た 。 築 1 20 年 の 木造 2 階

建 て の建物で、 香住町の船員 宅が取 り 壊 さ れる こ と を 知 っ た 「御蔵通 5 ・ 6 ・ 7 了 目 町づ

く り 協議会」 が譲 り 受け た 。 かつ て の狭い路地や 長屋の下回I情緒 あ ふ れ る f軒並み は震災で

な く な っ た の で、 昔 な が ら の建物 でぬ く も り の あ る 町 を 、 と い う も の だ、 っ た。 解体作業か

ら 基礎づ く り 、 擦 の 土塗 り 、 庭づ く り ま で住民 と ボ ラ ン テ イ ア が進 め た 。 「集会所 に は 震

災 前 の雰同気が漂 い 、 心 を 和 ま せて く れ る 」 と 期待 さ れて い る O

〔平忠度胴環が再建〕

大震災で倒壊 し た ま ま だ、 っ た神戸市長 田 区野 田 町の 「平忠度制塚」 が2003年 7 月 に 再建

さ れた 。 忠度 は平清盛の 末弟 で、 ーの容の合戦で源氏 に 討 た れ、 こ の辺 り で 絶命 し た と さ

れ て お り 、 1917年 (大正 6 年) に 地元住民が忠度 を し の ん で石碑 を 建 て た 。 震災で倒壊 し 、

ぱ ら ぱ ら に な っ て い た が、 住民 ら が破片 を 保存 し て修復 を 求め て い た。 そ の後 も 崩 れた 鯛

塚の前で花 を 供 え る 人が絶 え ず、 神戸市が地域文化討 に指定 し て助成、 地元企業 も 協力 す

る こ と に な り 、 破片 を く っ つ け て 元 に 戻 し た 。

〔補原京の遺跡 を 発掘〕

神戸市 中 央 区 と 兵庫 区 に ま た が る 楠 ・ 荒 田 遺 跡 は 、 平清盛が造 っ た と い わ れ る 福原京の

推定地 と さ れて い る が、 兵庫県教育委員 会 は2003年 8 月 と 10月 の 2 屈 に分 け て発掘調査 を

行 い 、 北地 区 か ら 平氏 イ矢の邸宅の櫓跡 と 思 わ れ る 掘立柱跡 、 南地 区 か ら は 清盛の異母弟 ・

平頼盛 と 推定 さ れ る 邸宅の堀跡が発見 さ れ、 幻 と い わ れた福涼京の存在 を 裏付 け た 。 神戸

大学医学部付属病 院 の 整備事業 に伴 う も の O

当 時の 貴族 日 記 な ど に よ る と 、 福原 に は平清盛 を は じ め平氏 子守 の 別 邸 や 日 宋貿 易 の拠

点 に な っ た 大輪 田 泊 な どがあ っ た 。 清盛は 1180年 (治承 4 年) に福原遷都 を 強行、 安徳天

皇や後 白 河法皇 ら を 迎 え た が、 台頭す る 源氏 と 対抗す る た め 半年で、京 に 帰 っ た 。 都 の造営

は 実際 に は行 わ れず、 平氏の 別 邸 も 合戦の な かで焼かれた と い う O
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発見 さ れた櫓跡 は 、 平氏の 邸宅 に造 ら れた も の と み ら れ、 平安時代末期 (12世紀) の掘

立柱跡で、 一辺が 1 m も あ る 柱跡 5 基、 東西約 4 m 、 南北約 3 m の規模だ っ た 。 平頼接 と

忠 わ れ る 邸宅跡か ら は 、 敵か ら 屋敷 を 守 る 二重の堀跡がみ つ か っ た 。 延長 は 約40 m も あ り 、

1 本 は 幅約2 . 7 m 、 深 さ 約 1 . 7 m 、 も う l 本 は 幅約1 . 8 m 、 深 さ 約1 . 6 m だ、 っ た 。 ま た 、 堀 の

底 か ら 貴族が宴会 に鈍っ た 土師器の食器 な ど も 出 土 し た 。

〔大輪田泊の遺構 も 発見〕

在代のj巷 「大輪 田 泊 」 の 遺構が2003年 6 月 、 神戸市兵療 区芦 原 通 の 兵庫 津遺跡か ら 発見

さ れた 。 こ の 遺跡 は 、 中 央卸売市場 を 取 り 囲 む 約180ha で 、 神戸市教育委員 会が31 自 の発

掘調査 を 行 っ て 、 鎌倉時代の 遺構 を は じ め室耳持代の船着 き 場、 近世の 町屋遺構 な どがみ

つ か っ て い る O 「大輪 田 泊」 の 遺 構 は 、 奈良時代 の 幅 3 m を 超す溝 2 本 と 柱 の 穴 5 カ 所で、

溝 は堤 の ー音防サ;JF水施設 だ っ た も の と 推定 さ れ、 柱跡 は 泊 を 管理す る 役人 の 宿舎で は な い

か と い う 。 こ の港 は 、 奈良時代 に 僧行基が築造 し た と さ れて い る が、 遺構が発見 さ れた の

は 初 め て の こ と で あ る O

中世の兵庫津で講演会

大震災で散逸 し た塵 史資料の保護 に 取 り 組ん で い る 民 間 団体 「歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク 」

(史料ネ ッ ト ) は 、 2003年10月 に神戸市兵庫 区 門 口 町 の福厳寺で 「 中 世 の 国 際交流 と 兵庫

津」 を テ ー マ に 講演会 を 聞 い た 。 市民 ら 約50人が参加、 藤 田 明 良 ・ 天理大学助教授、 伊藤

・ 山 口 県立大学助教授が講演、 現在の 兵庫 区 に あ っ た 港 「兵庫津」 と 属辺 の 寺 院が、

鎌倉時代 か ら 室町時代 に か け て 国際貿 易 に 重 要 な 役割 を 果 た し た こ と に つ い て語っ た 。

〔 申 子園署の十三重の塔が再建〕

大震災で倒壊 し た 西宮市 ・ 甲子園署の十三重の塔が再建 さ れ る こ と に な っ た 。 こ の塔 は

江戸時代 に 漁業が盛 ん だ っ た 鳴毘地区 の 漁民の た め に建て ら れ た 供養塔10基の う ち の 一 つ O

かつ て武鹿川 ぞい に あ っ た が、 同署が新築 さ れた 1952年 に 住民か ら 寄贈 さ れた と い う O だ

が、 震災で倒壊 し て ば ら ば ら に な り 、 い つ し か忘 れ さ ら れて い た 。 最近 に な っ て市民か ら

石盤の 由 来 を 聞 か れ、 調べた と こ ろ 近 く の 植 え 込み か ら 1 1個 の 石蝶 も み つ か っ た た め 、 復

元す る こ と に な っ た。

2 . 大規模災害の史料保全ヘ
〔広が る 史料ネ ッ ト の活動〕

阪神 ・ 淡路大震災 の あ と 歴史学会に よ る ボ ラ ン テ イ ア 団体、 板神大震災対策歴史学会連

絡会 ・ 歴 史資料保全情報ネ ッ ト ワ } ク ( 1996年 に 歴 史資料ネ ッ ト ワ ー ク と 改称、 略称史料

ネ ッ ト ) が組織 さ れ、 被災家屋内 の古文書 ・ 民具 と い っ た 民 間 所在の被災歴史資料 ・ 文化
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財 を 保全す る 活動 に 取 り 組ん だ。 そ の後、 2000年の 鳥取県西部地震、 200 1 年の芸予地震 と 、

日 本各地で大規模地震災害が発生す る ご と に 、 そ れぞれの 地域 に お い て 同様の ボ ラ ン テ イ

ア 団体が組織 さ れ、 被災史料 ・ 文化財保全活動 を 実施 し た 。 こ う い っ た 経過 を ふ ま え て 、

2002年度 に 組織 を 改組 し た 史料 ネ ッ ト は 、 「大規模 自 然災害時の 歴史学会 に よ る 史料保全

活動の暫定的 セ ン タ ー の役割」 を 、 活動 目 的の 一 つ の柱 と し て位置づけ て い る O

宮城県北部地震への対応

2003年 は 、 7 月 初 日 に発生 し た宮城県北部地震への対応が史料ネ ッ ト に と っ て最 も 大 き

な 取 り 組み と な っ た。 こ れ よ り 先、 5 月 初 日 に発生 し た 三陸南地震で も 、 史料ネ ッ ト は東

北地方 の 歴 史資料 ・ 文化財関係者 ・ 関係機関 や 報道機 関 に 対 し て 、 被災史料 ・ 文化財への

注意 を 喚起す る ア ピ ー ル を 発信 し て い た 。 宮城県で も 同様の ア ピ ー ル を行 う と と も に 、 8

月 1 日 に は メ ン バ ー が現地入 り し て 、 地元の歴史関係者 と の 間 で対応策 を 協議 し た 。 こ の

働 き か け の前後か ら 地元 で は 大学関係者な どの手で被災史料 に 関す る '搭報収集が行 わ れ、

関係方面 に 「宮城県地震j震史資料救済ニ ュ ー ス 」 と し て 配信、 8 月 10 日 に は被災地 で の 現

地調査 ・ 資料保全活動がは じ ま っ た 。 こ う い っ た流 れ を 受 け て 、 9 月 初旬 に は 活動主体 と

な る 宮城歴史資料保全ネ ッ ト ワ ー ク (略称宮城資料ネ ッ ト ) が組織 さ れ た 。 同 ネ ッ ト は 、

1 1 月 に か け て被災地 5 町 の計223軒 の 家屋 を 対象 に被災資料の確認調査 を 行 う な ど活発 な

活動 を 展 開 し 、 地元 自 治体の担当機関 と 連携協力 し な が ら 、 多 く の被災史料 ・ 文化財 を 保

全 し た 。 阪神 の 史料 ネ ッ ト は 、 宮城の 初期 の 保全活動 に ボ ラ ン テ ィ ア を 派遣 し た ほ か、 他

地域の 関係者への募金呼び掛 け や 支援要請 と い っ た 、 被災史料対応の全国 セ ン タ ー と し て

の 、 い わ ば後方支援 を 積極的 に 行 っ た 。

こ う い っ た被災地 の 活動 を 支 え る 叡 り 組み と い う 点 で は 、 板神 ・ 淡路大震災以来の各地

で の 活動 を 踏 ま え て 、 歴 史研究者や史料 ・ 文化財保存関係者 の 聞 に生 ま れ た 幅広 い ネ ッ ト

ワ ー ク が大 き な 力 を 発撞 し た 。 史料ネ ッ ト が事務局 を 置 く 神戸大学文学部で は 、 こ の積み

重 ね か ら 2003年 に は学部内 に 地域連携セ ン タ ー を 設 け 、 大学の な かで も 地域連携事業 を 位

置づけ て 実施 し て き て い る O そ の事業 を 通 じ て生 ま れ た ネ ッ ト ワ ー ク の広 が り が、 宮城地

震 の被災史料保全活動支援 に 生か さ れ、 さ ら に そ の経験が地域連携事業 を 通 じ て各方面 に

紹介 さ れて 、 各 地 の 同様の活動 に 生 か さ れ る と い う 、 積み重ね の ス タ イ ル がで き つ つ あ る O

史料ネ ッ ト の そ の飽の活動

2003年度の 史料 ネ ッ ト の活動 は 、 こ れ ま で取 り 組 ん で き た 各分野の 活動 に つ い て も 継続

し て 実施 し た 。 大震災で緊急保全 し た ま ま 未整理状態 で神戸大学内 に 保管 さ れて い る 被災

史料の整理作業 は 、 ボ、 ラ ン テ イ ア メ ン バ ー で あ る 大学院生や学生、 市民 な どの手で進め ら

れ た 。 参加者 が よ り 興味 や 関 心 を 持 っ て作業 を 行 い 、 そ の結果、 参加の輸が広がる よ う に

と 、 史料 を 活用 し た ミ ニ 学習 会 と セ ッ ト で作業 日 を 設 け る な どの工夫が さ れ た 。 神戸市文
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書館で進め ら れて い る 同館所管 の被災史料整理 ・ 保存作業で も 、 史料ネ ッ ト は委託事業 を

受託 し 、 問館 と 連携 し て作業 を 進 め た 。

被災地の 市民 と と も に歴 史 を 学び、 地域 に 生 か し て い く 取 り 組み と し て は 、 こ れ ま で か

ら 実施 し て い る 市民講座 を 受 け継いで、 2003年度 は 「歴史遺産 を 考 え る 」 を 共通テ ー マ に 、

神戸 ・ 板神 間 で計 4 到 の講座 を 聞 い た。 参加人 数 は 延べ231 人 だ、 っ た 。 ま た 、 神戸大学医

学部敷地 内 で 出 土 し た補原京の保存 を 考 え る 緊急 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 (2004 . l .  10、 神戸

大学滝川 会館) を は じ め 、 さ ま ざ ま な 市 民 に よ る 歴 史文化の 取 り 組 み に参加、 協力 し た 。

震災記録保存、 地域史料保存問題に 関 し て は 、 5 月 17 日 の 史料 ネ ッ ト 総会 に 併せて フ ォ ー

ラ ム 「罷史資料の 保存 ・ 活用 と 地域社会J を 開催、 9 月 23 日 に は 人 と 訪災未来セ ン タ ー で

開 か れ た 「 第 2 回震災資料の保存 ・ 活用 に 関 す る 地域連携研究会J (神戸大学文学部主鑑)

に 参加、 1 1 月 29 日 に は大阪歴史博物館 で 開 か れ た シ ン ポ ジ ウ ム 「地域資料の 保存 と 活用 を

考 え る 」 の 共催 な ど、 関係機関 や 団体 と 連携 し な が ら 取 り 組 ん で い る O

〈歴史資料 ネ ッ ト ワ ー ク 連絡先〉

〒 657-8501 神戸市灘区六 甲 台 町1 - 1

神戸大学文学部地域連携セ ン タ 一 気付

TEL . FAX 078-803-5565 

。mail s-net @lit.kobe-u.ac.jp 

URL http://www.lit.kobeぺ1目ac.jp/ �macchan/ 

〔神戸大学地域連携セ ン タ ー の活動〕

富松域の仮想博物館

室軒時代 に 築 か れ た と さ れ る 尼崎市の富松城跡 を 町づ く り に と 、 神戸大学地域連携 セ ン

タ 一 、 地元の市民団体 「富松城跡 を 活かす ま ち づ く り 委員 会」 な どは2003年 6 月 、 仮想 (バ ー

チ ャ ル) 博物館 「富松城歴史博物館」 を 開館 し た 。 富松城は 「細川 両家記」 な ど に 出 て く

る 戦国時代 の商摂の 軍事拠点 だ っ た と い わ れ、 土塁 と 堀 の一部が残 っ て い る 。 仮想博物館

は 、 館内案内 か ら は じ ま り 、 常設展 示 は 「兵鹿 ・ 大阪の平地 の 中 世城郭分布 国J I考古学 ・

発掘調査か ら み る 富松城」 、 企画展 示 は 「富松城恩辺の立体復元図」 の ほ か吉地図や航空

写真 も 展示 さ れて い る O こ こ の特色 は 、 地域の 人 た ち が学芸員 、 研究員 に な っ て 「研究室J

を 設 け て い る こ と で、 「富松城の涼風景」 な ど三 つ の テ ー マ で研究が進め ら れて い る O

様々 な地域連携の展開

神戸大学地域連携セ ン タ ー は 2003年 1 月 に 同大学文学部内 に 設 け ら れた 。 地域の史料保

全 を 進 め な が ら 住民や 自 治体 と 連携 し 、 歴 史遺産や文化 を 生か し た 町づ く り に 貢献す る こ

と を 目 的 と し て い る O き っ か け は 阪神 ・ 淡路大震災で、 全壊 し た家屋 な どか ら 地域の貴重
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な 史料 を 救出 す る な ど活躍 し た が、 震 災 関 連 の 活動 は 非政府組織 (NGO) に 引 き 継 ぎ、

さ ら に 活動 の範 囲 を 広 げた セ ン タ ー 組織 を 作 っ た と い う O

こ れ ま で手掛 け た 地域連携事業 は 、 「東神戸地域の文献資料調査J 1尼崎城下の 町並み複

元J 1大震災資料の保存 ・ 活用 に 関す る 研究会J 1神戸市長 田 区西代 の 市民講座J 1神戸市

淡河地 区 の 史料調査」 な どで あ る O 淡河地区の調査で は 、 歳 田神社所載史料か ら 「羽柴秀

吉 の制札J 2 点が発見 さ れ、 話題 に な っ た。

3 . 神戸栄光教会 と 谷崎邸
〔神戸栄光教会の再建に蒼工〕

「赤れ ん がの教会」 と し て神戸市民や観光客か ら 親 し ま れて き た神戸市 中央区下 山手通

の神戸栄光教会は 、 震災で全壊 し 、 仮設テ ン ト の礼拝堂で再建 を 目 指 し て き た が、 2003年

5 月 7 日 2004年 6 月 に完成す る こ と に な っ た 。 同教会 は 、 1886年 に 関西学院大学

を創立 し た 米屈 の 宣教 師 ウ ォ ル タ ー ・ ラ ン パス ら に よ っ て神戸 ・ 元 町 に 設立 さ れた 。 1923

年 に は 当 時の県庁 (現在の県公館) 前 に 高 さ 約37m の 鐘楼 を併設 し た教会堂が建設 さ れ た 。

十字架 を 頂 く ゴシ ッ ク 嵐の塔や赤れんがを積み上げた 壁 な ど六 甲 山 の緑 を 背景 に神戸 の シ

ン ボル と も い わ れ た O

新 し い教会は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り の地下 I 階、 地上 2 階建て で 、 大礼拝堂は 1 階 に

移 さ れ、 念願のパ イ プオ ル ガ ン も 新設 さ れる O 震災の教訓 を伝 え る た め 、 2 階の小礼拝堂

は 旧教会の 十字架 や 聖壇 を 残 し た メ モ リ ア ル ル ー ム に な る O

建設現場か ら 弥生遺跡

神戸栄光教会の建設現場か ら 弥生時代 中期 の も の と み ら れ る 魚 の絵の入 っ た土器な どが

出 土 し た 。 こ の辺 り は 、 弥生か ら 室 町時代の I1日 三宮駅構内遺跡」 と 、 案 町 か ら 安土桃山

時代の 「花熊 (隈) 城跡」 の地域内 だ、 っ た 。 事前調査で弥生 か ら 平安時代の土器な どがみ

つ か り 、 本格調査 し た と こ ろ 、 幅約15 m 、 深 さ 約 2 m の谷掛 と 、 干名底か ら 土器の破片約500

点が出土 し た。 こ の う ち の 一 つ に 高杯形 と 呼 ば れ る 脚付 き の 土器 に 、 体長約 2 . 5cm の 竹べ

ら で影 ら れた と み ら れ る 魚 の絵が描かれて い た 。 ま た 、 自 然石 を 積 ん だ石垣 も 発見 さ れ、

戦 国 時 代 の 「花熊城」 の 一 部 で は な い か と み ら れ る O

〔谷崎郡復元へ街頭募金〕
さ ら んか〈

阪神大震災 で倒壊 し た 文豪 ・ 谷崎潤 一 郎 の |日邸 「鎖瀧 閤J (神戸 市東灘 区 岡本) の復元

を め ざ し て い る 「谷崎文学友の 会J の 有志、が2003年 8 月 2 日 、 阪急電鉄岡 本駅前の商庖傷

で 聞 か れ た 「 オ カ モ ト サマ ー フ ェ ス テ ィ パルーi で、街頭募金 を 行 っ た 。 鎖j闘 閣 は木造 2 階建

て で、 谷IÜ奇 自 ら が和 洋折衷の建物 に 設計、 4 年 間 の生活 の 間 に小説 「妻喰ふ 虫J 1記」 を

書 い た こ と で知 ら れ る O 同 友 の 会や NPO な どが復元運動 を つ づ け て お り 、 !日邸近 く に用
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地 も 確保、 設計関 も 作成 し て い る O し か し 、 建設費 用 約 7.000 万 円 の う ち 現在 ま で集 ま っ

た の は 約700万 円 で 、 メ ン バ ー た ち は 没後50年 に 当 た る 2015年 (平成27年) ま で に は 完成

し た い と い っ て い る O

4 . 被災地 に い っ ぱいの花 と 繰
〔小学校校庭 に 「 て ん ち の木) ) 

神戸市兵庫 区 の市立東山小学校校庭 に あ る 「 て ん ち の木」 の前で、 2004年 l 月 16 日 に 子

ど も た ち が追悼行事の 「土入れ式」 を 行 っ た 。 こ の木 は 、 震災で亡 く な っ た 同小学校 6 年 ・

天 田賢嗣君 と 妹の 向 l 年 ・ 亜希 ち ゃ ん の 両親が寄贈 し た シ モ ク レ ン で、 天 田 の 名 前 か ら 「て

ん ち の 木」 と 名付 け て 、 子 ど も た ち が世話を し て き た 。 同校で は 震災の あ っ た 日 の前後 に

「震災 を 風化 さ せ な い よ う に」 と 、 子 ど も た ち が木の周 り に土 を 入れ る 行事 を 続 け て き た 。

シ モ ク レ ン は 4 m 近 く ま で に 成 長 し て お り 、 こ の 日 は児童250人が一握 り ずつ の土 を 木の

周 り に 置 き 、 全員 で 「地震 に も 負 け な い 強 い力 を も っ て …」 と 合唱 し た 。

〔石窟J I I公園 に央婦桜〕

大震災で長男 と そ の婚約者 を 亡 く し た神戸市東灘 区 の 東野頼子 は 、 2003年12月 初 日 、 2

人が犠牲 に な っ た 近 く の 向灘 区 の 石屋川公国 に 桜 の苗木 2 本 を 植 え た 。 テ レ ピで 同 じ 長男

夫婦 を 亡 く し た 豊 岡市の足立悦夫が桜 を 植 え て い る こ と を 知 っ て 2 人の た め に 桜 を 植 え る

こ と を 決め た 。 桜 は ウ ス ズ ミ ザ ク ラ と ソ メ イ ヨ シ ノ で、 「桜が息子 た ち の代 わ り に 一生懸

命 に生 き て く れ る O 桜 の花が咲 く の が楽 し み で、す」 と い う O

〔追悼の コ ス モ ス が満開〕

大震災 に よ る 地滑 り で 8 人が亡 く な っ た 西宮市仁川 町 の住宅地跡で2003年秋、 コ ス モ ス

が満開 と な り 、 住民 ら が花 を 眺 め な が ら 犠牲者 を し の ん だ。 こ の地 区 で は 、 幅、 長 さ 100 m

と い う 大規模 な 土砂が崩 れ、 34人が死亡 し た 。 多 く の家屋は再建 さ れた が、 8 人が亡 く な っ

た 3 軒の跡地 は木や草が生 い 茂 っ た ま ま だ、 っ た 。 近所の住民た ち が 「せめ て 花 を 」 と 、 石

や雑草 を 取 り 除 き 、 種 を ま い て育 て た の が、 見事に花 を 付 け た 。

〔中国人の犠牲者 ら 追悼の植樹〕

長闘の華揺葉地 に桜48本

大震災の犠牲者 を 鎮魂す る た め 、 全国各地で桜並木 「 レ ク イ エ ム ロ ー ド」 づ く り を 続 け

て い る シ ン ガ ー ソ ン グ ラ イ タ ー ・ し ら い み ち ょ が2004年 3 月 18 日 、 神戸市長 田 区 の 華儒墓

地 「神 阪 中 華義荘」 で、 遺族 ら と と も に ソ メ イ ヨ シ ノ を植 え た 。 し ら い は 1999年か ら 同 市

灘 区 の 都賀 川 沿い な ど に 170本 を 植樹 し た ほ か、 北海道 か ら 九川、i ま で被災者 を 訪ね 、 各 地

で合計4 ， 487本 の 桜 を植窮 し た 。 こ の 日 は 、 留 学生 ・ 華僑の遺族や 中 華 同 文学校の生捷 ら 27
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人が参加 し て 、 犠牲者 の 数の48本 を 植 え て 、 祈 り を 捧 げ た 。

東遊圏地 に も ハ ク モ ク レ ン

大震災の被災地で植樹活動 を 進 め て い る 「阪神 ・ 淡路大震災復興支援10年委員 会」 と 神

戸市 も 20例年 1 月 6 日 、 神戸 ・ 三宮の東遊 園 地 で 、 犠牲 に な っ た華矯、 中 国人留学生48人

を 追悼す る た め 、 ハ ク モ ク レ ン48本 を 植 え た 。 遺族、 神戸華僑総会、 神 戸 地 区 中 国人留学

生学友会の 関係者 ら 約50人が参加、 丘日 間洪 ・ 駐大板総領事は 「団結や共生の シ ン ボル と し

て 大 き く 育 ち 、 友好の輪が広 が っ て ほ し い」 と 語 っ た 。

〔 ト ア 口 一 ド で ガ ー テεニ ン グ〕

大震災か ら 10年 と な る 2005年 を 目 指 し て 、 神戸市 中 央 区 の !日居留 地 と 北 野 の異人館街 を

南北 に 結ぶ ト ア ロ ー ド を 、 花 と 緑があ ふ れ る 町へ と い う 取 り 組みが進 ん で、 い る O 復興への

願 い を込め て 地元商庖街 な どでつ く る 「 ま ち づ く り 協議会」 がガー デニ ン グの企画案 を

集 し た も の O ト ア ロ ー ド は 約1 . 2 kmの坂道で、 戦前 は 北野町 に 住 む外 国 人 が仕事場 の !日居

留 地 を 行 き 来 し た 。 洋服や靴、 パ ン 、 洋菓子な どの自が軒 を 連ね て神 戸 の 「ハ イ カ ラ 」 の

代表的 な 町で、 戦後 も そ の面影 は 残 っ て い た 。

だが、 震災で は 商脂や住宅が崩 れて 、 無残 な 状態 に な っ た 。 商宿主 ら は 1996年 に ま ち づ

く り 協議会 を 結成 、 翌年 に は ま ち づ く り 会社 も 設立 し 、 「 ク ラ フ ト ア ー ト フ ェ ア」 な ど を

開催 し て い る O ま た 、 再生へ の 一環 と し て 「花 と 緑の 回廊づ く り 」 に も 取 り 組み 、 建築家 ・

安藤忠雄 を ア ド バ イ ザー に 商 庖 の 前 に 鉢植 え の花 を 置 く な どの運動 を 進 め 、 さ ら に 庖先や

未利用 空 間 な ど を 使 っ た 地区全体の ガー デニ ン グ の デザ イ ン を 募集す る こ と に し た 。

住民の手で よ みがえ っ た満開の フ ジ棚 z 神
戸市長田 区 ・ 寺池公園 (神戸新聞社提供)
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〔長田 で フ ジ‘ が満開〕

下町情緒 の 残 る 神戸市長田 区 の寺地公園 の フ ジ棚が2003年 4 月 末 ご ろ 、 見 事 に 満 開 の花

を 咲かせ た 。 同公園 は 、 約30年前 に建設 さ れ、 約10m2 の フ ジ棚 も 作 ら れた 。 だ が、 そ の後

は 荒 れ放題の ま ま 放置 さ れ、 せ っ か く の フ ジ も ほ と ん ど花が咲 く こ と も な か っ た 。 大震災

を き っ か け に公歯 も 見直 さ れ、 1999年 に は住民た ち が管理会 を 結成 、 フ ジや 花壇 な どの手

入 れ を 続け た 。 弱 っ て い た フ ジ も よ う や く 小 さ な花 を付 け る ま で に な っ た 。 2003年 に は立

派 に よ みが え り 、 満 開 の 花 を 付 け て住民た ち を 楽 し ま せた 。 管理会で は 「住民の き ず な の

証 し です。 手入れ を 続け た しV と い っ て い る O

〔 す いせ ん 公園が完成〕

大震災 の 直後 に 天皇、 皇后両陛下が訪問 さ れ、 犠牲者 を 慰霊す る ス イ セ ン の花束 を 手向

け た神戸市 長 田 誌 の湖 菅東地区で、 震災復興区画整理事業の 一 つ 「すがは ら す い せ ん公園」

が完成 、 2003年 5 月 10 日 に公開 聞 き が行 わ れ た 。 こ の公 園 は 約 1 ， 000m2 の 広 さ で、 耐震性

防火水槽が設け ら れて お り 、 震災前や震災 当 時の詰並 み の写真 プ レ ー ト な ど も 置か れ た 。

地元で は 「両陛下の お姿 や お 言葉で、再起 を 寄 っ た こ と を 思 い 出 す。 震災の記憶 を 語 り 継 ぐ

場所 に し た し り と い う O

{ は る か の ひ ま わ り の種蒔 き }

大震災で犠牲 に な っ た加藤は る か ち ゃ ん ( 当

時 ・ 小学校 6 年生) を し の ん で、広がっ た 「 は る

か の ひ ま わ り 」 は 、 2003 年 も 遺族 ら で つ く る

NPO 法人 「阪神 ・ 淡路大震災 1 ・ 1 7希望の灯

山 手幹線沿

{ ジ ャ ン ボひ ま わ り コ ン テ ス ト }

い に と マ ワ リ の穫 を 蒔 い た 。 約50人の参加者は、

ス コ ッ プ を 片 手 に小 さ な 穴 を 掘 り 、 丁寧 に 種 を

植 え て い っ た 。 夏 に は 、 大輸の花が沿道

「 ひ ま わ り ウ オ ー ク 」 も 計画 さ れ て い る O

ヒ マ ワ リ の背丈や大輸の花の美 し さ を 写真で ス タ ー ト さ せ た も ので、 被災地 に ヒ マ ワ リ の種

競 う 「 ジ ャ ン ボ ひ ま わ り コ ン テ ス ト 」 が2003年 を 配付、 こ れ ま で に神戸市内各地で合計150万

夏 に 調 か れ た 。 NPO 法人 「 ひ ま わ り の夢企画」 本の花 を 咲かせて き た。 前年 は 全国 か ら 約50点

が 「瓦磯の 町 に ひ ま わ り を 」 と 、 “ ヒ マ ワ リ 名 人" が集 ま り 、 最高 は高 さ 5 m 35cm だ っ た 。

と ß1�ばれ た但潟 ・ 村 岡 町の故小西小市の協力 で、
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〔擾興支援1 0年委員会の活動〕

震災復興の シ ン ボル と な る 事業 を 総合的 にバ ッ ク ア ッ プす る た め に結 成 さ れ た 仮神 ・ 淡

路震災復興支援10年委員 会 は 、 2003年度 も 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク J や丈化再生

事業 な ど幅広 い分野で被災地全般の復興 を 支援す る 活動 を 全 国 的 に 実施 し た 。

グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク

大震災で多 く の建物が瓦蝶 と 化 し た な かで、 樹木が火災の延焼や家屋 の 倒壊 を 防 ぎ、 こ

れ ら の 木 々 が人 々 に 安 ら ぎ と 再生への勇気 を 与 え た 。 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、

被災地の緑化 を 応援 し 、 緑豊か な ま ち づ く り を 進め る 活動 に 取 り 組 ん でい る O こ れ ま で約

4 億 円 の 募金が集 ま り 、 被災地10市10町 を 通 じ て復興住宅 1 戸 に 2 本ずつ の 苗木 を 配付す

る と と も に 集合住宅周辺や広場、 街路な ど に コ ブ シ 、 ハ ク モ ク レ ン 、 ハ ナ ミ ズ キ な どの 白

い 花 の 咲 く 木 を 中心 に 植 え た 。 植樹実績 は30万5，000本 ( 白 い花 は 約 18万7，000本) に 達 し

て い る O

長田 で安藤忠雄が植樹

神戸市長 田 区 の 真野地区 で2003年12 月 13 日 、 問委員 会の安藤忠雄実行委員 長 ら が記念植

樹 を し た 。 真野小学校で 聞 か れた植樹式で は 、 子供た ち が詩 を 朗読 し た あ と 、 新 し く 植 え

ら れた ハ ナ ミ ズ キ 、 コ ブ シ の木 に 土 を か け 、 周 辺 の 公園 な ど 9 カ 所 に 50本の 木 を 植 え た 。

そ の他の支援事業

文化再生事業 な どの活動 は次の通 り O

@ 桃 ・ 柿育英会 震災遺児育英事業

累計で 4 1 :意9 ， 123万 円 の募金が寄せ ら れ、 2003年度 は 151人の小 中高生 に 支給 し た 0

・ 心 に 歌 声 を 2004ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト

2004 年 1 月 5 日 に 神戸 市 中 央 区 の 松方 ホ ー ル で 開 か れ た 。 プ ロ デユ ー ス は 作 曲 家

の 三枝成彰、 NHK の 大河 ド ラ マ 「武蔵」 の挿入歌 を 歌 う オ ペ ラ 歌手 の 増 田 い ず み 、

映画音 楽 の 加羽 沢美濃 ら が出演、 ジ ャ パ ン ・ ヴ ィ ル ト ゥ オ ー ゾ ・ シ ン フ ォ ニ ー ・ オ ー

ケ ス ト ラ が演奏 し た。

安藤忠雄が神戸大館

神戸 ゆ か り の著名 人 に神戸の魅力 を 発信 し て も ら う 9 人 目 の 「神戸大能」 に 建築家の安

藤忠雄が就任す る こ と に な っ た。 安藤 は 、 阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員 会の 実行委員

長 と し て被災地復興 に尽 く し た ほ か、 HAT 神 戸 の 「 な ぎ さ 公闘」 な どの 設 計 に も 携 わ っ

た 。
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( ，尼崎の森」 の構想〕

尼崎臨海部 の再生 を 目 指 し て 識辺 に 大規模 な 森 を 作 る 「尼崎21世紀の森構想、」 で、 兵庫

県 は拠点 のーっ と し て先行整備す る 「 中 央緑地」 の 基本計画案 を ま と め た 。 こ の構想、 は 国

道43号線以南 の 工場跡地や遊休地約1 ， OOOha fこ 100年 を か け て 森 を つ く り 、 自 然 と 人が共

生す る ま ち を 日 標 に し て い る O 中 央緑地 は 、 プー ル や ジ ョ ギ ン グ コ ー ス があ る ス ポ ー ツ エ

リ ア 、 環境学習 の拠点、 実験林があ る 県民の森エ リ ア 、 人工干潟 や野鳥観察がで き る 海辺

エ リ ア な ど、 五 つ のエ リ ア に分け る O 森 に は多様性 を 持 たせ る た め 、 ク ヌ ギ、 コ ナ ラ な ど

の 落葉広葉樹や ク ロ パ イ な どの照葉樹林帯、 海辺 に は 防風林の機能 を 持た せ る 、 と い う O

〔六申 山緑化1 00年で記念誌〕

六 甲 山緑化100周 年 を 記念 し て神戸市の森林整備事務所は2003年春、 記念誌「六 甲 山 の 100

年 そ し て こ れか ら の100年J を 発行 し た 。 「六 甲 山 の 歩みJ '明治以降の 六 甲 山地J '緑の

回復への 第一歩J '繰 り 返 さ れ る 災害J ，.戦後復興 と 緑化」 な ど、 六 甲 山 の 歴 史 と 緑化事業

の 取 り 組み を 写真 も ま じ え て掲載 し て い る O ま た 、 市民懇話会の提言 と し て ①過去100年

の 取 り 組み を 見つ め 直 し 、 こ れか ら の 100年 に 向 け た 長期 的 な 視野 を も っ②市民生活 と 密

接 に 関 わ る “ ふ る さ と の 山" と し て 六 甲 山 の 緑 を 育 て 、 次代 に 継承 し て い く ③ 自 然 と 人 と

の 共存 を 目 指 し保全 と 利用 の メ リ ハ リ を つ け て六 甲 山 の緑化活動 を 発展 さ せ る ④人 の 手 に

よ っ て 継続的 に 森林 を 育成 し 、 量か ら 質への転換 に よ っ て 質の 高 い 森づ く り を 行 う ⑤市民、

企業、 行政が連携 し な が ら 、 継続的 で裾野 の 広 い ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 目 指 す取 り 組み を

行 う ⑥ 自 然 や 環境や 人 に 関す る 学習 の 場所 と し て 活用 を 図 る ー と い う 提言 を し て い る O

こ う べ森の学校

六 甲 山 の こ れか ら の 100年 の 森 を 育 て よ う と い う 市民活動 「 こ う べ森の 学校」 が続 け ら

れ て い る O 六 甲 山 の緑化発祥 の 地 で あ る 再度 山 で 、 森林の 手入 れ を し な が ら 森 を 育 て る 技

術 を 磨 き 、 森 の 恵 み を 楽 し み な が ら 縁 を 守 り 、 よ り 美 し く 豊か な 六 甲 山 に な る よ う に 活動

し て い る 。 奇数月 の 第 2 土曜 日 、 偶数月 の 第 3 日 曜 日 が作業 日 に な っ て い る O 問 い合 わせ

は 、 神戸市 ・ 森林整備事務所 (TEL078-371-5937) ま でO

を 困Tの シ ン

兵庫県教育委員 会 は 、 地域で親 し ま れて い る 保存 ・ 活用 す る ヘ リ テ ー ジマ ネ ー ジ ャ ー 制 度 を

巨木や群生地 を 発見 、 保護 し て 町づ く り に 活用 全 国 に 先駆 け て 導入 し て お り 、 こ れは そ の樹 木

す る 「緑の ヘ リ テ ー ジ (文化遺産活用 ) J に 乗 版で、 全国で初 め て の試み。 県内 に は 、 樹齢1000

り 出す こ と に な っ た。 問教委 は 、 文化財 に指定 年 と い わ れ る 樽見 の 大桜 (養父市大屋町) な ど

さ れて い な く て も 地域 に 親 し ま れて い る 建物 を 国指定の天然記念物 の 巨木が 8 本、 県、 市町指

348 第二章 @ 文化



定が約300本あ り 、 幹周 り が 3 m 以上 の 百三本;は 向教委 で は 、 県内の樹木院や兵庫 み ど り の公社

1 ， 389本 も あ る 。 ヒ ノ キ や ク ス ノ キ な ど種類 も と も 連携 し て 、 巨木、 群生地の情報 を 収集 し た

多 い 。 う え で専 門 講習 を 受 け た樹木医 を 派遣 し て 、 危

し か し 最 近 は 、 手入れ も さ れず に枯れた り 、 機状態 に あ る 巨木の保護 に 当 た り 、 町 の シ ン ボ

校 を 切 り 落 と さ れる な どの ケ ー ス が増 え て い る O ル に 育て る と い う O

5 . 鎮魂 と 希望 の メ モ リ アル
〔 ド ラ ム缶に震災の記槽〕

2003年 の 大晦 日 、 芦屋市茶康之町 の 西法寺 で は 、 ド ラ ム 缶で作 っ た 釣 り 鐘 で初 め て 絵夜

の 鐘 を つ い た 。 大震災の時、 倒壊 を 免れ た 本 堂 は 近 く の 人た ち の避難所 に な り 、 多 い と き

は70人 ほ どが暮 ら し た 。 境 内 に は 、 大阪の借侶が持 っ て き た ド ラ ム 告が20個 ほ ど置 か れ、

給水車か ら 水 を も ら っ て 、 壊 れ た 家の廃材 を 燃や し て湯 を 沸 か し た 。 こ の湯 を バケ ツ リ レ ー

で仮設の風 呂 に 運 び、 周 辺の被災者 ら が連 日 、 100人近 く が利用 し た 。 寒 い 冬 の 時期 に 、

こ の風呂 は被災者の心 を ど れ だ け 暖 め た か知 れ な い 。

同寺で は 、 震災で傷 ん だ、本堂の再建 に 合 わ せ て 「復興の シ ン ボ、jレJ に と ド ラ ム 缶の釣 り

鐘 を 制作 し た 。 3 分の 2 に切 っ た ド ラ ム 缶 は 高 さ 約60cm 、 直径約60cm 、 撞木でつ く と こ ろ

は鉄板で補強 し た 。 表面 に は 「阪神 ・ 淡路大震災 追悼之鐘」 と 書 き 入 れ た 。 上原泰行住

職 は 「 ド ラ ム 缶 を 見 れ ば、 助 け合 い 、 支 え 合っ た 日 々 を き っ と 思い 出 し て も ら え る O 一 人

ひ と り の 思 い を 込め てつ い て ほ し い」 と い う O

〔津高 さ ん の作品が モ ニ ュ メ ン ト に 〕

震災の記憶 を伝え る ド ラ ム 缶の釣 り 鐘t芦
屋市茶屋之町 ・ 閣法寺 (神戸新聞社提供)

震災で大 き な被害 を 受 け た 西宮 市の西宮北 口駅北東地区 の 区画整理事業で完成 し た 「高

木公園」 に 2004年 3 月 23 日 、 震災で 亡 く な っ た 地元 の洋画家 ・ 津高和ー さ ん の作品 を 基 に

し た モ ニ ュ メ ン ト が置 か れ た 。 同 地 区 は 建物 の 約 7 割が全半壊、 津高 さ ん ら 約60人が犠牲
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に な っ た 。 公 園 の 整備計画 の な かで住民か ら 「 ゆ か り の深い津高 さ ん の作 品 を モ ニ ユ メ ン

ト に し て ほ し い」 と 提案、 自 宅 に 重 か れ て い た 石彫 「作品 3 J を 複製す る こ と に な っ た。

こ の作 品 は 、 六つ の突起 を 持 ち 、 見 る 人 に生命の息吹を イ メ ー ジ さ せ る も の O

〔元町の穫興 れ ん がを 擾元〕

神戸 ・ 元 町 3 丁 目 商庖 街 に 震災直後 に敷 き 詰め ら れた 「復興れんがJ 1 ， 1 32枚は 、 そ の後、

約 2 割が破損、 ほ か も メ ッ セ ー ジ が消 え か け て い た た め 、 元 町誕生130年 に 向 け た全面改

修の な かで2003年 4 月 、 二度 と 消 え な い よ う に 復元 さ れた 。 こ の れんがは 1995年12月 、 震

災で被害 に あ っ た道路や建物 の 修復 に役立 て て も ら お う と 、 市民団体が メ ッ セ ー ジ入 り れ

んがの購入 を 呼び掛け 、 全 国 か ら 集 ま っ た も のO 元 町 も こ の れ んがの寄贈 を 受 け、 補修 に

必 要 な 部分 を 埋め て き た 。 改修 に 当 た っ て は 「復興への思い を は ぎ取 る の は し の び な い」

と 、 厚 み も 3 cm に し、 メ ッ セ ー ジ も 消 え な い よ う に 上薬 を 施す な ど し て修復 し た 。 こ の復

興れんがは、 商岩街の東西の 入 り 口付 近 な ど 6 カ 所 に敷設 さ れて い る O

〔大正筋 に モ ニ ュ メ ン ト 〕

大震災で甚大な 被害 を 受 け た神戸市長 田 区 の 大正筋商屈街 は 、 仮設自舗で営業 を 続 け て

き たが 9 年ぶ り に よ みが え っ て 、 2004年 l 月 17 日 に は新 し い復興モ ニ ユ メ ン ト が除幕 さ れ

た 。 南北約130 m に 約100軒 あ っ た 商出借 は 、 間 辺の住宅 と と も に焼失、 震 災 の あ と 間 も な

く 「久二塚地区震災復興 ま ち づ く り 協議会」 を 結成、 再 開発事業 な ど を 支 え て き た 。 こ こ

数年で近代 的 な ピ ル が次々 と 完成 し 、 協議会 も 役割 を ほ ぼ終 え る こ と に な っ たが、 住民の

な かか ら 「瓦醸の な かか ら 助 け て も ら っ た感謝 と 、 亡 く な っ た 人た ち へ の 鎮魂、 共 に 助 け

合 っ て 生 き る 互助 の 精神 を 形 に残そ う 」 と の声が上が り 、 感謝、 鎮魂、 互助 の 三 つ の モ ニ ュ

メ ン ト を 制作 し た 。

〔長田の ク ス ノ キ に記愈碑〕

神戸市長田 区 の御蔵南公園 は 、 2004年 1 月 17 日 に 開 国 し た が、 こ の一角 に あ る ク ス ノ キ

の 大木 に 記念碑が建て ら れ、 御 菅 カ ル タ の匂が刻 ま れ た 。 こ の ク ス ノ キ は 3 本で、 高 さ 3 m 、

幹の周 り は 1 m か ら 1 . 6 m あ り 、 震災の 時 に は類焼 を 止 め 、 そ の後 も 元気 に 生 き 残 っ て い る O

地元で は 「震災の 語 り 部」 と し て 大切 に し て い る と い う O 碑文 に は 「見 よ 、 こ の楠 を 。

災で幹や枝葉 を 焼か れ た が、 大地が し っ か り と こ の楠 を 支え た 。 こ の楠 も ま た こ れ に こ た

え た 。 自 ら 苦 し み な が ら 、 悩 み な が ら も 大空高 く 伸 び る 大樹 を 志 し て い る O 自 然の美 し さ 、

豊 か さ 、 厳 し さ 、 神 秘 が こ こ に あ る J と 記 さ れた 。 カ ル タ の匂 は 「類焼 と め て 、 尚 生 き 残

る 、 楠 の大木」 で あ る O
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「御菅 カ ル タ J が完成

長 田 区御 菅地 区 の住民 た ち ゃ ボ ラ ン テ イ ア た ち が、 地元の風景や人、 出 来事 を テ ー マ に

作 っ て い た 「御 幸子 カ ル タ 」 が完成 し 、 2004年 1 月 17 日 に 「お披露 目 会」 、 同 25 日 に は 「か

る た大会J が 開 か れ た 。 震災で、壊滅的 な 被害 を 受 け た 自 分た ち の 町が復興 し て い く 姿 を 見

て も ら い、 町の魅力 を 再発見 し よ う と 、 自 治会が中心 に な っ て計爾 さ れた 。 読み札 と 絵札

は 、 小学生か ら お 年寄 り ま で133人が関 わ り 、 水彩 や ち ぎ り 絵、 コ ン ピ ュ ー タ ー グ ラ フ ィ ッ

ク ス の絵が付 け ら れ た 。 「震災で写真 ア ルバ ム は 焼 け て し ま っ た が、 か る た を 通 じ て孫 た

ち に ま ち の思 い 出 を 語 り 継 ぎ た い」 と い う O

〔灘区水道筋 に 「灯の田部J J 

完成 し た 「御膏 カ ル タ 」 の箱詰め作業 を す
る 住民 た ち 之江神戸市長田 区御蔵通 (神戸新
開社提供)

大震災で、被害 を 受 け た神戸市灘 区 の 水道筋商庖街で、 2003年12月 20 日 、 21 日 に鎮魂の 思
あんどん あかり

い を 込め た 手づ く り の行灯で 包 む 「 灯 の 回廊J が 開 か れ た 。 震災の な か で 触 れ た 人 の 優

し さ を も う 一定思 い 出 そ う と 、 市民団体 「 わ く わ く 遊'SJ が企画、 創作パ フ ォ ー マ ン ス 団

体 'KARAGiえRAJ が協力 し て 実現 し た 。 子供 た ち ゃ お 年寄 り が絵 を 描 い た 高 さ 約30cm の

行灯300伺が、 約450 m の商宿告に並べ ら れ、 人 の ぬ く も り を 感 じ さ せ た 。

〔震災 モ ニ ュ メ ン ト 200カ所超 え る 〕

大震災の犠牲者の追悼や教訓 の 継承 な ど を 目 的 と し た 「モ ニ ュ メ ン ト J が219 カ 所 に 設

さ れて い る こ と が、 遺族 ら でつ く る NPO法人 「絞神 ・ 淡路大震災 1 ・ 17希望の灯 り J の

2003年12月 の調査で、分か っ た 。 モ ニ ユ メ ン ト の形態 は碑、 植樹、 地蔵な ど多様で、 被災 し

た橋脚、 時計 な ど震災 当 時 の 姿 を そ の ま ま 残 し て い る も の も 多い 。 設置 さ れて い る と こ ろ

は 公 園 、 学校、 神社、 寺 な どで、 地域別 に は神戸、 西宮、 芦 屋 に 約 8 割が集 中 し て い る O

全体で は 、 4 府県 、 13市 4 町 に広 が っ て い る O こ の こ と か ら 同法人で は 、 こ れ ま で 3 固 に

わ た っ て改訂 さ れた 「震災 モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ」 を 、 新 し く 作 り 直す作業 を 進め て い る O

第二章 @ 文化 351 



プ レ ー ト 設置 を 補助

財 団法人 「阪神 ・ 淡路大震災記念協会」 は 、 震災モ ニ ュ メ ン ト の 由来 や被災者の体験、

思 い な ど を 記 し た伝承プ レ ー ト を 設置す る 団体な ど を 対象 に 、 設霞費 の 二分 の ー を 補助す

る O 震災か ら 10周年 を 迎 え て 、 震災の教訓i や記憶 を 伝 え 、 風化 を 防 ぐ の が 目 的 。 震災モ ニ ュ

メ ン ト は被災地 に 200以上 あ り 、 モ ニ ュ メ ン ト の 制作や設置、 管 理 な ど に か か わ っ て い る

団体が対象で、 こ れか ら 新設 さ れ る モ ニ ュ メ ン ト も 対象 に な る O

〔 姿 を 消 す 「麗災 の証人J J

震災で大 き な被害 を 受 け た神戸市長 田 区 の 「西神戸 セ ン タ ー 街」 で2003年 7 月 、 震災の

傷跡 を 伝 え て き た ア ー ケ ー ドが撤去 さ れた 。 地元の商宿主た ち は 近 く の 児童 を 招 い て お別

れ の セ レ モ ニ … を 聞 い た が、 震災の “物言わ ぬ証人" が ま た 一 つ 安 を 消 し た 。 ア ー ケ ー ド

は 、 全長100 m 、 幅、 高 さ 約 8 m だ、 っ た が、 す ぐ近 く ま で炎が迫 り な が ら 奇跡 的 に焼失 を

免 れ た 。 だが、 激 し い揺れそ の ま ま に 屋根や支柱 は 曲 が っ た ま ま で、 北関 の 商業 ピ ルが倒

れかか っ て 中央か ら 波が打 っ た よ う に ゆ がん だ。 地震の恐ろ し さ を伝 え る シ ン ボル と し て

残 さ れて 、 修学旅行生 ら の見学 コ ー ス に な っ て い た 。 し か し 、 再開発事業 が進 む に連れて

商脂 も 移転、 ア ー ケ ー ド も 約40年の歴 史 に幕 を 閉 じ た 。
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〔震災時計も取 り 外 し 〕

震災で唐舗の 半数が全壊 し た 西宮市の西宮 中 央商庖備の 「震災時計J が2003年 6 月 16 日

に 叡 り 外 さ れた 。 こ の 時計 は 直径 1 m の 大 き な も の で、 阪神西宮駅の南側 に 甫北150 m 、

東西300 m に わ た っ て広がる 商癌街の 中心部 に あ り 、 買 い 物客 ら に 親 し ま れて き た 。 し か し 、

震災で 「午前 5 持46分」 を 指 し た ま ま 止 ま っ た 。 壊滅的 な ダ メ ー ジ を う け た 蕗癌街 は 、 8

年以上 も 撤去や修課 の め どが立 た な か っ た が、 ア ー ケ ー ド を撤去 し て 街灯 を 設 け る こ と に

な り 、 こ の 時計 も 広場でモ ニ ユ メ ン ト に す る こ と に な っ た。

〔モ ニ ュ メ ン ト な ど に い た ず ら 〕

野島断層 に小 さ な穴

淡路 ・ 北淡町の野島断層 保存館 に 保存 ・ 展示 さ れて い る 「大震災の 野 島 断層」 で、 2003

年12月 19 日 に 断層 の 断面 に 十数個 の 人為 的 な穴があ い て い る の がみ つ か っ た 。 直径 5 mm ほ

どの小 さ な 穴がほ と ん どだが、 縦 3 cm 、 横 4 cm 、 深 さ 2 cm の大 き な 穴 も あ っ た 。 前年の補

修の際 に 断面 を 薄 く 削 つ て な ら し て い る た め 、 乾操 に よ る 穴 と は考 え ら れず 、 先端の と がっ

た 傘 な どで刺 さ れた も の で は な い か と み ら れ、 同館で は 「断層 は 貴重 な震 災の証人、 い た

ず ら と し た ら 残念だ、」 と い っ て い る O

「希望の灯 り J も 破損

震災の犠牲者 を 慰霊す る た め に神戸市 中央区 の東遊園地 に 設置 さ れて い る ガ、ス 灯モ ニ ユ

メ ン ト r 1 ・ 17希望の灯 り 」 の ガ ラ ス ケ ー ス が、 2003年 5 月 2 臼 に破損 し て い る のがみつ

か っ た 。 神戸市 で は 「い た ず ら で は な い か」 と 県警 に被害届 を 出 し た が、 大学生が誤 っ て

壊 し た こ と が分か つ た 。 修復費用 は市民 ら か ら 寄付が集 ま っ て お り 、 破損前の厚 さ 5 mmの

耐火ガ ラ ス を 厚 さ 8 mmの 強化 ガ ラ ス に 交換 し て修理 し た 。

騎災未来館の ガ ラ ス に ひ び

神戸市 中 央区脇浜海岸通 の 人 と 防災未来セ ン タ ー の 防災未来館 で 、 2003年 5 月 に 西側 ガ

ラ ス に ひ び、が入 っ て い る の が見 つ か っ た 。 最下段の 4枚の 一部が割れ、 全体に ひ び、が入 っ

て い た も の で 、 悪質 な い た ず ら と み て い る O こ れ は縦約 2 m 、 横約1 0 8 m 、 厚 さ 約1 . 5cm の

強化 ガ ラ ス で、 何物かが石 な ど を 投げた も の と み て い る O 同館で は 、 前年の 10月 に も 外壁

の ガ ラ ス 2 枚が割 ら れ る 被害があ り 、 同 8 月 に は黒御影製の慰霊 オ ブジ ェ 約10基 に 白 イ ン

ク の落書があ っ た 。 「震災の犠牲者 を 悼 む 施設 な の に 、 遺族や被災者の心 中 を 思 う と 残念」

と い っ て い る O

〔神戸の慰霊碑に50人の銘板 を 追加 〕

震災で亡 く な っ た神戸市 内 の犠牲者 の 名 を 刻 む と 復興の モ ニ ュ メ ン ト J (神戸市
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中 央区 ・ 東遊関地) に 2003年12月 17 日 、 市外の死者や行政か ら 震災死 と 認め ら れな か っ た

病死者 ら 50人の銘板が取 り 付 け ら れた 。 こ れ ま で は市 内 の 震災死者だ け が掲示 さ れて い た

が、 市外の遺族 な どか ら 「名 前 を 刻 ん で ほ し い」 と い う 要望が多数寄せ ら れ て い た 。 「西

宮 で亡 く な っ た が神戸の 出 身J í神戸の 会社 に勤 め て い た」 な ど理由 は さ ま ざ ま だが、 「震

災で亡 く な っ た設 し を 残 し て や り た しり と い う 遺族の希望が叶 え ら れた 。 ま た 、 震災が遠

因 で病死 し た り 、 孤独死 し た 人 も 含 ま れ、 今後 も 遺族の希望で増や し て い く と い う O

〔集 う ・ 語 る ・ 伝 え る ・ 育む 〕

震災の教訓 を 語 り 継 ご う と 結成 さ れた NPO 法人 「阪神 ・ 淡路大震災 1 ・ 17希望の灯 り j

の 総会が、 2003年 5 月 に 開 かれ、 「集 う ・ 語 る ・ 伝 え る ・ 育 む」 の 四 つ の キ ー ワ ー ド を も

と に 、 被災地の住民 と の連携 を 深 め て 活動 に取 り 組む こ と に な っ た 。 こ れ ま で í 1 . 17の

っ とマいJ í震災モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク 」 な ど を 実施 し て き た が、 「 ウ オ ー ク で は 、 訪 れ

た 地域住民 と の交流が図 り き れ な か っ た 」 な どの 問題点 も 浮上 し た 。 同 年 度 は 、 地域住民

と の交流 に視点 を 置 い た活動 プ ラ ン を 作成す る と と も に 、 全国か ら の修学旅行生だ け で な

く 、 地元の子 ど も た ち に も 震災体験を 語 り 伝 え る 。 ま た 、 人 び と の心 を い や し た樹木や緑

を 育 て る 運動、 震災10年の思 い 出 集の 出版 も 考 え る O

〔各地で震災 ウ オ ー ク 〕

震災の被災地 に立つ慰霊碑 な ど を 訪 れ る 「震災 モ ニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク 」 は 、 2003年度 も

各地で実施 さ れた 。 5 月 1 1 日 に は 、 阪急、御影駅か ら ]R 住吉駅 ま で の 3 km を 歩 き 、 震災で

全壊 し た神社、 道の安全 を 守 る 地蔵、 神戸 ・ 東灘区 で最古の石仏、 慰霊碑 な とや を 巡 っ た 。

そ の あ と 市東灘区民セ ン タ ー で交流会が行 わ れ た 。 こ の ほ か 長 田 ・ 兵藤 区 ( 8 月 24 日 ) 、

芦展市 ・ 東灘 区 (10月 18 日 ) 、 芦屋の 「発見の ま ち 歩 き J (12月 6 日 ) 、 西宮 (2004年 1 月 10

日 ) な どで行 わ れ た 。

ま た 、 震災 9 周 年 の í 1 ・ 17 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 2004J (兵庫 県 な ど主催) は 、 2004年

1 月 17 日 に 西宮市役所や県支文化体育館 (神戸 市長 田 区) を ス タ ー ト 、 追悼の つ どいが聞

か れ る 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 を 目 指す 5 コ ー ス で 開 か れ た 。 約4 ， 100 人の 参加者 は 、

自 分の足で震災直後の状況 を 確 か め 、 復興の歩み を み つ め た 。

j 活発fとす る 「 に ぎわ い文化J

〔北淡町の室津八婚が再建〕

震災で全壊 し た津名 郡北淡町室津 の 室津八i播神社の拝殿が、 2003年10月 に 再建 さ れ、 秋

祭 り に花 を 添 え た 。 同神社 は、 震災で本殿 は残 っ た も の の、 拝殿や大鳥 居 な どが全壊 し た。

周 辺は全半壊 し た住宅 も 多 く 、 住民 ら は生活の立直 し に追 わ れて神社 を 修復す る 余裕 は な

か っ た 。 震災か ら 時 聞 が経 っ て や っ と 工事 に着手、 1998年 に 大鳥居 を 再建、 こ の た び拝殿
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も 完成 し た 。 秋祭 り は 、 境 内 で 3 台の だ ん じ り が激 し く せ め ぎ あ い 、 8 年 9 カ 月 ぶ り の神

社 の 再建 を 喜 びあ っ た 。

( 1日居留地に オ リ ジ ナ ル シ ョ ッ プ〕

神戸芸術工科大学 (神戸市西匿) の 学生 ら が、 運営か ら 商品制作 ま で手掛け る オ リ ジ ナ

ル シ ョ ッ プ 「 セ レ ン デ イ プ」 を 2003年11 月 、 同市 中 央 区 の 旧 居菅 地 に 開宿 し た 。 作 品 に 対

す る 社会の反応 を 制作 に 生 か し て い こ う と 学生 ら が発案、 ジ、 ユ エ リ ー や食器、 ベ ッ ト ボ ト

ル を 再利用 し た鉛筆削 り な どの ア イ デ ア グ ッ ズ を 含む約100点 を 販売、 収益は 復興 イ ベ ン

ト の活動 開体 に 寄付す る と い う O 旧居留地問辺 は震災 の あ と ピ ル の 空 き 室 が 自 立つ よ う に

な っ て お り 、 地元の商庖主 ら は 「若い発想、で活性化 を 」 と 歓迎 し て い る O 庖 名 は 「思 わぬ

発見j と い う 英語 か ら 付 け て い る O

〔異人舘 「パジ ャ ー ジ、邸」 認定取 り 消 し 〕

神 戸 ・ 北 野 の 異 人館 街 で た だ 一 つ 放置 さ れ た ま ま に な っ て い た 旧 イ ラ ン 領事館 「パ

ジ ャ ー ジ邸」 は 、 2003年10月 に神戸市の伝統的建造物 の 認定 を 取 り 消 さ れ た 。 こ の異人舘

は 、 大正時代 に 建造 さ れ た 木造 2 階建洋館で、 1981年か ら ベ ル シ ャ 美術館 と し て一般公開

さ れ、 人気 を 集 め て い た が、 1994年 に老朽化で閉鎖、 さ ら に震災で壊れ た 。 神戸市で は修

繕費 の 9 割 を 負担す る 特例措置 を 提案 し た が、 シ ン ガポ ー ルや タ イ に い る 共同所有者 4 人

の 同意が得 ら れず、 そ の ま ま に な っ て お り 、 文化財 と し て の価値 も な く な っ た と し て認定

を 取 り 消 し た 。

〔灘五郷 を 巡 る ル ー プパ ス 〕

神戸市 内 の観光ス ポ ッ ト を 周遊す る レ ト 口 調の観光パス 「 シ テ ィ ー ・ ル ー フ。パス 」 の コ ー

ス に 、 酒 ど こ ろ 「灘五郷」 や HAT 神 戸 (東部新都心) の ル ー ト が新設 さ れ た 。 2003年 7

月 か ら 11 月 ま で の 土 日 祝 日 に 運行 さ れ、 人気 を 集 め た 。 新ル ー ト は 、 神戸 ・ 三宮 の そ ご う

神戸庖北側 を 出発 、 「人 と 防災未来セ ン タ - J や県立美桁館の あ る HAT 神 戸 、 神戸酒心館、

菊正宗酒造記念館 な ど13 カ 所 を め ぐ る 。 同パス は 、 1990年か ら 異人館や i日居留 地 な ど を 巡

る ル ー ト で運行 し て い る O

灘五郷で も 探訪パス

日 本酒 の魅力 を 広 く PR し て い こ う と 、 灘五郷酒造組合 (神戸市東灘区 ) は 、 2004年 2

月 か ら 3 月 ま で、 f2004 灘 の酒蔵探訪」 の特別パス を 運行 し た 。 ]R 六 甲 道駅 を ス タ ー ト 、

沢の鶴資料館 、 神 戸酒心館、 白 鶴酒造資料館 な ど 田 る 15 kmの コ ー ス O パス は 土 日 祝 日 に は 、

l 日 7 本 を 運行 し た 。 ま た 、 5 月 ま で酒蔵、 奈 良漬の老舗 な ど を 回 る ス タ ン プ ラ リ ー も 実

施 さ れた 。
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〔活性化に “長自の味" や 陶器〕

新製品 ・ ぽっ か け コ ロ ッ ケ

神戸 ・ 長 田 の 名 物 「 ぼ つ か け」 を 具 に し た コ ロ ッ ケ が、 長 田 の 町づ く り に 一役買 う こ と

に な っ た 。 ぽ っ か け は す じ 肉 を 甘辛 く 煮込ん だ も の で 、 長 田 で は古 く か ら お好み焼 き な ど

の 具 と し て 親 し ま れて き た 。 ま ち づ く り 会社 「神戸 な がた TMOJ が震災復興事業が進 む

新長田駅南地区 を 盛 り 上げ よ う と 、 ぽ っ か け カ レ ー を 開発 し 、 ぽ っ か け ブ ー ム に火 を 付 け

た 。 持 ち 帰 り コ ロ ッ ケ の チ ェ ー ン 庖 を 展 開 す る 大阪の食品会社が こ れ に 目 を 付 け て 2003年

4 月 、 商品化 に成功、 1 1閤 売 る ご と に 1 円 を 同 TMO に 還元す る こ と に な っ た 。

長田青春 ラ ー メ ン も

長 田 の 「西神 戸 セ ン タ ー 街」 で、 地元の高校球児 た ち が 日 ご ろ 食べて い る カ レ ー ラ ー メ

ン を 「長 田 青春 ラ ー メ ン 」 と し て 新 た な 名 物 に す る こ と に な っ た 。 ぼ つ か け カ レ ー に つ づ

く 新製 品 第 2 弾で、 育英高校の野球部員 が生活す る 「星雲寮」 で生徒 た ち が食べて い る 特

製の カ レ ー ラ ー メ ン を 改 良 し た も の。 4 月 の試食会で は あ っ と い う 開 に 売 り 切れ、 5 月 の

神戸 ま つ り で も 好評 だ、 っ た 。 近 く 本格的 に 販売す る と い う O

草野球チ ー ム も 「 ぽ っ か け ー ず」

甚大な被害 を 受 け た 長 田 を 元気づけ よ う と 、 地元商${告が中心 に な っ て2003年 5 月 に草

野球チ ー ム を 結成、 地元名物料理か ら 「神戸長 田 ぽっ か け ー ず」 と 名付 け た 。 メ ン バ ー は

商届街の仲 間 、 区役所 の 職員 を は じ め神戸 出 身 の ロ ッ ク バ ン ド 「 ガ ガ ガ SPJ の 4 人 も 参加、

長 田 出 身で 阪神 タ イ ガー ス の投手 だ、 っ た 安達智次郎が コ ー チ を 引 き 受 け た 。 神戸軟式野球

協会 に 加盟 を 申 請、 年 間30試合 を 見込ん で い る O 「大震災 を 経験 し て 決 し て 最後 ま で あ き

ら め な い のが身上です。 対戦相手が長 田 の フ ァ ン に な る よ う な い い チ ー ム に し た し り と い

つ O

粉モ ン がテ ー マ の イ ベ ン ト

神戸 ・ 長 田 の ま ち づ く り 会社 「神戸 な がた TMOJ は 、 2003年12 月 に 粉 モ ン がテ ー マ の

イ ベ ン ト 「 こ な モ ン ! こ ん な モ ン ! こ ん な 庖J を 開催 し た 。 同 TMO は 、 こ れ ま で 「 ぽ っ

か け」 、 「 お 好 み 焼 き J な ど を テ ー マ に イ ベ ン ト を 展 開 し て き た。 「食の aJJ . な がたJ が合

言葉 だ、 っ た が、 一方で は物販庖が参加 し に く い催 し も 多か っ た 。 今 回 は 、 食品業 だ け で な

く 「粉」 を 使 う 空揚げ、 て ん ぷ ら や メ ガ ネ の換 を 取る ク リ ー ナ ー 、 ベ ビー パ ウ ダー な ど も

対象 に し た 。 参加底 に は 、 自 慢 の 高 品 を 格安で提供 し て も ら い 、 新 た な 商宿 街 フ ァ ン を

み 出 す の がね ら い だ と い う O
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長 田 で 「翻蔵焼 き J づ く り

震災後 の 吏地 を 利用 し た 「空い て る 地球展J が開 か れ た神戸市長田 区御蔵通の御菅西地

区 で2003年 8 月 、 地元の土 を 使 っ た 胸器づ く り がは じ ま っ た O 地球展 に 出 品 し た松井 コ ー

ヘ ー が 「空 き 地が残 る な ら 、 そ れ を 恵み と し て 生かせばい いJ と 発案、 ま ち づ く り 団体 「 ま

ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J が企画 し た 。 更地か ら 採 っ た粘土でベ ン ダ ン ト や茶 わ ん な どの

制作 を 計画 し 、 滋賀 ・ 信楽焼の粘土 に 混ぜ、て約100個 を 焼 き 上 げ た 。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ ー

制御 の 電気窯 も 設置、 木造の小屋 も 建て た。 製 品 は 「御蔵焼 き 」 と 名付 け 、 「震災 の 記憶

を と どめ な が ら 、 町 を 活気づけ る 新 し い 名物 に な れ ば」 と い っ て い る O

( rFM わ い わ い J 再建へ〕

震 災 を き っ か け に 生 ま れ た 県 内初 の コ ミ ュ ニ テ ィ 放送局 rFM わ い わ い J (神戸市長田 区)

は 、 再建 を 目 指 し て番組内容 を 全面 的 に 見 直 し た 。 「番組が増 え て 、 今 の 体力 で は 全体の

コ ン セ プ ト を ま と め き れな く な っ て い た」 と い い 、 こ れ ま で午前 8 時か ら 翌午前零時 ま で

だ、 っ た放送時間 を 、 正午か ら 午後 9 時 ごろ ま で に短縮 し た 。 ま た 、 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト

系 の番組は 当 面休止 し 、 「多文化共生J r市民活動」 な ど開 局 当 初 の 原 点 に 立 ち 返 っ て再編、

新番組 「 ま ち は イ キ イ キ大 き ら め き タ イ ム J で は 、 在 日 外国 人や ま ち づ く り の活動 な ど を

取 り 上げる と い う O

吉本興業が応援出演

再建 に 取 り 組ん で い る rFM わ い わ い 」 を 応援 し よ う と 2003年 9 月 27 呂 、 吉本興業 の お

笑い芸人が 「す た あ と 長 田 のサ タ デー エ ク ス プ レ ス J に ボ、 ラ ン テ ィ ア 出演 し た 。 島 田 ま さ

し 、 竹 内 ゅ う じ 、 細 川 博一一、 野 呂 祐介の 4 人で、 経営不振の 話 を 聞 き 「地域 に根 ざ し た 放

送局 を 応援 し よ う J と 、 駆 け付 け た 。 同 局 で は 「小 さ な局 な の で、 テ レ ピ に 出 て い る 人が

来 て く れ る こ と な ん で め っ た に な い 。 本 当 に 有難 う ご ざい ま し たJ と い っ て い る O

公爵の美化で創作 ド ラ マ

2003年10 月 13 日 に神戸市須磨 区 で 関 か れ た 「第 7 囲天井川公園祭 り 」 で、 rFM わ い わ い 」

と 地域住民 ら が、 公 園 の 美化 を テ ー マ に し た創作 ド ラ マ を 披露 し た 。 こ の公 園 は 、 震災の

あ と 炊 き 出 し ゃ住民の情報交換の場 と な り 、 地域では 「天井川公園 を 育 て る 会J を 結成 し

て 、 大切 に 守 っ て き た 。 さ ら に 「公園祭 り J を 実施 し て 美 し い公園 を B 指 し た が、 ごみ を

捨 て た り 、 犬の糞 を 始末 し な い な ど、 心 な い 人が絶 え な か っ た 。 こ の現状 を 知 っ た rFM

わ い わ い 」 が美化の た め に何か を し よ う と 住民 に 呼び掛 け 、 ラ ジ オ ド ラ マ を 放送す る こ と

に な っ た 。 題名 は 「公園 を 育 て る の は あ ・ な ・ た」 で、 花や草の 目 線か ら 公 園 を 守 る 入 、

汚す人 を 観察す る と い う も のO 育 て る 会の メ ン バ ー が舞台で、演技 し 、 須磨高校放送部の 生

徒が声 の 出 演 を し た 。

第二京 @ 文化 357 



〔お笑い の グ ラ ン プ リ 〕

震災で被 害 を 受 け た神戸市長田 区 の 「西神戸 セ ン タ ー 街」 で2003年11 月 30 臼 、 漫才大会

r N - 1 グ ラ ン プ 1) NAGATAJ が 関 か れ た 。 お 笑い で 町 の活気 を 取 り 戻 そ う と 同 商庖街

が主催、 吉本興業、 オ リ ッ ク ス ブル ー ウ ェ ー ブが協力 し て計画 さ れた 。 須磨 区 の フ リ ー タ -

1 1 1畑雅秀 と 宮本 昌 広 の 「ス イ ミ ー 船」 ら 13維が出場、 特設ス テ ー ジ で ネ タ を 演 じ 、 住民約

300人 を 沸 か せ た 。 結局、 「 ス イ ミ ー 船」 が グ ラ ン プ リ を 受賞 し た 。

〔長田 を芸能の ま ち に〕

全開最大級の震災復興再開発事業が進 ん で い る 神戸市長田 区の大正筋商宿街沿い に 2004

年 3 月 、 音 楽 や お 笑 い の ラ イ ブホ ー ル、 寄席 な どの集客施設が 同 時 に オ ー プ ン し た 。 ラ イ

ブ ホ ー ル は 、 再 開 発 ピ ル 「 ア ス タ く に づ か 4 番館 東棟」 の 4 階 に 完 成 し た rSITE

IくOBE (サ イ ト ・ コ ウ ベ ) J で、 延べ785m'の大型施設、 立 ち 見 で400人、 着 席で200人 を 収

容で き る O レ コ ー デ イ ン グや 映橡編集 ス タ ジ オ な ど も 備 え る O 「い ろ ん な ジ ャ ン ル の 音 楽

や演劇 を 仕掛 け 、 長 田 を 芸能 の 町 に し た い」 と い う O

ま た 、 「 ア ス タ く にづか 5 番館南棟」 の地下 1 階の飲食庖街 に は 、 舞台 を 常設 し た カ フ ェ

レ ス ト ラ ン が関屈 し た 。 月 に 2 回 ほ どの ベ ー ス で落語家 を 招 い て 寄席 を 開催す る O

「若手漫才師や地元のス ト リ ー ト ミ ュ ー ジ シ ャ ン に も 気軽 に使 っ て ほ し い」 と い っ て い る O

地元の商庖街で は 「 ま ち 開 き 」 と 位置づけ て 、 ス タ ン プ ラ リ ー 、 ス テ … ジ や展台村 な どの

記念イ ベ ン ト を 繰 り 広 げ る O

〈参考文南か
「春の夜の夢の ご と し ・ 平j斉藤 と 福原京の考古学」 兵庫県教育委員会 2005 . 2  
「歴史文化 に 基礎 を お いた地域社会形成 の た め の 自 治体等 と の連携事業 2 J 神戸大学文学部 2004 . 3  
「六甲 山 の100年 そ して こ れか ら の 100年」 神戸市 2003 . 3
「復旧 ・ 復興 ・ 飛掬 1 . 17 J 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年記念事業 2004 . 10 
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l 第三節 震災の記慌を 資料遺産に
1 . 人 と 防災未来セ ン タ ー

大震災 の 経験 と 教訓 を 伝 え る 「人 と 防災未来セ ン タ ー J (神戸市 中 央 [正 ) は 、 2003年 9

月 28 日 に 入舘者が50万 人 に 達 し た 。 命 と 共生 を テ ー マ に し た展示館 は 例 が な く 、 新 し い 展

示 で は 、 生命の再生 を 表現す る 「ブナ林の 四 季」 の部屋 は 、 倒 れ た ブ ナ の 木 か ら 新芽が出

る 様子 を 映像 な どで再現、 自 ら も 被災者の イ ン ス ト ラ ク タ ー が命 に つ い て 語 り か け る O 台

本 は な く 、 来館者 と の触 れ合い の な かで 涙 な が ら に 話 し 合 う こ と も あ る O 「命 に つ い て考

え て も ら う に は 、 人 と 人 と の語 り 合い し か な い」 と い う O

「来 る 人 に 元気 に な っ て も ら い た い 。 何気 な く 生 き て い る 人が大半で は な い か。 一生 に

何 回 か心か ら 感動す る 体験 を し て ほ し い 。 こ こ がそ の き っ か け に な れば と 思 う O 最近、 命

を 粗末 に す る 風潮があ る が、 物質万能主義が蔓延 し て 、 大人が子 ど も た ち に 理想、の モ デル

を 示せ な い でい る か ら だ。 こ こ で じ っ く り 展示 を 見 て も ら え ば、 大震災の と き に 多 く の 人

が気付か さ れた 、 も と も と 持 っ て い る 他人 に対す る 優 し さ が表 に 出 て く る の で は な い かJ

と 、 企画運営 に 当 た っ た 職員 は 語 る O

「 ひ と 未来館J がオー ブ ン

「人 と 防災未来 セ ン タ ー」 の 2 期施設 と し て完成 し た 「 ひ と 未来館」 の 完成記念式典が

2003年 4 月 24 自 に 行 わ れ、 26 日 か ら 一般公開 さ れた 。 同館 は 地上 7 階地下 1 階建て 、 延べ

l 万200m2 、 命の大切 さ を モ チ ー フ に し た展示 な ど を 展 開 し て い る o 1 階 は 縦 6 m 、 横11 m

の 巨大 3 D ス ク リ ー ン に よ る 「 こ こ ろ の シ ア タ ー 」 、 絵本 「葉 っ ぱの フ レ デ ィ 」 を 紹介 し

て い る O 一枚の葉 っ ぱが四季 の う つ ろ い の な かで経験 し た生命の慈 し み や 大切 さ を 伝 え る O

3 階 は樹林の ジ オ ラ マ の な かで フ ク ロ ウ が森 の 生物 を 紹介す る 「い の ち の 息吹」 の ほ か 「人

「ひ と 未来館」 の映像展示 ・ ブナ林の四季
=神戸市中央区脇浜海岸通 (神戸新開社提
供)

第二章 @ 文化 359 



の ゾー ン J r コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ゾー ン 」 な どカTあ る O

進む震災資料の調査 と 活用

膨 大 な 震災資料 を 収蔵 し て い る 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 は 、 開館 1 周 年 を 迎 え て 、 資

料の諦査 と 活用 が大 き な 課題 と な っ て い る 。 こ れ ま で の収蔵品 は 、 震災時の ピ ラ か ら 写真

や 簡易 ト イ レ ま で 一次資料が約16万点、 図書や ピ デ オ な ど二次資料 も 約 2 万5 ， 000点 に の

ぼ る O 一次資料で展示 し て い る の は 約800点、 ほ か の資料の う ち 個 人情報 を 含 ま な い 5 万

7 ， 500点 は 、 資料室 の コ ン ビ ュ ー タ ー で検索で き る 。 残 り は 入力 し て い る が、 公開 さ れて

い な い。 資料 に 関 す る 情報 の 整理 は こ れか ら 行 わ れ る O 「 プ ラ イ パ シ ー 保 護 や 資料提供者

の 意 向 、 研究者の ニ ー ズ も 考 え ね ばな ら ず、 膨 大 な 資料の扱い は 難 し い 。 死 蔵 に な ら な い

よ う 体制 を 充実 さ せ る べ き だ。 セ ン タ ー が手探 り で努力 を 続 け て い る こ と は 良 い こ と だ。

行政の立場での経験 に 偏 ら な い よ う 常 に 配慮がい る J と 、 芝村篤樹 ・ 桃山 学 院大学教授 は

話 し て い る O

縄人の寵興史 を DB f�

震 災 の 記 憶 の 継 承 と 共有 に よ っ て 地域 の 防 災 文化 を 高 め よ う と 、 「人 と 防災未 来 セ ン

タ ー 」 は 、 個 人 の復興史の DB ( デ ー タ ベ ー ス ) 化 に取 り 組む こ と に な っ た 。 被災者 自 ら

が入力 で き る 市民参加型で運用 す る 「“私 た ち の復興" プ ロ ジ ェ ク ト J (仮称) に 防災科学

技術研究所地震防災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ー ( 岡 市 中 央区 ) な どが協力 す る O 復興の 軌

跡 を た どれ る よ う に 震災前、 直:後、 現在の 自 宅周辺の写真 、 映像な どの提供 を 受 け て 、 体

験談 と 合わせ て復興史 と し て イ ン タ ー ネ ッ ト に掲載す る O ネ ッ ト 上の 地図 を ク リ ッ ク す る

と 詳細 な デー タ を 閲 覧で き る よ う に す る O 同 セ ン タ ー が収蔵 し て い る 資料 も 活用 す る O 将

来的 に は 、 集 ま っ た写真や映像 を も と に 被災地の復興の足跡 を バー チ ャ ル ( 疑鉱的) に 見

ら れ る よ う に す る 予定で、 手 は じ め に フ ラ ワ ー ロ ー ド の 変貌 を 三次元で:再現す る 試み に取

り かか る O

世界最大の振動台が完成

大震災の揺れ を 再現 し て 実物大の建造物が破壊 さ れ る 過程 を 解明す る た め 、 独立行政法

人 ・ 防災科学技術研究所 (茨城県つ く ば市) が三木市志染町 の 三木震災記念公 園 (仮称)

に建設 を 進め て い た 「実大三次元振動破壊実験施設」 が2003年 7 月 に完成 し た 。 こ の施設

は 、 建造物崩壊の仕組み ゃ 液状化現象の メ カ ニ ズ ム な ど を 解明 し 、 安全性 の 向上 を 凶 る の

が 百 的 で 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 建設 し て い た。 24基 の加震機が揺動台 ( 縦20 m 、 横

15 m 、 高 さ 5 m ) を 三次元 に動か し て 阪神 大震災 を 上 回 る 揺れ (水平方向 に最大毎秒 2 m 、

垂直 に 同70cm ) を 作 り だす こ と がで き る O 台 に は 、 重 さ 1 ， 200 t 、 高 さ 25 m ま で の 建造物 、

鉄筋 コ ン ク リ ー ト の ピル な ら 4 階建て ま で設 け る 。 数百個 の セ ン サ ー を 建造物 に取 り 付 け
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て揺れの大 き さ 、 方 向 な ど を 測定す る O 震災10年の2005年春 に 実 用 実験 を 開始す る 。

〔震災1 0年 へ 向 け て検証作業 〕

大震災か ら 10年 と な る 2005年 に 向 け て 、 自 治体や民間 団体が復興の 歩み を 検証す る 作業

を は じ め て い る O 震災か ら 5 年 の時点で も 検証の動 き は相次い だが、 今 回 は 不況な ど の 要

因 がか ら ん で、 被災地の実情が見 え に く く な っ て お り 、 手探 り の論議がつづ い て い る O こ

の 年 は 兵庫県や神戸市が策定 し た 「復興計画J の 最終年 に 当 た り 、 被災者 自 立支援金 な ど、

さ ま ざま な 施 策 の 財源 と な っ て い る 「復興基金」 も 10年 を め ど と し て い る だ け に大 き な 節

目 に な る O

兵産県 は 、 被災者や学識経験者 ら に よ る 「復興10年委員 会J を 設立、 神 戸 市 も 「復興 ・

活性化推進懇話会J を 発足 さ せた 。 2001 年 に 記録誌 F震災復興 6 年の総括」 を 出 し た 西宮

市 は 「震災復興10周 年記念誌」 を 発行す る 。 10年 を 経 た ま ち の改善点や課題 な ど を 伝 え る

報告書 を 白 指す と い う O 芦屋、 伊丹、 宝塚、 川 西 の 各市 は予定 し て い な い 。

こ れ に 対 し て民 間 団体は独 自 の動 き を 進め て い る O 震災 5 年 ま で NGO (非政府組織)

や コ ー プ こ う べ な どが協力 し て 開 い て き た 「市民 と NGO の r防災」 国 際 フ ォ ー ラ ム J の

実行委員 会 も 、 論議 を は じ め た 。 ボ ラ ン テ イ ア 、 国際防災機 関 の メ ン バ 一 、 研究者 ら が参

加、 10年 に 合 わ せ て フ ォ ー ラ ム な どの形で成果 を 発信す る 計画。 2001年 に 「市民社会 を つ

く る 一 震災 KOBE 発 ア ク シ ョ ン プ ラ ン J を 出抜 し た 「市民社会推進機構J も 「震災10年

市民検証研究会」 を 発足 さ せ た 。

復興10年委員会が発足

復興の取 り 組み を 総点検す る 兵庫県の 「復興10年委員 会j が2003年 8 月 28 日 に発足 し た 。

被災地で活動す る 研究者や市民、 各 団体の代表 ら 73人がそ れぞれの 専 門 的 な 立場か ら 検証

を 実施 し 、 被災地 の教訓 を 全国 に発信す る O ま ず、 検証小委員 会 を ス タ ー ト さ せ、 具体的

な テ ー マ や ス ケ ジ ュ ー ル を 決 め て 、 「健康福祉J '社会文化J '産業雇用J '防災J ' ま ち づ

く り J '総括」 の 六 つ の 部 会 に 分か れ 、 ヒ ア リ ン グ な ど現地調査 を 実施す る o 2005年 1 月

の フ ォ ー ラ ム で発表、 報告書 に ま と め る O

10周年に県 が数千の事業

「復興10年委員 会」 の記念事業推進組織 '10周年推進協議会J は 、 2004年 9 月 か ら 2005

年 3 月 ま で に 、 国際 レ ベ ル か ら 地域の イ ベ ン ト ま で数千の イ ベ ン ト を 計画 し た 。 基本構想

に よ る と 、 テ ー マ は ' 1 ・ 1 7は忘れ な いJ で、 犠牲者 の 追悼、 支援への感謝の メ ッ セ ー ジ

の発信、 教訓 の 継承 と 発信 、 復興の成果の ア ビ ー ル 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 な どの創造的市民

社会づ く り の促進 な どの コ ン セ プ ト を 決め た。
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神戸市 が復興 ・ 活性化推進懇話会

震災10年 に 向 け て神戸市の復興総括 ・ 検証の主体 と な る 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話

会J が2003年 4 月 22 日 に発足 し た 。 懇話会は総勢25人で、 震災 5 年 の 総括 を 行 っ た 学識経

験者 に 加 え 、 経済、 福祉、 NPO な どか ら 第一線の専 門 家 ら で構成、 復興状況の把握 と 残

さ れた 課題 の 整理、 復興過程の教訓l を 次世代 に 継承、 国 内外 に情報発信、 震 災 を 機 に 生 ま

れた取 り 組み や仕組み の発展、 の 三本柱 を 目 的 と し た 。 ま た 、 専 門 部会 を 中 心 に市民の意

見 を 幅広 く 反映 さ せ る た め に 、 各 区 別 に 「 あ な た に と っ て復興 と は」 を テ ー マ に ワ ー ク

シ ョ ッ プ を 開 い た ほ か 、 市民 1 万人 ア ン ケ ー ト 、 関係者への イ ン タ ピ ュ ー な ど を 実施 し た 。

懇話会 で は 、 「未来 に つ な が る 提案」 に 重点 を 置 き 、 検証の対象 を 震災か ら 8 年余 り を

経 た 「神戸 の今」 に し て 、 市民生活、 都市活動、 す ま い ・ ま ち づ く り 、 安全都市の 4 項 目

で検証 を 進 め た 。 同 年10月 に 中 間報告、 2004年 1 月 13 日 に提言 し た 。 こ の う ち 、 「文化 ・

芸術の振興」 に つ い て の提言 は次の通 り O

神戸 ら し さ や 地域の個性 を 生 か し た ま ち づ く り の推進 地域の活性化 に は文化の視点が

重要であ り 、 食事、 フ ァ ッ シ ョ ン 、 イ ベ ン ト な ど文化的 な 取 り 組み を コ ミ ュ ニ テ イ 密着型

で進め る な ど、 従来か ら 言わ れ て き た神戸 ら し さ を 再点検 し て有効 に 投 か し て い く O ま た

地域や界隅 の持つ場の エ ネ ル ギ ー 、 歴 史的蓄積、 物語性な どか ら 、 そ れぞれの 「 ら し さ 」

を 見 つ め 査 し 、 地域の誇 り や ア イ デ ン テ イ テ ィ を 再発見 し 、 地域 ご と の に ぎ わ い や 活性化

へ有機的 に 結 び付 け 、 再創造す る 作業 を ま ち づ く り の 重要 な 要素 と し て取 り 組む 。

市民 ・ 芸術家の活動の場 と し て の既存施設 の 活用 学校な ど既存施設 を利 用 し て 、 バ レ

エ、 芝居、 ミ ュ ー ジ カ ル な ど、 地域の人や ボ ラ ン テ ィ ア と と も に 、 地域の な か で文化 ・ 芸

術活動 を 行 っ て い く O 神戸港の な かで港湾 と し て の役割 を 終 え た 地区 を ク リ エ ー タ ー が集

ま る エ リ ア と す る な ど、 既存の 施設 の 新 た な 活用 方法 と し て 、 文化 ・ 芸術 を 検討す る O 具

体的 に は 、 CAp . HOUSE や 兵庫津 NEO ア ル チ ザ ン 工房 の 暫定利用 に 引 き 続い て 、 舞 台

芸術の創造的支援拠点 を つ く っ て い く O

市民主体の文化財の保存 ・ 活用 市民 を 地域文化の 保存 ・ 継承 と 創造 の 主体 と し て位置

づけ、 そ れ ら の活動 に 市民が積極的 に 参加す る よ う 促す と と も に 、 地域文化の核 と な る 丈

化財の保存 と 活用 を 市民の 自 主運営 に委 ね て い く こ と を 考 え る O

ア } ト を 生か した都市再生の推進 文化が経済復興、 活性化の 基礎 と な る 考 え 方が重要

で あ る O 映{象や ア ニ メ な と 結 びつ き やす い 丈化 ・ 芸術 を 都市再生 の 戦 略 ソ フ ト と し

て位置づけ て 、 重点的 に支援 し て い く と と も に 、 多文化共生、 異国情緒 な どの神戸 ら し さ

を 都市 の ブ ラ ン ド と し て賑 わ い や 活性化 に つ な げて い く な ど、 他分野 と の連携 を 積極的 に

関 る こ と に よ り 、 巡屈性、 田遊性 を 重視 し て ア ー ト を 生 か し た 都市再生 を 推進 し て い く O

当 面 は 、 地元 ま ち づ く り 協議 会 と ア ー チ ス ト 団体の マ ッ チ ン グ シ ス テ ム の整備、 ジ ャ ズ を

生か し た 都市 ブ ラ ン ド の発信 な ど に よ り 、 街角 を ス テ ー ジ と し て 日 常的 に ア ー チ ス ト がパ

フ ォ ー マ ン ス を 市民 ・ 観光客 に 披露 し 、 ま ち の賑 わ い を 創 出 し て い く 。
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復興研究セ ン タ ー も 検証

10年の復興過程 を 被災者の視点か ら みつ め よ う と 、 民 間 の研究者 ら でつ く る 「兵産県震

災復興研究 セ ン タ ー J (神戸市 中 央 区 ) は 、 地震、 防災、 都市計画 な どの 専 門 家が多角 的

に 課題 を 探 る 検証作業 を は じ め た 。 行政の検証 で は 「復興施 策 の 幕引 き に な り がち 」 と し

て 、 被災者の最後 の 一 人 ま でが救済 さ れ る た め に何が必要か、 課題 を 浮彫 り に し た い と い

う O ま た 、 問 セ ン タ ー が出 版 し た 「大震災100の教訓」 の 英訳 も 進め 、 震 災 の 教訓 を 海外

に 発信す る O

NPO ら も 研究会

被災地で活動す る NPO の メ ン バー ら に よ る 「震災10年市民検託研究会J が2003年 9 月

に 発足 し た 。 5 年 目 に も 検証研究会 を 結成 し て 、 研究成果 を 「市民社会 を つ く る 」 と い う

本 に ま と め た メ ン バ ー ら が中心 に な り 、 被災地 の 歩 み や 、 国 内外の動 き な ど を 検証 し 、 行

政 と は 違 う 視点での検証 を 進 め て 、 提言す る O

2 . 膨大な震災記録 を 後世 に
〔震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ〕

「年月 を 経 る に し た がっ て く ボ ラ ン テ ィ ア に助 け ら れ た > <人の命の 尊 さ が分か つ た〉

な ど と い う 爾 一 的 な 被災者像がつ く ら れ、 そ の こ と が違和感 を 感 じ る よ う に な っ た 。 資料

か ら 浮 か び上がる 被災者像 は そ ん な 単純 な も の で は な い 。 い い菌、 わ る い面 も 含め て O 一

番苦 し んで い る 人 は 悲 し み の あ ま り 感情 さ え 表せ な い 。 物言わぬ人の F声 な き 声』 を ど う

残 し て い く の か。 生の一次資料の行 間 に 、 そ う し た声がに じ み 出 て い る O 目 に見 え る 物 は

復興 し て も 、 心 の 聞 い の答 え は 出 た の だ ろ う か。 ま だ、 震災 を 総括す る 機 は 熟 し て は い な

い 。 私 た ち の 活動 を 支え て く れて い る 若者た ち は 、 大半が震 災 を 体験 し て い な いが、 何か

を 感 じ 、 行動 し て く れて い る 。 震災の悲 し み を F共有』 す る こ と は で き な く て も 「分有』

す る こ と は で き る 。 被災地か ら 発信 し て い っ た も の が波紋の よ う に広 が っ て い く と 信 じ ら

れ る 」

こ れは 、 震災 を 後世 に 語 り 継 ぐ貴重な 資料の保存運動 を つづけ る 市民 グ ル ー プ 「震災 ・

ま ち の ア ー カ イ ブJ (神戸市長 田 区) の 季村範江代表が2004年 I 月 17 日 に 神 戸新 聞 の イ ン

タ ビ ュ ー で、語っ た も の で あ る o 1998年 3 月 に被災地 の プ レハ ブの事務所で設立 さ れた 「震

災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 は 、 震災の 一次資料の収集、 整理、 保存 と そ の公聞 を 行 っ て お り 、

集 ま っ た 膨 大 な 資料 を も と に 「記憶」 と 「記録」 に つ い て の論議 を 深め つ つ あ る O

8 年半後の神戸へ

忘 れて い た 。 知 ら な か っ た 。 知 ろ う と も し な か っ た 。 ごめ ん な さ い 。 ごめ ん な

さ い。 そ れが、 震災後 8 年半経っ た神戸 を 訪 れ て の 、 私 の想 い の 全 て で あ る よ う

第二章申 文化 363 



に 思 う O

私 自 身 は 、 震災 で ほ と ん ど被害 を 受 け て い な い。 そ し て 、 震災直後 に 神 戸 を 訪

れ る 勇気 も な か っ た 。 た だ 、 私 自 身が、 震災で は な いが 「思 い 出 し た く な いが、

忘 れ た く な い」 こ と を 抱 え て い る こ と か ら 、 無意識の う ち に そ れ に 重ね 合 わ せ て

震災 を 捉 え て い た 。 震災は忘れて し ま い た い も の を 含み な が ら も 、 忘 れ ら れな い

出 来事 で 、 何か を 残 さ ず に は い ら れ な い 出 来事であ る と 思 い 、 気 に な っ て い た 。 ( 中

略)

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 の存在 を 知 り 、 こ の方 々 と 話 を し て み た い と 思 っ

た 。 神戸市内 の あ る 街 を 歩 い た り 、 長 田 の 電柱 に 触 っ た り 、 須磨海岸 を 歩い た り

も し た 。 も は や 、 改 め て そ う れ な け れば、 震災の あ っ た街 だ と 私 は気づかな

い 。 し か し 、 確 か に 震 災 は あ っ た の だ。 私 は 今 ま で そ れ を 知 ら な か っ た し 、 知 ろ

う と も し な か っ た 。 私 は今の神戸か ら 何か を 感 じ 取 り た い と 思 う O 私 の 眼 も 耳 も

鼻 も 手 も 足 も 全部、 全 身 を 使 っ て神戸 に 向 き 合い た い と 思 っ て い る O な ぜ何 の た

め に そ う し よ う と し て い る の か、 今 は わ か ら な い 。 わ か ら な い ま ま 、 時 々 ふ ら り

と 事務所 を 訪れて い る O 資料を 開 く 勇気 も な い ま ま に 。

機関誌 「瓦版 な ま ずJ 16号 に掲載 さ れ た橋本京子の 一文で あ る O

〔神戸大学が震災1 0年事業〕

神戸大学 は2004年 l 月 、 大学全体で取 り 組む 震災10年事業 を 発表 し た 。 市民団体 と の 連

携 に 力 を 入れ、 安全、 安心な社会の あ り 方 を 考 え て 「単 な る イ ベ ン ト に 終 わ ら せず に 、

災の教訓 を研究 と 社会貢献に 生 か し た い」 と い う O 内 容 は 、 慰霊 ・ 学術 ・ 国 際連携 ・ 震災

研究の集成 ・ 学民連携の 5 項 目 を 決め た 。 民 間 と の連携で は神戸市民社会推進機構 と 協力

し て研究者 と 市民が常 に 交流 で き る 拠点 を つ く る ほ か、 「災害救援活動 の 発展 の た め に」

な ど八つ の テ ー マ で連携研究会開催、 市 民 に よ る 「連携市民大学 (仮称) J の創設 も 計画

し て い る O 学術事業 で は 、 シ ン ポ ジ ウ ム や 国 際 フ ォ ー ラ ム を 連続開催す る ほ か、 震災資料

の保存 ・ 収集 に 当 た っ て い る 「震災文庫」 を 充実、 震災関連の写真、 映像の展示、 当 時 の

被災学生の交流講演会 な ど も 予定 し て い る O

長田 に フ ィ ー ル ド ス タ ジオ

大震災 の 経験 を 踏 ま え て 若手研究者 ら が都市の あ り 方 を研究す る 神戸大学の 学外拠点で

あ る 「神戸 フ ィ ー ル ドス タ ジ、 オ J が神戸市長田 区 の 「 ア ス タ く に づか 4 番館」 に 開設 さ れ

た 。 文部科学者が先駆的 な研究 に予算 を 重点 配分す る '21世紀 COE プ ロ グ ラ ム 」 の 一 つ で 、

「安全 と 共生 の た め の都市空間 デザ イ ン 戦略J を研究テ ー マ と す る 同 大学 チ ー ム の拠点 に

な る O 震災の教訓i を 生 か し て建築学、 土木工学 な どの分野が連携 し て 5 年間 に わ た っ て研

究 を 進め る O ス タ ジ オ は 、 若手の研究者や大学院生の 活動 の 場所 と し 、 現地調査な ど に 取
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り 組む ほ か、 研究者向 け の セ ミ ナ 一 、 市民対象の公開講座 を 月 1 回 ベ ー ス で 開催す る O 国

内外か ら 神戸 を 訪 れ る 研究者 ら が後興の現状 を 学べ る プ ロ グ ラ ム も 用 意す る O 学外の拠点

は 、 す で に ア メ リ カ ・ シ ア ト ル に も 開設 し て お り 、 神戸 と と も に 若手の人材 の育成 に あ た

る O

「電子祈念館」 の 開設へ

神戸大学 の研究者 と 市民団体な どでつ く る 「震災犠牲者間 き 語 り 調査会J は 、 震災10年

に 向 け て犠牲者の顔写真や被災時の状況 な ど を デー タ ベ ー ス に ま と め る 作 業 に 取 り かか っ

た 。 調査会 は 、 同大学の学生や ボ ラ ン テ ィ ア の主婦 ら が遺族を 訪れ、 犠牲者の 人柄 や 当 時

の状況 を 開 き 取っ て き た 。 現在 ま で に 約350人分 に 達 し て い る が、 遺族の 追跡 は 年 々 む ず

か し く な っ て お り 、 「思 い 出 し た く な いJ と い う 反応 も 増 え て き た 。 広 島市 の 平和祈念館

で は 、 犠牲者の遺影 を 公 開 、 被爆の実相 を 伝 え て お り 、 調査会で も 顔写真や手紙、 日 記な

どの情報 を 募っ て 、 将来は 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 で電子 フ ァ イ ル の 開 覧が出 来 る よ う

に し た い と い う O

地震の デー タ ベ ー ス を構築

古代か ら 中 世 に か け て 囲 内 で起 き た約5 ， 000の 地 震 の 文献資料 を 整理 し 、 デー タ ベ ー ス

化す る 作業 を神戸大学 な どの研究チ ー ム がは じ め た。 大地震は 、 同 じ タ イ プの も のが同 じ

場所で繰 り 返 し起 こ っ て お り 、 活動 的 な と こ ろ で は 100年 に 1 回程度 は発生 し て い る と い

わ れ る O あ る 地域の大地震発生の特性 を 知 る に は古地震の研究が不可欠 と な る O し か し 、

こ れ ま で地震学者 ら が活用 し て き た 史料集 は 、 1941年 に 編纂 さ れた 「増訂大 日 本地震史料」

な ど 3 種類 の 書物 に ま と め ら れて い る が、 全29巻 と 膨大な う え に検索が し に く く 、 偲 々 の

史料の信層、性 も 吟味せず に 掲 載 さ れて お り 、 伝開 ゃ う わ さ も 含 ま れ、 後世 に な っ て記述 さ

れ た 史料 も 混 じ っ て い た 。 間 チ ー ム は 、 一 つ 一 つ に つ い て 内容の吟味や校訂 を し て 、 信頼

度 の 高 い 情報 を 選別 し て検索 し や す く す る 。

〔関西学説大学が災害穫興研究会〕

関西学院大学 (酉宮市) は 、 震災復興 を 人文 ・ 社会 ・ 科学の視点 で研究 、 情報発信 す る

「災害復興制度研究 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 2004年 1 月 に創設 し た 。 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム は虞井

惰 ・ 東大社会情報研究所教授、 河 田 恵 昭 ・ 京大防災研究所教授、 室崎益輝 ・ 神戸大都市安

全研究 セ ン タ ー 教授 ら で構成、 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 と も 連携す る ほ か災害 を 経験 し

た 自 治体の リ ー ダ 一 、 NPO に も 交流 を 呼 び掛 け た 。 計画 で は 、 圏 内 で起 き た 自 然災害の

被災地 を 調査 し て暮 ら し や ま ち 、 住 ま い の復興や コ ミ ュ ニ テ ィ 再生、 経済復興 な ど に つ い

て の法制度や政策 を 検討、 5 年以 内 に 「災害復興基本法」 も 視野 に入 れ た 報告書 を作成す

る 。
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〔大学 か ら 麓災 の灯 は 鴻 え た か〕

関 西 の 10大学 で つ く る 「関西学生報道連盟J (事務局 ・ 大板市) は 、 2003年 6 月 か ら 大

震災の記憶や教訓 を 若い 世代 に ど う 語 り 継 ぐ か を テ ー マ に し た 緊急連載 「大学か ら 震災 の

灯 は消 え た か」 を ホ ー ム ペ ー ジで紹介 し て い る O 同連盟で は毎年、 テ ー マ を 決め て震災 を

取 り 上 げ て お り 、 今 回 は 学生 6 人がチ ー ム を 組ん で 、 「語 り 継 ぐ側 、 継 が れ る 1��J の 意識

を 探 り 、 震災の体験 を 語 り 継い で い く 意味 を 向 い直す。 ま た 、 京大 を 含め た 11大学の学生

123 人 を 対象 と し た ア ン ケ ー ト で は 、 被災 し た 学 生 が、 そ の体験 を 話す よ う に 言 わ れ た場

合 に 「抵抗があ る J r快 く 応 じ る 」 がほ ぼ 半 々 だ、 っ た こ と 、 震災 を 体験 し て い な い学生が、

被災者 に 話 を 開 こ う と 思 う か ど う かで は 、 「相手 の 状況で」 が 6 割以 k を 占 め 、 話相手 の

気持 ち を 重視す る 傾向 が強 い こ と が浮彫 り に な っ た 。 「 日 常生活の な かで 、 ず っ と 震災 を

忘 れ な い でい る の は むずか し い が、 記事 を 見 た 人 に次の災害 に備 え て貰 う こ と は で き る か

も 知 れ な し 勺 と 、 学生の 一 人 は 語 っ て い る O

3 . い ま 、 記録す る こ と
〔記録 し つづ け て第 9 集 F記録 と 記憶JJ )

残 り つづけ る 傷跡 服部康子

あ れか ら 八年 の 日 が過 ぎ ま し た。 町 に は次々 と 家や大 き な マ ン シ ョ ン が建設 さ

れ、 あ の 日 の傷跡は消 さ れて い き ま し た 。 今や、 日 常の会話の な かで あ の 日 の こ

と が語 ら れ る こ と は ほ と ん ど と 言 っ て い い ほ ど な く な り ま し た 。 も う 、 忘 れ ら れ

て し ま う の で し ょ う か。 私 の 家 の 前 で 、 あ れ以来ず、 っ と 空 き 地だ、 っ た と こ ろ に も

昨年二軒の 家が建ち ま し た 。 所有者のW さ ん は既 に ご主 人 を 亡 く さ れた お 年寄 り

で 、 再建で き な い ま ま 亡 く な ら れた の です 。 ( 中 略) し ば ら く 入院 し て帰 っ て き

た我が家 の前 に 、 二軒の新 し い家が完成 し て い ま し た 。 も う そ こ に は 、 あ の 日 の

悲 し み な ど ど こ に も 感 じ ら れ ま せ ん。 庭 に次々 と 植 え ら れて い く き れい な花 々 。

新 し い 生活への喜 び だ け が伝 わ っ て き ま し た 。 年 の 瀬 に な る と 、 新 し い 家の玄関

に は ク リ ス マ ス ツ リ ー が飾 ら れ、 お 正 月 に は し め飾 り がつ け ら れて 9 年 目 の年が

明 け ま し た 。 ( 中 略) あ の 日 の こ と が 日 常の 会話の な かか ら 消 え て い っ て も 、 人 々

の心の な か に今 も な お残 る 傷跡 を 語 り 継 ぎ、 地震国 の 日 本で二度 と こ の よ う な穆

事が繰 り 返 さ れ る こ と の な い よ う 、 な に かの役 に 立 ち た い と 思 い ま す。 私 た ち は 、

い つ ま で も 泣い て ばか り は い ら れ ま せん 。 次 の 時代 に 良 き 教訓 を 残 し 、 強 く 生 き

る 心 を 語 り 継 ぎ た い も の です 。

こ れは 、 大震災の被災者の手記 を 毎年 出 版 し て い る 「板神大震災 を 記録 し つ づけ る 会J (神

戸市西区) の体験記第 9 巻 「記録 と 記憶」 に 掲載 さ れて い る 手記 の 一つ で あ る O 同 会 は 、

1995年 5 月 に 第 1 巻の 「被災 し た私 た ち の記録」 を 出版 し て以来、 被災者 に 限 ら ず、 国 内
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外か ら の投稿 を 受け付 け て 「記録 と し て の価値」 を 基準 に掲載作品 を 決 め て 毎年、 震災手

記 を 出 し つ づ け て い る O 第 9 巻 は38編が集 ま り 、 そ の う ち の 15編 を掲載 し た 。 震災10年 に

は 第10巻 を 出版 し て 完結す る O

〔 メ ルマ ガ 「論々神戸」 創刊〕

被災地 の 話題や評論 を 発信す る メ ー ルマ ガ ジ ン 「論々 神戸」 が2003年 8 月 に創刊 さ れた 。

震災後 に 発行 さ れた雑誌 「神戸f か ら J (1997年休刊 ) と そ の 後継雑誌 rwA VE117 J (2001 

年休刊 ) の 流 れ を 汲 む も の で、 イ ン タ … ネ ッ ト の上での発刊 に な っ た 。 編 集方針は 「神戸

再生の た め に」 で 、 復興への プ ロ セ ス を た ど る 被災者の声 を 反映 さ せ る ほ か、 生 き る 希望

と 価値 を 生 む市民活動や文化芸術活動 を 紹介、 ま ち づ く り に さ ま ざま な視 点 で ア プロ ー チ

す る と い う O

( r き ん も く せ い」 も 三 た び復刊〕

震災の産後か ら 復興 ま ち づ く り の報告や論文 を掲載 し 、 被災地発の情報紙 と し て親 し ま

れ た 「 き ん も く せ い」 が2003年 4 月 、 三 た び復刊 し た 。 「阪神大震災復興市民 ま ち づ く り

支援 ネ ッ ト 」 の機関誌で1995年 2 月 に創刊 、 各地区 の 取 り 組み な どの靖報交換 な どで活躍

し た が1997年 8 月 に 50号で終刊 に な っ た 。 震災 5 年 に は復興検証 を 日 的 に穫刊 し て 3 年 間

つづい た O 今震 は三度 目 で、 丈部科学省が中心 と な っ て 進め る 大都市大震災軽減化特別 プ

ロ ジ ェ ク ト に 同 ネ ッ ト が取 り 組む こ と に な り 、 そ の発表の場 と し て 活用 さ れ る こ と に な っ

た 。 復刊号 は 「広 がる コ レ ク テ イ フゃ住宅J r企業文化 と 地域社会 イ ノ ベ ー シ ョ ン」 な どの

論文が掲載 さ れた 。

( r震災が残 し た も の」 第 8 集〕

大震災の被災者支援 に 取 り 組 ん だ ボ ラ ン テ ィ ア た ち が毎年、 発行 し て き た イ ン タ ビ ュ ー

集 「震 災 が残 し た も の」 の 第 8 集 が2003 年 5 月 に 出 版 さ れ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ

r A-yan Tokyo ( え ー や ん東京) J が、 活動 を 通 じ て感 じ た 人 間 の つ な が り を 大切 に 伝 え

た い 、 と 被災者や支援者 の思 い を 記録 し続 け て い る O 第 8 集 は 、 神戸 な ど に約20人 を 訪 問 、

喜怒哀楽や生活の変化 を 開 い た 。 「 自 分 た ち がや ら な あ か ん 、 と い う 気持 ち を 取 り 戻 し た しV

「一緒 に何かや る 過程 で お 互 い を 知 り 、 相手 を 尊重で き る よ う に な る 」 な ど地域活動 に 取

り 経む 人 た ち の力 強 い 言葉 も 掲載 さ れて い る O

〔震災寵輿の歩み が C D に 〕

神戸市職員 が 「神戸 は今」 を 制作

震災か ら の復興の歩 み を 怯 え よ う と 、 神戸市 と 企業、 研究者 ら でつ く る 「神戸安全 ネ ッ

ト 会議」 は 、 CD-ROM rWE for YOU - 復興 8 年 神戸 は 今」 を 400枚制作 し た。 神戸市

第二章@ 文化 367 



の職員有志、がつ く っ た も の で 、 震災時の被害状況、 仮設住宅の供給 な ど40種類 の デー タ が

盛 り 込 ま れ て お り 、 講演や研修で資料 と し て役立 て る O さ ら に震災当 日 に炎 に 包 ま れ た 長

田 区 の様子や新長 田 、 甲 南 山 手、 三宮の定点観測、 南海地震の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど31種

類 の 動 画 も 収録 し て お り 、 視覚 を 通 じ て の情報 も 提供で き る よ う に な っ て い る O 「震災の

教訓i を 発信 す る の に利用 し て ほ し い」 と い う 。

英語版の CD占OM も

震災で世界各 国 か ら 寄せ ら れ た 支援 に対 し て感謝 し よ う と 、 神戸市の 職 員 有志 ら が、 復

興 の 歩 み や神戸 の魅力 を 収め た 英語版 CD-ROM ïWe1come to KobeJ を 作成 、 2004年 5 月

に 大 阪 で 開 か れ た 「 ロ ー タ リ ー 国際大会」 で上映 し た 。 被災 し た 長 田 区 の 火災現場や東遊

留地 ï 1 ・ 1 7 の つ どい」 な どの映像 を 通 し て 、 震災の壊滅的 な被害 と 鎮魂の 気持 ち を 表す

と と も に 、 神戸東部新都心 (日AT 神戸) の オ ー プ ン 、 長 田 区 で 進 む復興区 画 整理 な ど、

衝の移 り 変わ り を 収録 し て い る O ま た 、 神戸新空港な ど神戸 の 将来像 も 紹介、 支援への感

謝 を ナ レ ー シ ョ ン で挿入、 復興への願い を込め た 子 ど も た ち の合唱 「 し あ わせ運べ る よ う

に」 で締め く く っ て い る O

神戸高教委 も 学校の危機管理で

神戸市教育委員 会 は 、 大規模災害 時 な どの学校運営 に つ い て の ノ ウ ハ ウ を ま と め た CDω

ROM ï危機 を 管理す る 学校へ一学校防災 ・ 危機管理用研修資料」 を 制 作 し 、 全 国 の 都道

府県教委 な ど に配付 し た 。 大震災時 に 校舎や体育館が避難所 に 使 わ れ た 経験 な ど を 伝 え る

と と も に 、 教育の 再 開 と 避難所運営 と を 両立 さ せ る 方法 な ど、 学校の 防災研修 な ど に 生 か

す の が 目 的 。 CD-ROM に は 災 害 時 の 学校の様子 を 写 し た ス ラ イ ド や動画 を 収め 、 児童 ・

生徒の安杏、 校舎の安全の確認 な ど を Q&A 形式で紹介 し て い る O

〔写真が語 る 被災地の護興〕

歴史の な か に震災の意味

神戸の歴 史 の な かで震災の意味 を 訴 え た い 、 と 神戸市長 田 区 の 「神戸長 田 コ ン ペ ン シ ョ

ン 協議会」 の東允 ・ 事務局長 は 、 歴史 と 震災 と 復興す る 街の写真約500枚 を ス ラ イ ド化 し 「港

都1500 の 歴 史 と l ・ 17阪神 ・ 淡路大震災」 と 題す る ス ラ イ ド シ ョ ー を 制作 、 震災 9 年の2004

年 1 月 17 日 に新長 田 で上映 し た 。 長 田 区役所 に 保管 さ れて い る 約 5 万枚の写真整理 を 委託

さ れた の が き っ か け に な り 、 ボ ラ ン テ イ ア 2 人 と と も に 約500枚 を 選 ぴ、 2 カ 月 半がか り

で完成 さ せ た 。 ス ラ イ ド シ ョ ー は約 1 時 間 で 、 古墳時代の神戸の誕生か ら 明治 ・ 大正時代

の風俗、 震災 と 後興 ま で の 道の り を ナ レ ー シ ョ ン と と も に た ど る と い う 講成 に な っ て い る O

「破壊 と 復興 を 繰 り 返 し た 歴 史 の な かで、 あ の震災 を ど う 位置づけ る の か 。 被災者 だ け で

な く 、 み ん な がそ の意味 を 客観的 に考 え る 時期 が来 て い る 」 と い う O
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再生す る 長田 を 記録

被災地 ・ 長 田 を 8 年 に わ た っ て撮影 し 続 け て き た 三重県 の ア マ チ ュ ア 写真家 ・ 新保隆久

が2003年 4 月 、 神戸で初 め て の写真展 「大震災か ら 再生へ」 を 神戸市長 田 区 の 地下鉄長田

駅の サ ル ビ ア ギ ャ ラ リ ー で 開催 し た 。 再生す る ま ち を 記 録 に 残 し て お き た い と い う 思 い か

ら 、 50回 も 長田 に 足 を 運 び、 復興の足取 り と 人々 の表i育 を と ら え た 。 展覧会 に は 、 全紙サ

イ ズ の モ ノ ク ロ 写真50点 を 展示 、 崩 れ落 ち た 家 を みつ め る 老人、 追悼式 な どの深い悲 し み

に 満 ち た風景 や 、 出舗、 工場の 再 開 、 家の再建 な ど命が再 び輝 き 始め る ま で を 写 し だ し て

い る 。

高校生 が見た震災 も

大震災前 と 震災後の神戸の街 を 切 り 取っ た神戸工業高校 (神戸市須磨亙 ) の 生徒 た ち の

写真展 「感性 の 撞 で見つ め る KOBE 展」 が、 2004年 1 月 に 三宮 の 地下街 「花時 計ギ ャ ラ リ ー 」

で 開 か れ た 。 震災直後の市街地や避難所の様子、 復興が進むハ ー パ ー ラ ン ド の風景 な ど を

含 む 約 100点が展示 さ れた 。 同 校 は 同年春 に 統合 さ れ る が、 生徒た ち は 「生命の大切 さ と

い う 表面上の 言葉 で は伝 わ ら な い何か を 、 こ れか ら も 考 え て い き た い」 と い っ て い る O

尼崎 ・ 葉地で も 写真展

大震災で地盤が液状化 し て建物 の 8 割が被害 に あ っ た尼崎の築地地 区 も 、 震災か ら 9 年

が経 っ て復興事業が終盤 を 迎 え て い る が、 住民た ち は歴史の あ る 町の変還 を 記録に残そ う

と 、 2004年 l 月 に 築 地福祉会館で写真展 「み ん な の築地復興展 ・ な つ か し い 築地か ら あ た

ら し い築地へ」 を 開い た 。 築地地区 は 、 江戸時代 に尼崎城甫鱒 の 中洲 を 埋 め 立 て て 造 ら れ

た 城下町で、 震災前 は碁盤の 日 の よ う に狭い路地が走 り 、 古い民家が多 く 残 っ て い た 。 戦

争 中 も 空襲 を 免れ、 100年近 く 経 っ た 民家が軒 を 連 ね て い た が、 震災 に よ っ て 壊滅的 な 被

害 を 受 け た 。 震災復興で は 、 狭か っ た道路 も 広 げ ら れ、 木造住宅 も 近代 的 な 建物 に 変 わ っ

て嵐景 を 一変 さ せ た 。 住民た ち は 「 町 は 変わ っ て も 人情 は な く さ な い。 記録に 残 し て お き

た い」 と 、 写真展 を計画 し た 。 長屋や 町工場が密集 し て い た 震災前、 液状化現象 に見舞 わ

れ た震災在後、 再建 さ れ る 民家、 マ ン シ ョ ン な ど を 約250点の 写真 で展示 し て い る O

一宮町で は 「被災地の昔J

震災で大 き な被害 を 受 け た 淡路 ・ 一宮 町で、 郷土史 を研究す る 浜開 き み子が 「懐か し の

郡 家 町 今昔」 を 出版 し た 。 「惨事 を 忘れ な い よ う にJ と 、 復興住宅の お 年寄 り を 訪 問 し

た さ い 、 震災で、昔の写真 を 失 い残念がる 姿 を 見 て 冊子づ く り を 思 い立 っ た 。 協力 を 呼び掛

け た と こ ろ 、 辛 う じ て持 ち 出 し た写 真 な ど約50点が集 ま っ た 。 地元の延べ100人か ら 当 時

の様子や思い 出 を 聞 き 取 り 、 公民館の 職員 ら も ワ ー プ ロ 打 ち ゃ製本 な と守 を 手伝 っ て作 り と

げた と い う O
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〔擾興の光 を 記錬映闘 に 〕

大震災か ら 10年の軌跡 と 課題 を 追 っ た 記録映画 「視る 一阪神 ・ 淡路大震災 の 人 と 街」 が

完成、 2004年 1 月 四 日 に神戸 ・ 三宮の神戸市勤労会館で制作発表会 を 聞 い た 。 日 本機関紙

協会県本部の畦布哲志副理事長 と 映画制作会社 「宝塚映像J の 三j甫紘 プ ロ デ ュ ー サ ー ら が

復興住 宅 な ど を 居 っ て損影 し た も のo 5 時46分で、止 ま っ た 時計か ら 映画 は は じ ま り 、 当 時

の写真で振 り 返 っ た あ と 被災者の生の声が紹介 さ れ る O 神戸の復興支援工場 に あ る ケ ミ カ

ル シ ュ ー ズ 会社 の 経営者や復興住宅の独居老 人 な どが課題 を 語 る O 「表間 的 に は復興 し た

よ う に見 え て も 、 一歩 な か に入 る と 更地や駐車場が残 り 、 住民 も ロ ー ン に 苦 し ん で い る O

行政や民 間 で震災か ら 10年 に 向 け て の 検証が進 ん で い る が、 見落 と さ れが ち な 部分 に も 呂

を 向 け て も ら え れば と 思 っ た 」 と 、 畦布 は い う 。
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第三章
住 宅



は じ め に

震災10年 を 呂 前 に 控 え た2003年度で住宅関連の最大の ト ピ ッ ク は公費 に よ る 住宅再建支

援 を 制度化 し た改正被災者生活再建支援法の成立であ る O

建物 の解体 ・ 撤去費 や ロ ー ン の利子補給、 賃貸住宅の家賃補助 な ど周 辺経費 に 限 っ た 支

援で は あ る が、 兵庫県や 国会議員有志、 そ し て住 宅 を 被災 し て 再建 を 余儀 な く さ れた被災

者の願い が 9 年 日 に し て や っ と 実現 し た わ け で あ る O

た だ、 住宅本体の再建支援が見送 ら れた こ と で、 兵庫県 は独 自 の再建支援策の創設 を 検

討 し て い る O 「私右 財産 に公的資金は援助 で き な い」 と い う 財務省 な どの 建前論 は依然 と

し て 強 間 な も の があ る が、 自 然災害後 に お け る 住宅の再建 は ま ち の復興や地域の コ ミ ュ ニ

テ ィ 形成 に も 大 き く 関 わ る 基本条件で あ る だ け に 、 今後は さ ら に 一歩踏み込 ん だ住宅再建

支援が期待 さ れ る 状況 と な っ て い る O

一方、 地震時の住宅の損壊 を 予防す る 耐震改修 も 引 き 続 き 大 き な 課題 と し て 残 さ れ て い

る O 国 の主導で県 ・ 市が進め た 3 年 間 の 無料耐震化診断で は 、 83% の住宅が危 険 と 診断 さ

れ た に も かか わ ら ず、 耐震改修工事の助成措置 を 利 用 し た 人 は わずか な 比率 に と ど ま っ て

い る O 防災意識の欠如 と い う よ り 、 県の補助金額が補修費 の 実態 に 合わ な か っ た り 、 制度

が利用 し に く い な どの 理 崩 があ る と 見 ら れ、 県 で は2004年度か ら 制度改正 に 踏み 切 る 方針

を 示 し て い る 。 ま た神戸市 で は 耐震診新 を 一部有料化 し て継続す る と と も に 、 独 自 の 耐震

補修の補助金制度 を 導入す る 方向 で あ る O

被災マ ン シ ョ ン の建 て 替 え を め ぐ る 訴訟で、 初 め て最高裁の特断が示 さ れた こ と が注 目

さ れ た 。 長す ぎ た 裁判 は 訴訟 を お こ し た 原 告 の補修派住民 だ け で な く 、 “勝者" の 建 て 替

え 派 に も 、 深い疲労感 を 残す結末 と な っ た 。 地震列 島 日 本 は 、 都市部 に 巨大 な マ ン シ ョ ン

ス ト ッ ク を 抱 え て い る O そ の意味で、 マ ン シ ョ ン 訴訟が提起 し た 問題 は 非常 に 重 い と 言 え

る だ ろ う O
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i 第一節 兵庫県の住宅市場の現状

1 . 新設住宅着工戸数 は 7 年連続で減少
2003年 度 の 兵庫 県 下 の 新設住宅着工戸数 (注 1 ) は 4 万1583戸で 、 前 年 度 に 比べ1405戸

減 (3 . 3 % 減) と 7 年連続の減少 と な っ た が、 前年度 に 比べ減少率 は緩や か に な っ た 。 な

お全国 の新設住宅着工戸数は117万3649戸 (2 . 5% 増 ) で あ っ た。 (表 1 ・ 図 ] 参照)

構造別 に見 る と 、 木造住宅が l 万8980戸 (前年度比3 . 3 % 増 ) と 4 年 ぶ り に 増 加 し 、 そ

の う ち プ レ ハ ブ住宅、 ツ ー パ イ フ ォ ー 住宅が減 っ て 、 在来木造一戸建て が1178戸増 ( 1 1 . 1 % 

増 ) と 自 立 っ て い る O 木造住宅率 は45 . 6 % (全国45 . 1 % ) と 前年度 よ り 構成比 を 上げ た 。

分譲マ ン シ ョ ン は 9609戸 (前年度比0 . 4 % 減) と な り 、 分譲マ ン シ ョ ン 率 は 前年度 を わ ず

か に上 回 り 、 23 . 1 % と な っ た 。 (図 2 参照)

被災地域の10市10町 (注 2 ) の 新設住宅着工戸数 は 2 万9601戸で、 前年度 に 比べ348戸減

( 1 . 2 % 減) と 微減 と な り 、 震災直後の95年 2 月 か ら の 累計戸数は46万4461戸 と な っ た 。

市 区 町別 に み る と 、 西宮市が5492戸 (前年度比1857戸増 ) と 大幅 に増 加 し た ほ か、 兵庫

区 、 須磨阪 、 垂水区、 宝塚市 な どで若干の増加が見 ら れた が、 中 央 区 、 東灘区、 難区、 長

田 区 な ど神戸市内 で減少す る 地区が多 か っ た 。

(注 1 ) 罰;土交通省 の調査統計 を 兵庫県独 自 に集計 し た も の
(注 2 ) 10市10匝y : 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮市、 洲本市、 芦屋市、 伊丹市

宝塚市、 三木市、 川 西市 、 津名 町、 淡路町、 北淡町、 一宮町
五色町、 東浦町、 緑町、 三原町、 西淡町、 南淡町
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(表 1 ) 兵康県の新設住宅着工戸数 (県集計)

1998 

年度計

と半期

下半期

年度計

上半期

2002 

2003 

62 ， 819 

ト一一一一

主止L一一主主
主豊三一一一一一日

A34 ， 3  

1 ， 1  

A 2 ， 4  
A 0 ， 4  
A13 ， 7  

49 ， 57 1  A 7 ， 0  

24 ， 290 A 9 ， 4  

24 ， 204 6 ， 4  

48 ， 494 A 2 ， 2  

1 7 ， 974 

36 ， 508 一 瓦工寸竺壬
1 .

29Ji 1 8 ， 888 

1 5 ， 055 A16 ， 2  

(A減)

(注) 10市10田T : 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西常市、 洲本市、 芦屋市 、 伊丹市
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(図 1 ) 被災1 0市1 0悶Tの新設住宅着工戸数の推移 (県集計)
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(図 2 ) 新設住宅着工件数に 占 め る 分譲 マ ン シ ョ ン比率の推移 (兵庫県 )
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2 . 被災住宅の空 き 地 は 224万 IIf
国 は 阪神 ・ 淡路大震災で住宅や ア パ ー ト が被災 し て再建 さ れず に 更地 と な っ た ま ま の住

宅跡地 (滅失住宅) に つ い て 、 住宅が建 っ て い る も の と 見 な し 、 回 定資産 税 と 都市計画税

の課税標準額 を 算 出 す る 際の修正率 を 国定資産税で最大 6 分の l 、 都市計画税で最大 3 分

の 1 に ヲ | き 下 げる 震災特例税制措置 を 1996年度 よ り 実施 し て い る O

地方税法 で は 、 住宅 を 再建せず更地の ま ま に し て お く と 、 200m2以下 の 宅 地 の場合、 固

定資産税は 6 倍、 都市計画税 は 3 倍 に な る が、 被災 し た 宅地 を 特例扱い と し て 、 住宅再建

を 税制面か ら 支援す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る O

こ の特例税制措置の 、ヨ 初の 適用 期 限 は 5 年 間 の 臨時措寵 と さ れた が、 被 災 地 の 自 治体の

要望 な ど に よ り 、 2000年 に 5 年 間 延長 さ れ、 2005年末 ま で と な っ た 。 J車吊期限が経了 す る

と 、 2006年 1 月 ま で に住宅が完成 し て い な い所有者の税負 担 は 非住宅の課税標準額が適用

さ れ、 1 人あ た り 最大で約3 . 6倍 に増 え る こ と に な る 。

期 眼切 れが追 っ て い る こ と か ら 、 兵庫県住宅宅地課で は 、 被災10市 を 通 じ て 、 特例措置

を 受 け て い る 被災地の空 き 地の状況 を 調査 し 、 国へ特例税制措置の 延長 を 求 め る か ど う か

を 4食言すす る こ と に し た 。

調査の結果、 2003年度末現在、 被災住 宅 の 更 地 は被災10市 で な お 合計224万1000m2 に の

ぼっ て い る こ と が明 ら か に な っ た 。 こ れ は 阪神 甲 子園球場の約57個分に相 当 す る O 軽減 さ

れて い る 固 定資産税 と 都市計画税の推定総額 は 8 市 (西宮市、 洲本市 は未算 出 ) で合計14

億9500万 円 で あ る o (表 2 参照)

(表 2 ) 被災1 0市の被災住宅跡地 (各市調査)

阪穣 (万m2) 軽減税額 (円)

神 戸 市 106 . 3  9イ意

尼 崎 市 15 . 3  l1i部 . 000万

i 西 宮 市 46 . 5  

芦 屋 市 24 . 4  2億1 ， 600万

宝 塚 市 14 H意
伊 丹 市 3 . 7  3 ， 700万

川 西 市 3 . 6  3 ， 060万

明 石 市 8 . 5  5 ， 100万

三 木 市 0 . 01 5万

洲 本 市 2 . 1  

224 . 41 14億9 ， 465万

※ 西宮 ・ 洲本市は軽減税額未算出
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住宅の復興 は 全体の戸数の面 で は 、 震災前の水準 ま で 回復 し て い る と は い え 、 震災10年

を 前 に 、 こ う し た 更地が残 さ れて い る 背景 に は 、 被災者の高齢化 に よ る 再建資金難や相続

問題な ど の ほ か、 地主、 借地人の複雑 な土地の権利 関係 な どがあ る と み ら れて い る O

こ の う ち 、 最 も 多 く の被災宅地が残 さ れて い る 神戸市の現状 を 見 る と 、 筆数は7867筆、

面積106万3574m2。 区 間 の 面積 は 、 長 田 監 の24万1201m2 を 筆頭 に 、 兵庫 底 20万4816m2 、 東

灘 区14万7422m' 、 須磨区 13万2077m2 、 垂水足 9 万273rr子、 西区 5 万3494m2 、 北 区 4 万5848m' 、

中央区 4 万303m2 で、 あ る O

こ れ ら の 宅地 に かか る 税額 は 5 億450万円 で、 特例措置がな い場合 に 比べ 、 約 9 億 円 が

軽減 さ れて い る o (表 3 参照)

1996年度 当 時 は約 6 万1000筆 (推定) の 空 き 地が適用 を 受 け て い た が、 2003年 ま で に 約

13% に ま で減少 し て い る が、 2001年か ら は 減少幅 は 年 間1000筆以下 に と ど ま り 、 住宅再建

が進 ま な く な っ て い る 状況が反映 さ れて い る o (図 3 参照)

(表 3 ) 課税特例措置適用の被災住宅跡地 (神戸市行財政局主税部税制課調べ)

[2002年度]

筆数 地積 (m2) 固定資産税 ・ 都市言十酒税の 非住宅 と し た場合の
課税標準額の税額 (円) 2 税の税額 (円)

東 灘 区 1 ， 076 159 ， 590 104 ， 072 ， 545 294 ， 702 ， 337 

議在 区 1 ， 21 1  113 ， 026 68 ， 650 ， 538 207 ， 727 ， 402 

中 央 区 449 38 ， 681 35 ， 538 ， 025 87 ， 009 ， 984 

兵 庫 区 1 ， 564 211 ， 259 133 ， 249 ， 032 340 ， 767 ， 882 

長 田 区 1 ， 993 252 ， 318 101 ， 825 ， 217  308 ， 403 ， 22 1  

須 磨 区 1 ， 032 134 ， 667 71 ， 865 ， 846 210 ， 745 ， 899 

垂 水 区 431 86 ， 923 i 34 ， 885 ， 244 99 ， 221 ， 627 

jヒ [三 258 52 ， 416 1 3 ， 891 ， 230 36 ， 905 ， 251 

西 区 208 56 ， 412 9 ， 196 ， 413 26 ， 191 ， 423 

合 計 8 ， 222 1 ， 105 ， 296 573 ， 174 ， 090 I 1 ， 6 1 1  ， 675 ， 024 

[2003年度]

東 灘 区 1 ， 012 147 ， 422 87 ， 101 ， 744 249 ， 376 ， 260 

灘 区 1 ， 158 108 ， 135 60 ， 398 ， 292 181 ， 063 ， 847 

中 央 区 430 40 ， 303 33 ， 445 ， 131 81 ， 084 ， 49 1  

兵 庫 区 1 ， 507 204 ， 81 6  122 ， 987 ， 856 310 ， 694 ， 923 

長 田 区 1 ， 891 241 ， 201  87 ， 041 ， 393 264 ， 183 ， 644 

須 磨 区 1 ， 008 132 ， 077 62 ， 666 ， 687 181 ， 562 ， 554 

まま 水 区 443 90 ， 273 32 ， 623 ， 247 91 ， 302 ， 196 

北 区 232 45 ， 848 10 ， 275 ， 788 26 ， 986 ， 873 I 

西 区 186 53 ， 494 ， 012 ， 055 

合 計 7 ， 867 1 ， 063 ， 574 504 ， 508 ， 149 1 ， 409 ， 373 ， 846 
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(限 3 ) 特例適用の被災住宅地の推移 (神戸市内)
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第二館 住宅耐震診断 @ 改修工事の助成強化

ト 瞳接補助す る 助成制度 が ス タ ー ト
兵庫県 は 、 2003年 6 月 10 日 か ら 、 住宅の鮒震基準が強化 さ れた 1981 年 の 建築基準法改正

以前 に建て ら れた住宅 を 対象 に 、 耐震診断 ・ 設計の費用 と 耐震改修工事費用 に補助金 を 支

給す る 耐震改修促進事業の受付 を 県 内 各市町で開始 し た 。

2000年度か ら 2002年度 ま で 3 年 間実施 し た無料耐震診断で、 木造住宅 I 万1353棟の う ち 、

「 や や 危 険」 と 「倒壊 ま た は 大破壊の危険があ る 」 と 診断 さ れ た住 宅 が あ わ せ て9481棟

(83 . 5 % ) に の ぼっ た こ と か ら 、 耐震改修工事 を 促進す る こ と を 狙い と し た 制震 で あ る O

制度の 内 容 は 、 耐震診断 と 改修設計の費用 に対す る 補助 に つ い て 、 一戸建て住宅で16万

円 、 共 同住宅で 1 戸 あ た り 4 万円 を 上 限 と し 、 耐震改修工事 に 関 し て は 、 一戸建て住宅の

場合、 工事費 が200万円未満で10万 円 、 200万円以上300万円未満で15万 円 、 300万円以上で

20万 円 を そ れぞれ補助す る こ と に な っ て い る O

し か し2004年 3 月 末 ま で に こ の制度 を利用 し た の は 、 耐震診断 ・ 改鯵設計策定で30件 ( う

ち 1 件 は 共 同住宅) 、 1 19戸、 耐震改修工事で19戸 に と ど ま り 、 県が当初見込ん だ需震診断 ・

改修設計250戸 、 耐震改修工事75戸 の 目 標 を 大幅 に 下 回 っ た 。

県 で は2002年度 に 耐震改修工事 に か か わ る 借入金の利子福給制度 を 設 け た が、 利 用 者が

ゼ、 ロ に終わ っ た た め 、 直義補助金 を 支給す る 制度 に 切 り 替 え た経緯があ る 。 そ れで も 成果

は期待ほ ど 仁 ら な か っ た わ け だが、 来 で は 、 制度の周知徹底が充分で な か っ た こ と や役宅

の 耐震化 に 対す る 意識が ま だ低い こ と な どが背景 と 見 て い る O

こ の た め県 で は2004年度か ら 、 改修設計の総経費 と 耐震改修工事費 を 分 け て支給 し て い

た の を 一本化 し た う え で、 補助 の 上 限額 を 最高計30万一50万 円 に 引 き 上 げ る 方針 を 決め た 。

具体的 に は て住宅の場合、 工事費200万円未満で、30万円マ200万 円 以 と300万円未満

で40万 円マ300万 円 以 上 は 50万 円 、 共 同住 宅 の 場合、 一戸 あ た り 最高12万5000円 と 増 額す

る 予定。

2 . 簡易工法 を 公募
県の耐震改修の助成事業への反応が鈍か っ た 要 因 と し て 、 改修の た め に 床 や壌 を 取 り 壊

す た め 、 一時転居が必要 に な る 場合があ る う え 、 建築基準法の構造強度の 施工例 に よ る 工

事 で は 工事費が一戸 あ た り 平均168万円 も かか る こ と が指摘 さ れて い た 。

こ の た め 、 県 で は 2004年度 か ら 工期 が短 く 低価格 で で き る 耐震改修工法 の提案 を 建材

メ ー カ ー や施工業者 ら か ら 公募す る 方針 を 決め た 。

県で は家屋の外側 に鉄柱や耐力壁 を 取 り 付 け て倒壊 を 防 ぐ方法や床 ・ 天井 を 壊 さ ず に壁

に 強度 な 合板 を 張 り 付 け る 方法 な ど工法 を 簡易 に す れ ば割安 な 工事が可能 に な る と み て い
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る O 提案 さ れた 工 法 は 、 学識経験者 ら でつ く る 審査委員 会で安全性な ど を 検証 し た う え で、

優 れ た 工法 は助成対象 と し て認め る こ と に し て い る O

3 . 神戸市 が独 自 の轍震診断 と 工事助成
県が2000年 に 導入 し た 「住宅無料耐震診断制度」 は2003年 3 月 に 終了 し た が、 神戸市 と

高砂市 で は 、 4 月 以 降 も 独 自 で耐震診 断 を 続け る こ と に し た 。 神戸市 内 で は 診断 を 受 け た

一戸建て住宅は 、 対象約 8 万8100戸 の う ち 615戸 に と ど ま っ た こ と か ら 、 「診断 を 受 け て い

な い住宅の な か に は 、 ま だ危 険 な 建物があ る はず」 と し て 簡 易 診断制度 を 有料化 し て 、 制

度 を 継続す る こ と を 決め た 。 た だ利用者 に は 一 一戸建 て の 場合、 診断費用 ( 約 3 万 円) の う

ち l 割 の 3000 円 を 負 :J:.ê. し て も ら う こ と に し た 。

ま た神戸市 で は 、 県が実施 し て い る 耐震改修工事の助成制度 に補助額 を 上積みす る 形で

独 自 の 支援制度 を 2004年度 に 導入す る 方針 を 決 め た 。 1981年 5 月 以前 の 旧耐 震基準適用住

宅が対象で、 描助額 は 、 一戸建て で最高20万 円 を 助成す る 県制度 を 参考 に ほ ぼ同 額 に す る

方 向 で検討 し て い る O

神 戸市 内 で は 住宅約 6 万2000棟が全壊 し た 。 こ の た め市 の復興 ・ 活性化推進懇話会が

2004年 l 月 に ま と め た 「復興の総括 ・ 検証」 報告で も 、 耐震化 に 向 け た 新 た な 支援制度 の

必要性 を 指摘 し て い る O

十 本離協が全国23府県で木造住宅の 耐震診断調査
国土交通省 の認可法人で全国約660 の工務庖、 リ フ ォ ー ム 業者 な どが加盟す る 日 本木造

住宅耐震補強事業者協 同組合 (木耐協、 東京) は 阪神大震災 を き っ か け に 毎年 2 回、 全国

の 木造住宅 を 対象 に独 自 の耐震診断謂査 を 実施 し て き た が、 2004年 1 月 14 日 、 1998年 l 月

1 日 か ら 2003年11 月 30 日 ま での 約 6 年 間 に全国23府県で実施 し た耐震診断調査の分析結果

を 発表 し た 。 (表 4 参照)

こ の調査 に 兵庫県 は含 ま れて い な い が、 耐震基準が強化 さ れた 1981年以 降 の住宅で も 約

60% が 「 や や 危 険J r倒壊 ま た は 大破壊J と 診断 さ れ、 全国 レ ベ ル で も 耐震改修工事の 必

要性 を 認識 さ せ る 結果 と な っ た。

耐震診断の対象 と な っ た の は 、 7 万3711件で、 木造在来工法 2 階建以下 ・ 築 3 年以上経

過 し た 建物 を 診断 し た 。 耐震診断基準 は 旧建設省住宅局監修 「木造住宅の耐震精密診断 と

補強方法」 に 基づい た も の で、 [ A . 地盤 ・ 基礎 1 建物 の 形 C . 曜 の 配置 D . 筋 交 い

E . 壁 の 割合 1 老朽度} の 6 項 目 を 調査。 耐震診断 レ ベ ル は 、 現地調査 に 基づ き 、 重

心 (建物 の 重 さ の 中心) ・ 醐心 (建物 の強 さ の 中 心) ・ 偏心率 (建物 の バ ラ ン ス ) ・ 必要

壁量 を 算 出 し た 。

そ の結果 を 震度 5 強以上の地震 を 想 定 し た危険度評価 で表 し 、 1 . 0点 を 標準点 と す る 4

段階 [ 1 . 5以上 z 安全 ・ l . 0以上l . 5未満 = 一応安全 ・ 0 . 7以上1 . 0未満 = や や危 険 ・ 0 . 7未満
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ニ 倒壊 ま た は 大破壊の危険性あ り ] で評価 し た。 1 . 0点 以 下 の 建物 は 「既存不適格住宅J

と 呼ばれて い る O

調査結果 に よ る と 、 全体で は 「倒壊 ま た は 大破壊の危険あ り 」 と 「 や や危 険」 を あ わせ

る と 約74% に上 り 、 「安全J '一花、安全」 の約26% を 大 き く 上 回 っ た 。 総合評価点 の平均 は

「既存不適格住宅J の 基準 を 下 回 る 0 . 77 と な り 、 耐震性 に 不安があ る 住 宅 が多 い こ と がわ

か っ た 。

1981 年 以 降 の 建物 に つ い て も 、 約60 % が 「 や や 危 険J '倒壊 ま た は 大破 壊 の 危 険 あ り 」

と 診断 さ れた 。 2000年の建築基準法改正 に 基づ く 新 た な 耐震基準 ま で、 壌 の 配置が具体的

に 定 め ら れて い な か っ た た め と み ら れ、 木樹協 で は '1981年以降の住宅で も 壁の バ ラ ン ス

が悪 く 、 耐震性が低い ケ ー ス が少 な く な い」 と し て い る O

(表 4 ) 木耐協の耐震診断誠査結集

。全体

安全です

一応安全です

やや危険です

倒壊ま た は大破壊の危険があ り ま す
メ口ミー 計

[診断結果平均 0， 77] 平均築年数 23 ， 34年

01980:9三以前の建物

安全です

一応安全です

やや危険です

倒壊ま た は大破壊の危険があ り ま す
ぷ仁込1 計

[診断結果乎均 0 ， 65] 平均築年数 31 ， 45年

01981:9三以降の建物

安全です

一応安全です

やや危倹です

倒壊、ま た は 大破壊の危険があ り ま す
よ口込

[診断結果平均 0 ， 94] 平均築年数 1 1 . 38年

4 ， 590件

14 ， 463件

17 ， 925件

36 ， 733件

73 ， 71 1件

1 ， 081件

5 ， 679件

9 ， 767t牛

26 ， 97Of牛

43 ，497件

3 ， 405r牛

8 ， 596t牛

8 ， 101件

10 ， 1 12件

30 ， 2時 (

6 ， 23% 

1 9 ， 62% 

24 ， 32% 

49 ， 83% 

2 . 49% 

1 3 ， 06% 

22 . 45% 

62 ， 00% 

1 1 .  27% 

28 ， 45% 

26 ， 81% i 
33 . 47% 
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第三節 住宅再 制度の創設

1 . 全国知事会が再建支護制度館設で緊急決議
地震 な ど大規槙災害で被災 し た住宅の再建 を 公費 で 支援す る 制度 の創 設 に つ い て は 、 兵

庫県 を は じ め と す る 自 治体や、 有志の 国会議員 な どが強 く 要望 を 続 け て き た 。 し か し私有

財産 に公費 は投入で き な い と す る 財政当局 の原則論の壁が厚 く 、 実現 さ れ な い ま ま 震災 9

年 目 を む か え た 。

そ の よ う な な かで、 全国知事会 (会長 = 梶原拓 ・ 岐阜県知事四) は2003年1 1 月 19 日 、 全国

市長会、 全国市議会議 長会、 全国都道府県議会議長会、 全 国 町村会、 全国 町村議会議長会

と 連名 で 、 自 然災害で被災 し た住宅の再建支援制度 を 2004年度 に創設す る よ う 国 な ど に 求

め る 緊急決議 を 行 っ た 。 こ の 決議丈 は 兵庫県の藤本和弘副知事 ら が井上喜 一防災担 当 相 や

財務省、 超党派の 「 自 然災害か ら 国民 を 守 る 国会議員 の 会 (災害議連) J な ど に 手渡 さ れ た 。

全国知事会は住宅再建支援制度の必要性 を 訴 え て 基金の創設 を 決め て い る が、 地方 6 団

体が足並み を 揃 え た こ と で、 制度創設 に 向 け て 、 大 き な 一歩 と な っ た 。

決議で は 東海、 東南海、 南海地震 な どの大規模地震の発生が懸念 さ れ、 さ ら に 十勝沖地

な どが頻発す る 状況 を 踏 ま え て 、 居住確保の た め に 「多様 な ケ ー ス に対応、で き る 制度 の

構築が急務」 と 指摘 し た 。 ま た 1998年 5 月 に成立 し た被災者生活再建支援法が見直 し の 時

期 を 迎 え て い る こ と か ら 、 適用 要件の緩和 な どの改正 に 取 り 組む こ と も 要望 し て い る O

2 . 県 の調査会が独 自 の共済制度の 中 間報告
兵庫県 で は 、 「定額負 担 ・ 定額支給」 方 式 に よ る 住宅再建 を 目 的 と し た 「共済制度」 を

検討す る た め 、 2003年 5 月 「兵庫県被災者住宅再建支援制度調査会J (座長 ・ 室崎益輝神

戸大教授) を 設置 し た が、 調査会 は2004年 1 月 比 目 、 県独 自 で実施す る 共済制度の基本 的

な 枠組み を 提言す る 中 間報 告 を 発表 し た 。

中 間報告 は 共済制度 を 「被災 に よ る 損失補 て ん で は な く 、 自 助、 公助 と 組み合わ せ る 相

互扶助 の仕組み」 と 定義 し 、 種類や規模 を 間 わ な いすべて の 自 然災害で、 火災、 損壊、 埋

没、 流失 に よ る 住宅 (民間賃貸住宅 も 含む ) の被害 を 対象 と し た 。

ま た 、 共済給付金 と 共済負担金 に つ い て 4 つ の モ デル を 提示 し 、 全半壊 し た住宅の再建 ・

購入費 と し て 、 共 済 に よ り 給付す る 部分 を 1 戸 あ た り 200万 -600万 円 の 範 囲 で支給す る と

し て い る O 加 入 は 任意 と し 、 負担金は加入率60 % 以下で年額2500- 5500円 と 想定 し て い る O

こ う し た金額 は 、 統計や 国 の屠住基準 な どか ら 標準 的 な住宅建築費 を 1200万円 と 設定 し

た う え で、 地震保険や貯蓄 な どの組み合わせか ら 算 出 し た も のO

給付金、 負 担金 と も 住宅 の構造や面積 に かか わ ら ず l 戸 あ た り 定額で、 負 担金 は 単年度

掛け捨て方式 を 提案 し た 。 さ ら に 、 年 間100-500丹程度 の 事務費 を 加入者負 担 と す る こ と
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も 提案 し た 。

ま た 、 加入促進の た め 、 あ ら ゆ る 機 会 を 通 じ た制度の周知 を 図 る と と も に 、 加入者 に よ

る 耐震補強への補助 な どの 加入 イ ン セ ン テ イ フゃ案 に つ い て も 提案 し て い る O

調査会 は 県 民 の 意見 な ど を 参考 に 最終報告 を ま と め て 、 2004年度中 に県が条例化、 2005

年度か ら の実施 を 目 指 し て い る O

こ の 中 間報告 に つ い て井戸敏三知事は 「県 と し て震災直後か ら 必要性 を 訴 え 続 け て き て

お り 、 実現 に 向 け制度設計 な ど に取 り 組み た い」 と コ メ ン ト 。 ま た室崎座 長 は 「県民合意

の も と 県、 市町、 関係団体な どが一緒 に 取 り 組む形 を つ く り た い 。 公費助成 を ど こ ま で求

め ら れ る の かが最大の ポ イ ン ト に な る J と 話 し て い る o (注)

(注) 神戸新開 2004年 1 月 15 日 付

3 . 被災者生活再建支援法改正で住宅再建支援 を 制度化
2004年度予算の復活折衝で 、 内 器府が求め て い た 住宅再建 に対す る 公的 支援制度 「居住

安定支援制度」 創設 に かか る 経費 2 億円 が認め ら れ、 2004年度 の 政府予算 案 に 盛 り 込 ま れ

る こ と が正式決定 し た 。

こ れ を 受 け て 、 衆参両院 の 災害対策特別委員 会 は 、 「居住安定支援制度」 の創設 を 盛 り

込ん だ被災者生活再建支援法改正 案 を 全会一致で可決 し た (衆 : 2004年 3 月 17 日 、 参 : 2004 

年 3 月 29 B ) 。 法案は衆院、 参院の本会議で も 可決 さ れ、 3 月 31 日 成立 し た 。

4 月 1 日 か ら 施行 さ れ る こ と に な っ た居住安定支援制度 は 、 自 然災害で住宅全壊 ま た は

大規模半壊の被災 を 受 け 、 再建 ま た は補修す る 場合 に 、 建て替 え や補修 に かか る 家屋の解

体や ガ レ キ の撤去費、 ロ ー ン 利子、 f責務保証料 な ど に対 し 支給す る こ と を 内容 に し て い る O

こ の 制 度 の 原 資 は 、 都道府県が新 た に 拠 出 す る 300億 円 の 基金 と 白 か ら の 補助金で、 支給

額 は 1 対 1 の割合で負担す る O

県 な どが求 め て い た住宅本体 を 再建す る た め の建築費 は財務省が難色 を 示 し た こ と か ら 、

結局支給対象外 と な っ た 。 こ の た め 、 将来的 な 支給の可能性 を 残す た め 、 衆参両院 の 災害

対策特別委員 会が 1 4 年後 を め ど に制度の見直 し を 行 う な ど総合的 な 検討 を 行 う 」 と の 附

帯決議 を 全会一致で採決 し た 。

居住安定支援制度の具体的 な 内容 は 、 マ 自 然災害で 自 宅が全壊、 ま た は 全部解体 し 、 再

建か、 新 た に 住 宅 を 取得 し た 世帯 に対 し て 、 最高200万 円 マ住 み続 け る こ と が難 し い ほ ど

大規模半壊 し 、 補修か、 新 た に取得 し た 世帯 に最高100万 円 マ賃貸住宅が全半壊 し 、 新 た

に 自 宅 を 取得 し た 世帯 に 最高100万 円 マ 自 宅か賃貸住宅が全半壊 し 、 賃貸住宅 に 生 み 替 え

た世帯 に 最高50万円 ー を そ れぞれ支給す る と な っ て い る 。

支給額は 年齢、 年収等で変動があ り 、 年収800万円超 は対象外、 500万円 超 (世帯主年齢

45歳以上) は 限度額の 2 分の 1 、 単数世帯 は複数世帯の 4 分の 3 と な っ て い る O ま た他 の
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都道府県へ移転す る 場合 は対象経費 の 限度額の 2 分の l に な る O

被災者の多 く が最高 限度額 の 支給 を 受 け ら れ る よ う 、 ガ レ キ の撤去費 な ど の ほ か、 住宅

ロ ー ン への利子補給、 賃 貸 な ど仮住 ま い住宅の 賃料、 建 て 替 え や補修 に 伴 う 登記料、 建築

確認申 請料、 仲介手数料 な どの経費 も 支給対象 と し て い る O

い ず れ も 被災後約 3 年 間 (家賃 は 約 2 年 間 ) の経費 が対象 と な る 。 ま た 現行 の 生活再建

支援金 に は長期避難世帯特例が新設 さ れ、 三 宅 島 噴火災害の被災者 ら に現 行 の 100万 円 に

追加 し て70万 円 を 上限 に支給す る こ と に な っ た 。

現行の被災者生活再建支援制度 で は 、 家財道具 な ど生活必需品 の購入費 な どに 対 し 生活

再建支援金が最高100万 円支給 さ れ る こ と に な っ て お り 、 こ れ と 合わ せ る と 、 被災者の 生

活再建 に 最高300万 円 が支給 さ れ る こ と に な っ た わ け で、 住宅本体の再建や 補修費 に つ い

て の 支援が見送 ら れた と は い え 、 被災者の 自 立 を 国 が支援す る 意義 は大 き い 。

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 屈 の住宅支援策 は仮設住宅や公営住宅の提供 が 中 心 だ、 っ た が、

災害復興 と い う 点 で も 、 居住安定支援制度 は 一歩前進 し た と い え よ う o ( 表 5 参照)

(表 5 ) 内閣府が試算 し た住宅再建の た め の周辺経費支給モ デ ル (単位 : 万 円 )
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※ 建て替え ・ 新築は、 2002年度住宅金融公庫災害復興住宅融資実績戸建建設費 (土地取得費除 く ) 約2 ， 500万円 を
ベー ス に モ デル ケ ー ス を設定。

※ 解体撤去 ・ 務地費 は実際に要す る経費の 7 割 (支援対象額) を計上。
※ <  > は、 再建 ・ 補修期 間 中 に仮住 ま い (再建 : 半年間、 補修 カ 月 ) を し た場合の額
※ (  ) は、 仲介手数料がかかる 場合の額

4 . 基金拠 出 に つ い て 全国知事会の意見割れ る
被災者生活再建支援法の改正 に よ っ て制度化 さ れた岩住安定支援制度で は 、 対源 と し て 、

都道府県が新 た に 300億 円 の 基金 の 拠 出 を す る こ と に な っ た が、 全国知事会 で は 意見 が分

かれ、 制度開始の 4 月 1 日 ま で に 結論 を 得 ら れな か っ た 。

全国知事会は法案成立 に 先立つ20例年 3 月 30 日 、 東京都 内 で総会 を 開 き 、 支給金の財源

と し て都道府県が拠 出 す る 300億 円 の 基金 に つ い て協議 し た が、 鳥 取県 の 片 山 善博知事が

拠出 に 反対す る な ど、 結論は 出 な か っ た 。

片 山知事は 「住宅再建支援 は住宅本体の建築費への支給が前提 と な る 。 法案 の解体撤 去 ・
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整地費 な どの 潤 辺経費 が対象 と な る 場合 は 、 基金は200信 円 で、 い しり と 主張 し た 。 鳥 取県

で は 、 2000年10月 に発生 し た 鳥取県西部地震 (2888戸が全半壊) の ケ ー ス か ら 、 家屋解体 ・

ガ レ キ撤去 な ど の 費 用 を 試算。 そ れ に よ る と 、 全壊世帯 に は上 限200万 円 を 支給す る と し

て も 、 半壊世帯の解体運搬費 は 1 世帯 あ た り 57万円で、 政府案 (所要額の 7 割) を 適 用 す

る と 、 家屋再建の た め の借入金利子補給 を 加 え て も 、 支援金は約44万円 に な る O こ れ を も

と に拠出 す る 基金 を 計算 す る と 、 l 囲 150億 � 200億円 と な っ た と い う O

ま た新潟県の平山征夫知事は 分割拠出 を提案 し た 。 一方兵庫県の井戸敏三知事は知事会

独 自 に住宅本体への支給 を 行 う 案 を 示 し た 。 こ う し た こ と か ら 、 全国知事会 と し て の 態度

決定は2004年度 ま で持 ち 越 さ れ る こ と に な っ た 。

5 . 県が支給額 を 補填す る 予算 を 計上
政府が提出 し た被災者生活再建支援法改正案 に居住安定支援制度が盛 り 込 ま れた が、 兵

産 県 は 2004年 2 月 、 住宅が全焼 し て解体費がほ と ん ど必要 な か っ た り 、 ロ ー ン が組め ず に

利子補給が受け ら れな い ケ ー ス な どで は上限額の支給が受 け ら れ な い こ と を 想定 し て 、 支

給額が上 限 に 満 た な い場合、 県独 自 で補 て ん す る 制度の検討 を 始 め た 。 県議会与党三会派

も 新た な 制度創設 を 井戸敏三知事 に 申 し 入 れ た 。

改正案で は 、 支援対象は周辺経費 に 限定 さ れ、 住宅本体への建築費 は対象外 と な っ て い

る 。 し か し 家屋が全焼 し た場合 に お け る 支給額 は約60万円 に と ど ま る と 見 ら れて い る O ま

た ロ ー ン の利子補給 も 支給対象 に含 ま れ る が、 70歳以上 の 高齢者は ロ ー ン が組め な い こ と

が多 く 、 支譲 を 受 け ら れ な い ケ ー ス が考 え ら れる O

こ う し た こ と か ら 被災者の不公平感が強 ま る こ と が懸念 さ れて い る O こ の た め 、 県 は2004

年度予算案 に 1000万円 を 計上 し 、 支給i現度額 と 実際の支給額 と の差額 を 補完す る 形で支援

す る 制度 を 創設す る こ と に し た 。 県 で は被災戸数や全焼戸数、 被災者 の 年齢 な どの推計 を

組み合わせ て 、 100年 間 に 、 40億円 が必要 と 算 出 し 、 所要額 の 半分 は 災害が起 こ っ た 年度

の 会計か ら 支出 。 残 り を 毎年積み立 て る 災害援護基金か ら 拠出 す る 方針 で あ る O そ の 制度

設計 に 基づ き 、 初年度は 1000万 円 を 計上す る こ と に し た も の であ る O
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I [被災者生活再建支援法改正案の概要} I 
パ 適用 要件

自 然災害要件

現行の 自 然災害要件 (災害救助法該当 災害、 市 田] 村内全壊101世帯以上、 都道府県内全壊100世帯

以 と) に 、 対 象市町 村 に 隣接す る 全壊 5 世帝以上の市町村 ( 人 口 10万人未満) を 追加。

@ 対象世帯

住宅が半壊 し 、 構造耐 力 上主要 な 部分の補修 を 含 む 大規模 な 補修 を 行 わ な け れ ば、 そ の 住 宅 に

居住す る こ と が困難 と 認め ら れ る i世帯 (大規模半壊歎帯) を 「全壊 に 準 ず、 る 世帯」 と し て 追加。

(2) 支援対象経費 の 限度額

@ 家賃や一時居住 の た め の物件 ・ 施設の利用料 : 支出 額か ら 月 額 2 万円 を控除 し た 額で50万円 ま でO

@ 解体 ・ 撤去、 事実地費 : 実費 の70% で200万円 ま で。 大規模平壌世帯 は100万 円 。

@ ロ ー ン 等 に か か る 利 息、 : 利 率 か ら 年 1 % を 控 除 し た額 (最大2 . 5 % ) で200万 円 ま でO 大規模半

壊世帯 は 100万円 。

@ 債務保証料マ建築確認 ・ な どの 申 請手数料 マ仲介手数料マ表示登記、 所有権保存登記、

に か か る 費 用 マ水道加入分担金 : 200万 円 ま で。 大規模半壊舟帝 は 100万円。

※他の都道府県 に 移転す る 場合 は 、 そ れぞれの 限度額の 2 分の し

※ 世帯主年齢、45歳以上60歳未満で年�x.500万円 超 な どの場合は 限度額の 2 分の 1 0 

(3) 申 請期 間

@ 現行 の 支援対象経費 : 13月 - 家賃 ・ 焔設等利用料 : 25月

@ 家賃 ・ 施設等利用 料 を 除 く そ の他の支援対象経費 : 37 月

. 長期避難解除世帝 : 避難指示等の解除か ら 25月

※ IK函主主理 に よ り 長期 間 を 要す る 場合 な ど、 や む を 得 な い事情があ る と き に は延長 可能。

(4) 概算払い等 申 請手続 き

@ 限度額の 2 分の l を 限度 と し て 概算払いが可能。

( 5 ) 長期避難世帯の特例

@ 災害対策基本法 に 蒸づ く 避難指示が解 除 さ れず通算 3 年以 上が絞過 し 、 避難指示解除後 2 年以

内 に 以前居住 し て い た市町村 に居住す る 世帯 に対 し 、 現行の 限度額 (100万円) に70万円 を 上乗せ。

{被災者生活再建支援法改正案に対す る 附帯決議 (概要) ]

政府 は次のj誌 に留意 し 、 運用 に 遺憾 な き を 期 す る べ き で あ る 。

1 . 被災世帯が丹滑、 速や か に 支援金の支給 を う け ら れ る よ う 、 概算払 い 制 度 の 活用 、 申 請手続 き

の領素化 を 関 る な とミ運用 上配慮す る 。 生活再建の た め の ニ ー ズ は多様であ る こ と を 考慮 し 、 弾力

的 な 運用 を 図 る よ う 努め る O

2 . 制度創設の趣 冒 と 内 容 の 周 知徹底 に 万全 を 期 す 。 業務量 の増大が見込 ま れ る 被災地方公共団体

等 に 、 適切 な 支援が行 わ れ る よ う 検討 す る 。

3 . 悶民 の 生命、 財産 を 守 る た め 、 災害時 に 防災拠点 と な る 公共施設等の耐震化 を 急 ぎ、 特 に 個 人

住宅の耐震化 に 関 す る 意識瞥発 に努め 、 普及促進 を 図 る 。

4 . 大災害が発生 し た場合、 阪神大震災での支援措置 を 参考 に 、 必要な措置 を 講 じ る 。

5 . 地方公共 団体が被災者の居住安 定 と 被災地域の復興 に かか わ る 支援制度等 を 実施す る 場合、 地

方公共団体 と の役割分担 を 踏 ま え 、 適切 な 配慮 を 行 う 0

6 . 制度充実 を 関 る た め 、 法施行後 4 年 を め ど に 制 度 の 施行状況等 を 勘 案 し 、 制度見直 し を 行 う な

ど総合的 な検討 を 加 え る 。
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j 元兵暗黒企輯部長 が5i護法成立の軌跡 を 出販
1998年 に成立 し た被災者生活再建支援法 は 、 わが国 の歴史上初 め て 、 自 然災害の被災者

に対 し て 、 公費 に よ る 支援 を 行 う 給付金制度で あ っ た 。 こ れ を 実現 さ せ た の は 、 阪神 ・ 淡

路大震災の被災地兵庫 県 を は じ め と す る 全田 自 治体の働 き か け と 多 く の 国民 の 願 い 、 そ し

て そ れ を 国政の場 に 反映 さ せ た 国会議員 ら の力 が一つ に な っ た 運動 の 結果 で あ る O

そ の成立 ま で の 運動 に 直接か か わ っ た元兵庫県企画部長、 和久克明 さ ん が2004年 1 月 、

震災か ら 支援法成立 ま での奮闘ぶ り を 書 い た 本 「風穴 を あ け ろ 「被災者生活再建支援法」

成立の軌跡Jl (兵車 ジ ャ ー ナ ル社刊 ) を 出版 し た 。

毎 呂 新 開 は2004年 1 月 18 日 付 「 ひ と J 欄で和久 さ ん の 本 を 次の よ う に 紹 介 し た 。

「個人財疎 の 形成 に 公費 は 出せ な い」 と い う 函 の 主 張 に 疑問 を 感 じ た の は 、 1995年 1 月

に 起 き た 阪神 ・ 淡路大震災の 時 だ っ た 。 必死 に薯 ら し を 再建 し よ う と す る 個 人 の 限界 を 見

て 、 新 た な 支援 シ ス テ ム の必要性 を 強 く 感 じ た 。

当 時、 兵庫県 の但潟県民局長。 出 張 に 来 て い た神戸 ・ 三宮の ホ テ ル で、震災 に 遭 っ た 。 「膨

大 な 救援物資が寄せ ら れ、 ボ ラ ン テ イ ア が駆 け つ け た 。 「困 っ た 持 は お 互 い さ ま J と い う

助 け合い の心が被災地 に 広 が っ た 。 こ れ を 軸 に し た 支援 シ ス テ ム がつ く れ な い か、 と J o

被災者支援 の住宅地震共済制度の発想、 は 、 こ こ か ら 生 ま れた 。

同 年春、 復興計画推進の 陣頭 に 立 つ 県企画部長 に 異動 し た 。 以後 3 年 間 で約150 回 も

京 し 、 国 や全国知事会 に 支援 シ ス テ ム の必要性 を 訴 え た 。 全国か ら 約2500万人 も の署名 が

集 ま っ た。

曲 折 を 経て 1998年 5 月 、 被災者生活再建支援法が成立。 被災世帯 に 最高 100万円 が支給

さ れ る こ と に 。 「 十 分 な 金額で は な い が、 国 が被災者 を 公費 で支援す る 同期 的 な 法律です。

世論の 後押 し が風穴 を 聞 け て く れ た 」 。 そ れか ら 5 年。 昨年暮 れ に は 、 住 宅再建支援制度

も 創設が決 ま っ た 。

こ う し た 一運 の動 き を 書 い た 「風穴 を あ け ろ 「被災者生活再建支援法」 成 立 の 軌跡」 を

1 月 17 日 に 出版 し た 。 震災 9 年 に ぶ つ け た 理 由 は 「 こ の 日 だ け は 、 被災地 の こ と を 考 え て

ほ し い か ら です よ 。 2500万署名 が集 ま っ た 、 あ の熱気 を 何 と し て も 風化 さ せ た く な いJ o
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i 第開館 マ ン シ ョ ン を め ぐ る 動 き

1 . 被災マ ン シ ョ ン の訴訟で最高裁判決
兵庫県 の ま と め で は 阪神 ・ 淡路大震災で172件の マ ン シ ョ ン が全半壊 し た が、 そ の う ち

4 件が建て 替 え を め ぐ っ て訴訟に発展 し た 。 そ の訴訟 も 2004年 4 月 ま で に すべ て 終 わ る 見

Jm し と な っ た 。 (表 6 参照)

最高裁 に ま で持 ち 込 ま れ た 「 グ ラ ン ドパ レ ス 高羽J (神戸市灘区、 178戸) の ケ ー ス は 、

2003年 6 月 24 日 、 最高裁が神戸地裁、 大阪高裁の 「管理組合の建て 替 え 決議 は有効」 と す

る 判 断 を 支持、 補修派住民の原告側 の 上告 を 退 け る 決定 を し た 。 マ ン シ ョ ン の建 て 替 え 決

議 の 有効性に つ い て最高裁 の 判 断が示 さ れた の は初 め て で あ る O

こ の裁判 は震災で全壊判 定 を 受 け た 伺 マ ン シ ョ ン の再建 に 関 し て 、 管理組合総会が区分

所有法 (建物 の 区分所有等 に 関す る 法律) に 基づ く 建 て 替 え を 決議 し た こ と に対 し 、 補修

に よ る 再建 を 主張す る 住民11人が 「補修で は 1 戸 あ た り 約350万 円 の負 担 で す むが、 建 て

替 え の場合 1 戸 あ た り 約2000万円 も の 負 担 に な る 」 と し て 、 決議の 無効確認 を 求め て 争 つ

て い た 。

1999年 7 月 の神戸地裁判決では 「建て替 え 決議 は 有効」 と 被告側勝訴 と な り 、 大鹿高裁

の控訴審で も 2000年 7 月 、 「多数の 区分所有者の 判 断 は合理的 な も の と し て 尊意す る の が

妥 当 」 と し て神戸地裁の 判 決 を 支持 し た 。

ま た 「宝塚第 三 コ ー ポ ラ ス J (宝塚市、 131戸 ) の ケ ー ス は 、 2004年 4 月 9 日 、 大阪高裁

の控訴審が管理組合 に よ る 建て 替 え 決議 を 有効 と し て 、 マ ン シ ョ ン の 区分所有権 を 兵産県

住宅供給公社 に そ れぞれ約540万 円 で売却す る よ う 命 じ た 一審の神戸地裁伊丹支部判 決 を

支持、 原告 2 人の控訴 を 棄却 し た 。 原 告 は 上告 し な い方針 を 示 し て い る O

同 マ ン シ ョ ン は震災で半壊 し 、 補修費 の見積 も り が総額 7 億7000万円 ( 1 戸あ た り 約590

万 円 ) と な っ た 。 こ の た め 、 震災後の 1995年 5 月 に 設立 さ れ た管理組合 は 1997年11 丹 、 区

分所有者集会で、 入岩者131人の う ち 1 14人の 賛成で建て替 え を 決議。 再建 を 同公社 に 依頼

し た 。

こ れ に 対 し 、 住民 2 名 が 「補修費 は 不 当 に 高 く 見積 も ら れ て い る 。 過分 な 費用 は かか

ら な い」 と し て 、 決議無効の確認 を 求め て 、 訴訟 を お こ し て い た 。

「 グ ラ ン ドパ レ ス 高羽 」 、 「宝塚第三 コ ー ポ ラ ス 」 と も 、 !日 区分所有法の 「建物の補修に

「過分」 の 費 用 がかか る 場合、 区分所有者 の 5 分の 4 以 上の賛成で建て 替 え を 決議で き る J

と い う 規定 を 巡 る 裁判 で あ っ た 。

「 グ ラ ン ドパ レ ス 高羽J の最高裁判決 に つ い て 、 吉 田真澄 ・ 元同志社大法学部教授 は 2003

年 6 月 25 日 付の神戸新 聞 で ' 1 日 亙分所有法で は 、 争点の 「補修費用 の過分性」 の 中 身 を 説

明 し て い な か っ た た め 、 建て替 え 、 補修双方の住民 と も 生活の本拠が何年 も 定 ま ら な い不
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(表 6 ) 訴訟に発燦 し た被 災 マ ン シ ョ ン の概要

マ ン h ン 名 グ ラ ン ド パ レ ス高羽 [ 東山 コ ー ポ一 〆 一山 1 (神戸市灘区 1 (神戸市兵庫 区)

建築年 1980年 1 1968年

戸数 178)戸 (12階建て 1 90戸 (14階建て 1 214戸 (1 1階建て)
一一一一一一ー一一一一一一一一一

被災状況 全壊 i 全壊 | 会壊
提訴年月 1 1997年 4 月 1997年10月L 

国
・ 2001年 1 月
「建て替え決議無効」
(神戸地裁)

・ 同 年 2 月 怨訴せず
判決確定

1997年10月

18人

• 1997>手10月
神戸地裁尼崎支部
が明 け渡 し の 強制執
行
• 1999年 1 月 再建
• 200l年10月 和解

判 決
支部)
・ 2004年 4 月
控訴棄却

(大阪高裁)

て
決

建
制判

月
効
む

6
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主
同

年
議

最

『υ
'
竹町、
idi--
\
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U
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(2004年 1 月 7 日 付神戸新 聞 を 参考に作成)

幸 を 被 っ た 。 改正区分所有法 は 過分性の条件 を 削 除 し た 。 解釈 を め ぐ り 、 長期 間 争 わ ず に

済 む 点 で、 は次善の 策 だ」 と コ メ ン ト し て い る O

2 . 特優賞で大量の空 き 室 が発生
阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 中 堅所得者層 向 け の復興住宅 と し て 、 兵庫県 な どが大量 に

供給 し た 準公営注宅 「特定優良賃貸住宅 (特優賃 ) J の 入居率が低下 を 続 け 、 土地所有者

への借 り 上げ科減額 を め ぐ っ て 、 訴訟 ま で発展 し て い る こ と が明 ら か に な っ た 。

特優賞 は民 間 土地所有者が共 同住宅 を 建設 す る 場合、 建設費 の 一部 を 国 や 県 ・ 市が負 担

し 、 入居者の家賃 も 一定期 間補助 し て い る O 特{憂賃 の 約 6 割 は 兵庫県住宅供結公社 な どが

一括 し て借 り 上 げる 方式で、 借 り 上 げ期 間 は20年 と し て い る O

し か し 、 民 間賃貸マ ン シ ョ ン の家賃値下げ傾向が続 く A方、 特優賃 の 家 賃 は定期 的 に 上

昇す る な どの影響 で 、 被災者の退去が相次 ぎ、 空 き 室が増加 し て い る O 県公社の場合、 146

団地3695戸の特優賞の う ち 、 約35% 、 約1300戸が空 き 室 に な っ て い る o (2003年11 月 現在)

こ の た め 、 家賃が入 ら な い場合 に公社が負担 し 、 公社の損失 と な っ て い る 額 は1998年度

の 3 龍6400万円 か ら 、 2001年震11億6600万円 、 2002年度10億4900万円 と 拡大 し た 。

こ の た め 、 県公社 で は 2001年度か ら 、 明石市、 西宮市、 宝塚市の家主 に 対 し共同住宅の

骨 り 上 げ料 を 10 - 1 5 % 減額す る こ と を 要請 し て い る O

し か し 、 条件交渉が難航 し て 、 減額 に応 じ な か っ た 4 人 を 神戸地裁 に提訴 し た。 公社で

は 「家賃 は 近 隣 と の均衡 を 関 る と い う 制度 に 沿 っ た 対応で、 {昔 り 上 げ科が市価 よ り 割高 に

な っ た た め値下 げ を 要請 し た 。 経営責任 は オ ー ナ ー に あ る 」 と し て い る が、 オ ー ナ ー 側 は

「公社 の 政策失致の つ け を 一方 的 に 押 し付 け る も の O 復興 に協力 し た の に 、 公社の対応 は

不誠実」 と 反論 し て い る o (注)

(注) 神戸新聞2003年12月 2 日 ・ 2004年 1 月 5 日 付、 毎 日 新聞2004年 1 月 20 日 付
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1:需品-f筋の カ ル ヂ J 2003年度版
鳴 海邦頭 ・ 大i坂大学大学院工学研究科教授 を 中心 と す る 研究 グル ー プ は 震 災直後か ら 、

被災地 の 街の復興状況 を 定点観測 な ど に よ っ て調査研究 し 、 そ の レ ポ ー ト を 1996年度か ら

毎年 l 回 「倍の復興 カ ル テ J (財問法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会刊 ) と し て 発表 し て き た 。

第 8 巻 目 と な る 2003年度版で は 、 こ れ ま で行 っ て き た復興状況の復興調査 を 継続す る と と

も に 、 各研究 グ ル ー プが注 E す る 観点 か ら 、 独 白 の一調査を 実施 し た 。

そ の な かか ら 、 三 '宮 中 央地 区 に お け る 都心部全体の マ ン シ ョ ン 立地動向 の レ ポ ー ト (一

部省略) と 灘ぽ南東地匿の住宅再建実態調査の レ ポ ー ト ( 同 ) を 紹介す る O

1 . 三宮中央地援 の マ ン シ ョ ン 立地動向 州地域問題研究所 山本 俊 貞

都心地域 に お け る 震災後住宅建設動 向 を 類推す る た め に 、 国勢調査か ら 震 災前の謂査年

(1990年) と 直近調査年 (2000年) の 世帯数の増 減 を み る と 、 都'L'全体 と し て は 1990年の

2 万5670世帯か ら 2000年 の 2 万8121 世帯へ、 2451世帯 ・ 9 . 5 % の増加 を みせ て い る な かで、

増加率 ・ 実数 と も に大 き く 伸 びて い る 町了が集積 し て い る 地区 と し て 、 三 ノ 宮駅北東部の

一 宮 町周辺、 磯上地 |ざ の 東部、 花隈町周辺、 元町 ・ 栄 町 の 中 部 な どがあ げ ら れ る O

一方、 減少の大 き い地 区 は 、 北野、 三宮北や三宮町、 神戸駅の西北部 な ど で あ る O

最新の ぞ ン リ ン住宅地図 (2003年版= 2002年調査) で認め ら れ る 集合住 宅 の う ち 震災直 前

(1995年発行版) に は な か っ た も の を 抽 出 し 、 そ れ ら の入居年次 を 途 中 各 年 の住宅地 図 か

ら 類推 し た 。

こ の調査の結果か ら 、

O 都心地域で震災後 に 供給 さ れた 集合住 宅 は 301棟、 6793戸が確認 さ れ、 こ の う ち 概 ね

8 割 (244棟、 5228戸 ) は震災後 4 年以内 に建設 ・ 入居 さ れて い る

O 震災後 に建設 さ れた 集令住宅戸数が従前居住世帯数 に対 し て大 き い率 を 占 め る 地 区 は 、

概ね世帯数大幅増加地区 と 一致す る O た だ し 、 三宮北 に 限 っ て は建設戸数が多 い に も

か か わ ら ず、 世帯数が大 き く 減少 し て い る

O 用 途複合、 い わ ゆ る ゲ タ パ キ住宅の 率 は 、 全体平均 で は45% で あ る が、 諏訪 山 の 10%

か ら 神戸駅 ・ 大倉山 、 三宮北、 元 町 ・ 栄町、 磯 仁 な どの60�70% ま で地 誌 に よ っ

カfあ る

O 階数 に つ い て も 平均 は 7 摺 と な っ て い る が、 こ れ も 諏訪 山 の 4 . 5階か ら 磯上の 1 1 . 3階

ま で、 地 [互 に よ っ て 異 な る 、

と い っ た よ う な こ と が読み取れる O

( ま と め )

以上 の こ と か ら 、 震災後の都心部 に お け る 集合住宅の建設動向 は 次の よ う に ま と め ら れ
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る O

① 都心地域 に お い て 、 震災後 4 年 間程度で約250棟、 5000戸以上の 集合住宅が急速 に供

給 さ れ、 以後の供給量 は低減 し た 。

② 供給地 区 は 、 三宮セ ン タ ー街や i日間留 地 、 元町 ・ 栄町、 生 田神社周辺 と い っ た都心中

核部 を 除い て ほ ほ全域 に 分布 し て い る O

③ 二宮町周辺、 磯上地 区 、 花隈町周辺、 元町 ・ 栄町の 中 部 な ど、 供給量 の 多 い 地 fR で は

当 然 、 震災後 の 世帯数 も 大 き く 増加 し て い る が、 三宮北 に 限 っ て は 震 災前か ら 小規模

な 中低層 の 集合住宅が多 く 、 震災時の建物全半壊率 も 高 か っ た こ と か ら 、 事rr規の供給

以上 に 滅失 が多 か っ た 結果、 世帯数は 減少 し て い る 。

④ 集合住宅の建設動 向 を 左右す る 要因 と し て は 、 供給量 の 少 な い 地 区 で は も と も と 戸建

て住宅が多 く 比較的宅地規模の小 さ い 地 区 で あ る こ と か ら み て 、 と り わ け復興初期段

階 に お い て は 、 各 々 の 地 区 が も っ住宅地 と し て の既存の ポ テ ン シ ャ ル以上 に 、 集合住

宅の建設が可 能 な ま と ま っ た低未利用地が存在 し た か ど う かが大 き か っ た と い え る 。

⑤ 建物 の 階数や他用 途 と の 複合状況 は 、 地 区特性 に 応 じ て 惹がで て お り 、 平常時で は な

い震災復興時間有の 問題点 は み い だせ な い 。 た だ、 他用 途の複合 に つ い て は 、 都心中

核部で は 6 - 7 割 の集合住宅がい わ ゆ る ゲ タ パ キ で、 あ る が、 言葉 を 換 え れば 3 - 4 割

が 1 階か ら 住宅用途 も し く は そ れ に付随す る 駐車場等 に使 わ れ て お り 、 都心部の賑わ

い を 分断す る 大 き な 要素 と な っ て し ま っ て い る こ と は 問題で あ る O

2 . 灘区酪東地匿の住宅再建実態調査

( 1 ) 調査の 習 的 と 方法

神戸 大学発達科学部人間環境科予科教授 平山 洋介

神戸大学大学院総合人間科学研究科修士課程 森 聖太

住宅再建実態調査 は震災発生直後か ら 2000年 1 月 ま で定期 的 に継続 し て き た も の で あ り 、

そ の結果は 「街の復興 カ ル テ J 1999年度版 ま で に報告 し て い る 。 こ れ ま で の調査か ら 明 ら

か に な っ た 点 と し て 、 ①半数 を 超 え る 敷地 に お い て建物が全半壊の被害 を 受 け て お り 、 震

災の被害が甚大であ っ た こ と 、 ②震災の被害は市街地 に均等 に 現 れ る の で は な く 、 従前 に

長屋、 木造共 同 、 一戸建であ っ た敷地や 、 狭小敷地、 装道不良敷地 に お い て と く に 強 か っ

た こ と 、 直 住宅 再建は 震災後 2 年 目 が経過 し た 時点 で す で に停滞 し て お り 、 5 年 日 に は ほ

ぼ終了 し て い た こ と 、 ④駐車場の増加 と 空地の 回定化がみ と め ら れ る こ と 、 ⑤震災後の住

宅ス ト ッ ク の構成 は震災前 と は 大 き く 異 な り 、 長屋 ・ 非木造共同 が激減 し 、 替 わ っ て非木

造共同住宅が増加 し た こ と 、 な どが挙げ ら れ る O

今年度 は こ の 調斎 を 約 3 年 9 カ 月 ぶ り に 実施 し て い る O 震災後の住宅再建が終了 し て 以

来 、 長 い 年 月 が経過 し た 。 今 日 の市街地空間 の変容 を 震災 の み に 根拠付 け て 説明す る 時期

は も は や終わ っ て い る と み ら れ る O 今 回 の 調査の 目 的 は 、 住宅再建の進行の最新状況 を 把
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握す る と と も に 、 そ こ か ら 何 ら かの新 し い動向 が現れて い る の か ど う か を 探る こ と に あ る O

調査対象の 瀧 区 南 東地 区 は 、 南北 を ]R 線 と 国 道43号線、 東西 を 石屋J l I 、 都 賀 J I I の イ ン

フ ラ で 囲 ま れ た 77 . 7ha の エ リ ア で あ る O 六 甲 道駅帯側 の都市計画 区 域 は住 宅再建の 条件

が原理的 に 異 な る た め調査対象か ら 除外 し て い る O こ の地 区 は住宅の被害が と く に 甚大で、

あ っ た エ リ ア と し て位置づけ ら れる O

全壊戸数がス ト ッ ク 総戸 数 に 占 め る 比率 は 、 神戸市市街地で23 . 5 % 、 灘 区市街地で26 . 6%

で あ る の に対 し 、 灘 区南東地区 で は40 . 6 % に 及 び、 住宅被害が き わ め て大 き く な っ て い る O

2000年 1 月 ま で に 行 っ て き た調査は 、 対象地区 の変容実態 を 敷地単位で 日 視 に よ っ て追

跡的 に把握す る も の であ っ た 。 ① ま ず、 地震直後の 1995年 l 月 末 に建築物 の被害状況 を 捉

え た 。 ② こ れ に 続い て 、 そ の後の敷地の 変化 を 定期 的 に 観察 し て き た 直従前建築の解体 ・

修繕等の 状況、 新築 さ れ る 建築 の 用 途 ・ 建て方 ・ 構造 ・ 階数等が主 な観察項 目 で あ る O ③ 

敷地の基礎 的 な 属 性 を 明 ら か に す る た め に 、 従前建築の 用 途 ・ 建て方 ・ 構造等の把握、 敷

地面積 と 接道状況の計測 を 行 っ て い る 。 今回 は②の作業 を 実施 し 、 2003年10 月 時点 に お け

る 敷地の状況、 新規建築物の属性 を 観察 し た 。

こ こ で は 原則 的 に 、 I 棟の 建築物があ る 範囲 を 1 敷地 と し て い る O 複数の棟が存在す る

場合であ っ て も 、 母震 と 付属慮、 按数棟の共 同住宅敷地 な ど、 明 ら か に 同 Aの敷地 と 判 断

さ れ る 場合 に お い て は こ の 限 り で は な い 。 敷地境界、 敷地面積、 接道状況等 は 、 厳密 に は

同定資産税台帳 を も と に計測すべ き で あ る が、 資料入手の 困難性、 作業量の 問題な どか ら 、

2500分の 1 の 地形図、 住宅地 開 を 用 い て計測 し 、 現地踏査 に よ っ て こ れ を 補正 し て い る O

( 2 ) 住宅被害の実態

ま ず震災 に よ る 被害の状況 を 確認 し て お く O 灘 区南東地 区 に お け る 敷地 数 は 3829で あ る O

従前の 建築類型で は住宅系が大半 を 占 め て い る O 一戸建て52 . 4 % を 初め と し て 、 非木造共

同 が9 . 5 % 、 木造共 同 が6 . 7% 、 長屋が3 . 8% と 、 専用住宅が全体の72 . 4 % を 占 め る O 併用

住宅 は 10 . 7 % で あ る O

専用 ・ 併用住宅の合計で 8 割 を 上 回 る O 敷地面積で は 、 60m2未満が38 . 5 % 、 80m2未満が

56 . 5% で あ り 、 狭小 な 敷地 の比率が高 い 。 接道状況 で は 、 接面道路幅員 が 4 m 未満 の接道

不 良敷地が26 . 2 % を 占 め て い る O こ の 地 区 は 一戸建住宅 を 中心 と し て 、 多 様 な類型が混在

す る 住宅系 の市街地 を 形成 し 、 敷地の 狭小性、 接道不良等 の 問 題 を 有 し て い る と い え る O

震災 に よ る 被害状況は甚大であ り 、 全敷地 に お け る 全半壊率 は 57 . 6% に 達す る O 被害の程

度 は そ の 敷地の状況に よ っ て大 き な 荒があ る O 全半壊率 は 、 従前建築類型で は 、 長屋、 木

造共同 に お い て80 . 7% 、 89 . 8% と と く に大 き く 、 一戸建 に お い て も 65 . 7% に 達 し て い る O

敷地面積 で は 、 150m2以上で は 全半壊率 は 37 . 0 % で あ る の に対 し 、 40� 60m2で、 は 64 . 2% 、

40m2未満 で は 71 . 4 % と 高 く 、 小 さ な 敷地 ほ ど大 き な 被害 を 受 け て い た 。 接道状況 で は 4 m

未満 の敷地 に お い て被害が大 き く 、 全半壊率 は67 . 9% を 示 し て い る O 従前建築が木造 共 同 、
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長屋、 一戸建で あ っ た敷地、 あ る い は狭小、 接選不 良 な どの 問題があ る 敷地 に お い て 、 被

害がよ り 深刻 で あ っ た こ と がわ か る O 長屋 ・ 木造共 同住宅 は 建築年次が吉 く 、 老朽化 し た

も の が多か っ た こ と が全半壊率 を 高 め た 一 因 で あ る O

(3) 住宅再建の進捗状況

こ こ か ら は 、 2003年10 月 に 行 っ た調査の結果 を 紹介 し な が ら 、 住宅再建の 現在の進捗状

況 を 把握す る o 1995年 7 月 時 点 で は 全体の46 . 9 % に 及ぶ1795の敷地が 「解体後放置」 で あ

り 、 市街地がい わ ば “原 っ ぱ " 化 し て い た 。 「解体後恒久建築J は1995年 7 月 の l . 1 % か ら 、

1996年 1 月 13 . 2 % 、 1996年 7 月 25 . 0% 、 1997年 I 月 32 . 3% と 堅調 に増加 し 、 住宅再建が進

行 し て き た 。

し か し 、 こ れ以降で は 住宅再建の速度 は低 下 し た 。 2003年10月 の調査結果 に よ れば、 「解

体後恒久建築」 は44 . 7 % で、 2000年 l 月 に比べて2 . 7% し か伸 びて い な い 。

2003年10月 ま で に 、 金敷地 の 60 . 2 % に お い て 、 建築物 の 解体が行 わ れ た 。 「解体後恒久

建築」 は着実 に 増加 し て き た が、 震災後 2 年 目 の 1997年 l 月 以降 は そ の 割合の伸 びが停滞

し て い る 。 1995年 7 月 か ら 1997年 1 月 ま での 一年半で、 「解体後恒久建築」 は 2 . 3% か ら 56 . 5%

に ま で増加 し た が、 2000年 1 月 時点で は7l . 9 % と 、 3 年 間 で15 . 4 % し か伸 びず、 さ ら に 2003

年10月 ま で の 3 年 9 カ 月 間 で の 増 加 は 3 . 0 % と ほ ぼ変化がな か っ た 。 現在 に お い て も 25 %

を 超 え る 敷地 は但久建築 の 再建 に 至 っ て お ら ず、 9 . 6 % の 土 地 は 依然 と し て 放置 さ れ た ま

ま で あ る O

こ れ ま で に報告 し て き た よ う に 、 被災地の住宅再建は震災後 2 年の 聞 に 進行 し 、 そ の後

は停滞 し た 状況 に あ る O 今回 の調査で は そ の停滞の度合い は さ ら に 強 ま り 、 住宅再建は ほ

ぼ完全に 終了 し た こ と が改 め て確認 さ れ た 。

こ れ ま で、 住宅再建の進行状況 は そ の敷地属牲 に よ っ て 格差があ り 、 長屋、 木造共 同 、

あ る い は狭小、 接道不良の敷地 に お い て遅れがみ ら れ る こ と を 明 ら か に し て き た。 2003年

10月 時点で も そ の傾向 に 呂 立 っ た 変化 は な い 。 と く に 狭小敷地、 接道不良 の 敷地で は そ の

比率 は ほ と ん ど変化 し て お ら ず、 再建が進捗 し て い な い 。 こ れ ら の敷地 は 今後 も 建物が建

築 さ れず空地の ま ま 残存す る 可能性が高い と み ら れ る O

住宅再建の過程 に お い て 、 敷地 は接合、 分割が行 わ れ、 そ の境界線 に は変化がみ ら れた 。

全体で は 72 . 4 % の 敷地 で そ の境界線に は変化がみ ら れ な か っ た が、 2l . 3 % で は 敷地 の接合

が行わ れ た 。 従前 に 長屋、 木造共 同 の建築が建 っ て い た敷地、 40m2未満の狭小敷地 に お い

て 、 接合 さ れ た 比率が40 . 0% 、 36 . 5% 、 35 . 6 % と 高 か っ た 。 再建の 困 難 な 敷地の接合が進

ん だ こ と がわ か る O

( 4 ) 住宅ス ト ッ ク の変容

震災か ら の生宅再建の プ ロ セ ス は被災市街地の住宅ス ト ッ ク の構成 に 変化 を 与 え て き た。
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新 し く 建築 さ れ た 住宅ス ト ッ ク は震災前 の そ れ と は 大 き く 異 な っ て い る O

2003年10月 時点 に お け る そ の 内容 を 把握す る た め に 、 こ の 時点 ま で に解体 さ れた建築、

完工 さ れた 建築 を 、 「解体建築」 、 「新規建築」 と 定義 し 、 そ れぞれの特性 を 比較す る 。 解

体建築 は2253棟、 新規建築 は 1575棟で あ っ た 。 新規建築の棟数は解体建築の 69 . 9% に と ど

ま っ て い る O

そ の建築類型 は解体建築 と 新規建築 で は大 き く 異 な る 。 長屋、 木造共 伺 は大 き く 減少 し

た 。 解体建築 で は そ れぞれ120棟、 231掠だ、 っ た の が、 新規建築で は 各 6 棟で あ る O 解体建

に 対 す る 新規建築 の 割合は そ れぞ、れ5 . 0 % 、 2 . 6 % であ り 、 そ の類型 そ の も の が泊減へ 向

か っ て い る こ と がわ か る 。

こ れ に対 し て 、 非木造共同 は著 し く 増加 し た 。 解体建築で は88棟であ っ た の が、 新規建

築 で は そ の244 . 3 % に相 当 す る 215棟 に な っ た 。

住宅の総戸 数 を 比較す る と 、 解体建築の4465戸 に 対 し て新規建築 は4273戸 で あ り 、 解体

建築 に対す る 新規建築の比率は95 . 7% と な っ て い る 。 戸数の面で は市街地の住宅は震災以

前の状態 に近づい て き た こ と が指摘で き る 。

上記の よ う に 、 棟数ベース で は こ の比率が 7 割 に到達 し て い な か っ た 。 住宅総戸数の 回

復 は 、 一一棟当 た り の住戸数 の 多 い 非木造共 同住宅の増加 に よ っ て も た ら さ れて い る O 住宅

ス ト ッ ク 構成 の変化の特性 は 、 棟数ベース で観察す る よ り も 顕著 に現れて い る 。

長屋、 木造共 同 の戸数は解体建築で は491戸、 1076戸で あ っ た の に対 し 、 新規建築 で は 12

戸 、 22戸 に ま で激減 し て い る O 長屋 と 木造共 同 は解体建築 に お い て は合 わ せ て35 . 1 % を 占

め て お り 、 震災前 に は 主要 な ス ト ッ ク を 構成 し て い た 。 し か し新規建築 で は わずか0 . 8%

であ り 、 ほ ぼ皆無で あ る 。

非木造共 同 は解体建築 の 986戸 に対 し て 、 2743戸 と 大幅 に 増加 し た 。 住宅総戸数 に 占 め

る 非木造共 同 の割 合 は 、 解体建築で は22 . 1 % で あ っ た が、 新規建築 で は 64 . 2% と き わ め て

大 き く 、 市能地の住宅の ほ ぼ 3 戸 に 2 戸が非木造共 同 の住宅であ る こ と がわ か る O

棟数ベ ー ス でみ る と 、 従前 に 一戸建があ っ た敷地 に は そ の87 . 4 % に お い て 再び一戸建が

建て ら れて い る O し か し 、 長屋、 木造共同 が建 っ て い た 敷地 に 長屋、 木造共 同 が再建 さ れ

る ケ ー ス は皆無 に 近 く 、 一戸建 に転換 し た比率が65 . 5% 、 64 . 8 % 、 非木造 共同への転換が

31 . 0 % 、 22 . 6 % と な っ て い る O 建築額型の移行が進 ん だ、 こ と がわ か る 。

非木造 共 同 があ っ た敷地で は 、 現在で は一戸建36 . 1 % 、 非木造共同36 . 1 % と な っ て い る O

非木造共同が存在 し た敷地 は 、 必ず非木造 共 河 が再建 さ れ る と は 限 ら ず、 非木造共 同 の 増

加傾向 は 、 他の建築類型か ら の移行 に よ っ て促進 さ れて い る と い え る O 一戸建で あ っ た 敷

地の41 . 2% 、 長屋 、 木造共 同 の 80 . 2 % 、 68 . 5 % で は 、 非木造共同住宅が建築 さ れた 。 戸 数

ベ ー ス でみ る と 、 棟数ベ ー ス に比べ て 非木造共 同 の 割合が全体的 に増加 し た こ と がわ か る 。

震災前後 に お い て 、 1 戸建は7主要 な住宅ス ト ッ ク を 構成 し て い る O こ れ ま で と 同 じ く 、

2 階建 の 減少 と 3 階建の増加がみ と め ら れ、 一戸建住宅が 3 階建化 し て い る 傾向が確認 さ
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れ た 。 2 階建以 下 が解体建 築 で は 1177戸 で あ っ た の に対 し 、 新規建築 で は622戸 に ま で減

少 し た 。 一方、 3 賠建 は解体建築で は35戸 と 少 な か っ た が、 新規建築 で は 507戸 と 、 新規

建築の 一戸建全体の44 . 9% を 占 め る ま で に増加 し た 。

非木造共 再住宅 は 、 震災後 に 激増 し た ス ト ッ ク で あ る O 階数でみ る と 、 2 階建 と 5 階~

9 階建の 非木造共 同住宅が と く に大 き く 増加 し て い る o 2 階建以下、 5 � 9 階建は解体建

築 で は そ れぞれ10棟 ( 11 . 1 % ) 、 16棟 08 . 2 % ) で あ る の に対 し 、 新規建築で は48棟 (22 . 4 % ) 、

66f東 (30 . 8% ) と な っ て い る 。 2 階建の増加 は 「ハ イ ツ 型」 の 共 同住 宅 の 普及 を 反映 し て

い る O 戸数で は 、 21戸以上の 建築物 の増加が特徴 的 で あ る 。

解体建築で、 は21戸 以 上 の 非木造共同住宅の棟数は 7 棟 (8 . 0% ) で あ っ た の が、 新規建

築 で は37棟 07 . 3% ) へ と 伸 びて い る O エ リ ア 全体で、の住宅総戸数の震災以前の水準への

接 近 は 、 こ う し た 震災以前 に 比べ て 規模 の大 き い非木造共 同住宅の増加 に よ る 部分が大 き

い 。 非木造 共 同 住宅が激増 し 、 な かで も 大規模 な も の の増加が顕著であ っ た こ と がわ か る 。

(5) 結論

こ こ ま で、 地震発生か ら 9 年が経 と う と し て い る 被災市街地の住宅再建 の 実態 を 観察 し

て き た。 震災後 5 年 目 以降 に お け る 再建実態の 変化 は 微小 で あ り 、 過去 に 明 ら か に し て き

た 、 長屋、 木造共同住宅の減少、 非木造共同住宅の増如 、 駐車場の増加、 空 地 の 固 定化、

戸建住宅の 3 階建化 な どの傾 向 に特筆すべ き 変化 は 見 ら れ な か っ た 。 被災市街地 に お け る

住宅の再建 は 、 震災後 2 年 目 ま で に 大部分が進捗 し 、 そ の後 5 年 目 の 時 点 で ほ ぼ完了 し て

い た 。

こ の こ と か ら 指摘で き る こ と があ る と す れば、 そ れ は 、 被災地 を被災地 と し て の 文脈の

み か ら 捉 え る 視点 の 限界であ ろ う 。 近年 に お け る 被災市街地の 空 間変容は 、 震災復興の プ

ロ セ ス と の 関連の 中 で の み捉 え る の で は な く 、 震災前か ら 緩や か に継続 し て い た 変化、 あ

る い は新 し い 変化 と の 関連 の 中 で観察す る 必要があ る と 思 わ れ る O そ し て 、 こ れ ま で に指

摘 し て き た 市街地空間 の 変容は 、 今後 も 漸進 的 に 続い て い く 可能性が推測 さ れ る 。 一方 に

お い て 、 震災の被害は甚大で あ っ た 。 市街地 空 関 が震災 を 契機 に 大 き く 変容 し た こ と は事

実 で あ る O し か し 他方 で は 、 実際の市街地空 間 の更新 は震災 と の 関係 の 中 だ け で 進 む の で

は な く 、 1) ア ル タ イ ム な社会 ・ 経済の動向 の影響 を 受 け ざる を え な い 。 被災地の実態 を 観

察す る に 際 し て は 、 観点 を 技術 的 に 複眼化す る 必要があ る O
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i 第六館 神戸市の 「復興の鱗 @ 検証」 報告書
神戸市の復興 ・ 活性化推進懇話会 (康長= 亮天義久 ・ 神戸大名 誉教授) は 2004年 l 月 、

1995年 6 月 に 策定 し た神戸市復興計画が2004年度 に 最終年度 を 迎 え る に あ た り 、 震災 5 年

日 ま で の復興過程 を 振 り 返 っ た 2000年の 「援興の 総括 ・ 検証」 に 続 き 、 10年 自 の2005年 に

向 け た 「復興の 総括 ・ 検証」 最終報告書 を ま と め た 。

住宅 に 関 し て は 、 こ れか ら の取 り 組み (方向性) と し て 、 「マ ン シ ョ ン 管理 に 対す る 総

合的支援」 、 「市営住宅 ス ト ッ ク の 再編 ・ 改善 と 新 た な 運営」 、 「安全 な す ま い の確保の た め

の住宅耐震化支援J な どが示 さ れた 。

最終報告書 を も と に 、 懇話会は2004年 1 月 13 日 、 矢 田 立部市長 に 4 分野33項 目 の提 言 を

し た 。 こ れ を 受 け て 、 矢 田 市長 は 、 提言内 容 を 復興の総仕上 げ に 反映 さ せ、 復興計画 に 代

わ る 新 た な 「 中 期 ビ ジ ョ ン」 を 策定す る 方針 を 明 ら か に し た 。

最終報告書の な かで、 分野別検証の住宅 に 関 わ る 検証 ( 第 3 章) の 内 容 は 以下 の 通 り で

あ る O

第 3 章 す ま い ・ ま ち づ く り 分野 (抜粋)
第 1 節 護興 ま ち づ く り の中 に み る 知恵

2 .  r神戸の今」 と そ の分析 (評価)

0様々 な 手法 を 駆使 し て住宅の早期大量供給が行 わ れ た 。

公的住宅 に つ い て は 、 早期大量供給が図 ら れた が、 特 に応急仮設住宅岩住者 に 高齢者、

低所得者が多か っ た こ と も あ り 、 公営住宅等 に つ い て は 、 供給戸数の見直 し ( 1 万4000戸

→ 2 万戸) が行 わ れ、 市街地立地 を 進め る た め に 民 間住宅借上や公匝住宅借上等の借上方

式が導入 さ れる な ど様々 な 手法 を 駆使 し て供給が行 わ れ た 。 公営住 宅 に 編 重 し て い る の で

は な い か と の 批判 も 一部 で は あ っ た が、 低所得の被災者の住宅の確保、 応急仮設住宅の解

消等 に 果 た し た役割 は 大 き い 。

ま た 、 民間住宅の再建 につ い て は 、 災害復興融資や基金 に よ る 利子補給等の 資金面 の 支

援、 復興住 宅 メ ッ セ に よ る 情報提供の ほ か規制緩和 に よ る 支援等が行 わ れ て き た 。 さ ら に 、

民 間賃貸住宅居住者への家賃助成 も 行 わ れ て き た 。

0専 門家派遣、 補助制度等様 々 な 支援策 を 組み合わせ、 マ ン シ ョ ン 再建、 共 同 ・ 協調建替

が進め ら れた 。

被災 に よ る 分譲マ ン シ ョ ン の再建は 、 従来の ほ分所有法で は想定 さ れて お ら ず、 合意形

成 や 再建資金の調達等 の 悶 難 な 課題 に 直面 し た 。 そ の よ う な 状況の 中 で 、 専 門 家派遣や 優

良建築物等整備事業等の補助や低利融資、 復興基金 に よ る 利子補給等の 支援 策 を 総合 的 に

活用 し 、 マ ン シ ョ ン 再建が進め ら れた 。 2003年11 月 末現在で47地区3404戸が再建 し て い る 。

396 第三章 - 1主宅



こ れ を 契機 に 「区分所有法」 の改正や 「マ ン シ ョ ン 建 て 替 え 円滑化法」 、 「 マ ン シ ョ ン 管理

適正化法J の 施行等 に つ な がっ て い っ た。 ま た 、 こ れ ら を 通 じ 、 平時の マ ン シ ョ ン 管理の

大切 さ が再認識 さ れ た と こ ろ で あ る O

共 同 ・ 協調建替 に つ い て も 、 合意形成 の た め の専 門家派遣、 補助制度、 低利融資、 利子

補給等 の 支援策 を 総合的 に 活用 し 進 め ら れ た 。 2003年1 1 月 末現在、 1 1 3 地 区4870戸îiJI建て

替 え ら れて い る O 震災復興の 共 同 ・ 協調建替 で は 、 未接道宅地や狭小宅地等 に よ り 個別再

建で き な い と い う や む を 得 な い事情か ら 出発 し て い る も の も 多 く あ り 、 平 時 の 場合 と は 若

干事情が異 な る も の の 、 今後の密集市街地 に お け る 建替問題 に 対 し て参考 と な る も の で あ

る O

3 . こ れ か ら の取 り 組み (方向性)

0マ ン シ ョ ン 管理 に 対す る 総合的支援

震災 に よ り 、 マ ン シ ョ ン 管理の大切 さ が認識 さ れた と こ ろ であ る O ま た 、 増 加す る 分譲

マ ン シ ョ ン の な か に は 、 管理意識の 欠如 や 専 門 的 知識不足、 合意形成 の 難 し さ か ら 十分 な

対応がで き て い な い管理組合 も あ る O 不良住宅ス ト ッ ク と な ら な い よ う 、 情報発信や桔談

体制 の 充実 、 ア ドバ イ ザ一 派遣等総合的 な 支援 を 進 め て い く 必要があ る O

0協同居住の推進

コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ に つ い て は 、 居住ス タ イ ル の 主流 と な る も の で は な い が、 協 同

の ス ペ ー ス を 持 ち 、 助 け 合い な が ら 暮 ら し て い く す ま い方 は 、 ひ と つ の ス タ イ ル と し て定

る よ う 支援 し て い く 必要があ る O そ の際、 完全な コ レ ク テ イ ブの み で は な く 、 集会所

を 用 い て コ レ ク テ イ ブ的 に使用 す る と い っ た 緩 や か な 協 同居生形態 も 考 え て い く 必要があ

る O

第 2 範 安心 し て暮 ら せ る す ま い ・ 地域

2 .  r神戸の今」 と そ の 分析 (評価)

0す ま い か ら ま ち へ と 視野 を 広 げ た住宅施策が展 開 さ れて い る O

震災の教訓i や大 き く 変化す る 社会経済情勢 を 暗 ま え 、 市で は2001年 4 月 に 「神戸市住宅

基本計画 (2001 � 201O) J が策定 さ れて い る O 個 々 の住宅 ・ く ら し が ま ち を つ く る と い う 「す

ま い か ら 始 め る ま ち づ く り 」 の 考 え 方 の も と 、 住宅政策が展 開 さ れて い る O

そ の計画 に 基づ き 、 す ま い に 関 す る 様々 な ニ ー ズ に ワ ン ス ト ッ プで応 え る す ま い の総合

拠点 と し て 「神戸市す ま い の安心支援セ ン タ ー (す ま い る ネ ッ ト ) J が開設 さ れて い る O

一般栢談、 専 門相談、 専 門 家派遣 と い っ た 3 段階の相談業務、 物件情報提供や設計事務

所、 建設業者 の 選定支援 シ ス テ ム 等の情報提供業務、 セ ミ ナ 一等の普 及啓発業務が行わ れ

て い る o 1 日 当 た り の 来訪者は平均 で100人 を 超 え て い る O

ま た 、 震災後の大量供給 に よ り 、 市営住宅ス ト ッ ク は 4 万戸 か ら 5 万5000戸 (全市世帯
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数の約 9 % ) へ と 急増 し た 。 そ の 市営住宅ス ト ッ ク を 適正 に 維持管理 し て い く た め に 、 市

で は 「市営住宅マ ネ ジ メ ン ト 計画J が策定 さ れて お り 、 こ れ に 基づ き 、 市営住宅の再編、

改善が進め ら れて い る 。

0既存住宅の耐震簡易診断、 耐震改修 は 進 ん で い な い 。

被害 を 受 け た建物の再建 も 進み 、 謝震性の高い建物 が増 え て い る O 例 え ば、 免震構造 に

よ る 建物 は約30棟で き て い る O

一方、 既存の住宅で は 、 耐一震性向上 を 目 指 し 、 2000年度 よ り 耐震簡易診断が実施 さ れて

い る 。 2003年10月 末 ま での 申込み の 累計は マ ン シ ョ ン で224件 1 万4244戸、 戸建住宅で674

戸 で あ り 、 対象戸 数 に 対 し て 、 マ ン シ ョ ン で は約35 % 、 戸建住 宅 で は 約 1 % で あ る O 耐震

簡易診断、 耐震改修 と も に 進 ん でい る と は い い がた い状況 に あ る O

3 鴎 こ れ か ら の取 り 組み (方向性)

0多様化 ・ 高度化す る す ま い に対す る ニ ー ズへの対応

住宅地 と し て の神戸の 強 み を 生か し て い く た め に は 、 総合的 な 住宅情報発信、 居住サ ー

ピス の提供 を 行 っ て い く 必要があ る O 「す ま い る ネ ッ ト 」 で、行 っ て い る 相談 、 情報発信、

普及啓発業務 に つ い て 、 さ ら な る 拡 充 を 図 っ て い く 必要があ る O

多様な ニ ー ズ の な かで 、 例 え ば、 郊外の 高齢者の都心への住み替 え ニ ー ズ と 、 子育て期

の若年世帯の 郊外への住み替え ニ ー ズ を つ な ぐ よ う な 新 た な 住 み 替 え シ ス テ ム を検討す る

必要があ る O

0市営住宅ス ト ッ ク の再編 ・ 改善 と 新 た な 運営

「市営住宅マ ネ ジ メ ン ト 計画」 に 基づ き 、 着実 に住み替 え あ っ せ ん 、 建替、 改善 を 推進

し て い く 必要があ る 。 既存ス ト ッ ク の改修 に よ る 障害者向住宅の確保 や 、 グ ル ー プ ホ ー ム

化等の福祉的活用 も 重要で あ る 。 ま た 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成への支援、 き め細 か な募集等 ソ

フ ト 商 に お け る マ ネ ー ジ メ ン ト も 進め て い く 必要があ る O

0安全 な す ま い の確保

安全 な す ま い ・ ま ち づ く り に は 住 宅 の 耐震 化 は 不 可 欠 で あ る O 特 に 震災 で被害の 大 き

か っ た新耐震基準施行 (1981年) 以前の住宅への対応が重要 な 課題で あ る O 住宅は 災害時

に は市 民 の 生命 ・ 財産 を 守 る 基盤 と な る こ と が不可欠で あ り 、 リ フ ォ ー ム 時 の 耐震改修の

惇発、 ア ドバ イ ザ ー 派遣 に よ る き め 細 か な 情報発信 の ほ か、 耐震改修支援等一歩踏み込ん

だ叡 り 組みが必要 で あ る 。
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は じ め に

兵庫県 、 神戸 市 と も 2003年度 を 「復興 ラ ス ト ス パ ー ト の年」 と し て多様 な 福祉対策 に 取

り 総ん だ。 高齢者 ケ ア や ま ち づ く り な ど長期化す る 課題 に も 、 市民 ・ 大学 ・ 企業 と の 「協

働」 を 基本 に 施策 を 展 開 し た 。

新 し い 市 民社会 を 構築す る 特定非営利活動促進法 'NPO 法」 も 2003年 12 月 で丸 5 年 を

迎 え た。 自 治体が こ ぞ、っ て 'NPO と の協働J を 打 ち 出 す な か、 多 く の 課題 を かか え な が

ら も 、 行政か ら の事業委託 は増加の傾向 を みせ は じ め た。

高齢者の コ ミ ュ ニ テ ィ 離 れや孤独死が多発す る 復興住宅 に 、 県、 市 と も 本格 的 な 調 査 を

実施、 引 き 続 き マ ン パ ワ ー に よ る 見守 り 施策 を 強力 に 押 し 進 め た 。

障害者への福祉施策 に つ い て は 、 支援費制度の行 き づ ま り や 閣 の補助 金 の削減な ど深刻

な 問題 を か か え 込 ん だ。 す べ て の 国民の 基本的 な 生活支援 を 「包括的 な サ ポ ー ト シ ス テ ム 」

へ と 将来的 に 包合 ・ 統一 し よ う と す る 動 き を みせ は じ め た 。 理念は 正 し い が具体的施策の

な かで大 き な 矛盾が指捕 さ れて い る O
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| 第一節 安全 @ 安心の社会づ く り
県 は 「残 さ れ た 課題の解決に 向 け ラ ス ト ス パ ー ト の年」 と 位置付 け、 こ れ ま で抜 け 落 ち

た り 対象か ら 外 さ れて い た 被災者への支援 を 国 り 、 独 自 の住宅再建支援制度 の 探究 な ど、

震災の教訓 を 全国 に発信 し た 。

高齢化率が 4 割 を 超 え る 復興公営住宅 で は LSA (生活援助 員 ) 、 SCS (高齢世帯生活

援助員 ) が高齢者の見守 り を行 っ て い る が、 さ ら に 気軽 に相談で き る 「安心 ほ っ と ダ イ ヤ

)V J を 開設。 緊急通報装置が設置 さ れて い な い 世帯 に は消 防署 な ど に通 じ る ベ ン ダ ン ト 型

の通報装置 を 配付。 ま た住民棺互の見守 り 体制 を 強化す る た め 、 専 門研修会や フ ォ ー ラ ム

を 各地 で 開 催す る な ど安全 ・ 安心の社会づ く り を 目 指 し て き め細 かい施策 を 展 開 し た 。

1 . 兵庫県の福祉対策 (注 1 ) 
〔兵塵県地域福祉支援計画の策定〕

だ れ も が家庭や地域で安心 し て生活で き る 地域社会 を 実現す る た め 、 県 の 実施すべ き 地

域福祉 に か か る 施策の方向性等 を 示す と と も に 、 県民、 地域団体、 事業者等が取 り 組むべ

き 地域福祉分野の指針 と な る 「県地域福祉支援計画J を 2004年 3 月 に策定。

( ア ) 計画の位置づけ 社会福祉法 に 基づ く 法定計画

( イ ) 計画期 間 2004年度か ら 2008年度 ( 5 カ 年)

( ウ ) 基本 目 標 と 取 り 組み方向

①支 え 合い助 け合 う 地域づ く り

民生委員 ・ 児童委員 の 活動強化、 市町杜協 の活動支援等

②安心 し て サ ー ビス を 利用 で き る 環境づ く り

高齢者 ・ 障害者等 の サ ー ピス 利用援助、 サ ー ビス 評価の推進等

③適正 な サ ー ビ ス を 提供で き る 基盤づ く り

社会福祉事業従事者の 資質 向上、 社会福祉法人等への相談 ・ 指導等

県 は 、 こ の計画の 目 標 を 達成す る た め 以 下 の 取 り 組み を 進 め る O
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支 え 合い助 け 合 う 地域づ く り

- 1 県民や地域団体の地域
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福祉教育 の推進

ひ ょ う ご た す け あ い運動の推進

障害の あ る 方への声か け運動の推進

県社会福祉大会の開催

子育て 家庭応援遂動の推進

sosキ ャ ッ チ 地域支援 シ ス テ ム の推進

ひ ょ う ごハ ー ト ・ ブ リ ッ ジ運動の推進

「チ ャ レ ン ジ フ ァ ミ リ ー 」 地域正、援事業の実施

県民交流広場事業の推進

ま ち の子育て ひ ろ ば、 子 ど も の 冒 険 ひ ろ ば、 若者Aゅ う

ゅ う 広場事業の推進

地域づ く り 活動 サ ボ ー タ (応援隊) の 設置

地域づ く り 活動応、援事業の実施

地域防犯対策の推進

全国地域安全運動の推進

防犯 ま ち づ く り 活動の支援

民生委員 ・ 党童委員 、 主任児童委員 活動の支援

民生 ・ 児蒙協力委員活動の支援

ふ れ あ い の ま ち づ く り 事業の推進

県信祉セ ン タ ー の運営

県社会福祉協議会への運営支援

ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの運営

m町ボラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の活動支援

迷惑駐車 (輪) 対策の推進

指祉の ま ち づ く り 条例 に よ る 施設整備の促進

福校の ま ち づ く り 重点地区整備の推進

公共交通バ リ ア フ リ ー 化促進事業の 実施

人生80年い き い き 住宅助成事業の実施

県営住宅バ リ ア フ リ ー 化の推進

高齢者向 け優良賃貸住宅制度の推進

福祉の ま ち づ く り 工学研究所の運営



安心 し て サ ー ビ ス を 利用 で き る 環境づ く り

I 夜宅金活の支援

2 サ ー ビ ス の 質 の 向 上

3 利 用者等への棺談体部

の整備

4 利 用者保護体制の整備

在宅介護支援セ ン タ ー の 運営支援

高齢者虐待防止対策の推進

ま ち の保健室事業の推進

地域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支援体総 の 推 進

障害者 し ご と 支援事業等の推進

民生委員 ・ 児童委員 、 主任児童委員 活動の支援

民生 ・ 児主主協力委員活動 の 支援

子育 て家庭応援運動の推進

sosキ ャ ッ チ地域支援 シ ス テ ム の推 進

ま ち の子育て ひ ろ ば、 子 ど も の 皆 検 ひ ろ ば、

若者ゅ う ゅ う 広場事業の推進

母子家庭等 の 自 立支援の推進

生活福祉資金貸付の実施

ホ ー ム レ ス の 自 立支援対策の推進

生活保護の実施

人生80年い き い き 住宅助成事業の実施

県営住宅バ リ ア フ リ ー 化の推進

サ ー ビ ス 評価の実施支援

ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 支援事業の推進

障害者ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 体制l の充実

在宅介護支援セ ン タ ー の運営支援

サ ー ビ ス 提供事業者への指導 ・ 監査 の 実施

心配 ご と 相談の実施

高齢者総合相談セ ン タ ー の遼営

高齢者虐待防止対策 の推進

介護保険相談セ ン タ ー の運営

在宅介護支援セ ン タ ー の運営支援

聴覚障害者情報セ ン タ ー (仮称、) の 整備

障害者ほ っ と ラ イ ン (障害者1 10番) の 運営

介助犬利用相談の実施

児童相談の実施

DV ( ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ ン ス ) 等相談の実施

母子 (父子) 家庭等相談の実施

高齢者 ・ 障害者権利擁護セ ン タ ー の運営

成年後見制度の普及

第 三 者 に よ る 苦情解決

(運営適正化委員 会の運営)
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1 社会福祉事業従事者の

養成 ・ 確保 と 資質向上

2 サ ー ビ ス 提供事業者の

適正 ・ 安定運営

〔被災高齢者支援対策の推進〕

介護支援専 門員 ( ケ ア マ ネ ジ ャ ー ) の 養成

障答者 ホ ー ム ヘルパ ー の養成

点訳 ・ 朗読 ・ 手話 - 要約筆記等の 支援者の養成

富 ろ う 通訳 ・ 介助員 の養成

ひ ょ う ご ヒ ュ ー マ ン ケ ア カ レ ッ ジの 運営

県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー (仮称) の 運営

県社会福祉研修所の 運営

家庭介護 ・ リ ハ ビ リ 研修セ ン タ ー の 運営

但馬長寿の郷の運営

現任訪問 介護員専 門研修の実施

痴呆介護実務者研修の実施

介護福祉士等修学資金の貸付

県福祉人材セ ン タ ー の運営

サ ー ビ ス 提供事業者への経営指導の実施

(社会福祉経営指導員設置費補助)

サ ー ビ、 ス 提供事業者への指導 ・ 監査 の 実施

民間社会福祉施設運営交付金の支給

( 1 )  LSA ( 生活掻助員 ) の 派遣 ( ，高齢者住者等安心確保事業J)

シ ル バ ー ハ ウ ジ ン グ (高齢者世話付住宅) に 居住す る 高齢者 に 対 し 、 LSA ( ラ イ フ サ ポ ー

ト ア ドバイ ザ … ) を 派遣 し 、 生活指導、 相談、 安否確認、 緊急時対応等 の サ ー ピス を 提供

す る 。

〔実 施 主 体〕 市 町

〔実施市町 数 12市 5 軒

〔派遣人員 数 120人

(2)  LSA 活動強化事業

LSA に 対す る 専 門相 談会 を 開催 し 、 LSA 活動の 支援体制 を 強化す る と と も に 、 研修 ・

交流会 を 実施 し て 資 質 の 向上 を 図 り 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ等 に 入居す る 高齢者の介護予

紡 ・ 生活支援 に 資す る O

〔実 施 主 体〕 県 (兵庫県老人福祉事業協会 に 委託)

内 答〕 専 門研修、 研修 ・ 交流会 の 実施

(3)  被災高齢者 自 立生活支援事業の実施

災害復興公営住宅 の入居高齢者が、 生 き がい交流事業 や 近 隣住民 と の 連携 を 通 じ て 、 良

好 な コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成 し 、 生 き がい を 持 っ て安心 し て 自 立生活が営め る よ う 支援す る O
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〔介護保険制度の着実な運営〕

1 ) 県の介護保険制度の運営状況

2004年 3 月 現在 の 第 1 号被保険者数 は 1 ， 057 ， 163人で あ り 、 13 . 9% の伸 び (制定 開 始時

の2000年 4 月 と 比較、 以 下 閉 じ 。 ) と な っ て い る O

要介護認定者数 は 171 ， 816人 と 90 . 2 % の伸 びで あ り 、 特 に軽度 (要支援 ・ 要介護度 1 ) 

の 人 ( 要介護認定者数の50 . 5% ) の伸 びは 149 . 8% と 著 し い 。

介護保険サ ー ビ ス の利 用 者 数は 、 2004年 3 月 サ ー ピ ス 利 用 分で134 ， 723人 で あ り 、 2000

年 4 月 サ ー ピ ス 利用分の200 . 5 % (在宅232 . 2% 、 施設139 . 5% ) と な っ て い る O

制 度開始時、 居宅サ ー ビ ス 事業所及 び蔚宅介護支援事業所 の 数 は 2 ， 407件 で あ っ た が、

2004年 3 月 末 に は 1 ， 715件増 の4 ， 122件 に増加 し て い る 。 ま た 介護保険施設数は制度開始時

419施設 (25 ， 722床) で あ っ た の が、 2004年 3 月 末 に は79施設 (6 ， 981床) 増 の 498施設 (32 ， 703

床 ) と な っ て い る 。

第 l 号被保険者保険料 の県平均 月 額 は 第 2 期 (2003年度- 2005年度) で3 ， 310円 と な っ

て お り 、 前期 (2000年度-2002年度) の2 ， 903円 か ら 407円 の増 。

2003年介護給付費2 ， 222億 円 と 2002年度 に 比べ て67% の 伸 びで あ り 、 と く に在宅サ ー ビ

ス の伸 びが128% と 大 き い。

2 ) 制度運営 の た め の施策

・ 市町の保険財政の安定 を 図 る た め 、 市 町の 介護保険特別会計の財源不足額 に つ い て資金

の 貸付又 は 交付 を 行 う た め に 設置 し て い る 貯政安定化基金に積み立て を 行 う 。

・ 市町が行 う 事業者の 資 質 向上や事業者情報の提供等 に 要す る 費用 の 一部 を 助成す る 。

介護相談員 派遣等事業 (事業所 に 介護相談員 を 派遣 し 、 利 用者の相談 に 応 じ る )

離島等サ ー ビ ス 確保対策事業 (離島、 山 間 に お け る 民間事業者の参入促進等)

・ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト の 充実 の た め の介護支援専 門 員 養成研修事業。

・ 在宅保健棺祉の推進

以上の ほ か、 制度運営の た め の い ろ い ろ な 施策が講 じ ら れた が、 留 に対 し て も 、 介護予

防 サ ー ビ ス の提供、 在宅サ ー ピ ス 、 施 設 サ ー ピ ス の在 り 方、 作業療法士 (OT) ・ 理学療

法士 (PT) の 活 用 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の在 り 方、 障害者支援費制度 と の統合、 保 険料負担、

自 己負担、 事業者指導監督、 権 限委譲 な ど に つ い て提言 を 行 っ た (2004年 7 月 ) 。

3 ) 第三者評価 シ ス テ ム の導入

県 は 介護保険サ ー ピ ス の 第三者評価 シ ス テ ム の導入 を 目 指 し (2004年 1 月 ) 評価の 項 目

や 評価機関 の 要件 な ど を 案 と し て ま と め 、 県民か ら の 意見募集 を 始め た 。 内 容 に つ い て 12

項 目 に分け 5 段階評価 を 公開 す る 仕組みで、 評価す る 調査員 に は研修 を 義務づけ、 適正 な

評価 を 呂 指す。 最終案 を 2 月 中 に ま と め 、 2004年度か ら 実施す る O

「人権 ・ プ ラ イ パ シ ー の確保J ，-質 向上への取 り 組みJ ，-安心 と 安全の確保J な ど12項 呂

(表 1 ) を 公 開対象 と し 、 5 段 階で評価。 評価の 裏付 け と な る 127 の 判 断基準 も ガ イ ド ラ イ
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ン と し て示 し た 。 評価機関 は こ の ガ イ ド ラ イ ン を 基 に 独 自 の判 断基準 を 作成 で き る O 評価

機関 に つ い て は 自 ら サ ー ビス を提供 し て い な い法人で調査員 3 人以上が必 要 、 と し た 。

(表 1 ) 5 段階評価の項目

②サ ー ビス の質向上への取 り 組み
③利用 者や家族 ら の意向尊重
④人権 ・ プラ イ パ シ ー の確保
⑤サ ー ビス 実施計画の作成
⑤マ ニ ュ ア ル作成や情報の共有化な ど
⑦サ ー ピス の 自 己評価や見直 し
③利用者や家族 らへの 支援
⑨快適な環境づ く り
⑬安心 と 安会の確保
⑪地域社会 と の連携
⑬人材の育成

〔総合的 な こ こ ろ の ケ アの推進〕

1 ) 総合的 な こ こ ろ の ケ ア対策の実施

震災に よ る 心的外傷 ( ト ラ ウ マ ) に 対す る こ こ ろ の ケ ア事業 の経験 を 踏 ま え 、 幅広い こ

こ ろ の 問題 に対応 し て い く た め 、 25健康福祉事務所 に 「 こ こ ろ の ケ ア 相 談室J を 設置 し 、

県立精神保健福祉セ ン タ ー や市町 と 連携 し て こ こ ろ の ケ ア に 関 す る 相談助 言 ・ 普及啓発業

務 を 行 っ た 。

ま た 、 新 た に 「 ボ ラ ン テ イ ア 養成研修」 を 健康福祉事務所 に お い て実施 し た 。

2 ) こ こ ろ の ケ ア研究所の運営

(財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 「 こ こ ろ の ケ ア研究所j で 、 阪神 ・ 淡路大震災等で

段 目 さ れ た心的外傷 ( ト ラ ウ マ ) や心的外傷後ス ト レ ス 障害 (PTSD) に 関 す る 調査研究 (児

童虐待、 犯罪被害者等 も 含 む) 、 健康福祉事務所 ・ こ ど も セ ン タ ー ・ 学校等の こ こ ろ の ケ

ア 関係者に対す る 教育研修及び県民 に対す る 普及啓発 を 行 っ た 。

[15年度主 な研究 テ ー マ}

① こ こ ろ の 問題 に対す る 音楽療法の効果 に 関 す る 文献研究

②犯罪、 事故等 に よ り 家族、 肉 親 を 失 っ た 遺族の心理的影響 と ケ ア の あ り 方 ( 自 主研究)

3 ) 兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 整備

( 1 )  兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の整備

震災 を 契機 と し て 取 り 組 ん で き た 心 的外傷 ( ト ラ ウ マ ) や 心的外傷後 ス ト レ ス

(PTSD) 等 の 「 こ こ ろ の ケ ア」 に 関 す る 蓄積 を 基礎 と し て 、 各穫の 実践的研究や研修

等 を 行 う 全国初 の拠点施設 を 設置 し た 。

ア 設置場所 : 神戸市中 央区脇浜海岸通 I 丁 目 3 番 2 号

(神戸東部新都'L、南西街区)
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イ 延床面積 : 約5 ， 100m2

ウ 開 設時期 : 2004年 4 月

(2 )  県立精神保健福祉セ ン タ ー の 移転

兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー と の連携 を 確保す る た め 、 県立精神保鍵福祉セ ン タ ー を

移転 し た 。

・ 延床面積 : 約400m2

〔生活保護世帯への支援〕

県 下の被保護世帯数 ・ 人員 は 1992年 9 月 を 境 に微減額 向か ら 微増 な い し 横 ばい に転 じ て

い た が、 阪神 ・ 淡路大震災の影響 を 受 け て 、 被保護世帯の県外転 出 、 施設入所、 死亡、 親

族等の 同居 な どか ら 、 廃止件数が開始件数 を 大 き く 上 回 る 状況が1996年 5 月 ま で続い た が

6 月 か ら は 開始件数 と 廃止件数がほ ぼ均衡す る よ う に な り 、 1996年 3 月 以 降は 開始が継続

し て 上 回 っ て い る O

2004年 3 月 現在、 50 ， 433世帯 (前年 3 月 時点46 ， 868世帯) 75 ， 247人 (69 ， 744人) 、 保護

率 は 13 . 5%0 (12 . 5%0) の状況 に あ る 。 震災前の1994年12月 と 比較す る と 20 ， 972世帯 (17 ， 407

世帯) 、 30 ， 999人 (25 ， 496人) の 増 加 で 、 保護 率 は 5 . 5 ポ イ ン ト (4 . 5 ポ イ ン ト ) と 大脇 な

土普力o と な っ て い る 。 (表 2 ) 

※ (  ) 内 は2003年 3 月 時点の数値。

(表 2 ) 

1994年12月 A 2004年 3 月 B 増j成 ( B - A )
じま 分

世帯数 人員 保護率 世帯数 人員 保護率 世帯数 人員 保護率

被災地 ア 10 ， 305 15 ， 74 1  7 . 6  1 8 ， 174 26 . 954 1 2 . 8  7 . 869 1 1 ， 213 5 . 2  
県 一停毛皮5そD2L E主也主jの主l、FタE4五の他位 2 ， 406 3 ， 482 3 . 5  2 ， 406 3 ， 482 3 . 5  
所 一一一一ー←一ー

件国泊三 1 ， 668 2 ， 438 2 . 6  6 ， 824 9 ， 701 4 . 9  5 ， 156 7 ， 263 2 . 3  

言十 14 ， 379 21 ， 661  5 . 4  24 ， 998 36 ， 655 9 . 0  10 ， 619 14 ， 994 3 . 6  

神戸市 イ 1 5 ， 082 22 ， 587 1 4 . 9  25 ， 435 38 ， 592 25 . 4  10 ， 353 1 6 ， 005 1 0 . 5  

全 県 言十 29 ， 461 44 ， 248 8 . 0  50 ， 433 75 ， 247 13 . 5  20 ， 972 30 ， 999 5 . 5  卜 一
被災地 ア 十 イ 25 ， 387 38 ， 328 1 0 . 7  43 ， 609 65 ， 546 18 . 1 18 ， 222 27 ， 218 7 . 4  

(県健康生活部資料)

災害復興住宅 に お け る 高齢化が、 ま す ま す激 し く な る 一方、 経済不況 に よ る 就労機会の

減少、 扶養義務者の仕送 り の減少等 の ほ か、 被災要保護者の 県外か ら の帰還、 恒久住宅入

居後の生活需要の増加等が微妙 に 影響 し て い る と 思 わ れ る O

こ の た め 、 高齢者等の い わ ゆ る 社会的弱者が多 く み ら れ る 災害復興住宅 を 重点 に 、 引 き

続 い て 訪 問調査活動の 充実 に よ り 生活実態の把握 に つ と め る O ま た安定 し た 生活 を 確保す

る た め 、 ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 定期訪問 を 実施す る と と も に 、 民生委員 ・ 児童委員 、 ホ ー
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ム ヘ ル パ ー 、 保健所等関係機関 と の連携 に よ り 、 個 々 の 世帯 の 実清 に 即 し た き め細 や か な

処遇の 充実 を は か っ た 。

2 . 神戸市 に お け る 福祉施策 (注 2 ) 

2003年度の予算編成 に あ た り 、 不況 に よ る 市税の大幅 な 減収や公債費 の 増 大 な ど に よ り

深刻 な 財政状況 に 直面。 職員 の定数削減、 加 え て給与 の 削減 を 行 う な ど可 能 な 限 り の財源

対策 を 行 っ た 。 こ う し て検 出 し た財源 を使 っ て 、 市民の生活 に 身近 な福祉 ・ 環境 ・ 教育 な

どの分野 に 重点 的 な 配分 を 行 う 45億 円 の 特別枠 を 設 け た 。

こ の ほ か、 地域の主体的 な 市民活動 を 支援す る た め 区長裁量 の 予算 を 倍 増 さ せ る な ど、

活力 あ る 元気 な ま ち 、 市民参画 と 地域主体の ま ち づ く り に 重点 を お い た予算編成 を 行 っ た 。

〔 “ こ う べ" の市民福祉総合計画201 0の推進〕

多様化、 偶別化 す る 市民福祉ニ ー ズ に 的確 に 対応す る た め 「“ こ う べ" の 市 民福祉総合

計画2010J (計画期 間2002年�2010年) を 策定 し 、 こ れ に 基づ き 、 計画的 に 市民福祉の 充

実強化 に 取 り 組ん だ。 (表 3 ) 

(表 3 ) 

1977 

1979 

2007 

2010 

期
施
関

前
実
計

(神戸市保健福祉局作成)

〔地域見守 り 活動の充実〕

2003年度復興の 総括 ・ 検証 の 一環 と し て 、 神戸市社会福祉協議会、 区社会福祉協議会、

こ う べ市民福祉振興協会等の 参画 を 得 て ワ ー キ ン グ を 実施 し 、 地域見守 り に お け る 課題 を

整理 し 、 今後の 地域見守 り の あ り 方 に つ い て検討 し た 。

( 1 )  見守 り 推進員 の 配置 、 見守 り サ ボ ー タ ー の派遣

各あ ん し ん す こ や か セ ン タ ー (市内77 カ 所) に 配置 し た見守 り 推進員 は 、 民生 ・ 児童委

員 な ど と 連携 し て 地域の 中 で市民相互の見守 り の で き る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 育成 ・ 支援

し て い く コ ー デ イ ネ ー タ ー と し て の役割 を 果 た し 、 見守 り 空 白 地帯の把握 と 解消 を 目 指 し た 。
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* 小地域見守 り 連絡会 (民生委員 、 友愛訪問 ボ ラ ン テ イ ア 、 専 門機 関 等 が見守 り 活動 を

充実す る た め の情報交換 を 行 う ) の 開催地区数 166地区

ひ と り 暮 ら し 高齢者が集 中 す る 復興住宅や一般地域 な ど、 地域での 見 守 り で カ バー す る

こ と が難 し い 地域の高齢者 を 対象者 に 、 見守 り サ ボ ー タ ー を 派遣 し 、 安否確認や生活支援

を 行 っ た 。

* 見守 り サ ボ ー タ ー 78人

(2) シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助員 の 派遣

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に 生活援助員 を 派遣 し 、 入居者の安否確認、 生活棺談、 緊急対応の

ほ か、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り や地域 と の つ な が り に 重点 を お い た 活動 を 行 っ た 。

* LSA (生活援助 員 ) 54人 36住 宅 に 派遣

(3 )  ガス メ ー タ ー な ど IT を 活用 し た見守 り サ ー ピス の 実施

ガス メ ー タ ー の 遠隔鑓診 な ど IT を 活用 し た高齢者見守 り サ ー ビ ス 事業 を モ デル実施す

る こ と に よ り 、 地域住民ゃ あ ん し んす こ や か セ ン タ ー に よ る 地域見守 り を 補完 し た 。

( こ う べユ ニ バ ー サルデザ イ ン の推進〕

ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン の理念 を 市 内 の様々 な 地域や幡広 い分野 に取 り 入 れ 、 神戸の ま ち

づ く り を 進 め る た め 、 市民、 NPO、 企業等 と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 、 こ う ベユ ニ バ … サ

ル デザイ ン フ ォ ー ラ ム 2003 の 開催、 協働 と 参画 に よ る 「“ こ う べ UD 広場" か ら の呼びか け」

の策定等 を 行 っ た 。

* 2003年 1 1 月 神戸ハ ー パー ラ ン ド ス ペ ー ス シ ア タ … に て 「 こ う べユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン

フ ォ ー ラ ム 」 開催

主催 こ う べ UD 広場、 参加者数 延べ600人

〔ふれ あ いの ま ち づ く り 事業の推進〕

1990年 に 制定 さ れ た ふ れ あ い の ま ち づ く り 条例 に も と づ き 、 すべて の市民が地域社会の

暖 か い ふ れあ い の な かで、 自 律 と 連帯 を 図 り 快適 な ま ち づ く り を め ざ し て き た。

2003年度 は 、 そ れぞれの地域特性 に 応、 じ 、 多様な 地域ニ ー ズ に対応で き る 活動が展 開 さ

れ る よ う 、 引 き 続 き ハ ー ド ・ ソ フ ト の雨前で支援 を 行 い 、 地域の特性 を 活 か し た活動 を 実

施 で き る よ う に ふ れあ い の ま ち づ く り 事業 を 拡充 し 、 地域での 主体的 な 地域櫨祉活動の 充

実 を 関 っ た 。

* 地域福祉セ ン タ ー 整備状況 167/J、学校区 185 カ 所

〔市民の健鹿 と 生活環境の確保)

( 1 )  健康 こ う べ21 の推進

す べ て の 市民が主体的 に 健康づ く り に取 り 組む た め の指針 「健康 こ う べ21J を 、 神戸 ア

第四章 @福祉 409 



ス リ ー ト タ ウ ン 構想 と の 連携 を 図 り な が ら 推進 し 、 子 ど も か ら 高齢者 ま で誰 も が参加で き

る ウ ォ ー キ ン グや健康体操な ど、 市民の健康づ く り を 支援 し て い る O

* 健康 こ う べ21市民推進員 2 ， 412人

* 健康 こ う べ21サ ボ ー タ ー 宿 417庖 2003年度末

(2)  食の安全対策

食品安全モ ニ タ ー 制度 を 創設す る と と も に 、 食品販売癌への安全パ ト ロ ー ル を 実施 し 、

食 の 安全確保 を 圏 っ た 。 ま た 、 BSE ス ク リ ー ニ ン グ検査 を 14年度 (2002年 度 ) に 引 き 続

き 実施 し 、 食 肉 の安全確保 を 図 っ た 。

〔介護保険事業の円滑な推進と 在宅高齢者への支援〕

( 1 )  介護保険の 円 滑 な 推進

高齢者等 の 介護 を杜会全体で支 え 、 介護 を必要 と す る 人が保健 ・ 医療 ・ 福 祉 に わ た る 総

合的 な 介護 サ ー ピ ス を 自 由 に 選択 し 、 身 近 な 地域で安心 し て 白 立 し た生活が送れる よ う 第

2 期介護保険事業計画 (2003� 2007年度) を 策定 し 、 保険制度の 更 な る 充実 を 留 る と と も

に 、 適正 な 事業運営 を 図 っ て い る O

(2 )  痴呆性高齢者対策

痴呆性高齢者そ れぞれの心身状況や生活状況 な ど に 応 じ た適切 な相談や サ ー ビ ス 提供 に

よ り 、 尊厳あ る 生活 を 保持す る と と も に 、 介護す る 家族等 の 介護負担の軽減や痴呆ケ ア の

向上 を 図 っ て い る O

※ 痴呆性高齢者訪問支援員 ( ，ほ っ と ヘ ル パ ー J ) 派遣事業

2003年度実績 82人

〔 障害者地域生活支援の充実 (支援費制度の 円 滑 な 実施) )

利 用 者 の 自 己決定の尊重 を 目 指 し 支援費制度が2003年 4 月 か ら ス タ ー ト し て い る O

居宅サ ー ピ ス 利 用 決定数 (20例年 3 月 末)

身体障害者 1 ， 188人

知 的 障害者 687人

障害見 253人

( 1 )  障害者就業 ・ 生活支援セ ン タ ー の設置

身体 ・ 知 的 ・ 精神 の各障害者の全市 的 な 就労拠点 と し て 、 就業面 と 日 常生活面 に つ い て

総合的 ・ 一体的 な 指導、 助言等 の 支援 を 行 う た め 、 兵庫 区 に あ る 障害者就労推進セ ン タ ー

を 機能拡充 し 、 障害者の就労支援 を 強化 し た 。

(2)  障害者地域生活支援セ ン タ ー の設置

身体障害者、 知 的障害者の地域で の 生活 を 支援す る た め 、 各種福祉サ ー ピス の利用調整、

情報提供の拠点 と な る 地域生活支援セ ン タ ー を 市 内 5 カ 所 に設置 し 、 24時間 の 相談体制 を
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整備 し た 。

ま た 、 精神障害者 の 日 常 的 な 相談や、 地域交流 を 行 う 精神障害者地域生活支援セ ン タ

を 市 内 6 カ 所 に設寵 し て い る O

(3) 精神保健福祉対策の充実

200l年 4 月 に 開設 し た神戸 こ こ ろ の健康セ ン タ ー を 中核施設 と し て 、 保健 ・ 医療 ・ 福祉

の調整を し 、 精神 障害者社会復帰施設等の 整備 ・ 拡充 を 図 り 、 精神障害者の社会復帰 に 総

合的 に取 り 組ん で い る O

〔 児童福祉の向上〕

(1 )  フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー の運営

就労 と 育児 を 両立 し 、 安心 し て働 け る 環境づ く り を 推進す る と と も に 、 休 日 や病気の 回

復期 に お け る 児童 の保育 な ど個別 的 で多様な ニ ー ズ に対応す る た め 、 「子育 て の応援 を し

た い方」 と 「子育 て の応援 を し て ほ し い方」 か ら な る 会員組織で会員 相 互 に よ る 子育 て 支

援 を 行 う フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ 一事業 を 推進 し た 。

* 2003年度活動実績 7 ， 847件

協力 会員685人、 依頼会員 1 ， 330入、 両方会員 189人

(2 )  母子保健施策の充実

すべて の 第 l 子 に対 す る 新生児訪問指導員 に よ る 新生児訪問 を 実施 し 、 き め細 や か な 育

児支援 と 育児不安への 早期対応 を 囲 っ た 。 ま た 、 混雑が問題 に な っ て い た 4 カ 月 児健藤診

査 の 実施 に つ い て 、 ゆ と り を 持 っ て 受診で き る よ う 、 サ ロ ン 的要素 を 叡 り 入 れ 、 健診内容

を 充実 さ せた 。

(3 )  保育所待機児童の解消

低年齢児 を 中心 と し た待機児童の解消 に む け て 、 保育所の新増 設 な ど を 行 う と と も に 、

分闘 の設置や規制緩和 に よ る 設置認可 な ど に よ り 、 要保育児童の受入枠拡大 に 努 め た 。

* 2003年度末 保育所受入枠 18 ， 100人

(4) 延長保育の 全国 実施

保護者の就労形態の多様化等 に よ り 、 保育時 間 の 延 長 に 対す る ニ ー ズが増 加 し て い る こ

と に対応す る た め 、 2003年度 は30分延長の制度 を 新 た に 導入 し 、 延長保育 を 市 内全闘で実

施 し た 。

(5 )  地域ほ い く 室推進事業の 実施

地域 と NPO 等 と 、 行政が共 同 し て 、 地域で子育 て 支援 を 推進 し て い く た め 、 東 灘 区 で

モ デル 的 に 、 地域の施設 を NPO 等 に提供 し て 、 就労予定者お よ び短時 間就労者等で家庭

で の育児が一時的 に 国 難 な 児叢 の保育 を 実施 し た 。

( 6 )  放課後児童健全育成事業 (学童保育) の充実

小学校低学年児童の放課後の健全 な 育成 を 図 る た め 、 児童館や小学校の余裕教室 を 活用
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し た 「学叢保育 コ ー ナ ー 」 等 に お い て放課後児童健全育成事業 を 実施 し た 。

* 2003年度 実施箇所数 163 カ 所 登録児童数6 ， 787人

3 . 県社会福祉協議会の あ ゆ み (注 3 ) 
〔地域諸祉活動の計顕化 と 総合推進〕

( 1 )  地域福祉推進計闘の 策定支援

地域福祉の推進 に あ た っ て は 、 公的 な 施策 ・ サ ー ビス に よ る 取 り 組み と と も に住民主体

に よ る 多様 な福祉活動 を 積極的 に 支援 し て い く こ と が大切 で あ り 、 県 内 の 市 町杜協 で は 「地

域福祉推進計画J を 策定 し 、 総合的 な 地域福祉の推進が進め ら れて い る O

2003年度の 県社協 に よ る 調査 で は 、 地域福祉推進計画 を 策定 し 、 そ れ に 基づい て社協活

動 に取 り 組 ん で い る 市 町社協 は 18市49町 で 、 約 8 割 と な っ て い る O

社会福祉法 で は 、 市町域での 地域福祉の推進の 実効性 を 高め る た め に 、 2003年度か ら 、 「市

町地域福祉計酉」 の策定が行 わ れ る こ と に な っ た 。

極め て公共性の高 い 地域福祉推進組織 と い え る 社協が策定す る 「地域福祉推進計画」 は 、

住民 ・ 民間側 か ら 地域福祉 の 総合的推進 の ピ ジ ョ ン を 示 し て い く と い う 意義があ り 、 全県

的 な 計画策定が求め ら れて い る O

県社協 と し て は 、 「市町社協地域福祉推進計画~ さ さ え あ う ま ち づ く り 推進 プ ラ ン 3 �J  

に基づ き 、 市町社協の計画策定 を積極的 に 支援す る た め 、 会長会議や事務局長会議 ・ 地域

組織担当 者会議等 を 通 じ た研修 ・ 情報交換 と と も に個別訪問や靖報提供 を 行 っ た 。

( 2 ) セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プへの 支援

様々 な 障害や難病 と 観 い な が ら 、 地域で生 き づ ら さ を 抱 え て い る 当 事者 の 自 立生活 を 支

え る た め に は 、 当 事者の組織 を 支援す る 必要があ る O

県社協 は 、 全県的 な 当 事者支援組織であ る 「 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ。支援セ ン タ ー 」 と 協

働 し て 、 セ ミ ナ ー や交流会等 を 開催 し た 。

(3 ) 小規模 ケ ア への 支援

宅老所や グ ル ー プホ ー ム ・ グ ル ー プハ ウ ス と い っ た 地域密着型の小規模 ケ ア は、 こ こ 数

年湧 き 上 が る よ う に多様な 取 り 組みが行 わ れ て い る O

県社協で は2002年度 に 設立 さ れた 「兵庫県宅老所 ・ グ ル ー プホ ー ム ・ グ ル ー プハ ウ ス 連

絡会」 と 協働 し て 、 県内 に お け る 宅老所等の小規模 ケ ア 型サ ー ビ ス の普 及 ・ 啓発の取 り 組

み を 行 っ た 。

(4) ふ れ あ い の ま ち づ く り 事業の推進

国庫補助 に よ る 地域福祉の総合推進事業で あ る 「ふ れ あ い の ま ち づ く り 事業J は 、 県内

指定社協 6 カ 所 に 対 し て 、 指定補助 と 重点 的 な 支援 を 行い、 総合型社協の モ デル と し て の

取 り 組み を 進 め た 。

( 5 ) ま ち の子育 て ひ ろ ば事業の推進
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少子高齢化や核家族化の進行 に伴 な い 、 子育 て 中 の親 と 子双方の 「社会的 な孤立」 に 起

因 す る 様々 な 生活課題が社会的 な 開題 と し て 浮上 し て き て い る O

兵庫県 で は2002年度か ら 、 子育 て 中 の 親子が気軽 に 集 い 、 仲 間づ く り を 通 し て 子育 て の

悩 み を 解決す る た め の取 り 組み の 一環 と し て 、 保育所や児童館等 を 活用 し 、 情報交換 で き

る 身近 な 拠点 を つ く る た め 、 「 ま ち の子育て ひ ろ ば事業j を 展 開 し て い る 。

県社協 で は 、 「 ま ち の 子育 て ひ ろ ば事業」 の委託 を 受け 、 積極的 に事業推進す る と と も に 、

県 内 の市 町社協58 カ 所 に 「 ま ち の子育て ひ ろ ば推進員」 を 配置 し 、 全県的 な子育て 支援の

取 り 組み を 進 め た 。

〔ボ ラ ン タ リ ー 活動の推進〕

( 1 )  ひ ょ う ごボ、 ラ ン タ リ ー プ ラ ザの 運営

ボ ラ ン タ リ ー 活動 の 定着 を 図 り 、 さ ら な る 広が り を め ざす と と も に 、 新 し い ボ ラ ン タ リ ー

セ ク タ ー の形成 を 支援す る た め 、 交流サ ロ ン や セ ミ ナ 一 室の 運営 を 行 う ほ か、 ボ ラ ン タ リ ー

活動の全県支援拠点 と し て 、 「交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク J '情報提供 ・ 相談J '人材育成J '活動

資金支援J '調査 ・ 研究」 の 5 つ の柱で NPO 大学事業、 情報紙 「 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン J の発

行、 NPO 専 門相 談事業 な ど き め 細 か な 支援事業 を 展 開 し た 。

ま た 、 交流サ ロ ン を 拡大 し 、 こ れか ら NPO 法人格 を 取得 し よ う と す る 団体お よ び NPO

法人 を 取得 し て 1 年未満 の 団体へ の 支援 を 目 的 に 、 事務所的機能 を 持 っ た イ ン キ ュ ベ ー ト

コ ー ナ ー を 設置 し 、 18団体が利用 し た 。

( 2 ) ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー基金に よ る 助成事業

ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー 基金 で は 、 100億 円 の 原 資 を も と に 、 そ の 果実 に よ っ て 、 友愛事

業 の ほ か 、 地域の課題解決 な ど を 目 的 と す る ボ ラ ン タ リ ー 活動 団体に対 し 、 多 彩 な 活動資

金支援 を 展 開 し た 。

特 に 、 NPO が行政 と 協働 し て取 り 組む 「行政 . NPO 協働事業助成J は 実施か ら 2 年 目

を 迎 え 、 2002年度 に採択 さ れた 14 団体の う ち 10団体が第 2 年次 に 進 み 、 行 政 と の具体的 な

事業化計画書作成活動 に取 り 組み 、 13団体の企画 ・ 提案が採択 さ れた 。

ま た 、 今年度 は NPO に つ い て の社会的 な 認知度 と 信用 性 を 高 め る こ と を 目 的 に 'NPO

パ ワ ー ア ッ プ。事業助成」 を 創 設 し 、 機 関 紙 ・ 情報紙の発行 、 IT の 活用 に よ る 情報公開 、

組織マ ネ ジ メ ン ト 等 と い っ た 3 項 目 以上 の 要件 を 瀧 た し た 17団体に助成 を 行 っ た 。

( 3 )  ボ ラ ン タ 1) … 活動の ネ ッ ト ワ ー ク 支援

県 内 の ボ ラ ン タ リ ー 活動団体が一堂 に 会す る イ ベ ン ト と し て 「第 4 回 ひ ょ う ごボ ラ ン タ

リ ー ・ ス ク エ ア 21J を 、 団体 . NPO 等、 企業、 労組等 に よ る 実行委員 会方式 に よ り 、 20例

年 1 月 24 ・ 25 日 に ]R 神戸駅周辺 に お い て 開催 し 、 活動 団体聞 の 交流 の 促進 、 活動自体 と

食業等の資金提供者 と の マ ッ チ ン グ、 県民 に対す る ボ ラ ン タ 1) ー 活動への理解 と 参加の促

進 を 図 っ た 。
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と り わ け 、 「 ボ、 ラ ン テ イ ア ・ 市民活動元気 ア ッ プア ワ ー ド」 で は 、 32由体 か ら 300万 円 の

協賛 を 得 て 、 こ れ を 原資 に元気ア ッ プ コ ー ス 5 団体、 こ つ こ つ コ ー ス 20 田 体 に賞金 を 授 与

し た 。 ま た 、 企業 と NPO の 連携 を メ イ ン テ ー マ と し た 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活

動 フ ォ ー ラ ム 」 な ど、 3 つ の 会場で イ ベ ン ト を 実施 し た 。

〔補祉事業の健全な経営の推進〕

社会福祉法人 ・ 施設 を 取 り 巻 く 情勢 は 、 社会福祉基礎構造改革が具体的 に 進 む な か、 2003

年度 に施行 さ れた 「支援費制度」 と 「介護保険制度」 の統合議論 を は じ め 、 幼稚園 と 保育

所の一元化、 株式会社の特別 養護老人ホ ー ム 経営への 参 入 な どの議論が活発化 し て お り 、

福祉制 度 の 急激 な 変化 と 規制緩和が急速 に 進 ん で い る 。

県社協 で は 、 法人 ・ 施設経営支援の観点か ら 、 新会計基準 ・ 会計習熟研修会等の研修会

の 開催、 会計基準指導員 派遣事業 を 実施す る と と も に 、 社会福祉施設経営相 談事業の実施、

賠償保険 ( ひ ょ う ご福祉サ ー ビス 総合補償制度) の 改良、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 研修会 を 開

催 し た 。

ま た 、 社会福祉施設経営相談室で は 、 寄せ ら れ た 年間962件の相談 (内727件が会計財務

相談) に対応す る と と も に 、 特徴的 な も の を r Q & A 集」 と し て発行 し 法 人 ・ 施設経営 を

支提 し た 。

〔 あ ん し ん ネ ッ ト ひ ょ う ごの運営〕

痴呆性高齢者や知的 樟害者、 精神障害者 な ど判 断能力 に不安があ る 対象者の福祉サ ー ビ

ス 利用 手続 i 等 を 支援 し て い く 福祉サ ー ピス 利用援助事業 (地域福祉権利擁護事業) の施

行か ら 4 年半が経過 し 、 相 談 は 3 ， 763件、 利 用 契約者数 も 173人 と な っ た 。 2003年度 は新 し

く 73人の利 用 者 と 契約締結 を 行 う な ど、 権利擁護 に係 る 関係機関 ・ 間体 と の 連携 を 図 り な

が ら 取 り 組みが普及す る よ う に 一層 の 事業推進 に 努 め た 。

4 . 神戸甫社協の復興支援 (注 4 ) 
(地域見守 り 活動の支援〕

民生委員 ・ 児童委員 、 友愛訪問 ボ ラ ン テ イ ア 等が中心 と な っ て 、 全市的 に展 開 さ れて き

た地域見守 り 活動 の 一 層 の 充実 を 図 る た め 、 2002年度 に 引 き 続 き 各 区社会福祉協議会 の 支

援の も と で 「地域見守 り 推進事業」 を 実施 し た 。 本事業で は 、 「あ ん し ん す こ や かセ ン タ ー 」

に 配置 さ れた 「見守 り 推進員J が、 こ れ ま で活動 に 取 り 組ん で き た 関係者に協力 し 、 小地

域見守 り 連絡会 ( ふ れあ い ネ ッ ト ) の 開催等 を 推進 し た 。

〔被災地の寵興支援〕

兵庫県南部地震災害義援金募集委員会の決定に よ り 、 全 ・ 半壊 (焼) 世帯数 に応 じ て被

災市町 に 配分 さ れた 仮神 ・ 淡路大震災の義援金の残額 を 活用 、 2000年 4 月 か ら 2003年 3 月
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ま で、 「福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成事業助成」 及 び 「市 ・ 区社協震災復興ボ ラ ン テ ィ ア 活動助成J

を 実施 し た。 こ の た び初期 の 呂 的 を 達 し た た め 、 そ の残額 を 区社会福祉協議会 に助成 し た 。

〔摺祉の こ こ ろ づ く り ・ 福祉教育の推進〕

( 1 )  ふ れ あ い の ま ち KOBE . 愛の輪運動の推進

福祉の心 を 育 て 、 身 近 な と こ ろ か ら 実践活動 に結 びつ け る こ と を 目 的 と し た 「 ふ れ あ い

の ま ち KOBE . 愛 の輪運動」 を 推進 し 、 講演会や情報誌の発行 、 会員 の 実践活動支援 な

ど を 行 っ た 。

(2 ) 福祉教育 の推進

福祉教育 を 推進す る た め 、 中 - 高校生の ワ ー ク キ ャ ン プ (福祉体験学習 ) を 実施 し 、 市

内 の社会福祉施設371 カ 所で2 ， 032人が 3 日 間 の体験学習 に 参加 し た 。 ま た 、 六 甲 ア イ ラ ン

ド 高等学校 を 高校生介護体験特別事業指定校 に 指定 し た 。

(3 )  イ ラ ン 大地震への 募金活動

2003年1 2 月 初 日 に イ ラ ン 南東部で マ グ ニ チ ュ ー ド6 . 3 の 大地震が発生 し 、 パ ム を 中心 に

甚大な被害 を も た ら し た 。 阪神 ・ 淡路大震災で世界各国 か ら 多 く の 支援が寄せ ら れた こ と

に対す る お札 と し て 、 緊急救援募金 を 実施 し た。

〔高齢者福祉の推進〕

( 1 )  在宅福祉セ ン タ 一 等 の 運営

9 カ 月号の在宅福祉セ ン タ ー で、 介護保険事業 で あ る 通所介護事業 と 、 神戸市の委託に よ

り 、 要介護 ・ 要支援認定 に お い て非該当 ( 自 立) と 判定 さ れ た 高齢者 に対す る 自 立支援デ

イ サ ー ビス を 実施 し 、 そ れぞれ延べ74 ， 295人、 2 ， 831人が利用 し た 。 ま た 、 中 央 区 、 兵摩 区、

長 田 区、 西 区 の 各在宅福祉セ ン タ ー で は 、 神戸市の委託に よ り 、 身 近 な 地域福祉セ ン タ 一

等 で生 き がい対応 型 デ イ サ ー ピ ス を 実施 し 、 延べ4 ， 202人が利用 し た 。

そ の ほ か、 介護保険の居宅介護支援事業者 と し て 、 延べ15 ， 447件の ケ ア プ ラ ン を 作成す

る と と も に 、 延べ2 ， 279件の 要介護 ・ 要支援認定調査 を 行 っ た 。

さ ら に 、 た ち ばな デイ サ ー ピ ス セ ン タ ー を 除 く 8 カ 所の在宅福祉セ ン タ ー で は 、 在宅介

護支援セ ン タ ー を 併設 し 、 介護相談や地域の要援護高齢者の心身状況の把握 な ど を 行 っ た 。

( 2 )  介護保険制度の 円滑 な 運営 の 支援

ア 神戸市介護保険施設入所相談セ ン タ ー の運営

介護保険制度施行以後、 緊急性 の 高 い 要介護者 の入所施設の調整 ・ 確保 の 課題 を 解消す

る た め 、 「 緊急 シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ピ ス J 等 を 活用 し て入所先の調整 ・ 確保 に つ い て相 談

に応 じ 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー の業務支援 を 行 う と と も に 、 高齢者や家族の施設入所 に 関 す る 不

安の解消 を 図 る こ と を 日 的 に2002年 6 月 に 「神戸市介護保険施設入所相談 セ ン タ ー」 が開

設 さ れ、 市社協が事業 を 受託 し て 、 介護保険制度 の 円滑 な 運営 を 関 っ た 。
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イ 神戸市痴呆性高齢者総合相 談窓 口 の 開 設準備

痴呆性高齢者の ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に つ い て ケ ア マ ネ ジ ャ ー の相 談 を 受け る と と も に 痴呆

介護 に必要 な 情報の収集 と 提供等 を行 う 「神戸市痴呆性高齢者総合相談窓 口 」 の 開 設準備

を 行 っ た 。

ウ 神戸市介護サ ー ピス 協会事務局 の 運営

神戸市 内 の 介護保 険 に 関 連す る 保健 ・ 医療 ・ 福祉 に 関 す る 7 団体が中心 と な り 設立 さ れ

た 「神戸市介護サ ー ビス 協会」 の事務局業務 を 受託 し て 、 介護保険制度 の 円滑 な 運営 を 図

る と と も に 、 保健 ・ 医療 ・ 福祉 の 連携、 サ ー ピ ス の 質 の 向上、 介護保険に 関す る 情報の共

有化 に 努 め た 。

〔児鷺健全育成の推進〕

(1) フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ 一 事業の実施

就労 と 育児 を 両立 し 、 安心 し て働 け る 環境づ く り を 推進す る と と も に 、 子育 て支援 の多

様な ニ ー ズ に対応す る た め 、 子育 て の応援 を し て ほ し い 人 (依頼会員) と 子育 て の応援を

し た い 人 (協 力 会員 ) と の会員組織 に よ る 地域 レ ベ ル で の相互援助活動 を 行 う フ ァ ミ リ ー ・

サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー事業 を 実施 し た。 2001年10月 の事業開始以来、 会員 数 も 順調 に 増 え 、

2004年 3 月 末現在、 2 ， 204人の会員 数 と な り 、 活動件数 も 月 平均650件 を 数 え た 。 2002年10

月 よ り 設寵 し た 地域 リ ー ダー を 2003年10月 か ら は 各 区 ( 中央、 兵庫、 長 田 は ブ ロ ッ ク ) ご

と に 12人設置 し て 、 よ り 地域 に密着 し た 支援活動 を 展 開 し た 。

( 2 ) 児童福祉基金の活用

基金の運用益等 を 活用 し 、 児童養護施設や母子生活支援施設の 入所児童の 高校修学助成

(19人、 216万円 ) や 、 民 聞社会福祉団体の児童健全育成事業 な ど に対す る 助成 (18件、 160

万 円 ) を 行 っ た 。

〔緊急生活資金の半分が未返済〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災者 に 留 や 自 治体が貸 し 付 け た 「災害援護資金」 の う ち 、 本人の

死亡や破産 な ど に よ り 回 収不 能 と な っ た 額が2003年11月 末現在、 神戸市 だ け で 9 億3 ， 000

万 円 に上 る こ と が分か っ た 。 返済率 は63 . 1 % と い う O 一方、 月 々 払 え る 分 だ け返す 「少額

返済」 の 増 加 で 、 回 収の 完 了 時期が大幅 に ずれ込む と み ら れ、 財源の 3 分の 2 を 国 の 貸 し

付 け に頼 る 兵車県 と 同市 は 、 国への返済期 限の延長な ど を 要望 し て い る O

同 市 に よ る と 、 本 人死亡や重度障害 な ど法定要件で返済免 除 と な っ た の は 268件計約 6

億3 ， 000万 円 。 本 人 と 保証人が と も に破産 し た 139件計約 3 億 円 と 合 わせ計 9 1:意3 ， 000万 円

が回収不 能 と い う 。

死亡の場合、 国への返済が免除 さ れ市 の 負 担 は 3 分の l で 済 む が、 破 産 は含 ま れ な い た

め 、 市 の 負 担 は 計 5 億1 ， 000万円 に 上 る O そ の ほ か に所在不明者が626人お り 、 屈収不能額
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は さ ら に1彰 ら む と み ら れ る O

返済額 を 減 ら す 「少額返済」 への変更は l 年間 に 約700人増 え て6 ， 513人。 リ ス ト ラ な ど

に よ る 収入減が影響 し て い る と み ら れ る O

県 に よ る と 昨年 9 月 末現在、 同市以外の返済額 は365億7 ， 000万 円 で 、 返 済 率 は 68 . 8% 。

10件以上 の 貸 し 付 け があ る 市 町 の う ち 、 金額ベ ー ス で返済率の 最 も 高 い の は 三原郡緑町

(88 . 7% ) 、 最 も 低い の は尼崎市 (60 . 5% ) だ、 っ た 。

〈注 ・ 引用文献〉
1 )  I被災者福祉対策に つ い てJ (2003年度の液 り 組み) 兵庫県健燦生活部資料
2 )  I神戸市 に お け る 福祉施策J (2003年度) 神戸市保健福祉局資料
3 )  2003年度事業報告書 「県社協 の あ ゆ みJ 社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
4 )  2003年度 「事業報告」 社会福祉法人 神戸市社会橋祉協議会

〈参考文献〉
・ 「安全 ・ 安心 な社会づ く り に つ い て」 兵庫県健康生活部福祉局制作の県会健康生活常任委員 会資料 (2004年 8

月 16 日 )
「 こ う べ」 こ の一年 (2003年 の 主 な 出 来事) 神戸市広報課

・ 兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー ( 5 つ の機龍の ご案内パ ン フ )
. 2003年度、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 日 経、 産経、 神戸新開の福祉関連記事
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震災 9 年の総話 と 検証
6 ， 433人 の 犠牲者 を 出 し た 阪神 ・ 淡路大震災か ら 2004年 1 月 17 日 で丸 9 年 を 迎 え た 。 自

然災害で壊れた住宅再建 に公的支援す る 制度の2005年度創設が決 ま っ たが、 高齢者 の 生活

支援や ま ち の に ぎ わ いづ く り な ど多 く の 課題 も 残 る O 行政が震災か ら 10年 を 目 標 に取 り 組

む 「復興の 総仕上 げj ま で残 り わずか。 道の り の検証 と 教訓 の発信 に む け 、 被災地 は 新 た

な 歩 み を 始め る 。

不況な ど の 要 因 が絡み合い、 被災地の実情が よ り 見 え に く く な っ て い る O い か に 多 く の

市民の 声 を 反映で き る か も 課題。

2005年 は 兵庫県や神戸市が策定 し た 「復興計画」 の 最終年。 被災者 自 立支援金な ど、 さ

ま ざま な施策の財源 と な っ て い る 「復興基金」 も 10年 を 事業 の め ど と し て お り 、 制度面で

は大 き な節 百 と な る O さ ま ざま な 総括、 検証 を福祉 に 重点 を 置 い て記述す る O

1 . 兵庫県の 復興住宅調査
〔一人暮 ら し 4 割弱 〕

兵庫県が阪神 ・ 淡路大震災で家 を 失 っ た 人 た ち が住 む 「災害復興公営住宅」 で 初 め て の

大規模 な 居住者調査 を 行 い 、 2003年 8 月 29 日 、 そ の結果 を発表 し た 。 こ の調査で、 被害者

の復興への 歩 み と 現状 と が浮 き 彫 り に な っ た 。 高齢化が進 み 、 住民間志 の 支 え 合い や 、 公

的支援、 ボ ラ ン テ ィ ア の必要性 も 増 し て い る O

世帯数は 「一人暮 ら し」 が37% と 最多 で 、 高齢の単身世帯が多 い こ と を う かがわせた。

(図 1 ) 居住者調査
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震災前と 比べた家計は

�j( 入

支 出

預 貯 会
1 . 3 

i 繍増 長 た 口変わ ら な い

今の住宅 を ど う 忍 う か

イ主み続ける
つ も り

こ の団t也 に
不満 は な い

地震前の11
が よ か っ た

圃減 っ た 由無回答 l

l 鰯手 う 思 う 口ど ち ら で も な い 翻そ う 息 わ な い 己無回答 I

(注) 数値 は 四捨五入のた め合計が1∞% に な ら な い場合があ る 。

職業は 「無職」 と 「年金生活J と で60% に な っ た。

震災前 と 比べて 収入が減 り 、 支 出 が増 え た と の 囲答が自 ち 、 50歳未満で そ の舘 向 が顕

と い う O

生 き がい に つ い て の設問 も あ る O 震災前 に比べて生 き がい を 感 じ る こ と が 「増 え たJ 1 6 % 、

「変わ ら な いJ 40% 、 「減 っ たJ 30% と な っ た。

住民間士の交流 は 、 「 い つ も あ い さ つす る 人がい る J 71 % 、 「い な いJ 18% だ、 っ た 。

緊急時 に頼れる 人 に つ い て は 「向 じ 団地内 に友人 ・ 知人がい る J が20 % 、 「 自 治会役員J 10% 、

「生活援助員 (LSA) J 9 % だ っ た 。 団地の内外を含め て 「特 に い な い」 が13 % に な っ た。

分析 に よ る と 、 住民の 地域活動への 参加や近所づ き あ い は 、 陸地規模が大 き い ほ ど活発

と い う O 大規模開地で公的支援者や ボ ラ ン テ イ ア の入 る 割合が高い こ と も 背景 に あ る と み

ら れる O

r 

r 

L 

謡査の方法 団地環境調査 (323団地) マ居住者調査 ( 2 万6 ， 349戸) マ 自 治会代表 !

者調査 (222人) マ外部支援者調査 (生活援助員 ら 208人、 市民間体17団体) の 4 種類。 ;

カ ッ コ 内 は対象数。 2002年秋か ら 2003年春 に か け て 、 聞 き 取 り や 郵 送 な どで実施 し た 。 :

災害復興公営住宅 既存の 県営 ・ 市営住宅や民間 か ら の借 り tげな ど も 含め 、 県 内 ; 

に 約 4 万2 ， 100戸。 生活援助員 を 配置 し た 高齢者向 け シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ な ど も 整備

さ れた 。 今 回 の 調査で は 、 65歳以上が暮 ら す割合 を 示す高齢化率 は38 . 1 % 。
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闇外部支援者調査 ( 回 収 z公的支援者177人、 市民活動毘体 8 匝体)

公的 な 支援者 と し て 、 復興住 宅 の 住 民 の 生 活 を 支援す る LSA や 高齢者世帯生活援助員

(SCS) 、 い き い き 県住推進員 に調査 し た 。 緊急時の対応 の 内 容 は 、 「近隣 ト ラ フ守ル」 や 「孤

独感対応」 を 挙げた人がほ ぼ半数い た 。

ま た市民活動 団体の調査で は 、 活動 の 際、 居住者の 自 立促進 を 心がけ な が ら も 「高齢化

が進み 、 自 治会活動が成立せず、 支援な し で は 立 ち 行か な い」 と の指摘があ っ た。

(凶 2 ) 公的支援者 (LSA な ど ) 調査

緊急対応 を求め ら れ る 内容は

〔高齢化に支援模索〕

(複数回答)

兵庫県が発表 し た調査結 果 は 高齢化 の 現状 を 映す 。 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 維持 の 眼界 は 近 い」

と 漏 ら す 自 治会長。 「音防護か ら 出 ず、 調査に も 答 え な い 人 た ち と 、 ど う 向 き 合 う か こ そ が

課題J と 指摘す る 支援者 も い る O

芦屋市の埋め 立 て 地 に建つ南芦居浜復興住 宅 は 全814戸。 そ の う ち 230戸 の 高齢世帝 を 、

生活援助員 (LSA) が24時 間 体制で見守 る O

高齢世帯の平均年齢は70代後半 だ。 「粗大 ごみ を 捨て た いJ I電球が切れ た 」 一 。 そ ん な

雑務の要望が増 え た 。 相談は夜間 に 目 立つ 。

LSA主 任 の 城戸 昌 子 (51 ) は 「当 初 は 「来 な く て い い」 と 言 っ て い た 人 が、 「た ま に は

話 に 来て』 と い う 。 加齢に伴い、 身体機能が低 下 し 、 精神的 な 不安が募 っ て い る 」 と 指摘

す る 。

地域 を 挙げた 連携強化 も 訴 え る O 昨年、 自 治会や民生委員 、 保健所 も 加 わ っ て 「地域ケ

ア 会議」 が発足 し た 。 「 こ の 町 を ど う し て い く の か。 住民 と 一緒 に 考 え た い」 と い う O

神戸市中央区、 脇 の浜住宅10号 棟は 、 共 同 食堂や娯楽室があ る コ レ ク テ ィ ブハ ウ ス (協

働居住型集合住宅) だ。 単身者 を 中心 に44世帯の高齢者が助 け合 っ て 暮 ら す。

自 室 に 閉 じ こ も り がち な 人 の ケ ア や 、 足 の 不 自 由 な 人 の 買 い物 な ど、 LSA に助 け ら れな
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が ら 、 自 治会 を 中心 に こ な し て き た。

「で も 」 と 自 治会長の安J I I 芳 昭 (77) は将来への不安 を 隠せ な い。 現在の平均年齢は72

歳。 「 こ れ ま で に 7 人が亡 く な っ た 。 掃除や ゴ ミ 当 番 を こ な せ な い人 も 3 割 ほ どい る O い ま 、

対策 を 考 え な い と い け な い」

今自 の調査で は 6 割強 と 比較的 に 高 い 回 収率 を 記録 し た が、 復興住宅で の訪 問 活動 を 続

け る 「阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ … ク J の 黒 田裕子 は 、 「人 と 触 れ合い た く な い 人や 、

字 を 書 く の が難 し い 人 の声 は 聞 こ え な い ま ま 。 答 え な い人 を 、 そ れ っ き り に し な い で」 と

訴 え た 。 (2003fド 8 月 30 日 付け神戸新間報刊)

〔震災1 0年の施策 に指針〕

兵庫県が実施 し た災害復興公営住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ 調査 は 、 こ れ ま で語 ら れ て い た 「人 と

人 と の交流」 の重要性 に 数値的 な裏付 け を 与 え た も の で 、 震災10年以 降 に 行政が取 り 組む

べ き 施策 の 指針 を 示 し た意 義 は 大 き い 。

復興施策 は 当初 、 住宅や道路、 港湾の整備 な どハ ー ド閣 を 中 心 に行 わ れ 、 社会基盤や主

な 経済指標 は被災地全体 と し て お お む ね震災前の水準 に 回復 し て い る O し か し 、 復興住宅

の 新 し い 人 間 関係 に な じ め ず、 閉 じ こ も り がち に な る 高齢者の ケ ア や生 き がい づ く り な ど、

ソ フ ト 面の 施策 は ま だ十分 と は い え な い。

調査の結果、 マ 出 会 い の 場 と な る 「お 茶会J な どの行事が行 わ れ て い る マ生活援助員

(LSA) な ど支援者の 訪問 があ る マ 自 治会活動が活発マ近所付 き 合いが多 いーーな ど、 復

興住宅 に 入居 し て い る 被災者の生活復興感が高 か っ た 。

県 は こ れ ま で、 被災高齢者 に 生 き がい や 仲 間 づ く り の機会 を 提供す る 「 い き い き 仕事塾」

の 開設や、 LSA を 手本 に し た高齢世帯生活援助員 の 配 置 な ど、 「阪神 ・ 淡路大震災復興基

金」 を 財源 に 、 多 く の ソ フ ト 施策 を 行 っ て き た 。 だが、 基金事業 は県 と 神戸市が起債 に よ っ

て 拠 出 し た計9 ， 000億 円 の利子が財源で、 2005年 に 期 限が切 れ る O

室崎益輝 ・ 神戸大都市安全研究セ ン タ ー 教授 (都市防災工学) は 「基金の 終了 に よ り 、

直接的 な 支援 は 財政事情か ら 縮小せ ざる を 得 な い 。 今後 は 、被災者の 自 主的 な コ ミ ュ ニ テ イ

活動 を 側 面 か ら サ ポ ー ト す る 仕組みづ く り が重要 に な る 」 と 指摘す る 。

調査で は 、 回答者の半数は今 も 大切 な 「 出 会い」 がな い こ と がわ か っ た 。 地域住民や ボ

ラ ン テ ィ ア ら が安心 し て コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 に 取 り 組め る よ う 、 活動の 拠点 と な る 「場」 の

充実や、 担い手 と な る 人材 の 育成 な ど、 地域 と 一体 に な っ たサ ポ ー ト 策 を 行政は継続す る

こ と が求 め ら れて い る o (2003年 8 月 30 B 付け読売新聞朝刊 ・ 解説)
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2 . 復興10年委員会が発足
〔被災地の教訓|発信〕

2005年 l 月 の震災10年 に 向 け 、 復興の取 り 組み を 総点検す る 県の 「復興10年委員会J が

発足 し た (2003年 8 月 28 日 ) 。 学識経験者や各 団体の代表 ら 73人がそ れぞ、れ 専 門 分野 を 生

か し た検証 を 実施、 被災地の教訓 を 全 国 に発信す る 。

神戸市 内 で 間 か れた 委 員 会で井戸敏三 知 事 は 1 11 ポ ス ト 10年』 と 全国 で 起 こ り う る 大規

模災害 に備 え 、 教訓l を 示す こ と は被災地 と し て の責任」 と 論議 を 要請。 座 長 に は新野幸次

郎 ・ 神戸都市問題研究所理事長が選 ばれた 。

「健康福祉J 1社会 ・ 丈イヒ」 な ど 6 つ の検証部 会 に 分かれ、 そ れ ぞれ現地調査な ど を 行

う が、 「 リ ン ク す る 問題 も 多 く 、 連携 も 大切J と の指摘 も あ っ た。 具体的 な 検証方法 な ど

は 各部会で議論す る O

各部会か ら 挙げ ら れた テ ー マが精査 さ れ、 結局53の検証テ ー マ に し ぼ ら れた 。

具体的 に は 、 住宅復興 と 民間住宅再建支援マ防災教育マ紡災力 向上マ循 環型社会づ く り

ー な どの ほ か、 「総括」 と し て法整備 な どの復興体制や復興計画 も テ ー マ に 掲 げて い る O

検証結果や提言 は 、 2005年 1 月 に 開 く 「創造的復興 フ ォ ー ラ ム 」 や 同時 期 に神戸 で 関 か

れ る 「国際紡災会議」 で も 報告す る 方針。 新野委員 長 は 「 来 る べ き 災害 に対 し 、 少 し で も

『減災」 に つ な がる 提言 に し て い き た い」 と 話 し た 。

〔復興 1 0年 は 32事業 〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 目 を 迎 え 、 復興の総仕上 げ を 目 指す兵庫県 は 10年事業 と し て

2004年度 中 に 計32 の 事業 を 実施す る O 総事業費 は 7 億4 ， 500万円 。 被災地 内外で フ ォ ー ラ

ム や 防災会議 を 聞 き 、 経験 と 教訓| を 発信す る と と も に 、 ス ポ ー ツ や芸術 を 通 じ て復興 を ア

ピ ー ル 、 支援への感謝 も 伝 え る O

県 は2003年 8 月 、 学識経験者や被災住民 ら でつ く る 「復興10年委員 会」 を 設置。 11 ・ 17

は忘れな い」 の 統 A テ ー マ の も と 、 10年事業の 基本構想、 を 練 っ て き た 。

教訓発信の柱 と な る 「創造的復興 フ ォ ー ラ ム (仮称) J (2005年 1 月 ) で は 、 10年 間 を 総

括 し 、 先導的 な 取 り 組み を 提言。 す で に初動対応や住宅再建支援 な ど53テ ー マ に つ い て 学

識者 に よ る 検証 も 進ん で い る 。

災害時の被害軽減 に 向 け 、 国際的 な 防災戦略 を 練 る 「国際防災世界会議」 や 人 と 防災未

来セ ン タ ー の企画展 な ど も 行 う O

〔国の制度 に復興の教献 を 〕

兵庫県 は 阪神 ・ 淡路大震災の復興計画で実施 し た施策の 問題点 を 検証 し 、 先導的 な 制 度

と し て 国 に提案す る 方針 を 決め た (2003年 8 月 ) 0 

井戸敏三知事は 110年 間 の成果や課題 を 総括的 に検証 し 、 制度 と し て全 国 に提言 ・ 提案
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し て い き た い」 と 、 高齢化が進む住宅での見守 り 体制 な ど、 復興の過程で 得 た 経験や教訓

を 、 今後起 き る 大災害か ら の復興の指針 と し て 活用 し て も ら い た い 考 え だ 。

具体的 に は、 被災高齢者の見守 り 体制 な ど を 想定。 施設職員 が シ ルバー ハ ウ ジ ン グ (1高

齢者向 け公営住宅) に住み込む な ど し て 生活 を 援助 す る 生活援助員 (LSA) は 、 困 、 県 の

補助で市町が福祉施設 な ど に委託す る が、 高齢化率の 高 い一般の災害後興公営住宅 に は適

用 さ れ な か っ た 。

県独 自 の支援策 と し て 、 復興基金 を 活用 し 、 巡 回 型 の高齢世帯生活援助員 (SCS) を 復

興住宅 に 配置 し 、 安否確認や生活相 談 な ど を 担 当 し て い る O 同 知 事 は 「住宅の仕様で は な

く 、 高齢化率が 5 割 を 超 え る 住宅 に 配置す る な ど、 見守 り や 介護の必要性で 決 め る べ き だ」

と し て い る O ま た 、 震災が高齢化の進む大都市 を 初 め て 襲 っ た 災害 と い う 点 を 踏 ま え 、 「被

災高齢者 は何 も シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ だ け に 入 っ て い る わ け で は な しV と 指摘 し た。

〔見守 り 事業継続、 拡大へ〕

兵庫県 の2004年度予算 に よ る と 震災復興最終年度 を 迎 え 、 復興の総仕上 げ と ポス ト 10年

を 視野 に入 れ た 訳 り 組み を 進め る O 被災高齢者の見守 り 対策 と し て は 、 阪神 ・ 淡路大震災

復興基金 を 財源 に 配置 し て い る 高齢世帯生活援助員 (SCS) を 102人の ま ま 継続。 NPO な

どが50戸以 上 の 災害復興公営住宅で行 う 高齢者ふ れ あ い 交流事業への 補 助 金 (最高100万

円 ) を 50戸未満の住宅 に も 拡大 し 、 小規模団地の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 支援 す る 。

県看護協 会 の 看護師が、 後興住宅の 集会所 な ど 8 市20 カ 所で定期 的 に健康相談な ど に 応

じ て い た 「 ま ち の保健室」 事業 を被災地以外に も 拡大、 新た に125 カ 所 に 開 設す る O ま た 、

就業 を 希望 す る 被災者 を 支援す る た め 、 神戸市長 田 区 と 宝塚市 に設置 さ れて い る 「生 き が

い し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー」 を 、 姫路市 に も 増設す る な ど、 基金事業の一般財源化 を 進め る O

〔復興基金の事業継続へ〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災者支援 の た め に兵療県 と 神戸市が設立 し た財 団 法 人 「坂神 ・ 淡

路大震災復興基金J (理事長 : 井戸敏三 ・ 兵庫県知事) で行 っ て い る 事業 に つ い て 、 県 な

ど は 、 2006年 3 月 の基金運用 終了後 も 、 事業の一部 を 一般施策 と し て継続す る 方向 で検討

を 始 め た 。 運用終了 ま で に 、 一般施策 と し て継続す る マ打 ち 切 る マ運用 益 の 残 り で残務処

理す る 一一の 三 つ に分類 し 、 必要施策 を 絞 り 込ん で い く O 同基金で現在、 57事業が実施 さ

れ て い る が、 復興住 宅 に 住 む 高齢者の見守 り 事業 な ど に 継続 を 求め る 声が多 い 。

同基金は 1995年 4 月 に 設立 さ れ、 基金規模 は 9 ， 000f意 円 。 県 と 神戸市の起債 に よ る 8 ， 800

f意円 を 運用 し 、 年約350億 円 の 運用益な どで、 被災者 自 立支援金の 支給 を は じ め 、 住宅 ロ ー

ン や災害復 旧 資金融資の利子補給 な ど被災者復興支援 に 活用 。 こ れ ま で の 事業 数 は 1 13 に

も な る O

運用 の期 間 は 10年 と 定め ら れて お り 、 途 中基金が積み増 し さ れた た め 最終的 に2006年 3
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月 に 経了す る 予定。 し か し 基金事業 と し て2001年か ら 始 ま っ た 、 毎興住 宅 の お年寄 り の安

否確認や見守 り を 行 う 高齢世帯生活援助員 (102人) は 「孤独死」 を 防 ぐ対策 の ー っ と し

て 注 自 さ れて お り 、 井戸知事 も 「復興住宅の高齢化率 は 4 割 を 超 え て お り 、 高齢化社会対

応の事業 は 一般化す る 方向 で検討す る こ と に な る だ ろ う 」 と の考 え 。 復興住宅へ の 支援 は 、

他 に ボ ラ ン テ イ ア 活動支援、 自 治会活動 の 支援 な どがあ り 、 継続が必要 と 判 断す れば、 一

般事業 と し て予算化す る こ と に な る O

3 . 神戸市の総括 と 検証
〔復興 ・ 活性化推進懇話会〕

神戸市 は 2003年 4 月 か ら 「復興の 総括 ・ 検証」 作業 を は じ め た 。 中 心 に な る の は 、 有識

者 ら の 「復興 ・ 活性化推進懇話会J (27人、 座長= 嘉夫義久神戸大名誉教授) 0 

市民が意見 を 出 し あ う 「 ワ ー ク シ ョ ッ プJ や 、 神戸市が復興の課題 を 探 る た め に 実施 し

た I 万人 ア ン ケ ー ト な どの結果 を も と に 震災後の検証 を 進 め た 。 懇話会は 2004年 1 月 13 日 、

提言 を ま と め 矢 田 市長 に提 出 、 ïlO年以 降」 の施策 に生 か さ れ る こ と に な っ た 。

震災の教訓 を 生か し た施策検討の視点 と し て は 「 自 律 と 連帯」 の 考 え 方 に 集約 さ れ る と

述べ、 分野別 の提言 で は 「市民生活J ï都市 活動J ïす ま い ・ ま ち づ く り J ï安全都市」 の

4 分野 を あ げて い る O

と く に福祉 に 関係 の あ る 「市民生活分野」 で は以下の よ う に提言 し て い る 。

( 1 )  市 内 で芽生 え て い る 「 あ い さ つ運動」 の市内各地での展 開 を 図 る と と も に 、 地域活

動 に つ い て 活動 の度合い に応 じ た 支援 を 行 う こ と O

(2 ) 市民の健康づ く り に つ い て は 、 情報や機会の提供 に加 え 、 NPO 等 と の 連携や ス ポ ー

ツ 産業振興 も 含め た “健康 を 楽 し む" と い う 視点 で対応す る こ と O

(3 )  定年 を 迎 え る 団塊の世代 の パ ワ ー や知 恵 を 地域社会づ く り に活用 す る と と も に 、 地

域 に お け る 世代 間交流 を 促進す る こ と O

(4) 復興過程で芽生 え た地域見守 り を 超高齢社会の先駆的対応事例 と し て 、 住民相 互 に

よ る 恒久 的 な 地域見守 り 体制 を講築 し 、 地域で安心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り を 図 る こ と O

( 5 ) 障害者の社会参画 の た め 、 事業者等 と 連携 し な が ら 、 就労支援 の 充実 を 図 る こ と 。

(6) 地域 と 学校の 連携や子 ど も の社会参画の促進 な ど、 神戸の未来 を 担 う 子 ど も がい き

い き と 育 ち 、 育 て ら れる ま ち を め ざす こ と O

(7 ) 震災で生 ま れた外国人一市民間士や 日 本人市民 と の 交流 を 生か し て 、 情報窓 口 の 一元

化や長期的視点 に 立 っ た 言葉 の 障壁 の 解消 に 努 め る こ と O

(8) 復興過桂 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 、 NPO ・ NGO が果た し た役割の大 き さ に 鑑み、 活

動基盤確立 の た め の 方策 を 講 じ る と と も に 、 中 間支援 NPO ・ NGO へ の 支援、 新 し い

協働手法の検討 を 行 う こ と O
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こ の ほ か 「 こ れか ら の神 戸づ く り J の方向性や 「復興の総括 ・ 検証」 の 生 か し 方 な どの

提言 を 行 っ て い る O

〔民間団体も具体的論議〕

自 治体が呼び掛け る 「検証j に対 し 、 市民独 自 の動 き も 活発 に な っ て い る O 震災 5 年 ま

で毎年、 NGO (非政府組織) や コ ー プ こ う べ な どが協力 し て 開 い て き た 「市民 と NGO

の 『防災」 国 際 フ ォ ー ラ ム 」 の 実行委員 会 は 、 2003年 5 月 か ら 震災10年 に 向 け た議論 を 始

め た 。

被災地 を 拠点 に 活動す る ボ ラ ン テ ィ ア 、 国際防災機 関 の メ ン バ ー 、 研究者 ら が参加。 現

段措で は 、 自 由 な議論 を 続 け 、 震災10年 に 合 わ せ て 、 フ ォ ー ラ ム な どの形で成果 を 発信す

る 計画だ。

過去 2 回 の議論で は 、 「子 ど も J r女性J r外国 人」 と い う 視点 の必要性が挙がっ た ほ か、

「夢 を 語 り 合 い た い」 と の声 も あ っ た 。 参加 し て い る 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー (神戸市

兵庫区) の 村井雅清代表は 「被災地の 今後 を 考 え る と い う よ り 、 「 こ ん な 告 に住み た い』

と い う 患 い を 、 どの地域で も 通 じ る よ う な 形で語 り 合え れ ばJ と い う O

実行委員 長の芹 田健太郎神戸大大学院教授 は 「過去の検証 だ け で な く 、 10年間 に 育 っ た

も の を 今後の 10年 に 生かす必要があ る O 次世代 を 担 う 子 ど も や 、 震災 を 知 ら な い若者の意

見 を どん どん取 り 入 れ た い」 と 話す。

2001年 に 「市民社会 を つ く る … 震後 KOBE 発 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 を 出 版 し た 「市民社

会推進機構J (神戸市 中 央 区 ) も 2003年 8 月 、 「震災10年市民検証研究会」 の発足 を 決 め た 。

研究者 や 市民団体メ ン バ ー ら で組織 し 、 2002年 「大震災100の教訓IJ を 出版 し た兵庫県

震災復興研究セ ン タ ー (神戸 市 中 央 区 ) も 、 2003年 3 月 か ら 議論の場 を 設 け て い る O 出 口

俊一事務局長 は 「 九00の教訓Idl を 英訳 し 、 海外 に発信す る 計画があ る 」 と い う O

ま た 、 復興過程 を被災者の視点か ら 見つ め よ う と 民間 の研究者 ら でつ く る 「兵庫県震災

復興研究セ ン タ ー J ( 出 口俊一事務局長、 神戸市 中 央 区 ) は 地震や 防災、 都市計画 な どの

専 門家が多 角 的 に 課題 を 探 る 検証作業 を 始 め た 。 2004年末 を め ど に 結 果 を ま と め 政策提言

や市民への啓発 に つ な げて い く O

〔大学の復興研究〕

兵庫県内 の い く つ かの大学 で 、 復興検証の研究 プ ロ ジ ェ ク ト が動 き 始め た 。

震災当 初 は 、 全国か ら さ ま ざ ま な研究者が被災地 に 入 札 多 く の調査 を 行 っ た 。 し か し 、

こ こ 数年、 系統だ、 っ た調査研究 や そ れ に基づ く 提言 は 、 あ ま り 行わ れて い な い。 貴重 な 教

訓 を 埋 も れ さ せ な い た め に も 、 被災地の大学の取 り 組み が期待 さ れ る O

関 西学 院 大学 (西宮市) で は2004年 1 月 9 日 、 「災害復興制度研究 プ ロ ジ ェ ク ト 」 が発

会 し た 。 人文 ・ 社会科学が中心で、 復興の理念 を 考 え る と と も に 、 暮 ら し 、 ま ち 、 住 ま い
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の復興 に 関 す る 政策や制度 を 検討す る o 3 - 5 年後 に は 「災害復興基本法案 」 を 視野 に 入

れ た 報告書 を ま と め る と い う O

現行の災害救助法 (1947年制定) は 、 何度か改正 さ れた と は い え 、 枠組み 自 体が古 く 、

都市 の 巨大災 害 を 想定 し た も の で は な い 。 「公共性」 の概念 も 、 当 時 と 今 と で は大 き く 変

化 し た 。 被災地の視点で、 新 し い復興基本法案 を提案す る O

プ ロ ジ ェ ク ト の特色 は 、 大学内 の研究会 に と ど ま ら ず、 貝 原前兵庫県知事が理事長 を 務

め る 「財団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会」 な ど と 連携 し 、 推進会議 を 設置 し て い る こ と

だ。 教員 ら の研究成果 を 、 新制度 と し て提言 し て い く 際の大 き な 力 と な る O

震災10年 目 に あ た る 2004年 1 月 に は 、 中 間報告 を 出 し 、 「災害復興制度研究所J (仮称)

を 創設す る と い う O 多 く の 事業が10年 を 機 に 整 理 さ れ よ う と し て い る 中 、 10年 目 か ら 腰 を

据 え る 姿勢 を 評価。

神戸大学 で は 「震災10周年事業委員 会」 を 結成 し た 。

こ ち ら は 、 市民団体 と の連携 を 強 め 、 研究 と と も に社会貢献に 力 を 注 ぐ。 研究者 と 市民

と が常 に交流で き る 場 ( フ ィ ー ル ドス タ ジ オ ) を 長 田 区 内 に創 設 し 、 秋 に は 被災者支援や

震災資料の保全な ど を テ ー マ に 、 学民連携の研究会 を 開 く と い う O

大学の プ ロ ジ ェ ク ト は 、 震災体験か ら 普遍 的 な 教訓 を 引 き 出 し 、 そ れ を 広 く 伝え る と 同

時 に 、 失 わ れがち な 記録の保全や研究者 を 育成す る と い う 役割 も 担 っ て い る 。

神大の事業 の 中 に 、 当 時の大学生が今の学生 に体験 を 話す 「交流講演会」 や 、 地震直後

か ら の 関連資料 を 収集 ・ 保管 し て い る 「震災文庫j の充実な どが含 ま れ て い る の は 、 そ の

表 れ だ ろ う O

かか わ る メ ン バ ー に は 、 研究成果 を ど う 被災地 に 還元す る か、 と の視点 も 忘れ な い で も

ら い た い 。 (2004年 2 月 2 日 付け神戸新潤朝刊 ・ 「大震災10年へ」 特集)

〔震災1 0年事業の基本計画〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年の記念事業 を検討 し て い る 「震災10年 神 戸 か ら の発信」 検

討委員 会 (座長 = 加藤恵正 ・ 神戸商科大教授) は2003年12月 4 日 、 「 し て き た コ ト 。 こ れ

か ら す る コ ト …」 を テ ー マ と す る 基本計画 を 矢 田 立郎市長 に提出 し た 。 年 明 け に も 市民、

事業者、 行政に よ る 推進委員 会 を 設立 し 、 事業内容 を 具体化 さ せ る O

テ ー マ は 、 10年 間 の復興の歩み を 国 内 外 に 発信す る と と も に 、 新 た な 神 戸 の 将来像 を 描

く と い う 事業全体の基調 を 分か り やす く 表現 し た と い う O

新 た な 推 進委 は 、 学識経験者、 事業者、 NPO ( 民 間 非営利 団体) 関係者 ら と 行政 で つ

く る 検討委の メ ン バ ー を 中心 に構成 し 、 個別事業の調整 ・ 支援 と 、 象徴的 な事業を企画 ・

実施す る O

想定 さ れ る 事業 は 、 2005年 l 月 に 開龍が決 ま っ た 国連世界防災会議 を は じ め 、 高齢者の

見守 り 活動、 ボ ラ ン テ イ ア . NPO の現状な ど震災の教書11 や復興 の 課題 に 重点 を 置い た も
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の と 、 芸術 ・ ス ポ ー ツ ・ 先端医療 固 ロ ボ ッ ト 開発 ・ フ ァ ッ シ ョ ン な ど神戸 の 新 た な魅力 を

発信す る イ ベ ン ト な ど。

推進委は 既存の事業 も 含め て 「震災10年」 に ふ さ わ し い 内容の 事業 を 募 り 、 2004年12月

か ら 1 年 間 、 集 中 的 に 実施す る O 財政支援の在 り 方 も 今後、 検討す る と い う O

報告 を 受 け た 矢 田 市長 は 、 「復興の歩 み と 新 し い神戸 の 姿 を 国 内外 に発信 し て い く の は

被災地の責務。 市民の知恵、 を 集め 、 協働の 中 か ら っ く り 上 げ て い き た い」 と 話 し た 。

〔地域へ見守 り の役 目 移す)

神戸市が発表 し た2004年度当 初予算案 は 、 阪神大震災復興関連の借金返済が ピ ー ク を 迎

え る の に加 え 、 不況 に よ る 税収減、 さ ら に 国 と 地方の税財 政 を 見 直す三位一体改革 に 追 い

打 ち を か け ら れ、 “三重苦" の な か での予算編成 と な り 、 収支不足が200億円 ま で膨 ら ん だ。

一方で、 年度 内 に迎 え る 震災10年 の 関 連事業や集客観光 に は重点的 に 配分、 矢 田 立部市長

は 「施策の選択 と 集 中 を 行 い 、 復興の 総仕上 げ と 新 し い神戸づ く り に叡 り 組 ん だ」 と 語 っ

た 。

2005年 1 月 17 日 で震災か ら 10年 を 迎 え る の を 機 に 、 震災の教訓l を 伝 え る イ ベ ン ト 開催 な

ど に 、 計約 3 億5 ， 500万 円 を 計上。 〈神戸 の復興〉 を 国 内外 に広 く ア ピ ー ル し 、 復興後の ま

ち づ く り の 将来像 を 示す指針づ く り に も 取 り 組む。 矢 田 市 長 は 「震災 を 乗 り 越 え る こ と が

で き た感需の気持 ち を 伝 え た い。 10年で復興が終わ り と い う 意味で は な く 、 新 し い神戸づ

く り の一つ の 節 目 と し た い」 と 話す。

メ ー ン 事業 と な る 「震災10年 神戸か ら の発信」 に は 3 銭 円 。 「 し て き た コ ト 。 こ れか

ら す る コ ト …」 を テ ー マ に 、 12月 か ら 1 年 間 の イ ベ ン ト を 予定 し 、 市民や学識者 ら でつ く

る 推進委員 会 な どが内容 を 検討す る O

今後の ま ち づ く り の指針 を 示す新 し い ピ ジ ョ ン ( 中 期計画) 策定で は 、 「安全 ・ 安心J r健

康」 な ど、 こ れ ま で に諮問会議で示 さ れた 方向性 を も と に 、 学識者や市民で懇話会 を 設立

し、 新年度 中 に計屈 を ま と め る 。

復興住宅 な ど で の 高齢者の見守 り 体制 も 見直す。 民生、 児童委員 を 補助 す る 支援員 を 新

設 し 、 各地域で訪問活動 に つ い て の検討会 を 開 く な ど、 地域に見守 り の役割 を 移行す る O

〈参考文献〉
- 災害復興公営住宅団地 コ ミ ュ ニ テ ィ 調主主 「報告書芸J (概要さ版) 兵庫県 2003年 8 月
- 震災10年神戸 か ら の発信、 GUIDEBOOK VOL . 1 

「 こ う べ」 こ の l 年 ・ 2003年の主な 出来事 神戸市広報課
・ 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会か ら の提言 (2003年度 「復興の総括 ・ 検証Jl 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会

2004年 1 月 13 日
. 2003年度、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 B 経、 産経、 神戸新開の福祉関連記事
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伝説 NPO 法 施行 問

特定非営利活動促進法 (NPO 法) も 施行か ら 5 年が経過 し た 。 NPO 活 動 は 新 し い市民

を 生 み 出 し 、 行政 と の 「協働」 も 定着 し は じ め た よ う だ。 行政か ら の委託事業 も 次第 に増

え 、 そ れ だ け に 活動範囲 も 広 が り を みせ て い る O

行政を は じ め 民 間 団体、 大学の下支え も 大 き な 力 と な っ て い る O

ま た 、 関 西 の 中 堅企業で 地域密着型 の 社会貢献活動 に 取 り 組む 動 き が活 発 に な り NPO

と の連携が進 め ら れて い る O 法施行か ら 5 年 た ち 、 NPO 法人の 「質」 を 問 わ れ る 時代 に 入 っ

た よ う だ。

1 . 広 が る NPO への事業費託
〔兵庫県内 は455法人〕

ボ ラ ン テ ィ ア 国体 な どに法人格 を 与 え 、 活動 を 支援す る NPO 法 (特定非営利活動促進法)

の施行か ら 2003年12月 1 B で丸 5 年 を 迎 え た 。 同年10月 末現在で全国 の NPO 法人は13 ， 7770

兵庫県認証分は全国 で 6 番 目 に 多 い455法人 (2003年 11 月 29 日 現在 ) に 上 る o 5 年 間 で社

会 的 な 認知 は広 が っ た が、 自 治体や企業 と の連携の あ り 方 な どみ え て き た 課題 も 多 い 。

認証団体は 、 こ の 1 年間 で約5 ， 000増加。 一方、 解散 し た法人は124 (県内 は 5 ) を 数え る O

阪神 ・ 淡時大震災 を 機 に 市民活動が広がっ た県内 で は 、 75 % が神戸 ・ 阪神 間 に集 中 し て

い る O

法成立時か ら の課題だ っ た税制優遇で は 、 2001年10月 、 関税庁が認め た 「認定 NPO 法人」

に 寄付 を す る と 税が軽減 さ れ る 制度がス タ ー ト O

NPO 法 は 、 2003年 5 月 の 改正法施行で、 活動 に 「情報化社会の発展J r科学技術の振興J

な ど 5 分野が追加 さ れて 計17分野 と な っ た。 県 内 NPO 法人 を 分野別 ( 1 団体で複数分野

あ り ) で み る と 、 「保健 ・ 医療 ・ 福祉」 が60 % で 、 「社会教育J (49 % )  r ま ち づ く り J (43 % )  

と 続 く 。

2003年 4 月 に認定法人の 要件が緩和 さ れ た が、 そ れで も 全国 で わずか18法人で、 県内 は

ゼ ロ O 「ハ ー ド ル が高 す ぎ る 」 と い う 反発は根強い。

自 治体が こ ぞっ て rNPO と の協働」 を 打 ち 出 す 中 、 事業委託 は 増加傾 向 に あ る O 今後

は そ の 「 中 身」 が間 わ れ る が、 兵藤県参画協働課は 「市民の 理解 を 得 る た め 、 NPO 側 に

も 積極的 な 情報公開 が求 め ら れ る J と 話す。

「宝塚 NPO セ ン タ ーJ (宝塚市) の 山本麗子事務局次長 は 「 こ の 5 年で 地域活動 に 日 を

向 け る 人が増 え 、 ょ う や く ス タ ー ト ラ イ ン に 立 っ た と こ ろ 。 市民、 行政が対話 を 重ね る こ

と で IT'NPO に何がで き る か」 を 考 え 、 相互理解 を 深め る こ と が必要」 と 指摘 し て い る 。 (2003

年11月 30 日 付け神戸新聞朝刊)
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〔都道府県96 % が事業委託〕

市民団体 「 シ ー ズ ニニ 市民活動 を 支 え る 制度 を つ く る 会J (東京) が2003年 3 月 に 実施 し

た 全 国 の 自 治体への調査で NPO に 事業委託 を し て い る 都道府県 は 96 % 、 市 区 町村 で46%

に の ぼ り 、 NPO 活動が大 き な広 が り を みせ て い る こ と がわ か っ た 。

千葉県の 委託 を 受 け た調査で、 全都道府県 ・ 政令指定都市 ・ 東京23区 と 、 人 口 2 万人以

上 の 市町村‘ (未屈答あ り ) 合わせて777 自 治体が答 え た 。

兵庫県内 で は県 の ほ か、 神戸、 明石市な ど10 自 治体が事業 を 委託 し て い た。

委託 に 期待す る 効果 は 、 「市民の ニ ー ズ に 対応 し た き め 細 か い サ ー ピ ス 提供J が、 都道

府県 (78% ) 、 市 佐 町村 (64 % ) と も ト ッ プ。 「 コ ス ト ダ ウ ン J は都道府 県 で 9 % 、 市 区 画I

キナで28% に と ど ま っ た 。

一方、 委託で明 ら か に な っ た課題 と し て 、 都道府県の40 % が 「委託先 を 見つ け る の に苦

労 し たJ 、 市 区 町村 の 37 % が 「契約金額 の 妥 当 性 を 判 断す る 材料がな か っ た J を 挙 げ た 。

ま た 、 「効果が測 り に く か っ た」 が都道府県、 市 区 町村 と も 2 番 目 に多 か っ た 。

.NPO法施行 5 年のあ ゆみ.

1998 ・ 12 NPO法施行

99 ・ 2

4 

8 

12 

2000 ・ 7

01 ・ 10

12 

03 ・ 2

4 

5 

12 

北海道で法人認証第 l 号

兵庫県が 4 団体 に初の認証

NPO議員 連盟発足

施行 1 年。 全厨の認証数1 ， 000国体超 え る

新潟県で法人解散第 1 号

NPO支援税制 ス タ ー ト

支援税制の対象 と な る 「認定NPO法人J 第 l 号

全 閣 のNPO法人 l 万突破

認定NPO法人の 要件緩和

「県民の 参画 と 協働の推進 に 関す る 条例」 施行

改正NPO法施行。 活動分野が12か ら 1 7 に

NPO法施行 5 年

c - 

L 

ー ~ 一 一、

J 

(2003年11 月 30 日 付け神戸新聞朝刊IJ )

〔神戸市、 保育施設を 委託〕

神戸市は2004年 1 月 か ら 地域のNPO ，-子育 て支援ネ ッ ト ワ ー ク あ し り と 共同 で一時保育

を 始め る 。 市 が東灘区 に借 り 上 げた 地域保育室 「保育 ル ー ム あ い あ い」 の 運営 を NPO

が請 け負 う 。 ま ず逓 2 屈 で実施 し 、 2004年度か ら は週 5 自 に増 や し て い く 計画だ。

同 NPO は 子育 て 支援 を 経験 し た コ ー プ こ う べ組合員 ら が立 ち 上 げた組織。 東灘区 は マ ン

シ ョ ン の建 設 ラ ッ シ ュ な どで 若 い 共働 き の 夫婦 も 多 く 、 保育所待機児童 の 急増 が 問 題 に

な っ て い る 。
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近 畿 の 自 治体で、 非営利 組織 (NPO) や 特定非営手IJ 活動法人 (NPO 法 人 ) と 連携 し た

住民サ ー ピ ス が相 次 い で 誕生 し て い る O 独 自 の ノ ウ ハ ウ を 持つ NPO の 力 を 借 り る こ と で

社会問 題 に 迅速 に 対応、 住民の 自 治への参加 も 促す。 法人設立 に 関 す る 税 の 減免 な ど、 支

援施策 の 充実 を 急 ぐ 自 治体 も あ る O 今後、 雇用 の 受 け盟 と し て も 期待 の 高 い NPO と 行政

と の協調、 役割分担が一段 と 重要 に な り そ う だ。

2 . 多彰な NPO 活動
〔地域で子育て支援〕

地域で孤立 し が ち な 乳幼児 と 母親 た ち が集 い 、 交流 を 深 め る 「子育 て NET す く す く

い っ し ょ に あ そ ぼ ! J が2003年 1 1 月 か ら 神戸市垂水区西舞子 4 の舞子幼稚園 (藤本靖子園

長) で は じ ま っ た 。 市 内 で子育 て 支援事業 を 進 め る NPO 法人 「神戸 ラ イ フ ・ ケ ア ー 協会」

(本部 ・ 東灘 ほ ) が、 同幼稚園 と 共 同 で企画 し た も の O

同協会が子育 て 支援の プ ロ グ ラ ム を 提案。 幼稚園舎開放 呂 の う ち 毎月 第 3 木曜 日 に 事業

を 実施す る こ と に な っ た。

対象 は 、 原則 と し て 未就 園 の子 ど も と そ の保護者。 毎 回 、 間協会の ス タ ッ フ が企画 を 練

り 、 幼稚園教諭 を 目 指す学生 ら も ボ ラ ン テ イ ア で参加す る O 地域住民の協 力 を 得 て音楽や

劇 な ど を 楽 し ん で も ら う ほ か、 垂水区役所の 「子育 て 支援室J と 連携 し 、 保健師や栄養士

に よ る ア ド バ イ ス の機会 を 設 け る O

将来 は 、 不埜校や引 き こ も り の子 ど も た ち の社会参加の場 と し て も 活用 し て も ら う O ま

た 、 専 門 家 に よ る 相談事業 も 開 く こ と に し て い る O

同協会は市内計 4 カ 所の児童館や地域福祉セ ン タ ー な どで、 子育 て 支援事業 を 展 開 し て

い る が、 幼稚圏 と の 共催 は 初 め て o NPO と 幼稚閣 の 連携 に よ る 子育 て 支援事業 は 珍 し い

と い う O
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ま た 、 神戸市東瀧区 の 甲 高本通商市 街 は 2003年 9 月 か ら NPO や企業 と 連携 し 、 地域 ぐ

る み で子育て も 支援す る 事業 'KONAN キ ッ ズ ス ク エ ア - J を は じ め た 。

育児 に 関 す る セ ミ ナ ー や 、 母親が安心 し て 通 え る よ う 託児室っ き の お け い こ 教室 な ど を

開催、 阪神 . i炎諮大震災後 に 地域 に 転居 し て き た 若 い 母親 を サ ポ ー ト す る こ と で 、 商庖街

を 核 に し た “地縁" づ く り に 取 り 組む。

生活協 同 組合 コ ー プ こ う べや 、 神戸市‘内 で保育施設 を 手掛け る ベ ン チ ャ ー 企業 「エ ン ゼ

ルハ ー ト 」 も 協力 、 子育 て 支援 を す る O

( NPO 版 “ハ ロ ー ワ ー ク 開〕
厳 し い 雇 用 情勢や 「生 き がい重視」 の仕事 を 求め る 背景 に 、 NPO な ど就職 を あ っ せ ん

す る 職業紹介事業所が、 相次い で 開 設 さ れて い る O 兵庫県 内 で は2003年 2 月 、 神戸 と 宝塚

市 の NPO 法人が、 厚生労働省 の 許可 を 受 け て事業 を 始 め た 。

“NPO 版ハ ロ ー ワ ー ク " と も い え る 取 り 組み を 始 め た の は 、 神 戸 市 長 田 区 の 「 し み ん

事業サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク 」 と 、 宝塚市の 「宝塚 NPO セ ン タ - J o  

両法人 は 、 昨年か ら 県 の 委託 を 受 け 、 NPO へ の就職や起業のi吉報 を提撰す る 「生 き が

い し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 を 運営。 し か し 、 「職業紹介」 に は 許可が必 要 で 、 2002年 か

ら そ の準備 を 進め て き た 。

就職先 は 、 介護保険事業で比較的安定 し た収入の あ る 高齢者福祉の分野 が多 い が、 圏際

交流、 産害者支援な ど も O 株式会社の コ ミ ュ ニ テ ィ FM 局 も あ る O

し み ん事業サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク で は 、 す で に 10件の “縁組" が成立 し た 。

宝塚 NPO セ ン タ ー で も 、 7 人 に仕事 を 紹介。 「一般企業で は生か さ れ に く い技能 を 持 つ

人 た ち に 、 そ の 能力 を 生かす場 を提供 し た い」 と 話す。

〔 中堅企業 、 棺次 ぎ地域活動〕

関 西 の 中 堅企業で地域密着型 の社会貢献活動 に新 た に取 り 組む動 き が活発 に な っ て き た 。

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 や 基金 を 設 け て地域活動 を 助成す る な ど、 手法 は い ろ い ろ O 消費者の信

頼や企業 イ メ ー ジ の 向 上 に 役立 て る 狙い も あ る O

カ タ ロ グ通販の フ ェ リ シ モ (神戸市) は こ の ほ ど、 障害者が兵庫 県 内 の小規模作業所な

どでつ く っ た ク ッ キ ー や織物製品 の カ タ ロ グ販売 を 始 め た 。 同社の社員 が製造段階か ら 参

加 し 、 品 質 向上 に も 一役買 う O 矢崎和彦社長 は 「 カ タ ロ グ通販事業 と 両立 さ せ な が ら 地域

貢献に取 り 組み た い」 と 話す。 他府県の作業所か ら も 参加 し た い と の 問 い合わせが増 え て

い る と い う O

f旦陽信用 金庫 (兵庫 県加古川 市) は 社 内 に 特 定非営利活動法人 (NPO 法人) の 「但 陽

ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー 」 を 設 け 、 1 日 に 約 4 人の社員 が身体障害者の移送サ ー ビス や独居

老人の見守 り 活動 に ボ ラ ン テ ィ ア で取 り 組 ん で、 い る O
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桑 田 純一郎理事長 は 「地域貢献は社員教育 の 一環」 と 話すが、 こ う し た 活動 に 共感 し た

学生が就職 を 希望 す る な ど、 「人材の獲得 に も 一役買 っ て い る 」 と い う O

長ヲ l く 不況で芸術 ・ 文化 を 支援す る 企業 メ セ ナ は低調 だが、 企業の地域貢 献 に つ い て研

究 し て い る 神戸商科大学の加藤恵正教授 は 「本業の ビ ジ ネ ス や社員教育 な ど に 反映 さ れ る

た め 、 地域貢献は企業 に と っ て 戦略的 な投資 の 意味 を 持つ」 と 話 し て い る O

〔企業 と N PO の連携〕

企業 と NPO の 効果 的 な 連携 に つ い て考 え る フ ォ ー ラ ム が2004年 1 丹 、 神 戸 市 中 央 区 の

ク リ ス タ ル ホ ー ル で 開 かれ、 約250人の経営者や市民 ら が実践の ノ ウ ハ ウ を 学ん だ。

阪神 ・ 淡路大震災で、広 がっ た ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 定着 に 向 け 、 地元の NPO な どで つ く

る 実行委員 会が 4 年前か ら 開 い て い る イ ベ ン ト 「 ひ ょ う ごボ、 ラ ン タ リ ー ・ ス ク エ ア 21j の

一環。

基調講演 で は 、 NPO 法人 「パー ト ナ ー シ ッ プ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 の 岸 田 真代代表が、

障害者 ら の NPO に よ る 企業 内 喫茶自の事例 を 紹介 し 、 「 目 的 の共有が成功 の秘訣」 と 説明

し た 。

続 く パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 企業側 の 立場か ら 「 ソ ニ 一 生命ボ、 ラ ン テ イ ア 有志の

会」 の 高石好志代表が 「で き る こ と 、 で き な い こ と を 明確 に し な い と 関係 は 維持 で き な い」

と 指摘 。 NPO 法 人 「 し み ん基金 ・ KOBEj の 黒 田 裕子理事長 は 「 だ れの た め に 連携す る

の か、 を 重視す る こ と が大事」 と 話 し た 。

3 . 行政の積極的 な支援
(NPO に助言者派遣〕

県 の 「 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザj (小森星児所長、 神戸市 中 央区) は 、 民 間非営利

団体 (NPO) に対 し て行政 シ ス テ ム を ア ド バ イ ス す る 「 プロ グ ラ ム ・ オ フ ィ サ ー」 派遣制

度 を ス タ ー ト さ せた 。

NPO が 自 治体に 事業提案 し た り 、 自 治体が NPO に 事業委託す る ケ ー ス は 近年増加。 間

プ ラ ザで は 、 2002年度か ら 行政 と 協働 し で 活動す る NPO への助成事業 を 行 っ て い る が、 「 自

治体の予算形成 の 流れや仕組み を よ く 知 ら ず、 行政 に 事業提案す る タ イ ミ ン グが分か ら な

いJ と の声が寄せ ら れた た め 、 2003年の派遣制度 を 企画 し た 。

ア ドバ イ ス 内容 は 、 予算 や 政策形成、 会計の仕組みゃ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の方法な どJオ

フ ィ サ ー 」 に は 、 小林悦夫 ・ ひ ょ う ご環境創造協会副理事長 ら 6 人が就任 し た。

派遣対 象 は 、 助成事業の対象団体 な ど行政 と 協働 し た 活動 を 実施、 ま た は計画 し て い る

NPO。 申 請 を 受 け 、 同 プ ラ ザが派遣 を 検討す る O 一 泊 2 時 間程度。 無料。
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〔 団体の登録ス タ ー ト 〕

県 は 、 2003年 4 月 1 B に施行 さ れた 「県民の参画 と 協働の推進 に 関す る 条例」 に基づ き 、

自 治会や婦人会、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体、 民 間 非営利 団体 (NPO) な ど を 対 象 に 、 地域づ く り

活動 の登録制度 を ス タ ー ト さ せ た 。

県参画協働課 は 登録の和点 に つ い て 、 各 国体がネ ッ ト ワ ー ク を広 げ ら れ る マ地域や分野

を 超 え た 活動が充実マ課題 に協働 し て取 り 組む き っ か け と な り 、 効果的 な 解決 を 図 る こ と

がで き る な ど を 挙げて い る O

登録は 、 ひ ょ う ごボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ (神戸市 中央区) で受け付 け る O

活動分野、 内容、 団体な どの名称、 所在地、 代表者名 、 連絡先 な ど を 登録。 営利や宗教

的、 政治的 な 活動 、 公序良俗 に 反す る 行為 な ど を す る 団体は対象外。

申 し 込み は 、 県 お よ びひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザの ホ ー ム ペ ー ジ (HP) の 入力 画面

か ら 行 う ほ か 、 各県民局 の県民生活部県民運動諜な ど に 用 紙 を 置い て い る O

〔県職員が れIPO 研修〕

県 は2004年 3 丹 、 若手の職員 が NPO ( 民 間 非営利 団体) の 活動現場で研修 を 行 う “県

職員 版 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク " を 実施す る こ と に し た 。

参画 と 協働 を 掲 げる 行政 と NPO の 連携事業が増 え る 中 、 NPO 側 か ら 「現場 を 知 っ て」

と の声が上が っ て い た 。 一定期 間 、 NPO に 入 門 す る 自 治体職員 の研修は 全 閣 で も 珍 し い

と い う O

2003年度 に 施行 さ れた 「県民の 参画 と 協働の推進 に 関 す る 条例」 に 基づ い て 、 こ の ほ ど

ま と め た 「県行政参画 ・ 協働推進計画J な ど に 盛 り 込 ん だ 。

県 は 、 NPO 活動への助成事業や事業委託 な ど を 行 っ て い る が、 行政 と NPO 双方が相手

の仕事 の や り 方 に つ い て 知 ら な い部分 も 多 く 、 「県職員 も 災PO の使命や活動 内 容 に 理解 を

深 め る 必要があ る J (県参画協働課) と 研修 を 行 う こ と を 決 め た 。

県 に よ る と 、 1 年 目 と な る 2004 年 度 は 係 長 以 下 の 若手職員 100人前後 を 想定。 実 際 に

NPO に か か わ る こ と の 多 い部署 を 対象 に す る O 期 間 は 一週 間程度 を 予定 し て い る O 具体

的 な 内容 は NPO 備 と 協議 し 、 秋以降 に 実施す る 方針。 今後 は 、 自 治会 な どで の研11多 も 検

討 し て い く O

県 も ま た 、 今回 の推進計画 を ま と め た ポ ケ ッ ト 判 の冊子 を 職員全員 に 配布 し 、 職員 意識

の 向 上 を 目 指す。

〔市民団体検索デ ー タ ベー ス 〕

神戸市 は 、 市 内 の NPO な ど と 協力 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で市民団体な どが検索 で き る デー

タ ベ ー ス 「 こ う べ NPO デー タ マ ッ プJ (http://www . kobe-npomap . com/) を 開設 し た 。 サ ー

バ ー や 基本 ソ フ ト な ど は 市 が費 用 を 負 担 し 、 NPO 側 が掲載匝体の審査や調査 な どの 運営
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面 を 担当 す る も の で、 両者の “協働" に よ る デー タ ベ ー ス 設置 は全国初 と い う 。

キ ー ワ ー ド や 、 団体名 、 活動エ リ ア 、 「福祉J í ま ち づ く り J な どの 活動 分野、 「高齢者」

「外国人J と い っ た活動 の対象で検索で き 、 各国体の ペ ー ジ で は 、 住所、 代 表者名 、 活動

内容、 メ ン バ ー構成 や予算規模 な ど を 、 写真入 り で詳 し く 紹介 し て い る 。

管理や運営 は 、 NP0l2団体や市 な どで つ く る 運常委員 会が担い 、 現在 は 約 140団体 を 掲

載。 今後、 独 自 の調斎 を 続け、 新 た な 団体 を 追加 し て い く 予定で、 掲載希望 は ホ ー ム ペ ー

ジ上か ら 申 請で き る O

十 悪返 し の 募金活動
〔簡頭募金で呼び か け 〕

イ ラ ン 南東部 を 襲 っ た大地震の被災者支援 の た め 、 市立六 甲 ア イ ラ ン ド 高 校 (東灘 区 向

洋 町 中 4 ) の 生徒約60人が同校近 く の 六 甲 ラ イ ナ ー や ]R 住吉駅で街頭募金 を 呼びか け た 。

テ レ ビ な どの報道 で現地の被害 を 知 っ た 同校の平 山信美生徒会長 ( 2 年) が生徒会役員

と 冬休み 中 に相談。 こ の 日 の 始業式で全校生徒 に協力 を 訴 え 。 野球部や ソ フ ト ボ ー ル部 の

部員 ら が街頭 に 立 っ た 。 「阪神 ・ 淡路大震災が起 き た と き 、 海外か ら た く さ ん の 支援 を も

ら っ た 。 あ の と き の善 意 に 報い る た め に 、 今度 は 私 た ち が イ ラ ン の被災者 を 支援 し た いj

と 言古 し て い た 。

今後は 、 校 内 での募金活動 を 中心 に 取 り 組む予定で 「お金だ け で は な く 、 文房具や瓶な

ど を 集め る こ と がで き な い か、 み ん な で考 え た し り と い う 。 集 ま っ た募金 は神戸市社会福

祉協議 会 を 通 じ て 、 イ ラ ン の被災地 に届 け ら れ る 。

〔定時制高校の生徒も 活動〕

イ ラ ン 大地震の被災者 を 励 ま そ う と 、 神戸市長 田 区、 市立長田工業高校 (定時制) の 生

徒 ら が、 2004年 2 月 、 募金活動 に乗 り だす。

同 校周 辺 は 阪神 ・ 淡路大震災で大 き な 被害 を 受 け 、 校 舎 に は 延べ約5 ， 000 人の 地域住民

が身 を 寄せ た 。 以来、 生徒会 を 中 心 に 鳥取県西部や イ ン ド西部で発生 し た 地震で、 募金活

動 を 行 っ て き た 。

「あ の と き 大勢 の 人が駆 け つ け て く れ た り 、 た く さ ん の救援物資が届 け ら れた 。 少 し で

も 思返 し を し た し ミ J o

地震 を 経験 し 、 物 の見方が変 わ っ た 。 以 前 は 素通 り し て い た借頭募金 も 、 震災後 は積極

的 に駅 け 寄 る 。 給料 日 に は 思 い 切 っ て お 札 を 入 れ る と い う 。 「何か の役 に 立 ち た い 」 と 強

く 思 う よ う に な り 、 仕事 と 勉 強 を 両立 さ せ な が ら 生徒会に も 立候補 し た 。

「誰かが応援 し て く れて い る と 思 う と 、 精神 的 に 大 き な 支 え に な る O い つ ま で も 引 き ず っ

て い ら れ な い 、 と 力 がわ い て く る 」 。 柳勝仁副会長 (19) 同 区房王寺町z は振 り 返 る 。

活動 は 午後 4 � 7 持、 ]R 新長 田 駅前広場で。 気持 ち が海 を 飛 び越 え て届 く よ う 、 力 い つ
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ばい声 を 張 り 上 げ た 。

〔 イ ラ ン の遺児 、 支援を 〕

「少 し で も 効 け に な り た いJ o 張 り き る 生
徒会役員 ら z神戸市長 田 区松野通 3 、 市立
長田工業高校 (神戸新開社提供)

イ ラ ン 南東部地震で親 を 失 っ た子供た ち を 支援 し よ う と 、 阪神 ・ 淡路大震災の遺見 ら が

2004年 1 月 17 日 午後、 神戸市 中 央 区 の JR 元町駅前で募金 を 呼びか け た 。

震災遺児 の 心 の ケ ア拠点 「 あ し な が育英会 ・ レ イ ン ボー ハ ウ ス J ( 同市東難区) に 通 う

高校生 ら が実行委員 会 を 結成 し て主催。 イ ラ ン 地震 で は 、 犠牲者が約35 ， 000人 に 達 し 、 親

を 失 っ た子供 も 8 ， 000人 に よ る と み ら れ る 。

募金 は 、 遺見の心の ケ ア に役立て る 計画。 同育英会の奨学生 ら に よ る 地震被災地の 支援

募金は 、 ト ル コ 、 イ ン ド な ど に 続 き 6 回 目 と な る 。

〈参考文献〉
- 参画 と 協働 関連施策の年次報告 2003年度 兵庫県
. 2003年度 事業実績 関係資料 ひ ょ う ごボ、 ラ ン タ リ ー プラ ザ

・ 2003年度、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 日 絞、 産経、 神戸新聞の福右上関連記事
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社会的包括の福祉作品

1 .  t夏興住宅 と 「独居死J
〔独農死が251 人 に も 〕

大震災の 災害復興公営住宅 で a人暮 ら し を す る 人で、 誰 に も み と ら れず に亡 く な っ た独

居死 亡者が2000年 1 月 か ら 2003年 11 月 ま で に 251 人 に も 上 る こ と が兵庫 県 警の 調 査 で 分

か っ た 。 単 純 に 比 較 は 出 来 な い が、 1995年 か ら 1999年 ま で の仮設住 宅 で の独居死が233人

だ、 っ た こ と に比べ る と 、 そ れ を 上回 る ベ ー ス であ る こ と は 間違 い な い 。 こ の調査は、 仮設

住宅がほ ぼ解消 さ れた 2000年以降、 神戸、 阪神 間 を 中心 に建設や借 り 上 げ ら れた復興住宅

約300 カ 所、 約25 ， 000世 帯 で の 検視結果 に よ る も の O 死後 1 日 以 内 で み つ か っ た ケ ー ス が

43% 、 2 日 以上経 っ て発見 さ れた の は48% 、 4 カ 月 後 に みつ け ら れた例 も あ る O 年度別 で

は 2000年が56人、 2001年が55人、 2002年が77人、 2003年が63人 と な っ て お り 、 男性167人、

女性84人だ、 っ た 。 年代 は70代が76人 と 最 も 多 く 、 60代が66人、 50代が50人 と 続 く O 死 因 は

病死が185人、 自 殺が32人、 事故死がれ人 と な っ て い る O

発見者は 、 隣人、 知人が最 も 多 く 、 次い で家族、 生活援助員 、 民生委員 、 ボ ラ ン テ イ ア

で、 近所の 人や生活援助員 ら が半数を 占 め て い る O 復興住宅の見守 り 活動 が一定の役割 を

果 た し て い る こ と が裏付 け ら れ、 コ ミ ュ ニ テ イ が形成 さ れつ つ あ る こ と が う かがえ る O 県

は 、 国 の 制 度 と し て 配置 さ れて い る 生活援助員 を モ デル に 、 2001年か ら 独 自 に 高齢者安否

確認 を 行 う 高齢者世帯生活援助員制度 を 設置 し て い る が、 復興計画の 区切 り で も あ る 震災

10年以降 も 続け る 方針 だ と い う O

復興住宅 に お け る 独居死者数( 図 3 ) 
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(IZJ 4 ) 年5ì1J ・ 年代別の孤独死
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2000年 2001年 2002年 2003年 総言十(2003年1 1 月末まで)

〔孤独死紡止へ続 く 模索〕

年代別 「独居苑J 数90代以上5 人

60代66人

「孤独死 を 防 ぐ と い っ て も 見守 り 事業や地域の 人 間 関係 だ け で は 限界があ る O セ ン サ 一

機能 な どの テ ク ノ ロ ジ ー を も っ と 用意すべ き だ。 孤独死の人が苦 し み な が ら 助 け を 求 め て

い た のか、 来 る べ き も の が来 た と 受 け 入 れて い た の か、 個 々 の ケ ー ス の質 を 見極め て議論

すべ き 時期 に 来 た の で は な い か」 一国際高齢者医療研究所の 岡本祐三所長 は い う O

災害復興住宅の孤独死の実態が明 ら か に な り 、 行政や ボ ラ ン テ イ ア に よ る 一人暮 ら し の

高齢者へ の 巡 回 訪 問 が一定の効果 を 上 げて い る こ と が分 か つ た が、 半面で 4 、 50代の独居

者 に は支援の手が十分 に届 い て い な い閣 も あ る と い う O 男 性 を 中 心 に 生活支援員 ら の訪 問

に扉 を 閉 ざす 人 も 少 な く な く 、 未然防止への模索が続い て い る O

復興住宅の高齢化率 は 、 2003年12 月 の 時点 で42 . 9 % 、 j単身高齢者世帯 は 全体の37 % に達

し 、 県 で は 高齢者世帯援助員 102人 を 配設、 9 市町の高齢者世帯 を 訪 ね 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 函 り な が ら 暮 ら し ぶ り や健康状惑 を 見 守 っ て い る 。 神戸市 も 復興住宅 の 1 ， 500人 を 含

む 市内 の 単 身 高齢者3 ， 800人 を 対 象 に 、 見 守 り の 必 要度 に応 じ て 、 最高週 1 回 の ベ ー ス で

安否確認 を す る 体制 を 取 っ て い る O

神戸市長 田 区 の 県営住宅 「 フ レ ー ル長 田 大道」 で は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「阪神高齢者 ・

障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク J が週 3 回、 「ふ れ あ い 喫茶」 を 開 い て交流 を 深め て お り 、 自 治

会 で は 「 ボ ラ ン テ ィ ア が来 な か っ た 人の様子 な ど を 開 い て く れ る O 一人暮 ら し の 高齢者 に

と っ て は見 守 っ て く れて い る と い う 安心感があ る 」 と 語 る O 同 ネ ッ ト ワ ー ク は 「入居者の

プ ラ イ ベ ー ト を 重 ん じ な が ら 、 行政や ボ ラ ン テ イ ア が情報を 共有す る な どネ ッ ト ワ ー ク を

強化 し た しV と い う O

〔神戸市の様々 な取 り 組み 〕

行政か ら 地域へ活動を 移管

神戸市 は 2004年度か ら 、 復興住宅 な どの独居高齢者の見守 り 対策 に つ い て 、 行政が担 っ
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て い た 支援活動 の大部分 を 、 地域の民生委員 ら に 移す方向で体制 を 見直す こ と に な っ た 。

震災10年 を 迎 え て 兵庫県や 同 市 の復興関連施策が大幅に縮小 さ れ る の を 見 越 し て の措置で、

ボ ラ ン テ ィ ア の発掘 な ど地域の役割強化 と IT 活用 に よ る 省 人化 を i諮 る 。 同 市 で は 「市内

の現状 は 超高齢化社会 を 先取 り し て い る O 震災後興 に と ど ま ら ず、 全国 に 先駆 け て 地域で

高齢者 を 見守 る 仕組み を 整 え た い 」 と い う O

「見守 り 必要度」 の調査へ

神戸市 は 災害復興公営住宅 に住 む一人暮 ら し の高齢者 を 対象 に 、 健康や 近所付 き 合い な

ど を 数値化 し て 4 段階評価す る 「見守 り 必要度」 の調査を は じ め た 。 復興住宅 で は 「孤独

死」 を ど う 防 ぐかが大 き な 課題で、 専 門 的 な 対応 な どが必要 な高齢者 を 客観 的 な デー タ で

選 び出 す こ と で、 効果的 な見守 り 事業の 運用 を 目 指す こ と に な っ た 。 同 市 内 に は約50 ， 400

人の高齢者 が 単 身 で暮 ら し て お り 、 そ の う ち 見守 り が必要 な 約3 ， 800人 を 対象 に 、 見 守 り

推進員76人、 見守 り サ ボー タ - 78人が訪問 を 続 け て い る が、 震災10年 を め ど に 閣 の補助金

が終了 す る 見込 み で 、 市 で は 「公的 な見守 り が必要 な高齢者 を 見極め る 必要があ る J と 判

断 し た 。 2004年 3 月 末 ま で に調査 を 完了 、 重点実施 を 進め る 。

ガ ス メ ー タ ー で安否確認

神戸市 と 市老人福祉施設連盟 な ど は2003年10月 、 品人暮 ら し の 高齢者の 安否 を IT 機器

を 使 っ て確認す る モ デル事業 を ス タ ー ト さ せ た 。 前年 に続 く 試験導入で、 対 象 を 市 内 全域

に拡大 し 、 熱感知 セ ン サ ー に よ る 方式 も 新 た に加 え た 。 大阪ガス と 松下電工 がぞれぞれ開

発 し た シ ス テ ム で 、 通信機能付 き の ガス メ ー タ ー か、 熱 を 感知す る セ ン サ ー を 高齢者宅 に

設置、 そ の デー タ が 1 日 l 朗 、 「 あ ん し ん ・ す こ や か セ ン タ ー 」 へ送信 さ れ る 仕組み。 ガ

ス の使用 量が 0 に な っ た り 、 セ ン サ ー 反応、が室内 の I カ 所 に 集 中 し た り す る と 、 セ ン タ ー

の職員が電話や 訪 問 な どで確認す る 。 一度 に複数の高齢者 を 見守 る こ と が出 来 る と い う O

こ の試験導入 の成果か ら 、 同 市 で は 大 阪 ガ ス と 共 同 で 、 ガス の使用量チ ェ ッ ク に よ る 安

否確認事業 を 2004年 4 月 か ら 実施す る こ と に な っ た 。 初年度 は見守 り 必要度が高い約1 ， 500

世帯が対象で、 自 治体の本格導入は初 め て 。 ガス の使用量が大板 ガス の 監視 セ ン タ ー に 自

動送信 さ れ、 民間 の在宅看護支援施設や別居の家族の元へ も 電子 メ ー ル で送 る 仕組み で 、

ガス が 1 日 中 未使用 の場合 は 、 施設の職員 が電話や個別訪問す る 。 入手 を 補 う 恒久的 な 見

守 り シ ス テ ム の取 り 組み と し て注 目 さ れ る O

ハ ン ド ブ ッ ク を作製

孤独死が急増 す る な か厚生労働省所管 の公益法人 「厚生労働 問題研究会J (東京) は 、

神戸市の 担 当 職員 の協力 を 得 て 「高齢者の孤独死防止ハ ン ド ブ ッ ク J を 作 製 し た 。 神戸 な

どの被災地で の地域見守 り ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の ノ ウ ハ ウ を 全国 に 広 げ る のがね ら い で 、

438 第四章@ 福祉



25 ， 000部 を 発行 、 自 治体や社会福祉協議会に 配 っ た 。 神戸の事例で は 、 独居高齢者 ら を 訪

問 す る 見守 り 推進員 ら の 取 り 組み や 、 地域 ご と に官民の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進め る 現状

を 報告 し て い る O 同研究会は 「地域 に シ ョ ッ キ ン グ な現実があ る こ と を 伝 え 、 ど う す れ ば

高齢者の孤立 を 防 げる の か、 全国各地で考 え て も ら う き っ か け に な れ ば」 と い う O

〔支援ス テ ー シ ョ ン が発足〕

災害復興住宅の住民 ら の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 支援す る 民 間 グル ー プ 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 支

援ス テ ー シ ョ ン」 が発足 し た 。 メ ン バ ー は神戸大学教授 ・ 室崎益輝、 都 市 プ ラ ン ナ ー ・ 石

東直子、 「阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」代表 ・ 黒 田裕子 ら で、 復興住宅 で は コ ミ ュ

ニ テ イ が生 ま れに く く 、 行政の見守 り 事業、 民 間 ボ ラ ン テ イ ア の喫茶や食事会な どが行わ

れ て い る が、 こ れ ら の活動 を コ ー デ イ ネ ー ト す る 組織がな い た め 、 新 た に 設立 し た と い う O

ま ず、 神戸市東灘 区 の 六 甲 ア イ ラ ン ド の 市営住宅でふ れ あ い 喫茶 を ス タ ー ト さ せ、 既存の

ボ ラ ン テ イ ア 団体や行政 と 連携 を 取 り な が ら 活動 の 幅 を 広 げ て い く こ と に な っ て い る O

〔増 え続け る 県内 の独居死〕

兵庫県民内 の独居 死が、 2002年の 1 年間 に770人 に の ぼ り 、 9 年前 と 比べ て 1 . 7倍 に も 増 え

て い る こ と が神戸新聞社の 調査で、分か っ た 。 こ の う ち 1 カ 月 以上た っ て 見 つ か っ た 人 は4 . 4

倍 に も 達 し て お り 、 大震災の仮設住宅や復興住宅で相次い だ独居死が、 一般民家や都市部

で 呂 常化 し つ つ あ る こ と が裏付 け ら れた 。 同社が兵庫県観察医務室 と 各警察署 に調査 を 依

頼 し で ま と め た も の O 同地域で は 、 独居高齢者数が1995年か ら 2000年 に か け て 1 . 6倍 に増加、

行政や地域 な どの見守 り 対策が追い つ い て い な い現状 も 浮 き 彫 り に な っ た 。

〔高齢者の虐待で全県調査〕

介護が必 要 な 高齢者 に暴力 を 加 え た り 、 放置 し た り す る 「高齢者虐待J が問題 と な っ て

い る が、 兵庫県 は実態 を 把題す る た め 、 在宅看護 に かか わ る 県内 の全事業所 を 対象 に独 自

のi調査 を 2004年度 に 実擁す る O 高齢者の虐待 は 、 身体的 な暴力 、 言葉 に よ る 心理的 な 暴力 、

財産 を 奪 う な どの経済的 な 虐待、 放置 ( ネ グ レ ク ト ) な どが挙げ ら れて い る が、 こ れ を 防

ぐ た め の法律は な い 。 こ れ ま で は家族問 の 問題 と し て表面 に 出 に く か っ た が、 介護保険の

導入で外部 の 自 が入 る よ う に な っ た 。 2003年 に は 日 本高齢者虐待防止学会 も 設立 さ れ、 摩

生労働省 も 調査 を は じ め る な ど、 ょ う や く 対応策が具体化 し て き つ つ あ る O 独 自 調査 は 、

在宅介護セ ン タ … 、 ホ ー ム ヘ ルパ ー や ケ ア マ ネ ジ ャ ー を 抱 え る 3 ， 700事業所で実施、 「虐待

を 見 聞 き し た事 は な い かJ r誰が どの よ う な 行為 を し て い る かJ な ど具体例 を 報告 し て も

ら う O こ の結果 を 踏 ま え て 防止策 を 検討 し 、 相 談業務 を 強化す る な どの総合対策 に乗 り 出

す と い う O
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〔全域で 「 ま ち の保健室J )

兵庫県 は 、 看護 ボ ラ ン テ ィ ア が大震災の復興住宅 を 訪 ね 、 健康相談 に 応 じ て い る 「 ま ち

の保健室J 事業 を 、 2004年度か ら 県内全域 に広 げる こ と に な っ た 。 兵産県看護協会が阪神 ・

淡路大震災復興基金の助成 を 受 け て 活動 し て い る も の で 、 神戸 ・ 阪神 間 の復 興住宅20 カ 所

の 集会室 な ど を 利用 し 、 定期的 に看護 ボ ラ ン テ イ ア が健康チ ェ ッ ク や暮 ら し の相談な ど に

応 じ て い る o 2003年 8 月 か ら は 生活援助員 と 協力 し て 「保健室」 に 足 を 運 ばな い高齢者宅

を 訪問 し な が ら 個 別 の 支援活動 も 行い 、 動物 と 触れ合 う 「 ア ニ マ ル セ ラ ピ ー 」 の実施 、 母

親 向 け の 育児教室 も 開 い て い る O 県 で は 、 健康事業だ け で な く 入居者の交流の場に も な っ

て い る こ と に着 目 、 看護協会の 「活動 を 広 げた い」 と の 要望 も あ っ て県 内 全域 に拡大す る

こ と に な っ た 。 各地の福祉事務所 を 通 じ て 「保健室」 の場所 を 検討 し て い る が、 新た に 100

カ 所以上での展開 を 目 指 し て お り 、 公共施設、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 、 郵便局 な ど も 候補 に

あ カfっ て い る O

{ だれ で も ト イ レ タ ウ ン }

神戸市 は 、 だ れ も が気持 ち よ く 使 え る 多機能 る O モ デル 地 区 は 、 中央区の三宮、 元町、 北聖子、

ト イ レ の整備計岡 「 だ れで も ト イ レ タ ウ ン計画」 ハ ー パ ー ラ ン ド の 4 地区 で、 市役所 1 号館や 三

を は じ め た 。 こ れ は障害者や乳幼児連れの利用 宮駅前 に も 設け ら れた 。 同 市 で は 2005年度 ま で

者 に使 い や す い機能 を 工夫す る ユニ バ ー サ ル デ に 17 カ 所 に 設置す る 方針で、 「 ト イ レ と い う 身

ザイ ン の考 え を 採 り 入れ、 こ れ ま で の 車 イ ス 用 近 な テ ー マ か ら 、 市民や事業者がユニバー サ ル i 

の設備 に 加 え て 、 子供用便器、 ベ ビ ー シ ー ト 、 デザ イ ン の ま ち づ く り を 考 え て も ら え れば」 と

靴 を 脱い で着替 え が出 来 る 収納式床 な ど を 備 え い っ て い る 。

2 . 障害者の支援 に様々 な動 き
(�章害者支援で全県集会〕

障害者が福祉サ ー ピ ス を 選ぶ 支援費制度 に つ い て考 え る 全県集会 「 自 分 ら し く 生 き る に

は ? J が2004年 2 月 14 日 、 神戸市 中央区 の 県民会館 で 開 か れた 。 県内各地か ら 約80人が集

ま り 、 実施か ら 間 も な く 1 年 に な る 同 制 度 の 成 果 と 課題 を 話 し 合 っ た 。 NPO 法人 「被災

地障害者セ ン タ ー 」 の 主催で、 ま ず制度 を め ぐ る 閣 の動 き に つ い て DPI ( 障害者イ ン タ ー

ナ シ ョ ナ ル) 日 本会議の 三 津了事務局長が 「知的捧害者の外出支援が大 き く 伸 びる な ど成

果が上がっ た 一 方 で 、 利用 者が多 く 財源不足の状態 に あ る 」 と 講演 、 介護保険 と の統合 を

め ぐ る 動 き に つ い て も 紹介 し た 。 続い て各地域の障害者団体関係者 9 人が、 こ の 1 年 間 の

活動 を 報告、 「制度が変 わ っ て デイ サ ー ビ ス 事業所 は 収入が減 り 、 経営が苦 し く な っ たJ I知

的障害者の ガ イ ド ヘ ル プ は 公共交通機関 を 使 わ ね ばな ら ず、 地方で は利用 が伸 び に く い」

な どの 問題点が指摘 さ れた 。
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〔支援費不足は 神戸 で 1 億円〕

2003年 4 月 か ら は じ ま っ た 「障害者支援費都度J で、 身体 ・ 知 的 時害者 ら の 日 常生 活 を

支 え る ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス へ の 国庫補助金が不足す る 見通 し に な っ た 。 不足額 の 多 い神

戸 市 な ど政令指定都市 は 、 補助金の交付 を 求 め る 要望書 を 2004年 2 月 6 日 、 厚生労働省 に

提出 し た 。 ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス 事 業 は 、 費 用 の 二分の ー を 上限 に 国 が 自 治体 に 補助 す る

仕組み。 神戸市 は 不足額 を 1 億円弱 と 試算、 国 に財源措震 を 要望 し た 。 支援費の予算不足

は 、 こ れ ま を 上げ に く か っ た 障害者の ニ ー ズが一挙に表面化 し た結 果 と も い え る O

〔精神障審の補助削減に怒 り 〕

精神障害者 に生活や就労の場 を 提供 し 、 社会復帰 に 向 け て訓練す る 施設 の 建設補助金 を

閣 が大幅 に 削 る 方針 を 打 ち 出 し た が、 兵庫県精神 障害者家族会連合会 な ど関係13団体は

2003年 9 月 7 日 、 神戸市 中 央 区 の 「 あ す て つ ぶ KOBEJ で緊急集会 を 開 い た 。 県下か ら 約

300人が参加、 「精神障害者の社会復帰への道 を 閉 ざす も の だ」 と 怒 り の 声 を あ げた 。 こ れ

ま で、 授産施設や福祉工場 な どの建設 に つ い て は 、 国 が補助 金 を 100 % 交付 し て き た 。 し

か し、 2003年度 は 、 財政難 を 理 由 に 交付件数 を 大幅 に カ ッ ト 、 申 請の半分以下 し か採択 さ

れず、 兵産県 も 8 件の う ち の I 件 だ、 け だ、 っ た 。 補助金の復活 を 求め て 関係団体が 7 月 に全

国 集 会 を 開催、 神 戸 の 集会 は そ れ に 続 く も の 。 「障害者の 人 々 が働 け る 機会 を 増 や そ う と

パ ソ コ ン購入 を 申 請 し た がだめ だ、 っ た 。 み ん な 言葉がな か っ たJ な どの 切 実 な 報告があ っ

た 。

〔携帯メ ー ル でも 1 1 0番〕

耳 や 言葉 が不 自 由 な 人で も 1 10番通報が出 来 る よ う に 、 兵庫県警は携帯 電 話 の 電子 メ ー

ル を利 用 し た 1 10番通報 シ ス テ ム の 運用 を 2004年 3 月 か ら 開 始 し た 。 こ の 1 10番 は 、 通報者

が携帯電話 を 使 っ て指定 さ れた イ ン タ ー ネ ッ ト の サ イ ト に接続 し 、 爾面上 に 出 る 「現場 は

ど こ かJ ，.事件か事故かJ ，. け が人 は い る か」 な どの 質問 に 回答 し て送信す る と 、 県警通信

指令室の 専 用 パ ソ コ ン で受信 さ れ、 パ ト カ ー の 出 動要請な どが出 さ れ る 仕組 み 。 こ れ ま で

聴覚や言語 に 障 害 を 持つ 人 向 け に フ ァ ッ ク ス に よ る 通報 シ ス テ ム を 導入 し た が、 屋外 に い

る と 通報 で き な い 不便 さ があ っ た 。 最 近 は 携帯 電 話 か ら の 1 10番が急増 し て お り 、 コ ン

ピ ュ ー タ ー 会社 と 連携 し て 新 シ ス テ ム の研究 を 進 め て い た O 路上で事件 や 事故 に巻 き 込 ま

れ る 不安 を 抱 え て い る に と っ て は 、 生活範 囲 の 拡大 に つ な がる 、 と 期待 さ れて い る O

〔県が、声 か け 運動 を 展開〕

揮害 を 持つ 人が街 中 で 困 っ て い る 際、 気軽 に 声 を か け て 手助 け し よ う と い う 兵庫諭県 は 、

「声か け運動推進協議会」 を 2003年 9 月 25 日 、 神戸市中央匿の県公館で 聞 い た 。 県 内 の 約

80事業者や福祉団体な どが賛同 し 、 運動推進員 約500人 を 募集 し て 啓発活動 を 行 う ほ か、
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障害者か ら 話 を 聞 く 「出 前講康」 な どの 運動 を 展 開 す る こ と に な っ た 。 こ の運動 は 、 障害

者の 自 立 を 社会全体で支 え て い く の が狙い。 電車やパス の乗 り 降 り 、 横 断歩道の通行 な ど

で 因 っ て い る 障書者 を 見掛 け た ら 、 声 を か け て手助 け で き る 機運 を 作 り 出 し て い き た い と

い う O 協議会 で は 「障害の あ る 人 も な い人 も 、 と も に働 き 、 助 け合い な が ら 生 き がい の あ

る 生活 を 送 る こ と がで き る 社会 を 目 指す」 と い う ア ピ ー ル を 採択 し た 。

〔神戸 に福祉摺呉の試験機関〕

車 イ ス や 介護用 ベ ッ ド な どの福祉用 具の安全性 を 評価す る 園 内 初 の 試験機 関 「 日 本福祉

用 具評価 セ ン タ ー J (仮称) が、 2004年10月 に神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 に 開設 さ れ る 。

関連団体や企業が出 資 し て JIS ( 臼 本工業規格) な どの認証事業 を 手掛け る 予定だが、 関

連業界の期待 を 背負 う 一方、 福祉分野への参入 を 目 指す地元製造業か ら も 関 心 を 集 め そ う

だ。 経済産業省 の外郭団体 ・ 地域振興整備公団 も 、 医療機器の研究開発 を 進 め る 「バ イ オ

メ デ イ カ ル 開発セ ン タ ーJ (仮称) の 進 出 を 決 め て お り 、 医療、 福桂の両分野で 「 も の づ

く り 」 の拠点が稼働す る こ と に な る O

福祉用 具 は 介護保険の導入な どで産業化が加速 し て い る が、 国 内 に は統ー し た規格がな

く 、 メ ー カ ー な どが 自 主基準 を 設 け て い る の が現状だ。 し か し 、 2004年 に は法改正 に よ っ

て JIS に指定 さ れ る 可能性があ り 、 こ の動向 を に ら ん で新機関 を 設立す る O 施 設 は 、 医療 ・

介護サ ー ビ ス 大手の ニ チ イ 学館 (東京) が建設 し て い る 「神戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド セ ン タ ー 」

(仮称) の 一 棟 を借 り る 。 認証事業 の ほ か 、 利用 者 に よ る 「使い勝手」 の評価や、 用 具の

開発支援、 人材の 育成、 情報発信 な どで、 2005年 4 月 に も 本格琢働 を 目 指す 。 ま ず、 車 イ

ス の 評価か ら ス タ ー ト 、 ベ ッ ドや歩行補助器 な ど に 広 げる と い う 。

3 . 障害者の 自 立 を 支援
〔兵庫ヘルプセ ン タ ー の設立〕

兵庫県健康 生 活 部 は 、 障 害 者 し ご と 支援事業 の 拡充 を 悶 る た め に 2004 年 1 月 初 日 、

NPO 法 人 「兵産 ヘ ル プセ ン タ ー 」 を 設立 し た 。 支援事業 と し て は 、 営業活動 の 経験者 に

よ る 「 し ご と 開拓推進員」 を 配置 し 、 授産施設 ・ 小規模作業所の授産製品 の 品 目 や受注量

に つ い て の助言、 事業所 ・ 業界団体な どへの働 き か け に よ る 受注先、 販路の 開拓 に つ い て

の支援な ど を 実施、 小規模作業所の指導員 の資質向上の た め に研修 な ど も 行 っ た 。 ま た 、 「作

業技術 ア ド バ イ ザ ー 」 を 派遣 し て 、 作業内容や授産科 目 に応 じ た技術指導 な どで授産製品

の 品 質、 施設機能や 障害者の作業能力 の 向上 を 図 り 、 活動の活性化 を促進 し た 。

〔知的障害者のヘルパー 養成〕

厳 し い雇 用 環境 に あ る 知 的障害者の な か に 、 ホ ー ム ヘ ルパ ー の資格取得 を 目 指す 人が増

え て お り 、 兵庫県 で も 知 的 障害者 を 対象 に し た 養成講座 を 2003年10月 、 初 め て 開催す る こ
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と に な っ た 。 マ ン パ ワ ー が求め ら れて い る 分野 だ け に就労先 と し て も 注 目 さ れ、 障害者の

職場開拓だ け で な く ヘ ルパ ー の増員 に も 期待 さ れ て い る O こ の よ う な 養成講座は神戸市長

罰 区 の NPO 法人 「被災地障害者セ ン タ ーJ が開 い て お り 、 知 的 障害者が 2 � 3 級 の 資格

を 取得 し て い る 。 尼崎社協 も 実施す る な ど全国 の20 自 治体で も 広がっ て い る O 県 は 兵庫県

社会福祉事業団 に 委託 し 、 神戸市再l又の県立総合 リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー で、 「 ヘ ル

パ ー 3 級 の養成講座」 を 開 く 。 年内 に終了、 高齢者や 身体障害者の介護が出 来 る よ う に な

る O

神戸大学 で も 表現の講座

障害者教育 な ど を研究す る 神戸大学発達科学部の グ ル ー プが、 知 的 障 害 の あ る 成 人 を 対

象 に し た 公開 講座 を 2003年12月 に 開催 し た 。 大学教員 が 自 ら の専 門分野 を 分か り やす く 教

え た り 、 養護学校の教員 や学生 ボ ラ ン テ イ ア な どが補足説明 し た り し て 、 大学の講義 を 体

験 し て も ら お う と い う 試み 。 関 丙 で は大阪府立大、 時 内 で は 武庫 川 女子大が国語や体育、

音楽 な ど多様な 科 目 を 用 意 し た オ ー プ ン カ レ ッ ジ を 開 い て い る O

最初 の 講席 は 「色で 自 分 を 表現す る 」 がテ ー マ で 、 受講者 自 身が撮影 し た 写真 を 鑑賞 し

た り 、 絵 の 具 な ど を 保 っ て 紙 に色 を 塗 っ た り し て 、 色が感情 に与 え る 効果 な ど を 教 え た 。

l司 グ ル ー プ で は 「 同立大学の独立行政法人化で 、 大学の有用性が間 わ れる 時代 に な っ て き

た 。 地域 に す こ し ずつ く恩返 し〉 を し て い く 意味 も あ る O 今授は 講座数 を 増 や し た り 、 内

容 を 高度化 さ せた り し て 、 よ り 充実 し た も の に し た い」 と い う O

〔簡単にパ ソ コ ン の利用 へ〕

高齢者 や 障害の あ る 人が簡単 にパ ソ コ ン が使 え る よ う に 、 と 兵庫県立福祉 の ま ち づ く り

工学研究所 (神戸市同区) が、 マ ウ ス や キ ー ボー ド を 使 わ ず に 、 声 を 出 し た り 、 画面 に触

れ る だ け で操作で き る シ ス テ ム づ く り に取 り 組 ん で い る O パ ソ コ ン は 、 在宅での仕事や外

部 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 容易 に す る た め 、 障害者施設 な どで普及 し つ つ あ る が、 キ ー

ボ ー ド に よ る 文字の入力 や マ ウ ス の操作 な どが負 担 に な っ て い た 。 同研究所で は 「聴覚障

害者 を は じ め 樟害の あ る 人の 開 で 、 メ ー ル を 使 っ た 情報交換が急速 に広 ま っ て き た」 た め

に 、 簡 単 な 操作方法の 開発 を 進 め て い た 。 シ ス テ ム は 、 パ ソ コ ン に新 し く 開発 し た専用 ソ

フ ト を 入 れ 、 マ イ ク や ス キ ャ ナ ー を 取 り 付 け る だ け で操作で き る よ う に な り 、 メ ー ル や イ

ン タ ー ネ ッ ト が a段 と 身近 に な る O

東灘の NPO も教室

被災 し た 障害者や高齢者の 自 立支援 を 進 め る NPO 法人 「東灘地域助 け 合 い ネ ッ ト ワ ー

ク 」 の視覚障害者向 け の パ ソ コ ン 教室が開講 2 年 目 を 迎 え た 。 ソ フ ト を 取 り 込 ん だパ

ソ コ ン を 教材 に メ ン バ ー が電子メ ー ル や イ ン タ ー ネ ッ ト の需用法 を 指導 し 、 遠隔地の 人 に
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は 出 張サ ー ビ ス も 行い 、 受講者 は 50人 を 越 え た 。 全音の 一 人 は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト な どは 自

分 に は縁が無い も の だ と 思 っ て い た 。 だが、 教室 に 参加 し た の を機会 に 世界が何倍 に も 広

がっ た 。 い ま で は 大好 き な 電車の ホ ー ム ペ ー ジ を は し ご し た り 、 家族 ら と 近況 を 報告 し 合 っ

た り し て い る J と い う O

4 .  1.長 が り 続 け る 支畿の輪
障害があ る 人た ち の働 く 環境が変 わ り つ つ あ る O 福祉施設が企業や行政 と 連携 を 深 め た

り 、 パ ソ コ ン を 活用 し た在宅就労 を 後押 し す る 動 き が広 が っ て い る o IT (情報技術) で

障害者の社会参画 を 支援 し て い る 社会福祉法人 「 プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン 」 が、 授産施設

な どが作 る 製品 を 大手通販会社の カ タ ロ グや イ ン タ ー ネ ッ ト を利用 し た販路で全国 に 売 り

込む活動 を は じ め た 。 兵庫県や神戸市の協力 も 得て 、 各施設がク ッ キ ー や 織物 な ど得意分

野で参加す る 仕組み で 、 通販会社 と い う プ ロ の指導で、 洗練 さ れた 商 品 の 販売 に つ い て

ぶ と と も に 施設 の 活性化 を 日 指す と い う O ま た 、 施設 に 通 う の が困 難 な 重度 の 樟害者 た ち

は 、 在 宅 で の 仕事の獲得 に 乗 り 出 し て い る O 厚生労働省 は 、 パ ソ コ ン の技術習 得 な どで就

労の手助 け を す る 「バー チ ャ ル工房」 を 全国10数カ 所で展 開 す る 予定で、 兵庫の取 り 組み

は 、 全国 に 先駆け て の も の に な る O

〔 ネ ッ ト シ ョ ッ プ本格稼鋤へ〕

兵 庫 県 が 障 害 者 授 産 施設 な ど で作 ら れ た 製 品 を 集 め て 販売 し て い る イ ン タ ー ネ ッ ト

シ ョ ッ プ 'NUKUMORI ( ぬ く も り ) J が、 2004年 4 月 か ら 本格的 に稼働す る こ と に な っ た 。

約200点 の 商 品 を そ ろ え る な ど全国 的 に も 類の な い 充実度で 、 大手 イ ン タ ー ネ ッ ト 商庖街

に も 進出 し た 。 こ の シ ョ ッ プ は 、 授産施設や小規模作業所の仕事の受注や販路の拡大 を 目

指 し て試行的 に 開設 し た も のO 現在、 県 内 に約400あ る 施設や作業所の う ち 86施設が228商

品 を 販売、 民 間 の 運送会社 と 提携 し て 県内 な ら 一律200円 で送 る O 運営は NPO 法人 「兵庫

ヘ ル プセ ン タ ー 」 に 委託、 支払方法 も ク レ ジ ッ ト カ ー ド や着払い も 出来 る よ う に す る O ネ ッ

ト 商宿傷 に 出 庖 す る の は 「 ひ ょ う ごの ぬ く も り Select ShOPJ で、 有機野菜 を 使 っ た 焼 き

菓子、 せ ん ぺ い 、 ガ ー デニ ン グセ ッ ト な ど 8 商品 を 紹介 し て い る O

萌晶 カ タ 口 グ を 創刊

全国 に 展 開 す る 通販会社 「 フ ェ リ シ モJ (神戸市) は 、 日 本郵政公社 と 共 同 開発 し た カ

タ ロ グ 守OSFELi ( ポ ス フ ェ リ ) J を 2004年 1 月 に創刊 し た 。 買 い物 す る こ と で皆が幸せ

に を テ ー マ に し た新 し い ス タ イ ル の カ タ ロ グで 、 創刊 号 に は フ ェ 1) シ モ が県、 市 と と も に

行 っ て い る 「 チ ャ レ ン ジ ド ク リ エ ィ テ ィ ブ プ ロ ジ ェ ク ト (ccp) J で 開 発 さ れ た 菓子

や グ ッ ズ な ど を 掲載 し た 。 ま た 、 フ ェ リ シ モ が プ ロ デ、ユ ー ス し 、 障害者が作製 し た 商 品 の

ほ か売 り 上 げの 一部がユ ネ ス コ に 寄付 さ れ る 商品 も 販売す る O

444 第四霊安@ 福祉



就労セ ン タ ー も カ 夕 日 夕、

障害者の 自 立 を 支援す る 県社会就労セ ン タ ー 協議会 (神戸市中央区) は 、 県 内 の 共 同 作

業所で作 ら れ た蕗 品 を 紹介す る カ タ ロ グ を発刊 し た。 掲載す る 商品 は 、 86 カ 所で作 る 228点。

イ ン テ リ ア 、 文房具 な どの 日種類 に 分類 し 、 見本写真、 値段、 サ イ ズ の ほ か製作者 の コ メ

ン ト も 付け た 。 作業所の 荷 品 は 、 口 コ ミ に よ る 紹介やバザー が頼 り で、 福 祉 に 理解の あ る

人 だ け に販売す る ケ ー ス がほ と ん とマだ、 っ た。 そ の結果、 消費者の視点が欠 け がち に な り 、

市場で通用 す る 商品作 り が進 ま な い状態 に な っ て い た 。 こ れ を 少 し で も 改善 し よ う と 同協

議 会 は 、 県 内 の全作業所約430 カ 所 に 「市場価値 の あ る 製品J を 募集 し た 。 「障害者の本当

の 自 立 に つ な がれ ばJ と 期待 を 持 っ て い る O

〔 障害者麗用 のパン癌縄業〕

障害者の 生活支援 を 進 め て い る 神戸 市 の NPO 法人 「 中 央 む つ み 会J が2004年 5 月 に 障

害者の雇用確保 を 呂 指すパ ン 届 「ス ワ ン ベ ー カ リ - KOBEJ を 長 田 区 の ア ス タ く に づか 3

番館 に 開 業す る 。 ヤ マ ト 福祉財 団が障害者 の雇用確保の た め に取 り 組 ん で い る 「ス ワ ン ベ

カ リ … 事業」 と 同 NPO が タ イ ア ッ プ し た も のo 5 人 の健常者 と 5 人 の 障害者で運営、 障

害者は工房 で の 製造、 底舗での販売、 周辺への注文販売 な ど を 担 当 す る 。

{神戸 コ ス モ ス が1 00連勝}

「身体障害者の 甲子園」 と 呼ばれ る 第1 1 回 全

頭 身体障害者野球大会の決勝戦が、 2003年 6 月

15 日 に神戸市の ヤ ブ ー おお ス タ ジ ア ム で行 わ れ、

地元の 身体障害者軟式野球チ ー ム 「神戸 コ ス モ

ス 」 が 9 連覇 し 、 同 時 に 前 人未到 の 100連勝の

大会記録 を 達成 し た 。 間 チ ー ム は1981年 に 結成

さ れ、 ス ポ ー ツ を 通 じ て の リ ハ ビ リ や社会参加

〈参考文献〉

の機会 を 作 り 出 し て き た 。 199M!三 に は 「神戸 コ

ス モ ス J を 中心 に 、 全国 身体障害者野球連盟が

組織 さ れ、 現在 は 全 国 で300チ ー ム が活躍 し て

い る 。 連勝は 1992年か ら の公式戦で負 け た こ と

がな く 、 10年余 り で達成 し た 。 神戸市 で は 、 身

体棒害者 に 新 た な 希望 を 与 え た と し

福祉奨励賞」 を 贈 っ た 。

「 グ ラ ン ド デザ、イ ン 案 と 精神保健福祉の行方を考え る J NPO 法人東淀川 ふれあい市民の会 2004年12月
@ 神戸市精神障害者社会復帰施設連盟 「緊急学習会」 資料 2004年12月

「障害者施策 と 介護保険統合で ど う な る 1'1 た ち の く ら し」 き ょ う さ れん兵康文部 2004年 9 月
「兵障協ニ ュ ー ス J 406号 兵庫篠害者連絡協議会 2004年 8 月
• 'TOMOJ 296号 社会福祉法人 き ょ う さ れん 2004年1 1月
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は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災か ら 9 年 を経た2003年度の 医療現場 は 、 病 院や診療所の 復興 も a段落

し 、 各病 院 の ー殻診療で も 、 被災 に か か わ る 疾病であ る と 特定す る の がい よ い よ 困難 に な っ

た と い わ れ た 。 医療現場の 日 常化がい っ そ う 進 ん だ 。

被災者の健康 に 関 し て は 、 や は り 治療が長ヲ l く 被災児章生徒の心の ケ ア や 、 高齢者 の ケ

ア が こ の年度で も 残 る 課題 と さ れた 。

し か し こ の 年度 に は 、 神 戸 市 の 東部新都心 (HAT 神戸) に 建設 さ れて い た 「兵庫県災

害医療セ ン タ ー 」 と 「神戸赤十字病 院」 が一体の形で施工 さ れ、 2003年 7 月 に は合同 の 問

所式 に こ ぎつ け た 。 そ の 隣接地の 「兵庫県赤十字血液セ ン タ ー 」 の新庁舎 も 完工 し た 。 ま

た 「兵産県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 も 同 じ HAT 神 戸 の 地 に オ ー プ ン の 運 び と な っ た 。 大

震災 を 教訓 に 、 兵庫県や各機関が整備 を 急い で き た諸施設が相次い でで き あ がっ て き た年

で も あ っ た 。

緊急時 に 、 救急医 を 乗せ た ヘ リ で救急患者 を 搬送す る ド ク タ ー ヘ リ が県 と 神戸市の連係

プ レ ー で、 山 間部 も 含め た 県内全域が カ バ ー で き る よ う に な っ た 。

m民 レ ベ ル の動 き で は 、 「市民救命士」 の 取 り 組み の 努力 が こ の 年 も 続 け ら れ、 高届街

や 校 に も 広 がっ た 。 神戸市 内 の市民救命士の有資格者 は20万人 を 越 え た 。 ま た外国人医

療 に 関 し で も 、 言葉や文化の違い を 越 え る 試みの輪が広 が っ た 。

2003年末 に 起 こ っ た イ ラ ン 大地震で は 、 県、 神戸市 な どの 自 治体が、 い ち 早 く 医療 品 や

発電機 な どの物資 を被災地 に 送 る と と も に 、 医療関係者L を 派遣 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災の

経験か ら 、 消毒薬 や 崖薬用 の 食塩水、 包帯、 ガ ー ゼ な どが十分に備蓄 さ れ る こ と に な り 、

緊急の対応がで き た の だ、 っ た。

他方、 神戸市がポー ト ア イ ラ ン ド 2 期地 区 に 、 先端医療産業の集積 を 目 指 し て い る 「神

戸医療産業都市」 構想関 連 で は 、 こ の事業 を 中 心 に 据 え た 「先端医療産業特区」 申 請が、

2003年 4 月 に 、 国 が認定 し た全国57件の特区 の一つ に選ばれた。 神戸医療産業事業 に はず

み を つ け る ニ ュ ー ス で、 国 内外か ら の 進 出企業は年度末 に は60杜 に 及 ん だ。
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第一館 医嬢機関の状祝
神戸市中 央区. の東部新者�iL、 (HAT 神戸) に 建設 中 だ、 っ た 「兵庫県災害匪療 セ ン タ ー 」 と 、

同 敷地 に 一体の か た ち で建設 さ れて い た 「神戸赤十字病院」 が、 7 月 23 日 合 同 の 開 設記念

式典 を 行 い 、 本格的 に業務 を 開始 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 兵庫県 や 各種医療機

関 で は 災害匡療の た め の諸施設の整備 を 急い で き た が、 2005年の大震災10周年 を 前 に そ の

目 玉の施設 を 完成 さ せた形であ る O

県災害医療セ ン タ ー は 、 復興の象徴のーっ と し て 整備 さ れて き た 。 平時 の 24時間救命救

急 セ ン タ ー の機能 に 加 え 、 緊急、 の 災害時 に は 、 県 内 医療機関 の被災状況 を 把握 し 、 患者の

転 院先や救護班の 派遣 を 調整す る な ど “司令塔" の役 目 を 担 う こ と に な っ て い る O ま た神

戸赤十字病 院の屋上 に は ヘ リ ポ ー ト が整備 さ れて お り 、 医師 を 乗せ て 現場 に飛ぶ ド ク タ ー

ヘ リ の運航 に も 備 え て い る O 合 同 開 設記念式典 に 出席 し た 井戸敏三知事 は 、 「震災で は 医

療関係者の最大限の努力 に も かか わ ら ず、 混乱が生 じ た 。 災害医療セ ン タ ー の 開設 で 、 よ

り 適切 に対処で き る よ う に な る 」 と 、 喜 び と 期待 を 語 っ た 。

ま た 日 赤兵庫県支部 は 、 今西 の神戸赤 卜字病 院 の 開設 に合わせ病院隣接 地 に 同支部 ・ 県

赤十字血液セ ン タ ー の新合 同 庁舎 を 完工、 同 支部 は 岡市 中 央 区 下 山 手通 5 の i日庁舎か ら 、

血液セ ン タ ー は 同 市難区坂口 通 2 か ら 移転 し た 。 他方、 設計の 遅れ な どか ら 開 設予定がず

れ こ ん で い た 「兵庫 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 も HAT 神戸の県災 害医療 セ ン タ ー 隣接地

に 完工 し 、 2004年 3 月 28 日 開 設記念式典 に こ ぎ つ け た 。

1 . 災害援療の拠点施設一共産県災害監療セ ン タ ー 、 神戸赤十字病院が完工

7 月 23 日 に 合 同 の 開設記念式典 を 行 っ た 「兵産県災害医療セ ン タ ー J と 「神戸赤十字病

院J ( と も に HAT 神戸) が、 8 月 1 日 か ら 本格業務 を 開始 し た 。

県災害医療セ ン タ ー は 、 大震災 で の 医療体制 に つ い て の教訓 か ら 兵庫県が建設 し て い た

も の で 自 治体設置 で は全国初の本格的 な 災害医療セ ン タ ー と い わ れ る O 地 上 4 階、 地下 I

階延べ約6300m2。 緊急事態 に備 え る 集 中 治療室10床、 熱湯専用 病床 2 床、 高度治療室 8 床

な どの施設 に加 え 、 一般病床10床 も 備 え 、 非常時 に は 100床 ま で増床で き る O

ま た CT 機器で は 脳 内 車管 の 様子が 3 D 画像 で見 え る 最新鋭 の 16列 マ ル チ ス ラ イ ス CT

を 設置 、 救急医療 ・ 看護の経験 を 持つ ス タ ッ フ を そ ろ え た 。

災害時 に は 、 県下各病院 の被災状況や患者数な どの情報 を 集約 し 、 県!Tが十分 に機能 し

て い な い場合は 、 必 要 に 応 じ て初動 を 指揮 し 、 転院先や救護班の派遣 を 調 整す る な どの 役

目 も 担 う O

平時 は24時 間 の 救命救急セ ン タ ー と し て 、 重症患者 を 受け 入 れ、 9 月 か ら は 医師が救急

車 に 向乗す る ド ク タ ー カ ー を 始動 さ せ た 。
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一方、 神戸赤十字病 院 は今 回 、 県災害医療 セ ン タ ー の 隣接地 に移転 し て き て 、 同 セ ン タ ー

と は棟続 き に 一体の か た ち で建設 さ れた 。 栢互の連携 プ レ ー でい っ そ う の 診療効果が期待

さ れて い る O 地 1. 7 階、 地下 l 階建 て 。 平常時310床で 、 災害時 に は500床 ま で増床で き る O

普段の診療科 目 は 、 そ れぞれ次の通 り O

〈県 災害援擦セ ン タ 一 > ( 9 診療科)

内科、 外科、 整形外科、 脳神経外科、 循環器科、 心臓血管外科、 神経内科、 放射線科、

麻酔科

〈神戸赤十字病院> (19診療科)

内科、 心療内科、 呼吸器科、 消化器科、 指環器科、 神経内科、 外科、 心臓血管外科、 整

形外科、 脳神経外科、 婦人科、 小児科、 皮膚科、 泌尿器科、 耳鼻咽喉科、 眼科、 放射線

科、 麻酔科、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

も っ と も 運用 面 で は ま だ課題 も 残 る と い わ れ た 。 2003年 6 月 に実施 し た訓 練で は 、 すべ

て の情報が集 ま る の に 、 指令か ら 2 時間以上かかっ た 。 こ の た め県災害医療 セ ン タ ー で は 、

「関係者全体の訓練や救急救命士の研修 を 通 し て 、 運用 の 改善 を 進め た いJ ( 向 セ ン タ ー ・

災害救急医療情報指令セ ン タ 一 室 、 中 国充武課長) と の見解 を 述べて い る O

ま た県災害医療 セ ン タ ー と 神戸赤十字病 院 は 、 正式開 業 を 前 に し た 7 月 28 日 、 合 同 の 消

防救助訓練 を 実施 し た 。 な に し ろ 巨大施設 だ け に 、 職員 が防災 シ ス テ ム を 熟知 し 、 緊急時

に は患者 ら の避難誘導が迅速 に で き な い と い け な い。 こ の た め神戸市 中 央消 防署 の指導の

に 、 赤十字病院棟の 2 階エ ス カ レ ー タ ー 前 の ゴ ミ 箱付近か ら 火が出 た と の 想定で、 消 防

署 員 、 医師、 病 院職員 ら 約200人が参加、 消 火 と 避難訓練 と と も に 、 担 架 で 運 ばれて き た

負傷者の応急処置 な ど、 本番 さ な が ら の訓練だ、 っ た 。
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屋上 に円形ヘ リ ポ ー ト を 備 え た神戸赤十字
病院 と 、 併殺の兵庫県災害医療セ ン タ ー

(神戸新聞社提供)



(凶 1 ) 兵庫察災害医療 セ ン タ ー の役割

' 11覇軍m1 ・救命救急セ ンタ ー
(30床) (24時間体制〉

2 . 新 日 赤県支部 ・ 県藤十字血液セ ン タ ー も 始動へ
神 戸 市 の東部新都心 (HAT 神戸) の新合同庁舎 に 移 っ た 日 赤兵庫県・支部 と 県赤十字 血

液セ ン タ ー は 、 2003年 7 月 中 旬 か ら 本格業務 を 開始 し た 。 非常時の対応 を 一元化す る 災害

対策室 を 設 け て い る ほ か 、 救援物資や輸血用 一血液 も 大量備蓄 し 、 B 赤の 西 B 本の災害拠点

施設 と し て の役 目 を 受 け持つ こ と に な っ て い る O

庁舎は神戸赤十字病 院 に 隣接 し 、 地上 8 階、 地下 l 階建 て 。 免震構造 に 加 え 、 高 潮 や 液

状化現象 に よ る 浸水 を 防 ぐ止水板 を 備 え て い る O

7 階の 大会議室 は 災害時、 隣室 と の境界 を 取 り 除 け ば、 260m2 の 災害対策室 と な る O 県

約3000セ ッ ト の救援物資が備蓄 さ れる 新庁
舎の倉庫 (神戸新時社提供)
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災害対策本部か ら の 災害i育報 シ ス テ ム や 防災無線 を 備 え 、 全国各地か ら 応援 ス タ ッ フ を 受

け 入 れ る ス ペ ー ス も 確保で き る O

災害救援、 救援物 資 は 、 約240m2の 倉庫 に救援用 毛布や 日 用 品 約3000 セ ッ ト を 収納 、 備

蓄す る O

ま た 囲 内 で 大規模災害が起 こ っ た 捺、 被災地 に 緊急仮設診療所 を 開設す る た め の 「ユ ニ ッ

ト (ERU) J が配備 さ れ、 2004年度か ら の実用 を 目 指す こ と に な っ て い る O

日 赤医療セ ン タ ー (東京) に続 き 、 西 呂 本で は初 の 配備で あ る O

導入 さ れ る ERU は 幅 9 m 、 奥行 き 9 m 、 高 さ 4 m の 空気膨張式 テ ン ト の ほ か、 外科 ・

蘇生 ・ 看護用 の 医療器材 、 通信機器、 貯水 タ ン ク な どか ら な る O コ ン テ ナ に 収納 し 、 大規

模災害が発生 し た 際、 6 人編成の救護班 2 班 と と も に ト ラ ッ ク やヘ リ コ プ タ ー で被災地 に

移送、 転地内 で は 簡単 な 手術 も で き 、 避難生活 を 続け る 被災者 ら を 対象 に 1 カ 月 程度、 診

療活動が続 け ら れ る と い う O

1994年 の ル ワ ン ダ内戦以来、 国際赤十字が世界規模で導入 を 進め て い る も の で 、 日 赤で

は2001年の イ ン ド西部地震で 、 初 め て救護活動 に鑓用 し た 。

同支部への配備 は 、 日 赤が神戸 を 西 日 本 の災害対策拠点地 と 位置づけ神戸赤十字病院 の

整備 を し て い る 目 玉事業の I つ。

3 . 留民の 防災意識賦化

大規模災害の被災地で設置 さ れる 緊急仮設
診療所ユニ ッ ト (神戸新聞社提供)

「阪神 ・ 淡路大震災か ら 8 年 が過 ぎ 、 国民の 防災意識の風化が進 ん で い る J -2003年 5

月 27 日 に公表 さ れ た 2003年版 「紡災 白 書」 は こ う 報告 し注 目 さ れた 。

阪神 ・ 淡路大震災以降 の 圏民意識調査の流れか ら 指摘 し た も の で 、 そ れ に よ る と 大震災

に備え 「携帯 ラ ジ オ 、 懐 中 電灯、 医薬品 を 準備 し て い る 」 と 答え た 人 は 、 阪神 ・ 淡路大震

災後の 1995年 9 月 に は59 . 1 % と 急上昇 し た が、 2003年 9 月 に は46 . 6 % に低下 し た 。 ま た 「食

料 ・ 飲料水の準備J で も 向23 . 5 % か ら 18 . 6 % に 、 「家族 と の連絡方法 を 決め て い る J も 16 . 3%
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か ら 12 . 8 % に 落 ち 込み 、 防災意識の希薄化が顕著 だ と 述べた の だ。

白 書は ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災で は救助 を 必要 と す る 約 3 万5000人の う ち 、 80% に 当 た

る 2 万7000人が家族や近隣者 に 救助 さ れた 例 を 挙げ、 「近隣住民 間士 に よ る 地域 コ ミ ュ ニ

テ イ の形成で、 防災意識 を 高 め て い く 必要があ る 」 と 指摘 し た 。

4 .  r兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー J も 開設
PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) な ど、 心 の ケ ア を め ぐ る 研究 や 人材 育 成 に取 り 組む

拠点施設 「兵摩県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 が神戸 市 の HAT 神戸 の 地 に 完成 し 、 2004年 3

月 28 日 、 井戸敏三知事 ら が出 席 し て 開設記念式典 を 行 っ た 。 正式の オ ー プ ン は 4 月 1 日 か

ら で、 6 月 を 目 途 に 治療 な どの活動 を 始め る と の見通 し が公表 さ れ た 。

大震災 の 影響 に よ る 心 の後遺症問題が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ、 fpTSDJ や 「 ト ラ ウ マ (心

的外傷) J な どの 言葉 も 一般 に知 ら れ る よ う に な っ たが、 今回 の 県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー は 、

災害だ け で な く 、 そ の後事件 ・ 事故、 犯罪被害、 ま た虐待な ど様々 な事件が続 く 中 、 広 く

こ こ ろ の ケ ア を カ バー す る 施設 と し て 整備 さ れた も の で全国初の本格的 な こ こ ろ の ケ ア セ

ン タ ー と い わ れ る O

建物 は 3 階建て 、 延べ床面積5100m'o 1 階 に は 診療所が設け ら れ、 被災者 ら の ケ ア に 当

た る ほ か 、 音楽療養室や交流ホ ー ル な ど も 備 え る O 主 な機能は次の 通 り O

〈研究機能〉

fpTSDJ や 「 ト ラ ウ マ」 な ど 「 こ こ ろ の ケ アJ に 関す る 実践 的研究 を 行 う O

〈相談 ・ 診療機能〉

「 こ こ ろ の ケ ア 」 に 関 す る 専 門 的 な 相 談 に 応 ず る と と も に 、 診療所 を 運営 す る O

〈 人材養成 ・ 研修機能〉

「 こ こ ろ の ケ アJ に 携 わ る 鍵康 ・ 医療 ・ 福祉 な どの分野の担当 者 を 対象 に 、 治療技術や

対処法等 に つ い て学ぶ 「専 門研修」 と 、 「 こ こ ろ の ケ ア J に 関す る 知識や理解 を 深め る 「基

礎研修j を 実施す る O

〈情報の収集発信 ・ 普及啓発機能〉

「 こ こ ろ の ケ ア」 に 関す る 国内外の先進 的 な 事例等 を 収集 し 、 セ ン タ ー の研究成果 と 合わ

せて広 く 情報発信す る と と も に 、 シ ン ポ ジ ウ ム や フ ォ ー ラ ム 等 を 開催 し、 普及啓発を行 う O

〈連携 ・ 交流機能〉

「 こ こ ろ の ケ ア 」 に取 り 組む 関係機関等 の 連携 ・ 交流の促進 を 鴎 り 、 広域的 な ネ ッ ト ワ ー

ク づ く り を 進め る O

〈参考文献〉
「県災筈医療セ ン タ ー HAT 神戸 に 関設」 朝 日 新聞 な ど各紙 2003年 7 月 26 B
「問 日 本の災害救護拠点、 に B 赤県支部新合同庁舎 神戸新陪 2003年 7 月 5 B 
「仮設診療所ユニ ッ ト 導入」 神戸新聞 2003年 6 月 30 日
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ドー 被災者対応 @ こ こ ろ の ケ ア
被災者の健康状態 と そ れ に 向 き 合 う 医療対応の状況 だが、 震災か ら 年月 を 経た こ と で現

場 で の 毘療がい よ い よ 呂 常的 な 診療へ と 変化 し て き た と さ れる O

そ ん な 状況 の 中 、 大震災の被害 に あ っ た神戸 市 な ど県内 各市 町 での 自 殺率が、 全国平均

や 兵庫県平均 を 大 き く 上回 っ て い る と の調査結果が明 ら か に さ れ た 。 ま た 県 内 の復興公営

住 宅 で の 「孤独死」 が減 る の で は な く 、 か え っ て増 え て き て い る と の ニ ユ ー ス も 伝え ら れ

た 。 バ ブル崩壊後 の 長ヲ | く 不況 に よ る 生活苦な どの要因が重 な る と の指摘 も あ り 、 原 因 を

特定す る の は むず か し い と さ れ る が、 「高齢者 の 見守 り 」 の 課題が残 さ れて い る こ と を 浮

き 彫 り に し た 。

ま た こ う し た高齢者の ケ ア と と も に 、 学校で の児童生徒の こ こ ろ の 問題 が指摘 さ れ、

災 に かか わ る も の と し て 医療対応 の 努力 が続 け ら れ た O

1 . 神戸の被災 3 区 の 自 殺率突出
被災に あ っ た 県 内10市10町の 自 殺者数は、 震災後の 1997年か ら 増加傾向 に 転 じ 、 1998年

に 過去最高878人 を 記録、 そ の後 は や や 減少傾向 に あ る も の の ( グ ラ フ 「被災地 の 自 殺者数J

参照) 、 特 に 大 き な被害 を 受 け た神戸市兵庫、 長 田 、 灘 区 の 3 つ の 区 の 自 殺 率 が、 全 国 平

均や兵庫県平均 を 大幅 に 上 回 っ て い る こ と が、 県保鍵統計 な ど に基づい た地域別分析か ら

分か つ た 。

医 師 の死亡診断書 を 基 に し た 県保健統計 に よ る と 、 神戸市 は 、 10年前の 1992年 に221人

だ、 っ た が、 震災後の1998年 に は376人 に急増。 2001年 は310人 と 減 っ た も の の 、 4 年連続、

300人台で推移 し て い る O

人 口 10万人当 た り の 白 殺率で比較す る と 、 1997 - 2001年 ま で の 5 年 間平均で 兵産区36 . 4

人、 灘区31 . 1 人、 長 田 区27 . 7人 と こ の 3 区 が神戸 市 内 で も 突出 し 、 全国平均23 . 3人、 県平

均22 . 3人 を 大 き く 上 回 っ た。

他方、 心 の悩 み な どの電話相 談 に 応、 じ る 「神戸い の ち の 電話J (事務局 ・ 神戸 市 中 央 区 )

への相談件数 も 震災以降急増 し た が、 近年、 さ ら に増 え 、 し か も 「 自 殺願望」 を 打 ち 明 け

る 相談が 目 立つ と 報告 さ れた 。

電話相 談 は 震 災 の 1995年 に は年 間 6433件 だ、 っ た が、 2001年 に は約 2 倍 に 当 た る 1万1986

件の相談が寄せ ら れた。

「消費者金融 な ど に 多額 の 借 金 を し て返せ な い。 死 ぬ ほ か な いJ í う つ 病 に '悩 ん で、 お り 、

生 き る の がつ ら いJ な ど、 年 々 、 自 殺願望 を 打 ち 明 け る 相談が 目 立 っ て お り 、 170件 だ っ

た 1995年 と 比べ、 2001年 は約 3 倍の529件 に昔、増 し て い る 。
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2 .  r弧独死J が 4 年 間で251人一県内の復興公営住宅

大震災で 家 を 失 っ た被災者 ら が入居す る 兵庸県 内 の 災害復興公営住宅 で 、 独 り 暮 ら し の

入居者が だ れ に も み と ら れず、死亡す る い わ ゆ る 「孤独死」 が、 2000年� 2003年1 1 月 末 の 約

4 年 間 で少 な く と も 251人 に の ぼる こ と が伝 え ら れた 。 兵庫県警が後興住宅 での検視件数

を も と に 、 毎 日 新聞 が集計 し た と し て 2004年 l 月 10 日 付 け紙面 に報 じ た も の で、 そ れ に よ

る と 2001年 ま で年50人台 だ っ た の が、 2002年か ら 70人台のベ ー ス へ と 増加 し て き て い る O

調 べ は 、 県 と 15市町が管理す る 復興住宅約 2 万4300戸 に つ い て 、 単 身者が室 内 で遺体で

発見 さ れた り 自 殺す る な どの ケ ー ス を 集 め た 。 年 別 で は2000年56人、 2001年55人、 2002年

77人、 2003年 ( 1 1 月 末 ま で) 63人 だ、 っ た 。 男 が167人で、 女84人の約 2 倍。 ま た年齢別 で

は70歳代が最多 の76人、 60歳代66入、 50歳代50人 と 中高年層 が 目 立つ 。 死 因 は 病死が約70 %

の 185人 で 、 自 殺が32人だ っ た 。

死後 の経過期 間 は 、 西宮市 で死後約 4 ヵ 月 の 遺体が見 つ か る な ど r30 日 以上J が1 1 人

( 4  % ) 、 白 骨化す る な ど 「期 間 不 明J の ケ ー ス も 数件 あ っ た 。 他 は 1 B 以内 が109人 (43 % ) 、

2 日 � 10 日 が100人 (40% ) 、 1 1 日 � 30 日 以 内 が11人 ( 4 % ) だ、 っ た 。 発見者 は 、 隣人 ・ 知

人29 % 、 家族27 % 、 自 治体の生活援助 員 や 職員 21 % な ど。

「孤独死」 は 、 震災直後 に被災地 に 建 て ら れた仮設住宅で も 相次 ぎ、 県警は 、 1995年 ~

1999年 に計233人の仮設住宅での孤独死 を 確認 し て い る O

復興公営住宅 での孤独死 の 問題 を ど う 考 え ればい い の か 、 ど う 対処で き る かの 問題 は き

わ め て 困 難 な 課題だ と さ れ る O 独立 し て住 め る 住居の提供 は 歓迎 さ れ る こ と で も 、 問 題 は
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残 る ら し い の で あ る 。 (財 ) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 と 兵庫県 は 、 震災 9 周年 を 迎 え た 2004

年 2 月 日 目 、 シ ン ポ ジ ウ ム r21世紀の新 た な都市像」 を 県公館で共催 し た が、 専 門家 の 論

議 で も 例 え ば、 パ ネ リ ス ト の佐藤友美子 ・ サ ン ト リ ー 不易 流行研究所部 長 は 、 「震災復興

住宅 を つ く っ て 高齢者の 方 に 集 ま っ て た く さ ん入 っ て も ら っ た と こ ろ 、 実 は 長期的 に み る

と 、 そ の 方がか え っ て い ろ い ろ 問題が起 こ っ て し ま う と い う よ う な こ と があ っ た の で は な

い で し ょ う か 。 …例 え ば孤独死 な ど も ずい ぶ ん ニ ュ ー ス に な り ま し た が、 や は り 無理があ っ

た の で は な い か と 思 う の で、す」 と 指摘 し た 。

ま た 同 部長 は 、 続い て 「つ ま り 制度 が どん な に よ く て も 、 地域の 中 での コ ミ ュ ニ テ ィ が

ど う な っ て い る か。 人 間 関係 や 地域の コ ミ ュ ニ テ ィ の 問題 に 最後 は 帰着 し て し ま う の で は

な い か。 逆 に い え ば、 行政 な り 留 な り の で き る 限界 と い う も のがあ っ て 、 地域一人 ひ と り

の力 み た い な も の が き ち ん と つ い て い な け れば、 う ま く 機能 し な い と い う こ と を 感 じ ま し

たJ と 述べ注 目 さ れた 。

他方、 こ の課題 に つ い て は神戸市の 「復興 ・ 活性化推進懇談会J (座長、 亮天義久 ・ 神

戸大名誉教授) が、 2004年 l 月 13 日 公表 し た 「復興の 総括 ・ 検証」 の報告書で も 、 「高齢

者の地域に よ る 見守 り 」 を 恒久的 な 体制 に し て い く こ と や 、 地域で の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 な

と々 に 課題が残 っ て い る と 指摘 し た 。 神戸市で は こ れ を 受 け 、 2004年 に市民 を 含む検討委員

会 を 設置 し 中期 ビ ジ ョ ン の 策定作業 に 反映 さ せて い く 意 向 を 明 ら か に し た 。

3 . 被災生徒の心の揚10% -神戸市灘区 ・ 原田 中学
大震災で校区が大 き な被害 を 受 け た神戸市灘 区 の 原 田 中 学校 (奥 島 良輝校長、 生徒272人)

は 、 生徒、 保護者 を対象 に 「 こ こ ろ の ケ ア」 ア ン ケ ー ト を 続 け て い る O そ れ に よ る と 2003

年の調査結果で も 、 10% の 生徒が 「震災で今 も つ ら い こ と 、 ↑品 ん でい る こ と があ る 」 と 答

え て お り 、 同校 は 「震災は 決 し て 終わ っ て い な いJ (奥島校長) と 述べ て い る O

ア ン ケ ー ト は教育復興担当 の村鵠 由 紀子教諭が赴任以来、 3 年連続で実施 し て き た 。

今回 の調査結果で は 「被災 し た」 の 回答が91 % で、 「生 き 埋め に な っ たJ 4 人、 身 近 な 人

が亡 く な る の を 見 たJ 24人、 「 自 分や家族が け が を し たJ 56人 な ど、 震災時 4 - 6 歳 だ、 っ

た が過酷 な 体験 を し た 記憶 を も っ 生徒が多 い 。

「悩みがあ る 」 の 回答 は 、 昨年 よ り 5 人減っ て 2 1 人 だ、 っ た 。 具体的 に は 「揺れや音が怖

いJ 9 人、 「暗い と こ ろ が怖いJ 7 人、 「夢で う な さ れ る J 6 人 な と守が挙が っ た 。

村嶋教諭 は ア ン ケ ー ト 結果 を 冊子 に ま と め 、 同 校で は そ れ を 教材 に 防災授 業 を 全学級で

し て も ら っ た 。 多 く の 生徒 は す で に 震災 に よ る 悩 み は な い。 し か し 、 つ ら い経験 を し 、 9

年後 も 苦 し む 同級生がい る こ と を 一緒 に 考 え た と い う O

と こ ろ で丈部科学省 は 2003年度か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た投徒の こ こ ろ の ケ ア

に あ た る 復興担当 教員 の 配置数 を 、 前年比半減の65人制 と 決め 、 県下で実施 さ れ る 事態 と

な っ て い る O 情緒面で の 配慮 を 必要 と す る 児童生徒が減 っ て き て い る の が主 な 理 由 で 、 県白
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教委で は 「期待 し て い た よ り も 少 な い数字 に な っ た 。 来年度以 降 も 継続配電 さ れ る よ う 、

国 に 要望 し て い き た い」 と し て い る O

復興担当教員 は 、 交付税措置 な どで 闘 が全額負担 し 、 被災地の小 中学校 に 配置 さ れ、 こ

こ ろ の ケ ア を 専 門 に子 ど も への 配慮 、 保護者 と の教育相談 な ど を 担 当 し て い る O 震災車後

の 1995年度 に 128人 で ス タ ー ト し 、 1996年度�2000年度 は毎年200人余 り 配置 さ れて き た 。

一方、 県教委が毎年、 小 中学校 を 対 象 に行 っ て い る 調査 に よ る と 、 ケ ア を 必要 と す る 児童

生徒は 、 1998年度4106人 を ピ ー ク に 減少へ転 じ 、 2002年度は2549人。 復興担当 教員 も 、 130

人 に縮小 さ れて き た い き さ つ があ る O

(図 3 ) 震 災 で の恐 ろ し い体験 (被災生徒ア ン ケ ー ト )
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4 . 外国人涯豊喜一言葉、 文化の壁越 え よ う
大震災で は 、 日 本語が話せ な い た め病 院 で の 意思疎通がむずか し い な ど、 不 自 由 を し た

外国人が多 か っ た 。 こ の た め 神戸市立 中 央市民病 院 な ど で は 、 2002年度 か ら 電話 を 通 し て

通訳 ボ ラ ン テ イ ア に 遠隔地か ら 協力 し て も ら う 「医疲通訳J シ ス テ ム の試 み を 始め注 目 さ

れ た が、 2003年 に も 医療現場 で の言葉や文化 の 壁 を 少 し で も 低 く し よ う と 呼びかけ る 外 国

人医療の シ ン ポ ジ ウ ム が開 かれ る な どの努力が続 け ら れた 。

医 師 や 助 産 師 、 NGO な どで組織す る 「神戸大学国際母子保鑓研究会J ( 世話人、 松尾 博

哉 ・ 神戸大医学部教授) が、 2003年 7 月 13 日 神戸 市 中 央区 中 山 手通 4 の ラ ッ セ ホ ー ル で 開

い た シ ン ポ ジ ウ ム 「第 1 閏神戸国際医療 シ ン ポ ジ ウ ム ー 多文化社会 と 医療 ・ 健康」 で は 、

小児科医の 中村安秀 ・ 大阪大学大学 院 人 間科学研究科教授が基調講演 を し 、 産婦人科医師
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や看護師、 ブ ラ ジ ル 人医師 ら がそ れぞれ医療現場 で の 取 り 組み を 報告 し討論 し た 。

基調講j寅で 中村教授 は 、 母子保健分野 で の 日 本の制度は非常に整 っ て い て 、 外国人 も 日

本人 と ほ ぼ向 等の サ ー ビ ス が受 け ら れ る O 例 え ば、 未熟児 な どの入院養育 の 場 合 は 、 医 師

が必要 と 認め れば オ ー パー ス テ イ で も 養育医療給付金が受け ら れる が、 医 師 や行政が こ う

し た情報 を 理解 し て い る か ど う か、 自 治体 に よ っ て 嵐度差が大 き い ー と 語 り 、 外国人医療

で 問 わ れて い る の は 、 「言葉 の 問題や経済問題だけ で な く 、 私 た ち の社会の あ り 方で も あ る J

と 述べ た 。

一方、 現場か ら の発言 で は 、 ブ ラ ジ ル人 医 師 の 中 萩エ ル ザ さ ん は 、 「 ブ ラ ジ ル は多民族

国家 な の で 、 概 し て 自 己主張が強 く 、 自 尊心が高 い 。 病 院で も 知 り た い こ と は 医者 に 開 い

た だす。 ま た セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン ( 別 の 医 師の見解) を 母 関 の 医師 に 聞 く 、 と 言 う と 露骨

に気分 を 害す る 医師 も い る 」 と 、 日 本 と の 文化の違いがあ る こ と を 踏 ま え た対応がい る こ

と に つ い て 理解 を 求め た 。

ま た 産婦人科医 師 の 田 口奈緒 さ ん は 、 2002�三 に神戸市 の 医師200人 を 対象 に ア ン ケ ー ト

し た結果 に よ る と ( 回 収95人) 、 診療上の 苦 労 は 「言葉」 が69% で や は り 最 も 多 か っ た 。

対処法 は 「付 き 添 い 人 に 説明J 1 ゆ っ く り 話す」 が多 か っ た 。

し か し シ ョ ッ ク だ、 っ た の は 「今後 も 外 国 人 を 積撞的 に 受 け 入れ る 」 が 6 % で、 「積極的

に 受 け 入 れ た く な い」 が40% だ、 っ た こ と O 医 師 に 直接 聞 く と マ説 明 の 時 間 と 手 間マ微妙 な

ニ ュ ア ン ス や ト ラ ブル時の説明マ 日 本の 病 院 で は不可能 な 要求への対処ーな どの理由 か ら

だ、 っ た 。 他方で は 、 「 自 分の考 え が世界水準で、 な い こ と を 知 っ たJ 1 日 本 に 来 て い い 思 い 出

を 持 っ て帰 っ て ほ し い」 な ど、 前向 き の感想、 も あ っ た ー と 報告 し た 。

県 国 際政策課の調べで は 、 県内 の外国人登録者 は2002年末現在日万2529 人 で 、 全国第 5

位。 国 別 で は 韓 国 ・ 朝鮮 6 万2407人、 中 国 1 万8992入、 ブ ラ ジ ル4194人 な ど。 こ の 10年 間

で ブ ラ ジ ル は約1 . 8倍 に な り 、 フ ィ リ ビ ン は約2 . 3倍の2926人、 ベ ト ナ ム は約 2 倍の2769人

に 増 え て き て い る O 松尾教授 は 、 「神戸 は多 文化共生 の 歴 史 を 持 ち 、 阪神 ・ 淡路大震災 で

は 国籍 を 越 え て と も に復興 し た 。 保健 ・ 医療の 真 の 国 際化 を神戸か ら 発信 し た い」 と 述べ た 。

く参考文献〉
「神戸の 3 区 自 殺事突出」 神戸新聞 な ど各紙 2003年 7 月 29 日
rr孤独死� 2000年 か ら 4 年で、25 1人」 毎 日 新聞 2004年 1 月 10 日
「阪神 ・ 淡路大震災 9 周年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 報告書 r21世紀の新た な都市像J (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会、
兵庫県編集 ・ 発行 2004年 3 月

「復興扱当教員 「自己置数、 今年度は半減JJ 産経新潤 2003年 4 月 4 日
「被災生徒 心の傷10%癒えず」 神戸新聞 2003司王12月 26 日
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i 第三鮪 災害医療の展開
医療分野で も 、 大震災の経験 を 踏 ま え た さ ま ざ ま な 医療対応 の 努力 が続 け ら れて い る が、

神戸市の復興状況 を 検証 し て き た神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会が、 「市民 一 人 ひ と り の

健康づ く り 」 を 目 指す 、 よ り 積極的 な 施策 を 求 め る 提言 を ま と め た 。

具体的 な動 き と し て は 、 2003年度 中 に 、 兵庫県 と 神戸市の 聞 で 、 所有す る 計 3 機の ヘ リ

コ プ タ ー を 一括運用 す る 話が ま と ま り 2004年度か ら 運用 さ れ る 見通 し と な っ た 。 こ れで全

県下 を カ バ ー で き る よ う に な っ た 。 ま た市民 に よ る 「市民救命士J の資格取得の取 り 組み

も 、 商庖街 ぐ る み で講習会 を 受 け る 試み な ど そ の輪 を 広 げた 。

他方、 地域 を 限定 し て 規制緩和 を す る 国 の構造改革特区 の 一 つ に 、 神戸市が推進 し て き

た 「神戸医療産業都市J 事業が選 ばれた こ と で、 こ の事業の さ ら な る 進展 が期待 さ れ る と

こ ろ と な っ た 。 進 出 企業の状況 も 加速 さ れ、 こ の年度 も )11質調 に推移 し た 。

1 . 市民一人ひ と り の健康づ く り -神戸市 「復興の総括 ・ 検証」 報告書で提言

神戸市復 興 の 課題 と 今後 の ま ち づ く り を 検討 し て き た神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会

(座長 1 嘉天義久 ・ 神戸大名誉教授) は2003年12月 17 日 、 報告書 と 提言 を 矢 田立郎 ・ 神戸

市 長 に 提 出 し た が、 韓康 ・ 医療関係で の提言で は 、 よ り 積極 的 な 「市民一人 ひ と り の健康

づ く り 」 を 訴 え た 。

大震災か ら 10年 目 の 2005年 に 向 け ま と め ら れ た 報告書で は 、 市民生活分野の ま と め の 1

節 に 「市民一人ひ と り の健康づ く り 」 を 取 り 上 げ、 提言で は特 に 、 震災 5 年 時点 で は 「身

体的 な 面 の 影響 は 少 な い が、 精神 的 な 面の 影響が未 だ、 に残 っ て お り 、 医療 ・ 福祉関で の 見

守 り が必要」 な ど と し て い た が、 今 回 の 報告で は そ の後の状況 に つ い て 、

o r こ こ ろ の健康セ ン タ ー 」 が設置 さ れ、 精神保健の 向上等の 取 り 組みが行 わ れて い る O

ま た民 間 レ ベ ル で は震災遺児 の こ こ ろ の ケ ア の た め 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J の 運営がな さ

れ て い る O

O し か し 閉 じ こ も り や外 出 機会 の 減少等 に よ り 、 ADL ( 日 常生活動作) の 低下 や痴呆症

状 を 発症す る 又 は 進行す る ケ ー ス な どが 目 立 っ て き た 。 対応 と し て 、 神戸市で は全戸訪

問 や健康体操、 機能訓練教室 な ど、 健康づ く り 事業が実施 さ れ、 コ ミ ュ ニ テ イ の形成や

地域見守 り に つ な げて い っ た 。

O ま た他方、 神戸市民 1 万人 ア ン ケ ー ト の結果か ら 、 20代、 30代 の世代、 ま た勤労者 に お

い て 、 日 常的 に 運動 や ス ポ ー ツ を 行 っ て い な い傾向が見 ら れ、 こ の よ う な 世代への ア プ

ロ ー チ を 企業等 と 連携 し て行 う 必要があ る O

と 記述 し 、 行政、 市民の こ れ ま で の対応 を 評価。 提言の ま と め と し て 、 「市民の 健康

づ く り に つ い て は 、 情報や機会の提供 に 加 え 、 NPO 等 と の 連携や ス ポ ー ツ 産業振興 も 含
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め た “健康 を 楽 し む" と い う 視点 で対応す る こ と 」 と 総括 し た 。

ま た 同 提言 は 、 「医療産業の基盤整備 、 関 連企業 の 集積が図 ら れつ つ あ る こ と を 生 か し 、

よ り 広が り の あ る 健康 ・ 福祉産業への拡充 を 国 る こ と 」 も 提言 し た 。

変化す る 復興の課題 に 対 し 、 一 つ の 評価 と 方向 を 示 し た報告書 と 受 け 止 め ら れた 。

2 . 商鹿衝 に も 拡 が る 「市民救命士J の輪
神戸市灘区 の 水道筋商脂街 (西尾政明理事長、 約 126庄舗) で は 、 庖 主 ら が商宿街 ぐ る

み で 、 2003年 9 月 か ら 「市民救命士J の 講習 を 受け る 取 り 組み を 続 け て い る O

販急神戸線 「王子公園駅」 東側 に あ る 同 商届街は 、 1995年 1 月 の大震 災で南側屈舗が全

壊、 ア … ケ ー ド も ゆ がんで穴が開 い た 。 犠牲者 は な か っ た も の の 、 け が を し た 人 は 多 く 応

急処置が必 要 だ っ た。 こ う し た 経験や、 ま た 地域のお年寄 り が大勢利用 す る 現状か ら 、 雑

貨屈経営 の西井利行 さ ん ら が 「お客 さ ん が急 に体調 を 崩 し た と き に も 、 応 急処置がで き る

癌主や庖員がい れ ば喜ばれる の で は な い か」 と 提案 し 、 商庖街 ぐ る み で取 り 組み市民救命

士の資格取得 を 呼びか け る こ と に し た 。

市民救命士 は 、 消 防庁が1993年 に 定 め た 普通救命講習 を 基 に 、 心臓マ ッ サ ー ジや 人工呼

吸 な どの講義、 実技を 学 ん だ受講者 に神戸市消防局が独 自 に 資格 を 認定 し て い る O 同 商 rð

街で は 9 月 7 日 、 初 め て の講習会が商庖街会議案で 開 かれ、 庖主や近 く の住民 ら 32人が参

加 し 、 市灘消妨署員 か ら 、 心肺蘇生法の手順の説明 を 受 け 、 心臓マ ッ サ ー ジ や 人工呼吸な

どの応急処畳 を 学 ん だ。

同商居街 で は 「安心で き る 商脂街」 を 目 指 し 、 そ の後 も 1 1 月 、 翌2004年 1 月 に も 講習 会

を 聞 き 、 修了者 に は 「市民救命士 の い る 庖」 の ス テ ッ カ ー を 無料で自己布 し 、 庖 頭 に 掲 示 し

た 。

こ う し た 市民救命士 の 養成 は 、 神戸 ・ 元町商庖箭 (奈良山喬 一会長) で も 、 2004年 5 月

と 6 月 に 講習 会 を 開催す る こ と を 決 め た 。 同 年 5 月 に 130周年 を 迎 え る 同 商脂街の記念事

業の ーっ と し て取 り 組む こ と に し た も の で、 救命士130人の養成 を 臼 指す。

他方、 市民救命 士の 養成 は神戸市職員 、 警察官 や 中 学生 に も 広が り 、 2003年11月 に は神

戸市内の市民救命士の有資格者が20万 人 を 突破 し 、 記念式典が兵庫 区 三 条 町 の 湊 中 学校で

行 わ れ た 。 ち ょ う ど20万人 目 に な っ た の が、 総合学習 の 時 間 に 地域の災害 に つ い て学 ん で

き た 同校 2 年生約 100人。 み ん な で講習 に 参加 し 、 心肺蘇生法 な どの 訓 練 を 受け市民救命

士の認証 を 受け た も の 。

同市消防局 に よ る と 、 制度が始 ま っ た 1993年度、 受講者 は 約9500人だ、 っ た が、 1996年度

に 累計で 5 万人、 1999年度 に 10万人 に な っ た。 地域、 学校、 企業で も 講習 に 参加す る ケ ー

ス が増 え 、 2001年度 に は 15万人 を 数 え20万 人 を 日 指 し て い た。
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3 . 救急ヘ リ 全県 カ バー へ

?時�}J嬰J� の指導の も と 、 心臓マ ッ サー ジ を
学ぶデパー ト 従業員 (神戸新開社提供)

兵庫県 と 神戸 市 は 、 そ れぞれ独 自 に 運用 し て い た計 3 機の消防防災ヘ リ コ プ タ ー を 一括

運用 す る こ と で合意 し た。 こ れ に よ り 救急医 を 乗せ た ヘ リ で 救急患者 を 搬送 で き る ド ク

タ ー ヘ リ の 体制 が整 う こ と に な り 、 従来救急体制が手薄 だ、 っ た但馬、 西播磨、 淡路 な ど県

内全域がカ バ ー で き る よ う に な る O 災害時の情報収集や 日 常の救急搬送 で も 迅速 な対応が

期待 さ れて い る O

県 は 1 機所有 し て い る が、 点検整備 中 で 出 動要請 に対応で き な い ケ ー ス があ り 、 2003年

夏 に 整備 さ れ た県災害医療 セ ン タ ー (HAT 神戸) の発足 を 機 に 、 常時 1 機 を ド ク タ ー ヘ

リ と し て 確保 し よ う と 市 に提案 し た 。 市 は ヘ リ 2 機 を 所有 し て い る が、 保守点検な どで常

時 出 動で き る の は 1 機態勢で運用 す る の が実態 に な っ て い た 。 こ の た め 、 県 の 1 機 を 、 市

の 2 機が配備 さ れて い る 神戸ヘ リ ポ ー ト ( 中 央 区 ) に 移 し 、 県 と 市 を 合 わ せ た 3 機 を 一括

運用 。 こ れで常時、 少 な く と も 2 機が出動 で き る 態勢 と し 、 う ち l 機 は 医師が同乗 し て現

場へ急行す る ド ク タ ー ヘ リ と し て活用 す る こ と に し た も のo 2004年 4 月 か ら 運用 す る と し

て い る O

消 防ヘ リ は 、 山 間部 な どでの急病患者の搬送 な どに有効な こ と か ら 、 搬送 中 に も 治療 に

あ た る ド ク タ ー ヘ リ が、 近年注 目 さ れ る よ う に な っ て い た 。 阪神 ・ 淡路大震災 ま で は救急

搬送 に ヘ リ を使 う ケ ー ス は 少 な か っ た が、 救命率 を 向上 さ せ る 手段 と し て 、 全 国 的 に有効

活用 の機運が高 ま っ て い る O 神戸市 で は 、 民家火災 な どで通報 を 受 け る と 、 通報内容 に 花、

じ て ヘ リ を 出動 さ せ る シ ス テ ム と な っ て お り 、 2002年度 の 出 動件数は 約270件で政令指定

都市で は 最多 だ っ た 。
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救急搬送 も 2001年度で20件前後だ、 っ た が、 2002年度 は36件 と な り 、 増加傾向 に な っ て い

る と い う O

計画 に よ る と 、 緊急時 に は県災害医療セ ン タ ー の 医師や看護師 ら が約 5 分で駆けつ け ヘ

リ を 発進 さ せ る 。 県 は 、 ド ク タ ー ヘ リ の 出動 は年 間200 呂 、 計150時 間 と 想定 し て い る 。

ド ク タ ー ヘ リ の 配備 に つ い て は 、 県 内 の 医療関係者 ら でつ く る 県 災害医療セ ン タ ー 整備

推進委員 会 (委員 長、 鵜飼卓 ・ 県立西宮病院名誉続長) で も 、 セ ン タ ー を 中心 と し た災害

医療 シ ス テ ム の検討 を 経て 、 最終報告書 に ド ク タ ー ヘ リ の早期導入 を 盛 り 込 ん で い た 。 大

震災で の 患者搬送 に ヘ リ がほ と ん ど活用 さ れ な か っ た教訓 を 踏 ま え て の提 言 だ、 っ た 。

登山 中 に倒 れ、 ヘ リ で、運び込ま れ る 患者
(ネ申戸新聞社提供)

4 . イ ラ ン 地震 に県、 神戸市 が 医薬品 な ど の物資や職員 派遣
イ ラ ン 南東部で2003年12月 に 起 こ っ た イ ラ ン 大地震で は 、 一 瞬 に し て 死者 3 万人か ら 4

万人、 10万人以上 の 人が家 を 失 っ た と 伝 え ら れた 。 兵庫県で は地震か ら 3 日 目 の 同 月 28 日

に は 、 早速、 イ ラ ン の赤十字社 に あ た る 赤新月 社 に あ て て 、 約 3 万人分の 医薬 品 な ど救援

物 資 を 発送 し た 。

消毒薬 や 医薬用 の 食塩水、 手術用 手袋 l 万枚、 包帯、 ガ ー ゼ、 な どで、 イ ラ ン 大使館か ら

要望 の あ っ た発電機15台や変電器30台 と 合わせ航空便で発送 し た も の。 救援物資 を 入れ た

箱 に は 「阪神 ・ 淡路大地震 を 経験 し た被災地か ら 、 イ ラ ン の被災者へ心 を 込 め て送 り ま す」

と 英語の メ ッ セ ー ジ を 貼 っ た 。

県で は ま た 、 JICA ( 国 際協力機構) が2003年12月 29 日 に 派遣 し た 医療 チ ー ム (24人) に 、

県災害医療セ ン タ ー の鵜飼 卓 ・ 顧問 を 副 団 長 と し て 参加 さ せ た 。

ま た神戸市で も 、 医薬 品 な ど約 5 万人分の救援物資 を 2004年 1 月 1 B の 航空便で イ ラ ン

の赤新月 社 あ て に 送 っ た。 内訳は毛布、 訪水 シ ー ト や 手術用手袋、 消毒剤、 注射針 な ど。

イ ラ ン 大使館か ら 要望 の あ っ た 物 資 な どで、 神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム の倉産 な どで備蓄 し

て い た 。
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市民毘体で も 、 阪神 ・ 淡路大震災 を き っ かけ に発足 し た NPO 法人「 百 本 レ ス キ ュ ー協 会」

(伊丹市) の メ ン バ - 6 人 と 救助犬 3 頭が、 イ ラ ン 大地震 4 日 目 の2003年 1 2 月 29 日 に は 、

救助活動 の た め 成 田 空港 を 出発 し た 。 ま た 国 際医療 NGO r AMDA ( ア ム ダ) J ( 岡 山 市 )

で も 医師 、 看護部 ら の チ ー ム を 送 り 出 し た 。

募金 な どの支援活動 で は 、 神戸市社会福祉協議会が2004年 l 月 5 日 か ら 、 被災者救援の

緊急募金 を 行 っ た 。 ま た文化活動 を 通 じ て NGO を 支援す る 「 ぼ た ん の 会実行委員 会J (神

戸市中央区) で は 、 2004年 1 月 17 日 バ イ オ リ ニ ス ト ・ 天満敦子 さ ん を 招 い て 開 い た 「阪神 ・

淡路大震災 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト J (神戸新開松方 ホ ー ル) の 収話金 を イ ラ ン 大地震の被

災者 に贈 る こ と に し 、 現地で の 支援活動 の た め現地入 り し た 「海外災害援助市民セ ン タ ー 」

( 同市兵産 区) に 収益金全額 を 託 し た 。 コ ー プ こ う べ災害緊急支援基金 も 、 日 本ユ ニ セ フ

協 会 を 通 じ て 200万 円 を 被災地へ送 っ た 。 さ ら に神戸市会議員 た ち も 、 大震災 を経験 し た

都市の議員 と し て 、 被災者支援 に役立て て も ら お う と 見舞金50万円 を 送 っ た 。 議員全員 の

71人がポケ ッ ト マ ネ ー か ら 出 し 合 っ た も の O

A方、 板神 ・ 淡路大震災で親 を 亡 く し た 遺 児 た ち も 震災記念 日 の 2004年 1 月 17 日 、 JR

元町J駅前で募金 を 呼びか け た 。

震災遺児 の拠点 「あ し な が育英会 ・ レ イ ン ボー ハ ウ ス J ( 同市東灘区) に 通 う 高校生 ら が、

「 同 じ 遺児 と し て つ ら さ がわ か る 。 行動せ ず に は い ら れな い」 と 実行委員 会 を 作 り 、 企画

し た 。 街頭 に は こ の 日 、 約50人が参加 し 、 道行 く 人 に 呼びか け た 。

震災記念 日 の こ の 日 に は 、 日 本ユ ニ セ フ 協会兵庫県支部で も 傷頭募金 を 行 っ た 。

イ ラ ン被災地への募金で声 を か ら す遺児 ら
(神戸新開社捻供)

5 . γ神戸医療産業都市」 事業が構造改革特 区 に
地域を 限定 し て 規制緩和 を す る 屈 の 構造改革特 区 の 一 つ に 、 2003年 4 月 21 日 、 神戸市の

「先端医療産業特区」 が正式 に 認定 さ れ た 。 首相官邸で こ の 日 、 小泉純一郎首相 か ら 特区

の認定書が交付 さ れた 。
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神戸市 は 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期地 区 に 、 再生医療 な どの最先端医療産業 を 集積す る 「神

戸医療産業都市」 事業 を 強力 に推進 し て い る が、 こ の 事業 を 中 心 に据 え た 今 屈 の特区 申 請

が認め ら れた も の で、 順調 な 企業誘致の推移 と と も に 、 医療産業都市事業 に は ずみがつ く

ニ ュ ー ス と 歓迎 さ れた 。

先端医療産業特 区 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド全域 と 神戸大学構内 が対象。

特 区 で 自 治体側 に補助金な どの財政上 の メ リ ッ ト は な い 。 し か し 特 区 の 認定で、 神戸大

な どの 国 の研究施設 を 企業が利 用 す る 場合の手続 き を 簡素化で き 、 外国人研究者の在留期

間 が 3 年か ら 一律 5 年 に 延長 さ れ る な どの メ リ ッ ト があ る O 特 に外国人研 究者 に 関 し て は 、

こ れ に よ っ て外国人研究者の 受 け 入れが促進 さ れ る O ま た ラ イ フ サ イ エ ン ス 関連の研究機

関 や バ イ オ ベ ン チ ャ … な どの集積 を 生か し 、 優秀 な外国人医師の 底療行為 を 認 め る 「 臨床

修練制度」 の 拡大が図 ら れ る ほ か 、 大学 な どの教育機関 の 設置基準 な ど も 緩和 。 最新援療

を 市民 に 提供 し 、 福祉向上や 匿療 関 連産業の育成が関 ら れ る O

他方、 勢い づ く 医療産業都市への進出企業 は こ の年度 も )11扇舟で 、 2002年度末 に は34社 だ、 っ

た進出企業が、 別 表の と お り 2004年 3 月 30 日 現在で計60社 ( う ち 外 国 ・ 外資系企業が 8 カ

国 、 13ネ土) に な っ た 。

(図 4 ) 神戸医療産業都市構想の 中 核施設
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(表 1 ) ボ ー ト ア イ ラ ン ド第 2 期 へ の 医療関連企業の進出状況

場所/施設名 食 業 名
製造工場用地 芸 日 本メ ジフ ィ ジ ッ ク ス 〈英〉
ノf イ ロ ッ ト エ ン タ l ト ラ ン ジ ェ ニ ッ ク
プライ ズゾー ン (PEZ) 2 ニチイ 学館
神戸国際ビジネス セ l エムズサ イ エ ンス
ン タ ー (KIBC) 2 ;t ス テ オ ジ ェ ネ シス

念、; ア レ ッ ク ス ジ ヤノ f ン <11、〉
4 バイ オ リ サーチ

;γ ベイ バイ オサイ エ ンス 〈米〉
6 メ デ、 イ ピ ッ ク

[ 主 ス テ ム セ ルサ イ エ ン ス 〈豪〉
8 北海道 シ ス テ ム ・ サ イ エ ンス
9 三鷹光器

1 10 I 八洲薬品
Lまま の メ ダシス ・ ジ ヤ ノf ン 〈位、〉
12 ! 朝 日 イ ン テ ッ ク

GE横河メ デイ カ ル シ ス テ ム 〈米〉
ε ま装い 10DR JAPAN <韓〉

15  エム ア ン ド イ ーサ イ エ ンテ イ フ イ ツ
ク (昭和精機)

議 IBPテ ク ノ ロ ジー 〈ベルギー〉
17 イ ン タ ー テ ッ ク メ デイ カ ルズ
18 遠隔医療研究所
19 コニノf
20 プロ フ ェ ニ ッ ク ス
21 カ ルナバイ オ サ イ エ ン ス

22 バイ オ情報技術研究所

2'3 ウ ェ ルチ ・ ア レ ン ・ ジ ャ パ ン 〈米〉
24 ア ム ニ オ テ ッ ク
25 日 本バイ オ カ ルス 〈中〉
26 片山化学工業
27 アズバイ オ

キメ ッ クセン ターピル WDB 
2 イ ピ リ ン ク
3 ア イ ピーテ ッ ク
4 1 ビ ー ブ リ ッ ジ 〈米〉
5 ノ t ソ テ ツ ク

6 イ ン テ ッ ク ・ ウ ェ ブ - ア ン ド ・ ゲ、ノ
ム ・ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス

7 吉野産業
8 (再掲) オ リ ンパス
9 麻生情報システム

20例年 3 月 30 日 現在
業 車掌

放射性医薬品製造、 販売
遺伝子破壊、マ ウ ス事業
医療関連サ ー ピス 、 福祉用具研究開発等
創j薬ベ ン チ ャ ー
骨再生ベ ン チ ャ ー
製薬企業向け ソ フ ト ウ ェ ア 開発等
癌治療法等の研究開発
バイ オ研究朋試薬 ・ 機器の開発、 製造、 販売
ノすイ オ イ ン ブ ォ マ テ ィ ク ス
再生医療 ・ 創薬研究、 ラ イ セ ンス 許諾事業
遺伝子研究支援
医療機器研究開発、 製造、 販売
試薬等研究開発、 製造、 販売
医療用 シ ス テム 開発
再生医療デバイ ス の開発 ・ 事業化
�療用画像診断装置の開発 ・ 販売 サー ビス
渓療用 ソ フ ト ウ ェ ア の開発

DNA合成装音量開発、 製造
i バイ オ ・ 製薬関連機器の輸入 ・ 販売、 技術開発
心臓疾患向け医療用機械の開発 ・ 製造 ・ 販売
郵送検診 - 臨床検査法の開発
臨床検査等に用いる特殊容器 ・ キ ッ ト 等 )隣発
プ ロ テ オ ー ム解析サー ビス
創薬支援、 創薬
タ ンパク 質の分析サ ー ビス 、 分析機器の研究
開発
医療診断機器の販売
ヒ ト 羊膜を利用 した再生医療に関する研究開発 |
健康食品等の研究開発 ・ 製造 ・ 販売

i 試薬 ・ キ ッ ト の潤発
! 研究開発サポー ト 支援等
医療 ・ バイ オ研究織の人材派遣
臨床試験支段
医療機器開発支援
バイ オ試薬 ・ 機器販売
病理診断
ノfイ オ イ ン フ ォ マテ イ ク ス

医療器具の研究開発 ・ 販売
医療機器 ・ 再生医療
医療情報シ ス テ ム
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は じ め に

大震災か ら 9 年 の 歳月 が流れ た 。 被災か ら 10年 と い う 初め て の大 き な 節 目 を 迎 え る 前年

で も あ る O あ の恐怖、 破壊の体験 を 貴重 な 教訓 と し て風化 さ せず、 次の大災害に備 え て 、

全国、 全世界へ発信す る 「兵庫 の新 し い 防災教育」 の叡 り 組み も 新 し い ス テ ッ プ を 踏 み 出

そ う と し て い る O

2003年度 (平成15年度) も 兵庫県教委 を は じ め と す る 各界 の 訪災教育 は 着実 に成果 を あ

げて い る O 学校現場 ばか り で な く 、 大震災の教訓 を伝承 し 、 全国へ発信す る 「人 と 初災未

来セ ン タ ー 」 の 第 2 期施設 「 ひ と 未来館」 がオ ー プ ン し た 。 前年 開 設 の 第 1 期施設 「防災

未来館」 と 合わ せ て 、 同 セ ン タ ー が完成 し 、 防災学習 の新 し い拠点が始動 し 、 全国か ら 修

学旅行生が訪れ、 兵庫県内外の児童 ・ 生徒 に利用 さ れて い る O

し か し 、 成 果 があ が る 半面、 難 し い局面 も 生 じ て く る O 今 な お 、 1 ， 900人以上残 る 心 に

傷 を 負 っ た児童 ・ 生徒。 こ の教育的配慮 を 必要 と す る 子 ど も た ち の指導や 防 災教育 の推進

に重要 な 役割 を 果 た し て き た 「教育復興担当教員J を 全廃 し よ う と す る 動 き があ っ た 。

被災10年 の節 目 を 前 に 、 様々 な 角 度か ら こ れ ま での 防災教育で残 さ れた 課題の整理や指

摘が行 わ れて い る が、 防災教育 カ 1) キ ュ ラ ム の作成率が低 い 。 地域素材の 活用 は実践不足。

地域や行政 と の連携が不十分ー な ど問題点が浮か ん で い る O

一方、 学習指導要領の改定 に 始 ま っ た 「 ゆ と り 教育J を め ぐ る 混乱 は 、 2003年度 も 「学

力低下J 論議 に拍車がかか る ばか り O 同 年度 の 冒 頭 に 丈部科学省 は 、 高校教科書検定 に あ

た っ て学習指導要領の範囲 を 緩和 す る 「発展的 内 容」 の記述 を 初 め て 許容 し た 。

中央教育審議 会 は 学習指導要領 の 「歯止め規定」 の緩和 を 求 め る 答 申 を 、 文部科学大臣

に提出。 丈部科学省 は小 ・ 中 ・ 高校で歯止め 規定 は 維持 し な が ら 指導要領 の範囲 を 超 え た

「発展的 内 容」 を 授業で教え る こ と を 認 め 、 都道府県教委 に通知 し た 。 新学習指導要領 の

実施か ら 小 ・ 1:1-1学校は 2 年足 ら ず、 高校は実施か ら 半年 と い う 異例 の方針変更であ る O

全国の小 ・ 中 学校で行事 を 削 っ て授業時間 に 回 し た り 、 都道府県教委、 政令市教委が独

自 の学力 テ ス ト も 行 っ て い る 。 いずれ も 学力低下への不安か ら だ。

さ ら に 、 こ の 年 は 教育基本法の 改正論議がやか ま し く な り 、 教育委員 会制度の改溌 ま で

淑 り 上 げ ら れ る よ う に な っ た 。 「指導力不足教員」 へ の対策 は 例 年 の課題で も あ る o 2003 

年度 は教育界の根幹 を 揺 る がす あ ら ゆ る 問題点が噴出 し た形だ。 対応 に 遅 れ を と り 、 後手

に 回 る 丈部科学省 は 「朝令暮改」 の そ し り を 免 れな い 。

こ う し た迷走ぶ り が学校現場 に 悪影響 を 与 え な い は ずがな し た だで さ え 多忙 な 教 師の

負 担 は増 え る ばか り O 防災教育推進 は 、 大震災の被災県 と し て 最重要課題 に位置づ け ら れ

る べ き だが、 学校現場 に ど こ ま で 受 け 入 れ ら れる の か。

防災教育 は家庭、 地域、 行政に広が り 、 社会教育、 生涯教育 ま で包括す る す そ 野 の 広 い
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も の で あ る O 近 い将来、 兵庫県下で も う 一度、 板神 ・ 淡路大震災 と 同 一規模の大地震 に 見

舞 わ れ た ら 、 10年前 の経験 を 生か し 、 そ の後の 防災教育 の 成 果 に よ っ て 影響 を 最小 隈 に

食い止 め ら れ る か。 他府県 に 大地震が起 き た と き 、 大震災の教訓 が生 か せ る の か。 「新 た

な 防災教育」 の充実、 発展 と 「兵庸 か ら の発信力」 が関 わ れ る こ と に な る O
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い二îm 教育復興輯当教員癒止の艇

被災か ら 10年近 く な り 、 教育分野 の復興 も )順調 な 歩 み を 続 け て い る と い え る o 新 た な

防災教育」 の 進展 も 一部 を 除い て 、 各方面 の努力 が突 を 結ぼ う と し て い る O

そ の 中 で相 変 わ ら ず頭が痛い の は 、 児童 ・ 生徒が負 っ た心 の 傷がす っ か り 癒 さ れ な い こ

と o 1999年度か ら 減少額 向 を 見せ て い る が、 PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) な ど、 心

の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒が今な お存在 し続け て い る 。 し か も 早期 の全面解決の見通

し が立 た な い厄 介 な 課題 と し て残 さ れて い る O

被災 し た 子 ど も た ち の心の ケ ア は 「教育復興担当教員」 が、 小 ・ 中学校 に 配置 さ れ て 取

り 組ん で、 き た 。 大震災直後の1995年度か ら 防災教育推進 と 合わ せ て 中 心 的 な 役割 を 果 た し

て い る O 教育復興担当教員 は心 の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も の 減少 に よ っ て 、 7 年 目 か ら 削

減が始 ま っ た が、 2003年12月 、 丈部科学省 は 初 め て 、 全廃の 方針 を 打 ち 出 し た 。 2004年度

か ら ゼ ロ 実施 と い う わ け で 、 兵庫県教委 を は じ め 、 現場の教育復興担 当 教員 ら は 、 予想 さ

れて い た と は い え大 き な シ ョ ッ ク を 受 け た 。 地元か ら 同省への働 き か け が実 っ て全寵方針

は撤匝 さ れ、 2004年度は 10人削減でか ろ う じ て体制 は 維持 さ れ る こ と に な っ た も の の 、 2005

年度以降の動向が懸念 さ れて い る 。 (第五節、 第十節参照)

1 . 教育観興担当教員 、 文部科学者が鞠の全癒方針
〔通常定員 の 中 で運錦 、 消化 を 。 県教委 は 継続 を 要望〕

大震災の被災地で、児童 ・ 生徒の心の ケ ア や 訪災教育 な ど を 担 っ て き た 「教育復興担当教

員J に つ い て 、 文部科学省 は2003年12月 、 次年度 (2004年度) か ら 予算措置 を し な い方針

を 固 め た 。 被災地の教育 関係者 ら は 「現状で、 は継続記置が必要」 と 訴 え 、 再考 を促 し た 。

同省 は 、 こ の全廃方針 に つ い て 「教員 定数の改善が進 み 、 兵庫県全体の教員 数は増 え て

い る 。 指導が必 要 な 場 合 は 、 通常の定員 の 中 で消化 し て ほ し い」 と の 説 明 。 「他の教員 も

含 め た 学校全体で の 取 り 組み を 期待 し て い る 」 と し て い る 。

ま た 「 国 が措置 し な く て も 本当 に必要な ら 都道府県 は 、 単独で教員 を 配置で き る 」 と も

述べ、 兵庫県が独 自 に対応す る よ う 求め た 。

復興担当 教員 は 、 2003年度に神戸 ・ 板神 間 ・ 淡路 で 、 65人配置 さ れて い る O 特例制度が

始 ま っ た 1996年度か ら 2000年度 ま で 5 年 時 、 207人配置 さ れ、 2001年震180人、 2002年度130

人 と 削減、 2003年度 に 半減。 兵産県教委や兵教組は 、 将来、 削減方針は強 ま る も の と み て

制定維持 を 求め て い た 。

兵庫県教委の調査に よ る と 、 大震災の影響 を 受 け た情緒不安定 な ど、 心 の ケ ア が必 要 な

児童 ・ 生 徒 は 2003年度 に 約 1 ， 900人。 う ち 8 . 5% がス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー な ど専 門 家 に か

か っ て い た 。 県教委 は 「 ケ ア が必要 な 子 ど も が同 じ 学校 に 少数な ら 通常の 生徒指導で対応
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で き る O 復興担当教員 は ケ ア が必要な子 ど も が ま と ま っ て い る 学校 に 配置 し て お り 、 支援

に専念で き る 教員 が必要」 と し 、 同省へ要望 を 続 け た 。 兵庫県教職員組合 は 「復興担 当 教

員 は教室 ばか り で な く 、 家庭訪問 も 重ね て い る 。 子 ど も だ け で な く 、 家族 を 支援す る の も

役割。 ゼ ロ に な る と 取 り 残 さ れ る ケ ー ス が出 る 」 と 危機感 を 強め た 。

2 . 全療反対要望実 り 、 2004年度 は継続
( 1 0人削減、 55人体制 に 〕

丈部科学省の教育復興担当 教員 会廃方針 に対 し て 、 兵庫県教委が継続 を 求め る 中 、 2003

年12月 3 日 、 兵庫県議会文教常任委員 会 は 兵教組 と 県都市教育長協議会 な どが提出 し て い

た 配置継続 を 求め る 2 件 の 意見書 を 採択。 同 19 日 の本会議で可決 し て 国へ提 出 し た 。

こ う し た 要望 に 、 文部科学省 は 「心理的 な ケ ア に は カ ウ ン セ ラ ー の方が良 い の で は な い

か。 震災か ら 9 年 た っ て お り 、 兵庫県独 自 に対応 し て ほ し い」 と 財政難 も 背景 に全廃方針

を く り 返 し て い た 。

し か し 、 2004年 I 月 29 呂 、 文科省 は 兵庫県側 の要望 を 認 め 、 継続 を 決め た 。 大震災か ら

10年の節 目 の年 に な る こ と も 配慮 さ れた 。

2004年度の 配置数は55人。 前年震 よ り 10人目Ij ら れた 。 同省 は 12005年度 以 降 は 兵庫県の

教員 定数の 中 で独 自 に 訳 り 組 ん で ほ し い」 と 注文 し た 。

削減反対、 継続要望 で 武 田 政義兵産県教育長 は 「丈科省 は 通常の生徒指導の範囲 で対応

を と い っ て い る が、 不登校や い じ め 、 非行 な ど他府県同様の 問題を 抱 え ど も の 上 に 、

さ ら に ケ ア の必要 な 子が被災地 に は 集 団 で い る O 「通常の生徒指導」 の 範 囲 を 超 え て い る O

災害や事件が起 き た と き 、 今で は 当 た り 前の よ う に じしの ケ ア」 の 重要性が指摘 さ れ る O

そ の先駆け に な っ た の が復興担当教員 だ。 当 初 は 何 を す れ ば よ い の か と い う 戸惑い も あ っ

た が、 今で は ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 連携 し 、 一人 ひ と り と 徹成 し て 向 き 合 う こ と で、 児

童 ・ 生徒 と 教師 の か か わ り 方の見本 に な っ て い る 。 学校全体の 支援体制 の確立、 防災教育

の計画立案 な どや る べ き こ と は 多 い 。 2005年 1 月 に 神戸 で 聞 か れ る 国連防災世界会議 は復

興担当教員 の取 り 組み を 世 界 に発信 で き る チ ャ ン ス だ」 と 重要性 を 訴 え た 。

ま た 、 馬殿穂子兵庫県臨床心理士会副会長 は 「大震災 と い う 未曾有の経験 を 背負 い 、 教

訓i を発信す る 立場 だか ら こ そ 、 心 の ケ ア と い う 新た な 問題 に 向 き 合 う こ と がで き た 。 鳥取

県西部地震や宮城県連続地震の 擦 も 、 ノ ウ ハ ウ を伝 え る た め に複興担当教員 を 派遣 し た 。

通常の 生徒指導 と は根本的 に違 う 。 兵庫で 生 ま れた 取 り 組み を 普遍化す る た め 、 国 は先行

投資のつ も り で継続すべ き だ」 と 指摘 し た 。

3 .  2鵬3年震 は半数 に大幅削減
〔前年の1 30人か ら 65人体制へ〕

復興担当教員 の 劃置 に 大 ナ タ を ふ る わ れ る こ と は2003年度か ら 始 ま っ て い た 。 2001年度
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に207人か ら 180人へ。 2002年度 に 180人か ら 130人 と 年 々 減少 し た が、 2003年度は特 に 大 き

な 削 減だ っ た 。

文部科学省 は 「 ケ ア を 必要 と す る 子 ど も が減 っ て お り 、 十分対応で き る と 判 断 し た 」 と

し た 。 要 ケ ア 児童 ・ 生徒が2002年度調査で約2 ， 500人。 前 年 に 比べ600人減 っ た が、 被災 し

た 6 市 2 町 の 全児童 ・ 生徒の う ち 、 100 人 に 1 人が何 ら か の 心の ケ ア を 必要 と す る 症状 を

示 し て い た 。 こ の 削減で復興担当 教員 がゼ ロ 配置 に な る の は 合計52校 と な っ た 。 配置 は 65

校。
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l 第二簡 搬教育推進の課題

兵産県教委は2003年度 に 「新 た な 防災教育推進の課題J を ま と め た 。 こ の課題 に 碁づい

て 、 被災10年 と い う 大 き な 節 目 と な る 翌2004年度の 取 り 組 み の 重点 的 な 方 向 づ け を 行 っ た 。

県教委 は被災 7 年 吾 の2001年度 に 、 防災教育実践の歩 み に つ い て 大がか り な検証 を 行い 、

成果 と 課題 を 明確 に し た (復興誌第 7 巻で詳述) 0 2002年度 に は そ の検証結果 に つ い て 「取 り

組み の方向づけ」 と 「現状の整理」 を ま と め 、 対応状況 を 明示 し た (復興誌第 8 巻で詳述) 。

「新た な 妨災教育」 は被災直後の 1995年度 に 「防災教育検討委員 会J が行 っ た 防災教育

の あ り 方、 具体的 内容 を 示す 「提言J (復興誌第 2 巻で詳述) に 従 っ て 進 め ら れ、 9 年 の 歩 み

を 重 ね た 。 そ の結果は2002年度、 2003年度の検証 と 課題の整理 に よ り 、 ①学校防災機能の

の整備、 ②震災の教訓 に 学ぶ 防災教育 の新 た な位置づけ、 ③共 に 生 き る 社会づ く り の

実践活動の推進、 ④心の ケ ア の 一般化の 4 点 に ま と め ら れて い る O

2003年度の課題 の 整理で は

l . 学校 と 市町部局 と の連携

2 . 学校防災計画

3 . 地域 と 連携 し た 防災訓練

4 . 防災教育 の推進

5 .  EARTH (震災 ・ 学校支援チ ー ム )

の 5 項 目 があ げ ら れた 。

1 . 学校 と 市臨時E局 と の連携
( 1 ) 避難所運営 マ ニ ュ アル

@ 作成率 は92% と 高 い 。 作成率の ア ッ プ と い う 量 的 な 聞 は 評価す る O し か し 、 今後、 質

と 実効性が伴 っ た も の に な っ て い る か、 学校側 か ら 求め て い く 必要があ る O

@ 作成率100% を め ざ し、 徹底 を 促す。 ま た 津波対策 な ど新 た な 課題 に 対応 し た実効的

な マ ニ ュ ア ル を 作成す る O

( 2 )  連絡会議

@ 未開催の市町があ る O 今後100% を め ざす取 り 組みが必要で は な い か。

@ 現実 的 、 実 質的 な 連絡会議 に な っ て い る か検証 し て い く 必要があ る 。 学校 ご と の 連絡

会議 は 低調。

@ 市町 ご と の連絡会議 は 高 率だが、 減少傾向。 意識喚起が必要。

@ 市町 防災部局 が教育委員 会、 学校関係者 の 三者が 一堂 に会す る 連絡会議の定開化が必

要。

@ すべ て の 学校 で校区連絡会議 を 開 か ね ばな ら な い 。
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( 3 )  昌 主防災 組織

@ 学校側が積極的 に 連携 を 求め る 必要があ る 。

@ 組織率 は 高 い が、 実際 に機能す る の か。 数字 に 出 て こ な い 質が間 わ れて い る O

@ 地域 ご と に 災害 の 特徴があ る 。 地域特牲 を 大事 に し な け ればな ら な い 。

@ 自 主 防災組織 も 地域素材 を 使 っ た授業 を 参考 に すべ き だ。

2 . 学校関災討画
( 1 ) 校務分掌への無 ・ 委員会のイ立置づ け

@ 実践 に 向 け て 学校全体 と し て の 実質 的 な 体制整備、 確認作業 な どが行 わ れて い る か ど

う かが重要。

( 2 )  学校独 自 の災害対1iDマ ニ ュ アル

@ 危機対応、マ ニ ュ ア ル と セ ッ ト で整備 を 推進す る 。

@ 防災訓練 と 連動 さ せ、 実質的 な マ ニ ュ ア ルへ見直 し を 図 る O

@ 津波対策 な ど新 た な 課題 に対花、 し た 実効性の あ る マ ニ ュ ア ル を 作成、 質 を 高 め る O

( 3 )  開放施設の明曜化

@ 危機対応、マ ニ ュ ア ル と セ ッ ト で整備 を 推進す る O

3 . 地域 と 連携 し た 鋳災認"醸
@ 県 ・ 市 町総合防災訓練 と の連携 を 深 め る 。

@ 地域連携、 学校の かか わ り 庁 な どの観点 か ら 訓練内容 を 改善、 充実 し て い く 必要があ る O

@ 訓練の 実施頻度 と の 関係で、 学校の か か わ り 方 を ど う す る かが課題。

@ 従米 の イ ベ ン ト 型 の 訓練 だ け で な く 、 DIG マ ニ ュ ア ル や 防災 マ ス タ ー 訓 練 な ど図上訓

練 を 加 え た り し て 、 訓練内容の充実が必要。

@ 関係諸機 関 、 団体 と の 連携 を 一層 深 め る O

@ 地域 と 日 常か ら 連携 し て い な い と 訓練 も 実効が上が ら な い。

ι 腸災教育の韓進
( 1 ) I功災教育 カ リ キ ュ ラ ム

@ 作成率が低 い 。

@ 実践 が カ 1) キ ュ ラ ム に位置づけ ら れ る も の と し て行 わ れて い な い。

( 2 )  地域棄材の活用

@ 校種 関 連携 を 含め た継続的 な 開発、 実践が必要であ る O

@ 実践の 割合が低 い 。 実践事例 の紹介、 交流 に よ る 活性化が必要。

(3 )  r総合的 在学習の時間」 に お け る 取 り 組み

@ 取 り 組みが低調。
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@ 系統的 に 実施 さ れて い な い。

@ 学校 間 の 連携、 交流が必要。

@ 指導方法や教材 の提示、 公開が必要。

5 . EARTH (震災 @ 学校支援チ ー ム )

@ 学校、 市 町への効果的 な 派遣方法 を 構築 し て い く こ と が必要。

@ メ ン バ ー を 各学校へ派遣す る 仕組みづ く り O

@ 各市 軒 での 有効 な活用 。
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観興10年総話検証 @ 提言事業か ら

兵庫県 は2005年 l 月 に被災10周年 を 迎 え る 阪神 ・ 淡路大震災の復興 の 歩 み を 詳細 に 分析

す る た め2003年 8 月 「復興10年委員 会J (委員 長 ・ 新野幸次郎神戸都市問題研究所理事長)

を 設け 、 「復興10年総括検証 ・ 提言事業」 を ス タ ー ト さ せた 。

こ の検証事業 の 中 で 「新た な 防災教育」 と 「被災児童 ・ 生徒の こ こ ろ の ケ アJ が検誌テ ー

マ に取 り 上 げ ら れ て お り 、 成果 と 課題 を 示 し 、 提言が行 わ れ る O 「新た な 防 災教育」 の 分

野 に は 「学校防災体制 の 整備 ・ 充実」 が加 え ら れ、 防災教育の 検証テ ー マ は 3 本立て と な っ

て い る O

兵庫県の 震災復興検証は 1999年度 に被災 5 年 を 機 に 「震災対策国際総合検証事業」 と し

て 行 わ れ た 。 こ の 5 年検証で は 、 防災教育 は 直接 の テ ー マ に は全 く 取 り 上 げ ら れ な か っ た 。

わ ず か に 「応急救助」 分野の 「避難所の 設置、 運営の課題の あ り 方J (復興誌第 5 巻参照) で 、

場所 を提供す る 「学校」 が登場 し た だ け だ、 っ た 。

こ の た め 、 兵塵県教委は2001年度 に 、 被災か ら 7 年 聞 を 追跡す る 「新た な 防 災教育検証」

を 行 っ て 、 成果 と 課題 を 詳細 に ま と め た 。 (復興誌第 7 巻参照)

「復興10年総括検証 ・ 提言」 は こ う し た経過 を 踏 ま え 新 た な 防災教育 の 歩 み の集大成 と

な る も の で 、 11年 日 以降の展 開へ、 提言が期待 さ れ る O

ト 復興10年総揺検証 ・ 提言事業
( 1 ) 趣旨

阪神 ・ 淡路大震災の復興過程か ら 得 ら れ る 経験 と 教訓 を 後 世 に 継承 し 、 今後の大規模災

害 に対 す る 減災や復興 に 生か し て い く こ と が、 被災地の責務 と な る 。 被災か ら 10年 間 の 取

り 組み を 総括 的 に 検証 し 、 そ の結果や教訓i を 次世代へ提言 と し て広 く 、 国 内外へ発信 す る

こ と に よ っ て 、 安全で安心 し て 暮 ら せ る 社会づ く り に 貢献す る O

( 2 )  検証の基本的 な 考 え 方

行政、 県民、 企業、 団体、 NPO、 NGO な どが重点 的 に取 り 組ん で き た 事柄 や 、 復興の

過程 に お け る 課題全般 に つ い て 、 初動対応期 (被災直後) 、 復旧期 (1995 - 1997年) 、 復興

初期 ( 1998- 1999年 ) 、 本格復興期 (2000 2004年) に 区分、 各期 ご と に 「出 来 た こ と J (成

果) と 「 出 来 な か っ た こ と J (課題、 教訓) を 整理す る O そ の 漂白 を 分析 、 評価 し 、 21世

紀 を 支 え る 社会原理 と な る 「共生の視点J や復興の主役 で あ る 県民の立 ち 場 な ど も 踏 ま え

て 、 総括的 に検証す る O 今後の震災 に対 し 、 減災や 、 復興 に 役立 た せ る 提案 を 行 い 、 新 し

い 持代 を 切 り 拓 く 先導的 な 仕組み の構築 に資す る よ う 検証結果 を ま と め る O

そ の た め に 、 震災復興 に か か る 課題の 総合的検証、 共生の視点 と 県民 の 立場か ら の 検証、

復興の分野や過程 に着 目 し た検証 を め ざす。
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( 3 )  検証の体制 と 検証テ ー マ

検証作業 は復興10年委員 会があ た り 、 委員 は97人。 「総括検証J í健康福祉J í社会 ・ 文化J

「産業濯用J í 防災J í ま ち づ く り J の 6 部会が設け ら れて い る O

検証テ ー マ は部会名 と 同 じ 6 分野で合計53テ ー マ O 分野別 で は健康揺社口、 社会 ・ 文化

8 、 産業雇用 7 、 防災 8 、 ま ち づ く り 11 、 総括検証 8 0

「新た な 防災教育」 は 、 社会 ・ 丈化部会で 「被災児童 ・ 生徒の こ こ ろ の ケ ア 」 と 共 に テ ー

マ に挙 げ ら れて い る O い ず れの テ ー マ も 、 今後の震災で、 減災や復興に い かす 。 21世紀の

め ざすべ き 社会像の実現 に 資す る と い う 検証の 基本的 な 考 え 方 の も と に 、 復興過程 に お け

る 重点 的 な 取 り 組みや成熟社会 を 支 え る 新た な 制度や仕組み な ど に 留 意 し な が ら 設定 さ れ

た 。

2 . 社会 ・ 文化部会 「教育分科会」
( 1 ) 構成

「新た な 防災教育」 の検証委員 は 徳 山 明 ・ 富士常葉学園大学長。 検証補助委員 は桂正考 ・

宝塚造形芸術大学教授、 西村年晴 ・ 兵庫教育大学教授。

「 こ こ ろ の ヶ 7J の検証委員 は 馬殿積子 ・ 兵庫県臨床心理士会副会長。 検証補助委員 は

富永良喜 ・ 兵庫教育大学教授。

検証委員 に県教委教育企画室の指導主事、 各教育事務所防災教育専 門推進員 ら が事務局

を 構成、 作業 を 進 め る O

( 2 )  検証テ ー マ と 検証作業

2004年 3 月 12 日 に 開 かれた教育分科会の準備会で検註テ ー マ 、 担当検証委員 が次の と お

り 決 ま っ た 。

。検証テ ー マ 1 í新た な 防災教育」 の成果 と 課題及び提言 (総括 ・ 徳 UJ委員 )

1 í新た な 防災教育J の 取 り 組み (徳山委員)

2 提言 ( 徳 山 委員 )

0検証テ ー マ II í学校妨災体制 の 整備 ・ 充実の取 り 組みの成果 と 諜題及 び提言 (総括 ・

徳 山 委員 )

I 学校防災体制 の 整備 ・ 充実の取 り 組み (西村委員 )

2 震災 ・ 学校支援チ ー ム EARTH に よ る 取 り 組み (桂委員 )

3 提言 (徳山委員)

。検証テ ー マ m í被災克童 ・ 生徒 の こ こ ろ の ケ ア の 成果 と 課題 及 び、提言J (総括 ・ 馬

殿委員 )

1 震災 と こ こ ろ の ケ ア (冨永委員 )

2 こ こ ろ の ケ ア の一般化の取 り 組み (馬殿委員 )

3 提言 ( 馬殿委員 )
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教育分科会 は2004年度か ら ア ン ケ ー ト 調査、 各学校の災害対応マ ニ ュ ア ル、 実践例 、 指

導案 な ど を 収集、 2004年11 月 の報告書作成 を め ざ し て検証作業 を 進 め る こ と に な っ た 。
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i 第西館 兜童 @ 生徒の状斑

い わ ゆ る 「学力低下」 論議 は 喧 し く な る ばか り で、 先生 も 子 ど も た ち も 静か な 環境で学

習 で き る の は い つ に な る の か。 そ れで も 子 ど も た ち は 、 何の属託 も な い様子で登下校 し て

い る よ う に見 え る O 恐 ろ し い の は 、 通学の子 ど も た ち が襲 わ れ る 事件 の 急増 と 凶悪化 で あ

る O 生命が簡 単 に奪 わ れ る 痛 ま し い 事件が続 く O

だが一方で、 は 、 大震災か ら 間 も な く 10年 と い う の に 、 子 ど も た ち に残 さ れ た 心の傷 も い

ま だ に 解決 さ れ て い な い 。 こ れ も 深刻 な 課題 と な っ て い る O 対処が比較的 楽 な 場合か ら

PTSD (心的外傷後 ス ト レ ス 傷害) の よ う な 重症 ま で様々 。 2003年 度 は震 災後生 ま れた小

学 1 、 2 年生 の児童 を 除い て 、 教育 的配慮 を 要す る 小 ・ 中 学生の調査が行 わ れ、 数字の 上

で は 4 年連続で減少 し た 。 そ れ で も 約1 ， 900人が心 の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 と さ れた 。

調査対象か ら 、 震災当 時 は生 ま れて い な か っ た子 ど も を 外 し て お り 、 最 近 の 減少傾向 の

分析は難 し い 。 今度 も ず っ と 、 毎年、 1 学年ずつ諦査か ら 除か れ る の で 、 減 り 続け る も の

と み ら れ る が、 何年後 に震災 に よ る 心の傷問題は解決す る の か。 大震災 そ の も のが、 想定

外の 出 来事 で あ り 、 震災 に よ る 心の毎問題 は 、 難問 と し て残 さ れて い る O 子 ど も た ち の心

の ケ ア に 大 き な 役割 を 果た し て き た教育復興担当 教員 の削 減 も 続 く O 全廃の 庁針す ら 打 ち

出 さ れて い る O こ の震災が も た ら し た課題 に立 ち ふ さ がる 壁 は厚 い 。 (第十節参照)

1 . 心の ケ ア を 盛要 と す る 克童 ・ 生徒
( 4 年連続で減少。 2003年度 は 1 ， 908人 に 〕

大震災 に よ る 心 の傷 に つ い て 、 教育 的配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒の実態調査 は 、 兵庫県教

委が1996年度か ら 毎年 7 月 1 日 現在で続け て い る 。

2001年度 ま で は 県内すべ て の小、 中学生 を 調査対象 と し た が、 2002年度か ら 震災 を 直接

体験 し て い な い子 ど も を 除 く こ と に し て 、 2002年度は小学 1 年生、 2003年度 は小学 ] 、 2

年生 を 調査対象外 と し た 。

2003年度の調査対象 は 、 小学校834校 2 分校、 21万3 ， 202人、 中 学校361 校 3 分校 (芦屋

国 際 中 等教育学校 を 含む ) 、 15万2 ， 837人、 合計1 ， 195校 5 分校、 36万6 ， 039人。

(表 1 ) 教育的配慮 を 必要 と す る 児童量生徒数の推移 (各年度 7 月 1 日 現在 単位 : 人 )

匂1 1附 !と二

中 学 生 1 1 1 ， 982 
合 計 3 ， 812
増 減 i一一一一一一一一」
(注) ム減

3 ， 392 
ム71 3
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調査結果 に よ る と 、 ケ ア を 必要 と す る 小学生 は 976人 (前年比453人減) 、 中学生 は 932人

( 河188人減) 、 合計1 ， 908人 ( [司641人減) 0 ケ ア が不要 に な っ た の は318人 だ が、 被災か ら

8 年過 ぎ て 初 め て発症 し た94人が含 ま れ る O

発症 し た 子 ど も の 8 . 5 % 、 163人 は ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー な ど専 門 家 に か か っ て お り 、

PTSD と み ら れ る 重症の子 も い た 。

調査対象の 学年が減 っ た こ と も あ る が、 調査開始以来、 小学生、 中 学 生 共 に 初 め て そ れ

ぞれ1 ， 000人 の 大台 を 割 り 込 ん だ。

l 学年 当 た り の平均対象者数 を 見 る と 、 2002年度の319人か ら 、 2003年度 は 273人 に 。 46

人 の 減少 と な っ た 。

調査 を 始 め た 1996年度か ら の経過 は 、 最初の 4 年 間 は 、 ゆ る や か に小学校で増加、 中 学

校 は 減少の傾向 を 見せ、 1999年度 ま で4 ， 000人台、 2000年度、 2001年度 に 3 ， 000人台 に 。 2002

年度 に 初 め て2 ， 000人台 と な り 、 2003年度 に 2 ， 000人の大台 を 割 っ た 。 少 子化傾向や調査対

象学年の 削 減は あ る が、 年 々 、 確実 に 減少 を 続 け て い る O

災害救助法適用 の 10市10 町 の 児童 ・ 生徒数 に 占 め る 割合 も 、 1999年度 の 1 . 4 % を 最高 に 、

2002年度 に 1 . 0% 、 2003年度 は0 . 9 % ま で 下がっ て き た 。

調査は 、 ①退行現象 ( 落 ち 着 き がな い 、 怖い夢 を 見 る 、 め そ め そ す る ) ②生理的反応、 (頭

痛、 腹痛、 食欲不振、 便秘、 下痢な ど) ③情緒的 ・ 行動的反応 ( い ら い ら 、 学校 を 嫌がる 、

ト イ レ に独 り で行 け な い 、 物 を 壊す な ど、 3 項 目 で26種類の行動、 症状 を 示す場合 を 「教

育 的 配慮 を 必要 と す る J 判 断基準 と し 、 教育復興担当教員 や担任教諭が開 き 取っ て、 震災

が原 因 と み ら れ る ケ ー ス が 1 種類 で も あ れば集計 し た 。

〔減少{頃向は教膏纏興担当教員 の成果〕

兵庫県教委は 心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒が減少傾向 を見せて い る こ と に つ い て 、

教育復興担当 教員 ら の継続的 な 取 り 組みが成果 を 上 げた た め と し て い る 。 保護者 と の 緊密

な 情報交換 な ど を 踏 ま え て 、 個 々 の子 ど も の 理解 を 学校全体で進め た結果 、 減少 に寄与 し

た面が大 き か っ た と し て い る O

教育復興担当 教員 は 、 学校生活 に お け る 児童 ・ 佐徒の観察 だ け で、 な く 、 子 ど も と 保護者

向 け の ア ン ケ ー ト 実施や保護者か ら の 聞 き 取 り な ど を 通 じ て 、 子 ど も の理解 を深め た 。

ま た 、 倍 々 の 事情 に 応、 じ て 、 日 々 の声 か け や励 ま し 、 日 記指導、 相 談活動、 学習支援、

生活指導 を 行 っ て い る O さ ら に 家庭 と の 連携、 関係機関 と の連携 も 進め て い る O

〔経済環境の変化 な どニ次的要因が増加領向。 麗災 の恐』障は減 る 〕

教育的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の 減少 に伴い、 そ れぞれの 要 因 別 の 子 ど も の数 も 減

少額向 に あ る O 要 因 別 の 割合 は 年 々 、 徐々 に変化 を 見せ て い る O

震災 に対す る 誼接の恐怖 は漸減傾向 な の に対 し 、 経済環境 の 変化 は 二次的要因 は 毎年、
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わ ずかずつ増加す る 傾向 と な っ て い る O

生活基盤 を 揺 る がす よ う な 災害 は 、 査接の衝撃だ け で な く 、 そ の後の生活の不安定 な ど

か ら く る 二次的 な ス ト レ ス が、 心理的 に 大 き な 影響 を も た ら し 続け る と 指摘 さ れて お り 、

こ の調査で も 同様の結果 と な っ て い る O ま た 、 二次的ス ト レ ス が震災の恐怖 な どの ス ト レ

ス 体験 を 呼び起 こ す こ と も 指摘 さ れて い る O

(表 2 ) 婆国別の児童生徒数の推移 (複数回答 単位 : 人)

要~\因\�年\ 度 i 1 996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 1 割合

震災の恐怖に よ る ス ト レス 1 ， 748 1 ， 764 1 ， 727 1 ， 815 1 ， 335 1 ， 146 938 674 : 35 . 3%  

住宅環境の変化 1 ， 710 1 ， 680 1 ， 289 1 ， 235 1 ， 274 1 ， 200 1 ， 019 765 1 40 . 1 % 

家族 ・ 友人関係の変化 685 1 ， 154 1 ， 247 1 ， 274 1 ， 422 1 ， 358 1 ， 044 744 : 39 . 0%  

経済環境の変化 604 577 830 918 955 944 843 662 1 34 . 7% 

学校環境の変化 258 529 335 319 299 298 1 218 132 " 6 . 9% 

通学状況の変化 663 i 575 256 250 227 ! 139 1 90 I 4 . 7% 

そ の 他
39 82 106 72 60 59 67 : 3 . 5% 

対象児2量生徒数 3 ， 812 4 ， 089 4 ， 106 I 4 ， 105 2 ， 54 9 1 1 ， 908 : �斗
(兵庫県教育委員会)

教育的配慮 を 必要 と す る 要因 (複数田答) は住宅環境の変化40 . 1 % (能年40 . 0% ) 、 家族 ・

友人関係 の 変化39 . 0% (同41 . 0% ) 、 震災の恐怖 に よ る ス ト レ ス 35 . 3% ( 同36 . 8% ) 、 経済

環境の 変化34 . 7 % ( 同 33 . 1 % ) が主 な も の で、 学校環境 の変化6 . 9 % ( 同 8 . 6 % ) 、 通学状

況 の 変化4 . 7 % ( 向5 . 5% ) そ の他3 . 5% ( 同3 . 1 % ) が続い て い る O

前年 に比べ て 、 要 因 別頗位 は ト ッ プが官t年 2 位の 「住宅環境の変化J o 前 年 ト ッ プの 「家

族 ・ 友人関係の変イ七」 と 入 れ替わ っ た 。 「震災 の 恐怖」 の 3 位 は 変 わ ら な い 。 上位 の 3 つ

の 要 因 の割合い は 横 ばい 、 減少の傾向 を 見せ る 中 で 「経済環境の 変化」 は 2003年度 も 1 . 3

ポ イ ン ト 高 く な り 、 最近の二次的 要 因 の特徴 と な っ て い る O

「震災 の 恐怖 に よ る ス ト レ ス J は倒壊家屋の下敷 き に な る な どの体験 に よ り 、 再び地震

が く る こ と への極度の 緊張感 を 持 っ て い た り 、 地震の怖 い 夢 を 見 る と 泣 き 出 し た り す る な

ど。

「イ主宅環境 の 変化」 は被災当 時 の 避難所 で の 困 難 な 生活 な どの記憶や そ の後 の住宅移転

の 影響 な ど。

「家族 ・ 友人関係の変化」 は震災に よ る 家族 や 身 近 な 人の死亡、 保護者の 別居や離婚、

親 し く し て い た友人 と の別 離 な ど。

「経済環境 の 変イ色」 は 、 震災の恐怖体験 を し 、 被災が原 因 で家庭が経済的 に 苦 し い と こ

ろ へ保護者が職 を 失 い 、 そ の後、 両親が離婚 し た り 、 自 宅の 再建や転居費用 がか さ ん だ り

す る な ど。

被災 に よ る 心理的影響 は 長期 に 及 ん だ り 、 今後、 症状の重い児童 ・ 生徒 の 占 め る 割合が
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増 え た り す る 可能性が指摘 さ れ て お り 、 「心の ケ ア への 継続的 な 取 り 組み が必 要 だ、」 と 兵

塵県教委 は訴 え て い る 。

2 . 公立高校の震災臨時措置
(2003年春の 入試で、 1 7人が被災副申書提 出 〕

公立高校入試で震災 に よ る ハ ン デ イ を 考憲す る 「被災副 申 書制度」 は 、 大震災発生の 1995

年か ら ず っ と 継続 さ れて い る O

2003年春の入試で は 、 17人が副 申書 を 提 出 し て受験、 11人が合格 し た 。 提 出 者の 地 区 別

内訳は神戸12人、 阪神 5 人。 全 日 制 6 人、 定時制 1 1 人 だ、 っ た 。

被災副 申 書制 度 は 、 震災で入院 し た り 、 保護者 を 亡 く し た者、 避難所生活で受験勉強が

十分に 出 来 な か っ た 場合 な ど、 生徒が不利 に な ら な い よ う 兵庫県教委が始 め た 。 学習 困 難

の理由 を 記入 し 、 調査書 を 添 え て 中 学校か ら 高校 に提出 、 合否判定の資料 に し て い る O

最初の 1995年 は 6 ， 301人が提 出 、 震災の規模 の 大 き さ 、 そ の被災の様子- を 反映 し たが、 1996

年383人、 1997年166人 (合格144人) 、 1998年93人 ( 向81人) 、 1999年57人 ( 同51人) 、 2000

年17人 ( 同16人) 、 2001年目人 (全員 合格) 、 2002年20人 (合格14人) と 復興が進む に つ れ

て 激減 し て い る O し か し 、 2000年か ら は数は少 な い も の の横 ばい状態で、 提 出 が続 き 、 生

活が不安定な 家庭が解消 さ れて い な い こ と を 示 し て い る よ う だ。

兵庫県教委は震災時 に学齢期 に達 し て い な か っ た使徒が受験す る 時期 を 一定の節 呂 と し

な が ら も 「提出 がゼ ロ に な っ た わ け で な く 、 2004年以鋒の継続 を慎重 に 検討 し た い」 と し

て い る O

3 . 兵庫県教委の高校生奨学金貸与制度
〔創設 2 年 目 の2003年度 は 3 舗の750人に〕

兵)車県教委の 2003年度高校奨学金 は 、 750人 に 貸 与 さ れた 。 PR 不足や募集が遅 れ た 制

度創設の前 年 に 比べ て ち ょ う ど 3 倍 に な っ た 。

内訳 は公立への 自 宅通学343人、 自 宅外通学 8 人。 私 立への 自 宅通学374人、 自 宅外通学

25人。 合計750人。

県教委 の 奨学金貸与制 度 は 経済的 な 理 由 で就学が困 難 な 高校生 を 支援す る も ので2002年

7 月 の創設。 小泉 内 閣 の特殊法人改革で、 日 本育英会が2004年度 を め ど に独立行政法人化

さ れ、 i司会 の高校生への奨学金事業が都道府県 に移 さ れ る の を 受 け て創 設 さ れた 。 部 会 の

奨学金事業 は大学生 向 け に 縮小 さ れ、 都道府県‘へ移 さ れ る 高校生向 け は貸与額の ほ ぼ半額

を 国庫補助す る こ と に な っ た 。 同 会 の奨学金事業 は 「所得基準J と 「成績基準」 の 2 本立

て だ、 っ た が、 県教委は 「所得基準」 だ け に緩和 し た。

貸 与 の 対象 は 、 世帯全員 の 年 間 収入総額が生活保護基準額の 1 . 7倍以下で 、 世帯主 の 住

所が県 内 に あ る 生徒。 国 の補助基準 は 1 . 5倍以 下 だ が、 県 内 の全所得者層 の 半数が対象 に
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な る よ う 基準 を 拡大 し た 。

貸与月 額は 、 自 宅通学の場合、 公立 I 万8 ， 000円 、 私立 3 万円 。 自 宅外通学 は 公立 2 万3 ， 000

円 、 私立 3 万5 ， 000円 を 3 年 間 。 高校や短大、 大学 を 卒業後、 最高12年 間 で返還す る O 公、

私立高校生 の ほ か、 高専、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校高等部 も 資格があ る O

〔 県立高校の授業料減免措龍は増加傾向〕

兵庫県教委 は経済的 な 膿 由 で授業料の納入が困 難 に な っ た生徒の た め に 「授業料減免措

置」 を 行 っ て い る O

こ の措置 を 受 け た 生徒 は 、 2001年度 に 半額免除1 ， 04 1 人、 全額免除8 ， 324 人 、 合計9 ， 365人。

2002年度 に 半額1 ， 157人、 金額9 ， 135人、 合計 1 万292人。 2002年度 に 1 万 人 の 大台 に 乗 っ た 。

2000年度の 減免措置 は約8 ， 700人で前年 よ り 1 ， 000人増。 兵庫県教委 は 「少子化 な どで県

立高校の募集定員 は 毎年削減が進め ら れ、 在籍生徒 は 減 っ て い る O し か し 、 授業料の減免

措置 を 受 け る 生徒は増加傾向 を見せて い る 。 景気回復の方向が見 え 始め た と い う が、 家計

に は不況の影響が残 っ て い る た め で は な い かJ と み て い る O

4 . 私立高校生の学費滞納状況
〔兵庫県は2003年も 学費滞納が全国平均上回 る 〕

全国私立学校教職員 組合連合 (全国私教連) の調査 に よ る と 、 親の失業 や 減収な ど経済

的 な 理由 で 、 私立高校の学費 を 3 カ 月 以上滞納 し て い る 生徒 は2003年 9 月 現在 、 1 校平均

1 3 . 8人だ っ た 。

修学旅行 に 参加 で き な か っ た 私立高校生 は468人で、 前年 同期 よ り 276人増 え た 。

調査は、 27都道府県の私立高校252校 (約23万3 ， 000人) と 私立 中 学校93校 (約 3 万7 ， 000

人) の担当教諭が回答 し た 。 3 カ 月 以上 の 学費滞納 は 、 高校で前年同期比289人増 の 3 ， 464

人、 中 学校 で、41人減の 180 人 だ、 っ た 。 4 月 か ら 9 月 ま で に 経済的理由 で退学 し た 生徒 は 高

校 で149人、 中 学 で 6 人 い た 。

兵庫県で は 、 8 高校が回答 し た 。 生徒数は7 ， 218人。 3 カ 月 以上 の 学費 滞納 は 182人。 1

校平均 で、 全国 を 大 き く 上 回 る 22 . 8人 だ っ た 。 修学旅行の不参加 は 9 人、 経済的理由 に よ

る 退学 は 3 人。
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l 第五節 新た な 隣教育の推進

新 し い こ と に 、 早 く 大胆 に 取 り 組ん で行政効果 を 高 め る と い う 姿勢 と 行動 は 、 わ が 国 の

中 央省!T で は 、 ほ と ん ど欠落 し た部分であ る O 行政サ ー ビ ス 改善の方 向づけ は 、 地方 自 治

体の方が、 固 と 比較 に な ら な い ほ ど進 ん で、 い る O 地方 の ア イ デ ア が う ま く 実 ら な い の は 、

国 の擦の厚 さ に よ る 場合が大半 だ。 既存の体制 を 崩 す こ と は 、 中 央省庁の権威 と 支配力 を

脅 や かす こ と に他 な ら な い 。

兵庫県教委が大震災直後か ら 取 り 組む 「新た な 防災教育J は 9 年 目 に な る O 防災教育 も 、

文部科学省が進め る と 、 「安全教育」 や 「健康教育」 の分野 に な り 、 交通安全 と 同 じ類 に 入 っ

て し ま う O だか ら 兵塵県 と 文部科学省が防災教育 で 同 じ 土銭 に上がる と 、 何か し ら し っ く り

し な い部分が出 て く る O

も あ る O

の置 き 方、 熱意、 方向づけな ど様々 な 面で違和感 を 覚 え る こ と

共産県教委 の 「新た な 紡災教育」 は 大震災の貴重 な体験 を 風化 さ せず、 重 い教訓 と し て

次代へ引 き 継 ぎ 、 新 た な 大災害への備 え 方 を 国 の 内外へ発信 し よ う と い う 、 壮大 な基本理

念 に基 く O 助 け 合い や ボ ラ ン テ ィ ア 精神 な ど 「共生」 の 心 を 育 む 「人間教育」 の側面 も 持

つ O 防災教育 に 「新た な 」 を 冠 し た名称 も 単 な る 災害対応 で な く 、 被災県 と し て の 責務 も

果 た そ う と し 、 「教育 の創造的復興」 と 位置づけ て 、 さ ま ざま に推進 を 重ね て い る O

間 も な く 被災10年の 節 目 を 迎 え る が、 成果が上が る に つ れて 、 残 さ れ る 課題 も は っ き り

し て き た 。 児童 ・ 生徒の心の ケ ア に大 き な 役割 を 果 た し て き た教育復興担当 教員 の 配置 も

様変わ り し よ う と し て い る O 国 内外で大地震が発生す る と 、 EARTH (震災 ・ 学校支援チ ー

ム ) の活動 は 日 ざ ま し く 、 発信力 も 強化 さ れて い る O

第五節 は 「新た な 防PL教育J 推進の総論的 な 事項、 一椴的活動 を 中心 に 取 り 上げた。 教

育現場 で の 具体的 な実践活動 は 第八節 で 、 学校防災体制 の 強化 と 充実は第 九節で、 心 の ケ

ア は 第十節で、 そ れぞれ詳述 し た 。

1 . 兵庫県教委の2003年度防災教曹の取 り 組み
( 1 ) 防災教育推進連絡会議の 開催

地域防災の 核 と し て の 学校の 防災体制 の推進 と 定着 を 関 る O ま た地域 と 連携 し た 「新た

な 防災教育」 の 具体的 な 連携 を 図 る た め に 「防災教育推進連絡会議」 を 開 い て 、 進行管理

と 実施上の課題 に つ い て協議 し た 。 協議の 内容は次の と お り o (第六節で詳述)

① 避難所指定 を 受 け る 学校 と 市 町防災部局 ・ 自 主 防災組織 と の連絡強化

② 学校防災計画策定の課題整理 と 調整

③ 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的 な 実施

④ 「新た な 防 災教育J 実践ーとの課題 の 整理 と 調整
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新 た な 防災教育の推進 (体系図)(表 3 ) 

{ ハ ー ド商} 学校防災体制 の 整備 ・ 充実
・ 学校等の 防 災機能の強化
・ 避難所 に お け る 教戦員 の勤務体制 の整備
. 学校窪や医師会 と の連携

{ ソ フ ト 面] 震災体験 を 生か し た教育の推進
@ 共 に 生 き る 心や助 け合いの心の育成

・ 生命 の尊厳や 自 然 に対す る 畏敬の念の醸成
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( 2 )  酷災教育専門推進員の配置

県下全域で 「新た な 防災教育」 の推進 と 定着 を 囲 る た め 、 「防災教育 専 門 推進員」 を 県

下の全教育事務所 に 配置 し た 。 2003年度 は 10教育事務 所 に 各 l 人。 1996年度12入、 1997年

度 9 人、 1998年度、 1999年度各 8 人、 2001年度、 2002年度各10人。

「新た な 防災教育」 の推進、 地域防災の核 と な る 学校防災体制 の 整備 ・ 充実、 教師の指

導力 ・ 実践力 の 向上、 児童 ・ 生徒の心の理解 と ケ ア に 関 す る こ と な ど に つ い て 、 一層 の充

実 を 図 る た め 、 防災教育実態調査 を も と に 、 各地域の現状分析や課題整理 を 行 い 、 地 区 防

災教育推進連絡会議 や 各種 の研修会、 学校訪 問 な どで周知徹底 に努 め た 。

( 3 ) 教育復興担当教員 の配置。 前年度よ り 半減

震災か ら 9 年 た っ て も 、 心 の健康 に つ い て教育的 配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒は 1 ， 908人。

前年 よ り 641人減少 し 、 ピ ー ク 時の 半数 と な っ た が、 な か な か解消 さ れ な い 。

被災 し た児童 ・ 生徒の状況 を 把握 し 、 心 の ケ ア を 重点 に 、 教育相談、 生徒指導、 学校防

災体制 の確立、 「新た な 防災教育J の推進 に あ た っ た。

2003年度は前年 よ り 半減の65人が配置 さ れた 。 1996年度か ら 2000年度 ま で 5 年 間続い た207

人配置が、 2001年度 に初め て 崩 れて27人減。 2002年震は50人減。 2003年度は半減 と 3 年連続

部減。 し か も 大幅の傾向 に 入 っ た 。 少子化、 被災後に生 ま れた児童の入学な ど教員配置や対

象児童 ・ 生徒の減少 な どが考粛 さ れて い る O し か し 、 心 の ケ ア対策 で は 、 中 心 的役割 を 担 う

の が教育復興担当教員 だ け に 、 減少は大 き な痛手 と な っ て い る o (第一節、 第十節で詳述)
配置市町 は 変 わ ら ず1998年度か ら の 6 市 2 町。 自己分は小学校29人 (前年 度 よ り 49人減) 、

中学校36人 (前年 よ り 16人減) で、 小学校 は 前年 に続 き 大幅 に 減 っ た 。 神戸市で47人、 間

宮市で10人、 芦屋市で 4 入、 宝塚市で 2 人、 北淡町、 一宮町で各 l 人の 減。 尼崎市、 川 西

市 は 前年 ま で と 同様だ、 っ た 。

教育復興担当教員 の研修会が年 間 2 回 開催 さ れ た 。

(表 4 ) 2003年度 教育復興担当教員 配登状況 (単位 : 人)

( 4 )  訪災教育推進指導員養成講座の開催

小 、 中 、 高校の教職員 を 対象 に 、 県下全域の学校や地域の 防災教育 の 充実 を 囲 る た め 、

門 的知 識 を 持つ 防-災教育推進指導員 を 計画 的 に 養成す る 講産 を 開 い て い る O

講産 は 「初級編J r 中 級編J r 主級編」 の 3 コ ー ス で、 長期的展望 に 立 っ た 防災教育 を 自

指 し て い る o 1998年度 か ら 開設。
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2003年度の 「上級編」 修了者は24人。 1998年度、 1999年度 は 各部人。 2000年度は31入、

2001年度、 2002年 度 は 各30人だ、 っ た 。 (第七節で、詳述)

県立教育研修所の 防災教育研修講座 を 「初級編」 と し て実施 し た 。

( 5 )  紡災教育研穆舎の実施

教職員 の 防災教育指導力 向上 を 図 る た め 、 防災教育副読本、 学校で の 防 災訓練、 心 の ケ

ア な ど に つ い て研修 し た 。 県教委 は教育事務所 ご と に 年 2 回 、 神戸 市教委 は 年 3 田 の 開催。

2001年度か ら 地域 と 連携 し た 防災教育の推進 を 関 る た め 、 公立小、 中 、 高校、 養護学校

な ど全校種が参加。 神戸、 姫路両市内 の県立学校 は 県教委主催の研修会 と 、 神 戸市教委、

姫路市教委主催の研修会 の 両方 に 参加 し た 。 (第 七節で詳述)

(6) 阪神 ・ 大震災 9 周年教育復興の集い

2004年 l 月 16 日 、 学校で の 「新た な 防災教育」 の効果 的 な 指導方法や地域 と 連携 し た 学

校防災体制 の あ り 方、 被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア な ど に つ い て 、 協議や実践交流 を 行 い 、 「新

た な 防災教育」 の一層 の推進 を 図 る た め 開催 し た 。 創造的復興の成果 を ま と め 、 全国 に発

し 、 各都道府県の 防災教育 の推進 に も 役立 て た。

2004年度 は 、 基調講演 、 分科会での研究協議 を 実施 し た 。 (別項で詳述)

( 7 ) 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH) の訓練 ・ 研修会

EARTH は 大震災で全 国 か ら 寄せ ら れ た 学校教育再 開 へ の 支援 に 対す る 恩返 し に と 、

2000年度 に 組織 さ れ た 。

2003年度 は 4 年 目 の活動。 他府県で災害が発生 し た場合、 要請 に 基づい て チ ー ム を 派遣

す る O 平常時は県 内外の 防災教育推進の研修会 を 支援す る o 2003年度 は チ ー ム の訓練、 研

修 を 県下 4 会場で実施 し た 。 (別項で詳述)

(8) 防災教育副読本の増刷、 艶布

大震災 の 教訓 を 生か し 、 学校で の従来の安全教育 の 充実 と 、 人間 と し て の あ り 方、 生 き

方 を 考 え る 学習 を 推進す る た め 、 防災教育副読本 を 作成 し て い る が、 2003年度 は 、 小 - 中

学校用 を 増刷 、 配布 し た 。 2002年度 は 高校用 を 増 刷 し た 。

副読本 は 1996年度 に 、 小学校低学年用 「 あ す に い き る 」 、 同高学年用 「 明 日 に生 き る ム

中 学校用 「 明 日 に 生 き る 」 、 1997年度 に 防災教育絵本 「あ し た あ そ ぼ う ね 」 、 高校用 「 明 呂

き る 」 が作成 さ れた 。

( 9 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

大震災後の復旧 、 復興の過程で、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 重 要性が認識 さ れ、 県立高校で1996
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年度か ら 「 ボ ラ ン テ イ ア 実lì'�J 科 目 が開講 さ れて い る o 2002年度 に は 防 災教育検証委 員 会

で 「今後の 課題」 に ボ ラ ン テ ィ ア 活動が取 り 上 げ ら れ、 さ ら に積極的 に取 り 組 ま れて い る O

同科 自 で は 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関す る 基礎知識、 技術 を 習得 さ せ る と と も に 、 実践 を

通 し て社会奉仕の 精神 を 養 っ た り 、 公共の福祉 と 社会の発展 に つ く そ う と す る 意欲や態度

の育成 を 図 っ て い る O

2003年度の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 実践」 科 目 の設置 は28校。 高校の体験活動 「 ク リ エ イ テ イ ブ

21J で の 実践校は 144校 だ っ た 。

ボ ラ ン テ イ ア 実践科 目 設置校は 、 1996年度 6 校、 1997年度10校、 1998年度目校、 1999年

度17校、 2000年度23校、 2001年度26校、 2002年度27校で、 毎年増 え て い る O

(10) 震災遺児健全膏成支援事業

大震災で保護者 を 失 っ た 18歳以 下 の児童 ・ 生徒の就学 を 奨励 し 、 有能 な 人材 を 育成す る

た め 、 1995年度か ら 「震災遺児等育英資金」 の 給付 を 続け て い る 。 2003年度は小学生37人、

中学生48人、 高校生66人、 合計151 人 に 給付 し た。

( 表 5 ) 阪神 ・ 淡路大麓災遺児等育英資金年度別給付実績 (単位 : 人)
「 1995 1996 1997 1 998 1999 2000 2001 2002 2003 
小考会生 108 1 06 120 102 86 76 64 48 37 
中学生 73 74 73 71 71 75 64 57 48 
高校生 ; 102 I 97 90 79 67 64 58 66 
「訂 | 290 263 236 I 218 192 163 151 278 

(兵庫県教育委員会)

(1 1) 防災教育実態調査

1996年度か ら 毎年 5 月 に 、 県下の全小、 中 、 高 、 盲、 聾、 養護学校の 「新た な 防災教育」

の取 り 組み を 継続調査 し て い る 。 (別項、 第八節、 第九節で務述)

(12) 心のケ ア実態龍王ま ・ 教育復興担 当教員の取 り 組み調査

1996年度か ら 教育 的 配患 を 要す る 児童 ・ 生徒の実態調査 を 継続 し て い る o (第四節で詳述)

2000年度か ら は教育復興担当教員 の取 り 組み調査 も 続け て い る o (第十節で詳述)

(1 3) 復興1 0年総括検証 ・ 提雷事業 (第三節で詳述)

(1的 「 ト ラ イ や る @ ウ ィ ー ク 」 の実施 (第十節参照)

488 第六章@教育



2 . 妨災教育実態調査
[ 1 996年度 か ら 全校調査 を 続け 8 盟 自 〕

兵藤県教委は2003年度 も 5 月 に 「防災教育実態調査」 を 行 っ た 。 調査校数は 小学校834校、

中 学校363校、 高等学校195校、 富 ・ 聾 ・ 養護学校40校、 合計1 ， 432校。 1996年度か ら 毎年

5 月 に調査 し 、 今 回 は 'l . 1 7J 前後の行事、 学習 の 有無 に つ い て 質 問 を 加 え た 。 8 回 呂 。

調査項 目 は次の と お り 。 (第八節、 第九節で詳述)

1 関 学校に お け る 「新た な 防災教育」 の推進体輯

1 ) 新 た な 防災教育推進 の 目 標や 方針 を 、 学校の教育 目 標、 重点、 経営方針 に 具体的 に 明

示 し て い る か

2 ) 新 た な 防災教育推進の た め の委員会や係 を 校務分掌 に位置づけ て い る か

3 ) 新た な 防災教育 に つ い て校内研修会 を 開催 し た か

4 ) 校内研修会の 内容

2 町 新 た な防災教育の実施状況

5 ) 新 た な 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

6 ) 総合的 な 学習 の 時 間 で の 防災教育 の 取 り 組み を 計画 し て い る 学校

7 ) 防災教育副読本の活用状況

8 ) 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災教育 の 取 り 組み を ど う 進 め る か

1 防災 (避難) 訓練の実施状況

9 ) 防災訓練の実施 田 数、 実施内容、 想定場面、 参加者、 事前 ・ 事後指導、 引 き 渡 し訓練、

前年度か ら の見直 し

4 幽 学校防災体制の整備状況

10) 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル を作成 し て い る か

1 1 ) 学校は 災害時の避難所 に 指定 さ れて い る か

12) 市 町 ま た は ほ の担当職員 は 決 ま っ て い る か

13) 学校 ご と に 市町担当 者 と の連絡会議が開催 さ れた か

14) 避難所 と し て 学校施設 を 開放 す る と き 鍵 を 開 け る 人 は 決 ま っ て い る か

15) 避難所 と し て 開放す る 学校施設 を 明確 に し て い る か

16) 開放施設の頗位 を 決 め て い る か

17) 教職員 の避難所支援班 は組織で き て い る か

18) 学校 に 防災倉庫 ま た は 備蓄倉庫が設置 さ れて い る か

19) 学校施設の 防災対策 は 講 じ ら れて い る か

20) 1 月 17 日 、 ま た は そ の前後 に 防災教育 に 関 す る 行事や学習 の機会 を 設け て い る か (初)
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(表 6 ) 2003年度 「新た な 防災教育」 実態調査 か ら

1 学校防災体制の整傷状況
(1 ) 係及び委員会の ど ち ら か を 絞務分掌に位蓋づ け て い る 割合

(2) 学校独 自 の 災 害対応マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る 割合

(3) 災害時 に お け る 避難所 と し て の学校施設の開放場所 を 明確化 し て い る 割合

(4) 災害時に お け る 教職員の避難所支援波等の組織 を 確立 し て い る 都合

2 新 た な 防災教育 の推進状況」
(1 ) 新 た な 紡災教育」 の カ リ キ ュ ラ ム を 作成 し て い る 割合

(2) 防災教育副読本の活用状況

(注) 中 学校以外がポ イ ン ト を 下 げた た め 、 全体 と し て 0 . 5 ポ イ ン ト 下がっ て い る O し か し 、 90%台で活用 さ れて
い る こ と は 、 副読本の内容の良 さ を示 し て い る 。 全国 的 に も 注 目 さ れて い る 副読本であ り 、 防災 (避難) 訓練
の前後の指導の み に活用 す る の で は な く 、 学校の教育過程 の 中 に位置付け、 j古用 を 図 っ て い く 必要があ る 。
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(表 7 ) 2003年度 「新た な 防災教育」 の具体的 な 取 り 組み経過

<2003年> I 防災教育専門推進員会議
4 月 11 日制
5 月 1 日 (水) I r新た な防災教育」 の係る 実態調査

16 日制 | 第 1 回東播磨地区防災教育研修会
26 日 (月 ) I 第 1 回教育復興担当教員研修会
27 日(刈 ! 第 1 問中播磨地区防災教育研修会
30 日制 | 第 1 回淡路地区防災教育研修会

6 月 2 日 (月) I 第 1 回北播磨地区防災教育研修会
3 日 U<l l 第 l 回丹波地区防災教育研修会
4 日 (Jk) I 第 l 回阪神南地区防災教育研修会
5 日制 i 第 l 即位馬地区妨災教育研修会
10 B (火) I 震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 l

図運営委員会
第 1 問仮神北地区防災教育研修会

17 日 (火) I 防災教育推進指導員養成講座 [初級編]
�18B  

20 司 令 第 1 回西播磨地区防災教育研修会
7 月 1 B I火 阪神 - 淡路大震災の影響 に よ り 心の健燦

について教育的配慮を必要 と する 児童生
徒の実態調査

4 日 (到 ! 第 1 1m防災教育推進連絡会議幹事会
8 日 (必 | 箆災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 l

回訓練 ・ 研修会
11 日 (針 ! 第 1 回 防災教育推進連絡会議
30 日 (ボ ! 第 l 回丹波地区防災教育推進連絡会議

宮城県北部地震に係る避難所運営 ・ こ こ i
ろ のケ ア現地調査及び意見交換
� 8 月 1 日

31 日 柄 | 第 1 問淡路地区防災教育推進連絡会議
8 月 1 日 必 第 l 図阪神北地区防災教育推進連絡会議

第 ] 回東播磨地区防災教育推進逮絡会議 )
第 1 悶北播窮地区防災教育推進連絡会議

6 B (Jk) I JICA ト ル コ研修員研修
20 B (Jk) I 宮城県北部地震に係る 「非常災害時の心

の ケ ア」 議部派遣
(主催 : 宮城県教育委員会)

21 日制 i 県立学校防災教育研修会 (神戸地区)
26 日制 j 県立学校防災教育研修会 (姫路地i玄)
27 日制 ! 第 l 問中播磨地区紡災教育推進連絡会議
29 日倒 | 第 1 回阪神南地区防災教育推進連絡会議

10月 2 日 (ボ | 第 l 間西播磨地区防災教育推進連絡会議
6 B (月 ) I 防災教育推進指導員養成講座 [中級編]

� 8 B  
20 B (月 ) I 第 2 回淡路地区紡災教下手研修会
23 日制 i 第 2 湖北播磨地区紡災教育研修会
25 日出 | 震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 2

回訓練 ・ 研修会①
於 : LLl南町立久 ド小学校

27 日 (月) I 防災教育推進指導員養成講座 [上級編]
�28 日

29 司令j() I 教管復興担当教員配貴校訪問
�11月 19 臼

31 日 働 j 震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 2
国訓練 ・ 研修会②
近畿 2 府 7 県合同防災訓練

於 . 神戸市立渚中学校

11月 1 日 (土) I 震災 - 学校支援チー ム (EARTH) 第 2
回訓練 ・ 研修会①

於 : 日 高町立 日 高小学校
第 1 回復馬地区防災教育推進連絡会議

5 B 収k) I 第 2 回阪神南地区防災教育研修会
11 B U<l 1 第 2 回但馬地区妨災教育研修会①
16 日 (白川 震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 2

回訓練 ・ 研修会④
於 : 太子町立石海小学校

18 日 (火) I 第 2 同阪神北地区防災教育研修会
20 日制 | 第 2 回世i馬地k<:防災教育研修会②
21 日幽 i 第 2 回東播!努地区防災教育研修会

第 2 限イH民地IX紡災教育研修会③
26 日 (水) I 第 2 郎教育復興担当教員研修会
27 日 桝 j 第 2 lEiJ1.E!馬地氏紡災救ff研修会④
28 B 幽 j 第 2 回但馬地区防災教育研修会①

j 第 2 回北播磨地区防災教育推進連絡会議
30 呂田) ! :震災 ・ 学校支援チー ム (EARTH) 第 2

| 回訓練 ・ 研修会⑤
| 於 : 県立伊和高等学校

12月 1 日 (月) I 第 2 邸中播磨地区防災教育研修会
12 日制 | 第 2 回阪神南地区防災教育推進連絡会議

<2004年> I 
1 月 間働 | 阪神 淡路大震災 8 周年教育復興の集い ;

於 : 県民小劇場 他
大分県妨災教育研修会 講師派遣

(主催 : 大分県教育委員会)
21 日附 | 第 2 回淡路地区妨災教育推進連絡会議
23 日制 | 第 2 回中播磨地区防災教育捻進連絡会議

第 2 図但馬地区防災教育推進連絡会議
27 日 (火) I 第 2 回丹波地区防災教育研修会
30 日制 | 学校安全教育指導者研修会 実践発表

者 - 助言者派遣
(主催 : 文部科学省)

2 月 2 日 (月) I 復興10年委員会総括検証 ・ 提言事業 (社
会 ・ 文化部会)

9 Bほ) I 北東ア ジア交流プロ ジェ ク ト 兵庫シ ン ポ
事例発表者派遣

10 日 (火) I 北東ア ジア逮合防災対策研修 ・ 防災分科
会 講師派遣
第 2 回阪神北地区防災教育捻進連絡会議
第 2 回丹波地区防災教育推進連絡会議
第 2 回東播磨地区!窃災教育推進連絡会議

出制 | 第 2 印西播磨地区防災教育研修会
3 月 2 B (必 I !事 2 回西播隣地区防災教育推進連絡会議

12 日制 | 復興10年委長会総括検証 ・ 提言事業 (社
会 ・ 文化部会)
教育分科会

15 日 (月 ) I 第 2 回防災教育推進連絡会議幹挙会
23 日同 | 第 2 間防災教育推進連絡会議

復興10年委員会総括検証 ・ 提言事業 (社
会 ・ 文化部会)

24 日制 | 震災 学校支援チー ム (EA豆TH) 第 2
I [司運営委員会

(兵康県教育委員会)
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3 . 阪神 ・ 淡路大震災 9 間年教育鍍興のつ ど い
〔富永良喜兵藤教育大教捜が基調講演〕

兵庫県教委 は 大震災 1 周年 か ら 毎年、 ' 1 ・ 17J 周 年事業 と し て 「教育復興の集い」 を

聞 い て い る 。

2003年度は2004年 l 月 16 日 に 「阪神 ・ 淡路大震災 9 周年教育復興の集い 」 を 兵庫県民小

劇場 (神戸 市 中 央 区 ) な どで 開 い た 。 幼稚園 、 小、 中 、 高 、 宮、 聾、 養護学校の 防災教育

指導教員 、 市 郡 町教委の指導主事 ら 410人が参加、 全体会 と 3 つ の分科会で 、 防災教育 の

進 め 方、 学校防災体制 の あ り 方、 心 の ケ ア な ど に つ い て 、 実践発表、 研究協議が行 わ れ た 。

醒全体会、 兵庫県民小劇場

マ あ い さ つ 武 田 政義 ・ 兵庫県教育長

マ基調講演 富永良喜 ・ 兵庫教育大学教授 「 阪神 ・ 淡路大震災か ら 学 ん だ心 の ケ ア の 取

組 と こ れか ら 」

〈講演の概要〉

① つ ら い こ と を 語 る こ と が心の ケ ア で は な い

@ 震災後、 つ ら い こ と を 語 る こ と が心 の ケ ア に つ な が る と 、 当 時い わ れ た が、 作文や絵

に す る こ と に悩 ま れた こ と だ と 思 う O

・ つ ら い経験 を 支 え 、 応援す る こ と が心 の ケ ア と な る O 信頼感 に 基づ き 、 心 の傷 を 回復

さ せて い く こ と こ そ 、 教育の観点か ら の心 の ケ ア で あ る O

② 心の ケ ア は 日 常的 な も の

・ 震災 は 100年 に 一度 か も し れ な い が、 自 然災害 を 減ず る た め の 防災 ・ 防犯 ・ 心 の 教育

は 日 常 的 に 必要。

@ 日 常的 な 心 の 傷 (犯罪、 い じ め 、 虐待、 事故、 病気 な ど) に対応す る た め の心 の 予 防

教育が必要。

③ 震災に よ る 心 の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も の調査か ら

• 1999年 を 境 に 減少 し て い る が、 実際は様々 な ス ト レ ス 要因 に よ り 落 ち 着 き がな い 。 登

校 を い や が る 、 と い っ た子 ど も が多 い は ず。

@ 子 ど も は 自 ら の心 身 の 反応 に つ い て 、 う ま く 取 り 出せ な いが、 親か ら 見 る と 、 子 ど も

の行動 に 影響が現れて い る こ と があ る O

④ 震災体験 を 書 く と い う こ と

@ つ ら い思 い を 言葉 に し て メ ッ セ ー ジ を 送 る こ と の大切 さ を 学ぶ こ と がで き る O

@ 震災体験 を 書 く こ と は 「心の傷が深 ま る J 'い や心の傷が;埋 ま る の で、 は」 と い っ た葛

藤が、 震災体験 を 作文 に す る 実践の 中 で生 ま れ る O 子 ど も の 心 の本音や精神状態 を 知

る こ と がで き て も 、 そ れが子 ど も に と っ て 、 良か っ た の か、 悪 か っ た の かがわ か ら な

か っ た 。

き た く な い 人、 書 き た く な い こ と は書 か な く て よ い。
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⑤ 様々 な 実践か ら の心の ケ ア の提言

• EARTH で も 心の ケ ア の取 り 組み を し て い る O 被害 に あ っ た場所 で の 実践 だ け で な く 、

予 防 的 な 心の ケ ア に つ い て も 実践 し て い る 。 紙芝居、 呼吸法、 心 の チ ェ ッ ク リ ス ト な

ど、 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン は保護者 に も 好評 だ っ た 。

「 カ パ く ん の 気持 ち J (紙芝居) の 実演 と ベ ア リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の模 範 実技 な ど、 喪

失体験 に は違 っ た シ ナ リ オ も 必要。

・ 悲 し み は減 っ て も 記憶 は 深 く 刻 ま れて い る O

⑥ ト ラ ウ マ 反応 に つ い て

• PTSD は ト ラ ウ マ反応の 一部で あ る 。 う つ ・ 心身症 ・ 反社会的行動が見 ら れ る こ と も

あ る O

・ ト ラ ウ マ の特徴 は 否定的認知 、 ま た五感 に 記憶 さ れ、 蘇 っ て く る 。 二 次的被害 は 否定

的認知 を 生 む 。

・ 心の ケ ア の心理療法 は 、 「恐怖」 に は安心、 紳、 表現、 「喪失J に は幹、 戦 い が キ ー ワ ー

ド と な る 。

⑦ こ こ ろ の ケ ア の要点

・ 感情 を は き 出 す こ と は 間違 っ て い な い 。 し か し 、 悲 し み の 渦 中 の 人 に 、 「 どん な 気持

ち で、 す か」 と 問 い か け て は な ら な い 。

- 心の 表現 を 支 え る 人 と の信頼感の 中 に こ そ 、 心 の ケ ア があ る O

薗分科会

1 . 防災教育部会 県立の じ ぎ く 会館

テ ー マ 「学校闘 に お け る 効果的 な 防災教育の 進 め 方」

・ 司会者 吉見陽一 ・ 氷上町立東小学校教頭

・ 発表者 山 口 収 ・ 稲美町立天満甫小学校教諭

諏訪清二 ・ 県立舞子高校教諭

・ 助言者 小谷一良 ・ 宝塚市立西谷小学校長

〈天満南小学校か ら 、 ラ イ フ ラ イ ン 、 ボ ラ ン テ イ ア な ど震災か ら 学ん だ授業づ く り の取

り 組み 、 舞子高校か ら 環境問災科での小学校 と の合 同 防災授業の報告があ っ た 。 〉

研究協議の柱 ロ 防災意識 を 根づかせ る 手 だ て 、 地域の素材導入0

・ 当 時 の 2 年生が書い た作文 を 利 用 。 伝 え て い く こ と が大切。 子 ど も を 介 し て 家庭への

広が り も 期待で き る 。

@ 幼稚 園 で は保護者の気持 ち を 伝 え 、 命の大切 さ を 話 し て か ら 訓練 を 実施。

@ 震災 の 直接体験がな い低学年 に ど う 伝 え る か。

@ 振 り 返 る こ と も 大切 だが、 目 の前 の子 ど も に 、 助 け合い、 命の大切 さ 、 友 だ ち の 大切

さ を 確認す る こ と も 重要。

助言 I新た な 防災教育J は 、 人 間 の あ り 方、 生 き 方が問 わ れ る 。 無か ら 有 を作 り 、 亡
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く な っ た友の分 ま で と い う と こ ろ か ら も う 4人の 自 分 を 発見す る O

「教」 を 「育」 に 、 震災の教訓 を 伝 え て い か ね ば。

避難訓練が授業 に な ら な い と 学ぶ こ と は で き な い 。 訓練持 は子 ど も た ち を 混乱 さ せ、 そ

こ か ら 学ばせ る O

2 . 学校防災体制部会 兵産県 中央労働 セ ン タ ー

テ ー マ 「学校防災体制 の 整備 ・ 充実 の仕方」

@ 司会者 久野勝久 ・ 滝野町立滝野小学校教頭

@ 発表者 榎本章乃 ・ 日 高 町立 町 高小学校教諭

小林秀賓 ・ 黒 田 庄 町立黒 田 庄 中 学校教諭

@ 助言者 中村重幸 ・ 西宮市立北夙) 1 1 小学校長

〈 日 高小学校、 黒 田 庄 中学校か ら 、 そ れぞれ地域防災訓練、 避難所開設訓練の実際、 組

織や計画 な どの報告があ っ た。 〉

研究協議の柱z 学校全体の組織、 地域の 関係機関 と の連携。

@ 町部局 、 消 防 、 教育委員 会、 町内 3 校で年 2 、 3 回 連絡会議 を 開 く O

• EARTH や 、 消 防 、 警察 と 連携 し て 訓 練 を 実施。

@ 地域消防 コ ミ ュ ニ テ ィ と 共 に 総合防災訓 練 を 実施 し た り 、 総合学習 の 時 間 や 引 き 渡 し

訓練に も 協力 し て も ら い 、 地域 と の 連携 は進 ん で い る O

・ 引 き 渡 し 訓 練 は 各学校の 実態 に 合 わ せ て 。

@ 学校避難所 は 7 B 日 か ら 町部局 が担当 す る こ と に な っ て い る が、 担当 者 と 学校 と の話

し 合い は な い 。

- 訓練 は や っ て み て気がつ く こ と が多 く 、 と に か く 実施す る こ と O 訓練の 内容の再点検

が必要。

助言z 訓 練の注意点 は 、 ①学校防災体制 の確立 を 狙い に 。 ②教職員 の体験が ま ず大切。

③教職員 の 意識向上が必要。

マ ニ ュ ア ル を 実際 に使 っ た 訓練 を O 勤務時 間外の対応の想定 も 必要。 学校の鍵 を 開 け る

体制 の整備、 学校施設開放の優先順位 を 決め 、 地域に PR し て お く こ と が大切。

1 心の健鹿部会

テ ー マ 「被災児童 ・ 生徒の心の健康 問題への対応の仕方j

@ 司会者 宮 田 孝一 ・ 神戸市立北山小学校教諭

@ 発表者 山 ) 1 1 恵 子 ・ 西宮市立西宮浜小学校教諭

岩石 ひ で子 ・ 神戸市立湊川 中 学校教諭

@ 助言者 高橋 哲 ・ 芦屋生活心理学研究所長

〈西宮浜小学校か ら 、 保護者 ア ン ケ ー ト を も と に 、 教育復興担当教員 の取 り 組み 、 湊J I I 中
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学校か ら 、 ス ト レ ス 反応、 身体反応、 を 訴 え る 生徒の実態 ・ 事例 と 心 の ケ ア の 実際 に つ い て

報告 さ れた 。 〉

研究協議の柱= 心 の ケ ア の必 要 な 子 ど も の 把握の仕方、 ケ ア の必 要 な 子 ど も の実態。

@ 教育復興担 当 教員 が個 々 に被災状況 を 把握。

@ 身体的反応、 行動的反応、 抑 う つ 反応 と い っ た分析 を行 う こ と が必要。 他地域 と の比

較 に よ る 分析 も あ る と よ い。

@ 人数 は 減 っ て き て い る O ま た は わ か ら な く な っ て き て い る O 子 ど も へ の暴力 な どの悩

み があ り 、 親 の 方 に ス ト レ ス があ る よ う に も 思 わ れ る O

- 保護者が子 ど も を 支 え ら れ な い状況があ り 、 教育復興担当教員 の役割 は大 き い。

助言ニ震災の影響 は死ぬ ま で続 く o PTSD に は判 断基準が、 ① 自 分の命への危機体験、

�侵入現象や過敏 ・ 回避、 ③社会生活が営 め な い ー の 3 点があ る O

教育復興担当 教員 は 、 こ れ ま での経験を 生か し て 、 震災以外の こ と に も 、 ト ラ ウ マ の 治

療の教育が進 め ら れ る O

守恒夫 を 迎 え る 」 カ ウ ン セ リ ン グか ら 、 「接近 す る カ ウ ン セ リ ン グJ へ の 転換。 安全 ・

安心感の薙保 を 大切 に 。

震災 は奪 っ た だ け で な く 、 そ の体験 に よ っ て 、 何か育 て て い る も のがあ る は ず。 そ れ を

掘 り 起 こ し て い か ね ば な ら な い 。 悲劇で終わ ら せ る な 。

園集いの成果 と 課題

震災か ら 9 年、 記憶の風化がい わ れ る 中 、 被災地以外の地域の玖 り 組み も 多 く な っ て い

る O 震災か ら 学ん だ教訓 を し っ か り 伝 え て い く こ と が、 兵産 の教育 の使命で あ る こ と を 認

識す る よ い機会 と な っ た 。

地域の素材 を 活用 し た 防災教育 の 取 り 組み も 着実 に進め ら れて い る が、 広 が り が弱い所

があ る O 学校閲 の 交流 の 場 を 、 地 区 の 防災研修会 な ど を 利用 し て 行 う 必要があ る O

防災体制 の 整備 は 、 地域 と 学校の連携が少 し ずつ 取 り 組 ま れて い る が、 ま だ不十分で、

今後、 い か に 前進、 拡大 を 図 っ て い く かが課題 と な る O

4 . 震災 ・ 学校支援チ ー ム (EARTH)
〔設龍か ら 4 年 目 に 。 県外被災地や内外の研f事会へ〕

震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) は 仮神 大震災の さ い 、 全 由 か ら 受 け た 支援 に対 し て

窓返 し す る た め 、 震災の教訓 を 生か し て 他府県の災害発生時 に 、 早期の学校再 開 を 手助 け

す る の を は じ め 、 県 下 の 防災教育 の 充実 を め ざす の が 呂 的。 2000年度 に 創 設 さ れた 。

守方災教育推進指導員 養成講座J で専 門知識 と 実践対応力 を 持 っ た教職員 を 育成、 同講

座 の 上級終了者 を 中心 に 支援チ ー ム を 組織 し て い る O 構成員 は 150人 を 上 関 と し 、 2003年

4 月 現在 120人 (前年 4 月 現在 1 1 1 人。 「学校教育J r避難所運営J r心の ケ ア J r学校給食」

の 4 班が、 災害時 に 現地の要請 を 受 け て 、 学校教育応急対策、 学校早期 再 開 、 避難所運営、
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(表 8 ) 2003年度 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH ) 員 の構成員数 (単位 : 人)

神 阪神南 十磨j番七 播勝中 ( f西屋番空 但 丹 淡 l口〉、
s c  

戸 馬 I皮 路 言十

02年度 14 5 10 7 7 4 9 1 1  5 14 86 
教 言命 03年度 13 4 9 5 10 7 9 9 8 12 86 

02年度 3 1 1 。 。 。 。 。 O i  6 
学校栄養職員 03年度 3 1 1 2 1 。 。 。 10 

02年度 2 3 1 。 。 。 。 。 。 。 6 
養 護 教 諭 03年度 2 3 1 。 1 。 。 1 O 9 

02年度 2 3 2 。 。 。 。 。 。 8 
学校事務職員 03年度 i 。 3 2 1 。 。 1 l 1 1 10 

02年度 21 12 14 7 7 4 9 1 1  1 6  5 1 1 1  
メ口与 計 03年度 120 18 1 1  13 8 12 9 10 10 14 5 

2003年度 震 災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH ) 各班の構成員数 (単位 : 人)

学 校 教 育 班 3 2 4 1 3 2 3 4 2 5 29 
避 難 所 遂 営 破 6 3 3 2 3 3 4 3 3 32 

班'L、 の ケ ア 6 4 2 3 4 2 2 2 3 29 
学 校 給 食 班 3 2 4 2 2 2 3 3 3 25 

�口L 言十 18 i 1 1 1 13 8 1 12 9 10 10 10 14 1 5 120 
(兵庫県教育委員会)

心の ケ ア の 支援活動 を 行 う 。 平 時 は各種研修会への指導助言、 各地域の 妨 災体制への協力 、

各校の 防災教育推進、 訓練、 研修の実施 に あ た っ て い る o (第 6 巻参照)

2003年度の 取 り 組み は次の と お り O

盟運営委員会

2003年 6 月 10 日 と 2003年 3 月 24 日 に 開催

圃訓練 ・ 研修会

• 7 月 8 日 第 l 四 県立教育研修所

• 10月 25 B 第 2 回 第 l 部 山 南 町

. 10月 31 B ク 第 2 部 神戸市

門口

門口ハhu

--ム

守gふ

円凡

阿凡

1ム

ー-

4BB4

1，ょ

@

@

 

ク 第 3 部 日 高町

ク 第 4 部 太子IHJ

o l l 月 30 日 ク 第 5 部 津名 ・ 一宮町

闇被災地への派遣

• 7 月 30 日 � 8 月 1 日 宮城県北部地震事前調査 (新井浩一 ・ 県教委義務教育課指導主事、

伊藤進二 ・ 県教委教育企画室指導主事)

• 8 月 20 日 宮城県非常災害時の心の ケ ア研修会へ講師派遣 (伊藤進二 ・ 県教委教育企画
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室指導主事)

盟研修会へ講師派遣

• 8 月 6 日 JICA ト ル コ 研修員研修 (伊藤進二 ・ 県教委教育企画室指導主事)

• 2004年 1 月 16 日 大分県防災教育研修会 (湯堀 裕 ・ 県立鈴蘭台高校教諭)

• 1 月 30 日 文部科学省学校安全教育指導者研修会 (湯堀 裕 ・ 県立鈴蘭台高校教諭)

• 2 月 10 日 北東 ア ジ ア 自 治体連合防災対策研修 ・ 訪災分科会 (伊藤進二 ・ 県教委教育企

爾室指導主事)

輔成果

@ 会場校の教職員 も 交 え 、 被災直後 を 想定 し た校内安全点検 を 実施、 EARTH 員 と 連携が

と れた訓 練が実施で き た。

@ 会場校教職員 に 、 心 の ケ ア の技法訓練 を 行 う 中 で、 班員 の技術向上が進 ん だ0

・ 避難住民への リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン を 実践 し た 。

・ リ ラ ク ゼー シ ョ ン を 通 じ て会場校教職員 へ の 心 の ケ ア へ の 理解 を 深 め た 。

・ 保護者、 日 赤奉仕団、 地域住民、 中 学 ・ 高校生 ら 多数の ボ ラ ン テ イ ア と 連携活動がで き

た 。

@ 高校事務職員 と の打 ち 合わ せ に よ り 、 高校の早期 再 開 の 課題が明確 に な っ た。

@ 避難所 と な っ た体育舘 に高齢者か ら 子 ど も ま で参加、 実際の被災地 に 派遣 さ れた 時 の よ

う な 訓練がで き た 。

・ ボ ラ ン テ イ ア が協 力 的 で 、 的確 な 指示 が出 せ た 。

輯課題

・ 教職員 が学校再 開 に 向 け て独 自 の 活動 を す る さ い 、 必ず し な け れば な ら な い こ と を マ

ニ ュ ア ル化す る と と も に 、 熟知 し た EARTH 員 が、 支援の シ ス テ ム づ く り を す る 必要が

あ る O

・ 会場校の教職員 が心の ケ ア がで き る よ う EARTH 員 の 一層 の 技術能力 の 向上 を 図 ら ね ば

な ら な い 。

@ 教職員 が初 期 の避難所運営 に あ た る 場面 を 想定 し た 活動内容の マ ニ ュ ア ル化が必要。

@ 野外での調現の安全管理、 衛生管理 に 関 す る 専 門家 に よ る 研修が必要。

・ 他の 班 の 活動 を 知 る た め 、 交流が必要。

5 . 神戸市教委 が学校防災 ・ 危機管理支援事業
〔避難所運営 、 学校再開の ノ ウ ハ ウ伝授〕

神戸市教委 は 、 全国で地震な ど大規模災害が発生 し た さ い 、 阪神大震災で得た教訓 や 課

題 を 生か し て 、 学校関係者や教育委員 会 に 学校現場が と る べ き 対応や学校再 開 の ノ ウ ハ ウ

を 伝授す る た め 、 神戸市教委の職員 や OB を 現地へ派遣す る 「学校 の 防災 ・ 危機管理研修

支援事業」 を 2003年 9 月 か ら 始 め た 。
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こ の事業 は 県外の教育委員会か ら の要望 に応 じ て 、 大震災 当 時 に学校避難所や混乱期 の

学校運営 に携 わ っ た神戸市教委関係者や教職員 の OB を 講師 と し て 派遣 し 、 防災 ・ 危機管

理研修 を 応援 し て 、 早期の学校再開 、 正常化 を 日 指す も のO 約20人が講師 と し て 登録 さ れ

て い る O

神戸市教委は 「震災 当 時 は避難所 と し て教室が利用 さ れ、 職員室や校長 室 ま で被災者が

殺到 し て 大混乱 を 招 い た こ と な ど、 一般 に は知 ら れて い な い こ と も 多 く 、 マ ニ ュ ア ル で は

対応で き な い事態 に な る O 災害が起 き た と き の対応 と と も に 日 常か ら の備 え が大切 な の で、

具体的 な 、 経験に 碁づ く 神戸 の ノ ウ ハ ウ が役立つ よ う 伝え て い き た い」 と し て い る O

〔学校防災 ・ 危機管理用 の CDωRO M も 配布〕

神戸市教委は2003年 9 月 、 学校防災 ・ 危機管理研修支援事業 を 始め た が、 同事業が 目 指

す 大規模災 害 時 の 学校運営 の ノ ウ ハ ウ を ま と め た CD-ROM r危機 を 管理 す る 学校へ 研

修用 資料」 を 作成 、 全国 の都道市県、 政令指定都市な ど約80の教育委員 会 に 配布 し た。

CD-ROM は被災 当 時 の 学校 の 様子 を 写 し た ス ラ イ ド46枚 と 約 10分 の 動 画 を 収録。 児童

生徒の安否や校舎の安全の確認方法、 中 学校での学力補充、 進路指導対 策 な ど大震災当 時、

神戸 市教委が苦労 し た 問 題 を Q & A 形式で盛 り 込ん で、い る o 1 万2 ， 000枚作 成 、 一般に は500

円 (送料250円 ) で販売 し た 。

十 兵教組が震災国際 シ ン ホ。 ジ ウ ム
〔 吉 本、 中園、 米国の教育関係者が防災 を 論議〕

兵)京県教職員 組合は2004年 1 月 18 日 、 神戸市 中 央 区 の ラ ッ セ ホ ー ル で 「 日 本 ・ 中 国 ・ ア

メ リ カ ・ 震災 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 い た 。

1997年か ら 続 け て い る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム (2001 年 は 囲 内 ) で、 今回 の テ ー マ は 「震災の

教訓 に 学 ぴ、 学校 と 地域 ・ 家庭 を つ な ぐJo 中 国 か ら 夏玲英 ・ 上海市教育工会主席 ら 6 人、

米 国 か ら リ ン ダ ・ ガユ リ ー ・ UTLA 副会長 ( 中学、 高校担 当 ) ら 4 人が出席。 近藤靖宏 ・

元兵庫県教育長が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 務 め た 。 会場 に は約250人が参加 し た 。

各 国 の 大地震の被災体験や対応 を 報告 し 、 2002年 2 月 に 、 大地震 を 経験 し た 中 国 ・ 新彊

教育工会のj番静敏主 席 は 「約320の小学校が壊れ、 30人以上の児童が亡 く な っ た が、 国 際

組織か ら の援助 が復興の大 き な 力 と な っ た」 と 強調 し た 。

1994 年 に 大震災 に あ っ た 米 国 ・ ロ サ ン ゼ ル ス 統一学 区 メ ン タ ル ヘ ル ス ・ 地域危機管理

チ ー ム の マ リ ー ・ ウ ォ ン 局 長 は 「学校の危機管理は事前の 備 え が大切。 災害 を 避 け る こ と

は で き な い が被・害 を 減 ら す こ と は で き る 」 と 話 し た。

1995年の 阪神大震災で避難所 に な っ た神戸市立湊J l I 中学校 の 丸 岡 登教諭 は 「震災 は 学校

が地域の 中 心 と な る 初め て の経験だ っ た 。 学校 と 地域の連携の必要性 を 実感 し た 」 と 述べ

た 。 ま た 、 丸 田教諭は 「復興担当 教員 は フ リ ー な 立 ち 場か ら 地域 と の 連携 に 大 き な 役割 を
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果 た す」 と 文部科学省が存続 に 難色 を 示す後輿担の重要性 を 訴 え た 。

7 . 大学の動 き 活発 に 。 妨災研究、 地域活動、 記録保存…
〔神戸大学が学外研究拠点 「神戸 フ ィ ール ド ス タ ジ、 オ 」 開設〕

神戸大学 は 大震災 を 教訓i に 、 若手研究者が災害 に 強い街づ く り や 訪災都市 の あ り 方 を 追

求す る た め 、 学外の研究拠点 「神戸 フ ィ ー ル ド ス タ ジ オ」 を 20例年 2 月 、 神戸市長 田 区 で

復興再 開 発事業が進 む JR 新長 田 駅南地 医 の ピ ル 「 ア ス タ く に づか 4 番舘」 内 に 開設 し た 。

同 ス タ ジ オ は 2003年12月 、 仮施設でス タ … ト し て い た 。

文部科学省が先駆 的 な研究 に 予 算 を 重点 配分す る '21世紀 COE プ ロ グ ラ ム J の 一環で、

研究 テ ー マ は 「安全 と 共生 の た め の都市空 間 デザ イ ン 戦略」 。 建築学、 土 木 工学 な ど の 異

な る 分野が連携 し 、 同 大学大学院 自 然科学研究科が中心 と な り 、 2003年度 か ら 5 年計画で 、

現地調査 な どで、 生の復興過程 を 学 び取 る O 研究者向け の セ ミ ナ ー や市民対象の公開講座

な ど開催。 国 内外か ら 神戸 を 訪 れ る 研究者が復興の現状 を 学べ る プ ロ グ ラ ム も 用 意す る O

学外の研究拠点 は2002年 に 、 米 国 シ ア ト ル市 に も 開設 し て お り 、 2 カ 所 と な っ た 。

神戸学外拠点開設の記念催 し は 、 2004年 3 月 4 日 、 同 大学都市安全研究 セ ン タ ー の 室崎

益輝教授が 「神戸 と 私 と 震災 と 」 と 題 し て 講演 し 、 「震災の被害の原 因 を 明 ら か に し 、 日

を 持 っ て 、 現実的 な 都市計画 を 立 て ね ばな ら な い 。 安全都市 を つ く る こ と が被災地 に 求

め ら れて い る 。 長 田 か ら 防災研究の成果 を 世界 に発信 し て ほ し いJ と 強調 し た 。

続い て 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 「地域 と 大学 一 安全 と 共生の ま ち づ く り J が行わ れ、

地域住民や民間非営利 団体 (NPO) メ ン バ ー が討論、 住民が大学慨 に 「被災者の話 を 聞 き 、

共 に汗 を かか ね ば説得力 の あ る 研究 は で き な い 。 若 い 学生 は積極的 に備へ 出 て ほ し い」 と

涼丈 し た 。

〔神戸大学の震災 1 0周年事業。 市民団体 と 連携強化〕

神戸大学 は 大震災の教訓 を 、 今後の学術研究 と 社会貢献 に 生かす こ と を 柱 に 、 震災10周

を 進 め る こ と に し 、 2004年 I 月 日 目 、 事業の概要 を 発表 し た 。 同年秋以 降 に 市民団

体 と の 連携 に 力 を 入れ、 シ ン ポ ジ ウ ム や 国 際 フ ォ ー ラ ム の 開 催 な ど を 通 し て 、 安全 ・ 安心

な 社会の あ り 方 を 考 え る と い う O

全学部の代表者 ら で震災10周年事業委員 会 (委員 長 ・ 北村新三副学長、 2 1 人) を 設 け 、

内 容 を 検討。 思議、 学術、 国 際連携、 同大学の 10年 間 の 震災研究の 集成 、 学民連携ー の 5

項 百 で事業 を 展 開 す る こ と に し た。

「学民連携」 で は 、 被災地の約20の市民団体で つ く る 市民社会推進機構 (神戸市) と 協

力 し 、 研究者 と 市民が常 に交流で き る 場 を 設 け る o 2004年 4 月 以降、 神戸市長 田 区 に 開設

し 学外の研究拠点 「神戸 フ ィ ー ル ド ス タ ジ、 オ J で 、 市民向 け フ ォ ー ラ ム を 月 1 回 のベ ー ス

で 開 く o 10、 1 1 月 に は 「災害救援活動」 な ど 8 つ の テ ー マ で連携研究会 を 催す 。 市民団体

第六重量@教育 499 



に よ る 「連携市民大学 (仮称) J の創設 も 支援す る 。

「学術事業」 で は 、 1 1 、 12月 に 、 シ ン ポ ジ ウ ム と 国際 フ ォ ー ラ ム を 連続 開催。 社会 ・ 人

丈科学、 工学 ・ 理学、 医学 ・ 保健の各分野で、 こ の 1 0年 間 に 重ね ら れた研究の成果 を 発表

し 、 今後の 課題 を 探 る O

こ の ほ か 、 震災文庫の充実、 震災関連の写真、 映像の展示、 当 時の被災学生 に よ る 講漬

会 な ど を 予定 し て い る O

〔関西学説大学の 「災害復興制度研究プロ ジ ェ ク ト 」 準備会発足〕

関西学院大学 を 中心 に 、 自 然災害か ら の復興 を 人文 ・ 社会科学の視点で考 え る 「災害復

興制度研究 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の発足会が2004年 1 月 9 日 、 西宮市上 ケ 原 の 関 西学院会館 で 開

か れ た 。

同 プ ロ ジ、 エ ク ト は 震災10周 年 の 2005年 1 月 に 「災害援興制度研究所 (仮称) J の 創 設 を

予定 し て い る O

計画 に よ る と 、 国 内 で起 き た 自 然災害 を 調査 し 、 暮 ら し や街、 住 ま い の復興や コ ミ ュ ニ

テ ィ ー 再生 な ど に つ い て 人文 ・ 社会科学分野か ら 法制度や政策 を 検討 し 、 5 年以内 に 「災

害復興基本法」 を 視野 に 入れた提言 を す る 。

貝 原俊民前兵庫県知事 と 平松一夫関西学院大学長が代 表 を 務 め 、 広 井博東京大学社会情

報研究所教授、 河 田 恵昭京都大学防災研究所教授 ら が参加 し 、 全国の被災地 の リ ー ダ ー や

研究者 ら と も 連携す る O

発足会で貝原前知事は 「財政支援 を 中心 と し た そ の場限 り の措置 で は 、 成熟社会 に お い

て は機能 し な い こ と が、 大震災の経験で、 わ か っ た 。 10年 を 機 会 に 災害復興制度 を 考 え る の

は有益だ」 と あ い さ つ し た 。 基調講演 し た室崎益輝神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 も

「新 し い制 震 を 作 ら な い と 震災の教訓 を 生かせ な い」 と 訴 え た 。

〔関西学院大学で大震災直後の立体映像上映会〕

関西学院大学は2004年 1 月 16、 17の両 日 、 大震災直後の被災地の姿 を と ら え た 三次元映

後 の 上 映会 を 学内 と 神戸市長 田 区 で催 し た 。 大学付 近 に 住 む主婦 ら 約120人が専用 眼鏡 を

か け 、 倒壊家屋が広 が る 街の姿や 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 活動 の様子が立体的 に 浮 か び上 が る 、

追力 の あ る 映像 に 見入 っ て い た 。

立体映像 ( 3 D 映像) は 、 1995年 2 月 と 4 月 に 映像制作 プ ロ デ ュ ー サ ー の村上幹次 さ ん

ら が撮影 し た 40分 間 の 動 画 と 約200点 の 静止 画像。 前 年 に 同 大学が震 災研究資料 と し て

1 ， 500万 円 で購入。 同 大学情報福祉研究会が約 16分の ド キ ュ メ ン タ リ ー 作 品 に 編 集 し た 。

制作 を 統括 し た 同 大学 の 中村広幸教授 は 「震災 の む ごた ら し さ が足 り な い と い う 意見があ

る か も 知 れ な い が、 学 内 で 映像 を 試写 し た 際、 フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク を 起 こ し た被災者が出 た 。

生 々 し い映像は ま だ、被災地で、 は流 せ な い 」 と 語 っ た 。
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〔神戸市内の大学 、 短大生が護興 ま ち づ く り 提言〕

神戸市 と 市内 の 大学や短期大学な ど計22校の 学長 ら が、 震災復興 を 考 え る 「学長 と の懇

談会J が2003年11 月 4 日 、 神戸大学で関 かれ、 「 ボ、 ラ ン テ ィ ア が集 う 施設づ く り J r被災生

活 を 経験す る 学習塾の設置」 な ど、 今後の ま ち づ く り の 方向づけ に つ い て 学生 か ら 寄せ ら

れ た 優秀 な提言 を 表彰 し た 。

を 対象 に 8 月 か ら 10月 ま で公募 し 、 34件 の応募か ら 、 神戸市立高専 2 年 ・ 田端政伸

さ ん (22) の 「地域 の 人 々 が協力 し て花 を 育 て る 場所 を 設け 、 育 っ た 花 で 町並 を 彩 る 」 の

提言が最優秀賞 に 選 ばれ た。

表彰 さ れた 提 言 は市民、 学識者で つ く る 「市復興 ・ 活性化懇話会」 が進め る 「復興の 総

括 ・ 検証」 に 活用 さ れた。

〈参考文献〉
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 9 年 目 の取組」 兵庫県教育委員 会 2004年 3 月
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第六節 防災教育推進連絡会議

「新た な 防災教育J の推進 は 、 教室、 校内 で の 防災学習 の深化 と と も に 、 学校防災体制

の 整備 ・ 充実が重要 な 課題 と な る O 特 に 学校防災体制 は 、 災害発生時 に 学校 が避難所 と な

り 、 被災地域で大 き な役割 を 果 た す だ け に 、 市 町 の 防災部局 、 教育委員 会 、 学校の 三者の

連携体制 を 平常か ら 築い て お く 必要があ る O

さ ら に 防災学習 も 「総合学習J の 時 間 の 活用 な ど多様化 し 、 防災訓練の 効 果 的 な 実施 に

は地域の住民、 自 主防災組織 と の連携が欠かせな い 。

こ う し て 学校 と 市 町 の 関係機関、 地域が一体 と な っ た 実践 を 進め る 方策 を 探 ろ う と す る

の が 「 防災教育推進連絡会議J o 1998年震 の 会議 で 、 防災部局 、 教委、 学 校 関係 者 の 三者

が初 め て一 堂 に 会 し 、 連携の強化 を 図 っ て き た 。

被災 9 年 目 の2003年茂、 兵庫県教委 は 「地域の安心安全の核 と し て の 学校防災体制 は 整

備 さ れ た かJ I新た な 防災教育 は根づい た か」 を 問 い か け 、 2004年度 に 10 年 の 節 目 を 迎 え

る 前年 の 取 り 組み を 進 め た 。

(2003年度防災教育推進連絡会議の構成〕

〈学識経験者〉 徳 山 明富士常葉大学長、 桂正孝宝塚造形芸術大学教授。 く防災部局〉 北林

泰兵庫県企画管理部防災局長、 坂森正則芦屋市総務部防災担 当 次長 、 高 田耕次甫淡町長公

室長。 〈教育委員 会〉 杉本健三兵庫県教育次長、 高 井芳朗兵庫県教育次長、 新井野久男 神

戸市教育委員 会指導部指導課長、 境茂北淡町教育長。 く学校関係者〉 泉雄一郎兵庫県教職

員 組合協議会幹事、 近藤勝彦伊丹市立伊丹小学校長 (公立小学校長代表) 、 星野純枝神戸

市立夢野 中 学校長 (公立 中 学校長代表) 、 市村允正県立長 田高校長 (県立高校長代表) 、 大

林恵子県立 こ や の 里養護学校長 (県立富 ・ 聾 ・ 養護学校長代表) 、 神 田 英幸西宮市立広 田

小学校教諭、 問 中 大善淡路町立岩展 中 学校教諭、 諏訪清二県立舞子高校教諭

1 .  2003年度防災教育雄進連絡会議の概要
〔王者連携の強化 、 市町ご と に学校関災体棋の推進)

防災教育推進連絡会議 は 1998年か ら 、 災害時の避難所 と な る 学校 の 果 た す役割の 明確化、

学校防災体制 の 整備 ・ 充実、 新 た な 防災教育 の 深化 に 向 け た 進行管理 と 推進上の新 た な 課

題 に つ い て協議 を 続け て き た。

2003年度 は さ ら に 防災担当 部 局 、 教育委員 会、 学校関係者の 三 者が連携 を 深 め 、 市 町 ご

と に 学校防災体制 の推進 と 定着 、 ま た 「総合学習」 な ど を 利 用 し た 「新た な 防災教育」 の

具体化 を 図 る た め協議 を 重 ね た 。

会議の 主 な 協議事項 は 、 ①避難所指定 に 関 し て 、 学校、 市 町 防災部局、 自 主防災組織 と
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の 連携強化、 ②学校防災計画策定の課題整理 と 調整、 ③地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的

な 実施方法、 ④新た な 防災教育実践上の課題の整理 と な ど 4 項 目 O

「全体会議J が2003年 7 月 11 日 、 2004年 3 月 23 日 の 2 回 開 か れ た 。 ま た 、 県 下10教育事

務所 ご と に 「地区別連絡会議」 が 2 田ずつ 開 か れ、 市 町 ご と の 連絡会議開催 を促 し た 。

〔全体会議の協議内容 と 今後の課題〕

1 . 地域の安全安心の核 と し て の学校防災体耕の充実

・ 小学校の 訓練の企画立案 に 市町 防災部局 も かか わ り 実施。 訓練当 日 だ け で な く 、 事前の

打 ち 合わ せ も 合同 で す る こ と に よ っ て よ り 連携が強 ま っ て い る O

・ 学校が積極 的 に 動 く こ と で、 地域、 保護者の行動 、 地域の 防災意識の 向 上 に つ な が る O

・ 地域か ら の 申 し 出 に よ り 、 小学校の体育館で 1 泊 の 避難所体験会 を 実施 。 当 日 は校長 も

泊 ま り 、 地域住民 と 実際 に避難所 と な っ た と き の 問題点 な ど を 協議 し た 。

・ 地域 と の 連携 だ け で な く 、 自 衛隊、 NTT、 関 西電力 な どの 参加 も 呼 びか け 、 連携 し た

訓練 を 実施。

・ 地域 ぐ る み で 「ー小学校医 一家族 ・ 校区 の会」 を 組織 し て総合防災訓 練 を 実施、 連携 を

強 め て い る O

- 訓練の と き 、 地域の 中 学 、 高校 と 連携 し 、 中 ・ 高校生がボ ラ ン テ イ ア と し て参加。 参加

し た 生徒は 自 ら の役割 の 重大 さ に 驚 き な が ら 熱心 に 取 り 組 ん だ。

〈課題〉

@ 連鳴 に は 、 小 ・ 中 ・ 高 と い っ た 「縦の連携」 、 PTA や地域、 学校 を 取 り 巻 く 環境な ど 「横

の 連携」 があ り 、 さ ら に も う 一つ 、 「斜め の 連携」 があ る O 斜め の 連携 と は 、 専 門 家集

団 や NPO、 マ ス メ デ ィ ア と の連携。 訓練時 に は こ の 三者 を 巻 き 込ん で、 い か ね ばな ら な い 0

・ 震災弱者 と い わ れ る 病人、 老人、 外国人の こ と を 意識的 に 考 え て い か ね ば な ら な い 。 官

と 民だ け で な く 、 専 門 家 と の 連携 を ど う す る か。

・ 過去 に 連携 し た取 り 組 み を 行 い 、 問題点 を 検討 し た の に 、 そ の経験が引 き 継がれて い な

し ミ 。

- 学校 と 市 町 防災部局 、 地域が連絡会議 を 開 き 、 防災体制全体を 話 し合 う 必要があ る O

@ 訓練の さ い 、 危機管理意識や課題 を 持 っ て 取 り 組 ん で い る か。

2 .  r総合学習J の時間での地域素材 を 活用 し た 授業実践

@ 災害 を 経験 し た 地域 の 人の体験談 を 聞 く こ と に よ り 、 災害 を 身近 な も の に考 え る よ う に

な っ た 。

@ 授業研究会 を 行 う こ と で、 異校種間 の活発な 意見交換が実現 し た 。 そ の後、 防災教育授

業が積械的 に 行 わ れ た 。

@ 研鯵会で交流す る 中 で、 地域素材 を 活用 し た授業実践 を 学校 間 で連携 し て取 り 組む よ う
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に な っ た。

• '27年前の災害の実態J '300年前 に も あ っ た 山津波」 と い っ た 地域素材 を 使 っ た 「総合

学習」 の実践が行 わ れた 。

@ 授業 で 学 ん だ こ と や過去の震災 を 体験 し た住民の話 を も と に 、 命の大切 さ を 学び、 地域

交流事業で発表 し た。 出 席 し た古老か ら 「震災 を 学び、 語 り 継い で ほ し い」 の 思 い が語

ら れた 。

〈課題〉

@ 災害 を 経験 し た 人の手記な どが残 っ て い る 。 地域素材の掘 り 起 こ し 、 教材化 し て い く 必

要があ る O

，総合学習 」 で地域素材 を 活用 し た 学習 を 進 め る 上で、 DIG な どの 活用 を 図 る と と も に 、

児童 ・ 生徒の学習 を 通 じ て 、 学校 と 地域の連携 を 一層 深 め る 必要があ る O

3 . 今後の課題 と 2004年度の取 り 組み

・ 目 標設定は震災10年の2004年度 ま で は変更 し な い 。

・ 調査時の言葉の使い方 に よ っ て 数値が変わ っ て く る O 「 カ リ キ ユ ラ ム 」 と い う か 「実施

計画」 と い う かで も 変わ っ て く る O て い ね い に調査 し な い と 、 実態 は つ か め な い 。

・ カ リ キ ュ ラ ム が作成 さ れて い な い か ら 、 新 た な 防災教育 に取 り 組ん で い な い と は 限 ら な

い。 新 た な 防災教育 は 色 々 な 分野、 教科で取 り 組め る 。 カ リ キ ュ ラ ム と い う 形で 出 さ れ

て い な い取 り 組み も あ る O

@ 安全管理的 な マ ニ ュ ア ルが作成 さ れて い な い の は非常 に危険で、 早急 に 作成す る 必要が

あ る O

@ マ ニ ュ ア ル の 作成率 だ け で な く 、 日 常的 な 点検が行 わ れて い る か ど う か も 大切。

・ 中学校の 「総合学習」 で ，�方災」 に 取 り 組 む の が難 し い 。 ハ ザ ー ド マ ッ プの作成 は小学

校で取 り 組 ま れ て お り 、 中 学校で は 二番煎 じ に な る O 防災教育 の学習内容で も 、 小 ・ 中

連携が重要。

2 . 防災教育推進連絡会議 に 関す る 2003年度進行管理状況
〔学校 ご と の連絡会議、 地域素材活用 授業、 市町防災訓練 と の瀧携紙調 〕

1 . 避難所指定の学校 と 市町勤災部局 と の連携強化

，市 町 ご と の 連絡会議」 は93% と 高 率だ が、 2000年度 の 100% か ら 減少傾向。 市 町部局

への働 き か けが必要。

，学校 ご と の 連絡会議」 は32 % と 低率。 1999年度の20% か ら は微増傾向。 市 町 レ ベ ル の

93% と 対照 的 。 実質的 ・ 現実的 な 連絡会議がで き て い な い お そ れがあ る O 学校か ら 市町

部局への積椋的 な働 き か け が必要。

，避難所 ご と の行政担 当 者 の 決定 ・ 整備体制 の確立」 は 2 年連続72% 0 1 998年度か ら 増
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(表 9 ) 防災教育推進連絡会議に 係 る 具体的進行管理状況 と 今後 の 包 襟

〈進行管理内容〉 〈具体的方策〉 (
0
7
1年
年

度目 )
い
| (

0
8
2年
年

度E!) 
1 避難所指定 に 関 わ る 学校 と 市町防災部局 等 と の連携強化

( 1 ) 行政担当者、 学校長、 自 主防災組織等 と の連携 一 一 一 →①市 町 ご と の連絡会議の 開催へ 3% 99% 100% 99% 民 (l∞) % 幻一→②学校 ご と の連絡会議開催へ 20% 23% 27% 幻( 70) % 32 ( ω) %  I (100%) 
(2) 避難所 (学校) ご と の行政担当者の決定 配備体制 →③行政担当者の決定 と 迅速な配備体制の確率 15% 39% 59% 64% 72( 90) % i2 ( 100\ % I (100%) 
(3) 避難所運営マニ ュ ア ル の作成 →④市 町 ご と の遊難所運営マニ ュ ア ルの作成 5% 67% 69% 75% 幻( 90) % 犯 行00' %

(4) 教職員 の避難所支援内容 ・ 期間等の確認 と
移行手間震の明機化 →③市町 ご と に 「留意事現」 の策定へ 。% 1 86% 1 99% 1 99% 1 98 )OOi % 1 州 側 % 1 ( 1∞%) 

(03年度各項は2004. 2調べ)
2 学校防災計画策定に係る 課題繋理 と 誠整

( 1 ) 校務分掌への委員会の位置づけ →⑥各学校で校務分掌 に委員会 と し て位置付け る 32% 44% 45% 46% 48 ( 70) % 49(  90) % (100%)  
(2) 校務分掌への係の位置づけ →⑦各学校で校務分掌 に係 と して位置付 け る 85% 9 1% 94% 91% 9 1  (1ω) % 95 (100) % (100%)  
( 3 )  学校独 自 の災害対応マニ ュ ア ルの作成 →③各学校で作成する 49% 53% 74% 76% 78 ( 90) % 84 000\ % (100%)  

→⑤開放施設の明確化 49% 66% 77% 83% 82 ( 90) % 8WOO) 0f0 ( 100%) 
→⑮避難所支媛斑の総織化 20% 34% 54% 59% 60 ( 80) % 621100\ % I (100%)  

(03年度各項は2003. 閣ぺ)
3 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的な 実施方法

( 1 ) 家庭 - 地域 ・ 関連機関 と 連携 し た 防災訓練 ーで陪削減 と 耕 一実施 l 47 (γ (2) 児童生徒の保護者への引 き 渡 し訓練の実施 →⑫各学校で児童生徒の保護者へのヲ [ き 渡 し訓練実施 17% 24% 27% I 37( 40) % I 56 ( ω) %  I ( 80% )  
(3) 県 ・ 市町総合効ijiL訓練 と の連携 →⑬県 ・ 市町総合防災訓練の参加 9% 7% 9% 9% 以 20) % I 9( 40) % I ( 80% )  

(03年度各項は2003. 5澗べ)
4 新 た な 防災教育実践上の諜題整理

( 1 ) 防災教育推進計闘の明示 一 一一一一一 →⑬各学校で教育 自 緩や経営方針等 に明示 77% 80% 83% 83% 82 ( 90) % 86 (100) % (100%) 
(2) 防災教青 カ リ キ ユ ラ ム の作成 と 充実 →⑮各学校で カ リ キ ュ ラ ム の作成及び充実 35% 50% 50% 46% 42(  60) % 56 ( 80) % (100%)  
( 3 )  磁読本等 を活用 し た 紡災教育の授業実践 →⑬各学校での授業実践 72% 90% 89% 98% 82 ( 100\ % 84 ÎIOOì 010 (100%)  

→1];地域素材 を活用 し た授業実践 13( 20) % 29( 閃) % ( 80%) 
(03年度各項は2003 . 5競べ)

(注) ( ) 内 は達成 目 標値 (兵庫県教育委員会)



加傾向。

「市町 ご と の避難所運営 マ ニ ュ ア ル の 作成」 は92 % が作成。 1999年度 か ら 頗調 に増加傾

向。 被災10年 で 100%達成 を促 し た い 。

• r市再 ご と の 「皆 意事項」 の 策定」 は2000年度以降、 98- 99 % で推移。 確認 と 徹底で100 %

も 可能。

2 . 学校防災計画策定の課題整理 と 鵠整

「校務分掌へ の 委 員 会の位置づけ」 は49 % 0 1998年度 か ら 微増傾向。 「校務分掌への係

の位置づ、け」 は 95 % 0 1999年度か ら 91 -95% で推移。 こ れは 組織的 な 計画策定に疑問 も

残 る が、 学校規模 に よ っ て は 、 係 と し て の位置づけ し か で き な い場合 も 考 え ら れる O

• r学校独 自 の災害対花、マ ニ ュ ア ル の 作成」 は84% 。 緊急課題 と し て 浮上 し て き た 「危機

対応マ ニ ュ ア ル」 の 整備 と セ ッ ト に す る 形で、 推進 を促す こ と で 100% を め ざ し た い 。

「 開放施設の 明確化」 は84 % 。 マ ニ ュ ア ル の 整備 と 同 時進行が可能 と 考 え ら れ る O

• r避難所支援班の組織化」 は 62 % 。 開放施設 の 明確化 に比べ、 約20 ポ イ ン ト 低い。 イ メ ー

ジがわ き に く い こ と が原 因 と み ら れ る O

3 . 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果的実施方法

r家庭 ・ 地域 ・ 関係機関 と 連携 し た 紡災訓練」 は 84 % 。 目 標値の50% を 大 き く ク リ ア 。

• r�JI き 渡 し訓練J は 56 % 0 2002年度 の 37 % か ら 大 き く 伸 びた O 「不審者対応」 の 影響 も

考 え ら れ る O 今後、 危機対応 と 連動 し た取 り 組み と し て推進す る こ と も 必 要。

• r県 ・ 市町総合防災訓 練 と の 連携」 は ---，賞 し て 9 % の ま ま 。 訓練の実施頻度 と 学校 の か

か わ り 方 の 調 整 の 問題 と み ら れ る O

4 町 新 た な 防災教育英践上の課題整理

r防災教育推進計画の 明示」 は86 % 0 2004年度か ら 実施の 「学校評価 シ ス テ ム J で 、 県

下全校 に 共通 に 評価す る 項 目 と し て 「防災教育」 を 設定す る 予定。 計画 の 明示 も 期待で

き る O

• r防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成 と 充実」 は56 % 0 r副読本 を 活用 し た 防災教育 の授業実践」

は 、 「各学校で、授業実践」 が84% 0 r地域素材 を 活用 し た授業実践」 は29 % 。 こ のこつ の

数字か ら 、 実践が単発的 に 行 わ れで も 、 カ リ キ ュ ラ ム に位置づけ ら れる も の と し て 実施

さ れて い な い場合が多 い こ と が う かがえ る O

@ 副読本 を 使 っ た 実践 は 2001年度の98% に比べて減少。 ま た 、 地域素材活用 の 実践が低率

な どか ら 、 研修会 で カ リ キ ユ ラ ム 、 実践事例 の 紹 介 な ど積極的 な情報提供が必要。
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3 . 避難所運営業務 に 関す る 整鱗状況
〔学校 ・ 市町聞の連絡会議は 3 年連続減少。 通信手段は 大幅改善〕

(表10) 2003年度避難所運営に関する整備状況

員十

項 は
③避難所運営マー ユ ア ルが

作成 さ れて い る 市町

西 橋 謄

丹 幻南町、

淡 路 孝1 町、

地 区
神 戸 1 市完了
阪 神 南 3 市交了
阪 神 北 宝塚市、 ) 1 1潟市、 二岡市
東 播 磨 3 市 2 町完了

整備済みの市町名 | 未整備市町
(担当課は決めて い る ) I 市

( 1  diは担当課で対応 市
市町

( 3 市町 は担当課で対応)
南淡町

( 4 市町は担当部課で対応)

9 市町

63市町 (71 . 6% 土 0 %)

作成済み市町名 未作成市町

2 市町

�t t番 磨 関脇市、 二木市、 小野市、 加両市、 中 町、 八 千 代旬 、 黒国庄町、 古川町、 干上町、 東 1 lifj 条町、 滝野町
中 J番 磨 1 í1î 7 1!1J完 了

関 播 磨 龍野市、 赤穂市、 新宮町、 揖保川町、 御津田T、 上郡町、 イ主用問 、 上 月 町、 南光問 、 4 市町三 日 月 町、 安富町、 d営町、 千種町
{日 t馬 l 市18町完了
丹 波 ! 1 市 6 町完了
淡 路 l 市10町完了

計 81市 町 (92 . 0% ム10 . 2%)

項 日 地 区 整、俄済み市町名
@避難所運常に関わ り 、 f 留 p 

主主事項J の内容が籾織化 阪 神 山 3 市完 了さ れている市町 4 市 1 Iiff完了(留意事i買 を作成 し た市町) 阪

北
京
神
矯

格
府取
北

加古川市、 局砂市、 稲美町、 捲磨町
4 市 8 町完了

中 十番 耳? l 市 7 町完 了
西

fê
矯

厚

応手 3 市16問 完了
I 市18町完 了

チ] 波 l 市 6 酉J完 了
淡 路 1 1 市10町 完了

員十

日 i血 11<:
⑤災害時に学校 と i市町組合 神 戸 l ltî完 了

教育委員会等 と のちで胃 市有I 1石円高7話、 FAX 以外に通信三f ム ハ …+':'二fふ円7
段 を 整備 し て い る 匹目 之主立盟主

東 J番 厚寺 川 ) 2 問[完了

86市町 (97 . 7% 士 0 % )

整備済み市町名

7 市町 j 
未整備 田I

1 市

1 市 l

2 市

未整備市町

防災無線
地域 イ ン ト ラ ネ ッ ト
CATV l!lI線

北 擦 耳寺 師脇市 三木市、 小野市、 加岡市、 中町、 古川町、 加美町、 八千代町、 黒田庄町 3 11fT 

ケ ー ブル電話電子メ ー ル 等
(双)j向の情報交換)

(ムは増、 Vは減)

中 橋 際 1 1 市 7 町完了
j 相生市、 山 一

西 播 磨 !1 IJ崎町、

己」
771打町 (87 . 5% ム21 . 6% )

5 市町

美方町、 養父町、 大 3 1!1J 

1 1市町

(兵庫県教育委員会)
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2004 年 3 月 現在 、 「避 難 所 と な る 学校 ご と に 担 当 職 員 を 決 め て い る 市 町」 は 63 市 町

(71 . 6% ) 0 未整備 は 25市町。 前年 と 同 数だ が、 新 た に 決 め た 市 町、 前 年 ま で 決め て い た

の に2003年度 は 未定の市町 な ど、 市 町 は前年 と 異 な る O

「学校 と 連絡会議 を 開 い た市 町」 は82市 町 (93 . 2% ) 0 未開 催 は 6 町で、 前 年 よ り 1 町減 っ

た 。 2000年度は全市町で開催 、 2001年度 は 1 町が未開鑑だ、 っ た が、 前年の2002年度 は 5 市

町で未開催。 3 年連続で未開催市軒が増 え て い る O

「避難所運営マ ニ ュ ア ル を作成 し て い る 市町」 は81市町 (92 . 0% ) 0 前年 よ り 9 市町増 え 、

10 . 2ポ イ ン ト ア ッ プ。 未作成 は 7 市町。

「避難所運営 の 「留意事項』 の 内 容が明確化 さ れて い る 市軒、 (留意事項 を 作成 し た市 町 ) J

は前年 と 同 じ 86 市 町 (97 . 7% ) 0 米作成 は 2 市。 避難所運営の 「留意事項」 は 市町部局へ

の移行手順。 教職員 の 支援業務 の 内容。 支援期 間 は 7 日 開。 教職員 の本務 は授業再 開 の 早

期実現な ど を 明確 に す る も の (留意事項案の全文は第 4 巻に掲載) 。

「災害 時 に 学校 と 市町教委聞 を 結ぶ電話、 フ ァ ッ ク ス 以外の通信手段J は 77市町 (87 . 5% )

が整備。 前年 よ り 19市町増 え 、 21 . 6 ポ イ ン ト ア ッ プ。 未整備 は1 1市町。 電話、 フ ァ ッ ク ス

以外の通信手段は 防災無線、 地域イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 CATV 回線、 ケ ー ブ ル電話、 電子メ ー

ル な ど。

4 . 自 主防災組織数 と 組織率
〔全県で93 . 5% 。 イ且馬 、 丹波、 淡路は 1 00 % )

地域住民 に よ る 自 主 防災組織 は2004年 1 月 l 日 現在 、 全県で5 ， 988組織 (204万3 ， 631世帯)

で、 組織率 は 93 . 5 % 。 前年 よ り 0 . 6 ポ イ ン ト 高 く な っ た 。

地域別組織率 は 神戸92 . 2% (前年91 . 1 % ) 、 阪神南89 . 6% ( 同89 . 3% ) 、 阪神北91 . 1 % ( 向

(表1 1 ) 自 主防災組織の組織率 (全県 ・ 地域別) (速報儀) (2004年 1 月 1 臼 現在 )

地域名
神 戸
阪 神 南トー
阪 神 北
東 播 磨
北 播 磨
中 播 磨
西 橋 理署
f旦
丹

j炎
i口込
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馬

波

路

組織数 組織化散帯数

451 596 ， 000 
259 385 ， 192 
537 247 ， 380 
482 250 ， 569 
668 96 ， 404 
857 21 1 ， 227 
940 96 . 556 
858 65 ， 002 
384 38 ， 388 
552 56 ， 913 

5 ， 988 2 ， 043 ， 631 

管内 世帯数 組織率 (% ) 03年 4 月 組織率(%)
646 ， 528 92 ， 2  9 1 ，  1 
430 ， 020 89 ， 6  89 ， 3  
271 ， 426 91 ， 1 89 ， 4  
270 ， 487 92 ， 6  92 . 8  
97 ， 413 99 ， 0  99 . 0  

211 ， 283 99 . 9  99 . 9  
98 ， 132 98 . 4  98 . 0  
65 ， 018 100 . 0  100 . 0  
38 ， 388 100 . 0  100 . 0  
56 ， 913 100 . 0  100 . 0  

2 ， 185 ， 608 93 . 5  92 . 9  
(兵庫県教育委員会)



89 . 4 % ) 、 東播磨92 . 6 % ( 同92 . 8% ) 、 北播磨99 . 0% ( 同99 . 0 % ) 、 中播磨99 . 9 % ( 同99 . 9 % ) 、

西播磨98 . 4 % ( 同 98 . 0 % ) 、 但局、 丹波、 淡路各100% ( [01 100 % )  0 

東播磨 だ け 、 ご く わずか な が ら 前年 よ り 下がっ た 。 最低は 阪神南で、 前 年 よ り 伸 びた が、

90% に届 か な か っ た 。 数字の 上 で は驚異的 な 高 率 に な っ て い る も の の 、 実 際 に 大 き な 災害

が発生 し た と き の行動力 も 高 い の か、 疑問視す る 意見 も あ り 、 防災訓練の徹底 と 防災意識

の 向上が求め ら れて い る O

5 . 地区別紡災教育雄進連絡会議
瞳阪神南地箆

第 1 回 ニニ 2003年 8 月 29 日 、 第 2 回 = 2003年12月 12 日

( 1 ) 主 な協議内容

・ 各市 で の 防災推進会議 の 一層 の充実 を 協議。 関係機関 と 連携 し た 防災訓練が行 わ れ て い

る 学校 は 、 市 防災部局 や 地域 と の 連絡会議が実施 さ れて い る と こ ろ も あ る O 自 主防災組

織 と の連携強化は依然 と し て 進 ん で い な い 。

・ 学校独 自 の 災害対応 ・ 避難所運営マ ニ ュ ア ル は 各校で整備が進 ん で い る O

・ 地域住民や 関係機関 と 連携 し た 防災訓練 に つ い て 、 情報交換 と 協議が行 わ れ た 。 各市の

総合防災訓練の紹介 も あ り 、 高校生 の 参加が今後の課題 と な る O

- 大震災の被害が大 き か っ た 地区 な の に 、 総合学習 の 時 間 な どでの 防災教育 は 各校 と も 不

十分 と い う 問題提起があ っ た 。 一 方 で は 、 「津波」 に つ い て ゲス ト を 招 い て新 し い 防災

学習 も 行わ れて い る O 今後は 実践例 を研修会で広 め る 必要があ る O 学校の 要請 に よ り 、

出 前授業 を す る 市 町 防災部局 の 取 り 組み も 紹介 さ れ た 。

( 2 )  協議内容 か ら 呉体化 し た取 り 絡み

@ 各市の総合防災訓練や地域連携型防災訓練 と 各学校 で の 紡災教育 や 防災訓 練 と の連携が

進め ら れた 。

・ 東南海 ・ 南海地震 に よ る 津波災害 に つ い て 講演 な どか ら 理解 を 深め 、 津波想定の 防災学

習 に 各市 の 学校が取 り 組 ん で い る 。 津波避難訓練 も 実施。

・ 各市 の 防災部局 、 県民局 、 国土交通省近畿地方整備局 に よ る 出 前講塵の情報交換か ら 、

校外機関協力 に よ る 防災学習 プ ラ ン づ く り が進 め ら れて い る 。

( 3 )  成果 と 課題

各市 と も 避難所運営の 「留意事項」 を 策定 し て お り 、 前年の反省 を も と に 、 各学校 の 整

備が進 ん だ。 今後は 津波災害 な どの 地域特性 に 合 わせ て 、 各学校がマ ニ ュ ア ル の見宜 し 、

防災訓練の実施、 市 防災部局 と の連携 を 一層 進 め る こ と が必要で あ る O

田販神北地区

第 1 回 = 2003年 8 月 1 目 、 第 2 回 = 2004年 2 月 10 日
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( 1 ) 主な協議内容

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成 と 総合訪災訓練 と の連携。

@ 防災訓練の実施 と 事後の見在 し 。

・ 猪名 川 町立つ つ じ が丘小学校が地域 と 連携 し た 防災訓練 に つ い て 実践発表。 伊丹市立学

校 閣 の 訪災前 練 の 成果 と 課題 に つ い て 実践発表。 学校 と 地域、 防災部局 と の連携訓練 に

つ い て協議。

• EARTH 員 か ら の 活動報告。 総合学 習 の 時 間 で の 地域学習 と 紡災教育 に つ い て現状 と 課

題。

(2) 協議内 容 か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 猪名 川 町立 つ つ じ が丘小学校の 防災訓練が阪神地区総合防災訓練 と と も に 規模 を 拡大 し

て 実施 さ れ た 。

・ 各学校闘 の 防災訓練 を 同 じ 日 に 設定 し 、 個 々 の 訓 練 を 関連づけ る こ と に よ り 、 現実的 な

訓練手法が と ら れ始 め た 。

( 3 )  成果 と 課題

@ 市町の 白 主防災 の 組織率が高 く な っ た 。

@ 市町防災部局 と 学校関係者が一 堂 に 会す る こ と で地反防災に対す る 意識の高揚が関 ら れ

て い る O

- 防災訓練の 一斉実施で、 教委、 訪災部局 と 連携で き る こ と が共通理解 さ れ た 0

. 地域 と 連携 し た 防災学宵 は 難 し い 。

@ 行政主導で は な く 、 地 区 の 自 主防災組織か ら コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 出 て 訓 練が進め ら れ な

いか。

@ 妨災 に対す る 意識が薄 れて き て い な い か。

臨東播磨地区

第 1 匝 ニ 2003年 8 月 1 日 、 第 2 屈 ニ 2004年 2 月 10 日

( 1 ) 主な協議内容

@ 学校 と 地域 と の 連携 を 図 る 防災訓練、 市耳、 学校 ご と の 連絡会議 の 開催。

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 作成 に つ い て 現状 と 課題 を 協議。

@ 市町 ・ 学校 ・ 地域が連携 し た 防災訓練モ デル校選定 に つ い て依頼。

@ 地域 と 連携 し た 学校紡災体制 に つ い て 、 人 と 防災未来セ ン タ ー 専任研究員 の講話 を 聞 い

た 。

@ 加吉川市立上荘小学校の総合防災訓練の実践発表。

@ 新た な 防災教育推進の授業 を 核 に し た市 町 ご と の研修会 に つ い て協議。

@ 総合学習 の 時 間 活用 の 防災教育 の 取 り 組み の 現状 と 課題。

( 2 )  協議内容 か ら 具体化 し た取 り 組み
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@ 全市 町 で モ デル校の選定が行 わ れ、 防災訓練 を 実施。 明石 ・ 衣川 中 、 二見西小、 加古川 ・

上荘小、 高砂 ・ 荒井小、 稲美 ・ 天満車小、 播磨 ・ 播磨西小。

@ 加古 川 市 内 で初 め て 、 上荘小学校 を 会場 に 避難所開設訓 練 を 含む総合防災訓練が実施 さ

れ た O

( 3 )  成果 と 課題

@ モ デル地区 を 選定 し た 防災訓練が定着 し て 、 地域の 防災意識が高 ま っ て き た 0

・ 地域 と 連携 を 深 め る た め 、 防災訓練の あ り 方、 内 容 を 見 直す必要があ る O

@ 防災教育 を 主単元 に し た 総合学習 の 時間 で の 取 り 組みが少 な い 。 他 の 教科、 単元 と 関連

さ せ な が ら 防災教育 に視点 を 置 い た 取 り 組みが必要。

園北播磨地区

第 l 回 = 2003年 8 月 1 呂 、 第 2 回 = 2004年1 1 月 28 日

( 1 ) 主 な協議内容

「地域の安全の核 と し て の 学校防災体制 の 充実」 を テ ー マ に 、 訓練の実施内容や避難所

開 設訓練 に お け る 市町部局 や 自 主防災組織の役割 を協議。

「学校 と 地域が連携 し た 防災訓練の具体化」 の テ ー マ で 、 マ ニ ュ ア ル の 整合性や訓練実

施 の条件整婿 に つ い て 分散会。

'[坊災マ ス タ ー 訓練等、 こ れか ら の 防災訓練」 を テ ー マ に 、 図上訓練の必 要性 を 示 し 、

市 町 ご と の訓練の実施状況や課題 に つ い て 、 各教育委員 会か ら 報告 し 、 交流。

，総合学習 J の 時 間 で、 地域教材 を 活用 し た 防災授業実践 に つ い て 、 EARTH 員 、 教委、

消 防本部 か ら 報告 を 受 け 、 防災教育、 訓練の進め方 を 協議。

(2 )  協議内容 か ら 異体化 し た取 り 組み

@ 全市 町で地域 と 連携 し た モ デル校指定 に よ る 防災訓練 を 実施。

@ 先進地域の三木市の連絡会議の要綱や実施状況 を 紹介 し 、 市 町 ご と 、 学校 ご と の連絡会

議 の必要性 を 再確認。

( 3 )  成果 と 課顕

@ 全市町で連絡会議 を 実施、 避難所運営マ ニ ュ ア ル も 策定。

@ モ デル校指定 に よ る 防災訓練が 2 巡 目 に な っ て い る 滝野 町 で は 、 自 衛隊 や 自 主防災組織

な ど各機関 、 各 毘体 と の 連携 を さ ら に広 げた 。

@ 従来 の イ ベ ン ト 型の 防災訓 練 だ け で な く 、 DIG マ ニ ュ ア ル や 防 災マ ス タ ー 訓 練 な どの

図上訓練 ( シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ) を 加 え 、 内容の充実 を 図 っ て い る O

@ 関係各機 関 、 団体 と の連携 を よ り 深め る 訓練の実施が課題。

瞳中播磨地区

第 l 田 = 2003年 8 月 27 日 、 第 2 回 = 2004年 l 月 23 日
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( 1 ) 主 な 協議内容

@ 地域連携 の 防災訓練の効果的実施 に つ い て 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 通 し、 「 自 主 防

災お お か わ ち J (大河 内 町') の 実践か ら 学校 と の連携 を 深め る O

@ 学校避難所運営 と 市町防災部局への移行手順 に つ い て 関係者への 周知徹底 と 学校 ご と の

連絡会議 の 開催。

@ 教職員 の研修、 学校の災害対応マ ニ ュ ア ル を 見 直 し 、 県 ・ 市 町防災計画 と の整合 を 関 る O

・ 地域連携 の 防災訓練の効果的 な 実施 に つ い て 、 夢前町‘立置塩小学校区 を 巻 き 込ん だ訓練

手順。

・ 防災 マ ス タ ー 訓練 を 通 し て 、 災害発生時の対応、 考 え 方 を検討。

(2) 協議内容か ら 具体化 し た取 り 組み

・ 市町連携の 防災訓練実施校がふ え た 。

・ 防災教育連絡会議 を 全市 町 で 開催 し た 。

( 3 )  成果 と 課題

・ 姫路市や夢前 町 の 実践 に学 び、 各市町の 防災担 当 部 局 、 学校関係者の地 区 防災 に対す る

意識の高揚が図 ら れた 。

・ 重点課題の一つ だ っ た 「地域の安全安心の核 と し て の 学校紡災体制 の 充実J は 防 災 マ ス

タ 一 司11 高東 を 通 し て石íJf{1多す る こ と がで き た 。

・ 市町 に よ っ て 、 防災教育や訓練 に 向 け て の 格差が大 き い側 面 も あ り 、 今後 も 連絡会議の

継続が望 ま れ る O

醐西播磨地区

第 1 匝 ココ 2003年10月 2 目 、 第 2 回 ニ 2004年 3 月 2 日

( 1 )  主 な協議内容

@ 市町 の 学校避難所運営マ ニ ュ ア ル作成、 学校 ご と の担当職員 の 配量 を 確認。 未整備市町

に 改善 を 要望。

・ 市可 の マ ニ ュ ア ル と 学校の支援マ ニ ュ ア ル の整合性。

・ 市町 ご と の 連絡会議の充実、 学校 と 市町教委の 通信手段の整備。

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練の実施拡大。 学校、 市町、 県 の役割分担0

・ 防災教育参観 日 や 「総合学習J に お け る 防災教育。

@ 新た な 妨災教育推進 の た め 各市町。

( 2 )  協議内容 か ら 具体化 し た 取 り 組み

@ 地域 と 連携 し た 紡災訓練が各地で実施 さ れた 。 一宮 町 (県立伊和 高 、 一宮高 中 、 神戸小) 、

太子町 (県立太子高、 太子西 中 、 石 海小) 、 相 生市 (那波 中 ) 、 赤穂市 (坂越 中) 、 上郡

町 (上郡幼 ・ 小、 鞍居幼 ・ 小、 赤松幼 ・ 小、 船坂小) 、 佐用 町 (江川小、 手Ij神小) 、 南光

町 (三 河小) 、 波賀 町 (野原小) 、 千種町 (千種南小 ) 。
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( 3 )  成果 と 課題

b成果

@ 災害時の学校 と 市町教委間 の通信手段 を 改善。

@ 市町 の 防災教育推進連絡会議 と 防災教育担当 者会の 開催の必要性 に つ い て 認識が得 ら れ

た 。

@ 市町 の避難所マ ニ ュ ア ル と 学校の避難所支援マ ニ ュ ア ル の 整合性 を検討、 整備す る こ と

を 確認。

@ 地域 と 連携 し た 防災訓練 を 実施す る 機運が高 ま っ た o

b 課題

・ 学校 と 地域が主体 と な っ て 連絡会議 を 開催 し 、 地域 と 連携 し た 防災教育 と 訓練の実施。

@ 市田]単位で防災教育担当 者会 を 開催 し 、 地域連携の情報交換、 校内研修 を 充実す る O

@ 市郡 町教委 は 、 学校、 市田I防災部局 、 関係機 関 の 連携へ調 整 を 推進す る O

聞イ竪鳥地区

第 1 回 = 2003年11月 1 目 、 第 2 回 二二 2004年 l 月 23 日

( 1 ) 主 な協議内容

・ 市町部局 の 学校避難所担当 者 の 決定 と 毘知。

・ 学校避難所の機能 を 満 たす 資機材、 医薬 品 の 整備0

・ NTT 電話回線が寸断 さ れた場合の連絡手段。

@ 教職員不在持の 開錠者の決定 と 崩知。

@ 学校施設の 防災対策 の 整備状況 と 予算措量。

@ 日 高阿部局 と 呂 高小学校の避難所開設訓練の見学。 校 区 の 消 防 団 と の 日 常的 な つ な が り

の 強化。 保護者や地域 を 巻 き 込 ん だ児意引 き 渡 し 訓 練。

@ 避難所開設訓練 に お け る EARTH 員 の活用。

「総合学習 J の 時 間 で の 防災教育へ市町部局 や 関係機関が協力。

( 2 )  協議内 容 か ら 異体化 し た取 り 組み

@ 各市 部I と も 地域防災計画 と 学校独 自 の避難所運営マ ニ ュ ア ル の 整合 を 、 実際の訓 練 を 通

じ て早急 に 図 る こ と を確認。

@ 新設 さ れ た 防災無線 を 使 っ た 通報訓練の実施。

@ 市町別 防災教育推進連絡会議の 年度 当 初 開催の必要性確認。

( 3 )  成果 と 課題

@ 県立学校の避難所運営 マ ニ ュ ア ル の 整備が進 ん だ 。 17校中 15校。

@ 避難所 開 設訓練が定着 し 、 内 容の 充実が進 ん だ。 2003年 度 は 参加者が1 ， 400人 と な り 、

大規模 に 。 地域、 保護者の 防災意識の高揚が図 ら れた 。

@ 訓練 を 通 じ て 避難所運営の 方法が防災部局 や教職員 に 周 知 さ れた 。 避難所開設訓練の必
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要性が認識 さ れ、 積極的 に 次年度の 実施 を 計画す る 部局 があ っ た 。

@ 市町別 の 防災教育推進連絡会議が開催 さ れな い 町があ り 、 対処 に 苦癒 し て い る O

@ 市町合併 を 間 近 に 控 え 、 部局 と 学校の連携が希薄 に な る こ と を 危倶 し て い る 。

圃丹波地区

第 1 間 = 2003年 7 月 30 日 、 第 2 回 ここ 2004年 2 月 10 日

( 1 ) 主 な協議内容

@ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の充実へ、 施設の配援 と 配備、 ラ イ フ ラ イ ン の確保、 非常時の情

報伝達手段の確保、 学校避難所の運営業務な ど事項 ご と に学校 と 市町の役割、 分担、 位

置づけ を 協議。

@ 全体会で学校施設の 防災対策 を 協議。 学校 と 市町が連携 し た 防災訓練や連絡会議 を 通 じ

て 、 市町 と 学校の避難所運営マ ニ ュ ア ル を協議。

• EARTH 員 か ら 学校の早期再開への 取 り 組み、 避難所開設訓練 を 学 ん だ 。

@ 小学校 を 会場 と し た市町防災訓練 に 中学生が多数参加す る な ど、 小 ・ 中 学校連携の取 り

組み の報告 を 聞 い た 。 学校関連携、 地域連携 の 防災訓 練 に つ い て協議。

・ 副読本の 活用 や総合学習 の 特 需 に 地域素材 を 生か し た授業実践 に つ い て 交流。

@ 市町連絡会議、 小学校区 ご と の連絡会議 開催 に つ い て協議。

( 2 )  協議内容か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 市町防災教育連結会議 を 全市町で関鎧 し 、 学校 と 市町の避難所運営マ ニ ュ ア ル の 充 実 を

図 る た め協議 を 行 っ た 。 ま た 、 訓 練に よ り 検証 し た 。

( 3 )  成果 と 課題

@ 地域 と 連携 し た 訓練 に 、 避難所開設訓練 を 取 り 入 れ た 町が増 え 、 学校 と 市 町の避難所運

営 マ ニ ュ ア ル の 充実 を 図 る 検証 も 進み つ つ あ る O

@ 市町 と の 連携 を 関 り な が ら 、 地域に あ る 学校間 の連携 に よ る 訓練や、 防災学習 を 進め る O

@ 地域素材 を 生か し た 紡災教育の授業実践 も さ ら に 推進す る O

醐淡路地区

第 1 間 2003年 7 月 31 日 、 第 2 囲 ニ 2004年 1 月 21 日

( 1 ) 主な協議内容

@ 市町、 学校 ご と の連絡会議の 開催。

@ 学校防災マ ニ ュ ア ル と 市 町 の 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の整合性。

@ 地域連携 の 防災訓練の実施予定校や モ デル校の選定。

@ 実践例 を 参考 に 訓 練実施 に 向 け 、 課題の 整理 と 効果 的 な 実施方法。

@ 市町別 「災害 ワ ー ク シ ョ ッ プ」 演 習 。

@ 総合学留 の 時 間 を 活用 し た 防災教育の実践発表。 地域素材 を 生 か し た 教材づ く り に協力
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を 依頼。

( 2 )  協議内 容 か ら 具体化 し た取 り 組み

@ 一宮町で は 、 6 小学校が年度 ご と に 輪番制 で地域 と 連携 し た 防災訓練 を 実施0

. 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災訓練が増加。

・ 火災、 地震、 津波、 緊急事態 の想定や、 引 き 渡 し訓 練 を 盛 り 込む な ど学校の 防災訓練 に

工夫。

( 3 ) 成果 と 課題

b成果

・ 防災教育 の 実践発表 に よ っ て 、 市 町防災担当 者が総合学習 の 時 間 に 対す る 理解 を 深 め 、

協力 や連携 の 必 要性 を 訴 え る こ と がで き た。

・ 災害 ワ ー ク シ ョ ッ プ演習 は 、 防災訓練の実施や企画 の 参考 に 。

・ 市町が中心 と な っ て 、 学校 を 含め た 地域の 防災体制 の充実 に 取 り 組 む 必 要性 を 再確認。

b 課題

@ 市町別推進連絡会議の 定着 と 充実。

・ 先進地域 の 取 り 組み を い か に全市町 に広 め る か。

く参考文献〉
「新た な防災教育の充実に向けて 9 年 目 の取組」 兵E重県教管委員会 2004年 3 月
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i 第七節 教職員 の指導力 の 向上

兵庫県教委が進め る 「新 た な 防災教育」 は 大震災の被災体験 を 教訓 と し て 、 児童 ・ 生徒

に 人間 と し て の あ り 方、 主主 き 方 を 考 え さ せ る O ま た 、 災害か ら 自 ら の 生命 を 守 る の に 必 要

な 能力 や 態度 を 身 に つ け さ せ る の が 目 的。 共 に生 き る 心、 助 け合 い の 精神 を 育 て 、 生命の

尊厳、 自 然 に 対す る 畏敬の念 を 醸成 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 心の ケ ア ま で進 む 。

一方、 こ れ を 支 え る た め 、 学校防災体制の 整備、 充実 を 図 り 、 防災機能 を 強化、 災害時

の 学校避難所運営、 教職員 の勤務体制、 授業の早期再開 ま で 目 標 に掲 げて い る O

文部科学省が進 め る 防災教育 は 、 阪神大震災後 も 、 以前か ら の 「安全教育 J I健康教育J

の 枠内 に と ど ま っ て い る O 兵庫県教委が提唱す る 「新た な 防災教育」 は学校教育 の全教科、

領域、 分野 に ま た が り 、 総合的 に体系化 さ れて い る O 行政機関 や地域 と の連携 も 欠かせ な

い 内容だ。

こ の た め 「新た な 」 を 冠 し て独 自 の 総合防災教育 の 成 果 を 全 国 に 発信 し よ う と し て い る O

「新た な 防災教育」 の 推進 に あ た っ て は、 ま ず学校内 で の 学 習 の 深化が必 要 で 、 カ リ キ ユ

ラ ム 作成、 各種マ ニ ュ ア ル の整備、 前災教育副読本、 総合学習 の 待 問 な どの 活用 と 多岐 に

わ た り 、 教職員 の資質、 力 量が問 わ れ る O 兵庫県教委は 大震災直後か ら 、 各種の研修会 を

重 ね て 、 教職員 の指導力 の 強化、 向 上 に 取 り 組ん で い る 。 主 な も の は

防災教育研修会

県立学校防災教育研修会

防災教育推進指導員 養成講麗

教育復興担当 教員研修会

震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH)

な ど と な っ て い る 。 (第 8 巻ま では 「教戦員の指導力の向上J は 「新たな防災教育の実践」 の節に)

1 . 防災教育研修会
兵庫県教委は毎年、 年 2 囲 (神戸市教委は 3 回 ) 教育事務所 ご と に 開催 し て い る O

研修の 内 容 は 、 防災教育全体計画、 年 間指導i計画、 「総合学習J の 時 間 活用 、 防災教育

副読本の活用 、 避難訓練の充実 な どで 、 2003年度の 重点内容 と し て

@ 地域学習 と し て の 紡災教育、 家庭 と 連携 し た 防災教育

@ 異校種間 の 連携 に よ る 地域防災力 の 向上

@ 心の ケ ア の 充実

研修対象は市町組合立小、 中 、 高校、 養護学校、 県立学校の 防災教育担当教員 。 学識経

験者、 防災教育専 門推進員 、 EARTH 員 が講師、 助言者 と な る O

2001年度 か ら 地域 と 連携 し た 防災教育 を推進す る た め 、 公立小 ・ 中 ・ 養護学校の 防災教
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育研修会 と 県立学校の 防災教育研修会 を 統合 し 、 従来か ら 実施 し て い る 各教育事務所の 防

災教育研修会 に 県立学校 も 参加 し て い る O 神戸市内 と 姫路市 内 の県立学校 は 県教委主催の

研修会 と 神戸市教委、 姫路市教委が主催.す る 研修会に 参加 し た 。

(2003年度地域別実施状況〕

.神戸市

く第 1 囲 = 8 月 19 日 、 神戸市民防災総合セ ン タ ー〉

ね ら い は 「防災訓練の 実 際J o 神 戸市民防災総合セ ン タ ー を 見学、 体験 し 、 基礎的 な 、

・ 生徒 の安全確保、 危機管理能力 の 向上 を 図 っ た 。 人員 の確保、 報告要領の規律訓練、

搬送法訓練、 救 出 訓 練 (煙の 中 の避難、 救助袋) 、 放水訓練 (消 防車、 屋 内 消 火栓) な ど

を 体験。

〈第 2 回 = 8 月 21 日 、 人 と 防災未来セ ン タ …〉

ね ら い は 「災害の 総合的研究」 。 人 と 防災未来セ ン タ ー を 見学。 室崎益輝神戸大学都市

安全研究セ ン タ ー 教授 の 講法 「大震災の教訓 を い か に 教 え る か」 を 聞 き 、 防災学習 を テ ー

マ に し た 「総合学習J の素材開発、 他校種 を 交 じ え た 素材 開発 に つ い て 班別 協議。

〈第 3 囲 = 10月 初 日 、 レ イ ン ボー ハ ウ ス 〉

ね ら い は ，;心 の ケ ア と ボ ラ ン テ ィ ア」 。 レ イ ン ボー ハ ウ ス の 耳文 り キ丑み、 ア ッ ト ホ ー ム で

プ ラ イ パ シ ー が尊重 さ れた 中 で の 話 し 合 い や 遊 び、 創作活動 を 通 じ て 、 心 の 内 を 表現す る

こ と の 重要性や そ れ を 支 え る 多 く の ボ ラ ン テ イ ア の必要性 に つ い て学 ん だ 。 こ の 中 か ら 総

合学習 に お け る 紡災 ・ 福祉教育 実践 の 素材開発 を 行 う O

〈成果 と 課題〉

防災教育 の大切 さ を 実感。 協議では他校種の 現状 な ど情報交換の場 と な っ た 。

小 ・ 中 ・ 高校の連携、 継続が課題。 現在 は 「点」 で あ る 研修 を 「線」 に 広 げね ばな ら な

し ミ 。

.阪神南地区

く第 1 回 = 6 月 4 日 、 西宮市庁舎東舘〉

ね ら い は各学校 で の 「新た な 防災教育」 の推進。 尼崎市立南武庫之荘 中 学校が、 心 の ケ

ア を 含め た 人 間 教育 と し て の 防災教育の 実践報告。 松 田 伸 一校長 ( 当 時 ・ 大社小学校教頭)

の 講演 「避難所運営の 経験、 教訓 が生 き る 防災教育 の あ り 方」 を 聞 い た。 「被災体験 を 単

な る 思 い 出 に し て は な ら な い 。 教訓 と し て新 し い兵庫の教育 を創 造す る 責任 があ る 」 と い

う 内容。

〈第 2 回 口 1 1 月 5 日 、 芦居市立打出 浜小学校〉

橋本豊治 国土交通省近畿地方整備局企頭部建設専 門 官 の 講演 「地域の安全 ・ 安心の核 と

し て の 学校防災 を 考え る J を 開 い た。 東南海 ・ 南海地震の情報 を も と に 、 災害時の課題 を
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整理 し 、 対策 を 考 え た 。

〈成果 と 課題〉

心の教育 に つ い て 、 ス ト レ ス チ ェ ッ ク や カ ウ ン セ リ ン グ な どの 実践が報告 ・ 協議 さ れ、

学校全体での心の ケ ア の体制 づ く り や個 々 の児童 ・ 生徒の理解 に 基づ く 取 り 組みの重要性

が再認識 さ れ た 。

地域防災 と し て 学校の担 う 役割 に つ い て考 え を 深 め 、 視野 を 広 げ た 。 各 学校紡災教育担

当 者 と し て使命感 を 高 め る こ と がで き た。

課題 と し て は 、 総合学習 の 時間 を 使 っ た授業の取 り 組みが不十分な こ と 、 想定 さ れ る 津

波災害 に 対 す る 学習 や避難訓練の推進 と 充実の必要性が浮か び上がっ て い る O

.阪神北地震

〈第 1 I盟 ロ 6 月 10 日 、 三 田市立広野小学校〉

ね ら い は 「避難所マ ニ ュ ア ルの見寵 し J o 大西良信宝塚市立 中 山五月 台小学校長 を 講師 に 、

長尾 山 の 山火事 に よ る 避難所開設 に伴 う 学校の対応 に つ い て 、 評価で き る 行動 と 後 日 反省

し た行動 な どの説明 を 受 け た 。 分散会で 「学校マ ニ ュ ア ル の 作成 と j舌用」 を テ ー マ に 各校

の マ ニ ュ ア ル を 持 ち 寄 り 、 協議 し た。

〈第 2 1B1 = 1 月 18 日 、 宝塚市立第一小学校〉

ね ら い は 「防災 リ テ ラ シ ー の 向上」。 防災 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 、 防 災 関 係 の 基礎的 な 法

令や兵産 県 の 防災体制 を 学 ん だ。 分散会で 、 市 町別 、 校種別 の グ ル ー プ に分 か れ、

発生時の対応、J を 協議 し た 。

〈成果 と 課題〉

各校の 防災教育 担 当 者 は 、 担 当 歴 1 - 2 年 目 が 8 割 を 占 め 、 「新 た な 防災教育」 に つ い

て の 理解が浅 く 、 防災マ ニ ュ ア ル の作成や見宜 し も 十分 に で き な い状況だ っ た 。 こ の た め 、

第 1 回研修会で は 「 な ぜ、マ ニ ュ ア ル が必要 な の かJ 、 「 な ぜ随時、 見宜 し が必 要 な の かJ を

避難所開 設経験者 か ら 学 ん だ。 第 2 回 で は 、 「災害発生時 に あ な た は ど う 対応す る か」 と

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で具体的 な 動 き を 考 え る 研鯵 に し た 。

防災マ ニ ュ ア ル の どの 点 を 見直せ ば よ い かが明確 に な っ た と い う 意見 や 自 校の職員研修

会で取 り 入れ た 学校 も あ っ た 。

.東播露地区

〈第 1 回 = 5 月 16 日 、 高砂市勤労会館〉

防災カ リ キ ュ ラ ム 、 災害対応マ ニ ュ ア ル の見置 し 、 改善 を 図 る た め 、 避難所運営 に 中心

的役割 を 果 た し た 経験者か ら 説明 を 受 け 、 学校の混乱、 問題点、 課題 を 映像 を 交 え て 学 ん

だ。

分散会で は 、 防災教育点検表 に よ り 、 各校の カ リ キ ュ ラ ム 、 マ ニ ュ ア ル を 検討 し た あ と 、
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他校種 と の 情報交換、 見宜 し を協議 し た 。

〈第 2 間 = 1 1 月 21 日 、 加古川 市防災セ ン タ ー〉

人 と 防災未来セ ン タ ー か ら 専校研究員 を 招 き 、 総合学習 の 時 間 の 防災教育 の取 り 組みへ

の DIG の活用 を 学 ん だ。 分散会で は DIG の 手順説明 を 受 け た あ と 演習 を 行 っ た 。

〈成果 と 諜題〉

震災の風化が叫ばれる 中 、 避難所運営の体験談 は 防災教育 を 見 在す機会 と な っ た 。

DIG の漬習 は 防災の視点 か ら の 地域再発見がで き 、 同 じ地区の小、 中 、 高校の交流が図

れ た O

災害対応マ ニ ュ ア ル は ほ と ん どの 学校で作成 さ れて い る が、 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の作

成率は低い。

紡災訓 練 に 合 わ せ て 、 副読本や ピ デオ を 活用 し て い る 学校が多 い 。 総合学習 の 時 間 の 活

用 は地域素材の教材化が必要。

4砂北播窮地区

〈第 1 回 = 6 月 2 日 、 兵庫県立教育研修所〉

講義 は 人 と 防災未来セ ン タ … 専任研究員 に よ る 'DIG マ ニ ュ ア ル に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン と 新 た な 防災教育Jo DIG マ ニ ュ ア ル の 手法 と 山崎断層 に よ る 地震 の 被 害想定が示 さ れ

た 。

分散会 は 郡部 は 町 ご と 、 市部は 中 学校夜 ご と に分かれ、 DIG マ ニ ュ ア ル の演習 を 行 っ た 。

〈第 2 間 = 10月 23 日 、 社町立多 目 的研修館〉

関村年晴兵庫教育大学教授の講義 「総合学習 の 時 間 に お け る 新 た な 防災教育 の充実 に 向

け て 」 を 開 き 、 地域教材 を 活用 し た授業づ く り を 学 ん だ 。 大震災 に お け る 大 き な 被害個所

と 軟弱地盤 の 相 関 関係 は 、 北播磨管 内 の 地形や地質 と 予想、 さ れる 災害 と の 関係が示 さ れ た 。

〈成果 と 課題〉

DIG マ ニ ュ ア ル に よ る 地域学習 の 新 し い方法 を 、 教員 に よ る 演習 の形態で示す こ と がで

き た 。 ま た 、 大震災 の 地 質 と 被害の 関連、 管 内 の 地形、 地質 と 予想 さ れ る 災害な ど、 地域

教材の新 し い観点、 取 り 扱い に つ い て 数多 く の事例 と と も に紹介す る こ と がで き た 。

2003年度 ま で、 は 講義や演習が中心だ、 っ た が、 避難所開設訓練、 1) ラ ク ゼ ー シ ョ ン 、 応、急

手 当 な どの実習的 な研修や、 授業参観、 実践発表 を も と に し た研究協議 を 実施す る こ と に

よ り 、 研修会 の 一層 の 充実 を 図 る こ と が課題 に な っ て い る O

+ifi播磨地区

〈第 1 園 口 5 月 27 日 、 大河内 町 中 央公民館〉

人 と 防災未来セ ン タ ー の専任研究員 か ら 'DIG の 手法」 を 学ん だ あ と 、 各 中学校区 ご と

の 小 グ ル ー プ に 分 か れ、 校 肢 の 地 図 を 使 っ て DIG 演 習 を 行 い 、 校夜 内 の 危 険個所 を 確認
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し た 。 分散会で DIG を 防災教育 に 生かす方法 を 考 え 、 地域学習 と し て進 め る 防災教育の

内容や課題 を 協議 し た。

〈第 2 間 二ニ 12 月 l 日 、 夢前町立置塩小学校〉

置塩小学校 4 年生 の 「総合学習 ・ 安全 な く ら し を 守 る J 公開授業 を メ イ ン に 、 「 自 分た

ち に で き る こ と 」 を 探 り 、 地域や家庭 と 連携 し た 防災教育の 実践化 を 図 っ た 。

学校が核 に な っ た 地域 と 連携の総合防災訓練、 防災参観 日 の取 り 組み に 家庭 を 巻 き 込む

効果的 な 実践 を 学 ん だ。 地域素材や副読本 を 利 用 し た 各校の授業実践の情報交換 を 通 じ て 、

防災教育 の 深化 と 定着 を 図 る 方策 を 検討 し た 。

〈成果 と 課題〉

本年度の テ … マ に 「地域学習 と し て の 妨災教育J r家庭 と 連携 し た 防災教育」 を あ げ、

地域に根 ざ し た教材、 指導法の提供、 授業実践 の 取 り 組み推進 を 目 指 し て研修会 を 聞 い た 。

第 2 回研修会で早 く も DIG を 取 り 入 れ た 授 業報告があ る な ど、 身 近 な 地域 に 目 が向 け ら

れ た 。

防災教育年 間指導計画 の立案、 推進 (83% ) 、 災害対応マ ニ ュ ア ルの作成 (100 % ) な ど、

震災の教訓| の 学校教育への反映は前向 き O 危険備 品 の 転倒 防止対策 を 行 っ て い な い学校 も

減 っ て い る O

形式的 な 防災訓練 を 改善す る 中 で 、 不審者対応の避難訓練の実施、 小、 中 、 高校連携の

実践が求め ら れて い る O

4砂西播磨地区

〈第 1 田 口 6 月 20 日 、 上郡町立中央公民館〉

「学校 ・ 家庭 ・ 地域が連携 し た 紡災教育」 を テ ー マ に 、 前年度 に 地域連携の 防災訓練 を

実施 し た学校が実践発表。 大震災当 時の 避難所、 情報信頼度判定ゲー ム 、 数値や 資料 を 使 っ

た DIG な ど を 学ん だ、。

〈第 2 臨 2 月 12 日 、 上郡町立 中 央公民館〉

渡辺邦彦京都大学防災研究所地震予知研究セ ン タ 一 助教授 を 講師 に 、 東南海、 南海、 山

崎断層 帯地震発生の メ カ ニ ズ ム と 危倶 さ れ る 状況、 そ れ に備 え る 防災教育、 訓練、 危機管

理の重要性 を 学 ん だ。

分散会で は 、 地域 と 連携 し た 紡災教育、 訓練の実践発表。 学校 自 標、 経営方針、 教育計

画への 防災教育 の位置づ け 、 年 間計画の作成、 校内研修の 内 容 な ど に つ い て協議 し た 。

〈成果 と 課題〉

地域 と の連携で、 本年度か ら 幼稚 園 の 参加 を 呼びか け た と こ ろ 、 64闘 中 、 第 1 @l22 1君 、

第 2 回45 額 の 参加があ っ た。 ま た、 幼 ・ 小連携の 防災訓練の協議がで き た。

課題は 、 地域連携の 実施校の拡大。 市町防災マ ニ ュ ア ル と 各校の支援マ ニ ュ ア ル の 整合

と 訓練 に よ る 検証。 教職員 の危機管理能力 の 向 上 な ど。
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+1.ê.馬地区

〈第 1 臨 = 6 月 5 目 、 日 高町農村環境改善セ ン タ ー〉

心 の ケ ア の必要性の理解 と 日 常の教育活動 に 生かす実技講習 。 高橋哲芦屋生活心理学研

究所長の講義 「児童 ・ 生徒の こ こ ろ の健康管理J を 開 き 、 分散会で簡易 自 立訓練法、 避難

所運営の実襟、 応急手当 と 搬送法、 消火器 と 屋内消火栓 の 取 り 扱い、 心肺蘇生法 な どの実

技講習 を 受 け た 。

〈第 2 匝 = 11 月 1 1 日 ・ 香住町立奥佐津小学校、 1 1 月 20 日 ・ 関 宮 町立関宮 中 学校、 11月 21 日 ・

浜坂町立浜坂小学校、 1 1 月 27 日 ・ 朝来町立朝来 中 学校、 1 1 月 28 日 ・ 農 岡 市 立 田 鶴野小学校〉

副読本や地域素材活用 の公開授業の参観 と 事後研究。 分散会で各校交流 、 授業づ く り 、

地域連携 の 防災訓 練 を 協議。

〈成果 と 課題〉

「心の ケ ア J の 一般化 に 向 け た講義は好評 を博 し た。 授業研究は 5 年 目 を 迎 え た が、 本

年度 は 若い 教員 の 実践が多 く 、 防災教育 の授業づ く り が若実 に浸透 し て い る O 校種間 の 意

見交流が活発で 、 特 に 県立学校 に は よ い刺激 と な っ た 。

カ リ キ ュ ラ ム の作成率が小 ・ 中 学校 と も 77 % で、 引 き 続 き 、 作成 と 実践 に基づい た 見 直

し の必要があ る O 市町単位の 妨災教育担当 者会の組織化 も 必要。

.丹波地区

〈第 1 間 半 6 月 3 目 、 さ ん な ん 町民セ ン タ ー〉

兵庫県の 防災体制 の現状 と 学校妨災体制 の 整備 ・ 充実 に つ い て研修。 災害時対応 の 関上

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 千子 っ た。

分散会 で は 異校種間 の 連携 に よ る 防災教育 の 推進 を 中学校区 を 中心 に協議 し た 。

〈第 2 臨 ニ 1 月 27 日 、 四季の森生涯学習 セ ン タ ー〉

山南町立久下小学校が、 町防災訓練会場校 と し て 、 lllJ 防災部局 と 綿密 な 打 ち 合わせ を 行

い 、 訓練 を 通 し て 、 町 の 紡災マ ニ ュ ア ル と 学校の防災マ ニ ュ ア ル の検証がで き た こ と を 実

践報告 し た 。 ま た 、 中 学校 と の連携で多数の 中 学生 ボ ラ ン テ ィ ア の 参加が あ っ た こ と 、

EARTH の 各班の訓練 に 教職員 が参加 し て知識技術 を 修得で き た こ と も 報告 さ れ た 。

分散会 で は 異校種連携 に つ い て 第 1 回 と 同様 に 中 学校区 を 中心 に 別 れ て交流協議 し た 。

〈成果 と 課題〉

災害の具体的 な イ メ ー ジ を 想定 し 、 主体的 に 取 り 組む な ど、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 取 り 入

れ る こ と に よ っ て効果的 な研修 と な っ た。 近接学校 と の連携、 異校種 間 の 連携が進 ん だ 。

総合学習 の 時 間 で地域素材 の 活用 は授業実践 を さ ら に 重 ね る 必要があ る O

@淡路地区

く第 1 囲 = 5 月 30 日 、 一宮町ふ る さ と セ ン タ ー〉
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高 田和周神戸 市立高羽小学校教頭か ら 「地域の実情 に 応 じ た 防災教育の あ り 方J と 題 し

た 大震災 当 時の体験談 を 開 い た 。 講話で は 学校避難所 の 運営の貴重 な 経験 と 、 そ れ に 基づ

く 紡災教育 の 実践例が披露 さ れた 。

分散会で は 災害対応マ ニ ュ ア ル 、 地域連携 の 防災訓練に つ い て情報交換 を し た 。

〈第 2 園 口 10 月 初 日 、 一宮町ふ る さ と セ ン タ ー〉

南海地震や津波災害の 予測 を も と に 、 淡路 島地域の特色 に応 じ た DIG に つ い て 理解 を

深 め た 。 市 町 ご と に 南海地震 と 津波 を 惣定 し校区 の被災状況や避難所、 防災施設 を 2 ， 500

分の I 地 図 に 記入、 各校の 防災体制や 地域 と の連携 に つ い て検証 し た。

〈成果 と 課題〉

す べ て の 小 ・ 中 学校で防災マ ニ ュ ア ルが作成 さ れ、 見直 し も 進 ん だ。 震 災の教訓 を 再認

識。 DIG は 総合学習 で の 防災教育 の 参考 に な っ た。 各校 と 防災教育 の 交流 がで き 、 地域

素材、 副読本の活用 に つ い て 理解が深 ま っ た 。

防災担 当 以外の教員 に も 紡災体制の重要性 を 認識 さ せ、 防災マ ニ ュ ア ルが実 際 に 機能す

る か、 全教職員 で検証 し 、 マ ニ ュ ア ル を 改善 し な け れ ば な ら な い 。

地域連携 の 防災訓 練 を 実施す る 学校 を ど う し て増 やす か。

2 . 県立学校防災教育研修会 〔神戸地区 ・ 姫路地 図
2000年度 ま で盲 ・ 聾 ・ 養護学校 を 含む県立学校 と 市立高校の 防災教育担当 者 を 対象 に 、

年 1 間 関鑑 し て き た が、 2001年度か ら 各教育事務所 ご と の研修会 に 県立学校が参加す る こ

と に な っ た 。 神戸市内 と 姫路市内 の 県立学校は 県教委主催の研修会 と 神戸 市教委、 姫路市

教委主催の研修会 の 両方 に 参加 し て い る O

く神戸地区 ・ 第 1 回 = 6 月 4 B ( 第 l 、 第 2 学区) 板神南地区研修会 に参加。 5 月 16 B (第

3 学区) 東播磨地区研修会 に 参加〉

く神戸地区 ・ 第 2 回 = 8 月 21 日 、 神戸市教委の課題研修講座 「防災教育」 に 参加〉

く姫路地区 ・ 第 1 囲 = 8 月 26 日 、 姫路市教委訪災教育研修会 に 参加〉

〈姫路地区 ・ 第 2 毘 ニニ 2 月 12 日 、 西播磨地区 防災教育研修会 に 参加〉

3 . 紡災教育推進指導員 養成講煙
県 下全域で学校の 防災教育 の充実 を 図 る た め 、 専 門知 識 を 持つ 「防災教育推進指導員J

を 計画的、 継続的 に 養成す る 講座。 2003年度 は 6 期 目 O 全校種か ら 講康 に 参加。 上級編修

了 者 は 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) の 主 要 メ ン バー に な る 。

初級編 は 6 月 17 、 18 日 、 県立教育研修所で。 中級編 は 10月 6 - 8 目 、 神戸市民防災総合

セ ン タ … と 各教育事務所命で。 上級編 は 10月 27、 28 日 、 県立教育研修所 で 開 催 さ れた 。

〈初級編〉

1 日 目 ニ 講義 「新た な 防災教育の推進J
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演習 ・ 協議 「教職員 の 防災 1) テ ラ シ ー の 向 と」

2 日 目 = 実践発表 「地域の素材 を 活用 し た 防災教育」

講義 rpTSD への取 り 組み」

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「家庭や地域 と 連携 し た 防災教育」

〈中級編〉

神 戸 = 実習 「 け が な どの応急措置法j

講義 ・ 実習 「災害活動 に お け る 安全管理の基本」

教育事務所ヱヱ 講義 ・ 施設見学 「地域 と 連携 し た 学校 の 防災訓 練 と 学校防災体制 の あ り 方」

i寅習 「 ド リ ル Q & AJ

実践発表 ・ 協議 「地域 の 実情 に応 じ た 防災教育 の あ り 方 地域素材の活用J

くよ級編〉

1 日 目 口 講義 1 r地震災害の特色J

講義 2 r地域防災 と 学校」

講義 3 r ボ ラ ン テ ィ ア の意義 と 役割J

2 日 目 = 講義 4 r避難所運営支援 と 学校」

講義 5 r児童 ・ 生徒の心の健康管理」

講義 6 r災害関係法令要説」

4 . 教育復興担当教員研修会
教育復興担当 教員 全員 を 対象 に 、 1996年度か ら 毎年、 2 間 関 い て い る 研修会。 2003年度

は65人が受講 し た 。 最長安時 は207人が配置 さ れ た復興担当 が年 々 削 減 さ れ る よ う に な り 、

3 分の l ま で、 減 っ た 。

〈第 1 臨 = 5 月 26 日 、 県立の じ ぎ く 会館〉

・ 講 話 「 防災教育 の 充実 に 向 け てJ 中杉隆夫県教育委員 会教育企画室長

j賓 「児童 ・ 生徒の心の ケ ア の充実 に つ い て」 馬殿鵡子県立や ま び こ の郷所長

・ 班別協議 r 1 年 間 の取 り 組み に つ い て」

①児童 ・ 生徒の心の ケ ア の 現状 と 課題 に つ い て

②各学校の叡 り 組み方針 に つ い て

③教育復興担 当 教員 の 活動 を 充実 さ せ る 取 り 組み に つ い て

く第 2 回 = 11 月 初 日 、 神戸市総合教育 セ ン タ ー〉

・ 基調報告 「心の ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 と 教育復興担当 教員 の活動」 伊藤進二県

教育委員 会教育企画室指導主事

演 「傷つ い た子供の心理 と 援助」 富永良喜兵躍教育大学発達心理臨床研究 セ ン

タ ー 教授

@ 班別協議 「被災児童 ・ 生徒の心 の ケ ア に ど う 取 り 組 む か」
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①実践発表 と 事例交流 に よ る 課題の 明確化

②今後の取 り 組みへの協議 ・ 情報交換

〈成果 と 課題〉

馬殿、 富永両氏の 講演 に よ っ て 、 教育復興担当 教員 の 取 り 組み の 意義 や 課題、 カ ウ ン セ

リ ン グ の 留 意点 、 児童 ・ 生徒への対応 に つ い て 、 ロ ー ル プ レ イ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン も 踏 ま

え て 具体的 に 学ぶ こ と がで き て有効だ、 っ た 。

一方、 実態調査で、 二次的 な 要 閣 に よ っ て心の ケ ア が必要 と さ れ る 児童 ・ 生徒が増 え て

き て い る こ と が明 ら か に な っ て お り 、 対応、 指導の あ り 方 に つ い て 、 各校の 実践 を 持 ち 寄

り 、 よ り 具体的 に 協議 し 、 成果 を 共有す る こ と が必要であ る 。

〈参考文献〉
「新た な紡災教育の充実に向けて - 9 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 2004年 3 月
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| 第八節 新た な 防災教育の実践

「新た な 訪災教育」 は被災体験 を 生 か し た 防災学習 の推進、 被災児童 ・ 生徒の心の ケ ア

と い う 主 と し て教室で子 ど も に接 し て い く 部分 と 学校そ の も の の 防災機能 の 強化、 避難所

対応 な ど地域 に 広 が る 部分の 2 つ の柱か ら な る 。 前者 は い わ ば 「 ソ フ ト 面」 で 、 後者は 「 ハ ー

ド面」 で あ る O

本節は新 た な 防災教育 の ソ フ ト 面の 実践 を 取 り 上 げて い る O 第五節の 「新た な 防災教育

の 推進」 は 総論。 本節 は 各論 に あ た る O

被災 3 年 自 の1997年 ま で に 兵庫県教委 は 、 モ デル カ リ キ ュ ラ ム 、 副読本、 学校防災体制、

避難所マ ニ ュ ア ル を 完成 さ せ る な ど 「新た な 防災教育」 の体系化 を す る な ど、 各学校、 市

町教委 を 指導 し て き た 。 被災 9 年 目 の 2003年度 に 入 る 、 最近 は 「地域、 家庭、 市町防災部

局 と 学校の連携」 に よ る 防災学習 の 発展 を 最重点 目 標 に し て い る 。

「新た な 防災教育」 の体系化、 実践 と 同 時進行す る かの よ う に 、 新 し い 学習指導要領、

学校週 5 日 制 が全面実施 と な り 、 教育環境は被災以前 と 大 き く 変わ っ た 。

新 し い 学習指導要領で登場 し た 「総合学習」 の 時 間 の 活用 と 、 そ れ に伴 う 地域素材 を 活

用 し た授業の展開が求 め ら れて い る O

ま た 、 人 と 防災未来セ ン タ ー が全館 オ ー プ ン し て 、 防災教育の新 し い 体験学習 の 場 と し

て 成果 を あ げて い る の も 新 し い姿だ。

と こ ろ が、 新学習指導要領 の 試行段階か ら 授業内容の カ ッ ト 、 制限 に よ っ て J学力低下J

論議が活発化 し た 。 さ ら に 学校週 5 日 制 に よ る 授業時間 の 削 減、 不足が こ の論議 に 拍 車 を

か け 、 雑音 と な り 、 不協和音 と な っ て 、 鎮静化 と 対策 、 改善策 を打 ち 出 す 文部科学省 の動

き は “迷走" と 酷評 さ れ る 始末。 年 を 重ね て い る の に 一向 に お さ ま り そ う に な い 。

こ の 「学力低下J 論議 は 、 「新 た な 防災教育」 に も 、 大 き な 悪 影響 を 及 ぼす も の で あ る O

比較的取 り 組み や すい初歩的、 校内 隈定の 防災避難訓練 は 取 り 上げ ら れで も 、 懸案、 課題

の カ リ キ ュ ラ ム 作成、 副読本 の 活用 、 地域素材の掘 り 起 こ し な ど、 本格的 な授業づ く り に

は 、 “苦手" 意識がに じ み 出 て い る O

間 も な く 迎 え る 震災10年の 大 き な 節 目 を 、 教室の現場 は ど う 受 け 止 め 成 果 を 上 げ る の か。

そ の力 量が問 わ れて い る O

(防災教育笑慾調査の結果は本節 と 第九節 「学校防災体制の繋備 と 機能の充実」 に分けて詳述)

1 .  2003年度防災教育実態調査か ら ( そ の 1 ) 
2003年 5 月 現在 。 調査校数=小学校834校、 中 学校363校、 高等学校195校、 盲 ・ 聾 ・ 養

護学校40校。 合計1 ， 432校。

1 国 学校に お け る 「新た な 防災教育」 の推進体制
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大震災後、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方 を 考 え さ せ る 「新た な 防災教育J を 推進 し 、 命

の 尊 さ や ボ ラ ン テ イ ア 精神 の 大切 さ 、 他者へ の 思 い や り な ど、 豊 か な 心 を 育 む 取 り 組み を

重 ね て き た 。

震災か ら 9 年、 各学校で定着 し つ つ あ る が、 さ ら に 充 実 を 図 る に は 、 推 進体制 の整備が

不可欠で あ る O 「総合学習」 の 時 間 に お け る 防災教育 の テ ー マ 設 定 な ど全校 的 な体制 づ く

り が求 め ら れ る O 校内研修の 内容が、 防災訓練や 防災体制 の 実施 に比べ る と 、 副読本の 活

用 や授業 に つ い て の研修が低い 。 各学校 と も 震災の教訓 を 生 かす教育 の 実 践 を 改 め て 考 え

る 必要があ る 。

( 1 ) r新た な 防災教育」 推進の 詰 壌や方針 を 学校の教育 目 標 、 重点、 経営方針に具体的 に

明示 し て い る か

小学校86 . 8% (前年調査83 . 5 % ) 、 中学校82 . 4 % ( 向 79 . 3 % ) 、 高校89 . 2 % (同83 . 8% )

盲 ・ 聾 ・ 養護学校70 . 0% ( 同70 . 0% ) 。 合計85 . 5%

2000年畏 ま でよ昇傾 向 、 そ の 後は 頭打 ち 状態が続い た が、 2003年度 は か な り 改善 さ れ た 。

( 2 )  r新た な 防災教育」 推進の委員会や係 を校務分撃に位置づ け て い る か

〔委員会 を位置づ け 〕

小学校53 . 7% ( 問51 . 8% ) 、 中 学校47 . 4 % (同46 . 8% ) 、 高校31 . 3% ( 同29 . 3% ) 、 盲 ・ 聾 

養護学校52 . 5% ( 同40 . 0 % ) 。 合計49 . 0% 。

全校種 と も 前年 よ り 上昇。 特 に高校は 4 年 間続い た 下降傾 向 を 脱 し たO

(係を位置 づ け 〕

小学校97 . 7% ( 問94 . 6% ) 、 中 学校94 . 2% ( 1可80 . 8% ) 、 高校85 . 6% ( 間81 . 2 % ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校80 . 0% ( 同80 . 0% ) 0 合計94 . 7% 。

小、 中 学校が 4 年 間 の頭打 ち 状態 を 脱 し 、 高校は前年 に続 き 上昇 し た 。 - 養護学

校 だ け 同率。

〔 ど ち ら か一方 を 位量づ け 〕

小学校99 . 5 % ( 同96 . 7% ) 、 中学校97 . 8% ( 開 92 . 8 % ) 、 高校89 . 2% ( 同84 . 5 % ) 、 富 ・ 聾 

養護学校92 . 5% ( 同90 . 0 % ) 0 合計97 . 5 % 。

全校種 と も 上昇 。 中学、 高校は 5 ポ イ ン ト ア ッ プ。 全体で ほ ぼ 9 割以上で 、 位置づけが

進 ん で、 い る O

( 3 )  委員会、 保の活動例 (上位 3 項 目 )

委員 会 の 活動例 は 、 防災行事の企画立案。 心の ケ ア に 関 す る 防災教育研修会の企画立案。

防災教育 の 年 間計画。

係 の 活動例 は 、 心 の ケ ア の 継続的実施。 マ ニ ュ ア ル の 改訂、 作成、 避難訓練の企画立案。
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( 4 )  2002年度 に 「新 た な 防災教育」 の研修会 を 聞い た か

小学校72 . 9% ( 同68 . 2% ) 、 中学校62 . 3% ( 同 55 . 6% ) 、 高校55 . 4 % ( 同 44 . 0% ) 、

養護学校40 . 0% ( 同 32 . 5 % ) 0 合計66 . 9% 。

小、 中 学校 の 下 降領向が上昇 に転 じ 、 高校は初め て50% 台 に乗 り 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 も

40% 台 に。

(5 )  校内研修会の内容 (複数回答)

・ 副読本の活用 z 小学校47 . 9 % 、 中 学校32 . 7 % 、 高校4 . 6 % 、 盲学校 な ど12 . 5% 、 合計38 . 8% 。

@ 授業 の 進 め 方 =小学校32 . 9% 、 中 学校32 . 3 % 、 高校9 . 3 % 、 青学校 な ど25 . 0% 、 合計30 . 0% 0

・ 防災訓練 =小学校93 . 9% 、 中学校92 . 9 % 、 高校93 . 5 % 、 盲学校 な ど75 . 0 % 、 合計93 . 3% 0

・ 防災体制 z小学校70 . 2 % 、 中 学校62 . 8% 、 高校56 . 5 % 、 盲学校 な ど56 . 3 % 、 合計66 . 7% 0

・ 心の ケ ア = 小学校10 . 7% 、 中 学校13 . 7% 、 高校5 . 6 % 、 盲学校 な ど6 . 3 % 、 合計10 . 8% 。

防災訓練は90% を 超 え る 高率。 防災体制 の 数字 も 50 % を 超 え る O 一方、 副読本 の 活用 、

授業の進め 方 は低率、 心 の ケ ア は さ ら に低 く 全校種 と も 苦手 の 姿があ り あ り O こ れ ら は例

どお り の こ極的傾向 だが副読本、 授業 に お け る 高校 の 下 降数字が特 に 気 に な る と こ ろ 。

「新た な 防災教育J の推進の課題 を 、 こ の調査結果が具体的 に 表 し て い る 。

2 司 学校に お け る 「新た な 訪災教育J の 実施状況

カ リ キ ュ ラ ム の 立 案 は 、 小、 中 学校で上昇{頃 向 を 続 け て お り 、 高校、 富 ・ 聾 ・ 養護学校

で も 上昇 を 始 め 、 2001年度の水準 に戻 り つ つ あ る O

「防災教育副読本 の 活用 状況」 で は 、 地域 と 連携 し た 紡災教育 を 進め よ う と し て い る 学

校が 8 割 に の ぼる O こ れは 「総合学習J の 時 間 な ど を 利用 し た取 り 組み を 進め よ う と し て

い る と 考 え ら れ る O 防災教育 を 推進す る に は 、 「地域」 が欠かす こ と の で き な い 要素で、

望 ま し い傾 向 と い え る O

震災の教訓 に学ぶ取 り 組み は 、 徐 々 に 進 ん で い る 。 日 々 の実践の 中 で 、 指導者が 「新た

な 防災教育」 の視点 を 持 っ て指導 し て い る か ど う かが間 わ れ る O 防災教育副読本の活用 や

地域 と 連携 し た 試み な ど を 、 防災教育研修会 な どの機会 を と ら え 、 根気強 く 啓発 し て い く

こ と が求 め ら れ る O

( 1 ) r新た な 防災教育」 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

小学校65 . 3% ( 時 57 . 1 % ) 、 中 学校59 . 0% ( 同 47 . 7% ) 、 高校17 . 4% ( 同 5 . 8% ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校20 . 0% ( 同5 . 0 % ) 0 合計55 . 9% 。

防災教育 実践 の 基本 に な る の が、 カ リ キ ュ ラ ム o 1999年度に小、 中 学校 は 60 % に 達 し た

が、 そ の後、 頭打 ち か下 降気味。 高校は ず、 っ と 不振 だ、 っ た 。 久 し振 り に 全校種で上昇、 小

学校は 6 割 を 超 え 、 中 学校 も ほ ぼ 6 割 に近づい た 。 高校、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 も そ れぞれ 3

倍、 4 倍 に伸 び、 2 ケ タ に な っ た 。 全体で も 55 % を 超 え た 。 今後 と も 全校種で の 意識 の 向
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に よ り 、 カ リ キ ュ ラ ム 作成率 を 上 げ る 努力 が求 め ら れ る 。

( 2 )  そ の 中 に防災教育副読本の活用 が含 ま れ て い る か

小学校96 . 0% ( 同96 . 4% ) 、 中学校83 . 6 % ( 同81 . 5 % ) 、 高校35 . 3 % ( 同 54 . 5 % ) 、 富 ・ 聾 

養護学校12 . 5% ( 問 0 % ) 。 合計89 . 3 % 。

中 学校 は微増 、 小学校は微減、 高校 は 大幅減、 盲学校 な どは前年の 0 % か ら 10 % 台 に乗 っ

た 。

( 3 )  r総合学習」 の時間での取 り 組み が含 ま れ て い る か

小学校25 . 7% ( 同26 . 4 % ) 、 中 学校42 . 5% ( 同 30 . 1 % ) 、 高校0 . 0% ( 同36 . 4 % ) 、 盲 ・ 聾 ・

養護学校0 . 0 % ( 問 0 . 0 % ) 0 合計28 . 8 % 。

中 学校 は と も か く 、 高校 と 盲学校な どの立案、 取 り 組み の遅れが 目 立 っ て い る O

( 4 )  2002年度の防災教育副読本の活用状況

・ 全校で全領域で計画 的 に = 小 学校15 . 9% 、 中 学校4 . 4 % 、 高校0 . 5 % 、 盲 学校 な ど0 . 0% 。

合計10 . 5 % 0

・ 全校で道徳 ・ 特j舌 を 中心、 に 之江小学校26 . 7 % 、 中 学校24 . 2% 、 高校5 . 1 % 、 盲学校な ど0 . 0% 。

合計22 . 4 % 0

・ 全校 で 防 災 訓 練 時 の 指 導 に = 小学校48 . 3 % 、 中 学校38 . 0% 、 高校25 . 1 % 、 盲学校 な ど

17 . 5 % 0 合計41 . 7% 0

- 一部学年で道怒 ・ 特活 に ここ小 学校8 . 0 % 、 中 学校12 . 9 % 、 高校1 . 5% 、 盲学校 な ど5 . 0% 。

合計8 . 3 % 0

・ 一部学年 ・ 学級の 防災訓練時 に ここ 小学校7 . 7% 、 中 学校6 . 9% 、 高校3 . 6 % 、 盲学校 な ど

10 . 0% 。 合計7 . 0% 0

・ あ ま り 活用 な し 口 小学校1 . 6% 、 中 学校17 . 1 % 、 高校59 . 0 % 、 盲学校 な ど50 . 0% 。 合計

14 . 7% 。

r会領域で計画的 にJ r道徳 ・ 特活 を 中 心 に 」 守VII練時の指導 に j の 3 点 に つ い て 「全校

で活用」 が小学校90 . 9 % 、 中 学校66 . 6 % 、 高校は 「全校で訓練時」 以外は 全 く 消極的。 「 あ

ま り 活用 な し 」 も 高校 は 59 . 0 % と 半数 を 超 え る O 高校は 「 カ リ キ ユ ラ ム 立案」 も 校種間

最低の 17 . 5% で 、 授 業 に 絞れ ば 「新た な 防災教育」 で高校は影の う す い 存在 と い え る O

小 ・ 中 学校 も 訓 練持が ト ッ プで 、 副読本の活用 、 カ リ キ ュ ラ ム の立案の低調 さ は 「新た

な 防災教育」 の 課題で も あ る 。

(5 )  地域や関保機関 と 連携 し た 防災教育 を ど の よ う に進め る か (複数回答)

@ 保護者 ・ 地域の 人 と z小学校67 . 1 % 、 中 学校69 . 1 % 、 高校77 . 9% 、 古学校 な ど80 . 0% 。
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合計69 . 5% 。

@ 参観 日 に 防災教育 の授業 ニ 小学校18 . 1 % 、 中 学校6 . 9 % 、 高校0 . 0 % 、 育学校な ど5 . 0% 。

合計12 . 4 % 。

@ 引 き 渡 し 訓 練 ニ小学校62 . 7 % 、 中 学校10 . 5% 、 高校1 . 0% 、 盲学校 な ど15 . 0 % 。 合計39 . 7% 。

@ 地域の災害 の 話 を 開 く ニ 小学校17 . 1 % 、 中 学校16 . 8% 、 高校4 . 6 % 、 富学校 な ど0 . 0% 。

合計14 . 9 % 。

@ 総合防災訓練に 参加す る z小学校9 . 0 % 、 中 学校11 . 3% 、 高校8 . 2% 、 富 学校 な ど2 . 5 % 。

合計9 . 3 % 。

@ 安全マ ッ プづ く り な ど ここ 小 学校13 . 1 % 、 中 学校17 . 1 % 、 高校10 . 3 % 、 青学校 な ど2 . 5 %。

合計13 . 4 % 。

，市町の総合防災訓練参加」 は 、 中 学校が増 え た 。 前年の倍増が 目 立つ O 地域連帯 を

点 目 標 と す る 最近 の県教委方針、 指導、 研修会 な どの活動が反映 し て い る と い え る O

2 . 文部科学省指定健康教育総合推進モ デル事業
'1建康教育」 と い っ て も こ の モ デル事業 は 、 病気や 身体 に 関す る 、 単純 な 健康維持 を め

ざす も の で は な い 。 「防災教育」 は 大震災の あ と 、 兵庫県教委で は 自 然災害 に 対花、 し た 人

間教育 と し て独立、 体系化 さ れて い る が、 文部行政で は 、 独立 し た ジ ャ ン ル は な い 。 「健

康教育」 に 入 れ る か、 「安全教育」 に 加 え る か、 ど ち ら か の 区 分で あ る O 大震災か ら 10年、

文部科学省 も 「防災教育」 を 独 り 立 ち さ せ て も よ い の で は と い う 意見が根強 い 。

同省 は2001年度か ら 3 年 間 、 西宮市立北夙} I I 小学校 を 中心 と し た近 隣 の 合計 6 校園 と 、

太子町立太 田小学校 を 「健康教育総合推進事業」 に 指定。 学校 と 地域が連携 し た 「防災教

育」 の取 り 組み を テ ー マ に 、 校 内 の 枠 を 広 げて地域、 家庭、 関係機関が一体 と な っ た活動

が展開 さ れた 。 い ずれ も 大震災直後か ら 提唱 さ れ た 兵庫 の 「新た な 防災教育」 の先進的実

践 と な っ た 。

1 園 西宮市立北夙1 1 1小学校 を 中心 と す る 「地域社会 と 連携 し た 防災教育の推進」

( 1 )  北夙1 1 1 小学校の取 り 組み

校区 に あ る 「越木岩 自 主防災会J は 、 地域住民の 防災意識、 防災活動が西宮 市内で最 も

進 ん で い る と さ れ、 苦楽 園 地域周 辺 の 中 心 的存在。 北夙川小学校、 同校 PTA、 越木忠 自

主 訪災会 (越木岩 自 然会) 、 西宮消 防署北夙川 分署 に 、 近 隣 の夙川 小学校、 苦 楽園小学校、

苦 楽 園 中 学校、 越木岩幼稚 園 、 夙川幼稚園が加 わ り 、 「西宮市健康教育推進協議会 (防災

教育推進協議会) J を 組織 し て 、 モ デル事業がス タ ー ト し た 。

北夙川小学校 は 学校防災の 年 時計画で、 「防災訓練J を 5 田 実施、 教育復興担 当 教員 を

中 心 に 「心の ケ ア J に 取 り 組 ん で い る O

教室で の 「防災学習」 は 、 第 3 学年が 「総合学習」 の 時 間 に 、 単元名 「災害 に 備 え よ う J

(活用題材 「校区 を 歩 い て み よ う J o 学習計画 は 全 4 時 間 。 活用題材 「 ぐ ら つ と く る 前 に
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備 え て お こ う 」 。 学習計調 は 全 3 時 間 ) な ど。

第 4 学年が 「総合学習 」 で単元名 「 セ ー フ テ ィ 北夙J I I J (2002年度12時 間 、 2003年度12

時 間 ) 。

第 5 学年 で 「 ボ ラ ン テ ィ ア 活動Jo 第 6 学年で 「地震 の仕組み」 な ど を 「総合学習」 で。

自 分が住 ん で い る 町 の安全、 地震発生時の備 え 、 過去 の 災害、 阪神 ・ 淡路大震災、 仮設

住宅、 避難所生活、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど、 大震災の経験 を 教訓 に 、 命の大切 さ 、 助 け合 い の

重要 な こ と を 学 ん だ。

地域の ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー が校内 に あ り 、 「保護者サ ポ ー ト ク ラ ブJ が設け ら れ、 児

は様々 な 形 で ボ ラ ン テ イ ア 活動 に つ い て 理解が深め ら れ る 環境が整 っ て い る O

「防災訓練」 は 、 授業中 の 避難訓練 ( 5 月 ) 、 児童引 き 渡 し訓 練 ( 6 月 ) 、 学級指導中 の

避難訓練 ( 9 月 ) 、 抜 き 打 ち 火災避難訓練 (11 月 ) 、 「越木岩防災の 日 」 参加 (地域 の 防災

訓練) な ど。

( 2 )  北夙1 1 1 小学校 と 越木岩 自 主防災舎 と の か かわ り

大震災 l 周 年 の 1996年度か ら 、 北夙川小学校 と 越木岩 自 主防災会が実施案 を ド ッ キ ン グ

さ せ て 、 学校の地域共催型 の 「越木岩防災の 日 」 を 実施 し て き た 。

校長 は 自 主 防災会の 「相談役」 、 教頭 は 「常任幹事」 と し て 常任理事会 に 出 席、 防災教

育担当教員 も 2000年度か ら 「 オ フ、、ザー パーJ と し て常任理事会 に 出席 と し て い る O

「越木岩防災の 日 」 を 「防災訓練」 と し て 実施す る と き は 、 避難訓練、 救 出 、 救護訓練、

初期消火訓練、 バケ ツ リ レ ー 消火、 引 き 渡 し訓練、 は し ご車体験、 展示 な どが市消防局 、

市消防 司 、 警察、 県民局 、 陸上 自 衛隊、 郵便局 、 コ ー プ こ う べ な どが、 地域一体 と な っ て

運営 さ れた 。

「防災 フ ェ ス タ J と し て催す と き は 、 ゲー ム 、 消 火 ホ ー ス 延伸競技、 初期消火競技、 消

防車 と 綱引 き 、 避難お助 けゲー ム 、 売筒、 炊 き 出 し な どが行 わ れ た 。

( 3 )  北夙1 1 1 小学校の避難所支援マ ニ ュ アル

初期段 階 は 教職員 が避難所 を 運営す る が、 で き る だ け 早 く 、 避難者 と ボ ラ ン テ イ ア に よ

る 「 自 治組織」 に 5 1 き 継 ぐ こ と を 原 則 に 、 避難所の役割、 管理者、 地域情報の伝達、 避難

者の安全確保、 校地、 校舎の使用計画、 教職員 の 支援組織、 開錠責任者、 連絡体制 な ど を

規定 し て い る O

(4)  モ デル事業取 り 組み か ら の考察

北夙J 1 1小学校で は 、 児童の安全 を どの よ う に 図 る か 、 ま た 、 安全の考 え 方 を ど う 育 ん で

い く か に つ い て 、 大震災 と 地域 の 自 主 防災会の活動か ら 学 ん で き た 。 「 自 分 の命 は 自 分で

守 る J ["" と も に 助 け合 う 」 と い う 共生 の 考 え も 学 ん だ。
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地域 (校区) で は、 毎年 の 積 み 重 ね の 中 で 、 「住み た い ・ 住 ん で よ か っ た ・ 住 み 続 け た

い 町づ く り J が、 大震災以後、 人 と 人の つ な が り を 大切 に す る 「お ら が町づ く り へ」 へ変

革 と 充実 の 歩 み を 続 け て い る O 児童 た ち は地域行事 ( サ マ ー フ ェ ス テ イ バル 、 だ ん じ り 、

す も う 大会、 地域防災集会な ど) へ積極的 に 参加 し て い る O

学校教育 は い ま や、 校内 だ け で行 う 時代で は な く 、 学校の主体性 を 持 ち つ つ 、 ど ん どん

地域 と 連携 し て 、 地域の持つ 豊 か な 教育力 を 活用 す る こ と が不可欠 に な っ て い る 。

「防災教育」 も 地域の 自 主防災活動 と よ り 密接 に 連携 し 、 大震災の教訓 を 風化 さ せ な い

よ う 深化、 充実 を 図 っ て い き た い 。

(5 )  夙J! I小学校の取 り 組み

大震災で夙) 1 1小学校 は 、 地域防災の 中 心的役割 を 果 た し た 。 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の拠点 と

し て 、 住民 を 励 ま し 、 勇気づけ た 。 こ の震災体験か ら

「子 ど も の 安全 と 安心 は 地域で、守 る J

「ふ れあ い 活動が避難所 を 混 く す る 」

の 2 点 を 教訓 と し て 学ん だ。 ま た 、 震災の反省 か ら 各 自 治会 は 自 主妨災会 を 組織 し 、 校内

に 「防災倉庫J を 設置 し 、 毎年の追悼式や地域の合同 防災訓練で、 児叢 に 自 主防災会の 活

動 を 紹介 し 、 「将来の会員」 に期待 を 寄せて い る O

被災当 時、 校内 に 最大1 ， 200人の 避 難者があ り 、 3 ヵ 月 間 も 避難所 に な っ た 。 し か し 、

一度 も パニ ッ ク 状態 に な ら な か っ た 。 こ れは避難者、 ボ ラ ン テ イ ア 、 学校教職員 が協力 し

合 っ た か ら で、 学校創立以来の 「私 ら の 学校」 と い う 伝統的 な 意識、 震災前の 1992年度か

ら 兵庫県教委が始 め た 「土曜ふ れ あ い 活動」 、 1994年度か ら 西宮市教委が始 め た 「地域の

高齢者 と の ふ れ あ い 活動J で 、 学校 と 地域が協力 す る 基盤がで き 上がっ て い た た め 、 成功

し た も の と 考 え ら れ る 。

モ デル事業で も 、 こ う し た経験 を風化 さ せず発展 さ せ る た め 、 研究主題 を 「豊か な かか

わ り の 中 で、 よ り よ い生 き 方 を 求め る 子 ど も の 育 成 一保護者や地域住民 と 参画 ・ 協働 し た

道徳教育 の 推進」 と し た 。 全学年で総合単元 「震災か ら 学ぶ」 の 「道徳学習j で、 災害か

ら 自 ら の 生命 を 守 る の に 必要 な 能力 や 態度 を 育 て る O 大震災か ら 学ん だ教訓i を 踏 ま え 、 思

い や り や感謝の心 を 育 む を 狙い と し て い る O

追悼集会、 地域合同 防災訓練で煙体験、 避難、 救 出 、 防災器具、 消火、 放水な どの 訓 練

体験 も 重ね た 。

( 6 )  苦楽園小学校の取 り 組み

地震 と 火災 を 想定 し た 防災訓練 を 実施 し、 避難 と 引 き 渡 し訓 練 を 行 っ た。 第 3 学年の 「総

合学習」 で 、 地域の 「防災マ ッ プ作 り 」 の授業研究 も 行 っ た 。 校 区 内 の 防災資機材の所在

を 確認 さ せ、 道路事情 も 調べ さ せ た 。 消 防車の採水 口 の 数 も 調べ て 、 校医地図 に ま と め た 。
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教頭 を 委員 長 に 「学校防災対策委員 会」 を 設 け 、 各学年の 防災安全指導部員 を 中心 に 「防

災意識、 命 を 守 る 実践力 の育成」 の研究 を 進め て い る O 学年 に応 じ た 年聞 を 通 じ た体系 的、

計画 的 な 防災学習 、 避難訓練の充実、 中 学校 と の連携、 保護者の啓発、 行 政 、 地域 自 主防

災組織 と の連携 を め ざ し た。

( 7 )  苦楽園 中学校の取 り 組み

「安全防災学習」 を 実施、 登下校、 在校時 に想定 さ れる 危険への対処法、 火災時の教室

か ら の避難経路 と 注意点 を 生徒 に考 え さ せ、 確認 し た 。 「登下校時」 の 交通事故、 不審人物 、

自 然災害 (地震、 雷 、 豪雨) 、 「子 ど も 110番 の 家 」 、 通学路の危険笛所 (交通、 変質者、 自

然災害) 0 r在校時」 の外部か ら の侵入者、 災害、 級友被害、 器物破損への 対応 。 避難方法、

経路、 注意点 を 地震 と 炎上、 火事の 2 つ の場合か ら 考 え さ せた 。

震災 9 周年 に さ い し て 、 大震災 当 時 の 2 年生 の 文集 を 使 っ て 「防災 に つ い て考 え る 」 取

り 組み を 行 っ た 。 教室で 「震災の被害、 全国 の ボ ラ ン テ ィ ア に 支 え ら れ、 励 ま さ れた こ と 、

命の大切 さ 、 人 の つ な が り の 大切 さ を 感 じ た こ と な ど を 学習 。 続い て 避難訓 練 を行 っ た 。

i 太子町立太田 小学校の 「学校 と 地域が協同 で行 う 防災教育の推進」

太 田小学校 は 全校児童865人、 29学級。 捧竜地 区 で最大規模。 校 内 の 取 り 組 み は①防災

教育 の授業研究、 校内研修 ( カ リ キ ュ ラ ム 作成 を 見 査 し 、 「総合学習」 と カ リ キ ユ ラ ム の

連動、 防災副読本 「明 日 に 生 き る 」 の 活用 ) 。

②避難訓練の改善 ( マ ニ ュ ア ル の具体化、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 学期 ご と に 段階的 な 状況

設定) 。

③防犯訓練の実施 (不審者対応、 妨犯設備 の 点検 と 整備、 竜野警察署 と の連携) 。

行政 と 連携 し た 取 り 組み は①2000年度か ら 太子町防災教育連絡会議、 総合防災訓練の連

絡、 調整、 軒の避難所運営マ ニ ュ ア ル の 学校 で の 活用 。

②従来、 町が行 っ て い た 地域 自 主 防災訓練 と 学校の防災訓練 と の す り 合 わ せ 。

③町防災計画担 当 者 を 招 き 、 避難所開設の教職員研修会。

④消 防 に よ る 校内 防災訓練の初期消火、 避難誘導、 通報の実地指導 な ど を 行 っ た 0

2002年10月 27 日 に は 、 太子 町総合防災訓 練 に 全校児童 、 教職員 、 保護者が参加。 副読本

活用 の 防災授業、 避難訓練、 引 き 渡 し訓練、 起震車体験、 煙体験、 三角 巾活用法、 消 防車

見学、 非常食試食、 バケ ツ リ レ ー 、 仮設 ト イ レ 設置体験、 避難所体験 な ど に 全校生、 各学

年単位で活動 し た 。

2003年12月 12 日 に は 、 不審者侵入の 緊急対応訓練 を 実施 し た。 ード校途 中 に 車 に 乗せ ら れ

そ う に な っ た と き の 逃 げ方、 不審者 の 人相 、 服装、 車 の ナ ン バ ー を 覚 え る 訓練、 逃げて 「子

ど も 110番の庖」 へ か け込 む 訓 練 も 行 っ た 。

「学校防災マ ニ ュ ア ル」 は初動体制 の確立 と 災害発生時の基本行動マ ニ ュ ア ル の二本立て 。
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(表12) 防災教青学年百IJ年間指導計画
1 年 2 年

i村 d全� 分野 内 ?fr 守 分野
交通安全指導 (下校訓練) 特活 交通安会指導 (下校訓練) I 特活

4 カすっ こ う たんけん 生活 安全な道具の遊び方の指導 !生活
月

安会な く ら し 生活 田Jた んけん 生活5 
交通安全教室 特活 交通安全教室 特活月
避難訓練指導 特i舌 避難訓練指導 特活
水 く み した よ 道徳 げん き にそだて 生活6 

わた しの シ ロ 道徳月 水泳時の安全指導 体育

学校の ま わ り を歩いて み よ う 生活 水泳時の安全指導 特活7 
夏休みの前の安全指導 特活 夏休み前の安全指導 特i舌月

1 9 交通安全指導(下校訓練) 特活 交通安全指導(下校訓練) 特活

学校の行 き 帰 り 特活月
サン ゴの海の生き も のたち 盟 諸

じ しんカfお き た よ 特j舌 の り も の にのろ う 生活
10 

交通安全指導(下校訓練) 特活 し ん ぞ う が と ま り そ う だ っ た 生活月

じ ど う 事 し らべ 国語 あ り が と う 道徳
不審者がき た ら 特活 不審者がき た ら 特活
避難訓練指導 (不審者) 特j舌 避難訓練指導 (不審者) 特j舌月
交通安全指導(下校前線) 特j舌 大地 し んがき た 特活
冬休み言'ijの安全指導 特j舌 冬休み前の安全指導 特i古

12 
月

交通安全指導(下校訓練) 特j舌 交通安全指導 (下校訓練) 特j舌

月 I 避難訓練指導 (地震) 特j首 避難訓練指導 (地震) 特活
わた しの一番こ わかっ た日 道徳

おふろ にはいっ た よ 特活 ( ド ッ カ ン ぐ ら ぐ ら )

交通安全指導(下校訓練) 特j舌 ↓ま く と わた しの小さいころ 特j舌
2 

あ した も あそぼう ね 特活 こ んな に大 き く な っ た よ 生活月

i 春休み訴の安全指導 持活 春休み前の安全指導 特活3 
月

3 年
内 d廿?。

交通安全指導 (下校指導)

安全な遊び方の指導

いろ んな気持ち
交通安全教室
私たち の問Iの様子

(校区た んけん)

避難訓練指導
わた しの シ ロ

水泳時の安全指導

夏休み前の安全指導

交通安全指導(下校訓練)

と て も こ わかっ た よ

ち い ち ゃ んのかげお く り

不審者がき た ら

避難訓練指導 (不審者)

冬休み前の安全指導

父通安全指導(下校訓練)

避難訓練指導 (地震)防災会議を開 こ う ( ぐ らつ と く る前に)
電気で し らべよ う

い ろ んな気持ち

春休み前の安全指導

分野
持活

持活

道徳
特i香
社会

特j舌

道徳

特i舌

特活i

特j舌

道徳

国語

ヰ寺j舌

特i舌

持活

ヰ手j吉

持活
会mふt〉i仁斗1 

理科

道徳

特i古

備 考

集合場所 ・
通学路の安
全点検
登下校指導
安全点検
交通立番
安全指導
交通教室

安全点検
交通立番

救急、法講宵

安全点検
交通立番
プー ル 開 き
プー ル水泳

安全点検
交通立番

安全点検
交通立番

安全点検
交通立番

救急、法講習

安全点検
交通立番

安全点検
交通立番
阪神 ・ 淡路
大震災 日

安全点検
交通立番

安全点検
交通立番

安全点検
交通立番
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4 年
内 'l'がで�

交通安全指導(下校訓練)
1 4  明 日 を信 じて
月

5 
ひ き さ かれ た ラ イ フ ラ イ ン

月
i 火事だ事件だ さ あ たいへんだ

避難訓練指導6 
お 父 さ ん

月 l 電気の働 き
水泳時の安全指導7 
夏休みの前の安全指導

月 使 う も のすてる も の大切
な こ と はイ可
交通安全指導(下校訓練)9 
防災会議 を 開 こ う

月

防災マ ッ プをつ く ろ う10 
一つの花

月

1 1  不審者がき た ら

月 避難訓練指導 (不審者)

12 

月 冬休み前の安全指導
交通安全指導(下校訓練)1 
避難訓練指導 (地震)

月 12ß寺にサイ レ ンが…
防災会議を開 こ う2 

3 1 春休み前の安全指導

月
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5 年
分野 内 打廿』
特j舌 交通安全指導(下校訓練)

道徳 わた し と 家庭生活

花 と 水

特j舌 ヒ ト や動物のた ん じ よ う

社会 天気の変化 と 気温
特活 避難訓練指導

道徳 自然学校を成功 さ せ よ う

; 理科 ぼ く は一人 じ ゃ ない
特j舌 水泳H寺の安全指導

特活 夏休み前の安全指導

社会

生活 地震知 っ て い ま すか

子 ど も 環境会議を 開 こ う
特活 防災会議を ひ ら こ う

国語 自然災害 と 気象情報
わた し た ち の気象台

一秒が ゆ年を こ わす
特j舌 不審者がき た ら

避難訓練指導 (不審者)
特活

i定オLるオくのは た ら き
情報は く ら し に どの よ う
にかかわ っ てい る のか

特j古 冬休み前の安全指導
特jお 交通安全指導 ( 下校訓練)

特j舌 避難訓練指導 (地震)

道徳 悲 しみ を乗 り 越えて
特活 凶土の 自然環境会守る

ひ き さ かれ た ラ イ フ ラ イ ン

森林は なぜ大切な の
特j舌

春休み前の安会指導

太子町立太田小学校
6 若手 備 考分野 内 信廿毛， 分野

特j舌 交通安全指導 ( 下校指導) 特活 集合場所 ・
通学路の安

家庭 明 日 をイ言 じて 道徳 全点検
登下校指導

火 と 空気 理科 安全点検
交通立番

道徳 修学旅行の指導 特i舌

理科 ! 紡災会議を 開 こ う 特j舌
安全点検

理科 交通立番
特活 避難訓練指導 特活

救急、法議官
総合 ヒ ト や動物の体 理科

! 安全点検
道徳 交通立番
特j舌 水泳時の安会指導 特i舌

プー ル水泳
特活 夏休み前の安全指導 特活

安全点検
交通立番

特i古

持活
安全点検

国語 交通立番
特活 災害時の行動について考え よ う 特活

理科 海の命 閑語
玉虫科 i 地 しん に よ る変化 理科 安全点検

交通立番
! 盟諸 不審者がき た ら 特活
特活
特j舌 避難訓練指導 (不審者) 特j古

安全点検
理科 交通立番
社会

特活 冬休み訴の安会指導
( 安全点検

特活 交通立番
ヰ寺ilî 交通安会指導(下校訓練) 特j舌 阪神 ・ 淡路

私たちのE副首 と 政治 社会 大震災日
特j舌

避難訓練指導 (地震) 特j舌 安全点検
道徳 地震がお き た ら 道徳 I 交通立苦手
社会 ヒ ト と かんき ょ う 理科

社会 何か し た い役に立ち たい 特j古
安全点検

ぼ く ら も何かを し よ う 特j香 交通立番
社会 生 き る

FH点検 ! 特活 中学校へむけて

交通立番



基本行動マ ニ ュ ア ル は①在校 中 、 ②登下校中 、 ③学校外の諸活動 中 、 ④勤務時 間外、 ⑤

児童の保護者への 引 き 渡 し 、 ⑥避難所 と し て の 学校の対応、 ⑦危機対応マ ニ ュ ア ル の 7 つ

に細分化 し 、 そ れぞ、れ、 詳細 に行動基準 を 定め て い る O

「防災教育」 は 全学年で国語、 社会、 理科、 性教育、 特活、 保健体育、 家庭科 ( 5 年、

6 年) 、 道認 を 配 当 。 道徳、 特活で 防災副読本 「明 日 に 生 き る 」 を 活用 。

避難訓練は 火事 ( 6 月 ) 、 不審者 ( 1 1 月 ) 、 地震 ( 1 月 ) を想定す る 。 安全点検 ・ 交通立

番 (毎月 5 日 ) 、 交通安全教室 ( 5 月 ) 、 救急法講習 会 ( 6 月 、 1 1 月 ) も 実施 。 保護者 と は

登下校 中 の 避難場所 に つ い て話 し 合 い 、 児童引 き 渡 し訓練の大切 さ を 知 っ て も ら っ て い る O

こ の 「学年配当 」 に よ り 「防災教育学年別年 間指導計画」 が作成 さ れて い る O

3 .  2 年 目 の県立舞子高校環境防災科
全 国 唯一 の 防災専 門 学科 と し て 、 県立舞子高校 に 2002年 4 月 、 「環境防災科」 が開設 さ

れ た 。 2003年震 は し 2 期生が在籍 、 2004年度の2005年 3 月 は l 期生 を 初 の 卒業生 と し て

送 り 出 す。

環境防災科 は 大震災の教訓 を全国 に発信す る こ と を 日 的 に 新設 さ れた 。 定員 は I 学年40

人。 3 年 間 で88 単位 を 修得す る が、 う ち 25単位が 「防災情報J r災害 と 人間J r環境 と 科学」

な どの 防災関連の専門科 目 O

学習 は学外 と の連携が特徴で 、 大学教授 や ボ ラ ン テ ィ ア の講義 を 受 け る O 人 と 訪災未来

セ ン タ ー な どの施設見学、 六 甲 山 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク 、 消 防学校への 体験入校な ど活動

が広が る O 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム への 参加、 外国の学校訪問 な ど も O 地震発生の メ カ ニ ズ ム か

ら 行政、 企業、 ボ、 ラ ン テ ィ ア の役割、 住民の行動 な ど を 防災 と 助 け合い行動 の 両国か ら 学

ん でい る O

卒業後 の 進路 は 、 消防士、 救急、救命士、 看護師、 専 門 学校、 大学進学 な ど様々 だ。

(叛神大麗災 9 周年で追悼集会 と シ ン ポジ ウ ム〕

2004年 1 月 16 日 、 舞子高校で震災 メ モ リ ア ル集会が聞 かれ、 母親の裕美子 さ ん ( 当 時43

歳) を 亡 く し た環境防災科 2 年 の 長尾美幸 さ ん (16) が被災体験 を 発表 し た 。 美幸 さ ん は

震災当時、 小学 2 年生。 母 親 は 入 院 中 の 病院がつ ぶ れて死亡 し た 。 父親の 政三 さ ん (55)

が ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を し た影響で美幸 さ ん は ボ ラ ン テ イ ア も 学べ る 伺 科 に 入学 し た 。 こ の

日 は 「体験を 伝 え る こ と が大切。 風化 し つ つ あ る 震災 を 忘れず、 将 来 に 生 か せ る よ う 伝 え

た い」 と 壇上 で発表 し た 。

ま た 、 向 日 、 「大震災 を 忘れ な い - 21 世紀 を 担 う 私 た ち の使命」 を テ ー マ に シ ン ポ ジ ウ

ム が聞 か れ た 。 同科の生徒 と 、 紡災教育 の研究 を 重 ね て い る 京都大学や名古屋工業大学の

学生が 「外か ら 見 た 震災、 中 か ら 見 た 震災」 に つ い て 実践発表。 専 門 家 や 地域 の 中学生 ら

に よ る パ ネ ル討議 に 続 き 、 グ ラ ウ ン ド で炊 き 出 し の な べ料理 を 食べ た 。
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〔神戸市長田 区 の 商j吉主 か ら 震災 当 時を 聞 き 取 り 〕

環境防災科 2 年40人 と 普通科 2 年12人が、 2003年 7 月 9 目 、 長 田 区 内 で被災当 時の様子

を 開 き 取る フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 行 っ た 。

災害や命の 大切 さ を 学ぶ授業 ["""Active 防災」 の 一環で11 の グ ル ー プ に 分 か れ、 商 庖街、

長 田 消 防署 、 長 田 神社 な ど を 訪れ、 自主や署員 ら か ら 、 そ の後の影響 ま で 生 の声 を 開 い た 。

夏休み 中 に リ ポ ー ト に ま と め提 出 し た 。

〔 ネ パー ル を 訪 れ 、 カ ト マ ン ズの学校 と 交流〕

舞子高校は 2 年前 か ら カ ト マ ン ズ の 学校 と 交流 を 続け て お り 、 2003年 は 7 月 か ら 8 月 に

か け て 、 環境防災科 2 年 の生徒 5 人 と 引率の教師 2 人が現地 を 訪 れ た 。 生徒 ら は ホ ー ム ス

テ イ し な が ら 学校 を 訪問 、 防災状況 を 視察、 グ ル ー プ デ イ ス カ ッ シ ョ ン で意見交換 し た 。

ま た 、 防災セ ミ ナ ー に も 参加、 大震災の体験や環境防災科の取 り 組み を 英語でス ピ ー チ し

た 。

〔黒立淡路高校一宮校で取 り 組み伍 え る 〕

2003年12月 15 日 、 環境防災科 l 年の 6 人が淡路高校一宮校で、 防災学習 の取 り 組み を 報

告 し た。 家政科 だ け の 一宮校は琴や茶道で も て な し た 。 一宮町は震災で半数近い世帯が全

半壊。 一宮校 の 生徒 は 当 時 、 小学校低学年。 東甫海、 南海地震 に 備 え て 防 災意識 を 高 め よ

う と 環境防災科の生徒 を 招 い た 。 6 人は 自 然災害の メ カ ニ ズ ム 、 ネ パ ー ル と の 国際交流 な

ど学習 内容 を 紹介 し た 。

〔消防学校へ 1 j自体験入校〕

環境防災科 1 年の40人が、 2003年10月 27、 28の河 日 、 神戸市民訪災総合セ ン タ ー の消 初

学校に 1 泊 2 日 の体験入校学習 を 行 っ た 。 講義、 救出 し た負傷者の担架搬送、 放水、 炊 き

出 し 、 避難所生活 な どの訓練 を 受け 、 災害時の碁本活動 を 身 に つ け た 。 焼 け た模擬家屋か

ら 人形 を 運 び 出 す訓練で、 消 防士の父親 を 持ち 、 自 分 も 将来 は 消 防土 を 臼 指 し て い る 生徒

は 「お 父 さ ん の 苦労が分か っ た 。 ま す ま す消防士 に な り た い と い う 気持 ち を 新 た に し ま し

たJ と 話 し て い た 。

〔被災体験共有の旅。 北海道 ・ 有珠山 で交流会〕

環境防災科 2 年の40人 は 、 2003年 9 月 23 日 か ら 26 日 の北海道修学旅行 を 利 用 し て 、 2000

年 に有珠山 の 噴火災害 に 見舞 わ れた 北海道立虻 田 高校の避難体験の あ る 生徒30人 と 虻 田 町

役場で体験交流会 を 開 い た 。

韓子高校 は 2 年前 か ら 修学旅行先 を 北海道 に し て お り 、 2 年生320 人 の う ち 、 環境防災

科の生徒が同26 日 に 別行動 し て交流会 を 開 い た 。
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〔震災教訓怯え る 新開作 り 、 虻田高校へ送る 〕

環境防災科 2 年の40 人 は 2003年10月 、 大震災の体験、 教訓 を伝 え る 新聞 を 作 り 、 北 海道

立虻田高校へ送 っ た 。 前 月 に 修学旅行 で 開 校 を 訪れ、 交流会で有珠山 噴 火 の 被災状況 を

ん だ 。

新 聞 は 交流 の感想、 を 伝 え る こ と と 大震災 を も っ と 知 っ て も ら お う と 、 B 4 判 10枚 に仕上

げ た 。 大震災の死者 は子 ど も や 高齢者が 目 立 っ た こ と 、 当 時 、 小学 2 年生 の 臼 分が感 じ た

こ と 、 地域の つ な が り が大切 だ と い う 教訓 を 盛 り 込み 、 環境防災科の紹介 も 掲載 し た 。

( rわが擦の高校 に防災科を」 。 静岡県議会の地震対策委〕

静i潟県議会地震対策委員 会の15人が2003年 9 月 5 日 、 環境防災科の授業や 施設 を 視察 し

た 。 一行 に は 同県防災関係部 局 の 職員 も 加 わ っ て お り 、 人 と i坊災未来セ ン タ ー な ど も 視察

し た 。

同科で は諏訪清二科長が説明 。 地域 と 連携 し た授業、 活動 を 紹介 し 、 屋 上の太陽光発電

シ ス テ ム も 案内 し た 。 静 岡 県 は 東海地震が懸念 さ れ、 石橋康弘同委員 長 は 「紡災 を 題材 に

し た 生徒 と 地域 の つ な が り に着 目 し て い る O 静 岡 で も 同様の学科の設置 に つ い て議論 し た

い」 と 話 し た。

〔閤連研修生長が環境防災科視察。 カ リ ブ諸国 か ら も 〕

環境紡災科の授業を見学する静岡県議会の
一行 ら ェ舞子高校 (神戸新聞社提供)

国連地域開発セ ン タ ー (UNCRD、 本部 ・ 名 古屋市) で 防災研修 を 受 け て い る タ イ 、 カ

ン ボ ジ ア 、 ノ f キ ス タ ン 、 ケ ニ ア 、 コ ロ ン ピ ア 、 グ ル ジ ア 、 イ ン ド ネ シ ア 、 ス リ ラ ン カ の行二

政官10人が2003年 6 月 日 目 、 舞子高校環境防災科 を 訪 れ、 生徒 と 防災教育 に つ い て 意見交

換 し た 。

生徒 ら は英語で震災体験や 同科の取 り 組み を 説明 し た 。

O 
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JICA ( 国 際協 力 機構) の 防災研修で来 呂 中 の カ 1) ブ諸国 の災害対策担当 者 3 人が、 2004

年 3 月 8 日 、 舞子高校 を 訪れ、 環境防災科の授業 を見学 し た 。 生徒 ら は 英語で学習 内容や

震災の体験 を 発表 し た。

4 . 新開校の神戸市立科学技術高校 に 「都高防災J の専門学科
〔災害 と 街づ く り 学ぶ 「都市工学科」 。 校舎も 耐震構造の教材〕

神戸市教委は2004年 4 月 に 、 市立の神戸工業 (全 日 制) 、 御影工業 (全 日 制、 定時制) 、

長 田工業 (定時制) の 3 高校 を 統合 し て 灘区脇浜町で 開校す る 「 市立科学技術高校J (全

日 制) 、 「神戸工科高校J (定時制) の新工業高 2 校の概要 を 2003年 7 月 に 発表 し た 。

日 制 は こ れ ま での 2 校 7 学科 を①機械工学、 ②電気情報工学、 ③都市工学、 ③科学工

学 の 四 学科 に 統廃合 し 、 幅広 い分野 を 学べ る よ っ に再編 し た 。 定員 1 学年10 ク ラ ス 、 約400

人。

最 も 特徴 の あ る の が 「災害 と 街づ く り 」 を 学ぶ 「都市工学科J o 統合 さ れ る 御影工業 の

土木科、 神戸工業の イ ン テ リ ア 科の 内 容 を 引 き 継 ぎ、 建築学の 要素 を 加 え る O 防災関連の

学習 は 1 年生か ら 導入。 必須科 目 の 「都市工学」 は神戸 の街 を 教材 に 、 震災や大水害 に 見

舞 わ れ た 歴 史 に触れ、 災害か ら 復興 を 遂 げた都市の変遷 に つ い て 学ぶ。

2 、 3 年生 の 選択科 目 「土木基礎力学J は 、 新校舎の 随所 に 取 り 入 れ た 耐震構造が教材

に な る O 中 心柱の 一一一一昔ß に は 、 地震のエ ネ ル ギー を 吸収 し て 、 校舎全体の崩壊 を 防 ぐ、 最新

の技術 の 強 震 ダ ン パ ー を 採用 。 3 本の細 い柱が、 上下の太い柱 を 支 え る 仕組みがむ き 出 し

に な っ て お り 、 手で触れ な が ら 耐震建築が学習 で き る O

新工業高 は 「 も のづ く り を 通 し て夢 の 実現 を 日 指すJ を教育理念 に 掲 げて い る が、 「 防災」

の思想、 を 込め た独 自 の 「 も のづ く り カ リ キ ュ ラ ム 」 に 寂 り 組む。

5 . 追悼行事で 防災教育 ・ 震災体験離感 (2004年 1 月 )
〔追悼式の灯 ろ う に小学生がメ ッ セ ー ジ〕

神戸市立五位 の 池小学校の児童が、 長 田 区 の復興住宅 「 フ レ ー ル 長 田 大道」 で 賠 か れ た

追悼式 「灯 り を い つ ま で も J で、 500基の灯ろ う の う ち 、 360基分の絵や メ ッ セ ー ジ を 描い

た 。 灯 ろ う を 並べ て ' 1 ・ 17 い の ち 」 の 文字 を 浮か び上が ら せ た も の で 、 ボ ラ ン テ イ ア

団体 「阪神高齢者 ・ 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 呼 びか け に応 じ た 。 画用紙 に墨 で力 強 く 「希望」

「平和J と 書い た り 、 青空 に 烏が羽 ばた く 絵 を 描 い た 。 震災 を 知 ら な い児童 た ち は親 た ち

か ら 多 く の犠牲者が出 た 話 を 開 い て 、 願 い を 込め た と い う O

O 
神戸市立神 陵台小学校で は 、 和 紙 に 「世界中 の 人 々 が助 け合 っ て平和 に暮 ら せ ま す よ う

lこJ な どの 願 い を 書い た 手作 り の灯ろ う を 囲 ん で震災集会 を 開 い た。
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( r災害が起 き た ら 」 テ ー マ に震災新聞作 り 〕

神戸市立樫野台小学校で は 、 全校児童 に よ る 避難訓練の後、 6 年生約160人が、 「 も し 震

災が起 こ っ た ら 」 を テ ー マ に 、 「震災新開」 を 作 っ た 。 気 に な る 日 刊 紙 の 新 開記事 を 張 り

つ け た り 、 カ ラ フ ル な イ ラ ス ト やペ ン を 多用 し て そ れぞれの 防災対策 の 思 い を 書い た 。 児

た ち は 「記事 を 書い て い る う ち に 、 地震 に 備 え ね ば と 思 っ た J と 話 し て い た 。

〔 モ ク レ ン に土 を か け て 追悼〕

神戸市立東山小学校 で は 、 震災で亡 く な っ た 児童 を 追悼す る た め植 え ら れた モ ク レ ン に 、

全校児童205人が l 人ずつ土 を か け る 「土入 れ式」 を 行 っ た 。 モ ク レ ン は 、 震災死 し た 6

年生 と 1 年生の兄妹の両親が、 震災の翌年 に 寄贈 。 4 メ ー ト ル に成長 し た 。 児 童 た ち は 「震

災 を 風化 さ せ な い」 の 思 い を 込 め て 、 追悼式 を 行 っ て い る O

〔災害に備 え 、 公菌の防災工事 に汗流す〕

神戸市立雲雀丘 中 学校の し 2 年生230人が、 近 く の ひ よ ど り ご え 森林公園 で住民 と と

も に 、 土砂崩 れ防止の杭打 ち 、 丸太 を使 っ た 階段、 橋作 り 、 丸太 を 組 ん だ土留 め 工事 に 挑

戦 し た 。 同校区 は 鉄砲水や土砂崩 れ に 悩 ま さ れ る 地域。 1998年 か ら 総合学習 に 里 山 活動 を

取 り 入れて お り 、 2003年 は 生徒の 紡災意識 を 高め よ う と 震災関連行事 に位畏づけ た 。 生徒

た ち は森林指導員 や住民の指導 を 受 け な が ら 作業 に 汗 を 流 し た 。

〔慰霊碑な ど訪ね、 震災継承の冊子づ く り 〕

神 戸 市立飛松 中 学校 の 1 年生140 人 は 市 内 の震災慰霊碑、 神戸港の メ モ リ ア ルパ ー ク 、

人 と 紡災未来 セ ン タ ー な ど、 10 ヵ 所 を 回 り 、 見 開 し た こ と に感想、 を 添 え 、 パ ソ コ ン を 使 っ

て 冊子 「震災 モ ニ ュ メ ン ト め ぐ り 」 を 完成 さ せ た 。 B 5 判 、 約 150ペ ー ジ。 生徒た ち は被

災 当 時 は幼児。 震災 を ほ と ん ど覚 え て お ら ず 「慰霊の 地 を 回 っ て 、 命 の 大切 さ を 改 め て 学

ぶ こ と がで き たJ と 振 り 返 っ た 。

〔 リ ヤ カ ー で水 く み再現〕

西宮市立高木小学校で は全校集会で、 被災当時、 児童がプ ー ル の水 を ト イ レ に運 ん だ と

い う エ ピ ソ ー ド を 再現 し た 。 同校の避難所で は ピ ー ク 特 に 住民1 ， 100人が暮 ら し た が、 水

洗 ト イ レ が使 え ず 6 年生が水 く み に協力 し た 。 こ の 日 も 6 年生の代表 6 人が、 プー ル の水

を バケ ツ で く み、 校舎 ま で、 の約100 m は リ ヤ カ ー を 引 っ 張 り 、 階段で 3 階 ま で上げた 。

〔 あ の 自 の給食 も 再現。 不 嵩 曲 さ を 体験〕

芦屋市立 山 手小学校で は 、 震災直後の 簡易給食の メ ニ ュ ー を 再現 し た 。 紙パ ッ ク 牛乳、

コ ッ ペパ ン 、 ヨ ー グ ル ト 、 チ ー ズ か ま ぼ こ な ど五 品 を 、 食器 を 使 わ ず、 ナ プキ ン の上 に並
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べ る 「冷た い給食」 を 通 じ て 、 当 時 の不 自 由 さ を 味わ っ た。

( 6 年生が追樺式企画、 運営。 鎮魂 と 麗災継承 の防災教育の 場 に 〕

芦屋市立精道小学校は震災で 8 人の 児童 を 失 っ た 。 毎年行 う 追悼式 を 被災 9 年の2004年

は 、 6 年生が企画か ら 運営 ま で取 り 組 ん だ。 2 ヵ 月 がか り で遺族 ら か ら 震 災体験や犠牲者

への思 い を 開 き 取 り 、 1 - 5 年生の教室で発表 し た 。 6 年生 は 「総合学 習 」 で 「命J を 年

間 テ ー マ に 学習 し て お り 、 追悼式の構成、 式次第、 献花の 際 に流す音楽 の 選 曲 、 お供 え の

大福 も ち の 手作 り を 行 っ た 。

当 日 は 6 年生 3 人が先輩 を 悼 む作文 を 読 み 上 げ、 震災の継承 を 誓 っ た 。

〔鎮魂の凧揚げて 、 次代に震災伝 え る 〕

県立鈴蘭台西高校の 1 年生250人 は 、 震災犠牲者 を 悼 み 、 「鎮魂 新風」 と 書い た大凧 ( 縦

3 m 、 横 2 m )  6 枚、 小凧 (縦40cm 、 横30cm ) 29枚 を 揚 げ た 。 近所の市立西鈴蘭台保育所

の 園児56人 も ピ ニ ー ル凧 を 持 っ て参加 し た 。 大凧 は 「 日 本凧の会」 会員 の 指導 を 受 け 、 和

紙 に ポス タ ー カ ラ ー で絵 を 描 き 竹の骨組み な ど を 取 り 付 け た。

O 
〔全国小学校道徳教育研究大会で 「間災」 授業公開〕

2003年11 月 、 神戸市内 で 開か れ た 「全国小学校道徳教育研究大会で、 市立板宿小学校が

「道認」 に 、 震災、 防災 を 取 り 入れた授業 を 公 開 し た 。

1 年か ら 6 年 ま で全13 ク ラ ス で公開授業が行 わ れ、 2 年生 で は 「生 き 物 の 大切 な 命」 が

テ ー マO 須磨海浜水族 園 の 職 員 が r 1 匹で も 多 く の 魚、 を 救お う と 必死 に 頑張 っ た」 と 震災

時の水族園 の様子 を 再現 し た 。 5 年生の ク ラ ス は須磨消 防署の消防士が、 当 時の消防 ・ 救

命活動 を 児童 に語 り か け 、 人命の大切 さ を 学ん だ。

〔紙芝居で 「稲む ら の火」 上演〕

神戸市立桜が丘 中 学校の文化祭で2003年10月 25 日 、 生徒会 中心の 「桜が丘 ジ ュ ニ ア 防災

チ ー ム J (13人) が制作 し た紙芝居 「稲 む ら の 火」 が上演 さ れた 。 物 語 は 1854年の安政南

海地震で、 和 歌 山 の豪農、 浜口梧陵が収穫 し た ばか り の稲 に 火 を 放 っ て 大津波か ら 住民 を

救 っ た 実話。 小泉八雲が海外 に も 紹介、 戦前の 教科書 に も 載 っ た 。 8 月 か ら 特大サ イ ズ の

紙芝居 に ま と め 、 9 月 に近 く の桜が丘小学校で行 わ れ た 「一治避難体験会」 でお披露 目 O

文化祭用 に 情景描写 な ど を 詳 し く し て 改訂 し た 。 生徒た ち は 「震災 を 知 ら な い 人 に 紡 災 を

考 え て も ら う メ ッ セ ー ジJ と 話 し て い た。
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6 . 神戸市教委震災学習交流 セ ン タ ー の 「語 り 部」 活動
〔講師の市外派遣増 え 、 市内 は さ ら に激減〕

神戸市教委震災学習交流セ ン タ ー の 「語 り 部」 活動が 8 年 目 に な っ た 。 2002年度 に 「人

と 防災未来セ ン タ ー」 の 第 1 期施設が開館、 小 ・ 中 ・ 高校生 向 け の体験学習 、 講習 プ ロ グ

ラ ム が始 ま っ て 、 交流セ ン タ … の受 け入れが激減 し たが、 2003年度は さ ら に未来セ ン タ ー

の 第 2 期施設開館で、 ま す ま す減少 し た 。 特 に市 内 向 け の講師派遣が大幅 に 減 っ て 、 4 分

の 3 が市外 向 け 派遣 と な っ た 。 細 々 と 続い て い た 市外学校 と 神戸市の学校 と の 交流事業は

と う と う ゼ ロ に 。 ま た 、 神戸市教委 は 、 交流セ ン タ ー と は別 に 、 全国の被災教育委員 会へ

の 支援事業 と し て 、 2003年度途 中 か ら 「語 り 部J を 派遣 し た り 、 「学校 防 災 ・ 危機管理研

修支援」 を 始 め て お り 、 交流セ ン タ ー は 人 と 防災未来セ ン タ ー だ け で な く 、 い わ ば身 内 か

ら の影響 も 受 け 、 活動内容が様変 わ り し た O

(表13) 震 災学習実施数

1999年度 2000年度 2001年度 2002年度
父 流 講師派遣 合 計 交 流 議締派遣 合 計 交 流 議飾派遣 合 計 父 流 講師派遣

小学校 。 3 ， 566 3 ， 566 。 3 ， 190 3 ， 190 。 3 ， 111 3 ， 111 。 1 ， 279 
(0) (42) (42) (0) (48) (48) (0) (36) (36) (0) (9) 

中学校 249 13 ，805 14 ， 054 200 13 . 158 13 ，358 96 1 13 ， 534 13 ，630 285 7 ， 783 
(4) (96) (100) (1 )  (103) (104) (川 (附 (104) (2) (39) 

言語 校 。 6 ， 831 6 ， 831 。 5 ， 380 5 ，380 。 8 ， 500 8， 500 O 1 ， 709 
(0) (28) (28) (0) (26) (26) (0) (49) (49) (0) (8) 

養 護
。 。 。 。 。 。 。 68 。 。
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (3) (0) (0) 

各種学校
。 247 247 。 378 378 。 740 。
(0) (6) (6) (0) (5) (5) (0) (8) (8) (0) 

校長会等
。 2 ， 046 2 ， 046 i 。 3 ， 660 3 ， 660 。 1 ， 874 1 ， 874 o 1 4 ， 485 
(0) (63) (63) (0) (52) (52) (0) (39) (39) (0) (17) 

合 計 249 26 ， 495 26 ， 744 200 25 ， 566 25 ， 766 96 27 ，827 27 ， 923 285 15， 256 
(4) (235) (239) (1) (剖 間) (1) (238) (239) (2) (73) 」一 一

u主) 1 .  1996年度は交流 5 件 (317人) 、 講師派遣45件 (5 ， 296人) 、 合計50件 (5 ， 613人) 。
2 .  1997年度は交流12件 (l ， 354人) 、 講師派遣231件 (21 ， 848人) 、 合計243件 (23 ， 202人) 0 
3 .  1998年度は交流 2 件 (300人) 、 講師派遣231件 (24 ， 0 10人) 、 合計233件 (24 ， 310人) 0 
4 . 数字は交流の受講人数、 ( ) 内は学校数ま たは図体数。
5 . 校長会等の中 には教頭会 、 教育委員会 、 教的 、 一般 (PTA 、 自 治会等) を含む。

2003年度
合 計 議側派遣
1 ， 279 2 ， 064 

(9) (9) 
8 ， 068 1 4 ， 893 

(41) (25) 
1 ， 709 1 ， 163 

(8) (5) 
。 24 
(0) 1 (1) 

12 
(1) 

4 ，485 4 ， 166 
(17) (18) 

15 ，541 12 ，322 
(75) (57) 

(神戸市教委震災学習交流セ ン タ ー )

交流セ ン タ ー の 2003年度 は 、 講師派遣が小学校 7 校2 ， 064人 (市外 6 校2 ， 035人、 市 内 1

校28人) 、 中学校25校4 ， 893人 (市外 9 校3 ， 014人、 市内 16校1 ， 879人) 、 高校 5 校1 ， 163人 (市

内 の み ) 、 養護学校 1 校24人 ( 同 ) 、 各種学校 1 校12人 ( 同 ) 、 校長会な ど18団体4 ， 166人 (市

外13団体4 ， 118人、 市 内 5 団体48人) 。
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前年 に 比べ、 小学校 は 785人増 、 中 学校 は 3 ， 175人減、 高校546人減、 校 長 会 な ど315人減。

全体で3 ， 219人減。 中 学校の減少が 目 立つ 。

市外9 ， 168人 に 対 し 、 市 内 は 3 ， 154 人 だ、 っ た 。

県外へ の 派遣 は 北 は 山形県、 商 は 宮崎県 ま で全国的 に 招 か れて い る O

交流セ ン タ ー の 「語 り 部」 は 全国 か ら 神戸 を 訪 れ る 修学旅行生 ら に 、 元校長 ら が 自 ら の

被災体験 を 生 々 し く 語 り か け 、 震災の風化 を j坊 ぎ、 警鐘 を 鳴 ら し 続 け て い る o 1996年度 に

約20人の元校長が語 り 始め 、 1997年琵 に 交流セ ン タ ー と し て経織が強化 さ れた 。

神戸 を 訪 れ た 修学旅行生や校長会、 PTA な ど の 団体 に被災体験 を 伝 え る た め 、 宿舎や

神戸 ・ 三宮 に 設 け ら れて い た i日 「 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザJ (阪神 ・ 淡路大震災復興支援館)

な と守で、演壇 に 立 っ て き た 。 人 と 防災未来セ ン タ ー は 大震災の教訓 を あ ら ゆ る 角 度か ら 伝 え

る 最大の メ モ リ ア ル施設 と し て建設 さ れ、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザは 2001年度で 関鎖、 未来セ

ン タ ー に吸収 さ れた 。 未来セ ン タ ー は 映像、 展示の他 に 、 学校や修学旅行生 向 け に 、 見学、

講習、 研修 に よ る 体験学習 、 指導 を核事業の ひ と つ に し て い る O

交流セ ン タ ー は 、 自 前の教室設備 を 持 た ず、 講師派遣が主 な 活動 。 2002年度か ら は !日 フ ェ

ニ ッ ク ス プ ラ ザ、がな く な り 、 講 師 の 派遣依頼 を 受 け て も 会場がな く 、 市内 で の活動がせ ば

め ら れ る よ う に な っ た 。

交流セ ン タ ー の 受 け入れ実績は1996年度50件5 ， 613人、 1997年度243件 2 万3 ， 202人、 1998

年度233件 2 万4 ， 310入、 1999年度239件 2 万6 ， 744人、 2000年度236件 2 万5 ， 766入、 2001年

度239件 2 万7 ， 923人、 2002年度75件 1 万5 ， 541入、 2003年度57件 1 万2 ， 322人。 2 万 3 ， 000

人の大台 を 超 え る 受 け入 れ は 1997年度か ら 5 年間続い た 。

7 . 人 と 防災未来セ ン タ ー 全館完成。 防災教曹の殿堂 に
〔観覧者倍増。 3 分の 2 は防災館へ。 団体の 4 割が兜重量 ・ 生徒〕

新 し い 防災学習 の大規模施設 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 は2003年 4 月 、 第 2 期施設 「 ひ

と 未来館」 が開館 し 、 前年開館の 第 1 期施設 「防災未来館」 と 合わせ全館が完成 し た 。

(表14) 2003年度人 と 防災未来セ ン タ ー観覧者数

口館別観覧者数

区 分

大 人

高 校 ・ 大 学 生

小学 ・ 中学生害事

言十
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観覧者数計 ; 防災未来官官
(人) (人)
307 ， 808 207 ， 390 (57 . 9% )  
33 ， 767 27 ， 246 (6 . 3% )  

190 ， 598 114 ， 948 (35 . 8% )  
532 ， 173 349 ， 584 
(100 . 0% )  (65 . 7% )  

ひ と 未来館
(人)

100 ， 4 18 

6 ， 521 

附
ω

75

2
4
5

切
g%J ) 

! l 



口団体、 個人別観覧者数

区 分 ! 県内

大 人

高 校 ・ 大 学 生

小学 ・ 中学主主等

言十

団体 入

1 ， 835 67 ， 757 

43 1 ， 966 

470 32 ， 701 

2 ， 348 102 ， 424 
09 . 2% )  I 

団体予約観覧者
!系外

団体 人

4 ， 543 132 ， 768 

309 27 ， 212 

616 54 ， 353 

5 ， 468 (40 . 3% )  

言十 倒人観覧者
国体 A 

6 ， 378 200 ， 525 

352 29 ， 1 78 4 ， 589 

1 ， 086 87 ， 054 103 ， 544 

7 ， 816 316 ， 757 215 ， 416 
(59 . 5% )  I (40 . 5% )  

(人 と 防災未来セ ン タ ー )

2003年度 は観覧者総数は 53万2 ， 173人、 1 日 平均1 ， 785人。 オ ー プ ン 初年度の前年 は25万

6 ， 789人、 1 日 平均870人。 総数で約2 . 1倍、 1 日 平均で900人以上の大幅増加 と な っ た 。 前

年 オ ー プ ン か ら の50万人 目 は2003年 9 月 28 日 に達成 し た 。

観覧者 の 内訳 は 、 大人が約 6 割、 児童 ・ 生徒 ・ 学生が約 4 割。 個 人 は 約 4 割、 団体予約

者 は 約 6 割。 団体予約者 は 県 内 が 3 分の し 県外が 3 分の 2 。

4 割 を 占 め た児童 ・ 生徒 ら は修学旅行や学校の授業で行 わ れ る 防災教育 の 体験学習 に 利

用 し た も のO 映像、 展示、 体験装置、 資料な どで大震災 を 生 々 し く 伝 え る 「防災未来館」

を 14万2 ， 194人が訪 れ た 。 一 方 「 ひ と 未来舘」 は 亘接、 震災 を 学ぶ の で は な く 、 命 の 尊 さ 、

共生の大切 さ を 、 自 然や こ こ ろ の面 か ら 学ぶ内容。 そ のせ い か、 8 万2 ， 171人の利用 で 「防

災未来館J に は及 ばな か っ た 。

国体予約観覧者数 は 、 7 ， 816団体31万6 ， 757人。 そ の う ち小 ・ 中 学生が1 ， 086校 8 万7 ， 054

人、 高校 ・ 大学生が352校 2 万9 ， 178入、 合計1 ， 438校1 1万6 ， 232人。 兵庫県 内 は 、 小 ・ 中 学

生が470校 3 万2 ， 701人、 高校 ・ 大学生が43校1 ， 966人。

児叢 ・ 生徒 ・ 学生 は 、 団体予約の 団体数で 2 割 を 占 め る が、 人数で は 4 割。 こ の比率は

前年度 と 同 じ 。 こ れ を 月 別 に見 る と 、 小 ・ 中 学 生 は 5 月 に 278校 2 万3 ， 724人 、 10月 に 207

校 1 万5 ， 741人、 1 1 月 に 13校 1 万27人、 6 月 に 93校9 ， 940人、 こ の他 の 月 は 3 - 4 ， 000人で、

8 月 は わ ずか101 人 だ っ た 。

ま た 、 高校生以上 は 1 1 月 に 80校7 ， 446人、 10月 に 71校7 ， 029人、 3 月 に 19校2 ， 099人、 9

月 に31校1 ， 983人、 8 月 は最低の194人だ、 っ た 。

観覧者全体で見 る と 、 10月 の 7 万5 ， 822人が最高で、 1 1 月 の 7 万871人、 5 月 の 5 万6 ， 046

人が続 く O そ の 他 は 12 月 の 2 万8 ， 463入、 4 月 の 1 万9 ， 690人 を 除 く と 各月 3 - 4 万人台で

推移 し た 。

1 B の最高観覧者 数 は 、 1 1 月 12 日 の4 ， 812人 (無料開放 し た2004年 1 月 17 日 の6 ， 370人 を

除 く ) 0 
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地域別 の 予約 団体観覧者数は 、 近畿が58 . 4 % 、 東海 ・ 北陸15 . 3% 、 中 国6 . 3 % 、 四 国6 . 2% 、

九州5 . 3 % 、 関 東 5 % 、 北海道 ・ 東北3 . 5 % 。 前年 に 比べ、 近畿、 関東以外は 増 加 し た。 都

道府県別 で は 兵庫 が32 . 3% (10万2 ， 424人) で第 1 位。

( 2 期施設は 「ひ と 未来館J 。 い の ち と 生 き る こ と を学ぶ〕

「人 と 防災未来セ ン タ ー J (神戸市東部新都心) は 阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を伝承 し 、

全国 に 発信す る 場 と し て 、 兵康県が建設 し た 震災記念事業の 中核。 博物館的機龍、 防災全

分野 に 関す る 研究 、 人材育成 と 幅広 い 役割 を 果 た す総合的 な 施設 だが、 前 年2002年 4 月 に

開館 し た 第 1 期施設の 「防災未来館」 は 映像、 展示 に よ る 迫真の震災 シ ー ン 再現、 豊 富 な

生 の 資料農示 、 語 り 部 に よ る 体験談、 セ ン タ ー の研究員 に よ る 専 門 的 な 防災 セ ミ ナ ー な ど

が、 小 ・ 中 ・ 高校生 の 新 し い 防災学習 の場 と な り 、 学校だ けで は得 ら れな い貴重 な 体験学

習 の推進役 と し て 注 目 を 浴び た 。

神戸 を 訪 れ る 修学旅行生 に と っ て も 「新名所J と な り 、 県外か ら の児童 ・ 生徒を 多数集

め て い る O

2003年 4 月 26 日 に 第 2 期施設の 「 ひ と 未来館」 が開館。 会館 オ ー プ ン で観覧者は倍増 し

た 。

「 ひ と 未来館j は 、 大震災で再認識 し た 「い の ち の尊 さ や 共 に 生 き る こ と の 素晴 ら し さ 」

を 体感 し 、 学 ん で、 も ら お う と す る 施設。

l 階の 「 こ こ ろ の シ ア タ ー 」 で は 、 生 き る こ と を 世界的 な ベ ス ト セ ラ ー 「葉 っ ぱの フ レ

デ イ 」 の 生 涯 を ベ ー ス に し た 「 い の ち の 旅J o 大東立体ハ イ ビ ジ ョ ン 映像 と 風や振動、 耳

元で さ さ や く よ う な 音響 な どが一体 と な っ て 臨場感あ ふ れ る 効果で、 い の ち を 慈 し む心や

き る 勇 気 を 訴 え る O 声 の 出 演 は 斉藤 由 貴 と 小林薫。 上映時 間 l3分。 収容人員 150人。 英語、

中 国語、 韓国語の 同 時通訳器50台 も 備 え る O

3 階 に は 「い の ち の息吹J ( ジ オ ラ マ 、 レ プ リ カ で森の動物、 昆虫 な ど) 、 「水の ト ン ネ jレJ

(樹木 と 人の つ な が り ) 、 「 ブ ナ 林 の 四季J (大型映像 と 生 き も の と 人 簡 を 描 い た 短編映画

4 本) 、 「 こ こ ろ と か ら だ、 の 部屋J ( 人 間 の こ こ ろ と か ら だの仕組み を 映像 と パ ネ ル で) 、 「や

す ら ぎ の 部屋J ( 8 分間 の 映像詩。 森 と 花 の香 り も ) 、 「交流の広場J (音の 世界 を 楽 し み 、

仲 間 の輪 を 広 げる ) 、 「 ふ れ あ い ス テ ー ジ、J 、 「 あ し たへ 向 か つ て」 な どの コ ー ナ ー が設 け ら

れ て い る O

〔人気ス ポ ッ ト は 「語 り 部」 に よ る被災体験談。 防災 ワ ー ク シ ョ ッ プも 〕

「防災未来舘」 を 観覧す る 団体向 け に 、 同 舘 l 階 の ガ イ ダ ン ス ル ー ム で、 「語 り 部」 に

よ る 被災 の 体験談の 講話 を 行 っ て い る が、 小 ・ 中 ・ 高校生、 特 に修学旅行生の 人気 を 集 め

て い る o 2003年度 は 1 ， 369 回 、 7 万1 ， 089人が聴講 し た 。 オ ー プ ン 初年度の2002年度 は958 回 、

4 万5 ， 479人。 防災未来館の観覧者数の伸 び1 . 36倍 を 上 回 る 1 . 56倍 ( 回 数で は 1 . 43倍) と な っ
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た 。 5 月 の 1 万l ， 194人、 10月 の 1 万926人が特 に 多 く 、 回数で は10月 が201 囲 、 5 月 が173

回 だ、 っ た 。

(表15) 紡災未来館 1 階 ガ イ ダ ン ス ル ー ム で の 被 災体験

談講話実施状況

平成15年度 平成14年度
区分 回数 務講人数 関数 際議人数 j
4 月 69回 4 ， 132人 。問 。人 j
5J:I 173回 1 1 ， 194人 78隠 5 、 800人
6 月 131司 7 ， 070人 66問 :� ， 688人
7 月 107回 5 ， 095人 71問 3 ， 001 人
8 月 66回 3 ， 487人 44間 l 、 423人
9 月 123回 6 ， 740人 84閲 3 ， 593人
10月 201 回 10 ， 926人 186閉 9 ， 459)、
1 1月 160回 8 ， 032A 166閲 7 ， 820)、
12月 73図 3 ， 260人 53回 2 ， 726人
l 月 61罰 2 ， 742人 49沼 2 ， 158人
2 月 104回 3 ， 925人 991Hl 3 ， 617人
3 月 101回 4 ， 486人 62回 2 ， 214人
合計 1 ， 369回 71 ， 089人 958問 45 ， 479人

(人と 防災未来セ ン タ ー )

(表16 ) 防災 ワ ー ク シ ョ ッ プ内容一覧

名 手本 内 廿口科手

自 主防災を考え る 防災カ ー ドで持ち出 し リ ュ ッ ク を作る
家庭防災を知る 部屋の模型に ミ ニチュ ア家具を配置 し、 振動を与える
ま ち の防災を考え る 仮想、の ま ち イ ラ ス ト カ ー ドでハザー ドマ ッ プを作る
避難所を考え る 小学校を避難所 と して完成 させるパズル
震度を知る 1 キ ャ ラ ク タ ー人形に よ り 、 地震のエネ ルギー の大 き さ を対比
震度を知る 2 震度別被害イ ラ ス ト カ ー ドに よ る 震度階級 カ ル タ
活断層 を知る 1 活断層 ジグソーパズ、ル
活断層 を知る 2 反射実験鏡を使い、 航空写真から活断層 を確認する
免振構造装置 建築物の鉄骨粗の違いに よ る ゆ れ方や免振装置上でゆ れ方の違い を知る
液状化現象装置 地中から水があふれ出す現象を学ぶ

(人と 防災未来セ ン タ ー )
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〔 セ ン タ ー の研究員 に よ る 「防災セ ミ ナ ー 」 も 好評〕

防災未来館 1 階 ガイ ダ ン ス ル ー ム での講
話風景 (人 と 紡災未来 セ ン タ ー提供)

展示の見学か ら 防災学習 を さ ら に深め た い と い う 小 ・ 中 学生 を対象 に 、 セ ン タ ー研究員

がガ イ ダ ン ス ル ー ム で、 2003年度 も 「紡災セ ミ ナ ー 」 を 実施 し た 。 2003年度 は53回 (県外

は う ち 23 回 ) 。 受講者 は3 ， 260人。 2002年度 は 59 田 、 3 ， 128人だ、 っ た 。

セ ミ ナ ー で は 、 小学校低学年 に 、 さ し絵 中 心 の 「 じ し んがお き る と 」 、 小 学校高学年 に は 、

平易 な 表記 の 「地 し ん と し ん災J 、 中 学生用 に は 「地震 と 震災J の 3 種類 を 提供 し 、 研究

の最新研究成果 な ど も 学習 内容 に 盛 り 込ん だ。 さ ら に水害の発生要因 、 種類、 助災 に つ

い て解説 し た 「都市 と 水害」 も 活用 し た 。

〔子 ど も i匂 け 夏休み イ ベン ト 〕

@ 夏休み こ ど も 防災 ク イ ズ (2003年 8 月 1 日 -31 日 )

楽 し み な が ら 地震 や 防災 に 関す る 知識が得 ら れる ク イ ズ を小、 中 学生 向 け に 実施 し た 。

ク イ ズ は Q x 式で 、 全問正解者 に は r 1 ・ 17 グ ッ ズ」 を プ レ ゼ ン ト 。 正 解 者 は 2 ， 700人

を 超 え た 。

@ 地震の揺 れ を 体感 し て み ま せ ん か ( 8 月 12 日 - 17 日 )

セ ン タ ー 中央広場で、 県立防災科学館の 「地震体験車」 に 試乗 し 、 阪神大震災 な どの地

震 の揺 れ を 体感 し て も ら っ た 。 930人が体感試乗 し た。

@ は し ご車で神戸港を 一望 し よ う ( 8 月 12 目 、 13 日 )

セ ン タ ー 中 央広場で、 神戸市 中央消防署 の は し ご車や特殊災害対策車の試乗会 を 実施 し

た 。 水消火器や煙 ド ー ム の 体験 コ ー ナ ー で は消火訓 練や 避難訓練 を 行 っ た 。

〔夏休み 子 ど も 防災 ワ ー ク シ ョ ッ プ . 2003年〕

資料室 を 主体 に 、 子 ど も の 夏休み の 自 由研究、 宿題 に役立つ催 し を 行 っ た 。 小学校高学
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年が、 セ ン タ ー 内 で 、 さ ま ざ ま な 体験、 実験 を 通 じ て災害 と 紡災 に つ い て 学べ る 楽 し い

プ ロ グ ラ ム を 組 ん だ。 2003年度 は セ ン タ …研究部、 日 赤兵庫県支部、 関 西大学夏季 イ ン

タ ー ン シ ッ プの工学部学生の協力 を 受 け た 。

「 じ し ん が き た ら ど う し よ う ? こ ど‘ も サ パ イ バ)VJ ( 8 月 四 日 )

小学生が子 ど も た ち だ け で 地震 に あ っ た と き 、 どの よ う に対処すれ ば よ い か。 災害 と 防

災の知識 ・ 意識 を 深め る た め の き っ か けづ く り が狙 い 。 起震車体験、 応 急処置体験、 ト

リ ア ー ジ タ ッ グ説明、 災害用伝言 ダ イ ヤ ル 、 新 聞 の ス リ ッ パ作 り 、 簡易 ト イ レづ く り 、

サ パ イ バ ル ク ッ キ ン グ試食。 小学 3 年か ら 6 年 ま で16人が参加 し た 。

rペ ッ ト ボ ト ル で か ん た ん 液状化実験J ( 8 月 21 日 )

身近 に あ る ペ ッ ト ボ ト ル を 使 っ て 地 震 な ど に 伴 う 液状化現象 に対す る 理解 を 深め た 。 小

学 4 年か ら 6 年 ま で14人が参加 し た 。

〔 アルジ エ リ アテ ン ト 、 再現〕

大震災置後、 ア ル ジ エ リ ア 政府か ら 兵庫県 を 通 じ て被災地 に 贈 ら れた 大 型 テ ン ト の 一部

が見つ か り 、 2003年 7 月 17 日 、 人 と 防災未来セ ン タ ー で再現 さ れた 。 贈 ら れた テ ン ト は 18

人用 、 90張 り O 仮設住宅の敷地 内 や公園 に 設営 さ れ、 被災者か ら 「 ア ル ジ エ リ ア テ ン ト 」

と 親 し ま れた 。

被災地で不用 に な っ た後、 行方不明 に な っ た が、 千葉県 の 市民 グ ル ー プがテ ン ト の 一部

を 譲 り 受け 、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト に使 っ て い る こ と が分 か つ た 。

〔 中国 の 中 学 、 大学生が人 と 防災未来セ ン タ 一見学〕

「子 ど も 教育支援財 団J (神戸市) の招 き で来 日 し た 中 国 ・ 北京の 「宗慶齢、基金会」 の

中 学生、 大学生21人が、 2003年10月 3 B 、 人 と 防災未来セ ン タ ー を 訪 れ た 。 一行は 「震災

の 語 り 部」 か ら 体験談 を 聞 い た り 、 映{象資料 を 見 た り し な が ら 自 然災害の恐 ろ し さ と 復興

に 奔走す る 人た ち の力 強 さ を 学ん だ。

8 . 防災 シ ン ポ ジ ウ ム 、 ワ ー ク シ ョ ッ ブか ら
〔 防災教育チ ャ レ ン ジ プラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プに 県立舞子高校参加〕

充実 し た 防災教育 の公開 を 通 じ て 、 全国各地で 自 律 的 に 防災教育 に 取 り 組む環境 を つ く

ろ う と 「第 l 囲 防災教育 チ ャ レ ン ジ プ ラ ン ワ ー ク シ ョ ッ プJ (実行委員 長 ・ 林春男 京都大

学 防 災研究 所 巨 大災害研 究 セ ン タ ー 教授) が2004年 3 月 28 日 、 東 京都 内 で 聞 か れ た o

NPO 法人 「 キ ャ リ ア ワ ー ル ドJ (東京) が内 閣 府 な どの後援 を 受け て 主催 し た 。

48件の応募か ら 県立舞子高校環境防災科な ど20の 学校、 団体の プ ロ グ ラ ム を 選ぴ、 1 年

間 、 運営や 費 用 を サ ポ ー ト す る O ワ ー ク シ ョ ッ プで は 多彩 な プ ラ ン が発表 さ れ、 情報交換

し た 。 プ ラ ン は 、 防災か る た 、 防災わ ら べ歌の制作 b ベ ニ ア 板作 り の家屋や家具で倒壊体
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験 b都市部 と 農村部の小学校が連携、 図上演習 な どで交流 b津波 に 関心 を 持 っ て も ら う 表

示板作 り b 防災寸劇 の 巡回公演 b 高校生向 け の 災害匿療教科書作 り な ど。 2005年 2 月 に

成果が報告 さ れた O

〔国際防災会議で、 舞子高の諏訪教諭が報告〕

震災10年 の2005年 1 月 に神戸市 で 開 く 「由連防災世界会議」 の プ レ イ ベ ン ト と し て 、 国

際防災会議 「大災害の教訓 に 学ぶ 一 み ん な で、参加す る 災害への備 え J ( ア ジ ア 防災セ ン タ ー 、

国連人道問題調整事務所神戸主催) が2003年12 月 2 4 日 、 神戸市内 で催 さ れ、 27 カ 国か

ら 防災関係者70人が参加 し た 。 基調講演、 日 本、 中 国 、 イ ン ド な どの被災事例発表、 課題

や現状報告が行 わ れ、 専 門家が活発に 意見交換 し た 。

県立舞子高校環境問災科の諏訪清二教諭 は 「阪神大震災前 は 一般市民 は 大規模地震の 危

険性 を 知 ら さ れず専 門 家 と 市民の つ な が り が欠 け て い た 。 こ れ を う ま く 連携 さ せ る の が教

育 だ。 舞子高校の 環境防災科で は 、 外部 か ら 専 門 家 を 招 い た り 、 博物館 に 出 向 い た り 、 フ ィ ー

ル ド ワ ー ク も 行 う O 消 防学校で宿泊学習 も O こ う し て 生徒 た ち は 防災 の基礎知識 を 得 た り 、

地域 を 回 っ て 危 険個所や消火栓の位置 を 記録 し 、 セ ー フ テ ィ マ ッ プ も 作 っ て い る O 生徒た

ち は大震災当 時小学 1 、 2 年生 だ、 っ た 。 授業の 目 的 は 、 次の世代へ教訓 を 伝 え る こ と だ。

生徒た ち は県外へ も 出 か け て 話 し て い る 」 と 報告 し た 。

9 . 兵庫県作成 の榔士学習 ノ ー ト に 阪神大震災
兵躍県 は子 ど も た ち に ふ る さ と を 知 っ て も ら お う と 、 小学生 向 け の郷土学習 ノ ー ト 「平

成15年度 わ た し た ち の 兵庫県J を 2003年 4 月 に 作成 し た 。

ノ ー ト は県 の位置、 歴史、 人 口 、 各市町の 地場産業 な ど県内 の 10地域や県の仕事 を イ ラ

ス ト や写真で紹介。 こ の 中 で阪神 ・ 淡路大震災 の被害状況、 援興への取 り 組み 、 前年か ら

開館 し た 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 な ど も 解説 し て い る 。 B 5 判 、 カ ラ ー 24ペ ー ジ 。 3 万

5 ， 000部作成 し 、 県庁見学の小学生 に 配布 、 各県民局 で も 配 っ て い る O

10 . 修学擁行 は神戸で震災学習 。 体験交流 も
は 年連続 6 万人突破。 人 と 防災未来セ ン タ 一 人気続 く 〕

神戸市 内 で宿 泊 し た 修学旅行の小 ・ 中 ・ 高校生 は 2002年 の 1 年 間 に 、 6 万773人。 集計

を 始 め た 1989年以来の最多 を 記録 し た 前 年 の 6 万5 ， 385人 に は届 か な か っ た が、 2 年連続

で 6 万人 を 突破 し た 。

教育旅行の 誘致 を 進め る た め 、 神 戸 市 や 旅行会社 な どで構成 す る 'Feel KOBE 観光推

進協議会」 の ま と め で分か っ た 。 神戸への修学旅行 は 、 大震災前 ま で 4 万 8 ， 000人 - 5 万

人で推移 し て い た 。 震災の 1995年 に 8 ， 924人 に 激減。 そ の後 の 回 復 は 緩 や か だ、 っ た が、 修

学旅行が名 所!日跡巡 り か ら 体験学習 型 に 変 わ り 、 2001年 に震災か ら の復興 と 全毘への感謝
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の気持ち を 伝 え る 「神戸21世紀復興記念事業」 が開かれて急回復 し 、 6 万5 ， 000人 を 超 え た 。

2002年 は 震 災 の す べ て が学べ る 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 の 「防災未来館」 が開館、 「総

合学習J の 時 間 の本格導 入 な ど も あ っ て 絶時調 の ベ ー ス が続い た と み ら れて い る O

学校別 で は高校が72% と 大半 を 占 め 、 中学校16% 、 小学校 6 % 。 地域別 で は 関東48 % 、

東北 と 東海が各13% だ、 っ た 。

市 内各地域、 団体の 受 け 入 れ態勢づ く り も 進み 、 最大の被災地 の 長 田 区 で は 商庖街や復

興 ま ち づ く り の 団体が 「神戸長田 コ ン ペ ン シ ョ ン 協議会J を 2003年 4 月 1 日 に設立 し 、 窓

口 の 一本化 を 図 っ て い る O

〔高知の小学生が、被災者 と 交流〕

南海地震 な ど に備 え る 高知市立大津小学校の 6 年生120人が2003年 5 月 20 日 、 修学旅行

で神戸市長 田 区内 の ま ち づ く り 協議 会 な ど を 訪ね 、 被災者 ら と 交流 し た 。 い ず れ も l 月 に

総務省 の 「 防災 ま ち づ く り 大賞」 を 受賞。 授賞式で お 互 い の 防災への熱意 に 共感 し 、 子 ど

も た ち の訪 問 が実現 し た 。 同 校 は1998年の 集中 豪雨 を き っ か け に 防災学習 に 取 り 組 ん でい

る O

子 ど も た ち は犠牲者127 人 の 慰霊碑 や 焼 け 残 っ た 電柱で震災の被害の 大 き さ を 知 り 、 公

園 で カ レ ー ラ イ ス の炊 き 出 し を 体験、 目 立つ 空 き 地 に は復興の シ ン ボル の ヒ マ ワ 1) の種 を

ま い た 。

〔名古屋 の中 学生が震災体験学習〕

名 古屋市立東港 中 学校の 生徒100人が2003::9三 5 月 28 日 、 修学旅行の 際、 神 戸 市 中 央 毘 内

で 震災体験学習 を し た 。 NPO 法人 「神戸 ま ち づ く り 研究所」 の 呼 び か け に よ る も の で 、

生徒た ち は 同 区吾妻地域福祉セ ン タ ー で震災産後の ピ デオ を 見 た あ と 、 避難所の様子 を 聞

い た 。 神戸高齢者総合ケ ア セ ン タ 一真愛で は お 年寄 り と タ オ ル を 使 っ た ゲ ー ム を し た あ と 、

生 の 震災 当 時 の 話 に 耳 を 傾 け た 。

〔名古屋 の中 学生が炊 き 出 し 体験〕

名 古屋市立 日 比野 中 学校の 3 年生81人が2003年 5 月 21 日 、 神戸市 中 央区 吾妻地域福祉セ

ン タ ー を 修学旅行で訪れ、 炊 き 出 し を 体験。 自 分た ち で、豚汁 を 作 っ た 。 そ の後 9 班 に分か

れ、 ボ ラ ン テ イ ア 団体の案 内 で 、 被災現場の検証や学童保育見 学 な ど個別 体験の プ ロ グ ラ

ム に参加 し た 。

〔名古臆の中学生が震災学習 に患返 し 演奏金〕

修学旅行で神戸市長田 区 の 酪庖街 を 訪れ、 大震災の体験談 を 聞 く 学習 を 続 け て い る 名古

屋市立 日 比野 中 学校の吹奏楽部員50人が2003年10月 5 日 、 JR 新長田 駅前広場で、 「恩返 しJ
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演 奏 を 披露 し た 。 同 中学 は 、 2 年前か ら 同 区 の本町筋商庖街な どで、 被災者か ら の 聞 き 取

り や絵手紙の プ レ ゼ ン ト を 通 じ て交流 し て お り 、 お札の気持ち を 表そ う と 生徒 た ち が企画

し た 。 こ の 日 は つ 1 1 の流れの よ う に」 や 「六 甲 お ろ し」 な ど 9 曲 を ダ ン ス も 交 え て演奏。

同 商底街で金物屋 を 営 む 山 本真智子 さ ん (56) は 「音楽以上 に み ん な の気持 ち が伝わ っ て

き て う れ し か っ たJ と 目 頭 を 押 さ え た 。

〔鳥取県 と 神戸の小学校が震災体験学習〕

神戸市長 田 区 の市立二葉小学校 と 鳥取県船附 町立船岡小学校の 5 年生50人が、 二葉小校

区 の住民か ら 震災体験 を 開 い た。 太平洋戦争 中 、 二葉小が船間 町へ集団学童疎開 し た縁で、

大震災時 に 、 i可 町 か ら 炊 き 出 し な ど多 く の 支援が、 二葉小へ寄せ ら れ、 1997年か ら 両校の

交流が続い て い る 。

1 1 . 防災、 体験学習施設増 え る
〔三木震災記念公園 に 粟立広域防災セ ン タ ー完成〕

平 時 は 消 防訓練や 自 主防災組織、 防災教育 の場 と し て活用 し 、 大災害時 に は 、 救援物資

の 集積場、 配送拠点 と な る 「県立広域防災セ ン タ ー」 が2004年 3 月 、 三 木市志染町の 「三

木震災記念公圏」 に完成 し た 。 大規模震動実験施設や 陸上競技場の建設が進 む 同公 圏 で 、

施設が完成 し た の は初 め て 。

同 セ ン タ ー に 県 消 紡学校が 4 月 1 目 、 神戸市北 区 か ら 移転 し て 中核 と な る O 広 さ は 約

12ha、 現消 防学校 の 4 倍。 火 を 使 っ た 屋 内 訓 練がで き 、 水難救助用 の プー ル も O 仮急電

鉄か ら 譲 り 受 け た 実際 の 車両 を 使 っ て列 車事故の救出訓練がで き る o 2004年度 中 に は ヘ リ

ポ ー ト を 整備 、 災害時の活動拠点 に し 、 近 く に 建設 中 の 罷上競技場の観客席 の下部は備蓄

倉庫 に な る O 防災学習 がで き る 教育棟 も 設 け て い る O

〔明石市妨災 セ ン タ ー 兜成。 半年で入館者 1 万人突破〕

明石市防災セ ン タ ー が2003年 4 月 、 同市藤江 に完成 し た 。 新築移転 し た市消 防本部 に併

設 さ れた も の O 震度 5 強 の 地震 や煙の 中 の避難 を 体験で き る 施設があ り 、 管轄 を 超 え て 火

災現場 に 最 も 近 い 消 防車 を 出動 さ せ る 最新 の 通信指令 シ ス テ ム も 見学 で き る O 「見 て 、 聴

い て 、 触 れ る 防災学習」 を キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 防災用 品 が震示 さ れて い る O

同年 9 月 18 日 、 予想、 を 上回 る 早 さ で、 市民の入館者が 1 万人 を 突破 し た 。

〔北淡町の震災記念公園 に 「体験館」 新設計画〕

大震災の震源、 野 島 断層 を 震災公開 と し て保存展示 し て い る 北淡町が、 揺 れ を 体験す る

起震装置 を 備 え た 「体験資料館J (仮称) を 同公 園 内 に新設す る O 計画 に よ る と 、 現在あ

る 断層 保存館の 隣 り に 建設す る 。 平原建て 、 約300m2。 震度 5 程度 の揺 れ を 5 、 6 人が間
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時 に体験で き る 起震装置 を 導入す る O 映像や 出 版物 を 集め た メ デ ィ ア コ ー ナ ー も 設け る O

震災10年事業で、 展示 中心の施設 に 、 体験設備 を 増 や し 、 防災教育機能 を 強化す る と い う 。

〈参考文献〉
「新た な防災教育の充実に向けて - 9 年目 の取級」 兵E葉県教育委員会 2004年 3 月
「地域社会と 連携 し た防災教育の推進」 西宮市防災教脊推進連絡協議会、 西宮市教育委員会 2004年 3 月
「学校 と 地域が協同で行 う 妨災教育の推進」 太子町立太田小学校 2004年 3 月
「阪神 ・ 淡路大震災記念 人 と 防災未来セ ン タ 一 平成15年度年次報告書J 2004年 3 月
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| 第九節 学校防災体制の整備 と 機能の充実
防災 と は 、 大災害への備 え を 怠 り な く 、 い ざ と い う 時 に は 、 い か に被害 を 小 さ く 押 さ え

込 む か 。 兵庫県教委の 「新た な 防災教育J は震災体験 を 生 か し た教育の推進 と 、 学校防災

体制 の 整備 ・ 充実 の 2 つ の柱で、 取 り 組ん でい る O

学校防災体制 の 充実 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で突然、 経験 し た 学校避難所 の 成果 と 課題 を

集約 し た も の で も あ る O 被災住民 に 安心 と 安全 を 与 え 、 地域の最重要拠点 と な る 震災 の 経

験 を 生 かす努力 が求め ら れて い る O 学校独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル の 策定 、 避難所運営体

制 の擁立 は 、 市町部局 や 地域 と の 連携強化 と い う 課題 を 突 き つ け ら れて い る O

さ ら に最 近 は 「学校の耐震化」 が急務 と な っ て き た。 古い校舎や施設で は 、 避難所開設

は不可能であ る O 大地震 に 負 け な い も の に 強化す る 必要性 に 迫 ら れて き た 。 特 に震災10年

を 前 に 加速 さ れ よ う と し て い る O 学校 に 耐震性が欠 け て は 、 住民 を 守 る こ と がで き な い か

ら だ。 耐震化の 遅 れ は 耐震診断費 の財政負担問題 も あ る O

一方、 防災学習 は 、 手 間 の か か る カ リ キ ュ ラ ム の作成、 地域素材の活用 な どが進 ま ず、

安易 に 防災訓 練 に 傾 き がち と い う 反省 も 生 ま れて い る O こ こ で も 地域 と の連携 と い う 課題

を解i夫 し な け れば な ら な い。

(防災教育実態調査の結果l土木節 と 第八節 「新た な防災教育の実践」 に分けて詳述)

1 .  2003年度紡災教育実態調査か ら ( そ の 2 ) 
2003年 5 月 現在 。 調査校 数 ニ 小 学校834校、 中 学校363校、 高等学校195校、 盲 ・ 聾 ・ 養

護学校40校。 合計1 ， 432校。

上 防災 (避難) 訓練実施状況

避難 な ど防災訓 練 は校内研修会で最 も 取 り 組 ま れて い る O 調査結果か ら も そ の充実ぶ り

が う かがえ る O 災害時 に 地域で学校が果 た さ ね ばな ら な い役割 を 考 え る と 、 地域 と 連携 し

た 防災訓練が望 ま れ る O 消 防 箸 な ど関係機 関 ば か り で な く 、 保護者や地域住民、 自 主防災

組織 な どの 連携 を 重点 目 標 に 、 児童 ・ 生徒が災害時 に 果 た せ る 役割 を 想定す る な ど、 積槙

的 な 地域への働 き か けが期待 さ れ る O

2002年10月 27 8 、 太子町立太田小学校、 1 1 月 23 日 、 出 石町立弘道小学校で の 「避難所開

設訓練」 は 、 学校 と 町防災部局 が連携 し 、 地域住民が多数参加す る 中 で実施 さ れた 。 地震

か ら の 出 火 を 想定 し 、 児童の避難後、 保護者への 引 き 渡 し訓練や児童 に よ る 消 火活動、 自

主防災組織 と と も に 通学路や校舎内 の安全点検、 避難所開設訓練が行 わ れ 、 大 き な 成 果 を

上 げ た 。
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( 1 )  防災訪日練の実施回数

2002年度の 実施 回数は例年 どお り の傾 向 で 、 小学校 は年 3 囲 、 中 学校は 2 回、 高校は l

回 と 2 囲 が ほ ぼ 同 数、 盲学校 な どが 3 回 。 前年 に く ら べて 、 中 学校 は 3 回 が減 っ て 2 回が

増 え た 。 高校は わ ずかだが 2 回 が増 え た 。

(表17) 紡災訓練の 実施回数

百2002年度実施回数 (年間回数)
小 学 校

1 回 5 :  0 . 6%  
2 回 148 : 1 7 . 7% 
3 回 570 i 68 . 3% 
4 回 94 : 1 1 . 3% 

5 図 以 上 17 2 . 0% 

口2003年度実施回数 (年間回数)
小 学 校

1 回 0 . 1  % 
2 回 104 : 1 2 . 5% 
3 回 603 i 72 . 3% 
4 回 97 : 1 1 . 6% 

5 回 以 上 28 3 . 4%  

( 2 )  妨災訓練の実施内容

中 学 校
108 : 29 . 8% 
165 : 45 . 5% 
82 i 22 . 6% 
7 1 . 9% 

0 . 3% 

中 学 校
68 : 1 8 . 7% 

170 : 46 . 8% 
1 14 i 3 1 . 4% 

9 2 . 5%  
2 

品 等 学 校 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 1口込 言十

90 : 46 . 2% 2 ! 5 . 0% 205 : 14 . 3% 
88 : 45 . 1% 1 1 : 27 . 5%  412 : 28 . 8% 
10 5 . 1  % 21 : 52 . 5% ω 47 . 7% 
2 1 . 0% 4 :  10 . 0%  107 : 7 . 5% 
o 0 . 0% 2 5 . 0% 20 1 . 4% 

両 等 学 校 盲 - 主筆 - 養護学校 i口〉 言十

70 : 35 . 9%  。 ; 0 . 0% 139 9 . 7% I 
l l l : 56 . 9% 1 1 : 27 . 5% 制 27 . 7% I 
1 1  5 . 6% 24 : 60 . 0% 752 i 52 . 5%  
2 1 . 0% 4 :  1 0 . 0% 112 : 7 . 8% I 
。 : 0 . 0% 2 . 5%  3 1  i 2 . 2% I 

(兵庫県教育委員会)

訓練の実施内容 は どの校穂 も 「火災J が最 も 多 い 。 「地震 (津波) J は 、 小 、 中 、 富学校

な どで 2 番 目 o 3 番 目 は 地震 と 火災 を 組み 合 わ せ た 「総合訓練J o 高校で は 2 番 呂 で、 「地

震J を 2 倍以上引 き 離す 。

(表18) 防災訓練の実施内容

口2002年度実施内容
小 学 校

地震 (津波) 637 : 76 . 4% 
火 災 788 : 94 . 5% 
風 7)( 害 103 : 1 2 . 4% 
雪 害 3 0 . 4%  
斜面崩壊 φ 地滑 り 0 . 1  % 
危 険 物 災 安 2 0 . 2% 
総 合 訓 練 363 : 43 . 5% 
避 難 所 開 設 14 ' 1 . 7% 
不審者の侵入 61 7 . 3% 
.:? ぐ の 他 33 4 . 0% 

中 学 校
165 : 45 . 5% 
283 : 78 . 0% 

6 ' 1 . 7% 
o 0 . 0% 
o 0 . 0% 
3 ! 0 . 8% 

157 : 43 . 3% 
3 0 . 8% 
12 : 3 . 3% 
19 : 5 . 2%  

高 等 学 校 盲 ・ 聾 ・ 養護学校
38 : 19 . 5% 24 : 60 . 0% 

125 : 64 . 1 %  37 : 92 . 5% 
。 ! 0 . 0%  1 ' 2 . 5% 
。 ; 0 . 0%  o 0 . 0% 

0 . 5%  。 : 0 . 0% 
1 ! 0 . 5%  O !  0 . 0% 

84 : 43 . 1% I 15 : 37 . 5% 
。 [ 0 . 0% 。 i 0 . 0% 
o 0 . 0%  5 : 1 2 . 5% 

10 : 5 . 1  % 6 : 1 5 . 0% 

よ口込 計
864 : 60 . 3% 

1 ， 233 : 86 . 1 % 
110 : 7 . 7% 

3 0 . 2% 
2 0 . 1  % 
6 !  0 . 4%  

619 : 43 . 2% 
17 : 1 . 2% 
78 5 . 4%  
68 : 4 . 7% 
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日2003年度実施内容
小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 盲・聾 ・養護学校 iロ〉ー 言十 14年度

地震 (津波) 631 : 75 . 7% 185 : 51 . 0% 47 : 24 . 1 %  27 : 67 . 5% 890 : 62 . 2% 60 . 3% 
火 5L 782 : 93 . 8% 289 : 79 . 6% 133 : 68 . 2% 39 : 97 . 5% I 1 ， 24 3 : 86 .8% 86 . 1  % 
風 水 害 132 : 1 5 . 8% 9 : 2 . 5% 2 : 1 . 0% 0 : 0 . 0% 
1雪 害 3 :  0 . 4%  0 . 3% 0 :  0 . 0% 0 :  0 . 0% 4 :  0 . 3% I 0 . 2%  
斜面崩壊 ・ 地滑 り 1 : 0 . 1% 。 0 . 0% 0 : 0 . 0% 。 0 . 0% 1 : 0 . 1% I 0 . 1%  
危 険 物 災 害 2 : 0 . 2% 2 : 0 . 6% 1 : 0 . 5% 0 : 0 . 0% 5 : 0 . 3% 0 . 4% 

i 総 合 訓 練 403 : 48 . 3% 169 : 46 . 6% 9 6  : 49 . 2% 13 : 32 . 5% 6 8 1  : 47 . 6% 43 . 2% 
避 難 所 開 設 12 i 1 4% 2 i 0 . 6%  1 i 0 . 5% o i 0 . 0%  1 5  i 1 . 0% 1 . 2% 
不審者の侵入 79 : 9 . 5% 17 : 4 . 7% 0 :  0 . 0% I 5 :  12 . 5% 10 1 : 7 . 1%  5 . 4% 
そ 。コ 他 i 30 : 3 . 6% 13 : 3 . 6%  8 i 4 . 1% I 5 : 12 . 5% 56 : 3 . 9% 4 . 7%  

(兵庫県教育委員会)

地域の実情 に応 じ て 「風水害」 な ど、 さ ま ざ ま な 災害 を 想定 し て 、 工夫 を こ ら し て い る

が、 最 近 の 学校内侵入者 に よ る 殺人、 傷害事件の多発 を 反映 し て 、 「不審 者 の 侵入J を想

定す る 学校 も 増 え て い る O

( 3 )  閉災訓練の参加者

小学校 は 約 9 割、 中学校 は 7 割強が、 児童 ・ 生徒の み 。 年齢の低い小学校 は保護者参加

(表19) 防災訓練の参加者

口2002年度参加者

児 主主 ・ 生 徒 の み
保 5菱 者 と
関 係 機 関 と
地 域 住 民 と
保護者 ・ 関係機関 と市計 地域住民 と
関係機関 ・ 地域住民と
そ 。コ {也

口2003年度参加者

児 童 ・ 生 徒 の み
; 保 E襲 者 と i
関 係 機 関 と
地 域 住 民 と
保護者 ・ 関係機関 と
保護者 ・ 地域住民 と
関係機関 ・ 地域{主民と i
そ 。コ
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小 学 校
768 : 92 . 1  % 
300 : 36 . 0% 
369 : 44 . 2% 
19 : 2 . 3% ! 
45 : 5 . 4% 
3 3  i 4 . 0%  
1 8  " 2 . 2% 
67 : 8 . 0% 

小 学 校
747 : 89 . 6% 
382 : 45 . 8% 
413 : 49 . 5% 
20 : 2 . 4%  
68 : 8 . 2% 
37 i 4 . 4%  
32 : 3 . 8% 
60 ! 7 . 2% I 

中 学 校 高 等 学 校 盲・聾 ・養護学校 1口込 計
270 : 74 . 4%  104 : 53 . 3% 27 : 67 . 5% 1 ， 169 : 81 . 6% 
13 : 3 . 6% 1 ，  0 . 5% 4 : 1 0 . 0% 318 : 22 . 2% 

出 45 . 2% 1 13 i 57 . 9% 22 兄0% 668 : 46 . 6% 
4 :  1 . 1% 2 :  1 . 0% 1 :  2 . 5%  26 : 1 . 8% 
7 : 1 . 9% 4 : 2 . 1 %  3 : 7 . 5%  59 : 4 . 1%  
2 : 0 . 6%  0 : 0 . 0% 0 1 0 0% 35 i 2 . 4%  
8 :  2 . 2%  2 :  1 . 0% 1 :  2 . 5%  29 : 2 . 0%  

10 : 2 . 8% 6 : 3 . 1 %  7 : 1 7 . 5%  90 : 6 . 3% 

中 学 校 高 等 学 校 EZ-聾 ・養護学校 i口ぅ、 言十

262 : 72 . 2% 1 10 : 56 . 4% 27  : 67 . 5%  1 ， 146 : 80 . 0% 
19 : 5 . 2% 2 : 1 . 0% 4 : 1 0 . 0% 407 : 28 . 4% 

206 : 56 . 7% 122 i 62 . 6% 2 7  i 67 . 5%  m l 見6%
3 :  0 . 8% 2 :  1 . 0% 2 :  5 . 0%  27 : 1 .  9%  

18 : 5 . 0% 10 : 5 . 1 %  3 : 7 . 5% 99 : 6 . 9% 
6 : 1 . 7% 1 : 0 . 5% 0 1 0 . 0% 44 i 3 . 1% 
8 :  2 . 2% 2 :  1 . 0% 0 :  0 . 0% 42 : 2 . 9% 

13 : 3 . 6% 6 : 3 . 1 %  8 : 20 . 0%  87 : 6 . 1% 
(兵庫県教育委員会)



が、 中 学 、 高校 よ り 多い 。 以前か ら 高校は 関係機関 と 連携の場合が多 く 、 最 多 だ。 中学校

も 小学校 よ り は多 い 。 狭い校区 の小学校 と 法 い 中学、 高校の差異 も 影響 し て い る よ う だ。

( 4 )  防災訓練の想定場面

想定場面 は 、 全校種 と も 「授業 中 」 が圧倒 的 に 多 い 。 小学校は 「休憩持 問 中j の想定 も

6 割以上あ る O

傾向 は こ の 6 年 間 変 わ ら な い が、 年 3 田 実施 の 多い小学校は想定場掘が増やせ、 多様化

で き る よ う だ。

(表20) 防災訓練の想定場面

口2002年度想定場面
小 学 校

授 業 中 827 : 99 . 2% 
f本 憩 中 511 : 61 . 3% 
登 下 校 中 49 5 . 9% 
そ の f也 48 : 5 . 8% 

口2003年度想定場箇
小 学 校

t受 業 中 821 : 98 . 4% 
休 苦自 仁þ 589 : 70 . 6% 
登 下 校 中 48 5 . 8% 
そ の f也 j 58 7 . 0% 

( 5 )  保護者への引 き 渡 し 訓続

中 学 校
354 : 97 . 5% 
66 : 18 . 2% 
7 !  1 . 9% 

28 7 . 7% 

中 学 校
362 : 99 . 7% 
102 : 28. 1%  
12 3 . 3% 
26 7 . 2% 

高 等 学 校 首 ・ 聾 ・ 養護学校 メ口与 計
180 : 92 . 3% 40 : 100 . 0% 1 ， 401 : 97 . 8% 
15 7 . 7% 2 5 . 0%  594 : 4 1 . 5%  

。 l 0 . 0% 5 : 1 2 . 5% 61 4 . 3% 
16 8 . 2% 3 7 . 5%  9 5  : 6 . 6% 

高 等 学 校 言 - 聾 ・ 養護学校 l口斗 言十

185 : 94 . 9% 40 : 100 . 0% 1 ， 408 : 98 . 3  % 
20 : 10 . 3% 3 7 . 5% 714 : 49 . 9% 
1 ! 0 . 5% I 6 : 1 5 . 0% 67 i 4 . 7% 

16 : 8 . 2% I 2 :  5 . 0% 102 : 7 . 1 %  I 
(兵蔵県教育委員会)

小学校 は 2002年度50 . 2% 、 2003年度6l . 5 % 。 中学校は2002年度 は8 . 3 % 、 2003年度9 . 4% 。

高校は両年度 I 校ずつ増 え 、 各0 . 5 % 。 全校種 と も 数字 と し て は増 え て い る O

( 6 )  防災留11練の事前事後指導

どの校種 も 「実施要項 を 作成 、 共通理解 を 図 る J 90- 100% 0  r訓練の意義や行動閣の指

も 行い 、 事前指導の方が多 い 。 事後は 「教職員 の 反省会j や 「予 定 どお り 行動で き た

か の点検」 を 行 っ て い る O 事前、 事後 と も 特 に指導 し な い学校 も あ る O
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(兵庫県教育委員会)

(7 )  前年度の 防災訓練 と 比べ見車 し た点

小 ・ 中 ・ 高校 と も 「時間帯や場面設定J r事前 ・ 事後指導の 充実J r消火訓練な ど実体験

の 導入J r避難経路」 が上位。 「予告 な しJ は全校種 と も 増 え た 。 小学校は 「保護者、 地域

住民 と の 連講」 が 8 ポ イ ン ト も 高 く な っ た 。

(表22) 2002年度の防災訓練 と 比べ見直 し た 点

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 盲・聾 ・養護学校 1口込 言十

想 定 災 害 の 種 別 149 : 1 7 . 9%  75 : 20 . 7 %  33 : 16 . 9% 5 : 1 2 . 5%  262 : 18 . 3% 

時 間 帯 や 場商設定 416 : 49 . 9 %  141 : 38 . 8%  84 : 43 . 1 %  1 6  : 40 . 0 %  657 : 45 . 9% 

j髭 難 京王 路 235 : 28 . 2%  105 : 28 . 9 %  6 0  : 30 . 8 %  14 : 35 . 0 %  414 : 28 . 9% 

消の 火訓練導な一 ど実体験入 248 ! 29 . 7 %  118 : 32 . 5% I 62 : 31 . 8% 12 : 30 . 0 %  440 : 30 . 7 %  

F3J 害徒のへあのる 対児 応茸5 183 : 2 1 .  9% 97 : 26 . 7 %  34 : 1 7 . 4%  10 : 25 . 0 %  324 : 22 . 6 %  
保と 護 者のや 地j堅域 住 持民事 318 i 38 . 1% 63 : 1 7 . 4%  19 : 9 . 7% 5 : 1 2 . 5%  405 : 28 . 3%  

事の 刑 事光 後 指 導安 285 I 34 . 2%  135 : 37 . 2%  7 7  : 39 . 5% 8 : 20 . 0 %  505 : 35 . 3% 

予 舎 な し で の 実施 239 : 28 . 7% 77 : 2 1 . 2%  27 : 1 3 . 8% 12 : 30 . 0 %  355 : 24 . 8%  

そ の イ出 40 4 . 8% 20 : 5 . 5% 16 : 8 . 2% 5 : 1 2 . 5 %  81 : 5 . 7% 

(兵庫県教育委員会)

2 . 学校防災体制の整髄状況

学校は 大震災の際、 突如、 戦場 と 化 し た 。 事前 の訪11練 も 、 十分 な 備 え も な い ま ま 、 地域
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住民 を 受 け 入 れ た 「学校避難所」 と な り 、 学校再開 ま で、 事実上、 初体験 と な る 様々 な 苦

労 を 重 ね た 。 学校は 地域防災の 中 核 と な る O 学校妨災体制 の 整備 は 重要 な 課題 と な っ て い

る 。

学校独 自 の 「災害対応マ ニ ュ ア ル」 の 整備が進 み 、 地 区 の 防災教育研修会 の成果が具体

化 し て い る O 例 年 の 諜題の 中 で、 特 に必要 な の は 、 避難所運営 な ど を 担当 す る 市街I部局 と

の連携の強化であ る O 学校が作成 し た マ ニ ュ ア ル と 市町の地域防災計商 と の整合性 を 図 る

こ と が2003年度 も 求め ら れた 。 学校 と 市町紡災担当 と の連絡会議の 開催率 (小学校の34 %

弱 が最高) を 全校種で高め る こ と が必要 と さ れ る O

「児童 ・ 生徒の安全確保」 は 学校 に 課せ ら れた 最大の役割。 学校施設の 防災対策 は ま だ

ま だ十分 と は い え ず、 日 々 の安全点検 と と も に 、 早急 な 対応が望 ま れ る O

( 1 ) 学校独 自 の 「災害対応マ ニ ュ アル」 を作成 し て い る か

小学校86 . 9% 。 中 学校83 . 5% 、 高校69 . 7% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校80 . 0% 。 合計83 . 5 % 。 前

年 に 比べ、 全体で 5 ポ イ ン ト ア ッ プ。 小学校5 . 4 、 中 学校5 . 3、 高校3 . 7、 盲 学校 な ど12 . 5

ポ イ ン ト 上昇。 盲 ・ 聾 ・ 養護学校の伸 びが著 し い 。 2 年前か ら 県立学校が、 地 区 防災研修

会 に 参加す る こ と に な り 、 成果が上 がっ た と み ら れる O

今後の課題 は 、 学校作成の マ ニ ュ ア ル と 地域防災計画、 市町作成の マ ニ ュ ア ル の 整合性

を 国 る こ と や 、 学校 と 市 阿部局 と の連携強化、 双方の マ ニ ュ ア ル の E 常的 見 産 し 、 改定な

ど と さ れて い る O

( 2 )  学校は 災害時の避難所 に指定 さ れ て い る か

小学校98 . 9 % 、 中学校96 . 4 % 、 高校69 . 2 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校25 . 0% 。 合計92 . 2 % 。

( 3 )  市開 ま た は 区の担当職員 は 決 ま っ て い る か

小学校70 . 2% 、 中 学校62 . 9% 、 高校60 . 0% 、

全校種 と も 前年 よ り 減 っ た O

- 養護学校50 . 0 % 、 合計67 . 0 % 。

( 4 )  学校ご と に連絡会議 (市町担 当 者 と の打ち合わせ) を 開い た か

小学校33 . 7% 、 中学校28 . 4% 、 高校24 . 4 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校30 . 0% 。 合計3l . 6% 。

全校種 と も 前年 よ り 増 え た。 1999年度か ら 始 ま っ た 市 町担当 者、 教育委員 会、 学校の 三

者 に よ る 防災教育推進連絡会議が成 果 を あ げて い る と い え る 。 し か し 、 全体で 3 割 を 切 る

現状は さ ら に高 め ね ばな ら な い 。

( 5 )  避難所の学校の鍵 を 聞 け る 人は 決 ま っ て い る か

小学校9l . 5% 、 中 学校87 . 6 % 、 高校75 . 9 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校77 . 5% 。 合計88 . 0 % 。
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(表23) 学校施設を 開放する時、 鍵を開ける人
小 学 校 中 学 校 高 等 学 校 吉・主筆 ・養護寺全校 1口込 言十

学1�-:校王監の 校聡t長σ〉 教時並3頁等jJ. 564 : 73 . 9 %  253 : 79 . 6 %  97 : 65 . 5% 26 : 83 . 9 %  940 : 74 . 6 %  

管理職以外の教職員 175 : 22 . 9 %  91 : 28 . 6 %  47 : 31 . 8% 8 : 25 . 8 %  321 : 25 . 5% 

l々1fと 車匪交J iの11:: 戦く 以<7) 143 : 1 8 . 7%  5 9  i 18 . 6 %  2 : 1 . 4%  I 2 i 6 . 5 %  206 : 1 6 . 3 %  
財勢 産 管 理備‘ 補 助 者 員・ 48 : 6 . 3 %  19 : 6 . 0% 32 : 21 . 6 %  2 :  6 . 5 %  101 : 8 . 0 %  

学校近 く の地域住民 238 : 31 . 2% 17 : 5 . 3 %  。 0 . 0% 1 : 3 . 2 %  256 : 20 . 3 %  

(兵庫県教育委員会)

前年 に 比べ 、 各校種 と も 5 - 12 ポ イ ン ト 増 え た 。

( 6 )  避難所 と し て 開放す る 学校施設を 明確 に し てい る か

小学校9l . 0% 、 中 学校82 . 6 % 、 高校64 . 6 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校30 . 0% 。 合計83 . 6 % 。

前年度 は 4 ポ イ ン ト ダ ウ ン し た が、 2003年度 は 2 ポ イ ン ト 近 く ア ッ プ さ せ た 。 し か し 、

2 年前の85% に は ま だ届 か な か っ た 。 小 ・ 中 ・ 高校 は 前年 よ り ア ッ プ し た が、 富 ・ 聾 ・ 養

護学校は 5 ポ イ ン ト 低下 。 盲学校 な どは避難所 に指定 さ れて い る と こ ろ が2 5 % と 少 な い (小

学校98 . 9% 、 中 学校96 . 4 % 、 高校69 . 2% ) が、 指定 さ れて い な く て も 開放場所 を 明確 に し

て い る の は 、 災害発生時 に は 、 避難所 に な る 可能性があ る こ と 認識 し て い る と 考 え ら れる O

開放場所 の 明確化 は 、 学校の 早期再開 に つ な が る も の で あ る O

( 7 )  開放す る 施設の順位 を 決 め て い る か

小学校89 . 7% 、 中 学校88 . 0 % 、 高校88 . 1 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校83 . 3 % 。 合計89 . 1 % 。

前年 に 比べ、 小学校 は 横 ばい 、 中 学校3 . 2 ポ イ ン ト ア ッ プ、 高校l . 6 ポ イ ン ト ダ ウ ン 、 盲 

聾 ・ 養護学校2 . 4 ポ イ ン ト ダ ウ ン O 全体 と し て は ほ ぼ 9 割 の 決定率。

( 8 ) 教職員の避難所支援班は組織 さ れ て い る か

小学校68 . 8 % 、 中 学校63 . 6 % 、 高校42 . 6 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校15 . 0% 。 合計62 . 4 % 。

最近 5 年 間 で ま と め て み る と 、 小学校 だ け増加傾向 が続 く が、 中学校 は 横 ばい 。 高校は

3 年前の77 % か ら 大幅 に 減 っ た 。 盲 - 聾 ・ 養護学校 は 1 5 % の低組織率が続い て い る O 避 難

所運営マ ニ ュ ア ル の作成 と 連動 さ せ な が ら 支援班の 組織化 を 図 る 必要があ る O

( 9 )  学校に 防災倉庫、 備蓄倉癒が設置 さ れ て い る か

小学校46 . 0% 、 中 学校28 . 7 % 、 高校6 . 2% 、 富 ・ 聾 ・ 養護学校2 . 5 % 。 合計35 . 0 % 。

前年 に 比べ 、 小 ・ 中 学校 は増 え た が、 高校や盲学校 な ど は 減 っ た 。

(1 0) 1 月 1 7 日 、 ま た は そ の前後に 防災教育 に 関 す る 行事や学習の機会 を 設 け て い る か

小学校93 . 0% 、 中 学校89 . 0 % 、 高校52 . 8% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校67 . 5 % 。 合計85 . 8 % 。
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2003年度 に 初 め て 行 っ た 調査項 目 O 小 ・ 中学校は90%前後の高率。 高校、 盲学校 な ど も

50% 以上で、 大震災の経験 を 風化 さ せ な い と す る 意欲が感 じ ら れ る O 今後、 こ の数値が下

が ら な い よ う に し な け れば な ら な い 。

2 . 学校の 防災機能の充実
(2003年度の市町立学校の耐震補強は25校〕

2003年度の市町立学校の 「耐震補強」 は 9 市 4 町 でお校 (小学校17校、 中 学校 8 校) 0 r太

陽光発電は 3 市 5 町 で 9 校 (幼稚国 1 圏 、 小学校 2 校、 中 学校 5 校、 高校 l 校) 。

震災直後の 1996年度か ら 校舎の耐震補強 、 備蓄倉輩、 シ ャ ワ 一 室整備、 プ ー ル 整備 、 防

災広場、 太 陽光発電 な ど 6 つ の 国庫補助事業 (補助率 2 分の l か ら 3 分の 1 ) が進め ら れ

て い る O シ ャ ワ 一 室 は 2001年度か ら 、 備蓄倉庫、 プー ル 整備 は2002年度か ら 整備実績がな

い 。 一方、 太 陽光発電 は1998、 1999両年度 を 除い て 毎年整備が続い て い る O

学校施設の 防災対策 は小規模 な も の が、 市町単独事業で も 進め ら れて い る O 実施率 は小、

中 学校で 「 テ レ ピ の 転倒 防止 ベ ル ト J r棚や ロ ッ カ ー の 国 定J r ガ ラ ス 飛散防止措置」 の)11貢。

高校 は ri'EE や ロ ッ カ ー の 国 定」 が最高 。 「 ガ ラ ス 飛散防 止措置J も 小、 中 学校 よ り は る か

に 進 ん で い る O 盲 - 聾 ・ 養護学校 は どれ も 高率の実施。 特 に ガ ラ ス 対策 は70% 。 小学校の

5 . 5% と 対照 的 。 学校の性格 を よ く 反映 し て い る O

対策が進 む一 方 で 、 全然措置 さ れ な い学校 も あ る O 「 テ レ ピ転倒 防止」 は小学校20 . 9 % 、

中 学校1 9 . 6 % 、 高校9 . 7% 、 富学校な ど12 . 5 % 0 r棚、 ロ ッ カ ー の 固定」 は小学校24 . 3 % 、

中 学校27 . 8 % 、 高校9 . 2% 、 盲学校 な ど10 . 0% 0 r ガ ラ ス 飛散防止J は小学校50 . 8 % 、 中学

校45 . 7% 、 高校43 . 6 % 、 盲学校 な ど15 . 0% 。

(表24) 学校施設の 防災対策 (2003年 5 丹 現在)

小 学 校 中 学 校

十 分 213校 : 25 . 5% 61校 : 1 6 . 8% 
テ レ ピの転倒防止ベル ト

252校 : 30 . 2 %  121校 : 33 . 3 %  ほ ほ
十分 86校 : 10 . 3 %  30校 8 . 3%棚やロ ッ カ ー の回定

194校 : 23 . 3% 74校 : 20 . 4 %  ほ ほ

ガ ラ ス の飛散防止措置
十分 10校 1 . 2% 4校 1 . 1 %
Lu;r 36校 4 . 3% 34校 9 . 4 %

品 等 学 校
40校 : 20 . 5% 
76車交 : 39 . 0 %  

35校 : 17 . 9% 
84核: : 43 . 1% 

25校 : 12 . 8% 
3lt交 : 15 . 9%  

盲 ・聾 ・養護学校 ムロ

10�交 : 25 . 0 %  324校 : 22 . 6 %  

15校 : 37 . 5% 464車交 : 32 . 4%  

9校 : 22 . 5% 160校 : 1 1 . 2% 

16校 : 40 . 0 %  368校 : 25 . 7% 
141交 : 35 . 0% 53校 3 . 7 %
14校 : 35 . 0% 115校 8 . 0%

(兵庫県教脊委員会)
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(表25) 市町立学校の 防災機能整備状況 (国庫補助該当事業)

整 備 内 容
1 地笈補強
(耐震補強)

柱、 援等の補強や増設
な とぞ耐震性能の 向 上 を
図 る 工毒事

補助等
小 中 学校校舎 112 
大規模改造での耐震
補強 113 

2000 年 度

幼 2 属 、 小 14校、 中 11校

神戸市 l 校
姫路市 12校
明石市 1 校
洲本市 1 校
高砂市 1 校
滝野町 1 校
東条町 1 校
伊丹市 1 校
三木市 l 校
古川 町 l 校
山崎町 1 校
温泉町 1 校
一宮町 (津名)
三原町 1 校
村 岡 町 1 医i
春 日 町 1 校

塩屋小
野lf!.小外
朝霧 中
大野小
高砂小
滝野中
東条中
荻野小
緑が丘中
古川 中
ÙJ崎小
熊谷小

l 校 郡家小
三原 中
う づか幼
春 日 中

2001 年 度

計27校 l 幼 3 圏、 小 22校、 中 13校

神戸市
姫路市
明石市
洲本市
芦屋市
加古川市
高砂市=二 田市
龍野市
社 町
中 間
生野町
三原町
播磨 町
佐用 町
伊丹市

計38校

2 �支
14校
l 校
2 校
1 校
2 校
2 校
l 校
l 校
3 校
3 校
1 校2i'支
l 校
1 校
1 校

押部谷小外
砥葬11/J、外
朝霧 中
加茂小外
山 手 中
氷丘小外
中筋小外
長坂中
誉旧小
鴨川|小外
中 田T幼外
生野' 中
神代小外
遊池小
佐府 中
池尻小

2 備蓄倉庫 言十 4 校整備実績な し

ク ラ ブハ ウ ス 整備事業
の 中 で実施
(面積加算50m2)

補効率 113 

3 シ ャ ワ ー 室整備 ! 小 1 校

ク ラ ブハ ウ ス 整備事業 ( 神戸市 1 校 時小
の 中 で実施

補助率 113 

小 3 校、 中 l 校

神戸市
日 高町
山南町

計 1 校 | 整備実績な し

1 校 東君主水小
1 校 日 高小
2 校 久下小外

4 プー ル 整備 言十 1 校小 5 校、 中 I 校

耐震型及び潟 水機能付 [ 尼崎市
ブー ル の 整備ー | 高砂市
補助本 1/3 春 日 町

(緊急 5 か年計画上の
浄水裂1/2)

2 校 大島小外
3 校
l 校 黒井小

計 6 校 [ 小 1 校

J I I西市 1 校 多 田 小

I 5 防災広場

屋外環境殺備事業の 中
で実施
防災緑地等の整備

補助率 1/3 

6 太陽光発電

整備実績な し

幼 1 閥 、 中 l 校

ソ ー ラ ー シ ス テ ム の導入 [ 豊岡市 1 医 三江幼
一宮町 (宍粟 校 一宮北中

計 2 校 [ 小 3 校、 中 l 校 校

市
市
市
町

戸
震
塚
上

神
芦
宝
氷

1 校 魚崎小
1 校 岩関小
1 校 宝塚第一小
1 校 氷上中

NEDO (新エ ネ ル ギー ・
産業技術総合原発機構)
の助成金
一般型 1/3、 防災型 213 

(注) 1 .  1 996年度l土地震補強22校、 備蓄倉庫 3 校、 シ ャ ワ ー 祭 7 校、 太陽光発電 3 校
2 .  1997年度は地震補強31校圏、 備審倉庫11校、 シ ャ ワ 一 室16校、 プー ル整備 2 校、 防災広場 1 校、 太陽光

発復 I 校
3 .  1998年度 l土地震補強39校圏、 備蓄倉庫 2 校、 シ ャ ワ 一 室 6 校
4 .  1999年度は地震補強36校、 備蓄倉庫 1 校、 シ ャ ワ 一気 3 校、 ブール毅備 6 校
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2002 年 度

小 23校、 中 l3校

姫路市 10校 水上小外! 明石市 2 校 望海中外
洲本市 l 校 加茂小
芦屋市 1 校 ilJ手中
伊丹市 1 校 松崎中
加古 川 市 2 校 別府小外
高砂市 1 校 鹿 島 中
三 回 m l 校 長坂中
社 町 l 校 社 ノl、
中 間 1 十交 中 国I北小
加美町 1 校 加美中
稲美町 1 校 加 ifîノj、
佐川 町 1 校 {主flJ 中

二 fI 月 町 1 校 三 f l 月 '1"
波質問I 1 校 波賀小
手宇佐田I 2 {交 佐津小外
和 国 山 町 l 主交 竹ぉ匠iづ、
生野町 1 校 生野中
斡米国I 1 校 山 口小
jj(J:町 2 校 中央小外
淡路町 1 校 石髭小
北淡町 1 校 仁井小
三原町 1 校 市小

{蒲答倉庫 ・ 整備実績な し
整備実績な し

i 守備染織な L

整備実績な し

3 校、 中 2 校

! 神戸市 2 校 長 田 中外
小野市 l 校 来住小
加美IlIJ 1 校 加美中
出石町 1 校 小坂小

2003 年 度

制校 ( 小 服 可1 8 校 計25t交

神戸市 l t:交 白 川 小
姫路市 10校 jßj(;;1ヒ小外
西宮市 1 校 鳴尾小
明石市 2 校 大久保小外
洲本市 1 校 洲本第二小
芦屋市 l 校 山手中
加古川市 3 校 尾上小外
龍野市 1 校 小é'B小
二 田市 1 校 二 Hレj、
ーと君ßI百T 1 校 上'1m 中
波賀 町 ] 校 i皮y�/J、
村 岡 町 1 校 射添小

i 和 田 山 田I lt:交 竹田ノj、

毛主備実績な し

整備実績な し

整備実績な し

整備実績な し

計 5 校 幼 ] 医、 小 2 校、 中 5 校、 高 l 校 計 9 校
宇中r-;-rlîf113i1C三 罰]」七 田丁-広t同f
r:WJ下イ荷J

た方向îlir' r l r rli 

2 校 三líi卒中外
H 交 {EI51と中
H交 北淡中1 十交 : JJ�{ 中
H立 fi，司百fノj、1 十附支 八条主力1 fX /J、f七ノj、1 干支 f長111 中

2004 年 度 計 画

づ、 2lt交、 中 10キ交

神 戸 市 1 校 ゴー1':中
姫路市 9 *交 耳とノj、外
P)j:j j 市 ] 校 高lÍ:rヤ

I j主 h 市 1 校 計涼i [雪 中
洲本市 l 校 行会中
{芦丹 市 3 校 fìM'f小外
加Ji1nl l 市 3 校 ÞL.Iソトタト
龍野市 2 ;\'支 持 日!小外
赤松市 1 校 ギf年 中
高砂市 1 校 ??桜小
J l I両市 1 校 母j自筆中
稲美市 1 校 天満南小; 駒市 1 校 播摩川、
抹f渋川 町 1 校 三十P 田小

計311交

-1;';町 (宍粟 校 染河内小
1ll.京国J 校 資 母小
三DP; 町 1 校 八木;小
緑 ・ 洲本組合 1 t交 広田ノj、

計画な し

言十廼i な し

計画な し

| 計画な し

小 3 校、 中 1 校 言十 4 1支

神戸市
宝塚市
養父m
上月 �J

] 校 池田小
1 校 仁I1 1小
H 交 建屋中
1 校 上月 中

(兵庫L早教育委員会)
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3 . 学校の離震fと と 離震診断の誰道事
(2003年 4 月 現在、 県内公立小、 中学校の耐震化43 % 。 耐震診断は32 % )

兵庫県教委 は学校摘設の安全確保 と 防災体制 の充実の た め 「地震防災五 か 年計画J (2001 

2005年度) に よ り 、 市町教委 に 耐 震補強や改築 を 求め て い る 。 対象は 1981年の建築基準

法改正で、 耐震基準が強化 さ れ る 以前 に 建て ら れた小、 中 学校264校の 校舎 な ど。 国庫補

助 は校舎 2 分の し 体育館 3 分の l 。

2003年 4 月 現在 の 「耐震化率」 は43 . 1 % 。 小学校が3 ， 787棟の う ち 1 ， 668棟 (44 . 0% ) 、

中 学校が1 ， 968棟の う ち812棟 (41 . 3 % ) と な っ て い る 。

地 区別 で は 、 淡路57 . 2 % 、 中播磨58 . 8% 。 阪神 南23 . 0 % 、 西播磨43 . 4 % な ど。

補強工事 の 前 に 必 要 な 「耐震診断率」 は32 . 2% 。 小学校801棟 (31 . 4% ) 、 中 学校460棟

(33 . 7% ) 0 地区別 で は l þ播磨69 . 6 % 、 東播磨45 . 5% 、 神戸市8 . 2 % 。 阪神北21 . 4 % な ど。

耐震化、 耐震診断の進行 に 地域差があ る こ と に つ い て 、 県教委 は 「 どち ら も 市町の財政

負 担 は小 さ い も の で は な く 、 被災地 は 、 ま ず校舎の再建や修繕 に 追 わ れた の で は な い か」

と み て い る O

耐震診断率 は 、 西宮 市67 % 、 伊丹市52 % 、 芦屋市28 % 、 尼崎市 9 % 。

。
神戸市教委は耐ー震診断 を 促進す る た め 、 2003年春か ら 3 カ 年計画の 「全棟診断計画 を 進

め て お り 、 初年度 は対象の820棟 の う ち 332棟、 2004年度 は383棟 に 増 や し 、 完 了 の 2005年

度 に は耕震補強工事の計画 も 策定す る 方針。

〔文部科学音調査。 金盟の樹震化率46 % 。 診断率35% 。 府県差が際立つ〕
丈部科学省 の 調 査 に よ る と 、 全 国 の 公立小、 中 学校の校舎や体育館13万1 ， 482棟 の う ち 、

耐震性 に 問題がな い の は46 . 6 % 。 耐震診断が必要 な 8 万5 ， 870棟の う ち 診断済み は 3 万96

4束で35 . 0% 。

耐 震化率が高 い の は神奈川73 . 3 % 、 静岡72 . 2 % 、 山梨64 . 0% 、 三重62 . 5% 、 宮城58 . 4 % 。

低 い の は香川25. 7 % 、 {出島32 . 3 % 、 和歌山34 . 9 % 。

耐震診断率が高 い の は神奈川87 . 1 % 、 静 岡85 . 9 % 、 東京71 . 9 % 、 岐阜68 . 7 % 、 愛知63 . 0 % 。

低 い の は 沖五竜0 . 1 % 、 1 [ 1 口 1 . 9% 、 f恵島4 . 2% 、 子高 l司 5 . 0 % 。

兵産県 は耐震化学43 . 1 % 、 耐震診i析率 は32 . 9% で、 ど ち ら も 全国平均 を 下 回 っ た 。

〔耐震診断の罷進へ文科管 が 「轄易調査J の指針〕

全 国 の 学校施設の耐震診断率が低い の は 、 校舎 1 棟 に つ き 300� 500万 円 の 費用 。 原郎 と

し て市町村負 担で財政 を 圧迫す る た め、 公立小、 中学校の耐震診断が進 ま な い大 き な 原 因

と な っ て い る O

こ の た め 、 文部科学省 は2003年春、 建築や地震の専 門 家 の協力 者会議か ら 、 校舎建築年
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月 、 コ ン ク リ ー ト 強度 な どで、 耐震診断の優先度 を 容易 に 判定す る 調査方法の提案報告 を

受 け た 。

報告書 に よ る と 、 子 ど も の急増 な どで、 1950年代か ら 1960年代 の 一時期 に 大量 に建て ら

れ た 学校 に は 、 構造 な どの 共通点が多 く 、 類別化で き る こ と に 注 目 し た 。 建築年や11苦署 数

で 5 分類 し た あ と 、 ①鉄筋の腐食度、 壁 の ひ び割 れ な ど老朽化の度合い 、 ② コ ン ク リ ー ト

強度、 ③学校所在地域の想定震度 な ど 6 、 7 項 目 を 調べ、 3 段階評価 し て 、 診断優先度 を

判定す る 方法 を 編み 出 し た。

大 ま か な 耐震性 を は か る 内容で市町の技術系職員 で も 判定が可能。 費用 も l 棟10- 50万

円程度で済む と い う O 丈科省 は こ の 報告書 を 「耐震化擾先度調査の指針 と し て2003年 7 月 、

都道府県や市町村 の教育委員 会 に 送 っ た 。 こ の指針 に よ り 、 遅れて い る 診断 を 促 し 耐震化

ま で進め る こ と を め ざ し て い る O

〔暁石市教委が 「耐震化優先度調査」 実施〕

明石市教委 は2004年 1 月 27 日 か ら 、 文科省 の 指針 に 基づい て県下で初 め て 「耐 震化優先

度調査」 を 始 め た 。 他 に 大阪府守豊 中市 と 香川 県高松市が向調査 に 取 り 組ん でい る O

明石市教委 に よ る と 、 市 内 の公立小、 中 学校41校で、 耐震診断済み の建物 は51 % 0  3 月

末 ま で調査 し 、 耐震性の低い も の か ら 工事の優先頗位 を 決め る O

ι 兵庫県教委 が県立高校の耐震化 を 前開 し
(2004年度か ら 1 0年聞 に 90校 を 耐震化〕

兵庫県教委は県立高校の校舎や体育館の耐震化工事 を 、 2004年度か ら 10年 間 に90校で行

う 方針 を 決 め た 。

2004年度 の計画 は 淡路盲学校、 淡路聾学校、 姫路南高、 伊丹高 、 太子高、 姫路工業高、

岡総合高、 洲本高、 猪名 川 高 、 津名高の 11校。 2005年以 降 に 79校で改修す る O

県教委 は 全161校の う ち 、 耐震基準が強化 さ れ る 1981年以前 に 建 て ら れ た 139校 を 対象 に 、

2002年毘か ら 3 カ 年計画 で耐震診断 を 進め て い る O 大震災の診断で危険性が高 い と 判定 さ

れ た 2 校 は す で に 補強工事 を 済 ま せて い る 。 未改修の校舎で危険性の 高 い も の や災害時 に

避難所 と な る も の か ら 痩先 的 に 整備す る こ と に し た 。 当 初 の計画 で は 、 他 の 県有施設 と と

も に2025年 ま で に 整備す る こ と に な っ て い た が、 前倒 し す る こ と に な っ た 。

〈参考文献〉
「新た な防災教育の充実に向けて� 9 年 目 の取組」 兵原県教育委員会 2004fjo 3 月
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j引需 品的理 と ケ ア
教育の創造的復興 と い う 大 き な 日 標 を 掲 げて 「新た な 防災教育」 の 取 り 組 み に 震災10年

の節 目 が近づい て き た 。 さ ま ざ ま な 課題の達成 は 、 多少の差があ っ て も 着実 な 歩み を 続 け

て し ミ る 。

だが、 心 に 傷 を 負 っ た 、 ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 は 、 9 年経 つ で も な お 、 l ‘ 908人

に 仁 る 。 数字的 に は ピ ー ク 時 よ り 半数以上減 っ た が、 震災か ら 8 年過 ぎ て 初 め て発症 し た

子 ど も が94人 も 。 震災の後 に 生 ま れ た小学生 を 毎年、 1 学年ずつ調査対象 か ら 外 し て お り 、

2003年度 は小学 1 、 2 年生が除 か れ た 。 2004年度は小学 3 年生 ま で外 さ れ る 。 調査対象が

減 っ た た め 、 ケ ア 必要数が 自 然 に 減 る と い う 側面 も あ る O 調査2010年度が最後 に な る の だ

ろ う か。 中 学卒業後の 追跡 は し て お ら ず、 どの時点 で解決 と い う こ と に な る の だ ろ う か。

(表26) 心の健康 に つ い て 教育的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒数 (2003年 7 月 現在)

二二いFr[i �Ez:t$llli区 | 淡路面再J 1 川地域 l
I /J 学い 1 学
; 合 計

(兵庫県教育委員会)

一方、 被災担童 ・ 生徒の心の ケ ア 問題 は 震災 だ け で は な く 、 直張、 間 接 の 経済環境の 変

化 な どが二次的要因 と し て 、 複雑化 さ せ て い る 。 さ ら に 学校内外での殺人や校内侵 入 な ど

犯罪 に よ る 深刻 な ケ ー ス も 増 え 、 「心 の教育」 の 重要性が震災直後 と は 様 変 わ り し た 形で

呼ばれる よ う に な っ た 。

震災で心 に傷 を 負 っ た児童 ・ 生徒 を 支 え て き た 「教育復興担当教員」 は 年 々 、 削 減 さ れ

る ばか り O 全廃必至 の 情勢 も あ り 、 「復興担」 の役割 を 果 た せ る シ ス テ ム を どの よ う に 構

築す る か。 今後の大 き な 課題 に な っ て く る O

災害や事件、 事故で受 け た心の傷や そ の結果で生 じ る 重要 な ケ ー ス PTSD (心的外傷後

ス ト レ ス 傷害) の研究、 研修、 治療、 相談 に 当 た る 「兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー」 が2004

年度か ら 開設 さ れ る O 全i主i初の専 門拠点で、 震災の教言11 を 生 か し 、 国 内外へ発信す る 場 と

し て 大 き な 期待が寄せ ら れて い る 。

(第 1 節、 第 4 節、 第 5 節、 第 7 節参照)

ト 兵庫県教委の の取 り 組み
〔教育譲興揺さ話教員 の活動〕

教育復興担当 教員 (復興担) は被災地の児童 ・ 生徒の心の ケ ア で 中心的役割 を 果 た し 、
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そ の 活動が高 く 評価 さ れて い る 。 震災在後か ら 被災地の小 ・ 中 学校 に 207人が配置 さ れ た が、

2001年 に 初 め て 180人 に 削 減 さ れ、 2002年度は 130人、 2003年度は65人 に ま で減 ら さ れた 。

ピ ー ク 時の 3 分の l 以 F と な っ た 。 教育現場の復興 と ケ ア を 必要 と す る 鬼童 ・ 生徒の減少

に伴 う 減員措置 と 文部科学者 は 説明 し て い る 。

65人 の 内訳 は小学校29人 (神戸市18、 同宮市 6 、 芦 屋市 ム 宝塚市 2 、 北淡町 1 ) 。 中

学校36 人 (神戸市28、 尼崎市 し 西宮市 2 、 芦屋市 2 、 宝塚市 1 、 川 西市 l 、 A宮町 1 ) 。

仁 教育後興担 当教員の主 な活動内容

( 1 ) 児童 ・ 生徒の心の理解 と ケ ア

@ 登校指導、 日 常的 な 声か け に よ っ て児童 ・ 生徒 と 人間 関係 を 結 ん だ。

• PTSD や 不登校、 心の安定 を 失 っ た児童 ・ 生徒 に対す る 教育相談 を 行 っ た 。

( 刻 家庭環境 な どの実態調査。 (調査結果は別項で詳述)

( 3) 養護教諭、 学級担任、 保護者 と の 連携、 支援体制づ く り 。

(4) 専 門 託、 カ ウ ン セ ラ ー な ど関係機関 と の連携。 学校の協力体制 の確立。 個別 問題への

対志。

( 5 ) ，.個」 に 応 じ た学習指導。 家庭環境の変化 に よ る 学力低下 に対応。

( 6) ，.新た な 妨 災教育」 の推進。 年 間 指導計画、 副読本の活用 、 学校訪災体制 の整儲。

2 園 ，むのケ アの取 り 絹み事例

(2003年度教警捜興担当教員研修会 か ら 〕

〈小学校位学年〉

@ 実 態 震災で母親が情緒不安定 に な っ た た め 、 そ の影響か ら か、 友達や仲 間 を 避 け

た り 、 自 分の殻の 中 に 閉 じ込 も っ た り す る こ と が し ば し ばあ る 。 何かで き な

い こ と があ る と 口 を 閉 ざ し 、 意 図 地 に な っ て し ま う こ と が多 い 。

e 取 り 組み で き る だ け が ん ば り を 見つ け て ほ め る よ う に し 、 自 信 が持て る よ う に 支援 し

て い る 。 担任、 家庭 と も 連絡 を 密 に し て 、 様子 を 知 ら せ る よ う に し 、 情報の

共有 に努め て い る 。

@ 変 容 少 し ずつ い ろ い ろ な こ と に積極性が見 ら れ る よ う に な り 、 表i古 も 明 る く な っ

て き て い る 。 と 遊ぶ場面 も 見 ら れ る よ う に な っ て き た 。

〈小学校高学年〉

@ 実 態 震災で 自 宅が全壊。 大 き い音 に 驚 い た り 、 夜 ひ と り で眠 り に つ け な か っ た り

す る こ と があ る 。 学校で は失敗 を 非常 に 恐れ る 。

@ 取 り 組み 学校全体で見守 る 体制 を と る と と も に 、 担任 と も 連携 し 、 学校行事な どで大

き な 声 を 出す場面 を で き る だ け 設 け た 。 放課後 に は そ の機会 を 持つ よ う に努

め た 。 朝や休み時間 な ど、 機会 を 見つ け て 、 で き る だ け努力 を 認 め る 声か け
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を し て い る O

@ 変 容 積極性が出 て き た 。 友達関係 も 広が り 始め て い る 。 少 し ずつ色 々 な こ と に 白

信が持て る よ う に な り 、 表情 も 明 る く な っ て き て い る 。

〈中学校〉
@ 実 態 震災 で 自 宅が全壊。 そ の 後、 両親が離婚 し た た め 、 か ま わ れ る こ と が少 な い

ま ま 幼少期 を 過 ご し た 。 基本的 な 生活習慣がで き て お ら ず、 遅刻、 早退 を 繰

り 返 し 、 情緒不安定。

@ 取 り 組み 家庭訪問 を 繰 り 返 し 、 登校指導 を 継続 し て行 っ て い る 。 個別指導で話 を 聞 く

こ と を 続け 、 生活指導 に 力 を 入れ、 規則正 し い生活が送 れ る よ う 指導 し て い

る O

@ 変 容 担任や学年の教師 と 連携 し な が ら 、 で き る だ け励 ま す よ う に 努 め 、 遅刻 の 回

数 も 減 っ て き た 。 保護者 に も 少 し ず つ 、 協力 的 な 姿勢が見 え る よ う に な り 、

欠席時 に は フ ァ ッ ク ス で連絡 し て く る よ う に な っ た 。 友達 も 徐 々 に 増 え つ つ

あ る 。

1 教育複興担 当 教員配置の成果

( 1 ) 教育復興担当 教員 に よ る 教育相談、 授業 に お け る 植民指導、 休み 時 間 での声か け な

ど、 地道で継続 的 な 取 り 組み に よ っ て 、 心の健康 に つ い て 、 教育 的配慮 を 必要 と す る

児童 ・ 生徒数は 、 ピ ー ク 持 に 比べて 9 年 目 に半減 し た 。

( 2 ) 2003年震 は 、 教職員 全員 に カ ウ ン セ リ ン グマ イ ン ド研修が義務づけ ら れ る な ど、 震

災 時 に 比 べ て 、 児童 ・ 生徒 に対す る 教員 の か か わ り 方 に 変化 を 求め よ う と す る 動 き が

出 て き た 。 こ れは教育復興担当 教員 の こ れ ま で の個別 な かか わ り 方、 子 ど も の 内 面 に

焦点 を 当 て た取 り 組みが影響 を 与 え て い る 面が大 き い と 考 え ら れ る 。

4 . 今後の課題

( 1 ) 教育 的配患 を 必要 と す る 克童 ・ 生徒 を 要 因 別 に 見 る と 、 震災の ス ト レ ス に よ る も の

よ り も 、 住宅環境の変化、 経済環境の変化 な ど、 二次的要 因 に よ る も の が増加 し て き

て い る 。 こ う し た児童 ・ 生徒 に 対 し 、 どの よ う に か か わ っ て い く の が望 ま し い か 、 事

例研究 に よ っ て研修 を 行 う 必要があ る 。

(2 ) 教育復興担当教員 の全体数が減少傾 向 に あ り 、 こ れ ま で復興担が行 っ て き た 、 カ ウ

ン セ リ ン グ的 な かか わ り j子、 児童 ・ 生徒の と ら え方 、 保護者や 関係教員 と の連絡 ・ 連

携の仕方 な ど、 様々 な 叡 り 組み を 広 く 外部 に 知 ら せ、 成果 を 一般教員 に提供す る こ と

が必要で あ る 。
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2 .  2003年度見童 ・ 生徒のやの鰭騰 と 教育鍍興担当教員 の取 り 離み調査
〔心のケ ア を 盛嬰 と す る 判甑基準26種類〕

大震災の被災問童 ・ 生徒で主 に26種類の症状 を 示す場合であ る 0

.退行現象

①注意力 が散漫。 学業成績低下。 ②親の気 を ヨ i く 。 ③手伝い な ど、 で き て い た こ と がで

き な く な っ た 。 ④わずか な こ と でめ そ め そ し た り 、 泣 き 出 す 。 ⑤や め て い た癖が再 び 出 て

く る O ⑥怖い 夢 を 見 た り 、 夜 中 に 驚 く 。

4験生理的反応

⑦頭痛。 腹痛。 ⑧食欲不振。 吐 き 気。 ⑨寝つ き が悪 い 。 寝 て ばか り い る 。 ⑬視覚障書。

聴覚傷害。 ⑪便秘。 下痢。 ⑫皮膚 や 日 がか ゆ い 。

。惜緒的 ・ 行動的反応

⑬落 ち 着 き がな く な る 。 ⑪い ら い ら し や す い 。 攻撃的。 ⑮学校へ行 く の を 嫌がる 。 ⑫友

達や仲 間 を 避 け る O 付 き 合い を 嫌がる 。 ⑫ ト イ レ に ひ と り で行 け な しミ 。 ⑬密室 に い ら れな

い 。 ⑬注意 集 中 が医難。 ⑮物 を 壊 し た り 、 投げた り す る O ⑪趣味や レ ク リ エ ー シ ョ ン に 興

味 を 失 う 。 ⑫感情が う つ 的 に 。 涙 も ろ く な る 。 ③引 き こ も る O ⑫親、 先生 (権威) に抵抗。

⑮嘘、 盗み、 薬物乱用 な ど反社会的行動。 ⑮震災 に つ い て繰 り 返 し話 し た り 、 関連 し た遊

び を す る O

L 心の健康 に つ い て教育的配慮 を 必要 と す る 児童 ・ 生徒の実態

小学生 は 、 情緒的 ・ 行動 的反応63% (前年56 % 、 前 々 年58% ) 、 退行現象31 % (29% 、 28 % ) 、

生理的反応 6 % (15 % 、 14% ) 。

中 学生 は 、 情緒的 ・ 行動的反応58% (57 % 、 58% ) 、 退行現象24 % (24 % 、 23% ) 、 生理

的反応18% (19 % 、 19 % ) 。

傾向 は基本的 に 変 わ ら な い が、 小学生 は生理的反正、が半分以下 に な り 、 情緒的 ・ 行動的

反応 は 7 ポ イ ン ト も 高 く な っ た 。 (語数回答)

@ 遅行現象 = ，注意力散漫 ・ 学業成績低下」 小学生21 . 8% 、 中学生25 . 8% 0 '親の気 を 引 く J

小学生18 . 4 % 、 中学生8 . 9 % 0 1手伝 い がで き な い」 小学生1 . 8 % 、 中 学生2 . 0% 0 1 め そ め

そ し た り 、 泣 い た り 」 小学生11 . 7 % 、 中 学生6 . 8% 0 1癖が再 び」 小学生3 . 3 % 、 中学生1 . 4 % 。

「怖い夢 ・ 夜驚J 小学生5 . 8% 、 中学生3 . 3 % 。

@ 生理的反応 1頭痛 ・ 駿痛」 小学生13 . 0% 、 中 学生18 . 1 % 0 '食欲不振 ・ 吐 き 気」 小学

生2 . 7% 、 中 学佐4 . 8% 0 1寝つ き が悪い」 小学生6 . 6% 、 中 学生5 . 0% 0 1視覚 ・ 聴覚障害」

小学生1 . 1 % 、 中 学生0 . 4 % 0 1便秘 ・ 下痢」 小学生2 . 7 % 、 中学生5 . 2% 0 1皮膚 や 日 の か ゆ

み」 小学生5 . 3 % 、 中学生2 . 0 % 0

@ 情緒的 @ 行動的反応 ニ 「落 ち 着 き がな く な る 」 小学生28 . 3 % 、 中 学生26 . 7% 0 1い ら い ら 、

攻撃的」 小学生23 . 0% 、 中 学生18 . 1 % 0 '学校 を 嫌が る 」 小学生8 . 8% 、 中 学生15 . 3 % 、 「友
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人 を 避 け る 」 小学生6 . 0% 、 中 学生6 . 3 % 0 ト イ レ に行 け な い」 小学生5 . 8% 、 中 学生0 . 5 % 。

「密室 に い ら れ な い」 小学生8 . 9 % 、 中 学生3 . 2% 0 r注意集 中 が困 難J 小学生24 . 8% 、 中

学生18 . 9% 0 r物 を 壊す」 小、 中 学生 と も に4 . 6 % 0 r興味 を 失 う 」 小学生0 . 9 % 、 中 学生0 . 3 % 。

「感情が う つ O 涙 も ろ い」 小学生5 . 7 % 、 中学生7 . 1 % 0 rヲ | き こ も る 」 小 学 生 1 . 5 % 、 中学

生6 . 2% 0 r権威 に 抵抗J 小学生4 . 0% 、 中学生6 . 8% 0 r反社会的行動」 小学生3 . 4 % 、 中学

生5 . 2% 0 r震災 に つ い て話す」 小学生1 . 1 % 、 中学生0 . 1 % 。

2 . 教育復興担当教員の取 り 組み

小学校 は 、 細別指導55% (前年55 % 、 前 々 年56 % ) 、 家庭 と の連摸26 % (26% 、 24% ) 、

相談活動17% (17 % 、 17% ) 、 関係機関 と の連携 2 % ( 2  % 、 3 % ) 。

中学校 は 、 個別指導42 % (42% 、 43 % ) 、 家庭 と の連携27% (26% 、 27% ) 、 相談活動28%

(29 % 、 26% ) 、 関係機関 と の連携 3 % ( 3  % 、 4 % ) 。

傾向 は小 ・ 中 学校 と も 同 じ 。 小学校 は 中学校 よ り 個別指導が高 く 、 中学校は相談活動が

小学校 よ り 高 い 。

・ 個別指導 r声か け ・ 励 ま し ・ 日 記指導」 小学校80 . 8% 、 中 学校77 . 8% 0 r 目 標達成や

自 信 を 持 たせ る 支援」 小学校40 . 2 % 、 中学校30 . 7% 0 r学習支援 ・ 生活指導」 小学校47 . 0% 、

中学校37 . 8% 0 r友達づ く り 支援」 小学校26 . 0% 、 中 学校15 . 6% 0 r養護教諭 と の連携支援」

小学校22 . 1 % 、 中 学校16 . 1 % 0 r登校指導」 小学校1 5 . 8 % 、 中 学校1 4 . 7 % 。

@ 家庭 と の 連携 言 「緊密 な 情報交換」 小学校33 . 4% 、 中 学校39 . 2% 0 r学校の 指導 と 連携

要請」 小学校19 . 1 % 、 中 学校27 . 9 % 0 r保護者の悩み 聞 く 」 小学校25 . 2 % 、 中 学校24 . 6% 。

「児童 ・ 生徒への訪問指導」 小学校21 . 5 % 、 中学校33 . 5 % 。

@ 相談活動 r 日 常会話の 中 で、 の 相 談」 小学校55 . 8% 、 中 学校63 . 0% 0 r定期 的 な カ ウ ン

セ 1) ン グ、」 小学校3 . 5% 、 中 学校40 . 6 % 0 r保護者対象の教育相談」 小学校 1 1 . 6 % 、 中 学校

16 . 8% 0  r記述式の相談活動J 小学校1 . 4 % 、 中学校8 . 5 % 。

@ 関係機関 と の連携 ニェ 「関係機関 と 連携 し た 指導」 小学校5 . 0% 、 中 学校7 . 7% 0 r 関係機

関への協力依頼」 小学校1 . 4 % 、 中 学校3 . 4% 0 r専 門 医 と 連携 し た指導」 小学校1 . 5 % 、 中

学校1 . 9 % 。

1 児童 ・ 生能の変容

小学生 は 、 精神 的 な 変容37% (前年36 % 、 前 々 年36% ) 、 対人関係の改善26 % (26 % 、 28% ) 、

生活面での改善37% (38% 、 36 % ) 。

中学生 は 、 精神 的 な 変容35% (37% 、 38% ) 、 対人関係 の 改善26% (25 % 、 25% ) 、 生活

面 で の 改善39 % (38% 、 37% ) 。

対人関係改善の傾向 は小、 中 学生 と も 同 じ。 中 学生 の 落 ち 着 き 、 友人増、 教師や大人 と

の信頼関係、 意欲 ・ 自 信 ・ 希望 な どは小学生 よ り 高 い 。 教育復興担当 教員 の 活動の成果 と
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い え る 。

@ 精神的な 変容 r落 ち 着 い て 生活」 小学生25 . 1 % 、 中学生29 . 7% 0 r表情が明 る く な っ た」

小学生18 . 4 % 、 中 学生16 . 4% 0 r症状の軽減 ・ 改善」 小学生1l . 1 % 、 中 学 生1 1 . 3% 。

@ 対人 関部 の 改善 r友達が増 え た」 小学生14 . 4 % 、 中 学生17 . 5 % 0 r思 い が話せ る よ う

に な っ た」 小学生1 l . 8% 、 中 学生8 . 8 % 0 r教師や大人 と の信頼関係がで き た」 小学肌12 . 4 % 、

中学生16 . 0% 0

@ 生活面 で の 改善 r意欲 ・ 自 信 ・ 希望が見 ら れ る J 小学生14 . 8 % 、 中 学生22 . 1 % 0  r学

背習慣の定着J 小学生10 . 7 % 、 中 学生12 . 3% 0 r生活習慣の改善」 小学生8 . 1 % 、 中学生10 . 4% 。

「 自 己抑制 がで き る よ う に な っ たJ 小学生7 . 2 % 、 中 学生6 . 4 % 0 r欠席 や 遅刻 の 減少」 小、

中 学生 と も 7 . 4 % 0 r問題行動の減少」 小学生7 . 1 % 、 中学生4 . 3% 。

3 . 宮城県北部地震へ兵庫県教委が指導主事派遣
(EARTH が被災 し た 子 ど も の ケ ア調査 と 研修会講師〕

兵庫県教委の 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J (EARTH) は2003年 7 月 の宮城県北部地震で、

子 ど も の 心 の ケ ア 事前調査に 2 人、 研修会講師 と し て 1 人の指導主事 を 派遣 し た 。

事前調査 に は 、 県教委義務教育課の新井浩一指導主事 と 教育企画室の伊藤進三指導主事

が 7 月 30 日 か ら 8 月 1 日 ま で 3 日 間派遣 さ れた 。 2 人は被災 し た 4 町の避難所 を 訪問 、 子

ど も の様子 を 調 べ た 。 「家 に 帰 り た く な い」 と も ら す 予や 、 テ レ ビ の 地震情報 に 過敏 に 反

応す る 子 に 出 会 っ た 。 保護者か ら は不眠、 過 食、 拒 食 な ど生活の リ ズ ム を 崩 し て い る 子 ど

も がい る こ と が分か っ た 。

伊藤指導主事 ら は 「つ ら い気持 ち の表 し 方 は 一 人 ひ と り 違い 、 長期 間 、 丁寧 に見守 る 必

要があ る o ど も と 人間 関係 を 築 い て い る 教 師 と 臨床心理士 ら 専 門 家 と の 連携が大切 だ、J

と 宮城県教委 に 説明 。 「夏休み で話 し 相手の友達 と 離れ ば な れ に な っ て い る の が気 に な る 。

保護者 と の連絡 も こ ま め に」 と ア ドバ イ ス し た 。

宮城県教委 の 非常災害時の心の ケ ア 教員研修会が 8 月 20 日 に 聞 かれ、 伊藤進二指導主事

が講師 と し て 派遣 さ れた 。 と く に被害の大 き か っ た地域の幼稚 園 、 小 、 中 学校の教諭、 養

護教諭 ら 150人が対象で、 阪神大震災の経験 を 学 びた い と 宮城県教委か ら 派遣依頼があ っ た 。

伊藤指導主事 は 「大震災の後、 ひ と り で留 守番がで き な く な っ た り 、 攻撃的 に な っ た り

し た子 ど も がい た 。 教員 が精神科医や保護者な ど と 連指 し 、 子 ど も が安心で き る 環境 を つ

く る こ と が大事だ、J r宮城の 今 回 の被災地で も 2 学期 が始 ま る と 、 子 ど も に様々 な 変化が

出 て く る 可能性があ る 。」 と 阪神大震災の心の ケ ア の共体的 な 事例 を 伝 え た 。

「震災 ・ 学校支援チ ー ム 」 は2000年度 に創設 さ れ た 。 大震災で全国 か ら 受 け た支援 に恩

返 し す る た め 、 板子ltl の教言11 を 生か し 、 他府県の 災害発生時 に 早期 の 学校再 開 を 支援す る の

を は じ め 、 県 内 の 防災教育 の 充実 を め ざす の が 目 的 。 「学校教育J r心の ケ アJ r避難所運営」

「学校給食」 の 4 班が活動す る 。 創設 さ れた2000年 に は北海道有珠山 噴火、 鳥取県西部地
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震があ り 、 応援派遣 さ れ た が、 2001年、 2002年 は 国 内 に 大 き な 災害がな く 、 宮城へは 3 年

ぶ り の派遣 と な っ た 。

4 .  I兵庫の教育改革 ブ口 グ ラ ム 」 に心の ケ ア を 位置づ け
〔子 ど も の 「心」 を 支 え る シ ス テ ム と 安全 な学校づ く り と 防災教育推進〕

兵庫涼教委 は2003年か ら 5 年 間 の教育行政の 方針 を ま と め た 「兵庫 の教育改革 プ ロ グ ラ

ム を 同 年 7 月 に発表 し た 。 そ の 中 で 「新た な 防災教育J が、 ①学校安全、 危機管理体制 の

確立、 ②新た な 防災教育 の 取 り 組み、 ③子 ど も の心の ケ ア の シ ス テ ム づ く り ー の 3 項 目 で

位殻づけ ら れた 。

改革 プ ロ グ ラ ム は 、 3 つ の基本方針、 5 つ の重点 目 標、 13の 重点課題、 140の推進項 日

で構成 さ れて い る 。 基本方針 は①子 ど も の 「生 き る 力」 を は ぐ く む 、 ②学校 と 地域が一体

に な っ た教育 環境 の 整備、 ③ふ る さ と の 白 然や 文化 を 愛 し 、 豊 か な 自 己表現 を 図 る 学 びの

支援。 「新た な 防災教育」 は 「兵庫 の特色 あ る 教育 の あ ゆ みJ で、 阪神大震災の教習1/ と 教

育 の創造的復興で掲 げ ら れて い る 。

心 の ケ ア は重点 目 標 「国際化社会、 多文化共生社会 に生 き る 豊か な 人 間性育成」 の重点

課題 「子 ど も た ち の れい を 支 え る シ ス テ ム づ く り 」 に 盛 り 込 ま れ た 。 「心の専 門家」 の

配置 に よ る 子 ど も た ち への支援 と し て 、 公立 中 学校へ は ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の配置、 県

立高校へ は キ ャ ン パス カ ウ ン セ ラ ー の 派遣 、 相 談 窓 口 の 設置 な ど を あ げて い る 。

具体的 に は全教職員 に付す る カ ウ ン セ リ ン グ研鯵 を 実施す る 計画。 教育復興担 当 教員 が

削減、 廃 止の方向 に あ る た め 、 復興担が重 ね て き た取 り 組み を 、 他の教職員 で カ バー し よ

う と 研修 の範 囲 を 全教職員 と す る 方針が打 ち 出 さ れた 。

ま た 、 「新 た な 防災教育」 は 、 重点 目 標 「個性あ る 学校、 開 か れた 学校づ く り 」 の 重 点

課題 「県民の信頼 に 応 え る 安全 な 学校づ く り J に 盛 り 込 ま れた 。 学校安全 と 危機管理体制

の確立、 学校危機管 理 ガ イ ド ラ イ ン の活用 、 県警ホ ッ ト ラ イ ン の 設置 に よ る 不審者侵入の

通報 と パ ト カ ー の 学校急行の体制強化、 新 た な 防災教育への取 り 組み 、 震災 ・ 学校支援 チ ー

ム の訓高束、 石牙11多 な どがあ げ ら れて い る 。

5 . 兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が完成
〔全闇初の 「心のケ アJ 専門拠点施設。 研究、 研修、 治療、 相談、 啓発〕

阪神大震災で注 目 さ れた PTSD な ど心 の ケ ア を め ぐ る 研究や人材育成 に 取 り 組む、 全国初

の専門拠点踊設 「兵庫県 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ーJ (神戸市中央民脇浜海岸通 1 ) が完成、 2004

3 月 28 日 、 開設記念式典が行われたO オ ー ブ ン は 4 月 1 臼 。 6 月 か ら 治療 な ど を 始め る 。

セ ン タ ー 長 に は 中 井久夫甲南大学教授が就任 し た。

同 セ ン タ ー は大震災の教訓 を 生かす、 心のケ ア対策の施設。 機能 と 事業の内容は次の と お り O

@ 研究 ニニ ト ラ ウ マ 、 PTSD な ど心の ケ ア に 関 す る 実践的研究。
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@ 人材養成 ・ 研修 ニ 心 の ケ ア に携わ る 保健、 医療、 福祉分野で活動す る 人 た ち を 対象 に 、

治療技術や対処法 を 学ぶ 「専門研修」 と 心の ケ ア に 関す る 知識や理解 を 深め る 「基礎研修」

を 実施。

@ 棺談 @ 診療二二 心 の ケ ア に 関 す る 専 門 的 な相談 に J，与 じ る と と も に 、 診療所 を 運営。

@ 情報の 収集発信 ・ 普浸啓発 ニ 心 の ケ ア に 関 す る 国 内外の先進的 な 事例 を 収集 し 、 セ ン

タ ー の研究成果 と 併せ て 、 情報 を 発信。 シ ン ポ ジ ウ ム や フ ォ ー ラ ム を 開催 し て 普及、 啓発。

@ 連講 ・ 交流z 関係機関 と 連携 ・ 交流の促進 を 図 り 、 広域 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進め る O

施 設 は 3 階建 て 。 延べ床面積約5 ， 100m2o 診療所、 音楽療法室、 交流 ホ ー ル な ど を 備 え る 。

総工費約18鐙 円 は全額国産負担 と い う 異例 の措置で誕生 し た 。

自 然災害の被災者、 地下鉄サ リ ン 事件、 東海村臨界事故、 大阪 ・ 池 出小児童殺傷事件 な

ど凶悪事件、 想定外の大事故 な ど に よ る 心の傷の治療、 回復 を め ざす。 ス タ ッ プ は全 国 か

ら 精神科医、 臨床心理士、 看護師 ら 約20人。 研修で は 、 医師や看護師 ら 専 門 職 だ け で な く 、

大惨事 に 遭遇す る 警察官、 消 防士、 児竜相談所職員 ら も 受け入れ、 米 国 、 カ ナ ダ、 豪州、! な

どの PTSD セ ン タ ー と の連講 も 進め る O

特 に研修で は 、 教職員 、 看護師、 児童福祉司 、 警察官、 消訪士な ど職撞、 職場 ご と に研

修 カ リ キ ュ ラ ム を 策定、 自 然災害や事件、 事故の初期対応がで き る 人材 の 養成 を 図 り 、 年

間 1 ， 000人、 当 初 の 2004年度 は700�800人 を 対象 に す る 予定。

ま た 、 全 国 で 災害や事件、 事故が発生 し た と き 、 セ ン タ ー研究員 に よ る 専 門 支援チ ー ム

を 派遣す る 。

同 セ ン タ ー は 、 震災後 5 年 間 と い う 時限措置で設け ら れた 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 が

前 身 。 ピ ー ク 時 に は 地域セ ン タ ー が16 ヵ 所置 か れ た 。 避難所、 仮設住宅、 復興住宅で相談

に あ た っ た後、 地域セ ン タ ー は保健所 に 業務 を 移 し 、 本部 は 「 こ こ ろ の ケ ア研究所」 に 衣

替 え し た が、 培 わ れた研究成果や経験 を 震災10年 目 以 降 も 、 恒久機関 と し て発展 さ せ る こ

と に な り 、 全国初の総合拠点が発足 し た 。

6 .  ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク
(2003年度 は不鷲校生捷の参加率 は 下が っ た が 、 登校率 は 上が る 〕

兵庫県下の全公立 中学校 2 年生 が 自 ら の生 き 方 を 探 し て 1 週 間 、 地域 に 学ぶ体験活動 「 ト

ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 は 6 年 目 の2003年度 は360校 (他 に 市立養護学校 5 校) か ら 4 万9 ， 782

人が参加 し た 。 実 施 は 6 月 を 中 心 に 258校、 日 月 を 中心 に 102校。 1 万5 ， 671 ヵ 所で、 l 万6 ， 833

班 に分かれて活動 し た 。

「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 で は 、 児童 ・ 生徒の心の ケ ア }固か ら 「不登校生徒」 の ト ラ イ

や る 参加が注 目 さ れ る o 2003年度 は 、 1 年生 の 持、 年 間30 日 以上欠席 し た 1 ， 001 人の う ち 、

453人が参加 し た 。 参加率 は45 . 3% 。 前年 に よじべ参加率 は 2 . 2ポ イ ン ト ダ ウ ン O 前年、 5 年

ぶ り に 上昇 し た 参加率が ま た下がっ た 。
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(表27) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の実施状況

年 度

2003 
2002 
2001 
2000 
1 999 

359 
一一寸
359 

…
一

一
一

一

竺と」一 …… 34引 1 ， 544 5 5 ， 5 l 6  1 7 ， 734 I 

(注) 生徒数の ( ) は 、 活動 に 参加 し た 障害児学級生徒の数 (内数)

18 ， 243 
18 ， 467 
19 ， 1 27 
1 9 ， 31 0  

24 ， 018 1 

(表28) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の活動内容

己分野531J

(兵庫県教育委員 会)

j舌 動 分 野 2003 2α)2 2001 2000 1999 1998 

1) 戦場体験活動 77 州 76 ， 5 % 75 ， 9 % 72 ， 9 %  71 ， 1 %  I 72 ， 1 % 
3む ボラ ン テ ィ ア福祉体験活動 7 ， 0% I 7 ， 0 %  6 ， 7 % 7 ， 4 %  7 ， 7 9も 8 ， 8% \ 
:む 文化 - 芸術創作活動 3 ， 9 % 4 ， 7 % 5 ， 4 %  6 ， 6 % 7 ， 7 % 6 ， 4 %  
J) 勤労生産活動 3 ， 8 % 3 ， 8 %  4 ， 3 9も 4 ， 7 % 5 ， 4 %  5 ， 2 % 
2J そ の他 8 ， 3 % 8 ， 0 %  7 ， 7 % 8 ， 4 %  8 ， 1  % 7 . 5 %  

口内符別
2003 2002 200l 2000 1 999 

20 . 0 9も 21 . 6 %  20 . 8 9も 20 . 8 %  
幼児教育 20 . 0 %  19 . 1 9も 1 9 . 0 %  8 . 1  % 1 7 . 6 %  
役所 . ?R 防署等 8 . 6 %  7 . 9 % 7 ， 3 %  7 . 1 9も l 6 . 8% 
製造 ・ 建築 6 . 0% 6 . 2 %  6 . 6 % 7 . 3 9ら 8 . 0 %  
社会福祉施設 υ5 . 3  つ g6 5 . 2 % 4 . 9 9ら 5 . 1  % 5 . 4 % 
飲食庖等 5 . 2 % 5 . 1  % 5 . 1  % 

7 7 % ! 文化芸術創作活動 3 . 9 %  4 . 7 9ら 5 . 4 % 6 . 6 % 
病院等 2 %  3 . 5 % 3 . 3 % 3 . 1 % 
ホ テ ル . f明美谷等 6 9も 3 . 8 %  4 . 0 % 3 . 6 %  

(注) 1998年度 ③ホ テ ル . flf!美容等 に は飲食厄等 を含む (兵庫県教育委員 会)

左の う ち l 年生の 全 日 参加l生徒数 実施後 1 カ 月 の状況 実施後 2 カ 月 の状況
日寺に不32校の3 徒数 登校家の 上昇 し た生徒 登校本の上昇 し た生徒 j

1 ， 00 1  153 l 84 1 67 
(15 . 3 % )  (40 . 6 % )  (36 . 9 % ) 

1 ， 146 544 217 1 98 
(47 . 5 % )  (39 . 9 % ) (36 . 4 9一6一一)一一一

71: -三
…ト

:?\:;;: ] 川
一 57 ， 05959校 57 ， 059 1 ， 27ぺ

2002 

2001 
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531 
(45 . 5 % )  

548 
(48 ， 2 9ら )

205 
(38 . 6 % )  

1 83 
(33 . 4 % )  

256 
(38 . 9 % )  

658 240 
(36 . õ% )  (51 . 6 % )  

914 
(53 . 2 % )  

3 1 4  
(34 . 4 % )  
(兵庫県教育委員会)



し か し 、 ト ラ イ や る 参加後の 「登校率 I�，昇生徒J は 1 ヵ 月 後184人 (40 . 6 % ) 、 2 ヵ 月 後

167人 (36 . 9 % ) 0 いずれ も 前年 よ り 上昇 し た 。 地域活動 で、 生徒が新 し い 環境 に 身 を 置 き 、

体験 を 通 し て得 た 自 信が対人関係、 登校の改善の機会 に な っ て い る と み ら れ る 。 理想的 と

は い え な い が、 不登校生徒の45% 以上が参加、 そ の40% あ ま り が実姉後 に 登校 し て い る 実

態 は 、 そ の 後の登校維持へ の は ずみ に な る と さ れて い る 。

7 . 兵教組が教育復興担当教員 の取 り 組み調査
〔子 ど も の す べ て の悩み に支援 を 〕

兵)車県教職 員 組合 と 兵庫教育文化研究所 は毎年、 教育復興担当教員 の 活動 を 実践交流 な

どか ら 調まま し 、 大震災の被災児童 . II::，徒の心の ケ ア 問題 を 分析 し て い る 。

2003年度 は 1 1 月 下旬 に 、 「復興担」 配置65校 を 訪問 、 実践交流 を 行 っ た 。 小学校29校、

中 学校36校。 そ の 中 で、行 っ た 聞 き 取 り 調査 を も と に 「教育 の創造的復興 を め ざ し て 一教育

設興担当教員 配置校の と り く み と 新 た な 課題」 を 同年12月 に ま と め た 。

兵庫県教委が毎年 7 月 に行 う 心の ケ ア 実態調査は 2002年震か ら 震災当 時 に 生 ま れて い な

か っ た児童 を 調査対象か ら 外 し た が、 兵教組は小学 1 、 2 年生 も 対象 に含 め 、 学校や家庭

での様子 を 観察 し た 。

①震災か ら 8 年 あ ま り 過 ぎ て 初 め て 症状が出 た 子 ど も

ヨ 保護者の ト ラ ウ マ か ら 子 ど も への虐待 な どの影響

③生活環境の変化、 保護者の失業や家族離散 な ど を 背長 に し た 実態

④震災以 後 に 生 ま れた子 ど も で、 心の ケ ア が必 要 な 実態

レ ピ報道で災害や破壊、 廃壇の 映{象 を 昆て フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク を 起 こ し た 子 ど も の そ

の後

⑥前年度の事例 か ら 継続 ・ 比較 し た そ の後 の 実態

の項 目 に 分けー て詳述 し て い る 。

「震災か ら 8 年 あ ま り 過 ぎ て 初 め て発症」 は 県教委調査で94人。 兵教組 の 調査で は 西宮

市 の小学校 6 年男 子が夜驚症。 神戸市の小学 3 年女子が泣 い て感情 を 乱す。 西宮市の小学

6 年女子 は 暗い と こ ろ を 怖が り 、 学校で は ほ と ん ど し ゃ ぺ ら な い な ど。

「保護者の ト ラ ウ マ の 悪影響」 は母親の精神 的 な 不安定が多 く 、 自 分の子 ど も を な ぐ っ

た り 、 ア ル コ ー ル依存症 な ど。

「生活環境の変化、 保護者の失業 な とやの影響J は 、 三重ロ ー ン を かか え 、 両親 と も 定職

に つ けず、 兄弟 と も 不登校 に 。 震災後、 父親の リ ス ト ラ で離婚、 子 ど も が不在校 に 。 さ ら

に被災地 の 長5 1 く 不況 に よ る 二次的 な ス ト レ ス で 、 荒れた生活 に な る な ど、 新 た な 要因 と

な り 、 不登校 ばか り で な く 、 遅刻、 保健室登校 と い っ た学校での 問題、 情緒不安定、 反抗

的態度 な ど 「荒れ」 、 家庭内 の 混乱 を 引 き 起 こ し 、 劣悪 な 環境 の子 ど も た ち が増 え て い る 。

い わ ば、 二次的要 因 に よ る 要ケ ア克童 の姿が浮 か び、あ が り 、 復興担は子 ど も 、 保護者 と の
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個別指導、 校 内 の 教員 、 関係機関 と 連携 し な が ら 難 し い仕事 を こ な し て い る 。 一部 で は 好

転 さ せた ケ ー ス も 出 て い る O

「震災後 に 生 ま れた子 ど も の 発症」 は 、 怖 い 夢 を 見 る 。 夜驚、 集 中 力 に 欠 け る 、 落 ち 着

き がな い 、 い ら い ら す る 、 音 に 過敏 に 反応、 な どの現象が、 小学 1 、 2 年生 に も 見 ら れ る 。

兵教組 は 震災 を 直議体験 し て い な い 、 あ る い は 記J憶 し て い な い子 ど も の 実態 は 、 震災の恐

怖体験 を 引 き ず る 一時的要因 に 対 し て 、 二次的要因 と い わ れ る 。 専 門家 は 家族や知人の体

験 を 通 じ て PTSD に と ら わ れ る こ と が十分あ り う る と 指摘 し て い る と し て い る O

「 フ ラ ッ シ ュ パ ッ ク 」 は2003年 9 月 の 十勝沖地震 に よ る ケ ー ス が典 型 的 だ と い う O

兵教組は復興担が行 っ て き た 「教員 に よ る 心 の ケ ア J を 被災地以外の教職員 に 伝 え る O

震災の ト ラ ウ マ だ け で な く 、 子 ど も の あ ら ゆ る 悩 み に 対応で き る 支援の あ り 方 に つ い て考

え る O 保護者が震災の ト ラ ウ マ か ら 解放 さ れて い な い事例 な ど、 すべて に つ い て 、 細 か く

追跡調査 を 継続す る こ と が重 要 な 課題 に な る O 復興担 の 果た し た役割 は大 き く 、 教師は保

護者、 保健、 医療、 福祉の 関係機関 と ケ ア を 必要 と す る 児童 ・ 生徒 を つ な ぐ コ ー デ ィ ネ ー

タ ー と な り 、 チ ー ム でか か わ る ネ ッ ト ワ ー ク 型 シ ス テ ム を 構築す る 必要 も あ る と 訴 え て い

る 。

8 . レ イ ン ボー ハ ウ ス
[ Iむのケ ア 「病死J 遺児 に も O 対象者 を 拡大〕

阪神大震 災 の 遺 児 の 心 の ケ ア に 取 り 組 ん で い る 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J (神戸市東灘区)

は2003年 9 月 か ら 病気で親 を 亡 く し た児童 の ケ ア を 新 た に 始 め た 。 こ れ ま で の 活動で、培 っ

た孤独感 な ど子 ど も の心の負担 を 軽 く す る ノ ウ ハ ウ を 生かす も の で、 新 し い プ ロ グ ラ ム を

準備 し た 。

〈参考文献〉
「新た な 防災教育の充実に 向 け て 9 年 目 の 取組」 兵庫県教育委員会 2004年 3 月
「王子成15年度地域に学ぶ 『 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の ま と め」 兵庫県教育委員会 2004年 3 月
「教育の創造的復興 を め ざ し て 教育復興担当教員配置校の と り く み と 新た な 課題」 兵庫県教職員組合 ・ 兵庫m県

教育文化研究所 2003年12月
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は じ め に

2003年10 - 12 月 期 の 国 内総生産 (GDP) は 、 年率換算で実質7 . 0 % の増 、 名 目 2 . 6 % 増 と

予想以 ヒの成長で、 1990年 4 6 月 期 の 年率10 . 5 %以来、 13年半ぶ り の 高 成 長 だ、 っ た 。

国際的 に は 、 自 動車や家電 な どの輸出 が好調 だ、 っ た ほ か 、 中 国の 高度成長 に よ る 需要増

大が大 き く 貢献 し た 。 国 内 で も 、 薄 型 テ レ ピ や DVD レ コ ー ダ ー な どの 家 電 の 売れ行 き が

好調 で、 製造業の投資意欲 を 刺 激 し た。 新型肺炎 (SARS サ ー ズ) で 落 ち 込ん で い た 海

外旅行が復調す る な ど個 人消費 も 増加 し た 。

こ う し た景気の 回復 は 、 輪 出 の 好調 に ヲ | っ 張 ら れた聞が強 く 、 大企業製造業 に偏 り を み

せ、 中小企業や流通 ・ サ ー ピス な どの 非製造業 は依然厳 し い状況 に あ っ た 。 地方経済、 兵

庫県下の経済 ・ 産業界 も 濃淡が分かれた。

-方、 厚生労働省が発表 し た 求職者総合実態調査に よ る と 、 2003年 1 月 に 求職活動 を し

て い た 人の う ち 、 希望賃金 を 引 き 下げた 人の割合は47 . 4 % と 、 2002年 6 月 時点 の 前 回 調査

よ り 22 . 増 と 大幅 に ア ッ プ し て い る こ と が分か っ た 。

静j査 は 、 2001年12月 に公共職業安定所 に 申 し 込 ん だ、 人 を 対象 に 、 求職理由 や 条件 な ど を

継続的 に追跡す る の が 目 的 。 そ れ に よ る と 2003年 1 月 に働 い て お ら ず、 求職活動 を し て い

た 人 は全体の24 . 4 % 。 こ の う ち 、 前 回 の調査以 降 に変更 し た 労働条件 は 、 賃金の ほ か に も 、

仕事の 内容が17 . 増 の45 . 1 % 、 企業規模が19 . 増 の 39 . 1 % だ、 っ た。

長期失業者 に と っ て 、 長百 | く 求職 と と も に希望条件 を 下 げ ざる を 得 な い傾向が示 さ れて

い る 。

日 本銀行神戸支屈が2003年12月 に ま と め た 同 年 の 兵庫県内金融経済概況 は 、 前半 は イ ラ

ク 戦争や SARS な どで足踏み状態が続 い た が、 ア ジ ア 向 け輸出 の好調や デ ジ タ ル 関 連 の 需

要増加で生産が加速。 「全体 と し て持 ち 註 し た」 と い う 判 断 に な っ た 。

業況判 断 DI は2003年第 1 四半期 ( 1 3 月 ) の マ イ ナ ス 27 (実績値) か ら 、 第 4 四 半

期 (10 12月 ) に は 同 19 (予測値) ま で改善 し て い る o I司支屈が毎月 発表 し て い る 企業の

景況感 は 、 前半 は SARS な どで 「先行 き に 強 い悲観論が出 た J o 8 月 ま で は 「横 ばい 圏 内J

と の見方 を 示 し て い た が、 9 月 に は 「上向 き の 兆 し」 と な り 、 10月 か ら 「持ち 直 し」 と な っ

た 。 後半 は 、 製造業 を 中 心 に 幅広 い 業種で改善 さ れ、 企業収益 も リ ス ト ラ 効果や一部業種

で商品の値戻 し も あ っ て 「大幅増設」 が見込 ま れ た 。

個人消費 は 一進一退で、 住宅投資、 公共投資 も 低調 だ っ た 。 一方、 輸出 は神戸港 な ど中

国 向 け を 中 心 に 高水準 を 続 け 、 企業の 設備投資 は 回復基調 を 強め た 。 雇用 は 生産の伸 びほ

ど増 え て お ら ず、 常用雇用 で は な く 、 パ ー ト や 臨H寺雇用 が 日 立 っ て お り 、 「 ジ ョ ブ レ ス ー

リ カ バ リ ー (雇用 な き 回復) の動 き に な り つ つ あ る 」 と し て い た 。

兵庫県 が行 っ た 2003年度 「復興モ ニ タ ー 調査J に よ る と 、 復興の進み具合 に つ い て 、 住
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宅や イ ン フ ラ 整備 な ど に比べ、 産業 ・ 雇用面が 「進 ん で い な い」 と の 回答 が多数 を 占 め 、

被災地経済が な お 厳 し い状況 に 霞か れて い る こ と を 示 し て い た 。

調査は、 2001年度か ら 毎年実施 し 3 囲 呂 O 復興住宅の高齢世帯生活援助員 や 「 ひ ょ う ご

中 小企業活性化セ ン タ ー」 の 支援専 門 家 な ど、 「生活」 「 ま ち づ く り 」 の 3 分野 か

ら 無作為抽 出 し た計300人 を対象に調べた ( 回 収率51 % ) 。

「 ラ イ フ ラ イ ン J ，-地域の見守 り 体制J ，-既存産業の活性化」 な ど項 目 を 26 に分 け 、 そ れ

ぞ、れ復興が進 ん で い る か ど う か を 質問 。 そ の結果、 「進 ん で、 い る 」 の は 「住 ま い づ く り 」

が61 % で最 も 多 く 、 「 ラ イ フ ラ イ ン J (59 % ) 、 「街並み ・ 景観J (53% ) と 続い た 。 「地域の

見守 り 体制」 は41 % だ っ た。

逆 に 「進ん で い な いJ と の 回答 で は 「雇用 」 が最多 の59 % 。 ほ か に 「既存産業の 活性化

(44 % ) 、 「産業構造改革J (30 % ) な ど産業分野が 目 立 っ た 。

ま た 、 神戸市が2003年 8 月 に ま と め た市民 1 万 人 を 対象 に 実施 し た ア ン ケ ー ト ( 回答率

50 . 9 % ) に よ る と 、 生活が震災前 に 比べ て 「低下 し て い る 」 と 答 え た 人は 48 . 0% に 上 り 、

そ の 要因 と し て 6 割近 い 人が 「不況 な ど景気 に よ る 影響j を 挙げ た 。 長ヲ ! く 景気低迷が復

興の足かせ と な っ て い る 実態 を 示す。 1 万人 ア ン ケ ー ト 調査は震災か ら 5 年 自 の 1999年 に

も 実施 し て い る O

「生活が低下J は 前 回 よ り も 1 . 8� 1 増 え た。 要 因 に つ い て 、 前 回 は 「震災 に よ る 影響」

を 挙げ た 人が73 . 2% も あ っ た の が、 今 回 は 15 . 1 % に 激減。 一方、 「不況」 を 挙げた 人 は 前

回 は26 . 8% だ っ た の が、 今 回 は 57 . 6% と 倍以 上 に 増 え た。

日 銀神戸支宿が発表 し た2004年 3 月 の兵庫県内金融経済概況で は 、 消費 は 「 一部 に や や

持 ち 直 し の動 き が見 ら れる 」 と 改善の見方 を 示 し た 。 景気 に つ い て も 「緩 や か な 回復」 と し

て い る が、 末端で、 の 実感 は伴 っ て い な い 。

神戸都市問題研究所理事長 ・ 新野幸次郎氏 は 「商業地 も 、 確 か に イ ン フ ラ は復興 し た が、

そ れだ け で は被災地以外の 商業地 に は か な わ な い。 被災地が復興に忙 し い 関 、 他の地域は

売 る た め の工夫 を 重 ね 、 2去 を 広 げて き た。 つ ま り 、 ハ ー ド だ け で は真の復興 と は い え な い 0

10年 た て ば、 社会 も 住民 の ニ ー ズ も 変わ る O 被災地 を た だ元 に戻 す だ けで な く 、 10年の 変

化 に 対応 し た 「創造的復興』 に し な い と い け な い」 と 語 る O 商業地 の み な ら ず被災地の 産

業界全体、 港湾 な ど も 同 じ状態 に 置 か れ て い る O

と こ ろ で 、 2003年 は 烏 イ ン フ ル エ ン ザ、 SARS、 い ま 一つ は っ き り し な い 崇気の成 り 行

き な ど気 の 重い ニ ュ ー ス が続 く 中 で 、 唯一明 る い 話題 を 提供 し た のが、 プ ロ 野球 「阪神 タ

イ ガー ス 」 の 18年ぶ り の リ ー グ、優勝だ、 っ た 。 7 月 初 め ごろ か ら 好調 を 持続 し た チ ー ム の勢

い に あ や か ろ う 、 {憂勝 を 景気 回復の起爆剤 に し よ う と い う 熱い 思 い が街 に あ ふ れ た 。

2003年1 1 月 3 日 、 大阪の御堂筋 と 同様、 神戸三宮の フ ラ ワ ー ロ ー ド を 中心 に 、 大丸 前 か

ら 東遊 園 地 ま で、 の 優勝パ レ ー ドが行 わ れ た 。 御 堂筋 で40万人、 神戸で25万人の虎 フ ァ ン が

雨 の 中 で声援 を 送 っ た 。

第七章 @ 産業 ・ 援用 577 



兵庫県 内 の 百貨脂、 ス ー パ ー 、 商!苫街 な ど、 優勝 に ち な ん だ特別 セ ー ル が各地で行 わ れ

た 。 タ イ ガー ス の ロ ゴ を あ し ら っ た ピ … ル、 焼酎、 洗濯機 な どの電化製品 、 そ れ に 自 動車

ま でが現れ、 景気浮揚への期待がふ く ら む ばか り だ、 っ た。

板神 タ イ ガ ー ス の 優勝が も た ら す経済効 果 は 、 民 間 の シ ン ク タ ン ク の計 算で は 、 フ ァ ン

の飲食1 ， 500億円 、 タ イ ガ… ス 関 連商 品 の 売 り 上 げ250億円 な ど と し 、 全国への波及効果 は

最大6 ， 355億円 、 関 西 で は 2 ， 410億円 (UFJ 総合研究所) と 見込 ん で い た ( 日 本総合研究所

は 関西で1 ， 133í意円 と 予浪U ) 0 

試算が大 き く な っ た の は 、 タ イ ガ ー ス 以外 に 良い材料がな い か ら 期待が大 き い。 阪神 関

連の消費が増 え て も 、 他 の 商 品 の 買 い控 え と い う 負 の側 面 も 否定で き ず、 学識者の 中 に は 、

「経済効果 を 期待す る の は動機が不純。 18年 間 の う っ ぷ ん を 晴 ら し た幸せ な 気持ち を 分か

ち 合 え ば、 数字で測 れ な い 豊 か さ が増 え る 」 と い う 冷静 な声 も あ っ た 。

神戸生 ま れ rJ I I 崎製鉄」 の名 、 消 え る

J l I 崎製鉄が NKK と 統合 し た rJFE ホ ー ル デ イ ン グス 」 は 、 傘下企業の事業 を 再編 し 、 2003

年 4 月 l 丹 、 発足 し た 。

両社 は 、 鉄鋼業界の世界的 な 再編 に対応 し て2002年 9 月 に 統合。 持 ち 株会社 を 設 け両社

が傘 下 に 入 っ た 。 鉄鋼部 門 を 担 う の は rJFE ス チ ー ルJ 、 プ ラ ン ト 建設 な ど の rJFE エ ン

ジ ニ ア リ ン グ、J な どが誕生 し た 。 世界規模 の メ ガ ・ ス チ ー ルが本格稼働 を 始め た が、 神戸

発祥の名 門 「川崎製鉄J の 名 が消 え た。

J l I 鉄 は 1950年、 川 崎重工業の鉄鋼部 門 が分離 し て発足。 神 戸 に 本社 を 構 え 、 葺合、 兵庫、

西宮 の各工場で、平炉や電炉 に よ る 製鉄 を 手が け た 。 鉄鉱石か ら 鉄 を 作 る 「銑鋼一貫製鉄」

に 乗 り 出 し 、 1953年 に千葉製鉄所 (千葉) が稼働。 1967年 に は水島製鉄所 ( 岡 山県倉敷)

の 第 一高炉が完成 し た 。

製鉄所の 大型化 に 伴 い 、 神戸か ら 両製鉄所へ生産が移行。 阪神 ・ 淡路大震災 も 重 な っ て

葺合、 兵庫工場 は 1995年 ま で に 閉鎖 さ れ た 。

震災か ら 10年 一 。 こ の節 目 を ど う 迎 え る か。

く参考文献〉
「全国企業短期経済観測調査 ・ 兵庫県 (2003年12月 ) 結果」 日 本銀行神戸支庖 2004年 1 月
「 日 刊各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 日 、 読売、 日 経、 産経 (第七章 「産業 ・ 雇用」 の全節 に 関 し て 参考に し た )
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| 第一節 産業復興の概況
1 . 業況改善の兆 を みせ る

日 本銀行神戸支店が2004年 3 月 に ま と め た 兵庫県内企業の短期経済観測調査結果 に よ る

と 、 製造業、 非製造業 と も に 業況判 断 は 改善 し 、 全産業ベ ー ス で は 、 判 断指数 (DI) で2003

年12月 の ム17か ら ム11 と 、 悪 い な が ら 6 ポ イ ン ト の改善で、 前 回調査時 の予測ム20 に比べ

る と 9 ポ イ ン ト も 良 く な っ て い る O 先行 き に つ い て も 、 製造業、 非製造業 と も に小幅 な が

ら 改善が続 く 見通 し と な っ て お り 、 全産業ベ ー ス で はム11か ら 6 月 ま での 予測 でム10 と l

ポ イ ン ト の 改善 を 予測 し て い る O

業種別 で み て も 、 前 回2003年12月 の調査時の予測 に 比べ変化幅が下 回 っ た の は非鉄金属

と 建設 だ け で 、 他 の 業種 は 軒並み好転 の 数値 と な っ て い る o 2004年 6 月 ま で の予測で も 、

改善す る と み る 業種の ほ う が悪 く な る と 予測す る 企業 を 上回 っ て い る O こ う し た数値か ら

み る と 、 全体 と し て景気 に僅か な が ら 光が さ し て来 て い る と 感 じ ら れる の で は な い か。 (表 1 ) 

売上計画 で は 、 2003年度 は 非製造業が小幅増収 と な る も の の 、 製造業が減収 と な る こ と

か ら 、 全産業ベ ー ス で は 前年 を 盤 か に 下 回 る と し て い る O し か し 、 2004年 に は 製造業、 非

製造業 と も 小幅増 収 を 見込み、 全産業ベ ー ス で は 4 年ぶ り に プ ラ ス 計画 と な っ て い る O ま

た 、 収益計画で は 、 2004年度の 経常利主主 は 、 非製造業がほ ぼ前年度並み を 見込 ん で い る 一

方、 製造業が 1 割強の増益 と な っ て お り 、 全体で は 3 年連続の増益計画 と な っ た 。

な お 、 今 回 の 調査か ら 、 対象業種の拡充や企業の 区分基準の変更な ど調査方法 を 見直 し

て い る O

見 直 し の 主 な 点 は①大企業、 中 堅企業、 中小企業の 企業 区分 を こ れ ま で の 「常用 雇 用 者

数」 に よ る 区分か ら 「資本金」 に よ る 区分 に 変更。 10信 円 以上 を 大企業、 1 億円以上 を 中

堅企業、 2 ， 000万円 以上 を 中小企業 と し た 。 2 ， 000万円 未満 は調査対象外②調査対象企業 は 、

266社 か ら 78社増 や し 344杜 に③業種分類で 、 「石油 ・ 石炭製品J r非鉄金属J r精密機械J r ゴ

ム 製品」 の 4 業種 を 加 え 、 「輪送用機械」 の 内 訳 と し て 「 自 動車J と 「造船 ・ 重機、 そ の

他輸送用機械」 を 新設。 ま た 、 「サ ー ピス 」 の 内訳 と し て 「対事業所J r対個 人J r飲食届 ・

宿 泊 J r そ の 他サ ー ピ、 ス J を 新設④調査対象企業 か ら 回答が得 ら れ な い 場合 の 集計方法 に

つ い て 、 こ れ ま で 「集計か ら 除外」 し て い た の を 「未回答企業の 直近調査 団 の 回答値 を 個

別 に代入J す る 欠測値補完 の 方法 に 変更 し 、 よ り 的確 な債が得 ら れ る よ う に し た な ど。

今 国 の 調査対象 は 、 製造業178社、 非製造業166社、 計344社。 自答率 は 96 . 8% 。 規模別

で は 、 大企業101社、 中 堅金業87社、 中小企業156社。
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(表 1 ) 兵康県下業種別業況判断 。.1 「良いJ - r悪いJ % ポ イ ン ト

2003年
2004年 3 月 6 月 ま で

12月 前回予測 12月 → 3 月 予 測 3 月 → 6 月
変 化 絹 変 化 幅

fニヒ、 産 業 ム 17 ム 20 ム 11 6 ム 10 1 

製 造 業 ム 13 ム 16 ム 8 5 ム 6 2 

食 キヰ 口仁ヨ口 ム 28 ム 24 ム 28 。 ム 12 16 

高裁 維 ム 67 ム 50 ム 67 。 ム 50 17 

イヒ ム十以. ム 22 ム 22 ム 11 1 1  ム 11 。

石 油 ・ 石 炭 製 品 40 40 50 10 25 ム 25

窯 業 ・ 土 石 製 品 ム 60 ム 60 ム 45 15 ム 33 12 

主失 鋼 ム 16 ム 5 。 16 11 11 

非 鉄 金 E需 ム 33 ム 33 ム 50 ム 17 ム 16 34 

金 局 製 口p口 ム 12 。 ム 11 1 1 ム 22 ム 11

般 機 械 ム 8 ム 13 ム 4 4 。 4 

官気 えヌコ九f 機 械 。 。 。 。 9 9 

輸 送 用 機 械 5 ム 5 10 5 ム 25 ム 35

自 動 車 29 29 43 14 ム 14 ム 57

造船 ・ 3重機そ の他 ム 8 ム 23 ム 8 。 ム 31 ム 23

キ青 密 機 械 。 ム 40 25 25 25 O 
ゴ ム 製 nE3 ロ 20 ム 20 40 20 20 ム 20

非 製 造 業 ム 21 ム 24 ム 15 6 ム 14

建 壬a又'" ム 30 ム 60 ム 38 ム 8 ム 50 ム 12

不 動 産 ム 13 ム 27 15 28 ム 7 ム 22
在自 7c ム 3 ム 8 ム 3 。 5 8 

売 ム 47 ム 38 ム 38 9 ム 24 14 

運 輸 倉 庫 ム 10 ム 4 。 10 7 7 
サ 一 ピ ス ム 34 ム 22 ム 18 16 ム 21 ム 3

対 考辞 業 所 ム100 ム 60 ム 80 20 ム 40 40 

対 f随 人 ム 43 ム 29 ム 25 18 ム 38 ム 13

飲 食 庖 ・ 宿 泊 ム 50 ム 33 ム 50 。 ム 33 17 

-c- の fむ 。 。 22 22 。 ム 22

日 銀神戸支庖

2 . 県 内小企業の業況、 4 期連続改善
臨民生活金融公庫が ま と め た 20例年 1 - 3 月 期 の 兵藤県内小企業動向調査 に よ る と 、 県

内 の業況は 着実 な 改善 を みせ て い る O

調査は、 同公庫 の取引先380社が対象で、 248社 (65 . 3% ) が回答。

業況判 断 は 「 良 い」 と 回 答 し た 企 業 の 割 合か ら 、 「悪い」 と 回答 し た企 業 の 割合 を ヲ i い
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た値で示 さ れる O そ れ に よ る と 、 マ イ ナ ス 38 . 8t 1 で 、 前期 (2003年10- 12 月 期 ) に比べ4 . 6

改善 し て い る O 業種別 に み る と 、 小売業、 建設業 を 除 く すべて の 業種で改善 し た 。 業況

判 断の 改善 は 、 2003年 4 6 月 期 か ら 4 期連続 と な っ た。 中 で も サ … ピ ス 業 、 飲食業の 大

幅改善が 目 立 っ て い る O

間支庖 は 「 こ れ ま で大企業や製造業中 心 だ、 っ た 業況の 屈復が、 ょ う や く 小 企業の非製造

業 に も 浸透 し て き た の で は」 と 分析 し て い る O

ま た 、 来期 (2004年 4 - 6 月 期) の見通 し は 、 全業種でマ イ ナ ス 31 . 2t 1 で 、 前期 よ り 7 . 6

計上向 く と 予想 し て い る o ( 表 2 ) 

(表 2 ) 兵庫県内小企業業況判断 D. I

「良し、」 「悪い」
% ポ イ ン ト

2002年 1 � 3 月 ム70 . 9

4 � 6 月 ム69 . 5

7 � 9 月 ム65 . 2

1 0�12月 ム64 . 9

20031f 1 � 3 月 ム66 . 5

4 � 6 月 ム59 . 9

7 � 9 月 ム48 . 7

10� 12月 ム43 . 4

2004年 1 � 3 月 ム38 . 8

4 � 6 月 (見通 し) (ム31 . 2) 

国民生活金融公康神戸支底

3 . 不振の要闘 は不況、 震災の影響薄 ま る
克服すべ き は不況一 。 販神 ・ 淡路大震災の前 よ り も 経営が悪化 し た被災地事業所の 7 割

以上が、 そ の 理 由 に 震災 よ り 景気の影響 を挙 げて い る o 2004年 1 月 、 阪神 ・ 淡路産業復興

推進機構が ま と め た2003年度の調査結果で分か つ た。

こ の調査は 産業復興の姿 を 定期 的 に つ か む た め に 1995年か ら 実施 し て お り 、 今回 は 1 1 回

目 (前田 は2002年1 1 月 ) 0 2003年 6 月 か ら 7 月 に か け て 、 被災地10市10町の事業所 4 万3 ， 970

社 を 対象 に ア ン ケ … ト に よ る 調査。 う ち 囲答 は3 ， 052社 ( 回答率6 . 9 % ) 0 従業員 10人未満

が66 . 9 % 、 50人未満21 . 4 % 、 50人以上10 . 4% な ど。

調査に よ る と 、 被災地企業の事業活動 は 、 依然 と し て厳 し い状況 に あ る O そ の最 も 大 き

な 原 因 と し て は 、 「震災の影響j と す る 囲答 よ り も 「景気の影響J r構造変化の影響」 の ほ

う が大 き く な っ て い る O

売上高 ・ 利益 に つ い て、 震災前 と 比べ る と 12 . 9% (395杜) が 「国復 し て い る 」 と 自答、

そ れ に 対 し て72 . 0 % (2 ， 197社) が 「回復 し て い な い」 と 答 え て い る O 理 由 は 、 必ず し も

復興が遅れて い る わ け で な く 、 景気 な どの影響が大 き い こ と があ げ ら れ て い る O 前年度 と
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比較す る と 回復状況 に つ い て認識は ほ ぼ変 わ っ て い な い 。 (図 1 )

な お 、 「回復 し て い る 」 は 、 売上高 ・ 利益 と も に 回復 ま た は上昇。 「 回 復 し て い な い」 は

は 回復 し た が、 利益が減少、 ま た は売上高、 利主主 と も に 減少の事業所。

(図 1 ) 震災前 と 現状の売上高 ・ 利益の 回復状況

80% 74.5% 72.0% 

60% 

40% 

20% 10.8% 12.9% 13.29ら 13.7%
1.5% 1.49も

。%

復回 復閥
し

油ρζ之 生丑
オコ 答問し ら

て て な
し ミ \; '  し 主
る な

し ミ

地域別 で み る と 「回復 し て い る J と 答 え た事業所が多 い と こ ろ は 宝塚市 (17 . 8% ) 、 西

0 6 . 1 % ) 、 南淡町 0 5 . 6 % ) な ど。 こ れ に 対 し て 「 阻復 し て い な し り と し た と こ ろ は 、

神戸市 (76 . 1 % ) と 阪神 間 で伊丹市 (73 . 5% ) 、 西宮市 (72 . 5 % ) 、 芦鹿市 (71 . 2% ) な ど。

ま た 淡路地域で は 西淡町 (88 . 1 % ) を ト ッ プ に 緑 町 (73 . 7% ) 、 町 (73 . 1 % ) と 続 き 、

東浦町、 北淡町、 洲本市 と いずれ も 70 % を 超 え て い る O 神戸市 内 だ け でみ る と 「回復」 が

多 い と こ ろ は 西、 中央、 須磨の 各 区 。 「 し て い な い」 と み る 事業所が多 い の は 長 田 、 北、

灘の各医。

従業員 数 に よ る 規模別 で は 「 閤復」 が多 い の は 100 299人の 事業所で、 一方、 「 し て い

な い」 は零細 な 規模 の と こ ろ が 目 立 ち 、 1 - 4 人 (80 . 5% ) 、 5 9 人 (71 . 3 % ) と な っ

て い る 。

業界別 で は 、 下 回復J が貿易 、 情報通信関連、 線香製造 な ど。 「 し て い な い」 は ケ ミ カ ル

シ ュ ー ズ、 真珠加工、 淡路瓦製造 な ど。 中 で も ケ ミ カ ル、 真珠は 回答の全社 が 「回復 し て

い な い」 と し て い る O

( r回穫 し て い な い」 理由〕

「震災 の 影響が最 も 大 き い」 と み て い る の が3 . 0% (66社) 0 34 . 1 % (749社) が 「震災

も 残 っ て い る が、 景気の 影響が最 も 大 き い」 と し 、 37 . 1 % (814杜) が 「震 災 の 影響 は ほ

ぼ な く な っ て い る が、 景気の影響が最 も 大 き しり と み て い る O 「震災の影響 が残 っ て い る 」

と い う 回 答 を 合計す る と 48 . 7 % で依然約半 数 を 占 め て い る 。 一方、 「景気の 影響が最 も 大

き い」 と す る と こ ろ が71 . 2% で震災の 影響 (48 . 7 % ) 、 構造変化 の 影響 (24 . 6% ) を 大 き
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く 上回 っ て い る O

前 回 の 調査 と 比べ る と 「震災の影響が最 も 大 き い」 の 回答が3 . 4 % か ら 3 . 0% と わ ず か な

が ら 減 っ て い る O 一方で、 「震災の影響は ほ ぼな く な っ て い る が、 構造変 化 の 影響が最 も

大 き い」 が13 . 0% で3 . 8�í増 え て い る 。 (表 3 ・ 4 ・ 5 ) 

(表 3 ) 事業活動が回復 し て い な い理由 % 

別 回 今回
2002年11月 2003年 6 月

震災の影響が最 も 大 き い 3 . 4  3 . 0  

震災の影響 も 残 っ てい る が、 景気の影 35 . 8  34 . 1  
響が最 も 大 き い

震災の影響 も 残 っ て い る が、 構造変化 10 . 1  1 1 . 6  
の影響が最 も 大 き い

震災の影響 は ほ ぼな く な っ て い る が、 i 39 . 9  37 . 1  
景気の影響が最 も 大 き い

震災の影響は ほぼな く な っ て い る が、 9 . 2  1 3 . 0  
構造変化の影響が最 も 大 き い

その他 l . 3  0 . 8  

無回答 0 . 3  0 . 5  
一

% の数値は 4 捨 5 入

(表 4 ) 事業活動 に お け る 震災の影饗 % 

前回 今回
2002年11月 2003年 6 月

震災の影響が残 っ て い る 49 . 3  48 . 7  

震災の影響は ほ ぼな く な っ て い る 49 . 1  50 . 1  

そ の1lli l . 3  0 . 8  

無回答 0 . 3  0 . 5  

% の数値は 4 捨 5 入

(表 5 ) 事業活動へ の影響 % 

前 回 今 回
2002年1 1月 2003年 6 月

震災の影響 49 . 3  48 . 7  

景気の影響 75 . 7  7 l . 2  

i 構造変化の影響 19 . 3  24 . 6  1-
複数回答
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4 . 市町内総生産 、 46 自 治体で前年度比増
兵庫県 は2004年11 月 、 2002年度の市町民経済計算 (名 目 値) を ま と め た 。

丹波市が統合す る 前の23市62町の市町内総生産 を 算 出 し て お り 、 明石、 加古川 な ど46市

町が前年度比で プ ラ ス に 、 神戸、 尼崎、 西宮 な ど39市町がマ イ ナ ス に な っ て い る O 震災被

災地の神戸 は じ め 坂神 閥、 淡路の市町の マ イ ナ ス が 呂 立 つ が、 全体で は2001年度 は プ ラ ス

が11 市 町だ っ た の に比べ る と お市町が プ ラ ス に転 じ た。 県統計課は 「 デ ジ タ ル家電や ア ジ

ア 向 け輸出が伸 び始 め た 時期 で 、 製造業の動 き が明 暗 を 分 け た」 と み て い る 。

県全体の 名 目 総生 産 は 、 18兆5 ， 322億 円 で 、 前年度比0. 1 % 減。 市町内総生産では 、 首位

は神戸市 (約 6 兆1 ， 000億円 ) で、 次い で姫路市 (約 1 兆8 ， 870億 円) 、 尼崎市 (約 1 兆4 ， 200

億 円 ) 、 西宮市 (約9 ， 830億円 ) 、 明石市 (約9 ， 460銭円 ) と 続 く O 最 も 低い の は 美方郡美方

自J (60億円 ) だ っ た。

構成比 でみ る と 、 神戸32 . 92% 、 姫路10 . 18% 、 尼崎7 . 66 % 、 田宮5 . 31 % 。 明石5 . 10 % で

上位 5 市で 6 割強 を 占 め る O

地域別 で は 、 2001年度 は 全市野が前年度比で マ イ ナ ス だ、 っ た が、 2002年 度 は 第 2 次産業

が増加 に 転 じ た た め 、 東播磨 (2001年度比3 . 7 % 増 ) 、 但馬 ( 同3 . 1 % 増 ) 、 西播磨 ( 同2 . 1 %

増) 、 丹波 ( 向 1 . 9 % 増 ) 、 中播磨 ( 時 0 . 7% 増 ) と 2000年度以来、 2 年ぶ り に プ ラ ス と な っ

た 。 一方、 公共事業減 な どが響 い て 阪神高が前年度比で3 . 7% 減 だ、 っ た ほ か、 淡路、 北播磨、

阪神北、 神戸がマ イ ナ ス の ま ま だ、 っ た。

県平均 を 100 と し て の就業者 1 人当 た り 総生産 (労骨生産性) は 、 平均 を 超 え て い る の は 、

神戸112 . 5 ， 東播磨 1 1 1 . 4、 中播磨103 . 2の 3 地域。 一番低 い の は 淡路73 . 1 0 1 人当 た り の

所得 は 、 同 じ く 県平均 を 100 と し て 、 阪神南、 同 北が104 . 3、 淡路101 . 4 、 神戸99 . 9 、 丹波99 . 7

の)1国。 最低 は 西播磨が94 . 4 だ っ た 。

5 .  r復興支援」 か ら 「 も のづ く り 復興工場J に
神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 中小製造業 を 対象 と し た公営賃貸工場 「復興支

援工場J (兵産 匿) の 入居条件 を 被災企業以外 に も 緩和 す る と と も に 、 「 も のづ く り 復興工

場」 に 改称す る O

2004年 1 月 か ら 実施 を 決定。 被災企業の復興 を 優先す る の は変 わ ら な い が、 名称変 更 に

つ い て は 「多 く の 製造業が集積す る 「 も のづ く り の拠点』 を 目 指すj と い う O

復興支援工場 は 、 被災 し た 地元製造業の 受 け 皿 と し て建設 さ れた 日 本最大の公営賃貸工

場。 資本金 3 億 円 以 下 か従業員 300人 以 下 の 市 内 の被災製造業 に 入居 を 制 限、 り 災証 明 の

提出 を 求め て い る O 今回 の 条件緩和 は 、 市 内 の 製造業で 、 り 災証 明 の な い従業員20人以下

の企業 も 入居 で き る よ っ に し た 。 受 け 入 れは被災企業 を 優先 し 、 空 き があ れ ば入居で き る O

申 し込みが多い場合は抽選 と な る O

募集す る の は全 4 棟の う ち 1998年 5 月 に供用 を 始め た A 、 B 棟 (計95区爾) の空 き 区 画
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が対象。 供用 開始か ら 5 年 間 は被災企業 し か入れ な い と す る 通産省 (現経済産業省) の 通

達があ っ た た め 、 C 棟 は 5 年 を 経過 し た2004年 4 月 、 D 棟 は2005年 4 月 か ら 要件が緩和 さ

れ る O

同工場 は 、 2002年 3 月 末 に は 122社が入 り 、 入居率90 % だ、 っ た が、 自 主退去や家賃滞納

に よ る 許可取 り 消 し が相次 ぎ、 2003年1 1 月 1 日 現在 で114社、 入居率79% に ま で減 り 、 ま

た 家賃滞納 は 59社 に 上 っ て い る O

6 . 県内企業への SARS の影響
兵庫県 は 、 県内企業 に SARS の影響 に つ い て 開 き 取 り 調査 を 行 っ た 。 中 国 な どで SARS

問題が明 ら か に な っ た こ と を 受 け て 、 県 内 165事業所 を 対象 に2003年 5 月 6 日 - 23 日 に 実

施 し た 。

そ れ に よ る と 、 製造業 (117事業所) で は 、 5 % が 「生産 な ど に 悪影響があ る 」 と 答 え

て い る が、 中 国 に工場 を 持つ事業所 は 「通常の よ う に 操業 し て い る 」 と の 回答が多 く 、

産 に 目 立 っ た 影響 は な か っ た。

し か し 、 感染者がい る 地域への 出 張見合わせや 中 田市場へ の 売 り 込み がで き ず、 25% が

「商談 に支障が出 て い る 」 と し 、 中 国で の 工場建設の ス ケ ジ ュ ー ル の遅れ や 現地への 関係

者 の 派遣がで き な い な ど、 23% の事業所が SARS 問題の長期化 を 懸念 し て い た。

一方、 非製造業 (48事業所) で は 、 18% が 「取引 に 悪影響があ る J と し 、 20% が今後の

影響 を 懸念 し て い た 。 小売業の な かで は 「生鮮食料品 な ど中 国産 の 商 品 の 売 れ行 き が大幅

に 減 っ た」 と い う 報告 も あ っ た 。

SARS 問題が兵庫 県 内 の 企業 に 与 え る 影響 に つ い て 、 日 本銀行神戸支屈 で も 主要企業約

30社か ら 開 き 取 り 調査 を 行 っ て い る O 調査結果は県の調査 と 同様で、 直撃 を 受け た の が観

光関連。 ツ ア ー の キ ャ ン セ ルが相次 ぎ 、 大型 コ ン ペ ン シ ョ ン の 中 止 な どで ホ テ ル の客室稼

働率が低下 し た 。 兵庫経済は 輸出 ・ 輸入 と も ア ジ ア の ウ エ イ ト が高 く 、 同支百は 「地域 を

下 支 え し て き た ア ジ ア 向 け の 企業活動が揺 ら ぎ か ね な い。 事態 の長期化が心配」 と し て い

た。

神戸市、 神戸市産業振興財 団 も 2003年 6 月 初 め 、 SARS の市内企業 に 与 え る 影響 に つ い

て の ア ン ケ ー ト 結果 を 発表 し て い る O 市 内 の事業所500社 を 対象 に ア ン ケ ー ト を 実施 し た 。

回答数261社O

貿易 ・ 商社 、 運輸 ・ 通信 な ど26 . 0% の 企業が 「影響あ り 」 と 答 え 、 37 . 5 % が 「将来 あ る 」

と し て い た 。

「影響あ り J と 答 え た企業の具体的 な 影響 は 、 商 談 な ど の 中 止 ・ 中 断が最 も 多 く 、 貿易 ・

商社、 卸売業、 サ ー ピ ス 業で 目 立 っ た。 半面、 小売 り や飲食業 で は 、 す べ て の 企業が売 り

上 げ減少 は な い と 回答 し て い る O

「将来、 影響あ り j と 答 え た 企業 で は 、 売 り 上 げ、 受注の減少が一番多 く 、 商 談 な どの
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中止 ・ 中 断が 目 立 っ た 。 小売 り 、 飲食業 も 約 2 割が将来の売 り 上げ減少 を 予想 し て い た。

7 . コ ン ヒ。 ュ ー タ ー の ウ イ ル ス 感染、 回答企業の 9 割が経験
神戸商工会議所の調査 に よ る と 、 情報 シ ス テ ム への コ ン ビ ュ ー タ ー ウ イ ル ス の被 害 に

遭 っ た経験の あ る 企業が、 回答企業の 9 舗 に達す る こ と が明 ら か に な っ た O

こ の調査は 、 i司 会議所会員企業の情報技術の利用状況 を 把握す る た め に 実施 し た 。 2002

年 9 月 か ら 2003年 2 月 ま で、 神戸市内3 ， 000社 を 対象 に 、 う ち 366社か ら 屈答 を得た。 回答

率12 . 2 % 0

そ の結果、 ウ イ ル ス の感染 は 大企業の87 . 2% 、 中小企業の88 . 3% が経験。 故意 ま た は 過

失 に よ る 情報漏 え い も 、 10企業が 「あ っ た」 と 回答 し て い る 。

一方、 セ キ ュ リ テ ィ ー対策で、 も っ と も 多か っ た の は対策 ソ フ ト の導入で、 65 . 2 % 。 大

企業 は83 . 3% が導入ずみ だが、 中小企業では6l . 2% に と ど ま っ た 。

メ ー ル を 受 け る サ ー バ ー で の ウ イ ル ス チ ェ ッ ク や 、 不 正 な 侵入 を 訪止 す る フ ァ イ ア ー

ウ オ ー ル な どの シ ス テ ム 導入率 も 、 中小企業 は 大企業 よ り 15 20�í低か っ た 。

中小企業の 遅 れ て い る 理由 に つ い て 、 同所で は 「人員 に 余裕がな く 、 担 当 者 を 置 け な い

か ら で、 は 」 と み て お り 、 さ ら に 「中小企業 は対策 を 社員 個 人 に任せ き り で 、 全社的 な 取 り

組みが運 れ て い る 」 と 指摘 し て い る O

8 . 波及効果 に期待、 上海 ・ 長江交易
「 中 国 の 政府系事務所が こ れだ け集 ま っ て い る の は神 戸 だ け で し ょ う J o 2003年 5 月 、

神戸市 内 で 開 か れ た 「上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 日 本側推進組織の 総会で、 代

表 を 務 め る 矢 田 立郎 ・ 神戸市長が力 説 し た。

同 プ ロ ジ ェ ク ト は 1995年10月 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 に 向 け た 屈 の特定事業 と し

て ス タ ー ト し た 。 中 国 ・ 長江流域の 3 省 1 市 と 神戸 ・ 阪神地域の経済交流 を 呂 指 し て い る O

こ れ ま で に 両地域 を 結ぶ専用船 を 建造。 さ ら に神戸港 に 「対 中交易港註」 を 設 け た 。 こ

う し た イ ン フ ラ 整備 の 一方で、 神戸市が力 を い れて い る の が 中 国系企業や 政府系事務所の

誘致だ。 2003年11 月 1 日 現在でベ ン チ ャ ー 企業や地方都市 を 含め て29の誘致が実現 し た。

(表 6 ) 中 国 ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス フ ェ ア の推移

回

1 

3 

2 

4 

5 

6 
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開催年度

1998 

1999 

2000 

2001 

2002 

2003 

出展省市 I 出展社数 ブー ス 数

1 省 5 市 56 46 

3 1き 5 市 84 83 

3 i雪23fぢ 96 131 

3 省30市 145 181 

4 省24市 1 1 1  143 

5 省17市 78 96 

社、 ブー ス 、 件、 億円

商談件数 成約件数 成約額

491 137 19 

1 ， 633 436 35 

2 ， 202 726 36 

2 ， 737 973 57 

2 ， 220 1 ， 044 65 

1 ， 785 793 5 1  



南京町 に 次 ぐ 「新た な 中 間人街」 を 、 神 戸 の 人工 島 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に っ く り 、 優 良企業

や 人材 の 集積 を 国 る O こ う し た こ と に伴 い ビ ジ ネ ス ・ マ ッ チ ン グが期待 さ れ て い る O

ピ ジ ネ ス ペ ー ス の 人 の 交流 も 進み 、 中 国製 品 の輸入商談会 「 中 国 ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス フ ェ

ア 」 は2003年秋 ま で に 開催 6 回 を 数 え た 。 出 展杜数は 1 00社前後、 成約件数 は 約 1 ， 000件、

金額 に し て50 - 60億円 に 上 っ て い る o (表 6 ) 

神戸経済全体への波及効果 を 生 み 出 し て い く の は こ れか ら の 課題で も あ る が、 2008年の

北京五輪や2010年の ヒ海万博 な ど 中 国 国 内 の需要の増大 も 予想 さ れ、 先行 き が期待 さ れて

い る 。

「産業観光J の 実施も ま た 、 2003年11 月 に神戸で 開か れ た 同 プ ロ ジ ェ ク ト の 第 5 回 日

中代表者会議 で は 、 観光交流の 拡大策 と し て 、 ピ ジ ネ ス マ ン が工場 を 見学す る 「産業観光J

を 具体化す る な ど、 2004年度の交流計画 を 締結 し た 。 代表者会議 は毎年、 日 中 交互 に 聞 か

れ、 神戸での 開催 は 3 回 目 。

交流計画 は 8 項 目 か ら な り 、 情報通信や 医療、 フ ァ ッ シ ョ ン な どの分野での企業 間 交流

b ピ ジ ネ ス 交流 団 の桔互派遣 b神戸での 「新た な 中 華街」 の 形成 ー な ど を 継続 し て 進 め る

こ と に し た 。 「産業観光」 に つ い て は 、 先進的 な 製造現場見学の た め の モ デル コ ー ス 作成

と 観光交流 の 実施 を 盛 り 込 ん だ 。

9 . 県内企業の 9 月 中間決算で改善
兵庫県 内 に 本社 を 寵 く 上場企業の2003年 9 月 中 間 決算発表が10月 末 か ら 11 月 に か け ピ ー

ク を 迎 え る が、 す で に発表済み の企業業績 で は増収企業が 目 立 っ て お り 、 各企業の体質強

化策の効果が表れて き た よ う だ。

向 中 開決算の発表 は10月 23 日 か ら 始 ま り 、 1 1 月 の 末 ご ろ ま で続 く O 多 い 日 は 1 日 に21社

も 集 中 す る こ と があ っ た。

過去 3 年 間 の 東証 ・ 大証への県内上場企業の決算 を 半期 ご と に み る と 、 全企業 に 占 め る

増 収企業 ( い ずれ も 前年 同期比) の 割 合 は 、 2001年 3 月 期 の67% を ピ ー ク に 同 9 月 中 間 、

2002年 3 月 期、 同 9 月 中 間 は いずれ も 30 % 合 に低迷。 し か し 、 2003年 3 月 期 は52 % と 企業

の 約半数が増 収 に こ ぎつ け、 回復基調 を 示 し て い た。

経常利益ベ ー ス で は 、 2000年 3 月 期 の70% が最高。 2001年 9 月 中 間 で最低の33% に 落 ち

込み、 そ れ以 降、 着 実 に 比率 を 高め て き て い る O

政府系金融機関 の 担 当 者 は 「一見、 回複 し た よ う に 見 え る が、 内 実 は 人員 削減や外注化

な ど リ ス ト ラ に よ る と こ ろ が大 き い」 と 指摘す る O こ う し た合理化が一段落 し た と こ ろ で

①企業 は本業で利益 の で る 体質 に す る た め 、 どの よ う な 策 を 講 じ て き た の か②通期 の 見通

し は ど う か③円高 に な っ た 場合の影響 は ど う 出 る か、 な ど要注意の項 目 は 多 い 。

上場水準の企業は 1 5杜 兵庫県 内 の未上場企業の う ち 、 上場可能 な 「力」 を 備 え て い る

企業が2004年 2 月 現在、 前年 よ り 4 社増 え て 15社 に 上 る こ と が、 民間信用調査会社の調査
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で分か つ た 。

東証 2 部 の 上場碁準 で あ る 資本金 2 億 円以上、 会社設立 3 年以上、 税引 き 前利益が最新

期 で 4 億 円 以上 ー な ど の 条件 を 満 た す企業 を 選 び出 し た 。

15社の う ち 製造業が 6 社、 建設業 4 社、 卸売業 と サ ー ピ ス 業 が と も に 2 杜 な どO

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の実態 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査結果J (2003年 6 月 調査) 阪神 ・ 淡路産業復

興捻進機構 2004年 1 月
全国企業短期経済観測調査 ・ 兵庫県 (2004年 3 月 ) 結果 日 本銀行神戸支庖 2004年 4 月 1 日
兵庫県内小金業動向調査 (2004年 3 月 ) 結果 関民生活金融公庫
2003年度 「復興の総括 ・ 検証」 報告書 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会 2004年 1 月
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i 第二節 神 戸 港
神戸市が ま と め た 「神戸 の魅力 ス ポ ッ ト J に つ い て の ア ン ケ ー ト 調査 に よ る と 、 そ の 第

1 1立 は神戸港だ、 っ た 。 き れい な 夜景、 ク ル ー ジ ン グ な どが人気 を 集め た理 由 だ。

神戸港、 ひ い て は 「 ミ ナ ト 神戸J と い う 神戸市の イ メ ー ジが全国的 に 定着 し て い る が、

経済的 に も 神戸市のパ ッ ク ボー ン と な っ て い る こ と を 忘 れて は な ら な い 。 海運、 造船業 を

は じ め港湾荷役、 運輸関係 な ど広 い 裾野 に 支 え ら れ市民の生活 と 深い つ な が り を 持 つ 。

そ の神戸 港が震災後、 壊滅的 な状態か ら 形の う え で は 間 の姿以上 に復活 し た も の の 、 内

実 は 震災前か ら の 産業構造変革の影響 を 内 に抱 え 、 実 質的 に は 8 割復興の 域 を 出 て い な い。

む し ろ 、 東南 ア ジ ア 、 中 国 、 韓 国 な どの港湾 に 大 き く 水 を あ け ら れて い る 。 世界主要港の

コ ン テ ナ 取扱量 で み て み る と 、 1990年代前半 に は上位 を 占 め て い た の が、 そ の後凋落 を 続

け 、 2003年 は 国際統計 に 計上 さ れ る 30位以内 に も 入 っ て い な しミ 。 国 内 でみ て も 震災 時 に 他

港 に シ フ ト し た荷物 は神戸 に戻 っ て き て い な い。

神戸港は現在 、 震 災 を 乗 り 越 え た新 た な 国際貿易港 を 目 指 し 、 ハ ー ド 、 ソ フ ト 両面 で取

り 組み を 進 め て い る O

ま ず、 外資 コ ン テ ナ貨物の増大や船舶 の大型化 に 対応 し た港湾整備、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド

E 期 の PC - 18が、 2003年 4 月 に 供用 を 開始 し 、 水深15t;;;の コ ン テ ナ パ ー ス 、 6 パー ス が

稼働 し て い る O ま た 、 ソ フ ト 面で も 、 港湾での規制緩和 や手続 き の 鯖素化、 情報化の推進

な ど、 国際競争力 向 上 に 努め て い る 。

2005年度の神戸空港の 開港、 六 甲 ア イ ラ ン ド 沖 の 広 域 的 な 廃棄物処理問題解決の た め の

フ ェ ニ ッ ク ス 事業 、 大阪港 と の連携 に よ る 「阪神港」 講想 な ど、 神戸再生 に 向 け て 、 神戸

港の 「復権」 が待た れて い る O ま ず、 神戸港の現状 を み て み よ う 。

1 . 神戸港の潜勢、 中国航路 2 割増
入港船舶数 2003年 中 に神戸港 に 入港 し た船舶 は 、 外航 ・ 内航合 わ せ て 3 万9 ， 905隻、

前年 に 比べ1 ， 310隻 (3 . 2% ) 少 な い 96 . 8% 。 総 ト ン 数で は 、 1 億8 ， 930万総 ト ン 、 同98 . 5% 。

隻数、 ト ン 数 と も に 減少 と な っ た。 総 ト ン 数 で は 、 過去最高値の 1994年 (震災前) に 比べ

る と 62 . 4 % 、 ま だ 6 割強 に し か過 ぎ な い。

内 訳 は 、 外航船が7 ， 887隻 (前年比103% ) 、 総 ト ン 数 は 1 1:意 3 ， 716万総 ト ン (同97 . 9 % ) 0

船舶数は増 え たが総 ト ン 数で、減 っ て お り 実質的 に は減少 と な っ た 。 航路別 で み る と 、 中 国

航路が2 ， 326隻 ( 同122 . 0 % ) で 、 前年 を 大 き く 上回 り 、 総 ト ン 数で も 前年比43 . 0% の増 と

前年 に 引 き 続い て l 位 だ、 っ た。 そ の他、 韓 国航路778隻 ( 向 96 . 6 % ) 、 欧州航路624隻 ( 向

125 . 3% ) 、 タ イ ・ イ ン ド ネ シ ア 航路422隻 (向80 . 4 % ) な ど。

一方、 内航船 は 、 3 万2 ， 018隻 ( 同 95 . 4% ) と 減少 し た が、 総 ト ン 数で は 5 ， 214万総 ト ン
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( 同100 . 1 % ) と 前年 を 僅 か に 上 回 っ たO 船種別 でで、 は 、 フ エ リ 一 カがf屯3 ， 99卯O隻 (同9ω9 . 2% ) 入、 2 ， 8鉛65
;刀Jj り

と いずず、れ も 隻数で前年 を 下下. 回 つ た も の の 、 総 ト ン 数で は 前年 を 上 回 っ た 。 貨物船の う ち 自

動車専用船が995隻 ( 同107 . 6% ) 、 419万総 ト ン ( 同129 . 3% ) と 前年 を 大 き く 上 回 っ て い る O

客船は5 ， 134隻 ( 同 83 . 2% ) 、 972万総 ト ン ( 向 92 . 0% ) と 隻数で約 1 割 5 分、 総 ト ン 数で

約 1 割、 前年 を 下 回 っ て い る o (表 7 )

(表 7 ) 神戸港入港船舶数

総 入 港 数
年 次

隻 妻女
1994年 87 ， 708 

1995年 70 ， 184 

1996年 81 ， 663 

1997年 82 ， 698 

1998i!三 5 5 ， 226 

1999年 44 ， 075 

20001f 46 ， 570 

2001年 47 ， 940 

2002年 41 ， 21 5  

2003年 39 ， 905 

(前年比) (96 . 8) 
( 94年比) (45 . 5) 

1995年が震災の年、 ※ は過去最高値
隻数の最高値は 1971年の146 ， 978隻

総 ト ン数

※ 30 ， 344 

17 ， 326 

27 ， 392 

29 ， 014 

22 ， 663 

1 9 ， 765 

1 9 ， 662 

19 ， 501 

1 9 ， 225 

1 8 ， 930 

(62 . 4) 

隻

隻 ・ 万 ト ン ・ %

タト 航 時占 内 先走 船

数 総 ト ン数 隻 数 総 ト ン数

10 ， 836 16 ， 485 76 ， 87 2  1 3 ， 859 

6 ， 833 9 ， 654 63 ， 35 1  7 ， 672 

8 ， 880 14 ，424 72 ， 783 12 ， 968 

8 ， 874 14 ， 993 73 ， 824 14 ， 020 

8 ， 385 14 ， 472 46 ， 84 1  8 ， 19 1  

8 ， 169 14 ， 410 35 ， 906 5 ， 355 

8 ， 264 14 ， 706 38 ， 306 4 ， 956 

8 ， 052 14 ， 268 39 ， 888 5 ， 233 

7 ， 658 14 ， 016 33 ， 55 7  5 ， 210 

7 ， 887 13 ， 716 32 ， 01 8  5 ， 214 
(97 . 9) ( 100 . 1 )  

(72 . 8) (83 . 2) (4 1 .  7 )  (37 . 6) 

神戸港大観か ら 作成 (総 ト ン 数 は 万以下 4 捨 5 入)

取扱貨物量 神戸港の総取扱貨物量 は 、 7 ， 876万 t (前年比100 . 2% ) 0 内訳 は 外貿 貨物

3 ， 810万 t ( [可101 . 2% ) 、 内貿貨物4 ， 066万 t (悶99 . 2% ) だ、 っ た 。 震災前 の 1994年 に 比べ

る と 、 総量で46 . 1 % 、 依然 5 割 を 下回 っ て お り 、 ! 日 の 姿 に戻 る に は 未だ道遠 し の感があ る 。

外貿貨物が 7 割前後 ま で戻 っ て い る の に対 し 、 内貿貨物が移 出 入合 わせ て 3 割 台 に 低迷 し

て い る のがい さ さ か心 も と な い 。 (表 8 )

外貿 の輸出貨物 は 、 1 ， 690万 t ( 同 102 . 6 % ) で前年 を僅か に 上回 っ た。 品種別 で は 「産

業機械」 が348万 t ( 同124 . 0% ) と 前年 に続 い て 大相 な伸 びを みせ第 1 位。 輪出 品 目 の構

成比で は20 . 6 % を 占 め て い る 。 次 い で 「電気機械J 161万 t (構成比9 . 5% ) 、 「染料 ・ 塗料 ・

合成樹脂 な ど化学工業品J 141万 t ( 向8 . 4 % ) の 順 と な っ た 。 地域別 で は 、 「 ア ジ アJ が1 ， 048

万 t ( 同62 . 0% ) で 1 位。 次 い で 「北 ア メ リ カ J 326万 t ( 同 19 . 3% ) 、 「 ヨ ー ロ ツ ノ \J 222 

万 t ( 向 13 . 1 % ) の }II賞。 国別 で は 、 「 中 華 人民共和 国」 が469万 t ( r可27 . 8 % ) で 、 前年 に

引 き 続い て 1 位 を 占 め 、 同 国 と の経済的 な つ な が り を 連想 さ せ る 。 次い で 「 ア メ リ カ J 283 

万 t ( 同 16 . 8% ) 、 「台湾J 151万 t ( 向 8 . 9 % ) と 順序 は 変 わ っ て い な い。
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(表 8 ) 神戸港取扱実物量 万 ト ン ・ %
外 貿 貨 物 内 貿 貨 物年 次 総取扱量

言十 輸 出 輸 入 言十 移 出 移 入
1994年 17 ， 100 ※ 5 ， 523 2 ， 586 ※ 2 ， 937 1 1 ， 577 5 ， 291 6 ， 286 
1995年 9 ， 170 2 ， 938 1 ， 351 1 ， 587 6 ， 232 2 ， 704 3 ， 528 
1996年 13 ， 552 4 ， 216 1 ， 890 2 ， 326 9 ， 336 4 ， 082 5 ， 253 
1997年 14 ， 777 4 ， 19 1  1 ， 908 2 ， 283 10 ， 586 4 ， 752 5 ， 834 
1998年 10 ， 005 3 ， 898 1 ， 834 2 ， 064 6 ， 107 2 ， 587 3 ， 521 
1999年 8 ， 278 3 ， 886 1 ， 752 2 ， 133 4 ， 392 1 ， 879 2 ， 513 
2000年 8 ， 464 4 ， 102 1 ， 767 2 ， 335 4 ， 362 1 ， 804 2 ， 558 
2001年 7 ， 964 3 ， 782 1 ， 575 2 ， 207 4 ， 182 1 ， 703 2 ， 479 
2002年 7 ， 860 3 ， 763 1 ， 647 2 ， 1 1 7  4 ， 097 1 ， 656 2 ， 441 
2003年 7 ， 876 3 ， 810 1 ， 690 2 ， 120 4 ， 066 1 ， 658 2 ， 408 
(前年比) (100 . 2) (101 . 2 ) (102 . 6) (99 . 2) ( 100 . 2) (98 . 6) 
(94年比) (46 . 1 ) (69 . 0 )  (65 . 4) (72 . 2) (35 . 1 ) (3l . 3) (38 . 3) 

※ は過去最高値、 総取扱棄の過去最高値は1991年17 ， 4 1 1万 ト ン 。 神戸港大観か ら作成 (万 ト ン 以下 4 捨 5 入 )

一方、 外 貿 の 輸入貨物 は 、 2 ， 120万 t (前年比100 . 2 % ) で 100% を 上 回 っ た が、 ほ と ん

ど横 ばい状態 だ っ た 。 品種別 で は 「石炭」 が201万 t で前年 よ り 1 1 . 4% 増 え 、 「衣服、 身廻

品 、 は き も のJ の 191万 t ( 同 96 . 1 % ) と 入れ替っ て l 位 と な っ た。 次い で 「野菜、 果物J

146万 t の}II夏。 地 方別 で は 、 前年 に 引 き 続 き 「 ア ジ ア」 が1 ， 019万 t ( 問 101 . 3% ) で構成

比 は48 . 1 % で 1 位。 次 い で 「北 ア メ リ カ J 636万 t ( 同 92 . 2% ) 、 構成比30 . 0 % で、 上位の

2 地区で約 8 割 を 占 め 、 「 ヨ ー ロ ツ ノ ら 203万 t ( 同 1 13 . 7% ) 、 「 オ セ ア ニ ア J 194万 t ( 同

101 . 4 % ) の順。 国別 で は 、 「 中 華 人民共和 関J 533万 t ( 同104 . 0% ) に 次 い で 「 ア メ リ カ J

517万 t ( 同 94 . 5% ) 、 「 オ ー ス ト ラ リ アJ 168万 t ( 同 99 . 2% ) 0 上位 2 間 の構成比がそ れ

ぞれ25 . 2% と 24 . 2% 、 約 2 分の l を 占 め て い る O

外国貿易額 総額 は 6 兆3 ， 880億円 、 前年 に 比べ1 . 6 % の増 。 僅か な が ら 2 年連続の増加

と な っ た 。 震災前 の1994 年 に 比べ る と 89 . 9 % 、 金額の う え で は や っ と 9 割近 く ま で戻 っ た

が、 9 年 間 の物館の変動 を 考 え る と こ の比率は若干修正 さ れね ば な ら な い 。 ま た 、 過去最

高植の1991年 ・ 8 兆344倍 丹 と の 対比 で は 79 . 5 % 、 ま だ 8 割の ラ イ ン を 越 え て い な い。

輸出入の 内訳でみ る と 、 輸出が 4 兆3 ， 332億円、 前年 を l . 8% 上 回 り 、 震災後2001年 を 除い

て 4 兆円台 を 保 っ て い る が、 1994年 に比べる と ま だ92 . 8% 。 一方、 輸入は 2 兆547億円、 前年

比 で ほ ぼ横 ばいの1 . 2% 増 え た。 1994年度比で は 、 ま だ 1 害U 5 分ほ ど下回 っ てい る 。 (表 9 ) 

全国主要港の貿 易額 を み る と 、 神 戸 、 大板、 名 吉屋、 横浜、 東京の 5 港い ずれ も 前年 を

回 っ て い る が、 伸 び率 は大阪が ト ッ プで6 . 5 % 、 神 戸 は 最 も 低い 1 . 6 % だ、 っ た 。 震災前の

何年比で は 名 古?鹿が49 . 9% 、 大阪が40 . 4% と 大幅 に 実績 を 伸 ば し て い る の に対 し、 神 戸 は

89 . 9% に と ど ま り 依然、 9 割の水準 に と ど ま っ て い る O 震災 を 機 に 各港 に 移 っ て い っ た積
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荷 の 流 れが、 lO年近 く 経っ た今 も 廃 っ て き て い な い こ と を 示 し て い る O 復 旧 、 後興か ら 復

権が望 ま れ る ゆ え ん だ。 (表10)

(表 9 ) 神戸港外国貿易額 (通関額) 億円 ・ %
年 次 4t 額 車曲 出 車主 入
1994年 71 ， 029 46 ， 703 24 ， 325 
1995年 43 ， 397 28 ， 897 14 ， 500 
1996年 65 ， 067 4 1 ， 173 23 ， 894 
1997年 72 ， 654 47 ， 265 25 ， 389 
1998年 68 ， 601 45 ， 428 23 ， 173 
1999年 60 ， 915 40 ， 760 20 ， 156 
2000年 61 ， 323 4 1 ， 088 20 ， 235 
2001年 60 ， 264 39 ， 816 20 ， 448 
2002年 62 ， 886 42 ， 578 20 ， 308 
2003年 63 ， 880 43 ， 332 20 ， 547 

(101 ， 6) (101 ， 8) (101 ， 2) 
(94年比) (89 . 9) (92 . 8) (84 . 5) 

1995年が震災の年
過去最大値は総額が1991年80 ， 344億円

(表10) 主要港の外国貿易額 (通関額)

年 次 神 戸 大 阪

1994年 71 ， 029 32 ， 333 
1995年 43 ， 397 44 ， 945 
1996年 65 ， 067 4 2 ， 892 
1997年 72， 654 44 ， 688 
1998年 68 ， 601 39 ， 650 
1999年 60 ， 915 37 ， 189 
2000年 61 ， 323 40 ， 283 
2001年 60 ， 264 43 ， 066 
2002年 62 ， 886 42 ， 623 
2003年 63 ， 880 45 ， 407 
(前年比) (101 ， 6 ) (106 . 5) 
(94年比) (89 . 9) (140 . 4) 

神戸港大観か ら作成
(1意向以下 4 捨 5 入)

名 古 屋
68 ， 376 
77 ， 320 
84 ， 367 
93 ， 730 
90 ， 745 
82 ， 663 
89 ， 192 
91 ， 621 
96 ， 314 

( 106 . 4) 
(149 . 9) 

i意丹 ・ %
横 浜 東 尽

91 ， 331 77 ， 523 
98 ， 996 82 ， 054 

103 ， 376 91 ， 618 
109 ， 900 96 ， 108 
99 ， 251 91 ， 693 
84 ， 257 85 ， 348 
89 ， 622 89 ， 312 
87 ， 759 91 ， 461 
86 ， 857 88 ， 541 
89 ， 582 90 ， 667 
( 103 . 1 ) (102 . 4) 
(98 . 1 ) ( 1 1 7 . 0 )  

神戸港大観か ら作成 (億円以下 生 捨 5 入)

2 . コ ン テ ナ 中継貨物、 予想外の激減
日 本、 と り わ け神戸港 を 経 由 し て 、 中 国 、 韓国、 東南 ア ジ ア な どア ジ ア 各地か ら 世界へ

貨物が送 ら れ、 ま さ に神戸港は そ の 中 心 に あ っ て輝 い て い た 。

こ の 中心 と し て の重要度 を 示す の が貨物 の 中継地 と し て の役割 り だ。 つ ま り 、 外 国 間 貿

易 での港勢 を 表す の が コ ン テ ナ ・ ト ラ ン シ ッ プ貨物 の比率 (TS 率) 。 神戸港の 現状 は ど う

な っ て い る か。 そ の数字 を 見 て が く 然 と な っ た 。

(表11) を 見 て い た だ き た い 。 2001年 に 1 5 . 7 % と 過去 の 最低 を 記録 し て 以 来 、 2002年 に

8 . 7% と 約半分に 減 り 、 2003年 に は さ ら に 半減、 僅か3 . 2% に 落 ち 込ん で い る O

ト ラ ン シ ッ プの コ ン テ ナ 総量 は43万 t 、 前年比36 . 1 % 、 4 割 に も 満た な い。 地域別 で は 、 「 ア

ジ、 ア」 か ら の仕 出 し36万 t (構成比83 . 0% ) が最 も 多 く 、 2 位の 「北 ア メ リ カ J 7 万 t ( 向
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15 . 8% ) を 大 き く 引 き 離 し て い る O 中 で も 「 中華人民共和 関」 か ら が29万 t 、 構成比68%

と 大 き な ウ エ イ ト を 市 め て い る O 一方、 仕 向 け地 は カ ナ ダ な ど を 含む 「北 ア メ リ カ 」 が36

万 t (構成比82 . 4% ) で ダ ン ト ツ の 1 位。 う ち 「 ア メ リ カ 」 が28万 t で構成比65 . 5% と 大

半 を 占 め て い る O

(表11 ) 神戸港の コ ン テ ナ ・
ト ラ ン シ ッ ブ

年 次 コ ン テ ナ TS�字
(万 ト ン ) (% )  

1975年 233 43 . 1  
1980年 335 32 . 2  
1985年 332 23 . 3  
1990年 493 25 . 4  

1994年 581 27 . 6  
1995年 247 23 . 4  
1996年 382 23 . 9  
1997年 ! 1 6 . 8  
1998年 260 18 . 1  
1999年 287 1 9 . 5  
2000年 351 21 . 9 
2001年 225 15 . 7  
2002年 120 8 . 7  
2003年 43 3 . 2  

神戸港大観か ら作成

3 . コ ン テ ナ 取扱量の順位 さ ら に下 が る
神戸港の コ ン テ ナ 寂扱量が危機的 に減少 し て い る O

国土交通省 海事局 が ま と め た 2004年版 「海事 レ ポ ー ト (海運 白 書) J に よ る と 、 世界の

定期船部 門 で 、 そ の主流であ る 定期 コ ン テ ナ船の輸送動向 に つ い て み る と 、 世界全体の コ

ン テ ナ の荷動量 は 、 6 ， 085万 TEU (20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算個数) で前年 に 比べ 9 % の

増 と な っ た 。 杭路別 で は 、 ア ジ ア 発着の①ア ジ ア ー 北米②ア ジ ア ー 欧州③ア ジ ア 域内 の 3

航路の輸送量が上位 3 {立 を 占 め 、 こ の 合計が世界 コ ン テ ナ 輸送量の約50% に 上 っ て い る O

今や ア ジ ア が コ ン テ ナ貿易最大の市場 と な っ て い る 現状カf認め ら れる O

2003年の世界の港湾別 の コ ン テ ナ 取扱量世界 ラ ン キ ン グで み る と 第 l 位 が香港。 次いで

シ ン ガ ポ ー ル 、 上海、 深ガiJ 、 釜 山 、 高雄 と 6 位 ま で を 中 国 、 シ ン ガポ ー ル 、 韓 国 な ど ア ジ

ア の港湾が 占 め 、 ア ジ ア の港湾が世界の物流 の 中心 と な っ て い る こ と がみ て と れ る 。

こ う し た 中 、 神戸港の 寵 か れて い る 環境 は ま こ と に厳 し い 。 「海事 レ ポ ー ト j を ま と め

た 国土交通省 海事局 総務課企画室 に よ る と 、 )11:&位表 の 資料 と な っ た Containerisation In 

ternational March 2004 の 30位 ま で を 掲載 し た 世界 ラ ン キ ン グ表 に は KOBE の 文字 は 見 当

た ら な い (2002 年 の 順位 は27位) 。 震災 に 遭 っ た と は い え 、 1990年の ラ ン キ ン グ 5 位が夢

の よ う だ。 「海事 レ ポ ー ト 」 で は20位 ま で し か掲 出 し て お ら ず横浜 を 光資料か ら 拾 っ て 追

記 し た が、 同 港 に し て も 、 2000年の21位 か ら 28位へ大 き く 落 ち 込 ん で、 い る O 東京がか ろ う
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じ で ほ ぼ横 ばい と な っ て い る だ け 。 こ う し た 地位 の 変動か ら み て 、 ア ジ ア 諸港の成長 と 全

体 に 占 め る ウ エ イ ト の高 さ がい ま さ ら な が ら 驚か さ れる O

コ ン テ ナ 全体の荷動量が 9 % も 増 え て い る の に 、 30位 ま で の 表 に 名 を 連 ら ね る こ と の で

き な い と こ ろ ま で 落 ち 込 ん だ神戸港の現実 は 、 ま さ に崖 っ ぷ ち の様相 を 呈 し て い る o (表12)

な お 、 03年度の北米杭路の船社別 シ ェ ア は 、 日 本の船社が輸送量全体の 約1 5 % 、 他 の ア

ジ ア 諸 国 の 海運企業が約54 % 、 欧米の海運企業が約28% の シ ェ ア を 持 っ て お り 、 近年 ア ジ

ア 諸 国の 海運企業がそ の シ ェ ア を 拡大す る A方で、 日 本 と 欧米海運企業の シ ェ ア が微減傾

向 に あ る O

(表12) 世界主要港の コ ン テ ナ取扱量 ラ ン キ ン グ

1990年 2000年 2003年
順位 順位 順位
2 l 1 

1 2 2 
6 3 
1 1  4 

6 3 「日

4 4 6 
7 7 7 
3 5 8 
8 9 9 
14 10  10 

15 1 1  
13 12 

12 8 13 
14 

9 14 15 
16 

13 16 17 
18 18 

19 
19 20 

1 1  2 1  28 

港湾名 国名 03年取扱量 前年比
(千俄) (% )  

香港 中国 20 ， 100 5 . 0  
シ ン ガポール シ ン ガポール 18 ， 100 7 . 7  
上海 中国 1 1 ， 280 31 . 0  
深封[1 中国 10 ， 610 39 . 3  
釜山 ! 韓国 10 ， 367 9 . 7  
両雄 台湾 8 ， 840 4 . 1  
ロ サ ン ゼルス ア メ リ カ 7 ， 180 1 7 . 6  
ロ ッ テ ル ダム オ ラ ン ダ 7 ， 100 9 . 0  
ハ ン プルグ ドイ ツ 6 ， 138 14 . 2  

i ア ン ト ワ ー プ ベルギー 5 ， 445 14 . 0  
ド ゥ パイ 5 ， 152 22 . 8  
ボー ト ケ ン マ レー シ ア 4 ， 800 5 . 9  
ロ ン グ ピーチ ア メ リ カ 4 ， 658 2 . 9  
青島 中国 4 ， 240 24 . 3  
ニ ュ ー ヨ ー ク /ニ ュ ー ジ ャ ー ジー ア メ リ カ 4 ， 145 1 0 . 6  
タ ン ジュ ン ペ レパス マ レー シ ア 3 ， 487 31 . 1  
東京 日 本 3 ， 280 20 . 9  
プ レ ー メ ン/プ レ ー メ ハベ ン ド イ ツ 3 ， 19 1 5 . 2  
レ ム チ ヤ ノ T ン タ イ 3 ， 180 19 . 7  
ジ オ イ ア タ ウ ロ イ タ リ ア 3 ， 149 6 . 6  
横浜 日 本 2 ， 469 4 . 4  

「海事 レ ポー ト (ì毎遠白書) J 2004年版から作成。 2003年は速報値
↑回数は20フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算。
神戸港は205万 TEU で上位30位に入 っ ていない。

4 . 国際ハ ブ港か ら “地方港化" 進 む
神戸港で取 り 扱 う 輸出 入 コ ン テ ナ貨物 の う ち 、 地元の兵庫 県 を 生産 ・ 消費 地 と す る 貨物

の 割合が拡大 し 、 瀬戸内 沿岸 に あ る 府県の構成比が低下 し て い る こ と が神戸税関 の物流動

向調査で明 ら か に な っ た。 こ の こ と は神戸港 の 集荷力 の低下 を 示 し て お り 、 国 際ハ ブ港 だ、 つ
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た 同港の “ 地方港化" が進ん で、い る 実態がみ て と れ る O

調査は 2002年 9 月 1 日 か ら 7 日 ま で の l 週 間 に 輸出 入 申 告 さ れ た 海上 貨 物 の 内 訳 や

産 ・ 消費地、 輸送手段な ど を 諦べ た 。

神戸港か ら 輸出 さ れた貨物の生産地都道府県別構成比 (重量ベ ー ス ) は 、 I 位 の 兵庫 が

31 . 1 % で 、 1998年 の 諦査時 (22 . 6 % ) に比べ8 . 5引増加。 次い で大販、 岡 山 、 京都、 愛媛

と 続 く が、 岡 山 と 愛媛 は 減少 し た 。

輪入貨物 の消費地 も ト ッ プが兵庫 で41 . 9 %  (98年比5 . 増) 0 2 位の 大阪 と 3 伎の 岡 山

の比率が減少 し 、 続 く 京都 、 愛媛がや や増 え た 。

神戸港か ら 大阪 向 け の 輪入貨物 の減少 は 、 大阪港が直接利用 さ れ る よ う に な っ た こ と が

要 因 。 瀬戸内 地域への シ ェ ア 低下 は 「瀬戸 内 に次々 と コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ルが整備 さ れ、 水

島港 ( 向 山 ) や 福 山 港 (広 島) な どか ら の直接の輸出 入が伸 びて い る た めJ ( 問 税 関 ) と

み ら れて い る O

〔集荷力強化へ新組織〕

貨物量の 伸 び悩 む神戸港の生 き 残 り を 探 る た め 、 港湾関連の民間 5 団体や神戸市が 「神

戸港新生 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 設 け る O 港の伝統や潜在 的 な 優位性 を 生か し て 貨物 を 集 め る 新

た な仕組み を 、 業界団体が 自 ら 模索す る O

兵長室県港運協会、 日 本船主協会阪神地区船主会、 兵庫県倉産協会、 神 戸海運貨物取扱業

組合、 外国船柏 協会阪神 支部が参加。 市 の み な と 総局 長や津守貴之 ・ 岡 山 大学助教授 (港

湾経済論) も 加 わ る 。

瀬戸内海地域の貨物 の 集荷 な ど具体策 を テ ー マ に小委員 会 を 設 け 、 実証実験な ど も 行 う

こ と に し て い る O

5 . 神戸港 に 「静脈物流」 の拠点
神戸市の コ ン テ ナ 取扱量 な ど、 依然震災前 を 下 回 っ て い る が、 廃棄物の リ サ イ ク ル需 要

に 対応す る 「静脈物流」 の機能集約が進 ん で い る O 港湾機能 を 生か し 、 廃棄す る 自 動車 を

効率的 に 再資源化 と 輸送化 を 図 る O

神戸港で の 自 動車 リ サ イ ク ル は 、 神戸市が2001年 に ま と め た 「エ コ テ ッ ク 21構想」 の モ

デル事業 に 位 置 づ け ら れた 。 こ れ を 受 け 、 新産業創造研究機構 (NIRO) が事業化研究会

を 結成 。 一方、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 豆 期 に 自 動車 を 回収、 資源化す る 2 社が 出 揃 い 、 2004年

夏 に も 本格的 に動 き 出す 。

参加の 2 社 は 、 廃 タ イ ヤ や プ ラ ス チ ッ ク を 再資源化す る 「神戸 ポ ー ト リ サ イ ク ル (KPR) J 

と 車両解体の 「兵庫 オ ー ト リ サ イ ク ル (HAR) J で、 と も に 民 間企業10社が 出 資 し 、 2002

年 に発足 し て い る O

KPR の工場は2002年 6 月 に 完成 し 、 す で に 受 け 入れ を 始め て い る O 一方、 HAR は 約 5

億 円 を 投資 し 、 車両解体 に 必 要 な 設備 を 設 け る o 2004年 2 月 に着工、 6 月 完成予定で、 両

第 じ章@産業 雇用 595 



社 と も 月 2 ， 000台 の処理能力 を 持 つ 。

KPR が受 け 入 れ、 HAR が再資源化 し た 廃 タ イ ヤ な どは低 コ ス ト で環境負荷 の 少 な い船

舶 で全 国 各地 へ海 上 輸 送。 製鉄原 料 や 燃料 に 利 用 さ れ る O ま た 、 再利 用 で き る 部 品 は

HAR が中古パー ツ と し て販売す る o HAR の筆頭株主で 中古車販売大手 の ハ ナ テ ン (大阪

市) は グル ー プか ら 出 る 麗 自 動車 を 供給す る 方針で、 中古車 オ ー ク シ ョ ン 会社 rHAA 神戸」

も 、 2003年11 月 か ら 廃 自 動 車 の 取 り 扱い を 始め る な ど、 リ サ イ ク ル事業 に 必 要 な “集荷力 "

が整い つ つ あ る O

2005年 1 月 に は 「 自 動車 リ サ イ ク ル法」 も 本格施行 さ れ る こ と か ら 、 神 戸 で の 自 動車 リ

サ イ ク ル の先駆的 な取 り 組み は 「 ミ ナ ト 神戸J の復権の一翼 を 担 う こ と に な り そ う だ。

6 .  SARS、 BSE、 烏イ ン フ ルエ ン ザの影響

ポー ト ア イ ラ ン ドの北
側に広がる新港東埠頭。
オ ー ク シ ョ ンのある毎
週末には約7000台の中
古車が集 ま る ニ神戸市
中 央 区 小 野 浜 町、
HAA 神戸 (神戸 新 聞
社提供)

新型肺炎 (SARS) 、 牛海綿状脳症 (BSE) 、 烏 イ ン フ ル エ ン ザ。 2003年 は 観光や畜産、

食生活 に 大 き な 影響 を 及 ぼす病気や病原菌 の 問題が相次い で発生 し た O

SARS の影響 神戸港 の 人、 物 の 流 れ に も 波及 し た 。 SARS の影響で、 世界各国 を 航行

す る 客船の入港変更や入港取 り 止め で 関係者は対応 に 追 わ れ た O

世界保健機構 (WHO) の香港への渡航延期勧告 に 伴 っ て 、 香港 に 行 く 予定の客船が急拠、

香港への航行 を 取 り 消 し 、 神戸 に 寄港 し た り 、 神戸入港 を予定 し て い た 客船が、 ア ジ ア 全

域の寄港 を 中 止 し た ケ ー ス も あ っ た 。

ま た 、 中 国 ・ 天津市 と 友好都 市 を 結ぶ神戸市 は 、 2003年 7 月 上旬 に 天津で予定 し て い た

提携30年記念行事が、 天津市か ら の 申 し 出 で延期 さ れた 。 同 市 か ら の経済視察昌の来訪 も

5 月 以 降すべて キ ャ ン セ ル さ れた ほ か、 南京市で 7 月 に予定 さ れて い た企業の商談会 も 延

期 に な っ た 。

5 月 に 神戸 で 開 か れ た 「第1 1 5 回 日 本 グ ラ ン ド シ ュ ー ズ コ レ ク シ ョ ン J で は 、 主 催 の 日
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本 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合が、 SARS 対策 と し て 海外か ら の 来場者 に 対 し て 入場制 限 を

行 っ た 。 震示会場 の 入 り 口 や展示 ブー ス に 、 {云播確認地域 と さ れ る 中 国 や 台湾 な どか ら の

来場 を 断 る 内容の立て看板や張 り 紙 を 出 し た ほ か、 韓 国 か ら の 来場者 に 問診票の提 出 や検

温 を 求め る 措置 を と っ た 。

港 に滞留 し た牛肉、 鶏肉 烏 イ ン フ ル ヱ ン ザ と BSE 問題で、 輪入停止 さ れた タ イ 産 な

ど の 鶏 肉 や米 国 産 牛 肉 が、 2004年 3 月 初 め で、 神戸港 な ど兵庫県 内 の港湾施設 に 約2 ， 200

t 保存 さ れた ま ま に な っ て い る こ と がわ か っ た 。 輸入停止措置の直前 に 出荷 さ れた も の が、

港で足止め に な り 宙 に 淳い た 格好 に な っ た 。

鶏 肉 は 、 タ イ で烏 イ ン フ ルエ ン ザの感染が確認 さ れ、 同 年 1 月 22 日 同 国 産 鶏 肉 の輸出が

停止 さ れた の を は じ め 、 27 8 に 中 国 産 、 2 月 7 日 に は米国産 の輸入が停 止 と な っ た 。

し か し 、 こ の後 も 神戸 港 や 販神 間 の港 に 鶏 肉 は 入 り 続 け た 。 約半分 は 返 送 さ れた が500

t ほ どが港内 の コ ン テ ナ ヤ ー ド や倉庫 に 置 か れた ま ま に な っ た 。

一方、 牛 肉 は 、 米 国 で BSE の 感染が確認 さ れた 2003年末 か ら 2004年 3 月 1 日 ま で に 約

2 ， 000 t の 申 請があ り 、 焼却や返送の措置が と ら れた が約1 ， 720 t が残 っ た 。

神戸港 な ど に 大量 の ア ジ ア 産鶏 肉 や 米国産 午 肉 が未通関 の ま ま 滞貨 し て い る 問題で、 神

戸 市 の 矢 田 市 長 は 3 月 17 8 の 市会予算特別委員会で、 牛 肉 に つ い て市 の 施 設 で 、 有料で焼

却す る 方針 を 表明 し た。

神戸港の未通関 の 米牛 肉 は 同 月 11 日 現在 で347 t が滞留 し て い た 。 阪神 間 の港 に も 神戸

の 4 倍近い約1 ， 260 t の未通関牛肉があ っ た が尼崎、 西宮、 芦屋市の対応 は 未定だ、 っ た 。

な お 、 鶏 肉 は 、 感染の恐れが完全 に な く な る ま で規却受 け入れは留保 し た 。

7 . 神戸港関連の動 き
神戸市み な と 総局が発表 し た 2003年の神戸港10大ニ ュ ー ス は次の と お り O 特 区 の認定や

コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の 整備 な ど競争力 の 強化策 の ほ か、 コ ン テ ナ パ ー ス 跡 地 の 再 開発 な ど

活性化 に 向 け た取 り 組み を 挙 げて い る O

〔神戸港1 0大ニ ュ ー ス 〕

砂 ク イ ー ン エ リ ザベ ス 2 世号 な ど内 ・ 外航の ク ル ー ズ 客船が入港 ( 3 - 4 月 )

砂 ス ー パ ー 中枢港湾の候補 に 選定 ( 3 月 )

砂港湾物流情報 プ ラ ッ ト ホ ー ム 実証実験が経了 ( 向 )

砂 ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期 コ ン テ ナ ふ 頭 PC - 18の供用 開始 ( 4 月 )

砂 「国際み な と 経済特区」 が特区 第 1 号 に認定 ( 同 )

砂 ポ ー ト ア イ ラ ン ド西側 コ ン テ ナパ ー ス 跡地の再開発事業がス タ ー ト ( 7 月 )

砂神戸 ポ ー ト リ サ イ ク ル処理工場が完成 ( 同 )

惨 「海 フ ェ ス タ KOBEJ 開催 ( 同 )

砂神戸 ボー ト タ ワ -40周年 ( 1 1 月 )
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が企業38社が相次いで進 出 ( 1 12月 )

〔神戸 ・ 大額、 IT で 「阪神港」 を 〕

神戸市 と 大阪市 は 、 神戸、 大阪の両港 を 「阪神港」 と し て 一体運営す る た め 、 2004年 3

月 、 港湾物流 の 情報 シ ス テ ム を 共通イとす る こ と に合意 し た 。 港湾利 用 時 の 各種手続 き な ど

を IT (情報技術) を 使 っ て 共通化 し 、 両港 を 利用 す る 業者の利能性 を 高 め る O 両市 は 、

国土交通省 の 「ス ー パ ー 中 枢港湾」 の 指定 を 目 指 し て 連携策 を 検討 し て お り 、 IT 化 を 旗

印 に 、 積極的 に PR す る 構 え だ。

神戸港 と 大阪港 は 、 こ れ ま で ラ イ バル 関係 に あ り 、 情報 シ ス テ ム は個別 に 構築 し て き た

が、 「阪神港」 と し て の連携 に 生 き 残 り を か け 、 共通化 に 踏み切 る こ と を 決 め た 。

国交省 と 国 内主要10港湾 は 、 秋 に も コ ン テ ナ情報の や り と り を 共通化す る iì巷湾物流情

報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム (PF) J の社会実験 を 予定 し て お り 、 両港での 実施 を 働 き か け る O

ま た 、 PF の 実現 を に ら ん で 、 コ ン テ ナ を 運ぶ 陸連業者の手続 き を ペ ー パ ー レ ス 化す る

ソ フ ト な ど、 再港で共同 開発。 荷主 も 利用 で き る 仕組み を研究 し た り 、 ふ 頭 用 地 や 陸上施

設の使用 を ネ ッ ト 上で 申 し 込め る シ ス テ ム も 共通化 を 図 る O

岡市や 国 の機関 な どで構成す る 「 板神港広域連携協議会J を ヰI心 に協議 を 進め る こ と に

し て お り 、 こ の 場 で は IT 化 の ほ か に も 「 と ん税J i特別 と ん税」 の 4元化や 、 入港税 の

重複徴収の解消 な ど を 検討す る O な お 、 国交省 の 「ス ー パ ー 中枢港湾」 の 選定 は 、 2004年

5 月 、 “ 内定" と な っ た 。

〔旅客船ふ頭 を整備、 目 標年間1 00隻〕

神戸市は2003年 5 月 に 開 か れ た神戸港港湾審議会で、 外国航路の旅客船 タ ー ミ ナ ル を 整

備 す る こ と を 表明 し た 。

外航客船が着岸 で き る ポ ー ト タ ー ミ ナ ルがあ る が、 中 国 の上海、 天津 と 結ぶ 定期 フ ェ リ ー

が就航 し て お り 、 不定期 の外航客船 を 誘致す る に は 時 間 的制約があ っ た 。

新 し い ボ ー ト タ ー ミ ナ ル の計画 は 、 こ れ ま で コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル だ っ た と こ ろ で、 再 開

発 を 計画 中 の神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド、西地 涯 の 72ha が対象。 5 つ あ っ た コ ン テ ナ ふ 頭 の

う ち 北測 2 つ 分 を 旅客船ふ頭 に 変更 し 、 タ ー ミ ナ ル施設 を 設 け る O 水深 9 、 岸壁 の 長 さ

680江、 7 万 ト / ク ラ ス の外航船 2 隻が着岸 で き る O

神戸市 は 、 市街 を 一望で き る 好立地 を 生 か し て外国船の誘致増 に弾み を つ け 、 背後地で

計画 中 の商業 ・ 集客施設の シ ン ボル と す る 考 え だ。 寄港す る 客船 に 関 し て は 、 現在の70

80隻 を 100隻程度 に ま で高 め た い と し て い る O

〔港湾物流活性化へ IC タ グ〕

新産業創造研究機構 (NIRO、 神 戸市) は 2004年 3 月 、 港湾物流 の効率化 と 安全確保の

た め に タ グ (電子荷札) な ど の 活用 を 検討す る 「電子 タ グ ・ 電子 シ ー ル 利 用 研究会」 を

設 け る と 発表 し た 。 5 月 初旬 に も 発足予定で、 米 国 が取 り 組む コ ン テ ナ貨物 の テ ロ 対 策 に

も 対応 し た 実証実験 も 計画 し て い た。 全国 に 先駆 け て IC タ グ な ど を 導入 す る こ と で、 国
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際物流の拠点 と し て港湾 の 活性化 を 目 指す。

IC タ グ は 、 超小型の高集積回路 (rC) チ ッ プ を 利 用 し た タ グ (荷札) 0 無線 で デ ー タ を

読み取る こ と で コ ン テ ナ 内 の製 品清報や物流経路 を 瞬時 に 把握で き る O 商 品 に付け輸 出 入

港の専用 ゲー ト を く ぐ る と 、 自 動 的 に チ ッ プ内 の情報 を キ ャ ッ チ し 、 荷物 の管理 を 効率化

で き る O 箱 か ら 出 さ な く て も 入 出庫が管理で き る ほ か、 野菜 な ど に 付 け れ ば生産履歴 も 把

握で き る O

電 子 シ ー ル に は IC が内蔵 さ れ、 コ ン テ ナ の封 印 に使 う O 衝撃 を 受 け た り す る と 記録が

残 る 仕組み で 、 テ ロ や盗難な ど の 防止 に役立つ。

NIRO は 前 年 の 2003 年 暮 れ か ら 港湾物流 で の IT (情報技術) 基盤 の 構 築や 、 物流効率

化 に IC タ グ の 利 用 を 企業 な ど と 検討 し て い た 。 新研究会 は そ の成果 を 踏 ま え 、 テ ー マ を

絞 っ て議論す る O

具体的 に は 、 電子 シ ー ル で 封 印 し た コ ン テ ナ に IC タ グ を 取 り 付 け た 製 品 を 収納。 安全

対策 と 物流管理 を 両立 さ せ る 手法 を 試み、 海外の利用例 な ど を も 研究す る O そ の た め の 「 コ

ン テ ナ ・ セ キ ュ リ テ ィ ー 」 と 「国際混載物流」 の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を 置 く こ と に し て い

た 。

物流や電子機器、 シ ス テ ム 開発、 セ キ ュ リ テ ィ ー 関連企業、 輸出入貨物 の荷主企業 な ど

に 呼 び掛 け 、 30社以上の 参加 を 見込む。 参加費年40万円 。

な お 、 米 国 で は2006年稼働 を め ど に 、 総合的 な 港湾物流情報基盤の構築 を 進め て お り 、

テ ロ 対策で は 、 IC タ グ と 電子 シ ー ル を コ ン テ ナ に張 る こ と の義務化 を検討 し て い る と い う O

大手、 地元の32社が参加表明 NIRO は 2003年 7 月 30 日 、 'IC タ グ ・ 電子 ID 利用検討会」

の 初会合 を 関鑑。 2004年 3 月 ま で に 具体的 な 活用 策 を 話 し 合い 、 実証実験 を 目 指す こ と に

な っ た 。

参加 を 表明 し た の は 、 ユ ー ザー 側 が UCC 上 島醜排や ] 1 1 重 テ ク ノ サ ー ピ ス 、 ノ ー リ ツ 、

バ ン ド ー 化学 な ど地元 を 中 心 と す る 20社。 IC タ グ供給側 か ら は大 日 本印 刷 や 凸版印刷、

オ ム ロ ン 、 富士通 な ど12社。

IC タ グ な ど の 導入 に は コ ス ト 負 担 増 や 規格乱立の 懸念があ る う え 、 利 用 法 な ど不 明確

な 点が多 い の が現状。 検討会で は各省庁 や 関連団体の 担 当 者 を 招 き 、 導入例や規格標準化

の 動 向 、 利 点 や 欠点 な ど を 学 び、 ニ ー ズ に合 っ た 利 用 法 を 探 る O

な お 、 2003年 9 月 末 に は IC タ グ ピ ジ ネ ス の拡大 を 目 指す 8 社 に よ る デモ ン ス ト レ ー シ ョ

ン が開 か れ、 約100人の参加者 を 前 に 、 自 社製 品 を 紹介 し た 。

陳列棚 の 商品 情 報 を キ ャ ッ チ す る 買 い物 で の IC タ グ、 レ ン タ ル ピ デ オ の 料金支払 い 、

図書館 の 蔵書管 理 な ど IC タ グ の 利 用 方法が紹介 さ れ、 バ ー コ ー ド に代 わ る 認識法 と し て

関心 を 集め た。

〔神戸港のテ 口対策強化〕

世界的 に テ ロ への不安が高 ま る な か、 神戸市は2004年 2 月 、 神戸港の公共港湾施設 に 監
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視 カ メ ラ や フ ェ ン ス 、 照 明 な ど を 設援 し 、 警備態勢 を 強化す る こ と を 決め た 。 今後、 カ メ

ラ 映像 を チ ェ ッ ク す る 港危機管理セ ン タ ー を 設 け 、 専任の職員 も 誼 く 方針 。

港の保安対策 に 関 し て は 、 500 ト ン tJ、上の 国 際貨物船 な どが入 る 港 に は 、 改 正 SOLAS ( 海

と人命安全) 条約で安全対策が義務付 け ら れ、 2004年 7 月 に 発効す る の に伴 っ た措置。 事

業費 は28億2 ， 600万円 。

テ ロ 対策 を 講 じ て い な い港 を 経由 し た船 は 、 安全性が確認で き な い と し て 、 他の港か ら

締め 出 さ れ る 可能性 も あ る と さ れ、 全国 で100 カ 所以上の港が対策 に乗 り 出 し て い る O

神戸港で対象 と な る の は 、 岡市が管理す る 公共岸壁の う ち 海外か ら の コ ン テ ナ船 な どが

着岸す る ポ ー ト ア イ ラ ン ド な どの岸壁43 カ 所。 外国客船の入 る ポ ー ト タ ー ミ ナ ル も 対象 に

な る O フ ェ ン ス は 、 全長約20キロ で、 設置す る カ メ ラ は約150台。 ほ か に 照 明 を 増 や し 、 出

入 り 口 に は来訪者 を チ ェ ッ ク す る 装置 な ど も 備 え る O

な お 、 こ れ よ り 先、 1 月 末 に は神戸港での密航や テ ロ な ど を 未然 に 防 ぐ た め 、 神戸市や

神戸海上保安部、 港湾関係の業者団体 な ど15の機関 ・ 団体でつ く る 「神戸 港保安委員 会」

の初会合が開 かれた。

国 の テ ロ 対策 の 一環で、 港湾周辺で不審者や不審物 を 目 撃、 発見 し た場合の連絡体制や

テ ロ 防止 に 監視 を 強化す る こ と を確認 し た 。

〔 揺 ら ぐ 「非核神戸方式J J

2003年 6 月 6 日 、 有事関連 3 法が成立 し た 。 外国艦船 に 非核証明書 を 求め て き た神戸市

の 「非核神戸方式j が有名 無実化 を 懸念す る 声が出 て い る O

1999年 に 成 立 し た 周 辺事態法で は 、 国 は 地方 自 治体 に 「必要 な 協力 を 求め る こ と がで き

る 」 だ、 け だ、 っ た 。 だが、 武力攻撃事態対処法で は 、 首相 が 自 治体 に対処措置 を 指示 し 、 従

わ な い場合は 自 ら 実施で き る 強い権限 を 持つ こ と に な っ た 。

国 は 、 外交 ・ 国 防 は 政府の専管事項 と し て神戸方式 を 認め な い と の 立場 だ 。 同 市 は 「堅

持 の 方針 は 変 わ ら な しv と し て い る が、 矢 田 立郎市長 は2003年 5 月 の 会 見 で 、 「 日 本 が攻

撃 さ れて大変 な 時 に 、 神戸港 を 使 っ て も ら っ た ら 図 る と 言 え る か ど う か」 と も 語 っ て い る O

市議会 の 各会派は 「堅持」 の 立場 だが、 野党会派の あ る 議 員 は 「有事 に 入港や む な し 、

と な れば、 平時の訓練の 際 も 、 と な し崩 し に な ら な い か」 と 不安視 し て い る 。

く参考文献〉
「神戸港大観-2003年港湾統計 神戸市みな と 総局 2004年 9 月
「海事 レ ポー ト J 2004年版 国土交通省海泰局、 日 本海事広報協会 2004年 7 月 19 日
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| 第三節 観 光

1 . 遊間地鴎鎖で観光客減 る
2003年 度 の 兵産県下の観光地 の 総入込客数 (速報値) は 、 1 1:意 2 ， 186万人。 前年度の l

億2 ， 441万人 よ り も 255万人 (2 . 1 % ) の減少 と な っ た 。

2003年度の 減少 の 要 因 は 、 阪急西宮ス タ ジ ア ム の 閉鎖 や 阪神パ ー ク の・閉 園 、 宝塚 フ ァ ミ

リ ー ラ ン ド の 廃 闘 な ど阪神 間 の遊 園 地の経営不振に よ る 閉鎖 ・ 閉 園 が大 き く 影響 し た 。 そ

の う え 、 夏場の冷 え や お盆 中 の 台風で雨天の 日 が多 か っ た な ど天候不順で 観光客 の 出 足 を

鈍 ら せ た た め と み ら れる O

日 帰 り 客、 宿泊客別 で み る と 、 日 帰 り 客 は 、 1 億702万人で全入込数の87 . 8% を 占 め た が、

前年度 よ り 351万人の減少、 前年度比 で は96 . 8% に 止 ま っ た 。 半面、 宿 泊 客 は 、 1 ， 484万人

と 前年度 よ り も 96万人 (6 . 9% ) の増加 と な っ た 。

地域弼入込数

地域別 の 入込数は 、 神戸、 北播磨、 西播磨で増 え 、 そ れ以外の 地域で は 減少 し て い る 。

主 な 地域別 の 入込数は次の と お り 。

神 戸 地域 六 甲 ガー デ ン テ ラ ス や有馬 の 金 の 湯 な どの 新設 オ ー プ ン で 、 入込数が好調

だ っ た こ と に よ り 前年震 よ り 23万人増 え 、 2 ， 841万人 (前年度比100 . 8% ) と な っ た。

阪神地域 南地区が阪神パー ク の 閉 鎖があ っ た半面、 プ ロ 野球の 阪神 タ イ ガー ス の好調

( セ ン ト ラ ル リ ー グ優勝) に 支 え ら れて 甲 子 園 へ の 入込数が増 え た こ と で 1 ， 469万人 ( 同

98 . 9% ) と ほ ぼ横 ばい 。 一方、 北地区 は宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド の 廃 園 が響 い て 198万人減っ

て 1 ， 621万人 (同89 . 1 % ) と な っ た。

(表13) 地域別 入込数の推移 千人 ・ %Xi 酬 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 200312002 

神 戸 21 ， 600 12 ， 280 21 ， 130 22 ， 710 25 ， 130 26 ， 310 25 ， 250 27 ， 670 28 ， 182 28 ， 4 1 1  100 . 8  
阪神南 13 ， 175 10 ， 281 1 2 ， 435 13 ， 337 13 ， 974 14 ， 302 1 4 ， 449 1 3 ， 892 1 4 ， 846 14 ， 690 98 . 9  
仮神jと 17 ， 181 14 ， 518 15 ， 942 15 ， 977 1 6 ， 213 16 ， 307 16 ， 721 1 7 ， 409 18 ， 181 16 ， 205 89 . 1  
東播磨 10 ， 489 1 0 ， 216 ! 1 1 ， 457 10 ， 536 11 ， 583 11 ， 545 11 ， 379 1 0 ， 616 9 ， 580 9 ， 128 95 . 3  
北播磨 7 ， 560 7 ， 497 7 ， 967 8 ， 604 8 ， 312 8 ， 464 8 ， 546 9 ， 470 1 1 ， 504 1 1 ， 777 102 . 4  
中播磨 8 ， 81 5  7 ， 905 8 ， 931 8 ， 419 8 ， 889 9 ， 526 9 ， 372 9 ， 192 9 ， 56 1  9 ， 321 97 . 5  
活i播磨 5 ， 378 5 ， 325 5 ， 402 5 ， 547 6 ， 086 7 ， 232 5 ， 958 6 ， 1 15 6 ， 694 6 ， 750 100 . 8  
{旦 潟 1 3 ， 103 11 ，483 10 ， 826 1 0 ， 121 10 ， 002 9 ， 927 1 0 ， 446 10 ， 037 9 ， 986 9 ， 932 99 . 5  
丹 波 3 ， 131 3 ， 368 3 ， 430 3 ， 939 3 ， 965 4 ， 008 4 ， 347 4 ， 430 5 ， 077 4 ， 993 98 . 3  
淡 路 7 ， 886 6 ， 009 7 ， 029 7 ， 233 22 ， 975 1 5 ， 027 1 7 ， 310 10 ， 347 10 ， 800 1 0 ， 653 98 . 6  
全 県 108 ， 318 88 ， 882 1 104 ， 549 106 ， 423 127 . 129 122 ， 648 123 ， 778 1 19 ， 178 124 ， 4 1 1  121 ， 860 97 . 9  
2002年度か ら 調変項目 に①コ ンベ ン シ ョ ン②グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズム③エ コ ツ ー リ ズム④産業 ツ ー リ ズム (産業博
物館 - 企業見学施設) を加え 、 各地域の入込数を修正。
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東播磨地域 初詣客 な どの参拝者の低迷か ら 、 神社へ の 入込数の減少で913万 (問95 . 3% )

だ、 っ た 。

北播磨地域 1 ， 178万人 ( 向 102 . 4 % ) で前年 よ り 27万人増 え 、 こ れ ま で で 最高 を 記録 し

た 。主要観光施設への入込が好調 だ っ た ほ か 、 地元 の 農作物 を 販売す る 朝市 な どが好評だ っ

た こ と な どが良い結果 を も た ら せた 。

そ の他の地域で入込数が増 え た の は 、 西播磨が675万人 ( 向 100 . 8 % ) で前年度 よ り 6 万

人増加。 減 っ た の は 、 但 馬 が993万人 ( 同 99 . 5 % ) 、 淡路1 ， 065万人 ( 向 98 . 6 % ) 、 丹波499

万人 ( 同98 . 3 % ) 、 中播磨932万人 ( 向 97 . 5 % ) と な っ て い る o (表13)

阪神 ・ 淡路大震災で被害 を 受 け た10市10町 で は 、 入込数 は 、 7 ， 365万人 で前年度 よ り 198

万人減 り 、 前年度比97 . 4 % に 止 ま っ た が、 震災前 の1993年度の水準7 ， 256万人 は 上 回 っ た 。

主要観光地の入込数ベス ト 1 0

兵庫県下の 主要観光地へ の 入込数で、 社寺参拝、 イ ベ ン ト を 除い た上位10施設は次の と

お り o (単位千人、 カ ッ コ 内 は前年度順位)

1 ( 1 )  阪神 甲 子聞球場 4 ， 307 

2 ( 2 )  

3 ( 4 )  

4 ( 6 )  

5 ( 9 )  

6 ( 7 )  

7 ( 5 )  

県立明石公園

北野異人館

六 甲 ・ 摩耶地底

有馬地区

王子動物園

須磨海水浴場

2 ， 820 

1 ， 451  

1 ， 412 

1 ， 307 

1 ， 294 

1 ， 160 

8 ( - ) 宝塚大劇場 1 ， 074 

(前年度 は 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド ・ 3 位 に 含 ま れ、 大劇場の み で は 1 ， 1 1 1 だ、 っ た )

9 ( 8 )  須磨海浜水族園 1 ， 012  

10  ( 10)  城崎温泉 990 

200万人以 上 は 阪神 甲子 園球場、 県立明石公園。

100万人以上 は 、 北野異人館、 六 甲 ・ 摩郡地 区 、 有 馬 地 区 、 王子動物 宮 、 須磨海水浴場、

宝塚大劇場、 須磨海浜水族 園 。

観光 目 的別の入込状況

観光 目 的別 に み て 入込数の多 い の は 、 公 園 ・ 遊 園 地 (1 ， 607万人) 、 社寺参拝 (1 ， 565万人) 、

ま つ り ( 1 ， 201万人) 、 施設見学 (1 ， 073万人) 、 温泉 (952万人) の順。 温泉や グ リ ー ン ツ ー

リ ズ ム が増加す る a方、 公 園 ・ 遊 園地 や社寺参拝 な どが減少 し て い る o (表14)

神戸市の観光客微増

2004年 3 月 24 日 、 神戸市が発表 し た2003 年 の 総観光入込数 は 、 前年比 2 % 増 の 2 ， 669万

人 だ、 っ た 。 し か し 、 阪神 ・ 淡路大震災後 に 始 ま っ た神戸ル ミ ナ リ エ を 除 く と 、 入込客 数 は

2 ， 213万人 と な り 、 震災前 に 比べ る と 観光客の 回復 は 9 割 に と ど ま っ て い る O
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(表14) 箆 約別入込数 T人、 %

L「\\三?

2002年度 2003年度
入込数 入込数 構成比 対話J年度比

最古 入 込 数 124 ， 4 1 1  121 ， 860 100 . 0  97 . 9  
自 主た 観 賞 6 ， 485 6 ， 382 5 . 2  98 . 4  
社 寺 参 拝 i 16 ， 147 15 ， 644 I 1 2 . 8  96 . 9  
ま てコ り 1 1 ， 987 1 2 ， 012 9 . 9  100 . 2  
遺 (史) 日亦 主見 賞 3 ， 791 3 ， 762 I 3 . 1  99 . 2  
b告 設 見 十主4 1 0 ， 587 10 ， 733 8 . 8  101 . 4  
温 泉 8 ， 799 9 ， 522 7 . 8  108 . 2  
点ふJ、、 調 遊 重喜 地 ! 18 ， 561 16 ， 073 1 3 . 2  I 86 . 6  
釣 り 潮 干 狩 り 1 ， 212 1 ， 210 I 1 . 0  99 . 8  
観 光 涯法討を 菌 1 ， 674 1 ，  714 1 . 4 1 102 . 4  
主主山 ・ ハ イ キ ン グ ・ キ ャ ン プ 1 ， 974 1 ， 878 1 .  5 ! 95 . 1  
ス キ ー ・ ス ケ ー ト 1 ， 212 1 ， 131 0 . 9  93 . 3  
海 水 浴 ヨ ツ ト 3 ， 621 3 ， 244 2 . 7  89 . 6  
ゴ ル フ ・ テ ニ ス な ど 8 ， 561 8 ， 744 7 . 2  102 . 1  
コ ン ベ ン シ ヨ ン ; 4 . 1 1 9  3 ， 519 2 . 9  85 . 4  
グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム 1 ， 563 1 ， 850 1 . 5  ll8 . 4  
エ コ ・ ツ ー リ ズ ム 545 580 0 . 5  106 . 4  

i i妄 業 [専 物 査官 426 405 0 . 3  95 . 1  
イiベr. 業 見 AナL 施 ヨB又)c 654 671 102 . 6  
そ の 他 22 ， 493 I 22 ， 786 1 8 . 7  I 101 . 3  
2002年度か ら調査項自 に追加あ り 、 各入込数を修正。

地 区別 で は 、 有馬地区がrm営温泉の 「金の湯」 な どの 開 業効果か ら 、 i司 30 % 増 の 170万人

と 大 き く 伸 びた。 六 甲 ・ 摩耶地 包 も 新た な 商業施設が好評で、 同 8 % 増 の496万人 と 伸 びた 。

一方、 北野地区 は 同 4 % 減の145万人 に 落 ち 込み 、 市街地 は 同 4 %減の807万人 に と ど ま っ た。

こ の観光客調査 に は買 い物 客 を 含 ま な い た め 、 市 は 「 ブ ラ ン ド屈の集 ま っ て い る !日居留

地 な どへの 観光客: は増 え て い る の で は な い か」 と み て い る O

2 . 観光復興の歩み
2003年度の兵産県下の観光 に 関す る 動 き 、 イ ベ ン ト の主 な も の は次の と お り O

2003. 4 .  1 92年 の 歴史 を 閉 じ る 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ドが、 最終 日 の 7 日 ま で入 園 を

無料で 開放。 間 闘 を 惜 し む フ ァ ン で に ぎ わ っ た。

ク 洲本市の温泉観光旅館連盟 な どが関西空港か ら の 温泉客呼び込み で、 高

速船利 用 客へ割引 プ ラ ン を 実施。

7 宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド 閉 間 。

ク 神戸市の2002年 の 年 間観光客数が前年 よ り 5 % 減の2 ， 606万人 と 発表。
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4 .  9 関 西経済連合会、 神戸商工会議所 な ど経済 6 団体が観光客誘致へ推進セ

ン タ ー 設立で合意。

10 六 甲 ガー デ、 ン テ ラ ス 、 18 日 の 開業 を 前 に報道 関係者 に 公 開 。

2 5  淡路の北淡町で温泉掘削工事始 ま る O 将 来 は 総合観光 ゾー ン に 。

28 同 東浦 町 に 町営温泉施設 「東浦花の湯j が完成。 5 月 2 日 オ ー プ ン O

5 .  1 I神戸 レ ジ ャ ー ワ ー ル ド 開発」 、 大 型 テ ー マ パー ク 構想、 を 断念。 6 月 に

も 解散へ。

7 Fee! KOBE観光推進協議会 は 、 市 内 何 カ 所かの観光地 を セ ッ ト し た 「パ

ス ポ ー ト J 発行。 正規料金の約半額で利用 で き る キ ャ ン ベ ー ン を 始め る O

13 井戸兵庫県知事 と 石井 悶 山県知事が広域の観光振興 な ど の 協 力 で 話 し 合

し ミ 。

16 I神戸 ま つ り 」 始 ま る o 18 日 ま で。 最多の268団体が参加 。

1 7  兵庫県 内 な ど旅行 中 の 台湾人医師、 SARS と 確定。

21 渡部宝塚市長が定例市会で、 赤字経営の 「市立宝塚温泉」 の休館 を 表明。

23 兵庫県が SARS 安全宣言。

30 明石 ・ 大蔵海岸整舗事業で 、 指泊施設の事業者 に 決 ま っ て い た 「ふ じ ピ

ルJ (奈良県横原市) が資金不足か ら 撤退 を 発表。

6 .  6 宿 泊 や 多 目 的 ホ ー ル を備 え た 「有馬 の 工房」 オ ー プ ン O

ク 山 陽電鉄が明石市二見町 に 新 し く 「西二見駅」 の設置 を 決定。 関係者 ら

が安全祈願祭 を 実施。 2004年 6 月 開業予定。

12 新型肺炎の風評被害 を 受 け た 淡路 島 の 観光 PR の た め 同 島観光連盟 な ど

が神戸 ・ 三宮で 「 ガ ン バ ロ ー 淡路島」 街頭 キ ャ ン ベ ー ン O

20 阪急電鉄 は 、 4 月 に 間 関 し た宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ド の 跡 地 に 「宝塚 ガー

デ ン フ ィ ー ル ズ」 の設置 を 発表。 9 月 初 日 開 園予定。

22 全 国 的 な 地球温暖化防止キ ャ ン ベ ー ン に 沿 っ て 、 夏至の こ の 日 、 明石海

峡大橋、 神戸 ポ ー ト タ ワ ー な ど神戸市内 の 6 施設の 夜 間 照明が消 さ れた 。

全国で2 ， 104 カ 所。

7 .  1 I宝塚 グ ラ ン ド ホ テ ル」 が 自 己破産 を 申 請。

ク 2002年 中 に修学旅行で神 戸 に 宿 泊 し た児童 ・ 生徒数は 6 万773人 。 2 年

連続 6 万人 を 超 え た 。

9 神戸市が観光PRポ ス タ ー 4 種 を 発表。

14 兵庫県 は 、 淡路 島 の 観光振興 の た め 、 「 く に う み ツ ー リ ズ ム 特区j の認

定 申 請 を 提 出 O

1 9  神戸市 内 の 観光施設 を 巡る ル ー プパ ス が灘 の 酒蔵 な ど東ル ー ト の運行 を
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7 .  19 神戸市内 の観光案内板110蒸 を 目 、 英、 中 国、 韓 国 の 4 カ 国語表示 に 切

り 替 え 0

24 瀬戸内 の 観光活性化 を テ ー マ に し た シ ン ポ ジ ウ ム 「瀬戸 内夢 海道 “再発

見"」 を 神 戸 で 開催。

8 .  2 神戸のハ イ カ ラ さ を 発信 し て い る 「北野工房の ま ち 」 が装 い を 新た に し

て グ ラ ン ド オ ー プ ン O

8 神戸銘届土産品協会は 、 市役所 1 号館24階 に 「 こ う べ ウ ェ ル カ ム プ ラ ザ」

を 開設。 神戸名物の販売、 観光情報 を 発信す る O

ク 兵庫県 は 、 中 国 ・ 広東省 か ら の観光客誘致へ、 現地で団 体観光 ピザ、発給

の た め職員 の 派遣 を 検討。 10月 に も 実現へ。

ク 神戸市が観光客や市民向 け の ホ ー ム ペ ー ジ 「神戸情報館」 を 立 ち 上 げ0

9 姫路 一 鳥取 を 結ぶ 国 道29号線沿線の 9 町が、 毎月 29 日 を ' R ( ル ー ト )

29の 日 」 と し 、 協力自65庖で割引 サ ー ピ ス を 行 う O

19 '北野工房の ま ち J (神戸) の 来館者が400万 人 に 。

2 2  全 国 か ら 集め た約 1 . 500枚 の 花 の 絵 を ラ イ ト ア ッ プす る 「神戸 ポ ー ト ア

イ ラ ン ド * 花あ か り フ ェ ス タ 」 始 ま る O

10 .  1 ダ イ ヤ 改正 に 伴 い ]R 姫路駅に 「 の ぞ、み」 停車。

4 淡路島 の東浦、 北淡、 淡路各町 の観光地 を 巡る 「花パ ス 」 の 運行再開 。

24 神戸市立 フ ル ー ツ フ ラ ワ ー パ ー ク の ホ テ ルがベ ッ ト の犬 と 一緒 に宿 泊 を

受 け 入 れへ0

1 1 .  3 18年 ぶ り に リ ー グ擾勝 を 決め た 阪神 タ イ ガ ー ス の 優勝 パ レ ー ド が フ ラ

ワ ー ロ ー ド を 中心 に 行 わ れ た 。

1 2  経営再建中 の ダ イ エ ー が、 系列の新神戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル の売却で最

終調整 に 入 る 。

13 'KOBE ホ テ ル 6 社会J が神戸観光キ ャ ン ベ ー ン の

と 提携 し た格安 プ ラ ン を 発表。

と し て パ ス 会社

12.  2 神戸国捺 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会 は 、 神戸 の観光推進 に 貢献 し た と し て 、 市

立港島小学校 と 大村 明美 さ ん、 小林建二 さ ん に 「ハ ロ ー神戸賞」 を 贈 っ た。

兵庫県 は 、 神戸 と 但馬 、 間播磨 を 結ぶ コ ミ ュ ー タ ー ・ ヘ リ コ プ タ ー の 臨

時便の 運航 を 2004年 3 月 で廃止 を 決定。

8 神戸市 は 、 天津市 ( 中 国) か ら の観光客呼び込み の た め旅行業界規察団

を 招へ い O

12 '神戸 ル ミ ナ リ エ」 始 ま る O テ ー マ は 「光の地平線Jo 会期25 日 ま で。

13 サ ッ カ ー J 1 リ ー グ の 「 ヴ イ ツ セ ル神戸」 が、 経営不振 か ら 民事再生法

の適用 申 請 と チ ー ム 譲渡 の 方針 を 表明 。
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12 .  26 2003年の神戸 ル ミ ナ 1) エの来場者数 (速報) が前年比 9 %増 の506万6 ， 000

人 と 発表。

2004 . 1 .  22 神戸 ・ 元町の 中華街、 南京町で!日正月 を 祝 う 「神戸南京町春節祭」 始 ま

る O

24 地域産業 を 観光 に 生かす 「産業 ツ ー リ ズ、 ム 」 を 探る シ ン ポ ジ ウ ム 開 く O

31 三越神戸元町屈 が閉居。 78年 の歴史 に 幕 を 下 ろ す。

2 .  3 r神戸朝 日 ホ ー ル」 が稼働率の 落 ち 込み か ら 4 月 1 日 休館 を 決定。

ク 神戸 ル ミ ナ リ エ組織委員 会 は 、 震災10年 に 向 け2006年 ま で継続開催 を 決
r"� 
刃三。

ク ミ ナ ト 神戸 を 代 表す る 観光施設の 一 つ 、 「神戸海洋博物館」 が、 採算不

振か ら 9 月 末で休館決定。

今 日 本最長の 「六 甲有馬 ロ ー プ ウ ェ ー」 の う ち 、 表六 甲 線 の 年 内休止決 ま

る O

27 烏 イ ン フ ルエ ン ザ問題 を 受 け て 、 兵賄県立 コ ウ ノ ト 1) の郷公園 (豊 岡 )

が コ ウ ノ ト リ の公開 を 当分の 問 中 止 を 発表。

3 .  1 神戸 ・ 三宮の 「 ア サ ヒ シ ネ マ」 が 5 月 末で閉館決め る O

震災復興の 市街地再 開発事業が進 む JR 新長 田 駅南 地 区 の 再開発 ピ ル に

沖縄物産庖 「琉球 ワ ー ル ド」 の 出庖 決 ま る O

15  神戸製鋼所は 、 製鉄 と 発電 を テ ー マ に し た体験型学習施 設 「灘j兵サ イ エ

ン ス ス ク エ ア 」 を 開設。 4 月 1 日 オ ー プ ン O

16 神戸市が、 2004年度か ら 観光 関 連事業 を ま と め る 「観光監J (局長級)

の設置 を 決定。

20 r淡路花博2004J 開 く o 5 月 30 日 ま で0

27 明石市立天文科学館 は 、 同館の プ ラ ネ タ リ ウ ム を使 っ て 「星空博士」 の

検定試験 を 実施。

3 . 新型肺炎 (SARS) 、 観光業界 に打撃
2003年 5 月 17 日 は 、 観光業 界 に と っ て 降 っ て 湧 い た よ う な 尼 目 だ っ た 。

こ の 日 、 観光 ツ ア ー で兵庫県下 を 訪 れて い た 台湾人医師が、 新型肺炎 (重痕急性呼吸器

症候群 = SARS) に 感染 し て い た こ と が確定 し た 。 兵庫県 は 「県 SARS 対策 会議」 を 設 け 、

接触者の健康状態 の把握 な ど に 努 め 、 ま た 、 神戸市で も 「健康危機管理対策本部」 を 設 け 、

市民か ら の相談体制 を 強化 し た 。

一方、 台湾人医師 の 一行の 、 県内唯一の宿泊地 と な っ た淡路 ・ 南淡町の ホ テ ル で は 、 自

主休業 を 決定す る と と も に 宿 泊 し た 部屋や ト イ レ の 消毒 を は じ め 、 底 部 が 滞在 し た 日 に

ベ ッ ド メ イ ク や夕 食の配轄 を し た従業員 ら 関係者の健康調査 を 行 う な ど対応 に 追 わ れ た 。
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こ の ほ か 、 医師が立 ち 寄 っ た 出 石 町の観光地や姫路城 な どで も 公衆 ト イ レ や手す り な ど

の 消毒。 従業員 ら に対す る 健康状態 の 開 き 取 り 調査が行 わ れた 。

こ れ よ り 先、 東南 ア ジ ア で猛威 を ふ る う SARS の影響が 日 本国 内 に 出始 め て お り 、 旅行

者 と は い え 日 本 国 内 での患者確定で、 つ い に本番の “波" が押 し 寄 せ た こ と を 実感 さ せ た 。

日 本 圏 内 で の 患者確定の 1 カ 月 前 の 新 開 に は 、 世界保健機 関 (WHO) の 報告 と し て 、

SARS の感染者 は 24 カ 国 ・ 地域で3 ， 235入、 死者54人 と 報 じ て い る 。

邸内への影響 は 、 ホ テ ル な どで香港 を 中心 と す る 海外か ら の 団体客の キ ャ ン セ ルが相次

い でい る ほ か、 E 本が 「汚染地域」 扱い さ れた こ と が原 因 で、 国際会議場の予約がキ ャ ン

セ ル さ れた り 、 外 国航路の客船が寄港 を 取 り 止 め た り す る ケ ー ス が出 始 め た 。

神戸市内 で は 、 台湾の大手生命保険会社が神 戸 国 際展示場 と ワ ー ル ド記念ホ ー ル で予定

し て い た式典 を 中 止。 2 ， 500人規模 の 宿 泊 先 だ、 っ た 神 戸 ポ ー ト ビ ア ホ テ ル、 ホ テ ル オ ー ク

ラ 神 戸 な どでキ ャ ン セ ルが出 た 。 他 の ホ テ ル で も 台湾や香港 を 中心 と す る 個人 ツ ア ー の予

約の解消が相次い だ。 国 際会議の予約解消 は 'SARS の 影響で参加者が集 ま る 見通 し がつ

か な い」 な どの玉里由 に よ る O

大阪、 京都 な どの高級ホ テ ル で も 欧州 か ら の 団体の キ ャ ン セ ルがあ り 、 担 当 者 は 「 日 本

も ア ジ ア と い う こ と で、 危 な い と い う 認識があ る よ う だJ と 国惑 し て い た 。

海外旅行者が半減

SARS 騒 ぎで B 本か ら 海外への旅行 は 、 東南 ア ジ ア を 中 心 に 大幅 に減少 し た。

日 本旅行業協会の調査に よ る と 、 2003年 4 月 か ら 6 月 ま での 海外旅行 の予 約が、 イ ラ ク

戦争や SARS な どの 影響 を 受 け 、 JTB な ど主要 5 社 の 平均で 5 月 は前年 同 月 比約50 % の減、

4 月 、 6 月 と も 40 %近 く 減 っ た 。 特 に SARS の 影響の 大 き い香港 な どア ジ ア 向 け ( 中 国 を

除 く ) の 5 月 の予約 は65 . 2% 、 中 国が58 . 1 % と い ず れ も 激減 し た 。

不況に SARS 追い打ち

週末 と 祝 日 が重 な っ た 2003年 の ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク (GW) は 日 並 び、が悪 か っ た う え に

不況や SARS な どで海外旅行 を 手控 え る 傾向 が強 く 、 旅行各社 は 、 直前 ま で 申 し 込め る ツ

ア ー を企顧す る な ど、 売 り 込み に懸命だ、 っ た 。

兵庫県 が ま と め た 県 内 企業230社 の GW の 平均休 日 は 、 5 日 間 で前年 よ り 2 . 4 日 減。 増

え た の は わ ずか13社 だ け だ、 っ た 。

旅行業界で は 、 こ の GW に 業 績 田復 を 狙 っ て い た が、 思 い が け な い SARS の 広 が り が

打撃 と な っ て 、 JTB で は 、 海外旅行予約が昨年 に比べ 4 割 方 の 減少。 '2001 年 の 米 中 枢 同

時 テ ロ 直後 と 間程度 の 落 ち 込みJ (担当 者) と な る な ど、 一気 に 沈 滞化 し た 。 圏 内旅行 も

北海道や東京デ ィ ズ、 ニ ー ラ ン ド な ど を 除い て 全体 に不調 で 、 同 4 % の減。

こ う し た状況 に 、 神戸市内 の あ る 中小旅行業者 は高頭の チ ラ シ を 海外 ツ ア ー か ら 国 内 で

近 場 の 温泉 地 に 切 り 替 え た 。 JTB も 出発 3 目 前 で も 申 し 込 め る 近距離 プ ラ ン を 用 意す る

と と も に 、 格安の ハ ワ イ ・ ツ ア ー を 募集す る な ど落 ち 込み挽回 に 努 め た 。
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ホ テル も 対策強化

SARS に対応 し て客室内の消毒訓練をする
ホ テル従業員 ェ神戸市内 (神戸新開社提供)

SARS と 躍定 さ れ た 台湾 の 医師が兵庫県 な ど を 訪れて い た こ と を 受 け 、 神 戸 、 淡路 な ど

の ホ テ ル で は対策強化 に 乗 り 出 し た 。

神戸ベ イ シ ェ ラ ト ン ホ テ ル & タ ワ ー ズで は 、 独 自 に 設定 し た 4 段暗の対策 を r 2 J か ら

r 3 J に 引 き 上 げ、 ベ ッ ド メ ー キ ン グの 際、 客室係 は マ ス ク や ゴム 手袋 を 着用 。 客室の ド

ア ノ ブや照明ス イ ッ チ の消毒、 食器類の高温洗浄の準備 を 終 え た 。

ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 は 、 ア ルバ イ ト を 含 む従業員約500人 を 対象 に 出社前の検温 を 始 め た 。

通用 口 に体渇計 を 備 え て各 自 がチ ェ ッ ク O 高温の場合は休む よ う に指示す る 方針。

姫路市 内 の ホ テ ル も 、 ア ジ ア 地域の 団体客 の 受 け入 れ を 一時取 り 止め を 検討す る な ど厳

し い判 断 を 迫 ら れ た 。

淡路のホ テ ル ・ 旅館 に も キ ャ ン セル

2003年 6 月 初 め に行 っ た 淡路の ホ テ ル 関係の調査で は 、 島 内 の 13の ホ テ ル ・ 旅館 で キ ャ

ン セ ル が計 1 万7 ， 000件 に 上 っ て い た こ と がわ か っ た 。 23 日 の安全宣言後 は キ ャ ン セ ル こ

そ 少 な く な っ た が、 予約 は例 年 の 6 割程度 に と ど ま っ て お り 、 観光ス ポ ッ ト の利用客 も 減 っ

て い る O

姫路市 内 で は 、 安全宣言後 も 姫路城の 入場者数は例年の 約 8 割の状況が続 き 、 但馬地方

で は 、 医 師 の訪 れ な か っ た 城崎町で も 例年 を 上 回 る キ ャ ン セ ルが出 た 。 ま た 、 農 岡 市 の 地

場産業 「豊 岡 か ぱん」 も 、 旅行や 出 張 な どの 自 粛 を 受け て 受注が減っ て い る と い う O

兵藤県 、 SARS 情報を積模公開

SARS の情報公開 に 関連 し て、 兵庫県の井戸敏三知事は、 SARS と 断定 さ れた患者が出 た
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場合は、 連鎖的 な感染 を 紡 ぐ た め に 、 可能な 限 り 情報 を公開 し て い く 方針 を 明 ら か に し た。

井戸知事は 、 「疑い事例 と 真症の患者 と で は対応が違 っ て く る 」 と し た う え で、 「真症患

者 だ っ た場合は 二次感染、 三次感染が焦点 と な る た め 、 で き る だ け 的確 な '1育報 を 提供す る 」

と 積極的 に 情 報 を 公 開 す る 姿勢 を 示 し た 。

兵庫県 で は 、 台湾人医師の旅行ル ー ト な ど独 自 に 調査 し 、 宿泊場所以外の行程 に つ い て

早期 に 把握 し 、 産 師 が立 ち 寄 っ た ホ テ ル や 飲食屈 の 具体名 も 厚生労働省 よ り 早 く ホ ー ム

ペ ー ジ な どで公表 し て い る O

4 . 集客増ヘ あ の手 こ の手
神戸市の街の援興、 復 旧 は着実 に 進 み 、 新 し い都市の魅力 が備 わ っ て き て は い る も の の

県内外か ら 訪 れ る 観光客の数は伸 び悩 ん でい る O 兵庫県 も 神戸市 も 観光振興 に は大い に 力

を 入れて い る O 模索の例 を 紹介 し よ う O

「産業ツ ー リ ズム」 本格始動

工場や研究所、 産業遺産 な ど を 観光資源 と し て活用 す る 「産業 ツ ー リ ズ ム 」 が兵躍県内

で本格化 し て き た 。 こ れ ま での観光地や リ ゾー ト の枠 を 超 え て 、 風土 に根差 し て発展 し て

き た産業や技術基盤 に 新た な 光 を 当 て よ う と す る 試み だ。

神戸、 阪神 間 を 中心 と す る 兵庫県で は 、 重厚長大型の産業が近代化 を リ ー ド し て き た 。

多彩な 地場産業群が生活 を 支 え 、 衣食住 を 進化 さ せた 。 各地 に あ る 先端産業や伝統産業の

現場 は 、 も のづ く り への 関心 を 深め て く れ る だ け で な く 、 暮 ら し と の 関 わ り 、 慌の生い立

ち 、 歴史 を 知 る 格好の教材 と な っ て い る O

灘五郷の 各清酒資料館、 生野銀 山 、 ucc コ ー ヒ ー 博物館、 竹 中 大工道具舘、 う す く ち

龍野醤油資料館 な ど、 地域 に 開 かれた企業博物館 も 数多 く 開設 さ れて い る O ま た 、 閉 鎖 さ

れ た 発電所や老朽化 し た 工場や施設 な ど、 「産業遺産J 1"近代化遺産J と し て 再評価 さ れて

い る 施設 も 少 な く な い 。

こ う し た と こ ろ に着 目 し 、 神戸商工会議所 で は 、 「産業 ツ ー リ ズ ム ア ド バ イ ザーJ 4 人

を 任命す る と と も に 、 一般の視察や見学 を 受け入れ る 企業、 事業所 を 探す な ど体制づ く り

を 始め た 。

従来の観光地、 温泉め ぐ り だ け で は 物足 ら な い観光客の 知的好奇心 を 瀧 た し 、 暮 ら し と

産業の つ な が り を 理解 し て も ら う の に 最適で、 同所で は 、 案内 マ ニ ュ ア ル や 資料の整備、

コ ー ス の設定 な ど、 「県外、 海外 に も 発信 で き る よ う 体制 を 整 え 、 集客 に つ な げた い」 と

し て い る O

最大の課題 は 企業側 の対応で、 見 学 の 受 け 入 れ に は従業員 の 時 間 と 労力 を 取 ら れ、 企業

秘密 も あ り 、 安全性 の 問題 も 無視で き な い。 こ う し た負担 と リ ス ク を 抱 え て も 、 消費者へ

の PR、 地域貢献 に よ る 企業 の イ メ ー ジ ア ッ プ な どの メ リ ッ ト を ど う 判 断す る か。 企業が

地域社会の一員 で あ る と の認識 に期待す る と こ ろ が大 き い。
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金聞 か ら 一般人の観光特鑓募集

神戸 に 愛着 を 持つ 人 を 全 閣 か ら 募 り 、 神 戸 の魅力 を PR し て も ら お う と 、 神戸市観光 ・

ホ テ ル旅館協 会 は 、 ïKOBE 特使J 300人の募集 を 行 っ た 。

同協会の設立15周年記念の企画。 協会で は 、 こ れ ま で毎年、 東京 は じ め 各地 に 観光 キ ャ

ラ パ ン を 派遣 し 、 P沢 を し て き た が、 「一過性で な く 、 息 の 長 い PR 活動 を 」 と 考 え 出 し た 。

地元 ゆ か り の有名 人 を 観光大使 に任命す る 自 治体 は 多い が、 多数の一般人 を 特使 に任命す

る の は全国 的 に も 珍 し い 。

任期 は 3 年。 認定証やバ ッ ジ な ど を 交付。 2003年10月 に l 泊 2 日 で神 戸へ無料招待 し 、

食や歴 史、 震災復興な ど 8 コ ー ス に分かれて ïKOBEの魅力 再発見 ツ ア ー 」 に 参加 し 、 そ

れぞれの地元 に戻 っ て見 ど こ ろ の紹介や 、 友 人知 人 と の 交流 の 中 で神 戸 の PR を し て も ら

つ O

特使 に は定期 的 に メ ー ル な どで最新情報 を 送 り 、 特捜の紹介で訪れた観光客 に は宿泊費

や提携施設の 優待 プ ラ ン を 用 意 す る な ど、 伸 び悩 む観光客の 集客 ア ッ プ を 図 る O

こ の特使募集 に は 、 全国か ら 約3 ， 000人の応募があ り 、 20歳か ら 73歳 ま で の 361人が選 ば

れ、 10月 6 日 に認定式 を 行 っ た 。

5 . 神戸観光の核 は リ ピー タ ー
神戸 の観光客 は 、 来訪 6 回以上の リ ピ ー タ ー が 4 害Úo 若者の 人気ス ポ ッ ト は i日居智 地。

神戸市産業振興財 団 の 「都心街業実態調査J (速報) で 、 中 心市街地 で の 観光客や 買 い物

客の動向が明 ら か に な っ た。

こ の調査は 、 2003年 6 - 8 月 に 、 三官、 元 町 な ど13 カ 所で、 通行量調査 に 加 え 、 買 い物

客、 観光客、 若者、 宿泊客、 商業者の 5 対象 に分け て ア ン ケ ー ト を 実施 し た 。 回収枚数は

約7 ， 000枚。

神戸 を 初 め て訪 れ た 人 は 、 観光客で27 . 5 % 、 宿泊客で16 . 7 % 。 リ ピ ー タ ー の多 さ を 示 し

て い る O 中 で も 宿泊客900人への ア ン ケ ー ト で は 2 - 5 回 が40 % 、 6 回 以上が41 % に の ぼっ

て い る 。

宿泊客の感想、 は 、 「 イ メ ー ジ、がい し ミ J ï以前 に 来 て 、 良 か っ た」 が多数 を 占 め 、 神戸の イ

メ ー ジ は 、 「 フ ァ ッ シ ョ ナ ブルJ ï明 る いJ ï都会的」 が上位 に 。 観光 し た 場所 は 、 「三宮 ・

町J (61% ) 、 「ハ ー パー ラ ン ドJ (47 % ) 、 「北野J (41 % ) の)11買 だ っ た 。 京 阪神 3 都 市 の

イ メ ー ジ を 色 で例 え る と 、 大 阪 は 赤 、 京都 は緑、 神 戸 は 青 の 回答が多か っ た 。

若者の 回 答で 「一番好 き な 場所J ï最 も 神戸 ら し い場所」 な ど 6 項 目 で は 、 !日居留 地が

1 位 だ っ た 。 半面、 宿泊客 の み る 「神戸 を代表す る 場所」 は 、 兵庫県 内在住者の27 . 8% が

旧居留 地 を 挙 げ た が、 県外の 人 は 「北野 ・ 新神戸J ïハ ー パー ラ ン ドJ が多 か っ た。

神戸の観光客、 1 人旅増 え 、 消費減 る

神戸 を 訪 れ る 観光客 は ï 1 人旅」 が増 え 、 財布の ひ も は 閉 め 一 。 神戸市が2003年 に 実施
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し た観光動向調査で こ ん な傾向が出 た 。 10年前 に 比べ る と 、 団体客 の 割 合 が減 る 一方で、

l 人旅の都合は倍増 し た 。

調 査 は 、 2003年 8 月 下旬 と 9 月 一 t旬 の 2 日 間 、 北野や有馬 な ど25 の 観光 ポ イ ン ト で計

2 ， 661人 に 開 き 取 り で、行 っ た 。

旅行形態 で最 も 多 い の は 家族旅行の50% (1993年 は44 % ) 、 次い で友 人 ・ 知 人 と 一緒が

28% ( 同 36 % ) 、 1 人旅 は13% ( 同 6 % ) と 伸 び、 団体旅行 は 4 % ( 同 10 % ) に と ど ま っ た 。

l 人旅 の 年代別 内訳は 、 女性は20歳代が最 も 多 く 、 男 性の場合は60歳以上が 3 分の 1 を 占

め た 。

消費額 は 平均 で 1 万263円 。 前年の2002年 よ り 4 ， 047円 減 っ た 。 宿泊客だ け でみ る と 、 2002

4三 よ り 約 l 万1 ， 500円少 な い 2 万4 ， 946円 に と ど ま っ て い る O 不況で消費者心理の 冷 え 込み

や鏑格競争の激化で宿泊費が 下がっ て い る の が要 因 と み ら れ る O

神戸市内へ の 観光客 数 は 、 ポ ー ト ピ ア博があ っ た 1981年が ピ ー ク で3 ， 085万人。 震災前

の1994年 は 2 ， 440万人で、 直近の2002年 で は2 ， 606万人。 ル ミ ナ リ エ の観 客数 を 差 し 引 く と

震災前の約 9 割 に と ど ま っ て い る O

6 . ヴ ィ ッ セ ル神戸譲渡ヘ
神戸 を 本拠地 と す る サ ッ カ ー J 1 リ ー グ、 「 ヴ イ ッ セ ル神戸」 は 2003年12 月 13 日 、 入札

に よ り チ ー ム を 譲渡す る こ と を 発表 し た 。 ま た 、 こ の入札 に 名 乗 り を 上 げて い る イ ン タ ー

ネ ッ ト 商庖倍大手の 「楽天j 系 の 投資会社 ク リ ム ゾ ン グ ル ー プ と の 間 で、 応、札 を 確約す る

覚書 を 交 わ し た こ と も 明 ら か に さ れた 。

譲渡の 決定 は 、 震災後の神戸市の財政難 も あ っ て 、 選手の補強が十分に で き な い 、 と の

判 断 に よ る O

ヴ イ ツ セ ル神戸 は 、 1994 年 に 設立以来、 阪神 ・ 淡路大震災の復興 を 目 指す市民 と と も に

歩 ん で き た 「市民球団」 だ、 っ た 。

震災の影響で、 筆頭株主だ、 っ た ダ イ エ ー が早 々 と 撤退。 1997年 に j リ ー グ I 部 に 昇格 し

た が、 戦績の低迷 な どか ら 観客動員 数や広告収入が伸 び、な か っ た 。 神戸市が こ れ ま で に 約

15億円 を 出資 し て 支 え た が、 2003年 2 月 期 に は約42億 円 の 累積赤字 を 計上 し た 。 神 戸 は 他

の ク ラ ブ に 比べて極端 に ス ポ ン サ ー 資金力 が乏 し い 。 J 1 リ ー グ平均額の 4 分の し 約 3

億 円 し か な く 、 運営費 を 神戸市か ら の 貸付金で賠 う な ど、 苦 し い 運営が続 き 、 チ ー ム の 強

イヒ も 忠 う よ う に で き な か っ た。

「 ヴ イ ッ セ ル神戸」 は 2003年12月 15 日 、 臨時取締役会 を 開 き 、 民事再生法 に 基づ く 再生

手続 き の 開 始 を 決議。 東京地裁 に 同法 の 適用 を 申 請、 受理 さ れた 。 譲渡先 を 選ぶ入札 は 翌

年 の l 月 5 日 で締め切 り 、 選考の う え 2 月 に営業権の譲渡手続 き を 終 え 、 3 月 の リ ー グ 開

に は新体制 で 臨 む こ と に な っ た 。

入札 に つ い て ヴ イ ツ セ ル は①本拠地 は 神戸②選手、 職 員 の継承③チ ー ム 名 の存続④選手
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の補強 な ど を 要件 と し 、 地元密着 を 望 ん だ。 応札 し た ク リ ム ゾ ン グ ル ー プ の ト ッ プ は 楽天

の ト ッ プで も あ る 三 木谷浩史氏 (38) で、 同氏 は神戸 出 身。 ク リ ム ゾ ン 側 で は ヴ イ ッ セ ル

を 引 き 受 け る に 当 た り 「 ま ず は 市民球団 と し て 、 地元 に受け入れ ら れ る こ と が大切 だ」 と

強調 し て い た O

な お 、 ヴ イ ツ セ ル の経営主体だ っ た神戸市で は 、 同15 B の 市会文教経済委員会で営業譲

渡 に触 れ、 法的整理で、 市の無担保融資約15億 円 と 出 資金7 ， 000万 円 は ほ ぼ 回 収で き な い

と 見通 し を 述べ た 。

〈参考文献〉
'2003年度観光客動態調査 (速報) J 記者発表資料 兵庫県図際交流局観光交流課 2004年1 1 月 9 日
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第四節 商 業
1 . 仮設脂舗、 約 9 年の営業関 じ る

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 蕗屈が集 ま り 、 テ ン ト や プ レハ ブで営業 を 再開 し た神戸市

長 田 区腕塚田Iの仮設集合宿舗 「パ ラ ー ル」 が、 震災か ら 9 年、 地 区 の再開発 に伴 っ て そ の

役 目 を 終 え 、 庖 を 閉 じ た 。 被災地最大規模の仮設届舗 と し て 親 し ま れた が、 地区の再開発

が進み 、 元の場所 に ピ ル が順次オ ー プ ン 、 出舗の 受 け盟が調 っ た 。 震災後、 不況や高齢化

で廃業 を 決 め た!苫 も 多 く 、 戻 っ て き た の はパ ラ ー ル に 入居 し て い た 庖 舗 の半数だが、 9 割

の 庖舗が全壊、 全焼 し た 「大正筋商脂街」 が復活 し た 。

「パ ラ ー ル」 は 1995年 6 月 、 震災で大半の 庖舗が全焼 し た大正筋商庖街 を は じ め 7 商庖

街 ・ 市場か ら 約 100出舗が集 ま っ て 開 業 し た 「復興元気村パ ラ ー jレ」 の 流 れ を く む。 当 時、

パ ラ ソ ルの よ う な 外見 と 、 バザー ル を 合成 し て 「パ ラ ー ルJ と 名付 け た 。 食料品庖や服飾

m な どが所狭 し と 並 ん で、 い た 。

大正筋 を 中心 に し た 「新長 田 駅南」 地 区 の 再 開発対象地域は20 . 1ha と 被災地の 中 で最大

規模。 震災で甚大な被害 を 受 け たが、 かつ て は西神戸で最 も に ぎわ っ た a大商業地 区 だ、 っ た。

東西 に走 る 国道 2 号線か ら 南へ、 大正筋 は 全長約320t ;;:o r久保J r二葉J r腕塚」 の 3 町

に ま たが り 、 地元で は 「久二塚 ( く に づか) 地 区」 と 呼ばれて い る O

メ ー ン ス ト リ ー ト の 大正筋商唐街 と 交わ る 昭和筋 や 西神戸セ ン タ ー 傷、 丸 は 商庖街 な ど

い ず れ も 壊滅的被害 を 受 け た 。 「パ ラ ー ル」 は 震災後 5 カ 月 、 鉄骨構造 に テ ン ト 張 り 、 約 1 ， 000

坪の大型総合仮設自舗 と し て 出発 し た 。

久二壕地区 の 再 開発計画 は 震災 2 カ 月 後 に 決定。 だが、 神戸市の計画 と 権利者 の調整が

難航 し 、 最 も 早 く 完成 し た再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか I 番館北棟J の 完成 は約 5 年が経

過 し た 1999年1 1 月 だ、 っ た 。 パ ラ ー ル の名前 を 受け継 ぎ 、 仮入層。

そ の後、 再 開 発 ピ ル の 建設が続 き 、 2002年 3 月 の r 2 番館」 、 2003年11 月 の r 3 番館J

に 続 い て 翌月 に は r 4 番館J r 5 番館」 の 商 業庖 舗が完成 し た。 仮設出舗や仮営業 し て い

た 屈舗 は 、 震災か ら 9 年 を 経て 、 かつ て南北の道路沿い に 展 開 し て い た大正筋鴎庖街が、

再 開発 ピ ル の 庖舗街 に 形 を 変 え て 、 念願の再生 を 果 た し た 。 庖舗 の 中 に は 、 仮設庖舗 な ど

を 経 て 、 震災前 と 同 じ 並 びで再 オ ー プ ン に こ ぎつ け た と こ ろ も あ る O

な お 、 再開発計画 は 、 JR 新長 田 駅甫 地 区で38棟の ピ ル建設 を 予定。 1997年 に 着 [ し 、 2003

年 1 1 月 末で12棟が完成、 8 棟が工事中 で 、 残 り は 未着工。

ア ー ケ ー ド も 再建 、 「ア ス タ く に づ か誕生祭J 全国最大級 の 復興再開発事業が進 む大

正筋商庖街で2004年 3 月 6 日 、 震災で焼 け 落 ち た ア ー ケ ー ドが約 9 年ぶ り に 再建 さ れた 。

再 商自衛が入 る 再 開発 ピ ル 6 棟の l 階の底舗で連な り 、 大半が営業。 ラ イ ブ ホ ー ル な どの

集客施設 も オ ー プ ン し たo J主主 た ち ゃ周辺住民 は こ の 日 を 「 ま ち 開 き j と 位置付 け、 「ハ ー
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ド商 だ け で終 わ ら せ な い で 、 震災前の 人情 も 復活 さ せ よ う 」 と 新生商庖街の 門 出 を 祝 っ た 。

「 ア ー ケ ー ドがな い と 復興 と は 言 え な い」 と 庖主 ら が建設資金 を 出 し 合 っ た 。 総工費約

3 億6 ， 000万円 の う ち l 億2 ， 000万 円 を 負担、 国 と 兵庫県の補助 も 受け た 。 ア ー ケ ー ド は;長

さ がJ320tn:o 6 棟の 再 開 発 ビ、 ル の 2 階部分 に 据 え 付 け ら れ た 。 庖舗数 も 、 震災前か ら 倍増

の 約210J吉 の 開屈が見込 ま れて い た 。

2 . 神戸市窮地で醸鹿 の 1/3 が震災後移転
三宮や元町 な ど神戸市の 中心市街地で、 大震災後、 現在の庖舗 に 移転 し て き た荷屈 が全

体の約 3 分の l に 上 る こ と が、 神戸市産業振興財 団 の 商業実態調査で わ か っ た 。 震災 に 不

況が追い打 ち を か け 、 入れ替わ り が激 し く な っ た被災地の姿が見 て と れ る O

調査は、 2003年 6 7 月 に 中 央 区 内 の 商宿街組合 な ど を 通 じ て ア ン ケ ー ト を ま と め た o

1 ， 280宿 の 回答 を 得 た 。 閉収率47 . 9 % 。

現在地 で の 営業 開 始時期 が 3 年以内15 . 5 % 、 4 年前か ら 震災後 ま でが16 . 4 % 、 合わせ る

と 31 . 9 % 0  3 割強 が震災後 に 移 っ た り 、 新 た に営業 を 始め た と の結果だ、 っ た 。

地 区別 に み る と 、 「北野J は 回答数 (44庖) と 少 な か っ た が、 移転組 も し く は新規 開 屈

が57 . 1 % と 半数 を 上回 り 、 そ の他、 「三宮」 が33 . 5% 、 「元閉じ が26 . 6 % 、 「ハ ー パー ラ ン ド」

が30 . 3% だ っ た 。

1991年 に 実施 し た 同様 の 調査 で は 、 1985 年 か ら 6 年以 内 に 営業 を 始め た 商 庖 は 三官 が

16 . 5 % 、 元 町が13 . 9% で、 今 回 の 数字の 高 さ が際 だ っ た 。

同 財 団 は 「震災 に 加 え て不況や後継者難 に よ る 廃業、 移転、 駐車場 や マ ン シ ョ ン 経営へ

の転業 な どが多 か っ た の で は」 と 推減 し て い る O

3 . 神戸元田I蕗鹿能が誕生日時歳
神戸元 町商}古街 (神戸 市 中 央 区 ) は 、 2004年 5 月 、 130周 年 を 迎 え る に 当 た っ て 、 テ

マ ソ ン グ の 制作や シ ン ボ、 ル マ ー ク の作製 と と も に 3 月 2 日 か ら 約 1 カ 月 に わ た っ て 各種の

記念事業 を 展 開 。 地域の活性化 を 図 る と と も に 新 た な 発展への節 目 を 祝 っ た 。

同商脂街 は 、 1874 (明治 7 ) 年 5 月 20 日 に 、 当 時 の 兵庫県知事の通達で 「元町通」 と 命

名 さ れた の が起源。 今 は東西1 . 2キロ の 通 り に 約330届舗が軒 を 連 ね 、 同連合会 に は 5 商庖街

組合が加盟す る O 商 届 の 中 に は 、 創業50年以上が97庖錦、 同 100年以上が23庖 舗 と い う 神

戸市内、 阪神 間 は も ち ろ ん全国 に も 知 ら れた老舗の商庖街。

1938 (昭和13) 年 の 阪神大水害、 太平洋戦争 中 の 1945 ( 向 20) 年 の 米軍 の 空襲、 さ ら に

1995 (平成 7 ) 年 の 大震災 と 3 度壊滅的被害 を 受 け な が ら 見事 に立 ち 直 っ た 。 鈴襲灯や元

ブ ラ 、 大戦直後の ジ ュ ラ ル ミ ン 街 な ど “ハ イ カ ラ " な神戸 を代表す る 商庖 街 と し て市民 に

親 し ま れて い る O

記念事業 は 、 芸術 イ ベ ン ト 「エ イ ブル ・ ア ー ト 近畿2004 ひ と ・ ア ー ト ・ ま ち 兵庫」 と
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し て催 さ れ た 。 「 こ う べ元町130年実行委員 会」 と 、 ア ー ト で 町 を 豊か に す る 支援事業 に 取

り 組む 近畿労働金庫の 主催。 主 な イ ベ ン ト 次の と お り O

1> r神戸元町商庖荷 を ア ー ト に ! J 

b タ ウ ン ・ ミ ー テ ィ ン グ 「神戸塾 ・ 火曜サ ロ ン 」

1> r Art Link ア ー ト リ ン ク 2004J

b 障害の あ る 人のパ フ ォ ー マ ン ス 公演

1> r ま ほ ろ ば ・ す ぐれ も の工房展」

1> r (KALEIDOSCOPE = 万華鏡) - 6 人の個性 と 表現一 」 展

元町の魅力 を 探 る シ ン ポジ ウ ム

誕生130年 を 迎 え る 神戸元 町商鹿告 の 歴 史 や 未来 を 考え る シ ン ポ ジ ウ ム が2004年 3 月 4

日 夜、 風 月 堂 ホ ー ル (神戸 ・ 中 央 区 ) で 開 か れた 。 「 こ う べ元町か ら の 文化発信」 を テ ー

マ に 、 独特の魅力 や今後 の あ り ょ う を 話 し 合 っ た 。

会場 に は市民 ら 約130人が参加 し た 。 歴 史家、 建築家の大学教授 2 人の 講演 の あ と 、 同

商庖街の自主 ら を 交 え て パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い 、 「物 を 売 る だ け で な く 、 楽 し い

持 問 を提供 し な い と J r蕗売 と は 、 丈化 を 提案す る こ と J r世代 を 超 え て ま ち が愛 さ れ る よ

う 」 な ど、 活発な 意見 を 交 わ し た 。

参加者の 中 か ら も 「お年寄 り がブ ラ ブ ラ 歩 け る 商庖街。 そ の 良 さ を 忘 れず頑張っ てJ r足

を 運 ぶ た び に 、 何 か に 感動す る 町で あ っ て ほ し い 」 な ど と エ ー ル を 送 っ て い た 。

大 き く 育 っ た ク ス ノ キ を シ ン ボルに

約30年前、 元 町高庖街の誕生 l 世紀 を 祝 っ て 諏訪 山 公 園 に 植樹 さ れた ク ス ノ キ が、 130

周 年 を 迎 え る 同商白街の シ ン ボル と な っ た 。

忘 れ ら れて い た こ の メ モ リ ア ル ツ リ ー を あ る 寵庖主が ミ ニ コ ミ 紙 に 紹介。 ち ょ う ど記念

事業 を 検討 し 始 め た 時 で、 「 シ ン ボル に し て は」 と の声が挙がっ た 。

元 軒 を 拠点 に 活動す る 芸術家が、 「商脂街 も ク ス ノ キ の よ う に成長す る よ う に」 と の 願

い を 込め て 、 青 い 背景 に ク ス ノ キ を 大 き く 描 い た シ ン ボ、 ル マ ー ク を 制作 し た 。 マ ー ク は 、

イ ベ ン ト に着 る シ ャ ツ に あ し ら っ た り 、 商Jr5街の街灯 に つ る すパ ナ ー に も 採用 し 、 130周

年 の PR に 活用 す る こ と に し て い る o ( カ ッ ト 参照)

元町1 30閏年の シ ン ボ ル マ ー ク
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ア ー ケ ー ド上に太陽光発電パネ ル

元町 5 丁 目 商庖街が、 130周 年 の 記念事業 と し て 導入 を 進 め て い た 、 ア ー ケ ー ド上への

太揚光発電パ ネ ル の設置が完了 。 2004年 1 月 22 日 、 高庖街の自主や設置業 者 ら が参加 し て

完成式典 を 聞 い た。

設備 は 、 全長200t ;;:の ア ー ケ ー ド に 、 パ ネ ル (科U20j/、 横80手ン) を 計237枚並べ た 。 設

置費約2 ， 100万 円 の う ち 半分 を NEDO (新エ ネ ル ギー ・ 産業技術総合開発機構) の補助で

賄 っ た 。 年 間 の照 明費400万円 の う ち 、 太陽光発電で70万円 ほ どが節約で、 き る と い う O

商届街で の 太 陽光発電 の 利 用 は 全 国 で も ほ と ん ど例 が な く 、 環境 に や さ し い 商 庖 街 の

PR に 一役買 う O 各地の蕗庖街の注 目 を 集め 、 見学の 申 し込み も 寄せ ら れて い る O

4 . 県 内百貨屈の売上高、 前年比で 6 年連続減
日 本チ ェ ー ン ス ト ア協会 と 日 本百貨庖協会が ま と め た全国 の ス ー パ ー と 百貨庖の2003年

の売上高 ( 庖舗数調整後) は 、 ス ー パ ー が前年比3 . 2% 減、 百貨Jì5が2 . 8% 減だ、 っ た。

い ず れ も 7 年連続で前年 の水準 を 割 り 込み 、 連続記録は過去最悪 を 更新 し た 。 食 品 や 衣

料 を は じ め売 れ行 き 不振の商 品 は多方面 に 及 ん で お り 、 恒 人消費が回復 し て い な い 実態が

浮彫 り に な っ た 。

2003年の 兵庫 県 内 百貨屈 の 売 と高 も 1998年以来、 6 年 間 連続 し て 前年 を 下 回 り 、 消費 の

低迷が続い て い る こ と を 表 し て い る O

同 年 の 月 別売上高 で み る と 、 2 月 、 10月 が前年 間 月 比 を 上回 っ て い る が、 他 の 月 は お し

なべ て マ イ ナ ス を 記録 し て い る 。 2 月 は 芦屋、 宝塚 を含む神戸 地 区 の 売上 が好調で、 県全

体 を 底上 げ し た 。 3 9 月 は 7 カ 月 連続 し て の マ イ ナ ス で、 景気回復 の 兆 し が話題 に な っ

て い た が、 末端 の消費への波及 は 目 立 つ て は み ら れな か っ た 。

百貨屈 は 衣料、 身 の廻 り 品 の売上が食品 と と も に 売上高 に 大 き な ウ エ イ ト を 占 め る 。 そ

れ だ け に 晴雨や気温な ど天候の 良 し悪 し が大 き く 影響す る O 例 え ば 4 月 は 前半の週末 が悪

天候で春物衣料の動 き が鈍 く 、 中 旬 以 降 は気温の上昇 に つ れ、 シ ャ ツ や カ ッ ト ソ ー な ど単

価の低い夏向 け衣料 に 客 の 関心が移 っ た 。

ま た 8 月 は 、 神戸地区 で は 6 カ 月 ぶ り で プ ラ ス に 転 じ た 。 冷夏の影響が懸念 さ れた が、

回復基調 に あ る 景気 を 反映 し て か、 苦戦気味だ、 っ た 紳士服 ・ 洋品 が好調 で 、 婦人服 も 秋物

衣料の 「先買 い」 で伸びた。 女性 に 人気の高 い 欧州 ブ ラ ン ドへの改装や子供 向 け イ ベ ン ト

な どが好材料 に な っ て い る O

10月 に プ ラ ス に な っ た が、 1 1 月 に は再 びマ イ ナ ス に転 じ た 。 こ こ で も 月 前半 に気温が高

く 、 コ ー ト や マ フ ラ ー な と守冬物 の 出 足が鈍 っ た こ と が響 い た 。 (表15 ・ 16 )
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(表15) 百貨商売上高 億円

全国 兵庫県

前年比% 前年比%

1995年 ム 2 . 3 2 ， 263 ム32 . 6
1996年 3 . 2  2 ， 751  21 . 6  
1 997年 4 . 0  2 ， 965 7 . 8  
1998if: ム 0 . 2 2 . 838 ム 4 . 3
1999年 ム 2 . 0 2 ， 725 ム 4 . 0
2000年 ム 1 . 9 2 ， 922 ム 3 . 4
2001年 ム 2 . 8 2 、 878 ム 1 . 5
2002年 ム 2 . 7 2 . 874 ム 0 . 1
2003年 ム 2 . 8 2 ， 830 ム 1 . 5

2003年 lfl ム 2 . 2 245 ム 2 . 7
2 }J ム 0 . 9 184 3 . 9  
3 月 ム 3 . 5 246 ム 1 . 5
4 月 ム 4 . 8 218 ム 4 . 4
5 月 ム 3 . 0 221 ム 2 . 9
6 月 ム 2 . 0 231 ム 1 . 3
7 月 ム 2 . 2 276 ム 1 . 0
8 月 ム 1 . 6 197 ム 0 . 4
9 月 ム 5 . 2 201 ム 4 . 1
10月 0 . 1  233 0 . 6 
1 1月 ム 4 . 5 248 ム 2 . 2
12月 ム 3 . 2 330 ム 2 . 2

資 料 日 本百貨庖協会 兵庫県百貨庖協会

県内百貨庖売上高 は2000年10月 よ り 調査対象庖錦が増加 し た た
め 、 前年 に 比べ増加 し て い る が、 前年比率は調整済み。 億円以
下 4 捨 5 入。 前年比増減。

(表16) 神戸地区百貨庖売上高 ↑意丹、 %

年 月 売 上 高 前 年 比

2003年 2 . 302 98 . 9  

2003年 1 月 197 9 7 . 2  
2 月 148 106 . 2  
3 月 201 98 . 9  
4 月 176 95 . 5  
5 月 181 98 . 1  
6 月 191 9 9 . 6  
7 月 224 99 . 7  
8 月 160 100 . 8  
9 }J 162 94 . 7  
10月 一， ハハ 4・ � . 吋

iE

 

270 98 . 3  」
億円以下 4 捨 5 入

5 . 繭癌衝生 き 残 り へ手法編 み 出 す
個 人消費 の 冷 え 込みが景気の 回復 を 遅 ら せて い る 、 と 指摘 さ れて 久 し い 。 震災後、 減少

し て い た間辺人口 も 徐々 に 戻 っ て き て は い る が、 活先の活気 は 実感 と し て 戻 っ て い な い。

こ う し た 中 、 各地の 商脂街が、 そ れぞれ に 智 恵 を 持 ち 寄 っ て 、 地元 と の つ な が り を 求め て 、
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イ ベ ン ト に 、 あ る い は新 し い シ ス テ ム 作 り な ど に 取 り 組 ん で い る O

そ の 幾っ か を 拾 っ て み よ う O

街 ぐ る み 「市民救命士J に出水道筋商j苫街

「急患 や 災害 に 強 い 、 お 年寄 り に も 安心 し て買 い物 の で き る 商問街j を 目 指 し 、 2003年

秋か ら 「市民救命士」 の 養成講習 を 実施す る O

さ き の 地震で大 き な被害 を 受け 、 犠牲者 は な か っ た も の の 、 け が を し た 人が多 く 、 応急

処置の大切 さ を 実感 し た 。 こ う し た経験や 、 地域の お 年寄 り が大勢利用 す る 現状か ら 「お

客 さ ん が急 に体調 を 崩 し た 時 に 、 町、急処置の知識 を 持 つ 届 員 が対応で き た ら 」 と 、 商脂街

ぐ る み で市民救命士の資格取得 を 決め た 。

瀧消防署員 ら を 講師 に 、 理事ほ か定期 的 に 心臓マ ッ サ ー ジや 人工呼吸法 を 受講 し 、 修了

者 に は 「市民救命士の い る 庖」 の ス テ ッ カ ー を 配 り 、 全}百がス テ ッ カ ー 張 り 出 し を 目 指す。

買 い物 に託児サポー ト = 甲南本通商庖街 甲南町 3 了 器 商j富街 「子供 を 預 け て 安心 し

て買 い物が し た い」 一 そ ん な 願い を か な え よ う と 2003年 8 月 か ら 1 カ 月 間 、 子供た ち に 空

き 版舗 を 開放す る 「子育 て 支援事業J を 試験的 に 導入す る こ と に な っ た 。 地域の母親や育

児 の 専 門 家 ら 約40人 と 同 事業 に つ い て話 し 合 い 、 「母親 同 士が く つ ろ い で井戸端会議 を し

た り 買 い物 の で き る よ う にj し て い き た い と い う 。

ア メ フ ト を 地域 ス ポー ツ に =水道筋臨店街 2003年秋、 王子ス タ ジ ア ム (灘区王子町)

で社会人関 西 ア メ リ カ ン フ ト ボー ル の 決勝 ト ー ナ メ ン ト が聞 か れ た の を 機 に 、 選手 と チ ア

リ ー ダー ら が商活街でパ レ ー ド を 行 っ た 。

河 ス タ ジ ア ム に 本拠地 を 移 し た ア メ フ ト を 地域 の ス ポ ー ツ と し て定着 さ せ よ う と 、 関 西

ア メ リ カ ン フ ッ ト ボー ル 協会 と 水道筋商庖荷協 同組合が企画 し た 。

パ レ ー ド は 、 試合 に 先立 っ て 行 わ れ、 選手 と チ ア リ ー ダ ー ら 約 1 10人が参加。 ヘ ル メ ッ

ト に ユ ニ フ ォ ー ム 姿の選手が ト ー ナ メ ン ト の ピ ラ を 配布、 チ ア リ ー ダ ー が蕗庖街 を パ レ ー

ド。 8 つ の チ ー ム に 分 かれ て の 華 や か な 応援パ フ ォ ー マ ン ス も 披露 し た 。 「 ア メ フ ト と

え ば王子、 と 言わ れ る よ う に な れ ば」 と 意気込ん で い る O

花を育て て地域交流出春 日 野道高j吉街 地域住民 に花の種や苗 を 配布 し 、 プ ラ ン タ ー ご

と に “親" を 決め て 育 て て も ら う 事業が2003年12月 、 中央!Kの春 日 野商自衛で始 ま っ た 。

ボ ラ ン テ イ ア 団体 「ー粒の種か ら …」 が進め る 街の美化事業の 第 一弾。 地域の小学校 と も

協力 し 、 花 の 世話 を 通 じ た 地域交流 も 進め る 計画だ。

最初 の “親" と し て 喫茶庖や理髪癌 な ど 8 Ji5舗が名 乗 り を 上 げ た 。 同 高f古街で は 、 50庖

程度の参加 を 目 指 し て い る O

柏原町 と の交流多彩に z ジ ョ イ プラ ザ名属会 阪神 ・ 淡路大震災の炊 き 出 し が縁 と な っ

て企爾 さ れ た神戸市長田 区 の鵡庖街 と 氷 土郡柏 原 町 の 交流事業が、 2003年1 1 月 に 2 日 に わ

た っ て 同 医若松町の ジ ョ イ プ ラ ザ東広場周 辺で 開 か れ た 。

ジ ョ イ プ ラ ザ名 庖 会 と NPO 法人 イ ベ ン ト サ ポ ー ト 兵障 の 主催。 柏 原 軒が震災後、 炊 き
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出 し な ど を 行 っ た の を き っ かけ に 、 同 町産 の 農産物販売 を 中 心 に 交流 を 続け て き た 。 文化

面 に も 交流 の 輪 を 広 げ、 地域の活性化 に つ な げ よ う と い う 狙い 。
ゃ っ こ

柏 原 町 か ら は柏原 藩陣太鼓の演奏や 奴 姿で毛や り を 振 る 時代行列。 地 元 で は高校生 に

よ る 和太鼓演奏や チ ア ガー ル のj寅技、 獅子舞い 、 吹奏楽演奏な どが披露 さ れた 。

漫才大会で不況吹 き 飛ばせ 担額神戸 セ ン タ ー街 震災 と 不況 に 苦 し む商 庖 街 を 笑 い で盛

り 上 げ よ う と 、 神戸市長田 区 の西神戸 セ ン タ ー 街が2003年11 月 末、 素人漫才大会 r N 1 

グ ラ ン プ リ 長 田 J を 聞 い た 。 プ ロ の rM - l グ ラ ン プ リ 」 に ち な み 、 「長 田 か ら お 笑 い ス タ ー

を 」 と の願 い も こ め る O

地元の 人 た ち 約300人の観客 を 前 に 、 13組が熱演。 笑い声が響い た 。

イ ベン ト で八千代町の特産品 PR 口垂水商Ji!f街 兵庫県 中 部 の多可郡八千代 町 と 神戸市

垂水区 の 垂水商庖告が2003年 9 月 、 そ れぞれの観光資源や特産 品 を 生か し 、 互 い の 活性化

を 求 め て 「 フ レ ン ド シ ッ フ。提携」 を 結 ん だ。 共 同 イ ベ ン ト な どで人や文化の 交流 を 閣 り 、

幸庁た な桂iの イ メ ー ジ ア ッ プ を 関 る O

開 町 は10年 ほ ど前か ら 「都市 と 農村の 共生」 を テ ー マ に 町お こ し に取 り 組 ん で、 き た 。 し

か し 、 消費不況 に よ り 特産 品 の 売 り 上 げ は 減少 し 、 基幹産業の播州織の 生 産 も 縮小領向 に

あ る こ と か ら 、 地元の魅力 を PR す る 継続的 な 拠点 を 探 し て い た 。 県 内 の 商庖街数 カ 所 を

調査 し た結果。 山村 に な い魅力 を 持つ 海の街 ・ 垂水の 伺 蕗自街 に 連携 を 呼 びか け た 。

同 商 庖 街 は JR 垂水駅前 に あ り 、 市 内有数の 商業地。 近年、 大型庖舗 の 進 出 が相 次 ぎ 、

周辺地域 は オ ー バー ス ト ア状態。 独 自 の魅力 を 創 出 す る た め 、 同 町 と 手 を 結 んで活性策 を

模索す る O

具体的 に は 、 イ ベ ン ト の共催や特産品 を 紹介、 販売す る ア ン テ ナ シ ョ ッ プ な ど を そ れぞ

れ に 設 け 、 同 町への観光客増加 に つ な げる と と も に 、 商高街 も 買 い物客への ア ピ ー ル を 図

る と い う O

ホ ー ムペ ー ジ で情報発信z須磨浦商j吉街 海水浴客で、 に ぎ わ う 須磨の 海岸の様子 や 、 商

古街や各庖舗 の 催 し情報を 、 テ レ ピ の番組形式で紹介す る ホ ー ム ペ ー ジ を 2003年 7 月 に 立

ち 上 げた。

名 付 け て 「須磨鴻 TVJ o 7 月 か ら 2 カ 月 間、 24時 開発信。 見 る 側 は 自 分の パ ソ コ ン に 、

動 画 を 見 る た め の専用 ソ フ ト を 取 り 込め ば 自 由 に 閲覧 で き る 。

海岸近 く に カ メ ラ 2 台 を 常設 し 、 海岸の 映像 を 常時流す ほ か 、 合 聞 に 商 自 主 ら が出演す

る お 買 い得 コ ー ナ ー や DJ に よ る ト ー ク シ ョ ー な ど も 展 開 す る O ま た 、 海 の 家 の 一角 に は

放送局 を 特設 、 特 産 の 「須磨 浦 の り J な どの販売 も 行 う O 「須磨海岸 と と も に 開 高庖街の

認知慶 ア ッ プ に つ な げた い」 と 期待 を こ め て い る O

j 三越 Jj: ど 有名鹿舗の撤退梅次 ぐ
神戸 ・ 元 町で80年近 く 営業 を 続 け 、 ま ち の顔 と し て市民 に 親 し ま れて い た 「三越神戸元
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町[;5J が、 赤字経営 な ど を 理由 に2004年 1 月 末で脂 を 閉 じ た 。

1926 (大正15) 年、 大阪支自の分自 と し て オ ー プ ン。 1928年 に神戸支庖 と な り 、 元町商庖

街の西端、 元町通 6 丁 目 に地 下 l 階、 地上 6 階、 売 り 場面積約 l 万平方江の大型応舗 と な っ

た。

入 り 口 に ラ イ オ ン 像があ る 重厚 な外観 に 加 え 、 モ ノ レ ー ル を備 え た屋上遊園 地 は 、 子 ど

も た ち に と っ て も あ こ がれの場所 だ っ た 。

太平洋戦争 の あ と 、 商業地区 の 中 心が三宮 に 移 る に つ れ客足が遠の き 始め た 。 完全撤退

も 検討 さ れ た が、 「神戸 に 三越 を 残 し て」 と い う 市民 の 声 に 応 え て 、 移転 ・ 縮小 し て営業

を 継続 し て い た 。 移転先 の 元 町 3 丁 目 の屈 は売 り 場面積 も 約1 ， 050平方は に な り 、 ブ ラ ン

ド 品 や ギ フ ト 、 宝飾 品 な ど を 中心 に扱っ て い た O

1995 (平成 7 ) 年 の 大震災の直後 は 、 被災者 向 け に 、 普段取 り 扱っ て い な い食料品 や 日

用雑貨の販売 も 手がけ た 。

長期 に わ た る デ フ レ と 消費 の低迷 も あ っ て 、 庖舗合理化の方針 で 閉 庖す る こ と に な っ た 。

な お 、 1986年 に 閉店 し 、 主 に贈答品 を 販売 し て き た 「明石庖J ( 明石市本 町 2 ) も 同 日 、

営業 を 終 え た 。

〔書庖の老舗 「丸善J も 関j高〕

兵庫県内書屈の老舗 「丸善元町JðJ が2003年 6 月 末で80年の 歴史 を 閉 じ た 。 今後、 阪神

間 に 大型庖 を 構 え る 方針 だが、 元町商脂街の東入 り 口近 く に位置 し 、 集客力 の あ る 同 庖 の

撤退 を 惜 し む声が多 か っ た 。

の 大型化が進 む 中 で、 面積約660平方 - の 届舗 で は手 狭 と な り 、 同 社 は 数年前か ら 、

神戸や大阪の 中心部への移転 を 検討 し て い た 。 そ こ へ株価下落で持ち株の評価損が発生。

入罵 し て い た 自 社 ピ ル を 売却 し た こ と も 重 な り 、 閉 屈 に 踏 み切 っ た 。

同 庖 の 前 身 は 、 1 923 (大正12) 年 開 設 さ れた神戸 出 張所。 1953 (昭和28) 年 に現在の場

所 に 庖舗 を 構 え 、 神戸 ら し い紳士向 け 洋 品 や外国書籍 な ど を 取 り 扱 う ハ イ カ ラ な 庖 と し て

人気 を 得 て い た 。 併設の ギ ャ ラ リ ー は 地元 の新進芸術家 の発表の場 と も な っ て い た 。

こ こ 数年 は 客足が鈍 り 、 年 間売上高 は 4 億5 ， 000万 円程度。 収支 と ん と ん の状態で、 前

に 洋 品 の 取 り 扱い を や め て か ら は約 4 億円 強 に 減 っ て い た 。

(JR 神戸駅の構内食堂 「み か ど‘」 も 〕

創業か ら 100年の 涯 史 を 持 つ ]R 神戸駅 (神戸市 中 央 区 ) の構内食堂 「み か ど」 が、 2003

年11 月 29 日 、 Jð を 関 じ た 。

ハ イ カ ラ 文化華や か な り し 頃、 神戸の ホ テ ル が高級西洋料理屈 と し て 開 業。 そ の後、 大

衆食堂 に 形 を 変 え 、 長 ら く 市民 に愛 さ れて き た 。 6 年前、 神戸駅の改装 に 伴 い ピ ア レ ス ト

ラ ン と し て再 出 発 し た が、 客足が伸 びず、 や む な く 閉 屈 に 追 い込 ま れ た 。

経営会社の 「 み か どJ (大阪市) の 社 史 に よ る と 、 1901 (明 治34 ) 年、 同 駅近 く の 「 自

由 亭 ホ テ ルJ ( み か どホ テ ル に 改称) が開業。 同 ホ テ ル は 、 列 車食堂 を 運営 し て お り 、 メ ー
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ン の メ ニ ュ ー は 列 車 内 の 洋食 と 同 じ 。 当 時 で は 珍 し い 「高級 レ ス ト ラ ン ト J (神戸駅史)

と し て 、 ハ イ カ ラ 好み の神戸市民 に利用 さ れた と い う O

戦後は大衆食堂 に 転換。 経済成長期 に は駅南部の 造船業 な どが栄 え 、 主主 は 定食、 夜 は j曹

を 提供 し に ぎ わ っ た 。 し か し 、 重厚長大産業の衰退な どで業績が悪化。 1997年 に は 、 同 駅

の改装 に伴 っ て海側 か ら 山側 に 移転。 こ れ を 機 に ピ ア レ ス ト ラ ン に 形態 を 変 え た が、 不況

の 影響 な ど も あ り 再建 の 道 は遠か っ た 。

「 み か ど」 本社 は 、 「 当 社 に と っ て創業屈 で あ り 、 私 た ち も さ み し い 。 長 い ご愛顧 に 深

く 感謝 し て い ま す」 と 話 し て い る 。

( r神戸ハ ーパ ー ・ サ ー カ スJ 再 出発)

]R 神戸駅南 側 の 再 開発地域、 神戸ハ ー パー ラ ン ド に あ る 大型商業施設 「神戸 ハ ー パ

サ ー カ ス 」 の 運営会社が撤退 し 、 2004年 3 月 末 に一部テ ナ ン ト を 除 き 、 施設 自 体を 閉 じ る

こ と に な っ た 。 阪神 ・ 淡路大震災後の新 し い 商業施設 と し て1996年 に 開 業 し た が、 周 辺地

域 と の競争激化や長期 に わ た る 消費 の低迷で経営不振が続 い て い た 。

施設の 前 身 は 1992年 に 開業 し た西武百貨ø だが、 1994年末 に 撤退 し た 。 1995年 の大震災

の後、 神 戸 出 身 の南部靖之氏が 「被災地の商業復興や雇 用 創 出 を 目 指すJ と し て 運営 に 乗

り 出 し 、 こ の 時 に施設の 名 称 を 「神戸ハ ー パ ー ・ サ ー カ ス 」 と 改め て再ス タ ー ト し て い た 。

今 回 の撤退 は ハ ー パー ラ ン ド と し て は 2 度 目 の 運営会社の行 き 詰 ま り と な っ た 。

ハ ー パー ・ サ ー カ ス 社 は 、 飲食や衣料、 雑貨な どの入居 テ ナ ン ト 約30庖 舗 に 2004年 3 月

末で契約 を 打 ち 切 る と 通告。 4 月 以 降 は 、 施設 ピ ル を 所有す る 住友生命保 険 と の 宜接契約

に 切 り 替わ り 、 ハ ー パ ー ・ サ ー カ ス 社 は 施設運営 か ら 撤退す る O 住友生命保険が新 し い 運

営会社 を 探す こ と に な っ た。

ハ ー パ ー ・ サ ー カ ス の 開 業 か ら し ば ら く は 、 震災後の 新 し い集客施設 と し て注 目 を 集 め

た が、 こ こ 数年 は 、 三宮や元町地 区 と の競合が激 し く 、 赤字経営が続い て い た。

神戸の玄 関 口 の ーっ と し て 、 ま た 海 に 近 い な どの魅力 を 持 ち な が ら 、 ハ ー パー ラ ン ドで

の 商業施設の 入れ替わ り が続 き 、 ハ ー パ ー ラ ン ド 内 の神 戸 阪急百貨屈 は 「ハ ー パー ラ ン ド

に 行 こ う 、 と 思 っ て も ら え る け ん引力 の あ る 施設 を期待 し た し り と 話 し て い る O

〔甲南山手サ テ ィ 関Ji!i)

経営再建 中 の大手ス ー パ ー 、 マ イ カ ル (大阪市) が運営す る 神戸市東難区 の 「 甲 南 山 手

サ テ ィ 」 が2003年 7 月 31 日 、 間 庖 し た 。

阪神 間屈指の規模 を 誇 っ た 旧 森市場の再 開 発 ピ ル の核 と し て 、 床面積の 4 分の 3 を 占 め 、

日 々 の暮 ら し に密着 し て い た だ け に地元の シ ョ ッ ク は大 き い。

「 サ テ ィ 」 は 1992年、 再開発 ピ ル 「セ ルパ」 の核底舗 と し て 開業。 震災で大 き な 影響 を

受 け た 。 復興に伴い周辺の 人 口 は 回復 し て き た が、 他 の ス ー パ ー が1、目次い で、進 出 し た こ と

も あ っ て売 り 上 げ は 減少。 さ ら に 2001 年 の マ イ カ ル の 破 た ん に伴 い 、 2003年 l 月 に 罰 屈が

決 ま っ た。
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「ユ ニ ク 口J íザ ・ ダ イ ソ ー」 な ど 出癌 「 サ テ ィ 」 が関}吉 し た再開発 ピ ル 「 セ ルノ \J

に 、 カ ジ ュ ア ル 衣料大手の 「ユ ニ ク ロ 」 や 100円 シ ョ ッ プ の 「ザ ・ ダ イ ソ ー 」 な ど全13

自 が入居す る こ と が2003年11 月 に 判 明。 同 月 22 日 に は ト ッ プ を 切 っ て 地 下 1 階 に 関 西

ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト (伊丹市) が関西。 他の庖舗 も 12 月 下旬 に か け順次屈 を 開 き 、 東神

戸 の新た な 商業拠点 を 目 指す 。 ま た 5 階の 空 き ス ペ ー ス に つ い て 数社 と 入居交渉が進 め

ら れて い る 。

〈参考:立高夫〉
r2003年度地区別百貨庖売上高表」 近畿百貨応協会
「 ひ よ う ご経i済斉単戦主 略」 ひ よ う ご中小企業J活吉性イ化ヒセ ン 夕 2ω00閃3年 3 月 一2却0ω0ω4年 6 月
「ひ よ う ご
「ひ よ う ご、経i済斉戦時絡告J 兵兵命庫県産業↑情青幸報1技技セ ン 夕 一 (現ひ よ う ご中小企業活性イ化巳セ ン 夕 一 ] 997年年ゐ 3 月

622 第七章@産業 ・ 雇用



l 第五節 金 融

1 . 兵庫県下企業の資金繰 り 緩む
自 本銀行神戸支屈が2004年 3 月 末で ま と め た 管内企業の金融 関連判 断指数 (DI) に よ

る と 、 資金繰 り は全産業で前 田調査2003年12 月 に 比べ 「楽で あ る 」 が 「苦 し いJ を 上 回

り 資金繰 り が楽 に な っ て き て い る O

こ の調査か ら 調査の基準 を 変更 し て い る が、 「楽で あ る 」 が全産業で 5 引上 回 り 、 新基

準 に よ る 前年末の新数値がム 1 で あ っ た の に 比べ る と 変化 幅 は 6 引 に も な っ て い る O

規模別 で は 、 大企業が14引、 中 堅企業が 9 釘 そ れぞれ プ ラ ス に な っ て い る の に対 し、 中

小企業 は ム 3 。 厳 し い状態が続い て い る が、 こ れ も 前年末の新数値ム 8 引 に 比べ る と

5 も 改善 さ れた こ と に な る O

金融機関 の 貸 出 態度 に つ い て の判 断 は 、 全産業で 「緩い」 が 「厳 し い」 を 6 計上 回 り 、

3 カ 月 前 の 前 年 末 の ム 1 と 比べ る と 7 も 良 く な っ て い る O 規模別 で み て も 、 大企業、

中 堅、 中 小 い ず れ も 7 、 4 打 、 7 ï緩い」 と な っ て い る O

借入 の 金利水準 は全産業で 「上昇J が 「低下」 を 1 上 回 っ た が、 前 年 末 の 「 ヒ昇」

8 引 に比 べ る と 7 減 っ て い る O 規模別 で み て も 3 カ 月 前 よ り 「上昇」 が少 な く な っ て

お り 、 と く に 中小企業 で は 、 ï 昇J 5 か ら 「低下」 の ほ う が多 く な っ て い る o (表17)

一方、 小企業 の 資金繰 り を み る と 「好転」 か ら 「悪イし と 答 え た率 の 差 は 、 2002年 は

(表17) 兵康県下企業の金融関連判断 D. I

2003年12月
2004年

前 回調査 1 2月 → 3 月

< 1日〉 〈新〉 < 1日〉 くまわ 変化幅

全 産 業 1 ム 1 (ム 6) 5 6 

資金繰 り 大 企 業 16 10 ( 13) 14 4 

「楽であ る 」 ー 「苦 し い」 中 堅企業 3 。) 9 8 

中小企業 ム 5 ム 8 (ム16) ム 3 5 

全 産 業 。 ム 1 (ム 3) I 6 7 ; 金融機関の貸出態度 大 食 業 11 ム 1 ( 1 1 ) 7 8 

「緩い 厳 し い」 中 堅金業 ム 5 ム 2 I (ム 4) 4 6 

中小企業 ム 1 。 (ム 8) 7 7 

全 産 業 9 8 I ( 15) (19) 1 ム 7

借入金利水海 大 企 業 。 9 I (ム 3) (13) l ム 8

「 上昇J - r低下J 中 堅企業 21 12 ( 24) (24) 6 ム 6

中小企業 4 5 I ( 17) (21 ) ム 2 ム 7

2004年 3 月 の調査か ら 基準 を 改定。 r l白」 は以前のまま準 に よ る 数値。 「新」 は新基準 に よ る 。
( ) 内 は 前回調査時予測。 「ー」 内 は 調査対象外。

%ポイ ン ト
6 月 ま で

3 月 → 6 月
予測 変化幅

17 16 

13 12 

20 14 

17 19 

日 銀神戸支活
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簡 を 通 じ て ム40�1 台 で推移 し て い る が、 2003年 4 - 6 月 期 の ム28 . 6� 1 か ら 急激 な 変 化 を

み せて い る o 2004年 1 - 3 月 期 に は ム26 . 。 前期 よ り 2 . g1悪化 し た が、 前 年 同 期 と 比

べ る と 16 . も 好転 し て い る O さ ら に 4 - 6 月 期 の見通 し は ム22 . 1 � 1 と 前期 よ り 4 . 3引 の

(表18) 小企業の資金繰 り D.I

「好転」 ー 「悪化」
% ポ イ ン ト

2002年 1 - 3 月 ム47 . 3

4 - 6 月 ム40 . 2

7 - 9 月 ム41 . 5

10-12月 ム43 . 1

2003'f 1 - 3 月 ム42 . 6

4 - 6 月 ム28 . 6

7 - 9 月 ム28 . 0

10-12月 ム24 . 3

2004者三 1 - 3 月 ム26 . 4

4 - 6 月 (見通 し ) (ム22 . 1)

国民生活金融公庫神戸支応

(表19) 兵庫県下の金融機関貸出会残高 、 企業倒産

lト町
1995年
1996:tr三
1997年
1998年
1999年
2000年
2001年
2002年
2003年
2003{j': l 月

2 月
3 }j  
4 月
5 月
6 月
7 月
8 月
9 月
10月
1 1}j  
12月

2004年 1 月
2 月
3 月

資 料
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県下金融機関
貸出金残高

金額 (各年末)

前年比
件 数

(億円) (%) i (件)
190 ， 646 7 . 2  478 
187 ， 957 ム1 . 4 482 
191 ， 678 2 . 0  619 
193 ， 333 0 . 7  785 
185 ， 220 ム4 . 2 632 
179 ， 794 ム2 . 8 755 
173 ， 421 ム3 . 5 815 
164 ， 606 1 ム5 . 1 747 
160 ， 681 ム2 . 4 678 
162 ， 860 ム4 . 5 58 
161 ， 734 ム4 . 9 59 
163 ， 633 ム4 . 7 55 
159 ， 842 ム4 . 5 61 
159 ， 735 ム3 . 7 64 
158 ， 640 ム;) ， 8 53 
160 ， 054 ム2 . 2 62 
159 ， 032 ム2 . 7 55 
159 ， 884 ム2 . 4 54 
158 ， 638 ム2 . 1 52 
160 ， 302 I ム3 . 0 49 
160 ， 681 ム2 . 4 56 
160 ， 139 ム1 . 7 56 
159 ， 614 ム1 . 3 56 
162 ， 159 ム0 . 9 48 

H 本銀行神戸支庖

県下企業倒産 (負債1 ， 000万円以上)

金 額
地域別倒産件数

神 戸 阪 神 播 磨
(億円) (件) (件) (件)
18 ， 241 174 119 178 
1 ， 600 185 103 188 
2 ， 193 238 I 140 239 
3 ， 486 336 159 278 
2 ， 919 237 136 241 
2 ， 512  286 195 248 
2 ， 696 306 249 240 
4 ， 462 275 206 245 
2 ， 924 233 203 229 

230 15 18 24 
299 23 15 17 
79 18 16 21 

129 20 17 23 
195 22 20 21 
301 22 16 
266 13 24 21 
238 19  20  16 
277 24 12 18 
150 16 16 17 
138 13 12 23 
622 28 16 12 
268 16 21 19 
419 18 20 17 
88 1 1  23  14  

東京商工 リ サー チ神戸支庖



好転 を 予測 し て お り 、 小企業の資金繰 り が改善傾向 に あ る こ と が読み と れ る o (表18)

2 . 県下金融擁関貸出残の璃年比滅続 く
兵庫県下金融機 関 の 貸 出 残高 は 、 年 間平均で1999年以来、 前年比でマ イ ナ ス が続い て い

る O 月 別 で み て も 、 河年 3 月 か ら 2004年 3 月 の 時点 ま で、 前年比が 5 年 間 連続 し て マ イ ナ

ス と な っ て い る O

長期 に わ た る 不 良債権回収、 改善の努力 、 中小、 零細企業か ら 非難 を 浴 びた 貸 し渋 り 、

あ る い は “貸 し はが し" の 結果 と い え な く も な い 。 一 方 、 倒 産 は 2003年後半か ら の不況脱

出 の気配 を 映 し て2003年は 4 年ぶ り に 年 間600件台 に 減少 し た 。 (表19)

3 . 県内の企業倒産 2 年連続で減少
民間信用調査会社 ・ 帝国 デー タ パ ン ク の調査 に よ る と 、 2003年度 の兵庫県下 の企業倒 産

(負債額1 ， 000万 円 以上) は744件。 負皆総額は3 ， 1 98億7 ， 400万 円 だ、 っ た 。

件数は 、 前年度 に比べる と 11件 ( 1 . 5 % ) 減少 し 、 過去最高 を記録 し た2001 年度の875件 を

ピ ー ク に 2 年連続 し て減少 し た (表20) 0 し か し 、 最近 は 4 年連続 し て700件 を 超 え 、 件数で

は過去20年間で 5 番 目 と な っ て い る O 負債総額 は 、 前年度 に比べ、 1 ， 236{]意4 ， 000万円 (27 . 9%)

の大幅減 と な っ たが、 こ こ 3 年連続 し て3 ， 000億円 を 超 え 、 過去20年 間で 4 番 目 だ、 っ た。

負 債額200億 円 以 上 の倒 産 は 、 三 日 月 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ( ゴル フ 場経営、 259億円 ) 、 日

本海工 (港湾土木工事、 245億円) 、 の 2 件。 前年の 6 件 に 比 べ る と 減少 が 目 立 っ た 。 100

億 円 以上 は 、 西 日 本 ク ボ タ 開発 ( コ、、ル ブ 場経営、 198億 円) 、 北浦商事 (生 コ ン ク リ ー ト 卸 、

174億円 ) 、 武生 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ( ゴル フ 場経営、 1 15億円) の 3 件。 負 債額10億 円 以 上

は46件で、 須磨 自 動車学院、 伊丹か ね て つ食品、 ヴ イ ツ セ ル神戸 な ど名 の 通 っ た と こ ろ も

(表20) 兵庫県の最近1 0年間の業種別倒産件数

業 種 分 類 1994年度 1995年度 1996年度 1997年度 1998if度

農 林 水 産 業 1 2 

建 到日又し 業 136 93 130 226 260 

製 造 業 122 104 106 116 I 112 

卸 τ7K 
E 業 99 75 119 124 1 139 

ァ7廿E 業 101 62 87 1 18 

不 動 産 業 38 25 21  25 30 

運輸 ・ 通信業 7 20 19 30 I 
サ ー ビ ス 業 ; 4 1  I 35 56 72 1 
そ の 他 2 

4計 52; 5 3 
i口〉、 565 658 766 

1999年度 2000年度 2C内

2 

253 306 301 

105 121 148 

139 1 56 

78 I 109 1 10  

19  26 38 

32 24 38 

45 63 77 

3 1 5 

675 785 875 

2003年度

I 

295 248 

133 120 

110 1 17  

92  106 

22 25 

30 28 

68 93 

4 6 

755 744 
帝国デー タ パ ン ク
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あ っ た 0

2003年度の特徴は 4 - 9 月 の上半期 は増 え て い た が、 下半期 の 10 3 月 以 降は 減少 に 転

じ 、 不況型間産 が減 っ て き た こ と も 大 き な “変化" だ っ た 。 大型倒 産 の 減 少 は 債権放棄が

第 一 の 要 因 で 、 中小企業の倒産減少 は 、 手形取引 の減少や資金繰 り の た め の 新規融資制度 、

金融高 品 の 多様化、 金融機 関 の 中小企業向 け 「貸 し 増 し」 姿勢への転換、 融資機会の拡大

な どで倒産 が抑 え ら れた と み ら れる O

業穂で は 、 建設業が248件で33 . 3% を 占 め 、 8 年連続で最 も 多 か っ た 。 次 い で製造業、

卸売業、 小売業 な ど。

倒 産 要 因 は 、 不況倒産が574件 (販売不振543件、 業界不振 3 件、 売掛金回 収難24件、 不

良債権の 累積 4 件) で全体の77 . 2% 。 不況型倒産 は 4 年ぶ り に 8 割 を 下 回 り 、 最近10年 間

で最高比率 を 記録 し た前年度の85 . 6% か ら 4転 し て 、 最近 5 年 障 で は最 も 低い 比率 と な っ

た。 半面、 放漫経営 に よ る 倒 産 は82件 に の ぼ り 、 前年度の20件か ら 激増 し た 。 次 い で 、 設

備投資 ・ 経営多 角 化 な ど経営計画の失敗目件、 経営者 の 病気 ・ 死亡14件、 過小資本12件 な

ど。 (表21)

(表21) 兵庫県の最近1 0年間の不況型倒産件数

山度 l問度i山皮

不 況 型 407 I 
不 況 型 比 率ーム| ー 72 . 0%  
汝 漫 経 営 75 

214 290 
52 . 5% 55 . 8% 

64 71 

19971Jミ度

419 
63 . 7% 

104 

十 県内信金の不良債権6 . 85%減

1998年度

574 
74 . 9% 

68 

1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2∞3年度

526 646 736 646 574 
77 . 9% 82 . 3% 84 . 1  % 85 . 6% 77 . 2% 

40 53 29 20 
帝国デー タ パ ン ク

兵庫県 内 に本自 を 置 く 11信用 金庫 の2003年 9 月 中 間期 の業績で、 不 良債権の残高 は 合計

3 ， 531億円 と 前年 同 期 比 で6 . 85 % 減少。 2005年 4 月 の ベ イ オ フ (預金 な ど の 払 い 戻 し を 元

本1 ， 000万 円 と そ の 利息 ま で を 保醸す る 措置) 解禁 を 見据 え 、 各信金は 地域企業 の 再生 に

力 を 入 れ る な ど、 体質強化 を 急 い で い る 姿が見 て取れ る O

企業再生 で は 、 各信金 と も 専 門組織の新設や経営指導の 強化 な ど を 実施。 融資先企業の

経営 を 立 て 直す こ と で債権の健全化 を 関 っ た 。

し か し 、 地域経済 の 冷 え 込み を 反映 し て 資金 需 要 は 低調 で 、 融資量 は 播ナ1'[ (姫路市) 、

神戸 (神戸市) 、 西兵庸 ( 山 崎町) を 除 く 8 信金で軒並 み 下 げ た 。 ま た 、 企業再生 に 力 を

入 れ な が ら も 融資先が不振 を 脱 し き れな い な どで 、 債権の健全性 を 厳 し く 査定 し 、 不良債

権額が増加 し た信金 も 4 庫 あ っ た 。 (表22)
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(表22) 兵庫県内 1 1 信用金庫の2003年 9 月 中 間業績

名 預金量 前年同期比 [ 融資量 j比 (百万権円額) ; 前 三(%周期) 比 前年同期比(百万円) (% ) 玄万円) (%) 比率(%) ( ポ イ ン ト )

尼 崎 2 . 032 . 081 0 . 27 1 . 268 . 247 ム 4 . 73 99 . 023 ム 6 9 . 54 0 . 28 

t臣 路 j
795 . 515  ム 0 . 83 554 . 769 ム 1 . 88 64 . 601 1 .  59 7 . 67 70 

十番 リ十i 685 . 387 5 . 01 529 . 470 32 ， 705 ム12 . 03 1 2 . 48 ム 1 . 05
丘 康 591 ， 908 ム 1 . 68 360 ， 362 ム 3 . 49 I 38 ， 414 I ム16 . 64 7 . 10 ム 3 . 25

淡 路 515 ， 621 ム 0 . 94 173 ， 408 ム 3 . 30 2 1 .  060 8 . 73 17 . 58 ム 0 . 43

日 新 473 ， 917 ム 1 . 74 256 ， 071 ム 5 . 21 27 ， 481 ム25 . 62 12 . 08 ム 0 . 03

{旦 陽 450 ， 224 4 . 99 217 ， 253 ム 2 . 30 22 ， 583 ム 0 . 74 1 2 . 46 0 . 23 

中 兵 長在 391 ， 937 4 . 09 165 ， 940 ム 1 . 64 10 ， 231 ム22 . 60 16 . 41 ム 1 . 05

1tl. d馬 379 ， 783 1 . 50 182 ， 888 ム 4 . 76 1 5 ， 975 23 . 98 1 7 . 53 1 . 33 

神 円 319 ， 446 5 . 23 180 ， 484 7 . 76 1 1 ， 986 5 . 66 1 1 .  57 ム O . :i4 

西 兵 康 304 ， 538 4 . 53 184 ， 550 2 . 32 9 ， 1 11 ム 3 . 29 13 . 95 0 . 51 

前年同期比は増減 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー誌な ど を 蒸 に作成。 ムは減

〔 県 内 4 借金の不良債権残高 2 ケ タ減〕

兵庫県内 の 11信用 金庫 の 2003年 9 月 中 開業績で、 7 金産が不 良債権残高 の 額 を 前年同期

に 比べ圧縮。 う ち 播ナ1'1 (姫路市) 、 兵産 ( 何 人 E 新 (明石市) 、 中 兵庫 (氷上 町) の 4

金 は 2 ケ タ の減少率 と な っ た (表22) 。 地域経済の長ヲ | く 低迷や地価下落で取引先の実情は

依然厳 し く 、 資金需要 は 冷 え 込ん だ ま ま O 「 自 己資本比率 に余裕があ る う ち に 処理 し た」

と い う 姿勢が 日 立つ が、 ベ イ オ フ 全密解禁 を 見据 え 、 体質改善 は待 っ た な し の情勢 に な っ

て い る O

最大手の尼崎 は 「資産内容の健全化 に努 め た J 結果、 不 良債権残高が前年 同期比で6 . 92 %

減。 本 業 の 利 益 を 示す業務純益 は40億5 ， 400万 円 と 同28 . 3 % の 大幅減 と な っ た が、 コ ス ト

削 減や 、 不良債権の 処理費が前年 同 期 を 下 回 っ た こ と で最終利益が43億3 ， 500万円 と 同3 . 15

倍 に な っ た 。

播ナ|、| は 、 融資先の経営改善が不 良債権減 に 寄与。 ま た西兵庫 ( 山 崎町) も 前年同期 に 大

口 破 た んがあ っ た 反動 で残高 を 減 ら し た 。

各金車 と も 、 経営改善指導 を 徹底 し た り 、 業種別審査 を 強化す る な ど、 債務者区分の ラ

ン ク ア ッ プ に 力 を 注い で お り 、 そ れが残高圧縮 に 寄与 し た と み ら れる O

一方、 姫路 (姫路 市) は前倒 し 処理で不良債権残高が微増 。 淡路 (洲本市) は 、 地場産

業 の低迷で査定 を 強化 し た た め8 . 73 % の増加 と な っ た 。 但馬 (豊岡 市) も 2 割 を 超 え る 増

加。

地域金融強化 を 圏 る 国 の í 1) レ ー シ ョ ン シ ッ プ ・ バ ン キ ン グ (RB) 機 能強化計画」 に

基づ き 、 各金庫 と も 2003年 8 月 末 に 今後の計画 を 金融庁 に提出 し た。 し か し 、 足利銀行の

破 た ん に み ら れ る よ う に 、 経営基盤 の 強化がさ ら に 求 め ら れ よ う O

「地域 に 根 ざす信金 で あ る 以上 、 長年の取引先 を 簡単 に切 る こ と は で き な い」 と い う 実
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信 を 抱 え て い る が、 ベ イ オ フ 解禁 ま で試練の 日 は続 き そ う O

5 . 中小企業 向 け 「復興融資J 1 鵠 が返せず
仮神 ・ 淡路大震災で被災 し た 中小企業 向 け に 兵庫県や神戸市 な どが設 け た 「緊急災害復

旧資金融資」 で、 {昔 り 手の破た ん な どで県信用保証協会が債務 を 肩 代 わ り し た代社弁済が、

全体の 一割 に 当 た る 5 ， 000件 に 達 し て い る こ と がわ か っ た 。 特例で据 え 置 き 期 間 を 毎年延

長 し 、 10年 間据 え 置かれて き た が、 長5 1 く 不況で資金繰 り が悪化。 他 の 融 資 を 受け て い る

と こ ろ も 半数 を 占 め 、 「多重債務」 が重 く の し かか っ て い る O

緊急災害復旧資金融資 は 、 県や神戸市、 西宮市 な ど阪神 間 の 6 市が創 設 。 返済期 間 10年

以 内 、 そ の う ち 据 え 置 き 期 間 は 3 年以 内 。 融資限度額5 ， 000万 円 、 利率2 . 5 % 0 1995年 7 月

の締め切 り ま で に 申 し 込み が殺到 し 、 利用 は 4 万6 ， 724件、 総額 は5 ， 3831:意円 。 1998年 に 据

え 置 き 期 限 を 迎 え た が、 国 の 決定 を 受 け て毎年、 1 年ずつ 7 間 延長 さ れて き た 。

代位弁済 は 、 融 資実行直後の1996年 に 早 く も 急増。 不況か ら 1998年度 に は 700件 を 超 え 、

以後、 700 800件台 で推移 し て い る o 2003年度 は2004年初頭です で に 500件 を 超 え 、 累計

で5 ， 053件 と な っ て い る O

弁済額 は400億8 ， 400万 円 。 融資総額 に対す る 代位 弁 済 は 7 . 4 % で、 保証協会 の す べ て の

保証の代位弁済率 を 3 . 上 回 っ て お り 、 被災企業 の 落 ち 込み の 大 き さ を 裏付 け て い る O

着 実 に 返済 し た 業者 も 多い 中 で、 利用企業の50 % 強が、 金融機 関 の貸 し 渋 り 対策 と し て

国が実施 し た 「金融安定化保証」 な ど他の融資 を 利 用 し て い る O 協会は 「震災の後遺症 よ

り も 、 そ の後 の 不況が経営 を 追 い 込 んで い る 」 と み て い る O ま た 、 今後 も 据置期 間が延長

さ れ る か ど う か未定だ、が、 業者間 で は 「打 ち 切 ら れで も と て も 返せ な し勺 と い う 声が相次

い でい る O 被災地の頼み の綱 だ っ た復旧融資が、 地域経済 を 揺 る がす 「不 良債権」 に な り

かね な い。 ( な お 、 2004年12月 末、 国 は返済猶予期 間 の 延長打 ち 切 り を 決定 し て い る 。 )

6 . 県 内金融機関の支癌減 る
金融機関 の 「顔J で あ り 、 毎 日 の生活 に も 密接 に つ な がっ て い る 支庄 が各地で姿 を 消 し

て い る O 合併 や破 た ん 、 再編 な ど金融の 激変 の 中 で、 兵庫県 内 で も こ こ 4 年 間 に約15 % が

統産合 さ れ た 。 収益力 を 改善、 維持 し よ う と 金融機関 は リ ス ト ラ に躍起で、 神 戸 な どで支

宿 空 白 地域が生 じ る な ど利寵性 は 下 が る 一方。 土曜 日 の 昼 間 は ATM (現金 自 動預払機)

利用 が有料化 さ れ る な ど顧客 は不満い っ ぱい だ。

神戸財務事務所 に よ る と 県 内 の 宿舗 数 は 、 1999年 の 1 ， 090か ら 2003年 2 月 末 で936 に 減少。

業態別で は信金や 地銀が ほ ぼ横 ばい だが、 都市銀行、 第二地方銀行、 信 用 組合 な どでの減

少が 目 立 っ て い る o (表23)

1999年か ら 大手銀行の 合併 ・ 統合が進 ん だ こ と も あ っ て 、 都銀は実 に 3 割弱 の ダ ウ ン O

三井住友銀行 は 、 こ の 時 点 で 出 張所 を 合 わ せ71庖で、 さ く ら 銀行 と 住友銀行が合併 し た2001
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(表23) 兵康県下金融機関の癌舗数推移

活舗数言十 者E 銀 主車 銀 第二地銀 金 組 信 託 銀 長 信 銀

1999年 1 ， 090 197 97 i 226 438 113 1 7 1 2 

2000年 1 ， 079 187 112 1  204 442 1 1 2  1 8  2 

2001年 1 ， 076 170 l38 187 459 lO2  1 8  

2002年 1 ， 008 165 136 174 422 93 1 6  2 

2003年 l33 417 l 5  

神戸財務事務所

年 4 月 の発足 時 に比べ22出少 な く な っ た 。

第二地銀で は 、 1999年 に 阪神銀行 と み ど り 銀行 の 合併で生 ま れ た み な と 銀行が統廃合 を

進 め て お り 、 2003年10月 に は 117 に す る 計画 で合併時 の 2 割減 と な る O

不況で貸出 金が伸 び悩 む だ け に 、 金融機関 は コ ス ト 削減 に 向 か わ ざ る を 得 な い。 中 堅行

の 試算 で は 一庖舗廃止す る と 物件費 や 人件費 で 年 間 6 ， 000万 円程度の効果があ る と い う O

廃止 に伴 う 融資や預金の減少 を 差 L iJ l い て も 「十分、 収益改善 に つ な が る J o

半面、 宮 常の 暮 ら し への 影 響 は見逃せ な い 。 1 万5 ， 000 人が往 む神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン

ド で は2004年 3 月 10 日 、 有人自舗がな く な っ た 。 人 口 減 な どで旧 さ く ら 銀行 な どが撤退 し 、

最 後 に 残 っ た み な と 銀行 も こ の 日 に 廃止。 ATM は 残 っ た が、 機械 に な れ な い高齢者か ら

は 「い ち い ち 三宮 に 出 る の は大変」 と の声 も 出 て い る O

統廃合が進 ん だ結果、 平 日 は行列がで き る 支屈 も O 土曜昼の ATM の 利 用 が有料化 さ れ、

遅末 に利用 す る だ け で 、 1 ， 000万円 の 普通預金の 1 年分の 金利が吹 き 飛 ん で し ま う O

銀行が預金 を 集め て運用 す れ ば利 ざや が稼げた 日 は遠 い 昔。 む し ろ 頭金 は負 担 と な る 時

代。 支庖 の 窓 口 業務や ATM と い う 生活 に つ な がる サ ー ピ ス に し わ 寄せが出 て い る 。

そ の う ち に 、 手数料 を 払 っ て お 金や資産 を 預か つ て も ら う 、 そ ん な フ ィ ク シ ョ ン の よ う

な 銀行が誕生す る の だ ろ う か。

7 . 神戸市 が 中小企業融資の担保、 保証不要
神戸市 は 、 中小企業向 け に 、 無担保で第三者保証 も 不要 の 融資 を 2004年度 か ら 実施す る O

限度額 は 8 ， 000万 円 。 従来の無担保融資 に比べ 6 倍以 上 で 、 融資期 間 は 5 年 間 。 債権 を 裏

付 け に 投資家 向 け の証券 を 発行 す る fCLO ( ロ ー ン 担銀証券) 融 資」 で 、 大板、 横 浜両

市 と 連携 し て 融資 を 募集す る 。 「成長が見込め る の に 担保が乏 し い企業の 成 長や 資金縁 り

を 支援す る J (神戸市) の が狙 い 。 秋 ご ろ に も 募集す る こ と に し て い た 。

3 都市 と も 仕絡 み は 同 じ で 、 融資窓口 や全体調整 に 当 た る の は 民 間 の 金融機関。 信用保

証協会が保証す れ ば、 担保や 、 社外 な ど第三 者 の保証人 は不要。 返済が滞 り 、 保証協会が

金融機関 に代位弁済す る 場合 は 、 市が協会 に損失 の 一部 を 補 て んす る 。

神戸市で は 、 兵庫県信用保証協会が保証 し 、 三井住友銀行が窓 口 な どの調整 を 担当 す る 。
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融資の対象 は 、 法人格 を 持 っ た市内 の 中小企業や医療法人で、 1 年以上 向 じ 事業 を 続け

て い る こ と が条件。 ポ ー ト ア イ ラ ン ドや市内の工業団地な ど に 過去 1 年以 内 に 進 出 し た市

外企業 も 対象 と さ れ る O

融資の 目 標額 は 3 市合わせて500億丹 。 う ち 神 戸 市 は 1001:意円 を 臼 指す。

CLO ( ロ ー ン 担保証券) と は 、 金融機関が企業 に 融資 し た債権 を 束ね て 証券化 し た も の O

購入す る の は投資家で、 融資先か ら の 返済金 を 証券の元本や利息支払 い に 充 て る O 数多 く

の債権 を 証券化す る こ と で リ ス ク が分散 さ れ、 証券化 し た融資 は 金融機関 の 資 産 に含 ま れ

ず、 自 己資本比率 に も 響か な い。 東京都が2000年 3 月 に 中小企業向 け と し て初 め て導入 し

た。 神戸市 は 、 2004年度予算案で 中小企業融資制度の

8 . 神戸の市民所得、 全国平均 を 下回 る
神戸市民 1 人当 た り の所得が2000年度現在で全国平均 よ り 低 く 、 震災前の水i壊 に も 届 い

て お ら ず、 経済の 回復が依然 と し て 遅 れ て い る こ と を 示 し て い る O

同市の調査で は 、 2000年度の l 人当 た り の 市民所得 は292万7 ， 000円 で 、 全国平均 よ り 7

万1 ， 000円 も 低か っ た 。

震災前の 1993年 度 は 296万3 ， 000円 と 全田 平均 よ り 9 ， 000円低 い だ け だ っ た 。 1994年度 は 、

震災の影響 を 受け て急落。 全国平均 を 1 割がた 下 回 っ た 270万3 ， 000円 と な っ た 。 そ の後、

1997年度 ま で は建設業 を 中心 と し た復興特需 も あ っ て全国平均 を 上回 っ て い た が、 金融不

安 な どで景気が後退 し た1998年度か ら 低迷が続い て い る O

2000年度の 数字 を 12政令指定都市で比べ る と 、 平均 は319万3 ， 000円 で神戸 を 26万円以上

も 上回 り 、 神 戸 は 下か ら 3 番 目 に と ど ま っ て い る O ト ッ プの名古屋は364万2 ， 000円 で 、 神

戸 よ り 2 割以上高 い 。 ト ヨ タ 自 動車 を 筆頭 に し た 製造業 の繁栄 を 裏付 け る 。

政令市での神戸の順位 は 、 パ ブリレ経済が ピ ー ク の 1990年度 に 6 位 だ、 っ た が、 そ の 後 は 下

最下位 は 1994年度 だ け だが、 1998年度か ら は 3 年連続で 2 ケ タ の)IIM位 と な っ て い る O

あ る 学識者は 「神戸経済は 、 鉄鋼 な ど重厚長大の大手企業 に 依存 し て い た た め 、 大手の

被災の影響が大 き く 、 加 え て産業構造の転換の遅れ も 、 市民所得の低下 に つ な が っ た 。 現

在 は 、 医療や環境関連の企業集積が進み始 め た 。 自 立 し た起業家や 中小企業群が増 え て雇

用 が創 出 さ れれ ば市民所得 も 回復す る はずJ と 分析 し て い る 。

く参考文献〉
「全国企業短期経済観測調査 ・ 兵庫県 (2004年 3 月 ) 結果」 日 本銀行神戸支庖 2004年 4 月 1 0
「全間企業倒産集計 」 帝国デー タ パ ン ク 2004年 4 月 14 日
「兵庫県企業倒産2003年度報」 帝国デー タ パ ン ク 神戸支庖 2004年 4 月 6 0
「兵庫県内小企業動向調査結果」 国民生活金融公庫神戸支庖 2004年 3 月 10 日
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i 第六節 雇 用
総務省 が発表 し た2003年 3 月 の近畿 2 府 4 県 の 完全失業率 は 7 . 5 % と 、 過 去 2 番 目 に 高

い水準 と な っ た 。 求人数は改善傾向 に あ る も の の 、 高校卒業者 な ど若年者の失業率 の 高 ま

り が 目 立つ 。 同 時 に発表 さ れ た 2003年 1 - 3 月 の近畿の完全失業率 は7 . 0 % 。 年齢別 で は 15

� 24歳が14 . 4 % と 最 も 高 い 。 ま た完全失業者は73万人、 う ち 24歳以下が15万人 と 全体の 2

割 を 占 め 、 若年層 の雇用対策が緊急課題 と な っ て い る O

ま た 、 2003年 の都道府県別 の完全失業率 (試算値) に よ る と 、 前 の 年 よ り 雇用 情勢が好

転 し た の はお都府県で全体の半数以上 と な っ た 。 兵庫県 は 、 2000年5 . 6% 、 2001年6 . 2 % 、

2002年6 . 6 % と と昇傾向 を 示 し て い た が、 2003 年 は O . 改善 さ れ6 . 5% と な っ た。 改善 し

た25都府県 の 仲 間 入 り は し た も の の 、 改善率O . は 大 板 、 福 岡、 熊本 と と も に 最低で、

最 高 の 秋 田 (0 . 8引 ) 、 愛媛 (0 . 7�í ) 、 京都、 宮崎、 和 歌 山 、 東京 ( い ず れ も 0 . 6引 ) に は

及 ばな か っ た 。 完全失業率 6 % 以上の高水準 は 9 道府県で、 兵庫県 は 北海道 と と も に 5 番

目 O 最 も 高 い 沖縄が7 . 8% 、 最 も 低か っ た 島根県の 3 . 3 % と は 2 倍以上の差があ っ た 。

1 . 有効求人倍率、 徐々 に貯転
2003年度の 求人、 求職状況 を み る と 、 新規求人は2004年 3 月 ま で16 カ 月 連続 し て前年比

で増加。 新規求職 は 9 カ 月 ぶ り に 前年 同 月 を 上 回 っ た 。 求人倍率で は 有効 が僅か な が ら 好

転の足 ど り を みせ て い る O

求人の状況 2004年 3 月 の新規求人数は 2 万8 ， 003人。 前年 同 月 比で20 . 3 % 増 、 前 月 比

で は 2 % 増 。 ま た 、 有効求人数は 7 万3 ， 076人。 前年 同 月 比で18 . 8% 増 、 前 月 比で4 . 7% 増 。

1 9 カ 月 連続 し て前年 を 上 回 っ た 。 新規、 有効 と も 求人の増加 は 、 数の上で は好転 し た と い

え よ う o (表24)

新規求人 を 雇用形態別 に み る と 、 一般常用 が官t年 同 月 比22 % 増 で21 カ 月 連続 し て 増 え 、

臨 時 ・ 季節 も 問7 . 5 % 増 で 6 カ 月 、 パ ー ト タ イ ム が同 18 . 7% 増 で 9 カ 月 、 い ずれ も 連続 し

て増力R と な っ た 。

主要産業別 に み る と 、 サ ー ビ ス 業が前 年 同 月 比21 . 0% 増 と 18 カ 月 連続、 建設業が同2l . 2% 、

製造業が同45 . 9 % と い ずれ も 9 カ 月 連続 し て増加。 そ の他運輪 ・ 通信業が 3 カ 月 連続、 卸

売 ・ 小売業、 飲食屈が 2 カ 月 ぶ り 、 金融 ・ 保険業、 不動産業 で は 4 カ 月 ぶ り に いずれ も 増

加 と な る な ど、 求人市場 は緩や か に な っ て き て い る O

求職の状況 2004年 3 月 の新規求職 申 込 は 3 万530人。 前 年 同 月 比 で0 . 7 % 、 前 月 比 で

1 5 . 8 % 増 で、 9 カ 月 ぶ り に前年実績 を 上 回 っ た 。 -方、 有効求職者数は 10万9 ， 429人。 前

年 同 月 比9 . 4 %減、 前 月 比で7 . 6 % 増 。 1 7 カ 月 連続 し て前年 を 下 回 っ た 。 (表24 )

新規求職 を 雇 用 形態別 に み る と 、 一般常用 で は前年 同 月 比0 . 5% 減。 1 5 カ 月 連続 し て 減
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少 と な っ た が、 臨 時 ・ 季節 で は 同 1 . 0% 増 で 3 カ 月 連続、 パ ー ト タ イ ム で は 同5 . 3 % 増 で

2 カ 月 ぶ り の増加 と な っ た 。

な お 、 雇用保険失業給付の受給者数は 、 3 万2 ， 665人。 前年 同 月 比22 . 6 % 減で20 カ 月 連

続 し て の減少 と な っ て い る O

(表24) 求人 ・ 求職 ・ 就職の状況

年 k\
1994年度
1995年度
1996年度
1997年度
1998年度
1999年度
2000年度
2001年度
2002年度
2003年度

震災直前[似年12fl
震災主役1995年 : ;;

2 月

3 月

2002年 7 月
8 月
9 月

10)j 
1 1 月
1 2月

Z001ÓI二 ] 月
2 月
3 fl  
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新 有 効

(新規学卒者を 除 き パー ト タ イ ム を 含む)

主主
は季節調整値)

職

(倍)
0 . 64 

0 . 50 0 . 64 
1 .  09 i 1 .  22 0 . 62 0 . 72 

5 .4 1 0 . 9 1  1 . 13 0 . 54 0 . 69 
0 . 66 0 . 89 0 . 37 0 . 50 

9 . 2  0 . 67 0 . 90 I 0 . 37 0 .49 
6 . 4  0 . 80 1 .  08 0 .46 0 . 62 
3 . 5  0 . 74 。 目 96 0 .43 0 . 56 
9 . 7  0 . 75 0 . 96 0 . 44 0 . 56 
2 . 5 1 0 . 90 1 . 12 0 . 55 0 . 69 

。 目 82 1 1 .  06 1 0 .46 1 0 . 64 

0 . 80 1 1 . 06 1  0 . 45 ! 0 . 64 

0 . 84 i 1 . 08 1 0 . 50 1 0 . 65 

0 . 76 1 1 . 04 1 0 . 45 1 0 . 65 

20 . 6 1 0 . 69 1 0 . 90 1 0 . 42 1 0 . 54 
8 . 7 1 0 . 73 1 0 . 95 1 0 . 42 1 0 . 54 
9 . 2 1 0 . 71 1 0 . 97 1 0 . 43 1 0 . 55 

8 . 0 1 0 . 77 1 0 . 97 1 0 . 44 1 0 . 56 
0 . 74 1 0 . 97 1 0 . 44 ! 0 . 57 
0 . 75 1 1 . 01 1 0 .45 1 0 . 58 



2 . 麗用 の過剰感や や後退
思 銀神戸支庖 は 、 2004年 3 月 の時点で、 管内企業 (全産業) を 対象 に 雇 用 人員 が多 い と

考 え て い る か不足 と 思 っ て い る かの 判 断 を ま と め て い る O

2004年 3 月 で、 「過剰」 と 答 え た の は全産業で 8 封。 前年12月 か ら 僅か 3 カ 月 で 4 引 も 減っ

て お り 、 予測値 と 比べて も 再 じ く 4 の減。 予想以上 に企業の人員 整理が進 ん で い る O 中 で

も 非製造業は前年の12月 に比べ 8 も 減 り 、 予測 を も 3 ポ イ ン ト お さ え た結果 と な っ て い る O

企業規模別 でみ る と 中小企業が12月 の 1 0引 か ら 3 月 の 4 と 6 も 減 っ て い る O 予測 よ

り も 同 じ く 6 の 大幅減で、 適正 な 従業員 数 に 近づい て い る 様子が見 受 け ら れる が、 6 月

の予測で 2 増 と な っ て い る の は そ の 反動 か。 (表25 )

雇用 者数の2003年 9 月 と 12 月 の前年 同期比 で は 、 全産業でム5 . 2% か ら ム3 . 9% と な り 、

雇用 面の合理化がすす ん で い る こ と が う かが え る O

業種別 で み る と 、 製造業が同ム7 . 5 % か ら ム4 . 6 % と 増減率の幅が小 さ く な っ て い る の に

反 し 、 非製造業 で は ムl . 3% か ら ム2 . 6% と 増 え て い る O 企業規模別 で は 、 大企業で増減率

の幅が小 さ く な っ て い る の に対 し 、 中 盤、 中小企業で増 え る な ど規模 に よ る ぱ ら つ き がみ

ら れた 。 (表26)

な お 、 日 銀神 戸 支 屈 の 「雇用 人員 判 断 DIJ r雇用 者数 (前年 同期比増 減率) J は 、 2004

年 3 月 の調査 か ら 調査の枠組、 対象企業 な ど の 改定 を 行 っ て い る o (表25 ・ 26) の 数値 は

新 し い 基準 に基づい て お り 、 以 前 の 数値 と は 連続 し な い 。

(表25) 雇用人員判断 D.1 .

1 1  ( 16) 1 1  。

13 ( 8) 「υ ム8

12 (12) 8 ム4

10 (14) 10 。

17 (12) 13 ム4

10 (10) 4 ム6

(表26) 雇用者数 前年河期比増減率%

2003i!三 9 月 1 12汀 (04/ 3 調査) 1 
ム7 . 5 ム4 . 6
ム1 . 3 ム2 . 6

日 銀神戸支庖

8 

7 

8 

8 

11 

6 

ム3

2 
。

ム2

ム2

2 
日 銀神戸支庖

第 七章 @ 産業 雇用 633 



3 . 麗用 、 労働界の動 き
全間的 に景気回復の気配がす る 中 で 、 長 ら く 低迷が続い て い た兵庫経済 も 、 2003年後半

か ら 産業面、 雇用 面 と も に 回復基調 を 強 め て い る O し か し 、 中 長期 的 に は 、 ま だ ま だ不透

明 な 部分 も 多 く 、 雇用 の ミ ス マ ッ チ 、 全国平均 に 比べて依然低い求人倍率 な ど雇 用 環境 は

厳 し い 。 2003年の新聞 ス ク ラ ッ プか ら 雇用 、 労働界の 話題 を 拾 っ て み る O

神戸市の麗用創 出 、 初年度計覇上回 る

神 戸 市 は 2002年度か ら 、 2 万人 の 雇 用 創 出事業 を 始 め て お り 、 初年度実績が5 ， 553人 と

当 初計画 (4 ， 500人) を 23 . 4 % 上 回 っ た。

市の施策が関連 し た雇用増 を 4 年間 で 2 万人 に す る 計画で矢 田 立郎市 長 の 公約 だ っ た 。

実績 は 、 商工 ・ 観光業の振興策や企業誘致、 新産業育成 な ど に よ る 増加分 を ア ン ケ ー ト な

どで集計 し た 。

自 標 を 上 回 っ た 中 で最 も 多 い の は 、 「医療、 福祉、 環境 な ど成長分野の 産 業 育成」 で、 2 ， 087

人 (計画比60 . 5% 増 ) 0 と り わ け 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 地 匿 の 医療産業都 市構想、 で は 、 研究

施設や医療関連ベ ン チ ャ ー企業の集積な どで計画の450人 を 上 回 る 539人 の 雇 用 を 創 出 。 こ

れ に 「商工業、 観光振興」 な どの分野で も 、 新長田 、 六 甲 道地 区 の再開発事業 な ど に よ る

新規出屈で1 ， 907人 ( 同 27 . 1 % 増 ) が続い た 。

一方、 被合産業団地 (西区) な どへの 「企業誘致」 は 、 計画の 1 ， 700人 を 下回 る 1 ， 559人

( 同8 . 3% i成) に と ど ま っ た 。 (表27)

(表27) 神戸市の雇用創出 、 年次計蘭 人

事 業 内 容 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度

1 ， 500 
商工業や観光な どの振興 (1 ， 907) 

1 ， 500 1 ， 600 1 ， 900 6 ， 500 

企業誘致 1 ， 700 1 ， 500 1 ， 500 1 ， 300 
( 1 .  559) 

医療、 梅干止、 環境 な ど産業育成
1 ， 300 1 ， 500 1 ， 300 1 ， 400 

(2 ， 087) 

神戸空港や臨空型産業の集積 (2005年度開港) 。 。 100 1 ， 900 2 ， 000 

i口斗 言十 (5 ， 553) 4 ， 500 4 ， 500 6 ， 500 I 川O
カ ッ コ 内 は実績

初年度 は 目 標 を ク リ ア し た が、 市 の 有効求人倍率 は2003年 4 月 現在 で0 . 44倍。 全昌平均

の 0 . 6倍以下。 矢 田 市長 は 「情勢 は 厳 し い が、 一つ一つ施策 を 積 み 上 げ、 前倒 し で計画 を

達成で き る よ う 取 り 組み た い」 と し て い た。

な お 、 2003、 2004年度 は と も に 4 ， 500人、 最終年度の2005年 は6 ， 500人 の 雇 用創 出 を 図 る

計画。 2003年 の 上半期 ( 4 - 9 月 ) で は2 ， 546人の雇用 が生 ま れて い る O

634 第七意 @ 産業 濯用



兵庫県の麗用 創 出 、 /!撰調

兵庫県 は 、 2001年12月 か ら 3 年余の 間 に 5 万人の雇用創 出 を 日 指す 「 ひ ょ う ご経済 ・ 雇

用 再活性化 プ ロ グ ラ ム 」 を 策定、 翌2002年度か ら 積極的 に事業 を 展 開 し て い る O

同 年度 に は、 事業 目 標 ( 1 万7 ， 500人) を 上 回 る 2 万1 ， 017人の実績 を 残 し た。 引 き 続い

て 、 2003年 は 日 標 1 万8 ， 000人 を 上 回 る 2 万1 ， 694人の し ご と ・ 雇用創 出 を 達成 し て い る O

ま た 、 こ れ ま での集計で は 、 2001年12月 4 月 の 実績1 ， 420人 を 合わせて 2 年余 で 4 万4 ， 131

人 と な り 、 目 標 ( 3 万6 ， 500人) を 大 き く 上 回 る ベ ー ス で プ ロ グ ラ ム が進 ん で い る o (表28)

(表28) 兵庫県の雇用部出 プ ロ グ ラ ム 入

区 分 2001年 2002年 2003年 2003年末言{ 2004年 最 終
プ ラ ム 上の計画 1 ， 000 1 6 ， 550 1 6 ， 350 33 ， 900 16 ， 100 50 ， 000 

年 度 臼 f禁 1 ， 000 17 ， 500 1 8 ， 000 36 ， 500 1 9 ， 000  55 ， 500 

事責 1 ， 420 21 ， 017 21 ， 694 44 ， 131 (63 ， 131 ) 
達成予想

な お 、 2004年度 に は、 プ ロ グ ラ ム 上の計画 は l 万6 ， 100人、 年度 目 標 は l 万9 ， 000人。 最

終的 に は 6 万3 ， 131人の達成 を 見込 ん で、 い る 。 (表28)

2003年度の プ ロ グ ラ ム 推進 に 当 た っ て は、 ①地域産業の元気回復 と 新た な 活力創造 を 応

援②未来 を 拓 く 創業 と 成長産業の育成強化③多掠な選択 と 再挑戦 を 支 え る 雇用 ・ 就業 シ ス

テ ム の構築 を 三本の柱 と し て い る O

具体的 な 実績 を 施策 法分で み る と 「地域産業対策」 で① も のづ く り 産業 の 応援 . 380人②

商庖街の活性化、 ツ ー リ ズ ム の推進、 農水産業の振興 . 1 ，  229人③地域産業 の 新分野進出 ・

2 ， 079人。 「創業 ・ 成長産業対策」 で①創業 ・ ベ ン チ ャ ー の支援、 フ ロ ン テ ィ ア 産業 の 育 成

強化 ・ 1 ， 558人②国内外企業の立地促進 ・ 2 ， 223人。 「雇吊 ・ 就業対策」 で①職業能力 の 開発 ・

(表29) 2003年度 し ご と ・ 雇用創 出 の 実績 人

2 ， 650 2 ， 500 

10 ， 800 12 ， 000 

主な内容

① も のづ く り 産業の応援 (380人)
1 ②尚庖街の活性化、 ツ ー リ ズム の推進、 農3 ， 688 I | 林水産業の振興 (1 ， 229人)

:) ， 781 

14 ， 225 

i ③地域産業の新分野進出
①創業 ・ ベ ン チ ャ ー の支援、

産業の育成強化 (1 ， 558人)
②国内外企業の立地の促進 (2 ， 223人)

①職業能力 の 開発 ・ 人材育成 (1 ， 424人)
②マ ッ チ ン グや情報提供の強化 に よ る 就業

支援 (3 ， 864人)
③成熟社会に対応、 し た雇用就業促進
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人材育成 . 1 ， 424人②マ ッ チ ン グ、 情報提供の 強化 に よ る 就業支援 . 3 ， 864人③成熟社 会 に

対応、 し た雇用就業促進 . 2 ， 164人④セ ー フ テ イ ネ ッ ト の充実 . 6 ， 773人ー だ、 っ た 。 (表29)

プ ロ グ ラ ム 実現 に 当 た っ て は 、 新規、 拡充、 継続の各項 目 別 に 重点事項 を 設定 し 、 さ ら

に 緊急事業の 追加 な どで、 策定時 に は 174項 目 だ、 っ た の が、 2004年 2 月 末 の 時点で260項 目

に増 え て い る O

正規雇用減 り 、 パー ト 増加

神戸市内在住の有職者の う ち 、 正規採用 さ れて い る 職員 ・ 従業員 の割合が低下 し 、 パ ー

ト や ア ルバ イ ト 、 派遣社員 な どの割合が上昇 し て い る 実態が、 同市の就業構造基本調査で

明 ら か に な っ た 。

10年前 に 比べ る と 、 全年代でパー ト ・ ア ルバ イ ト の比率が高 ま っ て お り 、 と く に若年層

で大幅 に 増 加 し て い る O 企業が少 し で も 人件費 の 合理化 を 図 ろ う と す る 厳 し い最近の雇用

情勢が う かがえ る O

こ の調査は 、 総務省 の指定で 5 年 に I 回 実施 。 今匝 は 、 2002年10月 1 日 の 時点で、 神戸

市 内 の3 ， 200世帯の 15歳以上 を 対象 と し た 。

そ れ に よ る と ， 15歳以上の 人 口 に 占 め る 有業者 (普段仕事 を し て い る 人) の 割合 は 、 53 . 3%

で、 1997年 の 前 回 調査 よ り 約 4 引低下。 男 性が66 . 9% (前回72 . 9 % ) 、 女性41 . 2 % (同43 . 7 % )

と い ずれ も 下 回 っ た が、 男 女 間 の 格差 は 縮 ま っ て い る O

雇用形態 は 、 正 規採用 が60 . 6% 0 10年前 に 比べて約lltí も 減少。 代 わ り に パ ー ト と ア ル

バ イ ト 、 派遣社員、 契約社員 ・ 嘱託な どの非正規就業者が31 . 2% と 約 増 え た。 な かで も 、

10年前は僅か0 . 5 % だ、 っ た 契約社員 ・ 嘱託が4 . 7% に ま で伸 びて い る o (表30)

(表30) 神戸市の護用形態の推移 % 

1992年 1997年 2002年

7 . 0  6 . 6  6 . 4  

71 . 7 67 . 3  60 . 6  

1 9 . 8  24 . 1  31 . 2  

1 . 5  2 . 0  1 . 8  

年代別 パ ー ト ・ ア ルバ イ ト 比率 を み る と 、 20 - 24歳は41 . 4 % と 10年前 よ り 約24引 も 急激

に上昇。 向 市 で は 「学生 ア ルバ イ ト が多 い う え に 、 最 近 は卒業後 も 正規職員 、 社員 と し て

就職で き な い 、 し な い人が多 し り と み て い る O

転職希望者は 、 1 2 . 6 % と 10年前 よ り が;; 3 増加。 15 - 24歳で は 4 人 に l 人 が希望 し て い

る こ と がわ か っ た 。 ま た 、 過去 5 年 間 の う ち に転職 し た 12万人 の 内訳 を み る と 、 転職す る

前 は正規臓 に 就 い て い た 人が 6 万1 ， 000人 と 過半数 を 占 め て い た が、 転職後 は 5 万人 に ま

で減少。 正規就業者 の 4 割近 く が非正規職 に転 じ て い た 。
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県が職業紹介事業に参入

兵庫県 は 、 2004年 3 月 か ら 改正職業安定法が施行 さ れ、 自 治体 に も 同事業が解禁 さ れる

の を 受け て 、 無料職業紹介事業 に 乗 り 出 す。 従来、 職業紹介がで き る の は 、 国 の ほ か許可

を 得 た商工会議所、 農協、 民 間 企業 な ど に 限 ら れ て い た が、 改正法 で は 、 「重点施 策 の 推

進上、 効果が見込 ま れ る j こ と を 要件 に 、 告 治体 に も 門戸 を 広 げた 。

県 が想定す る の は 、 「第 2 創業」 を 目 指す 県 内 の 中小企業 に 高 度 な 技能 や 知 識 を 持 つ 人

材 を あ っ せ ん す る 手法。 求人企業 は 、 過去 に 県の 支援制度 を 活用 し た業者 に 限定す る O

ま た 、 就労支援施設 に 通 う 障害者や、 生 き がいづ く り の 一環で短時 間 の 勤務 を 望 む高齢

者 ら に も 職業 を 紹介す る O

中小企業 は rHyogo し ご と 情報広場J (神戸 市) で実施。 I葦害者 向 け は 「加吉川 障害者

就業 ・ 生活支援セ ン タ ー J (加古川 市) 、 高齢者関連は特定非営利活動法人 の 「 し み ん事業

サ ポ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク J (神戸市) 、 「宝塚 NPO セ ン タ ー J (宝塚市) でサ ー ビス を提供す る O

い ずれ も 国 の 公共職業安定所 (ハ ロ ー ワ ー ク ) の よ う に 、 求人情報 を 提示す る ほ か、 職

業 あ っ せ ん 窓 口 を 設 け 、 求人開拓 も 行 う こ と に し て い る O

来春、 採用増 やす企業倍増

兵庫県 内 主 要企業の2004年春の新卒者の採用計画 は 、 2003年の実績 よ り 採用 を 「増 やす」

企業が18 . 3% で前年調査の 9 % か ら 倍増 し て い る こ と がわ か っ た 。

2003年 4 月 に神戸新聞社が、 県内 に本社や事業所 を 置 く 主要199杜 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調

査 を 行 っ た も の で、 109社か ら 回答 を 得 た ( 呂答率54 . 7 % ) 0

そ れに よ る と 、 「増やす」 と し た企業は 、 20社 (18 . 3 % ) 、 「減 ら すJ が23社 (21 . 1 % ) 、 「今

春 な み」 が41社 (37 . 6%) 、 「未定J 20社 (18 . 3 % ) な ど。 大手 を 中心 に積極採用 に転 じ る 企

業があ る 一方で、 、 「減 ら すJ と 答え た企業 は 、 前年調査の20 % と ほ ぼ同水準だ、 っ た。 景気の

先行 き に 明 る い見通 しが散見 さ れ る 中で、 f衣然多 く の企業が採用 に慎重 な 姿勢 を みせ て い た 。

採用予定総数は計3 ， 782人で、 2003年春の 実績 を 4 . 3% 上 回 り 、 短大 ・

ケ タ の増加 と な っ た 。

は そ れぞれ 2

採用 を 「増やす」 と 答 え た企業 は20社。 み な と 銀行が前年の ゼ ロ か ら 一転 し て、 50人の

採用予定の ほ か、 シ ャ ル レ 、 ハ リ マ化成、 住友 ゴム 工業、 ユ ニ タ イ ト な どが採用 を 再開す

る O ま た 、 三井住友銀行が総数 を 約 3 割増や す ほ か、 神戸製鋼所は高卒採用 を 3 倍近い220

人 に増 や す 。

一方、 採用 減 は 23社。 今春実績で40人 を 採用 し た伊藤ハ ム がゼ ロ で 1 年 見 送 る ほ か 、 伊

丹産業 も 3 分の l 以下 に 減 ら す。 ポ ー ト ピ ア ホ テ ルが約 3 割減、 ジ ャ ヴ ァ グ ル ー プや J l I 崎

造船、 時松屋チ ェ ー ン も l 割以上、 採用 を 絞 り 込む こ と に し て い た 。
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3 . 労働相談の件数、 過去最高
兵庫県 中 央労働 セ ン タ ー や各県民局 で、 2002年度 中 に受け付 け た 労働相談件数が5 ， 765件。

前年度 に 続 い て過去最高 を 記録 し た 。 中 で も 「い じ め 」 な ど職場の 人間 関 係 の 悩 み を 訴 え

る 内容が 3 年 前 の 1 . 5倍 と 急、増。 県 内 の 厳 し い経済情勢 は 労働条件 だ け で な く 、 職場の 雰

囲気 に も 影 を 落 と し て い る O

県労政福祉課の ま と め に よ る と 、 労働相 談 は 、 1999年度か ら 現在 の 態 勢で 実施 し て お り 、

件数は 4 年連続で5 ， 000件 を 超 え 、 年 々 増加 し て い る o 1999年以前 は 、 窓 口 が少 な か っ た

こ と も あ っ て 、 5 ， 000件台 に は至 ら な か っ た 。

相談内 容 は 、 「賃金 ・ 退職金」 関係が14 . 9 % で最 も 多 く 、 次い で「解雇」 を め ぐ る も の10 . 9% 、

「就業規則J 10 . 8 % の頗。

「一方的 に 賃 金 カ ッ ト を 通告 さ れ、 不満があ る な ら 退職す る よ う に 言 わ れ たJ r育児休

業 中 に退職 を 追 ら れ た J な ど、 深刻 な 内容が少 な く な か っ た 。 ま た 、 目 立つ の がい じ め や

セ ク ハ ラ な ど の 人 間 関係。 全体の4 . 4 % に 当 た る 255件 に よ り 、 1999年の 177件 か ら 増加 の

一途。 上司 と の折 り 合い が悪 か っ た り 、 「退職 を 余儀 な く さ れ た J な ど、 圧 力 を 感 じ る ケ ー

ス も 多 い と い う 。

相談人数で は 2 ， 369人。 一 人当 た り の 相 談件 数 は 2 . 43件。 一 人で複数の悩 み を 抱 え た り 、

一定の相談では解決 し な い ケ ー ス の あ る こ と を 示 し て い る O

ι 20例年春季賃上 げ 7 年ぶ り 上昇
兵庫県「 が ま と め た2004年春季賃上 げ交渉 の 平均妥結額 は4 ， 368円 、 賃上 げ率 は 1 . 54 % と

な り 、 い ず れ も 1997年以来、 7 年ぶ り に 前年 を 上 回 っ た 。

調査対象 は 、 労働組合の あ る 県下 の 主要25業種の民 間企業 (事業所) 300社で、 こ の う ち 、

2004年 6 月 末 ま で に 春季賃上 げ交渉が妥結 し 、 具体的 な 金額 を 把握で き た 194社。

そ れ に よ る と 、 平均妥結額は 、 4 ， 368 円 、 賃上げ率 は 1 . 54 % で、 前年の3 ， 950円 、 1 . 40 %

に よ七べ、 額 で418 円 、 率 で 0 . 14引上 回 っ た 。 前年 を 上 回 っ た の は 、 妥結額、 賃 上 げ率 と も

に 1997年以来、 7 年ぶ り O

企業規模別で み る と 、 全規模 に お い て 、 妥結額、 賃 上 げ率 と も 前年 を 上 回 っ た。 妥結額

が最 も 高か っ た の は従業員 1 ， 000人以上の企業で、 賃 上 げ率が最 も 高 か っ た の は従業員300

499人の企業。 一方、 妥結額、 賃上げ率 と も 最 も 低か っ た の は 、 従業員29人以下の企業だ、 っ

た。 (表31)

業種別 で は 、 賃 上 げ率 の 最 も 高 か っ た の は 、 製造業 ・ 電気 ・ 情報通信機器 ・ 電子部品 (16

社) で、 要求額6 ， 331 円 に対 し 妥結額5 ， 561 円 、 賃上げ率1 . 92% 。 最 も 低か っ た の は 運輪業

の鉄道 ( 4 社) で要求額5 ， 4 19 円 、 妥結額1 ， 799丹 、 賃上げ率0 . 54 % と な っ て い る O
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(表31) 2004年春季賃上げ、 規模別妥結状況

規模 I 29人以下 I 30�99人

証記下記額
上一
崎

、
一
E司

刈
ヅ
一

がh

川一
平

ハ什V一
ハUV「iji

J一
数

I一
件

5 . 労組組織率、 最低の22%
兵庫県 内 の 労働組合の推定組織率が、 2003年 6 月 の 時点で22 . 3% と 過去10年で、最低だ、 っ

た 。 厳 し い経営環境の 中 で 、 製造業や金融 ・ 保険業 の 統合、 再編 に よ る リ ス ト ラ な どで 「組

合員 数の減少 に詣止めがかか ら な い のが要因」 と 県の 担当者の話。

労組の組織率 は 、 雇用 者数 に 占 め る 組合員 数の割合。 こ の調査で は 、 海 員 組合 を 除 く 、

県 内 の全労組 (職員組合 を 含む ) を 対象 に し た 。

そ れ に よ る と 、 労組数は2 ， 470 と 前年比2 . 2 % 減で、 組合員 数 も 44万4 ， 81 7 人 ( 河2 . 7 % 減) 0 

い ず れ も 過去10年で最 も 低 く 、 そ れぞ、れ 5 年連続、 9 年連続の マ イ ナ ス だ っ た 。

業種別 の 組合員 数 は 、 全体の 3 割 を 占 め る 製造業が問4 . 1 % 減 っ た ほ か 、 金融 ・ 保険業

が向8 . 1 % 減。 サ ー ピ ス 業 (前年比8 . 8 % 減) 、 電気 ・ ガス ・ 熱供給 ・ 水道業 ( 同 7 . 5 % 減)

な ど も 下落 し た 。

企業別 で は 、 29人 以下 の 問0 . 5% 増 を 除 い て 軒並み マ イ ナ ス O 中 で も 1 ， 000人以上が向

2 . 4 % 減、 500 1 ， 000人未満が向 7 % 減 と 大手 ・ 中 堅企業で の マ イ ナ ス が大 き か っ た 。

ち な み に 、 厚生労働省が同 じ 時点で調べ た 全 国 の 労組の推定組織率 は 、 前 年比約0 . 5引

減 の 19 . 7 % 程度 で 、 22年連続で過去最低 を 吏新す る 見通 し だ、 っ た 。 大規模 な リ ス ト ラ がす

す み 、 組合員 の 中心であ る 正社員 数が減 っ て い る の が原 因 。 労組関係 者 に よ る と 組織率集

計の分母 と な る 雇 用 者 数 は 約 5 ， 340万人。 前 年 の ほ ぼ横 ばい だが、 組合員 数 は 約25万人減

少 し 、 1 ， 055万人前後 と み て い る O
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| 第七節 兵庫か ら 海外へ、 県外か ら 神戸へ
震災か ら 約 10年経 っ て 、 被災地の 産業界の一部 は ま だ、震災前 の 姿 に戻 っ て い な い 。 産業

構造の変化、 長期 に わ た る デ フ レ 、 低迷す る 消費 、 不況。 先行 き 不透明 な こ と があ ま り に

も 多 い 。 そ う し た 中 に あ っ て 、 人件費 を 中心 と す る コ ス ト 削 減の た め 中 国 な どへ生産拠点

を 移 し た り 、 新 た な 商 圏 開拓 の た め 海外へ進 出 す る 企業が多数名 乗 り を 上 げて き た 。

一方、 市街地の表向 き は新 し い様相 を 見せ て い る が、 一般の沼費性向 は い ま だ活性化 に

は程遠い。 地元 に い て は わ か ら な い こ と が県外か ら 見 る と 魅力 の あ る マ ー ケ ッ ト な の だ ろ

う か。 神 戸 の ハ イ カ ラ 、 ス マ ー ト 、 大都市の イ メ ー ジ、 そ れ に加 え て 阪神 間 か ら 明石 、 姫

路 を も 含め た広域 に わ た る 大消費地。 震災で、 市場 と し て も “更地" に な っ た 所へ、 県外

は じ め 国際 的 な 量販庖、 家電販売 な ど新 し い 出 庖が相次 ぎ 、 大 き な 刺 激 と な っ て い る O

1 . 県 内企業の海外進出
日 本国 内 の 高 い 人件費 を 嫌 っ て 、 コ ス ト 低減の た め 、 あ る い は新 た な 市場 開拓の た め に

製造工場や営業所 な どの 海外進出 が続い て い る O 兵庫県内企業の海外進出 は ど う か。 兵庫

県商工会議所連合会、 神戸市産業振興財 団 、 日 本貿易振興機構 ( ジ、 ェ ト ロ ) 神戸貿易 セ ン

タ ー が共 同 で そ の 実態 を 調 べ た 。

2003年 7 月 - 9 月 に か け て 、 県 内 の 製造業、 卸売業の 2 ， 620杜 を対象 に 海外進 出 の 現状

と 撤退経験 に 関す る ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た 。 回答企業 は419杜 ( 回答率16 . 0% ) 0 ア ジ ア

諸国 と 中 国 で全体の 約 6 割 を 占 め 、 中 で も 中 国 は 2 割、 北米 を 上 回 っ て ト ッ プ。 2001年以

降、 「 中 国 シ フ ト 」 が加速 し て い る 実態が読み取れ る O

海外進出企業は 121社で、 進 出 先 は工場、 営業所 な ど を 含め て 523件 (前 回 1996年、 神戸

商 ζ会議所会員 企業3 ， 380社 を 対象 に し た調査で は 117社、 485件) 0 

地域別 で は 、 ア ジ ア が60 . 1 % で 1 位。 内訳は 中 国が首位で22% 。 次い で香港 (6 . 2 % ) 、

タ イ (5 . 8% ) 、 シ ン ガ ポ ー ル (5 . 6 % ) な ど と 続い て い る o 2 位 は 北 米 の 18 . 6 % 、 次 い で

西欧14 . 6 % 。 国別 で は 中 間、 米 国 の 上位 2 国 が圧倒 的 に 多 い 。

業種別 で は 、 製造業468件 (89 . 5 % ) 、 卸売業55件 (10 . 5% ) と 製造業が約 9 割 を 占 め る O

製造業 で は 、 ゴム 製品84件 (16 . 1 % ) 、 電気機械器具74件 (14 . 1 % ) 、 輸送用機械器具60件

(1l . 5 % ) の)11買で多 く 、 卸売業 で は 、 機械器具13件 (2 . 5% ) が最 も 多い 。

進 出 形態 は 、 現地法人 を 設立す る 例 が392件 (75 . 0% ) と 4 分の 3 を 占 め 、 駐在員事務

所や支庖 を 大 き く 上回 っ た 。

海外進 出 は 、 1985年の プ ラ ザ合意の あ と の 円高 で進出件数は年 々 大幅 に 増 加 し 、 1995年

に 29件 と ピ ー ク を 記録 し て い る o 1997�年 ごろ か ら 、 ア ジ ア 通貨危機 の 影響 を 受 け て 大 き く

落 ち 込 ん だ。 2001年 に25件 ま で盛 り 返 し た が、 そ の 後 は 減少 し て い る O 地域別 でみ る と 、
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ア ジ アへの進出件数が1986 - 90年以鋒急増 。 以来、 各年代の 海外進 出件数全体の過半数 を

占 め 、 2001年以 梓 は 7 割 に も 上 り 、 中 で も 中 国への進出 は 全体の 4 割以 と を 占 め て い る 。

現地法人 を 持つ 日 本企業の 資本金規模 は 、 製造業 で は 資本金200信、円 以上が約 3 割 を 占

め る が、 一方で、 資本金 1 億 円 未満 の 企業が 2 割弱あ る O 卸売業 で は 、 資本金 l 鐙 円 未満

が 4 割 を 占 め て い る O 製造業、 卸売業 と も に 、 規模の大小 に かか わ ら ず進 出 し て い る 。

経営状況は 、 6 割以上が}II買調 と 回答 し て お り 、 中 国 に つ い て は 、 進 出現地法人の う ち 5

割が つ顎調」 、 3 割が 「収支均衡」 、 2 割が 「欠損」 と 答 え て い る 。

撤退経験の あ る 企業 は30社、 件数で49件。 撤退地域は 、 ア ジ ア が 5 割、 次 い で北米 2 害u。

進出件数に対す る 撤退の割合 を 進 出主要 3 地域で比較す る と 、 ア ジ ア 8 . 0 % 、 北米9 . 7% 、

欧州、1 9 . 6 % で必ず し も ア ジ ア か ら の撤退が多 い と は い え な い 。 撤退の 要 因 は 、 業績不振が

最 も 多 く 、 次い で為替変動、 事業 目 的達成 な どが挙 げ ら れ る 。 地域別 で み る と 、 米 国 か ら

の撤退は業績不振 に よ る も の が多 く (44 . 4% ) 、 こ れ に 対 し て 中 国で は 、 業績不振 (33 . 3% )

の他 に 、 販路開拓や技術 レ ベ ル の 問題、 現地企業 と の合併や委託契約 の締結 な ど 目 的達成

に よ る 撤退が挙げ ら れて い る O ま た 韓 国 、 香港、 台湾 は 、 為替変動や 人件費 な ど コ ス ト 高

騰 に よ る 競争力低下が指摘 さ れて い る O

2 . 県外企業 が椙次いで進出
神戸の元町 ・ 三宮地 区 は 震災後、 ダ イ エ ー の 一部市舗や コ ー プ こ う べ が撤退す る 一方、

関 東 は じ め 県外か ら 、 さ ら に 国際的 な 企業の進 出 が 日 立 ち 、 流通業界の新!日交代の操相 を

みせ て い る O

五 ノ 富駅前に 「丸井」

神 戸 の 玄 関 口 、 ]R 三 ノ 宮駅前 に小売 り 大手の 「丸井J (東京) が閉業 し た の が2003年10

月 3 日 O 約 l 年 を 経過 し て 約70億円 を 見込ん だ初年度売上高 は約72億 円 を 記録。 来庖者 も

目 標 を 100万人超 え る 450万人 に 上 る な ど頗調 な 実績 を 納 め て い る O

神戸の商業の 中心地、 元 町 ・ 三宮地区 で は 震災で大丸、 そ ご う の 百貨席 を は じ め 、 三宮

セ ン タ ー 街 な どの商業施設が壊滅的 な 被害 を 受 け た 。 そ の う え 不況 と 消費 の 落 ち 込み で ダ

イ エ ー な ど!日来か ら の 商業者の苦戦が続い た 。 こ う し た こ と か ら 繁華街で あ り な が ら 更地

が長い 間 、 放置 さ れ、 復興の テ ン ポ を 遅 ら せ て い た 。

「神戸マ ル イ J が開業 し た の は 、 ]R 三 ノ 宮駅前で大震災の教訓 を 全 国 に 発信 し て き た 「阪

神 ・ 淡路大震災復興支援館 (通称、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) J の跡地。 フ ラ ワ ー ロ ー ド を は さ

ん で 「そ ご う 神戸庖」 と 向 き 合い 、 北 は神戸交通セ ン タ ー ピ ル 、 南 は 三宮 セ ン タ ー街 に 面

し て い る O い わ ば神戸の 「顔j と も い え る 場所。

丸井は 1931年 に創 業。 戦 時 中 は や む な く 庖 を 閉 じ て い た が1946年 に 営業 を 再開。 現在 は

東京、 神 奈 川 、 千葉 な ど首都闘 を 中心 に 全 国で291吉 を 展 開 。 神 戸 は 28)缶 百 で、 関西で は 第

1 号庖。 婦人、 紳 士 も の の衣料、 バ ッ グ、 靴、 ア ク セ サ リ 一 、 洋 品雑貨 ・ 小物 な ど を 扱 っ
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て い る O

関西進出 は 1980年代 か ら の 悲願 で 、 「神戸 の フ ァ ッ シ ョ ン の イ メ ー ジ が屈 の イ メ ー ジ に

ぴっ た り 」 で 、 し か も 「駅の そ ばの マ ル イ 」 そ の ま ま に 「最高 の 立地 に 出 庖 で き たJ ( 同

杜広報室) と い う O マ ル イ の 音声 に ち な む '0101J を 全国 の 屈 の 共通電話番号 と し 、 庖 の

ロ ゴ も '0101J o 神戸屈で も 癌 ピ ル の外壁 に大 き く 掲示 し 、 ア ピ ー ル し て い る O

2005年 の ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク ま で に は 、 交通セ ン タ ー ピ ル を 経 て ]R、 阪急、 阪神 の 三

宮駅 と 連絡す る 歩道橋が完成の予定で、 同 府 で は 新 し い 人の 流 れ に 対応 し て入 口 の新設 を

計画 し て い る O

大丸、 そ ご う 、 そ れ に 地 元 の 商庖倍 な ど は 、 「競合が強 ま る の は必� だが、 三宮 ひ い て

は神戸市の 活性化 に つ な が り 、 復興の 一つ の あ か しJ I フ ァ ッ シ ョ ン 性 の 高 い丸井の 出 屈 で 、

街の魅力 が高 ま り 、 神戸市内 の み な ら ず、 明石、 姫路あ る い は 阪神 間 か ら 多 く の 人が来 て

も ら え る J と 期待 を こ め て見 守 っ て い る O

海老原幹也庖長 は 「神戸 で は百貨屈 は売 り 上 げで よ い数字 を は じ き 出 し て い る O そ れだ

け の 商 圏 ボ リ ュ ー ム があ る の で は な い か。 上質 さ が求 め ら れ る の が神 戸 の 特徴。 そ う し た

「 ら し さ 』 が、 他地域 と の 対 抗 上、 大 き な 武器 に な る だ ろ う 」 と 語 る O

ユ ニ ク 口 、 ド ン ・ キ ホ ー テ も

丸井の 出 産 に 先がけ て 、 震災で全壊 し た !日 「 ダ イ エ ー さ ん の み や男館」 の 跡地 に は 、 カ

ジ ュ ア ル衣料 「ユ ニ ク ロ 」 を 展 開 す る フ ァ ー ス ト リ テ イ リ ン グ ( L1J 口市) が、 2002年1 1 月

に 「神戸三宮市J を 開設。 関 西 の 基幹庖 と 位置づけ て い る O

ま た 、 総 合 デ イ ス カ ウ ン ト ス ト ア の 「 ド ン ・ キ ホ ー テJ (東京) が2003年 3 月 、 神戸市

中央区 下山手通、 関 西西宮信用金庫 の本庖跡 に 「三宮庖」 を オ ー プ ン さ せ た 。 兵庫県下 に

5 応 、 神戸 は 伊丹 に次い で 2 番 目 の 出 屈 だ、 っ た 。

ス ーパ 一 、 家電販売 も

品方、 か つ て ダ イ エ ー と コ ー プ こ う べが出 活 を 競 い 合 っ た神戸 . I波神 間 で 、 震災か ら の

復興が進 む に つ れ新 た な 商業 ス ペ ー ス が出現。 両社が こ れ ま での拡大路線か ら 、 底舗整理

を 含む経営再建 を 急 ぐ な か、 そ の 間 際 を 突 く 形で、 震災復興再開発 ピ ル な ど に 県外か ら の

ス ー パ ー 進 出 が 自 立 っ て い る 。

神戸 ・ 阪神 間 は 、 3 本の鉄道線 と 幹娘道路が東西 に 貫 き 、 人家の密集 な どでス ー パ ー が

出 自 で き る よ う な 、 ま と ま っ た土地が少 な か っ た 。 同 時 に ダ イ エ ー と コ ー プ こ う べが き め

細 か い 庖舗展 開 で顧客 を 囲 い 込 み 、 「新規参入が難 し い 地域」 と い う の が流通業界の大方

の見方 だ、 っ た 。

2001 年12月 、 JR 住吉駅南側 の震災復興再 開発 ピ ル に 大 阪 の ス ー パ ー 「 コ ー ヨ - J が出

屈 し た 。 生鮮食品 、 特 に鮮魚、 に特化 し 、 売場面積の約 3 分の 1 を 魚、売場が 占 め る 。 一尾 を

丸 ご と 、 客 の 注文 に 応 じ て さ ば く サ ー ピ ス を す る な ど、 セ ル フ 方式 な が ら 市場の よ う な対

面販売の雰囲気 を 持つ 。

642 第 七章 @ 産業 雇 用



「震災が な け れば、 神戸 に 出 る こ と は な か っ た」 と い う 「 コ ー ヨ ー 」 は 、 こ の 時点で21

庖舗の う ち 6 庖舗 を神戸、 尼崎、 宝塚 な ど兵庫県下 に 展 開 。 ほ と ん ど の 庖 が住吉庖 同様、

震災後の再開発地域で 中 核活舗 と し て 入居 し て い る O

ま た 、 大 阪 を 拠点 に 120庖 を 擁す る 「万代」 は 、 2001年秋、 コ ー プ こ う べ が不採算 を 理

由 に撤退 し た神戸 ・ 鈴襲台自 を 借 り 受 け 、 営業 を 始 め た 。 独 自 の低価槙戦略 を 展 開 し て お

り 、 「予想以上 に好調」 と い う O

)苫舗展 開 に つ い て 、 「大阪 は す で、 に 出尽 く し た感があ っ た」 と い う 同 社 も 、 震災以 降、

兵庫 に 日 を 向 け た 。 1990年代末、 西宮 に 1 号屈 を 出 自 し 、 阪神 、 神戸 に 拡大。 2002年 4 月

に は尼崎へ の 出 屈 を 計画 し て い た 。

さ ら に 、 フ ラ ン ス 系 の ス ー パ ー 「 カ ル ブ ー ル」 は 、 近畿で 5 宿 を 展 開 し て お り 、 2003年

10月 に 尼崎、 2004年 1 月 に は 、 「 カ ル ブ ー ル 明石庖」 を 開屈 さ せ た 。 食 品 、 衣料、 家電、

雑 貨 な どあ ら ゆ る 日 用 品 が揃 う ハ イ パ ー (広大 な ) マ ル シ ェ (市場) を 標 ぼ う し 、 「賑や

か な マ ル シ ェ の 雰 囲気の 中 で、 シ ョ ッ ピ ン グ を 楽 し ん で ほ し い 」 と 訴 え て い る O

一方、 家電販売屈 の 進 出 も 目 立 っ た 。 北海道か ら 麗 児 島 ま で全国 を ネ ッ ト す る 「 ヤ マ ダ

電機J (群馬県前橋市) は 、 2001年 1 1 月 に 神 戸市東灘区青木 に 「サ ン シ ャ イ ン 神戸商J を

出 在 し た の に続い て 、 2002年 8 月 に 「神戸本屈J ( 中 央区脇浜) 、 さ ら に 「神戸 ウ イ ン グス

タ ジ ア ム 前屈J (兵庫 区梅崎、 2003年 9 月 ) と 相次い で崩舗展開 を 進め て い る 。

ま た 、 家電量販自 の 「八千代 ム セ ン 電機J (大阪市) は 2003年秋、 兵庫県 内 に 2 庖舗 の

出 屈 を 決め た 。 10月 に 尼崎市 に 、 1 1 月 に神戸市長 田 区 の 震災再開発 ピ、 ル 「 ア ス タ く に づか

3 番館J の 核 テ ナ ン ト と し て 開業。 同社の県内庖舗 は 計 7 屈 と な っ た 。

尼崎の癌舗 は 、 10月 に オ ー プ ン す る 仏 ス ー パ一 大手 カ ル ブ ー ル の 近 隣 で 建設 中 の 「 し も

さ かベ シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー」 の 核 テ ナ ン ト O 売 り 場面種約4 ， 000平方江で広域か ら の 集

客 を 目 指す。

神戸市長 田 区 で は 、 29階建 て 再開発 ピ ル の し 2 階 に入居 し 、 売 り 場面積約3 ， 300平方 

地下 1 階 に ダ イ エ } が出 屈 す る O 当 初 、 ダ イ エ ー が中核 と な る 計画 だ、 っ た が、 規模 を 縮小

し た た め 、 新 た な 核 テ ナ ン ト が ど こ に な る かが注 目 さ れて い た 。

1 00均 シ ョ ッ ブの 「 ダ イ ソ -J 大挙進出

震災で小売商 ・ 市場、 ス ー パ ー な どの被災 と 周辺 人 口 の減少、 加 え て 消 費 マ イ ン ド の 冷

え 込 み で 、 小売市場 は 長期 の足踏み状態 を 強 い ら れて い る O こ う し た状況下で 、 生活用 品

を 中心 に 庖 内 の全高 品 を 100円均一で売 る 忠が消費者の注 目 を 集 め て い る O い わ ゆ る rlOO

均 シ ョ ッ プ」 で、 い ま や東高 ア ジ ア や 中 国 、 台 湾 な どか ら 来 日 す る 観光客 も 土産物 の 買 い

物 に大い に 利 用 す る ほ ど定着 し て き て い る O

「大創産業J (広 島県東広 島市) がチ ェ ー ン 庖 と し て全国 に 展 開 し て お り 現在約2 ， 400庖。

神 戸 に は 震災前 に 灘区水道筋 に 宿舗 を 構 え て い た が、 震災の被害 に 遭 い 関 宿 。 以後、 街の

復興 に つ れ、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー や商業 ピ ル な どの テ ナ ン ト と し て の 出 庖要請 に応 じ て
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各地 に 進 出 し た 。

こ こ 5 、 6 年の 問、 屈 の 名 が一般 に浸透す る に つ れて本格的 に展 開 を 始め 、 急速 に 自舗

数 を 増 や し て い る O 日 用小物 を 手軽 に 100円 で購入 で き る 便利 さ と 、 庖 に 行 っ て か ら 例 え

ば音来 の CD の よ う に 「 こ ん な 物 ま でが100 円 で」 と い う 驚 き が購買動機 に つ な がっ て い

る よ う だ。

神戸へ の 進 出 は '100 円 プ ラ ザ ダ イ ソ ー ・ メ ト ロ 神戸庖」 な ど を 皮切 り に 、 神戸 を は じ

め 芦屋、 西宮、 尼崎 な ど阪神 間 に 約50!古舗 を 展 開 し て い る O 最近で は顧客の 要望 に応 じ て

一部 に 1 50 - 200円 、 中 に は 1 ， 000門 の 品 擁 え を し て い る 庖 も あ る O

大創産 業 は 1977年12月 、 広 島県東広 島市で 開業。 当 初 は ト ラ ッ ク に 商品 を 積 ん で " 行商"

を し て い た 。 い わ ば下積み の 時代 を 経 て 、 い ま や小売業 の 一 つ の 方式 と し て 市民権 を 得 た 。

癌舗名 は 、 い ず れ も '100円」 を 掲 げ '100円 シ ョ ッ プ ダ イ ソ ー J '100 円 プ ラ ザ ダ イ ソ ー 」

な ど と し て い る O 今後の自舗展 開 に つ い て 「特定の計画 は な い が、 ス ー パ ー や新設の商業

ピ ル か ら の 要請があ ればケ ー ス ・ パ イ ・ ケ ー ス で判 断 し て い く 」 と い う O

大型j苫の新設崩 け 出 ラ ッ シ ュ

売 り 場面積が1 ， 000平方 - を 超 え る 大型屈の2003年度上半期 ( 4 - 9 月 ) の新設届 け 出

は 近畿 2 府 4 県 と 京都 、 大板、 神戸の 3 政令都市で44件。 こ の う ち 兵庫 県 が 9 件、 神戸市

が 7 件 と い う 高水準 だ、 っ た 。

急拡大す る リ フ ォ ー ム 市場 に 合 わ せ て 、 園芸や 日 曜大工用 品 、 カ ー 用 品 を 扱 う ホ ー ム セ

ン タ ー の 出屈 が活発 に な っ て い る O

ホ ー ム セ ン タ ー 「 デ イ ツ ク J を 展 開 す る 「 ダ イ キ J (松 山市) は 「近 畿 で の 出 自 余 地 は

大 き しり と し て お り 、 2003年 9 月 に神戸市北区 日 の 蜂 に神戸市 内 初 出 庖 と な る 「 デ イ ツ ク

北町出」 を 、 ま た 1 1 月 に は 県 内 で 10屈舗 日 と な る 「 デ イ ツ ク 宝塚庖J を 開業。

西宮市の 阪神パ ー ク 跡地 に 設 け ら れ た 大朝商業施設 「 ら ら ぽー と 甲 子 爵 」 に は 「 イ ト ー

ヨ ー カ 堂J (東京) が進出 を 予定 し て い る O

ま た 、 「 コ ー ナ ン 商事J (大阪府堺市) は 関西 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト (伊丹市) と の複合屈

「ホ ー ム セ ン タ ー コ ー ナ ン J を 神戸 市垂水区 に 2004年 4 月 オ ー プ ン さ せ る な ど、 流通、 小

売 り 業界の勢力 図 が大 き く 様変 わ り し て い る 。

尼崎 に は米国系企業

大型屈 の 進 出 は神戸 ・ 板神 地域 に 集 中 し て い る が、 中 で も 工場移転 な どで広 大 な 未利用

地があ る 尼崎市 に は9 ， 000 2 万平方むよ級 の 出 屈 が相次い で い る O 大 阪 や 神戸 な ど と 交通

の利便性が高い の が魅力 だ。

2003年 4 月 に 、 JR 尼崎駅北東 に 米 国 の会員 制卸売庖 「 コ ス ト コ J が 開 庖 。 10月 に は す

ぐ 隣 に仏 大手ス ー パ ー 「 カ ル ブ ー ル」 が開業 し た 。

「 コ ス ト コ 」 は 、 世界 7 カ 国 に400届以 上 あ り 、 日 本で は 4 番 目 O 食 品 や 衣料品 を は じ め 、

電化製品 、 書籍 な ど取 り 扱 い 商 品 は 約4 ， 000種。 業務用 を 中 心 と し た 品 ぞ、 ろ え が特徴で、
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ま と め買 い の個人客や業務用 に 仕入 れ る 客 を も タ ー ゲ ッ ト に し て い る O

さ ら に 、 家具 ・ イ ン テ リ ア販売大手の 「ニ ト リ J (札幌市) は 、 2003年 9 月 、 神 戸市東

灘 区 に 「神戸御影届」 を 開活。 県 内 で は 5 )古舘 目 、 神戸 市内で は初進出 だ っ た 。 兵庫 区や

神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド に 大現物流セ ン タ ー の建設 を 予定 し て い る O

神戸の 「 オ ー ガス タ プラ ザ‘」 も

神戸ハ ー パ ー ラ ン ド の 大型商業施設 「 オ ー ガス タ プ ラ ザ、J (地上18階、 地 下 3 階) を 買

収 し た米金融大手 の モ ル ガ ン ・ ス タ ン レ ー ・ グ ル ー プ は2003年 9 月 、 オ ー ガス タ プ ラ ザ を

改装 し た 同 グル ー プ と し て E 本初 の大型商業施設 「 プ ロ メ ナ神戸」 の 一部 を 開屈 し た 。

グ ル ー プの一員 で、 商業施設の運営管理 を 行 う 「 プロ メ ナ ・ リ テ イ ル ・ プ ロ パテ ィ ー ズ」

(東京) は 、 ハ ー パ ー ラ ン ド に つ い て 「商業地 と し て さ ら に発展す る 可能性 を 持 っ て い る 」

と し て お り 、 「近 隣 の ピ ル を 取得 し 、 プ ロ メ ナ と の相乗効果 を 図 り た い」 と ハ ー パ ー 内 で

他 の ビ、 jレ の 買 収 も f食言す し て い る こ と を 明 ら か に し て い る O
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ま ち づ く り



め

“ 9 年 日 の い ら だ ち " と い う も の があ っ た の で は な い か。 土地区画整理事 業 の 統括部門

で 、 あ る い は 市衛地再開発事業の現地事務所で、会 っ た行政の 担 当 者 た ち は ナ ー パス で あ っ

た 。 震災10年 を 前 に し て 、 復興都市計画事業 は 「め ど を つ け る 」 、 「区切 り を つ け る 」 、 そ

う い う こ と が意識 さ れて い た 。 仮換地指定率、 あ る い は管理処分計画決定率 な ど、 数字で

割 り 切 れ る も の は ま だ い し 、 。 割 り 切 れ な い も の に ど う 「め ど」 を つ け た ら い い のか。 そ の

悩 み は 、 言 い 換 え れ ば、 「終わ る の か」 、 「終わ れ る の か」 ー そ う 迫 っ て く る 被災者の 問 い

に ど う 答 え る か、 と い う 悩み で も あ る O そ れは ま た 、 被災地外か ら の 「 い つ ま で引 き ず っ

て い る の だ」 と い う 非難 め い た視線 を 意識 し な が ら 答 え を 考 え な け れ ば な ら な い微妙 な 配

恵 を 必要 と し て い た。

新 聞 は 、 都市計画決定か ら 9 年 を 迎 え て 、 仮換地指定率93 % に な っ た も の の 、 地 区 内 の

人 口 回復率75% の 震災復興土地区画整理事業 に つ い て “ ゴー ル 目 前 「足踏み感」" と 表現

し た 。 市街地再開発事業 に つ い て は 、 再開発 ピ ル に 移 っ た も の の 商売 に な ら な い商宿主の

声 を 紹介 し て “不況、 競合… た め息" と 表現 し て い る (神戸新問、 2004年 3 月 4 日 ) 。

足踏み感や た め阜、 は 、 ま ち が、 思 っ て い た復興 に は な っ て い な い “ い ら だ ち " か ら 米 て

い る の だ ろ う 。

被災者は被災地の将来像 を どの よ う に 描い て い る の か。 ア ン ケ ー ト で明 ら か に な っ た の

は 世代 に よ る 意識 の 違 い だ っ た 。 白 分た ち が住 む 地域や ま ち に つ い て 、 「今後 どの よ う に

変 わ る と 思 う か」 と 聞 く と 、 40 - 50代 と 60代以 上で は 「活気が失 わ れ る 」 を 選 んだ 人が最

多 ( と も に32 . 4 % ) だ っ た の に対 し 、 20 30代 は7 . 3% だ、 っ た ( 日 本経済新潟、 2004年 1 月 1 5 日 ) 。

若 い世代 か ら は 「被災地であ る こ と を 意識 し す ぎJ r も う 被災地 を “売 り " に し た く な いJ

な ど と し て 、 新 し い 道筋 に よ る ま ち づ く り を 志 向す る 声 も 上がっ て い た 、 と も 指摘 し て い

る 。

「復興」 と い う 言葉 も 消 え て い く の か も し れ な い 。 矢 田 立郎神戸市長は2004年度で終了

る 震災復興計画 に つ い て 、 「新 た な復興計画 は つ く ら ず、 市 の 中期計画 な ど基礎的 な 年

次計画 に 繰 り 入 れ る 」 と 詰 っ た。 (神戸新聞、 2003年11 月 初 日 )

2005年へ向 け て復興の よ う す を 検証 し た神戸市復興 ・ 活性化懇話 会 は 、 「神戸 の 今」 に

震災の影響 は ほ と ん ど な く な っ て い る 、 と 総括 し た 。 そ の上で、 座長の尭天義久神戸大名

誉教授 は 、 な ま ち づ く り の テ ー マ に 「 ク オ リ テ ィ ー ・ オ ブ ・ ラ イ フ 」 を 掲 げた 。 「復興」

か ら 脱 し て次の レ ベ ルヘス テ ッ プア ッ プ を 、 と い う 方向 を 意識 し て い る の で あ ろ う 。

す ま い ・ ま ち づ く り 作業部会長の 安 田 丑作 ・ 神戸大学工学部教授 は 「 も は や 特例 よ り も 、

全国共通の課題 と し て恒久的 な 制度 に位置づけ る こ と が大切」 と 指摘 し た 。 阪神 ・ 淡路大

震災の場合の特別 の例外措置で は な く 、 こ れか ら の ま ち づ く り の主流だ と 誇ろ う 、 と い う

こ と で も あ る 。

だが 「足切 り 」 に は 四捨五入が と も な う O “ 9 年 目 の い ら だ ち " は 、 切 り 上 げ、 切 り 下

げで見 え な く な っ て し ま っ た も のへ の 愛情か ら 来 て い る の か も し れ な い 。
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第一館 復興都市計画事業の状況

1 . 土地騒画整理事業 に は め ど
土 地 法掴 整理事業 で は 、 4 市 1 町 の 20事業地 区 、 255 . 9ha (組合施行の 2 地 区 、 2 ha 

を 含む) で、 事業の 完成度 を 示す仮換地指定率が、 2004年 3 月 末で94 % (前年 同 期 は 90 % )

に な り 、 4 ポ イ ン ト 進 ん だ。 2003年度 に事業が完了 し た の は 、 神戸市長 田 区 の御菅東 と 芦

(表 1 � 1 )  復興土地区画整理事業の状況 (2004年 3 月 31 日 現往)

都市名 地 区 名 施行者 面 積 都市計画 事業計画
決定年月 決定年月

第 l 地区
97/09 

森 南 市 16. 7ha 95/03 第 2 地区
97/09 

第 3 地区
981ll 

西地区
96/03 

六 甲 道 駅 西 市 19 . 7ha 95/03 北地区
961ll 

松 本 1 市 8 . 9ha 95/03 96/03 

神戸市 東地区
961ll f部 菅 市 10 1h m3 ; [Ili地区
97101 

新長田駅北地区
96/07 

新長悶 ・ 鷹取 市 87 . 8ha 95/03 鷹取東第 l 地区
95/11 

鷹取東第 2 地区
97/03 

湊川町 l ・ 2 了 百 組合 1 . 5ha 961ll 

神前町 2 丁 目 級合 0 . 5ha 96/12 

第 1 地区
98/05 

芦 屋 務 部 公団 ・ 市 21 . 0ha 95/03 
芦E室市 第 2 地IR

98/03 

芦 屋 中 央 公団 ・ 市 13 . 4ha 95/03 96/06 

森 具 市 10. 5ha 95/03 96/02 
西宮市

西宮北口駅北東 市 31 .  2ha 95/03 961ll 

尼崎市 築 地 市 13 . 7ha 95/07 95/12 
北淡町 富 島 国I 20. 9ha 95/03 96/1 

土地区路整理事業
事業地区 加地区都市計画決定地区 255 . 9ha 決定地区 加地区13地区

仮換地指定
開始年月

98/03 

981ll 

∞/05 

961ll 

97/02 

961ll 

97/10 

98/01 

97101 

96/08 

97/09 

97/05 

97/09 

99/08 

98/03 

97/08 

96/11 

97110 

97/02 

1iZ換地
指定開始
20地区

工事着工 I 完了 年 月年 月

98/04 03/02 

98/12 03/02 

00/06 

96/12 01107 

97/03 

96/12 

97/10 03/04 

98/01 

97/01 

96/09 01/02 

97/09 

97/05 02/09 

97/09 00/12 

99/08 03/05 

99/03 

97/08 02/05 

97/01 01/10 

97/10 

97/03 i 
98/01 

20地区

仮換地指定率

100% 

l∞% 

川
I∞% i 

96% 

96% 

100% 

97% 

84% 

100% 

お% l
100% 

100% 

100% 

97% 

100% 

100% 

96% 

100% i 
92% 

神戸市平均 91% i 州地区 幻
全体平均 94% 
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屋市芦屋西部第 1 地区 の 2 地区。 遅 れ て い た新長 田 駅北地区 (仮換地指定 率84 % ) で は 、

工場 な ど大型物件 の 移転 と 幹線道路の新設工事 に 入 る 段階 に き た。 西宮北 口 駅北東地 区 を

除 い て 震災10年 ま で に は事業が完了す る 見通 し が 出 て き た 。

都市計画事業地域以外の 、 い わ ゆ る 「 白 地地区」 の神戸市兵庫 区湊川 町 1 ・ 2 丁 目 の組

合施行庶画整理が2003年 4 月 に 完成 し た 。 組合施行の 区画整理は 郊外の新規住宅地の 開発

で行わ れ る の が通常で、 既成市街地で は灘区神前 2 丁 目 地区 と 並 んで全国 で 初 め て の試み。

(表 2 ) 復興市街地再開発事業の動 き (2004年 3 月 31 日 現在)

管理処分 工都市計画 事業計図 言十閣決:5E疋 建築工事 建築 事 事業計画 管球処分都市名 地 区 名 施行者 面積 決定年月 決定年月 年月 着工年 月 (予
フc了

定) 決定率 計画決定率
I (予定)

神戸市

第 l 地区 O 目 7/0 . 7ha ! 0 . 7/0 . 7ha 
96/0; I 97/03 1 97/07 1 00/04 z 100% z l∞% 

第 2 地区 � ' ，OO 1 2 . 0/2 . 0ha 1 2 . 0/2 . 0ha 
市 98/08� I 00/03 1 98/11 i 04/03 1 ::  100% ニニ1005; 六甲道駅南 i 2 種 5 . 9ha 1 95/03 

第 3 地区 1 .  511 . 5ha I 1. 5/1 . 5ha 
97111 I 981ll 98/02 I 01112 ニ 100% 1 =100% 

! 第 4 地区 1 .  711 . 7ha 1 1 .  711 . 7% ;i 98/0; I 99/03 1 98/05 03/09 I :: iOO% ェ 100%
第 l f並区 Q7/(ìQ 0'7 ifìQ I ( \ 1 8 . 1I8 . 1ha 1 5 . 6/8 . 1ha 

9sílÕ' 97/08 97/08 \08/03) ! = 1∞% 1 =69% 
第 2 地区 / \ 0 . 9/1 . 2ha 1 0 . 9/1 . 2I1a j i 98/01 97/()5 109/03/ 275 ( % 275% 97101 

i 第 2 B地区 02108 I 02/09 I (09/03) 99101 1 �- �- I �- �� 1 " �� ， I = 100% 1 =40% 
第 2 C地区 1 .  4/1 . 411a 1 0 . 81 1 .  4h且。1/12 01/12 I (06/03) 一 100 。ノ 57o/c 出。 j O0/01 j i 10 ー ァo新長田駅南 穏 20. 111a I 95/03 2 第 3 地区 l 98/08 99/01 (06/03) 7 1 0/ と8o/c 97110 1 ， �. �- 1 ， � . � � 1 . � � ��， 1 = 1 :;0 - J0 70 

第 3 地区
'^' " ^' I 0 . 8/0 . 8I1a 1 0 . 8/0 . 8ha 

I (大橋 4 地区) 1 00103 1 00105 (06/03) ニ 100% ニ100%99/10 
第 3 地区 1 . 2/ 1 . 2I1a 1 0/1 . 2ha 

(大橋 3 池区) I (04/05) I I (09/03) I :; ��� % ua I :�% 

関宮北 駅 公団 1 �_ ，�_ 1 01103 1 3 . 3/3. 3ha 1 3 . 3/3 . 3ha ; 西EZ市 北 口東 2 種 1、 . 3ha 1 95/03 1 96/05 1 97/03 1 98/03 事業完了 = 100% ニ 100%
宝塚駅前 市 00/09 I 0 . 9/0 . 9ha 1 0 . 9/0 . 9ha 第 2 ] 区 0 . 9ha I 95/03 1 96/03 1 96/12 1 97109 工事完了 ; ニ100% 二= 100%

(花の み ち )
I 2 1童

{塚市 公団 __ '''^ 1 99/1] 1 1 . 611 . 6ha 1 1 . 6/1 . 6ha 五 売布神社駅前 2 種 i 田 6ha 1 95/03 1 96/05 1 97/02 1 97/08 事4末完 了 二三 lω% I ニニ 100%
i 公団 I . ". I "_ " ，， I I "" "" I ^^ ^_ I 03/03 I 1 .  6/1 .  6ha I 1. 6/1 . 6ha 仁 川 駅 前 ;1 2 種 1 . 6ha i 95/03 1 97/06 1 98/03 1 99/05 事業完了 =100% ニ 100%

事業地区 i 市街地再開発 計 15地区 管理 工事着手 32. 4/33 目 4ha 1 24 . 8/33. 4ha 都市計磁決定地区 33. 4ha 決{地区 処分決定 済み =97% i =74% 6 池lK I V�疋5地区 14地区 14地区
i 
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指導 に 当 た っ た 建築家や ま ち づ く り 推進委員 は 「現実 に即 し た イ ン ス タ ン ト 的 で変則 的 な

ま ち づ く り に な ら ざる を 得 な か っ た」 と し な が ら も 「 こ の方法 に 工夫 と 制度上の改善 を 加

え れば、 平時の密集市傷地 に お け る 再開発や 区画整理 に お い て民間主導で早 く ま ち づ く り

がで き る の で は な い か」 と 評価 し て い る O

2 . 市窮地再開発 は新長 田甫 を の ぞ き ほ ぼ完f
市街地再開発事業 は 、 神戸、 西宮、 宝塚 3 市の 6 地 区 で 計画 さ れた ピ ル の床 の売れ行 き

な ど を 示す管理処分計画決定率が74% (2003年 3 月 末 は 72 % ) で 、 こ ち ら は 依然足踏み状

態 に あ る O た だ、 再開発事業 は 地区 に よ る “ 東高西低" の差がは っ き り 現 れ て い る O

神戸市灘区 の 六 甲 道駅南地 区 で は 、 2003年 4 月 に 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 3 番街」 の l 番館 (l3

階) 、 2 番館 (14 1晴) が完成 。 9 月 に は 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 1 番街J (33階) が完成。 こ れで

地区全体の再開発計両 ピ ル 1 4 棟全棟が完成 し 、 ピ ル 内 の マ ン シ ョ ン も 完売 し た 。

新長田 駅南‘ 地 区 で は 、 2003年1 1 月 に 再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 3 番館J (29階) 、 12月

に 「 ア ス タ く に づか 4 番館東棟J ( 5 階) 、 「 ア ス タ く に づか 5 番館南棟J ( 9 階) の そ れぞ

れの低層 部 に あ る 寵業施設がオ ー プ ン し た 。 し か し 、 こ の 地 区 に計画 さ れた 37棟の再開発

ピ ル の う ち 2004年 3 月 ま で に 、 完成 し た の は半分 に 満 た な い18棟。 5 棟が建設 中 だが、 周

辺 に は建築工事 に 着手す る め どが立 た な い工区 も あ り 、 2 地 IR で工事完 了 予定が2008年か

ら 2009年 に 延期 さ れ た 。 神戸市 は 、 こ れ ま で の建設で、 新長田 南 地 区 で の 寓北 の商業軸 の

完成の め どがつ い た と し 、 未若工の ピル に つ い て は 「住民 と 話 し 合 い 、 再検討 し た い」 と 、

事業の 長期化 に 対 し て 新 し い 方向 を と る こ と を 示唆 し て い る O
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l 第二鮪 神戸市の都市計 事業 @ ま ち づ く り
神戸市 内 で行 わ れて い る 震災復興都 市計画事業 は 、 土地区画整理事業の 仮換地指定率が

2003年度末で平均91 % (前年 同期75 % ) に な り 、 事業完了 の め どがつ い た 。 都市再開発事

業 は 、 六 甲 道駅南地区 で ピ ル建設が完了 し 、 防災公 園 の 整備 の 段 階 に な っ た 。 だが、 新長

田 駅南地 区 は 、 3 棟の ピ ル の 商業 ス ペ ー ス があ い つ い で、 オ ー プ ン し た も の の 、 計画数37棟

(神戸市都市計画総局 は 当初 の段階での数で約40棟 と し て い る ) に対 し て 、 こ れ ま で に 完

成 し た の は 18棟 に と ど ま っ た 。

市 は2004年度の予算案 を 「復興の総仕上げ予算j と し、 復興土地区画整理事業の仮換地

指定率100% を め ざ し、 事業費 を 2003年度 当 初比2 . 5倍の132億円 と し た 。 再 開発事業 は 、 六

甲 道駅菊地 区 の事業が終了時期 に 近づい た こ と か ら |司 100億円減の239億 円 と し た。 新長 田

駅南地 区 で は 、 残 り の棟の計岡規模 を 見直 し 、 事業の進 め 方 を 地元 と 調整す る こ と に し た 。

1 . 西須磨の道路開題
1 ) 公害紛争調停へ 当 事者間士で調査

神戸市の都市計画道路建設 を め ぐ っ て 、 西須磨 地 区 の住民が兵庫県公害審査会 に 申 し 立

て て い る 公害紛争調停 は 、 2003年度末 ま で に 16 回 聞 か れ た が合意 に至 ら な か っ た 。

6 月 6 日 の 調停で、 神戸市は交通量予測 を 提示す る こ と に し て い た が、 市 は 「不況、 少

子化、 関連道路の完成状況 な ど不確定条件があ り 、 時 聞 がかか る 」 と 数値 を 示 さ な か っ た 。

1] 月 11 日 に は調停 匝 と 市が、 同 地 区 の騒音、 振動、 交通量 な どの現況調査 を 行 っ た 。 公

害紛争調停で 当 事者 同 士が協力 し て調査 を 行 う の は異例の こ と と 見 ら れて い る O

調査は 、 調停団 と 市 の協議 を 経 て 、 調査項 H や場所、 規模 を 決 め 、 市が委託 し た専 門 業

者が 7 日 時行 っ た 。 調査デー タ は住民 と 市の双万が共有す る O

こ の と き の調査の速報結果は2004年 2 月 12 日 に 発表 さ れ た 。 こ れ に よ る と 、 騒音 は24 カ

所の調査地点、の う ち 5 カ 所で 国 の 環境基準 を 上回 っ て い た 。 振動 は 、 振動規制l法 に基づ く

基準 を 全調査地点で ク リ ア し て い た 。 人の耳で は 開 き 取 り に く い低周波音 も 調査 し た が 、

評価基準が な く 、 数値だ け を 示 し た 。

国 の 環境基準 を 上 回 っ た 騒音 は 、 エ ネ ル ギ ー の平均値 を 示す等価騒音 レ ベ ル に よ る と 、

須磨 立戸政町 4 の県道神戸明石線沿 い で 、 調査 日 の う ち 平 日 の 3 B 間 がいずれ も 昼間73デ

シ ベ ル 、 夜 間71 デ シ ベ ル と な り 「大声で話 さ な い と 開 こ え な い」 う る さ さ だ、 っ た 。 他 の 4

地点 で も 、 調査 日 の 大半が環境基準 (昼間70 デ シ ベ ル以下、 夜 間 65 デ シ ベ ル以下) を 超 え

た 。 こ の結果 に つ い て神戸市都市計同総局工務課は 「厳 し い結果だ。 今 の 騒音 を 減 ら す た

め に も 、 新 た な 道路 を 造 り 、 交通 を 分散 さ せ る こ と が必要」 と コ メ ン ト 。 調停団の弁護団

長 は 「交通量 に よヒベ騒音 の 大 き さ が 目 立つ 。 道路構造 に 問題があ る は ず」 と 指摘 し た 。
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西須磨 地 区 の 道路 問題 は 、 1995年 3 月 17 日 に事業認可 さ れた 。 1 ) 中央幹線の道帽 を 6 m

か ら 27�36m に 、 2 ) 千森線を 6 m か ら 22 m に拡幅、 3 ) 須磨多 聞 線 を 高 架 に し て 520m を

延長す る ー な どの事業。 第 2 次大戦後の戦災復興の都市計画決定が震災後 に事業化 さ れ た 。

予定地 と そ の 周 辺の住民が 「公害がひ ど く な る 」 と 「西須磨都市計画道 路公害紛争調停

毘」 の 、 全国最大規模の3 ， 746人が県公害審査会 に調停 を 申 し立 て て い る O

2 . 新長田駅臨地区の再開発
1 ) 再開発事業 を 5 年延長

全国最大級規模 の JR 新長 田 駅南地区市傷地再開発事業 に つ い て 、 神 戸 市 は 当 初 は2004

年 3 月 と し て い た 完成予定時期 を 、 最大で2009年 3 月 に 延期 し て い た こ と が、 2003年1 1 月

に朝 日 新聞 な どで も 報道 さ れて い る 。 地元の意見調整な どが難航 し た た め だが、 事業期 間

を こ れ ほ ど大幅 に 延長す る の は き わ め て異例 と い う O

神戸市 は 新長 田 駅南地 区 を 「西部副都心」 と 位置づけ、 約20 . 1ha を 再 開発事業 の 都市

計画 を 決定。1996年 か ら 2000年 に か け て 3 地区 6 区域 に 分 け て 事業計画 を 決定 し 、 最長2004

年 ま で を 施工期 間 と し た 。 総事業費2 ， 710億 円 。 中 高層 の ピ ル計31棟 (事業計画決定分)

を 建設 し 、 震災前 の 世帯数の約 2 倍 に 当 た る 約3 ， 000戸 の住宅 を 供給す る 計画 。

し か し 、 住民 ら と の意見調整や土地買収が難航 し た た め 、 2003年度末段階での完成予定

は計18棟 に と ど ま る 見込み。 市 は 2003年1 1 月 7 B に 、 第 2 地区 の う ち の 約 5 ha に つ い て

完成時期 を 2009年 3 月 ま で に延長す る 手続 き を 開始 し た 。 市再開発課は 「実情 に却 し て計

画変更 の 手続 き を 翠 っ た 。 2003年度 中 に は 震災前 の住宅数 の 1 ， 500戸 は供給で き る 」 と し

て い る o (朝 日 新聞 、 2003年1 1月 21 日 。 神戸新聞、 2003年1 1 月 22 日 )

2 ) 再開発事業 を 再検討

]R 新長 田 駅甫 地 区 の 20 . 1ha で進め ら れて い る 復興市街地再開発事業 は 、 2003年 4 月 か

ら 2004年 3 月 末 ま で に神戸市施行の 7 棟の ピ ル が完成 し 、 予定 さ れて い る 37棟の う ち 18棟

が完成 し た。 こ の 地 区 の商業の南北中心軸 だ っ た 大正筋 に商庖荷が回復 し た が、 元 の 商庖

が “復帰" し た の は半数以 下 に と ど ま っ た 。

5 棟が工事 に かか っ て い て 、 こ れ を あ わ せたお棟の商業床面積は震災前 の 約 4 万8，000m'

と ほ ぼ同水準 に な る O 住宅供給戸数 も 約1 ， 840戸 に な り 、 震災前の住民約1 ， 600世帯 を 上 回 る O

残 り の 14棟の計画 に つ い て の 、 計画規模が過剰 だ と い う 指摘 や 、 ま だ事業計闘 も 決 ま っ

て い な い 地 区 も あ る こ と に つ い て 、 神 戸 市 は 「事業用 地 の暫定利用 の 方 法 を 含め 、 事業 の

進 め 方 を 住民 と 話 し 合 い 、 再検討 し た い」 と し て い る O

3 ) マ ン シ ョ ン分譲が不振

2003年 8 月 時点 で 、 新長 田 駅南 の 市信地再開発事業 に よ る 7 棟の マ ン シ ョ ン ピ ル の う ち
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4 棟は完売 し た が、 工事中 の残 り 3 棟 は そ れぞれ 3 割程度売れ残 っ て い る O 日 本経済新聞

は 「新長 田 駅 南 の 再 開発事業の マ ン シ ョ ン 分譲不振」 と 報 じ た 。

神戸市 は 3 . 3m' あ た り 95 110万円 で分譲。 民 間 デベ ロ ッ パ ー の相場 に 比べ て 55 - 65 % と

割安 の た め 、 2001年7月 ま で に 発売 し た 4 棟376戸 は 'R� B 完売 に近 い ベ ー ス J (神戸市)

で売れた。 だが、 2002年 4 月 以 降 に 発売 し た 3棟279戸 は契約率が 7 割台 に と ど ま っ た 。 販

売 を 担 当 す る 新長 田 ま ち づ く り 会社 は 「周辺 の 民 間 マ ン シ ョ ン が価格 を 引 き 下げる な

合が激 し く な っ た」 と い う O

神戸市 は 、 着工済み も し く は 具体的 な 計画が決 ま っ た23棟で900戸 強 を 分譲 し 、 残 り 7

棟で も 、 戸 数 は 未 定 だ が さ ら に マ ン シ ョ ン を 分譲す る 計画。 総事業費 2 ， 710億 円 は 国 か ら

の補助金 と ピル の 床 の 売却で ま か な わ な け れ ば な ら ず、 マ ン シ ョ ン 分譲 は 大 き な柱。

日 経新聞 は 下地価 下落 を 受け て毘辺で も 民間 マ ン シ ョ ン が建設 ラ ッ シ ュ で、 供給過剰 に よ

る 売れ行 き を 懸念す る 声 も あ る 」 と 述べ、 不動産経済研究所大阪事務所の石丸敏之所長の 「高

層 か ら 低層 への計画変更 な どが必要」 と い う 指摘 を 紹介 し て い る ( 日経新聞、 2003年 8 月 28 日 ) 。

〔再開発マ ン シ ョ ン の 1 5糠 毘 も販売不振〕

2004年 3 月 、 市街地再開発の 15諌 目 の ピ ル 「 ア ス タ ピ ア 新長 田 ス テ ー シ ョ ン フ ラ ッ ツ 」

が長 田 区大橋町 4 に完成 し た 。 13階建 て 、 延べ約7 ， 800m2o 2002年 2 月 に 着工。 建設費約16

億 円 。 1 、 2 階の 出舗 ・ 事務所用 13区間 の う ち 郵便局 、 コ ン ビニ 、 医院、 美容院 な ど11区

幽が順次オ ー プ ン し て い る O

3 階以上 は64戸の住宅。 こ れ ま で完成 し た ピ ル の う ち で は最 も 駅 に 近 い が、 一般向け分

譲住宅62戸の う ち 、 販売済 み は半数以下の28戸 だ っ た (2003年 8 月 現在) 0 従前の土地所有

者、 建物所有者 ら は ほ かの再開発 ピ ル に 入居 し て い る 人が多 く 、 入居は 2 戸 に と ど ま っ た 。

4 ) 再開発 ピjレ 5 棟の事業計商決定

2003年11 月 27 日 、 長 田 区大橋町 3 な どの新長 田 駅南地豆第 3 地区約 1 . 15ha に 再 開 発 ピ

ル 5 棟 を 建設す る 事業計画が決定 し た 。 国道 2 号の北側 で、 震災前 は戸建住宅や庖舗が混

在 し て い た 地域。 1995年 9 月 に 「大橋 3 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 が設立 さ れ、 防災広場や

幹線道路 な ど と 合 わ せ た計画 を 検討 し て き た 。

ピ ル は 6 階建て が 4 棟、 8 階建 て が 1 棟。 住宅計78戸。 約40件の 地権者 を {憂先募集す る 。

住宅の ほ か、 庖舗、 事務所、 駐車場が入 る O 公崖j約1 ， 500m' も 整備す る O 総事業費 は 約80

億 円 。 完成 は2008年度 の予定。 こ の決定 に よ っ て 、 新長 田 駅南地区の再 開 発予定地 の 約 9

割が事業計画決定 を 終 え 、 未決定の区域は約1 . 25ha に な っ た。

5 ) 初の民間主導で再開発ピル

2003年 6 月 2 日 、 長 田 区 若松向. 6 に 、 民 間 企業が市 に 代 わ っ て設計 ・ 建設 し た市 内 初 め
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て の再開発 ピ ル 「新長田平和 ピ ル」 がオ ー プ ン し た 。 4 階建 て 、 延べ約4 ， 600m2o JR 新長

田 駅甫 の 再 開 発地 区 で は 12;f東 日 の 再 開発 ピ ル に な る o 1 階 に パ チ ン コ 店 、 2 - 4 階 に は飲

食席、 100 円 シ ョ ッ プな どが入 る O

こ の ピ ル は 、 フ ロ ア を 取得 し よ う と す る 企業 な どが直接 ピ ル を 建て る 「特定建築者制度J

に よ っ て 「平和観光J ( 中央 区 ) が2002年12月 に着工 し て い た 。 同社が ピ ル 全体 を 所有 し 、

2 - 4 階部分 を 貸 し フ ロ ア に す る O 同社の水11J清嗣社長 は 「 自 前で ピ ル を 建て た方が初期

投資 は かか る が、 あ る 程度 自 由 に 設計で き る う え 、 共益費 な ど ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 軽減で

き る 」 と 話 し て い る O 市の新長 田 南再開発事務所 は 「建設費がかか ら ず、 民 間 の ノ ウ ハ ウ

も 活用 で き る 。 今後 も で き る と こ ろ か ら 進め た し り と し て い る o (神戸新開、 2003年 6 月 3 日 )

6 ) 大正筋商癌街が 9 年ぶ り に “復活"

西神戸最大の商自衛だ、 っ た 大正筋 は 震災 で ほ ぼ全壊 ・ 全焼 し 、 1995年 6 月 か ら 約100宿

舗が被災地最大の仮設庖舗施設 「パ ラ ー ルーi に 集 ま っ て営業 を し て い た が、 2003年秋か ら

元の場所 に あ い つ い で完成 し た再開発 ピ ル に 移転 し 、 新長田 駅甫地区の南北商業軸が新 し

い形で復活 し た 。

〔ア ス タ く に づ か 3 番館 オ ー プ ン 〕

2003年11 月 21 日 、 長 田 区久保町 5 に再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 3 番館」 の 地 ド 1 階 -

2 措部分の 宿 舗 と 駐車場の フ ロ ア が オ ー プ ン し た 。 地下 1 階、 地上29階建て 、 延べ約 5 万

7 ， 450m2。

当 初 は ダ イ エ ー が l 、 2 階 に核f占舗 と し て 出 庖す る 予定だ、 っ た が地 下 1 階 だ け の営業 に

変更。 代 わ っ て 家電量販商の八千代 ム セ ン が進 出 し た 。 売 り 場面積は 1 、 2 階の 計約3 ， 300m2 0 

「ア ス タ く にづか 3 番舘」 の低層部が完成
し 、 大正筋商庖街 (右) が と と の っ た (神
戸新聞社提供)
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〔 ア ス タ く に づ か 4 番館東棟、 5 番館南棟が完成〕

2003年12 月 13 呂 、 長 田 区久保町 6 に 再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 4 番館東棟J ( 5 階建 て 、

延べ約6 ， 140m2) 、 「 ア ス タ く に づか 5 番館南掠J ( 地下 2 階、 地上 9 階、 延べ約2万3 ， 000m2 )

の いずれ も 1 階部分に 入届 し た 18脂舗がオ ー プ ン し た 。 こ れ に よ っ て 、 震災で焼失 し た大

正筋商庖街が、 テ ン ト と プ レ ハ ブ を 組み合わせた被災地最大の仮設庖舗施設 「パ ラ ー ルJ

か ら 再開発 ピ ル に移動 し 、 新 た な形の商庖街が誕生 し た。

「 ア ス タ く に づか 4 番館東棟」 は 、 当 初 は住宅部分 を 含 め た21階建て 2 棟の計画 だ、 っ た

が、 地元商岩主 た ち の 「 ピ ル を 小 さ く し て早期 に 完成 を J と い う 要望 で 、 土地 を 分割 し て

計画 を 変更 し た 。 住宅部分は13階建て 2 棟 を 後 に建て る こ と に し て い る O

(表 2 1 )  仮設j高舗 「パ ラ ー jレ」 か ら 再開発ビルへの移動の経過

年 月 応銃数 動 ヨ」ミ

焼けた大正筋商庖f誌な ど周辺の 7 腐庖街 ・ 市場の約100庖舗が、 テ ン ト と プ レハ
1995年 6 月 100車干 ブ を 組み合わせた被災地最大の仮設活舗施設「パ ラ ー ル」 に集 ま っ て開業 し た。「パ

ラ ー ル」 の 名 は 、 巨大な テ ン ト と バザー ル に ち な む

1999年11月 70車干 テ ン ト 部分を 閉 じ、 応舗の ほ ぼ半数が近 く の再開発 ピル 「 ア ス タ く にづか1番館」
に仮入居。 プ レ ハ ブ部分の 「パ ラ ー ル東館」 に約20庖が残 っ た 。

2003�三1 1 月 49車干 仮入居の '1番館」 か ら 再開発 ピ ル 「ア ス タ く にづか 3 番館」 に28屈が再移転。

2003年12月 待問発 ピル 「 ア ス タ く にづか 4 番館、 5 番舘J 4 庖が移転。 当初の)吉舗は49応に
減少

) 州年 3 月 23 円 ! 49車干 最後の 1 J.5だ っ た う な ぎ庖が再開発 ピル に移転。 「パ ラ ー ル東舘」 が関庖

〔西神戸 セ ン タ ー街の ア ー ケ ー ド撤去〕

新 長 田 駅南 の 「西神戸セ ン タ ー 街」 の ア ー ケ ー ドが2003年 7 月 に 完全撤去 さ れ た 。 全長

約 1 10 m の ア ー ケ ー ド の う ち 、 前年 に は被害が大 き く 、 骨組みがむ き 出 し に な っ て い た 頭

端の約30 m が撤去 さ れて い た 。 工事が始 ま っ た 7 月 7 日 に は 、 商)苫主 た ち が地元の小学生

約200人 を 招待 し 「 お 別 れ会J が 聞 か れ た 。 新 し い ア ー ケ ー ド は ド ー ム 型 で 、 2004年 3 月

完成。 総工費約1億3 ， 000万 円 の う ち 3 分の 2 を 国 と 県が補助す る O

〔大正筋 に復興記念モ ニ ュ メ ン ト 〕

久二塚地区震災復興 ま ち づ く り 協議会 (稲 陪 貞治会長) が設置 し た復興記念モ ニ ュ メ ン

ト 3 点が2004年 1 月 、 大正筋商底備で除幕 さ れた 。 モ ニ ュ メ ン ト は 、 がれ き の 中 か ら 助 け

ら れた感謝 と 、 亡 く な っ た 人への鎮魂の思 い を 表わ そ う と 企画 し た 。 高 さ 約 2 m 前後 の銅

影石製。 徳 島 、 岡 山 、 大阪の彫刻家 3 人 に 制作 を 依頼 し て い た 。 ひ と つ は キ リ ン と フ ク ロ

ウ が集 う 「語 ら い」 、 楽 器 を 演奏す る 二 人 の 「響 き ] 、 寄 り 添 う 親子 を イ メ ー ジ し た 「家族

の情景」 の 3 点。
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〔大正筋のア ー ケ ー ド復活〕

2004年 3 月 6 日 、 震災で焼け落ち た大正筋の ア ー ケ ー ドが約 9 年ぶ り に 再建 さ れた。 元 の

蕗自信に建て ら れた再開発 ピル 6 棟に庖舗 も ほ ぼ出揃い、 ラ イ ブホ ー ル な どの集客施設 も そ

ろ っ た。 庖主や周辺住民は こ の 日 を 「 ま ち 聞 き 」 と 位置づけ、 記念イ ベ ン ト を 開催 し た 。

ア ー ケ ー ド は 延長約320 m o 2003年 8 月 か ら 再建 に かか っ て い た 。 自 然光 を 多 く 取 り 入

れ え る よ う に 屋根の 関 口部 を 大 き く し 、 北側 の入 り 口 に は 電光掲示板 を 取 り つ け た 。

こ の 日 に は 、 ラ イ フ、、ホ ー ルや神戸新聞文化セ ン タ 一 、 地下飲食街 も オ ー プ ン o 3 月 中 に

は ピ ル全体の 庖舗が震災前か ら 倍増 の 約210届舗 に な る O

7 ) ま ち の に ぎわ い づ く り に工夫

〔喪能の ま ち に向 け ラ イ ブホ ー ル〕

復興 し た大正筋商庖街の ア ー ケ ー ド (神戸
新聞社提供)

2004年 3 月 6 日 、 新長 田 駅南地区 の 2 つ の 市街地再開発 ピ ル に ラ イ ブホ ー ル と カ フ ェ レ

ス ト ラ ン が 同時 に オ ー プ ン し た 。

「 ア ス タ く に づ か 4 番館東棟J ( 5 階建て ) の 4 、 5 階 の 'SITE - KOBE ( サ イ ト ・ コ

ウ ベ) J は神戸市が整備 し た 多 目 的 ホ ー ル。 立 ち 見で400人、 着席で200人収容。 レ コ ー デ イ

ン グや映後編集ス タ ジ オ も 備 え 、 若手 ア ー テ イ ス ト に 制作 と 発信 の チ ャ ン ス を 与 え る こ と

を ね ら っ て い る O こ け ら 落 と し に 、 神戸 ゆ か り の バ ン ド 「大西 ゆ か り と 新世界」 が出演 し

た 。 運営 は イ ベ ン ト 会社が請負 い 、 吉本興業が漫才 な どの 興行 を 支設す る O

「 ア ス タ く に づ か 5 番館南棟J 地下I摘の飲食庖街 に は 、 舞台 を 常設 し た カ フ ェ レ ス ト

ラ ン 「夢崖」 が開 庖 。 月 に 2 毘 ほ ど寄席 を 聞 く o 1'91 B は長 田 区 出 身 の桂文喬 さ ん、 桂 あ や
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め さ ん ら が出 演 し た 。

(圏内最大級の沖縄物産j苫〕

新長 田 駅南地 区 の 再開発 ピ ル 「 ア ス タ プ ラ ザ ウ エ ス ト J (地下 l 階、 地 上26階) の l 、

2 階の 売 り 場面積約2 ， 000m2 に 、 沖縄物産企業連合 (那覇市) が園内最大級の 沖縄物産自 「琉

球 ワ ー ル ド ・ 沖縄宝島」 出 自 を す る こ と が決 ま っ た。 沖縄物産企業連合は 沖縄黒内 の 52企

業 に よ っ て 、 こ れ ま で関 東 を 中心 に 直営庖 「沖縄宝島」 を 全国l3 カ 所で展 開 し て い る O 泡

躍 な ど特産 品 の販売 に加 え て 、 沖縄民話や舞踊 な どの カ ルチ ャ ー教室、 ゴ ー ヤ チ ャ ン ブル ー

や 沖縄 そ ば な ど沖縄料理 を 扱 う 飲食庖街 も 設 け 、 沖縄音 楽 を 楽 し め る コ ン サ ー ト も 定期 的

に 開 き 、 沖縄丈化の発信基地 と 位置づけ て 幅広 い年代の 集客 を め ざす 。 オ ー プ ン は2004年

秋の予定。

〔設ボー ル匝収で ま ち づ く り 活動資金〕

新長 田 駅南地区 の再開発エ リ ア の小売業者で構成す る 久二塚商業協 同 組合 ( ア ス タ く に

づか) は 、 2003年 5 月 か ら 、 地 区 内 か ら 出 る 事業系 の ゴ ミ の リ サ イ ク ル を 開始 し た 。 屈舗

や事業所か ら の段ボ ー ル を 共 同 回 収 し 、 売却利益 を 地 区 の ま ち づ く り 機 関 「神戸 な が た

テ イ ・ エ ム ・ オ ー ( な がた TMO) J と 連携 し て地域活性化活動 の原資 に 充 て る O

神戸市内 の22の ごみ収集運搬業者でつ く る 神戸市環境共栄事業協 同組合 (共栄会) と 連

携 し て、 ア ス タ く に づか に加盟す る 約100届 か ら 出 る 1 日 に 約600kg の段ボー ル を 共 同 回収 し 、

l kg あ た り 2 3 円程度で古紙問屋 に 売却す る o 2003年度 中 に は再開発 ピ ル が さ ら に 3 棟

完成 し 、 ア ス タ く にづか に 加盟 す る 小売業者 も 270屈 に増 え る 予定で、 2004年度 に は 回収

費用 な ど を 差 し ヲ l い て約250万 円 の事業収請が上がる 見通 し 。

「 な がた TMOJ は 、 リ サ イ ク ル事業の収益 を 、 導入 を 検討 し て い る 地域通貨の 毘 資 に

当 て る O こ れ ま で段ボー ル は 一般の事業系 コ ミ と し て処理 さ れて き た 。 将 来 は リ サ イ ク ル

の対象 を 空 き 缶、 古紙、 生 ごみ に も 広 げて い く 計画 も あ る O

〔ぽ っ か け コ 口 ッ ケ 、 TMO に 売 り 上げ還元〕

関 西 を 中 心 に約 l30屈 を 展 開 す る 持ち 帰 り コ ロ ッ ケ の チ ェ ー ン 会社 「幸 南 食糧J (大販府

松原市) が、 2003年 4 月 か ら 、 神戸市長田 区 の新名物 「 ぽ っ か けJ を 具材 に し た コ ロ ッ ケ

を 商品化、 1 個売 れ る ご と に I 丹 を 「 な が た TMOJ に還元す る O

ぽ っ か け は す じ 肉 を 甘 く 煮込ん だ、料理。 長 田 区 で は お好み焼 き な どの 具材 と し て 親 し ま

れて い る O 「 な がた TMOJ は 、 す で に 地元の食品会社 と 共同 で ぽ っ か け カ レ ー を 開発 し 「ぽ っ

か け ブ ー ム 」 に 火 を つ け、 コ ロ ッ ケ も す で に 地 元 の 精 肉 屈 な どが販売 し て い た が、 幸寄食

糧 は す じ 肉 と こ ん に ゃ く に 一味 を 加 え て独 自 の商 品 を 開発。 4 月 27 日 か ら 1 個80円 で底頭

発売 を 開始 し 、 月 5 万個 の販売 目 標 を 上回 っ て い る と い う O
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〔知事 に 「ぼ っ カ、 け 応接団」 の名誉顧問 を 委嘱〕

長 田 区 の 名 物 「 ぽ っ か け」 を ア ピ ー ル す る 応援 団 「ぽっ か け ー ずJ (代表 ・ 森崎清設近

畿 タ ク シ 一 社長) が2004年 3 月 19 日 、 県庁 を 訪れて井戸知事 に 名誉顧問への就任 を 要請 し

た 。 メ ン バ ー が考案 し た 「 ぽっ か け ち ら し寿司J を 試食 し た知事は 「 こ れ は い け る 」 と 、

イ ベ ン ト な どで P R し て い く こ と を 約束 し た 。

〔長田 の おま子み焼 き 紹介本〕

「 な がた TMOJ の東朋 治 さ ん (29) が、 長 田 区 に密集 し て い る お好み焼 き を 有名 に し た

い と 、 ガ イ ド ブ ッ ク 「銭湯帰 り に 、 お好み焼 き jJ ( ア ス ク 出版事業部) を 2004年 3 月 、 出 版

し た 。 新長 田 駅の半径500 m 内 に約70軒 (お好み焼 き の ま ち と し て知 ら れる 広 島で も 同 じ範

闘で40軒未満 と い う ) の お好み焼 き 屋があ る 土地柄 に 日 を つ け 、 「香川 の う どん、 宇都宮の

鮫子 な どの よ う に神戸発の お好み焼 き で長 田 を 魅力 あ る 食の ま ち に し た い」 と い う O

3 . 新長田駅北地区の ま ち づ く り
1 ) 長田郵使愚新馬舎が完成

長 目 立細 田 町 7 の 長 田 郵便毘 が再建 さ れ、 2003年10月 14 日 に 関所式 を 行 っ た。 長 田郵便

局 は 1925年12月 に神戸林 田 郵使局 と し て 開設。 1945年 6 月 に 長 田 郵便局 に 改称 し た 。 震災

で局舎の 3 分の 2 が使用不能 に な り 、 仮設建物で集配業務部分だ け を 行 っ て い た 。 2002年

4 月 か ら は 窓 口 業務 を NTT の敷地 内 の仮設、 配達 ・ 輸送業務 を 須磨 区 内 の仮設 に 移 し て

再建 に か か っ て い た 。

新局舎は 4 階建 て 、 延べ7 ， 216m2。 地域の住民が利 用 で き る コ ミ ュ ニ テ イ ル ー ム を 設 け た 。

2 ) 御菅東地 区 の区画整理が完了

長 田 区御蔵通、 菅原通の 各 3 、 4 丁 目 に ま た が る 御 菅東地区5 . 6ha の復興土地区画整理

事業が2003年 4 月 1 1 日 に換地処分公告 を 行 っ て 完了 し た 。 神戸市が行 っ て い る 復興土地区

画整理事業日 地区 の う ち 5 番 目 の事業完了。

520棟あ っ た建物の う ち 478棟が全半焼 し た 。 震災前 は554世帯、 1 ， 225人が住 ん で、 い た 。

2003年3 月 末 の 人 口 は257世帯、 537人。 “ 人 口 回復率" は43 . 9 % 。

1996年1 1 月 に 事業着手。 御 菅 3 ・ 4 地区復興対策協議会 と 協議 し て 「すがは ら す い せ ん

公園 (御菅北公園) J な ど100 t ク ラ ス の 防火水槽 を 舗 え た公園 2 カ 所 を 整備 し た 。 減歩率

の平均 は 10 . 5% 。 事業費 は 約 105億 円 。

「み く ら す い せ ん公園」 は 2004年 3 月 13 日 に 公 園 ぴ ら き を 行 っ た 。 1 ， 500m2o 防 火水槽

の ほ か手 回 し ポ ン プ井戸、 ト イ レ に な る 「応急 ト イ レ 用 汚水 ま す」 な ど を 備 え た。 北側 に

火災で表面が焼 け た だ れ た 電柱 を 保管、 東側 に御蔵小学校の 5 、 6 年生が描 い た イ ラ ス ト

を タ イ ル に し た 「希望 の モ ニ ュ メ ン ト J を 設置 し た 。
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3 ) 空 き 地に現代美術

長 田 区御 蔵通 5 、 6 丁 目 の土地ほ画整理事業の御菅西地 区 で、2003年 8 月 18 日 か ら 31 日 ま

で、 震災空地 を 現代美術 の オ ブ ジ ェ で埋 め る 「空い て い る 地球展」 が開 か れ た 。

御菅西地 区 は 約 4 . 5hao 震災で約 8 割 の 建物 が全 半壊 し た 。 土 地 区画整理事業が行 わ れ

て い る が、 ま だ空 き 地が多 く 残 っ て い る O こ の地 亙 で活動 し て い る ま ち づ く り ボ ラ ン テ イ

ア 団体 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 厳 し い復興の状況 を 訴 え 、 空 き 地利用 の可能性

を 模索 し た い 、 と 神戸 ・ 阪神 間 で活動 し て い る 美術家 グ ル ー プ 1 1) ・ フ ォ ー プ」 と と も に

「空い て い る 地球展」 を 開 い た 。

幾何学模様の旗 を つ け た 枝 を 30本ほ ど立 て た 「被災地か ら の嵐山 取 り 壊 さ れた鉄工所の

コ ン ク リ ー ト 基礎 に 自 転車や鉄パ イ プ を く く り つ け た 「出港す る 船」 な ど1 1 点 の作品が 6 カ

所の空 き 地 に展示 さ れた。 リ ・ ブ ォ ー プの宮崎み よ し代表は、 空 き 地 に 生 え た ス ス キ を 球状

の か ご に 編 ん だ。 「荒れ地 に緑が増 え る の は ま ずス ス キ か ら O ま ち の 剖復 を 願 う 表現」 と い う O

空 き 地 の 土 で 陶器 を 作 る 試み も 行 わ れ た 。 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン」 の事務所 に

気窯 を 設置 し 、 空 き 地 の 土 に 粘土 を 加 え て茶碗や湯飲み作 っ て 「御蔵焼」 と 名づ け た 。

〔 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 総括〕

美術家 グル ー プ 「 リ ・ ブ オ ー プ」 に 呼 びか け て 「空い て い る 地球展J を 開催 し た 「 ま ち ・

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J は 、 こ の試み を 次の よ う に振 り 返 っ て い る O

現代美術作品 を展示 し た 空 き 地 は 、 神戸市の好意 に よ り l カ 月 間貸 し て い た だ い た 。

以前 よ り 「御蔵で利用計画の な い土地 を 地元で管理 さ せ て く れJ と 市 に 要望 し て い た

が、 市 は 「住民が用 途 を 企画 ・ 提案す れ ば検討 し よ う J と い う 姿勢 で 、 今 回 の イ ベ ン

ト を 第一歩 と し て神戸市の未利用 地 の 地元管理 を 模索 し て い き た い。

市 や 空 き 地 の周辺の住民 と の交渉 は 、 ま ち づ く り 協議会の名前 を 借 り て行 っ た が、

実際は協議会の 一部役員 と ま ち ・ コ ミ の メ ン バ ー が動 い た だ け だ、 っ た 。 事前 に 協議会

の名前 を 使 う こ と に は 同 意 を 得 ら れて い た が、 よ そ者 の ま ち ・ コ ミ や リ ・ フ ォ ー ブが

勝手 に や っ て い る と い う 印象がぬ ぐ え な か っ た 。 地域運営の 主体が 自 治会へ移行 し て

い く 時期 に 、 ま ち ・ コ ミ の存在意義 を 明確 に し て い く た め に も 地元組織 と の新 し い 関

係 を {乍 っ て い か な け れ ば な ら な い 。

現代美術 と い う 題材の選択 に も 反省の余地があ る O 明維 な メ ッ セ ー ジ を も たず、 鑑賞

者の 中 に 眠 る 自 由 な想像力 に任せ る ア ー ト 群は 、 ふ だんそ の よ う な も の に あ ま り 触れて

い な い地元の人々 に は少 々 難解 な も の に思 え た よ う だ。 コ ン ク リ ー ト や鉄筋の廃材 を 組

み合わせた作品 に は 「震災当時のがれ き を 思い 出 し て あ ま り 気分の い い も の で は な い」

と い う 意見 を持 っ た 人 も い た 。 主催者 と し て配慮が足 り な か っ た と こ ろ も あ っ た。

た だ、 な か に は よ そ か ら の見学者 に 聞 か れ た ら ど う 言 え ばい い の か、 と 作者 に コ ン
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セ プ ト の 説明 を 求 め る 柱民 も い た し 、 展示が終わ っ て作 品 を 搬 出 す る と き 「 も う な く

な っ ち ゃ う のO さ み し い ね」 と 声 を か け る 住民 も い た 。 人 々 の 日 を 空 き 地 に 向 け る こ

と に は成功 し た の で は な い か。 ( 月 干Ij r ま ち コ ミ J 2003年 9 月 )

4 ) 古民家 を移築 し た集会所が完成

「御蔵 5 ・ 6 ・ 7 了 目 町づ く り 協議会J や 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J な どが進め て

い た 地 区集会所の 開所式が2004年1 月 17 日 に 行 な わ れた 。 集会所 は 、 城崎郡香住 町 に あ っ

た 築120年 の 明治時代の木造民家 (約220m') を 移築 し た 。 和 室 2 室、 土 問 、 縁側 、 い ろ り

を 備 え 、 壁土、 か わ ら な ど も 現地か ら そ の ま ま 解体 し て 運 ん だ、。 新 た に 調理室、 身 障者用

ト イ レ な ど を 増 設 し た 。 土 地 は 、 御 蔵 5 ・ 6 ・ 7 丁 目 自 治会 (柴木宏幸会長) が市か ら 無

償貸与 を 受 け 、 建設費4 ， 500万 円 は 県の補助金 と 住民 な どの寄付で ま か な っ た 。 (建設 ま で

の経過は 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 第 8 巻 p523)

関所後 は 自 治会、 ま ち づ く り 協議会や高齢者、 女性な どの 地域団体が使 っ て い る ほ か 、

地域外か ら そ ば う ち 道場、 ア フ リ カ 民族音楽演奏会場 な ど と し て の利用 が あ る 。

5 ) ま ち の 記憶 を 語 り 継 ぐ 「御菅 カ ル タ J 完成

御 蔵通 5 ・ 6 ・ 7 丁 目 自 治会 は 2003年12月 、 震災の体験 と 復興の歩み を 読み込ん だ 「御

菅 カ ル タ J 500セ ッ ト を 作成、 2004年1 月 18 日 に は A 3 サ イ ズ の大 き な カ ル タ で カ ル タ 会 を

開 い た 。 カ ル タ の涼画展 は 、 こ う べ ま ち づ く り 会館 な ど各地 で 開 か れ た 。

「御 菅 カ ル タ 」 づ く り は 兵産県生活復興県民ネ ッ ト の 「 ま ち の再発見運動」 の 活動助成

に よ っ て行 わ れ た 。 自 治会 に 「 カ ル タ 部会J を つ く り 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 ま ち ・ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 」 が事務局 に な っ て 地 元 の 人 た ち か ら 「読み札」 を 募集。 最初 は応募が少 な

か っ た が、 部 会 メ ン バ ー の 「声か け作戦」 で 、 63人 (組) か ら 目 標の47匂 を 大幅 に超 え る

315句が集 ま っ た 。

「い い句」 で は な く 、 応募者 1 人 (組) か ら 必ず l 匂選ぶ方法で、 最終的 に は65匂 を 選

ぴ、 絵札 は小学生か ら 高齢者 ま でが、 ち ぎ り 絵、 切 り 絵、 水彩、 ク レパ ス 、 コ ン ピ ュ ー タ

グ ラ フ ィ ッ ク ス な どで応募 し た 。

ι 兵揮匿 の ま ち づ く り
1 ) 組合施行の湊J 1 1 町 1 ・ 2 T � 霞画整理が完了

2003年4 月 29 日 、 組合施行で行 っ て い た湊川 町 1 ・ 2 了 自 の 区 画整理の完成式が 聞 か れ た 。

地 区 1 . 5ha の 約 8 割が全半壊 ・ 全 半焼 し た が、 公的 な 震災復興事業 の縞がかか ら な い 「 白

地地域」 だ っ た が、 1996年1 1 月 に住民が 「湊Jl I 町 1 ・ 2 了 目 震災復興土地区画整理組合」

を 設立 し た 。 組合施行の 区画整理は 、 郊外の新規住宅地 の 開発で行 わ れ る の が通常で 、 既

成市街地で採用 さ れ る の は2000年 に 完成 し た 灘区神前 2 丁 目 地区 と 並 ん で 、 全国で初 め て
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の試み と な っ た 。

共 同住宅派 と 戸建て派 と が激 し く 対立 し た が、 弁護士、 税理士、 司法書士 ら に よ る 「 阪

神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構」 の 支援 も 受け 、 幅 4 m の道路 6 本 を 整備 し た 。 最終的 な 権

利 者 は 1 18人。 都市基盤整備公団が 5 階建 て 共 同住宅 2 棟 を 建設、 41世帯 ( 従前地権者26)

が入居 し た 。 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 機構 は20例年 l 月 17 日 に 「全国 ま ち づ く り 専 門家 フ ォ ー

ラ ム 」 の現地見学会 を 湊川 町 1 ・ 2 丁 目 地区 で 聞 い た 。

[被 災] 焼損161棟 (全焼146棟、 半焼 2 棟な ど) 0 死亡8人。 被災111世帯 、 217人。

[権利者] 土地所有者137人、 15 ， 630m'o 同意97入、 10 ， 800m'o (1996年 8 月 9 日 現在)

組合焔行で行 っ た湊)1 1 町 1 ・ 2 了 目 医画整
理の完成式 (神戸新聞社提供)

2 ) 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機構 (永井幸寿弁護士) に よ る 「湊1 1 1 町」 の報告

〔複興事業の 立 ち 上げ〕

周辺の 道路、 公 園 の都市施設がす で に整備 さ れて い た こ と か ら 「 白 地地域」 に と ど ま っ

た 。 だが、 震災前 は小規模語集地域で、 建ぺい率、 容積率の規制、 道路 中 心線か ら の後退、

接道不 良 な どの 問題で法令 に適合 し た建築 を 行 う の は ほ と ん どの敷地で、不可能 だ っ た 。 狭

小宅地 を 提供 し あ っ て 共 同住宅 を 建設す る 案が浮 か び、 自 治会役員 や神戸市の 担 当 者 な ど

が賛同 し た。 た だ、 市 は 「 白 地地域で あ る か ら 、 直接共同住宅 を 主導す る の で は な く 、 共

同住宅派の住民 を 支援す る 」 と い う 方向 で動 い た 。

1995年 3 月 2 1 日 に住民集会が開 かれ、 共 同住宅計画 の説明が行 わ れ た 。 4 月 1 日 に 「湊

J l I !IlJ 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 丁 目 ま ち づ く り 協議会」 が結成 さ れ、 4 月 8 8 に ア ン ケ ー ト が行 わ れ
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た が、 共 同住宅反対派は ア ン ケ ー ト に 参加 し て い な か っ た 。

6 月 に コ ー デ ィ ネ ー タ ー ら が、 再建の対象 を 湊J 1 1 町 1 ・ 2 丁 目 に 縮小 し た共 同住宅案 を

提示 し た 。 A 案 (集合住宅160戸 、 戸建て住宅59戸) 、 B 案 (集合住宅287戸 、 戸建て住宅38

、 C 案 (集合住宅213戸 、 戸建て住宅62戸) の 3 案があ っ た 。 いずれ も 倒 壊や焼失 を ま

ぬがれ た 敷地 も 共 同化の対象 に し た た め 、 戸建て派、 共 同住宅派への分裂 を 引 き 出 し 、 対

立が激化 し た 。

7 月 30 日 に 湊J l I 町 1 . 2 丁 目 の住民大会が関かれ、 神戸 市が住民 に よ る 組合施行の 「 ミ

ニ 忠商整理事業J を 提案 し た 。 戸建て ゾー ン と 共 同住宅ゾー ン の ふ た つ に 分 け 、 道路の 幅

員 は補助金 の 対象 に な る 6 m に し た 。 従来 の道路 よ り 広が る 分 は 、 共 同 住 宅 ゾー ン の 道路

を つ ぶ し て 宅地 ゾー ン に 回 し た 。 戸建て希望者 の 宅地 は 、 建築基準法上の 「 み な し 道路」

部分 (道路の 中心線か ら 2 m 後退 し た 部分) だ け 減歩す る こ と で実質的 に は 減歩率 を ゼ ロ %

に し た が、 宅 地 の 移動、 現存建物 の形状変更 な ど を と も な う の で戸建て派 は 受 け入 れ ら れ

な か っ た 0

10月 10 日 に 「湊J l l l . 2 了 日 再建組合準備会」 の設立総会が開 かれ、 85人が出席、 ミ ニ

区調整理が決議 さ れた が、 戸建て 派 と の対立、 不信感 は 大 き く な っ た 。

共 同住宅派が神戸市 に仲介 ・ 調整 を 求 め 、 市 は①建物 の 共 同化 は合意で き る 範 囲 で行 う

②換地 は原則 と し て現在位置換地 を 行 う ③減歩 は 「 み な し 道路」 部分だ け に つ い て行 う ④

道路幅 は 4 m と し 、 すべて の宅地 を接道 さ せ る ⑤組合役員 に 共同住宅反対派か ら も 役員 を

選 出 す る ー な ど を 提案 し た 。

こ れ に よ っ て 、 現在位置で の換地、 宅地の 形状 を 変 え な い 、 道路幅 も 4 m と 「み な し道

路」 と 同 じ で 、 区画整理事業 の効果は 直接 に は 現れ な い も の の 、 事後は 「み な し道路」 が

現実 に 道路 と し て 整備 さ れ る の で確実 に 建築基準法 を 遵守 し た建築が行 わ れ る 、 接道が実

現す る 、 境界不確定の土地の境界が明確 に な る 、 工事費用 が捕助金 と な る 可能性があ る ー

な ど メ リ ッ ト が浮 か ん だ、。

1996年 1 月 21 日 に 、 こ れ を 基 に し た 「湊J l I 1 . 2 丁 目 ま ち づ く り 計画 の 具体案作成の原

則」 が反対派住民 も 含む152人 に よ っ て採択 さ れ、 区画整理組合の役員 に戸建て派 も 参加 し 、

対立 は収拾 し 、 業務代行者 で あ る 建築会社 も 決定 し た 。

従来の補助金対象は 、 道路幅12 m 以上、 施行面積 5 haで、 あ り 、 被災市街地復興特別措置法

で も 幅 8 m 以上、 施行面積 2 ha以上 と さ れて い る が、 神戸市は 閏 に働 き か け て 幅 4 m 、 面積

1 . 5haで、あ っ て も 補助金 を 認め て も ら い、 1996年11 月 7 日 に土地区画整理事業の認可 を 受 け た 。

〔事業の 内容〕

1996年12月 17 日 、 密集住宅市街地整備保進事業の指定 を 受 け 、 生活道路の 整舗が行 な わ

れ た 。 1997年 2 月 19 日 、 区 両道路 l 号線が完成。 続い て 6 号線 ま で完成。 1999年3月 15 日 、

共 同住宅 ピ ー ス コ ー ト 2 棟 ( 5 階建て 、 計41戸) が完成。 2001年10 月 12 日 、 仮換地指定100% 。

2003年 4 月 29 日 、 土地区画整理事業が完了。
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〔支援機構の支援 〕

弁護士は 飛 ぴ換地覚書の作成 の監修や個 々 の法律問題 に つ い て の助言、 敷地の不法i与拠

者の排除な ど を行 っ た 。 税理士 は 共 同住宅取得 に と も な う 税の相談に応 じ た 。 司法書士 は

相続登記や土地分筆合筆 な どの助言 を 行 っ た 。

3 ) 小f，&j蕎 @ 充神戸市都市計画局長 ら に よ る 「湊川町」 の総括

湊川 町 1 ・ 2 了 日 の 区 画整理 に 初 期 か ら た ず さ わ っ て き た小坂清 ま ち づ く り 推進委員

(元神戸市都市計画局長) と 建築家柳川 賢次氏 は 「生活再建が急がれる た め に 理想 的 な 街

区形成が図 れず、 現実 に 却 し た イ ン ス タ ン ト 的 で変則 的 な ま ち づ く り に な ら ざ る を 得 な

か っ たJ と 振 り 返 っ て い る O さ ら に 「市街地で の土地区画整理の (権力 が と も な わ な い)

組合施行 は 例 が な い」 が、 「 こ の 方法 に 工夫 と 制度上の 改善 を 加 え れ ば、 平 時の密集市街

地 に お け る 再 開発や底画整理 に お い て民間主導で早 く ま ち づ く り がで き る の で は な い か」

と 述べて い る O

4 ) 松本地 区 に 「松本 う め公菌」 完成

2003年 5 月 24 日 、 復興土地区画整理事業が行 わ れて い る 松本地区 に 「松本 う め公園」 が

完成 し た 。 広 さ 約1 ， 000m2 で 、 ウ メ の木 6 本が植 え ら れて い る O う ち 紅 白 の 2 本 は震災の

翌年、 京都 ・ 北野天満宮 か ら 松本地区 ま ち づ く り 協議会 に 贈 ら れて い た 。

公 園 に は 貯水量100 t の 防 火水槽、 下水管 と 直結す る だ け で寵 え る 仮設 ト イ レ 、 上板 を

タトす と か ま ど に な る いす な ど を 備 え て い る O

〔松本せ せ ら ぎ通 り が全通 2003年 9 月 28 日 、 松本通 8 丁 目 に 人工の小 川 が流 れ る 都市

計画道路約150 m が完成、 す で に 整備 さ れて い た松本通 3 7 丁 目 の部分 と つ な がっ て 、

全長790 m の 「松本せせ ら ぎ通 り J が全通 し た 。

区画整理で地区 を 東聞 に 走 る 市道 を 17 m l幅 に拡幅す る の に合わせて、 住民か ら 防火 と 生活

用水に使え る せせ ら ぎ を 下水処用場の高度処理水で、作 り た い と い う 要望が出 て い た。

せせ ら ぎ は 幅 1 1 . 5 m o 深 さ 約20Cill o せ き 止め る と 初期 泊 火 の 用水 と し て利 用 で き る O

す で に 完成 し て い る 区 間 で は 、 金魚、や コ イ が放 さ れ、 木製の橋や休憩、所 な ど も 作 ら れて い

る O 同様の道路整備 は 、 灘 区 の 六 甲 町線や新長 田 北 地 区 で、 も 行わ れ て い る O

5 ) 新開地の活性化

( 6 町内会が 「灯 り のい え な み協定J J

地 i又 の敷地 の 約 2 割 に 当 た る 10 区画が震災空地 と し て 残 っ て い る 新開 地 地 区 の水木通 1

と 新開地 2 に わ た る 南北160 m 、 東両120 m の 6 町 内 会58戸が、 2003年 3 月 24 日 、 神戸市 と

市 内 で初 め て の 「灯 り の あ る い え な み協定J を 結 び、 62カ 所で照明 を 整備 し た 。 明 る く な っ

た横丁 は 、 新 開 地 の シ ン ボル で、 あ っ た映画館 に ち な ん で 「緊楽 ( し ゅ う ら く ) 横TJ と 名
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づけ ら れ た 。

震災空地 に灯 り が届 かず、 引 っ た く り 対策 な ど防犯 に 不安が出 て き た の で 、 新 開 地 の 活

性化 を 手がけ る NPO法人 「新開地 ま ち づ く り NPOJ が住民ア ン ケ ー ト や街灯の 明 る さ な ど

を 調査 し た。 市 に街灯の 改 良 な ど を 求め る と と も に 、 市 の 「灯 り の い え な み協定」 事業 を

利 用 。 商庖、 家屋の玄関 な ど13 カ 所 に灯 り を 新設、 9 カ 所で 明 る い 電球 に交換、 40 カ 所で

白 色 か ら 黄色 の 電灯 に 変 え て 、 横丁全体 を ぬ く も り の あ る 雰囲気 に し た 。 事業費約130万

円 の う ち 約50% を 同NPOが支 出 、 残 り を 地元 と 市が負 担 し た 。

〔新開地 ま ち づ く り N POが飲食j吉開業 を支援〕

2003年 4 月 、 NPO法人 「新開地 ま ち づ く り NPOJ が空 き 脂舗 を 割安で あ っ せ ん し て飲食

庖 の 開 業 を 支援す る 事業 に乗 り 出 し た 。 府舗設計、 経営 に も 専門家がか か わ り 、 軌道 に 乗

る ま で支援す る O

第 l 回 は 、 !苫舗 3 屈 を 建設、 支援チ ー ム と し て 内 装 デザ イ ナ 一 、 !苫舗 プ ロ デュ ー サ 一 、

照 明 コ ー デ ィ ネ ー タ 一 、 ビ ー ル会社の外食担当者 ら 6 人 を 組織。 3 Jð舗 と も 、 新開地が最

も に ぎ や か だ、 っ た 昭和30年代の イ メ ー ジ で統一、 内外装か ら メ ニ ュ ー作 り 、 販売促進策 ま

で企画立案 し た 。

賃料は3 . 3m2 あ た り 1 万5 ， 000円。 3 年契約 だが、 経営が順調 な ら 更新 で き る O 通信販売

の フ ェ リ シ モ が、 震災義援金 を 活用 し て 2 年 間 で300万 円 を 支援す る た め 、 開業 ま で の企

画料 は新開地 ま ち づ く り NPOが負 担す る O

〈参考〉
山下 淳 「復興計調の プロセス J (阪神 ・ 淡路 ま ちづ く り 支援機構付属研究会編 「提言 大震災に学ぶ佼宅 と ま ち
づ く り 」 東方出版、 1999年)
永井幸寿 「湊J I I町 1 ・ 2 丁 目 の事例報告J (阪神 ・ 淡路 ま ちづ く り 支援機構 「全国 ま ちづ く り 専門家フ ォ ー ラ ムJ
2004年 1 月 17 日 )
中山久憲 「白地地区における住民主体の ま ちづ く り の足跡一神戸市湊川 町 1 ・ 2丁 目 組合土地区南整理事業の事業
化ま での道J (都市問題研究所 「都市政策J 89号、 効草書房)
小坂j青 「湊] 1 1震災復興 ま ちづ く り の経緯 と 考察J (都市問題研究所 「者E市政策J 89号、 勤主主書房)
http:l www . yanagawa- aa . co . j p/apartment/ -.house/ peacιょourt/sinsai/

5 . 中央区の ま ち の動 き
1 ) 商j吉の 3 分の 1 が震災後の出JiS

2003年 6 月 か ら 8 月 に か け て神戸市産業振興財団が行 っ た都心商業実態調査 に よ る と 、

ア ン ケ ー ト に 回答 し た 中 央 区 内 の 商庖 1 ， 280屈 の う ち 、 現在地 で の 営 業 開 始 時期 は 3 年以

内が15 . 5% 、 4 年前か ら 震災後 ま でが16 . 4 % で 、 計31 . 9 % が震災後 に 移 り 変 わ っ た り 、 新

た に営業 を 始め た り し た自 で あ る こ と が分 か っ た 。 1955年以前か ら 営業 し て い る 老舗 は 約

l 割減 っ て い た 。

震災後の 出 屈 が多 い 地 区 は 、 「北野」 は 回答数 (44Ji5) が少 な い も の の57% と 半数以上 だ、 つ
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た 。 「三宮」 は33 . 5% 、 「元fIlJJ が26 . 6% 、 「ハ ー パー ラ ン ド」 が30 . 3% だ っ た 。

1991 年 の 同様の調査で は 、 1985年 か ら の 6 年以内 に営業 を 始 め た 商庖 は 、 三宮が16 . 5% 、

元町がl3 . 9% で、 今 回 の 数字の高 さ が際立 っ て い る O 市産業振興財団 は 「震 災 に加 え て不

況 に よ る 廃業や移転、 駐車場やマ ン シ ョ ン 経営への転業が多 か っ た の で は な い か」 と コ メ

ン ト し て い る O

通行人数調査で は 、 日 曜 日 の通行人数が最 も 多か っ た の は 「三宮 セ ン タ ー 街 l 丁 目 」 の

約 5 万2 ， 000人で、 2 位の地下街 「 さ ん ち か」 を 約 1 万人上回 っ て い た 。 「異人館通J は約

2 ， 500人で、 4 位 「 ト ア ロ ー ド」 、 5 位 「南京町J の 10分の 1 以 下。 前 回 調 査か ら 約 6 割減

で、 人気の 落 ち 込み が明 ら か に な っ た 。

若者が 「 も っ と も 神戸 ら し いJ と 注 目 し て い る の は r l日居留地」 で全体 の 約 4 割 を 占 め 、

「 メ リ ケ ン パ ー ク 」 や 「ハ ー パー ラ ン ドJ に 大 き く 差 を つ け た 。

宿泊客 に 「神戸 を 代表す る 場所」 を 聞 く と 、 兵庫県在住者の27 . 8% が!日居留 地 を あ げた

が、 県外か ら の客 は 「北野 ・ 新神戸J rハ ー パー ラ ン ドj を あ げる 人が多 か っ た 。

〔近畿のす ぐ れ た街並み - 1 位は !日揖留地〕

日 本建築学会近畿支部 と 建築関係の 毘体が主催 し た 「あ な た が選ぶ近畿の 倍並み ・ ま ち

づ く り 選考会」 が2003年 4 月 28 日 、 大阪市 内 で 開 か れ た 。 投票で 1 位 に な っ た の は神戸市

の !日居習 地。 2 位 が神戸市の北野密J . 山本通。 3 位が京都市の 西陣、 奈 良県大和郡 山市の

紺屋町。 5 位が大阪 ・ あ い り ん地 区 の ま ち づ く り だ、 っ た 。

2 ) 三宮交差点 に新歩行者用 デ ッ キ

神戸市都市計画総局 は 三宮交差点西側 に 歩行者用横断デ ッ キ を 追加す る こ と に し、 2003年

秋 に着工す る o 1960年代か ら 進 め て い る 「三宮駅周辺 3 層 ネ ッ ト ワ ー ク 構想」 の一環。

新 し い デ ッ キ は、 交通セ ン タ ー ピ ル か ら 中央幹線 (神戸 明石線) を ま た いで交差点南備の 、

!日 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ跡地に建設 さ れた商業 ピ ル の 2 階 ま での長 さ 約60 m 、 中国 8 m の横断歩

道 と 、 神戸交通セ ン タ ー ピル の 2 階東側か ら 高東角 を ま い て西側 の 関西国際空港行 き リ ム ジ

ンパス乗 り 場付近 ま での幅 4 m 、 長 さ 約50 m の デ ッ キ の 2 本。 地上か ら の高 さ は いずれ も 5 m o  

最終的 に は 、 ]R 三 ノ 宮駅、 ポ ー ト ラ イ ナ 一 三宮駅、 そ ご う 神 戸屈 を 結 ん で い る デ ッ キ

と も 接続 さ れ る o 2005年春 に 完成見込み。 総工費約 7 億円 。 完成す れ ば、 三宮交差点の動

総 は 、 地 下、 地上、 デ ッ キ の 3 層 の通路 に な る O

ま た 、 2004年 1 月 に は 、 神戸新開会館跡地 の 再 開 発 に と も な っ て 、 ポ ー ト ラ イ ナ 一 三宮

駅か ら 再開発 ピ ル 酉慨 を つ な ぎ、 中 央幹線南側 の 日 本生命 ピ ル ま で の 区 間 。 幅約 5 m 、 総

延長約130 m o ま た 、 中央幹線の 下 に は 地下道 も 建設 さ れ る O 通路幅は約 6 m 、 総延長約50 m

で 、 「 さ ん ち か地下街」 に も 譲続。 新設が予定 さ れて い る 阪神三宮駅 「東改札 口」 と の接

続 に も 対応で き る よ う に す る O
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3 ) 神戸新開会舘跡地 を再生特別地区 に

神戸新需社 は2003年10月 14 日 、 震災で全壊 し た JR 三 ノ 宮駅前の 「神戸新開 会館J ( 旧 本

社) 跡地約2 ， 560m' の 再 開 発 に つ い て 、 都 市再生特別措置法 に 基づ く 都市計画提案 を 神 戸

市 に提出 し た 。 同 特別措置法 に よ る 都 市計両提案 は全国で 4 件 目 、 兵庫県 内 で は 第 l 号。

神戸市都市計画審議会は 2004年 2 月 9 日 、 神戸新開会館跡地 の 再 開発事業 に つ い て神戸

市 が ま と め た 都市再生特別 区 の都市計冨案 を 承認 し た 。 神戸市 は 、 神戸新聞 社 の提案 の う

ち の歩行者デ ッ キ に つ い て 、 計画 さ れた ピ ル か ら さ ら に 中央幹線南側 の 日 本生命 ピ ル前 を

結ぶ デ ッ キ を 追加、 空 中 デ ッ キ の 下 に 地下道 を 新設 す る こ と 、 ピ ル 1 1漕部分 を 「三宮駅南

交通広場」 と し て パス タ ー ミ ナ ル を 設 け 、 交通拠点 の 強化 を 図 っ た 。

計画 さ れた ピ ル は 、 商業 と オ フ ィ ス の複合 ピ ル で地下 2 階、 地上18階建て (高 さ 90 m 、

延べ床面積約 3 万9 ， 500m2) 0 地 下 1 階 と 2 8 階は シ ョ ッ ビ ン グや飲食庖 な どの商業施設、

9 - 12 階 は シ ネ マ コ ン プ レ ッ ク ス (複合映画館) 、 13階か ら 上 は 、 神戸新聞 丈化セ ン タ ー

な ど文化教育施設 と オ フ ィ ス を 予定 し て い る 。

神戸新聞 と グ ル ー プ企業の サ ン テ レ ビ、 ラ ジ オ 関西 は 連携 し て 、 2 階 に さ ま ざま な情報

を 検索で き る 「総合情報 プ ラ ザム 飲食階 に 「サ テ ラ イ ト ス タ ジ オJ を 設 け、 駅前広 場 に

出 し た 壁面 に は大型ス ク リ ー ン を 設置す る O

震災復興の シ ン ボル と 三宮の ラ ン ド マ ー ク と し て位置づけ て い る o 2004年 3 月 に起工、

2006年秋の完成予定。

旧神戸新 開 会館 は 、 1956年 に神戸新聞本社 と し て村野藤吾氏の 設計で建設。 緑色の ガ ラ

ス 張 り で濡湘 な 外観だ、 っ た が、 そ の後、 会館の経営 を 維持す る た め屋上 に ボ ウ リ ン グ場が

増 築 さ れ、 広告塔が建て ら れ、 山 側 の 壁面 に は 山 一諮券 ( 当 時) が富士 山 の タ イ ル絵 を 張

り つ け て い た 。 震災で基礎部分 に 大 き な被害 を 受け 、 即 日 に 解体撤去が決 ま っ た 。

〔容積率1 600% に規制緩和〕

神戸市 は 、 神戸新開会館跡地の再開発 に つ い て 、 神戸新開杜の都市再生特別措置法 に 基

づ く 「都市計画提案」 を 事 前審査 し て 「素案」 に 取 り ま と め た 。 民 聞 か ら の 都市計爾提案

は前例がな い た め で、 事前審査 し た素 案 を 都市計画審議会へ諮 っ た 。

国 は2002年10月 、 三宮駅南地区約47ha を 都市再生特別措置法の 第 2 次 「 緊急整備地域」

に 指定。 市 は神戸‘新 開 会館跡地 を 高度利用 で駅前 の都市再生 を 促進 さ せ る た め 、 民間投資

を 呼び込む規制緩和 地域の 「都市再生特別 区」 に 設 定 し 、 建物 の容積率 を 現行の800 % か

ら 2 倍の 1600 % に 緩和 し た 。 名市屋の 「特別地 区」 の 1420% を ]二回 り 最大 に な る O

4 ) ト ア 田 一 ド に超高層 ビル

中 山手 地 区 の 地権者た ち でつ く る 「 中 山手市街地再開発準備組合J (潜来 日 会長) は2003

年10月 15 日 、 35階建て超高層 ピ ル の 建設 を 軸 に し た 再開発計画案が決 ま っ た と 発表、 2004

第八章 @ 都市計醤 ま ち づ く り 667 



年 3 月 に 組合 の設立認可 を 求 め 申

関係者。

を 神戸市 に 提 出 し た 。 地権者約120 人 の 9 割 は華僑

ト ア ロ ー ド と 山手幹線 に 面 し た 約 1 ha に 、 住宅、 庖舗、 中 国医療セ ン タ ー な と々 が入 っ

た35階建て 、 高 さ 125m 超高層 ビ ル と 13階建て の高層 ビ ル な ど を 建 て る O 住 宅戸数約340戸。

事業費約122億 円 で 、 う ち 30銭 円 を 国、 県 、 神戸市が補助す る O 開発主体は住友商事 と リ

ク ル ー ト コ ス モ ス o 2005年度 に着工、 2007年度完成 を め ざす 。

中 山手地区 は 戦前か ら 華僑が多 く 集 ま っ て い て 、 裏通 り に は古 い 木造住宅が多 い 。 1988

年 ごろ か ら 地元住民た ち が開発協議会 を 設立、 建設計画 を 進 め て い た が、 バ ブル崩壊や震

災で足踏 み が続い て い た 。 震災では予定地の931'束の う ち 47棟が全半壊 し た 。

建設予定地 は 、 戦前 ま で華矯の子弟が通 う 中華 同文学校があ っ た土地。 2 棟の ピ ル の 1 、

2 階 に は し ん き ゅ う 医院、 漢方薬局 な ど を 備 え た 中 国医療セ ン タ ー や 中 華 同 文学校記念館、

約40J吉 の 中 華料理屈 な どが入居す る 予定。

5 ) 元町 “1 30年" イ ベン ト

1874年 ( 明 治 7 年) 5 月 初 日 に 兵庫県令 (知事) に よ っ て 「元町‘」 と 命名 さ れ た商庖街

が130年 を 迎 え て 、 2004年 3 月 か ら さ ま ざま な イ ベ ン ト が行 わ れ た 。

3 月 2 B - 29 日 「神戸元 町商屈街 を ア ー ト に じ (障害者が作 っ た タ ベ ス ト リ ー や 美術

学生が挑戦 し た肴板作品 な ど。 紙 コ ッ フ。や新聞紙 を 使 っ た パ フ ォ ー マ ン ス も ) マ 3 月 4 日

「 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 神戸元町か ら の文化発信」 マ 3 月 9 日 「 タ ウ ン ミ ー テ イ ン グ ・ 神戸塾J

画家や写真家 に よ る ト ー ク ャ 3 月 6 日 - 11 日 「 ま ほ ろ ば ・ 優れ も の工房展」 障害者 な どの

作業所の 製 品 を 展示 ・ 販売マ 3 月 4 日 - 15 B I Art Link 2004J 障害者 の 芸術作品展 な ど。

〔 ア ー ケ ー ド に太陽光発電〕

元 町 5 丁 目 商庖 街 は 、 元 町130周 年記念で、 ア ー ケ ー ド上への太陽光発電パ ネ ル装 置 を

導入 し 、 2004年 1 月 か ら 高居街の照明 に 取 り 入 れ た 。

全長約200 m の ア ー ケ ー ド に 、 パ ネ ル (縦120cm 、 横80cm ) を 230枚並べ た 。 約2 ， 100万円

の設置費用 の う ち 半分 は NEDO (新エ ネ ル ギー ・ 産業技術総合 開 発機構) の補助。 年 間

の照明費 約400万 円 の う ち 太陽光発電で70万円 ほ どが節約 で き る と い う O

〔走水通J と 命名 〕

元町商脂街の浜側 を 通 っ て い る 名前 の な か っ た 通 の 名前 を 「み な と 元町 タ ウ ン協議会」

が住民か ら 募集、 候補 に上がっ た 「走水通J I元 中 通J I元栄通」 の 3 案の 中 か ら ア ン ケ ー

ト で 「走水 ( は し う ど) 通J に 決 ま っ た 。

名づけ ら れた の は 、 元町商届街 と 栄町通の 間 の 、 元町通 3 - 6 の約700 m の道路。 ア ン ケ ー

ト で は 「走水通J 123票、 「元 中通J 35葉、 「元栄通J 14票だ、 っ た 。 沿道 に 走水神社があ り 、
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周 辺が明治初期 ま で は 「走水村J と 呼ばれて い た こ と が決め手 に な っ た と み ら れる O

〔 乙仲通の ま ち づ く り を 考 え る 舎 を 設立〕

2003年 4 月 、 元町商庖街か ら 海岸 よ り の “ 乙仲通" か い わ い の 商庖主や ピ ル の オ ー ナ ー

ら が 「乙仲通の ま ち づ く り を 考 え る 会J (萩原和美会長) を 設立、 歴 史 的 な 建造物 や 倉庫

跡 な どの建物 を 生 か し た ま ち づ く り への 取 り 組み を 始め た 。

“ 乙仲通" は 、 通 関 業 の 乙仲 の 資格 を 持 っ た輸出入業者が多 く 集 ま る オ フ ィ ス 倍で、 港

町の風情 を 残 し て い る O 古い事務所や倉庫 を 改造 し て ブテ ィ ッ ク や レ ス ト ラ ン が増 え 、 若

者 向 け の 新 し い フ ァ ッ シ ョ ン ス ポ ッ ト に な っ て き た。 「 ま ち づ く り を 考 え る 会J は 、 演劇

な どの文化活動 を 支援 し 、 古い建物 の 活用 を 図 る O

〔三越元町j吉が閉j苫〕

1926 (大正15) 年 に 大阪支庄の神戸分自 と し て ス タ ー ト し た元町通 3 丁 目 の 三越元町庖

が2004年 1 月 31 日 、 78年の歴史 を 閉 じ た 。

当 初 は元 町通 6 丁 目 に あ り 、 地下 1 階、 地上 6 階、 屋上 に は モ ノ レ ー ル を 備 え た庭園が

あ る 売 り 場面積約 l 万ばの 大自舗 だ、 っ た 。 戦後、 神戸の 中心が神戸駅周 辺 か ら 三宮駅へ移

る に つ れて 客足が遠 の き 始め 、 1984年以降 は元 町通 3 丁 目 の ピ ルで高級宝 飾 品 、 ギ フ ト 品

を 中心 に 営業 し て き た 。 大震災後は 、 食料品 や 日 用雑貨な ど も 臨時 に 扱 っ て い た。

三越の後は カ フ ェ や輸入雑貨 な どの複合商業施設 に な る 。

〔元町西広場の “水の壁" 撤去〕

国 の都市景観大賞 を 受賞 し た こ と も あ る 元町西広場の そ ニ ュ メ ン ト 「水の躍」 が2004年

2 月 に撤去 さ れた 。 「水の援J に 藻が発生 し 、 水漏 れ も 増 え て清掃 ・ 維持 に 手が回 ら な く な っ

た た め 。

「水の壁」 は高 さ 約 4 m 、 長 さ 約30 m 、 幅約5叩OcαI町恥I

ス 製の枠でで、留 め て壁 状 に し て い る O 底 か ら 電気で発生 さ せ た 気泡が模様 を 描 い て 浮 き 上

が っ て く る o 1993年 に神戸市が開 い た 「 ア ー バ ン リ ゾー ト フ ェ ア神戸」 の 記念事業で元町

西広場の 中心摘設 と し て建設 さ れた 。 1994年 に 、 広場一帯 は建設省 ( 当 時) の 「都市景観

大賞」 を 受賞 し た 。

と こ ろ が、 夏 に は水槽内 に藻が大量 に発生。 壁面 の 汚 れが落 ち に く く な り 、 壁か ら 水漏

れ も 始 ま っ た 。 改修や維持 に か な り の 費 用 が か か る こ と か ら 神戸市 は撤去 し 、 跡地 は花壇

や 日 時計 に 変 え る こ と に し た 。

〔“護興メ ッ セ ー ジ入 り レ ン ガ聞 を 復元〕

元町 3 了 呂 酪庖倍の通 り に 、 大震災 の あ と さ ま ざ ま な 人た ち か ら 寄せ ら れて 敷 き 詰め ら
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れ た “復興 メ ッ セ ー ジ入 り レ ン ガ" が磨 り 減 っ た り 破損 し た り し て き た た め 、 元町商庖街

振興組合は2003年 4 月 、 メ ッ セ ー ジ な ど を 丈夫 な 材 質 に 焼 き 付 け な お し て敷設 し た。

“復興メ ッ セ ー ジ入 り レ ン ガ" は 、 1995年12月 、 市民団体が、 震災で被害 に あ っ た 歩道

や建物の 修理 に 当 て る 費用 を メ ッ セ ー ジ入 り レ ン ガへの寄付で募集 し 、 元 町商)町長 も レ ン

ガ約1 ， 200枚の寄贈 を 受 け て 蕗庖街の傷路の補修 に 使 っ た 。

だが、 レ ン ガは 歩道用 の材質 だ っ た の で、 商品運搬の大型 ト ラ ッ ク が出 入 り す る と 古iJ ら

れた り 割 ら れた り し 、 メ ッ セ ー ジが消 え かか っ た 。 こ の た め 、 寄せ ら れ た 元 の 原稿 を 探 し

出 し 、 車道用 の材質 に 焼 き 付 け上薬 を ほ ど こ し て消 え な い よ う に工夫 し た 。

よ み が え っ た “ メ ッ セ ー ジ入 り レ ン ガ" は 元 町 3 丁 目 の街路 6 カ 所 に 1 ， 132枚が敷 き 宣

さ れた 。 メ ッ セ ー ジ の な か に は 、 当 時衆議院議長だ、 っ た 土井 た か 子 ・ 元社民党党首、 亡 く

な っ た 村 山 実 ・ 元板神 タ イ ガー ス 歌督 の サ イ ン 入 り も あ る O 施工費用 約 8 ， 000万円 の う ち

4 ， 600万 円 は 国、 県 、 神戸市か ら 助 成 を 受 け た 。

6 . 灘区 の ま ち づ く り の動 き
1 ) 六 車 道駅南地亙の再開発 ビル全1 4棟が完成

復興市街地再 開発事業が行 わ れて い る ]R 六 甲 道駅南地区 で 、 2004年 3 月 ま で に 、 l 番

街か ら 6 番街 ま での再開発 ピ ル14棟すべて が完成。 公園 と 駅前広場や道路の整備 を 残 す だ

け に な っ た 。 灘区役所 も こ の地 区 に 移転 し 、 神戸の東部副都心 と し て再ス タ ー ト し た 。

事業地 区 は 約 5 . 9hao 震災時 は 700世帯、 約1 ， 400人が住 ん で い た 。 276棟の う ち 160棟が

全壊、 27棟が半壊 し た 。 1995年 3 月 17 日 に 再開発事業が都市計画決定 さ れ、 同年 7 月 に ま

ち づ く り 連合協議会 を 結成 。 防災公園 の 形状 な ど を 市 に 申 し 入 れ、 1999年11 月 ま で に すべ

て の工事 に 着手 し た 。 住宅 は915戸、 f占舗 ・ 事務所2221百 (約 2 7J6 ， 800m2 )  0 総事業費 は約

901{意円 。

〔 ウ エ ル ブ六 甲 道 3 番街の 1 、 2 番館完成〕

2003年 4 月 24 日 、 復興市街地再 開発事業 の ]R 六 甲 道駅南端 医 で 再 開 発 ピ ル 「 ウ エ ル ブ

甲 道 3 番衛」 の 1 番館 と 2 番館 の 完成 を 祝 う 会が行 わ れ た o 1 番館 は地 下 1 階、 地 上13

階建て 。 2 番館 は 地下 1 階、 地上14階建 て 。 そ れぞれの ド層 階 は 飲食庖や医院が入 り 、 上

層 階 は住宅。

〔 ウ エ ル ブ六 申 道 1 番街が完成〕

2003年 9 月 初 日 、 ]R 六 甲 道駅南地 区 で、 再開発 ピ ル で は 最 高 の 、 33階建て 、 高 さ 122 m

の 「 ウ エ ル ブ六 甲 道 1 番街」 が完成 し た 。 こ れで こ の 地区全体の 再 開発 ピ ル計画14棟 の う

ち 、 区役所 な ど を の ぞ く 12棟が完成 し た 。

1番街は 地下 1 、 2 階が駐車場、 地上 1 3 階が活舗 と 事務所。 4 階以上が分譲マ ン シ ョ
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ン 計166戸。 完成当 日 に は マ ン シ ョ ン は I 戸 を の ぞ、 き 契約済み。 入居者 の 約 8 割が “新住民" 。

庖舗 な どは39区画の う ち ス ー パ ー を 含 め て32区画が埋 ま っ た 。

〔 ウ エル ブ六 甲 道草 4 番簡が完成〕

33階122m の超高層 の再開発 ピル 「ウ エル
ブ六甲道 l 番街J (神戸新聞社提供)

2004年 3 月 27 日 、 JR六 甲 道駅南地区 の 「 ウ エ ル フゃ六 甲 道4番街」 の l 番館 と 2 番館が竣工、

同 地 区 の再開発 ピ ル全14棟が完成 し た。

I 番館 は地下 2 階、 地上12階建 て 。 2 番館 は 地下 2 階、 地上 7 階建 て で 、 灘 区役所が入

居す る O

2 ) 再開発事業費回収に35年

神戸市 は2004年 2 月 27 日 の 市議会都市消 防委員 会で、 JR六 甲 道駅南地区 の復興市街地再

開発事業 に つ い て 、 当 初 は売却 を想定 し て い た 庖舗 ・ 事務所の保留床の う ち 、 実際 に 売却

し た の は床面積の約 3 % に と ど ま っ て 、 赤字が123億円 に な り 、 賃貸 に よ る 事業費 回収 に35

年 か か る 事業収支概算 を 明 ら か に し た 。

甲 道駅南地 区 の rn舗 ・ 事務所用 の 、 権利者 の 寂得分 を 除い た保習 床 は 122区画、 1 万

9 ， 500m2。 ほ ぼ満床 に な っ た が、 分譲で は な く 賃 貸 で の 契約 が ほ と ん ど。 賃 貸 で 運用 す る

保留床 の現在 の価値は96億 円 。 事業実施後、 地価下落で床価格そ の も の が 目 減 り し た こ と

に よ る 赤字 も 27億 円 に な り 、 計123億円 を テ ナ ン ト 料で 屈収 し 、 起債の{賞還 な ど に 当 て て

い く が、 35年かか る と み ら れ る O

住 宅 は915戸 ( う ち 賃貸住宅183戸) で、 保留床439戸分の分譲マ ン シ ョ ン は完売 し た 。
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7 . 東灘区の ま ち づ く り
1 )  NPO が地域巡回パ ス

坂が多 く 、 公共交通機 関 が不便な 東灘 区 の 山 手地域で 「 く る く る パス J の 試験運行が2004

年 2 月 か ら 3 月 末 ま で行 わ れた 。 交通が不便 な 山 手の住宅地 に パ ス を 走 ら せ よ う と NPO

法人 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸 (CS 神 戸 ) J が提案 し 、 内 閣府都市再生本部

の 「全国都市再生 モ テゃル調査」 と し て 事業受託 を 受 け た 。 調査は 「み な と 観光 パ ス J (本社 ・

東灘医 向 洋 ) の協力 で28人乗 り の マ イ ク ロ パス を 使 っ て 、 JR 住吉駅か ら 「渦森台ル ー ト 」

と 「住吉台 ル ー ト 」 の 2 路線で、 1 時 間 に 2 本の 割合で運行。 乗車客数や停留所の位置の

便利 さ な ど を 調べ た 。

2 月 中 は 無料で運行 し 、 3 月 か ら は大人200円 、 小人100円 で テ ス ト 。 午後10時半か ら 午

前 0 時過 ぎ に か け て の深夜便の利用状況 も 調べ た 。 調査の結果 を 分析 し 、 本格運用 す る か

ど う か を 検討す る O

神戸市の超高層 ビル全国 3 位

2003年 6 月 の神戸市消防 局 の 資料 に よ る と 、

神 戸 市 内 の 高 さ 100m 以 上 の 超 高層 ビ ル が阪

神 ・ 淡路大震災以降11棟増 え 、 計26棟 に な っ て

い て 、 全国 で東京 (177棟) 、 大阪 (49棟) に つ

いで 3 番 目 に多 く な っ て い る 。 新 た な 1 1棟の う

ち 、 4 棟の マ ン シ ョ ン を 含 む 5 棟が復興関連の

建設。 ま た 全体の26棟の う ち 半分の13棟がマ ン

シ ョ ン に な っ て い る 。

3 (l56 m 、 37階) 。 こ れ に神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー

(135 m 、 32階) 、 神戸市役所1号館 (l32 m 、 30

階) が続 く o 170 m の神戸 関電 ビ ル デ イ ン グ は 、

上 部 の 100 m 近 い無線塔が 「工作物」 に な り 、

超高層 ビ、 ル に は 含め ら れて い な い。

同 消 防 局 の 調 べ で は 、 市 内 一 高 い の は 民 主rr

神戸駅前 の新神戸 オ リ エ ン タ ル シ テ ィ ホ テ ル C

地域別 で は 三宮、 JR 新神戸駅周 辺 な ど都心

部 に 8 棟、 東灘区の六 甲 ア イ ラ ン ド に 4 棟。 残

り は各区 に 分散 し 、 東京や大阪の よ う に 高層 ビ

ル街 を つ く る ま で に は至 っ て い な い 。

復 興 関 連 の マ ン シ ョ ン は HAT 神戸 に 3 棟、

(表 2 2 )  震災後 に 神戸市内 で完成 し た 1 00 m 級の超高層 ビ ル
一一一一一一一一γ一一一一一一一一一一「

高 さ ( m )

100 
103 

キ ャ ナル タ ウ ン 中央 (兵庫区 107
大 HAT 神戸 ・ 灘の浜 1 番館 (灘区 114
i:l: HAT 神戸 ・ 灘の浜 2 番館 (灘区 108

キ ャ ナル タ ウ ン ウ エス ト 7 号館 (兵庫区 112 37 
i:l: HAT 神戸 ・ 脇の浜18番館 (中央区 110 33 
i:I:神戸国際会館 (中央区 100 23 
大ウエル ブ六甲道 2 番街 (灘区 11 1 30 

NTT 西 日 本神戸中央ピル (中央区 103 24 
テ ィ オ舞子 (黍水区 102 26 

大ウエルブ六甲道 1 番街 (灘区 122 33 
1たアス タ く にづか 3 番街 (長田区 99 29 
(大印は震災復興調達。 神戸新開2003年 7 月 15 日 付けのデー タ に2004年 3 月 ま で

の完工ピルを迫力日)
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JR 六 甲 道 駅前 に 1 棟

完成 し た 。 同釈前で は

も う 1 棟、 超高層 マ ン

シ ョ ン を 建 設 中 。 JR

新長 旧 釈前で も 20 - 30

階 ク ラ ス の マ ン シ ョ ン

建設が進 め ら れて い る 。 |

民間主導では、 大和

ハ ウ ス 工業 (大阪市)

が三宮で43階建て の マ

ン シ ョ ン を 建設 中 。 中

央 区 の 中 山 手地 区 で は 、

池元住民 ら でつ く る 組

合が34階建て 再開発 ピ



ル を 計画 し て い る 。

震災後 に完成 し た 超高層 の民間 オ フ ィ ス ピ ル

は 、 全壊 し て建て替え ら れた 「神戸 国際会館J

と rNTT 西 日 本神戸 中 央 どル」 の 2 棟の み 。

神戸新聞 は こ の 報道 に 加 え て 、 6 月 の神戸市

内 の賃貸オ フ ィ ス の 空室率が17 . 4 % で 、 主要者Ií

市 で は新潟市 に つ い で高 い こ と と 、 「新た な オ

フ ィ ス ピ ル の 建設 は抑制傾向。 資気回復の兆 し

が見 え な い 限 り 、 厳 し い状況が続 く 」 と 生駒デー

タ サ ー ビス シ ス テ ム 大i波支!苫 の コ メ ン ト を 紹介。

さ ら に 、 都心 に超高層 マ ン シ ョ ン が相次いで建

設 さ れて い る こ と に つ い て 、 不動産経済研究所

(東京) の石丸敏之大阪事務所長の 「東京…棟

集 中 で食業が移転 し た 跡地の転用 や 、 住民の都

心 回帰が大 き な 要 因 。 利 便性や桃望、 通風が よ

く 、 プラ イ パ シ ー も 守 ら れ、 ラ ン ド マ ー ク 的 な

建物 に住む ス テ ー タ ス も 得 ら れ る 。 こ の傾 向 は

ま だ続 く 」 と い う と い う 見解 か ら 、 「商業 ピ ル

の 低迷 “眼下" に マ ン シ ョ ン が “押 し 上 げ"」

と 評 し て い る o (神戸新聞、 2003年 7 月 日 目 )
三宮 で大和ハ ウ ス 工業 (大阪市) が建設 し て

い る 43階建て の マ ン シ ョ ン は 、 高 さ 152 m o 2005 

:年 3 月 完成予定。 免震構造の ビ ル で は 日 本 ぬの

高 さ に な る 。 低層 部 は 商業施設 と オ フ ィ ス 部分。

中高層部 は275戸の マ ン シ ョ ン O 価格は3 ， 000万

円 か ら 2 億丹 。 同社マ ン シ ョ ン 事業部は 「大阪

は僚ごろ 感で売れる 。 神戸で は 少々 高 く て も 、

外 観 や 設 備 の グ レ ー ド の よ さ が納 得 で き れ ば

買 っ て も ら え る 」 。 価格に は 「 こ れ ま で未知 だ っ

た 銚望 の 価値 も 含 ま れ て い る J と 話 し て い る 。

(神戸新筒、 2003年 生 月 25 日 )

神戸の市街地にそびえる超高層 ビルの数々 。 震災後、 マ ン シ ョ ン を 中心に急増 した (神戸新聞社提供)
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l 第三館 阪神間の ま ち づ く り
1 . 芦麗市
〔総合公園 を 市民団体が管理〕

2003年 9 月 、 南芦屋浜の市総合公 園 を 管理す る 市民団体 rpMO ( ピ ー モ ) あ し や」 が

発足 し た 。 行政 に よ る 「 与 え る 公闘」 か ら 「市民が使 う 公園」 へ の ね ら い があ る O

市総合公 園 は 、 基本計画の段階か ら 施設検討委員 会 に市民 を 加 え 、 「約10ha の総面積の

7 割 を 縁イし 「 た い 肥 を 作 る リ サ イ ク ル プ ラ ン ト の 設置J な どの意見 を 採用 、 6 回 の ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 聞 い て公 園 の使い 方 を 検討 し て き た 。

市総合公 閣 は 、 陸上競技場や ス ポ ー ツ コ ー ト 、 芝生広場 な どがあ り 、 災害時 に は 避難所

に も な る f幾能 を {萌 え 、 2003年 5 月 に 開 園 し た 。

〔全壊邸宅跡 を 和風公園 〕

芦屋市前 間 町の 震災で全壊 し た部宅跡 に 、 石壌やせせ ら ぎ を 残 し た和風の公園が2004年

3 月 に 完 成 し た 。 約2 ， 000m2 の 敷地 を 芦屋市が購入、 区 画整理事業 と 合 わ せ て 西部 ま ち 再

興協議会 と 公園 の あ り 方 を検討 し て き た。

邸宅 に あ っ た 井戸や樹木 を 残 し 、 あ ず ま や と ト イ レ を 和風に作 り 、 石 組み を 滑 り 台や遊

具 に活用 し た 。 敷地 に 弥生時代前期 の水田 勝が見っ か り 、 市内 初 の 弥生 人 の 足跡 も 見つ か つ

て 、 足跡の レ プ リ カ を 展示 し た 。 総事業費 1 億3 ， 000万 円 。

2 . 西宮市
〔 エ イ ヴ ィ ス タ ワ ー西宮完成〕

西宮市 田 中 町、 阪神西宮駅甫 の西宮 中 央商宿街の再開発第 1 地区 (0 . 5ha) で、 2003年

11 月 28 日 、 再 開発 ピ ル 「エ イ ヴ イ ス タ ワ ー 西宮J がオ ー プ ン し た 。 地 下 I 階、 地上28階。

延べ28 ， 000m2o 1 階 に は 24時 間 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 「サ カ エ」 と 従前 の 3 Jð舗が入居。 2

階 は 医療機関 と 薬局 。 3 、 4 階は 駐車場。 5 階か ら 28 措 は マ ン シ ョ ン O 西 宮 中 央商庖帯は

「 え べ っ さ ん の 門前 町ー」 と し て 、 ピ ー ク 時の 1970年 ご ろ に は 200脂以上 あ っ た が、 震災で

全商庖 の 約 6 割 が倒壊。 74宿 に減 っ て い る 。

阪神西宮駅南 は 再開発 5 地区 が決め ら れた が、 事業著工 に こ ぎつ け た の は 第 1 地 区 だ け。

r 5 時46分」 を 指 し た ま ま 止 ま っ て い た ア ー ケ ー ド の 時計が2003年 6 月 に外 さ れ、 ア ー ケ ー

ドの撤去工事が行 わ れ た 。 商庖倍の通路 は 明 る い rEBISU SUN ROADJ に な っ た 。
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3 . 尼崎市
〔築地の援興 を 写真で展示〕

2003年 9 月 、 公園整備 を 残 し て土地区福整理事業 の ほ ほ終盤 を 迎 え た 尼崎市築地地区 で 、

ま ち の変遷 を 伝 え る 写真展「み ん な の 築地復興展 ー な つ か し い 築地か ら あ た ら し い築地へ」

が、 建 て 替 え ら れ る 「築地福祉会館」 で 開 か れ た 。

築地地 区 は 尼崎城南側 の 中洲 を埋め立 て て 造 ら れ た 域下町。 震災で液状化 に よ っ て約 8

割 の 建物が傾 い た 。 区画整理事業 と 住宅地医改良事業の併用 と い う 被災位畳 で は唯一の手

法で基盤整備 と 建物整備 を 同 時 に行 っ た 。 復興公営住 宅 な ど に は瓦屋根、 白 壁 な ど城下町

の 雰 囲気 を 再現 し て い る O

復興が一段落す る 機会 に 、 歴 史や思 い 出 を 引 き 継 ぎ た い と 写真展 を企画。 建て替 え 前 の

福祉会館 を 会場 に 、 250点の写真 を 展示 し た 。
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第四鮪 淡路島の ま ち づ く り

1 .  r復興支畿会議 亜 J が淡路島か ら の 「 ま ち づ く り の ヒ ン ト 」 を 提言
震災の被災者や行政 に提言す る 第三者機関 「被災者護興支援会議 III J (座長 ・ 室崎議輝

神戸大教授) が2004年 2 月 初 日 、 第 6 回提案 「淡路 島 の復興か ら 得 ら れ た 教訓」 を発表 し

た 。 1995年 7 月 に発足 し た 同 会議 の し 宜 、 国 を 通 じ て 、 淡路への最初 で 最後 と な る 提案

で あ る O

提案で は 、 淡路 島 は 地域社会の 自 立性が高 く 、 住民間士の助 け合いが半期復興 に つ な がっ

た 、 と し て コ ミ ュ ニ テ イ の重要性 を 指摘 し て い る O 復興住宅 も 、 大規模 な 高層住宅 を 建設

し た 阪神 地 区 と 違 っ て 、 小規模 の 木造 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス ( 町営住宅) を 建設 し た点 を 「 ま

ち づ く り と 復興住宅が う ま く 一体 と な っ て整備 さ れて い る 」 と 評価 し 、 南 海地震 な どで起

こ り え る 地方都市や集落での復興の参考 に な る であ ろ う と し て い る O

さ ら に 、 震災 を 経 由 す る こ と に よ っ て 高齢者支援の具体策が明 ら か に な っ て き た と し て 、

高齢者の行動 に マ ッ チ し た コ ミ ュ ニ テ ィ パ ス の 運行 な ど、 「人づ く り 」 や 「仕事づ く り 」

の}j策 を 提言 し て い る O 「 ま ち づ く り 」 に かか わ る 淡路 島 の 「教訓」 を 要約 す る O

〔 は じ め に 〕

淡路島 は 、 人 口 、 経済規模、 予算規模 は 阪神 間 と 比べ も の に な ら な い ほ ど小 さ く 、 震災

の被害 も 神戸 ・ 阪神 間 に比べ れ ば相対 的 に 少 な か っ た 。 し か し 、 淡路島 の 現状が、 日 本全

国 の多 く の 町や村の現状 と 類似 し て い る こ と を 考 え る と き 、 今後わが国が直面す る 地震等

への対策 と し て 、 淡路 島 は 貴重で重要 な 教訓 を 提示 し て く れて い る O

今 回 の提案 で は 、 淡路 島 か ら 考 え る こ と の意義 を 踏 ま え 、 淡路島 か ら の教訓 を 探 っ て み

た い 。 今田の提案 は 、 阪神 ・ 淡路地域の行政、 被災者双方 に提言 ・ 助言 を す る だ け で は な く 、

今後の農山漁村、 将来の 日 本での災害救助 の 一助 に な れば と の思い を背後に秘め て い る O

〔復興の ヒ ン ト 〕

持続可能 な復興の キ ー ワ ー ド は 「定住」 と 「交流」 で あ る O 持続可 能 な 復興 を 行 う た め

に は 、 淡路島 に住 む こ と を 望 ん で い る 人が、 そ の 地 に住み続け る こ と がで き る よ う な 条件

を 整犠す る こ と が重要であ る O ヒ ン ト に な る の は 、 淡路島 の 歴 史 的 、 文化的、 地理的特性

と 資源 を 生 か し た個性的 な 地域づ く り を す る こ と に よ っ て定住化 を促進す る こ と であ る O

過掠イヒの進行す る 淡路 島 の な かで、 震災前か ら お お む ね人 口 も 世帯数 も )11真調 に 増 え 続 け 、

ま た 人 口変動が少 な く 持続可能性 を 保持 し て い る 地域があ る O 例 え ば、 東 浦 町 で は 、 1997

年 に 一時人 口 が震災前の水準 に 落 ち 込 ん で、 い たがそ の 後 回復 し て い る o 2000年 に 町 内 で 開

催 さ れ た 花博 効 果 が与 っ て い る と も 考 え ら れ る O 五色 野 で は 2000年 に NHK F ラ マ に も

な っ た 地元 出 身 の 高 田屋嘉兵衛 を 地域お こ し に結 びつ け る な どの 取 り 組み があ る O 三 原 町
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で は 、 淡路島特産の 玉 ね ぎや レ タ ス の ブ ラ ン ド化 に成功 し て地域力 を 高 め て い る O

〔 ま ち づ く り 〕

淡路島 で は 、 も と も と み ん な が顔見知 り で、 コ ミ ュ ニ テ ィ が し っ か り し て お り 、 震 災 を

契機 に 改 め て コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り を し よ う と い う 認識 に は立 っ て い な い。 震 災以前か ら 、 自

助 、 自 立の 精神 が生 き て お り 、 震災直後 も 自 分た ち でや ろ う と い う 意識があ っ た。 地域の

コ ミ ュ ニ テ ィ が し っ か り し て い る か ら こ そ 、 住民同士が助 け合い、 地域の復興 を 早 く す る

こ と に つ な が っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア も 比較的短期 間 に 有効 に機能 し た 。 こ の こ と か ら も 、 ま

ず地域の 自 助 が基本で あ る こ と が改 め て指摘 さ れる O

i ) 集落整備事業の充実 を 図 る こ と が重要 土地区画整理事業 な ど は 、 阪神 な ど大都市

で の 災害 で は 一般的 な復興対応事業で あ っ て も 、 大多数の 町村 レ ベ ル で の震災復興方

策 に は あ ま り 参考 に は な ら な い だ ろ う 。

具体的 に は 、 一宮町郡家地区 、 東浦町仮屋地 区 な ど で は 、 都市計画事業では な く 、

融通性の あ る 密集住宅市街地整備促進事業 を 集落再生整備型 と い っ て よ い形で活用 し

て 、 震災か ら の 地区再生 ・ 住宅再建 を 進め た例があ る O 同事業 は 阪神 地域 に お い て も 、

宝塚市 川 布 地 区 、 伊丹市荒牧 ・ 鴻池 ・ 西野地区 な どで 、 主 に 集落環境の 整備 を 中 心 と

し た道路拡幅、 防災施設整備、 緑化整備 な どで進め ら れて い る O

ii ) ま ち づ く り の 中 の復興公営住宅 一宮町が震 災 甚後 か ら 一宮町郡家地区密集住宅市

街地整備促進事業の 一環 と し て取 り 組ん で き た拠点 ゾー ン コ ミ ュ ニ テ ィ 性宅 は 、 島 内

最大規模の復興公営住宅で あ る が、 地 区 中心部の土地の有効利用 、 防災性能の 強化、

高齢者活往へ の 配慮 、 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生、 「回生み と 香 り 」 の ま ち に ふ さ わ し

い デザ イ ン な ど、 多 く の 課題 を 克服 し た 中心地復興 プ ロ ジ ェ ク ト で、 今後、 町の持続

的発展の拠点 と し て の役割が期待 さ れて い る 。

東浦町仮屋地区 で は 、 向 じ く 密集事業 と 重ね て 漁業集落環境整備事業が導入 さ れた 。 漁

村特有の細い道、 折 り 重 な る よ う な 過 密 な 家 々 と い う 、 被災地の、 長年 に わ た る 課題であ っ

た 集落環境改善が震災 を 機 に 進ん でい る O 倒 壊 し た家屋の再建 と あ わ せ て幹線道路 と 連絡

す る 道路整備や小公園 ・ 小広場の整備が進め ら れて お り 、 そ う し た ま ち づ く り 整備 と 同時

に 、 平屋建て 3 戸、 2 階建て 2 戸 と い っ た小規模 な 木造の コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス (町常住宅)

が建設 さ れて い る O

こ の よ う に 、 阪神 と は違 っ て 、 淡路島で は ま ち づ く り と 復興 住宅 と が う ま く 一体 と な っ

て 整備 さ れて い る O 阪神 で の 、 復興公営住宅緊急大量整備 と い う 至上命題 に 対 し 、 淡路島

で は 地 区 の 再建整備 に お い て小規模公営住宅建設 を そ の原動力 と す る と い う 対応が中心 で

あ っ た と い っ て い い 。 そ う し た手法は 、 今後 に 起 こ り う る 大多数の地方都市 ・ 集落 で の 災

害復興 に お い て 、 よ り 重要 な 参考 と な る も の と 考 え ら れ る o (1人づ く り J 1仕事づ く り 」 略)
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2 . 寵島地酉 と 君事家地抵の特徴的 志 対路 @ 方策
兵庫県県土整備部 ま ち づ く り 局 が ま と め た 「後興 市街地整備事業 と そ の 推進方策 に 関す

る 調査報告書 一 阪神 ・ 淡路大震災復興事例 を 通 し てJ (2003年 3 月 ) は 淡路 島 の対 照 的 な

町郡家地 区 と 北淡町富 島地区の市街地復興事業の事業手法、 課題、 対応方策 な ど に つ

い て 次の よ う に ま と め て い る O

1 ) 富島地区

面積 : 約20 . 9ha 被災震 : 全半壊全焼 62% 

盤整備計画 活用手法 : 土地区画整理事業、 密集市街地整備促進事業

瞳第 1 段階都市計画 (1995年 3 月 17 円 決定)

土地区厩整理事業、 被災市街地復興推進地域の決定 面積 約20 . 5ha。

富 島幹線の決定 幅員 15m、 延長 1 ， 280m

盤変更決定

1996年12 月 27 日 変更決定 区域拡大 20 . 5ha →20 . 9ha

富 島幹線道路延長 1 ， 280m →1 ， 350m 

盟第 2 段階都市計画

2000年 3 月 6 口 小倉公 園 の 決定、 富 島本町線他 8 路線決定

2001年 3 月 19 日 区画道路 6 号線他 5 路線の 決定

2002年 3 月 12 日 区画道路 2 号線他10路線の決定、 薬 師公 園他 2 公園 決定

富覇地区 の主 た る 諜題 ・ 特徴

@ も と も と 漁村集落であ っ た と こ ろ が町 の 中心 に な り 、 古 く か ら 周 辺 と 比較 し て 地価が

高 い 地 区 で あ っ た 。

@ 漁村集落で、 網 道 な どで構成 さ れた 生活道路 は狭 く 、 宅地規模 も 小 さ い 。

@ 都市計画命区域指定の手続 き を 進 め て い た 矢先 の 震災。

@ 壊滅的 な被害で、 ßlJ の 中 心地 と し て の 早期 の 再生が大 き な 課題で あ っ た 。

瞳特徴的 な 対応方策

@ 都市基盤整備等 は土地区画整理 を 、 借地 ・ 借家人等の従前居住者用住宅 と な る コ ミ ュ

ニ テ ィ 住 宅 は密集事業 を 、 街区公園 、 ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 は ま ち づ く り 総合支援事業 を

活用 し た 。

@ モ デjレ地 区 ( コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅建設地区) での事業進展 に よ り 事業 に 対す る 理解が深

ま り 、 事 業 の 賛成派が多数 を 占 め 、 事業の進捗が加速 し た 。

@ 大 口 の不在地主等か ら の 先行買収 に よ り 減歩率 を 7 . 5% に低減 し た 。

• 2 段階都市計画 の結果、 当 初 の計画案か ら 集落形態 を 残 し た 計画 に 変更 (幹線道路の

一部 も 変更) し た 。

盟各段階の課題 と 特徴 的 な 対応方策
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i ) 事業手法選択

〔課 題〕 ①生活道路が狭 く 、 宅地規模 も 小 さ い。

②周辺 に 比べ て 地価が高 い 。

③現道拡幅で は 適正規模の建物再建がで き な い敷地が多 か っ た 。

④高齢化等 に よ り 建物再建が困難 な 権利者が多 か っ た 。

〔対応、方策〕 ①漁村集落で再建が困難 な な かで 、 町 の 中心地 を 早期 に 再生す る た め

に 土地 区画整理 を 選択 し た 。

②従前居住者用住宅 と し て密集事業で コ ミ ュ ニ テ ィ 住 宅 を 建設 し た 。

i i  ) 緊急の生活基盤確保

〔課 題〕 ①漁村集落であ り 、 仮設倉庫 の必要性が高 か っ た 。

②周辺 に 民 間 ア パ ー ト や貸 し 倉庫 は な か っ た 。

〔対応方策〕 ①当 面の再建計画がな い 土地 を 、 町が借 り 上げて 、 仮設倉庫 を 供給 し

た 。

i i i ) 合意形成

〔課 題〕 ①事業 の都市計画決定 に 向 け た 地元説明会か ら 、 話 し 合 い の平行総が

続 く 。

②事業反対組織 と し て 3 団体、 推進派 と し て 4 団体が発足。

③事業反対組織の さ ま ざ ま な 反対活動で、 一時事業が勝着状態 に 。

④ 自 治会で も 賛否が分かれ、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 母体に し た ま ち づ く り 協

議会が強力 に 活動す る こ と は難 し か っ た 。

〔対応方策〕 ① ま ち づ く り 協議会 と は別 に 、 事業区域内 の 各地 区で事業推進の 会が

組織 さ れた 。

i v ) 事業推進設階

②仮換地後、 1998年か ら モ デル地 区 で コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅建設事業 を 進

め 、 完成後の姿 を 示す こ と で、 一気 に 合意が進 む 。

③強硬な 反対運動の や り 方 に 町民が反発 し徐々 に 会 か ら 離反 し た 。

〔課 題〕 ①当初 (道路幅員 12m 以上が補助対象) は 軒の財政規模 を 越 え た事業

選択で あ っ た 。

②町の財政力 が乏 し く 、 負 担 を 減 ら す必要があ っ た。

③当 初 の計画案で は 移転率が高 か っ た 。

④町 に 区画整理の経験者が不足 し て い た。

〔対応方策〕 ①住民の 合意がで き た 区域か ら 、 区 画 道路 (幅員 6 m) 、 街区公園 を

追加で都市計画決定 し 、 補助対象 と な っ た こ と で町 の 負 担軽減 と 事

業推進 に役立 つ た 。

②都市基盤整備等は土地鼠画整理、 従前居住者用住宅 は 密集事業、 ポ
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ケ ッ ト パ ー ク 等の 整備 は ま ち づ く り 総合支援事業 を 活用 し た 。

③道路配置 を 、 既存家屋 を 極力 残 し 、 震災前 の 地 区 の 面影 を 残す よ う

な 計画へ変更 (幹線道路 も 一部変更) す る な ど柔軟な対応に よ り 、

移転率 を 65 % に ま で低減 し た 。 こ れ ら の こ と が地元 に 評価 さ れ事業

が大 き く 推進 し た 。

④先行買収の実施 に よ り 減歩率 を 低減 (7 . 5 % ) 0

⑤事業期 間 が延 びて単年度事業費 の低減 に つ な がる O

⑥1998年12月 に 県お よ び町か ら 都市基盤整備公団 に事業支援の要請 を

行 っ た 。

v ) 完成後の生活再建 と 復興状況

〔課 題〕 ①漁業関係者 は漁業 を 継続す る た め に 漁港題 辺 に 残留 す る こ と を 希望

し た 。

〔対応、方策〕 ①漁業 関係者以外の会社員 等 を 対象 に 先行買 収 を 行 い 、 他地区 に代替

地 を あ っ せ ん し て転 出 し て も ら っ た。

2 ) 郡家地区

面積 : 約16 . 0ha 被災度 : 全半壊全焼 66% 

園整備計画 活用手法 : 密集住宅市街地整備促進事業

輔地区の主 た る 課題 ・ 特徴

@ 海岸沿い の 地 区 に 旧漁村集落特有の道路形態が残 る (幅員 1 . 5� 2 m) o 

@ 接道不良宅地が集 中 し 、 建物 の 更新がで き ずに 老朽建物が密集 し て い た 0

. 道路排水の 問題があ っ た。

@ 借地入、 常家人が比較的多 い 。

@ 課題 に つ い て は認識 し て い た が、 具体の事業 に 着手す る め ど は な か っ た 。

輯特徴的 な 対応方策

従来の コ ミ ュ ニ テ ィ に あ わせ、 3 カ 所 に コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅 を 建設 し た 。

@ 現在 の 町道 を 、 すべて現道 に 沿 っ て 4 m 以上 に拡幅 (原則両側) し た 。

• 3 回 の ア ン ケ ー ト 調査 と 個別調査 に よ り 住民 の 実態 と 要望 を き め細 か く 把握 し た 。

@ ま ち づ く り 委員 会で約 1 年 か け て計画案 を 作成 し 、 全世帯が出席す る 「復興 ま ち づ

く り シ ン ポ ジ ウ ム 」 で そ の計画内容 を 発表 し て 意思統一 し た 。

@ 道路拡幅 に と も な う 転出 者 の 残地 を 、 代替地や買 い増 し な どで効率 よ く 処分 し た 。

盟各段階の課題 と 特徴的 な 対応方策

i ) 事業手法選択

〔課 題〕 ① も と は 漁村集落 で生活道路が1 . 5 m � 2 m と 狭 く 、 宅地規模 も 小 さ
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②借家人、 借地人が比較的多 い地 区 で あ っ た 。

③減歩 を 行 う と 従前規模で住宅等 を 再建で き な い敷地 が多数生 じ る 可

能性があ っ た。

〔対応方策〕 ① 当 初 は 区画整理 も 考 え た が、 都市計画区域外であ っ た こ と 、 た と え

都 市計画区域 を 指定 し て土地底画整理 を 実施 し で も 、 減歩 に よ っ て

建築不能の狭小敷地が多数生 じ る 可能性があ り 断念 。

②現道拡幅 に よ る 道路整備 と 住宅建設がで き る 語集住宅市街地整備促

進事業 を 選択。

i i ) 繁急の生活基盤確保

〔課 題〕 ①応急仮設住宅が必要であ っ た。

〔対応方策〕 ①地区 周 辺 に 用 地が確保で き 、 そ こ に応急仮設住宅 を 建設 し て対応 し

た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅完成 ま で継続 し て 入居 し た 。

i i i ) 合意形成

〔課 題〕 ①震災前 に ま ち づ く り を 考 え る 組織 は な か っ た 。

〔対応方策〕 ①震災直後の 1995年 2 月 に 第 I 屈 町民 ア ン ケ ー ト を 実施。

iv ) 事業推進段階

②復興基金 に よ る 「復興 ま ち づ く り 支接事業」 に よ る コ ン サ ル タ ン ト

派遣 を 受 け 、 震災後 に発足 し た 「 ま ち づ く り 委員 会J で約 1 :9三 か け

て復興基本計画 を 作成 。

③ 3 回 の ア ン ケ ー ト 調査 と 、 個別調査 に よ り 住民 の 実 態 と 要望 を き め

細 か く 把握。

④委員 会で検討 し た 内 容 を 掲載 し た 「 ま ち づ く り 通信J を 全戸 に 配布

し 、 周知 に 努 め る O

⑤1996年 3 月 に 全世帯が出席 す る 「復興 ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム 」 を

開催 し 、 そ こ で検討 し た計画 内 容 を 発表 し て意思統一。

〔課 題〕 ①道路拡幅 に よ り 、 残地での再建が困 難 に な る 権利 者がい た 。

②町 に 建築、 道路等 の 専 門 技術 を 持 っ た 職 員 が少 な か っ た 。

〔対応、方策〕 ①現在 の 町道 を すべ て 現道 に 沿 っ て 4 m 以上 に拡幅 (原則 両側 ) 、 震

災 に よ る 税制特例 を 活用 し な が ら 代替地 あ っ せん を 行 い 、 ス ム ー ズ

な 事業進捗 を 実現 し た。

②転出者の残地は 隣接権利者が取得す る な どで、 ほ と ん ど処分 さ れて

い る O

(]: 他 自 治体か ら 専 門技術 を 持 っ た 職員 の応援があ っ た。

v ) 完成後の生活再建 と 復興状況

〔課 題〕 ①事業地区が 4 町内会 に分かれて い た 。
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〔対応方策〕 ①当初 l カ 所 (60戸) で計画 し て い た コ ミ ュ ニ テ ィ 住宅 を 、 地元の意

見 に よ り 、 町 内 会単位で 3 カ 所 (81戸) の計画 に 変 更 し た。

②入居予定者 の 実態 と 要望 を き め細 か く 把握 し 、 こ れ に基づ き 障害者

対応、や高齢者対応 に も 配慮 し た 住戸計画 と 型別供給 を 実現 し た 。
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[第五節 震災空 き 地

1 . 2 万 カ 所が震災 さ ら 地 ・ 駐車場
「大震災で倒壊 し た建物の跡地約 8 万 カ 所の う ち 、 約 2 万 カ 所が さ ら 地や 駐車場の ま ま

で 、 う ち 約 1 万1 ， 000 カ 所 は 震災復興土地 区画整理事業の対象地 区 か ら 外 れて い る た め 、

建物 の 自 力 再建の め どが立 た な い状況 と 見 ら れ る 」 と 奈良大学の碓井照子教授 (地理学)

が調査の結果 を 明 ら か に し た 。 こ れ ら の土地は2002年 ご ろ か ら ほ と ん ど変化 し てお ら ず、

碓井教授 は 「今後 も 有効利用 さ れず残 る 可能性があ る o 9 年過 ぎ て も 復興 は 不 十分で、 巨

大地震の も た ら す被害の大 き さ がわ か る 」 と し て い る O

碓井教授 は 、 地理情報 シ ス テ ム (Grs) 学会の ボ ラ ン テ ィ ア 学術活動 と し て 、 1995年 2

月 か ら 2003年末 ま で32回 に わ た り 、 延べ約2 ， 800人 の 学生 ボ ラ ン テ イ ア と と も に 、 被災地

の う ち 神戸市須磨 区 、 長 田 区 、 兵庫区 、 中 央 夜 、 灘 区 、 東灘区 と 芦屋市、 西宮市 を 調 べ た 。

こ の結果、 損壊建物のがれ き 撤去後に現れた敷地は 、 1996年春 ごろ に ピ ー ク を 迎 え 、 8

万1 ， 167 カ 所 に t っ た 。 2002年末の調査で は 、 6 万4 ， 268 カ 所で新た な建物 が建築 さ れて い

た が、 約 2 万 カ 所が さ ら 地や駐車場の ま ま で 、 建物が再建 さ れて い な か っ た 。 こ れ ら の土

地 の う ち 、 震災復興土地 区画整理事業の対象地区 か ら 外れて い る た め に 自 力再建 し な け れ

ば な ら な い 約 l 万 1 ， 000 カ 所の 多 く は 木造住宅密集地 だ と い う O こ れ に つ い て 碓井教授 は

「世帯主が死亡 し た り 高齢者の 多 い と こ ろ であ っ た り 、 土地や建物 の所有関係が護雑で再

建の め どが京 ち に く い場所で は な い か」 と み て い る O

約 8 万 カ 所の がれ き 撤去地点 の そ の後の状況 を 「新築済み」 と 「 さ ら 地 の ま ま 」 の 比較

で見 る と 、 西宮市、 芦屋市、 神戸 市 東灘 区 、 灘 区 で は 震災翌年 か ら 1997年 に か け 、 新築の

数が さ ら 地 を 上 回 っ た。 こ れ に対 し 、 離区西隣の 中 央区以西で は 、 長 田 区 で新築が さ ら 地

を 上 国 る ま で 5 年か か る な ど、 震災の 4 年後か ら 5 年後 に よ う や く 復興への 転換点 を 迎 え

て い た 。

兵庫県、 神戸 市 な ど各被災 自 治体で情報管理の ノ ウ ハ ウ が異 な っ て い る た め に 、 行政側

は こ う し た デー タ を 集約 し て い な い。 復興が進 ま な い 問題点 と し て 、 碓井教授 は 「各 自 治

体のデー タ 管理の仕方が異 な り 、 広域災害時 に被災地全体の傾向がつかみ に く い。 ま た事

(表 5 1 ) 神戸 ・ 阪神間の建物倒壊跡地の変化 (敷地単位)

公共用地
仮設庖舗

(神戸新聞、 2003年 5 月 29 1::1 ) 
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前の被害想定が不十分の た め 、 脆弱 な 木造密集 地 な どで耐震化 な どの対策 を 取 っ て お ら ず、

お の ず と 被害 は 長期化す る 」 と 述べ て い る o (産経新聞、 2004年1月 18 日 )

2 .  被災宅地106万平方メ ー ト ル
神戸市 の 固 定資産税課のデー タ に よ る と 、 震災で被災 し て さ ら 地 に な り 、 由定資産税 と

都市計画税が軽減 さ れ る 特例 の 対象 に な っ て い る 宅地が大幅 に 減 っ た も の の 、 2003年 1 月

現在で7 ， 867筆、 106万m2残 っ て い る こ と がわ か っ た 。 震災翠 年 の 約 6 万1 ， 000筆 (推定)

か ら 大幅 に 減 っ た も の の 、 2002年か ら の 減少 は355 筆 に と ど ま っ て い る O 震 災 6 年後 か ら

減少の動 き は鈍 く な り 、 住宅再建が足踏み状態 に な っ て い る こ と が う かがわ れ る O 区 別 で

は 、 長 国 区24万m2 、 兵庫 区20万ば、 東灘区15万ば。

回定資産税 な どの軽減 は 、 震災で住宅が倒壊 ま た は焼失 し た 宅地 を 対象 に し た 地方税法

の特例措置。 200m2以下 の 宅地 の 場合、 さ ら 地 の ま ま だ と 、 通常 な ら 固 定資産税 は 6 倍、

都市計 画税は 3 倍 に な る が、 被災宅地 は住宅が建 っ て い る の と 問 じ扱い に さ れて い る O 当

初 は 2 年 間 だ、 け の軽減だ、 っ た が、 住宅の再建が進 ま ず さ ら 地の ま ま にせ ざる を 得 な い場合

が多 か っ た の で 2 度 に わ た っ て 延長 さ れ、 2005年末 ま で軽減 さ れ る こ と に な っ て い る O

住宅再建や駐車場への転用 で 、 税が軽減 さ れ る 宅地 は2003年 1 月 で は震災翌年 の 13 % に

な っ た 。 た だ減少 の ベ ー ス は緩や か に な り 、 2001年 か ら は 年 間 の 減少!隔が1 ， 000筆 を 割 り 、

住宅の再建、 駐車場への転用 な どが進 ま な く な っ て い る こ と が う かがわ れ る O

(表 5 2 )  神戸市内 の被災宅地

if. 霊堂
1996 6 1 ， 000 
1997 40 ， 000 
1998 30 ， 000 
1999 2 1 ， 000 
2000 1 6 ， 000 
2001 9 ， 078 
2002 8 ， 222 
2003 7 ， 867 

(!l'il定資E主税 ・ 都市計画税軽減の特例対象)
※ 1996年一2000年の筆数は推定
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l 第六節 ま ち 者 み ・ 景観

1 . 兵庫県の 「人間サ イ ズの ま ち づ く り 賞」
兵庫県 の 第 5 回 の 「人間 サ イ ズ の ま ち づ く り 賞」 の 表彰式が2004年1 月 22 日 、 兵庫県公

館 で行 わ れ た 。 受賞者 は4部 門 で19件。 こ の 賞 は 、 県 の ま ち づ く り 碁本条例 に 基づ く 県民

と 行政 と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 進め る 一環 と し て 1999年 に創設 さ れ た 。

第 5 回 の応募は242件。 各部 門 の 受賞者は次の と お り O

i ) ま ち な み ・ 景観部門

神戸新開地商庖街 'BIG MANJ 

事業主 神戸新開地商庖衛協 同組合

設計者 LANDTRACE、 明 石高専工藤研究室

施工者 川 崎車両 テ ク ノ 、 北海製作所

西宮マ リ ナパ ー ク シ テ ィ j巷 の ま ち ハ ー パ ー ア ヴ ェ ニ ュ ー

事業主 積水ハ ウ ス

設計者 積水ハ ウ ス 、 板倉建築研究所

施工者 積水ハ ウ ス 、 鹿 島建設

伊丹市伊丹郷町館

事業主 伊丹市

設計者 板倉建築研究所

施工者 東国経

i i  ) 建築部門

加古川 市立別所西小学校

加古川 市

設計者 池津総合計画

施工者 鹿 島建設

筑紫の丘斎場 (太子町)

事業主 揖南衛生施設一部事務組合

設計者 遠藤秀平建築研究所

施工者 清水建設

山崎町生涯学習 セ ン タ ー 学遊舘

事業主 山 崎 町

設計者 藤 田 宜紀建築設計事務所
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施工者 上林建設

篠 山 市 立 中 央図書館

事業主 篠 山 市

設計者 山下設計

施工者 フ ジ タ ・ 但南特別共 同体

滝野の ア ト リ エ (滝野町)

事業主 内 山 隆

設計者 森下建築総研

施工者 前 川 建築

生野 ま ち づ く り 工房井筒屋 (生野町)

事業主 生野町

設計者 ヴ ェ ネ ッ ク ス a級建築士事務所

施工者 竹 中 工務出

i i i  ) 揺祉部門

ダ イ ヤ モ ン ド シ テ ィ テ ラ ス (伊丹市)

事業主 ア イ シ テ ィ 、 ダ イ ヤ モ ン ド シ テ ィ テ ラ ス

設計者 大林組

施工者 大林 ・ 東急 ・ 飛 島 ・ 銭高 ・ 奥村共同企業体

ふ れ あ い 長谷 (佐用 町)

事業主 佐用 町

設計者 魚崎建築設計

施工者 向山建設

と がや ま 温泉天女の湯 (八鹿 町)

事業主 と がや ま 温泉

設計者 キ タ イ 設計

施工者 但南建設

協 同 組合和 田 山駅前 ピ ル (和 田 山 町)

事業主 協 同組合和 田 山 駅前商業 ピ ル

設計者 福井建設

施工者 福井建設

篠 山 障害者総合支援セ ン タ ー ス マ イ ル さ さ や ま (篠山市)

事業主 篠 LLJ市

設計者 ア ー キ ノ ヴ ァ 設計工房

施工者 熊谷組 ・ 中 井工務宿 ・ 森 田工務西経常建設企業体

iv ) ま ち づ く り 活動
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夢野公圏管理会 (神戸市兵産区)

甲子園 [] 地区 ま ち づ く り 協議会 (西宮市)

雲雀正 山手地区計画等推進委員 会お よ び雲雀E ま ち づ く り 検討委員 会 (宝塚市)

養 田 ま ち づ く り 委員 会 (加古川 市)

2 . 神戸甫の 「神戸景観 ・ ポイ ン ト 賞J に 「 ま ち な み賞J 新設
2003年12月 、 神戸 ら し い 景観づ く り に 貢献 し た建物や活動 を 表彰す る 神 戸 市 の 「神戸景

観 ・ ポ イ ン ト 賞」 に特別賞 と し て 「 ま ち な み賞」 が新設 さ れ、 復興土地区 画整理事業でつ

く ら れ た 難 包 六 甲 道や兵庫 区松本通の 「せせ ら ぎ通 り 」 な ど 5 件が受賞 し た 。 「神戸景観 ・

ポ イ ン ト 賞」 は 1 986年 に創設 さ れ、 今 回 で18自 呂 O 応募総数65件。

受賞作品 は次の通 り O

i ) 神戸景観 ・ ポ イ ン ト 賞

神戸大学総合研究棟 (社会科学系) 放送大学兵庫学習 セ ン タ ー (灘区六 甲 台)

受賞哩自 : 地域特性 を 生か し 、 地域住民 に も 開 放 さ れ た 眺望点 を 形成 し た 。

神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム (兵庫 区制 崎 l 了 日 )

i i ) 特別賞 ( ま ち な み 賞 )

灘 目 の水車 (東灘区住吉 山手 4 丁 目 )

受賞理由 : 1難 の 酒造業 を 支 え た 水車 を 地域住民が復元、 管理 し 、 水 を 大切 に す る

地域文化の継承 に 取 り 組 ん で い る 。

六 甲 せせ ら ぎ通 り (灘区 六 甲 町)

受賞理由 : 震災体験か ら の提案でせせ ら ぎ を 整備 し 、 地区計幽 に よ っ て 沿道建物

の 誘導 を は か り 、 せせ ら ぎ と 一体 に な っ た ま ち な み を 形成 し た 。

三宮 中 央通の ま ち な み ( 中央区三宮町)

受賞理由 : 地下鉄海岸線の建設 に 伴 う 道路整備 に あ わせ、 ア ー ケ ー ド の撤去や 日

除 け テ ン ト の ル ー ルづ く り が行 わ れた 。 屋外広告物 の 景観誘導 も 行 っ て 、 都心 ら

し い ま ち な み形成 を 図 っ て い る O

新開地 ま ち づ く り の取 り 組み (兵庫 区新開地)

受賞理由 : シ ン ボル ゲー ト fBIG MANJ の設置や 空 き 地 を 暫定的 に 利 用 し た 「 キ

ネ マ横丁」 に よ っ て 新 開 地の 景観の拠点 を 形成 し 、 に ぎ わ い あ る ま ち づ く り に取

り 組ん で、 い る O

松本せせ ら ぎ通 り (兵庫 区松本通)

受賞理由 : 震災体験か ら の提案でせせ ら ぎ を 整備 し 、 地区計調 に よ っ て 沿道建物

の 誘導 を は か り 、 せせ ら ぎ を 地域で管理す る 活動 を 通 し て コ ミ ュ ニ テ ィ の 活性化

が図 ら れ て い る O
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| 第七節 神戸市復興@活性化推進懇話会が「復興の総括@検証」
神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会 (座長 ・ 嘉天義久神戸大学名誉教授) は 、 震災10年 を 前

に し 、 2004年 1 月 、 「復興の 総括 ・ 検証」 報告書 を 神戸 市 に 提 出 し た。 こ の 「総括 ・ 検証J

は 、 震災 5 年 目 の2000年 1 月 に提出 し た 「復興の総括 ・ 検証」 に続 く 2 回 目 の総括 ・ 検証

で、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 取 り 入れ る な ど、 前 回 よ り 以上 に 「市民の協働 と 参画の プ ロ セ

ス を 充実 し て き ま し た」 と し て い る O

今 回 の 報告書で は 「協働 と 参画の ま ち づ く り 」 を提案 し 、 そ の推進力 と し て 「人の 力 J 、

「地域の力」 、 「 ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル の 醸成J を あ げ、 こ れ ら が相乗効 果 の 中 で具体的

に 進 ん で い け ば 「協働 と 参画の ま ち づ く り 」 が初動期 か ら 実践期 に 移行 し 、 よ り 持続 的 ・

総合的 に 展 開 し て い く こ と が可能だ、 と 述べ て い る O

こ こ で い わ れ て い る 「 ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル」 と は 、 「社会的 な つ な が り と 、 そ こ か

ら 生 ま れ る 規範 ・ 信頼感 で あ り 、 人 び と の協調行動 を 活発 に す る こ と に よ っ て社会の効率

性 を 高 め る こ と の で き る 社会組織の特徴」 と 定義 さ れて い る O

神戸市 に お け る 「 ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル」 の事例 と し て 、 市民生活分野 で は ふ れ あ い

の ま ち づ く り 協議会、 民生委員 、 ボ ラ ン テ ィ ア と の連携 に よ る 「小地域見守 り ネ ッ ト ワ ー

ク 」 があ げ ら れて い る O す ま い ・ ま ち づ く り の分野で は 「 ま ち づ く り 協議会J や 「 コ ン パ

ク ト タ ウ ン ・ ケ ー ス ス タ デ イ 地区」 な どがあ げ ら れて い る O 懇話会専 門 部 会 の 「す ま い ・

ま ち づ く り 作業部会」 は 安 田 丑作 ・ 神戸大学工学部教授が部会長 を 務 め 、 小 浦久子 ・ 大阪

大学大学院助教授 が参加 し た 。

平成15年度 「復興の 総括 ・ 検証」 報告書の 第 2 部分野別検証の 第 3 章す ま い ・ ま ち づ く

り 分野、 第 3 部全体的 ・ 分野横断的検証の 中 か ら 、 都市計画 ・ ま ち づ く り に 関 す る 報告 を

要約す る O

1 . 分野別検証 の う ち のす ま い ・ ま ち づ く り 分野
1 ) 復興 ま ち づ く り の 中 に み る 知恵

i ) r神戸の今J と そ の 分析 (評価)

〔 ま ち づ く り 協議会方式 2 段階方式の都市計画決定が行 わ れ、 当 初 は 混乱があ っ た

も の の 、 そ の後 ま ち づ く り 協議会が設立 さ れ、 住民が行政、 専 門 家 と と も に ま ち の 将 来

像 に つ い て 話 し 合 い 、 ま ち づ く り 提案 と し て ま と め 、 そ れ を し て進 め る 「 ま ち づ く

り 協議会方式」 に よ り 事業が進め ら れて い る O

〔複数事業の組み合 わ せ 〕 土地区画整理事業 、 市帯地再開発事業 と 住宅市街地整備総

合支援事業、 密集住宅市街地整備促進事業が組み合わ さ れて 進 め ら れて い る O 従前居住

者用住 宅 の 柔軟 な 確保 や 共同化の促進等、 権利者の生活再建や事業推進の観点 か ら 、 複
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数の事業手法 の 組み合わせが有効 に機能 し て い る O

〔地域特性に応 じ た 取 り 組み 〕 復興市街地整備事業の各地 区 に お い て 特色 あ る 取 り 組

み がな さ れて い る O 例 え ば、 松本地区、 六 甲 道駅北地 区 で は 、 ま ち づ く り 提案 に碁づ き

歩道部 に せせ ら ぎが設置 さ れた 。 新長 田 駅北地区 で は 、 ド 町の よ さ を 生 か し た 「い え な

み」 に 関す る ル ー ル を 策定 し て ま ち づ く り が進 め ら れて い る 。 新長 自 訳書地区 で は 「株

式会杜神 戸 な がた テ イ ・ エ ム ・ オ ー」 等 に よ り 、 イ ベ ン ト の企画立案、 ぽ っ か け カ レ ー

等 の 名 産 の 開発、 修学旅行生の受け入れな どが行 わ れて い る O

〔 ル ー ルづ く り を す る 地区の増加〕 地 区計画、 ま ち づ く り 協定、 建築協 定 に よ り 地域

の ル ー ル を 決め て い る 地区 は 、 震災前 よ り 、 延べ89地区1 ， 254ha 増 え 、 177地区3 ， 766ha

へ と 拡大 し て い る O 市街化区域に 占 め る 割合 も 18% を 超 え て い る O

(表 7 1 ) ル ー ルづ く り を 行 っ て い る 地区

震 災 前
地区数 I ITIî穣 (ha)

地 区 計 画 23 2 ， 069 
ま ち づ く り 協定 3 152 
建 築 協 定 j 62 291 
よ仁3〉、 計 i 88 2 ， 512 

震 災 後 之口〉、

地区数 面積 (ha) 地区数 箇積 (ha)
45 906 68 2 ， 975 
6 259 9 4 1 1  

38 89 100 380 
89 1 ， 254 177 3 ， 766 

(2003年10月 末現在)

〔住宅の早期大量供給〕 公営住宅等 に つ い て は 、 供給戸数の増見直 し (14 ， 000戸→20 ， 000

が行 わ れた 。 市街地立地 を 進め る た め に 民間住宅借上や公団住宅借上等 の借上方式

が導入 さ れ る な ど様々 な 手法 を 駆使 し て供給が行 わ れ た 。 公営住 宅 に 偏 重 し て い る の で

は な い か と の批判 も 一部で は あ っ た が、 低所得の被災者の住宅の確保、 応急仮設住宅の

解消 に 果 た し た役割 は 大 き い 。 民間住宅の再建 に は 、 災害復興融資や基金 に よ る 利子補

給等の資金面 の 支援、 復興住 宅 メ ッ セ に よ る 情報提供 の ほ か、 規制経和 に よ る 支援等が

行 わ れ て き た 。 民 間賃貸住宅居住者への家賃助成 も 行 わ れ て き た 。

〔専門家派遣や補助制度 で マ ン シ ョ ン再建〕 被災 に よ る 分譲マ ン シ ョ ン の再建 は 、 従

来 の 区分所有法では想定 さ れて お ら ず、 合意形成や再建資金の調達等 の 国難 な 課題 に 直

聞 し た 。 そ の よ う な状況の 中 で、 専 門家派遣や優良建築物等整備事業等の補助や低利子

融資、 復興基金 に よ る 利 子補給等の 支援策 を 総合的 に 活用 し 、 マ ン シ ョ ン :再建が進め ら

れ た 。 47地 段 、 3 ， 404戸 (2003年 1 1 月 末現在) が再建 し て い る O

共 同 ・ 協調建替 に つ い て も 、 合意形成 の た め の 専 門家派遣、 補助制度、 低利融資、 利子

補給等 の 支援策 を 総合的 に 活用 し て進 め ら れた 。 1 13地区、 4 ， 870戸 (2003年1 1 月 末現在)

で 共 同 ・ 協調建替がな さ れて い る 。 未接道宅地や狭小宅地等 に よ り 個別 再建がで き な い

と い う や む を 得 な い事情か ら 出発 し て い る も の も 多 く あ り 、 今後の密集市街地 に お け る

建替問題 に 対 し て参考 に な る 。

第八章 @ 都市計 画 ・ ま ち づ く り 689 



〔 新 た な 集住 ス タ イ jレ 〕 新 た な 集住ス タ イ ル と し て コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グが採用 さ

れ た 。 高齢者対応の 一環 と し て公営住宅の な かで供給 さ れ た が、 被災地外で も 公営住宅

と し て 供給 さ れ て い る ほ か、 民 間住宅で も 供給の 試 み が始 ま っ て い る O 公的住宅 で は

LSA (生活援助員 ) が配置 さ れ る シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グが大量 に 供給 さ れ た 。 現在 の 管

理戸数 は 、 市営住宅1 ， 437戸 、 県営住宅941戸、 計2 ， 378戸あ り 、 全 国 の 管 理戸数17 ， 409

戸 (2002年度末) の う ち 13 . 7 % を 占 め て い る O

〔 ワ ー ク シ ョ ッ プに よ る 愛着の あ る 公爵 〕 東灘区 か ら 須磨本 区 (北須磨地域を 除 く )

ま での 公 園 (住 区基幹公園、 街区 ・ 近隣 ・ 地区公園) 面積は 、 2001年度末で、194ha で あ

る が、 現在、 震災復興市街地整備事業で整備 中 の公園が完成 す る と 約 9 ha 増加 し 、 ワ ー

ク シ ョ ッ フ。等 に よ り 整備 さ れ た愛着の あ る 貴重 な 公共空間が増大す る O

〔身近 な 自 然や共用空間づ く り 〕 公国 や公共建築物 で、 の 雨水、 井戸水 の 活用 が進 め ら

れ て い る O 例 え ば、 生 き 物 を 大切 に す る 学校 ピ オ ト ー プの 整備や活用 が、 地域、 企業、

学校、 行 政 と の協働 に よ り 、 2003年 9 月 末現在で69の学校で進 ん でい る O 身 近 な 自 然や

き 物 と の ふ れ あ い の場所 と し て定着 し つ つ あ る O ま た 、 小学校の改築 と 隣接す る 河川

改修 と を 連携 さ せ、 河川 沿い に魅力 的 な 空 間 が確保 さ れて い る 事例等、 工 夫 を 重 ね た 公

共空間 の 整備が行 わ れて い る 。

i i ) こ れ か ら の取 り 組み (方向性)

〔震災復興市街地整備事業の総仕上 げに 向 け て 〕 震災後10年 は ひ と つ の節 目 で あ り 、

事業 と し て 一定の 目 処 を つ け る 必要があ り 、 ま た 、 継続す る 地区 に お い て は 、 社会 ・ 経

済状況の変化の 中 、 地域の実情 に 沿 っ た 柔軟 な 対応 を 行 い 、 整備が推進 さ れ る 必要があ

る O

〔地域 と と も に検討す る 今後の都市づ く り の推進〕 ま ち づ く り 協議会方式が震災復興

ま ち づ く り に有効 に機能 し た 。 こ れ を 教言'1 に 、 地域 と と も に 課題の認識、 課題解決策 の

検討 を 行 い 、 「 ル ー ルづ く り J 、 「 も の づ く り 」 を 進 め て い く 取 り 組み 「今後 の 神 戸 の 都

市づ く り J が進め ら れて い る O ま ち づ く り の気運 を 高 め 、 協働の ま ち づ く り を 継続 し て

い こ う と す る 地域の取 り 組み を 支援 し て い く 必要があ る O

〔 マ ン シ ョ ン 管理 に 総合 的支援〕 増加す る 分譲マ ン シ ョ ン の な か に は 、 意識の 欠如や

専 門 的知識不足、 合意形成の 難 し さ か ら 十分 な 対応がで き て い な い管理組合 も あ る 。 不

良住宅 の ス ト ッ ク と な ら な い よ う 、 情報発信や相談体制 の 充実、 ア ドパ イ ザ ー 派遣等総

合 的 な 支援 を 進め て い く 必要がる O

〔協 調居住の推進〕 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ を ひ と つ の ス タ イ ル と し て定着す る よ う

支援 し て い く 必要があ る O そ の 際、 完全 な コ レ ク テ ィ ブの み で な く 、 集 会所 を 用 い て コ

レ ク テ イ ブ的 に 使用 す る と い っ た緩 や か な 協 同 も 考 え て い く 必要があ る O

〔恒久 的 な 地域見守 り 体制の構築〕 超高齢社 会 を 見据 え た住民相互の恒久的 な 地域見
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守 り 体制 を 構築 し 、 単 身高齢者等 で も 住み な れ た地域で安心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り の

実現 に 取 り 組ん で い く 必要があ る O

〔環境 ・ 防災 酷 か ら オ ー プ ン ス ペ ー ス の整備〕 自 然エ ネ ル ギー は 災害 時等 ラ イ フ ラ イ

ン が途絶 え た場合で も 利用 で き る と い う 点 で評価 さ れて い る 。 平常時 に は環境調和型施

設、 緊急時 に は ラ イ フ ス ポ ッ ト と し て 活用 で き る 施設 と し て 、 公共建築物や公罰等 を 中

心 に 自 然エ ネ ル ギー や雨水等の利用 を 一層 進め て い く 必要があ る O

〔 つ く る こ と か ら 管理 ヘ 〕 ま ち づ く り 協議会へ の イ ン タ ビ ュ ー で、 「 自 分 た ち で、 作 っ

た も の だ か ら 、 自 分た ち で き ち ん と 管理 し た いJ ，-管理すべ き も の があ る こ と に よ っ て

コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の い い き っ か け に な る 」 と い う 意見があ っ た 。 地域で議論 を 重ね 、 っ

く り あ げた も の で あ る O 今後は そ れ ら を ど う マ ネ ー ジ メ ン ト し て い く かが重要 で あ り 、

み ん な でつ く っ た も の を み ん な で管理 し て い く 取 り 組み を さ ら に進め て い く こ と が必要

で あ る O 今後 も 、 公固 な ど防災 コ ミ ュ ニ テ ィ の拠点 と な る 公共空間づ く り に つ い て は 、

住民の計画時か ら の参画、 そ し て 見張 る 公 開 で は な く 「見守 る J 公開 と し て 、 住民 自 ら

の 管理がで き る よ う に 進 め る 必要があ る O

2 ) 次世代 に つ な ぐ魅力 あ る 都市空間

i )  ，-神戸の今」 と そ の分析 (評価)

震災談、 建物 の再建、 ま ち づ く り を 進 め て き た 結果、 市街地の安全性 は 着 実 に 向 上 し

て い る が、 ま ち な み は 大 き く 変化 し 、 と も す れ ば、 機能重視で画一的 な ま ち な み が見 ら

れ る O 自 然環境、 歴史、 文化、 人材等地域の持つ資源 を 生 か し た 多様 な 地域の魅力 づ く

り を 進め る と と も に 、 次世代 に つ な ぐ魅力 あ る 都市空間づ く り を 進め て い く 必要があ る 。

〔地域 ら し さ を 大切 に し て い こ う と 取 り 組 む地域〕 震災前か ら あ る 7 地 区 の都市景観

形成地区 に 加 え て 、 震災後 5 地区 で ま ち な み の ル ー ル を つ く り 守 っ て い こ う と す る 景観

形成市民協 定 に 取 り 組ん で い る O

〔夜間景観の形成 に 向 け た 取 り 組み 〕 神戸 ら し い夜 間 景観の形成 に 向 け て 、 北野、 ト

ア ロ ー ド、 旧居留 地 の エ リ ア で歴 史的建築物等の ラ イ ト ア ッ プが推進 さ れ、 夜の ま ち か

どの魅力 ア ッ プが進め ら れて い る O

〔都心 で の 人 の動 き が鈍 く な っ て い る 〕 中 央 区 の 昼 間 人 口 や 三宮駅の乗車人員 が減少

す る 等、 都心地域で の 人 の 動 き は鈍 く な っ て い る O ま た 、 オ フ ィ ス ピ ル の 空室率 も 高 い

状況が続い て い る O

(表 7 2 )  神戸市中央区の昼間人口

平成 2 年

平成 7 年

平成12年

( 国勢調査)

307 ， 435 

284 ， 186 

280 ， 227 
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一方で、 都心部 に 高 層 マ ン シ ョ ン の建設計画が相次 ぐ な ど、 都心回 帰 の 動 き が見 ら れ

る 。 良好 な 自 然環境 も 近 く に あ り 、 利 便性 を 伴 っ た 都心地域での都心居住 ニ ー ズが高 ま っ

て く る も の と 思 わ れ る O

都心部の 活性化 を よ り 一層 推進す る た め 、 神戸三宮南地域が 「都市再 生特別措置法」

に 基づ く 緊急整備地域の指定 を 受 け た 。 そ の 中 で、 3 岩 ネ ッ ト ワ ー ク 形成 に よ る 歩行者

空 間 の 整備や民 間 ピ ル の 建設計画が進め ら れて い る O ま た 、 そ の周 辺 で は r (仮称) 神

戸震災複興記念公園」 が予定 さ れて い る ほ か 、 ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト の 整備の検討 も 進め

ら れて い る O

〔空地 は ま ち づ く り の種地〕 震災直後の空地数は2001年度 ま で に 約30 % ま で に 減少 し

た 。 震災がな け れ ば老朽化等 に 伴 い 空 き 家 と な っ て い た も の が、 震災に よ っ て 空地 と な っ

て い る 側面 も あ る O 空地 の暫定活用 と し て 、 基金事業 に よ り 、 西 出 ・ 東出 ・ 東川 崎地 区

等 で緑化が進め ら れて い る ほ か 、 灘 中央地区等 で は 地域 イ ベ ン ト に 活用 さ れて い る 事例

が見 ら れ る O 御 蔵地 区 で は 、 空地 を ア ー ト の作 品 で飾 る 取 り 組み も 行 わ れ て い る O

不動産関係者等へ の イ ン タ ビ ュ ー で の意見 「地主が活用 し よ う と い う 意思 の あ

る 空地 は ほ と ん ど活用 さ れて お り 、 残 っ て い る の は、 社会的 ・ 経済的状勢 も あ り 意

識的 に そ の ま ま に し て い る 土地、 権利 関係の ト ラ ブルがあ る 土地、 あ る い は街 区 の

中 で狭小 ・ 未接選等の 問 題 を 抱 え た 土 地 で あ る 」

ま ち づ く り 関係者へ の イ ン タ ビ ュ ー で の 意見 「空地 を 否定的 な 存在 と し て の み

と ら え る の で は な く 、 ま ち づ く り の種地 と い う と ら え 方 も 大切 で、 あ る 」

〔魅力 あ る 公共空間整備の取 り 組み 〕 市 内各所で、 ま ち か ど に 残 っ て い る 樹木、 石碑、

像 な ど を 肢か し て 、 地域の授史や文化 を伝 え る と と も に 、 ま ち の顔 と な る 魅力 的 な ス ポ ッ

ト (小広場) を 整備す る 取 り 組み が な さ れて い る O

酒造地域で あ る 灘五郷 に お い て は 、 震災 に よ り 木造酒蔵が全壊す る な ど大 き な 被害 を

受 け た 。 震災後、 新在家南地 区 に お い て 酒哉の イ メ ー ジ を 継承す る と と も に 、 防災性 に

配慮 し た 「酒蔵の 道」 が整備 さ れて い る O

旧両国街道 と そ の周辺で は 、 歴 史的資源 を ま ち づ く り に 生かす た め 、 歴 史 的 ・ 魅力 的

資源 を 結 び、 「西国街道 ま わ り 道」 と し て ル ー ト が設定 さ れて い る O

〔老朽化住宅等 が密集 し て い る 地域〕 市街地の 中 に は 、 ま だ老朽住宅 が密集 し て い る

地 区 が存在す る O

i i ) こ れ か ら の取 り 組み (方向性)

〔地域特性 を 生 か し た ま ち づ く り 〕 ワ ー ク シ ョ ッ ブ に お い て 「地域 ら し さ を 大切 に し

よ う J r 自 然が豊 か で、花緑があ ふ れ る 美 し い ま ち に し よ う J と い う 意見が出 さ れて い た 。

ま ち な み形成 は市民 ・ 事業者 ・ 行政が協働で取 り 組むべ き も の で あ り 、 自 然環境 と の 共

生や景観形成 に つ い て 関 心 を 高 め る 取 り 組み を 行 っ て い く 必要があ る 。 歴 史や文化、 身
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近 な 自 然 を 生 か し た取 り 組み は 、 小 さ な こ と で あ っ て も 、 地域の愛着 を 深 め 、 ま ち の活

気や活力 を 生 み 出 す の に有効であ る O 地域の値性 を 生 か し た ま ち の魅力 を 高 め て い く 叡

り 組み を 支援 し て い く こ と が必要で あ る O

〔 プロ ジ ェ ク ト の連携に よ る 都心の活性化〕 神戸全体の活性化の た め に は ま ず都心の

活性化が不可欠であ る 0 3層 ネ ッ ト ワ ー ク 構想、 r (仮称) 神戸震災復興記念公開」 、 ウ ォ ー

タ ー フ ロ ン ト 整備 の ほ か、 都市再生特別措置法の 緊急整備地域指定 に よ る 民 間 開発事業

の推進等、 各 プ ロ ジ ェ ク ト が連携 し 、 一体 と な っ た取 り 組み を 行 っ て い く 必要があ る O

〔地域マ ネ ー ジ メ ン ト の推進〕 空地は ま ち づ く り の種地 と い う 側面 を 持 っ て い る O ま

た 、 防犯上、 景観上 は 日 常 に き ち ん と し た 管理が重要で あ る O 緑化の 推 進 、 イ ベ ン ト で

の利用 と い っ た 暫定活用 を 含 め 、 地域資源 と し て の 活用 を 図 っ て い く 必 要があ る O

震災復興市街地整備事業地区 で は 、 つ く っ た も の を 管理 し て い こ う と い う 動 き が出 て

き て い る ほ か 、 事業地区以外で も 公園や道路 を 地元で管理 し て い こ う と す る 動 き が出 て

き て い る 。 公共施設 に愛着 を 持 っ て も ら う と と も に 地元での管理、 活用 を 進め て い く こ

と が必要で、 あ る O

〔地域特性 を 生 か し た 密集市街地の 改善〕 今 ま で面的整備がな さ れて い な い 地域や 山

麓部等 に 、 ま だ密集市街地があ る O こ れ ら の 地域 に つ て は一律 に 面 的 整備 を 導入す る の

で は な く 、 地域住民 と の協議 に よ り 、 地域資源、 地域特性や地形 に 応、 じ た 地域 に ふ さ わ

し い取 り 組み を 行 っ て い く 必要があ る O

3 ) 環境に や さ し い都市の姿

i ) r神戸の今」 と そ の分析 (評価)

〔 自 然共生的土地利用 が行 わ れ 、 無秩序 な都市拡大が抑制〕 六 甲 山 、 商北神地域の丘

陵地域、 農 地等 に お い て 指定 さ れて い る 市街化調整区域は市域の約64% を 占 め 、 自 然環

境 を 維持す る 緑地や農地 と し て大切 な役割 を 果 た し 、 乱 開発等 を 抑制 し た コ ン パ ク ト な

都市の維持 を 支 え て い る O

〔 自 律連携型の都市づ く り が‘始 ま っ て い る 〕 神戸の都市構造は 、 市街地部 だ け で な く 、

ニ ュ ー タ ウ ン や農村 も あ り 、 そ れぞれが 自 律 し な が ら 互い に連携 し あ っ て都市 と し て 成

し て い る O 震 災 に よ る 被害 は 、 市街地部 に 集 中 し て い た が、 郊外部 に お い て も 、 応急

仮設住宅や災害公営住宅が建設 さ れ た ほ か、 そ の周 辺の地域住民がそ の 入居者 を 支 え る

と い っ た動 き が芽 生 え 、 現在 も 継続 さ れ て い る と こ ろ があ り 、 自 律連帯型 (注 1 ) の ;叡

り 組み が行 わ れて い る O

各地域 に は そ れぞれ多様な 課題があ る O 例 え ば、 都心部 で は 、 高 業 ・ 業務の 中 心性の

低 下があ り 、 都心周辺部 で は 、 地域密着型の小売業や製造業の低迷、 超高齢化 ・ 人 口 減

な どの イ ン ナ ー シ テ ィ 問題があ る O 農村地域で は 、 後継者不足、 学校存続等課題があ る O

昭和30-40年代 に造成 さ れた住宅団 地 で は 、 地域住民の高齢化や住宅の老朽化がい っ せ
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い に進行す る ニ ュ ー タ ウ ン の オ ー ル ド タ ウ ン 化が顕著 に な っ て い る O 山 麓部の住宅地で

は 、 擁壁の老朽化、 拡幅困難道路の存在等地形 に よ る 課題が克 ら れ る 。 自 律連携型 の都

市づ く り に は 多様 な 地域 に お け る そ れぞれの取 り 組み と そ れ ら の連携 の 視点が重要で、 あ

る O

i i  ) こ れ か ら の取 り 組み (方向性)

〔 自 律連帯型の都市づ く り の推進〕 そ れぞれの 地域の個性 と 自 律性 を の ば し な が ら 、

各地域 の 連携 を 関 り 、 多核的 な ネ ッ ト ワ ー ク の構築 に つ な げて い く 必要 があ る O そ の た

め に は 、 今あ る 制度の組み合わせや 、 制度の改正 な ど震災復興 ま ち づ く り で生 ま れ た 知

恵 の 活用 や工夫 を 囲 っ て い く 必要があ る O

4 ) 市民主体の総合的 な地域づ く り

i ) í神戸の今」 と そ の分析 (評価)

〔 人 の つ な が り が大切 で あ る こ と 、 そ れ が、定着 し て き て い る 〕 平成15年度 (2003:年度)

神戸市民 I 万人 ア ン ケ ー ト に よ る と 、 地域の ま ち づ く り の進 め 方 に つ い て は 、 「地域団

体中心に行政 と 協働 し て」 が5l . 0% 、 「行政主導で住民の 意見 を 聞 き な が ら 」 が4l . 4 % 、

「地域団体独 自 で」 が6 . 0% で あ る O 平成11年度 (1999年度) ア ン ケ ー ト と ほ ぼ同様の

傾 向 で あ り 、 協働 に よ る 進め 方が定着 し て き て い る と 考 え ら れ る 。

〔地域の 団体同士が連携 を 図 っ て い る 地域 は活動 が活性化 し て い る 〕 自 治会 ・ 婦人会 ・

ま ち づ く り 協議 会 ・ ふ れあ い の ま ち づ く り 協議 会 ・ 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ ・ エ コ タ ウ

ン ・ 里づ く り 協議会等がそ れぞれ様々 な 活動 を 行 っ て い る が、 地域内 の 各組織が連携強

化 し 、 地域の課題解決等 に 取 り 組ん で い る 地域 は よ り 一層 活性化 し て い る O そ の事例 と

し て 、 野 田 北部 地 区 「野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト J (注 2 ) 、 六 甲 ア イ ラ ン ド 地 区 「六 甲 ア イ

ラ ン ド コ ン パ ク ト タ ウ ン フ ォ ー ラ ム ム 大沢地区 「大沢町 コ ン パ ク ト タ ウ ン研究会」 等

があ げ ら れ る O

〔地域間交流等 を 通 じ て 人 と 人 と の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 〕 地域間 交流 は 、 他地域 の 活

動 を 実際 に 知 る こ と に よ り 、 地域活動 の 活性化の 糸 口 に す る こ と がで き る O ま た 、 人 と

人 と の ふ れ あ い ・ 交流が経済の活性化の 一端 を 担 う 等の効果 も 期待 で き る 。 そ の よ う な

交流が、 市街地 と 農村部、 ニ ュ ー タ ウ ン と 農村部等で行わ れて い る 。

〔若手や転入 し て き た 人 と の 交流等〕 地域団体の イ ン タ ゼ ュ ー で は 、 「若手 の 参加者

が少 な く 、 活動 に 活気がな し り と の意見が多 く あ っ た 。

震災後、 東灘区 で は 大規模敷地 に マ ン シ ョ ン が建設 さ れ、 神戸市外か ら 多 く の転入者が

あ っ た た め 、 今 ま で の コ ミ ュ ニ テ ィ に 変化が生 じ て い る O 例 え ば、 東灘区役所が行 っ た

転入者 に 対す る ア ン ケ ー ト に よ る と 、 7 割弱 の 人が地域活動 に参加 し て お ら ず、 そ の 理

由 が 「興味 は あ る が、 情報がな く 参加 で き な いJ 、 「地域でい ろ い ろ な 取 り 組みがあ る よ
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う だが、 参加す る き っ か けがな い」 が 4 割強 と な っ て い る O

〔 ボ ラ ン テ ィ ア 、 専 門 家 、 N P O 、 企業 が地域 を 支 え た 〕 ま ち づ く り 協議会の役員 等

の多 く は 、 ボ ラ ン テ イ ア や専 門家等の 助 け が な け れば、 今の活動 は な い と 感 じ て い る O

ま ち づ く り 協議 会 だ け で な く 、 他 の 地域団体 に お い て も ボ ラ ン テ ィ ア や専 門家 の 震災で

の 活躍 は 大 き い が、 平常時 に そ の ノ ウ ハ ウ が維持で き る 場が少 な い 。 特 に若手専 門家が

活躍で き る 仕事、 あ る い は機会が少 な い 。 非常時 に す ばや く 対応で き る 体制 を 整 え る た

め に も 、 専 門 家 や ボ ラ ン テ ィ ア の育成、 活動あ る い は情報の提供が必姿で あ る O

ま た 、 地域 に 密着 し た企業の 中 に は 、 非常時 に地域に対 し て す ばや く 対応 し た と こ ろ

も 多い 。 企業が地域 を 支 え 、 企業 と 地域が共存す る と い っ た協働 が各地域で は ぐ く ま れ

つ つ あ り 、 地域の活性化 に 向 け た取 り 組みがみ ら れ る O

〔専門家派遣、 活動助成 が協働の ま ち づ く り に 大 き な役割〕 協働 の ま ち づ く り を 進め

て い く 上 で 、 専 門 家 の 派遣 と 活動助成 の 支援が大 き な 役割 を 果 た し て い る 。 イ ン タ ピ ュ ー

の 中 で も 「 と て も 有効 で あ る J r不可欠で あ る 」 と い う 意見が多 か っ た 。

〔地域の 自 律 と 連携 を 促進す る 区役所の機能の 強化〕 行政の 窓 口 と な る 職員 が存在す

る 地域で は 、 行政に対す る 親近感 ・ 満足度が高い こ と がわ か っ た 。 2003年度 に は、 各 区役

所で、 ま ち づ く り に携わ る 課の統合や人員 強化が行われた。 ま た、 の予算 も 増 え 、 地域

の 自 律 と 連携 を 促進 し、 協働で地域活性化に取 り 組む体制づ く り が一歩踏み 出 さ れた 。

i i  ) こ れ か ら の取 り 絡み (方向性)
〔市民主体の総合 的 な コ ン パ ク ト タ ウ ン づ く り の推進〕 コ ン パ ク ト タ ウ ン づ く り を 進

め る た め に は 、 地域の合意形成、 地域活動 に お け る 財源の確保、 活動 を 支 え る 人 々 の確

保、 活動の た め の拠点の確保が重要であ る O そ の た め に は 、 地域間交流の促進や専 門 家

の育成 の ほ か 、 市民の ま ち ・ す ま い に対す る 意識の一層 の 向上 を 図 る こ と が必要で あ る O

ま た 、 市民 ・ 地域 と 行政が協働で取 り 組む仕組みづ く り に つ い て も 、 よ り 一層 進 め て い

か な け ればな ら な い 。

〔地域間交流 に よ る 活動の促進〕 地域に よ っ て魅力 創 出 や課題解決の手法が異 な る た

め 、 地域 と 地域 と の交流 は 、 そ れぞれの地域の活動 に と っ て刺 激 に な る と と も に 、 交流

に よ る 経済効果 も 期待で き る O そ の た め 、 地域間交流 を促進 し て い く 必要があ る O

〔市民 の ま ち ・ す ま い に 対す る 意識の一層の向上〕 日 ご ろ か ら 近隣 と の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 大切 に す る 意識 を 向上 さ せ る た め 、 例 え ば防災意識 を 向 !こ さ せ る わ か り やす い

マ ニ ュ ア ルづ く り や地域 を 知 る ・ 気づ く た め の情報誌発行等、 啓発活動 ・ 情報開示 と 発

信手法の検討が必要であ る 。

ま た、 様々 な ニ ー ズ に対 応で き る パ ー ト ナ ー シ ッ プ活動助成等提案活動型の助成制度

に つ い て は 、 市民の意識 向 上 に も 寄与 し て お り 、 充実 さ せて い く 必要があ る O

さ ら に 、 神 戸 に 新 た に 居住 し た市民 に 対 し 、 地域 に で き る だ け早 く な じ ん で も ら う た
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め に 、 清報提供や交流の機会の充実 に 取 り 組む必要があ る O

〔協働の ま ち づ く り の継続〕 震災復興市街地整備事業が完 了 す る 地 区 が出 て き て い る

が、 ま ち づ く り で培 っ て き た 地域力 を 次の ス テ ッ プ に 生 か し て い く 必 要 が あ る O 地域の

主 な 課題 も 、 ハ ー ド の 整備か ら 、 地域の マ ネ ー ジ メ ン ト 、 ま ち な み形成、 コ ミ ュ ニ テ イ

の 活性化等へ と 移行 し つ つ あ る O 協働で取 り 組む地域の活動 を 継続的 に 支援 し て い く 必

要があ る O

専 門家派遣、 活動助成 に つ い て は 、 震災復興 に お け る そ の有効性が確 認 で き た と こ ろ

であ り 、 基金終了後 も 引 き 続 き 推進 し て い く 必要があ る O

〔専門家の青成〕 専 門 家 、 特 に次代 を 担 う 若手の専門家の育成が必要 で あ る O そ の た

め に も 、 若手専 門家 の 活動の場づ く り や ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の 支援 を 検討す る 必要があ

る O

〔地域の 自 律 と 行政 と の協働の取 り 組み 〕 地域組織の 自 律 を促進す る た め に は 、 地域

の4情報の共有化や地域拠点 の設置、 総合的 な わ か り や す い 情報誌づ く り 等 が大切 で あ る O

ま た 、 持続的 に 取 り 組む た め に は 、 地域総意の把握手法や経済的 な 自 立 の 手法等の 検討

も 必要で、 あ る O

地域 に 関 わ る 行政 の 窓 口 と し て 、 よ り 一層 の 区役所機能の充実が必要で、 あ り 、 市民の

活動 に即 し た 、 縦割 り で な い横 断 的 な対応が望 ま れる と こ ろ で あ る O

市民 ・ 地域 と 行設 と が地域活動 を協働で取 り 組む た め に は 、 各 々 の役割分担や活動 に

対 す る シ ス テ ム づ く り が必要 で あ る O そ こ で、 「協働 ・ 参画 3 条例J (注 3 ) の 制定等 を

進 め 、 地域活動 を促進 し 、 活発化 さ せ る こ と が必要であ る O

注 I 自 律違溝型 懇話会は 「 自 律」 と 「連帯」 に つ い て 次の よ う に コ メ ン ト し て い る 。 「復興過程 に お い て も 、
一 人 ひ と り が 自 己責任で 自 律 し 、 自 分の存在会 地域社会の一員 と し て位置づけ る 必要があ る と い う 認識

が高 ま っ た。 し か し 、 一人 ひ と り の能力 に は 限界 も あ り 、 お互いの助 け合い や相手へ の 配慮が必要で、あ る 。
そ れが人 と 人 と の逮千告 を 生む き っ か け に な っ て く る J o r一人 ひ と り 倒性があ る も の が集 ま っ て、 そ の つ
な が り が新 し い個性 を 生 む な ど、 人 と 人 と の連帯の 中 か ら 自 律が生 ま れて く る こ と も 震災の復興過程で
わ か っ た こ と であ る 。 こ の よ う に 自律 と 連帯は互いの桔互作用 に よ り 高 ま っ て い く も の で あ る 」

注 2 野田北部の 「里子回北ふ る さ と ネ ッ ト 」 震災後、 ま ち づ く り 協議会 を 中 心 に 、 い ち 早 く 復興に取 り 組み、
細街路整備事業の着手、 建築デザイ ン の ル ー ル化な どハ ー ド の復興を着実 に進めて ほ ぼめ どが立 っ た た め 、
ソ フ ト の課題 に取 り 組 も う と 「 コ ミ ュ ニ テ ィ 宣 言」 が行わ れ、 地域の さ ま ざ ま な 団体 の ネ ッ ト ワ ー ク で
あ る 「野田北ふ る さ と ネ ッ ト 」 を 設立 し た。 2003年現在で、 高齢者の食事会、 ふ れ あ い喫茶、 エ コ タ ウ
ン の取 り 組み な どを行い、 地域総合誌 「わが ま ち 野 田 北 か わ ら ばん」 を 発行。 修学旅行生の受け入れ も

積極的 に行 っ て い る 。
ä 3  協働 ・ 参画 3 条例 市政の言tjifíj . 実施 評価 の 各段階 に お け る 市民 と 行政の協働 と 参閣の仕組み と し て

制 定が進 め ら れて い る ①協働 と 参画 のパ ブ リ ッ ク コ メ ン ト に 関 す る 条例②協働 と 参画 の市民 ・ 地域活動
に支援 に 関 す る 条例③協働 と 参画の行政評価 に 関す る 条例
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2 . 全体的 ・ 分野的横断検証の う ち の ま ち づ く り に 関す る 記述
1 ) 麓災1 0年 に 向 け た教訓の帯確認

〔地域 コ ミ ュ ニ テ ィ が命 を 守 る 〕 震災で は 、 大規模災害 に お い て い か に 行政 は無力 で

あ る か を 知 る と と も に 、 一方で、 救援活動や応急避難、 支援物資の分配、 安否確認 な ど

は 自 分 ひ と り で は で き ず、 相 互 の 助 け合い や地域で支え 合 う こ と の大切 さ を 知 っ た 。 こ

の 最 も 特徴 的 な 事例 は 、 震 災 に よ る 家屋倒壊で家の下敷 き に な っ た 人 の 多 く が、 近所の

人 々 に よ っ て救出 さ れた こ と であ る O こ れ ら は 、 ま さ に 「 自 分の安全 は 自 分で、 地域の

安全は 地域で守 る 」 と い う 実例 で あ る O

〔 臼 ご ろ か ら ま ち づ く り 活動 を 進め る 〕 日 ごろ か ら の活動が災害 に役立つ と い う こ と

は 、 震災の教訓 と し て重要で あ る 。 こ の教訓l は震災藍後の み な ら ず、 復興過程の 中 で も

実感 さ れた 教訓 で あ る O

長 田 区真野地区 の よ う に 、 日 ごろ か ら ま ち づ く り 活動 を 行 っ て い た と こ ろ で は 、 震災

後の復興 に 向 け た 活動 の 立 ち 上が り が早 か っ た 。 い ざ と い う と き に特別 の対策 は で き ず、

日 ご ろ や っ て い た こ と を 工夫す る こ と が基礎 に な っ た 事例 が多 い 。 制 度 の多 く も 、 既存

の制度の拡充等で の対応が多 か っ た こ と があ る O 日 ごろ か ら ま ち が ど う あ る べ き か 、 ま

ち を 意識 し 活動 を 続 け る こ と が大切 で あ る O

〔 自 律 し た個 々 の取 り 組み が ま ち を つ く る 〕 震災以降、 大量の住宅建設が行 わ れ た が、

そ の復興過程 に お い て 進 ん だマ ン シ ョ ン 再建、 共同化の取 り 組み な ど に よ り 、 個 々 の住

宅再建が ま ち づ く り に つ な が っ て い く と い う こ と が実感 さ れた 。 自 律 し た個 々 の取 り 組

み が積み重 な っ て 、 ま ち がつ く ら れて い く と い う 考 え 方 は 、 今後 と も 重要 で あ る O

〔協働 と 参画が、 ま ち づ く り を 進化 さ せ る r協働」 の 考 え 方 は震災前 に 策定 さ れた 「新 ・

神戸市基本構想、」 で位置づけ ら れた も の で あ る が、 震災以降 の復興過程で大 き く 広 がっ

た ま ち づ く り 協議会方式等 に よ り 、 協働 の ま ち づ く り が進 ん だ。 こ の よ う に 市民主体の

協働 の ま ち づ く り が進 む こ と に よ り 、 計画づ く り か ら の 市民参両が進 み 、 で き あ がっ た

も の に つ い て も 愛着がわ き 、 管 理 ま で行お う と い う 動 き に つ な が り 、 コ ミ ュ ニ テ イ の形

成 に も つ な がっ て い く O

〔 こ れ か ら の神戸づ く り の基本姿勢 r こ れか ら の神戸づ く り 」 に あ た っ て は 、 こ れ

ま での 震災復興期 に お け る 個別課題の対応 に 成 果 を あ げた 「協働 と 参画 の ま ち づ く り 」

を 基本姿勢 と し 、 今後、 初動期か ら 第 2 ス テ ー ジ の 実践期 に 移 し て い く 観点か ら 、 よ り

持続的で総合的 に 震 関 さ せ て い く た め に 、 地域 レ ベ ル だ け で な く グ ロ ー パ ル な 関係性 も

含 め て 、 水平的で、開放性の高 い ネ ッ ト ワ ー ク と し て の 「 ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル の撲成」

を 商 っ て い く こ と が重 要 な 課題 と な る O

「 ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル」 は 、 市民 ・ 企業が 自 発的 に 築 き 上げる 社会関係の 中 に存

在す る も の で あ り 、 行政は 、 そ の醸成の き っ か けづ く り の た め の 環境整備 を 通 じ て 、 促

進役 を 果 たす こ と に な る O 市 に お い て は 、 震災以降、 区行政の充実や経営 品 質 向 上 の 取
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り 組み の着 手 な ど、 そ の か た ち を 変 え つつ あ る が、 こ の よ う な 方向 性 は 今後 も 伸 ば し て

い く べ き も の で あ る O

2 ) 教訓 を 生 か し た制度の創設 ・ 改正

〔教自11 が生 か さ れ た E の制度 (都市活動 ・ す ま い ・ ま ち づ く り 分野の主 な も の ) ) 構

造改革特別 区域法 (2002年12月 ) 、 建築物 に対す る 耐震改修の促進 に 関 す る 法律 (1996

年10月 ) 、 密集市街地 に お け る 防災街 区 の 整舗の促進 に 関 す る 法律 (1997年11月 ) 、 建築

基準法の改正 (1998年 6 月 ) 、 マ ン シ ョ ン 建替 え の 円 滑化等 に 関す る 法律 (2002年12月 ) 、

区分所有法の改正 (2002年12月 )

3 ) こ れ か ら の神戸づ く り の方向性

2003年 6 月 か ら 7 月 に か け て 、 「あ な た に と っ て震災復興 と は ? J r こ れか ら の神戸 を

~ に ? J の 2 つ の テ ー マ で区別 の ワ ー ク シ ョ ッ フ。が行 わ れ たo 7 月 初 日 に 行 わ れ た 全市

ワ ー ク シ ョ ッ プで の 、 「 こ れか ら の神戸 を ~ に ? J に つ い て の 意見数 と 参加者 に よ る 優

先順位付 け は次の よ う に な っ て い る O

(表 7 3 )  全市 ワ ー ク シ ョ ッ ブで の 「 こ れ か ら の神戸 を ~ に ? J (意見数合計 = 1 1 57)

く
- 人 と 人、 地域 と のつ なが り を 強め て い こ う
- 自 然 :文化 . �主史 ・ 国際色豊かな洗練 さ れた ま ち に
- ま ち の資源 を 活用 し、 地域 ら し さ を大切 に す る
- 市民文化の豊かな都市に
- ま ち づ く り は 市民が主役
- 自 然が叢かで花緑 に あ ふ れる 美 しい都市 に
- 高齢者や障害子者、 子 ど も への福祉が充実 し た ま ち に
- 震災の体験 を 語 り 継 ぎ、 経験を伝え て い こ う
- ハ イ カ ラ 、 お し ゃ れ、 海山、 j巷が楽 し め る 国際都市
- 被災体験 を 生か し た安全安心な ま ち に
- 地域 ぐ る みで子育てが しやすい ま ち に
- ま ち の公共物が整備 さ れ、 利用 し やす く し よ う
- 市民 と 行政と の新 し いかかわ り 方 を作 っ て い こ う
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1-崎 研究 @ 報告 @ 支

1 . 兵嘩県が市語鑑語地整鱗の
兵庫県県土整備部 ま ち づ く り 局 lは土20∞O侃3年 9 月 1ロ2 日 、 「復興市街地整備事業 と そ の推進方

策 に 関す る 調査報告書ーー 阪神 ・ 淡路大震災復興事例 を 通 し て」 を 発行 し た と 発表 し た 。 調

査 は 、 復興市街地再開発事業 (30地点) と 復興土地区画整理事業 (13地 点 ) が 9 割程度完

了 し た 時点 で 実施。 8 1'打 4 町 の 253地 区 を 対象 に 、 整備手法 と 制度 の 活用 、 住民参加、 生

活基盤の確保 な ど に つ い て 市町、 ま ち づ く り 協議会、 公団、 公社 な ど に ヒ ア リ ン グ し た 。

さ ら に 、 学識経験者でつ く る 懇話会 (委員 長 ・ 安 田 丑作神戸大学工学部教授 ) の意見 も 盛

り 込ん だ 。

報告書 は 、 第一段階で骨格 を 決め て住民 と の合意形成 を すす め な が ら 、 第 二段階で必要

に 応 じ て計画 を 変更す る 「二段階都市計画J を 全 国 で初 め て導入 し た こ と に つ い て 、 「住

民 の 要望 に柔軟 に対応で き 、 信頼関係が構築で き 、 事業が円滑 に 進 ん だ」 と 評価 し た 。

ま た 、 震災後 に は 人 口 が流 出 し た り 、 復興住宅へ新た な 居住者が転入 し て き た り し て 地

域 を 取 り 巻 く 環境が大 き く 変化す る た め 変化 に 対応で き る 事業計画が重要 な こ と を 指摘。

住民主体の ま ち づ く り を 推進す る リ ー ダ ー 養成 や 、 災害が予想 さ れ る 危険地域 を住民 に 知

ら せ る ハザー ド マ ッ プの作成 と 公表 な ど を 提言 し て い る 。

報告書 は 、 被災市街地で の復興の手法の選択方法、 制度の活用 の し か た 、 住民 と の協議

の方法 な ど に つ い て ふ れて い て 、 現場の担 当 者の 「教科書」 に も な る 。 法律や制度 と 住民

の 生活 と の 間 の ずれや衝突 な ど に つ い て も 、 現場で取 っ た解決法 な ど も 紹介 し て い る O

「 こ の よ う な 大規模 な 震災復興市街地整備事業 を 行 っ て き た わ れ わ れ の責務 と し て 、 事

業着手か ら 完了 ま で、 各地で ど ん な 課題 を 抱 え 、 どの よ う に工夫 し 、 解決 し て き た か …学

ん だ課題、 被災地区 か ら の提案 も 含め て 、 今後の 市街地整備事業 や 、 あ っ て は な ら な い災

害が万一起 こ っ た 場合 に復興市街地整備事業 に 携 わ る 人 々 への参考 と な ればJ ( 山 崎靖生 ・

兵庫県 ま ち づ く り 局長) と 述べ て い る よ う に 、 い わ ば市街地復興の

て い る O 報告書 は 全国 の 由 治体、 研究機関 に 配布 さ れた 。

2 .  rr き ん も く せPJj み た び “倉時部門
「板神大震災復興 市 民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク J の機関誌 F き ん も く せい」 が2003

年 4 月 、 3 度 目 の “復刊 " を し た 。

最初 の “創刊 " は 1995年 2 月 10 日 O 阪神 ・ 淡路大震災の復興 に かか わ る プ ラ ン ナ 一 、 コ

ン サ ル タ ン ト 、 地域団体、 行政担当 者 な どの ネ ッ ト ワ ー ク の機関紙 と し て震災24 日 後 に発

刊 し た 。 「 き ん も く せ い」 の 名 は 、 支援 ネ ッ ト ワ ー ク の事務局 が置 か れ た ま ち づ く り 株式

会社 コ ー プ ラ ン の あ る 場所が、 キ ン モ ク セ イ が多 く 植 え ら れて い る 通 り であ る こ と に ち な
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ん で い る O

第 l 次 r き ん も く せいJ は 月 2 回刊 で 、 予定通 り 50号 を 発行 し て1997年 8 月 で終刊 し た

が、 1999年 4 月 か ら ま ち づ く り 支援の検証 を 中 心 に 「報告 き ん も く せい』 と し て 月 刊 で復

刊 。 2002年 3 月 ま で 3 年 間 に36号発行 し た。 2003年 4 月 か ら は 、 震災か ら 生 ま れた ネ ッ ト

ワ ー ク が本 当 の “ 市民 ま ち づ く り " に こ れか ら も 取 り 組ん でい く 、 と “主主言" し て再復刊

し た 。 文部科学省研究開発局 の研究 プ ロ ジ ェ ク ト 「大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト 」

(通称 : 大大特) が続 く 2007年 3 月 ま での 4 年 間 、 48号 ま で発行す る と し て い る O

3 . 宮西徳司 さ ん に 「石川賞J
神戸市長 田 区 の 真野地ほ の ま ち づ く り を 約30年 間支援 し て き た神戸 ・ 地域問題研究所主

宰宮部悠司 さ んが 日 本都市計画学会の石川 l 賞 を受賞 し た 。 2003年 5 月 16 日 の授賞式で宮西

さ ん は 「真野の 地域社会 を う ら や ま し く 思 っ て真野 に かか わ っ て き た 。 震災後、 ま す ま す

重要性が注 自 さ れて き た 地域の力 を 文化の力 と し 、 高 め て い き た い」 と 語 っ た 。

石川 賞 は 、 学会の設立 に 貢献 し た故石川 英耀博士 を 記念 し て 1959年 に 創 設 。 都市計画 の

進歩、 発展 に 貢献 し た個 人 や 団体 に 毎年授与 さ れて い る O

建築家安藤忠雄 さ ん は 、 宮西 さ ん の受賞 に つ い て 「 こ の賞 は都市計画 の 賞 と し て 最 も 権

威があ り 、 対象の大半 は行政主導の “大 き な計画" で あ る O 自 白人 の よ う な 宮 西 さ ん と 石

川 賞が当初 、 ど う し て も 結 びつ か な か っ た 」 と 述べ、 成果の ひ と つ と し て 、 震災で消失 し

た 長屋荷匿 を 建て 替 え た 集合住宅 プ ロ ジ ェ ク ト 3 階建 て 「東尻池 コ ー ト J (1997年竣工)

を 取 り 上 げ、 次の よ う に 評価 し て い る O

(廊下が南側 に 設 け ら れ て ) そ こ が広 々 と し た 共用廊下 と な り 、 開放的 な “縁側 " 空 間

に 生 ま れ変 わ っ た 。 南側 に あ る 中庭 に 面 し た “縁側 " に は 陽光が降 り 注 ぐ。 そ の 日 だ ま り

の 、 かつ て の井戸 を そ の ま ま 残 し た 中庭か ら 、 2 階、 3 階の住民 と 互い に声 を かけ ら れ る O

居 間 に い な が ら ご近所の に ぎ わ い に参加で き る の だ。 かつ て の 長屋街区 で戸外の屠開 と し

て機能 し て い た路地 を 再生 さ せ た と 言 え る だ ろ う O

縁側、 路地 を 通 じ て 立体的 に 結 ぼれ た ひ と つ の棟がい わ ば “ み ん な の 家 " 。 公共部分 と

!生活空 間 があ い ま い に重 な り 合 っ て い る か ら 、 全体に 生 き 生 き と し た雰囲気が満 ち あ ふ れ

て い る O ど ん な に 建築 的 に技巧 を 凝 ら し た 集合住宅で も 、 こ の生命観 は 持 ち 得 な い だ ろ う O

真野地 底 は く路地〉 の 大切 さ 、 生活感覚が人 々 の 身体 に 刻 み込 ま れて い る 。 そ の生 き た コ ミ ュ

ニ テ ィ ー の力 があ れば こ そ 、 た ぐ い ま れ な 街 の 再生が可能 に な っ た 。 (産経新聞、 2004年問 10 日 )

学会は 、 選考理 由 に 「宮商氏が コ ン サ ル タ ン ト と し て 、 そ し て ま ち づ く り の実践的指導

者 と し て 、 1970年か ら 現在 ま で一貫 し て取 り 組 ん で き た神戸市真野地区 に お け る 継続的 な

一連の ま ち づ く り 活動 は 、 我が園都市計画の進歩、 発展 に 顕著 な 貢献を し た独創 的 、 啓蒙

的 な 業績 で あ る と 考 え ら れ、 五川 賞 に ふ さ わ し い も の で あ る 」 と 、 真野地 区 の 実践が “ 先

行指標" で あ っ た こ と を あ げて い る O こ と に 、 1978年 か ら 始め ら れ た 地元住民 に よ る “ 真
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野地底 ま ち づ く り 構想" 策定 と い う ま ち づ く り 提案 は 、 神戸市の地区計画 ・ ま ち づ く り 条

例 の制 定 に 生か さ れた こ と を 評価 し て い る O さ ら に 2001年 5 月 に都市計画法 が改正 さ れて

市民 に 地区計画の発議権が認め ら れ た こ と も 、 真野地区 の 「 ま ち づ く り への 市民参画J か

ら 始 ま っ た と 指t高 し て い る 。

宮西 さ ん は 「発議権 と い う の は市民の 要望 を 行政が条例 に 基づい て 受 け取 る 、 受け止め

る と い う こ と で あ る O …震災後 8 年半 を 経過 し 、 100以上 も 設立 さ れた ま ち づ く り 協議会

の 多 く は 、 当 初 の 目 的 を 遂 げ、 自 然消滅 し よ う と し て い る O し か し 、 神戸市か ら 与 え ら れ

た “市民の発議権" ま で手放 し て し ま う の は ど う か」 と 述べて い る o ( 月 刊 「 き ん も く せいj 2003 

年 6 月 号)

4 . 長田肢 に神戸大学の防災研究拠点
災害 に 強い ま ち づ く り を研究す る 神戸大学の研究施設「神戸 フ ィ ー ル ド ス タ ジ オ 」 が2004

年 3 月 4 日 、 神戸市長田 区の復興 再 開 発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 4 番館」 の 中 に 開設 さ れ た 。

文部科学省が進 め る 研究教育拠点づ く り う1世紀 COE プ ロ グ ラ ム J の ひ と つ と し て 採択

さ れた 「安全 と 共生の た め の都市空間 デザ、イ ン 戦略J を テ ー マ に 、 建築学、 土木工学 な ど

の分野が連携 し て研究 を 進 め る O

ス タ ジ オ は 、 研究員 が常駐 し 主 に若手研究者や大学院生の活動拠点 と し 、 現地調査 な ど

に 取 り 組 む 。 研究者 向 け の セ ミ ナ ー や 、 市民対象の公開講座 な ど も 開催 さ れ る O

関所記念 に 、 室崎益輝 ・ 神戸大都市安全研究セ ン タ ー 教授が 「神戸 と 私 と 震災 と 」 の題

で講演。 地元住民や NPO の メ ン バ ー ら が参加 し て 「地域 と 大学一安全 と 共生 の ま ち づ く り 」

の テ ー マ でパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が関 か れ た 。

COE リ ー ダ ー の 重村力 ・ 神戸大工学部教授 は 「最大の被災地 で あ る 長 田 に 、 住民が気

軽 に 出 入 り で き る 研究拠点がで き た こ と は 意義があ る 。 世界 に通用 す る 研究者 を 育 て た いJ

と っ て い る O
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第九臨 ま ち の復興定点観灘
-2003年度眼 下衝の譲興カ ん うん か ら

鳴 海邦碩 ・ 大阪大学大学院工学研究科教授 を 中心 に し た チ ー ム は 、 1996年夏か ら 神戸、

芦屋、 西宮市、 津名郡一宮町の 3 市 1 町の 9 地区 で 、 住宅や ピ ル の 再建状況、 居住者の 変

動、 空地の変遷 な ど、 ま ち の復興状況 を 毎年定点観測 し て い る o 7 回 目 の 観測結果は

の復興 カ ル テJ 2003年度版 と し て財団法人板神 ・ 淡路大震災記念協会か ら 刊行 さ れた 。

定点観測 は 次の 地 涯 を 対 象 に 続 け ら れて い る O カ ッ コ 内 は担当研究チ ー ム O

1 ) 神戸市長 田 区 ・ 須磨 区 (神戸芸術工科大学教授 野木崇人、 研究室助手 二位貴子、

Juan Ramon Jimenez、 大学院 宮代 経 可 、 水元俊輔、 大川輝、 長野真紀、 橋本優、 李

勝焼)

2 ) 神戸 市 中 央 区 三宮地区 ・ 旧居留 地 (地域問題研究所 山本俊貞 )

3 ) 神戸市中 央区三宮北部地医 (武庫川 女子大学生活環境学部 角 野幸博、 大谷光一)

4 ) 神戸市灘区六 甲 地 区 (神戸大学発達科学部人 間 環境学科教授 平 山 洋介、 神戸大学

大学院総合人間科学研究科修士課程 森聖太)

5 ) 神戸市東灘区住吉地区 (神戸大学工学部 重村力 、 浅井保)

6 ) 神戸市東灘区東部地域 (神戸大学大学院 小谷通泰、 広 島商船高等専 門学校 田 中

康仁、 神戸商船大学 中 山新也)

7 ) 芦屋市 (大阪大学 鳴 海邦碩、 小浦久子、 大野幸子、 藤井美波)

8 ) 西宮市 (大阪芸術大学 田 端修、 東村哲志、 斉藤吾郎、 寺尾英訓 、 大阪大学 問絵
理子、 徳 詞 潤 )

9 ) 津名 郡 品宮町 (流通科学大学情報学部助教授 三谷哲雄、 4 出生 山 崎陽平)

2001年度の観溺 の こ ろ か ら 「 ま ち に大 き な 変化 は 見 ら れな く な っ た」 と 言 わ れ出 し 、 空

間変化は震災復興の色合い よ り 平常時の変化 に な っ て き て い る 。 し た がっ て 、 2003年度 の

定点観測 は 向 じ項 目 の経年変化 を 記録す る こ と に加 え て 、 新 た な 視点 で 「都市更新」 を 記

録 し て い る 。

定点観測 9 チ ー ム の リ ー ダ ー 鳴海邦碩 ・ 大阪大学大学院工学研究科教授 は 「復興の展 開

に 沿 い つ つ 、 社会的 な 潮流の変化 も あ る O そ れ を 分 け て論 じ る こ と は な か な か難 し い こ と

で あ る 」 と し な が ら 、 「住民 も 入 れ替 わ っ て お り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の性格や 活動 も 変化 し て

き て い る 。 そ う し た街や地域 が どの よ う な 方 向 に 育 ち 、 あ る い は どの よ う な 像 に 収殺 し つ

つ あ る の か、 そ れ を 見菰 め る こ と J を こ の長期的 な観測 に 託 し て い る 。
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1 . 神戸市長田 区 ・ 須磨区一小規模再開発の必要性
(神戸芸宇野工科大学 ・ 薄木チ ー ム )

観測地域は 、 須磨区 ・ 長田 区 に ま た が る 妙法寺J l I の 旧 河床 に で き た市街地。 高取山麓の

板宿 ・ 禅 昌 寺 か ら 、 山 陽電鉄板宿駅、 中 央幹線、 ]R 神戸線、 国道 2 号、 長 田 港 に 至 る 南

北3 ， 000 m 、 東西600 m の 区域。 復興土地区画整理事業地区 3 地区 を 含 む 。

2003年12月 は 、 前 年 に 続 い て 、 空地の分布 、 利用状況 を 重点 に調査 し 、 こ れ ま で 8 年 間

の デー タ を 整理 し な が ら 空地 の変遷 を次の よ う に 整理 し た 。

1 )  2003年度 は 、 全体 を 通 じ て空地率の 下i嘩が見 ら れる O 昨年度の調査で は空地率の

若干の上昇が見 ら れた 。 こ れは 区画整理 に よ り 再建 さ れた住宅が移動 ・ 解体 さ れ、

再 び空地 に な っ た た め と 考 え ら れた 。 こ れ ら の 空地 に ま た新 た に 再建 さ れ る 動 き が

出 て き た と 見 ら れ る O

2 ) 調査技域が 2 種類 に 分かれて毎興 し て い る こ と が明確 に な っ て き た 。 区域A ( 山

麓 の 養老町 1 � 3 丁 目 ) と 区域 E ( 1日漁村の駒が林 1 � 6 丁 目 ) の 自 力 復興型 と 、

そ の 間 に あ る 区域 B (戸崎通 2 � 3 了 目 、 戎町 1 � 3 丁 目 ) 、 区 域 c (水笠通 5 �

6 丁 目 、 大池町 1 � 3 丁 目 ) 、 区 域 D (若松町 6 � 10丁 目 ) の 3 区 域 の 区画整理 に

よ る 再開発型で あ る O

3 ) 区 域 A 、 E は現在 に 至 る ま で 自 力復興 し 、 9 年 間 で、震災以前 の 空地率 に 戻 っ て き

て い る O ま た 、 ほ ぼ同率で推移 し 、 大 き な 変化が見 ら れな い こ と か ら 、 安定期 に 入 っ

て い る こ と が う かがえ る O

4 ) 区 域 B 、 区域 C 、 区 域 D の大規模 な 区画整理 に よ る 急激 な 変動が住 人 に与 え る 影

響 を み る と 、 従来型 の 区画整理の是非が間 わ れ る O 公的機関 に よ る 大規模 な 区画整

理の計両 を 見直 し て 、 小規模 な 再 開発の計画が求め ら れ る 持期 に来 て い る と み ら れ

る O

区 域 A 、 区域 E の震災後 に 生 ま れ た 空地 の 多 く は 4 m 以下の路地 に 面 し 、 敷地面

積が狭い た め新 た な 建設が難 し い よ う に推測 さ れ る O こ れ に 関 し て 、 例 え ば駒が林

で は 、 4 m 以 下 の路地 に 適応 し 、 所有者の利用 疫 を 広 げ、 古 い道路形態や路地裏が

持つ特性 を 生か し つ つ 、 避難経路や 自 治防災の再考な ど防災面 で の 必 要 と さ れ る 対

策 を ク リ ア し な が ら 復興計画 を 行 う と い う こ と が求 め ら れ る O

5 ) 震災復興は 、 都市更新の圧縮 し た 姿 と も 言 え 、 震災 を 単 な る 「災害」 と と ら え る

の で は な く 、 こ れ か ら は 「都市 更新」 の 一連 の 流れ と し て考 え 、 「復興」 か ら 「都

市再構築j へ の 一環 と し て展 開 し て い か な く て は な ら な い 。
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(表 9 - 1 )  震点調査地区の時期別空地率

! 室主考a罰J 1 
b 

戸崎通 3

策災以前 3 . 8% 0 . 1  % 

1995年 2 月 42 . 8% 89 . 8% 

開年 8 月 ; 27 . 6% 63 . 8%  

1995年11月 2 1 . 4% 55 . 0 %  

1996年 2 月 14 . 8% 52 . 8% 

1997年 7 月 10 . 5% 43 . 8% 

1998年 5 月 8 . 3% 57 . 7% 

1999年 6 月 4 . 2% 36 . 2% 

2000年12月 4 . 4% 59 . 2% 

2001年12月 4 . 2% 33 . 8%  

2003年 1 月 3 . 8%  16 . 9% 
( 6 . 4% )  (21 . 1  % )  

2003年12月 4 . 0% 1 6 . 9%  
( 5 . 4% )  (22 . 5% )  

C d 巴
大池 1 若松町10 居留が林 3

0 . 0% 0 . 0% 8 . 3%  

96 . 5% 88 . 6 %  44 . 7 %  

65 . 1  % 53 . 0%  30 . 4%  

62 . 1  % 52 . 2 %  24 . 6 %  

61 . 8% 51 . 5% 22 . 5%  

55 . 4%  50 . 8%  19 . 8%  

66 . 4 %  18 . 1  % 10 . 8% 

65 . 6 %  19 . 9% 4 . 3 %  

6 1 .  7%  46 . 5% 7 . 1  % 

32 . 6 %  32 . 8%  5 . 5% 

33 . 3%  1 7 . 2%  5 . 7% 
(36 . 8% )  ( 17 . 2% )  ( 12 . 4% )  

22 . 0%  12 . 7 %  7 . 4%  
(26 . 0% )  (22 . 2% )  ( 9 . 3% )  

2003年 1 月 以降の ( ) 内の数は、 コ イ ン パ ー キ ン グ と 月 極駐車場 も 空 き 地 と み な し た場合の率

2 . 神戸市中央区 ・ 三宮地区一周辺地区に新 し い商業集積地
(地域問題研究所 ・ 山本チ ー ム )

こ れ ま で の調査対象地区 は 、 三宮駅か ら 南の 、 三宮セ ン タ ー街、 神戸市役所、 !日居留 地

な ど を 含 む 都 市 中 枢機能が集積 す る 三宮地底70 . 6ha で あ っ た 。 こ の 地 区 の 震災 に よ る 被

ピ ル の再建率 は 、 2001年か ら は大 き な 変化 は な く 、 2003年1 1 月 時点 で は 、 三宮地区

全体で約7 . 5割 (表 9 2 ) 、 旧居留地 で は 約 9 割 に な り 、 ま ち な み か ら 震災 を 思 い起 こ さ せ

る こ と は ほ ぼな く な っ て い る O

(表 9 2 )  三宮地区の ビル再建状況

地域問題研究所 ・ 山本 チ ー ム は 、 調査地域 を 新生 田 川 西側 か ら ハ ー パー ラ ン ド ま で広 げ、

都心地域で震災後 に 顕著 に な っ て き て い る 1 ) 小売 ・ 飲食自 の a定地区へ の 集 中 的 出 自

の傾向、 2 ) 都心型 中高層 マ ン シ ョ ン の急激な 建設動 向 を 住 宅地 図 な ど に よ っ て把握 し よ

う と 試み て い る O
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1 ) 都，む地域に お け る震災後のJd舗の変化

震災後、 既存 の都心商業地 区 の ほ か に 、 そ れ ま で は ビ ジ ネ ス 街 で あ っ た ' 1日活留 地J 、

住宅地的性格が強か っ た 「 ト ア ウ エス ト 」 、 か つ て は 海運関連業の ひ と つ で あ る 乙種海運

仲 立業が集積 し て い た こ と か ら 呼ばれて い た 「乙仲通」 、 三宮駅南東部で地 区 の愛称 も ま

だ定着 し て い な い 「磯上」 公開周辺地 区 な どで、 地 区 ご と の特色 を 出 し な が ら 、 ブテ ィ ッ

ク や レ ス ト ラ ン 、 カ フ ェ を は じ め 、 こ れ ま で と は異 な る 形態 の 商業集積が新 し く 見 ら れ る

よ う に な っ た 。

事業所 ・ 企業統計調査 に よ っ て震災前の調査年の 1991年 と 直近調査年 の 2001年の事業所

数 を 町了別 に 比較す る と 、 神 戸市平均13 . 9 % 減や 、 中 央区平均9 . 3 % 減 と 比べ る と 大 き な

減少率で は な い も の の 、 都心地域全体で は7 . 5 % の減少 を みせて い る (小売業3 ， 857→3 ， 791

事業所マ1 . 7 % 、 飲食庖6 ， 068→5 ， 385事業所マ 11 . 2% ) 0

こ の 中 で大幅増 と い え る 25 % 以上の増加が見 ら れ る の は '1日居留 地J ( 11 1→158事業所

42 . 3% ) 、 「 ト ア ウ エ ス ト J (294→413事業所40 . 5% ) 0 '乙仲一通」 は 集積 地 区 の 範 囲 と 町丁

界が一致せ ず デー タ 的 に は顕在化 し な い が増加傾向 に あ る こ と は確 か だ 。 「磯上J は 、 !苫

舗 の 進 出 が注 目 さ れだ し た の が こ こ 2 、 3 年の こ と な の で デー タ に は ま だ反映 さ れて い な

い 。 さ ら に 、 情報メ デ ィ ア に は ま だ さ ほ ど取 り と げ ら れて は い な い が、 J R 三 ノ 宮駅北東

部で も 新 し い脂舗の増加傾向が現れて い る O

一方、 脂 舗数が震災前 に 大幅 な 増 加 を 見せ て い た 北野 ・ 山 本 地 区 (413→346事業所マ

27 . 2% ) が大 き く 減少 し た の を は じ め 、 宇治川 高居街、 二宮浦屈街 な ど都心地域内 の 近 隣

商業地で も 庖 舗 の 減少が見 ら れ、 日 常 の 買 い物が不便 と い う 従前か ら 抱 え て い た居住環境

面 で の 問題 を 深刻化 さ せて い る O

最新の 「ゼ ン リ ン 住宅地図J (2003年版ニ 2002年調査) と 震災直前の も の (1995年発行版)

を比較 し 、 他用 途か ら 庖舗 お よ び飲食庖 に 転用 ・ 出屈 さ れた も の を 抽 出 し た 上で、 そ れ ら

の 出百年次 を 途中 各年の住宅地図 か ら 類推 し 、 地 図 上 に マ ー ク し た 。 こ の調査の結果か ら

次の こ と が読み取れた。

@ 新 た な 出 自 は 、 鯉J l I 筋 を 中 心 に 「 ト ア ウ エ ス ト お よ び、そ の周 辺 地 区」 や 「乙仲 通 を

含む元町 ・ 栄 町 の 東部J な ど に ち 密 に 集積 し て い る O

@ 経年 的 に は 前期 (1999年 ま で) の 出 庖が 6 割、 後期 (2000年以 鋒) が 4 割 の 比率 で

あ る が、 前期 に 出 屈 し て す で に撤退 し た庖舗 も 多 い こ と を 考 え あ わせ る と 、 新 た な 出

宿 は前期 に 相 当 多 か っ た と 推測 で き る O こ の 中 で 、 北野や大倉 山 な ど暦辺部で は 前期

の 出屈が多 く 、 セ ン タ ー街や !日居留 地 、 三宮東 な ど中心部 で は 後期 に増 え る O

こ れ ら の従前用 途 は 、 全体 と し て は事務所、 地 ・ 空 き 部屋、 住宅がお お む ね 同 数

程度で あ る が、 前期 は 空地 ・ 空 き 部屋、 後期 は事務所が多 く な っ て い る O
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(表 9 - 3 )  小売店舗 ・ 飲食店 の新規出j高状況

花 穣

I lJ 手

主取 訪 山

北 野

呂 北

1年
に 出 府
( A )  ( B )  
(% )  ( % )  

2 6  ( 10 . 2) 1 1  ( 6 . 3) 

6 ( 2 . 4) 。

7 ( 2 . 8) 4 ( 2 . 3) 

18 ( 7 . 1 ) 1 1  ( 6 . 3) 

75 ( 29 . 5) 36 ( 20 . 7) 

!日 居 留 地
15 ( 5 . 9) I 20 ( 1 1 . 5) 

元 町 骨 栄 町 41 ( 16 . 1 ) I 33 ( 19 . 0) 

ハ ー パー ラ ン ド 3 ( 1 .  2) 5 ( 2 . 9) 

( C )  
(% )  

3 7  ( 8 . 6) 

6 ( 1 . 4) 

11 ( 2 . 6) 

29 ( 6 . 8) 

I I I  ( 25 . 9) 

35 ( 8 . 2) 

74 ( 17 . 3) 

8 ( 1 .  9) 

- 大倉山 23  ( 9 . 1 ) 10 ( 5 . 7) 33 ( 7 . 7) 

生 国

磯 と
'@; 東

琴 ノ 卒者
計

途

住 司�コ一歩

事 務 所

空地 ・ 空 き 部屋

そ ロコ 他 !

8 ( 3 . 1 ) 9 ( 5 . 2) 

16 ( 6 . 3) 1 2  ( 6 . 9) 

1 2  ( 6 . 9) 

8 ( 3 . 1 ) 1 1  ( 6 . 3) 

254 (100 . 0) 174 (100 . 0) 

1995- 1999i[二 2000-2002年
に出席 に 出 !苫
( A )  ( B )  
(% )  (% )  

5 3  (20 . 9 )  3 8  ( 2 1 . 8) 

72 (28 . 3) 64 ( 36 . 8) 

85 (33 . 5) 40 ( 23 . 0) 

44 (17 . 3) 32 ( 1 8 . 4) 

1 7  ( 4 . 0) 

28 ( 6 . 5) 

20 ( 4 . 7) 

19 ( 4 . 4) 

428 (100 . 0) 

言1-
( C )  
( % )  

91  ( 21 . 3) 

136 ( 3 1 .  8) 

125 ( 29 . 2) 

76 ( 1 7 . 8) 

前期 従前庖舗数 震災後
1991年 tl:l庖率

(A/ C )  事業所統計 ( C / D )  
% ( D )  % 

70 . 3  737 5 . 1  

100 1 1 7  I 5 . 1  

63 . 6  99 1 1 . 1  

62 . 1  508 5 . 7  

6 7 . 6  4 ， 425 2 . 5  

42 . 9  1 ， 263 2 . 8  

5 5 . 4  1 ， 057 7 . 0  

37 . 5  72 1 1 . 1  

69 . 7  609 I 5 . 4  

47 . 1  169 10 . 1 

57 . 1  530 5 . 3  

40 229 8 . 7  

42 . 1  1 1 5  16 . 5  

59 . 3  9 ， 925 4 . 3  

前期
出庖率

(A/ C )  
% 

58 . 2  

52 . 9  

68 . 0  

以上の こ と か ら 、 震災後の都心地域 に お け る 小売 ・ 飲食屈 の 動 向 は 次の よ う に ま と め ら

れ る O

i ) 震災直後、 擢災 し た小売 ・ 飲食庖 は 近 隣 の 空 き 部屋 な ど を 探 し 、 あ る い は 三宮北や

北野 な ど被害の 比較的少 な か っ た都心閤 辺地 区 で の住宅 な ど を 転用 す る かた ち で急激

に 流動 し た 。

ii ) 震災後 4 - 5 年 で 直後 の 混乱 は 収 ま る が、 震災前 は 屈舗 が ほ と ん ど分布 し て い な

か っ た 「 ト ア ウ エス ト J や 「乙仲通」 で は 、 震災後 の 出 活者が新 し い 形態 の 商業地 を

形成す る 傾向 が現在 に 至 る ま で続い て い る O

iii ) 反対 に 、 震災前か ら い わ ゆ る 環境型の商業 ・ 観光地 を 形成 し て い た 北野で は 、 震災

後の 出 庖者が既存庖舗 に ま で影響 を 及 ぼす か た ち で撤退 し 、 大幅 な 古舗数の減少 を み

せ た 。

iv ) I日居留地で は 、 震災前か ら の 出 庖{頃向 に 加 え 、 震災後の個性的 な 街並 み形成の効果

706 第八章 @ 都市言I 画 ・ ま ち づ く り



も 大 き く 、 再建 ピ ル が竣工す る 震災後 3 � 4 年 ご ろ か ら 「 ト ア ウ エ ス ト 」 や 「乙仲通J

と は趣 を 異 に す る 外国 ブ ラ ン ド庖 な どが再び集 中 的 に 出屈 し た 。

v ) ま た 「 ト ア ウ エ ス ト 」 や 「 乙仲通J の動向が飛 ぴ火す る かた ち で、 近 年 で は 「磯上」

や JR 三 ノ 宮 駅北東地区 に も 同種の 出 庖{頃 向 が強 ま り 、 新 た な 都心 ス ポ ッ ト が形成 さ

れつ つ あ る O こ の よ う な動 き に は 、 こ れ を企画 ・ 誘致す る 企業や個 人 、 グ ル ー プの存

在 も 大 き な 要因 で あ る が、 自 然発生的 な 側 面 も 大 き い 。

vi) 宇治J l I 商自衛や二宮商庖街な ど近隣商業 地 区 で は )古舗数が大 き く 減少 し続け て い る O

一 円 セ ン タ ー 街、 元町高自衛 と い っ た 既存の都心高業地区で も 、 率 は そ れほ ど大 き く

は な い も の の減少傾 向 に あ る 。 さ ら に 、 元町商届街の西部 で は 、 買 回 り 品 か ら 任 用 品

業種への 転換 と い う 都心商業地区 に と っ て の新た な 問題 も 生 ま れて い る O

2 ) 都心地域 に お け る震災後の集合住宅の建設動向

都心地域 に お け る 震災後の住宅建設動 向 を 類推す る た め 、 1990年 と 2000年 の 国勢調査 に

よ る 世帯 数 の 増 減 を み る と 、 都心全体 と し て は 1990年 の 2 万5 ， 670 世帯 か ら 2000年 の 2 万

8 ， 121世帯へ、 2 ， 451世帯、 9 . 5 % の増 加 を みせ て い る O こ の 中 で増加率、 実 数 と も に大 き

く 伸 びて い る 町了が集積 し て い る 地区 に は 、 三 ノ 宮駅北東部の二宮町周 辺 、 磯上地区東部 、

花摂町毘辺、 元 町 ・ 栄 町 中 部 な どがあ げ ら れ る O

一方、 減少の 大 き い地 区 は北野、 三宮北や神戸駅の北西部 な どで あ る O

こ の よ う な 都心 地域 で の 住 宅動 向 を 、 前 項 の 脂舗 の 出 庖動 向調査 と 同様 に住宅地 図 に

よ っ て即地的 に 見 る と 次の よ う な こ と が読み取れた 。

@ 都心市域 に震災後供給 さ れた 集合住宅 は301棟、 6 ， 793戸。 こ の う ち お お む ね 8 割 (244

棟、 5 ， 228戸) は震災後 4 年以 内 に 建設 ・ 入居 し て い る O

@ 震災後 に 建設 さ れ た 集合住宅戸数が従前居住世帯数に対 し て 大 き い 率 を 占 め る 地 区

は お お む ね前項の世帯数大幅増加地区 と 一致す る O た だ し 三宮北 は建設戸数が多 い に

も かか わ ら ず世帯数は大 き く 減少 し て い る O

@ 用 途複合、 い わ ゆ る ゲ タ パ キ住宅の 率 は 、 全体で は 45 % で あ る が、 諏訪 山 の 10% か

ら 神戸駅 ・ 大倉山 、 三宮北、 元町 ・ 栄町、 磯上 な どの60�70% ま で地 区 に よ っ て差が

あ る O

@ 階数 も 平均 は 7 階 と な っ て い る が、 諏訪山 の4 . 5階か ら 磯上 の 11 . 3階 ま で地区 に よ っ

て 異 な る O
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(表 9 - 4 )  都心地域に鷺災後建設 さ れ た集合住宅

ィι 濃
山 手

i
諏 訪 山

�t 野 i
呂 �t 

セ ン タ ー 街
!日 居 留 地
冗 国T . 栄 町
ハーパー ラ ン ド

神 戸 駅
大 且A、 w 

i 生 日1
磯 上

宮 東

琴 ノ 緒

1995-1999年 に 入厨

棟数

41  
31 
16 
10 
40 

。 i

13 

24 

21 
13 
9 

14 

う ち
ゲ タ
1;['き

平均 j 戸数F皆数
棟数

15 7 . 0  1 ， 192 
8 i 5 . 0  454 

4 . 0  194 
3 5 目 5 164 

25 6 . 0  650 

。 。 ;

9 8 . 1  328 
5 1  4 . 8  197 

19 6 . 9  357 

11 8 . 1  551 
8 I 1 1 .  2 566 
4 7 . 6  302 1 
5 7 . 1  273 

244 1 113 6 . 6  5 ， 228 

20∞-20021手に 入居
う ち

棟数 ゲタ 平均 戸数Lfき 階数
棟数

16 5 7 . 8  353 
3 1 1  6 . 0  l自

5 5 . 4  151 
5 2 1 10 . 4  185 
6 5 9 . 5  153 

。 。 。

6 3 1  1 0 . 2  192 
2 。 4 . 0  17 1 

6 2 I 10 . 0  241 

1 1 。 8 . 0  40 
3 1 I 1 1 .  3 131 
2 1 7 . 0  43 
2 l 9 . 0  

57 22 8 . 5  1 1 ， 565 

合計 従前 新士見
う ち

| | 
世帯数 集合住宅

棟数 ゲ タ 平 均 1990年 戸数率
l;t' き 階数 戸数 国勢調査 ( A / B )  

棟数 ( B )  % 
57 20 7 . 2  1 ， 545 3 ， 950 1 39 . 1  
34 9 5 . 1  473 2 ， 440 1 9 . 4  
2 1  2 4 . 5 1 345 2 ， 458 14 . 0  
15 5 7 . 1  349 i 2 ， 233 1 5 . 6  
46 30 6 . 4  803 2 ， 369 33 . 9  

。 。 。 220 O 

19 12 8 . 7  520 1 ， 452 35 . 8  
14 5 1 4 . 6 1 214 1 ， 387 1 5 . 4  

30 21 7 . 5  598 3 ， 176 1 8 . 8  

22 11 8 . 1  591 1 1 ， 940 30 目 5
16 9 1 1 1 . 3  697 1 ， 229 56 . 7  
11  5 7 . 5  345 1 ， 222 28 . 2  
16 6 7 . 4  313 1 ， 594 19 . 6  

301 135 7 . 0  6 ， 793 25 ， 670 26 . 5  

以上の こ と か ら 、 震災後の都心部 に お け る 集合住宅の建設動 向 は次の よ う に ま と め ら

れ る O

i ) 都心地域 に お い て、 震災後 4 年 間穏度で約250棟、 5 ， 000戸以上の集合住宅が急速 に

供給 さ れ、 以後の供給量 は低減 し た 。

ii ) 供給区 域 は 、 三宮セ ン タ ー 街、 旧屠留地、 元町 ・ 栄町、 生 田神社周辺 と い っ た都心

中 核部 を 除い で ほ ぼ全域 に分布 し て い る O

出) 二宮町周辺、 磯上地 区 、 花隈町周辺、 元町 ・ 栄町の 中 部 な ど、 供給量 の 多 い 地 区 で

は 当然、 世帯数 も 増加 し て い る が、 三宮北 に 限 っ て は震災前か ら 小規模 な 中低層 の 集

合住宅が多 く 、 震災時の全半壊率 も 高 か っ た こ と か ら 、 新規の供給以 i二 に 滅失が多か っ

た結果、 世帯数は減少 し て い る O

iv ) 集合住宅の建設動 向 を 左右す る 要因 と し て は 、 供給量の少 な い地 区 で は 、 も と も と

戸建て住宅が多 く 比較的宅地規模の小 さ い地 区 で あ る こ と か ら 、 住宅地 と し て の 既存

の ポ テ ン シ ャ ル以上 に 、 集合住宅の建設が可能 な ま と ま っ た低未利 用 地 が存在 し た か

ど う かが大 き か っ た 。

v ) 建物の 階数や他用 途 と の複合状況 は 、 地区特性 に 応 じ て差が出 て お り 、 震災復興時

国 有 の 問題点 は 見 い だせ な い。 た だ、 都心中核部 で は 6 � 7 割 の 集合住宅がい わ ばゲ

タ パ キ で、 あ る が、 別 の面 か ら 見 る と 3 � 4 割が I 階か ら 住宅 も し く は そ れ に付随す る
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駐車場 な ど と し て使 わ れ て お り 、 都心部の に ぎ わ い を 分断す る 大 き な 要素 と な っ て し

ま っ て い る O

3 ) 持続可能な都，む形成に 向 け て

神戸の都心地域は 、 さ ま ざま な 家族、 国籍の 人 び と が さ ま ざま な 都心機能 を 享受 し な が

ら 集住 し 、 相 互 に 密度高 く 交流す る 中 か ら 都心文化 を 育 んで き た 。 地形や成 り 立 ち に よ っ

て偲性あ る 「 ま ち J がい く つ も 形づ く ら れ、 大 き な 資源 と な っ て い る O

今年度の謂査か ら 、 震災復興の過程で 、 居住機能 は 中核部 を 除 く 都心地域全般で強化 さ

れて い る こ と 、 小売 ・ 飲食業 は 時代 の ニ ー ズ に 対応 し な が ら 、 新 た な 形態 の 集積 を 実現 し 、

ま ち を い っ そ う 個性的 に し つ つ あ る と 見 る こ と がで き る O

た だ、 ま ち が変化 を 続け る と き 、 そ の魅力 を 持続的 に す る た め に は 、 ま ち が持 っ て い る

本来の機能 を 見 失 っ て は な ら な い 。 旧居留 地の小売 ・ 飲食業が き ら め い て い る の も 、 背景

に 良質 の 業務機能がひか え て い る か ら であ る 。 震災後の l日居留地の魅力 は 、 ま ち な み空 間

の 高 質化 に 加 え 、 ピ ル の低層 階への 庖舗 の 導入 な ど、 都心機能の複合化 に よ る と こ ろ が大

き い 。 し か し 、 約 1 ， 000事業所が入宿す る 地区 内 の 全床 か ら す る と 、 こ れ は 部分的 な 変化

で あ り 、 現在で も 18居留地 は あ く ま で業務機能が中心で あ る O

一方、 機能の複合化が一足先 に 進 ん だ北野 ・ 山本地区 で は 、 震災後、 人 口 ・ 世帯数の減

少 に 加 え て 、 蕗業 ・ 観光の弱体化が見 ら れる 。 事業所数や従業者数の減少が必ず し も ま ち

の 活力 の低下 に 直結 し な い も の の 、 本来の住宅地 と し て の性格 を な い が し ろ に し た結果で

あ る よ う に感 じ ら れ る O 北野 ・ 山本地 区 の 商業や観光 は 、 あ く ま で 良好 な 住宅地環境の基

盤 の 上 で成立す る も の で あ る O

こ の よ う な ま ち の本来機能 を 確固 に し 、 強化す る た め に は 、 ま ち を利 用 す る すべ て の 人

び と の ま ち に対す る 認識の 共有 と 、 将来 に対す る 合意が前提 と な る O 震災後、 都心地域 に

お い て も い く つ も の ま ち づ く り 組織が生 ま れ、 活動 し て い る O あ ら ゆ る 地 区 で 、 こ の よ う

な 共有 ・ 合意作業が展 開 さ れ る こ と が、 都心地域での持続的 な 活力 を は ぐ く む基盤であ り 、

条件で は な い か。

3 . 神戸市中央区 ・ 三宮北部地区一定着牲が 高 い 内側街区
(武庫川 女子大 ・ 角 野チ ー ム )

角 野チ ー ム は 、 小売業や飲食屈が中 心 と な る 市街地 は 、 平常時で も 宿舗 の 入 れ替わ り が

激 し く 、 震災や時 々 の経済状況の影響 を 特 に 強 く 受 け る の で は な い か と 考 え 、 建物 と 癌舗

の復興お よ び入れ替わ り 過程 に つ い て 定点観測 を 続 け て き た 。

調査対象地 区 の 動 向 は 、 2000年];)、降、 建物 の 新規建設 ・ 改修件数が減少 し 、 ハ ー ド面の

復興が一段落 し て い る O 庖舗の入れ替わ り に つ い て も 、 震災前 の 庖舗移動量 に 比べ る と 依

然多い も の の 、 定常化 の 兆 し を みせつ つ あ る O
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2003年 は 、 8 月 上旬 か ら 中旬 に か け て毎年の定点観測調査 を 継続 し て行 う と と も に 、 こ

れ ま で諦査 し な か っ た 東門街、 北野坂、 下山手通の街路 に 面 し て い な い 内傭街区 に つ い て 、

建物 と テ ナ ン ト の入 れ替 わ り 状況 を 震災前の デー タ と 現地調査 と に よ っ て 、 3 街路沿道の

状況 と の比 較 を 行 っ て い る O

1 ) 内側簡区の変化

i ) 建物の復興状況

本設が150ぽ画 (93 . 8% ) 、 空地が 9 区 画 (5 . 6 % ) 、 仮設が 1 区画 (0 . 6 % ) 0 空地 で は

コ イ ン パ ー キ ン グ と し て の土地利用 が 4 rx:画 あ っ た 。 い ず れ も 震災前 は狭小 な 2 - 4 区

画が隣接す る 敷地 で あ っ た。

調査エ リ ア 内 に は狭あ い道路が多 い 。 4 メ ー ト ル未満が 8 カ 所あ り 、 原 則 と し て建物

の新築がで き な い 区両が多 い こ と がわ か る O

i i ) 建物の更新状況

1994年、 1996年の住宅地 図 お よ びそ の後の定点観測 に よ る と 、 内 側 街 区 の 建物更新は

14件。 う ち 2 件 は 区画が合筆 さ れ て 更新 さ れて い る O

(表 9 5 ) 建物更新の割合 ( 1 994年以降)

iii ) 癌舗の 業種構成

内側街区 の総庖舗数は838件で、 酒場等が574件 (68 . 5 % ) と 最 も 多 い 。 次 い で 、 住宅

116件 (13 . 8% ) 、 食堂等79件 (9 . 4 % ) で 、 下 山手通、 北野坂、 東 門 街 と 比べて住宅の

(衣 9 6 ) 用途構成比
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用 途の割合が高 い 。

1994年震 と 2003年度 の業種構成 を 比較す る と 、 内側栴区 で は 業種構成 に 変化 は 見 ら れ

な い が、 3 街路で は住宅が減少 し 、 食堂等、 カ ラ オ ケ ・ ゲー ム が増加 し て い る O

iv ) 1 994年 か ら 2003年 ま で の 定着率

2003年 8 月 の 目 視調査 と 、 1994年の住宅地 図 の 市舗 デ ー タ を 比較す る こ と に よ っ て テ

ナ ン ト 定義率 を 集計 し た 。 全業種でみ る と 内側傷豆の屈舗 の 定着率 は 定 点観測 を 続 け て

い る 3 街路 に よとべて 2 � 4 倍の定着率 を 示 し て い る O

内 側 街 区 で は 437件 (49 . 5 % ) が定着 し て お り 、 1994年の テ ナ ン ト の 約半数が2003年

(表 9 7 )  1 994年�2003年のr，g舗定着率

下山手通 (% ) 北野坂 (% ) 東門街 (% ) 内側街区 (% )

オ ブ イ ス 30 (20 . 1 ) 8 (23 . 5) 4 (21 . 1 ) 14 (50 . 0) 

食 主'"'主ら 1匂ナgr ! 39 (36 . 8) 10 (27 . 8) 9 (23 . 7) 50 (64 . 1 ) 

j酉 場 号事 54 (1 2 . 6) 92 (26 . 6) 77 (14 . 8) 311  (50 . 0) 
7士E !市 16 (45 . 7) 6 (40 . 0) 1 1  (26 . 2) 13 (72 . 2) 

l 住 宅 15 ( ]2 . 0) 1 ( 2 . 9) 1 ( l .  4) 40 (33 . 9) 

カ ラ オ ケ ・ ゲ、 ー ム 2 (28 . 6) 。 ( 0 . 0) 。 ( 0 . 0) 。 ( 0 . 0) 

-t の f也 17 (48 . 6) 5 (33 . 3) 2 (20 . 2) 6 (40 . 0) 

不 明 。 ( 0 . 0) 。 ( 0 . 0) 3 (75 . 0) 
l仁達3、 百十 176 ( 19 . 4) 122 (24 . 8) 104 ( 14 . 6) 437 (49 . 5) 

に も 同 じ ピ ル の 同 じ テ ナ ン ト ス ペ ー ス に存在 し た 。 繁華街は も と も と 庖舗 の 入れ替わ り

が激 し い地 区で あ る の に 、 こ の調査結果は意外で あ っ た 。

内側街区で は 、 小売庖、 食堂等、 オ フ ィ ス 、 酒場等が50% を 超 え る 定着率 を 示 し て い

る 。

2 ) 王宮北部地区の ま と め

i ) 昨年度 は 応舗の 入 れ替 わ り が活発化す る 現象が見 ら れた が、 2003年 は 景気の後退が

重 な っ た た め か、 庖舗 の 入 れ替 わ り が鈍化す る と と も に 、 北野坂、 東 門 街の 庖舗数が

減少 し て い た 。 そ の た め 、 1996年以降2002年度 ま で増加 を 続 け て き た 総庖舗数が始め

て減少 に転 じ た 。

今年度の調査か ら 判 断 を 下す の は 早計か も し れ な い が、 震災前か ら の 「盛 り 場」 で

あ る 三宮北部地肢の 「飲食}副長」 と し て の ポ テ ン シ ャ ルが弱 ま り つ つ あ る の か も し れ

な い 。

ii ) 内 側 街区 で は、 建物 の 建 て 替 え が少 な い こ と 、 東門街 と 同様、 コ イ ン パ ー キ ン グ な

どの土地の暫定利用 が依然続い て い る こ と が確認 さ れた 。 ま た 、 テ ナ ン ト で は ス ナ ッ

ク な どの酒場等が も っ と も 多 いが、 表通 り であ る 下 山手通、 北野坂、 東 門 街 に比べ 「住
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宅 (個人名 を 表記 し た 入居者) J が多い 。

内側街区で は 業種構成比の変化が小 さ く 、 さ ら に 業種別 の テ ナ ン ト 定着率が 3 街路

に 比べ 2 � 4 倍 に な っ て い る O 震災前か ら の 庖舗が比較的多 く 残 っ て お り 、 個 々 の新

規 関 西 は あ る も の の 、 業種構成や新 し い業種の参入 な どの変化は あ ま り 見 ら れ な か っ

た 。 言 い換 え れば、 3 1苛路の テ ナ ン ト の移 り 変 わ り は 内側 街区 よ り 早 い こ と が裏付 け

ら れた 。

3 ) 今後の三宮北部地区

i ) 建物復興の課題 コ イ ン パ ー キ ン グ な ど土地の暫定利用 が繁華街 の 内部で行 わ れて

い る O 主要 タ ー ミ ナ ル駅が徒歩圏 内 に あ り 、 本来 は 車 を 誘引 す る 駐車場は必要 な い と

考 え ら れる 地区 で あ る か ら 、 駐車場 な どの暫定利用 か ら 、 恒久的 な 建物への移行 を 働

き か け る 必要性が感 じ ら れ る 。

ま た 、 狭小区 画 で は 、 多用 途 に利 用 で き る ス ペ ー ス を 期 間 限定 な ど の か た ち で安い

賃料で提供す る な どの 、 土地の有効利用 を 1'Zl る 新 た な働 き か けが求め ら れる O

ii ) テ ナ ン ト 援興の課題 屈舗移動量が定常化 に 向 か い つ つ あ る が、 総庖舗数 に 減少の

兆 し が現れた こ と は看過で き な い 。 三宮北部地 医 の 「街」 と し て の魅力 を 高め る た め

に は 、 い ま ま で に な い新 た な 業種 ・ 業態 を 誘致す る こ と も 選択肢の ー っ と し て検討す

べ き 時期 に 来 て い る O

ι 神戸市灘匿 ・ 南東地区一 自 期す る マ ン シ ョ ン と そ の装置
(神戸大学 ・ 平 山 チ ー ム )

調査対象 は 、 灘 区 の ]R 神戸線か ら 南 の 国道43号 ま で と 、 東 は 石屋] 1 1 か ら 西 の都賀 川 ま

で の 灘区南東部で、 ]R 六 甲 道駅付近の都市計画事業区域 を 除い た77 . 7ha。 全壊戸数がス

ト ッ ク 総戸 数 に 占 め る 比率 は 、 神戸市市能地で23 . 5 % 、 灘 区市街地で26 . 6 % で あ る の に対

し て 、 こ の 地域で は40 . 6 % で 、 住宅被害は き わ め て大 き か っ た 。

2003年の調査 は 、 住宅再建の プ ロ セ ス を 引 き 続い て追跡謂査す る と と も に 、 市信地 空 間

の “ 自 問化" を も た ら し て き た マ ン シ ョ ン に つ い て 、 外部空間 と の接点で あ る エ ン ト ラ ン

ス 部 の 空 間 特性 を 把握す る こ と に よ っ て マ ン シ ョ ン の 閉鎖性の調査 を 行 っ て い る O

調査 し た マ ン シ ョ ン は 、 震災後 に建築 さ れ、 3 階建 て 以上 、 住戸数10戸以上 と い う 3 条

件 を 満 た すマ ン シ ョ ン O 調査内 容 は 、 エ ン ト ラ ン ス の形状、 オ ー ト ロ ッ ク の有無、 監規 カ

メ ラ の 台数、 郵便受け と オ ー ト ロ ッ ク の位置関係、 テ レ ビモ ニ タ ー付 き オ ー ト ロ ッ ク の有

無、 管理人室の有無、 禁止や警告の張 り 紙 ・ 看板の 内 容 な どで、 目 視 に よ っ て確認 し た 。

1 ) 外部 を く監視〉 、 内 部 は く 自 閉〉 す る 装置

調査対象 に な っ た マ ン シ ョ ン は92件。 う ち 72件 は住宅専用建築。 階数は 5 階建て が29件、

712 第八主主 @ 都市計磁 ま ち づ く り



4 階建て17件、 6 階、 7 階建て が各 10件。 14階建 て が2件 あ っ た 。

(表 9 � 8 )  マ ン シ ョ ン の エ ン ト ラ ン ス 間辺の空間特性

オ ー ト ロ ッ ク の設置場所

郵便受 け と オ ー ト ロ ッ ク の位置関係

監視カ メ ラ の台数

T V モ ニ タ ーイす き オ ー ト ロ ッ ク

管理人室

総計 92 (88 . 5% )  

オ ー ト ロ ッ ク は 全体 の 72 . 8% に 当 た る 67件の マ ン シ ョ ン に 設置 さ れ、 こ の う ち 建物 の

も っ と も 外側 に 設置 さ れ て い る の が30件、 風 防 室 の 内 部 の 扉 に 設置 さ れて い る の が37件

だ、 っ た 。 オ ー ト ロ ッ ク は も は や マ ン シ ョ ン に “ 当 た り 前" の装置 と な っ た 。

マ ン シ ョ ン の郵便受 け は 、 そ こ に住む住民 と そ れ以外の 人び と が接触 し な い よ う な 設置

の さ れ方 を す る こ と があ る O 郵便受け を 壁 面 に埋 め 込 ん で、 、 悲 し入 れ口 と 取 り 出 し 口 を

面 の 再矧 に 分離 し 、 そ の 間 の ア ク セ ス がオ ー ト ロ ッ ク に よ っ て遮断 さ れて い る 「差 し入 れ

口 が オ ー ト ロ ッ ク 外部 、 取 り 出 し 口 が内 部J が38件 を 占 め る 。 「差 し 入 れ 口 、 取 り 出 し 口

と も に オ ー ト ロ ッ ク 内部」 も 3 件見 ら れた 。

エ ン ト ラ ン ス 周 辺 に監視 カ メ ラ を 設置 し て い る マ ン シ ョ ン は全体の 18 . 5 % に あ た る 17件。

オ ー ト ロ ッ ク の番号ボ、 タ ン の横 に テ レ ビ カ メ ラ が取 り 付 け て あ っ て 、 マ ン シ ョ ン の住民が

住戸内 か ら オ ー ト ロ ッ ク の前の訪問者 を 目 視確認で き る 「 テ レ ピモ ニ タ ー付 き オ ー ト ロ ッ

ク 」 も 17件あ っ た。

マ ン シ ョ ン の 閉 鎖性の 強 さ は 、 そ の 規模 と 相 関 関係があ る O オ ー ト ロ ッ ク が設置 さ れて

い る マ ン シ ョ ン は 、 10� 14戸 の マ ン シ ョ ン で は約65% 、 1 5 � 19戸 の マ ン シ ョ ン で は 約68 % 、
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20-29戸 の マ ン シ ョ ン で は75 % 、 30戸 以 上 の マ ン シ ョ ン で は約89% に な っ て い る O

テ レ ピ モ ニ タ }イす き オ ー ト ロ ッ ク を 備 え る マ ン シ ョ ン は 、 10- 14戸 で は3 11'牛 中 3 1'牛 と 1

割 に 満 た な い が、 15- 19戸で は22件 中 3 件、 20-29件 で は 20件中 4 件、 30戸 以 上 で は 19件

中 7 件 と 約37% に お よ び、 マ ン シ ョ ン の大規模化 に 合 わ せ て そ の比率が増 加 し て い く こ と

カ汁っ か る O

管理人室がエ ン ト ラ ン ス 近 く に設置 さ れて い る マ ン シ ョ ン は 、 10- 14戸 で は31件中 5 件

の み で あ っ た が、 30戸以上 で は 19件 中 9 件 と 多 く 、 そ の すべ て が透過性の 窓 を 取 り 付 け て

い た 。

マ ン シ ョ ン は 、 さ ま ざ ま な 設備 を使用 す る こ と で、 外部 と 内部 と を 明確 に分断 し 、 外部

に 向 か つ て く監視〉 を 続け 、 内 部 に 向 か つ て は く 自 閤〉 し な が ら 市街地空 間 の 中 に 立 地 し

て い る O そ の額 向 は マ ン シ ョ ン の規模が大 き い ほ ど明 瞭 に現れて い る O

2 ) 警戒を 呼び か け 、 排除を表明 す る 玄関の張 り 紙

92の マ ン シ ョ ン の エ ン ト ラ ン ス 部お よ びそ の路 辺 に 掲示 さ れ て い る 禁止 ・ 警告 メ ッ セ ー

ジ の 看板 ・ 張 り 紙 は 142点 あ っ た 。 こ れ ら は、 メ ッ セ ー ジ の対象 と な る 人 に よ っ て 大 き く

3 つ に 分類で き 、 さ ら に そ の 内容 に よ っ て い く つ かの類型 に分類で き る 。

こ れ ら の メ ッ セ ー ジ は 、 マ ン シ ョ ン の住民 に 対 し て は外部の 人 び と を 監視 ・ 警戒 し な が

ら 内部 に 向 か つ て 閉 じ る よ う に う な が し 、 外部の 人 に 対 し て は 禁止 ・ 警告 を 告げる こ と で

彼 ら を 排除す る 意思 を 明 ら か に し て い る O

〔 マ ン シ ョ ン の住民に向 け ら れ た メ ッ セ ー ジ〕

・ 空 き 巣、 盗難、 不審者への注意喚起 IWARNING ! ご注意 ! さ い き ん 、 空 き 巣被害が

増 え て い ま す。 多額の現金 を 置 か な い 。 預金通帳、 印鑑は別 々 に 日 立 た な い と こ ろ に保

管す る O オ ー ト ロ ッ ク 開錠持、 周 囲 に 不審者 ら し い人 を 見 か け た ら 使用 を 中止 し 、 様子

を 見 る 」 な ど。

@ 扉開放禁止 の 呼びかけ 「 開 放厳禁 こ の扉 を 開 け て お く と 、 防犯上の安全が損 な わ れ

ま すJ な ど。

〔外部者に 向 け ら れ た メ ッ セ ー ジ 〕

@ 立 ち 入 り 禁止。 I関係者以外 の 立 ち 入 り を 一切 禁 じ ま すJ I無断で立 ち 入 っ た 者 は 軽認

罪法で処罰 さ れ ま す。 発見 し だい 直 ち に 警察 に 通報 し ま す」 な ど。

@ チ ラ シ 配布 禁止 「当 マ ン シ ョ ン へ無断 に て チ ラ シ の投函 を 硬 く 禁止 し ま す。 万一 品発見

の場合 は 、 後 日 電話 に て呼び出 し 、 回 収 し て も ら い ま す」

@ セ ー ル ス 禁止 「当 マ ン シ ョ ン は組合員全員 の 申 し 合 わ せ に よ り セ ー ル ス ・ 勧誘等 を 一

切 お 断 り し ま す。 も し そ の よ う な 行為 を さ れた場合、 容赦な く 警察 に 通報 し ま す。 既 に

こ こ は マ ン シ ョ ン 敷地内 です。 不法侵入罪が適用 さ れ ま す」 な ど。
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〔 マ ン シ ョ ン住民 と 外部者双方 に 向 け た メ ッ セ ー ジ〕

@ 監視 中 、 警備 中 の通知 「防犯 カ メ ラ 設置J ，-警察官重点 巡 回 マ ン シ ョ ン 」 な ど。

@ マ ナ ー 遵守 「 階段付近 に た む ろ し た り 、 ゴ ミ を 捨 て な い で く だ さ いJ ，-警告 ゴ ミ 収

集車が止 ま り ま す の で こ の付近 の 駐停車を 禁止致 し ま す」 な ど。

5 . 神戸高東灘区 ・ 住吉地区一 “嬬還率 3 割未満刊で国定化
(神戸大 ・ 重村チ ー ム )

東灘区住吉 区域 を 対象 に 、 2003年12月 14 日 に 第 四 回 目 の 目 視調査 を 行 っ て 、 建物 の状況、

土地の利用状況 を 地 図上 に プ ロ ッ ト し 、 街区単位で集計 し た 。

こ の結果、 対象地 区 で は 、 震災前の住宅棟数は 3 ， 627棟 で あ り 、 震災に よ っ て 1 ， 306棟が

滅失 し た 。 戸 数 に す る と 8 ， 470戸の う ち 2 ， 614戸が滅失 し た こ と に な る O そ れか ら 9 年後の

2003年12 月 14 日 の 時 点 で は 戸 数で見て3 ， 475戸が建設 さ れ、 震災前の戸数 を 上 回 っ て い る が、

2002年12月 か ら は わ ずか16戸 し か増 え て い な い。 こ の 1 年 間 で 、 こ の 地 区 の 住宅 に かか わ

る 変容 は観察で き な い 。

こ の こ と か ら 、 こ の地 区全体で見れ ば、 復旧一復興の サ イ ク ル は い っ た ん終 わ っ て い る

と い え る 。 調査チ ー ム は2002年 に 、 ]R 住吉駅 を 中 心 に し た エ リ ア は 大規模 な 新規供給

新規流入の フ ェ イ ズ に 入 っ て い る 、 と し たが、 こ の フ ェ イ ズ 説 体 も ほ ぼ完了 し た 。

し か し 、 複輿の達成度 に は 、 主 に街区 を 単位 と し た格差があ り 、 そ れ は 年 月 と と も にハ

サ ミ 状 に 拡大 し て い る O 今設の復興調査の テ ー マ は 、 復興が立 ち 遅れ た ま ま 回定化 さ れた

有効活用 で き な い 狭小 な 空地問題、 顕在化 さ れな い個別新築住宅 に お け る 居住問題、 さ ら

に 震災後一時使用 目 的 でつ く ら れた建物住宅 の 問 題 を 残 し た ま ま の 国 定化 な ど、 “余課題"

カfあ る O

〔帰還率 3 割未満〕 震災後の居住者の 姓 を 震災前の住宅地 図 と 照合す る と 、 同 ー の 姓 (従

前居住者 と 判 断) 27% 、 異 な る 姓 (非従前居住者 と 判 断) 47% 、 空室 ま た は不明26% と な っ

て い る O

不明戸数の多 く は新規供給 さ れた 中 大規模の 集合住宅の も の で あ る O 地 区 内 の別 の敷地

に 新 た な 住 宅 を 確保で き た 世帯や地 区 内 親族同居世帯の実態は把握で き て い な いが、 そ の

世帯数 を 勘案 し で も 、 震災前居住者の帰還率 は低 く 、 構成比 は 国 定化 し て い る 。 今後、 居

住者不明 と 分類 さ れ た戸数の居住者が判 明 し て い く に つ れ、 帰還率 は ま す ま す低い も の に

な っ て い く と 予想 さ れ る O

つ ま り 、 震災前居住者で、 震災 に よ り 家 を 失 い 、 現地再建で き た世帯 は 全体の 3 割 に 満

た な い こ と が決定的 に な り つ つ あ る O

〔南部で再建 5 鶴未満の街区〕 南部の狭小街区が集 ま る エ リ ア で は 、 震災前住宅戸数の

5 割 に 満 た な い街 区 がいぜん存在 し 続 け て い る O こ れ ら の倍区 は 1997年以降、 変化が見 ら
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れ な い。 個別再建が行 わ れず、 大 中 規模 の 新規建設が困 難 な 街区 で あ る O

こ れ ら の街区 で は 一時的駐車a場使用 を 含め た 空地 の 毘定化が見 ら れ、 街 区縁辺の接道条

件 に 問題の な い宅地 に お い て 多 く 観察 さ れる O ま た 、 街区内部 に 広 が る 旗 ざお状の 宅地や、

袋路 に面 し た 狭小宅地 に 、 な ん ら 土地の再統合 を と も な わず住宅が再建 さ れて い く こ と で、

狭小接道不 良 の 宅地が固 定 さ れて い る O

6 . 神戸市東灘区 ・ 東部地域 掠面積算 出 し て 復興 を さ ぐ る
(神戸大学大学院 ・ 小谷チ ー ム )

統合 さ れ る ま で は神戸商船大学教授で あ っ た小谷道泰の チ ー ム は 地元 の東灘区東部地域

43町丁 目 、 総閲積310ha を 対象 に デー タ ベ ー ス の構築 を 行 っ て い る O 対象地域の震災前の

常住人 口 は 1995年 1 月 の住民基本台帳に よ る と 5 万3 ， 710人、 2 万2 ， 478 世帯で、 東灘区 の

総人口 の28 % を 占 め て い た 。

こ の地域の復興状況 を 分析す る た め に 、 人 口 (人口 ・ 世帯数) 、 再建建物 (棟数 ・ 床面積) 、

残存 し て い る さ ら 地の 3 項 目 5 指標 を 用 い て い る O 指標の う ち の床面穫 は 2003年度調査か

ら 新 し く 取 り 入れ た 。 被災地 で は 、 狭小 な 戸建て住宅や低層 の集合住宅が、 高層 の大規模

な ピ ル や集合住宅 と し て建 て 替 わ る ケ ー ス が数多 く み ら れ る た め 、 建物棟 数 だ け で は復興

状況 を 適切 に 把握す る こ と が難 し い た め であ る O

床面積 は 建物敷地面積 (電子住宅地閣 で計測 し た建物 l 階部分の商積) に 建物階数 を 乗

じ て 算 出 し た推定値 で あ っ て 、 必ず し も 実測値 と は一致 し て い な い。

1 ) 再建建物 ・ 床面積の推移

こ れ ま で の調査の デー タ を 踏 ま え て 9 年間 の変化 を 見 る と 、 i ) 震災後 1 年 間 で被災建

物が集 中 し て撤去 さ れた こ と か ら 、 棟数 ・ 床面積 と も に従前建物 は 大幅 に 減少 し た が、 1996

年以降 は 少 し ずつ 減少 し て は い る も の の 大 き な 変化 は み ら れ な し ミ 。 ii ) 本再建 さ れた建物

は 1996年か ら 97年 に か け て は棟数が、 97年か ら 98年 に か け て は 床面積が急速 に 増加 し て い

(表 9 - 9 )  再建建物棟数 ・ 床面積の推移

1995年 1996年
従 前 7 ， 022 2 ， 559 
本再建 l 。 445 

数 仮 設 。 194 
合 計 7 ， 022 3 . 198 
従 前 2 . ] 56 . 157 1 ， 549 ， 543 

床面積本再建 。 71 ， 933 
仮 設 。 28 ， 778 
合 計 2 ， 156 ， 157 1 ， 650， 253 
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1997年
2 ， 516 
1 ， 694 

189 
4 ， 399 

1 ， 527 ， 899 
333 ， 484 
24 ， 639 

1 ， 886 ， 022 

1998年 1999年 I 20ω年 2001年 2002年 ! 2003年
2 ， 443 2 ， 352 2 ， 366 2 ， 339 2 ， 314 2 ， 256 
2 ， 242 2 ， 529 2 ， 720 2 ， 769 2 ， 820 2 ， 901 

165 123 90 67 56 50 
4 ， 850 5 ， 004 5 ， 176 5 ， 175 5 ， 190 5 ， 201 

1 ， 481 ， 515 1 ， 462 ， 481 1 ， 440， 514 1 ， 441 ， 106 1 ， 439 ， 751 1 ， 431 ， 653 
658， 430 814 ， 897 883 ， 162 994 ， 362 1 ， 052 ， 559 1 ， 092 ， 960 
21 ， 547 5 ， 752 8 ， 693 5 ， 147 3 ， 909 3 ， 237 

2 ， 161 ， 492 2 ， 283 ， 130 2 ， 332 ， 369 2 ， 440 ， 614 2 ， 496 ， 219 2 ， 527 ， 850 



る o ííí) 1999年以降 は 、 棟数の 増 加 は ほ と ん どみ ら れ な い の に対 し て床開積 は 綾や か な が

ら も 増加 し続 け て い る o ív ) 仮設建物 は1996年 を ピ ー ク に そ の後減少 を 続 け て い る O

2 ) さ ら 地件数 ・ 残存率の推移

さ ら 地 の 残存率 と は次の式で定義 し た 。

さ ら 地残存率 コ之 さ ら 地件数/ さ ら 地件数十 本再建 ( 中 ) 件数十 仮設件数

(表 9 � lO) さ ら 地 の推移

さ ら 地 は 1996年か ら 1997年の 1 年 間 に2 ， 730件か ら 1 ， 628件 と 大幅 (1 ， 102件) な 減少 を 示

し て お り 、 1999年以 降 は さ ら 地残存率 に 大 き な 変化 は 見 ら れず、 再建活動 の停滞 を 示 し て

い る o 2003年時点 に お い て も 残存率は0 . 24であ り 、 震災後撤去 さ れた建物 の う ち 約4分の l

は 、 駐車場 と し て の利用 は あ る も の の建物 は 再・建 し て お ら ず、 さ ら 地 と し て残存 し て い る O

3 ) 建物棟数 ・ 床面積 と 人 口 ・ 世帯数の推移

建物棟数 ・ 床面積 と 人 口 ・ 世帯数の4つ の指標 の推移 を 、 震 災 前 の 1995年の 値 を 100% と

し て重ね合 わ せ る と 次の こ と がわ か る O

í ) 建物棟数 と 床面積 は l 年後で は そ れぞれ震災前 の48 . 5 % と 76 . 5 % に 減少 し て い る O

人口 ・ 世帯数は そ れぞれ84 . 5% と 84 . 7% に な っ て い る が、 建物棟数 ・ 床面積 に比べ る

と 減少 幅 は小 さ い。 し か し 当 時の住民碁本台帳 に よ る 集計結果 は 、 住民票 を 残 し た ま

ま 域外 に 多数の住民が避難 し て い た こ と な どか ら 必ず し も 実態 を 表 し て い な い た め 、

ほ ほ同 時期 の 国勢調査 の 結果 を み て み る と 、 人 口 は67 . 7 % 、 世帯数は63 . 4 % と な っ て

お り 、 建物の 撤去 に相応す る 大幅 な 減少 を 示 し て い る O

í )  1998年 に か け て 建物棟数 ・ 床面積は 大 き く 増加 し て い る も の の 、 1999年以降は両者

の 回復率 に差がみ ら れ る よ う に な り 、 建物棟数 は ほ ぼ停滞状況 に あ っ た の に対 し て 、

床面積 は ゆ る や か な が ら も 増加傾向 を 示 し て い る O こ う し た建物床面積 の 増 加 に比例

し て 人 口 ・ 世帯数は 回復傾向 を 示 し て お り 、 建物 の床面積の増加が人 口 の増加 に 寄与

し て い る こ と カf う かカfえ る O

(表 9 � l l )  人 口 ・ 世帯数の推移
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4 ) 建物種別 ・ 人 口 構成の変化

建物 の種類別 に 震災前の 1995年 と 8 年後の2003年の建物棟数 と 床面積の 変化 を み る と 、

ピル ・ 集合住 宅 は 震災前 に比べて棟数で10 . 7 % 、 床開積で4l . 7%増加 し て い る O こ れ に対

し て戸建て住宅、 事業所 と も に棟数 ・ 床面積 は震災前 に比べて減少 し て お り 、 と く に事業

所は棟数が震 災 能 の 約半分 に な っ て い る O

震災以前の 商 庖街 ・ 市場が消滅 し 、 多 く の 商業施設が廃業 し て お り 、 一 方 で大型庖 の 進

出 も 見 ら れた が、 全体 と し て は事業所‘建物 は 減少 に転 じ て い る O

床面積の変化が棟数の変化 を 上 回 る こ と か ら 、 ピ、 ル ・ 集合住宅や事業所は 高層化、 大型

化 さ れた と 考 え ら れ る O 戸建て住宅 に つ い て も 2 階建か ら 3 階建 て へ の 建 て 替 え な ど に よ

る 増床が見 ら れ る O こ の よ う に対象地域で は 、 全体 と し て戸建て住宅、 事業所か ら ピ ル ・

集合住宅への転換が著 し い こ と がわ か る O

(表 9 12) 建物種別 に み た棟数 ・ 床面積

2003年/1 995年 200:i年/1995年
棟数 床面積

110 . 7% 141 . 7% 

74 . 6% 85 . 8% 

75 . 8% 

1 17 . 2% 

人 口 に 関 す る 指標 を 、 同 じ よ う に 震災前後で取 り 出 し て 比較す る と 、 人 口 は ほ ぼ震災前

の水準 に 屈復 し 、 世帯数は震災前 を 上 回 っ て い る O こ の こ と か ら 、 1 世帯 あ た り の 人 口 は

1995年が2 . 39人であ っ た の に対 し 、 2003年 で は2 . 21 人 に 減少 し て い る こ と がわ か る O

人 口構成比 を み る と 、 高齢人口 (65歳以上) は増加、 年少人II (15歳未満) は 減少 し て

い て 、 神戸市全体 と 同様、 対象地域 に お い て も 少子高齢化が進行 し て い る こ と がわ か る O

(表 9 - 13) 人 口 ・ 世帯数 ・ 人 口構成比の変化 (2003年/1 995年)

7 . 芦腫市- r芦腫 ら し さ J の変化
(大阪大学 ・ 鳴海チ ー ム )

芦屋 市 の 継続調査対象の 4 地底 で は 震災 4 年 目 以 降 は 再建の動 き は停滞 し て い る O 一方、

被災 に よ る 再建以外の通常の市街地更新 と 考 え ら れる 建て 替 え は継続的 に行 わ れ て い る O

こ う し た市街地更新 に と も な う 新 た な 共 同住宅の供給や戸建て住宅の供給があ り 、 居住者

の 入 れ替 わ り が進 ん で、 い る と 考 え ら れる O こ の過程で、 居住者 の 入 れ替 わ り が どの程度進
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ん で い る の か 、 居住者が現在の市街地 を どの よ う に 評価 し 、 どの よ う な 住 宅 を 選 ん で い る

の かが、 こ れか ら の 市街地環境の 質 を 決め る O

2003年度の調査 は 、 ①現在の居住者 (2003年 7 月 末時点での住民基本台帳ベ ー ス ) の居

住歴 に よ る 人 口 の 入 れ替 わ り 状況 を 把握 し 、 ②住宅形式 (戸建て/共同住宅) と 居住歴 に

よ る 市街地評価 に つ い て ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ て 、 居住者の 入れ替わ り に よ る 市街地形成

へ の 影響 に つ い て検討 し た 。

鳴 海チ ー ム は 、 カ ル テ 地 区 (三条甫、 大原 、 竹 菌 、 南宮北) の戸建て住宅 と 共同住宅 (マ

ン シ ョ ン ) に対 し て ア ン ケ ー ト 調査 を 行 っ た結果か ら 居住者特牲 に よ る 地域環境 の 評価 を

干食言す し た 。

震災後 8 年 間 で さ ら 地化 し た 建物敷地 は 、 カ ル テ 地 区全体で70% (要再建率 B ) に な る O

特 に 高宮北で は80 % を 超 え て お り 、 急激 に 市街地更新が進 ん だ状況がわ か る 。 そ の 一方で、 、

さ ら 地化 し た 敷地 に何 ら か の建築行為が発生 し て い る 割合 で あ る 再建率 は 、 竹園 の86 % 以

外 は 、 3 地区 と も 75% 前後で し か な い。

(表 9 - 14)  地区別再建状況

三条南 大 原

言十 307 322 

�X]ÌÍjijJý:地 j 建物敷地 297 285 

空地 10 37 

計 221 213 

( 要再建敷地
建て替え 164 170 

臨時利用 13 12 

さ ら 地 ・ 放置 44 I 31 

放置率A (% )  19 . 9  I 14 . 6  

放置率 B (% )  25 . 3  19 . 7  

臨時利用率 ( % ) 5 . 9  5 . 6  I 
要再建率A ( % )  72 66 . 1  I 
要再建率 B (% )  74 . 4  I 66 . 1  

再建率 (%) 74 . 2  79 . 8  

復興率 (% ) 79 . 2  8l . 1  

l . 放震率A : さ ら 地 (駐車場合 ま ず) /要再建敷地
放置率 B : さ ら 地 (駐車場合む) /要再建敷地

2 . 要再建率A : 要再建敷地/全敷地
要再建率 B : 要再建敷地/従前建物敷地

3 . 建て事与え に は百十溜看板を含む

1 ) 居住者特性 に よ る 地域環境の評髄

竹 閤 南宮北 4 地区合計

575 235 I 1 ， 439 

534 210 1 ， 326 

41  25 1 13  

350 171 955 

l34 

28 26 79 

22 11 108 

6 . 3  6 . 4  1 l . 3  

12 . 0  20 . 5  18 . 3  

8 . 0  15 . 2  8 . 3  

60 . 9  72 . 8  I 66 . 4  

65 . 5  8l . 4  70 . 1  

85 . 7  78 . 4  80 . 4  

87 . 1  78 . 7  82 . 7  

ア ン ケ ー ト は戸建て住宅1 ， 000票、 マ ン シ ョ ン住戸2 ， 000票 を 配布 し 、 そ れぞれ384票 ( 回

収率38 . 4 % ) 、 467票 ( 同 23 . 4 % ) を 回収 し た 。 有効 回 答 は 戸建 て岩住者371票、 共同住宅

居住者433 票 だ、 っ た。
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(表 9 - 15)  回答者の属性

サ ン プル 高齢化率 核家族率 従前市外
(60歳以上) (夫婦十子) (震災時市外)

本設 166 69 . 3  25 . 3  1 . 5  

戸建
10年以上

新設 60 . 5  I 157 3 1 . 8  3 . 8  

て ;本設 15 40 . 0  26 . 7  73 . 3  
10年未満

新設 33 24 . 2  48 . 5  87 . 9  

;本設 96 57 . 3  29 . 2  3 . 1  

共
10年以上

新設 96 28 . 1 53 . 1  1 0 . 4  

i司 ヱド設 67 1 7 . 9  38 . 8  73 . 1  
10年未満

新設 174 14 . 4  55 . 2  97 . 1  
止口〉 言十 804 

回答者の属性か ら み る と 、 芦屋市 に 10年以上居住 し て い る 割合が、 戸建て84 % 、 マ ン シ ョ

ン41 % であ り 、 マ ン シ ョ ン 居住者で は震災後転入 し て き た 割合が高 く な っ て い る o 60歳以

上 の 回 答者が10年以上芦屋 に住む戸建て居住者の 6 割 を 超 え て い た 。 夫婦 と 子 ど も と い っ

た フ ァ ミ リ ー タ イ プの 家族構成 は 震災後新築 さ れた マ ン シ ョ ン で 5 割 を 超 え て お り 、 新 し

い マ ン シ ョ ン に は若 い家族が転入 し て き て い る と 想定 さ れ る O

i ) 現住居住 す る 建物の特性 と 評価

ま ち な み に 影響 があ る 通 り か ら 見 え る 要素 に つ い て 、 現在居住 す る 戸 建 て 住 宅 ・ マ ン

シ ョ ン に どの 要素があ る か を 開 い た 。

戸建て住宅で は 、 本設 (震災前か ら の住宅) と 新設 (震災後の住宅) を 比較す る と 、 新

設住宅で は 門扉 、 塀、 門柱は 減少 し て い る 。 特 に塀、 門柱 は 4 割 し か設置 さ れて い な い。

庭の有無 は そ れほ ど変わ ら な い が、 駐車ス ペ ー ス は設壁率が約 7 割 と 高 く な っ て い る O

マ ン シ ョ ン で は 、 新設で は 1 階 に オ フ ィ ス や庖舗があ る の は み ら れず、 住宅専用化 し て

い る O ま た 新設マ ン シ ョ ン は 生垣や植 え 込み (91 % ) 、 大 き な 木 (58% ) な ど緑の あ る 割

合が高 く 、 立派な エ ン ト ラ ン ス を 構 え て い る (79 % ) も のが多 い 。

震災後 に新 た に 建設 さ れ た 住宅 と 古 く か ら あ る 住宅 を 比べ る と 、 門扉や塀、 門柱な どの

通 り 閣 を 構成す る 要素や緑が戸建て住宅で は 減少す る 傾向があ り 、 マ ン シ ョ ン で は増加す

る 傾向 が見 ら れ る 。

現在住 ん でい る 建物が芦屋 ら し い か ど う か を 聞 い た と こ ろ 、 新設の共 同住宅 (マ ン シ ョ

ン ) で芦屋 ら し い と い う 評価が52% と 最 も 高い 。 そ の他の住宅で は 3 割台 で あ っ た 。 新 し

い マ ン シ ョ ン に住 む 人 は 、 そ の マ ン シ ョ ン の芦屋 ら し さ を 評価 し て選 んで い る 人が多 い と

考 え ら れ る O
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(表 9 - 16)  現在居住す る 住宅の芦屋 ら し さ (%)

芦屋 ら し い 芦屋 ら し く ない わ か ら な い 無回答

戸 建 て ・ 本 設 38 . 7  17 . 1  40 . 9  3 . 3  

戸 建 て ・ 新 設 36 . 3  14 . 7  36 . 3  12 . 6  

共 同 本 設 34 . 4  20 . 9  36 . 8  8 . 0  

共 同 新 設 ; 52 . 4  9 . 6  34 . 7  3 . 3  

ま ち な み や 地域 の 環境 は 、 個 々 の住宅が建 ち 並 ん だか た ち に現れて く る O 個 々 の住宅が

地域 ら し さ を 表現す る こ と で 「芦屋 ら し さ J が生 ま れて く る と 考 え る と 、 カ ル テ 地 区 内 で

は 、 特 に戸建て住宅 に お い て 「芦屋 ら し さ 」 が見失 わ れて い る こ と が考 え ら れ る O 少 な く

と も イ メ ー ジ と し て の 芦屋 ら し さ に 現実の住宅が合 っ て い な い こ と が考 え ら れ る O

i i ) 芦屋に似合 う 住宅

どの よ う な 住宅が芦屋 に 似合 う と 考 え ら れて い る の だ ろ う か。

百住年数 と 現在居住す る 住宅 タ イ プ に よ っ て 回答者 を 戸建て ・ 共 同住宅 と そ れぞれの本

設 ・ 新設 に よ っ て 4 類型 し 、 芦屋 に 似合 う 住宅 を 陪 い た 。

芦屋 に 似合 う 戸建て住宅 に つ い て 、 生垣 ・ 石垣、 塀越 し の マ ツ ・ マ キ 、 高 い塀 ・ 立派な

門構え 、 瓦屋根で和風、 塀 な し ガー デニ ン グ、 プ ラ ン タ ー ・ 花壇、 建築家が建て た家、 玄

関 先 に マ イ カ 一 、 三角屋根のパス テ ル カ ラ ー の 9 項 自 に つ い て仰、合 う か ど う か を 聞 い た 0

4 類型 と も 生垣 ・ 石垣、 塀 な し ガー デニ ン グ、 プ ラ ン タ ー ・ 花壇があ る 戸建 て住 宅 は 芦屋

に 似合 う と し て い る が、 「高い塀 ・ 立 派 な 門 構 え J に つ い て は居住年数 の 短 い 人 は 4 割近

く が似合 う と し て い る の に対 し 、 居住年数の 長 い 人 は 2 割弱で評価が低 く な っ て い る O 新

た に芦屋 に 移 り 住 ん だ、 人 は お屋敷を イ メ ー ジ さ せ る 住宅 を 芦屋 ら し い と 期待 し て い る こ と

が う かがえ る O 震災後 の マ ン シ ョ ン に 移 っ て き た 人は 、 震災後の新設住宅で増 え て い る 「塀

が な く ガー デニ ン グが見 え る 家J を 評価す る 割合が最 も 低い こ と に も 共通 す る 傾向 と い え

る O

一方、 長 く 住 ん で い る 人 は 、 門構え の立派 さ や塀越 し の マ ツ の よ う な伝統的 な 要素 よ り

も 、 :生垣があ り 緑や花が通 り か ら 見 え る 住 ま い が芦屋 に似合 う と 考 え て い る O

「建築家が建 て た ち ょ っ と 変 わ っ た 家」 に つ い て は 、 居住年数の短い マ ン シ ョ ン 居住者

は似合 う と 評価 し て い る が、 長 く 住 む戸建て居住者は 否定的 で あ る O 周 り と 異質 な デザ イ

ン に つ い て は 意見 が分かれて い る O

マ ン シ ョ ン に つ い て も 、 「 目 を 引 く デザ イ ン J は マ ン シ ョ ン 居住者の 7 割近 く が芦屋 に

似合 う と し て い る の に対 し 、 戸建て居住者 は似合 う と す る の は 1 割程度であ っ た。 敷地内

の緑が豊 か な マ ン シ ョ ン は 共通 し て 評価が高 い こ と と 合わせ る と 、 長 く 住 ん で、 い る 人 は 建

築物 の デザ イ ン が前面 に 出 て く る ま ち な み よ り 、 緑 と 建物が織 り な す風景 を 期待 し て い る

よ う で あ る O 新 た に 芦屋 に住み始め た 人 は 、 緑の豊か さ を 認 め つ つ 、 デザ イ ン さ れ た 建物

も 芦屋 に似 合 う と し て い る O こ れは 、 マ ン シ ョ ン の選 び方 に も 現れ て お り 、 居住歴 を 問 わ
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ず、 新 し い マ ン シ ョ ン を 選ぶ と き に外観の デザ イ ン を 気 に し た と 答 え た 人 は 5 割近 く あ り 、

価格 に つ い て よ り 高か っ た 。

i i i ) ま と め

震災に よ っ て市街地更新が促進 さ れ、 人 口 の入れ替わ り も 大 き く 、 現在 の 居住者の45%

は震災後の転入者 に な っ て い る O カ ル テ 地 区 で は 7 � 8 訴の 建物が建て 替 わ っ て お り 、 建

物 に つ い て は震災前 と 現在 で は ま っ た く 異 な る 状況があ る O

古 く か ら 住 む 人 は 、 そ れ ら を 変化 と 感 じ 、 芦崖 ら し さ は い ま の ま ち に は な い と 考 え て い

る 。 し か し 、 新 し い 居住者は 芦屋 イ メ ー ジへの期待が大 き く 、 現在の ま ち に つ い て 、 古 く

か ら 住 む人 よ り な ん ら か の 芦屋 ら し さ を認め て い る 都合が高 い 。 こ れ は 、 震災前 と の比較

で は な く 、 現状 に 対す る 評価 で あ り 、 建物が大 き く 変化 し で も 外部 に対 し て は芦屋 ら し さ

を ま だ感 じ さ せて い る の が現在の芦屋の ま ち であ る と い え る O

そ れが何 で あ る の かが、 こ れか ら の ま ち づ く り で地域性 を 創 出 し て い く と き に重要 に な

る 。 ア ン ケ ー ト 調査か ら は 、 居住歴 に かか わ ら ず、 戸建て の ま ち な み と 緑 と 花の見 え る 住

ま い が芦屋 に似合 う と さ れ、 マ ン シ ョ ン 窟住者で は よ く デザ、イ ン さ れた住宅が意識 さ れて

い る O そ れ ら に 表現 さ れ る 住 ま い 方が、 物 的変化や差異 を 越 え る 「 ら し さ 」 に な る と 考 え

ら れ る が、 い ま は 具体的 な住 ま い方の表現が居住者 に 共有 さ れて い な い。

8 . 西宮市一 「西宮 ら し さ J の模索
(大阪芸術大学 ・ 田端チ ー ム )

出 端 チ ー ム は 、 「芦屋 ら し さ 」 を 検討 し た 大 阪大学 ・ 鳴j毎チ ー ム と ほ ぼ 同様の 問題意識

と 手法で、 震災後の 転入者が 4 割 を 超 え て い る 西宮市で住民が 「西宮 ら し い」 住 ま い の形

や ま ち な み を どの よ う に 考 え て い る か を 調査 し た 。

調査は 、 住民基本台帳 を も と に市民の賠住歴 に よ る 入れ替わ り の状況 を 把握 し た上 で 、

カ ル テ 地 区 (安井、 津 門 ) 居住者への ア ン ケ ー ト 調査 に よ っ て① どの よ う な 住 宅 を 選 ん で

い る の か 、 ②西宮市 の ま ち ゃ建物 を どの よ う に 評価 し て い る の か を 明 ら か に し 、 こ れ ら の

結果か ら 、 居住者の 入れ替 わ り の市街地形成への影響 に つ い て検討 し た 。

1 ) 入れ替わ り の動向

住民基本台帳の デー タ を も と に転出 ・ 転入 を み る と 、 震災前 は 年 間 の 転入 は 3 万人 、 転

出 は こ れ を 若干上 回 る 程度 で 、 こ れ に 出生 と 死亡の差 に よ る 自 然増 があ っ て 人 口 は微増額

向 に あ っ た 。 震災後の 1995年 に は転 出 が 2 万人増加 し た も の の 、 1997年11、 降 は転入が拡大

し 、 転 出 入 口 2 万5 ， 000人 � 2 万7 ， 000人 に 対 し 転入人 口 が 3 万3 ， 000人 � 3 万5 ， 000人 で

あ っ て 人 口 の増加傾 向 が続い て い る O ち な み に 、 全市人 口 は 1994年6 月 時 点 で の39万2 ， 037

人 に 対 し 、 2003年10月 現在で は45万6 ， 037人 と な っ て 、 6 万4 ， 000人 、 16 . 3% 増加 し て い る O

2003年 7 月 末 の住民基本台 帳 に よ る 居住者 に つ い て 、 ①震災発生当 日 い ま の住所 と 同 じ
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と こ ろ に居住 し て い た (継続居住) 、 ②い ま の住所 と は異 な る が西宮市内 に居住 し て い た (市

内移転) 、 ③市内 に は居住 し て い な い (市外転入) 、 と 3 タ イ プの居住歴 に 分 け て検討 し た 。

こ れ に よ れ ば全市 で は 、 継続居住者の割合は37 . 1 % 、 市内移転21 . 1 % 、 市外転入41 . 8%

で あ っ た 。 地 区別 で は震災 に よ る 被害が比較的少 な か っ た 北西丘陵部 ( 苦 楽 園 、 甲 陽園 、

上 ヶ 原 、 塩瀬、 山 口 な ど) 、 南東平地部の低層住宅地 ( 浜 甲子 園 、 鳴尾、 小 松 な ど) で は

継続居住の割合が高 く な っ て い る O

市外転入が45 % を 超 え る の は 、 新規現立地 で 開発 中 の 地区 を 除 く と 、 そ の ほ と ん どは 大

規模 な震災被害 を 受 け た 地区 で あ る 。 た と え ば、 大社 ・ 安井 ・ 香炉園 ・ 甲 東 固 な どの地区

は 全半壊が40 % を 超 え て お り 、 平木 ・ 広 田 ・ 樋 の 口 ・ 高木 ・ 段上 西 な どで も 30%超で あ っ

た 。 こ れ ら の 地 区 で は被災 し た土地 を ま と め る な ど し て共 同住宅が多 数建 ち 上が り 、 復興

市街地再開発 ・ 土地区画整理事業が実行 さ れて流動性 の 高 い 地 区状況 を作 り 出 し て い る O

2 ) 居住者が選ぶ住 ま いの影と ま ち と 建物の評値

安井地区 と 津門 地 区 を 調査対象 に し て マ ン シ ョ ン 居住世帯 に 2 ， 000票、 戸 建 て住宅岩住

者 に 1 ， 000票 の ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配布 、 郵 送 回 収 を 依頼 し た 。 回 収数 は マ ン シ ョ ン 居住世

帯で380票 ( 回 収率19 . 0% ) 、 戸 建 て 居住者380票 ( 回 収率38 . 0 % ) だ、 っ た 。 戸建 て の 回答

者 は 6 訴が60歳以上で、 無職 と 専業主婦が 6 割 だ、 っ た 。 マ ン シ ョ ン 居住者で は60歳以 上 は

2 割 に 過 ぎず、 専業主婦 と 無職 を 合 わ せ る と 4 割 で あ っ た 。

住宅の選択

〔戸謹て住宅居住者〕 戸建て住宅居住者 の 9 割 は 西宮市で の窟往歴が10年以上あ っ た 。

震災以前 に 建設 さ れ た 戸建て住宅 (既存住宅) に 住 んで い る 回答者 と 、 震災後 に 建設 さ れ

た戸建て住宅 (新築住宅) に 住 ん で い る 回答者の割合は半数ずつ で あ っ た 。 震災後 も 震災

前 と 同 じ 場所 に 住 ん で い る 戸 建 て 住 宅 の 回 答者249 人 の う ち 、 家 を 新 築 し た の は 90 人

(36 . 1  % ) で あ っ た 。 新築住宅 に 住 む 自答者188人の う ち 54人 (28 . 7% ) は 西宮市内 の ほ

かの場所か ら 移動 し て い た 。

新築住宅 に 住 む 人 の住宅選択 の 違 い を 既存住宅 に住 む 人 の住宅 と 比較す る と 、 構造で は 、

新築住宅 に 住 む 人が木造住宅 を 選 ん だ割合は54 . 8% で既存住宅 よ り 2 割少 な く 、 鉄骨住宅

に 住 む人が26 . 1 % で1 5 . 2 ポ イ ン ト 増加 し て い る O

(表 9 - 17) 戸建て 住宅の構造 (%)
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ま た 、 新築住 宅 は 3 階建 て が26 . 1 % あ り 、 既存住宅 よ り 14 . 7% 増加 し て い る O 新築住宅

の敷地面積の100m2未溝で あ る 割合が50 . 0% で 、 既存住宅 よ り l割増加 し て い る O さ ら に 、

玄 関周 り に あ る も の を 比較す る と 、 新築住宅で は 駐車ス ペ ー ス があ る 割 合 が66 . 0% で既存

住宅 よ り 2 割増加 し て い る が、 玄関周 り の庭 に つ い て は38 . 8% と l 割減少 し て い る O

新築住宅 と 既存住宅 に 住 む 人 そ れぞれ に 「あ な た の お住 ま い は 西宮 ら し い と 思 い ま す か」

と い う 間 い に 「高官 ら し い 」 と 答 え た の は 、 新築住宅で42 . 6% 、 既存住 宅 で51 . 1 % だ、 っ た 。

い ずれ も 4 割が 「 わ か ら な いJ と し て い た。

〔 マ ン シ ョ ン居住者〕 マ ン シ ョ ン 岩住者の う ち 、 分譲マ ン シ ョ ン を 所有 し て住 ん で い る

の は207人 (54 . 6% ) 、 賃貸マ ン シ ョ ン に住 ん でい る の は 138人 (36 . 4 % ) 、 分譲マ ン シ ョ ン

を 借 り て 住 ん で い る の は 10人 (2 . 6% ) で あ っ た 。

マ ン シ ョ ン 居住 者 は 、 西宮市での居住歴10年以上 の 人 (既住者) と 10年未満の 人 (新来

者) は ち ょ う ど半数ずつ で あ っ た 。 既住者が所有 し て い る マ ン シ ョ ン に住 む割合は63 . 0 % 、

新来者 は46 . 0% で刀打 少 な か っ た 。 賃貸マ ン シ ョ ン に住 む 割合 は 、 新来者が43 . 9% 、 既住

者が29 . 2% で、 新来者が14 . 多 か っ た 。

既住者でマ ン シ ョ ン 居住 の 人の う ち 、 賃貸マ ン シ ョ ン 居住者の42 . 1 % 、 分譲マ ン シ ョ ン

居住者 の う ち 50 . 4 % が震災後 に建て ら れた マ ン シ ョ ン (新築マ ン シ ョ ン ) に 住 んで い た 。

す な わ ち 、 既住マ ン シ ョ ン 居住者の ほ ぼ半数が新築マ ン シ ョ ン に 移 り 住 ん だ と い う こ と が

わ か る O

新来者で 賃 貸 マ ン シ ョ ン 間住 者 の 54 . 9 % は 既 存 マ ン シ ョ ン に 住 ん で い た が、 分譲マ ン

シ ョ ン の居住者 で は87 . 9% が新築マ ン シ ョ ン に住 ん で い た 。 震災後 に 西宮 市 に転入 し て き

た 人の う ち 、 賃貸マ ン シ ョ ン に転入 し た 人 は特 に 震災後 に建て ら れた マ ン シ ョ ン を 選 ん だ

わ け で は な い が、 分譲マ ン シ ョ ン に転入 し て き た 人 は新築マ ン シ ョ ン を 選 ん だ と い え る O

マ ン シ ョ ン の外捕 え な どの設備 は 、 分譲 と 賃貸 で は か な り の惹があ り 、 分譲マ ン シ ョ ン

の 居住者の 半 数以上が 「あ る 」 と 答 え た も の に は 、 駐車ス ペ ー ス (96 . 7 % ) 、 生垣 や 植 え

込み (93 . 9% ) 、 フ ェ ン ス (68 . 2% ) 、 立派な エ ン ト ラ ン ス (73 . 8% ) 、 大 き な 木 (52 . 8% )

で あ る の に対 し て 、 賃貸マ ン シ ョ ン 居住者が 「 あ る 」 と 答 え た 割 合 は 低 い 。 中 で も 差が大

き い の は立派な エ ン ト ラ ン ス (差が59 . 3% ) 、 生垣や 植 え 込み (差が36 . 0 % ) で あ っ た 。

自 ら の住 ま い が 「西宮 ら し い」 と 思 う か ど う か の 向 い に は 、 分譲マ ン シ ョ ン の居住者の

半数以 上 は 「西宮 ら し い」 と 答 え 、 わ ず か で は あ る が新来者 の 方の率が高 か っ た 。 「西宮

ら し く な い」 と い う 答 え は 、 既住賃貸マ ン シ ョ ン 居住者で 1 割み ら れた が、 他の居住者の

問答の割合は き わ め て低か っ た 。 「 わ か ら な い」 と す る 回答 は 半 数 を 占 め た 。

震災後 に 建 っ た マ ン シ ョ ン と 戸建て住宅が一西宮 の ま ち な み に合 っ て い る か ど う か を たず

ね た と こ ろ 、 震災後 の マ ン シ ョ ン や戸建て住宅が西宮 の ま ち な み に合っ て い る と 答 え た割

合 は 3 割 に満 た な か っ た 。

西宮 に は どの よ う な マ ン シ ョ ン が似合 う かの 間 い で は 、 7 割以上が 「敷地内 の繰が豊かJ
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を あ げた 。 5 割以上が 「建物 が 百 を 引 く デザ イ ン」 を あ げ た が、 既住戸建 て 住宅居住者 は

1 割 し か賛 同せず、 他の どの項 目 よ り 低か っ た 。 新来賃貸マ ン シ ョ ン 居住 者 の 5 割 は 「規

干莫の4、 さ な マ ン シ ョ ン」 を あ げて い た。

戸建て住宅 に つ い て は 、 戸建て住宅岩住者 と マ ン シ ョ ン 居住者 と の 回答 に 大 き な 差 は み

ら れず、 「 プ ラ ン タ ー や花壇の草花があ る 家J ， '塀がな く ガー デニ ン グが よ く 見 え る 家」 、 「生

坦や石垣の あ る 家J が西宮 の ま ち に合 っ て い る 家 と さ れた 。

3 ) こ れ か ら の西宮の ま ち

震災後、 西宮市 の 人 口 は ダ イ ナ ミ ッ ク に移動 し 、 震災以降転入 し た 人 口 は 4 割 に お よ ぶ。

こ れ ら の 人 口 の受け入れは 主 に 賃貸 お よ び分譲マ ン シ ョ ン で あ っ た。 賃貸マ ン シ ョ ン は、

小規模で戸建て住宅が並ぶ ま ち に な じ み や す い も の で あ っ た が、 分譲マ ン シ ョ ン は 、 震災

後大規模敷地の 売却 、 更新が進み 、 そ の 結果 と し て立地 し た も の で あ り 、 規模、 高 さ と も

に 大 き く 、 地域の居住環境や ま ち な み に 与 え る 影響 は大 き い 。

こ の よ う に 、 新 た に供給 さ れ る 分譲マ ン シ ョ ン は 、 こ れ ま で の住宅地西宮 と し て の環境

の担保 に よ り 人気があ り 、 転入者は増加傾 向 に あ る O し か し 、 ア ン ケ ー ト の結 果 を み る と 、

自 ら 住 む住宅 は 、 住宅地 と し て の住環境の担保 に か な ら ず し も 役立 っ て お ら ず、 む し ろ 同

じ も の が 隣 に 建 た な い で、 ほ し い と 感 じ て い る 場合 も 見 ら れた 。 良好 な 住宅地 と し て の 持続

性 は 、 そ の 住宅地の評価が高 い ほ ど守 り に く い も の に な っ て い る こ と を 、 居住者 と 行政は

認識 し な く て は な ら な い と 考 え る O

9 . 淡路 ・ 一宮田T-街路整備 に よ る 交通環境への影響
(流通科学大学 ・ 三谷チ ー ム )

三谷チ ー ム は 、 津名郡一宮町の郡家地区 、 江井地区 の 定点観測 に 加 え て 、 2003年度は復

興街路整備 に よ る 地 区内街路 の 通行環境 に お よ ぼす影響 に つ い て の調 査 を 行 っ た。

定点観測 の た め に 対象地区 内 を 歩 い て い た り 車で通行 し た り し て い る と 、 以前 よ り も 危

険 な 交差点が増 え て い る よ う に 感 じ ら れ、 そ れ ら の多 く は復興 に と も な う 倍路整備が進め

ら れて い る 地点 に多 か っ た た め で 、 単路部 と 交差点部 に つ い て交通環境 の 変化 を 把握 し 、

問題個所 の 抽 出 、 対応策 の検討、 街路整備の あ り 方 に つ い て の基礎情報の調査 に取 り 組ん

だ。 交差点構造 な どは現地で計測 し 、 車 の 通行速度 は ス ピ ー ド ガ ン で特定 し た 。

詳細 な 分析 は 今後進め る こ と に し て い る が、 今回 の調査で浮 か ん で、 き た 問題点 は 次の よ

う な こ と があ げ ら れ る O

i ) 単路部 に お い て は 、 通行環境が改善 さ れた た め 、 平均 で約 1 . 3倍 の 走行速度 の 上昇

が見 ら れた 。 特 に 、 整備後 「歩道 な し」 の路娘で は 、 整舗後 「歩道あ り 」 の路線に よヒ

ベ て 速度 そ の も の は小 さ い も の の増加率 は 歩道 あ り を よ 回 っ て い る O こ の こ と は 、 歩

車分離 さ れ た 路線 よ り も 歩者分離 さ れ な い 「歩道 な し」 路椋で の速度上昇量が多 い こ
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と を 示 し 、 通行性能向 上 の 一方で通行安全上 の 問題が発生す る こ と が懸念 さ れ る 。

ii ) 交差点部 で は 、 幅員 ギ ャ ッ ブ (主道 と 従道の交差道路の幅員差) 指標値は 2 倍か ら

3 倍増 加 (悪化) し 、 急制動時余裕距離指標値 は 自 動車 に 対 し30%程度悪化 し て い る

が歩行 者 に 対 し て は ほ と ん ど変化が見 ら れな か っ た 。 主道測 の通行安全性 に 関 し て は 、

特 に 自 動車 に 対 し て従道側 か ら の飛 び出 し に よ る 事故の可能性が増加 し た と 考 え ら れ

る O
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第九章
都市 イ ン ブ ラ



は じ め に

5 月 に 出 の 中央防災会議が東海地震への対策大綱 を 発表す る な ど、 阪神 ・ 淡路大震災か

ら 9 年 目 の 2003年度 は 、 東南海、 高海地震 な ど、 近 く 発生が懸念 さ れ る 大地震への対策が

真剣 に論 じ ら れた 年 で あ っ た。 復興は着実 に 進 ん だが、 震災 9 年 を 経て も 、 い ま だ に復 旧

を 続 け る イ ン フ ラ も あ れ ば、 必死 な復興 に 水 を 差す よ う な 手抜 き 工事が表面化す る な ど、

多様 な 占年で も あ っ た。

電気は都市機能 の麻庫 を 防 ぐ電力施設づ く り な ど信頼度 の 向上 を 図 り 、 ガス も 災害 防止

に 最 適 な マ イ コ ン メ ー タ ー 化 を ほ ぼ100 % ま で完成 さ せ た 。 震災で、管渠が傷 ん だ、水道や 下

水道 も 、 耐災性の強 い管への切 り 替え や 、 地道 な 被災調査 を 続 け た 。 し か し 、 新 し い道路

や 、 新:駅の主主場 な ど 明 る い 話題の 多 か っ た道路や鉄道 で 、 高架橋工事で規定 よ り 短い ボル

ト を 打 ち 込 ん で い た 手抜 き が発覚、 多 く の 人 に 失望 と 衝撃 を 与 え た 。

新 聞や テ レ ビ、 ラ ジ オ は 、 今年 も 震災10年 に 向 け て 関連報道 を 続 け た 。 ポ ー ト ア イ ラ ン

ド第 2 期への企業 の進 出 は 今年 も 目 立 っ た 。 神戸空港 も 、 4 月 に 行 わ れ た神 戸市議選で、

空港反対 派が議席 を 減 ら す 中 、 埋 め 立 て の30% が完成。 タ ー ミ ナ ル ピ ル の概要が公表 さ れ

る な ど、 2005年秋の供用 開始へ着 々 と 歩 ん だ。
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l 第一節 生活イ ン ブ ラ

1 . 電気
近代生活は 電気 を 基本 と し て営 ま れて い る 、 と 言 っ て よ い だ ろ う O 明 る さ を 送 る 照 明 、

快適 さ を 調整す る 冷暖房、 家事の根本 と な る 調理、 洗濯。 そ れ に ラ ジ オ 、 テ レ ピやパ ソ コ

ン な ど、 情報 も 電力供給が途絶 え る と 無能力 に な る O さ ら に交通、 医療… 。 阪神 ・ 淡路大

震災は電力 の諸施設 を 直撃 し た た め 、 電気 を 基本 に し た 近代生活 を 壊滅状態 に 陥れ た 。

未曾有の揺れは 、 わ が聞 の 電気事業 の 長 い 歴史 の 中 で も 最大級の損害 を 電力 供給設備 に

与 え た 。 被 害 は 阪神 聞 を 中心 に 淡路 島 か ら 大阪府北部 に ま で 及 び、 関西電力 の発電所、 変

電所、 配電線な ど に 影響 し 、 約260万世帯 を 停電 さ せ た 。 日 常生活以外で も 防災活動 な ど

に不可欠な 電気だ け に 、 復 旧 は 一刻 を 争 っ た 。 余震の危険、 倒 壊家屋の妨害、 交通渋滞 な

ど、 立 ち は だか る 難問 の 中 で も 関西電力 は作業 を 続け 、 発生 6 日 後 に は応急送 電 を 行 う ま

で復旧 さ せ た 。 地震発生直後 に 第一 の 目 標 に掲 げ た 「応急送電」 は 、 2 ヵ 月 後 に は 「仮復

旧」 に 、 3 ヵ 月 � 1 年後 に は 「本復旧」 へ の 道程 を 辿 り 、 そ の後 は 街づ く り と も 連携 し た

「本格復興J と い う 新 た な段階 に 進 ん だ。

〔復興再開発 に も 寄与〕

関 西電力 で は 、 被災時 に 電気温水器 に 予 め昨め て お い た湯 を 利 用 者 に供給で き た こ と な

ど、 震災で得た教訓 を 生か し 、 2003年度 も 新 し い 電力 設備づ く り な ど、 様 々 な 提案活動 を

展 開 し た。 震災で の 反省 か ら 社内 の 防災体制 の 整備 も 図 り 、 震災時 に 半壊 し た神戸関 電 ピ

ル を 、 災害 に 強い 設計 ・ 地域防災の コ ン セ プ ト を 取 り 入れ、 2000年 3 月 に 「電力 防災拠点

ピ、 ル」 と し て 生 ま れ変 わ ら せ、 新 し い ピ ル の ラ イ ト ア ッ プが復興 し た神戸の 町並み を 照 ら

し 続 け た 。

利 用 者 に 直接、 電気 を 供給す る 配電設備 は 、 震災以降、 街の復興 に 合 わ せ て顧客の ニ ー

ズ を 反映 さ せ た 復興改修 を 行 っ た 。 架空、 地 中 配竜設備で は 、 改修は ほ と ん ど完了 し た た

め 、 2003年度は復興再開発等の大規模 開発や 、 電気の供給信頼度の 向 上 に 寄与す る 配電系

統運用 シ ス テ ム 機能 の 強化 を 続 け た 。

大規模 開 発地 で は 「防災都市機能 を 補充す る 電力基盤の構築」 を 目 標 に し た 。 こ れは 震

災 な ど に よ り 、 防災拠点 と な る 都市機能が麻揮 し な い た め の電力施設づ く り で 「高 品 費 、

高信頼度 の 電力 の提供J r都市景観 に 調 和 し た 電力供給 シ ス テ ム の構築」 を 理念の 中 心 に

置 い た 。 大規模 開発地 は 「建物 の規模が大 き い 、 電力需要 も 安定 し て い る 、 地 中化 の 要件

を 満 た し て い る j の諸点か ら 、 電線共同 溝 に も 参画 し 開発地内 の 地 中化 を 進 め た 。 2003年

度 も 前年 同様、 JR 六 甲 道駅南、 新 長 田 駅南、 阪急西宮 北 口 駅崩辺、 阪神尼崎駅前 の 各 再

開 発 な ど に 参画、 供給信頼 度 の 高 い 「特別高圧常予備受電方式J な ど を 導入 し た が、 今後
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も 都市機能 に 対応、 し た信頼 さ れ る 電力 供給 を 目 指す計画で い る O

「強 い 電力 設備づ く り 」 で は 、 最新の IT 技術 を 採用 し た 「高度配電 自 動化 シ ス テ ム 」

の 導入 を 進 め 、 「配電系統の高速多段融通機能の 開発J r電力系統監視制御 シ ス テ ム の連係」

を 実現 し た 。 「配電系統の高速多段融通機能」 は 、 停寵発生時 に 、 今 ま で 以 上 に広 く 周 囲

の系統か ら 電力 を 高速で 自 動融通 さ せ る 機能。 「電力 系統監視制調 シ ス テ ム の 連係」 と は 、

変電所構内 で停電が発生 し た 時 に 、 変電所か ら 配電線系統 に 至 る ま で の 一 連 の復旧操作 を

自 動実行す る こ と で、 変電所が停電 し た時の停電時 間 を 大幅 に 短縮す る こ と がで き る も の O

こ の シ ス テ ム を 取 り 入れ た こ と で、 震災な どの非常災害時 に 、 直接電気 を 供給す る 配電設

備が健全な 箇所 に つ い て は 、 い ち 早 く 電気 を 供給す る こ と が可能 に な っ た 。

ト ピ ッ ク ス

2003年 8 月 に 、 ニ ュ ー ヨ ー ク な ど北米東海岸 化 を 検討 して い る 。 地震や洪水な どで倒壊や浸水

を 襲 っ た 大規模停 電 は 、 米国民 に 9 ・ 1 1 を 思 い の被害 を受けた池域では、 被害に 応 じ て電力 の消

出 さ せ、 わ が国で も 改め て 電力 の影響 を 再認識 費量が落ち る と 考え ら れる こ と に着 目 した。

さ せ た 。 そ ん な 中 で 、 地震 な どの災害発生 時 に 阪神 ・ 淡路大震災の際の潟西電力 神戸支出管

電力 の消費量の減少か ら 建物被害が素早 く 掴 め 内64地域の電力消費量の変化 と 、 建物の全壊 ・

る シ ス テ ム が完成 し た 。 人 と 妨災未来セ ン タ ー 火災率 と の 因 果関係 を 分析 し た 結 果 、 西宮市の

と 東京大学生産技術研究所の グ ル ー プが開発 し 香櫨国変電所管内で電力消費量の減少が31 % な

た も のO の に建物の全壊率 も 32% と 、 ほ ほ同 じ 数字で、

阪神 - 淡路大震災で被害把握の遅れた こ と か ら 、 他の地域 も 同 じ と い う 結果が出 た 。 グ ル ー プは、

国 は震度 か ら 被害 を 推測す る シ ス テ ム を導入 し た こ の デー タ を 恭に電力消費量の減少幅 と 建物被

が、 被害を 直接把握で き る シス テ ム は初めて。 中 寄の 関係式 を つ く り 、 消費量減少帽 を 入 力 す れ

央防災会議 も 効力 を認めてお り 、 2 年以内 の実用 ば被害が測定で き る シ ス テ ム

2 . ガ ス
震災 に よ っ て被害 を 受 け た ガス の復旧 は 、 2003年度 も 地道 に進め ら れ た 。 9 年前 の 阪神

大地震 は 、 ガス を 通 じ て 市民生活 に 襲 い か か っ た 。 そ の 日 早朝、 大阪ガス の対策本部 に は 、

各地か ら 危険 な ガス 漏れの連絡が殺到 し て い た O し か し 、 ガス を 停め る と 厳寒の最 中 に 市

民 の 暖房 、 調 理 の 手段 は 失 わ れ、 心 身 の 疲労 を 和 ら げ る 温かい風呂 さ え無 く な る O し か も 、

ガス は 一旦停 め る と 復 旧す る ま で に 時 間 を 要す る と あ っ て 、 対策本部 は 胃 液が逆流す る よ

う な 重大な 決断 を 迫 ら れて い た 。 や が て 、 午前日時30分、 供給停止 に 踏み切 り 、 神戸市 を

中 心 に し た 阪神 間 約86万戸 の ガス が止 ま っ た 。

た だ 、 不 幸 中 の 幸 い は 、 製造所、 高圧幹線な ど基幹設備への影響がな か っ た こ と で あ っ

た 。 ま た 、 裏波溶接鋼管や ポ リ エチ レ ン 管 に被害 は 少 な く 、 被害の大半は 低庄の現設導管

に 集 中 し 、 特 に ネ ジ継手が中 心 と な っ た 。 厳 し い作業環境だ、 っ た が、 85 日 後の 4 月 1 1 日 に
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は 、 家屋の 倒 壊 な ど に よ り 連絡の取れな い ケ ー ス を 除い て 、 復 1 8 を 完了 さ せ た 。 そ の 問 、

風呂 を 失 っ た 市民 は よ う や く 聞 い た公衆浴場や 、 浴場 を 開放 し た郊外の ゴ ル フ 場 に走 っ た

の で あ る O

l 戸 ご と の ガス を 自 動遮断す る マ イ コ ン メ ー タ ー が、 ガ ス 漏 れ に よ る 2 次災害の 防止 に

撞め て有効であ る こ と が分 か る な ど、 震災は貴重 な 教訓 を 数多 く 残 し た 。 ①発生初期 に ブ

ロ ッ ク ご と の 地震動や主要 ラ イ ン の 導管圧力 の情報を 、 無線 な どで収集 可 能 に す る ②地震

動 が一定値 (SI 億60 カ イ ン ) 以 上 に な っ た 時、 低圧 ガ ス の供給が 自 動 的 に 1と ま る 遮断 シ

ス テ ム を 構築す る ③地震動 の 規模 に 応 じ た 、 き め細 か い ブ ロ ッ ク の供給停止 ・ 継続がで き

る よ う に ブ ロ ッ ク を細分化す る な どが今後の 課題 と な っ た 。 震災の被害や復旧 の経験 を

基 に 、 1996年 に は 、 「予 防J r緊急、J r復旧」 の 3 点 か ら な る 「地震対策 5 ヵ 年計画J が策

定 さ れ、 2000年度 に すべ て完了 し た が、 2003年度 も 引 き 続い て万全の対策が施 さ れた 。

(表 1 ) 今後の地震対策

チ授の品吉宗ifi器

地震に伊 予 措 対 策設官協

二次災害め 緊 急 時 対 ÞE\ 諜関 投

当1期の
務織内閣 復 国 対 策

tjス設備の樹震性のさ らなる向上
- 製造設犠
・ 供給設備

技務総発

f警報収集機能の強化
供給停止システムの湾構築
通信システム の強化
地幾被害予j郎システムの潜築

マニ ュ アJむの整備
復18セクターの設定
受付機袋、 誌報活動の強化
兵絡機能の強化
顧客支援
技術開発

(大阪 ガ ス 資料)

「予防対策」 は 文字通 り 地震 に 強い 設備づ く り で、 中圧導管 で は 継手部の補強や取 り

え を 実施 し 、 低圧導管 で は 耐震性 に 優 れ た ポ リ エ チ レ ン 管やGM管の 導 入加速 を 行 い 、 既

設管 も 計画 的 に ポ リ エ チ レ ン 管等 に 入れ替 え 、 内 管 に は ポ リ エチ レ ン 管 、 ガス 用 ス テ ン レ

ス 鋼 フ レ キ シ ブル 管 を 使用 す る ー な どで あ る o 5 カ 年計画の推進 に よ り 、 震災当時、 敷設

延長約1 ， 200km中 、 低圧 ガス 管 に 占 め る 割合が、 約 3 % に過 ぎ な か っ た ポ リ エ チ レ ン 管 の

総延長 は 、 2003年度末で7 ， 584 km に ま で延 び、 低圧 ガス 管 に 占 め る 割合 も 約20 . 0% に 増 え た 。
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〔 マ イ コ ン メ ー タ ー の普及率 は ほ ぼ1 00 % に 〕

「緊急対策」 は 2 次災害の 紡止で、 被害地域の ガス の供給 を 停止 し被害 の な い地域 に ガ

ス を供給す る ハ ー ド、 ソ フ ト と し て、 次の 4 項 目 に取 り 組ん だ。 第 1 は 「地震計の増設」 で、

震災時 に 34 ヵ 所だ、 っ た地震計 を 238 ヵ 所 に増や し て デー タ も 細密 に し 、 供給の停止、 続行 を

速や か に 判 断で き る よ う に 改 め た 。 コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 自 動入力

さ せ、 導管の被害状況の 早期把握 を 可能 に し 、 さ ら に 、 地震計の測定値 を 元 に メ ッ シ ュ ( 1

(図 1 ) ガ ス の供給停止 シ ス テ ム

猿渡5�号以上 の地震を感知した
ら 、 マイコンメーターがお客さま容
のガス?を直ちに止めます。
ガスメーターの99 %以上がこのマ

イコンメーターです。

地震計の鐙が-jf{60カイン〉以
上 になった地域j求、 5万戸単位で
護思議{ガスの圧力を変える裟
霊童)がガスを 自 動的に止めます。
すべての整任務(2806 ヶ}がこの

機能を持っています 。

ガス驚に大きな被号撃が出て、 緊急
にガス停止が必要な地主義 iふ 10li
戸単位で大級ガスからの遠隔操
作でガスを止めます。
すべて の や ffA整ff器(346ケ〉がこ

の機書告を持っています。

(大阪 ガ ス 資料)

メ ッ シ ュ 300 m ) 単位で の 導管 の被害、 建物倒 壊数 を 推定す る こ と がで き る よ う に 「被害予

測 シ ス テ ム 」 も 作 り 替 え た。 入力 済 み の 地燥の特性や、 木造建造物 な ど の 数値 を 生 か し て 、

地震発生後約15分で全エ リ ア (約 3 万 メ ッ シ ュ ) の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 可 能 に し 、 巡 回 点

検す る ブ ロ ッ ク の 擾先順位や修繕体制 ま で検討で き る よ う に し た 。 そ の上 で 、 新 た に 供給

を 停止か ら 復 旧 ま での 日 数な ど を 試算す る 「供給停止判断支援 シ ス テ ム J も 節 り 上げ た 。

次が、 「供給遮断 シ ス テ ム の 再構築」 で 、 従来 は ス ー パ ー ブ ロ ッ ク 遮断 シ ス テ ム (全供

給地域 を 8 分類) と マ イ コ ン メ ー タ ー 遮 断 シ ス テ ム ( 1 戸 ご と ) の 2 段階 だ、 っ た が、 5 カ

年計画で新 し く ミ ド ル、 1) ト ル ブ ロ ッ ク の 2 速断 シ ス テ ム を 加 え た。 2003年度で遠隔遮断

装置 ( 中 圧 A ガパ ナ に設費) は346 ヵ 所 に 、 感震遮断装置 ( 中 圧 B ガパナ に 設置) は2 ， 806 カ

所 に増 え た 。 震災時 に 防災面で威力 を 発揮 し た マ イ コ ン メ ー タ ー (各戸へ の ガス を感震セ

ン サ ー で遮断す る 装置) の 導入 も 進め 、 震災前75% だ、 っ た 普及率は前年 よ り 0 . 4% ア ッ プ し 、

2003年度末で99 . 5% と 概算で100% ま で に進め た 。

第 3 は 「 ブ ロ ッ ク の細分イし で 、 低圧導管網 に ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と で ブ ロ ッ ク 単位 の

供給の停止 ・ 継続が可能 に な り 、 小範囲への対応がで き る よ う に な っ た 。
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最後の 「 緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強化」 は 、 今度の震災の よ う な 大災 害 の 場合、 発生

時 の災害情報の 収集、 靖報発信は大阪 ガス の本社 中 央指令室で行 う が、 災 害 が本社近郊で

発生 し 、 本社の 緊急操作用通信設備や コ ン ピ ュ ー タ ー機能 に ま で被害が及ぶ よ う な ケ ー ス

に は 、 命令系統が壊滅す る 危険 に 舗 え 、 パ ッ ク ア ッ プ機能 を 持つ サ ブセ ン タ ー を 京都市内

に 建設 し 、 1998年 3 月 か ら 稼働 し て い る O

(表 2 ) 主 な 地震対策の進捗状況 (2004年 3 月 末実績)

地震対策項 目 j 震災当時 5 カ 年計画 平成16年 3 月 末進捗
ポ リ エチ レ ン 管 の - 敷設延長 約 1 ， 200km - 計倒 的 に 普及促進 - 延長 約7， 584 km
普及促進 - 低圧 ガス 管 に 占 め る - 平成10年 か ら は新設の依庄ガ - 割合 約20%

ポ リ エチ レ ン管の割 ス 管は すべてポ リ エチ レ ン 管
ぷ口込 を 適用

地震計の増設 設置数 34カ 所 約224 カ 所 に増設 - 設置儀所数
238 カ 所

マ イ コ ン メ ー タ ー 全体の普及率は約75% - 家庭用 は王子成 8 年度 中 に設霞 - 普及率約99 . 4 %
の普及促進 完了

- 業務用 は平成11年度 中 に設置
完了

供給ブロ ッ ク の細 • 55フ守口 ッ ク • 120ブロ ッ ク 程度 に細分化 • 126ブ ロ ッ ク
分化

供給遮断 シ ス テ ム ス ーパ ー ブ ロ ッ ク (供 - 仁þ )正 A ガパ ナ (約300 カ 所) - 遠隔遮断装置
の構築 車合 エ リ ア を 8 つ に 12<: に遠隔遮断装置 を設置 346 カ 所

分) のみ遠摘遮断装震 - 中圧 B ガパ ナ (約2 ， 700 カ 所) ! ・ 感主要遮断装霊
! を設置 に感震遮断装震 を設置 2 ， 806カ 所

緊急時通信指令シ - 中央指令サブセ ン タ ー を 建設 - 可搬衛星通信設備
ス テ ム の強f七 • -pT搬衛星通信設備; 慨通信車 を 2

(大阪ガス資料)

大 阪 ガス の兵庫地区 ( I日兵庫支社管内 。 豊 岡市 を 除 く 兵庫県全域) の 取 り 付 け メ ー タ ー

数 は 、 震災前の 1994年12月 の家庭用 125万3 ， 700戸が、 震災発生直 後 に は 12万戸 も 減少、 そ

の後、 順調 に 回復 を 続 け 、 2003年 3 月 に は 145万2 ， 400戸 と 震災前の116% に ま で廃 り 、 業

務用 も 震災前 と 比較 し て 108% と 増 え 、 工業用 も 1 1 1 % ま で 回復 し た 。

(表 3 ) 兵庫地区の取付 メ ー タ ー 数

震 災 尉 滅失戸数例年12月

家 庭 用 1 ， 253 . 7  120 . 4  

業 務 用 53 . 2  5 . 5  

工 業 用 3 . 8  0 . 5 
l口込 言十 1 ， 310 . 7  126 . 4  

現 1犬 震 災 刻
04:!J三 3 月 まま 異

1 ， 452 . 4  1 98 . 7  

57 . 6  4 . 4  

4 . 2  0 . 4  

1 ， 514 . 2  

(千戸)

震災前比率

116% 

108% 

1 1 1%  

(大絞 ガ ス 資料)
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(表 4 ) 行政区月IJ取付 メ ー タ ー 数 (災害救助法適用 自 治体)
(千戸)

震
94年
災
12

前
月

現 j大 震 災 前 震災前比率04年 3 月 差 異
宝 塚 市 75 . 7  4 . 9  90 . 3  14 . 6  1 1 9%  

川 西 市 39 . 1  0 . 7  50 . 9  1 1 .  8 130% 

伊 丹 市 61 . 1  1 . 7  73 . 1  1 2 . 0  120% 

尼 崎 市 206 . 8  4 . 0  226 . 9  20 . 1 1 1 0% 

関 宮 市 172 . 5  23 . 8  204 . 5  32 . 0  1 1 9%  

芦 屋 市 37 . 6  5 . 9  42 . 3  4 . 7  1 1 3%  

; 神 戸 市 626 . 6  84 . 4  694 . 9  68 . 3  1 1 1 %  

東 灘 区 86 . 6  1 9 . 6  96 . 6  1 0 . 0  1 1 2%  

灘 区 63 . 5  15 . 8  68 . 9  5 . 4  109% 

中 央 区 70 . 5  7 . 2  80 . ]  9 . 6  1 14%  

兵 庫 区 l 63 . 2  12 . 0  64 . 0  0 . 8  101 % 

長 田 区 64 . 6  19 . 6  57 . 4  同7 . 2 89% 

須 磨 区 70 . 6  9 . 1 74 . 1  3 . 5  105% 

垂 水 区 88 . 1  0 . 8  98 . 7  1 0 . 6  1 1 2%  

尚南 [5z 52 . 4  0 . 1  75 . 1  22 . 7  143% 

jヒ 区 67 . 1  0 . 2  80 . 0  12 . 9  1 1 9%  

明 石 市 66 . 8  1 . 0  85 . 6  18 . 8  128% 
よ「込1 計 1 ， 286 . 2  126 . 4  1 ， 468 . 5  182 . 3  1 1 4% 

(大阪ガス 資料)

兵庫県下の 災害救助法適用 自 治体の取付 メ ー タ ー 数 は 、 震災前後で (表 4 ) だ、 っ た が、

神戸市の長 田 区 だ け が震災前 の 数字 に 田復 し な い状態 を 続け て い る O

神戸市 と 大阪 ガス は 、 1 人暮 ら し の高齢者宅 の ガ ス 使用料 を メ ー ル で連絡 す る こ と に よ

り 、 安否確認 に役立て る サ ー ビ ス を 前年度か ら 始め た 。 東灘区 の a部で試験的 に ス タ ー ト

し た が、 民生委員 が I 軒ずつ 訪 問 す る “人海戦術" を IT 技術で補 う も の で 、 全国初 の取

り 組み 。 将来 は対象地域 を 拡大 し 、 震災復興住 宅 な ど に 住 む被災高齢者への 活用 も 期待 さ

れて い る O 大 阪 ガ ス が開発 し た通信機能付 き ガス メ ー タ ー と 電話 回線 を 利用 し 、 同社の24

時 間監視セ ン タ ー がガス使用 量 を チ ェ ッ ク し 、 デー タ を 最寄 り の在宅介護セ ン タ ー に メ ー

ル で送信。 ガス の使用量;がゼ ロ か、 あ る い は極端 に 少 な い場合 に 、 見守 り 推進員が駆け付

け る 方式で、 こ の デー タ は離れ て 暮 ら す家族の携帯電話 に も 送 る こ と がで き る 。

3 .  上水道
上水道 も 地震 で大 き な 被害 を 蒙 っ た 。 阪神 間 の 各市の水道施設 は 、 い ずれ も 大 き な 影響

を 受 け 、 ほ ほ全域で断水が起 き た 。 施設の損傷や 板神水道の 送水停止 に よ る も の だが、 断

水が長ヲ ! い た 最大の 原 肉 は 、 配水池や送水 ト ン ネ ル の損壊で は な く 、 地震の 揺 れ に対す る

給 ・ 配水管の 弱 さ に あ っ た 。 古い水道管 を材質の優れた ダ ク タ イ ル鋳鉄管 に 交換す る 工事

を 長年続け て 来 た神戸市で も 、 管 と 管 と の接続部が外れる 「継手の抜け」 が多 く 発生 し 、

734 第九寧 @ 都 市 イ ン フ ラ



こ れが被害 を 大 き く し た 。 ま た 、 緊急時 に必要 と す る 水量 は 時 間 の経過 と と も に増加 し 、

タ ン ク 準 に よ る 運搬給水 も 、 日 を 追 っ て 増 加す る 使用 量 に 対 応 で き な い こ と ーな どが分

か っ た 。 神戸市水道局 は 震災直後 に 「神戸 市水道施設耐震化基本計画」 を 策定 し 、 市民が

安心 し て水道 を 使 え る た め の 5 つ の計画 目 標 を 立 て 、 そ の後15年 間 の 謝震化事業 を 決め 、

直 ち に 実施 に 移 っ た 。

〔全市の92 % を ダ ク タ イ ル管に交換〕

水道管の耐震化が計画の 中心で、 2003年度 も 地震 に 弱い 非耐震の鋳鉄管 か ら 耐震性の 高

い ダ ク タ イ ル管への交換が続 け ら れた 。 I日 タ イ プの レ ベ ル 3 (非耐震管路) は 前年 よ り 8 . 0 km

減 っ て未転換 は349 . 9 km に な り 市全体 に 占 め る 割合 も 7 . 7% に な っ た 。 材質 の 優 れ た レ ベ ル

2 の ダ ク タ イ ル鋳鉄管 は 、 前年 よ り 17 . 2 km減 り 3 ， 013 . l km に な り 材質 ・ 構造 的 に最 も 優れ

た レ ベ ル 1 (耐震継手の ダ ク タ イ ル管や溶接継手の鋪管等) は 、 82 . 0 km増 え 1 、 157 . 4 km に

延 び、 全体の25 . 6 % を 占 め る ま で に な っ た 。 1900年 ( 明 治33年) に創設 さ れ た 時市 の水道

は 、 1958年 に は早 く も 管 を 取持 え る と い う 細や か な対応 と 努力が、 材 質 に 優れ た ダ ク タ イ

ル鋳鉄管の 全rtj比率 を 92 . 3% に ま で高 め た 。

(表 5 ) 配水管材質別延長の推移
( k凶
一一「

・ Level 3 (CIP，  ACP， VP等)
口 Level 2 (D IP) 1 970 

己 Level 1 (耐震形 DIP ， 鋼管)
1 980 

1 995 

2000 

2003 

。 500 1 000 1 500 2000 2500 3000 3500 4000 4500 5000 

(神戸市水道局資料)

神戸市の水道水の 4 分の 3 は 、 淀川 の水で あ る O 六 甲 山 中 を 縦断す る 2 本の 送水 ト ン ネ

ル を 通 じ て 取 り 入 れて い る が、 同 市 は 災害時 に 備 え 、 第 3 の ル ー ト と し て 「大容量送水管」

の建設 を 続け て い る O 震災時、 配水管 が 寸断 さ れた こ と に よ り 生活用水が止 ま っ た が、 こ

れ は 緊急時 に水 を 供給す る 配水池が、 市街地か ら 離 れて い た た め に交通網 の 寸断 も 加 わ っ

て水の供給 を 遅 ら せ、 震災後 の 完全復 旧 に 10週間以上 を 要 し た 。 そ の た め 、 同 市 は 1998年

か ら 総事業費450億 円 を 投 じ 、 芦屋市境 の 東灘 区 森南 町 か ら 兵産 区楠谷 町 の 奥平野浄水場

ま で の 13 . 7 km (本線) の 送水管建設 と 給水拠点の 整備 を 進 め た 。 単 に水 を 送 る だ け で な く 、

貯留機能 も 合わせ持 っ て い る た め 、 水 を 運搬 し給水す る こ と が難 し く な る 緊急時 に 、 市帯

地 の 防災拠点 と 結べ ば応急、給水が可龍 に な る し 、 ま た 、 配水、池が被災 し た場 合 に は直接配
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(図 2 ) 大容量送水管 の イ メ ー ジ図

(神戸 市水道府資料 )

水 に 切 り 替 え 、 早急 に水 を 送 る こ と も で き る O

2003年 3 月 に 「第 l 工区 (芦屋市境~ 住吉川左岸) J 約3 . 8 kmの送水管 と 、 災害時 に 地 下 に

貯留 し た飲料水を供給す る こ と ので き る 本山南、 住吉川 の応急給水拠点 2 ヵ 所が完成 し て お り 、

今後は、 2010年度の完成 を 目 標 に 、 奥平野浄水場ま での工事 を 進め る O こ の 「大容量送水管」

は、 将来は “水の大幹線" と し て大阪湾岸各市 と を 繋 ぎ、 相互広 域 を パ ッ ク ア ッ プす る シ ス

(図 3 ) 住吉J l I.li:坑での利用 イ メ ー ジ

テ ム に ま で発展す る か ら 、 災

害時 に は大 き な 威力 を 発揮す

る も の と 期待 さ れてい る 。

一方、 緊急貯留 シ ス テ ム の

整備 も 進ん だ 。 震災が発生す

る と 奥平野管理セ ン タ ー か ら

の指令 に よ り 、 配水池の 緊急、

遮断弁が 自 動 的 に 閉鎖 し 配水

が停 ま る O 遮断弁は 2 つ以上

の 池 を 持つ配水池の一方の池

に 設置 さ れて お り 、 も し 閉 鎖

さ れて も 残 り の 池 か ら の 配水

は続け ら れ、 消 火用水 な ど に

(神戸市水道局資料) 利用 さ れ る O 埋立地 な と々 配水

池 の な い場所で は 、 地 下 に 大型 の貯水槽 な ど を
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は市民 1 人あ た り 必要最低摂 ( 1 日 3 e x 7 日 分) の飲料水が確保 さ れ、 緊急の場合 に は

こ こ が運搬給水基地 と な り 、 貯留 さ れた水 は タ ン ク 車で周辺住民 に供給 さ れ る O 運搬給水

基地 は全市 に47 ヵ 所設 け る 予定だが、 2003年度 ま で に 、 す で に34 ヵ 所が建設 さ れた 。

ト ピ ッ ク ス

災害時 に地下水 を 簡単 に飲料化 で き る 生成 シ

ス テ ム が開発 さ れ、 防災の 日 の 9 月 1 日 に お披

露 目 さ れた 。 建設ゼ ネ コ ン の長谷工 コ ー ポ レ ー

シ ョ ン が開発 し た 。 特殊な 膜 を 通 し不純物が除

去 さ れた水は、 医療現場 な どで使用 さ れ る 「純

水」 に近い も の で、 処理能力 は装置 1 台で 1 B 

4 . 下水道

15 \。 震災時 に 約4 ， 800人が l 臼 に飲む水の量

に あ た る 。 発電機が動力 源 だ か ら 持運び、 も 可能

で 、 経費 l土井戸の採掘代 も 含め て 1 台約500万円。

新 し く 建設 さ れ る 大型マ ン シ ョ ン や地方 自 治体

を 呂 擦 に販売す る 計画。

下水道 は 表面 か ら 見 え な い た め被害の程度が分か り 難い が、 阪神 ・ 淡路大震災は 板神 障

8 都市 の 下水処理場、 ポ ン プ場 を 直撃 し 、 損害 を 受 け た 管 渠 の 延長 は316 km に 達 し た 。 最

大の損傷 を 受 け た の が神戸市で、 汚水管の 延長3 ， 31 5 kmの う ち 63 kmが被災 し 、 東灘処理場

を 筆頭 に 、 市内 7 つ の 処理場の う ち 3 処理場の機能が停止、 低下 と い う 事態 に 陥 っ た 。 特

に 東灘処理場の損傷がひ ど く 、 当 初 は壊滅 と さ え 思 わ れた 。 実 際 に 他 の施設が震災後 5 カ

月 以内 に応急復 旧 を 終え た の に 、 同 処理場の復 旧工事が完了 し た の は 、 1999年 に 入 っ て か

ら で あ っ た。 1994年度 に 策定 さ れて い た 「神戸市下水道長期計画基本構想」 は 、 震災の経

験 を 折 り 込 ん で 2 年後 に 改訂 さ れ、 新 し く 「災害 に 強 い 下水道j な どの 項 目 が追加 さ れた 。

(図 4 ) 下水道の新 し い役割

下水道の新 しい役割
①震災や漬水などの災害に強い下水道

②海や川の水産をよ り 向上させるための下水の高度処理

③汚水を処理する糠に発生する汚泥や処理水などの下水道資源の活用

④イ ンターネ ッ ト に よ る 降雨情報の配信や、 下水道管の中に光フ ァ イパーを敷設する高度情報化

⑤老朽化 し た下水道管や処理場などの改築 ・ 車新

(神戸市建設局資料)

神戸市 の 下水道 は 、 神戸港が開港 さ れた 1868年以後、 同 市 中 央区 の神戸外国人居沼 地 に

設置 さ れた の が始 ま り で、 本格的 な 下水道 は 太平洋戦争が終わ っ た 1951年 に 、 生 田 低 区 汚

水幹線が着工 さ れた 時で あ っ た 。 長 い 歴 史 を 持つ神戸市の下水道だ、が、 神戸市の公共下水

道敷設50周 年 に 当 た る な ど記念すべ き 年で あ っ た2001年 に 、 新 し く 「 こ う べ ア ク ア プ ラ ン 」
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を 策定 し て 5 つ の役割 を 決め 、 さ ら に 市民 に 親 し め る 下水道づ く り を 進 め た 。 「 ア ク ア プ

ラ ンJ に よ る 新 し い役訴 は①震災や浸水 な どの災害 に 強 い 下水道②海や ] 1 1 の水質 を よ り 向

さ せ る た め の 下水の高度処理③汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥や処理水 な と々 の下水道

資源の活用 ④ イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 降雨情報の配信や下水道管の 中 に 光 フ ァ イ パー を 敷設

す る 高度情報化③老朽化 し た 下水道管や処理場 な どの改築 ・ 更新ーの 5 本柱 であ る O

同 プ ラ ン に よ る 新 し い役割の 第 1 は 、 当 然の こ と だが 〈災害への 強 さ 〉 で あ る O 下水道

が機能低下 し て 運転不可能 に な る と 、 市民の 日 常生活への影響が極め て 高 い か ら 、 新規 に

建設す る 施設 は 耐震牲 を 重視 し た設計 を 施 す ほ か 、 既存の施設 も 耐震診断 ・ 改修 を 順次行

う こ と に し た 。 神 戸 市 の 下水処理施設 は供用 開始が昭和30�40年代 と 古 く 、 耐震性が危倶

さ れ る 施設が多 い こ と か ら 、 耐震化 目 標 を レ ベ ル 2 (震度 7 を 想定) に ヒ げ、 一時的 な 停

止 は あ っ て も 復旧 に 時 間 が掛か ら な い こ と を 基本 に し た 。 施設の強化で は 、 2003年度 も 前

に 引 き 続 き 各処理場の耐震対策 を 進 め た ほ か 、 高 電気ケ ー ブル の 2 ル ー ト 化、 水処理

導水管の 複数系列化、 管廊遮水壁 に よ る 処理施設の ブ ロ ッ ク 化 な ど を 行 っ た 。 老朽施設 の

改築で は 、 処理場 ・ ポ ン プ場 な どの 下水道施設が、 環境条件か ら 一般施設 に 比べ劣化が早

い傾向があ る 半面 、 施設 は老朽化 し で も 休む こ と な く 機能 を 発揮 し な け れ ばい け な い 、 と

い う こ面性 を 持 っ て い る O そ こ で 、 建設後、 時 間 の経過 し た も の と 、 沈 下 、 腐食な ど劣化

症状が出 て い る も の な どの診断 を 行 い 、 標準耐用 年 数 を 過 ぎ改築 の必要 な も の は 、 内部の

(図 5 ) 神戸市下水道長期計画基本情想

市民の環境への意識が高 ま る な か、 下水道は様 々 な 側 面 か
ら ま ち づ く り に貢献す る こ と がで き ま す。

神戸市下水道 長期計阿基本構怨、 は 、 21世紀の 下水道事業の
滋 むべ き 方向 を 定め た も の で す 。

ふ
3・
0
車方 施 策

礎 約 機 能 の 鉱 充 園田F圃@災害に強い F水道 ン ス テ ム の構築
島醐@耐整傑の推進~ 全市水洗化100%-
忌圃@下水道 シ ス テ ム の充実~新中央処理場(

る安全度の向上 田醐曹醐@雨水排絵能力の強化

匙圃@雨水流出抑制の促進

シ ス テ ム の 充 実 園田智四@効率的 な管理 シ ス テ ム の確立

晶圃@計爾的な改築の推進

1里 水 質 の 瀦 度 化 園田_e よ り 高度 な 処理施設の整備 ー全量水質高度化~
島醐@初期降雨汚濁負荷の削減

水 道 資 源 の 活 用 由圃F田@汚泥の効率的処埋ー資源化100%一

島醐@再生水の積極的な活用
匙田@下水道 エ ネ ルギー の活用

殺 し ま れ る 下 水 道 の 推 進 圃醐曹田@新 し し、広報活動の展潤
込掴@魅力 あ る PR 施設の充実

く ら しを高め、 災害時にも 園田曹血@施設空間の活用
活用できる下水道の推進 也醐@身近な水環境の整備

(神戸市建設局資料)
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設備機器の改造時期 と 合わ せ た 改築計画 を検討 し た 。

〈高度処理〉 は 、 豊富 な水資源 と 処理場 な どの持つ広 い ス ペ ー ス を 非常 時 は も ち ろ ん、

日 常 的 に も 活用 す る も のO 処理場上部の公園への利用 、 処理水 を 生か し た “ せせ ら ぎ" づ

く り な どで 、 市民 に 憩 い や安 ら ぎの場 を提供す る O

兵庫区松本地区のせせ ら ぎ笠間 (神戸市建;没!日j資料)

き れい な水 に よ る 潤 い の あ る 街づ く り は 、 垂水処理場の 「恋人岬 ~ ピ オ ト ー プJ ( 1998 

年度) 、 玉津処理場の 「水車 と せせ ら ぎ の散歩道J ( 1999年度) に続 き 、 2001年 9 月 に 兵庫

区松本地区 ま で、への高度処理水の送水 を 完成 さ せ た 。 2002年 4 月 に は 、 こ の送水を 生か し

た水力発電がス タ ー ト 。 さ ら に 、 こ の水は震災復興区画整理事業 を展 開 し て い る 兵庫 区松

本通 を 流 れ る “せせ ら ぎ防火用水" に 再利用 さ れ、 瑞 々 し い景観 を 創 る な ど地域の コ ミ ュ

ニ テ ィ づ く り に 貢献 し た。 こ の 「高度処理水が創造す る 循環型社会 と 震災復興の ま ち づ く

り 」 は2002年度の 国土交通大臣賞 くい き い き 下水道賞〉 を 受賞 し た 。

〈資源の活用 〉 は 、 下水道が持つ水、 熱、 汚泥な ど を 貴重 な 資源 と し て有効 に生か そ う

と す る も の O ポ ー ト ア イ ラ ン ド、 六 甲 ア イ ラ ン ド で、 は 高度処理水 を 再生水 と し て有効利用

し 、 汚水 を 処理す る 際 に発生す る 汚泥の焼却灰 を 、 ア ス フ ア ル ト 舗装や イ ン タ ー ロ ッ キ ン

グ ブ ロ ッ ク の材料 と し て 再利 用 し て い る が、 2003年震 に は 、 手IJ用 率 を 前年度の46 . 9 % を

55 . 1  % に ま で高 め た 。 ま た 、 処理場の施設空間 な ど広 い ス ペ ー ス を 活用 す る こ と に よ り 、

市民 に 憩 い や安 ら ぎの 場 を 提供 し た 。
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〈高度情報化〉 は 、 降雨情報 シ ス テ ム 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べJ を イ ン タ ー ネ ッ ト で発信

す る も の で 、 近畿圏や市 内 の 降雨状況 を 、 各家庭か ら 接続可能 な ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し 、

時間毎の 降雨最 を 4 つ の段 階 に 分 け て 表示 し た 。 レ ジ ャ ー や洗濯 な ど各家庭で活用 で き る

ほ か防災 に も 役立つ情報で、 気象情報で は 得 ら れ な か っ た 局 地 的 な 集 中 豪雨 に も 対応 し て

い る か ら 、 ア ク セ ス 件数 は 年 々 上昇、 2002年の 143万件か ら 2003年度 は 275万件 と 約 2 倍 に

伸 びた 。 前年度か ら 始め た携帯電話への 配信 も 、 2003年度 は39万件 と な っ て い る O ま た 、

下水道 光 フ ァ イ パ ー は 、 下水管 中 の 空 需 を 生か し て 光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル を 敷 き 、 下水道

の効率的 な 運転管理ー な ど高度情報化 に 対応す る ほ か 、 回 、 地方 自 治体、 有線 テ レ ビ放送施

設者な ど に も 開放す る も の o 2002年度 ま で に東遊 園 地 ~本庁舎内 と 、 鈴 蘭 台 ~ 西部処理場

開 の 光 フ ァ イ パー を 敷設、 2003年震 に は本庁舎~ 西部処理場、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド処理場 ~

東灘処理場 を 結 ん だ。

〈改築 ・ 更新〉 は 、 文字通 り 古い設備の改修、 改善 で あ る 。 2003年度末 の神戸市の 下水

管渠延長 は 、 汚水が前年度 よ り 約46 km増 の3 ， 847 km、 雨水は 4 km増 の 598km に 増 え た が、 敷

設後40年以 上 の 管 渠 が173 km以上含 ま れ、 年数の経過 に よ る 劣化の著 し い の が特長。 管渠

の耐用 年 数 は 約50年 と 言 わ れ る が、 震災後の調査 に よ る と 最短で、35年だ、 っ た が、 ヒ ュ ー ム

管の耐用年数は約80年 ま で延命で き る こ と な どが分か っ た 。

〔被災管渠897kmの調査を 実施〕

被災管渠 の確認作業 は2003年度 も 引 き 続 き 行 わ れ、 震災直後 に 総延長1 ， 278kmの枝線 を

緊急、点検 し た 時、 補修が必 要 な 管 の ひ び割れ、 沈下、 接合部分の ズ レ な どが約63 kmあ る こ

と が分か り 、 緊急復旧工事 を 行 っ た 。 し か し 、 緊急復 旧 だ け に 修復 は も ち ろ ん、 詳細 な 調

査 も 十分 な 時 間 も 取れず、 検査 も 目 視中 心だ っ た た め 、 管 の奥部分や湾 曲箇所の詳細 な 被

害 は 不 明 の ま ま 残 さ れて い た 。 ま た 、 管 は 敷設後30年 を 超す老朽管が多 く 、 放置す る と 道

路の陥没や不明水の増加 な どに 繋が る 恐れがあ る こ と か ら 、 1996年度 か ら は リ モ コ ン操作

の 自 走式 テ レ ピ カ メ ラ を 使 っ た 本格的調査 を 全 i玄 関 で始め た 。 そ の結果、 震災直後 に は発

見 で き な か っ た亀裂 や 、 継 ぎ 自 の ズ レ を 発見す る な ど、 大 き な 成果 を 上 げ た 。 い わ ゆ る “ 隠

れた被災" で 、 2003年 ま で に被災対象管渠1 ， 278kmの う ち 897 kmの調査 を 行 っ た。 こ れ ま で

の調査で も 、 大 口 筏合流管渠で コ ン ク リ ー ト の劣化や、 ジ ョ イ ン ト 部で浸入水な どの異常

が発見 さ れて い る O そ こ で、 2006年 ま で に 約300 kmの調査 を 実施 し 、 調査結果 を 基 に 、 緊

急度の 高 い 管渠 か ら 優先的 に 復 泊 す る 計画で い る O

便所の水洗化 も 着 々 進め ら れ、 2003年度 は99 . 7 % と 、 ほ ほ100% を 達成 し 、 引 き 続 き 全

市水洗化の 目 擦 を 完成 さ せ る 予定。 震災時、 被災地で の ト イ レ不足 に 泣 か さ れた教訓 か ら

「公共下水道 を 利用 し た仮設 ト イ レ」 の 整備 は2003年度 も 進め ら れた 。 小 ・ 中学校 な ど指

定避難所 に 仮設 ト イ レ 用埋設管 を 設置 し 、 備蓄倉庫 な ど に ヒ屋パ ネ ル と ポ ー タ ブル形式の

便器 と を 保管 し 、 災害時 に マ ン ホ ー ル上 に組 み 立 て る も の で、 目 標 は300基。 施工方法 は 、
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(表 6 ) 神戸市の 公共下水道整備状況

(ネ成1 5年度末決算)
平成14年度末 平成15年度末 ま普 滅

①市域面積 55， 069ha 55 ， 081ha 12ha l日@市街化区域面積 19 ， 911ha 20 ， 042ha 131ha 
市街地面積 (12DID) 14 ， 450ha 14 ， 450ha 

@'全市人口 1 ， 509 ，他7人 1 ，  514 ， 812人 5 ， 165人
⑤市街地人口 (12DID) 1 ， 375 ， 306人 1 ， 375 ， 306人
⑥処理区域内人口 1 ， 482 ， 100人 1 ， 488 ， 100人 6 ， 000人
⑦全市人口努及率 98 . 2% 98 . 2% 
⑧水洗化人口 1 ， 477 ， 600人 1 ， 484 ， 000人 6 ， 400人
⑨水洗化対象戸数 686 ， 733戸 694 ， 915戸 8 ， 182戸
⑮水洗化済戸数 684 ， 644戸 693 ， 037戸 8 ， 393戸
⑬水洗化本 99 . 70% 99 . 73% 0 . 03% 
⑫処理区域面積 16 ， 306ha 1 6 ， 394ha 88ha 
信排;]'(区域面積 12 ， 007ha 1 2 ， 007ha 
⑬汚水管整備済而積 17 ， 789 . 9ha 1 7 ， 958 . 3ha 168 . 4ha 
⑮面積普及率 83 . 7%  83 . 6% Á. 0 . 1 %  
⑬雨水対策整備済面積 10 ， 560 . 17ha 10 ， 682 . 78ha 122 . 61ha 

( う ち既成市街地分) (5 ， 800 . 16ha) ( 5 ， 866 . 97ha) (66 . 81ha) 
⑫雨水対策整備率 71 . 5%  69 . 7%  

( う ち既成市街地分) (66 . 4% ) (67 . 2% ) (0 . 8% )  
⑬汚水管渠延長 3 ， 801 ， 664 m 3 ， 847 ， 317m 45 ， 653 m 
⑬雨水管渠延長 593 ， 686 m 597 ， 755 m 4 ， 069 m 
鐙処浬場処理能力 882 ， 900m3 / 日 882 ， 900m3/ 日

注 ④全市人口は、 i底近国勢調査結果を基礎に 、 毎月 の住民基本台校及び外国人登録の届出 を加減 し算出 し
た 「推言十人口」 を用いている

([処理区域内人口、 ⑧水洗化人口 は推計人口ベース
⑨水洗化対象戸数、 ⑬水i先化済戸数は事業所含む
⑫処理区域面積は下水道法第 9 条第 2 項に よ る 公示面積
⑬汚水管整備済面積の う ち 、 合流区域343ha ，調整区域1 ， 205 . 4ha， 新市街地5 ， 372ha
⑬面積普及率は市街化調書室区域を 除 く (15末 : (⑬17 ， 958 . 3 - 1 ， 205 . 2) /②20 ， 042=83 . 59% ) 
⑬雨水対策整備済面積について 、 再整備末完了地域は而積X 1/2を計上
⑪雨水対策繋備空宇は⑬/整備対象面積14 ， 773=71 . 48% (平成14年度末)

⑬/整備対象面積15 ， 331 . 3ニ69 . 67% (乎成15年度末)
平成15年度のi初 出 の見直 しに伴う 整織対象区域の拡大。整備対象商積二14 ， 773十558 . 3= 1 5 ， 331 . 3ha

(神戸市建設局資料)

公共下水道管渠 を 敷地 内 に 引 込み、 マ ン ホ ー ル を 設置す る 「幹線通過型」 と 、 排水設備 を

設置 し プー ル用水な ど を 針留水 と し て利用 す る が、 将 来 は雨水貯留施設 と 併設 し 雨水利用

も 検討す る 「貯留型」 の 2 撞類があ る O
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〈処理場 の ネ ッ ト ワ ー ク 〉 は 、 地 中 深 く 走 る 幹線 に よ っ て 市 内 臨 海部 の 5 処理場 を 繋 ぐ

計画。 都市の発展 に伴 う 汚水増 加 に 対す る 幹線能力 の増強、 老朽幹線の改築 、 更新時 や 非

常時の代替排水経路の確保、 処理場本体の改築 ・ 吏新時や高度処理導入 に よ る 処理能力変

更 時 に 他 の 処理場への 汚水移送す る 経路 の確保、 時 間 的 な 流量変動の調整 を 目 的 と し た 管

渠内貯留 空 間 の権保、 管 渠 内 光 フ ァ イ パー ケ ー ブル敷設 な ど付加的機能の 向 ヒーな ど を 目

的 と し て い る O 完成後 は 、 震災 に よ っ て 一 つ の 処理場が被災 し で も 、 そ こ に 流入す る 下水

を 俄 の 処理場Aへ移す こ と が可能 に な る し 、 貯留調整機能 を 持 たせ る こ と も で き る か ら 、 災

害 に 強 い 、 信頼性の 高 い 下水道 を構築す る こ と に な る O

第 1 期工事 (海側 ル ー ト ) の幹線総延長 は33 . 3 km ( う ち 既設幹線 は 15 . 1 km) で、 新 し く

建設す る 幹線18 . 2 kmの う ち 、 1O . O kmが2002年度末 に 完 成 、 3 . 8 kmが工事 中 で、 2010年度 に

完成予定。 第 2 期工事 ( LlJ側 ル ー ト ) の 7 . 6 km を 含め た 全計画 は2025年度 に 完成予定。 長

期 的 な 処理区再編計画の基本方針では①中部処理場 は2010年度 ま で に廃止②処理区 の 再編

に は ネ ッ ト ワ ー ク 幹線 を 活用 す る ③中 長期 的 な 計画 を 念頭 に 置 き 、 中期 的 に は現有処理場

用 地 を 最大 限活用 す る ④大阪湾流域別下水道整備総合計画や 「神戸市環境保全基本計画J

と の整合 を 図 る と な っ て い る O

参考文献
「関西電力資料」 関同電力
「大阪カ、ス資料」 大阪ガス
「神戸市水道局資料 」 神戸市水道局

神戸 市建設局下水道河川部
「こ う べア ク ア プラ ンJ 向
「干申戸の下水道」 向

朝 日 、 毎 丹 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新開
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l 第二節 交通イ ン ブ ラ

1 . 道踏
震災は各地の道路 を 陥没 さ せ、 陸橋 を 破壊す る な ど、 陸上交通 を 機能不全 に し た 。 僅か

に 走行が可 能 だ、 っ た 国道 2 号、 43号 に も 、 救い を 求め た マ イ カ } な どが集 中 し 、 重 要 な 幹

線道路 は 緊急車両 さ え 身動 き で き な い渋滞 に 巻 き 込 ま れた 。

震災で は 、 避難や輸送 に 大 き な役割 を 果 た す道路橋の倒壊 も 大 き な 混乱 を 招 い た 。 そ の

教訓i か ら 、 1996年 に道路橋の耐久性、 安全性 を 強化す る 道路橋の耐震基準 が改定 さ れた。

兵庫県内 の高速道路の補 強 は 2001年度 ま で に ほ ぼ終わ り 、 2002年度 に は一般道の 強化 に進

ん だ。 し か し 、 2003年度 に 入 る と 、 新基準で行わ れ た は ずの道路橋の補強で手抜 き 工事が

次 々 発覚 し た 。

橋脚 の倒壊な どで死者 を 出 し た 阪神高速道路で、 震災後、 阪神高速公 団 が発注 し た 落下

防止装置の 取 り 付け工事で、 設計 よ り 短い ボル ト が複数能用 さ れて い た こ と が、 同公団の

点検 に よ っ て分か っ た 。 落下防止装置 は 、 地震の際 に橋げたが橋脚 か ら ズ レ 落 ち る の を 防

ぐ た め に 設置 さ れ、 固定す る に は ア ン カ ー ボル ト と 呼ばれ る 鋼鉄製ボル ト が使 わ れ る が、

長 さ が短 く な る と 当 然、 強度が落 ち る O 大阪市福 島区福 島 の 板神高速池 田 線で 、 橋脚 に 取

り 付 け ら れた ボル ト 64本の う ち 37本が、 設計 よ り 最大26cm短かか っ た 。 1 999年震 に取 り 付

け ら れて い た 。 5 月 に 入 る と 同公団 は 、 欠 陥 ボ ル ト が 「新た に87本発見 さ れ た 」 と 発表 し

た 。 す で に確認 さ れて い る ボ ル ト と 合 わ せ る と 、 欠 陥 品 は 全体の約 3 % を 上 回 る 140本、

ボ ル ト の短 さ も 最大52cm と な り 、 同公団 は 、 受注 し た企業 (東京) な ど 4 社 を 指名 停止処

分 に し た 。 板神高速道路 の 他 の 工 区 で も 、 こ の装置 に よ っ て計 2 万2 ， 000本 の ボル ト が使

わ れて い る と こ ろ か ら 、 同公団 は 今後 も 調査 を 続け る 方針。

震 災 を き っ か け に橋脚の耐震補強工事 を 進め て い る 中 国 自 動車道で、 近 い 将来、 大地震

の発生が指摘 さ れて い る 兵庫 県 の 山 崎断層 t を 通 る 部分の進捗率が60% に 留 ま っ て い る こ

と が分か つ た 。 1996年の 耐震基準改訂以来、 道路 4 公団 の対象橋脚 の う ち 92 % が工事 を 終

え 、 未着工 は 2 ， 534基。 日 本道路公団 の進捗率 は84 % で 、 県 内 区 間 を 含む路線 は 第 2 神 明 (須

明石) が93% 、 山 陽 自 動車道 (神戸 ~備前) 80% だが、 中 国 自 動車道で は吹田 ~ 佐用

が82% な の に 、 山崎断層 上 を 通 る 吉川 l �佐用 で は74基の う ち 28基が手付かずで、 進捗率 は

62% に官 ま っ て い る O 本件l 四 国連絡橋公 団 の 県 内 進捗率 も 36 % で 、 未着工の59基の う ち 、

県 内 分は46基だ、 っ た 。

7 月 に な る と 、 国土交通省が震災 を 教訓 に 、 全 国 の 道路 に 架か る 橋 と 高架 に設置 さ れた

落橋防止装置工事で、 ア ン カ ー ボル ト の 打 ち 込み の深 さ が不足 し て い る 手抜 き 工事があ っ

た と 発表 し た 。 調査 し た 国道橋梁 4 分の l で手抜 き が確認 さ れ、 請 け負 い 業者 に補修命令

を 出 す ほ か処分 も 検討す る O こ れ ま で 国 道 の 564橋の ア ン カ ー ボル ト 約10万1 ， 200本 を 調査
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し た結果、 142橋の2 ， 1 16本が、 規定の 深 さ で橋脚 に 打 ち 込 ま れて い な か っ た 。 ボル ト の不

備率 は全国平均 は 2 % だが、 近畿地 区 は3 . 8% 、 九 州 、 北海道 は 約 4 % だ っ た 。 兵庫県 内

で は 7 橋で 、 調査 に 当 た っ た 近畿地方整備局 で は 「装置 は 阪神大震災 ク ラ ス を 想定 し て お

り 、 施 工不良が即 日 常の通行 に 危 険 な 訳で は な い」 と し て い る O 施工不良 の あ っ た 橋 は 、

戸倉大橋 (波賀 町) 野尻大橋 ( 問 ) 山 崎大橋 ( 山崎軒) 安積橋 (宍粟郡一宮町) 軍行橋 (伊

丹市) 甲子盟高架橋 (西宮市) 浜手バ イ パ ス 高架橋 (神戸市 中 央 区 ) 。 手抜 き 工事の発覚

は さ ら に続 き 、 兵庫県や神戸市が管理す る 道路で、 阪神大震災級 の 巨大地震 に 襲 わ れ る と 、

不 良 の ア ン カ ー ボ、 ル ト の た め に 5 つ の橋 の 橋 げ た が落下す る 可能性の あ る こ と が 9 月 に

県 ・ T1î の調査で分か つ た 。 県 ・ 市 は 施工業者 に補修命令 を 出 す と と も に 、 計1 1 社 を 3 - 1 カ

月 の指名停止処分 に し た。 県 は 、 4 月 か ら 超音波 を 使 っ て 主 な 40橋 に つ い て ボル ト の長 さ

を 調査 し た 結果、 基準 を 充た さ な い ボ ル ト が国道、 県道の 15橋315本、 市 の調査で も 対象12

橋の う ち 5 橋で41本の不良品が、 そ れぞれ見つ か っ た 。 港大橋 (香住久美浜線) 岡 田 陸橋

(和久今宿線) 池 の谷橋 ( 明石神戸宝塚線) 第 2 有野橋 (大沢西宮線) な どで 、 計20橋で

全体の 7 % に あ た る 356本。 中 に は基準 の 半分 の 長 さ し か な い ボ、ル ト も あ っ た 。 県 は 、 今

設 も 抜 き 打 ち 検査 な どで監督 し て行 く 方針。

道路の耐震補強工事で不祥事が続 く 中 、 新 し い道路の 開通 も 目 立 っ た 。 4 月 に 阪神高速

道路公団 が建設 を 進め て き た ' 7 号北神戸線」 の 有馬 口 ~ 西宮 山 口 問 (延長5 . 3 km) が完

成 し 、 北神戸線が全通 し た 。 北神戸線は神戸 ・ 伊川谷か ら 西宮 山 口 ま で32 . 3 kmで、 1975年

か ら 着工 し て い た 。 今 回 の 全線開通で、 中 国 自 動車道 と 接続す る こ と に よ り 、 神戸 ・ 大阪

市内への ア ク セ ス が改善 さ れ、 神戸 ・ 阪神 間 の交通渋滞の緩和 に役立つ ほ か、 災害時の代

替道路 と し て の役割 も 持 っ て い る O

( 図 6 ) 神戸山手線の ネ ッ ト ワ ー ク 図
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8 月 に は 同 公 団 の 神 戸 山 手 線 ・ 白 J l I

ジ ヤ ン ク シ ョ ン (須磨区 ) - 神戸長 田 出

入口7 . 3 km も 開通 し た 。 神戸山手練は 白 川 i

ジ ヤ ン ク シ ョ ン か ら 南駒 栄 ま での9 . 5 kmで、

東西 に 走 る 同高速の神戸線 と 北神戸線を

縦 に結ぶ役割 を 果た す道路。 全線開通後

は 、 神戸 ・ 阪神 間 の 道路の ネ ッ ト ワ ー ク

が強化 さ れ、 災害時や渋滞解消が期待 さ

れて い る O 今回 の 部分 間 通 で北神戸線 と

接続、 第 2 神 明道路か ら 北神戸線 ・ 神戸

山 手線 に 車の流れが移 り 、 須磨周辺の渋

滞緩和 に効果が見 込 ま れ て い る O 長 田 出

入 口 か ら 南2 . 2 kmの南駒栄 ま での 区 間 は 、

2008年度 に 開通の予定。



〔阪神高速餌壊訴訟で和解成立〕

2002年度の最大の話題 を 集 め た 「阪神高速倒壊訴訟j で欺訴 し た原 告 ・ 寓 み ち 子 さ ん (80)

ニニ 西宮市z が、 判 決 を 不満 と し て控訴 し た 第 1 田 口頭弁論が2003年 7 月 に 大阪高裁 で 関 か

れ た 。 8 年前の 阪神大震災で、 西宮市 の 阪神高速神戸線 を 走行 中 に高架橋が倒壊 し 、 運転

中 の マ イ ク ロ パス が転落、 死亡 し た 同市 の 会社員 、 高英治 さ ん = 当 時 (51 ) の母 ・ み ち

子 さ ん は 「橋脚 に 施工不 良 な どの欠陥があ っ た」 と し て 阪神高速道路公団 を 相手取 っ て損

害賠償 を 求め た も の O 原告側 は 、 請求金額 を 1 審の約9 ， 200万 円 か ら 約6 ， 900万 円 に 変更 し

「倒壊現場付近の揺れ は震度 5 程度で、 木造住宅で も 倒壊 し た も の は な く 、 想定外の揺れ

と は言 え な い。 施工 ミ ス や必 要 な 補修 を 怠 っ た公団の過失 を 認め な か っ た l 審判決 に は 、

証拠評価の誤 り があ る 」 な ど、 公団側 の 責任 を 改 め て 主張。 倒 壊原 田 が 「橋脚 の倒壊は設

計震度 を 上 回 る 地震が原 因 と 推認 さ れ、 欠焔や公屈の管現不備 は認め ら れ な い」 と 請求 を

棄却 し た l 月 の神戸地裁尼崎支部判決 を 破棄す る よ う に 求め た 。 こ れ に 対 し 、 公団側 は í 1 

審判決 は 妥 当 であ る J と し て 、 控訴棄却 を 求め た。

こ の事件 は 、 自 然災害で公共構造物が倒壊 し た場合 に 、 設置管理者 で あ る 公共団体の責

任が問 え る か と い う 点 で注 目 を 集 め て い た が、 1 審で は 「倒壊 は設置、 管 理 を 怠 っ た 末 の

人災」 と い う 訴 え は 退 け ら れ た 。 高英治 さ ん は 1 月 17 日 午前 5 時46分 ご ろ 、 阪神高速神戸

線 を マ イ ク ロ パス で走行 中 、 高速道路 を 支 え て い た橋脚が、 地震 に よ り 倒壊 し て橋 げ た が

落下 し た た め 、 車 ご と 滑 り 落 ち 即死 し た。 震災で は 阪神高速神戸線や湾岸線で倒壊や落橋

で16人が犠牲 に な り 、 公 団 は 遺族 に 月 10万円 を 10年 間 支給す る 生活支援策 を提案 し た が、

原告は拒否、 1997年 1 月 に提訴。 震災で倒 れ た公共建造物 に対す る 唯一の賠償請求であ っ た 。

倒壊した阪神高速道路神戸線 (神戸新開社提供)

こ の 日 朝、 自 宅か ら タ ク シ ー

で、大阪高裁 に 入 っ た み ち 子 さ ん

は 、 持病 の悪化で杖 を 頼 り に し

た ゆ っ く り と し た歩 み 。 午前日

時か ら の 第 1 田 弁論で、 意見陳

述 に 臨 ん だみ ち 子 さ ん は 「惨事

を 二度 と 繰 り 返 さ な い た め 、 公

の場で真相 を 究明 す る こ と が遺

族の責告。 そ れ がせ め て も の供

養ですJ と 控訴理由 を 述べ た 。

閉廷後の会見 で 、 一審判決後、

し ば ら く は 英治 さ ん の苑がム ダ

に な っ た か と 涙 に く れて い た と 明 か し た上 で 、 「地震 は い つ起 き る か分か ら な い 。 高速道

路の安全性 に 一石 を 投 じ る 目 的が達成 さ れた ら い い」 と 語っ た 。
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し か し 、 2003年度 も 押 し詰 ま っ た 3 月 1 B に 、 大阪高裁 (太田幸夫裁判長) で両者の和

解が成立 し た 。 遺族に対 し て の金銭の支払い は な か っ た が、 阪神高速道路公団が寓 さ ん に

哀悼の 意 を 表 し 、 震災対策 に 万全 を 期す こ と な どが条件 に な っ た 。 和解条項は①亡 く な っ

た蔦英治 さ ん に公団側 が改 め て 哀悼 の 意 を 表す る ②公団側 は震災に よ る 橋脚倒壊な どの被

害実態や原 因 の調査 を 踏 ま え 、 訴訟で明 ら か に さ れ た 科学的事実な ど も 念頭 に 、 高架高速

道路の震災対策 に 万全 を 期す③原告側 は訴 え を 取 り 下 げ、 公開側が こ れ に 同 意す る ④原告、

公団側双方 に 債権債務が な い こ と を 相互確認す る ⑤訴訟費用 は し 2 審 を 通 じ そ れぞれが

負担す る O

原告側弁護団 に よ る と 、 同高裁が2003年 9 月 、 み ち 子 さ ん が高齢の上、 高速道の耐震補

強工事が進む な ど、 訴訟の 目 的 も 一定程度達 し た と し て原告、 被告双方 に 和 解 を勧告、 原

告舗 も 「 国や公団 に必要 な 施策 を 速や か に i講 じ る べ き 債務 を 強 く 認識 さ せ た J と 勧告 を 受

け 入 れ た O

地震 に よ る 被災 と い う 特殊 な 状況の も と で 、 直接的 な検証が図難な 中 、 1 審は公団 側 の

主 張 を 認 め 、 控訴審で も 勝訴 に 繋がる 決定的 な証拠 を 見 出せ な い こ と が、 和解勧告 に 応 じ

た理由 と 見 ら れる O 「 「 も う 10歳若 け れば違 っ た き 方がで き た ん じ ゃ な い か。 残念で は あ

り ま す が、 最 善 の 道 と 思 い 判 断 し ま し た」 和 解成立後、 会見 し た み ち 子 さ ん は 、 唇 を ふ る

わせ な が ら 、 ゆ っ く り と 語 っ た」 と 新聞 は伝 え た 。

2 . 鉄道
通勤、 通学の手段 を 奪 っ た 交通マ ヒ も 住民 に と っ て大 き な痛手 と な っ た 。 私鉄、 公営交

通各社 は 、 そ れぞれ懸命 な 努力 を 続 け た が、 震災発生後75 日 目 に 、 ま ず、 ]R 西 日 本 が応

急復旧 を 実現 さ せ た の に続 き 、 各交通機関 も 次々 路棋 を復旧 さ せ、 住民 に と っ て最大の苦

痛 を 解消 さ せた 。 翌年か ら は 運輸省 の大規模災害 に備 え た 5 ヵ 年計画 に 基づ い た 高 架橋 な

どの耐震補強工事が行 わ れ、 大半が当 初 目 標 を ほ ぼ完了 さ せた 。 そ れが2003年度 に な る と 、

安全が確保 さ れた は ずの補強工事 に 、 道路 と 同様、 手抜 き 工事が明 る み に 出 て 、 震災後、

8 年 を 経過 し て い る の に 、 再 び安全性 に 疑問符が附 け ら れ た 。

〔鉄道でも 耐震補強の手抜 き 工事〕

]R 酉 臼 本 の 高 架橋補強 は 、 一部 を 除 き 、 ほ と ん どが完了 し た と 思 わ れ て い た。 民 間 な

どに貸与 し て い る 高架 下 な どの貸 し付 け箇所 は未着工だが、 高架構補強 は 商 日 本全社の エ

リ ア 内 を 見 る と 、 新幹線 の 貸 し付 け筒所 を 含む対象本数 l 万8 ， 300本の う ち 、 実施 さ れ た

の は I 万7 ， 800本で 実施率 は 95 . 0% 。 在 来線 は 2 ， 100本 中 1 ， 750本 で83 . 3% を 完成 さ せ た 。

ま た 、 神戸支社管内 で は 新幹線 1 万3 ， 000本 中 、 実施 は I 万2 ， 500本で96 . 1 % に な っ た が、

在来線は貸与箇所が多 い た め 、 対象260本 中 1 50本 と 昨年 と 変 わ ら ず、 実施率 は57 . 7 % で 、

震災後 8 年 を 経て も 5 訴 を 超 え た段 階 に留 ま っ た 。 残 り 1 10本 に つ い て は 垂水駅庖舗 な ど
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の リ ニ ュ ー ア ル に 合わせて施工 中 で 、 2004年度 に は完成の見込み でい る O

と こ ろ が、 震災後 に 旧 運輸省 (現国土交通省) の通達で、 1998年 ま で に 緊急補強 す る こ

と を 決め た 東北、 東海道、 山 陽 の 3 新幹根の コ ン ク リ ー ト 製高架橋の耐震補強工事の約12%

が、 未着工で あ る こ と が、 6 月 に 同省 の ま と め で分か っ た 。 JR 東 日 本、 東海、 西 日 本 に

よ る と 、 3 新幹線で計 3 万5 ， 120本の橋脚 に 、 鉄板 を 巻 き 付 け る な どの補強予定の う ち 、

4 ， 390本が未着工 に な っ て い た。 大半は高架下 に脂舗 な どが入居 し て い る 区 間 で、 営業 し

て い る テ ナ ン ト と の 交渉が遅れ て い る の が原 因 。 東北新幹線 (東京~八戸 ) は仙台、 白 石

蔵王駅周 辺の 1 ， 030本の う ち 90本が未着工で、 す べ て テ ナ ン ト の入居 し て い る 区 間 。 東海

道新幹線 (東京~ 新大阪) は 3 万4 ， 000本 中 、 補強対象 は 1 万4 ， 000本 だが、 3 ， 600本が未

着工。 山 陽新幹線 (新大阪 ~博多) は 、 活断層 上 に あ る 高架橋 な ど 1 万8 ， 000本が対象で、

す で に96% に あ た る 1 万7 ， 300本の工事 は 完了 し て い る が、 沿線都市部 に あ る テ ナ ン ト 入

居 区 間 の700本の補強が残 さ れて い る O

一方、 東北地方 で 5 月 に発生 し た 、 地震 に よ る 東北新幹線の橋脚 の損傷状態 を調べ て い

た JR 東 日 本、 東海、 凶 日 本 3 社 は 、 2008年度 ま で に 最新 の 耐震技術 に 比 べ る と 強度 の 落

ち る 新幹殺の橋脚計約 3 万2 ， 300本 に 鉄板 を 巻 く な ど、 新 た な 耐震補強技術で 強度 を 強 め

る 工事 を 実施す る こ と を 7 月 に発表 し た 。 東 日 本で 1 万5 ， 100本、 東海で3 ， 600本、 西 日 本

は 1 万3 ， 600本が予定 さ れて い る O

耐震工事の見宜 し が決 ま っ た l ヵ 月 後の 8 月 、 道路で も 問題 に な っ た長 さ 不足 の ボ ル ト

を 使 っ て い た 問題が発覚 し た 。 地震な どで橋げた の 落 下 を 防 ぐ落橋防止装置 に 「 当 初 、 決

め ら れ た 設計 よ り 短い ア ン カ ー ボ ル ト が使 わ れ て い た」 と JR 西 日 本が発表 し た 。 手抜 き

工事の疑いが強い と 同社 は 、 施工業者 に 補修 を 命 じ た ほ か 、 残 り の橋の調査 も 始め た 。 昨

年 か ら ボル ト の 欠陥が道路で起 き て い る こ と か ら 、 6 月 か ら 超音波 を 使 っ た 調査 を 進 め て

い た 。 こ れ ま で に 151 ヵ 所 の 橋 げた に 使 わ れた 約 2 万5 ， 746本 の ボル ト う ち 、 6 ， 305本 を 抜

き 打 ち で調 べ た と こ ろ 、 在来線で50本 ( 3 % ) 、 新幹線で276本 ( 6 % ) 計326本が設計基

準 の長 さ に 達 し て い な か っ た 。 向 山県船穂町の橋は72本の う ち 25本が不 良 品 で 、 40cmß、要

な 長 さ が実 際 は 2 . 7cm し か な い ボ ル ト も あ っ た 。 ま た 、 線路 を 跨 ぐ道路橋で も 、 彦根市 の

安清跨線橋で、 は80本 中39本が短か っ た 。

〔別所献な ど新駅計画が次 々 に 〕

前年 に発表 さ れた西 ノ 宮 ~ 芦毘駅間 の 中 間 に あ た る 新駅舎建設計画 に 続 き 、 2003年度 も

新駅建設計画が明 ら か に な っ た 。 姫路 市 に 設置予定の 「 ひ め じ別所駅」 の 建設計画が 9 月

に 正式発表 さ れ た 。 建設場所 は 姫路市別所町別所で、 JR 神戸線 (大坂 ~ 姫路 鴎 ) で は 3

番 目 に 長 い 区 間 だ、 っ た 曽根 ~ 御 着 荷 (約4 . ]一 km) の ほ ぼ 中 間 に位置 し て お り 、 2005年 3 月

に 開 業予定。 新駅は相対式の245 m の プ ラ ッ ト ホ ー ム 2 面 を 持つ 地上駅で、 エ レ ベ ー タ ー

を 2 基設置す る O 有人駅でみ ど り の 窓 口 も 置か れ る o 1 日 の停車本数は 、 神戸 ・ 大阪方面
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が平 日 67本 ( う ち 快速65本) 土休 日 62本 ( う ち 快速60本) 。 姫路方面 は平 日 70本 (快速64本)

土休 日 63本 ( う ち 快速58本) に な る O ま た 、 ]R 商 ノ 宮 ~ 芦屋駅間 の 中 間 に 建設 さ れ る 新

駅の場所 は 、 芦屋駅東方約2 . 3 km、 西 ノ 宮駅西方約 1 . 5 kmの西宮市字安井付近O 長 さ 165m

の 島式 プ ラ ッ ト ホ ー ム l 面 を 持つ半地下式地平駅舎。 普通電車 の み の停車で、 現 ダ イ ヤ に

よ る l 日 の停車本数は 、 大阪方面155、 神戸方面154 の 計309本。 2007年 に 開業 の 予定。 ま た 、

神戸線の英賀 保 ~ 網 干 間 の 姫路市勝原 区熊見 に は 「播磨勝原駅J (仮称) も 建設 さ れ る O

駅舎は橋上駅で 2 面の ホ ー ム を 持 ち 、 2008年 開業予定。 同 駅間 辺 は 、 宅 地 開 発 に よ る 人 口

増 で 、 向市が設置 を 要望 し て い た 。 駅の南北 を 連絡す る 自 由通路 も 造 ら れ る O

さ ら に 2 月 に ]R 西 日 本 は 、 神戸市須磨区 の 神戸線鷹取~須磨 間 に 新駅 「須磨海浜公園

前駅J を 設量す る こ と を 近畿運輸局 長 に 認可 申 請 し た 。 鷹取、 須磨駅の 中 間 の須磨区松風

町 に建設の予定で、 駅の南北 を 繋 ぐ横断歩道式 の 自 由通路 を 利 用 し た橋上駅。 須磨海浜水

族国 な どの観光施設への最寄 り 駅 と し て 建設要望が出 さ れて お り 、 2007年 春 開業か ら 普通

電車が停車す る O 現行 ダ イ ヤ だ と 一 日 上下 と も 約150本。 乗 降客 は 1 日 l 万 人 で住民 と 観

光客が半々 に な る 見込み。 西大和 ~ 向 日 町、 山 崎 ~ 高槻 に も 新駅建設計画があ り 、 そ れぞ

れ地元 自 治体 と 交渉 し て い る O

〈新春 日 野道駅の改良工事進む〉

阪神電鉄は 、 震災夜後か ら 始め た高架橋の補強工事、 落橋防止工事 な ど震災 に よ る 被害

復 旧 を 2001年度ですべ て 完 了 し 、 2002年度か ら は 将 来 に 備 え た 駅舎改造工事 な ど に 、 精力

的 に取 り 組 ん だ。 ま ず、 駅舎改良工事で は 2002年 3 月 に完成 し た 岩屋駅 (神戸市灘区:岩屋

北岡T 4 了 目 1 ) に続 き 、 2001年1 1 月 か ら 着工 し た春 日 野道駅駅舎改良工事が続け ら れ た 。

( 凶 7 ) 新春 日 聖子道駅の完成予想æ?I
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岩屋駅同様 に 、 開発中 の HAT 神 戸 の 住民増 か ら 改造 を 決め た も の で、 現在の 駅部分の ト

ン ネ ル を 甫 北 に そ れぞれ拡張、 北側 に 上 り 線用 プ ラ ッ ト ホ ー ム (延長120 m ) を 新設。 南

舗 に 下 り 線用 ホ ー ム ( 閤 ) を 設 け る 。 ホ ー ム の新設に 合わせ、 駅舎 と 改札付近 を 拡張、 西

側 に新 ら し く 改札 口 を 、 国道 2 号線の南歩道上 に 出 入 り 口 階段 を つ く る O 駅 に は エ レ ベ ー

タ 一 、 エ ス カ レ ー タ ー を 各 ホ ー ム に 1 基ずつ新設 し 、 改札 ・ 券売機 も 増設 。 総工費35億円

で 、 2005年 に 完成予定。

高架化 は 昨年度 に神戸市 内 の住 吉 ~ 魚 崎 間 下 り 糠 (約0 . 5 km) が完成 し 、 す で に完成済

み の上 り 線 と 合わ せ て 、 上下線で高架橋の列車運行が開始 し た 。 神戸市 と 共 同 で進め る 連

続立体交差事業の一つ で 、 既存の 下 り 線の線路や盛 り 土 な どは2003年度末 ま で に撤去す る O

今後 は2004年度 中 に 沿線北側 に 6 m 道路 を 整備 し 、 住吉幹線な ど南北 を 走 る 5 本の市道で

車両 の対面通行がで き る よ う に拡幅す る 予定。 こ の 区 間 約 4 kmは 、 1 1 ヵ 所 の 踏切 で遮断 さ

れ て い たが、 南北道路 と 側道 の 整備で渋滞積和 と 生活圏 の分断が解消 さ れ る O ま た 、 2003

年 2 月 に 甲 子園 ~ 武庫 川 間 (約 2 km) の高架化が決 ま っ た。 同 区 間 は 幹娘道路 と 交差す る

踏切が 6 ヵ 所あ り 、 朝夕 の ラ ッ シ ュ 時 に 交通渋滞が多発。 混雑時 に 遮断機が長時 間下 り て

い る 踏み切 り も あ り 、 改善が課題に な っ て い た O 高架化 に よ り 南北市街地が一体化 さ れ、

鳴尾駅のバ リ ア フ リ ー 化 も 取 り 入 れ る O

以前か ら 問題視 さ れて い た 阪神三宮駅が、 改善の方向 で動 き 始め た。 2003年 2 月 に 発生

し 、 149人が焼死 し た韓 国 ・ 大郎市 で の 地下鉄火災事故 を 重視 し た 国土交通省 の謂査で 「火

災対策基準 を 満 た し て い な い」 と 指摘 さ れた 。 神戸 ・ 三宮 の 玄 関 の ーっ と し て 1 日 約 9 万

人の乗降客 の あ る 同駅だが、 深 さ 10 m の地下 2 摘 に あ る か ら 、 ホ ー ム と 地下 1 階 の地下街

に繋がる 出 入 口 は 西端 の l ヵ 所 し か な い 。 そ の た め 「災害 時 に 逃 げ道が l ヵ 所 し か な く 危

険」 と 、 神戸地区労が、 毎年東 口 の 設置 を 要望 し て い た。 1989年 に は 、 地元 自 治会や地下

街の商庖会な ど約40団体が 「阪神三宮駅 に 東 口 の 設置 を す す め る 会」 を 結成 し て 早期解決

を 求め て い た 。 こ れ を 受 け て 、 神戸市 は調査費 を 計上 し て 電鉄側 と 協議 を 続 け て き た が、

地下施設が錯綜 し て い る な ど工事が難航が予想 さ れ る 上、 震災で 同電鉄が巨額 な 被害 を 受

け た こ と な どか ら 手付かずに な っ て い た 。 韓 国 で、 の 火災事故で逃げ場 を 失 っ た乗客が被害

を 受 け た惨事 を 受 け 、 同省が全国 で実施 し た調査で 「避難路が一方向 し か な い」 と 指摘 さ

れ、 同電鉄は駅の構造や 人の流れ な ど を 調査す る こ と を 決 め た 。 ま た 、 春 日 野道駅 も 、 地

元 の 要望 か ら ト ン ネ ル 内 に無理 を し て造 っ た た め 、 ホ ー ム の 幅が2 . 6 m し か な い 上 、 地上

に 通 じ る 階段がホ ー ム の東端 に 1 ヵ 所 で排煙設備 も な い な ど問題点 を 多 数抱 え て い る が、

現在改造 中 で あ る 同駅の2005年 オ ー プ ン を 待つ こ と に な っ た。

な お 、 由土交通省 の今田 の調査で は 近畿 2 府 4 県 の 鉄道 の地下駅の う ち 31 % 59駅が国 の

定 め た 火災対策基準 を 満 た し て い な い こ と が分 か つ た。 都心の ピ ルや 道路 の 地 下 に 設 け ら

れ た 駅で は 、 構造上の 問題で改良が難 し い 問題 も 出 た 。 大阪市営地下鉄で は 37釈に排煙、

避難通路 な ど に不備が指摘 さ れ た 。 神戸市内 を 東西 に 走 る 神戸高速鉄道 は 7 駅のすべ て に
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排煙設備 の 不足があ っ た 。 指摘 さ れた駅は阪神電鉄 (三官、 春 日 野道、 梅 田 ) 神戸電鉄 (湊

J I I ) 神戸高速 (高速長 田 、 大 関 、 新開地、 高 速神戸、 花隈、 西元町、 新 開 地 ) 0 

(:i:塚フ ァ ミ リ ー ラ ン ド も 閤圏 〕

92年 時 に 渡 り 子供 た ち に 親 し ま れて き た宝塚 フ ァ ミ リ ー ラ ン ドが、 2003年 4 月 7 日 に 開

国 し た 。 3 月 の 阪神電鉄の 坂神パ ー ク 閉 園 に続 く も の で、 鉄道 に 、 宅地開発、 百貨庖 、 遊

画 地 を 付 け 、 お 客 を 集め る と い う ピ ジ ネ ス モ デル を 明治 の 背か ら 造 っ て き た 阪急電鉄だが、

遊園地事業か ら 予 を ヲ ! い た。 ピ ー ク 時 に は多 く の 入場客 を 集 め 、 そ れ に 伴 う 鉄道 の 運賃収

入 も 伸 びる と い う 好循環 を 生 ん で、 い た が、 東京デ ィ ズ ニ ー リ ゾ ー ト と じSJ の 2 強 に押 さ れ、

各地で遊園 地 の 関 関が続い て い た 。 こ の 日 、 名 残 を 惜 し む大勢 の家族連れ や フ ァ ン が、 関

門 1 時間前の 午前 8 時半 ごろ か ら 詰め 掛 け 、 3 つ の ゲー ト 前 に長い列 を つ く っ た 。 フ ァ ミ

リ ー ラ ン ド は 1911年 に 開 園 、 動物園 と 植物 闘 を 備 え 、 1952年 に 日 本で初 の ジ ェ ッ ト コ ー ス

タ ー の 導入や、 こ れ も 国 内 初 の ホ ワ イ ト タ イ ガ ー の 飼 育 な どで関西屈 指 の レ ジ ャ ー ラ ン ド

と し て 人気 を 集 め 、 最盛期 の 来 園 者 は 年 間約252万人 を 記録 し た 。 し か し 近年、 震災や不

況の影響で客足が落 ち 、 I 年前 に運営母体の 阪急電鉄が間 国 を 決め た 。 存 続 を 願 う 市民が

署名活動 を 展 開 し て い た 。 来 園 者 は 、 開 園 が間近 と な っ た 3 月 下旬 か ら 急増 し 、 6 日 の 日

曜 日 に は過去最高 の 約 7 万5 ， 000人 を 数 え た 。 最終 日 の こ の 日 は 、 フ ァ ン への 感 謝 を 込め

宝塚ガー デ ン フ ィ ー ルズで犬と 遊ぶ入国者 (神戸新聞社提供)

て パ レ ー ド や コ ン サ ー ト カf繰 り

広 げ ら れ、 午後 5 時半、 従業員

の見送 り で 1 世紀近い子供の夢

の 城 の 門 を 閉 じ た 。

し か し 、 9 月 に フ ァ ミ リ ー ラ

ン ド跡地 に英国風庭 園 や 犬 を 遊

ばせ る 広場 な ど を 持 っ た 「宝塚

ガ ー デ ン フ ィ ー ル ズ」 がオ ー プ

ン し た O フ ァ ミ リ ー ラ ン ド に

あ っ た小川 や桜並木 な ど を 生か

し 、 当 時の面影 を 残す形で設計

し た の が特徴。 跡地の 中 央部分

の 約 3 万1 ， 000m2 に 英 国 の 庭 関 デザ イ ナ 一 、 ボ ー ル ・ ス ミ ザー 氏が設計 し た ナ チ ュ ラ ル庭

園 「 シ ー ズ ン ズ」 や 、 50匹 の 犬 と の触れ合いが楽 し め る 「 ド ッ グ ・ ラ ン ・ ド」 、 ベ ッ ト シ ョ ッ

プの 「 フ ォ ピ ー 」 な どが展開 す る O フ ァ ミ リ ー ラ ン ド の 旧植物 園渦室 は ガ ー デ ン 用 品 の販

売 と カ フ ェ を 併設す る 「 グ リ ー ン ・ デ コ 」 に 、 ま た 旧 宝塚歌劇記念館 は レ ス ト ラ ン に改築

さ れた 。
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〔鉄道 を 中心に地域活性化〕

鉄道 を核 に し て 地域の振興 を 図 ろ う と 神戸電鉄、 山 陽電鉄、 神戸高速鉄道の 3 社 と 、

沿線 自 治体、 近畿運輸局 の 3 者が新 し く 地域活性化協議会 を 4 月 に発足 さ せ た 。 地域が抱

え る 課題 を 公共交通機関 と 自 治体、 自土交通省が連携 し て解決 し て行 く 「公共交通活性化

総合 プ ロ グ ラ ム 」 の一環で、 震災後、 利用者減に歯止 め の かか ら な い 3 社が、 同局 に働 き

掛 け て 実現 し た も のO 中小鉄道の建て 夜 し に 3 者が手 を 繋 ぐケ ー ス は あ っ た が、 準大手で

は 初 め て の こ と O こ の 日 は 3 社、 運輸局 に 、 沿線 8 市 1 町の担当課長が出席 し 、 問局 か ら

「マ イ カ ー の 普 及 や 、 少子化 に不況が重 な り 、 全国的 に鉄道利 用 客 は 減少気味。 県内 は震

災が追い打 ち を掛 け たJ と 、 落 ち 込み の 激 し い現状 を 説明 し た 。 今後は各社毎の分科会 を

設 け 、 駅屈辺への 商庖誘致や駅 ま で の ア ク セ ス 手段 な どの提言 を ま と め る O

〔地下鉄海岸線が開業 か ら 3 年〕

震災復興の 目 玉 と し て2001年 に営業 を 開始 し た市営地下鉄海岸線が、 開 業 か ら 3 年 目 を

迎 え た。 市営地下鉄は 1 977年 に名谷一新長 田 閥 、 1987年 に 西神 中央 ~ 新神 戸 聞 の路線が完

成。 海岸線は神戸市が 「 イ ン ナ ー シ テ ィ 総合整備基本計画」 の リ ー デ イ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト

のーっ と し て 1994年か ら 着 工 し た 。 震災で都市基盤 に 大 き な損害 を 受け た神戸市 は 、 こ の

新線 を 復興事業の核 と 捕 ら え 工事 を 再開 し た が、 震災 に よ る 工事の 中 断や耐震設計の見直

し な どで、 開 通 は計画 よ り 2 年遅れた。 三宮 ・ 花時計前駅か ら 中 央、 兵庫 、 長 田 区 内 を 走

り JR、 地下鉄西神 ・ 山 手線 の 新長 田 駅 ま で を 15分で結ぶ全長 8 kmo 沿線 に 10駅 を 設 け住

民の便利 な “足" と な る はず だ っ た が、 乗客数の伸悩み は深刻 で 、 市交通局の利用見込み

を 大幅 に 下 回 っ た 。 開業時、 1 日 平均 8 万人、 5 年後 に は 13万人の利用見込み だ、 っ た が、

初年度 は 3 万4 ， 000人、 翌2002年度 も 3 万6 ， 500人、 2003年度 も 3 万8 ， 500人 と 毎年約2 ， 000

人 の微増 に 留 ま っ て い る O ま た 、 建設投資 に伴 う 減価償却や企業債利息 の 負 担 も 大 き く 、

2003年度の赤字 は 97億 円 、 開業か ら の 累積赤字は 276億円 と な っ て い る O

少子高齢化の進展 な ど厳 し い経営状況の 中 、 同局 の財政は危機的状況 と な っ て い る が、

将 来 に 渡 仏 引 き 続 き 公営交通 と し て 市民の 足 を 守 る と い う 使命 を 果 た し て行 く た め に 、

「神戸市‘交通事業の 経営改革 プ ラ ン 〈 レ ボ リ ュ ー シ ョ ン 2004)J を 策定 し 、 人件費 の 削 減

な ど に よ り 、 2006年度で印鑑 円 の 業績効果 を 上 げる こ と を 目 指 し て い る O 地下鉄事業 で は 、

'2006年度 に 、 海岸線の ラ ン ニ ン グ収支の赤字 を 全線で解消す る と と も に 、 圏 、 一般会計

への制度改正等 の 要望 を 粘 り 強 く 行 っ て い く 」 こ と を 財政 日 標 と し て い る 。

乗客の伸 び悩 み の最大の原 因 は 「海岸線沿線へ の 人 口 定着 の遅れ」 で、 長 田 区 は 区画整

理事業の進展 に よ っ て流失 に 歯 止 め が掛か っ た が、 そ れで も 震災前 の 80 . 5 % で、 兵庫 区 も

91 . 7 % 。 市は活性化対策 と し て お の 沿椋 プ ロ ジ ェ ク ト を打 ち 出 し、 こ れ ま で に も 家電量販

屈 や ホ ー ム セ ン タ ー の進 出 を 図 っ た が、 今後 も 交通局 を 初 め と す る 市全体で、 海岸線の乗

客増 と 沿線地域の活性化 に 努 め る こ と に し て い る O
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3 . 港湾
震災で大被害 を 受 け た神戸港 だが、 2003年度 も 着 々 と 復興の歩み を 続け た 。 国捺的 な 物

流拠点 の機能が震災で壊滅 し た こ と は市民の経済、 生活だ け で な く 、 内外 の物流 ・ 産業活

動 に も 大 き な 影響 を 与 え た 。 神戸市は震災復興の総括 ・ 検証 を 行 い 、 港 の機能の早期 回復

を 目 指 し て 改訂 さ れた 「神戸港港湾計画」 の 目 標年次の2005年 に 向 け 、 復 興計画 に 取 り 組

ん だ。 日 本経済の不況の影響 も あ り 、 神戸市 は 未だ完全復興 と 言 え る 状況 に な い上、 産業 ・

貿易構造 は 一層 ボー ダ レ ス 化、 グ ロ ー パ リ ゼ ー シ ョ ン 化 し 、 国 内外の都市間 競争 も 激化 し

て い る 。 そ ん な 中 で 1 日 も 早 く 復興 を 成 し 遂 げ、 国際都市神戸の新 し い飛躍の礎づ く り と 、

21世紀の新 た な 港づ く り 、 災害 に 強い都市づ く り の実現 に 取 り 組ん だ。 2003年度 は ポ ー ト

セ ー ルス 、 エ ア ポ ー ト セ ー ルス 、 企業誘致の 一層 の推進 を 図 り 、 神戸港の 港勢 の 回復 ・ 拡

大、 産業の促進 な ど 「人が活 き 、 人が育 ち 、 人が集 う 」 ま ち づ く り を 進 め た 。

港湾事業 で は 「 ス ー パ ー 中枢港湾」 の実現 を 目 指す と と も に 、 新 た に 認定 を 受 け た 「国

際 み な と 経済特区J r都市再生緊急整備地域」 の効果 を 最大限 に 生 か し て 神 戸 港 の 活性化

を 潤 っ た 。 ま た 、 人 ・ 物 ・ 情報が集 ま る 総合的 な 交流拠点機能 を 目 指 し 、 港湾施設の充実

を 図 る と と も に 、 既存施設の 有効活用 、 新 た な 物流空間や都心の ウ ォ ー タ ー フ ロ ン ト づ く

り に も 取 り 組ん だ。 さ ら に 、 港湾施設寝泊料の減額、 港湾物流情報プラ ッ ト フ ォ ー ム の シ

ス テ ム の 開発な ど に よ り 、 港の ト ー タ ル コ ス ト の削減、 高水準の港湾サ ー ビス の提供 に努

め 、 利用 し や す い 港づ く り を 進 め た 。 特 に 輸入貨物対策 な ど、 船社 ・ 貨物 の 誘致や企業誘

致 を 強化す る こ と に よ り 港勢 の 回復 ・ 拡大 を 図 り 、 港の賑わい復活に取 り 組ん だほ か 、 安

全で働 き やす い 港湾環境の整備 や 、 市民 と j巷 を 結ぶ様々 な行事 も 実施 し た 。

海岸事業 で は 、 高潮や津波等か ら 市民の生命や財 産 を 守 る た め 、 高潮対策事業 を 行 っ た が、

須磨海水浴場 を 明 る く 鍵全 な 市民の憩いの場 と す る た め 、 i毎水浴場対策事業 も 実施 し た 。

さ ら に企業誘致で は 、 定期借

地、 長期分割納入制度等の イ ン

セ ン テ イ ブ策や民間 人材 も 活用

し 、 特 に ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期

で は 、 先進的 な 産業分野の立地

を促進す る 「神戸エ ン タ ー プ ラ

イ ズ ゾー ン 条例J を 最大i現 に 活

用 し な が ら 、 神 戸医療産業都市

構想、 な どの各種 プ ロ ジ ェ ク ト を

推進す る と と も に 、 企業誘致に

取 り 組 ん だが、 多 く の企業が誘
新設パース に初着岸 した リ ン ・ ユ ァ ン号 (神戸新聞社提供) 致 に 応 じ 、 2003年度 の 最大の収

752 第九寧 @ 都市 イ ン フ ラ

穫 に な っ た 。



ま ず、 物 流 管理 シ ス テ ム や 無 人 ゲー ト な ど最新 の 情報技術 を 備 え た コ ン テ ナ 船埠頭

PC- 18が、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 で 4 月 か ら 稼働 し た 。 港運大手の 上組が運営す る が、 専

用 埠頭 を 船会社以外が単独で借 り 受 け る の は 国 内初。 水深15 m 、 敷地面積13万4 ， 300m2 で

5 ， 500偲積 み級大型 コ ン テ ナ 船が着岸可能。 南側岸壁か ら 利用 を 始め る が、 将来は東側岸

壁 も 整備す る O 隣接す る 公共埠頭 も 含め使用 可能 な ガ ン ト リ ー ク レ ー ン は 10基 に な り 、 岸

壁総延長 は 1 ， 530 m で、 コ ン テ ナ処理能力 は 年 間 50万個 の計画。 荷主や 運送会社な どの利

用 者 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や携帝電話 を 通 じ 、 リ ア ル タ イ ム に船や貨物 の状況 を 把握 で き る

ほ か、 作業指示の即時更新や追加 も 可能で、 入港当 日 で も 貨物 の 引 き 取 り や搬入受付がで

き る 。 さ ら に 最新の チ ェ ツ ク シ ス テ ム が導入 さ れた タ ー ミ ナ ル ゲー ト で は 、 運転手の 携帯

に 2 次元バー コ ー ドが表示 さ れ、 こ れ を か ざす だ け で積 み 降 ろ し場所 の 指示が受 け ら

れ る O ま た コ ン テ ナ の損傷 も 自 動で点検 さ れ、 通過時間 は 今 ま での約 5 分が20秒 に短縮 さ

れ る o 5 月 6 日 に 第 1 船 と な る 中 国船籍の コ ン テ ナ船 「 リ ン ・ ユ ァ ン号J (7 ， 065 t ) が午

前 8 時半に着岸 し た 。 コ ン テ ナ の積み込み を 終 え 、 午後 2 時 に は 中 国 ・ 寧波 に 向 っ て 出 港

し た 。

5 月 に神戸市 は 、 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル の役割 を 終 え 再 開 発 を 計画 中 の ポ ー ア イ 1 期西地

区 (72ha) に 、 外 国 航路 の 旅客 船 タ ー ミ ナ ル を 造 る 計画 を 明 ら か に し た 。 市街地 を 一望

に 収め る 好立地 を 生か し 、 5 つ あ っ た コ ン テ ナ埠頭の北側 2 つ分 を 旅客船埠頭 に 変 え 、 タ ー

ミ ナ ル施設 な ど を 設 け る も の 。 水深12 m 、 岸 壌 の 長 さ が680 m あ る か ら 、 7 万 t ク ラ ス の

外航旅客船 2 隻が 同 時 に 接 岸 で き る O 新 タ ー ミ ナ ル 背後 の 再 開発用 地21 . 5ha に は 、 研究

所や高等教育機関 の誘致 な どで、 都市的 な利用 を 図 る 予定。

(図 8 ) 新 し い旅客船 タ ー ミ ナ ル の位置函

世 界 の 港 湾 で の 物 流 情 報 を 、 I T で 一 元

管 理す る 試み と し て 進 め て い た 国 内 初 の

「港湾物流情報プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 実証実験」

も 行 わ れ た 。 輪入業務 を 対象 に イ ン タ ー

ネ ッ ト 上 に すべて の港湾業者が利用 で き る

共通基盤 を 構築、 船会社 一 荷主 の 運送契約

を 元 に 、 荷主や通関業者、 運送会社 な どが

必要 な デー タ を 入力 ・ 閲 覧 で き る 仕組み に

し た 。 新 シ ス テ ム で は業者聞 の 書類 の 受 け

渡 しが不要 に な る こ と か ら 、 荷主の書類準

備か ら 輸入 品 の 納 入 ま での 時 間 が 9 時 間37

分 も 短縮 さ れた 。 36杜の 参加企業の大半か

ら 「共通基盤 は必要J r ネ ッ ト 利用 は有効」

と 評価 さ れ た 。
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〔ポー ア イ に企業の進出続 く 〕

政府の構造改革特置 に神戸市の 「先端医療産業特区」 と 「国際み な と 経済特区J の 2 件

が 4 月 に 内定 し た 。 「先端…」 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド全域 と 神戸大学医学部 な ど が対象で、 産 ・

官 ・ 学が連携 し て ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期地区で進め て い る 「医療産業都市」 を 推進 さ せ る

狙い。 外国人研究者の在習 期 間 が伸 ぴる ほ か、 大学教授がベ ン チ ャ ー 企業 の経営 に 参画で

き る よ う に な る O 「国際…」 は ポ ー ト ア イ ラ ン ド な ど臨海地 区 で の 通 関 業 務 の 規制緩和 が

中心で、 税 関 の通 関 時 聞 が平 日 昼間 の み か ら 平 日 夜間 と 土 日 曜 に も 拡大 さ れ た 。

2002年度 に 医療 関連産業が34社 も 進 出 し た 医療産業都 市 は 、 「発生 ・ 再 生科学総合研究

セ ン タ ー 」 や 「先端医療セ ン タ ー 」 な どの 中核施設が次々 に 開設 し た こ と も あ っ て 、 2003

年度 も 多 く の 企業が進出 し た 。

日 立製作所 の子会社の 日 立 メ デ イ コ (東京) が、 2004年 3 月 ま で に ポ ー ア イ 2 期 に拠点

を 設 け 、 名吉屋大学 と 共 同 で歯の再生の研究 を 始め る こ と を 、 4 月 に 明 ら か に し た 。 同社

は CT ( コ ン ピ ュ ー タ ー 断層 撮影装置) や MRI (磁気共鳴 顧像装置) な ど間後診断装置

の メ ー カ ー 。 先端医療セ ン タ ー に 近い 「起業化支援施設」 に 入 札 歯 の基 に な る 「歯佐」

の再生 を研究す る O 名 占屋大学 と 共同 で組織再生工学の手法 を 用 い 、 歯ÆE細胞 を培養 ・ 増

殖 し て掲の再生 を 目 指す。 人工関根 な とミ を 使 っ て も 歯の神経は再生 さ れず、 完全な機能 回

複 は不可能 と さ れ る が、 歯Hf再生が実現す れ ば永久歯 と 同水準の 歯がで、 き る と 言わ れ る O

6 月 に は総合重機最大手の 三菱重工業が、 2004年 ま で に ポ ー ア イ 2 期 に最新の がん治療

装置 を 開発す る 拠点 を 設置 し 、 京都大学な ど と 共同 で実証実験な ど を 進め る こ と が決 ま っ

た 。 開発 を 日 指す の は X 線 を 使 っ た がん治療装置で、 X 線照射に よ る 透視 で患部 を 特定 し

照射幅 を 変 え て患部 を 切 除す る た め 、 身体 を 傷 つ け る こ と な く 治療がで き る O ま た 、 電子

制御装置 を 中 心 に 、 バ イ オ 分野 に も 製品 を 収め て い る 昭和精機 (神戸) も 進出 を 決め た 。

北海道 シ ス テ ム サ イ エ ン ス (札幌) と DNA 合成装置 を 共 同 開発 し た の が き っ か け で 、 7

月 に子会社の研ー究室 を 開設 し た 。

同 月 末 に は 「神戸 臨床研究情報セ ン タ ー (TRr) J が完成 し た 。 医療分 野 の 基礎研究 と

臨床応用 と の橋渡 し研究 を サ ポ ー ト す る 、 わ が国 初 の 情報拠点。 医学分野 で は 、 基礎研究

の 成果が鴇床 に 生 か さ れ て 初 め て社会 に 有効 に な る が、 従来、 両者 を橋渡 し す る 研究が遅

れ て い た 。 TRI は 「各医療機 関 で得 た 患者情報の収集 ・ 管理 シ ス テ ム の構築J ，.生活習慣

病の原 因 遺伝子の 解明 の た め 臨床 ・ 遺伝 子情報 を 統一的 に 収集 し 解析で き る デー タ ベ ー ス

づ く り 」 な ど を 行 う o 7 月 に入 る と 遺伝子解析ベ ン チ ャ ー の ト ラ ン ス ジ、 エ ニ ッ ク (熊本)

も 用 地賃貸契約 を 結 ん で研究所 な ど を 建設、 2004年夏の操業 を 目 指す。 正常 な マ ウ ス と 特

定の遺伝子 を 破壊 し た マ ウ ス を 比較 し て遺伝子の働 き を 解析す る が、 こ の研究は遺伝子 と

疾患の関連の解明 や新薬 の 開 発 に 役立つ と さ れて い る O さ ら に 医療関連企業 2 杜 も 進 出 を

決 め た 。 バ イ オ 、 製 薬 の 製造設備 に 使 わ れ る 機器の 輸入販売 と 技術 開発 を す る IBP テ ク

ノ ロ ジ ー (神戸) と 、 バ イ オ ベ ン チ ャ ー の起業時 に 事務所の準備、 登記 な ど支援す る エ フ ・
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ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ ( 同 ) 。

8 月 に も 企業 の 進 出 は 続 い た 。 放射性診断薬 で 同 内 の ト ッ プ メ ー カ ー の 行 本 メ ジ フ イ

ジ ッ ク ス (西宮) が、 がん診療な どに m い ら れ る 陽電 付文射断層掲影装罰 (PET) m 診 断

の研究開発 ・ 製造拠点 を ポ ー ア イ 2 期 に 設 け る と 発表 し た 。 PET は 放射性同{立 J己主ー を

含 む薬 品 を 体内 に 注入 し 、 薬 品 が発す る 放射線 を 検知 し て 凶行引とす る 装置 。 がん診断 に 有

効 で 医療保険 に も 適用 さ れ る こ と か ら 受診詫望者が急増 し て い る 。 神戸 に は 映像医療分野

の研究者や設備が集積 し 、 交通の ア ク セ ス も {憂れて い る と こ ろ か ら 進出 を 決め た 。 2004 年

秋 に 完成予定。 さ ら に 臨床検査機器 大 子の シ ス メ ッ ク ス (神 も 、 ポ ー ア イ 2 期 に研究

拠点 を 設 け 、 がん治療 に も 繋がる 細胞増殖 の制御 に 関 す る 研究 に取 り 組む こ と に な っ た 。

研究拠点 は20例年完成 を 日 指 し神戸 市が建設 中 の 「起業化支援施設」 で、 当 初 は 6 人程度

の研究員 が常駐す る が、 医療産業都市 と し て の機能が成熟す れ ば規模 を 拡大す る O 研究対

象 は細胞増殖 の メ カ ニ ズ ム な ど を 探 る 基礎分野で、 正常 な細胞 を 増 や し 、 がん化 し た細胞

と 取 り 替 え る 治療法 に も 応用 で き る O

さ ら に イ ン タ ー テ ッ ク メ デ イ カ ルズ (神戸) と 、 遠隔医療研究所 (名古屋) の進出が決 ま っ

た 。 イ ン タ ー テ ッ ク は心臓疾患向 け に 開発 し た 光 フ ァ イ パー を使 っ た血管 内 視鏡が主力製品。

大阪の本社 を 医療関連企業の集 ま る 神戸 国 際 ピ ジ ネ ス セ ン タ ー に 移 し た 。 遠隔医療研 は 、

がん な どの特定疾患 に 見 ら れ る 人体 内 の タ ン パ ク 質 の構造解析 を デー タ 化 し 、 製薬会社 な

ど に 提供。 生薬 を 使 っ た 抗生物 質の補強剤 も 開発す る o 10月 に は創薬ベ ン チ ャ ー の カ ル ナ

バ イ オ サ イ エ ン ス (神戸) が進出 を 決め た。 細抱聞 の情報伝達 を 制御 す る プ ロ テ イ ン キ ナ ー

ゼ の機能の解析情報 を 製薬 会社 に提供 し 、 抗がん剤 の 開発 を 支援す る O オ ラ ン ダ系 の 大手

製薬会社 オ ル ガノ ン杜の 日 本法人 ・ 日 本 オ ル ガ ノ ン杜の研究部門 か ら 4 月 に独立 し た 。

ポ ー ア イ 2 期 に は 海外か ら の視察団 も 相次い だ。 神戸市産業振興 局 に よ る と 、 2001年度

に25件延べ264人だ っ た海外視察団が、 2002年度で は42件705人 と 大幅 に 増 え 、 今年度 に 入 っ

て も 海外か ら の視察は勢い を 失 わず、 中 国、 台 湾 な どア ジ ア各 国 を 主 に 、 欧米各国が続い

た 。 10月 に は 、 バ イ オ 産業 に 関 連す る ミ シ ガ ン 、 オ ハ イ オ な ど ア メ リ カ 中西部 5 州 の 大手

製薬会社の役員 や ナ1'1 政府関係者 ら 73人がポ ー ア イ 2 期 の 医療産業都市 を 訪れ た 。 同構想、 を

視察す る 海外 ミ ッ シ ョ ン で は 最大の規模 で 、 進 出 し た ベ ン チ ャ ー 企業 と の交流 も 図 っ た 。

日 本貿易振興機構 ( ジ ェ ト ロ ) が招へい し た も の で 、 担 当 者か ら 医療産業都市構想、の説明

を 受 け た後、 同都市 に進 出 す る 企業 5 社か ら 研究内容な ど を 開 き 、 行政の サ ポ ー ト や研究

体制 な ど に つ い て 熱心 に 質 問 し て い た 。 神戸市 の ほ か 、 大阪、 尼崎、 京都市 を 訪れ た 。

輸送会社 の 進 出 も あ っ た 。 8 月 に は ポ ー ア イ 2 期 内 の港湾関連用地 7 ヵ 所 に 海上 コ ン テ

ナ 輸送会社 な ど20社 の 進 出 が決 ま っ た 。 う ち 19社が市 内 か ら の移転で、 西神 陸運な ど 5 社、

伸東運輪な ど 2 社、 キ ャ リ ー サ ー ビ ス な ど 6 社、 サ ン 物流な ど 3 社、 加藤監運な ど 2 杜が、

そ れぞ、れ共同 で用 地 を 借 り 受け る ほ か 、 関西高速道輪、 日 本 コ ン セ プ ト が進 出 す る O 日 本

コ ン セ プ ト 以外 は すべて 市 内 の コ ン テ ナ運輸業者で、 港湾 に近い場所への拠点設置で経営の
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矢田神戸市長の説明 を 聞 く 過去最大の視察団 (神戸新聞社提供)

ト ピ ッ ク ス

効率化 を 目 指す。 9 月 に は 大手

タ ク シ ー 会社 の 国 際興業が、 神

戸支屈 と 神戸営業所 を 兵庫 畏 か

ら ポー ア イ 北部 の 港湾関連用 地

に 移転す る と 発表 し た。 用 地 が

都心三宮 に 近 く 、 医療産業都市

構想が進 む ポー ア イ 2 期 や 2005

年 開港予定の神戸空港 に も 配車

し や す い こ と な どか ら 移転 を 決

め た 。

神戸税関 の調べに よ る と 、 2002年 の 国 産 リ ン ス で 神戸 港が50% 超 の シ ェ ア を 続 け て お り 、

ゴの輸出量 は過去最高 と な り 、 中 で も 神戸港が 2000年 に は侭 と 76 . 4% ま で に 達 し た 。 生産地の

輸出 港 と し て は最高の シ ェ ア を 占 め た 。 こ の年 東北地方か ら 遠い神戸が ト ッ プの座

の 全 国 の 輸 出 量 は 1 ];210 ト ン で国 内収穫量 の 約 る 理由 を 、 神戸税関 は 「バナ ナ 、 カ ボチ

1 % に 過 ぎ な い が、 前年比4 . 7倍 と 急増 、 そ の を 扱 う 青果物 の貿易会社が神戸 に 多 い」

う ち 神戸 港 は 5 ， 512 ト ン で、 全国 シ ェ ア の 54 . 0% し て い る が、 最近 は東京港や、 生産地

と な り 、 2 佼横浜港の21 . 0 % を 大 き く 5 1 き 離 し 戸港か ら の輸出が増 え て い る た め 、 今後

て 日 本ー に な っ た 。 日 本 か ら 輸出 さ れる リ ン ゴ の座 を 続 け ら れ る か は 、 判 断 し に く い よ

4 . 空港
空港問題は 、 新年度 に 入 っ た 直後の2003年 4 月 日 日 の神戸市議選で幕を 開 け た。 し か し

多 く の候補 者 は 、 阪神 ・ 淡路大震災直後の前 々 回 、 空港建設の 是非が問 わ れ た 前 回 と 比較

す る と 明確 な 争点 の な い現状 に 、 い か に有権者の支持 を 集 め る か に苦心 し た 。 前 回 の神戸

市議選で 問 わ れ た の は神戸空港建設問題で、 選挙前 に 建設の是非 を 問 う 住民投票条例案 を

巡 り 、 空港反対派な どが31万人の著名 を 集め た こ と も あ り 、 大 き な 争点 に な っ て い た 。 し

か し 、 今 回 は 「空港建設の是非 を 議論す る 時期 は過 ぎ た」 と 、 空港 も 震災 も 論点 に な ら ず、

候補者 に対す る 新聞 社の ア ン ケ ー ト で も 、 候補者が有権者 に 訴 え た い こ と は①経済問題②

福祉問題③財政問題の順で、 空港建設 は 第 4 位 だ、 っ た 。 選挙の結果 も 、 前 回 、 空港建設反

対 を 訴 え て議席 を伸 ば し て い た 共産、 新社会党が現職 6 人の議席 を 失 う な ど、 反対派 は23

議席か ら 前回 選挙前 の 19 を 下 田 る 18議滞 に ま で落 ち 込 ん だ、。
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空港建設関連 は こ の年 も 着実 に進み、 6 月 に は神戸空港 タ ー ミ ナ ル会社が社長 に民間 出 身

の森井章二 ・ 住友信託銀行執行役員本西支配人 (55) を 迎 え る こ と を 叡締役会で決め た 。 5

月 1 日 付け で 伺杜顧問 に な り 、 6 月 の株主総会 を経て就任 し た。 現社長の神戸市助役の鵜崎

功氏は副会長 に な る O 同社は タ ー ミ ナ ル ピ ル建設 に 向 け本格的 に動 き 出す た め 、 民間 で豊富

な 実務経験 を 持つ専任の社長 を招 き 、 経営体制 を 国 め た も のO 同 じ 6 月 に は 23 日 に、 建設が

進 ん で い る 神戸空港の空港島が報道関係者に初め て公開 さ れた 。 2005年開港 を 目 指 し、 神戸

ポ ー ト ア イ ラ ン ドの沖合に埋め立てが進んで、お り 、 西区の 団地造成地か ら 船 を 使っ て 1 日 28

匝約10万 t の土砂 を 運び込み、 駐機場、 旅客 タ ー ミ ナ ル用 地 に 当 た る 中央部の85ha を 陸地

化 し た。 空港島の総面積272ha の約30% に 当 た る O 市 は空港施設用地の造成 を 2004年 3 月 ま

で に 完成、 2004年度か ら タ ー ミ ナ ル ピ ルや滑走路な ど主要施設の整備 に 入 る 予定。 ポ ー ア イ

2 期 と 空港 島 を結ぶ連絡橋は 8 本の橋脚が完成 し 、 1 1 月 か ら は道路の据 え付 け も 始 ま っ た。

一方、 兵庫県 ・ 神戸市 ・ 経済

界でつ く る 「神戸空港整備推進

協議会J は2004年度政府予算の

概算要求 を 前 に 、 2005年秋の供

用 開始 に 向 け た 予算確保 を 与党、

財務省 、 国交省 な ど に 要望 。 矢

田神戸 市長、 藤本県副知事 ら が

要望 に先立 っ て 県 関係 国会議員

ら でつ く る 「与党神戸空港整備

推進議員 連盟」 と 合同会議 を 開

き 、 意見交換 を 行 っ た 。 同協議
報道関係者に初公開 さ れた神戸空港島 (神戸新聞社提供) 会 は 、 年 末 の 1 2 月 に も 東京都内

で幹事会 を 開 き 、 県、 市、 神戸高工会議所の幹部 に 国交省の 関係者が出席、 2004年度予算の

確保 を 固 に要望 し た。 そ れに対 し航空局長は 「公共事業費が削減 さ れる な ど厳 し い状況だが、

確保 を 目 指 し た し り と 述べた。

8 月 に な る と 、 神戸空港 タ ー ミ ナ ル株式会社が、 タ ー ミ ナ ル ピ ル の設計、 建設、 テ ナ ン

ト 誘致 な どの事業提案 を コ ン ペ方式で募集す る こ と を発表 し た 。 2005年 開港 を 目 指 し埋め

立 て 工事が進 ん で、 い る 神 戸 空港 の 人 工 島 内 で の 建物発注 は 初 め て 。 ピ ル は 1 階 を 到 着 ロ

ビ ー 、 2 階 を 出発 ロ ビ ー と す る 2 層 式で、 タ ー ミ ナ ル機能 だ け で な く 集客 の た め の レ ス ト

ラ ン 、 土産物庖 な ど 「賑わ い施設J の併設が条件。 「商業施設が入居す る 大阪空港の よ う に 、

飛行機 を 科 用 し な い 人 も 訪 れ る 施設 を 目 指 し た い」 と 同社 で は 話 し た 。 コ ン ペ は 12月 に結

果が発表 さ れ、 神戸製鋼所 グ ル ー プの提案が最優秀作 に 選定 さ れ た 。 鉄骨 3 階建 て 、 延べ

面 積 は 1 万4 ， 320m'。 ポ ー ト ラ イ ナ ー と 接続す る 2 階 に 出発 口 が設 け ら れ、 ロ ピ } 中 央 に 、

チ ェ ッ ク イ ン カ ウ ン タ ー が配置 さ れた 「 ア イ ラ ン ド方式J は 国 内線空港 で は �。 カ ウ ン タ
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と セ キ ュ リ テ ィ ー チ ェ ッ ク が ロ ビ ー 両側 に 、 正面奥 に 商業施設が配 さ れ、 搭乗口 ま で ガ ラ

ス 越 し に 見 渡せ、 乗客の 目 的地が一 目 で分か る よ う に 考慮 さ れて い る O 到藩 口 は I 階。 3

1暗 に あ る 「 に ぎ わ い施設」 に は レ ス ト ラ ン や足湯、 マ ッ サ ー ジ コ ー ナ ー も つ く ら れ る O

残 る 問題は航空会社の利用 だが、 10月 に ス カ イ マ ー ク エ ア ラ イ ン ズが航空会社 と し て初

め て神戸 空港への就航 を 表明 し た 。 神戸空港の利能性 と 立地条件 を 高 く 評価 し 、 開 港 当 初

か ら 神戸 ~ 羽 田 聞 に l 日 4 便 を 就航 さ せ る と 発表 し た 。 1 1 月 に は全 日 空 も 関 西国際空港の

国 内線の減便}j針 を 発表。 神戸空港 に つ い て 大橋洋治社長は 、 会見 で 「立地条件 は素晴 ら

し く 、 動 向 を 考慮 し て 、 こ れか ら 検討 し た い」 と 就航 に 前 向 き な 姿勢 を 見 せ た 。

12月 に は空港島への連絡橋の橋げた据え付 けが開始 さ れた 。 こ の橋げた は 道路 と ポ ー ト

ラ イ ナ ー を 一体に し た構造で、 9 つ の ブ ロ ッ ク に 分 け て傾次据 え 付 け ら れ る O 空港島 の 工

事全体の進捗率 は 10月 末 で約68 % に な っ た が、 開 港 に 向 け て航空機の利 用 実績 を 積 み 上 げ

る た め 、 ]AL、 ANAの グ ル ー プ旅行会社が、 2004年 1 月 か ら 神戸市役所内 で 、 市職員 向 け

に統空券の 取次サ ー ビ ス を 開始 す る と 発表 し た 。 神戸市 も 職員 の 出 張規定 を 見直 し 、 航空

機の使用範 囲 を 拡大 し て い た が、 神戸市教;委 も 小 中学生の修学旅行 に航空機の利m を 認め

る 方針 を 固 め た 。 年 明 け の 1 月 に 、 い ち 早 く 神戸就航 を 決め て い た ス カ イ マ ー ク エ ア ラ イ

ン ズが、 羽 出使 だ け で な く 神戸 ~ 那覇 間 を 1 Fl 2 便就航 さ せ る と 発表。 沖縄路線は高値で、

推移 し て お り 、 神戸便 も 利用 客 を確保で き る と 判 断 し た 。

反対 も 続い た 。 神戸空港の需要予 測調査報告書の計算方法 に 誤 り があ る と し て 、 6 月 18

日 に神戸市内 に住 む27人が神戸市長 に調査委託料の 支 出 差 し止め を 求め る 住民訴訟 を 起 こ

し た 。 需要予測算定の基 に な る 地域間旅客量の分析で、 空港利用 を 1 県 1 空港 に 限定 し 近

隣空港の利用 を 見込 ん で い な い な ど、 算 出 方法に根本 的 に 誤 り があ る と 指摘 し た 。 8 月 に

は 空港建設の郎 時 中 止 を 求め て市民団体 「ス ト ッ プ ! 神戸空港 の 会」 が27 日 に神戸市 を 訪

れ、 7 ， 714 人 の 署 名 を 添 え た 要望 書 を 市長 に提 出 し た 。 需要予測が大 き 過 ぎ 、 借金返 済 な

どで財政破綻 は 明 ら か と し 、 埋 め 立 て 工事の 中止 を 求め た 。 9 月 に は 、 空港着工か ら 4 年

目 を 迎 え る の を 前 に 、 同 会 な ど市民団体 5 団体 と 空港建設反対 の神戸市議 ら が、 市役所玄

関前で抗議集会会 を 開 き 「工事 は 進 ん で、 い る が問題点 は放置 し 、 先送 り し た ま ま O 市民 に よ

る 検証が必要」 と 工事 中 止 や 再検証 を 訴 え た 。 ま た 「 ミ ナ ト 神戸 を 守 る 会」 も 16 日 か ら 3

日 間 、 ピ ラ な ど を 配 っ て工事の 中 止 を 訴 え た 。

1999:q: に 市民団体か ら 提起 さ れた神戸空港関連予算の差止め訴訟 は 、 12月 に神戸地裁で

の 審理 を 終え て い たが、 3 月 30 日 の 判 決 で は原台側 請 求 は 全面 的 に棄却 さ れ、 神戸市側が

勝訴 し た 。 判 決 で は 「大阪湾岸 に は 関西国際、 伊丹空港があ る の に神戸空港が必要 な の か、

素朴 な疑問があ る 」 と 述べ た が 「神戸市民 に と っ て必要性がな い と は ま っ た く 言 えず、 予

算支出 も 市長の裁量 を 逸脱す る 違法 な も の と は認めがた い」 と し た。 し か し 、 土地処分の

難 し さ か ら 「財故 に悪影響 を 与 え る 恐れがあ る 」 と し 、 ま た需要予測 に つ い て も 「大 き く

外れ、 空港管理収支 自 体が成 り 立 た な い恐れ も あ る 」 と 厳 し い指摘 も 盛 り 込 ま れた 。
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ト ピ ッ ク ス

国土交通省が2002年度 に 実施 し た 関西、 大阪、

神戸、 八尾の 4 空港の航空 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の

報告書で、 過密持の大幅 な 遅れが指摘 さ れて い

た神戸空港の発者 に つ い て 、 管制体制の強化な

どの条件 を 付け た上で、 ス ム ー ズ な 運航 を 可能

と し て い た こ と が、 2003年 5 月 に 明 ら か に な っ

た 。 神戸 の市民団体 メ ン バ ー の情報公開請求で

分か っ た 。 同省が2000年 3 月 に 実施 し た 4 空港

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で、 神戸空港は

ュ 時 に 最大19分の遅れが出 る と さ れて い

2002年 5 月 に ラ ッ シ ュ 時の 条件 を 設定 し

し て い た も の O 開港後 に想、定 さ れ る l

〈参考文献〉
íJR 西 日 本資料 JR 西 日 本
「阪神電鉄資料」 阪神電鉄
「神戸市営地下鉄資料」 神戸市交通局
「事業概要」 神戸 市みな と 総局
「統計神戸港J 可
ípORT OF KOBEJ 向
「神戸市み な と 総局資料」 向

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新聞

時 陪 5 機 ( 出発 2 、 到着 3 ) と

の試行では大幅 な 遅 れ を 記録 し

制 官 を 配置す る な ど し た 4 回 日 で

着 と も 1 機ずつ が 5 分の遅れだ っ

の 空港で も 起 き る 許容範問。 今後、

す れ ばス ム ー ズ な運航が可能」 と 話 し た 。 こ の

結果 を 受 け て 市民団体新 し い神 戸 を つ く る 会は

「安全で円滑な運航が可 能 と い う 結論に は無理

があ る 」 と し て 同省航空局 に 公 開 質 問書 を 送 っ

た 。 調査 を 外部研究機関 に委託 し な か っ た理由

や 、 管制官のi脅 員 な どの具体策 な ど に つ い て 回

答 を 求め た 。
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l 第三節 情報イ ン ブ ラ

1 . 電話
震 災 は最大の通信手段で あ る 電話 も 止め た 。 神戸地域だ け で も 約30万 の 加入電話が不通

に な っ た ほ か、 加入者系通信 ケ ー ブル に も 影響 し た た め 、 市民 の 多 く は連絡す る 方法 を 失 っ

た 。 混乱 に 拍車 を 掛け た の は 、 全国か ら の 親類 、 友人な どの安否 を 確認す る た め の 電話で、

通常 ピ ー ク の 50倍 も 殺到 し た こ と だ っ た 。 そ ん な 中 で、 NTT は た だ ち に 復 旧 作業 を 開始

ま で に希望の あ っ た 約 10万 の 回線 を復旧 さ せた 。

NTT 西 日 本 は 、 そ れ ま で も 災害時の被害 を 最小 限 に 抑 え る た め 、 耐 災性 の 向上や監視 ・

制御体制 の 強化、 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性確立 な ど に 取 り 組 ん で 来 た 。 万 一 、 災害が発生 し

た場合 に は 、 い ち 早 く 被災状況 を 把握 し て速 や か に復 旧体制 を つ く り 、 重 要通信の確保、

し 、 月

NTT 西 日 本 の 災 害対策方針(図 9 ) 

被害の最小化ネ ッ ト ワ ー ク の高信頼化

設備の耐災性
の上
一

ク

向

一

一

性

一

円

傭

一

ツ
二

ネ 日頃の備え
監視 ・ 制御体制

早期回復
災害時優先電話
早期把援
災害対策機器
復旧体制
技術錬磨

重要通信の
確保

新サ… ビ スへの対応

関係機関 ・ 企業 と の連携

事業環境の変化
新技術の活用
事例の分析 ・ 改善

[ サー ビスの
早期復 !日

(NTT 西 日 本資料)

通信サ ー ビ ス の 早期 復 旧 を ほl る な ど万全の 体制 を 敷い て い た が、 自 然 の猛威 は そ れ を 上

回 っ た 。 そ の た め 、 建物や無線鉄塔 な ど を 耐震構造 に 改め 、 台風や洪水、 津波 に対 し で も

必 要 な 対策 を 取 っ た ほ か、 重要通信 セ ン タ の分散、 中 継伝送路 の 多 ル ー ト 化 な どで ト ラ ブ

ル の 訪止 を 図 っ た 。 一方、 利 用 者向 け に は 、 災害が発生 し た 持 に被災地の安否確認電話の

集 中 を 避 け る た め 、 災害用伝言 ダ イ ヤ ル 1171J を 導入 し た 。 災害救助法が適用 さ れ る よ

う な 大規模災害が発生 し 、 広 域 に 渡 り 停電が発生 し た場合 に は 、 テ レ フ ォ ン カ ー ド や コ イ

ン が無 く て も 電話が通 じ る 公衆電話無料化 も 取 り 入 れ た 。 2001年度か ら は 、 地震 な どの大
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規模災害時 に 、 住民が避難場所で ネ ッ ト 接続や メ ー ル 送信が無料でで き る 通信 シ ス テ ム も

始 め た 。災害発生 時 に特設 さ れ る 公衆電話用 の通信 シ ス テ ム に パ ソ コ ン を 繋 ぎ 、 衛星 を使 っ

て 電波 を 被災地以外の電話局 に送 っ て ネ ッ ト に接続す る 仕組み。 被災者 に と っ て は電話以

外 の 通信方法が取 れ る ほ か、 災害の 情報収集 に も 役立 つ 。 NTT は 、 災 害 時 に 行 政機 関 の

要請で避難所 に 無料の公衆電話 を 特設 し て き た が、 相手が不在の場合 な ど に 連絡の取れな

い 恐れが生 じ る ほ か 、 災害 に 関 す る 情報 を 要望す る 被災者が増 え る こ と を 考慮 し て採用 し

た も の O 震災時の避難所で、 生活情報の収集や ボ ラ ン テ ィ ア の連絡 に イ ン タ ー ネ ッ ト が利

用 さ れた事実 を 教訓l に 開発 さ れた も の だが、 ホ ー ム ペ ー ジ の 閲 覧 や 、 共 通 ア ド レ ス に よ る

メ ー ル の 送信 も で き る O

(図10) 災 害用伝言 ダ イ ヤ ル利用方法

[車両可能端京]
+ NTTの電話機 ・ NγTの公衆電話

(ダイヤル式、 プッシュ式 )
棚田， 録音/再生

。携帯電話、 PHS
(現詩点、 一部 立利用不可 i 

巴回日 巴 回日回目白日巴回目巴 口言コ
。再生時は 4静伝言蓄積BOX番号

ízl ・被災地内のNTT電話機の電話喬号
LヱJ ・ 利用可能なBOX番号 は災害時Nア「が指定

. 1 伝言30秒以内
- ・ ・ : 操作等の案内ガイダンス

喝醐鑓出認調低温舷醐認醐掘調臨週臨蹴磁器臨盟国鵬首凶園田線路離泌盟隅田崎醐蝿盟嘩劉醐醐醐盟拙醐描協調哩醐醐都冨臨醐掘醐珊潤醐属議鵬盟盟田誠.，;�:

作一 お父さんです。
歩いて帰ります。

1 7 1 (伝言再生)嘩 《

(NTT 西 日 本資料 )

し か し 、 通信手段 は震災が起 き た 8 年前か ら 大 き く 変貌 し た 。 加入電話が大半 を 占 め て

い た 当 時 と 異 な り 、 新 し い通信手段が参加 し て き た か ら で あ る O 変化 し た最大の も の は、

携帯電話 の 普及 で あ る 。 阪神大震災の時、 約433万 台 だ っ た 携帯電話 は現在7 ， 700万台 を 超

え 、 8 年 間 で 18倍、 由民の 3 人 に 2 人が持 っ て い る と い う 計算で、 普及 と 同 時 に 依存度 も

高 ま っ た。 阪神大震災持 に 「携帯 は 使 え た 」 と 言 わ れた こ と か ら 、 携帯 は 災害 に 強い伝説

が誕生 し た が、 こ れは 、 普及率 の低か っ た こ と も 原 因 の 一 つ で あ っ た 。 2003年 5 月 に起 き

た 三 陸 帯地震で は 、 通常の40� 50倍の電話が全国 か ら 殺到 し輯鞍状態 に な り 、 通信規制 の

実施な ど に よ り 一般電話は も ち ろ ん、 携帯電話 は ま っ た く 繋が ら な い状態 に な っ た 。 こ の
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結果か ら 総務省 は 7 月 に災害時の重要通信 を 確保す る 対策 を 公表 し た 。 回 線混乱 を 紡 ぐ た

め 、 安否確認 を 録音 、 再生 で き る 災害用伝言 ダ イ ヤ ル í171番」 活用 を 呼 び掛 け 、 携帝電

話か ら の 緊急、通報が確 実 に 届 く よ う に機能の 改善 を 進め た 。 同省 の研究会が2002年か ら 検

し て い た も の で 、 現在、 屈定電話 で は 緊急、通報は擾先的 に 繋が る が、 携 帯電話の場合、

通話が殺到 す る 基地局が処理能力 を 超 え る と 、 緊急、 一般の 区別が付 か な い た め 、 すべて

を 規制 し て し ま う O そ こ で一般利用 者 に は 、 確実に届 く 携帯 メ ー ルや 、 通信規制の対象 に

な ら な い公衆電話の活用 を 要請。 電話会社 に は 、 携帯電話か ら の 1 10番、 1 19番な ど の 緊急

通報が、 一段通話 よ り 優先的 に扱 わ れ る 優先接続機能 を付 け る よ う に 求 め た 。 国 と 通信会

社が災害時 に 情報交換が速や か に で き る シ ス テ ム の構築や、 通報者の位置 な ど を 消 防 署 な

どが把器で き る 機能 を 携帯電話 に装備す る こ と も 要望 し た 。

そ ん な 中 で NTT ド コ モ は 、 8 月 、 災害時 に 携帯電話の イ ン タ ー ネ ッ ト 接続 サ ー ピ ス の

「 i モ ー r" j を 利 用 し て 自 分の安否情報 を 伝 え ら れ る 「災害用伝言板サ ー ピス 」 を 2004年

か ら 始 め る と 発表 し た 。 震度 6 弱以上 の 地震 な どが発生 し た場合、 l モ ー ド の 「1 メ ニ ュ ー 」

内 に 災害伝言板が設置 さ れ、 「無事j í軽傷j í重傷」 と い う 自 分 自 身 の 安否状態 を 選 ん だ上、

一 つ の 電話番号で10件、 1 件 にイす き 100文字以 内 の伝言 を 残す方式。 登録 は被災地 内 の 利

用 者 に 限定 さ れる が、 伝言板は ど こ か ら で も 見 る こ と が可能で、 登録者 の 電話番号 を 画面

に 打 ち 込む こ と で 、 同社以外の携帯電話、 家寵な どのパ ソ コ ン か ら も ア ク セ ス で き る O

二陸沖地震で、威力 を発揮 し た の は 、 や は り 公衆電話で あ っ た 。 駅な どの公衆電話 は安否

を 伝 え る 人で、長い行列がで き た 。 公衆電話は災害救助法が適用 さ れ る 規模 の災害が発生 し 、

広域停電が発生 し た場合、 緊急措壁 と し て公衆電話が無料で 開放 さ れ る O ま た通常の電話

よ り は繋が り や す い と い う メ リ ッ ト を 持 っ て い る O し か し 、 災害時 の 命 の 綱 と も 言 う べ き

公衆電話 は 、 年 々 減 り 続け て い る o 1984年の約93万台か ら 、 2000年代 に入 っ て か ら は減少

の づ会 を 辿 り 、 2003 年 は 約50万台 に 落 ち 込ん だ。 収支改善 を 図 る NTT グ ル ー プが、 携帯

電話等の普及 に よ り 通話料収入が激減 し て い る 公衆電話 の 削 減 を 実施 し た結果だが、 こ の

ま ま 、 公衆電話の削減が進 む と 「大規模災害時 に公衆電話は 大 き な 通信手段。 も し削 減が

こ の ま ま 進め ば、 確 実 に パニ ッ ク に な る 」 と 指摘す る 声 も あ る 。

一方、 NTT 西 日 本 は 「西 日 本 I T オ ペ レ ー シ ョ ン セ ン タ ー 」 を 神 戸 市 中 央 区 に 開設、

稼働 さ せ た 。 九州 か ら 中 部 、 北 陸 ま で の 管 内 の電話回椋や イ ン タ ー ネ ッ ト の 通信状況 な ど

を 一元 的 に 監視 ・ 制御 す る セ ン タ ー で、 言 わ ば管制塔。 同杜の神戸 中 央 ピ ル 内 に置かれ、

約280人の技術者が24 時 間 体制 で 臨 み 、 大画面やパ ソ コ ン シ ス テ ム で通信サ ー ピス の状況

を 監視 し 、 通信機器類の故障や地震 な どの災害、 通信集 中 に よ り 異常が発生 し た 時 に は 、

即肢 に故障箇所 と 内容 を 判 断。 遠隔操作で復 旧不可能 な ケ ー ス に は 、 現地の修理部 門 の 派

遣 を コ ン ト ロ ー ル す る な ど、 早期復旧へ向 け た迅速 な 対花、 を 行 う O
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2 . ニ ュ ー メ ヂ ィ ア
神戸市広報課 は 、 震災 に よ り 従来 の テ レ ビ、 ラ ジ オ 、 広報紙な どの広報手段 を 失 い 、 市

民への情報連絡方法 を 報道機関 に 頼 る し か な か っ た 。 混乱の 中 で 、 1994年 か ら 神戸市外国

語大学が実験的 に 市 の ホ ー ム ペ ー ジ を 開設 し て い た こ と に気付 き 、 直 ち に 、 そ の活用 を 考

え 、 翌 日 か ら 内 容 を すべて震災情報に切 り 替 え て全 国 に 発信 し た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る

情報の 反響 は 劇 的 で 、 1 月 末 ま で に ア ク セ ス 件数は45万件、 20 日 に は 当 時 の 回線容量最大

の 4 万件/ 日 に達 し 世界各国か ら ア ク セ ス が殺到 し た。 そ の後、 内容は次 々 更新 さ れ、 震

災翌年 に は 遇刊市政ニ ュ ー ス な どが加 わ り 、 復興情報 と 震災被害情報は 「震災'青報室」 と

し て 発信 さ れ た 。 1997年 に は 「市長への 手紙」 、 1998年か ら は記者発表資料 の ホ ー ム ペ ー

ジ化な どが進め ら れ、 市民 に 聞かれた 「電子市役所」 を 日 指 し た 。 2001年 か ら は 各種 申 請

手続 き の 用 紙な ど を イ ン タ ー ネ ッ ト で提供す る 「 申 請べ ん り 帳」 や 、 印鑑登録証明、 住民

票 の 写 し の 交付手続 き の 申 請用紙 も 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で入手で き る よ う に し た 。

建設局 下水道河川部の 降雨情報シ ス テ ム 「 レ イ ン マ ッ プ こ う べ」 も 始 ま り 、 開 局が降雨

情報 シ ス テ ム を 使 っ て 監視す る 神戸市上空の 降雨情報 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で配信 し た。 降

雨 の 強 さ が色分け し て表示 さ れ、 範囲 も 広域、 市域、 市南部、 市北部の 4 ク ラ ス で状況 を

伝 え た 。 2002年度 か ら は市民の 自 主的 な 防災活動 を 支援す る た め 、 携帯電話へ の 配信 も 始

め た 。 内容は兵庫県南部観測状況、 神戸市域観測情報、 今 日 、 明 日 及ぴ週 間 天気予報 と 、

兵庫県南東部 に発令 中 の気象警報、 注意報で あ る O

そ の後、 メ ー ル マ ガ ジ ン 「神戸 め る ま が倶楽部」 の 配信 を 開始 し 、 市 の最新情報提供の

「ニ ュ ー ス ネ ッ ト 」 、 市 の仕事 を 紹介す る 「 こ ん な お仕事 し て い ま す」 、 震災体験で得た市

民 の 知 恵 を 伝 え る 「 こ う べ知恵袋」 な どの清報 を 提供 し た。 手続 き 、 相 談窓 口 や地下鉄 ・

パ ス の 時刻 表 な ど生活 に密着 し た情報の 「神戸 で く ら す」 や 、 イ ベ ン ト 、 観光施設 な どの

情報 を 集 め た 「神戸で遊�J な どの情報 を 提供 し て い る 携帯電話 向 け の サ イ ト を 、 2002年

度か ら は L モ ー ド (電話機、 FAX か ら の メ ニ ュ ー 操作で メ ー ル の 送受信 や イ ン タ ー ネ ッ

ト の 閲 覧がで き る ) 向 け に も サ ー ピス を ス タ ー ト O イ ン タ ー ネ ッ ト でフ1�道 の 「使用 開始、

中 止」 を 申 し 込 め る サ ー ビス も 始め 、 区民セ ン タ ー な どで の 講庫 ・ 教室 の 申 し込み も 可能

に し た 。 高齢者 な どが親 し め る よ う に 始 め た 「神戸お た っ し ゃ ネ ッ ト 」 は 、 マ ウ ス な ど を

使 わ ずボ タ ン で操作で き る 清報端末 を 地域福祉セ ン タ ー な ど に 配置 し 、 不慣れ な 人 で も 簡

単 に情報の受 ・ 発信がで き る よ う に し た 。

こ れ ら の ホ ー ム ペ ー ジ は 、 で き る だ け最新で詳細 な情報 を 提供 で き る よ う に 、 業務の担

当 窓 口 が作成 ・ 吏新 し て い る o 2003年度 は 、 留 の 緊急、地域雇用創 出 特別 交付金事業 を 活か

し 、 職員 の ホ ー ム ペ ー ジ作成 を サ ポ ー ト す る 業務 を 始 め た 。 ま た 、 4 月 に は メ ー ルマ ガ ジ

ン の登録者が5 ， 000人 を 超 え 、 そ の 後 も “ め る ま が登録者倍増 キ ャ ン ベ ー ン " の 実施 や 、

内 容 を リ ニ ュ ー ア ル し て 配信 回 数 を 増 や す な どで登録者数を伸 ば し て い る O 5 月 末 に は 「市

民の グ ラ フ こ う べ」 に替 わ り 、 ホ ー ム ペ ー ジ上で神戸の魅力 を 発信す る Web マ ガ ジ ン 「ふ ぉ
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と あ ・ ら ・ か る と 」 を 開設、 神戸の風景 を ポス ト カ ー ド に 印刷 で き る サ ー ビス や 、 年 末

に は年賀 状 を 印刷 で き る サ … ピ ス も 行 っ た 。 さ ら に 8 月 か ら は マ ス コ ミ 向 け の 資料提供 と

同 時 に 、 ホ ー ム ペ ー ジ上 に リ ア ル タ イ ム で台風な ど に よ る 被害情報や、 市役所の対応状況

な ど を発信で き る よ う に 、 「防災情報j の コ ー ナ ー も 開設 し た 。

3 . 放送
N H K 神戸放送局 は 、 震災か ら 9 年 を 、 来 る 10年 と い う 節 目 を 迎 え る 前 の大事な l 年 と

位置付 け、 震災関連報道や番組 を 一段 と 強化 し た 。 夕 方の 県域 の ニ ュ ー ス 番組 「ニ ュ ー ス

KOBE 発」 の 中 で、 週 1 回 の イ ン タ ピ ュ … シ リ ー ズ 「震災 メ ッ セ ー ジ」 を 2003年 4 月 か ら

ス タ ー ト 、 1 年 を 通 じ放送 し た ほ か、 震災記者 リ ポ ー ト を 月 l 回 、 近畿 ブ ロ ッ ク で継続的

に取材 、 放送 し た 。

( 1 7 日 は 人 々 の折 り や街づ く り を生中継〕

震災当 日 前 に は 、 13 日 か ら 朝 の全開 テ レ ビ放送 「 お は よ う 日 本」 で震災企画 シ リ ー ズ 4

本 を 放送 し 、 救助 ロ ボ ッ ト 開発の現状や、 復興住宅で行 わ れて い る 孤独死防止の取 り 組み

な ど を 伝 え た 。 ま た夕 方の ニ ュ ー ス 番組 「 か ん さ い ニ ユ ー ス l 番J や 、 朝 の 「お は よ う 関

西J で も 、 復活 し た大正筋商屈指、 京都で の 文化財 の 耐震対策 、 無人飛行機 を 使 っ た災害

需報収集、 淡路島 で の 合唱 に よ る 追悼 な ど、 震災関連の情報を 2 週 間 に渡 っ て伝 え た 。

震災発生当 日 の 17 日 に は 、 午前 5 時46分 を 挟み 5 時40分�50分の10分 間 に 、 特別番組 「震

災 9 年被災地 の祈 り J を 設 け 、 “希望 の 灯 り “ で知 ら れ る 神戸市 中 央 区 の 東遊 園地 や 、 長

田 広 の御蔵地区 か ら 人々 の祈 り の意味合 い 、 新 た な街づ く り の叡 り 組み な ど を 全国 に 生 中

継 し た 。 さ ら に 6 時 � 7 時 台の全国放送 「お は よ う 呂 本」 、 8 時台 の 「週 間 ニ ュ ー ス 」 と

近畿ブ ロ ッ ク の 「 ウ イ ー ク エ ン ド 関西J で も 、 中 継 を 交 え な が ら 震災 9 年 を リ ポ ー ト し た 。

正午か ら の兵庫県主催の追悼式典 は全国ニ ュ ー ス で伝 え た あ と 、 午後 2 時 台 に 兵庫県域で

式典の模様 を 中継録画で放送 し た 。 午後 6 時台 に 「 か ん さ い ニ ュ ー ス 1 番特集」 を編成 し 、

人 と 防災未来セ ン タ ー か ら の 生 中 継で被災地の I 日 を 伝 え る と と も に 、 井戸兵庫県知事か

ら 、 復興の現状 と 課題 を 開 い た 。 夜 に 入 っ て も 特集 は続 き 、 午後 7 時の 「 ニ ュ ー ス 7 J な

どで震災 9 年 目 の 被 災 地 の 1 日 と 今後 の 課題 を 中 継 リ ポ ー ト 、 午後 9 時 に は NHK ス ペ

シ ャ ル 「地域防災力 が命 を 救 う 」 を 放送。 今度の震災で建物の 下敷 き に な っ た 人の90 % 以

上が家族や 近 離 の 人 に 救助 さ れ た経験に 基づ き 、 警察、 消 防 、 自 衛隊 な ど公的機関 に 頼 ら

ず、 自 助努力 で命 を 守 る 重要性 を 訴 え た ほ か、 淡路 ・ 北淡昨の実例 を 検証 し な が ら 地域防

災力の必要性 を 伝 え た 。

ま た 、 13 日 に は 「 ホ リ デー に っ ぽん」 で 、 手紙のや り 取 り で支 え合 う 遺族 の 交流 を 描 い

た 「母 た ち の幹」、 16 日 の 「 に ん げん ド キ ュ メ ン ト 」 で は 、 震災時 に 多 く の 人 を 救助 で き ず、

無念の忠 い を 噛み締め た神戸市消防本部の 隊員 た ち の厳 し い 訓練の 日 々 を 追 っ た 「い の ち
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(表 7 ) N H K が'2003年度 に 放送 し た主 な 震災関連番組

メ ディ ア 枠 放送月 B 放送時間 番 組 名 li\U 題

総 合 会 主l 1 月 12 日 6 ・ 30- 6 : 53 I ホ リ デー イ ン タ ビ ュ ー 「復興の衡に元気を 属 け た い」
T V 全 国 1 2 日 18 ・ 1 0-18 : 44 ホ リ デー に っ ぽん r fま た ち の終」

全 00 13  EI お は よ う 日 本 震災企画 シ リ ー ズ 4 本
- 16 E1  (記者 リ ポー ト )

全 医 1 月 16 日 8 ・35- 9 : 25 生活ほ っ と そ ー ニ ン グ よ ろ ず相談室の 9 年
近 畿 16 日 1 9 : 30- 1 9 : 55 関西 ク ロ } ズ ア ッ プ こ ど も 心の復興は今
全 国 16 EI 22 : 00-22 : 55 ニ ュ ー ス 10 震災企画
全 国 17 日 5 : 40- 5 : 50 特別番組 震災 9 年被災地の祈 り
全 国 1 7 臼 6 ・30- 7 : 30 お は よ う 日 本 東遊閑地、 上空ヘ リ 中継

; 全 国 1 7 日 8 : 30- 9 : 14 週間ニ ュ ー ス 御蔵、 上空ヘ リ 中縦
全 凶 17 日 12 : 00-12 :  10 正午ニ ュ ー ス 追悼式陵中継
兵 庫 17 日 14 :04-14 : 29 地域特集 ! 兵康}果、 追悼の集い (録画)
近 畿 町山 川 かルニ ー l番 震災 9 年 被災地は今
全 国 17 日 19 :  00-19 :  30 ニ ュ ー ス 7 東遊園地か ら 中継 リ ポー ト
全 国 17 日 2 1 : 00-21  :49 NHK ス ペ シ ャ ル 地域紡災力が命 を 救 う

ラ ジ オ 全 国 15 日 22 : 00 - 22 : 55 NHK ジ ャ ナ ル 慰霊モ ニ ュ メ ン ト に新 し い名前 を
第 1 全 国 1 6 日 22 ・ 00-22 : 55 NHK ジ ャ ー ナ ル 中継 (東遊間地)

全 国 17 EI 5 :44 - 5 : 55 ラ ジオ あ さ い ち ばん 阪神淡路大震災 リ ポー ト:17 日 7 : 1 5 - 7 : 20 ラ ジオ あ さ い ち ばん 阪神淡路大震災 リ ポ ー ト
13 : 05-14 : 00 震災 9 5ド特番 阪神淡路大震災か ら 9 年

1 7 日 22 : 15-22 ・ 55 土曜ジ ャ ー ナ ル 震災 9 :!j三 ， 神戸 か ら の戸

(NHK 神戸放送局資料)

救 う 最前線」 を 全開放送 し た。 16 日 は 近畿 ブ ロ ッ ク の 「関 西 ク ロ ー ズ ア ッ フコ で 「 こ ど も 心

の復興は今」 を 放送 し た 。

ラ ジ オ で は 第 1 放送で 15、 16両 日 の IN狂K ジ ャ ー ナ ル」 で、 震災関連企画 を レ ポー ト

し た ほ か、 17 日 の 午後 I 時台 に 「阪神大震災か ら 9 年 ~ 記憶 を 語 り 継 ぐ � J を 放送、 午後

10時台の 「土曜 ジ ャ ー ナ ル」 で は 「復興公営住宅 は い ま 」 の タ イ ト ル で、 被災者用 に 建 て

ら れた が高齢化の進む復興住宅の現状 と 問題点 を リ ポ ー ト し た 。

な お 、 震災で全壊 し た N H K 神戸放送局 は 、 神戸市 中央区 中 山 手通 の 旧 会館跡地 に 再建、

2004年12月 1 日 か ら 地上 デ ジ タ ル放送 を 新 し い放送会館 で 開始、 震災か ら ち ょ う ど10年 目

の2005年 1 月 17 日 に 全館 オ ー プ ン 、 震災10年の放送は新放送会館か ら 全国 に発信 さ れ る こ

と と な っ た 。

〔特集で 「震災 は再び襲 う J な ど放送〕

震災発生直後か ら 、 丸 6 日 24時間 CM 抜 き で震災報道 を 続 け た サ ン テ レ ピ ジ ョ ン は 、 2003

年度 も 被災地の放送局 と し て レ ギュ ラ 一番組や特別番組で、 被災地か ら の震災報道 を 続 け た 。

レ ギュ ラ 一 番組の 「ニ ュ ー ス Eye ラ ン ドJ ( 月 一 金 曜午後 9 時30分) の 特 集 で は 、 タ イ

ム 1) ー な企画 を 放送、 特 に 10月 以 降の 毎週水曜 日 に は特集 コ ー ナ ー 1 1 . 1 7  あ の 日 か ら 」

を 設 け 、 震災10年へ 向 け て被災地の現状 と 課題 を 検証 し た 。

震災 9 年の I 月 17 日 に は特別番組 を 編成 し た 。 こ の 目 、 午前 5 時30分か ら 神戸市役所南

側 の 東遊 関 地 で 開 かれた 震災犠牲者追悼の 1 1 ・ 17 の つ どい」 を 生 中 継で放送 し た の を
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皮切 り に 、 向 日 午後 9 時か ら は震災 9 年特別番組 「 あ の 日 か ら ~復興… そ し て災害 に 備 え

る 」 を編成、 各 地 で 開催 さ れた 追悼行事、 式典や市民の表情 を 紹 介 し た 。 そ し て神戸大学

の室崎議輝教授 を ゲス ト に 迎 ぇ 、 復興の現状 と 課題 を 点検す る と と も に 、 震災が残 し た教

訓 か ら 防災 の 今 を 解説 し た 。

(表 8 ) 

放送 日

「二二 ュ ス とye ラ ン ド」 の主 な放送内容
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一 一一，.一一一一一

タ イ ト ル

5 月 28 0

6 月 25 日 I '震災の教訓

7 月 1 日 I '大学生が伝 え る 震災」

7 月 9 日 I '県外避難者は今」

11 Jl 19 日 I '僕 は震災

1 ] 月 25 日 I '六甲道」
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次官士代 にJ

白』廿

i台体で進んでい る 。
目 指 し 、 神戸市 も 総括 と 検証を進め る 。

節 目 への取 り 組み を 。

' 1 ・ 17希望 の灯 り 」 が酔っ た学生に嘆 さ れた 。
関 西学生報道連盟 は 緊急、の連載 を 始め、 震 災 を
採っ て い る 。

区 に再開発 ピルが先月 オ ー プ ン 。 父の
を続けた庖主 ら 44mが、 本庖舗で

身の平松 さ ん は 、 毎年こ の 日 に神戸で チ ャ リ テ ィ ー ラ イ ブ
子宮内膜症や ガ ン と 関 い、 音楽活動 を 休 止 し て い る 中 で

に キ ッ ク ボ、 ク シ ン グ ジ ム が誕生 し た。 元 プ ロ が指導す る が、
た親友 と の 照 に交 わ し た 、 互い に B 指す道を械め よ う

ら だ っ



放送 日 タ イ ト ル

12月 12 日 「関連死 も 銘板を掲示へ」

1 )'3 5 日 「神戸の援の C D完成」

1 月 6 日 r思い カ ル タ 叩 継 く 」

1 月 12 El 「南海地震 ・ 津波に備え る 」

1 月 13 日 「語 り 継 ぐ こ と の大切 さ J

1 月 14 El 「復興と 風化の狭間で」

1 月 15 臼 「鎮魂の大凧を大空に」

1 月 16 El i r震災 9 年 ・ 各地で行事」

1 月 22 日 「中高層 ビルの耐震は ? J

1 月 23 日 「 自助、 公助そ して共助」

1 月 28 日 「復興住宅の高齢者生活援助員」

i fI-H 初 B

「教書11 . . .震災対策技術展」

「県が “住宅共済" を検討」

I 2 月 4 日 「応急危険度判定士」

2 月 6 日 「進ま ない学校耐震化」

2 月 四 i 「安の震災死問 越えてJ

2 月 13 日 「我が家 を耐震化」
し 一一…

放 送 内 K廿」

震災で犠牲に な っ た神戸市民の名前を刻む慰霊 と 復興のモ ニ ュ メ
ン ト に神戸市以外の人の名 も 刻 ま れる こ と に な っ たO 震災後の過
労死や病死者 も 含 ま れた。

長田 区で焼け残っ た “神戸の壁" は昭和初期 に 防火壁 と して建
造。 モニ ュ メ ン ト と して淡路島 に移築、 保存 さ れる が、 壁に ま つ
わる 20幽 を収めた CD が完成。
長田区の御菅地区で、 復興や衝の出来事を テ ー マ に し た カ ル タ が
完成。 地域で暮 ら す133人の思いが65枚の札に こ も る 。 18 日 に公
国でお披露目 会が。
30年以内の発生確立が50% と も 百われる南海 ・ 東南海池震は大被
害が予想、i さ れる が、 南淡町は高さ 5 tn:以上の津波i貰撃の可能性 も 。
防災の課題は ?
南海、 東南海地震は宝永、 安政、 昭和 と 潟照的に起 き たO 和歌山; 県印南町では支永の死者200人が安政では O だ、っ たO その理由 を
検証する と 。
震災10年。 「ハー ドの復興、 ソ フ ト の依然」 が横た わ る 中 、 風化
を被災地は どう と ら え る べ き か。 堀内正美 さ ん を ゲス ト に現場の
声 を 開 く 。
北区の鈴蘭台商品校が紡災イ ベ ン ト を 開 く O 地元の保育国児 と 共

と 書かれた大凧 を 空高 く 揚げ、 震災犠牲者 を追悼する O

今年 も 震災発生時刻 に東遊園地や伊丹昆陽池な どで蝋燭に点灯さ
れる な ど、 各地で行事が行われるが、 追悼式の遺族代表か ら 9 年
の思い を 聞 く 。
震災では1981年以前の旧耐震基準で建て た住宅や ピルの倒壊率が
目 立っ た。 防災科学技研の実験で も 泊三ま準の ビルが大地震に弱い
こ と が分かっ た。
被災住宅再建に必要な も の は保険な どで備 え る 「 自助」 、 固か ら
の援効の 「公助J 、 それに 、 被災すれば給付金の下 り る 「共助J
も 県が来年実現を B指す。
復興住宅での高齢化は進み、 独居死は一向 に減 ら ない。 コ ミ ュ ニ
テ ィ づ く り や高齢者の巡回 に努め る 尼崎の生活援助員 を紹介す る O

震災対策の最新技術 な どを紹介する 7 回 包 の技術展。 県内外か ら
の出品では 中小食業からが多 く 、 ア イ デア を凝 ら し た製品が多い。

l 県内の住宅所有者が 白 山 に加入で き 、 掛け金を 支払えば被害を受
けた特に再建や修復の費用がお り る 。 県が検討 し て い る 制度の意
重量 と 諜題 を探るO
地震に見舞われた建物は余震で倒壊す る恐れがあ る 。 危険度 を調; 査 し立 ち 入 り を禁止 し、 2 次災害 を 防 ぐ判定士は、 現在2 ， 300入
が安全を守る努力 を続ける 。
災害時に住民の避難所に な る の は学校だ。 1981年以前の建物は耐
震診断が必要だが、 県内の学校耐震化は43%。 明石市は耐震化の
優先度司馬主主を始めた。
500:近 く 連れ添っ た妻を震災で失っ た。 悲 し み に暮れる 中 、 3 年
訴に孫の通 う 小学校で児童の見守 り 活動を 。 子供た ち の笑顔が生
き る勇気を与えた。
南海地震や山崎断層地震への備えが叫ばれ、 無料診断では 9 割以
上が危険 と 判定 さ れたが、 f主宅の耐震化は進 ま な い。 そ ん な 中 で
自宅を耐震化 した住民を取材。
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放送 B タ イ ト ル 放 送 内 容

淡路島 ・ 一宮町の郷土史家 ・ 浜岡 き み子 さ んは 、 震災直後か ら 島
2 月 18 日 「伝え る ~震災の記録」 内の被災状況を記録 したが、 震災丸10年の来年、 町の震災10年誌

と して干1]1了 さ れる 。
神戸市が希望者に住宅耐震簡易診断を したが、 8 割近 く が 「危険」

2 月 20 日 「 ど う 進め る我が家の耐震化」 「やや危険」 と 判定 さ れた。 し か し 、 費用面で二の足を踏む人が
多い。

3 月 2 日 「“ えべっ さ ん" の商府街 ・ 再 [Ilí宮神社前で、娠わ う 関宮中央商1訓告は、 震災で 8 割の庖告書が全半
出発へ」 壊。 老朽化 した ア ー ケー ド撤去な ど、 い ま 、 活性化へ向け再出発

の時を迎えた。
西脇市の書家は、 こ の 9 年間、 心 と い う 字を 書 き 続けた。 「心 を

3 月 18 日 「笈災復興を香に託 して」 ーに し て 当 た る こ と が大切」 と の思い を込め た 作品 は1 ， 000点 に
も な っ た。

i ド ラ ム 缶から作る カ リ ブ海生 ま れの太鼓 「ス テ ィ ー ルパ ン」 。 新
3 月 24 日 「長田のス テ ィ ー ルパン工房」 長田で、 こ の楽器を震災か ら 立ち上がる 悶Iの魅力 に と 、 楽器づ く

り の工房を開設した 。
長田 区の復興住宅で暮 ら す長尾 さ んは、 仮設住宅で孤独死が相次

3 月 31 日 「仮設か ら . . .1 0度 目 の春J ぐ中 、 高齢者や障害者のサポー ト を続けたが、 10年 目 、 高齢者の
生活は厳 し さ を増 した 。

(サ ン テ レ ピジ ョ ン資料)

ま た 、 「震災特集」 を発展 さ せ た 番組 「ス ペ ー ス 2003j (毎月 第 4 日 曜 日 ・ 午前日時) で

は 1 月 25 日 に 「へ こ た れへ ん で ! 震災 9 年 の 長 田」 を 放送 し た。 震災の被害が大 き か っ た

神戸市長 田 区 で は、 名物料理 の 売 出 し 、 ま つ り の 開催、 震災 を テ ー マ に し た カ ル タ づ く り

な ど を 通 し て 、 独 自 の形で ま ち お こ し と コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り が進 ん で、 い る O 番組で は 震

災後の 困難 と 戦い な が ら 、 復興へ と 歩 む 人 々 の 姿 を 寂材 し た 。 ま た 2 月 22 日 分で は 、 「災害

は再び襲 う 」 と 題 し 、 兵庫県の青砥謙一防災監 と 神戸大学の室崎益輝教授 を ス タ ジ オ に招 き 、

近 い将来、 発生が懸念 さ れる 東南海地震 に よ っ て起 き る 被害、 特 に津波の 危 険性 に つ い て

警鐘 を 鳴 ら し、 対策 を 伝 え た 。 さ ら に 3 月 28 日 分で は 「大西ユ カ リ MEETS 新長田 ・ 神

戸 に捧げる テ ネ シ ー ワ ル ツ 」 を 放送 し た。 こ の 3 月 、 長 田 に ラ イ ブホ ー ル を 兼 ね た 新 し い

施設がオ ー プ ン し た。 柿落 し コ ン サ ー ト を 開 い た神戸在住経験 も あ る 歌手 の 大西ユ カ リ を

案内役 に 、 震災か ら 生 ま れ変 わ っ て い く 長田 の ま ち の様子 を ド キ ュ メ ン ト に ま と め た 。

〔今年も 九むに歌声…」 を 聞 く 〕

震災で須磨 区 に あ っ た 本社が震災 に よ り 大損害 を 受 け な が ら 、 そ の後、 3 日 間 を CM 抜

き で安否情報、 生活情報な どの震災報道 を 送 り 続け た ラ ジ オ 関西 ( A M神戸) は 、 2003年

度 も 震災報道 に 取 り 組ん だ。 年 間 を 通 じ 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グj ( 月 一 木

曜午前) や 「三上公也 CRICK TODAYj な どで取 り 組 ん た 。

2003年の 1 月 5 日 に は 「震災 9 周年復興支援 心 に歌声 を ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ } ト 」 を

松方 ホ ー ル で 開 い た 。 震災 9 年 呂 に際 し、 音楽 を 通 じ て 多 く の犠牲者 を 追悼 し 、 被災者が震

災の悲 し み や復興 に 向 う 喜 び を 分か ち合 う と と も に 、 被災地の文化復興 を 支援 し よ う と す る
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企画で仮神 ・ 淡路大震災復興支援10年委員 会の主催。 向委員会の三枝成彰委員 がプ ロ デユ ー

ス し、 内外の ミ ュ ー ジ シ ャ ン が集 う ス テ ー ジ で今回が 7 田 目 O 今年 は加羽沢美濃 ( ピ ア ノ ) 、

増 田 いずみ ( ソ プラ ノ ) に三干支;j::g}軍の 「 ジ ャ パ ン ヴ イ ル ト ウ ォ ー ゾ シ ン フ ォ ニ ー オ ー ケ

ス ト ラ j ら の 出演 で 「 ラ プ ソ デ イ ー イ ン フ守ル ー J I新世界 よ り 析 り 」 な ど を 演奏 し た 。 2004

年の l 月 17 B は定時番組があ っ た た め 、 震災特別番組は編成 し な かっ た。

(表 9 ) AM 神戸 「谷五郎の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グ」 の震災 関連番組

放送 日
4 月 2 日

9 日
16 日
21 日
2:3 El 
29 日

5 月 1 5 日
6 月 12 日

1 6  El 
7 月 2 El 

1 6 汀
23 日

8 fl 14 日
28 日

9 月 1 日
3 日
16 日
17 日
18 l::1 

10月 2 日
8 日
20 日
22 El 
29 日

1 1 月 13 日
1 7  El 
20 日
24 日

1 2月 3 日
16 日

1 月 7 日
8 日
14 日
15 日

2 月 9 日
17 日

3 月 1 日

タ イ ト ル
「完成 ! 人 と 防災米来セ ン タ ー」
「夏] 1 1 り み コ ンサー ト ・ 被災地の子育てママへ」
「今年 も や り ま す。 復興の詩」 河島あみる
「我が町元気です」 四条遊児
「人と 防災未来セ ン タ ー取材 レポー ト 」
「みー んな 、 G E N N K I に復興や」 竹中ナ ミ
「我が町元気です」 西条遊児
「ナ ン ボでマ ンボ 『板宿涌出街」
「我が町元気です」 西条遊児
「世界の子供た ち の笑顔の力」 ア グ ネ ス ・ チ ャ ン
「ス ロ ーハ ウ ス か ら考え る こ オしか ら の建築j 宗政安俊
「想い よ 届 け ! ハー ト フ ル コ ンサ】 ト 」
「我が町元気ですJ í1百条遊児
「若 き アー テ イ ス ト は神戸の財産J ド リ ー ム & モ ア
「大都市地震の新た な問題 ・ 帰宅関難者」 室崎主主熔
「ナ ン ボでマ ン ボ F長田 ・ 丸五市場� J
「被災跡を歩 こ う ! ノ \ーパー ウ オ ー ク o 3 J 
「我が目] 元気です」 凶条遊児

をみん な に ・ ひ ょ う ご寄席」
「響 く 鼓動、 屈け想い」 松村組
「僕 ら 在 日 関西人~被災地にで き た共向性」 趨博
「我が町元気です」 西条遊児
「被災地に通い続けて」 五木ひろ し
「芝生で遊ぼう ! 神戸っ こ J G . G AME  
ー] に活気よ 再び ! 三京ス タ ン ブラ リ ー」 三浦知良ほか

「我が町元気で=す」 西条遊児
「新開地 1 0 0 年映画祭」 古田篤司
「ノ\ ー ト フ ル コ ンサー ト 」 近藤 よ しひろ
「心に歌声を ・ ニ ュ ー イ ヤー コ ンサー ト 」 三枝成彩
「設が町元気です」 溜条遊児
「 こ ち ら知事室 ! 升:戸敏三です」
「大震災 ・ 子ど も 追悼 コ ンサー ト 」
「東南海地震の可能性J 寒) 1 1旭
γ我が町元気です拡大版」 函条遊児
「がんばれ若手企業人 ! 神戸夢会議」
「我が町元気ですJ 商条遊児
「復興 9 年 洲本 ・ 八狸物語」

( ラ ジオ問問資料)
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(表10) AM 神戸 rCLlCK TODAYJ の皇室災 関連番組

「人と 防災未来セ ン タ � 2 期完成」
「震災復明�:tJT願イ ベ ン ト 」
「震災モ ニ コ町 メ ン ト ウ オ ー ク 」
「長出ゆめ祭 り ・ 風フ ェ ス タ 」
「被災ア ー ケ ー ドお別れセ レモニー」

29 日
5 月 5 臼

8 日
什口ウi日川ウj

'Iì方災ホ ッ ト ラ イ ン」1 7 日
9 月 1 H 「防災の 日 特集」

9 日 I '救急の 日 特集」
30 日 I '被災地長雨の映画を」

同 州 r近畿府県伊j防災訓練J
1 1 月 1 7 Fl I 防災ホ ッ ト ラ イ ンJ

21 日 I r神戸の壁の歌J C D完成
1 2月 四 I r 震災慰霊碑に遠i夫i犠牲者

25 B 御符 カ ル タ 完成」
l 月 6 日 I r犠牲巾国人追悼の縞樹」

7 日 I r被災マ ン シ ョ ン 。 その後」
8 H I r空か ら見た震災復興写真展」
12 H 映像で見る被災地に残さ れた諜題」
15 日 I '伊丹昆陽池で追悼のつ どい」
16 El 
1 6 1ヨ
1 6  fJ 

2 月 1Hl
1 3 月 17 日

] 8 11 I rJ FRIENDS 料申」

完成 した新施設を記者 レポー ト
�HJ1書離宮での復興祈願イ ベ ン ト を 紹介。
努�22回 ウ オ ー ク を事務局に開 く 。
長田神社の祭 り を紹介。
セ レモニー を森締清殺さ ん ら に開 く 。
兵康県産業保安課長に聞 く 。
暮 ら しの中の防災を考え る 。
尚庖主たちが救命士の資格獲得 目 指す。

; 槌橋監献す長田 を舞台に映l制服影。
防災訓練について、 神戸 市長ら に 聞 く 。
県防災通信室長に開 く 。
完成 した懸の歌の CD がつ く ら れたo

i iつ どい」 に参加 し た人に向 く 。
戸田真由美が御膏カ ル タ の)京画展を取材。
東遊閑地で関かれた追悼植樹を取材。
被災マ ン シ ョ ンの現状を磯辺燦了A記者 lこ。i 復興写真展について開 く 。
記録さ れた映像か ら復興への課題を 。
夢 を テ ー マ に した追悼の集い を 開 く 。
雪地裁づ く り を市民の会代表ら に隠 く 。
潟市街か ら話を聞 く 。
主要災時に韓国か ら き たボラ ン テ イ ア は。 I
未来セ ン タ ーで公開の占い玩具や遊びを。 I
住宅の耐震診断について専門家 か ら 聞 く 。 I

; TOKIO の城島茂が参加 した植樹式を 。 I
( ラ ジオ関西資料)

4 . 頼関
2005年 1 月 17 日 の震災10年が視野 に 入 っ た2003年 は 、 新聞紙屈で も 「震災10年」 と い う

言葉が 目 立 ち 始 め た 。 こ の年 5 月 、 7 月 に は 、 宮城県 を 中心 に震度 6 の 地震が発生、 10月

に は 北海道 固 十勝沖で も 地震が起 き た 。 “地震列 島" が再 びク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ、 新聞 は 「阪

神 ・ 淡路の教訓」 を 意識 し た紙 面 を 展 開 し た 。 東南海、 南海地震 に備 え る 対策特別措置法

も 施行 さ れ、 各紙は 10年の検証 ・ 総括の取 り 組み を 始 め た 。

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 は 数多 く あ っ た が、 大 き な 柱は被災者の生活、 住宅再建支援策

であ っ た 。 大規模 な 白 は 多 く の住宅が全半壊す る 。 二重 ロ ー ン な どが発生 し 、 住

む家 を 失 っ た 人 た ち の再建 は 極 め て 困難で あ っ た の に 、 公的 な パ ッ ク ア ッ プ策 は ほ と ん ど

な か っ た 。 46万世帯が全半壊 し た 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 そ の 問題が焦点 に な り 、 被災地

を 中 心 に 運動が繰 り 広 げ ら れ た 。 そ の結果、 1998年 に 「被災者生活再建支援法」 が成立、

大規模 な 自 然 災害 の被災者 に 最高100万 円 が支給 さ れ る こ と に な っ た が、 支援内 容 は 「生

活支援」 領域 に 限 ら れ、 「住宅再建支援」 は 抜 け 落 ち て い た 。 た だ し 、 法成立の 際 に 妥協

と し て ' 5 年 を 目 途 に見直す」 こ と が明 記 さ れ た 。 そ の 見直 し 時期 を 迎 え た 2003年、 「法
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改正 に よ っ て住宅再建支譲 に 踏み切 る べ き だ、」 と の声が高 ま り 、 新開各紙 も キ ャ ン ベ ー ン

を 畏 関 し た が、 神戸新聞 も 同 年秋、 「暮 ら し 再建一見直 し 迫 る 被災者支援法」 の タ イ ト ル

の記事 を 連載 し 、 三宅 島噴火災害や、 法が適用 さ れ た被災地の実態 を 取材 、 住宅再建支援

の必要性 を 訴 え た 。

全国知事会 も 運動 を 繰 り 広 げ、 12月 に 国 は 、 「家屋の解体撤去費 」 な ど屈辺経費 に 限 り

上 限200万 円 を 支給す る 「居住安定支援制度J の創設 を 打 ち 出 し た 。 し か し 「家屋の再建 ・

補修費」 な ど直接の再建に 支援がな い こ と に対す る 不満の声は高 く 、 新 聞 各 紙 は 「再出発

の意欲欠 く 」 な どの 見 出 し で、 こ れ ら の意 向 を 伝 え た 。 国 は 「住宅 は個人資産で、 公的資

金の投入 は認め ら れ な い」 と す る 考 え を 変 え よ う と し な か っ た が、 国会の 各党 は 「 ま ず制

度 を 創 っ て 道筋 を 附 け る こ と が大事だ、」 と 合意、 1 4 年後 に見直す」 と し た 付帯決議 を 附 け 、

改正法 は2004年 3 月 末 に 全会一致で成立 し た 。 新聞各紙の大 々 的 な キ ャ ン ベ ー ン 報道が、

改正の後押 し を し た こ と は 間違い な い と 言 え そ う だ。

震災10年 に 向 け 、 兵産県 は 「復興10年委員 会」、 神戸市 も 「復興 ・ 活性化推進懇話会J

を 2003年 に立 ち 上 げ、 復興の取 り 組みや現状か ら 課題 を 探 る 検証作業 を 行 っ た 。 そ の過程

で、 行政 は復興住宅の現況調査な ど も 実施 し た が、 新聞 も 独 自 に調査報道 を 展 開 し た 。 神

戸新聞 は 同年 7 月 29 日 、 兵庫県保健統計 な ど を 基 に 「被災地で の 自 殺」 を 次の よ う に報 じ

た 。 「全国 の 年 間 自 殺者が 3 万人 を 突破す る 中 、 阪神 ・ 淡路大震災で大 き な被害 を 受 け た

神戸市兵庫、 長 田 、 灘 区 の 自 殺率が全同平均 を 大幅 に 上 回 っ て い る こ と が、 県保健統計 な

ど に も と づい た 地域別分析か ら 分か っ た 。 人 口 10万人当 た り の 自 殺率 で見 る と 、 1997� 2001 

年 の 5 年 間 の平均 で 、 全国平均23 . 3人、 県平均22 . 3人 な どに対 し 、 兵庫 (36 . 4人) 、 長 田 (27 . 7

人) 、 灘 (31. 1人) の神戸市 3 区が突 出 し て い る Jo

災害復興住宅で相次 い で い る 孤独死 は 、 2000年以降の 4 年 間 の 動 き を 調べ 、 2004年 1 月

10 日 に 報 じ た 。 12000年以降の 4 年 間 、 復興住 宅 で 、 だ れ に も 見取 ら れず に 亡 く な っ た独

居者が計251 人 に 上 る こ と が分 か っ た 。 う ち 7 割が65歳以 上 の 高齢者で、 死亡か ら 4 ヵ 月

以上経っ て 見 つ か っ た ケ ー ス も あ っ た 。 大半が病死 だが、 自 殺 も 1 割 を 超 え て い る O 仮設

住宅で の独居死 は 、 1999年 ま で の 5 年 碍 で計233人。 今回 の結果 は復興住宅で高齢化が進

む な ど、 独居者 を 取 り 巻 く 状況が厳 し い こ と を 示 し て い る Jo

復興土地包画整理事業や再開発事業 は次第 に進展 し た 。 大半の庖舗が焼失 し た長 田 区 の

大正筋商白街が2003年12 月 13 日 に復活、 大規模再開発が行 わ れ た 灘 区 の ]R 六 甲 道駅南地

区 で は2004年 3 月 27 日 に ピ ル14棟すべ て が完成 し た 。 し か し 、 複興の ま だ ら 模様は依然 と

し て続 き 、 産業復興 に も 格差が残 っ た 。 長 田 区 に 集横 し震災で大 き な打撃 を 受け た ケ ミ カ

ル シ ュ ー ズ産業 に つ い て 、 神戸新聞 は 近畿大学 と 合同 で経営者への ア ン ケ ー ト 調査 を 行 い 、

震災 9 年 を 前 に し た2004年 1 月 13 R の 紙面 に掲載 し たJ現在 の経営状態 は 「苦 し い』 が も っ

と も 多 く 35 % で、 F非常 に 苦 し い」 を 併せ る と 64 % に 上 っ た。 「 う ま く 行 っ て い る 』 は惇か

4 % で 「 な ん と か や れて い る JJ 32 % 。 復興が足踏み し て い る 姿が明 ら か に な っ た 。 長 田 区

第 九工事 @ 都 市 イ ン フ ラ 771 



で仕事 を 続 け る 利 点 の有無 に つ い て尋 ね た と こ ろ 、 震災前 は 6 割以 ヒが 「あ っ たJ と 回答

し た が、 F今後 も あ る J は 3 訴以下 と 激減。 ケ ミ カ ル は零細業者 の 分業 で 成 り 立つ産業 と

さ れて き た が、 震災 と 不況、 輸入 品 の 増 加 で そ う し た体制が崩 れ、 地域の 活力 が失 わ れつ

つ あ る 現状が浮かび上がっ た J o

震災 に 関 す る 新 聞 各紙の紙面 は 、 震災 5 年以昨 「 防災」 に 力 点が置かれ て い る が、 東南

海、 南海地震 に つ い て は 、 中 央防災会議 の被害予測が進み 、 2003年 7 月 、 対策特別措置法

が施行 さ れた 。 12月 に は 、 地震対策要綱 と 防災対策 を 講 じ る 必要 の あ る 全 国652市 町村の

推進地域 を 決定。 2004年 3 月 末 に は 、 津波被害の 可 能性が強 い地域の事業者 に対策計画策

定義務付 け な ど を 盛 り 込ん だ防災対策推進基本計闘 を 決め て い る 。

新 聞 各紙 は 、 こ う し た対策 と 課題 を 、 企画、 特集な どで詳細 に 報 じ て 警鐘 を 鳴 ら し た 0

2004年 1 月 か ら 「震災10年」 の 年 間連載 を ス タ ー ト さ せ た が、 神戸新 聞 は r1995 . 1 . 17か ら 」

の タ イ ト ル で、 西宮 ・ 仁 川 ! の 土砂崩 れ災害の犠牲者 ら を 追跡、 震災当 時 と 今の写真 を 比較

す る 「 あ の 時 あ の場所」 の掲載 も 始め た 。 朝 日 新聞 は 「あ し たへ 一 家族~ 震災10年 日 を 前

に 」 、 読売新聞 は 「 あ の 日 か ら 一 大震災10年 に 向 け て J の 連載 を 開始 し て い る O 震災10年

で復興計画 は 終了 、 被災者支援 を 支 え て き た復興基金 も 事業 の 大半が終わ る 。 支援策 を ど

の よ う に 継続 し て い く か は大 き な 課題 に な る O 各紙の 震災報道 も 大 き な 節 目 に差 し掛か っ

て い る O

(参考文献)
'N T T資料 J N T T 西 日 本
「神戸市広報課資料」 神戸市広報課
'N H K資料 J N H K神戸放送局
「サ ン テ レ ビ資料」 サ ン テ レ ビジ ョ ン
「ラ ジオ関西資料」 ラ ジオ関西
「神戸新開資料」 神戸新開社

朝 日 、 毎 日 、 読売、 サ ンケ イ 、 口 経、 神戸新潤
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は じ め に

関東大震災か ら 80周年 を 迎 え た2003年。 5 月 、 7 月 、 9 月 と 2 カ 月 お き に 、 奇 し く も 同

じ26 日 に東北 、 北海道で大 き な 地震が発生 し た 。 北海道 で は津波の発生 に 加 え 、 震源か ら

か な り 離れた地域で石油 タ ン ク が炎上 し 、 地震への新た な 課題が浮 か び、上 が っ た。 海外で

も イ ラ ン で死者4万人 を 超 え る 大地震が発生す る な ど、 地震災害の 報道が続 い た 。

さ ら に 新 た な感染症 で あ る SARS (重症急性呼吸器症候群) が世界で猛威 を ふ る い 、 関

西 を 旅行 し た外国人旅行者が帰国後、 感染者で あ る こ と が判 明 し 、 旅行ル ー ト の 関 西 で は

事後対策 に 追 わ れ た ほ か、 京都府で は養鶏場の鶏が烏 イ ン フ ルエ ン ザ に 感染 し て い た こ と

が分か り 、 経営者が こ の 事実 を 公表 し な か っ た た め に 、 BSE (狂牛病) へ の 不安 に 加 え

て食の安全性 を め ぐ る 大 き な社会問題 と な っ た 。

ま た 、 ロ シ ア や ス ペ イ ン で地 F鉄爆破事件が起 き 、 新 た な テ ロ 対策 に も 対応 で き る よ う

国 内 で も 事件対応の訓練が行 わ れる な ど、 こ の 年 は 自 然災害、 健康危機、 テ ロ 対策 と 新た

で、 多様な 危機管理 に 苦悩 し た 1 年で も あ っ た 。

2003年 は 、 東南海 ・ 南海地震 に 関す る 特別措置法の施行 と 、 対策大綱が決定 さ れ、 今 世

紀前半 に も 発生の 可能性が高 い と さ れ る 両地震への対策がい よ い よ 具体的 に 動 き 出 し た 。

海溝型の 院大地震 は 、 津波 に よ る 被害の大 き さ が最大の特般で、 中 央防災会議 の 専 門調査

会 に よ る 被害想定で は 、 両地震が同 時 に 発生 し た場合、 死者は最悪 2 万人 を 超 え 、 こ の う

ち 津波 に よ る 死者 は3 ， 300人か ら 1 万1 ， 700人 と す る な ど、 津波災害の 規模 の大 き さ が改 め

て浮 き 彫 り に さ れる と と も に 、 津波対策 を 十分行 え ば、 死者 を 大 き く 減少 で き る と し て 、

そ の対策 を 急 ぐ よ う 求め た 。

し か し 、 各種の調査で は 、 各 自 治体の津波対策 に は 実効性 に 懸念があ る ほ か、 実際に地

震が起 き 、 津波の危険があ っ た 地域で も 、 テ レ ピ な どで避難の必要性 を確認 し て か ら 避難

す る と 答 え た 人が多 く 、 情報化社会の蒋 と し穴があ る こ と も 判 明 し 、 今後の対策 に 課題 を

投げか け て い る 。

一方、 世界の 自 然災害の対応 を 策定す る 「国連防災世界会議」 が、 阪神 ・ 淡路大震災か

ら 10年 を 迎 え る 2005年 1 月 に 、 被災地 ・ 神戸で 開催 さ れ る こ と が国連総会 で 決 ま っ た 。 大

震災の経験 と 教訓 を 世界 に 伝 え て い く こ と を 、 被災地の責務 と し て い る 地元 ・ 兵庫県、 神

戸市 を は じ め と し た被災地 で は 、 情報発信 の 好機 と と ら え 、 行政、 研究者、 NGO ・ NPO

に よ る 官民一体 と な っ た 国際会議成功 に 向 け た 取 り 組みがス タ ー ト し た 。
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l需ぷ- 防災体制の整備
今世紀前半 に も 発生の可能性が高 い と さ れ る 東甫海 ・ 南海地震が同時発生 し た場合の被

害想定が、 中 央防災会議 の 専 門 調査会か ら 初 め て 明 ら か に さ れた 。 死者 2 万 人組、 倒壊家

屋63万棟超、 経済的被害56兆円 O そ の いずれ も が阪神 ・ 淡路大震災 を は る か に 超 え る 、

と て つ も な い被害想定規模 で あ る 。

被害 を 受 け る 地域 は 関東か ら 九州 ま で の36都府県 に 及 び、 発生直後 の 避 難生活者 は 380

万人 と 見込 む 。 鉄道や道路の損壊、 通信網の混乱な ど を 考 え る と 、 発生直後の救助 ・ 支援

活動 は極め て 困難 に な る と 見 ら れ る だ け に 、 可能 な 限 り 事前 に被害 を 少 な く す る 努力 が欠

かせ な い 。 海溝型地震の最大の特徴 は 、 巨大 な 津波 に よ る 被害で、 地震発生後、 速や か に

高 台 な ど に避難す る と い う 基本中 の 基本 を徹底す る こ と が何 よ り の 「減災」 と な る 。 こ の

基本 は 、 ど こ ま で徹底 さ れ て い る の だ ろ う か。 実際 に津波の危険があ っ た地 域 を 対象 に し

た行動調査は 、 大 き な疑問符 を 提起 し た 。 ま た 、 津波 を 想定 し た避難訓練の 実施 も 低調 で

あ る こ と が調査で明 ら か と な っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災の最大の教訓 は 、 死者の大半が倒壊 し た 家屋 の 下敷 き や家具の転倒 な

ど に よ る 圧死 で あ っ た 。 地震 に よ る 被害軽減の最 も 有効 な 対策 は 、 住宅の耐震化で あ る こ

と が明 白 と な っ た が、 住宅の耐震化 は な か な か進 ま ず、 多数の 人々 が利 用 し 、 災害時 に は

避難所 と な る 学校 を は じ め と し た公共施設の 耐震化 の 遅れが懸念 さ れて い る O

こ う し た現実 を 抱 え つ つ も 、 留 の 東南海 ・ 甫海地震 に 関 す る 特別措量法が施行 さ れ、 こ

れ を 受 け て 両地震 に対す る 対策大綱 も 決定、 防災対策推進地域が指定 さ れた 。 今後は 、 そ

れぞれの 地域が、 想定 さ れ る 被害の特徴 に応 じ た 具体的対策 を 立 て 、 着実 に 実行 に移 し て

い く こ と に尽 き る O そ の 際、 最 も 重視すべ き 視点 と し て 、 復興の総括 ・ 検証 に取 り 組 ん で

き た 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会」 は 、 r �防災」 に 『減災」 の思想、 を 重視すべ き だ」

と の提言 を ま と め た 。

大地震 な どの 自 然災害か ら 被害 を 免 れ る こ と は不可能で あ る こ と を 前提 に 、 可能 な 限 り

被害 を 少 な く す る た め の柔軟な 「減災」 の知恵 と 工夫 を 、 あ ら ゆ る 防災対策 に課 り 入れ よ

う と い う 提言 で 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 得た 教訓 と し て 、 こ の時期 に 改め て 明確 に打 ち 出

し た意義 は 大 き い 。

1 . 地域防災計画等の 整備
〔兵庫県地域開災計画 を 修正 南海地震への備え異体化〕

兵庫県防災会議 (会長 ・ 井戸敏三知事) は 2003年 5 月 15 日 、 発生が予測 さ れ る 東南海 ・

南海地震への対応 を 盛 り 込み 、 津波対応マ ニ ュ ア ルの作成 を 沿岸市町 に 求 め る こ と な ど地

域防災計画の追加 ・ 修正案 を 承認 し た 。
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地震災害 ・ 風水害対策で は 、 「南海地震対策の推進」 を 新 た な 項 目 と し て 追加 し 、 救助

や捜索活動、 物資調達 な どの対応 プ ロ グ ラ ム を 作 る こ と や 、 他の府県 と の情報交換、 津波

対策 な ど を 盛 り 込 ん だ。 8 月 に神戸東部新都心 に 開設す る 県災害医療セ ン タ ー を 「基幹災

害拠点病院」 と 位量づけ、 災害医療 シ ス テ ム の 整備 に つ い て の記述 も 充実 さ せた 。

ま た 、 兵庫県が2001年度 に作成 し た 「災害弱者支援指針J を 参考 に 、 高 齢者 ・

幼児 の ほ か、 外国人 も 対象 に し た所在情報等の把握、 安否確認、 避難誘導、 生活支援 な ど、

い わ ゆ る 災害弱者 に対す る 具体的 な 支援の マ ニ ュ ア ル を 市 軒 に作成す る よ う に 求 め た 。

海上災害対策計画 で も 、 津波災害発生時の対応 を 追加 し 、 海上漂流者の ヘ リ コ プ タ ー に

よ る 捜索、 救助 な ど を 記載 し た ほ か、 海難に よ る 大規模 な船舶火災等の情報収集 に県消防

防災ヘ リ コ プ タ ー の活用 を 加 え た 。

こ の ほ か、 す べ て の 県有施設の耐震診 断 を 2004年宣 ま で に 実施す る こ と や 、 人 と 防災未

来セ ン タ ー (神戸市中央区) を 中心 に神戸東部新都心 に 集積す る 10の 国 際機 関 が連携 し て

「国際防災 ・ 人道支援拠点、」 形成 を 目 指す こ と な ど を 新 た に計画 に位置づ け た 。 (波 1 ) 

〔死者、 最大で 2 万人超 東南海 ・ 南湖地震の被害想定 中央防災会議〕

中 央防災会議 の 「東南海 ・ 南海地震 に 関 す る 専 門調査会J (座長 ・ 土岐憲三立命館大学

教授) は2003年 4 月 17 日 、 初 め て津波や火災、 斜面崩壊の死者 を 含 む被害想定結果 を ま と

め た 。

問地震が同 時 に発生 し た 場合の死者 は最悪で約 2 万500人 に 上 り 、 建物 の 全壊は約63万棟、

経済的被害 は 約56兆円 に 達す る と 算定 し た 。 被害は 関東か ら 九州 ま で の36都府県 に お よ ぶ。

10t;;: を 超 え る 巨大津波が来襲す る 複合災害 に な る こ と か ら 、 先 に公表 し た 東海地震の死者

想定 1 万人 を 大 き く 上 回 り 、 死者数で阪神 ・ 淡路大震災 (1995年) の約 3 倍、 経済的被害

で 4 倍以上の規模 に な る と 予測 し た 。

調査会 は 、 避難意識が高か っ た り 、 水門が破壊 さ れ な い な どの場合 は 、 被害が大 き く 減

少す る と 予想。 防潮堤整備や建物耐震化、 広域防災情報 シ ス テ ム の 整備 、 防災意識の啓発

な ど ソ フ ト ・ ハ ー ド両面で対策 を 急 ぐ よ う 提言 し て い る O

両地震が同 時発生 し た場合の規模 を マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 6、 最大震度 6 強以 上 と 想定 し 、

強 い 揺 れ に 見舞 わ れ る 埼玉県以西の 県別被害 を 予測 し た 。 人的被害が最悪 に な る の は在 宅

率 の 高 い冬 の 午前 5 時 の発生 で 、 死 者 は く〉建物倒壊で約6 ， 500人。津波で 約3 ， 300 - 1 万

1 ， 700人。が け 崩 れ約1 ， 900人く〉火災約100-400人一ーと 予測。

建物被害が最大 に な る の は夕 食の準備時間 帯 の 午後 6 時で 、 風速 の ケ ー ス O 。建物

倒壊で約16万6 ， 500棟く〉液状化約8万8 ， 300棟く〉津波約 5 万4 ， 500棟く〉がけ崩 れ約 2 万600棟

。火災約30万1 ， 800棟一一の計約63万1 ， 600棟 に 上 る と 予測 し た 。

ま た 、 ラ イ フ ラ イ ン の被害 は 、 断水に よ り 発生直後で約1 ， 400万人、 1 週間後で も 約690

万人が影響 を 受け る ほ か、 停電 は 直後で約1 ， 000万人、都市 ガス の停止 は 1 週間後で も 約310
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万人。 避難生活者 は発生翌 日 が約380万人、 1 カ 月 後で も 約1 10万人 と 推定 し た 。

経済的 な 被害 は 東京一名古屋 大 板 を 結ぶ大動献が深刻 な打撃を 受 け る こ と か ら 、 生産

停止 な どの 直接被害 は 約30兆�42兆円 。 東西 の幹線交通網寸断 な ど に よ る 間接被害が約10

兆� 14 兆 円 で 、 計約40兆 一 56兆円 と 算定。 東海地震の 約37兆円 (想定) 、 阪 神 ・ 淡路大震

災の約13兆円 を 大 き く J二 回 っ た 。

な お 、 向調査会 は 、 同年 9 月 、 そ の後の検討 を 踏 ま え 、 兵庫県か ら 広 島県 の 瀬戸内海沿岸

部で も 震度 5 強� 6 弱が予想 さ れる と 修正。 兵庫、 岡 山 、 広 島 の 3 県の死者数 を増やす な ど

し 、 最悪で死者約 2 万1 ， 000人、 全壊家居約64万5 ， 000棟の被害想定 を改め て公表 し た。 (没 2 ) 

( 3 地震同時な ら 死者最悪 2 万8 ， 300人 被害81 兆円 中央防災会議が想定〕

国 の 中央防災会議の ! 東南海 ・ 南海地震等 に

関 す る 専 門 調査会J (座長 ・
学教授) は2003年 9 月 17 日 、 東海 ・ 東南海 ・ 南

海の 3 地震が河 時発生 し た場合、 死者は最悪で

約 2 万8 ， 300 人 に 達 し 、 経済的被害は81 兆 丹 に

よ る と の被害想定 を 公表 し た 。 死者数は阪神 ・

淡路大震災の約4 . 4倍、 経済的被害 は約6 . 2倍の

規模 に な る O

調資会が公表 し た 3 地震 河 時発生の被害想定

は 、 マ グニ チ ュ ー ド8 . 7 を 想定 し 、 高 さ 3 j.í\:以

上の大津波が伊豆半 島 (静岡県) か ら 大隅半島

(鹿児 島県) ま で を 襲 う 。

死者数が最大 に な る の は午前 5 時の発生で、

建物倒 壊 で 約 1 万 2 ， 200 人、 津 波 で 約 3 ， 500 �

9 ， 100人 と 予測。 Jj(門 が閉鎖不能で{主民の避難意

識が低い場合、 津波で さ ら に約3 ， 600人が死亡す

る 。 ま た 、 建物被害 は午後 6 時発生が最大で、

全壊棟数は約66万4 ， 200 � 94万200棟。 7tFう が閉

鎖不能だ と 、 さ ら に約 1 万9 ， 700棟が全壊す る 。

経済的被害 は住宅 な どの i直接的被筈が約40兆

一60兆 円 、 生産停止や交通す 断 な どの 間接的被

害が約13兆�21 兆円 に達す る 。 (注 3 ) 

〔東南海 ・ 南海地震対策特措法施行 「東南海 ・ 南海地震対策大綱」 決定〕

東海沖か ら 四 国 沖 を 震源 と す る 巨大地震 に備 え る 「東南海 ・ 南海地震対策推進特別措置

法」 が2003年 7 月 25 日 、 施行 さ れた 。 同法施行 を 受け 、 政府の 中央防災会議 (会長 ・ 小泉

純一部首相) は 、 同年12月 16 日 、 政府や地方 自 治体、 公共輸送機関 、 医療機関 、 学校な ど

の 防災計画 の指針 と な る 「東南海 ・ 南海地震対策大綱」 を 決定 し た 。

過去、 2 つ の 地震が同時 も し く は 数 日 以 内 に 起 き た例があ る こ と か ら 、 東京都か ら 宮崎県

ま での21都府果652市部I村 を 「防災対策推進地域」 に指定 し 、 ①lOt ;;: を 超 え る 津波対策②全

国 的 な 救援ネ ッ ト ワ ー ク の整備③時間差発生時の被害拡大の間止 を 重点、課題 と し た 。

大綱 は 7 月 に施行 さ れた 「東南海 ・ 南海地震対策推進特別措置法」 な ど に 基づ き 、 被害

を 軽減す る た め の 事前対策や発生直後の救援態勢、 復旧 ・ 復興 ま で を 定 め た 。 震度 6 弱以

上 の 揺 れや 、 高 さ 3 -以上 の津波 に 襲 わ れ る 恐れがあ る と し て 、 推進地域 に指定 さ れた 白

治体は 、 9 月 に 公表 さ れ た 原 案 か ら 1 58市町村増 え た 。 こ れ ら の 自 治体 を は じ め 、 域 内 の

鉄道、 電気、 ガス 、 通信会社 な ど は 大綱 に 沿 い 、 早期 に 防災計画 を 見査す こ と に な る O
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大綱 は 、 特 に津波 に よ り 大 き な被害の発生が想定 さ れ る と し 、 海岸や河 川 の堤防の 耐震

点検や補強 を 早期 に計画的 に実施す る よ う 求め た。 そ の上 で 、 地震発生 時 に 多数の水門 を

向 動的 に 閉鎖す る シ ス テ ム の推進 を あ げた 。

津波被害の軽減は 「的確 な 避難が重要」 と し た 。 同会議 は 、 住民が津波 に 対す る 高 い 意

識 を 持 て ば、 最悪で約 1 万1 ， 700人 と さ れ る 津波 に よ る 死者 は 大 幅 に 減 ら す こ と が可能 と

み て い る O 「す ぐ に 高台へ逃げ る 」 と い う 怠識 を住民 に浸透 さ せ る 必要があ る と し 、 国 や

自 治体は啓発対策 に力 を 入れ る べ き だ と し た 。

ま た 、 2 つ の地震の特概 と し て 、 非常 に広域で、 同 時 に 甚 大 な 災害が発生 す る 恐れが強

い 点 を あ げ、 国や 地方公共団体は、 災害発生直後は 隣接地域か ら の支援 は 受 け ら れな い こ

と を 想定 し て 、 推進地域以外の 自 治体 も 含め た 防災体制 を 確立す る 必要があ る と し た 。

防災対策推進地域に指定 さ れた 自 治体 は 、 防災対策の推進計画 を 作成 し 、 避難路や 消 防

施設 な どの 整備 に取 り 組む。 ]R な どの指定公共機関、 病 院 、 デパ ー ト な ど は 自 治体の計

画 を 踏 ま え 、 指定か ら 半年以内 に避難 な どの討画 を 作成す る 。

兵庫県内 で対策推進地域 に指定 さ れた の は24市町。 神戸、 姫路、 相生、 赤穂、 尼崎、 西

、 芦屋、 明 石 、 加古川 、 高砂、 洲 本 の 1 1市 と 、 播磨 (加古郡) 、 御 津 (持保郡) 、 家 島 (飾

磨郡) 、 津名 、 淡路、 北淡、 一宮、 五急、 東浦 (以上津名郡) 、 緑、 西淡、 三涼 、 南淡 (以

上三原郡) の 13 町。 (注 4 ) 

〔東海地震で初の対模大綱 中央防災会議〕

政府 は2003年 5 月 29 丹 、 中央防災会議 を 開 き 、 た 、 警戒宣言前 の準備段階 を 設定 し 、 広域応援

東海地震 に 備 え た 対策大綱 を 決定 し た 。 大綱 は 、 部隊の派遣準備や生徒、 従業員 の帰宅な ど を 始

被害の予訪策か ら 警戒宣言時や地震発生時の対 め る 。

応、 復旧 ・ 復興策 ま で を 定め た 。 さ ら に任 物資の調達 ・ 運搬計画 を 定 め 、 地震

特 に 地震の大 き な被害 を 受 け る 恐れがあ る 対 後す ぐ に輸送 を 開始す る な ど、 実態に却 し た柔

策強化地域 内 で 、 警戒宣言が出 れば病 院 を 原 則 軟 な 対応 を あ ら か じ め 定 め る ②名 古屋市 な どで

診療中 止 に す る と し た こ れ ま での一律対応、 を 見 発生す る 帰宅困難者への対応 に コ ン ビ、 ニ な ど を

直 し た の が特徴で 、 樹震性の あ る 病院の診療や 活用 す る ③公共建築物 の耐震性 リ ス ト の公表や

コ ン ビ ニ の営業 を 可能 に し 、 鉄道 な どの運行 も 住宅耐震化の 緊急、実施 な ど現実的 な 方策 も

一定の条件 を 定 め 、 事業者の判断に任せた。 ま 示 し た 。 (ì主 5 ) 

(防災 に 「減災』 の思想 を一神戸市復興 ・ 活性化懇が33項 目 の提言〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 に 向 け て 、 復興の総括 ・ 検証 に 取 り 組 ん で い た 「神戸市復興 ・

活性化推進懇話会J (座長 : 亮天義久 ・ 神戸大学名誉教授) は 、 2004年 1 月 13 日 、 「神戸市

復興 ・ 活性化推進懇話会か ら の提言」 を ま と め て 矢 田 立郎市長 に提出 し た 。 同懇話会 は 、

神戸市が震災後の復興の取 り 組み を 総括 ・ 検証す る た め に 1998年 6 月 に設置、 復興の緊急

778 第 十章 @ 防災



課題 と 長期的構造課題 に つ い て議論 し て き た 。 2003年度 に は 学識経験者 に 加 え て 企業、

NPO の 関係 者 な ど も 加 わ り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プや 市 民 に 対す る 1 万人 ア ン ケ ー ト 、 関係者

への イ ン タ ピ ュ ー を 実施す る な ど幅広 い意見 を 聴取 し た 。

提言で は 、 震災の教訓 と し て F防災」 に T減歩む の 思 想、 を 重視す る こ と を 強調 し 、 「市

民生活J r都 市活動J rす ま い ・ ま ち づ く り J r安全部市J の 4 分野で計33項 目 に わ た る 提

を ま と め た 。

全分野 に わ た る 検証の結果、 「震災 の 教訓」 と し て は 、 大震災で は 住 宅 や 港湾 な ど多 く

の都市基盤が破壊 さ れ、 本来、 生命や財産 を 守 る 役割 を 担 う ハ ー ド の施設 は 100% 安全で

は な い こ と がわ か っ た と し 、 こ れか ら は 災害が起 こ る こ と を 前提 と し た 防災 を 考 え て い か

ね ばな ら ず、 生命 な ど絶対 に守 ら な け ればな ら な い も の は し っ か り 守 り な が ら 、 被害 を で

き る だ け少 な く す る 「減災」 の思想 を 、 震災の教訓 と し て位置づけ、 こ れか ら の 防災対策

に 採 り 入 れ て い く こ と が:重要で、 あ る こ と を 強調 し た 。

こ の考 え 万 の も と に 、 事前対策 と し て の 「被害抑止J r被害軽減」 と 、 事後対策 と し て

実 際 に 災害が発生 し た 場合 に生 じ る 「初動対応J r復旧 ・ 復興」 と い う プ ロ セ ス の 中 で、

災害の経験 を 生か し な が ら 、 安全都市づ く り の 総合的 な レ ベ ル ア ッ プ を 図 っ て い か な け れ

ば、な ら な い 、 と し た 0

4 つ の分野別検証の う ち 、 防災 に 関連す る 「安全都市分野」 に つ い て の 主 な検証 と 提言

を 、 以 下 に 紹介す る O

〈個 人 ・ 地域 で の 安全 ・ 安心の取 り 組み〉

2003年度 市政ア ド バ イ ザ ー 調奈 に よ る と 、 非常食 を備蓄 し て い る 市民 の 割合 は40 . 1 % で

全国調査 ( 18 . 6 % ) と よじべ高 い値 と な っ て い る が、 「震災後新た に 始 め た が現在 は 行 っ て

い な い」 と 回答 し た市民は23 . 4 % で、 防災意識が低下 し て い る こ と が う かがえ る 。

2003年10月 末現在 の 防災福桂 コ ミ ュ ニ テ ィ の結成数は 182地 区 で 、 ほ ほ全市 に わ た っ て

い る が、 代表者へ の ア ン ケ ー ト 調査 に よ る と 、 代表者の半数以上が70歳代 で 、 「活動 の 中

心 が高齢者J (67 . 2% ) 、 「 リ ー ダー に な れ る 人材 が少 な く 、 特 定 の 人物 に 負 担がか か る 」

(60 . 2% ) な どの 回答が多 く 、 活動の担い手 に 関 す る 課題が生 じ て き て い る O

「全世帯 に l 人 の市民救命士J を 目 標 に 、 年 間 2 万人の市民救命士が育成 さ れて い る ほ

か、 「 こ う べ ま ち づ く り 学校」 で は市 民 を 対象 に し て 地域で活躍で き る 人材 の 育成 を 目 的 に 、

「訪災 ・ 防犯 コ ー ス J と 「 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り コ ー ス 」 の 講座が開催 さ れ、 修 f生の う ち

希望者が 「市民安全推進員」 と し て 登録 (2002年度末296 名 ) さ れて い る が、 市民安全推

進 員 への イ ン タ ピ ュ ー に よ れば、 「 防 災 の 専 門知識 を 習 得 し で も 、 地域で活用 で き る 機会

がほ と ん どな い」 と の意見があ り 、 人材育成 と 同 時 に 活用 の場の創 出 が課題であ る O

〈都市安全 マ ネ ー ジ メ ン ト〉

他都市 と の 災害時相 互応援協 定 は 、 災害前 は 13大都市相互応援協定が締結 さ れて お り 、

震災後 は 近 隣市 町 (芦屋市、 西宮市、 宝塚市、 三 田市 、 古 川 町、 三木市、 稲美町、 明石市)
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に 加 え 、 岐阜市、 静田市、 洲本市、 徳 島市 と も 協定が締結 さ れた 。

震 災 前 に 38蒸 し か な か っ た 耐震性防火水槽 は 、 2002年度末 に は242碁 に 増 加 し 、 消 防力

は 高 ま っ て い る 。

防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ が全市で 目 標 の 9 割以上の地域で結成 さ れ、 市民救命士講習 の受

講者が20万人 に 上 り 、 事業所や商高街な ど組織単位での救命率向上への取 り 組み も 進み つ

つ あ る 。 そ の 一方で、、 救急出動件数は2002年の件数は 1986年の 2 倍 と な っ て い る が、 半数

以 ヒが軽症 だ、 っ た と い う デー タ も あ り 、 市民の適切 な 対応 も 求め ら れ る O

最近 は 米 国 同 時多発テ ロ や 地下鉄サ リ ン 事件の ほ か、 大阪 ・ 池 田小学校児童殺傷事件、

韓国地下鉄放火事件 な ど こ れ ま で の想定 を は る か に 超 え る 異常 な 事件が多発 し て い る ほ か、

兵庫県で は 明 石市歩道橋圧死事故、 新宿歌舞伎町雑居 ピ ル 火災 な どの ほ か 、 福 岡地下浸水

災害、 SARS (重症急性呼吸器症候群) 、 狂午病、 0157 な ど新た な都市災害や健康危機が

大 き な社会問題 と な っ て き た。

こ う し た予 測 で き な い事件 ・ 事故 ・ 災害な ど に も 対応で き る よ う に す る た め 、 予 測 で き

な い 災害等の発生時 に は 、 危機の 要 因 を 分析 ・ 評価 し 、 そ れ を 踏 ま え た初 動対応策 を 企 て 、

実施で き る 体制 を 薙立で き る 仕組み を 築 い て お く 必要があ る O

〈将来起 こ り 得 る 災 害 へ の備 え 〉

2003年度神戸市民 1 万人 ア ン ケ ー ト の結果、 市 に 力 を 入 れ て ほ し い 防災対策 と し て 、 約

3 割の 人が 「災害危険等 に 関 す る 情報公 開 ・ 提供の推進」 を 挙げてお り 、 情報の受け手 と

な る 市民か ら の ニ ー ズが高い 。 ま た 2001年度の市政ア ド バ イ ザ ー 調査で は 、 自 然災害の発

生 に備 え た 防災情報 と し て 「地域で将来、 被害 を 受 け る 可能性が高 い場所 を 示 し た 地図」

の 充実 を 求 め る 人が65 . 7% あ り 、 い わ ゆ る ハ ザー ドマ ッ プ (危険区域予 測 図 ) に対す る ニ ー

ズ が高 い 。

行政は安全 ・ 安心 に 関 す る 市民 の 取 り 組み を 推進す る 上で、 災害 に 関 す る 情報 を 公 開 、

発信す る こ と が重要で、 情報の公開 ・ 提供 に あ た っ て は 、 わ か り や す い形で表現す る こ と 、

イ ン タ ー ネ ッ ト を は じ め 各種蝶体 を 活用 す る こ と な どが重要で、あ る O

〈南海 ・ 東南海地震へ の対応〉

今世紀前半 に発生す る 可能性が高 い と さ れ る 南海 ・ 東南海地震 は 、 海溝型地震の特徴で

あ る 長周 期 の ユサ ユ サ と し た 揺 れが 2 分以上続 く (阪神 ・ 淡路大震災で は20秒程度) こ と

や 、 津波が発生す る こ と 、 南海地震 と 東南海地震が連動 し て起 き る 可能性があ る こ と な ど

の特徴があ り 、 阪神 ・ 淡路大震災 と は異 な る 被害が生 じ る 可能性があ る O

こ の た め 、 以下の よ う な 項 目 を 中心 に対策 の 方針 を 示 し て い く こ と が重要で あ る O

①地域防災力 の 向 仁

マ防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の 活動 の充実 (津波対策 な ど)

②都市安全マ ネ ー ジ メ ン ト の 強化

マ情報収集 ・ 伝達 ・ 処理龍力 の 向上マ広域応援体制 の充実マ地震の特徴 を 考慮 し た 防災
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訓練の実施マ事業所 に お け る 防災体制 の 強化マ要援護者 ・ 外国人、 観光客 ・ 帰宅困難者へ

の対応

③構造物 の 耐震化 ・ 浸水対策等

マ民間住宅の耐震化マ学校 を 含む公共建築物 の請す震化マ危険物施設の 耐震化マ土木講造

物 の耐震化マ建築、 ラ イ フ ラ イ ン の 液状化対策マ重要講造物の津波 に よ る 浸水対策

④市民の意識啓発

マ最新の知見等 (地震の揺れや液状化、 津波の浸水区域 に 関 す る ハ ザ ー ド マ ッ プ) の情

報発信マ防災教育 の 充実 情 6 ) 

2 . 防災関係施設の整備
( rひ と 未来館」 開館 「人 と 防災未来セ ン タ ー」 が企画オ ー プン 〕

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 伝 え 、 震災 と そ の復興過程か ら 得 ら れた知識や知恵 を 世界 に

情報発信す る こ と に よ り 、 世界の災害対 策 に 生かそ う と 、 2002年 4 月 に 開館 し た兵庫県 の

「人 と 防災未来セ ン タ ー J (神戸市 中 央区脇浜海岸通) の 第 2 期施設で あ る 「 ひ と 未来館」

が2003年 3 月 末 に 完成、 4 月 初 日 か ら a般公開 さ れた 。

「 ひ と 未来館」 は 、 第 1 期施設の 「防災未来館」 に 隣議 し て建設 さ れ、 震災体験の継承

を 重点 に し た 「防災未来館」 に対 し 、 阪神 ・ 淡路大震災で改 め て知 ら さ れた 「い の ち の尊

さ 」 や 「 共 に生 き る こ と の大切 さ 」 な ど を 発信 し て い く こ と を 視点 と し た ユ ニ ー ク な 内容

と な っ て い る O

地上 7 階地下 1 階建て 、 延べ 1 万200平方江で、 1 � 3 階が展示 ス ペ ー ス o 1 階の劇場 「 こ

こ ろ の シ ア タ ー 」 で は 、 木 の 葉 の 四季 を 通 じ て い の ち の大切 さ を 描 い た絵本 「葉 っ ぱの フ

レ デ ィ � ( レ オ ・ ブ ー ス カ ー リ ア原作) を ベ ー ス に し た 「い の ち の旅」 を 大 型 ス ク リ ー ン (縦

6 - 、 横11 1) に 3 D 映像 (約13分) で表現。 場 内 の 150席 は 風 に そ よ ぐ 葉 っ ぱの映像 に

合わせて振動 し 、 座席か ら 風 も 吹 き 出 す仕掛け に な っ て い る 。

3 階 は 、 大 き く 3 つ に 医分 さ れ、 ブナ林や森で生命が力 強 く 再生 さ れて い く 映像等か ら

き る こ と を 考 え る 「 自 然の ゾー ン 」 、 人 間 の 心 と 体 を 解説 し た 「人の ゾー ン 」 、 来場者同

士が協力 し て交流 を 図 る 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ゾー ン 」 が並ぶ。

4 � 6 階 に は 、 ア ジ ア 防災セ ン タ 一 、 国連地域開発セ ン タ ー 防災計画兵産事務所、 国連

人道問題調 整事務所神戸 、 地震防災 フ ロ ン テ ィ ア研究 セ ン タ 一 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災

記念協会、 (財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構 の 防災や 人道支援 な ど に 関 わ る 間 際機 関

な ど 6 つ の 組織が入居 し 、 同 セ ン タ ー は 国際 的 な 防災 ・ 人道支援の拠点 と な っ た。

r�方災未来館」 が開館 し た2002年度の観覧者総数 は25万6 ， 789人 だ、 っ た が、 「 ひ と 未来館」

の 開館で グ ラ ン ド オ ー プ ン し た 2003年度 は前年 に 比 べ て 約 2 . 1 倍 の 53万2 ， 173人 に 上 っ た 。

(注 7 )
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〔三木震災記念公匿に 県立広域間災 セ ン タ ー 完成〕

平 時 は 消 防訓練や 自 主 防災組織の所修の場 と し て 活 用 し 、 大災害時 に は 救助 物 資 の 集

積 ・ 配送拠点 と な る 兵庫県京広域防災セ ン タ ー が、 兵庫県三木市志染町御 坂の 三 木震災記

念公園 (仮称) に 完成、 2004年 3 月 21 日 、 関係者や市民約750人が参加 し て 完成式典が聞

か れ た 。 井上喜一助災担当棺が 「 同 セ ン タ ー は県 内 だ け で な く 、 京阪神 の 広 域訪災の 中 心

と な る 」 と あ い さ つ O 式典後、 消 防士約100人が、 阪急電鉄か ら 寄贈 さ れ た 電車 を 使 い 、

列車事故 を 想定 し た救 出 や 、 高 さ 約30t ;;:の塔か ら 降 下す る 訓練 を 披露 し た 。

県立広域防災セ ン タ ー は 、 消 防 ・ 警察 ・ 自 衛 隊 な どの災害要員 の 活動拠点 に な り 、 被災

地で必要 に な る 救援の た め の 資機材や食料、 毛布、 仮設 ト イ レ な ど を備蓄 し 、 そ の管理 を

行 う 。 ま た 、 県庁の災害対策 セ ン タ ー の災害情報 に 関す る パ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム を 備 え 、

災害対策の補完機能 も 併せ持つ 。

|司 セ ン タ ー に は 、 兵庫県消 防学校が 4 月 1 B に神戸市北区 か ら 移転 し て 中核 と な る 。 広

さ 約12誌で、 現消 防学校の 4 倍。 火 を 使 っ た屋内言11練がで き 、 7J\.難救助用 の プー ル も あ る O

会議室や教室 の あ る 建物 は 、 大規模災害時 に対策本部が置 け る な ど最新設備がそ ろ う O 近

く に建設 中 の 陸 t競技場 は 、 観客席の 下 が備蓄倉庫 に な る O 消 防学校は 、 複雑 ・ 多様化す

る 災害 に対応で き る 消 防職員 や 消 防 団 員 の 養成 を 行 い 、 緊急消 防援助 隊 の 訓練施設 も 併設

し て い る 。 ま た 、 消紡学校で は 、 地域の 自 主防災組織な ど県民 を 対象 に し た 体験型学習 ・

訓 練 コ ー ス を 準備 し 、 自 主 防災活動 の 実践的 な学習 も 支援す る こ と に し て い る o (淀 8 ) 

〔震災 の揺れ再現実験施設 基礎部分が完工〕

阪神 ・ 淡路大震災 の揺 れ を 再現 し 、 実物大の建造物が壊れ る 過程 を 解明 す る た め 、 独立

行政法人 ・ 防災科学技術研究所が兵庫県:三木市 に 建設 を 進め て い た 「実大三次元震動破壊

実験施設」 が完成 し 、 2003年 7 月 1 日 、 完工式が行 わ れ た 。 4 階建 て 鉄筋 コ ン ク リ ー ト ピ

ル相当 の構造物 を 載せて震動破壊実験がで き る 世界最大の震動台 (縦20t;;:、 横15t;;: ) の 基

礎部分な どが完成。 震災か ら 10年 と な る 2005年 1 月 の 閉所 を 目 指す。 総工費 は約450億 円 。

完成 し た の は 、 震動台 を 備 え る 実験棟 や 、 動力 と な る 油圧 ポ ン プ棟な ど で 、 今後、 設呈

さ れ る 震動 台 は最大1 ， 200 ト ン の構造物 を 載せ、 縦横上 下 の 3 次元 の震動 を 再現す る 。 (注 9 ) 

〔神戸市兵庫 区 に 防災公園 が完成〕

阪神 ・ 淡路大震災で一帯の 3 分の 2 が焼失す る と い う 壊滅 的 な 被害 を 受 け た神戸 市 兵庫

の松本地 区 に 、 防災の観点 を E寄 り 込ん だ 「松本 う め公園J (約1 ， 000平方江) が2003年 5

月 24 日 に完成 し 、 記念式典が行 わ れ た 。 同公園 は 、 住民 に よ る ワ ー ク シ ョ ッ プ を も と に 、

1995年 5 月 に設立 し た 「松本地区 ま ち づ く り 協議会」 が整備計画 を ま と め 、 住民 と 市 と の

協働 の ま ち づ く り に よ っ て 市 の 土地区画整理事業 と 歩調 を 合 わせ な が ら 進め ら れた 。

公園 に は 、 震災の教訓 を 生か し 、 耐震性防火水槽 (貯水量100 ト ン ) 、 災害時 に炊 き 出 し が
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で き る 金属 製の カ マ ド型の丸詩子、 マ ン ホ ー ル を 利 用 す る 仮設 ト イ レ 、 防災倉庫 な ど を 設

置 し て お り 、 新 た に 井戸 を 掘郎 し 、 非常時 に は一時避難場所 と し て利 用 で き る 防災公園 と

な っ た 。 (校10)

〔京阪神の碁幹的広域防災拠点 候補に3 ゾ ー ン 〕

東南1毎 ・ 南海地震 な ど京阪神 一帯が被災す る 広域災害 に備 え 、 基幹的広域防災拠点 と な

る 扶補地の配誼ゾー ン を 3 案 に絞っ た構想 を 2003年 6 月 、 内 閣 府 な どが設 け た 「京阪神都

市 圏広域防災拠点整備検討委員 会J (委員 長 : 吉川 和 広 ・ 京都大学名誉教授) が発表 し た 。

災害時 に は 、 国 と 自 治体の合同現地対策本部 を 設 け 、 救援の 基地 に す る と い う 。

3 つ の候補地 は①尼崎市 ・ 西宮市 ・ 芦屋市 ・ 神戸市 に お け る 大阪湾沿岸 及 び三木市 に 隣

接す る 地域②大阪湾沿岸で、 舞洲 か ら 関 西 国 際空港 ま で の 連 た ん ( 市街地が連続 し て つ な

がっ て い る こ と ) し た 地域③桐密 な 市街地の外縁部で、 大阪府ー ・ 京都庶 ・ 奈良県の 府県境

に 近接す る 地域の 3 案。

今後 は 、 本構想、 を も と に 関係機関 に よ る 協議会 を 設 け る な ど に よ り 、 配置 ゾー ン 周辺の

土地和 吊 、 面整備事業 な どの動向 を 見据 え 、 整備実現の可能性 と い う 観点 か ら の検討、 整

{蒲 を 行 う こ と に な る o (注l l )

3 . 防災情報 シ ス テ ム 等の整備
〔災害情報収集 ・ 被害予測 シ ス テ ム 兵庫県が新年度 か ら 市民 に ネ ッ ト 配信〕

兵庫県 は 自 然災害時 に 県 内 の 自 治体、 消 防署、 警察署 な ど を 結 ん で情報収集や被害予溺

を す る 「災害対応総合情報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 」 を 、 2004年度 中 に イ ン タ ー ネ ッ ト で 一

般供用 す る こ と を 決め た 。 阪神 ・ 淡路大震災 を教訓 に 整備 さ れた シ ス テ ム を ネ ッ ト 配信す

る こ と で、 消 防 聞 や ボ ラ ン テ ィ ア 団体の立 ち 上が り を 早 め 、 住民の 防災意 識 に 役立て た い

と し て い る O

シ ス テ ム は 、 行政側 の 情報収集、 初動体制 の 整備 を 目 的 に 1996年 9 月 に 稼働。 災害発生

時 に被害情報 を 丈字、 地 図 、 画像で即 時 に伝 え る ほ か、 震度 4 以上 の 地震 で は 、 建物の倒

壊、 出 火件数、 死傷者、 避難者数な ど を 自 動予測 し て表示。 救援物資の必要量や避難所、

医療ス タ ッ プ 、 消 防 ・ 警察 ・ 自 衛抹員 な ど の 数 を 市 町村別 に推計す る 。

現在 は 、 県警や 自 衛隊、 海上保安本部、 電力 ・ ガ ス ・ 電話会社 な ど を 含 め 、 言r344 カ 所

に専用端末 を 置 い て 運用 し て い る O 県防災局 は シ ス テ ム に よ る 情報公開 で 、 今後、 企業や

地域の 消 防組織 な どの初動 に も 役立つ と し て い る o (注12)

(，清報通信活用 し 津波被害軽減 神戸市な ど参加〕

津波被害の軽減策 を 情報通信の側面か ら 考 え よ う と 、 近畿総合通信局 の調査研究会 「広

域巨大災害 に お け る 情報通信 の在 り 方 に 関 す る 調査研究会」 の初会合が2003年 6 月 24 日 、
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大阪市内 の ホ テ ル で 開 か れ た 。

神戸市や和歌山県 な どの 自 治体、 防災の 専 門家 、 通信事業者 ら のお人で構成、 '1害報通信

シ ス テ ム の 活用 で 、 よ り ス ム ー ス に住民の安否や被災状況の 把握がで き る 体制 の 整備 を 目

的 にネ食言す し て い く O

例 え ば、 「津波 セ ン サ ー」 の 実用 化 で 、 沖 合 に GPS (衛星利 用 測位 シ ス テ ム ) を 搭載 し

た 浮標 を 設置。 衛星回線 を 通 じ て い ち 早 く 臨海部 の 自 治体 に津波 を 伝 え る シ ス テ ム が考 え

ら れる 。 ま た 、 現在 は行政か ら 住民へ の 一方通行の 防災行政無線 を 、 双方向 で通信で き る

よ う に 開発。 各戸 に設置す る 端末 に は水位 セ ン サ ー や熱セ ン サ ー を つ け 、 自 治体が被災状

況 を 把握で き る よ う に す る こ と な どが考 え ら れ て い る o (注13)

〔 災害情報 ネ ッ ト で共有 近畿 6 府県 な どが推進協議会発足〕

東南海 ・ 南海地震 な どの広域災害 に 備 え 、 防災情報の 共有化 を 目 指す近 畿情報ネ ッ ト 推

進協議会が2003年12月 24 日 、 発足 し た 。 国土交通省近畿地方整備局 を 事務 局 に 、 近畿 2 府

4 県 と 福井県、 大阪、 京都、 神戸市の10 自 治体 と B 本道路公団 な ど 4 団体が参加。 2007年

度 を 目 途 に 、 国 の 光 フ ァ イ パ ー 網 を 使 っ て被災地の映像や危機管理情報 を 共有す る ネ ッ ト

ワ ー ク を つ く る O

同 整備局 は 既 に 管 内約1 ， 000 カ 所 に 国 定 カ メ ラ を 設置 し 、 河川 や 道路 の 状況 を 監視 し て

い る o 2003年度 中 に 大容量通信が可能 な 光 フ ァ イ パ ー 網延べ約3 ， 200キロ を 整備。 参加団体

は フ ァ イ パ ー 網 に接続す る こ と で 、 固 定 カ メ ラ や航空映像な ど を 通 じ て被災状況 を 即座 に

把握で き 、 効果的 な 防災対策が可能 と な る 。 (注14)

〔携帯電話で災害情報 神戸市〕

神戸市 は 、 災害発生後の混乱時 に 市 民 に 有効 な 情報 を 伝 え る 手段 と し て 、 携帯電話 を 使 っ

たf青報発信 シ ス テ ム を 2004年 4 月 か ら 導入す る 。 通常 は市の広報内容な ど を 流 し な が ら 、

災害時 は 市 内 の被害状況や避難所情報な ど に書 き 換 え る 。 更新 も 携帯電話か ら で き 、 現場

の市職員 が書 き 込む最新情報がほ ぼ リ ア ル タ イ ム で市民 に伝達で き る 。

AM 神戸 の 岡 市広報番組 「 あ じ さ い イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 」 の 内 容 を テ キ ス ト 化 し て専用

ペ ー ジ に掲載。 地震 な どが起 き れば、 こ のペ ー ジ に 災害情報が書 き 込 ま れる O 更新 は 、 パ

ス ワ ー ド を 管理す る 援数の市職員 が担当 し 、 消 防 局 や 市 内 の 災害現場 な どか ら 情報 を 送 る 0

1 時 間 に 約 7 万件 の接続に対応で き る と い い 、 利 用 者 は 表題か ら 必要なd情 報 を 選択で き る 。

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 災害情報の伝達 に ラ ジ オ 放送が役立 っ た と さ れ る が、 a情報が一

過性の う え 、 聞 き 手が情報 を 選択で き な い な どの マ イ ナ ス 面 も 指摘 さ れて い た 。 同 市 は 「 こ

の シ ス テ ム を 使 え ば、 携帯電話の バ ッ テ リ ー があ る 限 り 、 災害情報が入 手で き る O よ り き

め の細 かい 情報発信がで き る よ う 体制 を 整 え た い」 と し て い る O

神戸市 で は2003年 8 月 、 兵庫県南部 を 縦断 し た 台風10号の被害速報 を 初 め て 岡市 の ホ ー
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ム ペ ー ジで発信 し た と こ ろ 、 接続件数が約 1 ， 700 ア ク セ ス に 上 っ た 。 日 ご ろ 最 も 読 ま れ る

ペ ー ジ で も 1 日 あ た り 1 ， 500 ア ク セ ス と い い 、 市 は 速報の必要性 を 再認識 し た と い う o (注15)

〔 六 甲 山 の 山岳救助 マ ッ プが完成〕

神 戸市 は 六 甲 山 (標高93H�) で、 道 に 迷 っ 設置 さ れた プ レ ー ト は縦10+" 、 横11γの ス テ

た り 、 負傷 し て携帝電話で救助 を 求 め て き た登 ン レ ス 製。 黄色地 に救助車の イ ラ ス ト の ほか、

山 者の厨場所の特定 を 容易 にす る た め 、 景山道 中 央 区 な ら 「 ち 」 、 灘 区 な ら 「 な 」 と 区 を 表す

の 道標 に位置情報 を 表示 し た プ レ ー ト を 2004年 ひ ら がな 1 文字 と 、 登 山 jレ ー ト と 位 置 を 示す 4

3 月 に 設置 し た 。 桁の数字が記 さ れ、 既存の道標 な ど に 固定 し た 。

山 中 で の 急病 や け がな どで119番す る 際 に プ 事業費 は約2 ， 360万円。

レ ー ト の番号 を 告 げて も ら う と 、 消防局のパ ソ 山岳救効件数は 、 こ れ ま で年10数件 だ っ た が、

コ ン 上 の 山岳救助 マ ッ プ (25 ， 000分の 1 の 地盟) 六 甲 山系 の ほ ほ全域で通 じ る 携帯電話の普及で

に救助 ル ー ト の ほ か、 救助隊の集合場所やヘ リ 通報が増加傾向 に あ り 、 2003年 は最多 の41件。

コ ブ タ ー で の救助場所が瞬 時 に 表示 さ れ る シ ス し か し 、 登山道で は居場所が分か る 目 印が少 な

テ ム で、 現場 ま での 時 聞 を 大幅 に短縮で き る と く 、 ヘ リ を 使 っ て も 発見 ま で か な り の時間がか

い う 全国で も 初の試み。 3 月 26 日 ま で に市内会 か っ て い た。 (注目)

87 ル ー ト の806 カ 所 に 設 け た 。

4 . 自 然災害対策
( 1 )  津波対策関連

〔南海地震 津波 に備え 浸水予測図作成へ〕

兵庫県 は 、 南海地震 に 備 え 、 洲本市 な ど淡路島 の 1 市 4 町 に つ い て津波の浸水予測 図 を

作成す る o 2005年春に完成の予定。 あ わせて津波被害が想定 さ れ る 尼崎市 と 西宮市、 三原

郡南淡町の 3 カ 所 に 拡声機付 き の 緊急警報装置 を 設置 し 、 防災力 の底上 げ を 図 る O

予 測 図 の対象 と な る の は洲本市の ほ か 、 津名郡津名 町、 一宮町、 五色 町、 三原郡商淡町

の 各町。 県 で は す で に2000年、 三原郡南淡町 に つ い て作成 を 終え て お り 、 今 回 で淡路 島 の

予測図が完成す る O

地震の規模 は 、 江戸時代末期 の安政南海地震 と 同 じ マ グ ニ チ ュ ー ド 8 . 4 を 想定す る O 防

潮扉の高 さ や地形 な ど を 確認 し 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で、浸水エ リ ア と 高

さ を 調べ る O ま た 、 地震の被害 を 受 け て 扉が閉 ま ら な か っ た場合 も 考慮 。 津波到 来 ま で の

時 間 や 高 さ 、 周 期 な ど を 算 出 す る O

一方、 緊急警報装 置 は 、 NHK がラ ジ オ で流す津波警報 を 自 動 的 に 受信 し 、 拡声機 を 通 じ

て住民に伝え る O 音が届 く 範 囲 は半径500t lvで、 沿岸部 に設置す る 考え 。 拡声機 を取 り 付け

る ポー ル に は過…去の台風で発生 し た高潮の 高 さ を 表示、 訪災;意識の啓発 に役立 て る o (出7)
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〔ふ頭の放量車で二次災害の恐れ 〕

兵庫県が2003年、 抜 き 打 ち で防潮 門 扉 の 閉 鎖 潮 門 扉47 カ 所で実施 し た も の で 、 開始か

訓 練 を 実施 し た と こ ろ 、 ふ頭な ど に乗用車 な ど で す べ て 閉 鎖 、 r 1 時 間 50分以 内J の 目 標 は ク

が放置 さ れて い る 場所が多数あ っ た 。 放置車両 リ ア ー し た 。 し か し 、 モ ー タ ー ボー ト を載せた

な どは津波 に 巻 き 込 ま れ、 家康や 人 を 直撃す る 台車が置かれた り 、 廃車が放置 さ れて い る と こ

「二次災害」 を 起 こ す恐れがあ り 、 県は 「二次 ろ が多 か っ た。 大津波が押 し 寄 せ た場合、 車 な

災害防止 は 、 他人の モ ラ ル や意識 に か か っ て い どが防淑堤 を 越 え て人や家屋 を 直撃 し た り 、 紡

る 」 と し て準 な ど を 放置 し な い よ う 啓党活動 な 潮 堤 を壊す可能性があ る 。 昼 間 は 港 に 出 入 り す

ど に 力 を 入 れ る こ と に し た 。 る 大型車や重機が多 く 、 危険性 は更 に高い。 (注

抜 き 打 ち 訓 練 は 2 月 、 尼崎市か ら 西宮市 の 防 18) 

〔津波 ・ 高潮 海岸の災害予測図 国交省 な ど が手引書〕

内 閣府 と 国土交通、 農林水産両省 は2004年 3 月 9 日 、 津波 ・ 高 潮 の ハ ザ ー ドマ ッ プ (危

険医域予 測 図 ) を 自 治体が ど う 作成す る か を 示 し た手引書 「津波 ・ 高潮 ハ ザ ー ドマ ッ プマ

ニ ュ ア ル」 を つ く り 、 全国の 自 治体に通知 し た 。

マ ニ ュ ア ル作成 に あ た っ て 、 河 田 恵 昭 ・ 京都大学防災研究所巨大災害研究セ ン タ ー 長 を

と す る 「津波 ・ 高潮ハザー ドマ ッ フ。研究会」 が設置 さ れ、 2002年 1 1 月 か ら 検討 を 重ね

て き た 。 マ ニ ュ ア ル は A 4 判 128頁 に の ぼ り 、 「浸水予測 区域の検討方法J r浸水予測結果

か ら の津波 ・ 高潮ハザー ド マ ッ プ。作成方法J r津波 ・ 高潮ハザー ド マ ッ プ の 周 知 、 住民理解、

利 活用 等」 な ど 5 つ の 章で構成。

ハ ザ ー ド マ ッ プの作成主体は吉田I村 だが、 「作成方法が分か ら な いJ ，.活用 、 間知方法が

分か ら な い」 な どの 問題か ら 、 整備が進 ま ず、 国交省 に よ る と 、 大地震で津波の恐れの あ

る j毎岸 の う ち 約62 % の 地 区 は ハ ザー ド マ ッ プが な い の が実情だ、 っ た (次項参照) 。 手 引 書

を 元 に 各地 で 自 治体担 当 者への説明会 を 開 き 、 2007年度 ま で に ハザー ド マ ッ プの未作成地

区 を 半減 さ せた い考 え で あ る o (注19)

〔津波の避難先示す マ ッ プ 海岸の 6 割 が未作成〕

国 が津波対策が必要 と し た全国約1 ， 880の 海岸 の う ち 、 6 割以上が 「ハザー ド マ ッ プJ (危

険区域予 測 図) を 作成 し て い な い こ と が国土交通省 な と々の調査で、分か っ た 。 同省 な どが2002

「高潮 ・ 津波ハ ザー ド マ ッ フ。研究会」 を 設置、 調査の結果、 津波の ハ ザー ド マ ッ プが

必 要 な 全国 の 1 ， 882海岸の う ち 1 ， 157 カ 所で マ ッ プが作成 さ れて い な か っ た 。

津波対策 に は 、 水 門 や 堤 防 の ハ ー ド面 の 整備 と 、 避難情報な ど を い か に 速 く 出 す か と い

う 行政の仕組みづ く り があ る が、 ハ ザ ー ドマ ッ プは住民が防災情報 を 得 る こ と に よ り 、 自

主避難 な ど を 促す効果が期待 さ れて い る 。
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東海地震で津波被害に見舞わ れ る こ と が懸念 さ れ る 静両県下の市町村な ど既 に作成済み

の 自 治体のハ ザ ー ド マ ッ プ に は 、 海岸沿い の浸水予想地域の ほ か 、 避難所の位置や備蓄品

倉庫 の場所、 消 防 署 な ど拐災機 関 の 所在地 な どが詳 し く 書 き 込 ま れて い る 。

ま た 、 高潮対策 で は 、 ハ ザ ー ド マ ッ プが必要 な 1 ， 713海岸 の う ち 、 作成済 み は201 に 過 ぎ

ず、 未作成 は 9 割近 く に 上 る o (注20)

〔津波避難関練実施は 自 治体の26% 国交省調査)

国土交通省が海岸の あ る 全国 の 自 治体 に津波避難訓練の実施状況 を 聞 い た と こ ろ 、 26%

の 自 治体 し か避難訓 練 を し て い な い こ と が分か つ た 。 津波は 避難意識が高 け れ ば被害 を 大

幅 に軽減で き る た め 、 海岸 を 所管す る 同省 と 農林水産省 は2003年1 1 月 、 各都道府県 に 市 町

村や住民 と 連携 し て津波の 防災訓練 を 早急 に 行 う よ う 要請 し た 。 国が津波 に 絞 っ た 防災訓

練 を 全国 に 呼びか け る の は初 め て O

国交省 は 、 今世紀前 半 に も 発生の恐れがあ る 東南海 ・ 南海地震で津波被害が広範囲 に わ

た る と 予想 さ れる た め 、 津波の避難訓練や情報伝達訓練な どの実施状況 を 調べ た 。

そ れ に よ る と 、 過去の地震で津波被害 を 受 け て い る 岩手県‘や和歌 山 県 は 、 海岸があ る す

べ て の 自 治体で避難訓練が行 わ れ て い た 。 し か し 、 東南海 ・ 南海地震 の 同 時発生 で最大

4 ， 200人の津波 に よ る 死者が想定 さ れて い る 高知県は71 % 、 最大2 ， 100人の 死者が想定 さ れ

て い る 三重県は26% に と ど ま っ た 。 訓 練 を し て い な い 自 治体は瀬戸内海や 九州 で 目 立 つ 。

ま た 大阪府の よ う に 、 情報伝達の 訓 練 は 100% 実施 し て い る が、 避難訓練 は し て い な い 自

治体 も あ っ た 。

中 央防災会議 は 、 東南海 ・ 南海地震の津波 に よ る 死者 は 、 避難の意識が高 い と 6 割減 ら

す こ と がで き る と 想定 し て い る O ま た 、 2003年 9 月 の 十勝沖地震で も 広 い 範 囲 で津波の被

害が出 た た め 、 国 は各都道府県 に対 し て 、 津波対策 の 訓 練 を 行 う よ う 要請 し た 。 (注21)

〔津波の恐れ 避難は わ ずか28% 三陸南地震で〕

東京大学社会情報研究所 は 、 2003年 5 月 の 三 陸南地震で震度 6 弱 を 観測 し た岩手県大船

渡市で、 津波の危険地域 に い た 人の28 % し か高台 な ど に 避難 し な か っ た と す る ア ン ケ ー ト

調査結果 を 2004年 2 月 13 日 、 公表 し た 。

同 地震で は 結 局 、 津波は 起 き な か っ た が、 地震発生 時 に は津波の有無 は 分か ら な い状態

だ っ た 。 地震の際、 被害 を も た ら す津波が起 こ る 恐れ を 認識 し て い た と 答 え た の は大船渡

市 の津波危険地域 に い た 人で93% 、 地域外の 人で も 77 % だ、 っ た 。 震度 5 弱 だ、 っ た仙台市の

危険地域 に い た 人 で は42% だ っ た 。 と こ ろ が、 高 台 な どに避難 し た と 答 え た 人 は大船渡市

の 危 険地域 に い た 人で28% 、 仙 台市の危険地域で は 2 % に と ど ま っ た。 避難す る タ イ ミ ン

グ に つ い て 、 両市の住民 と も 約60%前後が津波警報や注意報 を 聞 い た ら と 回答。 す ぐ避難

せず、 テ レ ビ な どで情報 を 得 ょ う と し た 人が多 い こ と が分か つ た 。
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同研究所の賢井惰教授 は 「津波の被害 を 過去 に受 け た 地域で も 、 体験の風化が感 じ ら れ

る 。 多 く の 人がテ レ ピ な どの情報を 待 っ て い た の は 、 情報社会の問題点。 津波は情報 を 待

た ず に 逃げ る 必要があ る 」 と 話 し て い る O 調査は 、 地震時の住民行動 を 把握 し 、 防 災 に 生

か す の が 目 的。 仙

ト し た 。 (注22)

と 繰 り 返 し 津波被害 を 受 け て い る 大船渡市 の計1 ， 000人 に ア ン ケ ー

〔 東南海 ・ 南海地震 津波想定訓練 4 翻止 ま り 日 本経漬新聞社調査〕

東南海 ・ 南海地震で津波の来襲が予想、 さ れ る

沿岸府県 と 市町村の う ち 、 自 治体主導で津波 を

想定 し た訓 練 を 年 1 回 以上実施 し て い る の は約

4 割 に と ど ま る こ と が2003年 7 月 16 日 、 日 本経

済新司社の調査で、分か っ た 。 5 割強 の 自 治体が

寝 た き り 高齢者 ら 「災害弱者」 の住 ま い を 把握

し て い な い な ど備 え が遅れて い る 実態 も 浮 き 彫

り に な っ た 。

調査 は言i♂417 自 治体 を 対 象 に 実施、 回 収率 は

77 . 5 % 。 没水地域や避難地 な ど を 示すハザー ド

マ ッ プ を 作成済み の市町村は約 1 割 に と ど ま り 、

6 割近 く が 「作成 の 予定 は な い」 と し た 。

〈津波想定の防災 ・ 避難訓練〉

独 自 の被害想定 を 試算 し て い る 自 治体 は 、 全

体の 2 割 に 満た な か っ た。 被害想定の多 く は水

門 や鉄扉 な ど防潮施設が順調 に稼働 す る こ と が

前提。 防潮施設の操作訓 練 は r 1 年 に複数回J r 1 

年 に l 別」 を 合 わ せ て 42 . 4% 、 「 ほ と ん ど実施

し て い な い J r災施 し た こ と がな い」 が計44 . 6%

で、 対応が大 き く 2 つ に 分 か れ た 。 「本番 待 に

門扉等 を 閉 め る 人員 が確保で き る かが課題」

動式水 門 の 起動 か ら 関 門 ま で約30分かか り 、 第

一波 に は 間 に合わ な い」 な どの 問 題点 も 明 ら か

に な っ た 。

津波 を想定 し た府県お よ び市町村主導の防災、

避難訓 練 は 「実施 し た こ と が な いJ (39 . 6 % )  

が絞 も 多 く 、 次い で r 1 年 に 1 回 実施 し て い る 」

(34 . 7 % ) 、 「 ほ と ん ど実施 し て い な いJ (19 . 5 % )  

の順。 r 1 年 に複数回実施 し て い る 」 は 5 . 3 % だ っ

た 。

寝た き り の 高齢者や障害者 な ど 「災害弱者」

の住 ま い を 把握 し て い な い市町村が55 . 2% 。 避

難治 ま での誘導は多 く の 自 治体が 「 臼 主防災組

織や 自 治会 な ど に協力 を 要請 し て い る J と 問答。
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海岸 に近い地区では rì掌波の到 達 が早 く 、

は非常 に 難 し い」 と の戸惑い も み ら れた。

〈危険予測園の作成〉

津波の高 さ や避難経路 な ど を 示 し た 「ハザー

ド マ ッ プJ (危険区域予測図) に つ い て は 、 「作

成済みJ r作成 中」 を 合わせて 16 . 4 % 、 「作成す

る 予定」 が24 . 5 % だ っ た 。 「予定 は な い」 は57 . 9%

で、 1944、 46年の東南海、 南海地震で被害 を 受

け な か っ た 自 治体は 4 分の 3 がj点極的 な姿勢を

みぺぜて い る O

大半の 自 治体がハザー ド マ ッ プの公表で 「住

民一人 ひ と り の 防災意識が高 ま り 、 早期避難へ

の再発 に つ な が る J r 日 ご ろ の 備 え が強 ま る 」

な どの効果 を 期待 し て い る 。 一 方 で、 「必要以上

に 不安感 を あ お る J r地価 に 影響J rハ ー ド面の

要望が増 え る 」 な ど を 短所 と し て指摘す る 声 も O

被害予測 だ け を 実際の も の と し て受け止めがち

に な り 、 「地域外住民の危機意識 の 低下」 を 心

配す る 意見 も 寄せ ら れた 。

〈相互応援協定〉

災害発生時に相互応援協定 を 結 んでい る 自 治

体は 「締結済みJ (78 . 6% ) と 「検討 中J (9 . 3 % )  

を 合わせて約 9 割 に 上 っ た 。 逆 に 「結ぶ予定は

な い」 と い う 回答が9 . 6% あ っ た 。

協定の 内容は、 多 い 順 に 「救助J (72 % ) 、 「消

火J (65 . 7 % ) 、 「飲料水や食料 の搬送J (57 . 1 % ) 、

「医療救護J (52 . 4 % ) な ど。 逆 に 少 な い の は 「心

の ケ アJ (2 . 8 % ) 、 「巡回健康診断J (3 . 9 % ) 、 「応

急、危険度判定調査J (5 . 1 % ) な ど。

自 治体罰の連携が進んでい る が、 災害 ボラ ン

テ イ ア 団体 と の 意見交換 に つ い て は 「 ほ と ん ど

協議 し て い な いJ (50 . 8% ) 、 「全 く 交流がな い」

(32 . 5% ) の 回 答が 8 割 を 超 え た 。 現時点で力

を 入れ る べ き 地震対策 と し て は 「 人命救助 を は



じ め 地域 防 災 の 中核 と な る 自 主 防災組織 の 強

化J (67 . 8 % ) 、 「避難訓 練 な ど を 通 じ た 防災意

識 の 向 上J (55 . 7% ) 、 「住宅 の 耐震補強 や 家具

固 定 な ど家庭内で、の安全対策 の推進J (48 . 0 % )  

な どが上位 入 り し た 。

市町村の う ち 約 2 訴が防災分野の担当職員 を

配置で き て な く 、 6 割近 く は兼務の職員 を 配置

し て い る 実情 も 分か つ た 。

閏への要望では 、 防災施設の裳備や 、 防災無

線 な ど資機材 へ の 補 助 金助 成 、 民 家 の 耐震補

強 ・ 改修への税制 上の優遇措置な ど財政認の 支

援 を 求め る 声が多 く 出 た 。

〈 自 主防災平均組織率〉

地域住民で構成 し 、 災害弱者の避難誘導な ど

で 活 動 の柱 と な る 自 主 防災組織 の 平均組織率

(市町村別) は55 % 。 阪神 ・ 淡路大震災で大 き

な被害の 出 た兵庫県や東海地震への備 え が進む

静河県内の平均組織率は90 % を 超 え る 一方 、 対

象16府県 中 、 5 県の平均組織率が30 % に 満 た な

か っ た 。

自 主防災組織の不安点 と し て 「 メ ン バー の高

齢化」 が57 . 3 % で最多。 次い で 「防災意識の低

下J (31 . 6 % ) 、 「人間関係 の希薄化J (24 . 1 % ) 、

「資金難J (22 . 6 % ) な ど。 「組織は つ く っ た が、

実 際 の 活動 は ほ と ん ど な いJ r リ ー ダ ー が短期

間 で、交替す る 」 と い う 深刻 な 実態 も 判 明 し た O

住民の 防災意識 に つ い て 、 2 つ に 1 つ の 自 治

体が「 か な り 高 ま っ て い る J rや や高 ま っ て い る 」

と す る 一方 、 5 つ に 1 つ は 「や や 薄 ら い で い る 」

「相当 薄 ら い でい る 」 と 指摘 し 、 地域格差が出

た 。 防災意識の啓発の た め の取 り 組み で は 、 自

治体職員 が 自 治会や市民 グ ル ー プの依頼 に 応 じ

る 「出 張講座」 や、 住民や子 ど も の手 に よ る 「防

災マ ッ プづ く り 」 な どの工夫 を 凝 ら し て い る 。

〔津波瀧難勧告発令 対象の 自 治体 5 割が具体的規定持 た ず 毎 日 新聞調査〕

東南海 ・ 南海地震で津波被害が予想、 さ れる と

中 央防災会議が指定 し た 市町村の う ち 約 5 割が、

津波 に対す る 避難勧告の発令規定 を 地域防災計

型i な どで具体的 に 定 め て い な い こ と が2004年 2

月 7 日 、 毎 日 新聞の調べで分か っ た 。 消防庁は

2003年 9 月 の2003年十勝沖地震直後、 大 き な 地

震 を 覚知 し た時点で、 速や か に 避難勧告 を 出 す

よ う 全国 の 自 治体 に 通知 し て い る O 避難勧告の

権限は 自 治体の苔長 に あ る が、 取 り 組み に は格

差 と 遅れが目 立つ格好 と な っ た。

2003年 12 月 に 指定 さ れ た 紡災対策推進地域

(652市町村) の う ち 、 高 さ 3 tn:以上の津波な

ど に よ っ て被害が予想 さ れ る 関東か ら 九州、| ま で

( 2 )  耐震対策関連

の15都府県169市町村 に ア ン ケ ー ト 。 157市町村

(93 % ) か ら 回答があ っ た 。

そ の結果、 避難勧告 を い つ発令す る か に つ い

て 、 「明確 な 規定がないJ (32 自 治体) 、 「被害の

恐れがあ る 場合 な ど抽象 約 な 表現J (49 自 治体)

と 、 防災計爾 に 具体的 な 規定がな い 自 治体は81

に 上 っ た 。 ま た 、 具体的 な 規定があ る 76 自 治体

で も 「大地震覚知時」 と 定め て い る 自 治体 は220 I 
残 り は 「津波警報の発表時」 と 規定 し て い た。

瀬戸内 で過去 に 津波の被害 の 少 な い広 島県 は

6 自 治体すべてが具体的規定がな く 、 南海地震

な どへの危機感が強 い和歌山県 で も 6 割が具体

的 な 規定 を 定め て い な か っ た 。

〔県立高校耐震化 兵庫県が1 0年間に90校で実施へ〕

兵庫県教委は 、 県立高校の校舎や体育館 な どの耐震補強工事 を 、 2004年度か ら 10年 間 で

90校 に 500億 円 か け て進 め る こ と を 決め た 。 ま ず2004年度 は 1 1 校 に 約102億 円 を 投入。 そ の
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対象は淡路盲学校、 淡路聾学校、 姫路南高、 伊丹高、 太子高、 姫路工業高、 飾磨工業高、

豊 開総合高、 洲本高、 猪名川 高 と 、 す で に 工事が始 ま っ た津名高。 2005年度以降に は79校

で改修 を す る O

県教委 は 、 1981 年 に建物 の 耐震基準が強化 さ れ る 以前 に 建 て ら れ た 約 1 40校 を 対 象 に 、

2002年度か ら 3 カ f下計画で耐震診断 を 進 め て お り 、 対策が急がれ る 学校 を 優先 的 に 整備す

る こ と に し た 。 (注23)

〔明石市 学校改築で鍾先度調査〕

明石市教委は2004年 1 月 か ら 、 小 中 学校の耐震性 を 従来 よ り 簡便、 安価 な 方法で調べ、 耐

震化工事の優先度 を 見極め る 「耐震化優先震調査J を始め、 2004年度か ら 耐震性の低い施設

か ら 優先的に改築 し てい く こ と に な っ た。 2003年夏の文部科学省指針 を受け て 取 り 組む。

阪神 ・ 淡路大震災以降、 文部科学省 は小 中 学校の耐震化 を 促 し て い る が、 前提 と な る 調

査の実施率 は 、 建築基準法が改正 さ れた 1981年以前 の施設で35 . 0 % 止 ま り 。 兵庫県は32 . 9%

と 全国平均 を ド 回 っ て い る O そ こ で 同省 は2003年 7 月 、 耐震化優先度調査 を 指針 と し て提

案 し た。

指針 に 基づ き 、 明石 市教委が始め る 調査 は 、 l 棟あ た り 数十 万 円 で 済 む 。 当 面 、 1981年

以前の施設 を 対象 に 、 建築年数 と 建物 の 高 さ に よ っ て優先度 を 5 段 階 に 分類。 さ ら に コ ン

ク リ ー ト の抜 き 攻 り 調査で強度 を薙認、 老朽化の進み具合 を み る 、 震度の 強弱 に よ る 被害

予 測 な どの 4 項 目 を も と に 、 さ ら に 3 ラ ン ク に振 り 分け る O

同 市教委 に よ る と 、 2003年 4 月 現在、 同市内 の公立小 中 学校41校で耐震性調査済 み の 建

物 は51 % 。 今 回 の調査は 3 月 末 ま で に行 い 、 最終的 に は従来の方法で調査 し た施設 も 含め 、

41校の工事の優先順位 を 決め る o (注24)

〔耐震診断 ・ 改鯵へ兵庫県が最大50万円 ま で補助〕

兵庫県 は 家屋の倒壊で多数の 犠牲者 を 出 し た 阪神 ・ 淡路大震災の 教訓 か ら 、 建築碁準法

の耐震基準の 改 正 (1981年 6 月 ) 前 に建 て ら れ た住 宅 を 対象 に 、 耐震診断 と 改修の た め の

設計、 改修工事 に かか る 費用 を i宣接補助す る 制度 を 2003年 6 月 か ら 始 め た 。 一戸建て住宅

の場合で最大計36万円 の補助 だが、 2004年 1 月 ま で、 の 利 用 が低調 だ、 っ た こ と か ら 、 2004年

度か ら 助成額 を 最大で50万円 ま で引 き あ げる こ と に し た 。

助成対象 は 、 建築基準法の耐震基準が改正 さ れ る 前 の 1981年 5 月 31 日 以前 に着工 さ れた

住宅。 2003年度 は耐震診断 と 改修設計の総経費 (助成額最高16万円 ) と 耐震改修工事費 (最

高20万円) に 分 け て 支給 し て い た が、 2004年度 か ら は 一本化 し て増額す る 。

新 た な 助成 限度額 は 、 戸建て住宅の場合、 耐震改修工事費が300万円 以 上 は 50万 円 、 200

万 円 以上300万円未満で40万 円 、 200万 円未満で30万 円 。 共 同住宅の場合、 1 戸 当 た り の助

成 限度額は最高12万5000円 と し て い る O
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県 に よ る と 、 2003年 6 月 か ら 2004年 1 月 ま で に 、 耐震診断 と 改鯵設計の 総経費への助成

を 受 け た の は 123戸で、 県の利用見込み (250戸) の半分以下 だ、 っ た 。 耐震改修工事 も 14戸

に と ど ま り 、 見込み (75戸) を 大幅 に 下 回 っ た こ と か ら 増額 に 踏み切 る こ と に な っ た 。 (注

( 1 981 年以前の建物 安全は 2 割 だ け 神戸市の住宅耐震簡易診断〕

神戸市 は 、 1981年 5 月 以前 に着工 さ れた住宅 を 対象 に 3 年 間実施 し て き た 耐震簡易診断

で 、 「安全J r一応、安全」 と 判定 さ れた戸建て木造住宅が22% 、 マ ン シ ョ ン で18% に と ど ま っ

て い る と の結果 を ま と め た 。 診断 を 受 け た 戸 建 て 住 宅 は 対象戸数の わ ずか0 . 7% で 、 同 市

は 簡易 診断制度 を 有料化 し 、 継続す る こ と を 2003年 6 月 に決め た 。

現在の耐震碁準 に な る 以前か ら の住宅の耐震化 を促す た め の制度で、 園 、 県、 市が費用

を 負 担 し無料で実施。 マ ン シ ョ ン は2000年度か ら 、 戸建て住宅 は2001 年度 か ら 受 け付 け て

き た 。

マ ン シ ョ ン は 3 年 間 で、 対象戸数の37 % に あ た る 約 1 万4 ， 000戸 (492棟) が受診。 棟数

で み る と 、 3 段階 の う ち 「精密診断が必要」 が70% を 占 め た 。 戸建て住宅 は 2 年 間 で615

戸 が受診 し た。 5 段階 の 判 定で 「倒壊 ま た は 大破壊の危 険J r や や 危 険」 を 合わ せ る と 、

や は り 70% し た 。 (注26)

〔木造住宅の74 % が 「危険」 樹震補強事業者組合調査〕

東南海 ・ 南海地震や東海地震な ど に 備 え 、 行

政が住宅の耐震化政策 を 進め る な か、 木造住宅

の 4 軒 に 3 軒 は耐震性に 不安 を抱 え て い る こ と

が2004年 1 月 9 日 、 宮 本木造住宅耐震補強事業

者協 同総合 (木耐協 、 東京) の調査で分か つ た 。

地域別 で は 関東、 東北、 北海道が耐震性の上位

12道県の う ち 3 分の 2 を 占 め “東高西低" と な っ

て い る 。

木樹協 は 国土交通省の認可法人で、 全国約660

の 中小建築会社 な どが加盟す る o 1998年 か ら 6

年 間 に わ た っ て 全 国 の 7 万 4 ， 327軒 を 対象 に 調

査、 診断結果 を 分析 し た 。 そ れ に よ る と 、 震度

5 強kJ、上の地震 を想定 し た 危険度評価で 「倒壊、

大破壊の危険あ り 」 は約50 % の 3 万7 ， 267軒 。 「や

や危険」 を 含め る と 74 % に 上 り 、 「安全」

安全J の26 % を 大 き く 上回 っ た 。

し た 1981年の建築基準法改正前の家屋では62%

が 「倒壊の危険あ り 」 と さ れ、 1臼81年j:)、砕で も

「安全」 は わ ずか 1 1 % 0  íや や 危 険」 を 含め る

と 60 % が耐震性 に 問題があ っ た と い う 。

ま た 、 木耐協 は2000年12月 以 降の 3 年 間 に実

施 し た 約 4 万5 ， 000軒 の診断結果 を 、 耐震性の

高 さ に応 じ て 点数化。 診断件数が50 を 超 え た都

道府県 に つ い て 、 そ れぞ、れ平均 点 を 算出 し た 。

そ の結果、 最 も 点数が高 く 、 鮒震性があ る と さ

れ た の は 大分県だが、 栃木や宮城な ど関東、 東

北、 北海道がベス ト 10の 12道路 の う ち 3 分の 2

を 占 め た 。 逆 に ワ ー ス ト 10 は 、 す べ て 中 部 ・ 北

陸以西の府県 だ っ た 。 木耐協 で は 「関東以北の

寒 さ が厳 し い地域は 、 壁が多 い た め 耐震性が高

い 。 中 部j:)、西は台風に備 え 、 重 た い屋根が多 い
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〔都道府県 ・ 市の住宅の瞬震診断支援 「制度化J 28% 毎 日 新聞調査)

東海地震や南海地震 な ど大地震が起 き れば住 の補助 、 利子補給、 融資制度の有無③1995�2002

宅倒壊 に よ る 多数の死者が想定 さ れ る 一方で、 年度の利用 実績一ー を 尋 ね た 。

住宅の耐 震診断への支援制度があ る 自 治体 は 、 そ の結来、 耐震診断の 支援制 度 は 15県 と 191

全国47都道府県 と 700市 ・ 特別 区 の 3 割未満 に 市区の計206 自 治体 (28%) 、 耐 震改修の支援制

と ど ま っ て い る こ と が、 毎 日 新 聞 の 調査 で 分 度 は 14府県 と 100市区の計114 自 治体 (15%) に

か っ た 。 さ ら に 耐震改修の支援制度 を も っ 自 治 し か な か っ た 。 ま た 、 支援制度 の あ る 市 区 の う

体は、 わずか約15%で、 制度の利用 も 低調で、 あ ち 、 診断で17市区、 改修では29市 区 で制度の利

る 。 用 実績がな く 、 住民の関心の低 さ も う かが え る 。

各 自 治体 に調査用紙 を 配 り 、 ①耐震診断 を 受 制度 を 新設す る 予定の な い 市区 の 3 割近 く は 、

け る 住民 を 対 象 と し た 無料診断、 診街費補効 、 理 由 と し て財政的理 由 を 挙げ た 。 (注28)

技術者派遣献度の有無③耐震改修 を 行 う 住民へ

〔耐震診断補助 「知 っ て い る J 那智勝浦町民の3 . 9 % 神戸大調査〕

東南海 ・ 南海地震で津波な どの被害が予想 さ れ る 和歌山県那智勝浦町の 住 民 に対 し 、 神

戸大学工学部の塩崎賢 明 ゼ ミ (都市計画) が住宅耐 震化の意識調査 を 実施 し た と こ ろ 、 県

が2001 年度 ま で実施 し た耐震診断の半額補助制度 を 知 っ て い た の は3 . 9% で、 診断 を 受 け

た の は わ ずか0 . 5 % だ、 っ た こ と が分か つ た 。 和歌 山県や大阪清の よ う に 利 用 が少 な い こ と

な ど を 理 由 に補助制度 を 廃止す る 自 治体は全国 に あ る が、 同 町住民の意識調査で、 は 3 割が

「耐震診断の再開」 を 望 んで い た 。 情報啓発や住民意識 に 合 っ た補助制度の創設が求 め ら

れそ う だ。

阪神 ・ 淡路大震災の遺族の 聞 き 取 り 調査で、 死者の大半が住宅倒壊 に よ る 圧死だ っ た こ

と を 知 っ た 同 ゼ ミ の 大学院生、 寺村省吾 さ ん ら が 「災害か ら 命 を 守 る に は住宅被害 の 訪止

が重要J と 2002年12月 、 同 町 中 心部 の 一戸建て の2 ， 027世帯 に ア ン ケ ー ト o 412世帯 (20 % )

が回答 し た 。

地震 に つ い て 、 危機感 を持つ 回答が 6 割 を 占 め た が、 県が1998年11 月 一 2002年 3 月 に実施

し た 耐震診断 の 半額補助 を 知 っ て い た の は 16世帯 (3 . 9% ) で、 診 断 を 受 け た の は 2 世帯

(0 . 5% ) に と ど ま っ た。 塩崎教授 ら は 「融資制度や補助 金 を 導入 し 、 木造の 老朽家屋の建

て蓄え や共同化な ど を 進め る こ と が急務だ、」 と 話 し て い る o (注29)
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( r耐震補強 し な いJ 9 割 「 あ き ら めJ 最多 読売新鵠調査)

阪神 ・ 淡路大震災で最大の教訓 と さ れた 「老

朽家屋の耐震化」 に 関 す る 市民の動向 を 探 る た

め 、 読売新聞 は発生か ら 丸 9 年 を 迎 え る 2004年

1 月 17 日 を 前 に 、 地震時の危険性が高 い大阪 ・

東京の宅密集市街地で、 現行の耐震基準 を 満 た さ

な い木造住宅 に 暮 ら す300t世帯か ら 開 き 取 り 調

査 を 実施 し た 。 耐震補強 を 行 う 意志の な い住民

が 9 割以上 を iお め る 実態があ き ら か に な り 、 そ

の 要 因 と し て は 「資金難」 だ け で な く 、 「工事

の効果 に対す る 疑問J rあ き ら め の 心境」

業者への警戒心」 な ど多様な挙情が絡む背景 も

判 明 。 工事 に補助金 を 出 す だ け で は 樹震化は進

ま ず、 「費用対効 果 が よ く わ か る メ ニ ュ ー づ く

り 」 な ど も 組み合わせた総合政策が急務 で あ る

こ と を 示 し た。

調査の対象地域 は、 国の調べで 「地震 に よ る

家屋倒壊や火災の危険度が特 に高 く 、 重 点 的 な

改善が必 要」 と 判 定 さ れ た 密集 地 で、 大阪200

世帯、 東京1001世帯 に 面接調ぎま し た 。

70% が 「大震災級の地震が、 付近で近 く 起 き る

恐れが高い」 と 考え 、 実際 に大地震が起 き れば、

自 宅 は 「倒壊す る J r か な り 損壊す る 」 が計78% 、

人的被害は 「命 に 危険があ る J r大けが を す る 」

が計51 % 。 耐震性の低い 「既存不適格建築物J (現

行の耐震基準以前 に建て ら れ た 建物) に 暮 ら す

大地震で は犠牲者約6 ，400人 の 8 割以上が家

康の倒壊 に よ る 圧死で、 基礎の 補修や壁の増強

で耐震性 を 高 め る 重要性が指捕 さ れて き た 。 し

か し 、 調査で は、 94 % が 「耐震補強す る つ も り

は な い」 と 回答。 不安感が、 実際の行動 に は結

びつ い て い な い結果が出 た 。

そ の 理 由 は 「家が壊れた ら 仕方 な い と あ き ら

め て い る 」が最 も 多 く 39% 、 「資金 が な い 」 が33 % 、

「 どれ だ け の効果があ る か わ か ら な い」 が23 %

だ っ た。 阻害要 因 は多 岐 に わ た っ て お り 、 耐震

工事への助成策 だ け で は 決め 手 に な り に く い。

大阪市 も 2003年、 最大で工事費 の 15% を 助成す

る 制度 を 創設 し た が、 調査で は 過半数が 「利用

す る つ も り は な い」 と 答 え た 。

あ き ら め の心境 に 陥 っ て い る 人が多い背景 に

は 、 密集市街地住民の高齢化があ る と み ら れ、

調査世帯の 8 割 に 高齢者がお り 、 多数の高齢者

が犠牲 に な っ た大震災の惨事 を 繰 り 返 し か ね な

い。 独居老人宅へ rJ':l:'，前無料耐震診断」 を 行 う

な ど、 高齢者福祉 と 連携 し た耐震化政策が求め

ら れる 。

耐震工事の効果がは っ き り し な い点 も 、 大 き

な 阻害要因で、 出せ る 資金 に 応 じ て 、 低額で も

効果の あ る 手法 を 整理 し 、 住民 に 情報提供 す る

必要があ る 。 (注30)

〔 阪神 ・ 淡路大震災級の揺れ で 5 橋が落下の恐れ 兵庫県 ・ 神戸市髄査〕

兵庫県や神戸市が管理す る 道路で、 阪神 ・ 淡路大震災級の地震が起 き た 際 、 不 良 の ア ン

カ ー ボル ト が原 因 で 5 つ の橋が落橋す る 可能性があ る こ と が2003年 9 月 5 B 、 兵庫県 と 神

戸市の調査で分か っ た。 ボ ル ト は 落橋防止装置 に寵わ れ て い る が、 不 良 品 は 計356本 に 上 り 、

ず さ ん な 工事の実態が明 ら か に な っ た 。 県 な ど は 同 日 、 施工業者 を 3 - 1 カ 月 の指名停止

処分 に し た 。

同装置は橋 と 橋げた を チ ェ ー ン で結 ん で、落下 を 防 く二 ボ ル ト は チ ェ ー ン の つ い た鉄板 を

橋げた な ど に 張 り 付 け る 際 に使用 す る O 阪神 ・ 淡路大震災後、 国 が橋の耐震補強 策 と し て

設置 を 促 し 、 ボ ル ト の長 さ は 直径 の 1 5倍 を 基準 と し て い た 。 県 な ど は 、 2003年 4 7 月 、

同装置があ る 主 な 40橋 に つ い て ボル ト の長 さ を 調査。 そ の結果、 基準 に 満 た な い ボ ル ト が
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県管理分で15橋315本、 神戸市管理分で 5 橋41本見つ か っ た 。

う ち 、 阪神 ・ 淡路大震災級の地震発生時 に 落橋の可能性が指摘 さ れた の は 、 い ず、れ も 県

道で、 池の谷橋 ( 明石神戸宝塚線) で は約半分の長 さ し か な い ボル ト があ っ た と い う O 県

は 「今後 も 抜 き 打 ち 検査な ど、 徹底的 に監督 し て い く 」 と し て い る o (注31 )

〔耐震強化岸壁 整備 ま だ 4 割 会計検査院指摘〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に大地震が起 き て も 海上輪送が可能 と な る よ う 、 国土交通省が

全国336 カ 所 で計画 し た 「耐震強化岸撰」 の整備が、 2002年度末現在 で約 4 割 に と ど ま り 、

年 間 2 、 3 カ 所 と い う 現在 の ベ ー ス で は 工事完了 目 標の2010年か ら 大幅 に ずれ込む こ と が

2003年11 月 2 日 、 会計検査院な どの調べで、分か っ た 。

2003年 5 月 と 7 月 に震度 6 の 地震 に見舞 わ れた 東北地方 で は 、 仙台塩釜港の港内 3 カ 所

に計画 さ れて い る が、 1 カ 所 も 整備 さ れ て い な い 。 検査院 は早急 に 整備す る よ う 指摘 し 、

国交省 も 計画の見寵 し を 進め て い る O

耐震強化岸壁 は 、 1983年 の 日 本海 中 部地震 な ど を 機 に必要性が叫ばれて き た 。 特 に 1995

年 の 阪神 ・ 淡路大震災で、 耐震強化岸盤 と 通常 の 岸壁 で は被害 に大 き な差 があ っ た こ と な

どか ら 、 国 交省 は 本格的 な 整備 を 計画。 緊急物資輸送対応用 と し て 、 全 国 336 カ 所で整備

を 予定 し て い た。

し か し 、 2002年度末 ま で の工事完了 は 140 カ 所 に と ど ま っ た 。 年 間 の着 工 ベ ー ス は 現在

2 � 3 カ 所で 、 こ の ま ま で は完了 自 標 の2010年 を 大幅 にず れ込む こ と は確実 と い う o 2003 

年 に 大 き な 地震が起 き た 地域で も 、 宮城県の仙 台塩釜港 3 カ 所、 石 巻港 1 カ 所、 北海道 の

留11路港 2 カ 所が計屈 さ れて い る が、 2002年度末時点 で は いずれ も

地震の観測強化地域な ど に あ る 国 の 「重要港湾」 約50港の う ち 、 耐震強化岸壁がな い の

は 1 8港 に 上 っ て い る O 閣 は 、 地方 自 治体な ど港湾管理者 に工事費 の半額程度 を 補助 し て い

る が、 通常の岸壁 に比べて整備 コ ス ト も 約40% 高 く 、 ふ だん か ら 相 当量 の 貨物の輸送が見

込 ま れ な い と 、 震災時 だ け の た め に は整備 し に く く 、 計画が遅れて い る と い う o (注32)

〔新幹線橋脚4， 390本、 耐震化 ま だ JR 3 社〕

1995年 の 阪神 ・ 淡路大震災後、 !日運輸省 (現国土交通省) の 通達 を 受 け て 、 ]R 3 社が

実施 を 決 め た 東北、 東海道、 山 陽 の 3 新幹線の コ ン ク リ ー ト 製高架橋の耐震補強工事で、

整備計画の 約 12 % が未着工で あ る こ と が2003年 6 月 2 日 、 分 か つ た 。

]R 東 日 本、 東海、 西 日 本 に よ る と 、 3 新幹線で計 3 万5 ， 120本の橋脚 に鉄板 を 巻 き 付け る

な どの補強 を 予定 し て い た が、 4 ， 390本が未着工 と な っ て い る O 大半は高架下 に庖舗 な どが

入居 し て い る 区 間 で、 テ ナ ン ト と の交渉 に手間取 り 、 緊急箇所か ら 外 し た と い う o (注33)
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〔高速道の耐震補強 山崎臨膳付近は 6 部 全国平均大 き く 下回 る 〕

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に耐震補強工事が進め ら れて い る 中 国 自 動車道の う ち 、 要

注意期 に入 っ た 山崎断層 上 を 通 る 部分の進捗率が 6 割 に と ど ま っ て い る こ と が2003年 7 月

16 日 、 分か つ た 。 山 崎断層 は 近 い 将 来 に 大地震が起 き る と 指摘 さ れて い る が、 日 本道路公

団 は 「予算 の 制 約 か ら 交通量が多 い路糠 を 優先 し た」 と し 、 完了 の め ど は 立 っ て い な い 。

阪神 ・ 淡路大震災で阪神高 速道路が倒壊な ど し た た め 、 1996年、 国が道 路 の耐震基準 を

改定。 簡 は 1980年 の 基準以前 に建設 さ れ た橋脚 に つ い て 、 「で き る だ け 速 や か に」 新基準

に 沿っ て 耐震補強 す る よ う 道路 4 公団 な ど に 通 達 し た。 こ れ ま で全 国 の対 象橋脚 の う ち

92% が工事 を 終 え た 。 未着工 は2 ， 534基。

日 本道路公 団 の 進捗率は84 % で 、 う ち 兵庫県内 区 聞 を 含む路線 は 、 第二神 明 の須磨一明

石 西 開 が93% 、 山 揚 自 動車道 の神戸一備前 簡 は80% だが、 2005年度 に完了 の予定。 中 国 自

動車道で は 吹 田一佐用 で82 % ま で進ん だが、 山 崎断層 上 を 通 る 古川一佐用 で は 、 74基の う

ち 28基が手っ かず。 進捗率 は62 % で 、 全国平均 を 大 き く 下 回 っ て い る o (注34)

5 . 広域防災への取 り 組み
〔東南海 ・ 南海地震津波等広域連携防災対策検討会が初会合 近畿 2 府 4 県 3 市)

今世紀前半 に発生の恐れがあ る 東南海 ・ 帝海地震 に備 え 、 近畿地方の 関係機関の連携強

化 を 目 指す 「東高海 ・ 南海地震津波等広域連携防災対策検討会」 の初会合が2003年 6 月 26

日 、 大阪市 内 で 開 かれ た 。

兵産県や神戸 市 な ど近畿 2 府 4 県 3 市、 閣 の 関係機関 と 人 と 防災未来セ ン タ 一 、 ア ジ ア

防 災セ ン タ ー の研究機関 で構成。 近畿圏 で の こ う し た横断的 な組織の設置 は 初 め て 。

震度や津波情報 を 事前 に提供す る シ ス テ ム で、 気象庁が開発中 の 「 ナ ウ キ ャ ス ト 地震情

報J な ど、 参加機関が取 り 組み の現状 を 報告 し た 。 今後の 同 会 の 運営課題 に つ い て河田恵

昭 ・ 京都大学教授 は 「広域被害で は援助す る 人が圧倒 的 に不足す る O 連携 は 難 し い の で、 は」

と 指摘 し た 。

飽の専門家か ら も 「具体的 に どの よ う な被害が出 る か。 ま ず市 町村、 府県 レ ベ ル で課題を

抽出 し た上、 広域でで き る こ と を話 し合 う べ き だ」 な どの意見が出 た。

検討会で は 問題点 を 整理 し、 年毘内 に広域連携の あ り 方 に つ い て基本方針 を ま と め る o (注

〔東南海 ・ 南海地震の監視強化 GPS 観測点増設 地震調査推進本部が計画〕

東南海 ・ 甫 海地震の観測強化の た め 、 政府の地震調査研究推進本部 は 2003年 6 月 26 日 、

笥星利 用 測位 シ ス テ ム (GPS) の観測点 増 設 な ど、 今後 5 年以内 に 実施す る 調査観測強化

計画の 一次報告 を ま と め た 。

東南海 ・ 南海地震 は 、 静河県浜名 湖 沖 か ら 四 国 沖 に か け て の南海 ト ラ フ で発生す る o 1苓
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海 ト ラ フ は フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ー ト が陸側 の プ レ ー ト の 下 に 沈み込む場所で 、 予想震源域が

陸か ら 遠 い た め観測が難 し く 、 こ れ ま で、東海地震 に 北べ観測態勢が整 っ て い な か っ た 。

計画 は 、 観測 を 精密化す る の が 目 的。 規模の小 さ な 地震活動が把握で き る ケ ー ブル式海

底地震計 を 、 紀伊半 島 沖 に 最{憂先 に 設置。 よ り 高 度 な 地殻変動 の観測 の た め GPS の 観測

点 を 増 設す る O 過去2 ， 000年 間 の 歴史資料や海底 の堆積物調査な ど を 通 じ 、 東南海 ・ 南海

地震の多様性や津波の特性解明 を 目 指す。 (注36)

〔東南海 ・ 南海地震 時間差発生に よ る 2 次災害防止策検討 中央紡災会議〕

東南海 ・ 南海地震の対策 を 検討 し て い る 中央防災会議の専門調査会が2003年 6 月 27 日 開

かれ、 一方の 地震が数 日 間遅れて発生す る 場合の 2 次災害防止策や 、 広域 に 及ぶ被災地の

ど こ に応援 人員 や救援物資 を 優先 し て 配分す る かの ガイ ド ラ イ ン 作成 に 向 け た作業 を 開始

し た 。

調査会は 、 過去 に甫海地震が32時間 遅れて発生 し た例があ る こ と か ら 、 最初 に東南海地

し か起 こ ら な か っ た場合、 一定期 間 中 は道路や鉄道の規制 を す る こ と 、 津波や土砂災害

の危険地域か ら 数 日 間 は住民 を 避難 さ せ る こ と が必要だ と 指摘 し た 。

ま た 、 静 両 県 な ど に 設置 し た観測網が東海地震の前兆 を と ら え 、 交通 な ど を 規制 す る

戒宣言」 が発令 さ れた際、 東南海や南海地震 も 連動す る 可能性があ る こ と か ら 、 東海地震

で強い揺れな ど に見 舞 わ れ る 恐 れ の あ る 静両県や名古屋市 と い っ た 「強化地域」 以外で も

対応策 の 強 化 を 検討すべ き だ と し た。

ガ イ ド ラ イ ン に つ い て は 、 自 衛隊や救急要員 、 水や食糧、 毛布 な どの合計が、 全国 か ら

供給で き る 総量 を 上 回 る 可能性があ る た め 、 発生時の混乱 を 避 け る た め に も 事前の準備が

不可欠 と し て い る o (注37)

〔東南海 ・ 南渇地震 近畿 ・ 周辺の 9 府県 対策協議会が新協定に着手〕

自 然災害な どの 防災対策 を 協議す る 近畿府県災害対策協議会 (会長、 井戸敏三兵庫県知

は 、 東南海 ・ 南海地震 に よ る 被害 を 想定 し た 府県 障 の 新 た な 応援協定づ く り に着手 し

た 。 2003年度内 を 目 標 に 試案作成 に取 り 組み 、 府県 ご と に応援 に 派遣す る 人数や物資の量

を 定め る O

同協議会 は 、 近畿 2 宥 4 県 と 徳 島、 三重、 福井の 3 県で組織。 1996年 2 月 、 阪神 ・ 淡路

大震災 を 教訓 に 「近畿 2 府 7 県震災時等 の 相 互応援 に 関す る 協定」 を 結 び、 地震 な どで被

災 し た場合、 食糧や飲料水 な どの物資の提供 な どで相互応援す る こ と を 定 め た 。 1997年 l

月 の ロ シ ア タ ン カ ー ・ ナ ホ ト カ 号重油流出事故 な どで運用 さ れた こ と があ る O

現行 の 協定 は 、 被災 し た場合 に 連絡調整す る 「主管府県J í副主管府県」 を 定め 、 和 歌

山県が被災 し た場合、 主管 は大阪府、 副 主 管 は 徳 島県 と な る 。 し か し 、 閣 の 中 央防災会議

は 、 東南海 ・ 南海地震が同時 に発生 し た 場合、 太平洋側 を 中心 に 、 関東か ら 九州 ま で広 域
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に 大被害 を 受 け る と 想定 し た 。 こ の た め 、 局所的 な 被害 を 想定 し た現行 の協 定 で は対応で

き な い恐れが強 く な っ た。

新協定で は 、 東南海 ・ 南海地震の発生に各府県が ど こ ま で 自 力対応で き る か を 分析 し た

上 で 、 人員 や物資の応援 を 定め る 方針。 担 当 者 は 「現実の被害 に郎 し た応援がで き る 協定

に し た い」 と 言首 し て い る 。 (注38)

〔東南海 ・ 南海地震 近畿で水 8 万 ト ン 、 食糧79万食不足〕

近畿地方整備局 は 2003年12月 3 B 、 東南海 ・

南 海地震が発生 し た場合、 近畿 6 府県で I 週間

後 ま で に最大で約 8 万 ト ン の飲み水や生活用水

が不足 し 、 沿岸の港や道路、 j刑1 1 な どの社会資

本が広い範囲で破損、 浸水す る と の被害試算 を

公表 し 、 関係 自 治体 な ど と つ く る 広域連携防災

対策検討会 に 伝 え た 。 {也の都道府県か ら の応援

物資や家庭で の 自 主的 な 備蓄分は含ん で い な い。

同整備局 は 、 被 害 を 最小 に す る た め に他地域を

含め指揮系統や輸送手段確保の広域的 な 連携が

必要 だ と し て 、 自 治体 や 岡 、 日 本道路公固 な ど

で 「大阪湾J r紀伊水道J r紀伊半島南部」 の 3

グ ル ー プ を つ く り 、 対策 を 検討す る O

試算で は 、 国 の 中央防災会議が ま と め た建物

全壊の想定数 と 阪神 ・ 淡路大震災の建物全壊 ・

焼損数、 断水人口 と を 比較 し 、 地震発生 当 日 の

断水人 口 を 約 1 98万 人 と 推定。 1 人 当 た り 必要

な 水 を 経過 日 数 に応 じ て20� 3 'I x と し て計算 し

た 結果、 発生 3 日 目 ま で に 約4 ， 300 ト ン 、 1 週

間 後 ま で に 約 7 万 9 ， 300 ト ン 不 足す る こ と が分

か っ た 。 発生後 3 日 間 で は 食糧 も 約79万食、 毛

布 も 17万枚不足 し 、 大 き な 被害が想定 さ れ る 和

歌山県で、特 に不足が懸念 さ れ る 。 食糧は公的備

蓄米の供給 な どで 4 日 目 以降 は 行 き 渡 る 見通 し

と い う 。

道路な どの イ ン フ ラ 被害 で は 、 名神高速や阪

和道、 神戸淡路 鳴 門 道 で段差が生 じ る ほ か、 阪

神 聞 を 走 る 国道 2 号、 43号が そ れ ぞれ 3 、 6 割

浸水 し 、 淡路島の28号 も 1 割 で浸水。 和歌山県

沿岸部の42号が津波や揺れで破壊 さ れる と 想定

し て い る O

〈予想 さ れ る 主 な 被害〉

近畿地方整備局 が公表 し た東南海 ・ 南海地震

発生時に予想 さ れ る 主 な被害 は 次 の 通 り 。

[市街} 大阪府 内 、 和歌山市、 和 歌 山 県御坊市、

新宮市、 田 辺市、 串本町、 那智勝浦 町 な ど の 木

造密集地で 同 時多発火災発生の 恐れO大板市域

を 中心 に 液状化で建築物 に被害く〉大阪市内で地

下街、 地下鉄な ど に 浸水の可能性

[道路} 名神高速道、 国道26号、 28号、 42号、

阪和道、 神戸淡路鳴 門 道 、 海南湯浅道で段差が

生 じ る 恐 れO国道26号の 制1が津波 に よ る 浸水

の恐れO国道42号 な ど和歌山県南部の主要道の

構造物が津波 に よ り 破壊の恐れO国道43号で 6

割 、 国道 2 号で 3 割、 国道28号 で 1 割程度が浸

水

[河J 1 1 ] 熊野川 な ど和歌山県南部の 中小河川 全

般で津波遡上の恐れく〉和歌 山県紀 ノ ) 1 1 下流の水

門 を 津波が越流 し て浸水O大和 ) 1 1 下流で部分的

に堤防沈下の可能性O武庫 川 な ど 中小河) 1 1 で も

津波遡上の恐れ

[港湾] 和歌山 県下津港、 日 高港で液状化、 津

波 に よ る 損壊の恐れO和 歌 山県南部 に点 在す る

漁港な どが津波で破壊す る 恐 れO大飯府堺市の

堺泉北i巷 な どで コ ン ピ ナ ー ト 施設の被害、 火災

発生の恐れく〉大阪湾臨海部全般 の 港湾 ・ 河川 施

設で、 液状化被害 な ど に よ り 水 門 が操作不能 に

な る 恐れ。 (注39)
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〔地震危険度地図 を 公表 政府調査委員会〕

今後数十 年 の 間 に 地震で強い揺れ に 襲 わ れ る 確率 を 地域別 に 示 し た 「 地震危険度地図」

の 西 日 本版が2004年 3 月 25 8 、 政府の 地震調査委員 会 か ら 公表 さ れ た 。 「今後30年以 内 に

震度 6 弱以上の揺 れ に な る 確率」 な ど を 色分け し て お り 、 防災対策の {憂先 度 の 判 断や都市

計画 な どへの 利 用 が期待 さ れる O

今回 の 地 図 は 、 内 陸直下型地震、 海溝型地震 な ど、 現時点で考え ら れ る す べ て の地震 を

考慮 し た のが特徴。 特定の地震 を 想定 し た 震度予測 図 と 違い 、 異 な る 地域の危険度 を 総合

的 に比較で き 、 長期的 な 防災計画づ く り に生かせ る O

予測す る 期 間 は r30:1fê.J r50年」 、 震度 は r 6 弱以上J r 5 弱以 じ に 分 け 、 そ れ ら を 組

み 合 わ せ た 複数の 地圏 に な っ て い る o r30年以 内 に震度 6 弱以上」 の 地図 で は、 南海 ・ 東

南海地震の震源域 に 近 い 四 国や紀伊半島 の南部 を は じ め 、 発生確率の 比較的高 い活断層 が

あ る 大阪都心部や京都南部、 奈良北部 な どで特 に 危 険度が高 い 。 軟弱 な 地盤が揺れ を 増 幅

す る 諒 島県東部や瀬戸内沿岸の平野部 も 高 く な っ た 。

政府 は 、 市民の 防災意識向 上 の ほ か、 学校 な ど公共施設の耐震化の優先)11&位、 町づ く り

や重要施設の立地計画 な ど を 決 め る 際の基礎資料 と し て活用 を 勧 め る O 北 日 本版は公表済

み で 、 2005年春、 全国版が完成す る O 地図 は 政府 の地震調査研究推進本部の ホ ー ム ペ ー ジ

(http://www . j ishin . go ・ jp/main/) に 掲載 さ れて い る o (注40)

〈参考 ・ 引用文献〉
(ì主 1 ) 平成15年度版兵庫県地域防災計画、 2003i[� 5 月 16 日 神戸新聞、 読売新聞
(注 2 ) 2003年 4 月 18 日 毎 日 新開ほか
(注 3 ) 2003年 9 月 18 口 毎 日 新聞
(注 4 ) 2003年12月 17 日 朝 日 新問、 12月 16 日 神戸新聞
(注 5 ) 2003年 5 月 30 日 神戸新聞
(注 6 ) 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会か ら の提言J (2004年 1 月 13 口 )
(ì主 7 ) 人 と 防災未来セ ン タ 一平成15年度年次報告書、 新開各紙
(注 8 ) 兵庫県資料 「兵庫県立広域防災セ ン タ ー ・ 兵康県消紡学校」 、 2004年 3 月 21 日 神戸新聞
(注 9 ) 2003年 7 月 1 日 朝 日新聞
u主10) こ う べま ち づ く り セ ン タ ーニ ュ ー ス 「あ一ばん と ー く J 2003年 6 月 号
(注11) 2003年10月 17 日 防災情報新開
(注12) 2004年 1 月 9 日 読売新聞
(注13) 2003年 6 月 25 臼 神戸新聞
(注14) 2003年12月 25 日 毎 日 新聞
(注15) 2003年 8 月 16 G 2004年 2 月 初 日 神戸新開
(ì主16) 神戸市消防局警防司令課資料ほか
(注17) 2004年 3 月 9 口 神戸新聞
(ì主18) 2003年 8 月 31 口 毎 日 新潤
(ì主19) 2004年 3 月 17 司 防災情報新開ほか
げ主20) 2004年 1 月 9 臼 日 本経済新聞
(注21 ) 2003年11 月 8 日 朝 日 新聞
(注22) 2004年 2 月 13 日 神戸新開
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(注23)
(注24)
(注25)
(注26)
(注27)
(注28)
(注29)
(注30)
u主31)
(注32)
(注33)
(注34)
(注35)
(注36)
(注37)
(注38)
(注39)
(注40)

2004年 2 月 21 日 朝 日新開
2004年 l 月 27 臼 神戸新開
2003年 6 月 12 臼 2004年 2 月 21 日 朝 日 新聞ほか
2003年 6 月 8 日 神戸新開
2004年 l 月 9 日 サ ン ケ イ 新聞
2003年 7 月 23 日 毎 日 新防
2003年 7 月 24 日 毎 日 新開
2004年 1 月 15 日 読売新潤
2003年 9 月 6 日 神戸新聞
2003年11 月 3 日 神戸新開
2003年 6 月 3 日 朝 日 新聞
2003年 7 月 17 日 神戸新聞
2003年 6 月 27 日 神戸新聞
2003年 6 月 27 El 神戸新聞
2003年 6 月 28 日 朝 日 新聞
2003年12月 9 日 毎 日 新聞
2003年12月 4 白 神戸新聞
2004年 3 月 26 日 読売新聞
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災害対応能力の向上
関東大震災か ら 80周 年 を 迎 え た 2003年 は 、 国 内外で大 き な 地震が相次い だ ほ か、 SA沢S

(重症急J性呼吸器症候群) の 世界 的 な 流行の 中 で、 感染者 と さ れ る 外国 人 が関 西 を 旅行 し

た こ と がわ か り 、 旅行 ル ー ト に あ た る 近畿、 四 国 の府県では事後対策 と SARS 対策 に 追 わ

れ、 さ ら に 京都府 を 中心 に高 イ ン フ ルエ ン ザ、が大 き な社会問題 を 巻 き 起 こ す な ど、 自 然災

害 だ け で な く 、 新 た な健康危機が続発 し た 1 年 と な っ た 。

ま た 、 ロ シ ア や ス ペ イ ン で地 下鉄爆破事件が相次 ぎ 、 テ ロ 対策 に も 取 り 組 む な ど、 防災

訓練 も 多種多様 に な っ た の も こ の 1 年 の 大 き な特徴で あ る 。

東南海 ・ 南海地震 に 関す る 取 り 組み は 、 近畿 ・ 関 西 レ ベ ル で行政機関 に よ る 様々 な 協議

会 な どが立 ち 上が り つ つ あ る が、 中 央省庁の縦割 り に よ る 組織が重複 し て き た の も 現実 で 、

防災 に 関 す る 無駄の な い効率的 な 取 り 組み も 課題 に な り つ つ あ る O 防災訓 練 に お い て も 同

様の課題が存在す る O そ う し た な かで、 官民学が提携 し て幅広 い 妨災活動 を 展 開 し て い る

「神戸安全ネ ッ ト 会議」 が行 っ た 「帰宅困難者J へ の 支援活動 の 実験は 、 都市防災 に お け

る 先駆的 な 活動 と し て今後の展開が注 目 さ れ る O

一方、 ロ ボ ッ ト 研究者 に よ る レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト の 開発は 、 い よ い よ 実験段階 に 入 り 、

開発 さ れつ つ あ る ロ ボ ッ ト を 使 っ た操作実験や セ ミ ナ ー な どが、 阪神 ・ 淡路大震災の被災

地 を 中 心 に 活発 に 行 わ れ る よ う に な り 、 防災研究のす そ野の広が り を 示 し て い る O

人 と 防災未来セ ン タ ー (神戸市 中央区) に よ る 自 治体の 防災担 当 者等への研修 も 2 年 日

を 迎 え 、 ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー 養成講肱 も 新設 さ れ る な ど、 防災活動 に かか わ る

人材育成事業 も 充実 し て き た 。 専任研究員 に よ る 被災地への調査派遣 も 災害の多発に よ り 、

活発 に 展 開 さ れて い る ほ か、 国際会議や シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 な ど、 発足 関 も な い 向 セ ン タ ー

の 活動 はす で に フ ル 回転の状況 と な っ て い る O

1 . 災害の発生
2003年 は 奇 し く も 5 丹 、 7 月 、 9 月 の い ず れ も 26 日 に 、 宮城県沖 の 地 震 ( 三 陸南地震) 、

宮城県北部の地震 (最大震度 6 強) 、 平成15年 十勝沖地震 ( マ グ ニ チ ュ ー ド8 . 0) と 大 き な

地震が 2 カ 月 お き に発生。宮城県沖 の 地震 は震度 6 弱で 、 2001::9三の芸予地震以来の揺 れ だ っ

た こ と 、 宮城県北部の地震 は 1 日 に震震 6 ク ラ ス の 地震が連続 し て起 き 、 し か も 震茂 6 弱

の地震の 後 に 本震 (震度 6 強) が起 き る 異例 の展 開 と な っ た こ と 、 ま た 、 平成15年十勝沖

地震で は 、 津波が発生 し た ほ か、 震源か ら か な り 離 れ た 地域の ナ フ サ タ ン ク で火災が発生

す る な ど、 今後の 地震対策 に 大 き な 課題 と 教訓 を 残 し た 。

海外で は死者 4 万人 を 超 え る 巨大地震がイ ラ ン I蒋東部 を 襲 い 、 世界遺産 に 登録 さ れ た 古

都 ・ パ ム が壊滅的 な 被害 を 受 け た ほ か 、 ア ル ジ エ リ ア 、 ト ル コ で も 大 き な 地震が発生す る
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な ど、 国 内外 と も に地震の多 い I 年 と な っ た 。

( 1 ) 国 内 で起 き た地震

二 院南地震 震度 6 弱 M7 . 1

2003年 5 月 26 日 午後 6 時24分頃、 東北地方 を 中心 に 強 い 地震があ り 、 岩手県沿岸南部 と

内 陸南部、 宮城県北部で震毘 6 弱 を 記録 し た 。 揺 れ は北海道か ら 兵庫県 ま で の広 い範 聞 で

観測 さ れた 。 気象庁 に よ る と 、 震源地は宮城県気仙沼市沖で、 震源の 深 さ は 約72キ ロ O マ

グ ニ チ ュ ー ド7 . 1 0 けが人 は 174入、 家屋損壊 は 6 県で2 ， 404棟 (数値 は2003年12 月 17 日 f、t

防災情報新開) と な っ た 。 こ の地震で東北新幹線の橋脚23本が損傷 を 受 け た 。

宮城県北部で地震 濃度 6 強 1 日 に震度 6 以上 3 田 M6 . 2  

2003年 7 月 初 日 午前 O 時13分頃、 東北地方 を 中 心 に 強 い 地震があ り 、 宮城県の鳴瀬町 と

矢本町で震度 6 弱 の 揺 れ を 観測 し た 。 同 日 午前 7 時13分頃 に は 同県南郷、 矢本、 鳴瀬町で

震度 6 強 の 地震が起 き た。 午後 4 時56分 に は震度 6 弱の余震が続い た 。 震度 6 強 を 観測 し

た の は2000年10月 の 鳥取県西部地震以来。 政府 は 首相官邸の危機管理セ ン タ ー に 「官邸対

策室J を 設置 し た 。

宮 城県 は 陸 上 自 衛隊 に 災害派遣 を 要請、 隊員約300人が現地入 り し た 。 気象庁が震度 6

弱以上の 強 い地震 を 1 日 3 回 も 観測 し た の は初 め て 。 ま た 、 震度 6 ，L:J，_t.で前震一本震一余

震 と い う き わ め て ま れな 展開 と な っ た の も 特徴。 気象庁 に よ る と 震源地 は 宮 城県北部で、

震 源 の 深 さ は 約 1 2 キ ロ O マ グ ニ チ ュ ー ド は 6 . 2。 負傷者 は677人、 全壊家屋1 ， 247棟 を 含む

l 万5 ， 920棟 (12月 5 日 現在、 12月 17 日 付防災情報新聞 ) 、 火災 も 3 件発生 し た 。 断水は 1

万3 ， 925軒、 電気供給停 止. は 10万軒 と な っ た (消紡庁 7 月 30 日 発表) 0 

兵庫県の 人 と 防災未来セ ン タ ー は 7 月 28 日 か ら 30 日 ま で、 被害調査の た め 、 専任研究員

ら 3 人 を 現地へ派遣 し た 。 ま た 、 兵庫県か ら 建築指導課の係長 ら 2 人、 県教委か ら 子 ど も

の 心の ケ ア を 調査す る た め企画室の指導主事 ら 2 人が派遣 さ れた 。 さ ら に 兵庫県 は 8 月 1

日 、 家康や ピ、 ル な どの危険性 を 判 断す る 応急危険度判定士 2 人 を 派遣 し た と 発表 し た 。 (2∞3

i['. 8 月 2 日 毎 日 新聞ほかに よ る )

平成15年十勝沖地震 震度 6 弱 2 回 M8 . 0  

2003年 9 月 初 日 午前 4 時50分頃、 北海道南部の 浦河田I な どで震度 6 弱 を 観測 す る 地震が

あ っ た 。 津波の影響で釧路町な ど沿岸部45 自 治体が住民に避難勧告 ・ 避難注意報 を 出 し た 。

震源地 は 斜 路 沖 で 、 震源 の 深 さ は約42 キ ロ O マ グ ニ チ ュ ー ド は8 . 00 M 8 ク ラ ス の 地震は

1994年 の北海道東方沖地 震 の M8 . 2以来。 こ の 地震で津波が発生、 え り も 町で は最大 4 tル

の津波が押 し 寄せ る な ど、 広 い範囲 を 襲 い 、 漁船が岸壁 に打 ち 上 げ ら れ る な どの被害が出

。た

震源地 は 釧路沖 だが、 気象庁 は 1952年 の 十勝沖地震 と 震源地や地震発生 の メ カ ニ ズ ム が

似 て い る こ と か ら 「平成15年十勝沖地震」 と 命名 し た 。 こ の地震で 出 光興産北海道製油所
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(苫小牧市) の ナ フ サ タ ン ク で火災が発生、 消 火 に 2 昼夜 を 費 や し た 。 ナ フ サ タ ン ク と 灯

油 タ ン ク 計 6 基 に損傷があ り 、 石 油 タ ン ク の 耐震化が改 め て 課題 と し て 浮 か び、上がっ た 。

9 月 28 日 現在、 行方不明 2 人、 負傷者847人、 全半壊家屋1 ， 817棟 ( う ち 全壊101棟) 、 火

災 4 件、 港湾施設被害32港 と な っ た。 (12月 17 日 付防災情報新聞 ほかに よ る )

( 2 )  海外で起 き た地震

ト ル コ で地震

2003年 5 月 1 B 午前 3 時半頃、 ト ル コ 東部 の ピ ン ゴル 州 で マ グニ チ ュ ー ド6 . 4の 地震が

発生、 死者177人、 負 傷520人の被害があ っ た ( 5 月 初 日 、 国連人道問題調整事務所 レポー ト No . 5) 。
ア ル ジ、 エ リ ア 北部で地震

2003年 5 月 21 日 午後 8 時前、 ア ル ジ エ リ ア 北部 で マ グ ニ チ ュ ー ド6 . 7 の 地震が発生、 首

都 ア ル ジ ェ と そ の 周 辺で死者2 ， 217人、 負傷9 ， 085人、 約20万人が家 を 失 っ た ( 5 月 26 日 、 国
連人道問題調整事務所 レポー ト No. 7 )  0 

イ ラ ン 南東部で大地震

2003年12月 26 日 午前 5 時半、 イ ラ ン 南東部ケ ル マ ン ナ卜| の古都パム を 中心 に 大地震が発生、

人口20万人の パ ム は壊滅的 な被害 を 受 け た 。 マ グニ チ ュ ー ド6 . 7 だ っ た 。 日 本政府 は 翌27 日 、

イ ラ ン 側 の要請 を 受 け 、 国 際緊急援助 隊医療チ ー ム を 派遣 し た ほ か、 日 本 の NGO も 救援

に 駆 け つ け た 。 死者 は 4 万1 ， 000人、 パ ム の 町の 建物 は約70 % が破壊 さ れ た と BBC ニ ュ ー

ス は報 じ た (2004年 1 月 16 日 ) 0 

兵庫県 は 28 日 、 発電機15台や消毒薬、 手術用 手袋 1 万枚 な ど250万 円 相 当 の援助物資 を

発送 し た 。 神戸市 も 29 日 、 毛布200枚、 防水 シ ー ト 100枚、 産薬 品 な ど計210万 円相 当 の援

助物資 を 発送 し た 。 ま た 、 兵庫県災害医療セ ン タ ー や 人 と 防災未来セ ン タ ー な どか ら 救援

や調査に現地入 り し た ほ か、 民 間 の救援団体がメ ン バー を 派遣、 神戸大学 も 調査団 を 派遣

し た 。

イ ラ ン 南東部 の 大地震で、 現地で支援活動 を 展 開 し た 政府 ・ 自 治体 ・ NGO の 関係者が

集 ま り 、 2004年 1 月 27 日 に神戸市 中 央 区 で 緊急、合同 報告会 (]ICA 兵産、 人 と 防災未 来 セ

ン タ ー 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー な ど主催) を 開 い た 。 死者数は 4 万人 を 超 え た 。 「阪神 ・ 淡

路大震災の教訓! と 復興の経験」 を 踏 ま え た 支援の あ り 方 を 模索 し た報告会 で は 、 GO (政

府組織) と NGO (非政市組織) の 連携 や 、 輸送手段 の 確保 な ど、 今後の 課題 を 話 し 合 っ

た 。 (2004年 2 月 19 日 読売新聞)

な お 、 人 と 防災未米セ ン タ ー は 、 災害発生 を 受 け て 国 内外 に研究員 ら を 調査 ・ 支援 に 派

遣 し た 。 国 内 で は宮城県沖地震 に専任研究員 4 名 、 九州水害調査 に専任研究員 ら 2 名 、 宮

城県北部地震 に 同 3 名 、 十勝沖地震 に セ ン タ ー 長 ら 5 名 、 海外で は ア ル ジ エ リ ア 北部地震

に研究員 1 名 、 イ ラ ン 南東部地震 に 副 セ ン タ ー 長 、 専任研究員 の 2 名 、 ま た 、 イ ラ ン 南東

部地震の復興に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ ブに 参加す る た め 、 テ ヘ ラ ン 市 、 パ ム 市 に専任研究員
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1 名 を 派遣 し た (人 と 防災未来セ ン タ 一平成15年度年次報告書に よ る ) 。

2 . 鈷災訓練
〔関東大震災 か ら 80潤年の 「防災の 自 J 各地で防災訓練〕

14万人以上の苑者 ・ 行方不明者 を 出 し た 関東大震災 (1923年) か ら 80周 年 の節 目 と な っ

た 「防災の 日 」 の 2003年 9 月 l 日 、 各地で防災訓練が行 わ れ、 地震や洪水 を 想定 し た救助

作業 な ど に 参加者 ら が真剣 な 表情で取 り 組ん だ。

姫路市 は 、 山 崎断層 地震 と 南海 ・ 東南海地震が同時発生 し た と の想定で、 同 市広 畑 区 の

公共ふ頭で総合紡災訓練 を 実施 し た 。 国 や 県、 医療機 関 な ど計60団体、 約 2 ， 000人が参加、

控上 と 海上で救助訓練な ど を 通 じ 、 災害発生時の相互協力 の あ り 方 を 確認 し た 。

県 な どの ヘ リ コ プ タ ー 3 機が上空 を 飛 び交 う 中 、 市消防局 や 陸上 自 衛隊員 ら が倒壊家屋

か ら の負傷者救出訓練に 当 た っ た。 会場で は姫路海上保安署 な どが海に投げ出 さ れた 人 の

救助訓 練 を 行 い 、 最後 は 消 防車17台や 消 防艇 2 隻 に よ る 一斉放水で、締め く く っ た 。

明 石 市 は 同 市大久保町で総合防災訓 練 を 行 い 、 市消 防本部や県東播磨県民局 、 医師会、

婦 人 防 火 ク ラ ブ な ど26機関 ・ 団体か ら 約500人が参加。 午前 9 時50分、 南海沖 を 震源 地 と

し た 地震が発生、 岡市で震度 6 強 を 観測 し た と の想定で実施 さ れ、 陸上 自 衛隊 に 加 え て 県

の 防災ヘ 1) も 出動。 初期消火や救出救護、 ラ イ フ ラ イ ン の復!日訓練な どが行 わ れ た 。

地域の 自 主 訪災組織の リ ー ダ ー を 育成す る た め 、 2003年度か ら 聞 かれて い る 市民防災大

学 の 受講生11 人 も 、 今 回 初 め て初期消火な ど に 取 り 組 ん だ。

〔神戸市各区 5 ， 000人規模の 閉災訓練〕

神戸市各区総合防災訓練が、 2003年 9 月 4 日 か ら 7 日 ま で全 8 区 で市民や企業、 消 防 隊

員 ら 計約 5 ， 000人が参加 し て行 わ れた 。

訓 練 は 、 概ね南海地震の発生 を 想定 し た が、 中 に は 地震 と 集 中 豪雨 の 複合 し た被害想定

も 行 う な ど、 各 区 の特性 を 考慮 し た 災害想定 に基づい て 行 わ れ た O 特 に 災害発生直後の初

動対花、 を 中心 に 市民、 事業者、 防災関係機 関 、 市が協働 し て応急対応や連携体制 の 習 熟 と

検証の た め の 訓 練 を 実施 し た。 ヘ リ コ プ タ ー 2 機、 車両172台、 市民3 ， 713人、 事業者49人、

防災関係機関591人、 市714人 の 総計5 ， 067人が参加 し た 。

〔南海地震想定 徒歩で帰宅実験 神戸で〕

地震で公共交通機関 がス ト ッ プ し て 大量 の 「帰宅密難者J (事業所の就業者、 買 い物客、

観光客等) が発生 し た場合、 徒歩 ル ー ト の 沿道 に あ る 民間事業所が徒歩で帰宅す る 人々 に

どの よ う な 支援 を す る の が望 ま し い か を 考 え よ う と 、 神戸市 内 の 民間企業や市、 大学機関

で つ く る 神 戸 市の危機管理研究会 「神戸安全ネ ッ ト 会議」 が2003年 9 月 9 日 、 支援活動の

実験 を 行 っ た。
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地震で交通機 関 が止 ま り 、 三宮周辺で多数のサ ラ リ ー マ ン や買 い物客が足止め に な っ た

一一ー と の想定で、 会員 や市民 ら 約100人が実験 に 参加。 東遊園 地 ( 中 央 区 ) か ら 東西 2 方

面 の ル ー ト に 分か れ、 国道 2 号線 を 石屋 川 公 園 (東灘区) と 、 ]R 新長 田 駅前 (長 田 区)

ま で の 各6 . 5キロ を 歩い た 。

東方面 で は住友 ゴム 工業本社 ( 中 央区) と コ ー プ南六 甲 庖 (灘区) 、 商 方 面 で は 関西電

力神戸電力所 (兵庫 区) と 三 ツ 星ベ ル ト 本社 ( 長 田 区 ) の 2 カ 所ずつ を 支援施設 に 指定。

休憩ス ペ ー ス や ト イ レ の提供、 手や顔 を 洗 う 水道水の提供、 会員 の鉄道会社 な ど と 連携 し

た交通情報や道路情報の提供 な ど を 試験的 に行 っ た 。

休憩、所 と し て提供 さ れた社屋 の 壁 に は 、 最新の通行止め情報や列車の運休状況 な どが張

り 出 さ れ、 参加者 ら は真剣 な 表情で見つ め な が ら 迂 回 ル ー ト を 点検。 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト

ア で は 、 引 換券があ れば現金 を 持 ち 合わせて い な く て も 、 飲み物 を提供 す る 実験 も 行 わ れ

た 。 会員事業者で あ る NTT 西 日 本の 協力 に よ り 、 安全確認 を 目 的 と し た 災害用伝言 ダ イ

ヤ ル も 提供 し た 。

神戸安全ネ ッ ト 会議 は 、 こ の実験結果 な ど を 基 に し な が ら 、 阪神 ・ 淡路 大震災か ら 10年

に な る 2005年 を 臼 途 に 、 災害時 に お け る 会員 間や 地域へ の 支援の あ り 方 を 検討 し て い く O

同会議 は 、 2001年 4 月 に発足、 災害時 に お け る 会員 間 の 連携体制づ く り に 取 り 組み 、 会

員 相 互 間や 地域 に対 し 、 支援 ・ 協力 で き る 内容 な ど に つ い て 意見交換 し て き た が、 連携の

イ メ ー ジ を 具体化 し て い く た め に 、 今 回 は帰宅困難者の 自 力 帰還 を テ ー マ と し て 、 同会議

と し て帰宅困難者 を 支接す る 実験 を 実施 し た 。

〔神戸市で最大規模の近畿府県合同防災訓練を 実施〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 近畿や 四 固 な どの 2 府 7 県 と 神戸市 な どの ほ か、 関係機関

に よ る 近畿府県合同 防災訓練が2003年10月 30 日 、 31 日 の 2 日 間 に わ た っ て 神戸市内で行わ

れ た 。 鉄道や 電力 会社 な どの 民 間 も 交 え 、 近畿で は過去最大規模の 訓練 と な っ た 。 今 回 は

近畿の広域妨災体制 の検証 に 重点 を 置 い て 訓練 を 実施 し た 。 近畿 2 府 4 県 の ほ か、 福井県、

三重県、 徳島県 と 神戸市が参加、 阪神 ・ 淡路大震災 と 同 地域、 同規模 の 内 陸 直 F型地震 を

想定 し て 実施 さ れ た 。

30 日 に 岡 市 中央区の神戸国際展示場で行 わ れ た 図 上 ( シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ) 訓練に は 、 77

機 関 か ら 680人が参加。 兵庫県の 災害対策本部が神戸市や警察、 消 防か ら 入 る 家屋倒壊状

況や負傷者数、 鉄道や道路、 ラ イ フ ラ イ ン の被災状況 を リ ア ル タ イ ム で状況 を 把握 し な が

ら 、 負傷者救 出 、 医療活動、 消 火活動や援助物資搬 入 な ど を 近隣府県 に要請す る 訓練 な ど、

約 7 時 間 連続で実施 し た 。 通信手段 の 途絶や広域での 大規模災害の 同 時発生 な ど、 で き る

だけ震災 当 時 の 状況 を 再現 し 、 各機関 の 災害対策本部で の情報収集や災害対応 に 加 え 、 広

域応援体制 も 含め た桔互の連携 ・ 調整の検証 を行 っ た 。

31 日 の実動訓 練 は 、 石油 タ ン ク の破損や鉄道の脱線、 避難所設営 な ど を 想定 し 、 神戸市
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内 を 中 心 に 県 内 1 5 カ 所で行わ れ た 。 官民107機関 に住民 も 加 わ り 、 計1 ， 585人が参加 し た 。

メ ー ン 会場 の神戸市 中 央 区 、 HAT 神戸 に 設 け ら れ た 本部で は 、 消 防 や 警察、 自 衛隊 の 責

任者がそ れぞれ無線で集め た清報 を 交換。 大阪府警や奈良県警でつ く る 緊急援助 隊 の 出 動

が要請 さ れた 。 近 く の兵庫県災害医療セ ン タ ー で は 、 負傷者の受 け 入 れや 、 緊急搬送 を 訓

練。 市立渚中 学校で は 、 但馬空港や播磨科学公園都市 の 防災拠点か ら 救援物資が運 ばれ、

住民 ら が炊 き 出 し を し た 。

震災時 に LP ガス の 漏 洩 を 起 こ し た 岡 市東灘 区 の 液化石油 ガ ス 製造所で は 、 石油 タ ン ク

が破損 し 火災が発生 し た と の想定で訓練が行 わ れた 。 高 さ 約30t;;:か ら の消 火作業が可 能 な

大型高度放水車 な どが出動。 神 戸 市 消 防 局 の 消 防隊員 や 事業所員 ら 約200人が連携 し て 、

油 の流 出 を 防 ぐ た め に 土 嚢 を 積 み 上 げ た り 、 タ ン ク に 放水 し た り し た 。 同 市 兵庫 区 の JR

和 田 岬線 で は脱線事故に対応す る 訓練 を 実施。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期で は建物か ら の避難、

救出訓練に続い て 、 ヘ リ コ プ タ - 18機 に よ る 負傷者の広域搬送 に取 り 組ん だ。

1 1 月 1 日 付 の神戸新 聞 は 、 県 内 16 の災害拠点病院 を 対象 に行 っ た抜 き 打 ち 訓練で は 、 応

援 ・ 受け 入 れ態勢 の 問 い か け に 3 病院か ら 反応がな く 、 緊急時 を 想定 し た 人材配置 な どの

課題が浮か び、上が っ た ほ か、 消 防 、 警察、 自 衛隊 は ま だ無線で結 ばれて い な い な ど、 連絡

手段の調整が今後の課題 と 論評 し た 。 (注 1 ) 

〔高海地震 を 想定 し 訓練 近畿、 中部管区援助隊 5 管本部も 〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に発足 し た近畿の 6 府県警で編成す る 「近畿管 区広域緊急援助

隊」 が2003年1 1 月 1 1 日 、 南海地震 を 想定 し 、 中部管区援助隊 (愛知県警) や 自 衛隊 な ど と 、

西宮 市 甲 子園浜 1 の埋め立 て 地 で、合 同 訓練 を 行 っ た 。

航空機 4 機、 船 4 隻 を 使 い 、 約600人の援助隊員 や 自 衛隊員 が、 座屈 し た ピ ル や車 に 閉

じ込め ら れ た 人 の 救 出 や ガ レ キ の撤去、 悪路 を オ フ ロ ー ドバ イ ク で走行す る 訓練 な ど に 取

り 組ん だ。 援助 隊 は 1995年 6 月 、 大規模災害発生時 に府県境 を 越 え 、 素 早 い 救助活動 や 緊

急交通路の確保 な どがで き る よ う 、 全 国 の 管i玄警察局 ご と に編成 さ れ た。 (注 2 ) 

ま た 、 第五管区 海上保安本部 (神戸市 中央区) は2004年 1 月 16 日 、 甫海地震 を 想定 し た

初 の 訓 練 を 神戸港内 で実施。 神戸市消防局 と も 連携 し 、 約170人が、 津波が同 港 に届 く 約2

時 間以 内 の初動 の確認や 、 海上の大量漂流者の救助訓 練 に 取 り 組ん だ。 巡視船な ど船艇約

14隻 の ほ か、 ヘ リ 、 消 防車が出動。 巡視船 と ヘ リ が高速道路か ら 海 と に投 げ出 さ れた ド ラ

イ パ一 役 の 10人 を 救助 し た 。 沿岸部の倉庫か ら 出 火 し た と の想定で は 、 瓦 い の ホ ー ス を 連

結 し 、 陸 の 消 防車 と 海の巡視船が一斉 に 放水 し た 。 (注 2 ) 

〔危険度判定士が割i諌 宝塚で〕

地震で被災 し た建物が危険か ど う か を 謂べ る 「応急、危険度判定士J の 技術 の 向上 を 目 指

す訓練が2004年 1 月 21 日 、 宝塚市で行 わ れ た 。 判 定士 に登録 さ れ た 兵庫県 と 市町の職員 、
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建設業者 ら 約80人が参加 し 、 危 険 な 建物 の 見分け方 を 再確認 し た 。

応急危険度判定士 は 、 震度 5 弱以上の 地震が起 き た 際 に 、 被災地の 要請 で 出動 し 、 建物

の 危 険度 の 判 定 に あ た る 。 県 の 講習 を 受 け て 、 こ れ ま で に県 内 の 約2 ， 300人 が登録 さ れた

と い う O こ の 日 、 参加者 ら は 市役所で県建築指導課の職員 か ら 判定士 の 活 動 内 容 を 聞 い た

後、 ビ デ オ を 見 な が ら 建物 の傾 き や ひ び割 れ具合、 瓦 の 落 下の危険性 な ど か ら 被災建物の

危険度 を 見分け る 方法 を 確認。 そ の後、 実地訓練の た め 、 宝塚市高司 5 丁 目 に あ る 市営仁

川 l住宅の解体現場 を 訪れ、 重機で傾かせ た建物 の{頃 き 具合 を 測定す る な ど し て 、 建物 を 「危

険J 1要注意J と 、 問題な し を 意味す る 「調査済」 の 3 段階 に判 定 し た 。 (注 3 ) 

〔大規模災害 に 備 え 行政職員 ら 囲上訓練 人 と 防災未来セ ン タ ー 〕

大規模災害や東南海 ・ 南海地震 に備 え よ う と 、 自 治体職員 ら が対応策 を 学ぶ 図上訓練が

2004年 l 月 初 、 27 日 、 「人 と 防災未来 セ ン タ ー J (神戸市 中 央 区 ) で 聞 か れ 、 県 内外か ら 参

加 し た 約40人が、 情報収集や被害の分析 な ど に真剣 な 表情で取 り 組ん だ。

訓 練 は 、 架空の IX 県」 で、 マ グニ チ ュ ー ド 7 の直下型地震が発生 し た と の想定で実施。

参加者 は 県庁 と 県内 3 市 の グ ル ー プ に分かれ、 同 セ ン タ ー があ ら か じ め コ ン ピ ュ ー タ に 入

力 し 、 無作為 に 送 っ て く る 「道路陥没J 1火災発生」 な どの 災害情報 を も と に 、 現地対策

本部の設置や被害者の 医療機関への搬送、 自 衛隊 の 出動要請 な ど に 追 わ れ た 。

訓練終 了 後の 反省会で は 1'1育報が殺到 し 、 さ ば き き れな か っ たJ な どの 声が上が り 、 金

沢市の担 当 者 は 「予想、 を 超 え る 事態が次々 と 起 き 、 専 門用 語 も 分か ら ずパ ニ ッ ク に な っ た 。

日 ご ろ か ら の 意識が大切 な こ と が分 か つ た」 と 振 り 返 っ た 。

訓 練 を 企画 し た村 田 昌彦 ・ 同 セ ン タ ー 事業課長は 「一報段 階で被害状況 を 詳 し く 把握 で

き れ ば、 そ れだ け適切 な 初動対応がで き る O 訓練で得 た 経験 を 各 自 治体 に 持 ち 帰 り 、 生か

し て ほ し い」 と E吉 し て い た 。 (渋 川

〔地下鉄テ 詞 想定 し 訓練 県警 と 神戸市〕

モ ス ク ワ や マ ド リ ー ド な どで列車 を 狙 っ た テ ロ 事件が相次いで、 い る こ と か ら 、 兵産県警

と 神戸市 は2004年 3 月 20 日 深夜、 実際の地下鉄車両 を使 っ た 「 テ ロ 想定訓練」 を 市営地下

鉄 ・ 新長 田 駅 ( 長 田 区 ) で実施 し た 。

訓練は地 ド鉄が運行 を 終 え た 午前 1 時頃か ら ス タ ー ト 。 地下鉄で発車夜後に爆発が起 こ

り 、 車両火災が発生、 不審物 も 見つ か っ た と い う 想、定で警察 や 消 防 、 地下鉄職員 ら 約150

人が参加 し た 。 車両の先頭 を ト ン ネ ル 内 、 残 り の 5 両 を ホ ー ム に残 っ た 状態 で停止 さ せ、

参加者 は ト ン ネ ルで、の消火や負傷者の救出 方法 を 確認。 乗客がパ ニ ッ ク を 起 こ さ な い よ う 、

駅員 が避難誘導 を 呼びか け る 一方、 警察が慎重 に爆発物処理訓 練 を 進 め た 。 (注 5 ) 
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3 . 岳 主防災活動、 NGO ・ NPO 活動
〔近畿の技術士 ら が防災 N PO 設立へ〕

土木や建築の 専 門知識 を 持つ技術士 ら に よ る 防災 グ ル ー プ 「都市災害 に 備 え る 技術者の

会J (笹 山 幸俊理事長) の設立総会が2003年12月 1 日 、 神戸市役所 で 関 か れ た O 阪神 ・ 淡

路大震災の 経験 を 踏 ま え 、 防災、 減災面の ア ド バ イ ス や、 災害発生時の ネ ッ ト ワ ー ク づ く

り に 取 り 組む と い い、 2004年春の 内 閣府 の特定非営利法人 (NPO 法人) の 認証 を め ざす。

技術士 は 、 科学技術 に 関 す る 国家試験の合格者で、 機械や建設な ど20分野で約5万3 ， 000

人が認定 さ れて い る O 技術土で つ く る 日 本技術士会近畿支部 メ ン パ ー が発起人 と な り 、 震

災時 に専 門知識が生かせ な か っ た 反省 に 立 ち 、 学識経験者や行政担当者 ら と と も に災害対

策 を 確立す る O 市民 レ ベ ル で な く 、 専 門 家 に よ る 防災 NPO の設立は全国で も 珍 し い と い う O

今後、 災害時の 技術士 聞 の 連携強化、 防災 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 、 専 門知 識 を 生か し た 防

災教材づ く り な ど を め ざす と い う O こ の 日 の総会 に は 、 同 支部役員 や 阪神 間 の大学教授 ら

15人が出席 し 、 2004年の事業計画 な ど に つ い て 意見 を 交 わ し た 。 (注 6 ) 

〔災害救嬢 NPO 財政難乗 り 越え機関誌50号発行〕

阪神 ・ 淡路大震災後 に 酉話市 に 誕生 し た 非営利活動法人 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア

ネ ッ ト ワ ー ク (NVNAD) J ( 出 中 稔昭理事長、 事務所 は 現在 、 神 戸市 中 央 区 ) が発行す る

機関誌 'NVNAD NewsJ が2003年12月 号 で通算50号 に 達 し た 。 地震の記憶が薄 れ る に つ

れ て運営は厳 し さ を 増 し600人 を 超 え た 会員 も 現在 で は 半数近 く に な り 、 一時 は解散 も 検討。

だが 「い ざ と い う と き の た め に 妨災啓発 を 続 け な け れ ば」 と の強 い 思 い で危機 を 乗 り 越 え 、

震災 9 年 を 前 に 大 き な 節 目 を 迎 え た 。

同 ネ ッ ト は 震災直後の 1995年 2 月 、 全国 か ら 集 ま っ た学生や神戸 、 西宮 な どの被災者 ら

で結成。 救援物資の仕分 け や 買 い物支援 な どに取 り 組み、 行政 と の橋渡 し 役 も 務め た 。 そ

の 後 は 災害 に備 え た ネ ッ ト ワ ー ク づ く り や ま ち づ く り 、 災害救援の実践講座 な ど を 中 心 に

活動。 ト ル コ 、 台湾地震 の 際は 現地 に 支援 に駆 け つ け た 。 (注 7 )

4 . リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の取 り 組み
〔新手の感染症 SARS が登場 対策を 実施〕

SARS コ ロ ナ ウ イ ル ス を 病原体 と す る 新 し い感染症 SARS (重症急性呼吸器症候群) が

2002年秋か ら 2003年春 に か け て 中 国 ・ 香港 な どで流行、 2003年夏 ま で世界数十 カ 国で8 ， 400

人以上の患者 (疑わ し い患者 を 含む) と 900人以上の死者数が報告 さ れ た ( 8 月 7 日 現在、

厚 生労働省 資料) 0 WHO (世界保健機 関 ) は 、 2003年 7 月 5 目 、 伝播確認地域 に 指定 さ

れ て い た台湾 を 指定か ら 外 し SARS は 終息 を 迎 え た が、 そ の 龍 、 自 治体 は SARS 対応、 に 追

わ れ、 秋 に は 新 た な 患者発生 を 想定 し た訓練 も 行 っ た 。

神戸市 は2003年 4 月 に 全庁 的 な 対応 を と る た め に全部局 で具体的 な対策 に つ い て の行動
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計画 を ま と め た。

SARS 患者 の 受 け 入 れ病 院 と な る 第一種感染症指定医療機 関 の 中 央市民病院 に は計10床

の 陰圧室 を 備 え て お り 、 新 た に 収容 ・ 治療態勢 を 整 え た ほ か、 患者移送 の た め の 陰圧装置

( ア イ ソ レ ー タ ー ) を 保健所 に 配置 し た 。 ま た 、 環境保健研究所で も SARS ウ イ ルス の検

査体制 を と っ た 。

2003年 5 月 に 関高か ら 四 国 を 旅行 し た 台湾人医師が、 帰 国 後 に SARS へ の 感染が判 明 し

た 事件以後 は 、 京都府 ・ 京都市、 大阪府 ・ 大阪市、 兵産県 と の連絡会議 を 開催 し 、 患者が

多数発生 し た場合 に 備 え て収容や移送 に 関 す る 相互協力 の協定 を 結 ん だ。 ま た 、 市民の不

安解消 の た め 、 各 区保鰭福祉部で リ ー フ レ ッ ト を 配布 し た ほ か、 保健所の ホ ー ム ペ ー ジへ

の掲載、 24時間 の電話相談窓 口 の 開設 な とマ を 行 っ た 。 学校 な どの教育施設 に お い て も 、 児

・ 生徒や保護者 に対 し て鑓康管理や予防対策 な ど を 局 長IJ。 外国人向 け に 6 カ 国語の リ

フ レ ッ ト を 作成 し た ほ か 、 NPü 多 文化共存 セ ン タ ー ・ ひ ょ う ご と 連携 し て 運営 し て い る

「外国人対応医療電話通訳ボ ラ ン テ イ ア マ ッ チ ン グ シ ス テ ム 」 を 活用 し 、 電話 に よ る 3 者

通話で 6 カ 同諸で の 問 い合わせ に対応 し た 。

2003年 9 月 に は 、 冬の再流行 に備 え 、 神戸市 と 兵庫県、 神戸検疫所 な ど25機関が連携 し

て 、 患者 を 神戸港か ら 病院 に搬送す る 合同 訓 練 を行 っ た 。 1 1 月 に は 、 神戸市 医 師会 と 共催

で 「疑い患者」 の ト リ ア ー ジ な ど、 医療機 関 を 対象 と し た実務研修 を 実施 。 ま た 、 イ ン フ

ルエ ン ザ と 初期症状が似 て い る こ と か ら 、 SARS と の鑑別 に 要す る 患者 を 減 ら す た め 、 イ

ン フ ルエ ン ザの 予防接種 を 広 く 呼 びか け た 。 (注 8 ) 

〔高病原性鳥 イ ン フ ルエ ン ザ対策を 実施〕

神戸市 は2004年 1 月 に 山 口県、 2 月 に 大分県お よ び京都府で感染事例が確認 さ れた 烏 イ

ン フ ルエ ン ザへの対策 の た め 、 危機管理室 を 中心 に 関係部局 に よ る 対応 を と っ た。 1 月 15

日 に は 山 口 県 の 事例 を 受 け 、 危機管理案 と 関係部局 に よ る 連絡会議 を 開催 し 、 当 面 の 対応

に つ い て協議 を 行 う と と も に 、 1 月 16 臼 に 各医保健福祉部お よ び衛生監視事務所で 、 健康

相談お よ び食品衛生や ベ ッ ト の飼育法な ど に 関 す る 市民相談窓 口 を 設置 し た 。 2 月 25 日 に

も 連絡会議 を 実施 しく〉 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ る 飼育農家、 ペ ッ ト 飼育者、 市 民への情報提供

く〉保健所等 に お け る 市民か ら の相談 に対す る 対応く〉学校闘 に お け る 飼育鳥類の対応等 に 関

す る 通知く〉医療機 関 に対す る 疑わ し い患者の届 け 出 の 要請く〉動物 園 での 鳥 類 を 囲 う フ ェ ン

ス と ネ ッ ト の 設置ーな どの対正、 を 実施 し た 。

2 月 28 日 に は 、 京都府丹波町での 事例 に対応す る た め 、 理事 ・ 危機管理監 を 本部長 に し

た 関係部局 に よ る 神戸市高病原性烏 イ ン フ ルエ ン ザ対策連絡会議 を 設置 し た 。 同 日 、 八千

代 町の食烏処理場 に 京都府の発生農場か ら 搬入 さ れ た 鶏 の う ち 、 未処理 の 廃用 鶏か ら ウ イ

ル ス 陽性が判 明 し た た め 、 北 区 の一部が移動制 限 自 粛区域 に 含 ま れ た が、 29 日 に縮小 に よ

り [R域外 と な っ た。
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3 月 1 B に は 八千代町 の食烏処理場か ら 出荷 さ れ た 鶏肉 が市 内 2 カ 所の 鶏 肉卸問屋か ら

流通 ・ 消費 さ れて い る こ と が衛生監視事務所の現場確認 に よ り 判 明 し た た め 、 同 日 開催 し

た 対策連絡会議で感染拡大防止 に 向 け て啓発、 情報収集等 を 強化、 徹底す る こ と を確認 し

た 。 そ れ に伴い 3 月 9 日 に は 簡易検査の た め の死亡野鳥 の 回収、 12 日 に は 食烏処理場で の

生 烏 の 簡易検査 を そ れぞれ実施。 4 月 13 日 に移動制限立域が全面解除 さ れ た こ と に伴 っ て 、

死亡野鳥 の 罰収お よ び食鳥処理場 で の 簡易検査 を 終 了 し た 。 ま た 、 6 月 30 日 に 兵庫 県 の対

策連絡会議が廃止 さ れた こ と に伴い、 神戸市高病原性烏 イ ン フ ルエ ン ザ対 策 連絡会議 を 廃

止 し た 。 (注 9 ) 

〔兵庫県が食品安全官 な ど新設〕

兵摩県 は2004年 3 月 30 日 、 烏 イ ン フ ルエ ン ザ問題で行政的 な 対応 と 技術 面 の 統括が迫 ら

れ た 経験か ら 、 食 の 安全 ・ 安心 を 確保す る 「安全官J (課長級) の 設 置 な ど を 柱 と す る 組

織改正 と 人事異動 ( 4 月 l 日 付) を発表 し た 。 烏 イ ン フ ルエ ン ザ な ど危機管理 に宜面 し た

場合の行 政 シ ス テ ム の あ り 方 を検討す る た め 、 外部委員 に よ る 委員 会 も 設 け る O

健農生活部生活衛生課 に 「食品安全官」 、 農林水産部畜産課に 「家膏安全官」 を 新設。

学識者や専 門 家 に よ る 「行政 シ ス テ ム 推進委員 会 (仮称) J で は 、 健康危 機管理への対応

を+食言すす る O

ま た 、 三代 目 の 妨災監 に は 、 東田雅俊担馬県民局長が就任す る o (注10)

5 . 人材養成
〔ボ ラ ン テ ィ ア コ ーデ ィ ネ ー タ ー の新修 コ ー ス新設 人 と 肪災未来セ ン タ ー 〕

災害時 に 自 治体 ト ッ プが ど う 対応すべ き か を 考 え る 「災害対策 ト ッ プ フ ォ ー ラ ム 」が2004

年 1 月 22 日 、 神戸市 中 央 医 の 「人 と 防災未来セ ン タ ー 」 で 開 かれ、 県内外か ら 3 市長 、 8

町長 と 助役12人の計23人が参加、 王子時の危機管理や 妨災体制づ く り な ど、 リ ー ダー の役割

に つ い て 意見 を 交 わ し た 。

同 セ ン タ ー の主催で、 前年 に 続 き 2 四 日 O 今 回 の ト ッ プ フ ォ ー ラ ム で は 、 最新の研究成

果 に よ る 知見等 を も と に 、 今後発生す る 災害 に対 し 、 各 自 治体 に 求め ら れ る リ ー ダ… シ ッ

ブな ど に つ い て議論す る こ と を 通 じ 、 自 治体の危機管理の あ り 方 を 考 え る こ と を 主 眼 に 聞

か れ た 。

初 の 試み と な っ た ケ ー ス ス タ デ イ ー で は 、 大地震で被災 し た 架空 の 市 の 取 り 組み を も と

に 、 市長や幹部職員 の対応 を 参加者が検証。 初動や情報把握が遅れた涼 図 を 、 市長の 判 断

を仰がな け れ ば動 け な い顎註 し た 組織の問題 と と ら え る 意見が共通 し た一方、 工場の ガス

漏 れ に 伴 う 避難勧告で は 、 住民 に ど こ ま で説明すべ き かで意見が分かれ る 場面 も あ っ た 。

コ メ ン テ ー タ ー の室崎益輝 ・ 河 セ ン タ ー 上級研究員 は 「市民 に 安心 し て も ら え る 情報 を

伝 え る に は メ デ ィ ア の積極的 な利用 も 大切」 と 訴 え た 。 今回 の ケ ー ス ス タ デ イ ー に つ い て 、
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参加者 か ら 「事例 を 通 じ て他 の 首 長 の 考 え 方等が分か り 、 非常 に 参考 に な っ たJ I ケ ー ス

ス タ デ イ ー の:登場人物 (仮想、) の対応 を 批判 す る こ と で 、 対応の ま ず さ 等がは っ き り し て

理解 し よ しり な ど、 好意的 な感想、が寄せ ら れた 。

ま た 、 行政 ・ 公共機関職員 を 対象 と す る 「マ ネ ー ジ メ ン ト コ ー ス 」 は 、 今 回 も 地方公共

団体の防災 ・ 危機管理担 当 賞住 者 を 対 象 に す る A コ ー ス と 、 A コ ー ス の対象者 を 補佐す

る 者、 お よ び A コ ー ス の対象者の う ち 経験年数の浅い 者 な ど を 対象 と す る B コ ー ス に分け、

そ れ ぞれ春秋の 2 期 に 分 け て 開催、 府県や市町、 政府機 関 の 職員 ら を 含 め 延べ209人が参

加 し た。

2003年度 は新た に 「特設 コ ー ス 」 を 設 け 、 地方公共団体の 防災担 当 者 の う ち 、 図上訓練

の初心者 を 対 象 に し て 、 図上訓練の 内容 と 効果 に つ い て実際 に 圏 ヒ訓練 を 体験す る な かで

学ぶ と 河 時 に 、 初動対応期 に お け る 対応 の 要諦 に つ い て康学 ・ 演習 を 通 し て 実戦的 に 学ぶ

「図上訓練」 コ ー ス と 、 防災専 門 の部署 (例 : 消 防 防災課な ど) を 設置 し て い な い市 町村

の 防災担当 職員 を 対象 に 、 専 門家か ら の 講義や受講者間 の議論 を 通 じ て 、 小規模 自 治体の

メ リ ッ ト を 活か し た対策 な ど、 小規模 自 治体であ れば こ そ 可 能 な対応等 に つ い て探 る 「小

規模 自 治体防災」 コ ー ス を 開催 し た 。

さ ら に 、 2004年 1 月 19 日 か ら 21 B ま で の 3 B 問、 新た に 「 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー

コ ー ス 」 を 開催、 全国 の ボ ラ ン テ ィ ア 団体な ど21 団体、 25人が参加 し た 。 阪神 ・ 淡路大震

災以降、 被災地の外部か ら 支援 に駆けつ け る 人々 を 含 め 、 大勢の 「善意」 を 被災地 の ニ ー

ズ に つ な げて い く 有効 な 仕組み のーっ と し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー を 配 し た 「災

害ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー」 の設置 ・ 運営の あ り 方が検討 さ れて き た 。 初年度 は こ の 「災害

ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ - J を 設置 ・ 運営 し て い く た め に 必 要 な 知識 と ノ ウ ハ ウ を 獲得す る こ

と を メ ー ン テ ー マ と し た プ ロ グ ラ ム を 実施 し た 。

同 セ ン タ ー は 、 民 間 の 支援 を 被災地 に効果 的 に 導入す る ノ ウ ハ ウ を 収集 ・ 整理 し 、 そ れ

ら を 実践 に 活かせ る 人材の 育成 を 目 指 し て こ の コ ー ス を 設定 し た も の で 、 同 セ ン タ ー と 震

災の被災地で、復興 を 担 っ た り 、 全 国 で災害救援活動 を 行 っ て き た市民活動団体が協働 し て

プ ロ グ ラ ム を つ く り あ げた の が特徴で あ る O

な お 、 政府の 中 央訪災会議専 門調査会が2003年 5 月 21 日 に と り ま と め た 報告書:で、 人 と

防災未来セ ン タ ー が行 っ て い る 専 門研修が、 自 治体職員 ら の 人材育成策 と し て盛 り 込 ま れ

た 。 被災地の教訓 を 生か し た実戦的 な 内容が評価 さ れた と み ら れ る O 報告書 で は 、 同 セ ン

タ ー を 消 防大学校 な ど と も に 、 自 治体 の 防災担当職員 の資質向上 を 図 る 研修の拠点 と し て

位置づ け た 。 ま た 、 防災業務の処理手順の 標準化や対応マ ニ ュ ア ル に 反映 さ せ る た め 、 災

害対策活動の研究 を 行 う 場 と し て も 、 同 セ ン タ ー が盛 り 込 ま れて い る O

ま た 、 人 と 紡災未来セ ン タ ー で、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生かす取 り 組み を 続 け て い

る 専任研究員 4 人の研究 プ ラ ン が、 文部科学省 の2003年度の 科学研究費補助事業の対象 に

選 ばれ た 。 防災研究の 世界的 な 拠点 を 目 指す 同 セ ン タ ー は 「 開 設 1 年 で一定の評価 を 得 た

810 第十家 @ 紡災



こ と で 、 今後の活動 に弾みがつ く 」 と し て い る o (注ll)

( r髄人の復興史J DB 化 人 と 妨災未来セ ン タ ー 〕

人 と 防災未 来 セ ン タ ー は 、 地理情報 シ ス テ ム (GIS) を 活用 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 地 閣

を ク リ ッ ク す る と 、 被災者が坂神 ・ 淡路大震災か ら どの よ う に復興 し た の か を 、 写真や映

像 を 含む詳細 な 地域 ご と の 具体的 な 復興史が閲覧 で き る 「阪神 ・ 淡路大震災 「わ た し た ち

の復興史 プ ロ ジ ェ ク ト Jl J を 2004年度か ら ス タ ー ト さ せ る 。

復興の軌跡 を た どれ る よ う 、 災害前、 被災直後、 現在の 自 宅周辺の写真 や 映像な どの提

供 を 受け 、 体験談 と 合わせ、 f国人の護興史 と し て ネ ッ ト に掲載す る 市民参加 型 の デー タ ー

ベ ー ス (DB) を 構築 し 、 住所地 ご と に 閲 覧で き る 仕組み と す る O 将 来 的 に は 、 集 ま っ た

写真や映像 を 基 に 、 被災地全域の復興の足跡 を 、 パ ソ コ ン 画面で見 ら れる よ う に す る O

独立行政法人 ・ 防災科学技術研究所地震 フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー (神戸 市 中 央 区 ) と

の 共同事業 で 、 国土交通省 国土計画局の rGIS 定着化事業」 に も 採用 さ れた 。 (注12)

〔兵庫県で拐災士誕生〕

防災の専 門知識 を 持 ち 、 災害時 に は 地域 リ ー ダ ー 的役割 を 担 う こ と を 期待 さ れ る 「防災

士」 と し て 、 2003年 3 月 末 ま で に 兵庫県で初 め て約90人が認証 さ れた 。 阪神 ・ 淡路大震災

の教訓 を 踏 ま え 、 NPO 法人 「 日 本訪災士機構J (事務局 ・ 東京、 会長 : 貝 涼俊民前兵庫県

知事) が、 2003年度か ら 一定の所修 を 全国規模で実施。 同年度末 (2004年 3 月 末) ま で に

全国で約1 ， 600人の 防災士が誕生 し た 。

防災士 は 、 平時 は 防災 に 関 す る 啓発活動 に あ た る な ど し 、 災害時 に は被災者の救助 や 避

難所の 運営、 公的機関 と の調整な ど を 担 う O よ り 幅広 い 防災士の活用 に 向 け 、 同機構 は 今

後、 認証 さ れた 人 に 許可 を 得 た 上 で 、 名 前 な ど を 地元 自 治体な ど に通知。 有資格者の連携

を 図 る た め 、 「妨災士 の 会 (仮称) J を 立 ち 上げ る 準備 も 進 ん で い る O 認証 目 標 は40万人。

同機構 は 、 「防 災士J の研修 を 2003年 3 月 21 日 か ら 28 臼 ま で、 神戸 ・ 三 宮 の 国際会館で

開 い た 。 被災地 ・ 兵庫 で の研修 は初 め て で 、 企業や行政の 関係者 ら 89人が講義 に 臨 ん だ。

研修は 、 自 然災害、 災害対応、 危機管理の分野 に わ た り 、 そ れぞれの専 門 家が講座 を 担当

し た 。 (波13)
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〔現役棟梁 を 講師に大工 さ ん を 養成 神戸市教委が新設の工業高校で〕

伝統技術 を 生 か し て 、 地震 に 強 い ま ち を 。 を 育 て る 場が必要」 と

神戸市教委 は2004年度 に 開校す る 余 日 制 の 「市 柱や梁で家 を 支 え る 木造軸組工法 を 手 が け る

立科学技術高校」 と 定時制の 「市立神戸工科高 大 工 さ ん育成 は 、 ク ラ ブ活動で行 う 。 地元の 建

校 J ( い ず れ も 仮称) で、 現役 の棟梁 を 招 き 、 築会社でつ く る 「木造軸組住宅建築推進会J (神

大工 さ ん の 養成 に 乗 り 出 す。 「 も の づ く り 」 を 戸 市兵庫 区 ) が講締 と し て ベ テ ラ ン を 派遣。 放

担 う 人材育成 を 留 り た い教育現場 に 、 後継者不 課後や土、 百 曜 に 、 ノ ミ や カ ン ナ の 扱い方か ら

む業界側 が全面協力 し 、 阪神 ・ 淡路大震 教 え る 。 授業で も 全学科で建築技術 の基礎知識

ま っ た 「木造住宅は揺れ に 弱 い」 と い う を 履修。 夏休み に は現場で見習 い を 体験 し 、 卒

ー ジ一掃への期待 も 込め る O 両者の 「多 く 業制作で は実際 に 家 を 建て る こ と も 計画 し て い

し た被災地だ か ら こ そ 、 大工 さ ん る 。 (注14)

〔市民の手で安心 ・ 安全 を 神戸市 と 神戸大都市安全研究セ ン タ ー が専修講座〕

神戸市 と 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー は 、 ま ち の 防 災 や 防犯 に つ い て 学 ぶ専修講座「安

全で安心 な ま ち を つ く る 」 を 2003年 9 月 か ら 2004年 2 月 ま で 6 回 に わ た り 開催 し た 。 市民

が中心 と な っ た ま ち づ く り の た め の 人材育成 を 図 ろ う と 、 2002年度 に ス タ ー ト O 大学教授

ら の講演や ワ ー ク シ ョ ッ プな ど多彩 な 講座 を 聞 い て い る O

同 セ ン タ ー の教授 だ け で な く 、 京都大学防災研究所教授 な ど専 門家が、 住民主体 の 防犯

活動、 危機管理、 地震の メ カ ニ ズ ム 、 土砂災害か ら 考 え る 減災 な ど を テ ー マ に 開催 し た 。

こ の他 に も 地域 な どの合意形成 を 図 る た め の合意形成能力 の 向上 を 目 指 し た コ ー ス ( 3 間)

や 、 安全で、安心 な ま ち を つ く る た め の コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 に必 要 な 手法 を 学 ぶ 「 コ ミ ュ ニ テ イ

づ く り コ ー ス J ( 6 四 ) も 開催 さ れた 。 (注目)

6 . 災害対策技術の 向上
〔 山崩 れ数fz 衛星つ か む 兵庫県立森林技術セ ン タ ー 開発〕

地震や大雨 な どで起 こ る 山崩 れの状況 を 、 衛星画像 を 使 っ て詳細 に把握す る 手法 を 、 兵

庫県立森林林業技栴セ ン タ ー ( 同県 山 崎町) が開発 し た 。 広範囲 に 点在す る 小規模な 崩 壊

地点 を 突 き 止め 、 住民の早期避難 と 復 !日対策 に役立 て る O

こ の 方法 は 、 地上の物体 を 区別す る 解像度 (最小 メ ッ シ ュ の 一辺) が最高82j> と い う 米

国 の 民間痛星 「 イ コ ノ ス J ( 1999年打 ち 上 げ) が撮 っ た 画像デー タ を 利 用 す る O 一度 に 広

範 囲 の 画像デー タ を 取 り コ ン ピ ュ ー タ で約 2 時間 か け て 分析す る O

こ れ ま で衛星画像 で は 、 解像度が数lOt;;:-10 t;;:に と ど ま っ て い た が、 数日規模の属 落 を

把握で き る よ う に な っ た。 兵庫県 に よ る と 、 阪神 ・ 淡路大震災 で 県 内 で は 山 崩 れが670 カ

所以上で発生。 当 時 は被災地 の上空 に航空機 を 飛 ば し て撮 っ た大量の写真 を 自 で見 て 崩 壊

地 を 判別 し て い た 。
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乾雅晴主任研究員 は 「崩壊地の分析 に かか る 時 間 を 、 も っ と 短 く し 、 数分でで き る よ う

に し た しミ」 と 話す 。 森林総合研究所 (茨城県つ く ば市) の 中 北理 ・ 森林管理研究領域長 は

「小規模 な 崩壊の発生 を 把握で き れ ば、 そ れが予兆 に な っ て起 こ る 、 よ り 大 き な 二次災害

の発生予測 に 活用 で き る か も し れ な いJ と 話 し て い る o (注目)

〔津波 ・ 地滑 り 、 逮捕地でも察知 太陽光 と 風力 で作動 NTT 系 3 社が開発〕

地震や津波 を い ち 早 く キ ャ ッ チ し て被害軽減 に役立て る た め 、 NTT 系 3 社が協 同 で、

カ メ ラ 付 き の遠隔監視 ・ 警報 シ ス テ ム を 開発 し た 。 太陽電池 と 風力 発電 の 活用 で電力 が途

絶 え な い よ う に し 、 災害時 で も 警報 を 発 し た り 、 映像 を 携帯電話 に 送 っ た り で き る O

開発の 中 心 に な っ た NTT デー タ コ ミ ュ ニ テ ィ プ ロ デ ユ ー ス 関西支庖 (神戸市) の 多 田

理支応 長 は 、 阪神 ・ 淡路大震災時、 神戸市垂水区 の 自 宅 に い た 。 電気は消 え 、 電話 も 使 え

な い 。 被災地域 の 映像 も 入 っ て こ な い 。 「情報社会 と は何か。 こ れ ま で何 を し て き た の か」

と の 思 い が募 っ た 。 「一人で も 多 く の命 を 救 え る シ ス テ ム を つ く れ な い かJ o 関 連企 業 の

NTT フ ァ シ リ テ ィ ー ズ 、 NTT ド コ モ 関西 と 開発 を 進め た 。

地滑 り な どの想定 さ れ る 場所 に 設置すれば、 カ メ ラ の 映像 を リ ア ル タ イ ム で 自 治体の監

視セ ン タ ー や携帯電話 に 送 れ る ほ か、 増水 を セ ン サ ー で察知 し て避難 を 呼 びか け る O 空 き

回 線 を い ち 早 く 確保す る シ ス テ ム も 備 え 、 通信が殺到 し で も 情報 を 送 り 続け ら れ る O

太陽光パ ネ ル と 風車 に よ る 自 立電源で、 無風や 日 照不足で も 蓄電池で120 時 間給電で き る O

価格は l 台約1 ， 000万円。 (注17)

〔着衣型機材で被災地中継 2006年度実用化へ〕

ア ジ ア 防災 セ ン タ ー (神戸市) と 宇宙航空研

究 開発機構 OAXA、 東京都) は 、 自 然災筈発

生時 に被災地の 映像 を 即 時 に衛星 中継す る シ ス

テ ム 開発 を 進め る た め 、 現場で の着衣型機材の

実用化 に 乗 り 出 す 。 リ ュ ッ ク 型 ア ン テ ナ や デ ジ

タ ル カ メ ラ fす き ヘ ル メ ッ ト な ど を 身 に つ け た調

査員 が被災者の 巨 線で 国 や 自 治体の災害対策本

部 に伝え る o jAXA が超高 速 イ ン タ ー ネ ッ ト 衛

星 を 打 ち 上げ る 予定 の 2006年度 の 運用 を め ざ し 、

阪神 ・ 淡路大震災で課題 と さ れ た 素 早い情報伝

達 に役立て る 。

同 セ ン タ ー な ど に よ る と 、 開発費 は約 1 億 円。

機材の価格は 1 セ ッ ト 1 ， 000万 丹 以 下 に 抑 え 、

国 や 自 治体への配備 を 想 定。 す で に 消 防機関 な

どか ら 照会があ る と い う O

調堂員 は重 さ 約 10キロ の機材 を 身 に つ け、 ヘ 1)

や車で現場へ。 携帯 し た小型 ト ラ ン ク ( 重 さ 約

40九 、 縦横約50手ン) に 収 め たパ ラ ボ ラ ア ン テ ナ

を 設 置 す る O 半径約 1 キロの範囲 で撮影 し た動繭 ! 
や音声 は 、 リ ュ ッ ク の ア ン テ ナ か ら パ ラ ボ ラ ア

ン テ ナ を経由 し て本部へ同時進行で配信 さ れ る 。

ヘ ル メ ッ ト 付属 の小型モ ニ タ ー や マ イ ク で調査

員 と 本部 関 の や り と り も 吟15。 リ ュ ッ ク に は 、

全 地 球 測 位 シ ス テ ム (GPS) や 体 温 ・ 脈拍 セ ン

サ ー を 取 り 付 け 、 本部が誠査員 の 現在地や体調

を 把握す る な ど、 過酷な環境での安全性 に も 記

慮 す る と い う o (注18)
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〔地震直後の空撮 被害状況を “色" 別 訪災科学技術研究所が新シ ス テ ム開発〕

地震直後 に ヘ リ コ プ タ ー や飛行機で撮影 し た

画像か ら 、 建物の被害状況 を 自 動的 に推定す る

シ ス テ ム を 、 防災科学技術研究所の災害情報 シ

ス テ ム チ ー ム が原発 し た 。 わずか 1 分足 ら ずで

画像 を 処理 し 、 建物の倒壊状況 を 早 く 把握す る

の にf支立 ち そ う だ。

廊像で は 、 倒 壊 し て い な い建物 は直線的で屋

根の輪郭の線がは っ き り し て い る が、 倒壊す る

と 、 i直線的 な と こ ろ が減 り 、 がれ き で屋根の部

分に複雑 な 線が表れ る O こ う し た変化 を 、 コ ン

ピ ュ ー タ が見分け て倒壊の程度 を 推定 し 、 そ れ

に応 じ て色分け す る も の で 、 ど の あ た り の被害

が大 き そ う か、 と い っ た情報がす ぐ に得 ら れる O

解像度が1O� 50γ程度の画像 な ら 入力 し て 1

分 も あ れば処理で き る 。 よ り 広 い範囲 を 撮影 し

た 箇像で、 解像度が 8 �30t;;程度の も ので も 、

被害が甚大 な 池域の推定が可能 と い う 。 シ ス テ

ム を 組み込んだパ ソ コ ン を ヘ リ に持ち込め ば、

よ り 早 く 全体の被害状況がつ か め る 。

同様の シ ス テ ム は 人工衛主主 で も 言十回] さ れて い

る が、 被災地 を撮影で き る 位 置 に 来 る ま で時 間

がかか る 場合 も あ る 。 ヘ リ な ど の方が柔軟 に 運

用 で き 、 解像度が高 い 薗像が得 ら れ る O 災害発

生前後の 画像、の 変化で被害 を 算出 す る 方法 も あ

る が、 新 シ ス テ ム l土 地震前のl出像がな く て も 対

応で き る O

大地震の と き は 、 大 き な被 害 を 受 け た地域ほ

ど現地か ら の情報が入 り に く く 、 全体状況 を つ

か む の が困難 に な る 。 阪神 ・ 淡路大震災で も こ

れが課題のーっ と な っ た 。 優先度 の 決定 な ど適

切 な 救助 ・ 救援活動 の た め に も 広 域 的 な 状況把

握が必要 と さ れ る o (注19)

〔大地震の建物被害 電力消費量で把握 新シ ス テ ム を 開発〕

大地震 な どの災害発生時 に 、 電力 消費量の減

少幅か ら 建物被害 を 素早 く 把握 す る シ ス テ ム を 、

人 と 防災未来 セ ン タ ー (神戸市 中 央区 ) と 東京

大学生蕊技術研究所の グ ル ー プが開発 し た 。 阪

神 ・ 淡路大震災で被害把握が遅れた こ と を 教訓|

に 、 国 は 震度 か ら 被害 を 推定す る シ ス テ ム を 導

入 し た が、 被害 を 直接 “測定" で き る シ ス テ ム

は 初 め て 。 中 央防災会議 も 「有効性が高 い」 と

判 断 し て お り 、 2 年以 内 の実用 化 を め ざす。

グ ル ー プ は 、 地震や洪水で倒壊や浸水の被害

を 受 け た 地域で は 、 被害に応 じ て 電力泊費量が

〔 レ ス キ ュ ー 口 ボ実演会や セ ミ ナ ー 開 く 〕

低下 す る と 考 え ら れ る こ と に着 目 し た 。 ま ず、

阪神 ・ 淡路大震災 に つ い て 、 関 西電力神戸支庖

管 内 64 地域 の 電 力 消 費 量 の 変 化 と 、 建物 の 全

壊 ・ 火災率 と の 関係 を 分析。 そ の結果、 兵庫県

西宮市の香炉国変電所管内 で 、 電力消費量が通

常 よ り 31 % 減少 し 、 建物の 全壊率32% と ほ ぼ等

し か っ た 。 グ ル ー プは こ う し た デー タ を 基 に 、

消費量の減少幅 と 建物被害 と の 関係式 を つ く り 、

減少傾 を 入力 す れ ば被害が算定で き る シ ス テ ム

を つ く っ た 。 (ì主20)

災害発生時 の救助用 ロ ボ ッ ト の役割 に つ い て考 え る 「 レ ス コ ン シ ン ポ ジ ウ ム 2003J (神

戸 市 な ど主催) が2003年12月 6 日 、 神戸市 内 で 開 か れた 。 市消防局 の レ ス キ ュ ー 用機材や

大学 な どが開発 し た救助 ロ ボ ッ ト の実演があ り 、 約70人の 参加者の 関心 を 集 め て い た 。 2004

年 8 月 に神戸で 「 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト コ ン テ ス ト 」 が聞かれ る の を 前 に 、 救助 ロ ボ ッ ト へ
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の理解 を 深め る シ ン ポ で 、 実演で は 、 文部科学省 の プ ロ ジ ェ ク ト で生 み 出 さ れた ロ ボ ッ ト

が登場 し た 。

京都大学の大須賀公一助教授が開発 し た 'MOIRAJ は ヘ ピ の よ う な形で、 上下左右 に モ ー

タ ー 駆動 の キ ャ タ ピ ラ を 装備。 狭いがれ き の 中 で も ス ム ー ズ に く ぐ り 抜け ら れ る 能力 を 発

揮 し た 。 大阪大学の升谷保博劫教授 は 、 救助 ロ ボ ッ ト の技能 を 評価す る た め に 開発 し た 人

体模型 「 だ み だ ろ う 」 を 披露 し た 。 熱や二酸化炭素、 音 を 発す る ほ か、 痛 み を 感 じ る セ ン

サ ー も 内蔵。 人 を 探す手がか り や 、 安全救出方法の ヒ ン ト と な る 要素 を リ ア ル に再現 し て

み せ た 。

ま た 、 医療や災害救助への活躍が期待 さ れる 次世代 ロ ボ ッ ト 開発の現状 を 紹介す る 「神

戸次世代 ロ ボ ッ ト 技術セ ミ ナ ー 」 が2004:q:・ 1 月 19 日 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の 臨床

研究情報セ ン タ ー で 開 か れ た 。 県 内企業や研究機関 な どか ら 約100人が参加 し た 。

近畿の企業や大学な どで構成 す る 「 も の づ く り ク ラ ス タ ー 協議会」 、 神戸市、 新産業創

造研究機構 (NIRO) が主催。 国 際 レ ス キ ュ ー シ ス テ ム 研究機構 (IRSI) の 会長 を 務 め る

神戸大学の 田所論助教授 は 、 日 本の救助用 ロ ボ ッ ト の 開発 に つ い て 「阪神 ・ 淡路大震災後

に よ う や く 本腰 を 入れ た 」 と 遅れ を 指摘。 米 中 枢 同 時多発テ ロ で の 成果 を 示 し 、 「救助能

力 の 向上や二次災害の 防止 に大 き く 貢献で き る 」 と 、 今後の研究の 巻 き 返 し に期待 を 寄せ

た 。

ま た 、 同 大学の 高森年教授 は 、 神戸市機械金属工業会の 会員 企業 と 共 同 開発 し た小型 ロ

ボ ッ ト を 報告。 「小 田 り の利 く 中小企業 と 大学が連携 し 、 官が財務闘で支援す る こ と が望

ま し い」 と 話 し た 。 (注21)

〈参考 ・ 引用文献〉
(注 1 ) 「平成15年度 近畿府県合同防災訓練」 実施資料、 「平成15Ìj三こ う べこ の l"[Ô J、 新間各紙
(注 2 ) 2003年11月 1 1 El 2004年 1 月 17 日 神戸新開
(注 3 ) 2004年 l 月 22 日 朝 日 新聞
(注 4 ) 2004年 l 月 28 日 読売新聞
(注 5 ) 2004年 3 月 21 日 サ ン ケ イ 新聞
(注 6 ) 2003年12月 2 日 神戸新聞
(注 7 ) 2003年12月 1 1 日 神戸新開
(注 8 ) 「平成15年 こ う べこ の一年」
(注 9 ) 「平成16年 こ う べこ の一年」
(注10) 2004年 3 月 31 日 神戸新潤
(注11 ) 人 と 防災未来セ ン タ 一平成15年度年次報告書、 2003年 5 月 22 日 神戸新聞
(注12) 人 と 防災未来セ ン タ 一平成15年度年次報告書、 2004年 1 月 3 日 神戸新聞
(注13) 紡災情報新聞 、 2003年 3 月 22 日 神戸新聞
(注14) 2003年 7 月 11 日 読売新聞
(注15) 神戸市資料
(注16) 2004年 2 月 26 El 朝 日 新開
(注17) 2003fJ三10月 3 日 朝 日 新聞
(注18) 2004年 1 月 7 日 読売新聞
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(注19) 2004年 1 月 18 日 朝 日 新聞
(注20) 2003年11 月 4 日 毎 日 新潤
(注21) 2004年 l 月 7 日 1 月 初 日 神戸新開
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い主 学術研究 @ 調査 @ 会議等
地震や洪水 を は じ め と す る 世界の 自 然災害対策 を 策定す る 「函連防災世界会議」 の 開催

地が、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 10崩年 と な る 神戸市で2005年 1 月 に 開催 さ れ る こ と が国連総

会で決定 さ れ た 。 2003年の後半 は 、 こ の大 き な 国 際会議 を 有意義 な も の と す る た め 、 地元

の 兵庫県 ・ 神戸 市 は じ め 、 専 門家、 NGO ・ NPO な ど関係 者 は 開催準備 に 向 け て 総力 を傾

け た 。

今世紀前半 に も 発生が予測 さ れ る 東南海 ・ 南海地震 に 関 す る 法律が施行 さ れ、 政府の両

地震 に対す る 対策大綱 も 策定 さ れた こ と を 受 け 、 新 聞 各紙が津波対策や住宅の耐震補 強 に

関す る 調査 な ど、 従来の調査 よ り 一歩踏み込ん だ調査 を 実施 し た が、 自 治体の具体的 な 対

策 の 遅れや住民の危機意識が地震対策 に 結 びつ い て い な い な ど、 多 く の 問題点 を 浮かぴ上

が ら せた 。

一方、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に あ る 大学 も 、 学生や教職員 も 犠牲 と な っ た。 京阪神

を 中心 と し た大学は 、 復興過程で調査や研究 に 多 大な エ ネ ル ギー を 注 い で き た が、 と り わ

け被災地 に 立地す る 大学 に と っ て は 、 地震 に 関 す る 研究 と 災害か ら の復 旧 ・ 復興過程 に 関

わ る 問題 に 、 正面か ら 立 ち 向 か わ ね ばな ら な い と の 責任感 を 背負 い な が ら 、 研究 を 続 け て

き た。

神戸大学 は 、 い ち 早 く 都市安全研究セ ン タ ー を 設置す る な ど全学的 な体制 を 整 え て研究

を 続 け 、 研究成果 を 市民 に積極的 に公開す る な ど、 被災地の大学な ら で は の取 り 組み を 続

け て い る が、 2003年末か ら 深刻 な 被害 に見 舞 わ れた神戸市長 田 涯 に新 た に研究拠点 を 構 え 、

苦悩す る 被災者の 中 に 飛 び込 ん で 、 こ れ ま で以上 に被災者 に密着 し た研究 を 深め て い く こ

と に な っ た 。

ま た 、 西宮市 に 立地す る 関西学院大学 は 、 人文科学系学部 を 中心 に 、 災害か ら の復 旧 ・

復興 に 関 わ る 「災害復興制度」 に 的 を 絞 っ た研究機関 を 創設す る こ と に な り 、 2004年か ら

活動 を 開始 し た 。 い ずれ も 震災か ら の復興 に 具体的 な 課題 を 提起す る と と も に 、 今後、 起

こ り 得 る 様 々 な 災害 に 対す る 自 然科学、 社会科学両面 か ら の社会 シ ス テ ム の 方 向 を 提示す

る も の と し て期待 さ れて い る O

1 . 防災 に 関す る 国際交流
〔国連防災世界会議 2005年 1 月 に神戸で関慢が決定〕

21世紀の世界の 新 し い 防災指針 を 策定す る 「国連防災 世界会議」 が、 i波神 ・ 淡路大震災

か ら 10年 と な る 2005年 1 月 に神戸 で 開催 さ れ る こ と が2003年12 月 12 日 間 か れ た 宿連総会第

2 委員 会で 決 ま り 、 同 月 24 日 の 国連総会本会議で も 全会一致で決定 さ れた 。

国連防災世界会議 は 、 1994年 に横浜で初 め て 開催 さ れ、 2 回 目 の今 凹 は 、 前回採択 さ れ
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た 「横浜戦略 と そ の行動計画J の見直 し の結果 を 踏 ま え 、 21世紀の新 し い 紡災指針 を 策定

す る と と も に 、 災 害 に よ る 被害 の 軽減 を 目 指 し た 具体の活動内容 を 検討す る こ と に な る O

神 戸 開催 は 、 日 本政府が提案 し て い た も の で、 地元兵蔵 県 は 国連の決定 を 予測 し て 、 1 1

月 か ら 会議 を 支援す る 組織 を 立 ち 上 げ る な ど し て き た が、 こ の 決定で準嫡体制 を 一気 に本

格化 さ せ た 。

国 連 の 決定 に先駆け て 、 関連行事 な ど を 企画す る 「地元推進協力委員 会J (事務局 ・ 兵

庫県防災局) が2003年11 月 7 日 発足、 県公館で初会合 を 聞 い た 。 妨災研究機関 や非政府組

織 (NGO) の代表、 行 政関係者 ら 46 人 の 委員 で構成、 委員 長 に 伊藤滋 ・ 都 市防災研究所

会長 を 選 ん だ。

推進協 力 委員 会 は 、 会議の 運営 を 支援す る ほ か、 阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 、 お よ

び震災か ら の復興 に つ い て 、 世界 に 向 け た 発信 と 県民 の 防災意識の高揚 を 国 る た め の さ ま

ざ ま な 地元主催の行事 を 企画す る O こ の 日 は 、 防災関係 イ ベ ン ト や 歓迎行事 な ど関連行事

の 内 容 を 具体的 に 検討す る 「企画小委員 会J (委員 長 : 河 田 恵昭 ・ 人 と 防災未来セ ン タ ー 長、

10人) も 設置 し た 。

兵庫県 は2004年 2 月 9 日 、 「国連防災世界会議」 の概要 を ま と め た 。 災害予 防 を テ ー マ に 、

国連 に加盟す る 191 の 国 と 地域か ら 防災担当 の事務責任者 ら 約800人が出 席 し 、 '21世紀の

新 た な 国際防災指針」 を 策定す る ほ か、 シ ン ポ ジ ウ ム な どの 関 連事業 も 合わせ、 約 I 万人

の 参加 を 見込ん だ 。

百 程 は 1 月 18-22 日 の 5 日 開。 18 日 午後か ら 21 日 午前 ま で、 地震や洪水 な ど を テ ー マ に

し た分科会 を 開催。 議論の 内苓 な ど を も と に 、 21 日 午後、 新 た な 指針 に 関 す る 草案委員会

を 開 き 、 22 日 午前の全体会議 を 経 て 、 同 日 午後 に指針 を 採択す る O

こ の ほ か 、 内 閣府や兵庫県、 神戸市 な ど は 、 阪神 ・ 淡路大震災の復興10年総括検証 の ま

と め と な る フ ォ ー ラ ム を 協 同 で 開催。 福祉の ま ち づ く り 、 文化豊 か な 社会づ く り 、 災害 に

強 い社会づ く り な ど を テ ー マ に 、 地元主催の シ ン ポ ジ ウ ム や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど も 聞 か れ

る o (注 1 ) 

〔北東アジ ア地域 自 治体連合の1 2 自 治体 神戸で紡災研修〕

北東 ア ジ ア 各 国 の 自 治体の交流 を 進め る 「北東 ア ジ ア 地域 自 治体連合J の 防災研修会が

2004年 2 月 10 日 か ら 3 日 間 、 神戸市 中 央 区 の 兵藤県災害対策 セ ン タ ー で行 わ れた 。 中 国 ・

遼寧省 や モ ン ゴル ・ 中 央県、 ロ シ ア ・ サハ リ ン 州 な ど 5 カ 国か ら 計1 2 自 治体の 防災担当 者

が参加、 大震災 を 経験 し た 兵庫県が進め る 防災教育 な どが紹介 さ れた 。

同連合は 1996年 に設立。 6 カ 国計39 自 治体が加盟す る O 今西 の研修会 は各 自 治体の 防災

分野 での情報交換が 目 的で、 兵庫県が開催 を提案 し た 。 兵庫県教委 の伊藤進二 ・ 指導主事

が震災後 に 進 め て き た 防災教育 に つ い て 講義。 地震や風水害 は 同 じ 土地 で繰 り 返 し 発生す

る こ と か ら 、 そ の土地特有の災害 を 学ん で 、 今後 に備 え る こ と や、 日 ご ろ か ら 助 け 合 っ て

818 第 ト章 @ 防災



生 き る 大切 さ を 子 ど も た ち に伝 え る こ と な と々の重要性 を 諾 っ た 。

参加者 は そ の後、 震災の教訓 を 受 け継 ぐ こ と を 目 的 に全国で初 め て 「環境防災科」 を 設

置 し た 県立舞子高校 (神戸 市垂水医) で 、 諏訪清二教論か ら 授業内容 に つ い て の説明 を 受

け た 。 11 日 は 兵庫県災害対策 セ ン タ ー で、 県 防災局 の 職 員 が行政の初動態 勢 の あ り 方 な ど

の講義 を 行 っ た 。 (注 2 ) 

2 . 会議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 等
〔国際防災 ・ 人道支援フ ォ ー う ム2004)

国際防災 ・ 人道支援協議会 (DRA、 事務局 : 人 と 防災未来セ ン タ ー ) と 兵庫 県 は 、 2004

年 2 月 8 日 、 神 戸 国 際会議場で「大災害 を 語 り 継 ぐ」 を テ ー マ に 「国際防災 ・ 人道支援 フ ォ ー

ラ ム 2004J を 開催 し た 。 国連国際防災戦略 (ISDR) 事務局 や 各 国 か ら の専 門 家 な ど約250

人が参加 し た 。

フ ォ ー ラ ム で は 、 阪神 ・ 淡路大震災で 、 被災者か ら の視点の重要性が改 め て認識 さ れた

こ と か ら 、 「災害 を 語 り 継 くれ」 こ と が減災 に つ な が る 有効 な 手法 で あ り 、 そ の た め の具体

的 な 減災政策 を 各国 政府 に 求め て い く こ と が合意 さ れ た 。 「語 り 継 ぎJ を 行 う に は 、 展示

施設や 「語 り 部」 の活動、 映後、 漫画、 音楽、 地域の お 祭 り 、 そ の他各種の教育活動 な ど

多 く の方法があ り 、 大 き な コ ス ト を か け な く て も で き る 長所があ る と し て 、 各 国政清や 支

援機関 は 「語 り 継 ぐ」 こ と の重要性 を 理解 し 、 こ れ に 対す る 支援 を 進 め て ほ し い 、 と の議

長サマ リ ー ( 国 際社会への提言) を ま と め 、 国連国際訪災戦略事務局 に 報告す る こ と を 決

め た 。 (注 3 ) 

〔専門家の役割検証 震災 9 年で神戸 シ ン ポ〕

震災 9 年 を 機 に 、 復興過程で専 門家が果 た すべ き 社会的 な役割 を 検証す る シ ン ポ ジ ウ ム

が2004年 l 月 初 日 、 神戸市 中 央 区 の ラ ッ セ ホ ー ル で 聞 か れ た 。 NPO な ど市民団体の代表

や研究者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト ら でつ く る 「震災10年市民検証研究会」 な どの 主催で、 約70人

が参加 し た 。 大学教授 や 弁護士、 社会福祉法人理事長 ら が活動 を 振 り 返 り 、 「活動 で得 た

教書11 が被災地外 に 広 が っ て い な い 。 専 門家 と し て発信の 方法 を 考 え 、 次の地震では死者 を

限 り な く ゼ ロ に近 づ け な け れば」 な ど と 確認 し合 っ た 。

県弁護士会所属 の 永井幸寿弁護士 は 、 税理士や建築士 ら と 共 に 、 被災地で ま ち づ く り を

支援 し た 経験か ら 、 r 専 門 家 は 行政の 下 請 け に な っ て は い け な い。 住民 と も 行政 と も 対等

な 関係で、 言 う べ き こ と は言 う と い う 立場 に立つべ き だ」 と し た 。 社会福祉法人 ・ 神戸福

生会の 中 辻直行理事長 は 「介護保検制度 の導入後、 ホ ー ム ヘ ル パ ー ら の福祉の専門 知識が

増 え た 。 し か し 、 災害時 に ど う 動 く か と い う ル ー ルがな く 、 行政が決め て お か な い と 機能

し な い」 と し た 。

室崎益輝 ・ 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 は 「被災地の研究者 は 、 自 の前 の 問題 を
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解決す る た め に い る O 市民の側か ら も 、 も っ と 専門家 に働 き かけ て ほ し い」 と 注文 し た。 (注 4 ) 

〔被災者復興支援会議 E コ ミ ュ ニ テ ィ の重嬰性指摘〕

行 政 と 被災者 の 開 に 立 つ 第 三者機 関 「被災者復興支援会議 臨 J (座長、 室 崎益輝神戸 大

学教授) は 2004年 2 月 20 日 、 第6 囲提案 「淡路島 の復興か ら 得 ら れた教脅し を 発表 し た 。 2001

年 9 月 に 発足 し た 同会議 と し て最後の提案 と な っ た 。

淡路島 で は地域社会の 自 立性が高 く 、 住民同士で助 け合いが早期復興 に つ な がっ た 、 と

し て コ ミ ュ ニ テ イ の重要性 を 指摘。 復興住宅 も 大規模な 高層住宅 を 建設 し た 阪神地区 と 異

な り 、 小規模 な 木造 コ ミ ュ ニ テ イ ハ ウ ス ( 町営住宅) を 建設 し た 点 を 「 ま ち づ く り と 復興

住宅が う ま く 一体 と な っ て整備 さ れて い る J と 評価 し た 。 公共交通がな い 地域での コ ミ ュ

ニ テ イ パス の 運行 に行政が支援す る こ と や シ ニ ア フ リ ー マ ー ケ ッ ト を 定期 的 に 開催す る こ

と を 提案 し た 。 雇用対策 と し て企業が新 た な 農業経営 に参入 し やす く し た 自 然産業特 区 な

ど、 構造改革特 匿 を 積極的 に活用 す る こ と も 必要 と し た 。

同 会議 は 2004年 4 月 か ら 月 1 屈 の ベ ー ス で復興 を テ ー マ に し た フ ォ ー ラ ム を 開催す る O

(注 5 ) 

〔国際的災害救援考 え る シ ン ポ 神戸で開催〕

世界各地 の 防災担当者や NGO な どが、 国 際 的 な 災害援助 の あ り 方 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ

ム 「災害救援 と 阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓IJ (外務省 な ど主催) が2003年 1 1 月 15 日 、 神 戸 市

中 央 区 の JICA ( 国 際協力機構) 兵庫国 際 セ ン タ ー で 聞 か れ た 。

同 シ ン ポ ジ ウ ム は 、 災害時 に 世界各 国 か ら 派遣 さ れ る 救助 隊 の 活動 の 円 滑化 を 図 ろ う と 、

臼 本 な ど ア ジ ア 各留 が参加 し て 開 い た 国際捜索救助諮問 グ ル ー プの会合 最終 日 に 、 幅広 く

意見交換 し よ う と い う 趣 旨 で 開催 さ れ た 。

は じ め に 河 出 恵、昭 ・ 人 と 防災未来セ ン タ ー 長が講演。 倒 壊 し た 家屋 の 下敷 き に な っ た被

災者の救助活動 に つ い て 「石造 り の 家が多い 欧米 で は 72持 間 以 内 の救出 が 目 標 と さ れ る が、

木造が中心 の 日 本で、 は 15分が課界」 と し 、 「救助 隊員 は 派遣先の住居の特徴 な ど を 事前 に

勉強 し て お く べ き だ」 と 強調 し た 。 続い て行 わ れ た パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 青砥謙

一 ・ 兵庫県 防災監が 「阪神 ・ 淡路大震災時 は 、 救助 を 受 け 入 れ る 態勢が整 っ て い な か っ た 。

今後は 、 被災地 に 隣接す る 自 治体が援助隊 の 窓 口 と な る な とミの改善が課題」 と 話 し 、 西川

智 ・ ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 所長 も 「関連 な どで 国際的 な 救助 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り も 進 ん で い

る O 被災地で本当 に必要 と さ れ る 支援が行 わ れ る 環境整備が急務」 と 指摘 し た 。 (注 6 ) 

〔防災力向上へ連携 を 地方紙1 0社な ど合同 シ ン ポ〕

阪神 ・ 淡路大震災の経験か ら 防 災 の あ り 方 を 考 え る 「北東 ア ジ ア 交流 プ ロ ジ ェ ク ト 兵庫

シ ン ポ ジ ウ ム 」 が2004年 2 月 9 日 、 神戸市 中 央 区 の JICA 兵藤 国 際 セ ン タ ー で 関かれ、 「次
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な る 災害へー教訓 の 共有」 を テ ー マ に講演やパ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン な どが行 わ れ た 。 日

本海 に 面す る 地方紙10社 と 関係11府県、 商工会議所連合会でつ く る 「北東 ア ジ ア 交流海道

2 ， 000キロ実行委員 会」 の 主催。 自 然災害が多発す る 北東 ア ジ ア 地域の 防災力 向 上 に 向 け、

震災10年の 記憶 と 教訓 を ど う 伝 え る か な ど を 探 っ た 。

基調講演 で は 、 河合隼雄 ・ 文化庁長官が訪災教育 の役割 に つ い て 「 自 分で 判 断 し て行動

す る 人材 を 育 て る こ と 」 と 指摘。 一方で、 震災当 時 に住民向士 の 支 え 合 い が 自 然 に 生 ま れ

た こ と に触 れ、 「 日 ご ろ の安定 し た 人 間 関係や信頼感 こ そ 、 災害へ の 備 え に な る 」 と し 、 「 自

己判断」 と 「連携」 の両面 を 重視 し た教育 を 進め る よ う 強調 し た 。

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 「粘 り 強 く 震災 を 語 る べ き だJ 1"マ ン ガや 映画 な ど伝 え 方

に 工夫 も 必要J な どの意見が出 さ れた 。 2 年前 に全国で初 め て兵庫県立舞子高校 に 設置 さ

れ た 「環境防災科」 の教諭 に よ る 実践報告 な ど も あ っ た 。 (注 7 ) 

〔震災技術展 「減災」 テ ー マ に )

坂神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 内外 に 伝 え て い く 事業 の 一環 と し て 、 震災対策 に 関す

る 技術、 製 品 、 サ ー ビ ス な ど を 紹介す る 「震災対策技術展2004J (神戸 国際観光 コ ン ペ ン シ ョ

ン 協 会 な ど主催) が2004年 1 月 29 日 、 30 日 の両 日 、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸国際展

示場で 開 か れ た 。 最新の 防災機器の展示 や 、 住宅の1耐震化 な ど 「減災」 を テ ー マ に シ ン ポ

ジ ウ ム や セ ミ ナ ー な どが催 さ れた 。 同 展 は 震災対策 に焦点 を 当 て た 世界で唯一の一大 イ ベ

ン ト で、 2 月 5 呂 、 6 日 に は横浜会場 で も 開催 さ れ た 。 国 、 地方 自 治体や企業の 防災担当

者 な ど約 1 万1 ， 000人の 来場者があ っ た 。

神戸会場で は 、 29 日 、 7 テ ー マ で セ ミ ナ ー や シ ン ポ ジ ウ ム が開かれ、 神戸大学都市安全

研究セ ン タ ー は 「諜旧 ・ 復興か ら 減災 ・ 防備へ」 と 題 し た講演 と パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

を 行 っ た 。 南海地震 な ど広域災害対策 に つ い て 、 情報シ ス テ ム の窃か ら 有木康雄 ・ 同 セ ン

タ ー 教授 は 「切 れ な い シ ス テ ム を 確保す る こ と が大切J と 指摘。 従来の 中継地経由 で は な

く 、 個 人の 携帯電話 を ア ン テ ナ に 、 網 目 状 に 通信網が広 が る 「 メ ッ シ ュ 型 ネ ッ ト ワ ー ク 」

構築の必要性 を 訴 え た。

ま た 、 耐震化の 課題で は 大谷恭弘 ・ 同 大学工学部助教授が 「震災か ら 時 間 が経ち 、 住民

は 耐震化 よ り 居住性 を 重視す る よ う に な っ た」 と 、 集合住宅での 合意形成 の 難 し さ を 分析。

「阪神 ・ 淡路大震災 と は異 な る 地震波 も 予想 さ れる O ダ ン パ ー を 活用 し た耐震補強の方法

の検討 も 必 要 だ、J と 指摘 し た 。

奥村弘 ・ 同 大学助教授 は 「震災前 は F関西 に は 地震 は な い」 と さ れて い た 。 歴史認識 を

教育 で変 え て い か ね ば」 と 強調。 石橋克彦 ・ 同 セ ン タ ー教授 は 「技術 を 駆寵 し て も 広域災

害 は克服で き な い。 自 然 と の つ き あ い 方 を 考 え 直すべ き だ」 と 語 っ た 。 こ の ほ か、 1999年

の 台湾集集大地震後の住宅再建 に つ い て 、 台湾政府関係者が報告 し た 。

ま た 、 展示会場で は 、 近畿経済産業局職員 や 関 西 の 中小企業の研究者で、 つ く る 「夢創造
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の 会」 が、 水素 と 酸素で発電す る 燃料電池 を 出 品 。 騒音や排ガス を 出 さ な い特徴 を 生 か し 、

携帯型電源 と し て救助活動や照明用 な ど に 使 わ れ、 西宮市消防局 が レ ス キ ュ ー 車 に 搭載 し

て い る と い う O 同 会の メ ン バ ー は 「 緊急医療の現場でぜひ利用 し て ほ し い 」 と 話 し て い た 。

神戸市西区 の神戸産業資材 は 、 1 -か ら 5 は ま で伸 び縮みす る ハ シ ゴを 出 品 。 他 に も 緩

ま な い ネ ジ や精密機械、 電化製品 の 下 に 敷 く だ け で固定で き る 特殊な マ ッ ト な どが紹介 さ

れ た 。 (注 8 ) 

〔国際防災 オ ー プン フ ォ ー ラ ム 「大災害の教訓に学ぶJ J

ア ジ ア 各 屈 に お け る 過去 の 災害の教訓 を 踏 ま え 、 行政、 メ デ ィ ア 、 教 育 、 NGO、 企業、

コ ミ ュ ニ テ ィ の幅広 い防災活動への 参加 と 協力 な ど、 総合的 な 関災の あ り 方の ロ ー ド マ ッ

プ を 作 ろ う と 、 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 、 国連人道問題調整事務所 (OCHA) 神 戸 、 兵庫県が

主催 し て 、 2003年12月 2 日 か ら 4 日 ま で、 神 戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル で 「 国 際 防 災 オ ー プ ン

フ ォ ー ラ ム 大災害の教訓 に 学ぶ み ん な で参加す る 災害への備 え-J が 開 か れ た 。

海外21 カ 国 か ら の60人 を 含 む 160人が参加、 「 国 の 政策や 開発計画 に 災害 リ ス ク 管理 を 組

み込む こ と J 1"国連機 関 の 連携J 1"防災の成功事例 の 共有J 1"災害予 防文化 の 創 造」 の 重 要

性な ど を 確認 し た 。

基調講演 で 西 川 智 ・ ア ジ ア 妨災セ ン タ …所長は 「 た っ た 一度の災害が、 時 と し て 国 の 1

年分の GDP を も 奪 っ て し ま う O 防災 は 回 の 持続可能 な 開発 に と っ て 不 可 欠 で、 あ る O 日 本

は伊勢湾台風 を 教訓 に ダム 、 堤 防 な とマの ハ ー ド整備 と あ わせ、 関係機関 の 連携、 メ デ ィ ア

に よ る 早期警報、 学校教育 な ど を 通 じ た普及啓発、 市民の 参画 な ど、 総合的 な 防災政策 を

行 っ て き た こ と に よ り 、 台風の被害 を 最小 限 に 抑 え る こ と に 成功 し た」 と し て 、 途上国 も

総合的 な 防災政策 を 進 め て い く こ と の必要牲 を 説い た 。

林春男 ・ 京都大学防災研究所教授 は 「板神 ・ 淡路大震災か ら の教訓 は 2 つ あ り 、 第 1 に

建築基準 を 満 た し た 建築物 は 生 き 残 っ た こ と 。 第 2 に構造的 な 対 応 に は 限界があ り 、 そ れ

を 補 う Preparedness (準備、 心構 え ) も 必要 で あ り 、 こ れ ら 二つ を 合 わ せ て 初 め て 効果

的 な 「減災」 が可能 と な る O さ ら に復興 を 物理的 な 復 旧 に と どめ ず、 将 来 の 持続可能 な 開

発の絶好の機会 と と ら え 、 包括的 な 復興計画 の も と 、 復旧 ・ 復興 を 社会 ・ 経済発展 の た め

の ツ ー ル と し て活用 し 、 進 め て い く べ き だ」 と し た 。

ト ム ・ ブ レ ナ ン 国連 開発計爾 ア ジ ア 地域ア ドバ イ ザー は 「途上国 に お い て は 、 依然 と し

て災害後の対官、 に重点が置 か れて お り 、 泥縄的 な 事後対策 に よ り 、 社会の脆弱性 は 一 向 に

減少 し な い 。 予報 ・ 警報な ど に基づ く 組織化 さ れた 対応、 災害予 防分野の 強化、 コ ミ ュ ニ

テ イ の 強化 な ど、 総合的 な 防災 を 国 の 政策 に叡 り 組 ん でい く こ と に よ り 、 国 の 持続可 能 な

発展 に よ り 成果が上がる 」 こ と を 強調 し た 。

各 国 の事例発表で は 、 中 国洪水 ・ 干 ばつ研究所 の ワ ン ・ ホ ン タ オ 氏 は ほ ， 600人 の 死者

を 出 し た 1998年の揚子江洪水 を 契機 に 、 中 国 で は災害後の対正、か ら 災害訴の 備 え へ と 抜本
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的 な 災害政策の転換 を 行 っ た 。 防災への投資 に よ る 被害抑止力 向 上 は 、 単 に 洪水の抑止や

人 々 に安全を も た ら す だ け で な く 、 地域経済 ・ 社会開発の活性化、 地域住 民 の 収入増加、

自 然環境 と の 共生 な ど社会経済全体 を 向 上 さ せ る J と 事例 を も と に紹介。

イ ン ド 国 立 防災研究所前所長の ア ニ ル ・ シ ン ハ 氏 は 、 9 ， 500人の死者 を 出 し た 1999年の

オ 1) ッ サ サ イ ク ロ ン 、 1 万4 ， 000人の 死者 を 出 し た 2000年の グ ジ ャ ラ ー ト 地震 を 契機 に 、

イ ン ド で は 妨災体制 の刷新 を 図 っ た こ と 、 早期警報や信頼で き る 情報 に 基づ き 、 イ ン ド の

進 め て い る 防災の 4 つ の新 し い文化で あ る 「予 防J r迅速 な対応J r戦略的 な 情報 ネ ッ ト ワ ー

ク J r被害抑止の 向上」 な どの取 り 組み を 紹介 し た 。

ま た、 ベ ト ナ ム 赤十字社 の グ エ ン ・ ハ ン ・ ハ氏 は 、 台風 に よ る 高潮対策 と し て取 り 組 ん

で い る 地域住民、 学校、 メ デ ィ ア を 巻 き 込ん だマ ン グ ロ ー ブの楠裁事業 に つ い て報告。 地

域の 防災意識向上 と と も に 、 災害に脆弱で貧国 な コ ミ ュ ニ テ イ に 、 事業 に よ る 収入 も も た

ら し て い る こ と 、 事業 を 通 し た NGO の役割や市民参画の あ り 方 に つ い て紹 介 し た。 (注 9 ) 

3 . 調査 ・ 研究
〔 山崎断層帯南東部は地震発生確率高い 政府調査委員会〕

政府の地震調査委員 会は2003年12月 10 日 、 兵庫県西部 を 中心 に 岡 山県 に ま た がる 山崎断

層 帯 で 、 今後30年以 内 に マ グ ニ チ ュ ー ド (M) 7 . 3程度 の 地震が発生す る 確率 を 、 南東部

で最大 5 % と す る 長期評価 を 発表 し た 。 国 内 の 主要活断層 の 中 で も 発生確率が 「高 い」 グ

ル ー プ に 属 す る O さ ら に 東南部 と 北西部で は 、 同 時 に 活動 し てM 8 程度の 地震が起 き る 可

能性があ り 、 今後30年 間 の 発生確率 を 最大0 . 8% と し て い る O

山 崎断層 帯 は 、 北西部 = 岡 山 県勝 田 町か ら 姫路 市 、 約51キロO東南 部 ニ 神IIJ奇郡福崎町か ら

三木市、 約30キロO草谷断層 ニ 三木市か ら 加吉川 市、 約13キロく〉那岐山断層 帝 岡 山県鏡野町

か ら 同県奈義町、 約32キロ で帯成 さ れ る O

向調査委員会 は 、 主部 と な る 北西部 と 南東部で最後の地震発生時期が異 な る た め 、 別 々

の評価 を し た。 そ れ に よ る と 、 今後30年 間 の発生確率 は 、 山崎断層 帯主 部 の北西部でM7 . 7

程度が最大0 . 8% 、 南東部 でM7. 3程度が最大 5 % 、 草谷断層 は M6 . 7程 度 が ほ ぼ 0 % 、 那

岐山 断層 帯 はM7 . 3程度が最大0. 1 % と な っ た。

そ れぞれの平均 活動 間 隔 と 最後の 地震活動時期 は 、 北西部が1 ， 800-2 ， 300年 間 隔 で868

年 の播!諮 問地震、 南東部が3 ， 000年程度 間 隔 で約3 ， 600年前 6 世紀、 草谷断層 が5 ， 000年

程度間 隔 で 5 世紀 12世紀、 那 岐 山 断層 帯が 3 万 4 万年 間痛 で最後の活動 を 不明 と し た 。

平均活動 間 隔 に つ い て は 、 信頼性の高 い デー タ がな い こ と か ら 、 さ ら に調査が必要 と し て

い る O

上位 4 分の 1 に あ た る 最大値 3 % 以 上 を 、 発生確率が 「高 い 」 、 次の 4 分の l に あ た る

最大値0 . 1 % 以上 3 % 未満 を 「 や や 高 い」 に位置づけ て お り 、 南東部が 「高い 」 、 北西部 と

那 岐 山 断層 帯が 「やや高しミ」 と な っ た 。 (注10)
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〔有鶏高槻断層帯 地震 「切迫性置い」 兵膳県調査委員会〕

兵庫県 と 大阪府 に ま た が る 有馬高槻断層帝 に つ い て 、 こ れ ま で不 明確 だ っ た 西側 の 断層

が動 い た 定近 の地震が、 東側 と 同様、 1596年の慶長伏見地震 で あ る 可能性の 高 い こ と が2003

年 8 月 28 日 ま で に 、 兵庫県地域活断層 調査委員 会 (委員 長 ・ 岡 田篤正京都大学教授) の研

究で分か つ た 。 r可 断層 帯の 活動 間 隔 は 1 ， 000-2 ， 000年 と み ら れて お り 、 向 田教授 は 「地震

発生の切迫性は低 く な っ た」 と し て い る O

有馬一高槻 は 近畿有数の 活断層 帯で、 全長約55 キ ロ O 兵庫県 の被害予測 で は 、 マ グ ニ

チ ュ ー ド (M) 7 . 7の想定で県内死者が最悪約 1 万2 ， 000人 に 達す る と し て い る O

国 の 地震調査委員 会 は 2001年、 宝塚市以東 (約33キロ) を 主 と し た 調査の結果、 最新活動

は慶長伏見地震 (M7. 5前後) で 、 過去3 ， 000年 間 の活動 回 数 は 3 回 と 発表。 同市以西 は 「資

キヰが少 な く 判 断で き な し り と し て い た 。

こ う し た こ と を 受 け 、 兵庫県 は2002年度、 断層 闘 を掘削す る ト レ ン チ調査 を 西宮市 山 口

町船坂の六 甲 断層 で実施。 室 町時代以 降 と み ら れ る 石積 み の暗 き ょ を 発見 し た ほ か 、 地層

の ずれが300-700年 前 に発生 し た こ と が判 明 し た 。

ま た 、 50手ン以 k の 地層 の食い遣いが一帯 に 及 ん で、お り 、 分析 を 受 け も っ た 周 回教授 ら は 、

慶長伏見地震で断層 帯全体が動 い た と ほ ぼ断定 し た 。

さ ら に 、 淡路島 の東浦断層 や先 IÜ 断層 、 四 国北部 を 走 る 中 央構造線で、 同 時期 に 地震が

あ っ た こ と を 裏付 け る 地層 の ずれがあ る こ と に着 目 O 「慶長伏見地震 と 連動 し て動 い た 可

能性 も あ る 」 と 指摘 し て い る O

岡 田教授 ら は 、 今後、 六 甲 断層 の過去の活動時期 を検討す る ほ か、 慶長伏見地震で連動

し た と 考 え ら れ る 六 叩南側 の 断層 の調査 を 進め る o (注11)

〔活簡層評価 自 治体 7 割が属知せず 共開通信社調査)

政府の地震調査委員 会が進め て い る 全 国 の 活断層 評価で、 地震発生 の 際 に 震度 6 強以上

の強い揺れが広 範 囲 で予測 さ れた 自 治体の う ち 、 約 7 割が住民 に こ れ ら の結果 を周知 し て

い な い な ど、対策が進 ん で い な い実態が共 同通信社の調査で2004年 l 月 10 日 、 明 ら か に な っ

た 。 理 由 と し て 、 多 く が財政難 を 挙げ、 中 に は 「不安 を あ お り た く な い」 と の理由で周知

し な い 方針 を 示 し た 自 治体 も あ っ た 。

対象 は 、 30年以 内 の 地震発生確率が14 % と 評価 さ れ た 糸 魚 川 静岡構造線断層 帯 中 部 (長

野県) な ど、 確率が高い グ ル ー プ に 属 す る 5 つ の 断層 帯周辺の 自 治体の う ち 、 震度 6 強以

上の揺れが広 い 範 囲 で想定 さ れ る と 評価 さ れ た40 自 治体。

2003年1 1 月 ま で に 、 揺れの程度 を 示す強震動評価の結果が公表 さ れて お り 、 避難施設の

耐震イと な どの取 り 組み を 開 い た。 強震動評価 の結果 を 、 広報誌や説明会で住民 に周知 し て

い る の は 、 約 3 割 の 13 自 治体に と ど ま っ た 。 残 り の27 自 治体 は 「 こ れか ら 検討」 と 回答す

る な ど、 取 り 組み の遅れが 目 立 っ た 。 た だ、 間 知 の 有無 は そ れぞれ の 断層 帯 ご と に ば ら つ
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き があ っ た 。 避難場所 に 指定 さ れて い る 公民館や学校 な どの耐震化が完了 し た の は 1 割弱

の 3 自 治体。 「老桁化 し た建物 か ら 進 め て い る 」 な どが27 あ っ た が、 手 を 付 け て お ら ず耐

震診断の計画す ら な い と こ ろ や 、 防災担 当 者が実態 を 把握 し て い な い と 問答 し た 自 治体が

10あ っ た 。

信 人住宅の耐震化 に つ い て 、 診断な ど に補助金 を 出 し て い る 自 治体 は l 割。 住民 に 耐震

化の必要性の 周知 を 図 っ て い る と こ ろ は約 2 割 だ っ た 。

対策が進 ま な い理由 と し て 「役場の入手不足J (長野県小谷村) な どの ほ か、 「確率の数

字が小 さ く 切迫性 を 感 じ な いJ 1"""何 を す れ ばい い の か分か ら な い」 な と守の意見や 「水害対

策 の 方が切実で、 地震 ま で手が回 ら な いJ (熊本県豊野町) な どの意見 も あ っ た。 (注12)

〔曝民意識調査 今後1 0年で大地震 「起こ る J 4 割超 え る 〕

兵庫県が毎年実施 し て い る 県民意識調査で、

'10年以内 に 大地震が起 こ る 」 と 考 え て い る 人

が回答者の 4 割 を 超 え 、 調 査 を 始 め た 1 998年度

以 降 最 高 と な っ た こ と が2004年 3 月 24 日 、 分

か っ た 。 県 は 「今世紀前半 の発生が懸念 さ れ る

東南海 ・ 南 海地震への不安が影響 し て い る の で

は」 と 分析 し て い る O

調査は2003年秋、 5 ， 000人 を 対象 に 郵送方式で

行 っ た 。 回 収 率 は 639も 。 「 あ な た の住 む 地域 で

か」 と の 笠 間 で は 「起 こ る と 思 う J (8 . 9% )  ，起

こ る 可 能性 は 高 い と 思 う J (31 . 8 % ) が合 わ せ

て40 . 7 % 。 こ れ ま で最 も 高か っ た 2001年度調査

の36 . 8% を 大幅 に 上回 っ た 。

地域別 に 見 る と 、 「起 こ る と 思 う 」 は 、 淡路

(56 . 0% ) 、 中 播磨 (53 . 7% ) が 高 く 、 西播磨

. 9 % ) が そ れ に 続 く 。 方、 丹波 (33 . 3 % )

や 阪 神 南 (34 . 7% ) 、 阪 神 北 (35 . 3 % ) な ど は

低か っ た 。 (注目)

〔洪水のハザー ド マ ッ プ 住民の 7 割 「知 ら な い」 損保協会調査〕

洪水発生時 に想定 さ れ る 浸水や避難情報 を 地

図で示 し た 「洪水ハザー ド マ ッ プ」 を 作成 、 公

表 し た全岡山市 区 の住民 を 対象 に 、 社団法人 ・

日 本損害保険協会がマ ッ プの認知度 を ア ン ケ ー

ト 調査 し た結泉、 調査対象の住民の69 . 4 % が「知

ら な い」 と 答 え た こ と が分か っ た 。

実 際 に マ ッ プ を 持 っ て い る 人 は わ ずが3 . 7 %

だ っ た 。 問協会は 「調査結果 を 国や 全 国 の 自 治

体 に 示 し 、 周 知 や 普及 の あ り 方 を 考 え て も ら う

よ う {動 き か け た し り と し て い る 。

議査は、 ハ ザ ー ド マ ッ プ を 作成 し た 全関 21 7

市 区 町村の う ち 、 岩手県か ら 大阪府 ま で10市区

を 対 象 に行 っ た 。 「 い つ か水筈 に あ う か も し れ

な いJ ' い つ 水害 に あ っ て も お か し く な し り と 、

危険性 を 感 じ て い る 住民 は 半数 を 超 え 、 多 く の

人が 「大雨時の迅速、 適切 な 情 報提供や避難誘

や 「河川整備な と守の治水事業の 推進」 を 行

政 に 求め て い る 。 マ ッ プの周知方法 に つ い て は

「 イ ン タ ー ネ ッ ト で も 公表 し た 方 が よ いJ '子

ど も で も 分か り やす い も の に し て ほ し し V と い

う 意見 も あ っ た。

調査対象の 市 区 は次の通 り O 盛 岡 市、 福 島 県

郡 山 市、 水戸市、 埼玉県志木市、 岡県富士見市、 ;
東京都 中野区、 岐阜県多治見市、 名古屋市西 区 ・ | 
河 市 中 川 区 、 大阪府寝屋川市、 同府枚方市 (注14)
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〔大規模災害対応 5 割が 「整櫨必要」 内閣府調査〕

地漫 な ど大規模災害への対応で、 半数以上の 率 は 70 . 4 % 。 消 防 ・ 救急がこ れ ま で どん な こ と

国民が消 防 ・ 救急体制 の 強化 を 求め て い る こ と で、役 に 立 っ て き た か と の質 問 で は 「地震 な どの

が2003年 8 月 2 0 、 内閣府が発表 し た 「消防 ・ 大規模 な 災害への対応」 は39 . 5 % に と ど ま っ た。

紋急 に 関 す る 世論調査」 で 明 ら か に な っ た 。 ま 一方で、 今後、 体制毅備が必 要 な 業務 を 尋 ね た

た 、 高 齢化 社会 の 進展 に 伴 っ て 救急車 を 呼ぶ と こ ろ 、 「地震 な ど の 大規模 な 災害への対 応」

ケ ー ス が増 え る 中 、 9 割以上が救急隊の整備 を が53 . 4 % に 上 っ た 。 「 テ ロ 災害 な ど、 新 し い 分

求 め て い る こ と が分か っ た。 野への対応」 を 求め る 人 も 30 . 6 % 。 救急需要増

部資は 内 閣府が初 め て 実施 し た も の で 、 2003 加 に合わせた救急隊殺備 の た め 、 一層 の財政措

年 5 月 か ら 6 月 に か け 、 全 国 の 20歳以上の 男 女 置が必要か ど う か と の 質問 に は 「 ど ち ら か と 言

3 . 000人 を 対 象 に 面接方式で、行 っ た 。 有 効 回 答 え ば」 を 含め た賛成が91 . 3% を 占 め た 。 (注目)

〔世住外国人 避難場所 を 半数知 ら ず 神戸市調査〕

神 戸 市 内 に 住 む外 国 人 の う ち 、 半数近 く が災害時 の 避 難場所 に つ い て 知 ら な い こ と が

2004年 2 月 、 市が実施 し た 「外国 人市民 生活 ・ 意識実態調査J の結果か ら 分か つ た 。

ア ン ケ ー ト は 「神戸市外国人市民会議」 が企画。 福祉や教育問題な ど過去最大規模の60

項 目 に わ た っ て尋 ね 、 41 カ 国 の計331人が答 え た 。

こ の う ち 「地震や 台風 な どの災害の と き 、 住 ま い の地域の避難場所 を 知 っ て い る かJ と

の 問 い に 、 「知 っ て い る J と 答 え た の は50 . 8% に と ど ま り 、 「知 ら な い」 と し た の は47 . 7%

だ っ た 。 「知 ら な い」 と 答 え た 人の う ち 、 そ の理 由 を 尋ね た と こ ろ 、 「避難場所の表示や避

難場所への経路 の 表示が少 な い か ら 」 と し た の が49 . 4 % 、 「地域で の 防災訓練 に 参加 し て

い な い か ら J が51 . 9% 、 「避難場所 に つ い て の多言語の広報が少 な い か ら J が38 . 0 % 、 「地

域の人 と の つ き あ い がな い (少 な い ) か ら 」 が37 . 3 % だ、 っ た 。

〔震災体験 を 後世 に 知識、 経験を 活用 、 体系化 富士常葉大教授 ら 〕

阪神 ・ 淡路大震災の後興作業 に か か わ っ た神戸市職員 約3 ， 500 人 の 「震災パ ン ク J を 活

用 し 、 一人 ひ と り の知識や経験 を 体系化 し て 今後 の 災害 に役立て よ う と す る 研究 を 、 富士

常葉大学の 重川 希志依教授 (環境防災学) ら の グ ル ー プが進め て い る O 重 ハ i 教授 は

者で な い と 分か ら な い具体的 な 震災体験 を 後世 に 残 し た い」 と 話 し て お り 、 2003年 7 月 31

5 に神戸市で行 わ れた 「大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト 」 の発表会で 、 こ れ ま で の

研究成果 を 報告 し た 。

同 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 巨大地震が懸念 さ れ る な か、 被害軽減 を 目 的 に 丈部科学者が進 め て

い る O 重] 1 1教授の グ ル ー プ は 、 2002- 2006年度の 5 年計画で、 聞 き 取 り な どで異文化 を 記

録す る と き に 使 う 「エ ス ノ グ ラ フ イ ー (民族誌) J の手法で、 市職員 の 震災体験 を 「震災

エ ス ノ グ ラ ブ イ ー 」 に ま と め る 。
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2002年度 は 、 震災発生直後の救助 活動 に重点 を 置 い て調査。 当 時の救急、 ・ 消 防部隊 を 指

揮 し た 消 防職員 約 10人か ら ヒ ア リ ン グ し た。 救助 や 消 防 な どの初動対応 に つ い て 、 後方支

援の手薄 さ や過労、 心的ス ト レ ス な どの 問題が聞 かれ、 行故機関 に は 限界 が あ る こ と や 、

被害軽減 に は住民が持つ 訪災力 動 員 が鍵 を 握 っ て い る こ と が分か つ た 。 重 J 1 1 教授 は 「数的

な 報告書 だ け で は 地震 の 理解 は不十分。 震 災 を 追体験す る こ と が大切 で、 そ れ に つ な がる

研究J と 話 し て い る o (注16)

〔神戸大が震災研究拠点 を被災地の長田 に開設〕

阪神 ・ 淡路大震災で大 き な 被害 を 受 け 、 神戸市 の復興再 開発事業が進 む 同市長 田 区 の

JR 新 長 田 駅南 地 区 に 2003年 12月 l 目 、 被災地の復興 と 再 開発の現状 を 記録 す る 神 戸 大学

の研究拠点 「神戸 フ ィ ー ル ド ス タ ジ オ J が開設 さ れた 。 同 大学が文部科学省 か ら 認定 さ れ

た う1世紀 COE (卓越 し た 拠点) プ ロ グ ラ ム 」 の 一環で、 大学院 自 然科学研究科が中心

と な り 、 2003年度か ら 5 年計画で研究 を 進め る O

同拠点 で は 、 プ ロ グ ラ ム の 一つ 「安全 と 共生 の た め の都 市空 間 デザ イ ン 戦略」 の研究 を

進 め る O 教授 ら 18人 と COE 研究員 4 人、 大学院博士課程 の リ サ ー チ ア シ ス タ ン ト 10人が

中 心 と な っ て 再 開 発事業の 進行状況 を 記録 し 、 周 辺の被害者への ア ン ケ ー ト 調査実施 も 検

討す る O

ま た 、 震災の記録 と 教訓 を 残そ う と 遺族 の 思 い や体験の 開 き 取 り 調査 を 統 け て い る 塩崎

賢明 向科教授 (都市計画) や 室崎益輝都市安全研究セ ン タ ー 教授 (都市防災) ら の グル ー

プ 「震災犠牲者聞 き 語 り 調査会J の 活動拠点 に も す る O 公開 シ ン ポ ジ ウ ム や 講演 会 を 聞 き 、

地域住民 と の交流 を 凶 る O

ス タ ジ オ は 当初 、 同 区久保町 6 の マ ン シ ョ ン 1 に 設置 し た が、 2004年 3 月 4 日 、 同 じ

久保町 に あ る 再開発 ピ ル 「 ア ス タ く に づか 4 番館」 内 に 開設、 地域住民 ら を 招 い てパ ネ ル

デ イ ス カ ッ シ ョ ン な ど を 行 っ た 。 (注17)

〔神戸大の震災1 0年事業 市民団体 と 連携強化〕

神戸大学 は2004年 1 月 13 日 、 大学全体で取 り 組む 阪神 ・ 淡路大震災10年事業の概要 を 発

表 し た 。 市民団体 と の連携 に 力 を 入れ、 シ ン ポ ジ ウ ム や 国 際 フ ォ ー ラ ム の 開催 な ど を 通 し

て 安全 ・ 安心 な 社 会 の あ り 方 を 考 え る O 同 大 は 「 単 な る イ ベ ン ト に 終 わ ら せず、 震災の教

訓 を 研究 と 社会貢献に 生 か し た し り と し て い る O

会学部の代表者 ら で震災10周 年事業委員 会 (委員 長 ・ 北村新三副学長、 21人) を 設 け 、

内 容 を 検討。 窓霊、 学術、 国 際連携、 同大の10年 間 の 震災研究の集成、 学民連携一ーの 5

項 目 で事業 を 展 開 す る O

学民連携 で は 、 被災地の約20の市民匝体でつ く る 市民社会推進機構 (神戸市) と 協力 し 、

研究者 と 市民が常 に 交流で き る 場 を 設 け る O 神戸市長 田 区 に あ る 同大の研究拠点施設 「神
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フ ィ ー ル ド ス タ ジ オ 」 で市民向 け フ ォ ー ラ ム を 月 l 回 の ベ ー ス で 開 く ほ か、 「災害救援

活動の発展 の た め に」 な ど 8 つ の テ ー マ で連携研究 会 を 開催。 市民団体に よ る 「連携市民

大学 (仮称) J の創設 も 支援す る O

学術事業で は 、 2004年1 1 、 12月 に シ ン ポ ジ ウ ム と 国際 フ ォ ー ラ ム を 連続開催。 社会 ・ 人

文科学、 工学 ・ 理学、 医学 ・ 保健の各分野 で こ の 1 0年 間 に 重 ね ら れた研究 の成 果 を 発表 し 、

今後の課題 を 探 る O こ の ほ か、 震災丈産 の 充実、 震災関連の写真、 映像の 展示 、 当 時 の被

災学生 に よ る 講演 会 な ど を 予定 し て い る o (注1 8)

〔関西学院大学が人文科学系で初の災響研究機関創設へ〕

関 西学院大学 (平松一夫学長) は震災10年 に あ た る 2005年 1 月 に 災害復興制度研究所 (仮

称) を 学 内 に 創設す る こ と を 決め た 。 防災 を テ ー マ に し た研究機 関 は 少 な く な い が、 災害

か ら の立 ち 直 り を 政策 ・ 制度面か ら 体系 的 に調査 ・ 研究す る 機関 は全国初 と い い 、 研究所

の母体 と な る 「災害復興制度研究 プ ロ ジ ェ ク ト j の発足会 を 、 2004年 1 月 9 日 、 西宮市上 ヶ

原 1 の 関西学院会館 で 開 い た 。

阪神 ・ 淡路大震災で学生15人 と 教職員 8 人が犠牲 と な っ た 関西学院大 は 、 そ の後、 情報

発信 ・ 研究 の あ り 方 の 論議 を 重 ね 、 理工系 の災害研究機関 と し て は独立行政法人 ・ 防災科

学技術研究所 (茨城県つ く ば市) や 京都大学防災研究所 (京都府宇 治 市) 、 東京大学地震

研究所 (東京都文京 区 ) な どがあ る こ と か ら 、 人文科学系 に特化 し た機関 を 設立す る こ と

に し た 。

計画で は 、 学内外の研究員 ら が共 同 し て 災害全般の復興の あ り 方 を研究。 被災者の生活

再建 と 被災地の経済復興 に 向 け た 施策 を は じ め 、 長期 間 の 避難所設置 も 想定 し た 法整備や 、

避難 ・ 復興過程で の コ ミ ュ ニ テ イ づ く り な ど に つ い て 法学 や 経済学、 社会学の 側 面 か ら

迫 っ て い く 。 (注19)

4 . 記鎌活動 ・ 出版等
〔子 ど も の駒災意識向上に NPO が体験型教本 を刊行〕

板神 ・ 淡路大震災後 に 西宮市で誕生 し 、 神戸 に 移転 し た特定非営利活動法人 (NPO 法人)

「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク J が、 子 ど も の 防災意識 を 高 め よ う と 続け て き

た 体験型防災学胃 「 わ が ま ち 再発見 ワ ー ク シ ョ ッ プ」 を 、 テ キ ス ト と し て ま と め刊行 し た 。

「 わ が ま ち 再発見 ワ ー ク シ ョ ッ プ」 の 取 り 組み は 、 1997年か ら 、 問 ネ ッ ト ワ ー ク が西宮

市 内 な どの小学生 を 対象 に 実施。 2002年 は :東京都内 の小学校で も 授業 に採 り 入れ ら れた 。

子 ど も た ち がワ ー ク シ ー ト を 持 っ て ま ち へ出 て 、 消火栓や 防火水槽、 交番 な どの 防災拠点

を チ ェ ッ ク O 消 防士や警察官の話 を 聞 き 、 昼食時 に は非常食づ く り に挑戦。 自 宅周辺の公

園 や 池 、 建物 の特徴 な ど に つ い て各 自 の “発見" を マ ッ プ に 記入す る な ど、 自 然 と 防災拠

点が分か る 仕組み に な っ て い る O

828 第十家 @ 防災



ワ ー ク シ ョ ッ プの 流 れや チ ェ ッ ク ポ イ ン ト 設定の コ ツ の ほ か、 参加者 の声 や ス タ ッ フ か

ら の ア ド バ イ ス 、 子 ど も が作成 し た マ ッ プ例 な ど も 掲載 し て い る o U主20)

〔災害支援の知車袋 県職員1 55人の体験を冊子に〕

兵庫県 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で救護活動 を 担当 し た 職員 の具体的 な ノ ウ ハ ウ や教訓 を 集

め た 「災害広域支援活動 ヒ ン ト 集」 を作成 し た 。 震災か ら 8 年がた ち 職員 の退職や異動が

あ る な か、 現場での知恵の散逸 を 紡 ぐ た め作成 し た も の で 、 防災全面課 な ど に常備 し 、 国

内外で大規模災害が起 き た際 に積極的 に情報を提供 し 、 す ぐ役立つ 「知恵袋」 と し て 活用

す る O

震災当 時 に係長 ク ラ ス 以上 だ、 っ た 職員 ら 計267人 に 、 復興施策 に 奔走 し て い る な かで気

づ い た こ と を 自 由 に 書い て も ら っ た 。 う ち 155人がA 4 判 用 紙 に 最大11頁分 も の メ モ を 寄

せ た O

具体的 に は 、 被災者の受 け 入 れ先 を 行政が仲介 し た 際 に は 、 r lf'母子世帯 を 受け入れ る 」

と 申 し 出 た 人が、 実 は 結婚相 手 を 期待 し た よ う だ っ た J r避難先で被災 者 の 老人が死亡 し

て 親族 と の 連絡先が分か ら ず困 っ た 。 あ ら か じ め 親族 を 聞 い て お く べ き だ っ たJ な どの ト

ラ ブル を 紹介。 ま た 、 下水道の マ ン ホ ー ル を 開 け て 板 を 敷 き 、 仮設 ト イ レ と し て利用 し た

市民がい た 。 囲 い が必要 だが、 ト イ レ対策 に 有効J r生活用 水 を 運搬 し プー ル に貯蔵す る

の に 、 生 コ ン 車 は ポ ン プが必要で不便。 散水車 に す べ し」 な ど役 に立つ清報 も O

県 は 、 こ れ ら の事例 を 、 災害対策本部、 人材確保、 避難対策、 物資対策 な ど、 計23の 項

目 に 分類 し て 286頁 の 冊子 に す る と 同 時 に 、 パ ソ コ ン に も 入力 。 災害があ っ た他 の 自 治体

あ て に 、 項 目 別 に電子メ ー ルで送信す る こ と も で き る o (校21)

〔患者搬送な ど問題提起 消 防勝員 の 自 で 神戸市消防局が改訂版出版〕

当 直勤務 中 に震災 を 経験 し た神戸市消防局職 や 、 災害時の 人 仁透析患者の搬送 な ど第一線で

員 が当 時の記憶 を つ づ っ た 「消防隊員 が見 た 阪 の経験 を 踏 ま え 、 医療機関 と 消 防 と の連携 や 、

神 ・ 淡路大震災」 の改訂版が出 版 さ れ た 。 災害 に 備 え た コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り な ど、 取 り

|司市防災安全公社 に よ る 震災関連図書の発行 組むべ き 課題 に つ い て触 れて い る 。 震災時の 写

事業の 一環。 現 中 央消防署管理係長の吉本和弘 真 な ど36点 も 掲載。

さ んが2002年12月 に 自 費 出版 し た本 に 一部手 を 吉本 さ ん は 「 あ の よ う な状況で、 何が必要 な

入 れ た 。 吉本 さ ん は兵庫消 防署 の 当 直責任者 と の か を も う ゆ度考 え る き っ か け に な れば」 と 話

し て勤務中 に被災。 そ の夜後か ら 消火や救急活 し て い る o B 5 変形判 137員。 海外向 け に和 英

動 に あ た っ た 。 同書で は 、 救助者 リ ス ト の作成 雨丈で表記 さ れて い る 。 (注22)
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〔震災の教訓 を伝 え る CD-ROM 神戸市職員有志や神戸市教委が次 々鰐作〕

神戸市職員有志 に よ る CD 委員 会 は 、 2003年 4 月 24 日 、 震災か ら 8 年 を 経て 、 震災の教

訓 と 経験 だ け で な く 、 復 興 の 歩 み も 伝 え る 資料 と し て 内外 に 発信 し よ う と 、 CD-ROM

rWE for YOU-一復興 8 年 神 戸 は 今一J を 制作 し た 。

震災時の初動体制や ボ ラ ン テ ィ ア の 受け入れ、 仮設 ・ 復興住宅の整備 、 防災機能の 充実

な ど を 40種類 の デー タ と 、 震災当 日 の 映像や定点撮影、 災害応急対策、 防 災訓練、 復興の

歩 み な ど、 動雷 も 採 り 入れ た 。 今後、 他都市 な どか ら の講演依頼 を 「神戸 か ら の発信」 の

機会 と し 、 防災 ・ 危機管理研修講演用 資料 と し て 活用 す る と と も に 、 内 部 の研修用 資料 と

し て も 活用 す る O

主 な 内容 は 、 震災時の初動体制、 ボ ラ ン テ イ ア の受 け入れ、 仮設 ・ 復興住宅 の 整備 、 危

機管理体制 、 神戸 の再生、 協働 と 参画 な ど神戸市政の取 り 組み な ど。 動 画 は 、 神戸市職員

が撮影 し た 燃 え さ か る 長 田 の ま ち ゃ定点撮影 に よ る 復興の歩み な どの ほ か 、 南海地震津波

の シ ミ ュ レ … シ ョ ン 映像 も 盛 り 込 ま れて い る 。

ま た 、 神戸市教育委員 会 は2003年 8 月 25 日 、 震災の教訓| か ら 学 ん だ、大規模災害の発生時

な ど に お け る 学校運営 に つ い て の体験 ・ 教訓 を 、 他都市の教育委員 会や教育 関係者 に 伝 え

る CD-ROM r危機 を 管理す る 学校へ一学校防災 ・ 危機管理研修用 資料」 を 制作 し た 。 大

規模災害の 発生時 に 学校が ど う 備 え 、 行動すべ き か を 考 え る た め の 資料 と す る O そ の た め 、

毎興過程 の 写真や動画 の ほ か、 子 ど も の安在確認、 校園舎な どの安全確認 ・ 毎 回 、 授業再

開への取 り 組み な ど、 学校関係者が どの よ う に 行動 し た か を 、 Q&A . 資料編 な ど を 盛 り

込ん で制作 し た 。

今後 は 、 地都市の教育委員 会や地域、 学校の 要望 に応 じ て 、 震災時 に 学校運営や避難所

運営 に 携 わ っ た 指導主事や OB 職員 な どか ら な る 2 - 3 人 の チ ー ム を 派遣 し 、 CD-ROM

を 活用 し て 学校での避難所運営や学校再開 の ノ ウ ハ ウ を 伝 え る 事業 を 始め る o (注23)

〔 ト ル コ と 被災地交流活動の報告書 神戸市職員 ら が刊行〕

1999年 8 月 の大地震で被害 を 受 け た ト ル コ 北西部の 人 々 と 交流 を 続け て い る 神戸市職員

ら が、 2002年 8 月 に現地 を 訪 れ た 際 の 活動 を ま と め た 「 ト ル コ 共和 国調査報告書 II (1999 

マ ル マ ラ 地震復興状況) J ( A  4 判 、 80頁) を 2003年 5 月 に刊行 し た 。

「神戸市 ・ ト ル コ 調査団」 の メ ン バー は 、 岩崎靖 ・ 神戸市環境局東灘事業所長や古 川 厚

夫 ・ 区政振興課区政係長 ら 7 人。 2002年 8 月 15 日 か ら 9 日 持 、 イ ス タ ン ブー ル、 ブルサ な

ど北西部の 各都市 を め ぐ っ た 。

こ の う ち 5 人 は 阪神 ・ 淡路大震災の 教訓 を 伝 え る た め 、 北西部地震直後 に も 国経協力事

業 屈 (JICA) の 国 際 緊急援助 チ ー ム の 一 員 と し て 現地入 り し 、 2 度 目 と な っ た今 回 は 、

復興状況 を 規察 し 、 今後の 支援 ・ 交流 の あ り 方 を 探 る の が 呂 的 で 、 ワ ー ル ド カ ッ プ記念公

式サ ッ カ ー ボー ル を 「 日 本 ト ル コ 仮設住宅村J ( ア ダパザル市) の子 ど も た ち に 手渡す と
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と も に 、 市職員 の カ ン パ を 訪問各地 に届 け た 。

報告書 に よ る と 、 い ま な お 約4 ， 000人 の被災者が暮 ら す北西部の ア ダパザル市 の 「 日 本

ト ル コ 仮設住宅村」 で は 、 神戸市内 な どか ら 送 ら れた 仮設住宅が寵 わ れて い る O 各戸 に は

神戸 の児童 ら が描 い た励 ま し の絵 も 張 ら れて い る O ト ル コ の 各都市で は危機管理セ ン タ ー

が整備 さ れ、 日 ご ろ か ら の 防災対策や情報の共有化、 防災教育 に 力 を 入 れ て お り 、 特 に学

校 な どの公共施設が避難所 と し て 整備 さ れ る な ど、 神戸の教訓が生か さ れて い た 。 (注24)

5 . そ の他
〔地震の前兆現象 を収集す る セ ン タ ー 設讃 を 関西サ イ エ ン ス ・ フ ォ ー ラ ム〕
関西 6 府県 と 大学、 経済界でつ く る 関西サ イ エ ン ス フ ォ ー ラ ム (秋山喜久 会長) は2003

年 3 月 19 日 、 「宏観異常現象」 と 呼ばれ る 地震の前兆 を 収集 ・ 分析す る 「地震宏観情報 セ

ン タ ーJ (仮称) の 設置 を 呼びか け る 提言 を ま と め た 。 地震の短期予知 に つ な げる 組織で、

自 治体や経済団体な ど に 開設支援 を働 き か け る O

熊谷信昭 ・ 大阪大学名誉教授 を 部会長 と す る 問 フ ォ ー ラ ム 専 門 部会が提言 し た 。 構想 に

よ る と 、 市民が動物の 異常行動 や 地震雲 な どの観測情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト で 同 セ ン タ ー に

通報。 情報は動物学や気象学、 水産学 な どの専門家が、 他 の デー タ と 付 き 合わせ る な ど し

て 分析、 地震予知 に役立 て る O 特定非営利活動法人 (NPO) と し て 設立 ・ 運営。 提言 は 関

西の 自 治体に予算面での積極的 な 支援 を 求 め た 。

国 内 で は 宏観異常現象の所究が十分進 ん で い な い た め 、 フ ォ ー ラ ム は 1996 年 に 専 門部会

を 設置。 前兆情報の活用 に つ い て検討 し て き た 。 副部会長の住友則彦 ・ 神 戸 学説大学教授

は 「情報は フ ィ ー ドパ ッ ク し 、 市民が見 る こ と が出 き る よ う に し た い」 と し て い る o (注25)

〔明石市 人エ浜陥没事故で最終報告書〕

明石市の大蔵海岸で2001年末 に 起 き た 人工浜陥没事故の原 因 究 明 と 再発 防止 を め ざ し 、

同市が設置 し た事故調査チ ー ム が2004年 3 月 1 1 日 、 最終報告書 を 公表 し た 。 組織 と し て の

危機意識の欠如が重大事故 を 招 い た点 を 率直 に認 め 、 事故 を 教訓l に 安全 な ま ち づ く り に取

り 組む決意 を 示 し て い る O 北 口 寛人市長 は こ の 日 、 遺族 に 改 め て謝罪。 外部か ら 防災安全

担 当 理事 を 招 く こ と も 明 ら か に し た 。

市が2003年12月 に発表 し た 中 間 報告 は 、 事故の状況や事実関係 を 時系列で説明 し た に と

ど ま り 、 「市 に 管理上の責任があ る J と 主張 し て い た 遺族 ら に不満が残 っ て い た。

最終報告書で は 「事故の 反省 と 教訓J r事故の再発防止J r利用 者 の 安全J r安全対策へ

の 意見 ・ 提言」 の 項 目 が新 た に 加 わ っ た 。 「再発防止」 で は 、 海岸の安全管理策 と し て 、

す で に 始 ま っ て い る 突堤や護岸 な どの改良工事 と と も に、 海岸パ ト ロ ー ル の 充 実 や 国 と の

連携強化 な ど を あ げて い る O

さ ら に 、 庁 内 に 防災安全組織 を 設 け 、 市が関係す る イ ベ ン ト は す べ て 、 安全管理の 面 か
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ら チ ェ ッ ク す る と と も に 、 職員 の安全意識の 向上 を 関 る こ と な とふで、再発防止 に取 り 組 む 姿

勢 を 示 し た 。 京都大学防災研究所巨大災害研究 セ ン タ ー 長の 河 田 憲 昭教授の提言や、 市 内

外か ら 寄せ ら れ た安全対策へ の 意見 も 盛 り 込 ん で い る o (注26)

〔東海地震の保険支払額 1 兆7880情円 と 想定〕

日 本損害保険協会は2004年 1 月 16 日 、 静 岡 や

東京、 三重 な ど広 範 囲 で被害が予想、 さ れ る 東海

地震での保険支払想定額 を 発表 し た 。 被害が最

悪 の 場合、 家 屋 な どへ の損害 は 計68万2 ， 000件

と な り 、 保険金支払総額は 国 の負 担 も 含め l 兆

7 ， 880億 円 に 達す る と 試算 し た。 損保協会が東

海地震の被害想 定 を 公表す る の は初 め て 。

試算 は 、 被害が最 も 大 き く な る 冬 の 夕 方 に 静

問県中部 を 震源 と す る マ グニ チ ュ ー ド 8 規模の

し 、 l 都 9 県で被害が出 た と

倒 壊 に よ る 全損や一部損の ほ か、 地震が原 因 と

な っ た 火災、 津波 に よ る 損害 な ど、 地震保険が i 

対象 と す る 家屋 ・ 家財の被害は 、 最 も 大 き い静

岡県で21万9 ， 000件で 、 保険支払額 は 1 兆490億

円。 契約件数が最多 の東京の被 害 は 6 万3 ， 000件、

保険支払額1 ， 180億 円 と 見積 も っ た 。

地震保険は民間損保会社 と 国が保険金 を 負 担

す る 仕組み。 今 回 の 試算 で は 民 間 負 担 は 6 ， 1 1 7

億 円 と 、 1995年の阪神 ・ 淡路大震災 (766億円 )

〔北海道南西沖地震 か ら 1 0年 奥尻島で追悼式〕

死者 ・ 行方不 明 230人 を 出 し た 北 海 道南 西 沖

地震 ( 1993年 7 月 12 日 ) か ら 10年 を 迎 え た奥尻

島 (奥尻町) で 、 2003年 7 月 12 El 、 関係者約400

人が参加 し て 町主催の追悼式が行 わ れ た 。

地震 は 1 993年 7 月 12 日 午後10時17分 に発生 し 、

マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 8 を 記録。 大津波が襲 い 、 火

災 も 発生、 被害は 道南西部 と 青森県

高 さ lOt;，レ前後の津波が奥尻 島 に 押

〈参考 - 引用文献〉

の 最 も 大 き か っ た 島南端の奥尻町青苗地 区 は 、

津波な どで504世帯の う ち 、 342世帯が全半壊 し 、

地震後 の 火災 を 含め る と ほ と ん どす べ て の 住宅

が被害 を 受 け た 。

港 に は津波に負 け な い 「人工‘地盤」 がつ く ら

れ る な ど、 復興 に は約800億円 が投 じ ら れた 。 (注

(注 1 ) 国連防災世界会議地元推進協力委員会資料、 2003年1 1 月 8 日 神戸新聞、 2004年 2 月 10 El 読売新開
(注 2 ) 2004if. 2 月 11 汀 朝 口 新聞
(注 3 ) 人 と 紡災未来セ ン タ 一平成15年度年次報告書
(注 4 ) 復旧 ・ 復興 ・ 飛湖l . 17 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年記念事業J (財) 阪神 - 淡路大震災記念協会刊、

2004年 1 月 1 7 日 、 1 11 27 日 神戸新聞
(注 5 ) 20041ド 2 月 21 日 毎 日 新潟
(注 6 ) 2003if.11月 16 日 読売新聞
(注 7 ) 2004:tF 2 月 10 日 神戸新聞
(注 8 ) 復旧 ・ 復興 ・ 飛刻l . 17 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年記念事業」 、 2004年 1 月 30 日 神戸新開
(注 9 ) 復旧 - 復興 ・ 淡湖1 . 17 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年記念事業」
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(注10) 2003年12月 1 1 日 神戸新聞
(注11 ) 2003年 8 月 29 El 神戸新聞
(注12) 200#[' 1 月 1 H ] 神戸新聞
(注13) 兵庫県資料 「王子成15年度第 9 回県民窓識調査」 、 2004年 3 月 25 日 神戸新潟
(注14) 2003年 6 月 28 0 日 本経済新聞
(注15) 2003年 8 月 3 日 読売新開
(注16) 2003年 8 月 1 日 毎 日 新潟
(ì主 17) 2003年12月 1 B 、 2004年 3 月 5 臼 神戸新開
(注18) 2004年 1 月 14 B 神戸新聞
(注19) 2003年11 月 23 日 読売新問、 1 1 月 25 日 朝 口新聞、 20例年 1 月 ] 0 日 神戸新開
(注20) 2003年12月 ] 6 日 神戸新関
(ìì21 ) 2003年 5 ßl 9 日 毎 日 新潟
(注22) 2004年 1 月 16 日 神戸新開
(冷23) 神戸市発表資料 、 「平成15年こ う べこ の一年」
(ì主24) ト ル コ 共和国調査報告脊 II J 、 2003年 5 月 24 臼 朝 日 新聞
(ì主25) 2004年 3 月 19 日 神戸新聞
(ì主26) 2004年 3 月 12 日 朝 日 新聞
(注27) 2004年 1 月 17 日 神戸新聞
(注28) 2003年 7 月 11 日 朝 日 新聞、 7 月 12 日 毎 日 新潟
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第三部
震災研究等の 状祝



第一章
復興 9 年 目 の総話事



神戸 証」

1 .  
十11 1戸 市復興計両 (1995年 6 月 策定) が2004年度 (平成16年度) に 最終年度 を 迎 え る に あ

た り 、 震災 5 年 目 ま での復興過程 を 振 り 返 っ た前 回 の 「復興の総括 ・ 検証」 を 前提 と し て 、

次の 3 点 を 目 的 と し て 、 「神戸 の今」 を 総括 ・ 検証す る 。

( 1 ) 復興状況の把握や残 さ れた 課題 を 整埠 し 、 復興の総仕上 げに 反映す る 。

(2 ) 震災 を 契機 に 生 ま れた新た な 取 り 組みや仕組み を 、 こ れか ら の神 戸 づ く り へ継承 ・

発展 さ せ る O

( 3) 震災 と 復興過程で得 た経験や教訓 を 、 将来の災害 に生かせ る よ う 、 被災地の責務 と

し て次世代 に 継承す る と と も に 、 広 く 戸| 内 外 に 情報発信す る O

2 . 基本}j針
( 1 )  協働 と 参 画 に よ る 総括 ・ 検証 ( ワ ー ク シ ョ ッ プ、 1 万人 ア ン ケ ー ト 、 イ ン タ ビ、 ユ ー

等の実施)

( 2 ) 1"神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会J (1998年 6 月 設置) が主体 と な っ た 総括 ・ 検証

( 3) 懇話会 の も と に 「専 門部会J 1"作業部会 ( ワ ー キ ン グチ ー ム ) J を 設置

(専門部会の役割)
. f会誌」 の主主本方針 や視 l 。懇話会での基本}j針等を受け、 具体的

進め方当事州知、 二今 | な検託項 日 や 市民参画手法等を検討
と 今後の方向 についての市長 1 0 市民参両で得 ら れた意見や統計デー タ

3 . 実施方針

| 等に よ る復興状況の分析 ; 

( 1 )  1"神戸 の 今」 を 総括 ・ 検証の対象 と す る 。

凶 作業部会 ご と に分野別検証 を 行 う と と も に 、 そ の結果 を 踏 ま え て 、 作業部会の枠 を

越 え た全体的 ・ 分野横断的検証 を 専 門部 会 を 中 心 に 実路
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(図 1 ) 検証の作業 フ ロ ートー y ブ
(分野男IJ)

4 . ス ケ ジ ュ ー ル
(表 1 ) ス ケ ジ ュ ル

復興状況の分析
(2)ワ ー ク シ ョ ッ プに よ

る 意見交換、 イ ン タ
ビ ュ ー 、 ア ン ケ ー ト

(3) と り ま と め
(中間報告に!認する市

. .書 調 劇 醐 幽 盤 酒 岡 爾 開 園 監 陸 留 軍 調

国 際 限 園 匪 盤 陸 覇

第 2 ス テ y プ ! (全体的 ・ 分野横断的

① 1 万人ア ンケー ト

cv経済関連のデー ヲ

市民 ・ 学識経験者等の意見
・ 全市ワ ウ シ ョ ッ ブ
- 政策提言会議 な ど

随 日寺 開 催

劉 隈 隈

鑑 盤 固 沼 周 闘 箇 盤 固 闘 翻 闘

1 � 3 月
1/13 
市
長
J\、
の
提
日
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( 1 )  2003年 (平成15年) 4 月 22 日 の 第 1 民懇話会で 「復興の総括 ・ 検証」 の進め 方 を 決

め た 。

( 2 )  専 門部会 ・ 作業部会で市民参画の 中 で の 意見 を 踏 ま え て 、 中 間報告 (業) を 作成 し 、

懇話会で の検討 を経て 、 2003年 (平成15年) 10月 8 日 に 中 間報告 を 市 長 に提出 し た 。

( 3) 中 間報告 に つ い て 、 手紙、 FAX、 E メ ー ル等で、2003年 (平成15:9三) 1 0 月 16 日 か ら 11

月 17 日 に か け て 、 あ ら た め て市民意見の聴取 ( い わ ゆ る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト ) を 行 っ

た 。 そ の 結果 を 踏 ま え て 最終報告 (案) を ま と め 、 懇話会での検討 を 経て 、 最終的 に

確定 し 、 2004年 (平成16年) 1 月 13 日 に 市長 に 対 し提言 を 行 っ た 。

( 長 2 ) 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会委員 (50 高殿、 敬称略) (2004年 1 月 13 日 現在)

家 次 恒 シ ス メ ツ ク ス株式会社代表取締役社長
伊 賀 E長 神戸大学名誉教授
今 井 鎮 雄 神戸 YMCA 顧問
岩 田 弘 三 株式会社ロ ッ ク ・ フ ィ ール ド代表取締役社長

。※j中 村 デ'Ï" 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授
づ、 合 修 倍 生活協同組合 コ ー プこ う べ組合長理事

。※加 藤 恵 正 神戸高科大学商経学部教長
座長 莞 天 義 久 神戸大学名誉教授

O キラン . s . セテ f 株式会社ジ、ュ ピ タ ー イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル コ ー ポ レー シ ョ ン専務取締役
O 久 手IJ 計 株式会社マ イ ス タ ー大学常代表取締役
O ※小 浦 久 子 大阪大学大学院助教授
O 坂 本 津潔代 NPO 法人 「ニュ ーいぶき 」 型事長
O 杉 山 知 子 美術家、 C . A . P 代表
。※立 木 茂 雄 同志社大学文学部教授

田 中 イβいと 神戸大学名誉教授
。 永 吉 一 郎 株式会社神戸デジ タ ル ラ ボ代表取締役

新 野 さ宗次郎 神戸大学名誉教授
。※林 泰 男 京都大学防災研究所教段

藤 原 礼 子 NPO 法人 「輝かわいけJ 理事長
。※松 原 ー 郎 間関大学社会学部教授

室 i崎 益 輝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授
盛 間 通 大阪大学大学院教綬

。※安 田 沼: 作 神戸大学工学部教授
吉 岡 正 勝 特別養護老人ホー ム協同の兆六甲 ア イ ラ ン ド苑長
古 川 和 広 京都大学t名誉教授
米 山 俊 i自: 大手前大学学長

(}主) と記の ほか、 浮烏智 子 (劇団 「夢」 サー カ ス 総合プ ロ デュ ーサー ) 委員 について2003年 7 月 1 B 
ま で、 故山本登 (大阪市立大学名誉教授) 委員 について は2003年1 1月 2 1 1'1 ま で、 委員 に就任 さ れ
ていた。

。印は専門部会部会長、 0印は専門部会委員、 ※ 1::1 1は作業部会委員を示す。
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神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会か ら の提言
(平成1 5年度 「復興の総括 ・ 検証J )

2004年 (平成16年) 1 月 13 日

神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会

座 長 嘉天義久

本懇話会は 1998年 (平成10年) 6 月 に設置 さ れ て 以来、 復興の 緊急課題 と 長期的構造課

題 に つ い て 議論 し て き ま し た が、 震災10年 目 を 迎 え る に あ た り 、 こ の た び 「復興の総括 ・

検証J に つ い て意見 を ま と め ま し た の で 、 復興の総仕上 げ と こ れか ら の神 戸づ く り を 進め

る 上で の 参考 と さ れ ま す よ う 提言 い た し ま す 。

園懇話会の意見

1 . 今回の 「復興の総括 ・ 検証」 の位置づ け

( 1 )  今 回 の 「復興の総括 ・ 検証」 は 、 市民の協働 と 参画 に よ る 総括 ・ 検証 を 基本 と し 、

ワ ー ク シ ョ ッ プや 1 万人 ア ン ケ ー ト 、 関係者への イ ン タ ビ ュ ー を 実施 し 、 中 間報告 を

作成 し た 。 中 間報告 に 対 し て は 、 市民意見の聴取 ( い わ ゆ る パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト ) を

行 い 、 そ の 意見 を 反映す る な ど、 震 災 5 年 自 の総括 ・ 検証以上 に市民の協働 と 参画 の

プ ロ セ ス を 充実 し て き た 。

(2 ) 復興の節 目 と し て の震災10年 自 を 目 前 に控 え 、 今 回 の 「複興の総括 ・ 検証」 で、 は 、 震

災 と 復興過程の教訓 を 踏 ま え な が ら 、 こ れか ら の神戸づ く り に 生か し て い く と い う 視

点で と り ま と め を 行 っ た 。

( 3) 今回 の 総括 ・ 検証 は 、 震災直後か ら 5 年 目 ま で の復興過程 を 振 り 返 っ た 前 回 の 「復

興の総括 ・ 検証」 と 相互補完 関 係 に あ る O 将来の災害 に 生 か し て い く た め に は 、 こ の

2 つ を 一体的 な も の と し て位置づけ、 発信 し て い く 必要があ る O

2 .  r神戸の今J と 震災 と の関 わ り

( 1 ) 今 回 の 「復興の 総括 ・ 検証」 で は 、 「神戸 の 今」 を 総括 ・ 検証の 対象 と し 、 震災 と

の 関 わ り が どの程度あ る の か を み て き た が、 少子高齢化の急速 な 進展 な ど震災以降 の

全 国 的 な社会経済情勢の 変化や長期 に わ た る 不況の影響、 産業構造の 転換 な ど神戸田

存の構造的問題が複雑 に 折 り 重 な る 中 で、 「神戸 の 今」 と 震災 と の 関 わ り が薄 れ て き

て い る こ と がわ か っ た 。

(2)  ま た、 総括 ・ 検証の 中 で は、 市民の意見や提案が、 復興関連の 問題 を 超 え て、 多 岐

に わ た っ て 出 さ れた と こ ろ で あ り 、 市民の 関心が様々 な 分野 に広が り を も っ て き た こ

と が実感 さ れた 。
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3 闘 「神戸の今」 の課顕

( 1 )  震災か ら 10年 目 を 迎 え る 中 で 、 震災の直接的 な 影響 は相対的 に低下 し て き て い る が、

今な お震災の影響が残 っ て い る 市民や事業者 に対 し て は 、 今後のー紋施策体系 の 中 で

し っ か り 支 え て い く こ と が必要で、 あ る O

( 2 ) 一方、 情勢変化が著 し い 「神戸 の 今」 を 冷静 に 見据 え 、 震災以外の影響への 対応 を

凶 る と と も に 、 新住民の増加や ニ ュ ー タ ウ ン の オ ー ル ド タ ウ ン 化 な ど も 踏 ま え た 、 新

し い現状認識の も と での施策展 開 が よ り 重要 に な っ て き て い る O

(3 ) 復興過程 の 中 で、 神 戸 の各地域で市民や事業者 の 自 発的 な 活動が生 ま れて き て い る

こ と は 評価 に値す る O こ れ ら の新 し い取 り 組 み を 神戸市民共有の財産 と し て生か し伸

ば し て い く こ と が、 神戸の こ れか ら に と っ て 重要で、 あ る 。

輔懇話会 か ら の提言

I 総論 と し て の提言

上 震災 と 復興過程 か ら の教訓

( 1 )  震災 は 、 神戸 に 甚大 な 被害 を 与 え る 品方、 人 々 の価値観や生 き 方、 行動 に大 き な 影

響 を 与 え た。 震災か ら 10年 を 目 前 に 控 え た今 呂 、 市民一人ひ と り や全業や震災 と 震災

後の 自 ら の 生 き 様 ・ 行動 に つ い て そ の意義 を 聞 い 寵 し て み る の に よ い 時期 で あ る O

( 2 ) こ の た め 、 今 回 の 「復興の総括 ・ 検証J で は 、 あ ら た め て震災直後 と 復興過程 の 2

つ の段階で教訓l を 以下 の と お り 整理 し た 。

(震災の教訓I - r防災」 に 「減災」 の 思想、 を 一 )

①震災で 自 然の厳 し さ を あ ら た め て知 っ た 。 自 然災害 は い つ か必ず起 こ る O

②地域 コ ミ ュ ニ テ イ が命 ( い の ち ) を 守 る O ま ず は 、 身近 な と こ ろ か ら 始め る 。

③ 日 頃か ら や っ て い な い こ と は で き な い。 日 頃か ら ま ち づ く り 活動 を 進め る O

(復興過程の教訓 「 白 壁」 と 「連帯」 か ら ) 

①時間 の経過の 中 で 、 「復興」 が意味す る も の は 変わ る O

② 「復興」 は 分野 を 相 互 に 関連 さ せ な が ら 柔軟 に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。

③ 自 律 し た個 々 の取 り 組みが、 ま ち を つ く る O

④ 日 頃か ら の協働 と 参画が、 ま ち づ く り を 進化 さ せ る O

⑤ 「復興」 と は 、 新 し い シ ス テ ム に 挑戦 し て い く こ と であ る O

2 葡 教訓l を 生 か し た施策検討の接点

( 1 )  震災 と 復興過程の教訓 は 、 「 自 律 と 連帯J の 考 え 方 に 集約 さ れ る O

(2 ) r 自 律 と 連帯」 は 、 前 回 の 「復興の総括 ・ 検証」 で も 指摘 し た教訓 で あ る が、 そ の

後、 さ ら に そ の取 り 組み が具体化 し 、 そ の成果が芽生 え つ つ あ る O

(3 ) 復興の残 さ れた 課題 や 新 し い課題 の解決 を 図 る に あ た っ て は 、 「 自 律 と 連帯」 の 重
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要性 を 根底 に据 え 、 新 し い市民 ・ 事業者 ・ 行政の か た ち を 見据 え て 、 施策 を検討 し て

い く こ と が重要 で あ る O

E 分野別 の提言

仁 市民生活分野

( 1 ) 市 内 で 芽生 え て い る 「 あ い さ つ運動」 の市内各地での展開 を 図 る と と も に 、 地域活

動 に つ い て活動 の度合い に応 じ た 支援 を 行 う こ と O

( 2 ) 市民の健康づ く り に つ い て は 、 情報や機会の提供 に加 え 、 NPO 等 と の 連携や ス ポ ー

ツ 産業振興 も 含め た “健康 を 楽 し む" と い う 視点で対応す る こ と O

( 3) 定年 を 迎 え る 団塊の世代 のパ ワ ー や知恵、 を 地域社会づ く り に 活用 す る と と も に 、 地

域 に お け る 世代 間交流 を 促進す る こ と O

(4 ) 復興過程で芽生 え た 地域見守 り を 超高齢社会の先駆的対応事例 と し て 、 住民相 互 に

よ る 恒久的 な 地域見守 り 体制 を 構築 し 、 地域で安心 し て暮 ら せる ま ち づ く り を 図 る こ と O

(5 )  障害者の社会参画の た め 、 事業者等 と 連携 し な が ら 、 就労支援 の 充実 を 図 る こ と O

( 6 )  地域 と 学校の連携や子 ど も の社会参爾の促進 な ど、 神戸の未来 を 担 う 子 ど も がい き

い き と 育 ち 、 育 て ら れ る ま ち を め ざす こ と O

( 7 ) 震災で生 ま れた外国人市民間士や 日 本人市民 と の交流 を 生か し て 、 情報窓 口 の 一元

化や長期 的視点、 に 立 っ た 言葉 の 障壌の解消 に 努 め る こ と O

(8) 復興過程 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 、 NPO ・ NGO が果た し た役割の大 き さ に 鑑 み 、 活

動基盤確立 の た め の方策 を 講 じ る と と も に 、 中 間支援 NPO ・ NGO へ の 支援、 新 し い

協働手法の検討 を 行 う こ と O

2 . 都市活動分野

( 1 ) 市民生活 を 支 え る 雇用 確保 を 第一 に 、 雇 用 の創 出 策 を 一層 進め る こ と O ま た 、 金融

支援等 セ ー フ テ イ ネ ッ ト 対策 は 、 景気動向 を 踏 ま え 適切 に対応す る こ と O

( 2 ) 復興特定事業 な ど援興施策 と し て 進め て き た施策 に つ い て は 、 震災か ら 10年 日 を 機

に 、 一般施策への転換 を 図 る こ と O 特 に 、 起業や成長産業育成 の た め の復興施策 に つ

い て は 一定の成果が生 ま れて お り 、 効果的 な :再-構築 を 図 る こ と 。

( 3) 医療産 業 の 基盤整備、 関 連企業の集積が図 ら れつ つ あ る こ と を 生 か し 、 よ り 広が り

の あ る 健康 ・ 福祉産業への拡充 を 図 る こ と O

(4)  医療産業都市構想、や ロ ボ ッ ト テ ク ノ ロ ジ ー構想、 な どの プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て は 、 中

小企業の 自 立化 を 促進す る 観点 を 重視 し て 、 さ ら な る 展 開 を 困 る こ と O

(5 ) 小売商業や農漁業 な ど地域社会 と 連携 の 深 い 産業 に つ い て は 、 や る 気の あ る 人や 地

域の支援 に重点 を 置 き 、 裾野 を 引 き 上 げる よ う 施策 を 展 開 す る こ と O

(6 )  震災以 鋒 に 芽 生 え た コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス (地域事業) の広 が り を 生 か し て 、 よ り
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自 立 し た社会起業家が輩出 さ れる 環境 を 整 え る こ と 。

(7 ) 神戸港の利用促進 を 図 り な が ら も 、 現状 を 冷静 に 見据 え 、 人の賑わ い の観点 か ら

構築す る こ と O ま た 、 神戸空港 の 開港 を 間 近 に 控 え 、 活用 策 を 幅広 く 推進 し 、 海 ・ 空 ・

陸 ・ 情報の新時代 の み な と を 築 く こ と O

(8) 復興過程 に 大 き な 役割 を 果 し た 文化 ・ 芸術 を さ ら に伸 ば し て い く た め 、 神戸 ら し さ

を 見 つ め 直 し な が ら 、 ア ー ト を 生か し た都市再生や芸術 の 受 け手- の 育 成 に 息長 く 取 り

キill.む こ と O

( 9) 21世紀の大交流時代 に 欠 かせ な い都市づ く り の テ ー マ と し て 、 集 客観光 を位置づけ、

民間 を 含め た 全市的取 り 組み と し て推進す る こ と 。 推進 に あ た っ て は 、 既存観光資源

の再構築や タ ー ゲ ッ ト の絞込み な ど ソ フ ト i戦略 を 構築す る こ と O

3 置 す ま い ・ ま ち づ く り 分野

( 1 ) 震災復興市能地整備事業 に と っ て 、 震災後10年A は ひ と つ の 節 目 で あ り 、 事業 と し て

一定の 日 処 を つ け る こ と O ま た 、 継続す る 地区 に お い て は 、 地域の実情等 に 沿 っ た 柔

軟な対花、 を 行 い 、 整備 を推進す る こ と O

(2 ) 復興 ま ち づ く り の成果 を 生か し 、 協働の ま ち づ く り を さ ら に 進め る 観点か ら 、 課題

認識の段階か ら 地域 と と も に 検討す る 取 り 組み や 、 地域でつ く り あ げた も の を み ん な

で管理 し て い く 取 り 組み を 推進す る こ と 。

( 3) だ れ も が暮 ら し やす い ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン の ま ち づ く り を ハ ー ド ・ ソ フ ト 一体 と

な っ た取 り 組み に よ り 進め て い く こ と 。

安全な す ま い ・ ま ち づ く り の基本 と な る 住宅の甜震化 に つ い て 、 一 歩 踏み込 ん だ取

り 組み を 行 っ て い く こ と 。

( 5 ) 地域の愛着 を 深 め 、 ま ち の活気や 活力 を 生み 出 す た め 、 歴 史 や 身近 な 自 然 な ど、 地

域の個性 を 活 か し た ま ち の魅力 づ く り を 展 開 し て い く こ と 。 特 に 、 都心 に つ い て は 、

神戸の魅力 ・ 活力 を 先導す る 地域 と し て 活性化 を 図 る こ と O

(6 )  残 さ れ た密集市街地 に つ い て 、 地域住民 と の協議 に よ る 、 地域資源、 地域特性や地

形 に 応 じ た 地域 に ふ さ わ し い取 り 組み を 行 っ て い く こ と O

(7 )  環境 に 関す る 意識の共有 を 図 り 、 幅広 い 主体の環境負荷軽減 を 促進 す る こ と O ま た 、

都市の賑わ い づ く り と と も に 、 環境 に と っ て も 重要 な公共交通の利用促進 を 市民 と の

協働で 闘 っ て い く こ と O

(8)  市民主体の総合 的 な 地域 ( コ ン パ ク ト タ ウ ン ) づ く り の取 り 組み を 踏 ま え 、 地域の

様々 な 課題 を 総合的 に解決 し て い く 仕組みづ く り を 進 め て い く こ と O

4 . 安全都市分野

( 1 )  事故 ・ 事件 ・ 災害な ど、 あ ら ゆ る 危機 に対応す る た め 、 事前対策 と 初動対応 を 連携
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さ せ な が ら 、 市民 ・ 事業者 ・ 市 の 協働 に よ り 取 り 組んで い く こ と O

(2 ) 市民の 防災意識が低下 し な い よ う 、 継続的 に 取 り 組 ん で い く こ と O 特 に 、 震災 を 体

験 し て い な い市民の 防災意識 を 高 め る 取 り 組み を 進め る こ と O

( 3) 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ の結成が進 ん だ こ と を 受 け 、 こ れか ら は そ の 活動が地域 に根

づ き 、 よ り 活発 に な る よ う 、 宜 的 な 充実 に 取 り 組ん で い く こ と 。

(4) 災害 に 関す る 情報 を 蓄積 し 、 市民がわ か り や す い形で表現 し 各種媒体 を 用 い な が ら

公開 ・ 発信す る と と も に 、 将来 に わ た り 生かせ る よ う 継承 し て い く こ と O

( 5 ) 継続的 に安全都市基盤整備 を推進す る こ と 。 ま た 、 被害抑止策 と 軽減策 と の組み合

わせ、 ソ フ ト 面の取 り 組み と の組み合わ せ を 考慮 し な が ら 、 今後 も 総合 的 ・ 効果 的 に

進 め て い く こ と O

( 6) 公共建築物 、 と り わ け学校 に つ い て は優先性 を 考慮 し な が ら 、 引 き 続 き 耐震性の 向

上 に努め る こ と O

( 7) 地形等神戸 の 自 然条件か ら く る 大水害への備 え に心がけ る と と も に 、 都市型豪雨等、

自 然災害の発生形態の変化 に 応 じ た対策の充実 を 図 る こ と O

( 8) 今世紀 前半 に発生す る 可 能性が高 い南海 ・ 東南海地震 に 対 し て は 、 海溝型地震 に よ

る 被害の特徴 を 考慮す る と と も に 、 考 え 得 る 被害+ を 情報公開 し な が ら 、 対策 に 取 り 組

んで い く こ と 。

阻 「 こ れか ら の神戸づ く り 」 の 方 向性

1 開 基本姿勢

( 1 )  r こ れか ら の神戸づ く り 」 の 基本姿勢 と し て は 、 震災 と 復興過程の 教訓 を 踏 ま え 、

人 の 力 、 地域の力 を 基盤 と す る 「協働 と 参画 の ま ち づ く り 」 が重要 な キ ー ワ ー ド と 位

置づけ ら れ る O

(2 ) r協働 と 参画 の ま ち づ く り 」 は 、 こ れ ま で の復興過程 で は 、 そ の “初動期" と し て

個別課題の対応 に 効果 を あ げて き た が、 今後は “実践期" と し て 、 よ り 持続的 で総合

的 に展 開 さ せて い く こ と が求 め ら れ る 。

( 3) “実践期 " へ の展 開 に あ た っ て は 、 水平 的 で 開放性の高い ネ ッ ト ワ ー ク と し て の 「 ソ ー

シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル (社会的 な つ な が り と 、 そ こ か ら 生 ま れ る 規範 ・ 信頼感) の 醸成J

が重要 な 鍵 と な ろ う 。

2 酋 テ ー マ

( 1 )  r こ れか ら の神戸づ く り 」 を 進め る に あ た っ て の視点 と し て は 、 往 み よ い ま ち 、 生

活文化 な どの神戸 ら し さ を 生 か し た 「 ク オ リ テ イ ・ オ ブ ・ ラ イ フ (市民生活の豊 か さ ) J

が、 重点 的 な 方向性 と し て は 、 「安全 ・ 安心J r寵康 r交流 ・ 融合J が重要 な キ ー ワ ー

ド と 位置づけ ら れる O

第 一章 @ 復興 9 年 目 の総括事業 845 



( 2 ) 重点的 な 方向性

o r安全 ・ 安心」 に つ い て は 、 震災の教訓 を 生か し な が ら 、 安全都市づ く り を さ ら に

高 め 、 情報発信 し て い く と と も に 、 事故 ・ 事件 ・ 災害 ・ 健康危機 と い っ た様々 な 危機

への対応 を 関 る 観点 か ら 重要であ る O

o r1建藤J に つ い て は 、 個 人 レ ベル の 身体 ・ 精神面で の鍵農や都市 レ ベ ル で の健康 な

ま ち づ く り な ど、 よ り 幅広 い視点 に 立 っ た 展 開 が必要で あ り 、 市 の 医療産業都市構想

等 を 生 か し て い く と い う 意味で も 重要であ る O

o r交流 ・ 融合J に つ い て は 、 港 を 通 じ た交流 を 生 か し て発麗 し て き た神戸の歴史的

な 特性 を さ ら に伸 ば し て い く と い っ た 点や知 的 ネ ッ ト ワ ー ク の構築、 大交流時代 を 迎

え る 点 か ら 重要性が増 し て く る も の と 考 え ら れ る O

(3 )  こ れ ら の 3 つ の キ ー ワ ー ド に つ い て は 、 普遍牲 を も っ た概念で あ る が、 神戸の有形

無形の資源 を 生か し な が ら 、 神戸 ら し い展 開 を 行 っ て い く こ と が求め ら れる と と も に 、

栢 瓦 の 関 連性 も 重視 し て展 開 し て い く こ と が必要で あ る O

W 今回 の 「復興の 総括 ・ 検証」 の生か し方

1 . 復興の総仕上げへの反映

( 1 )  本懇話会の提言 に つ い て は 、 予算 を は じ め と し て 「復興の総仕上げ」 を 行 う べ き 2004

年度 (平成16年度) の市の取 り 組み に 十分反映す る こ と 。

( 2 ) 震災10年 を 目 処 と し た復興対策 の 取 り 扱い の検討 に あ た っ て は 、 今 回 の 「復興の 総

括 ・ 検証」 の結果 を 十分尊重す る こ と O

2 .  r震災 1 0年 神戸 か ら の発信J の推進

(1 )  震災か ら 10年が経過す る 2005年 (平成17年) に 、 震災 と 復興過程の 経験や教訓 、 復

興への取 り 組み 、 こ れか ら の神戸づ く り の方 向 を 、 震災時 に 国 内外か ら い た だ い た支

援への感謝 を こ め て発信 し 、 安全で安心 な 魅力 あ ふ れ る 21 世紀の 神 戸 の ま ち づ く り の

き っ か け と す る こ と O

(2 ) 推進 に あ た っ て は J協働 と 参画」 の 理念 に基づ き 、 市民 ・ 事業者 ・ 行 政が一体 と な っ

て 、 推進組織の設立 な ど、 そ の具体化 に 速や か に取 り 組む こ と O

3 面 復興計爾後の新た な ピ ジ ョ ン の築定

( 1 ) 復興計画 の計雨期 間 以 降 に 残 さ れた 中 長期 的課題の解決 に 道筋 を つ け る と と も に 、

復興の過程で生 ま れた新 し い取 り 組み を 生か し て い く た め 、 グ ロ ー パ ル な視点 も 加味

し た 、 新 た な ピ ジ ョ ン づ く り に 着手す る こ と O

( 2 ) 新 た な ピ シ ョ ン は 、 市民、 事業者 自 ら が ま ち を つ く る と い う 震災以降 に生 ま れ た 意

識 を 踏 ま え て 、 厳 し い財政状況 の 中 で、 よ り 重点的 ・ 戦略的 な も の と す る と と も に 、
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本提言の 「 こ れか ら の神戸づ く り 」 の 方向性の具体化 を 図 る こ と O

〔総括 ・ 検証 を 振 り 返 っ て 〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 10年 日 を 迎 え る が、 震JKiJミ ら の復興の 日 々 は 時 々 刻 々 と 変化す る

課題 に対 し 、 緊急対応、 生活再建、 復 旧 、 復興 と 、 試行錯誤の 取 り 組み の積み重ね で あ っ

た 。 こ れ ら は 、 神戸の市民 ・ 事業者 ・ 行政の 力 の結集 に よ り 成 し遂 げ ら れて き た も の と し

て高 く 評価で き る も の で あ る O

し か し 、 こ こ で立 ち 止 ま る こ と は で き な い。 “ こ れか ら 始 ま る " と い う 認識の も と に 、

次 な る 挑戦 に 歩 ん で い く こ と が、 神戸 に 課 さ れた使命で あ る O
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r- . 出… 神戸都市問題研究所事災復興の都市政策的検証と提言」

「震災復興の都市政策的検証 と 提言」 報告書 ~抜粋一

は しが き

2004年 (平成16年) 3 月

期 |司法人 神戸都市問題研究所

「震災復興の都市政策的検証 と 提言」 研究会

来年の 1 月 17 日 に は 販神 ・ 淡路大震災の発生か ら 10年が経過す る O 本報告書: t土 、 震災復

興10年 を 点検 し 、 そ の過程で 出 来 た こ と と 出 来 な か っ た こ と を 意識 し な が ら 、 残 さ れ た 課

題 を 厳格 に 自 覚 し て解決の た め の 方策 を 見 出 す こ と 、 お よ び、 震災か ら 得 た 諸 々 の教訓 を

取 り ま と め 、 今後予想、 さ れ る 海溝型大地震 な どの災害の減災 に 少 し で も 寄与す る こ と を 目

的 と し て 、 制度的制聞か ら の検証 と 提 言 を 行 っ た も の で あ る 。

研究会 で は 、 「 市民生活 ・ 安全J r産業 ・ 経済J rす ま い ・ ま ち づ く り j の 3 つ の 分野 に

つ い て検証 を 行 い 、 復興 に積極的 に尽力 さ れた メ ン バ ー の活発な議論 を 経 て 、 18の提言 に

ま と め た 。 な お 、 本研究会は震災 5 年 に 捺 し で も 今回 と 同様の検証 と 提言 を 行 っ て い る が、

今 回 は こ の 間 の法制定の 整備状況 を 踏 ま え な が ら 研究 を 行 っ た も の で、 時 間 の経過 と と も

に 、 社会情勢は も と よ り 復興過程で生 じ る 課題や求め ら れる 制度 に も 変化が見 ら れ、 そ れ

ら が提言 に 盛 り 込 ま れて い る 。

ま た 、 今 回 の研究会で は 、 わ が国 に お け る 防災対策の根本的課題が よ り 明確 に 意識 さ れ、

提言 に 反映 さ れて い る 。 そ の 第 一 は 、 災害の軽減 ・ 防 除 に 対す る 投資お よ び事前準備の 重

要性で あ り 、 第二 は 、 災害発生時 に お け る 救助体制 や復 旧 ・ 復興施策等が事 前 に体系 的 に

整備 さ れ、 十 分 に 準備‘ さ れ る こ と の必要性で あ る 。 今後、 こ の 2 つ の視点 に 基づ く 諸施策

が、 危機管現の 面 か ら 包括的 に 実行 さ れ る こ と を 強 く 願 う 。

本報告書が、 [喪神 ・ 淡路大震災の復興過程 を 通 じ て得 ら れた教訓 の ー っ と し て 、 今後の

防災対策 に 活か さ れ る こ と を 心 か ら 念 じ る も の で あ る O

I 市民生活 ・ 安全

提言 1 災害への事前対応 と 危機管理体制確立の必要性

@ 阪神 ・ 淡路大震災が投 げか け た根本的課題 は 、 災害 に対す る 危機管理体制確立の必要性

で あ る O わが国で は 自 然災害 に 対す る 包括的有事体制 は確立 さ れて お ら ず、 建物 の 耐震

化や都市 の 防災化 な どの減災 に 向 け た 事前投資や 、 被災地 に お け る 生活復興 に 関 す る 施
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策 を 体系 的 に マ ネ ジ メ ン ト す る 体制 も 整 っ て い な い 。

・ ア メ リ カ で は 「 あ ら ゆ る タ イ プの危険か ら 生命 と 対産 の損害 を 軽減 し 、 国 民 の 重要 な イ

ン フ ラ ス ト ラ ク チ ュ ア を 守 る J こ と を 目 的 に 1979 年 に 連 邦 危 機 管 理 局 (Fe d e r a l

Emcrgency Management Agency、 略称 FEMA) が設 け ら れ た 。 FEMA は 、 当 初 、 核攻

撃 に よ る 災害 を 前提 と し て い た が、 そ の後、 自 然災害 を 含 む す べ て の 大規模災害 を 対 象

と す る よ う に な り 、 一般 に 、 大規模災害発生時 に は 、 州知事 の 要 請 に よ り 大統領宣言 を

受 け て 連邦 政府 の財源が発動 さ れ る O ま た 、 FEMA で は 、 自 治体、 企 業 、 ボ ラ ン テ イ

ア 等 と の協力 に よ り 、 地域 ご と に 災害予防活動が着 実 に 進 む体制が整 え ら れて い る O 震

災甚後、 わ が国 に も FEMA の よ う な 制度 を 導入すべ き か と い う 議論が行 わ れ た が、 制

度導入 の 当 再 は別 と し て 、 重要 な 点 は 、 災害の起 こ る 以前 に 、 災害の軽 減 と そ れへの準

備、 対応、及 び復 旧 に つ い て 、 包括的 な 危機管理体制が確立 さ れて い る こ と で あ る O

@ 第 1 に 、 災害の軽減 ・ 防 除 に 対す る 投資 お よ び事前準備の 重要性が指摘 で き る O 阪神 ・

淡路大震災で倒壊や火災が面 的 に 発生 し 、 多 く の死者 を 出 し た地域 と 、 第 2 次世界大戦

の非戦災地域は 重 な る と の 実証研究があ る 。 こ れ ら の 地域 に は戦前の老朽建物が多 く 分

布 し て お り 、 老朽建物密集地域の整備 の重要性 を あ ら た め て認識 さ せ ら れた 。 ま た 、 こ

れ と 関連 し て 、 現行の新耐震基準で建て ら れた建築物 に は被害が少 な か っ た こ と も 明 ら

か に な っ て お り 、 耐震調査 ・ 耐震補強の実効 あ る 促進策が災害軽減や 防 除 の た め に い か

に大 き な 役裂 を 果 た す か を 示す こ と に な っ た 。

@ 次 に 、 災害発生 時 に お い て 、 救助活動や復18 . 復興施策が被災者の 困 難 を どの よ う に解

決す る かが問題 と な る O こ の点 に 関 し て は 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る 救助 ・ 救援体制 や

地域防災力 の 強化、 ボ ラ ン テ イ ア 活動の醸成 と 組織的動員 、 広域的支援体制 の確立、 仮

設住宅の供給お よ び住宅の速や か な 再建、 よ り 効果的 な 生活再建支援施策 の体系 的整備

と そ の運用体制の確立 な ど枚挙に 暇がな く 、 そ れ ら すべて に わ た り 事前 の 十分な準備、

対応が必要で あ る 。

・ 阪神 ・ 淡路大震災か ら 得 ら れた わ が 国 の 災害対策、 災害復興施策 に 関 す る 教訓 は数多 い 。

個別 の論点 に つ い て は以下の提言 に譲 る が、 災害に対す る 事前、 事後の包括的 な 危機管

理体制確立の必要性がす べ て の 問題の根底 に あ り 、 発生が警告 さ れて い る 海溝型大規模

地震等 に 備 え 、 そ の速や か な 確立が望 ま れ る 。

提言 2 地方分権に即 し た謹興財源 と 地域活力 を 活 か す護興の あ り

@ わ が国の 災害対策 に 関 す る 仔封 政シ ス テ ム は 、 省 庁 ご と に細分化 さ れ た 平 時の シ ス テ ム

の延長であ り 、 復興事業 も 多 く が既存制度 の 補助金の上乗せ等 に よ り 実施 さ れて い る O

そ の メ リ ッ ト に は 、 既存 シ ス テ ム の発動 に よ り 、 行財政の動 き を 必 要 に 応 じ て確保で き

る 点があ げ ら れ る O 阪神 ・ 淡路大震災の発生時 に は 、 補正予算 と 次年度当 初 予算が並行

し て作成 さ れ、 都市計画事業や公的住宅の迅速 な計画 ・ 実施が可能 と な っ た 。
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@ デメ リ ッ ト に は 、 中央主導者:� シ ス テ ム の縦割 り 体系 か ら く る 施策 聞 の 連 携 の 欠如 や 、 公

共事業の 定型性 ・ 一律性か ら 生 じ る 非効率があ げ ら れ る 。

@ 今後の 災害復旧 ・ 復興施策 に お い て は 、 住民の潜在能力 を 高 め 自 立 し た 生活再建が可能

と な る 施策体系 を 用 意す る 必要があ る O そ の た め に は 、 被災者 に 最 も 近 い 自 治体への権

限や財源の委譲 と と も に 、 NPO や コ ミ ュ ニ テ ィ 組織 な ど の 民 間 セ ク タ ー と 連携 し て い

く 姿勢、 市場 シ ス テ ム を 重視す る 視点が必要であ る 。 住民の暮 ら し は 地域社会 に複雑ニ に

入 り 組 ん だ ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 し て お り 、 そ れ を 回復 さ せ る こ と に よ っ て 地域活力 と 住

民個 々 の 潜在龍力 を 活かす復興施策の確立が求め ら れ る O

3 生活再建支援に罷る 諸施策の体系化

( 1 ) 生活再建支援の 目 的の明確化

生活再建支援 は 災存 と い う 特殊環境の も と での 施策 で あ り 、 平時の福祉的施策 と は 一線

を 両 し た う え で、 内容や基準 を 定め る 必、要があ る 。

( 2 )  中，む と な る 支援施策の拡充

今後の生活再建支援 に お い て は 、 震災 を 契機 に 制度化 さ れ、 住宅再建支援 に 関す る 拡充

も 行わ れ た 被災者生活 再建支援法 に 基づ く 給付 を 施策の柱 に位置づけ、 今後 と も 住宅再建

支援内容等 の 更 な る 充実 を 求め る 必要があ る 。

( 3 )  被害状況の考慮

支援施策の 基準や 内容の決定 に 被害状況 を どの よ う に 反映 さ せ る か は 重 要 な 課題であ る 。

( 4 )  自 律的サ ー ビ ス活動の促進

生活再建支援 に は 、 経済的給付や住宅提供 だ け で は な く 、 高齢者地域晃守 り な どの 人 的

支援 も 必要 で あ り 、 こ れ に は 地域 に お け る 住民の 自 律的サ ー ピ ス 活動が不可欠であ る O 公

的 セ ク タ ー 中心の生活再建支接か ら 、 地域セ ク タ ー の早期再生 を 促 し 、 こ れ と 行政が連携

す る 方向への故策 の転換が、 復興施策の 新 た な 課題で あ る 。

寵雷 4 寵興基金制度の評値 と 今後の災害への対応

@ 基金事業 は 、 生活再建支援金等の 中心的施策 だ け で は対応が難 し い多 様 な 支援ニ ー ズ に

機動的 に花、 え て い く 制度 と し て 、 今後 も 重要 な 役割 を 担い う る も の で あ る O

@ 今後の地方分権改革の進展 に よ っ て 、 地方交付税制度の見直 し が予想 さ れ、 主 要 な 財源 を

地方交付 税 に依存す る 基金の仕組み に影響がで て く る IJJ能性があ る O ま た 、 低金利 の恒常化

に よ る 基金の運用利 河 り への影響 も 懸念 さ れる 。 一方、 分権改革は、 災害復旧 ・ 復興 に 関

す る I!I と 地方の役割分担や都道府県 と 市町村開 の事務の見直 し を伴 う こ と も 予想 さ れ る が、

基金制度の運営や事業展開 に つ い て も 、 よ り 被災者 に 近い基礎的 自 治体あ る い は そ れ ら の

協議会に 権眼及 び財 源がで き る 限 り 委ね ら れる こ と が必要であ る 。 そ れが支援ニ ー ズ に却

し た 意思決定の迅速性 を確保す る 途で も あ る 。 将来、 発生が予想 さ れる 海溝型大規模地震
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に備え る た め に も 、 こ れ ら の課題 を 克服 し た基金制度の整備が求め ら れる 。

提言 5 高齢者地域見守 り 制度の意義 と 今後の盟関

@ 地域見守 り 制度が恒久的で汎用 性の あ る 地域福祉 シ ス テ ム と し て発展す る た め に は 、 以

下 の 諸点 に 留 意が必要で あ る 。

① 見守 り の対象者や サ ー ピ ス 内容の位置づけ、 そ れ に 関 わ る 民 間 セ ク タ ー と 公的セ ク

タ ー の役割分担 と 責任 の 明確化

② 行政内外の統括 ラ イ ン と 分業 の整期 (本庁、 区役所 と り わ け保健福祉部、 さ ら に 市

及 び区社会福祉協議会、 聞 こ う べ 市民福祉振興協会、 在宅介護支援セ ン タ ー 、 消 防局

等々 )

.③ 見守 り 機能の二面性、 個 人への働 き か け ( パ ー ソ ナ ル ・ ケ ア ) と 地域社会への働 き

か け ( コ ミ ュ ニ テ イ ・ ワ ー ク ) バ ラ ン ス の 維持及 び将来的 な 業務の分化

④ 財政悪化の状況下での 、 財源や社会資源の新 た な 開発 と 確保

⑤ 上記 を 総 合 し た 地域福祉マス タ ー プ ラ ン の枠組み の構築

し提雷 6 防災対策 か ら 危機管理への転換 と 「安峠 ち づ く り 」 の推進
二

@ 速や か に 改善 を 図 る べ き 脆弱 な 「 ま ち 」 の体質で、 持 に 問題 と な る の は次の 2 点で あ る O

( 1 ) 密集市街地の解消 と 防災化の促進

わ が国 の 都 市 に は 、 危 険性が高 く 整備が必 要 な 密集市街地が約 2 万 5 千 ha も 存在す る 。

阪神 ・ 淡路大喪災 に お け る 長 田 区 の火災で も 明 ら か な よ う に 、 そ の解消が都市防災の最大

かっ 緊急、の課題で あ り 、 政府の都市再生 プ ロ ジ ェ ク ト で も 、 特 に大火の可能性が高い危険

市街地 8 千 ha を 重点整備 し 、 今後10年 開 で最低限の安全性 を 確保す る と し て い る 。

ま た 、 危 険 な 密集地の改善 で は 、 老朽化 し た住宅の建替え や狭障な細街路 の 整舗が欠か

せず、 そ れは そ こ に居住 し権利 を 持つ市民の積極的 な 参画がな け れ ば達成 で き な い 。 そ れ

だ け に 、 下か ら の ま ち づ く り が時代の 要請 と し て 求め ら れ る 。

( 2 )  既脊住宅の耐震化の鑓進

住宅の耐震化 は そ の住宅の性能向上 だ け で な く 、 ま ち の 防災力 を 向上 さ せ、 周辺被害の

軽減 も 見込 ま れ る こ と か ら 、 公的 な 支援 を 行 う に 足 る 公共性が認め ら れ る と い っ て よ い 。

す で に 一 部 の 自 治体で は 耐 震化工事等への助成制震が創設 さ れて い る が、 利 用 が進 ん で い

な い こ と か ら 、 よ り 低簾で効率的 な 耐震化工法の研究 を 進 め る と と も に 、 融資や補助 金 に

加 え 、 謝震化工事 に係 る {昔 り 入 れ に 対す る ロ ー ン 控除等の税制上の優遇措置 な ど、 幅広い

促進策 の検討 も 必要 で あ る O

提言 7 地域防災力の醸成 と 安全安心の創造

@ 新 し い都 市防災の核心 は 、 地域社会そ の も の が災害 を 防止 し被害 を 軽減す る 公衆衛生的
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な 防災力 を 持つ こ と に あ る O そ の観点 か ら 、 特 に次の 3 つ の 課題への着 目 が必要であ る O

( 1 ) コ ミ ュ ニ テ ィ の拐災カ

震災直後の初動対応や救援等 に お い て 、 行政の能力 に は 限界があ り 、 地 域 の 連携 に よ る

対応の葉要性が指摘 さ れて い る 。 ま た 、 家具の転倒防止や安否確認 シ ス テ ム の確立 な ど次

の 災害 に備 え た取 り 組み で も 、 地域の 自 律的 で協調 的 な 活動の重要性が躍認 さ れて い る O

こ う し た活動の展 開 に は 、 防災態勢、 防災教育 、 紡災備蓄 な どの 側面 に お い て 、 従来の

経験主義的 な 自 主 防災組織活動 の枠 を 乗 り 越 え る こ と が必要で あ る O

( 2 ) 連携の防災力

防災の担い 手 の ネ ッ ト ワ ー ク やパ ー ト ナ ー シ ッ プ に お い て は 、 多様な セ ク タ ー の連携が

求 め ら れ る 。 そ こ で は 、 行政、 市民、 自 治会 な ど の 地域型組織、 NPO な ど の機能型組織、

企業、 メ デ ィ ア に よ る 有機的 な 連携が欠かせず、 そ の た め の協議会や ラ ウ ン ド テ ー ブル 、

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り が必要であ る O

( 3 ) 伝承の防災力

震災の体験 と 教訓 を 地域の 紡災力 に 生 かす こ と で あ り 、 そ れ に は 、 体験や 教訓i を 文化 と

し て 伝承 し 、 地域社会の生活慣習 に 根づかせ、 社会関係 と し て構築す る こ と が必要で あ る O

被災の経験 を い か に し て地域 に 定着 さ せ る か、 初災学習 を 単 に 学習 に 終 わ ら せず、 生活

や行為 の 改変 に つ な げて い け る か、 こ う し た視点か ら の体系 的 な 取 り 組みが求め ら れ る O

H 産業 ・ 経済

!言土掠平の 自 律復興に 向 け た復興都市政策の あ り 方

@ 中 央集権的 な i日来の 「 日 本型 シ ス テ ム J か ら の転換 に適合 し 、 大規模災害か ら の被災地

の 白 壁的復興 を 促す施策展 開 を 可能 と す る た め に は 、 次の基本 的視点が必 要 で あ る 。

( 1 ) 地域か ら の選択 を 可能 に す る 市場 メ カ ニ ズム の重視

市場メ カ ニ ズ ム を 生 か し 、 地域の イ ニ シ ア チ ブ ・ 地域住民や企業の選択 に 委 ね る 制度や

仕組み を デザ イ ン す る こ と が求 め ら れ る O

( 2 )  r施策 のパ ッ ケ ー ジ化」 及び 「時眼っ き 施策」 と そ の モ ニ タ リ ン グ

政府主導 の ガ イ ド ラ イ ン は 、 平 時 に 必要 な 、 全国一律 と い う 公平性 と 安定 し た継続性 を

ベ ー ス にf乍 ら れた も の で あ る O

( 3 )  多様な主体に よ る ガバナ ン ス 、 地域 と の連携

- 経済復興 に お い て も 、 地域 に お け る 多様な 主体の存在 と そ の パ ー ト ナ ー シ ッ ブの

役割が重要 と な る 。

i i建計 大規模災害復興型経済特区の提案 コ
@ 大規模災害か ら の復興 に 関 わ る 経済特区 と い う 点 か ら は 、 よ り 進 ん だ提案が必要で、 あ り 、
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以下の 3 つ の タ イ プの経済特 区 を 提案す る O

① 第 1 の タ イ プは 、 企業誘致 を 狙い と す る エ ン タ ー プ ラ イ ズ ・ ゾー ン の設置であ る 。

② 第 2 の タ イ プは 、 都市の産業構造改革 に 焦点 を 置 く 戦略的 な 規制誘導 を 含む特区で

あ る O

③ 第 3 の タ イ プは 、 市街地 に立地す る 既存産業再生 の た め の経済再生特区 の設置で、あ る O

・ 国家の枠組み を 越 え た 世界的 な 都市 間競争や都市経済 の 急、速 な 変化 は 、 国民経済 を 効率

的 に機能 さ せて き た 国家主導型の 制度 ・ 仕組み を 陳腐イじ さ せ、 自 律型経済への転換 を 促

し て い る O ブ ラ ン チ型経済か ら 自 律型経済への 移行 に お い て 、 政府 に よ る 中 央集権型か

ら 地方 の イ ニ シ ア チ ブ に よ っ て地域 の あ り 方 を 決定で き る 分権型への転換が必要で、 あ る O

提言1 0 産業 ・ 経済復興政策のパ ッ ケ ー ジ化 に よ る 施策の多重 ・ 多層 的展開

- 大都市 に お け る 被災か ら の復興は 、 極め て 多様 な 状況への対官、が求め ら れ る O 復興過程

で加速的 に 多重 ・ 多層 化す る 問題 に 対 し 的確かつ速や か に対花、す る こ と は 、 縦割 り 型の

施策で は 困難 で あ り 、 多種 ・ 多様な 政策 を パ ッ ケ ー ジ化 し て 実施す る こ と が必要であ る O

・ 復興政策パ ッ ケ ー ジ を 考 え る に あ た っ て は 、 2 つ の ア プ ロ ー チ が考 え ら れ る O ま ず、 政

策 パ ッ ケ ー ジの形成 を 可能 に す る ブ ロ ッ ク ・ グ ラ ン ト 方式の省庁横断 に よ る 包括型補助

金の実現で あ る O

@ も う ひ と つ は 、 政府 ・ 地方 自 治体が提示す る 既存の 「縦部 り 型」 施策 を 連携 さ せ る 仕組

み づ く り で あ る O

@ こ う し た方式 を 導入す る に あ た っ て の 課題 と し て 、 次の 3 点 が指摘で き る O 第 l に 、 政

策 の モ ニ タ リ ン グの 必要性で あ る O 次 に 、 政策実施の 緊急性か ら 手続 き の 簡素化が必要

で あ る 。 最後 に 、 被災地で展開 さ れ る パ ッ ケ ー ジ政策群全体 を マ ネ ジ メ ン ト す る 機能が

必要であ る O

提言1 1 被災地 に お け る 雇用 創 出 の た め の中間労働市場創設

@ 今後の都市部 に お け る 激甚災害時等の機動的かつ柔軟な対応 に は 、 復興の た め の緊急な

「 中 間」 労働市場の形成が不可欠 と な る O

r 中 間労{動市場」 を 明確 に 定義す る こ と は 困 難 で あ る が、 そ の 特徴 ・ 成立 要件、 特 に重

要 と 考 え ら れ る ポ イ ン ト 等 を 整理す る と 、 t:J、下の諸点があ げ ら れ る O

① 機能停止 な い し 弱体化 し た被災地 の 労働市場 を 、 「正常」 な 労鵠市場 に 回帰 さ せ る

た め の 中 間 的 な役割であ る こ と 。

② 復興の 時 間 的推移の な かで継続的 に 連動す る 政策 で あ る こ と O

③ 失業者 に 対 し で き る 限 り 幅広 い 「選択肢」 を 提供す る 政策 であ る こ と O

④ NPO や コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス な ど、 台頭す る 新た な 主体への着 目 O

⑤ 多様な 主体 に よ る パ ー ト ナ ー シ ッ プが政策推進エ ン ジ ン と な る こ と O
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⑥ 被災地及 びそ の周辺地域 に お け る 需要拡大の た め の産業政策の 実施 と の 関 わ り 。

⑦ 復興政策パ ッ ケ ー ジ プ ロ グ ラ ム と し て稼動す る こ と 。

!言立 予定災:�1!! t::お け る 寵興地域金融制度の創設

@ 災害毎興 と い う 特殊 な 状況 F に お い て 、 従来の銀行か ら の融資 に 限界があ る こ と は 明 白

で あ る 。 信頼 に よ る 直接金融方式は 、 顔の見 え る 関係 を 前提 と す る こ と で 情報収集 コ ス

ト が低 く 、 共 同体の立助精神 や 連帯意識 に よ り 返済への義務感 と 仲 間 内 監視が働 く 。 こ

の制度 は 、 地域 に 醸成 さ れ る ソ ー シ ャ ル ・ キ ャ ピ タ ル と の 関係 も 強 く 、 今後の地域金融

の仕組み と し て検討 に備す る も の で あ る 。 ま た 、 こ う し た仕組み は大規模災害の発生時

に は じ め て創設 し 機能 さ せ る も の で は な く 、 地域特性 に 呼応 し た 直接金融の仕組み を 、

平持か ら 地元金融機関 、 行政、 研究者等 の パ ッ ク ア ッ プ に よ り 検討 ・ 実施 し て い く こ と

が さ ら に 重要 で あ る 。

盟 す ま い ・ ま ち づ く り

仁民 層雪目 的本格復興への連続的住宅支援方策確立の必要性

@ 災害復興時 の住宅供給方式の選択 は 、 災害の規模や 地域特性 を は じ め社 会 ・ 経済 シ ス テ

ム な ど と も 深 く 関 わ っ て お り 、 阪神 ・ 淡路大震災を は じ め特定の災害 に お け る ケ ー ス が

地の災害 に も 有効 で あ る と は い え な い な ど、 条件 ・ 要{午 を 一殻化す る こ と は 難 し い 。 今

後の大規模災害発生時 に お け る 住宅供給方針の 決定 に 関 し て は 、 想定 さ れ る 被害 と 被災

地 の地域特性 に 応 じ た復興の あ り 方や 、 被災者住宅再建支援制度 と の連携 な ど を 考慮 し

な が ら 、 応急復 旧 か ら 本格復興への連続的住宅支援方策の確立 な ど、 効 果 的 な 住宅再建

施策の体系化が講 じ ら れ る べ き で あ る O

提言1 4 住宅þ5急修理制度の拡充

@ 住宅の応急修理 に 関 す る 助成制度の拡充等 を 図 る こ と に よ り 、 被災住宅の 速 や か な 修用

と 活吊 が促進 さ れ、 住宅供給の迅速化 と 住宅再建 コ ス ト の低減が可能 と な る 。 住宅応急

修理制 度 を 住宅再建の視点 か ら 体系 的 に捉 え 直 し 、 修理箇所や利用 限度額、 対象世帯等

を拡充 し て 、 制 度 の 充実 と 利用 の促進 を 留 る べ き で あ る 。

提言1 5 市街地復興整備に係る 諸制度の活潤 と 今後の方向

I 都市計画事業
@ 震災復興都市計画事業の実施 に あ た っ て は、 平時 と は違 っ た工夫や智恵が要求 さ れる 。 第

1 は、 震災後 の 時 間 の経過 と と も に住民 ニ ー ズが変化す る こ と を 前提 と し て、 将来の ま ち

の 姿 を 共有で き る 復興計画 を 策定す る こ と 、 お よ び、 柔軟な事業手法選択の重要性であ る 。
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@ 第 2 は 、 早期の生活再建 と 都市復興 を 両ー立 さ せ る こ と の重要性で あ る 。

3 は 、 平時か ら の住民主体の ま ち づ く り 活動が地域の復興力 を 高 め る こ と で あ る o

:rr 1国別建替 え か ら 共開化 @ 協調化へ

@ 今回 の震災毎興 の 取 り 組み は 、 こ れか ら のす ま い ・ ま ち づ く り の 方 向 が倍 別建替え か ら

共同化 ・ 協調化 に 向か う こ と の重要性 と そ の 国 難↑生 を 浮 き 彫 り に し て お り 、 地域の実情

に応 じ た き め 細 か な 公的支援の必要性 を あ ら た め て示 し て い る O 特 に 、 屈 の補助制度の

要件 に 満 た な い 「小規模共 同 建替等事業補助」 が既存制 度 の 隙 間 を埋め て き た こ と は 、

柔軟で機動性あ る 支接 を 可能 に す る 基金制度の有効性 を 示す も の と い え る O

E 街区 レ ベルの ま ち づ く り へ ー 街区協同再生 シ ス テ ム の構築一

@ 密集市街地の再生 を 図 る た め に は 、 共同化 ・ 協調化 だ け で は な く 、 個別 の建替え を 含め

た 多様 な 住宅更新 を 受け止 め つ つ 、 接道条件の改善や生活道路 ・ 小広 場 の 整備 を 可能 と

す る 事業 と 誘導 の 両面 に お け る 工夫が求め ら れる O

@ 住宅再建 を 街区 さ ら に は 地区全体の住環境 ・ 街並 み の形成 に つ な げて い く た め に は 、 地

区特性 と 条件 に 応 じ た ル ー ルづ く り も 重要 で あ る O

ち づ く り に関す る 地元提案 を 反映 さ せ事業の 円滑化を 臨 る 桂組み づ く り

@ ま ち づ く り 協議 会 を 、 復興事業実施 の た め の一時的 な 受 け皿 に と どめず、 平時か ら 活動

の 活性化 を 図 る こ と が、 結局 は大規模災害 と い う 緊急時 に お い て 、 復興 ま ち づ く り を 速

や か に 進 め る 結果 に つ な がる 。 ま た 、 復興都市計画事業の実施 に お い て 、 住民そ れぞれ

の 意見 を 反映 さ せ、 そ の 合意形成 を 行 う 場 と し て ま ち づ く り 協議会 を 積極 的 に位置づけ

る こ と に よ り 、 事業 プ ロ セ ス の 一層 の 円滑化 ・ 迅速化が可 能 に な る と 考 え ら れ る O ま ち

づ く り 協議会 自 ら が地元意見 を 集約 し た 「案」 を 作成す る 仕組みづ く り が求 め ら れ る 。

@ 事業制度剖で も 、 住民 ・ 権利者の意見集約 と 合意形成が よ り 速や か に行 わ れ、 そ れが事

業 に 反映 さ れ る こ と で、 事業の迅速 な 進捗が可能 と な る 仕組み の 整備が必要で、 あ る 。

| 提言1 7 既存マ ン シ ョ ン の耐震改穫の慢進

@ マ ン シ ョ ン を 耐震改修促進法の特定建築物 に 加 え 、 耐震改修等 に 関す る 義務づけ を 行 う

と と も に 、 耐震診断 ・ 改修等への補助 ・ 融資 な ど公的支援制度 を 整備す る こ と に よ り 、

既存マ ン シ ョ ン の耐震化の促進 を 図 る べ き であ る O そ う し た事前対応への公的投資が、

震災時の被害 を 軽減 し 、 結果 と し て社会的 コ ス ト の低減化 に つ な が る も の と 言 え る 。

@ 提言 6 で も ふ れ た と お り 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と し て 、 新:築住宅 ・ マ ン シ ョ ン の耐震

性能がそ の資産価値の重要な 要素の一つ であ る と の認識が定着 しつ つ あ る 。 マ ン シ ョ ン の

耐震性能 に 関 す る 関心 を 、 住宅性能表示制度の 一層 の 定着等 に よ っ て既存の マ ン シ ョ ン に

ま で拡大 さ せる こ と に よ り 、 市場メ カ ニ ズム に よ り その耐震化が進む も の と 考え ら れる 。
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し望号一竺 生時平明書な状況に あ る マ ン シ ョ ン の建替え の問ι
…

@ 適正 な 管理 を 欠い た ま ま 老朽化 し 、 保安上危険又 は衛生上有害 な 状況 に あ る マ ン シ ョ ン

は 、 居住者 自 身 に大 き な不利益を も た ら す の み な ら ず、 周 辺 に も 惑い 影響 を 与 え る 可能

性が高 い 。 と り わ け構造の劣化 に よ り 地震 に対す る 安全性が低下 し た マ ン シ ョ ン を 放置

し 、 そ れが震災 に よ り 倒壊 し た場合、 周 囲 に 与 え る 不利益 は 多 大 な も の と な る O 提言17

に 盛 り 込 ん だ耐震化の促進 を 含 め 、 「マ ン シ ョ ン の管理の適正化の推進 に 関 す る 法律」

に 基づ く 適正管理の徹底 に よ る 、 高年次マ ン シ ョ ン の社会的不良 ス ト ッ ク 化の 防止が求

め ら れ る O

@ マ ン シ ョ ン の適正管理は 、 基本的 に は 区分所有者の責任 に よ り 進め ら れ る べ き で あ る が、

都市空間 に お け る 公共性の 高 さ と 、 危険有害化 し た場合 に周 囲 に与 え る 不利益の大 き さ

を 考 え る と 、 適正管理や建替 え に対す る 公 的支援、 最終的手段 と し て の 事業制度 の 整備

ま で準備 し て お く 必要があ る O 大量供給 さ れて い る マ ン シ ョ ン の経年化 に 伴 い 、 こ れ ら

が不 良ス ト ッ ク 化 し な い よ う 、 指導、 コ ン ブ ラ イ ア ン ス 、 イ ン セ ン テ イ ブの付与、 建替

え に係 る 事業制度の創設 な ど多面 に わ た る 施策展開が求め ら れ る O
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室崎 益輝 i 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授
森崎 輝行 森111奇建築設計事務所
安田 丑作

〈参考文献〉
「平成15年度復興の総括 ・ 検証報告書」 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会 2004年 3 月
「都市政策第1 1 7号」 倒神戸都市問題研究所 2004年10月

856 第 F章 @ 復興 9 年 目 の 総括事業



第二章
各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・

セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



2003年 (平成15年) 2 月 か ら 2004年 (平成16年) 1 月 の 間 に 開催 さ れ た 震 災 関係 の 主 な

シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ別 に分類 し 、 開催 日 順 の 表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術

2 . 行政 ・ 政治

3 . ま ち づ く り

4 . 産業 ・ 労働

5 . 保健 ・ 医療

6 . 福祉

7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

8 . 環境

9 . 文化 ・ 教育

10. く ら し

1 1 . そ の他

な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た 。

1 . 科学 @ 技鱗

858 第二章 @ 各穂 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

線潟区設備防災協)y会 ; 東京都練馬区



2 . 行政 @ 政治

主催者

日 本記者ク ラ フ

2∞3/ 2 / 9 集会 f も う 戦争 は イ ヤ だ ! こ れが被 | ド]実行委員会
災地の戸だ ん

会場

シ - jj)レ ホ ー ル

イ蕗考
日 然 災得への備 え につ い
て 実情 を 説明

被災地か ら 戦争ゃ イ ラ ク
攻撃に反対する集会

2003/ 2 /14 災害対策 ト ッ プフ ォ … ラ ム 一一 l 人 と

KOBE ピ ー ス : ネ ッ ト

県阪神 南県民局

[Cf]実行委員会

同実行委員会

2003/ 3 /27 兵庫県警察本部

2003/ 3 /30 

2003/ 4 /24 

2003/ 4 /25 

2003/ 5 /  :1 

2003/ 5 /  J:l- 災害対策専門研修 i 兵庫県
6 /12 

問袋行委員会

災害対策研修 | 人 と 防災未来セ ン タ ー

国際防災会議
13 

200U /iz- | 問地域概セ ン タ ー削 ! 向セ ン タ
16 

| 尼崎市、 何司 市 南 海地震の津波 に 備 え た i

情報伝達、 防潮施設の訓
東京
大 震 災 を 機 に 始 ま り 、 ノ「
同 で 8 回 目

東山小学校 東 LLi地区紡災福祉 コ ミ ュ
ニ テ ィ ー と 東11 1小学校の

さ ら らt:J l [

県内

しづお り 館 災害時、 池域の対 策拠点
と な る 施設

ひ と 未来館 人 と ド方災未来セ ン タ - 2
持j施設の 開館記念式典

人 と 防災未来セ ン タ ー

| 須佐野中学校 | 地元 の防災福祉コ ミ ュ ニ
テ ィ 、 消防刊の指導を受:
け て実施

| 人 と 防災未来 セ ン タ 講義の 一 環 と し て、 「六
甲道南地区震災復興市街
地再 開発事業」 の現場 を
十見察

自 然災符の多 い ア ジ ア 各
i主! の 防災力 を 高め る た め
に17 力 関か ら 政府の防災

ポ日 ト ピア ホ テ ル

第二主事 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 859 



開催 日
2ω3/ 8 /28 

主催者 会場
ラ ッ セ ホ ー ル

2003/ 9 / 1 明石市総合防災訓練 明石市 明石市大久保町松陰

2003/ 百 / 1 地震災害対策総合訓練 ! 尼崎市

2003/ 9 / 1  

2003/ 9 / 3  

2003/ 9 / 4 神戸市北区 防災訓練

2003/ 9 / 4 神戸市内区防災訓練 l 神戸市

2003/ 9 / 4 静岡県議会地震対策特別委員会委員 | 静同県

神戸市

神戸市

神戸市

2003/ 9 /14 南淡町防災訓練 l十jíik肉

阪神地氏広域合同訓練

2∞3/10/30- I 近畿府県合同防災訓練
31 

2003/1 1/11 合同警備訓練 南海地震を怒定 し た災等
救助 に取 り 組んだ

1 2003/11/13 1 合同防災訓練 神戸市、 兵康消防著、 兵庫 ! 神戸市兵庫区役所
警な ど

火災を想定 した訓練

2∞3/11/15 シ ン ポ ジ ウ ム I nCA な ど
「災害救助 と 阪神 淡路大震災の教

自IIJ

国
方

、
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え
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一
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の
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開催日 事業名
2003/ 三木市総合防災訓練

2003/12/ 4 自 治体職員 セ ミ ナ ー

1 2∞3/12/: ひ ょ う ご紡災カ レ ッ ジ

神戸市消 防 局 出 初 め 式

2004/ 1 / 8  日)21日民 自

2004/ J / 1 1  東灘市民放;J，大会 ( * )

2004/ 1 /15  防災訓練

2004/ 1 /15  イ ラ ン地震の調査報告

2004/ 1 /1 5  災害訓練

2004/ 1 /16 給水訓練

1 2004/ 1 /16 防災訓練

2004/ 1 /1 6  警備訓練

2004/ 1 /16 震災総合訓練

2004/ 1 /16 南海地震津波災害対策連携訓練

2004/ 1 /16 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年教育復興の
集 い ( * )

2004/ 1 /16 宝塚市総合防災訓練

や さ し さ の碑 完成式

2004/ 1 /17 大規絞災害の初期活動 と 情報伝達シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン訓練

主催者 会場 備考
三木市 三木IlJ総合公訴i 渓皮 6 �.虫の地震 を 想定

人 と 防災未来セ ン タ ー 人 と 防災未来セ ン タ ー か つ て の研修生 を 集 め た
セ ミ ナ ー 。 報告 と ま 見 交
J典

淡路消防保安協会、 淡路県 み く ま ホ ー ル 返 り 来 る 南海地震、 そ の
民局 予 測 と 対応 を テ ー マ に 議

i員
神戸市消防局 メ リ ケ ンノ f ー ク 大 震 災 か ら の復興 を 願 っ

て 7月初事や消防艇 な ど に
よ る 斉放水

闘士父通省近畿地方整備局 国土交通省近畿地j子整備 東南海 ・ 南海地震 を 想定。
他 局 被害想定 を 事前 に 知 ら せ

ず状況 に応 じ た 対策 を 求
め る 吉111車

jifJ実行委員 会 住吉川河川公習 [ 防 災 怠蜘 向 上や地域住
民の交流が目 的。 式典、
訓 練 、 炊 き 出 し訓練

J l l íi�市 東久代運動公盟 災 害 に 強い ま ち づ く り を
目 指 し 同 市 は直下型地震
を 想定 し た訓練を実施

神戸 市港島小学校 港島小学校 イ ラ ン被災者の暮 ら し ぶ
( り な ど を 渇 いた児童は被

災地パム の 子 ど も た ち を
J)jjJ ま そ う と 仮神大震災の
復 興 を願 っ た歌 「 し あ わ
せ運べる よ う にj を 合唱
し た

兵産県警 メ リ ケ ンノ f ー ク 上血震 に よ る 津波 を 想定 し
て 、 けが人救助や津波 に
備 え た土 の う の積み 上げ
訓 練 を 実施

明石市 望海浜公園 災 害 に よ る 断水 を 想定 し
た 訓 練

消 防 署 、 警然署、 PTA ほ 郡家小学校 地域あげての防災訓練
か
大阪府警き 泉 南市 ・ 府南部防災広域 地震発生 に よ る 倒壊家屋

拠点 か ら の救出訓練な と が行
わ れ た

大 阪 市 大阪市役所ほ か 同 市 で は地震想定 を 海溝
型 に変史、 津波の被害を
防 ぐ言III車を 新 た に導入

第 5 管区海上保安本部 神 ド 港 南海地震を想定 し た 初 の
百11帝京

兵庫県教育委員会 県民小劇場 初 め に 参加者全員 で震災
犠牲者 に黙 と う 。 教育関
係 者 ら が現場での 防災救
育 の取 り 級み な ど を 学 ん
t!. 

宝塚市 ( 武庫 川 河 川 敷 M 7 の大地震 を 想 定 し 、
倒壊建物か ら の救 出 や ラ
イ フ ラ イ ン の復旧 な と に
取 り 組む

北淡町 町立富島小学校 全校児童78人が淡路て、 は
初 め て と な る 学校内 のもrr
念碑へ献 と う を さ さ げ た

明石市 明石 市役所 大規棟地震 を 怨定。 情報
伝達の効率化 と 被害状況
の共有 化 を æ!J る た め 、 パ
ソ コ ン を 導入 し て の初 の
訓練

第二章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 861 
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主催者 会場 備考

以LtJJII!l串

ジ ャ ス コ 新洲本出荷駐車 | 消防団員 に よ る消火総操
場 | 作実演や 自主防災を時ぴ

かけ る チ ラ シ 配布な ど

尼崎市紡災セ ン タ 阪神 淡路大震災か ら 丸 i
9 年 を機に、 よ り 実践的
に 東南海地震対策に取 り
総む

; 伊丹市内の公立 学校罰の
i 図児 ・ 児童 ・ 生徒が一斉

に避難訓練に取 り 組む こ
と に よ り 、 防災怠識を共
;右 する

伊丹市 斉学校関防災訓練 ( * )

1 2仙/ 1 /20 伊丹 市総介防災訓練 伊予上市 猪名 川 河 川 敷

1 2001/ 1 /21 I 阪神広域防災訓練 阪神間 7 市 I 川、三間) 1 猪名 川 町

2004/ 1 /22 第 2 凶災害対策 ト ッ プフ ォ ー ラ ム

イ ラ ン南東部被災地救援活動合同報 | 同J夫行委員会

人 と 紡災未来セ ン タ - I 災害の際の 自 治体の ト ッ
ブに求め ら れる リ ー ダー
シ ッ プについて;義論 し、
危機管理のあ り 方 を考え
る

高砂市福利保健セ ン タ ー | 県は 「 行 ら の ま ち は 自 ら
守るJ と い う 原点 に立脚
し た 自 主防災組織を 県 ド
全域で育成す る こ と を 日
f均 と する

JICA 兵庫出際セ ン タ -- I 大震災の経験 を 踏 ま え、

2004/ 1 /24 平成15年度 目 主防災活動推進大会 i 兵庫県
( * )  

M草津警 | 尼崎市内

862 第 二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ー セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等



j 備考
「一一一一一一一←一一一一→一一

i 神 戸 市北 |メ 大沢IlfT と 長 田
I I;{聖子 m �と部地反 の13:1\\の

j 交流
十一一一一一 ; 
; 袋災被災地に導入 さ れ た j
j 復 興 市街地再開予去 を 検証 ;

す る

雪 塚 市 と 都市基盤強備公
印が震災復興事業 と し て
巡 め て い た も の。 同 市 の
笈 災 復 興 は ハ ー ド 聞 で

「総仕 上 げJ と な っ た

神 戸 市男 女共同参両セ ン | ボ ラ ン テ ィ ア 同体や婦人
タ ー | 会 でお守E濯す る 女性 を 議制

ま ち づ く り

開催 臼
2003/ 2 / 16 

会場

神戸市内

主催者

向実行委員会

事業名

そ ばめ し 交流 ツ ア ー

3 .  

←一一一一一一一一一
久二塚第二段地相談所! シ ン ポ ジ ウ ム 「復興再 開発の 明 日 を ; 久 塚六 ま ち づ く り

; 考 え る 復興市民 ま ち づ く り 連絡会
再 開 発研究会

同実行委員会 阪急 1 1 1 駅前

200:V 2 /20 

2003/ 3 / 6 � 1 ' さ ら ら I I I J 再開 発完成記念式典 ・
イ ベ ン ト

セ ミ ナ … ! 神戸市都市整備公社 な ど
， !と件、 生活者一の視点 か ら み た 神 戸

の復興 と こ れか ら の ま ち づ く り J

2003/ 3 / 16 

1 2003/ 3 /19 阪神 ・ 淡路大渓災記念協会 ; 県学校厚生会館

市 民 グ ル ー プ 「 ま ち ・ コ j 住民交流施設 プ ラ ザ 5
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

1，司実行委 員 会

持Jの復興 カ ル テ研究発表会

ノ乍
エコ5

5警災復興事業の縞がかか
ら な い 臼 地地 区、 の た め 、
市 街 地 で は め ず ら し い住
民 の 組 合 に よ る ば 画整理
事 業 の 完成式

者子宮宮、 1帯主館

菊水地域福祉セ ン タ1 1可実行委 員会

、館

三
氏

番

示;一q;: 
一
業

七勾
一
一

f

;

 

存
会一一地

二、
っ一一
繋

滋
祝一
極

巾
を一
以

九ハ
成
τ地

ブ
完
で十

ル
」
二興

工
銭一
後

ウ
番一
災

「
一一
一震

[ 附 / 3 /29� 1 体験継 「御蔵学校」
30 

l-2003/ 4 /29 

商法 下が犠牲者慰霊の ス
イ セ ン の花束 を 手 向 け た
長 田 区御 菅 地 区 で 、 震災
復 興 区 闘 終理事業 と し て
撃 備 さ れた公開

子市戸 ベ イ シ ェ ラ ト ン ホ テ
jレア ら す -1t Ivci::�JJ ci::1Jfii U G  l&P 'Ä' Yl!jill[5(1gD'�J'J'i$'jJ:1"�2i す カ は ら す 一

;一一一
兵庫 区 間公悶

神戸安全ネ ッ ト 会議講演会 「都市再生 と 安心、 安全」

863 

'Jミ
防災の観点 を 盛 り
公 闘 が整備 さ rl た 。
時 に は 緊急j監難所

神 戸 大 の 学 生 が 中 心 と
な っ て企画運営。 震災で
大 き な 被害 を 受 け た 灘の
街 を 元気づ け よ う と 復興
祭 と し て 始 ま り 9 回 目

被 災地で街のilîYJ 化 を め
ざす活 動 に 資金 を 綬よめ す
る プ ロ ジ ェ ク ト の 最iお翠
考会 j 
� 向 か ら 集 ま っ た ft:ttJJtl 築 士 ら が講演や討論会で
�災後の街づ く り を 学 ん
だ

震 災 で 焼 け 落 ち た ア ー
ケ ー ド の 再建工事の安令
を 腿 う 起工式

渓 災で家F去の 8 割が焼失
し た 神 戸 市 長 IH 区御鋭地
[正 で ま

同実行委員会! 一公一一2003/ 5 /24 

都 賀 1 1 1 公 冨IriJ実行委員会2003/ 6 /  1 �， レ ン ジ2∞3

神 戸朝 日 ホ ー ルフ ェ リ シ モ'KOBE 百YOGO 2005 夢基金 ブ ロi ジ エ ク ト J 公 開 7' レ ゼ ン テ ー ン ヨ ン
2003/ 7 / 3  

県民会宮古同 協議 会全同女'i't建築 ト連絡協議会会合

大iEíJ)j 尚足;街

第て章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

大正筋高間性i

2003/ 8 /23 

ド 再建 じ事起工式

lt1ì\;��.)�. r御蔵学校」

ア … ケ



主催者
パル | 問実行委員会

会場

須提寺海浜公除l

2003/ 9 /28 松本せせ ら ぎ通 り 完成式

2003/ 9 /29 再開発塾 全国 市町村 再開発連絡協議 | 神戸市
ぷミ

2003/10/17- 1 ウ ェ ルブボ六甲道 l 番街完成 イ ベ ン ト
19 

2003/1 1/22 アス タ く にづか 3 番館 オ ー プニ ン グ
イ ベ ン ト
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セ レモニ ー
エイ ヴ イ ス タ ワ ー西宮 | 西宮市の阪神間宮駅南地

| 区で再 開発どんが完成

同大学 | 災害に強いま ち づ く り を
研究 し て い る神戸大学が
今 年 度 の21世紀 COE プ
ロ グラ ム に採択 さ れた こ
と を記念 し て 開催
被災地域の今を 知 る た め
災災モ ニ ュ メ ン ト な どを
訪ねる

被災地に緑を収 り 戻す記
念植樹

2003/11/28 エイ ヴ イ ス タ ワ ー凶宵オ ー プニ ン グ | 関係者

2∞3/11/30 I C安全 と 共生のための都市索開デザ | 神戸大学
イ ン 戦略J 21 IH:*己 COE プロ グ ラ ム
採択記念 シ ン ポ ジ ウ ム

2ω3/12/ 6 発見の ま ち広 き | 住 百 コ ー プ 福 祉 ボ ラ ン | 芦屋市内
テ ィ ア セ ン タ ー

校学kne
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2003/12/ 1 3 花 と み ど り の ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム 1 1司実行委員会
2ω3 ( * )  
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i可実行委員会 水道筋高原告i

同災行委員会 こ う べま ちづ く り 会館

2004/ 1 /17 震災フ ォ ー ラ ム 阪神 ・ 淡路 ま ちづ く り 支援 | 神戸市内
機構

2004/ 1 /17 全国 ま ち づ く り 専 門 家 フ ォ ー ラ ム | 向実行委員会
I ( * )  

震 災 を き っ か け に見直さ
れ た草花に よ る いや し を
復興の ま ちづ く り に と う

? に活
とが行

「ぬ
く も り 」 を 表現する

今回で 5 回 目 。 神戸市内
の 「再 開 発事業J、 震災
復興土地区部整王軍事業」
の震災直前、 亙後、 現イ壬
の 3 枚の航空写真
住民支援の成果や教訓 を
f五え る

ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ神 | 令国各地域の関係者が被
戸ハ ーノミ ー ラ ン ドイ也 1 災資料 に触れ、 被災地の

実情を見学する
力 を合わせて震災を乗 り
越え た こ と を思い起こす
300 m の巻 ず し づ く

長巻ず、 し づ く り 大会 ( * )

864 第二主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



4 . 産業 ・ 労働

調催日 事業名 主催者
2003/ 4 / 8  企業 シ ン ポ ジ ウ ム 被災者復興支援会議 阻

2003/ 8 /22- r�jj災シ ス テ ム と 災害報道」 研修 韓国百論財 ElJ
9 / 2  

2003/ 8 /30 フ ォ ー ラ ム 「地震への備 え ~ ラ ジ オ 日 本氏開放送連照な ど
の役割」

2003/ 9 /21 シ ン ポ ジ ウ ム 「大震災 と 報道の役割J 日 本新開博物館な ど

2
c
003/10/ 4 - 1 や さ し さ 満 タ ン ふ れ あ い フ エ ス タ 県石油商業組合

i 2003 

2003/1]/20 二刀流の んベの会会合 同会

会場 備考

神戸市内 震災 を き っ かけに地域賞
献活動 を は じめ た企業の
事例報告

人 と 防災未来セ ン タ ー 韓国の新聞、 テ レ ピの記
者 と ジ ャ ー ナ リ ズム長正究
者 ら が仮神 ・ 淡路大震災
日寺の報道な どについて研
修

日 本 プ レ ス セ ン タ ー ビ ル 震災持にお け る ラ ジオ の
役割を考え る フ ォ ー ラ ム c
宮城県北部地震な どを例
に 、 地 ラ ジオ局の対応、
な とが発表 さ れた

横浜情報文化セ ン タ ー 報道機関の記者 ら が関東、
阪神 ・ 淡路大震災な どの
教言111 や防災に向けた報道
の役割 について話 し合つ
た

デュオ神戸 防犯や防災な どの 1mで地

!
域貢献に積枢的 に取 り 組
んでい る ガソ リ ン ス タ ン
ドの活動 を PR

ホ テ ル ゴー フ ル神戸 主主災後の地場産業の復興
を 願 っ て、 県洋菓子協会
と j霞造会社な どが集 う

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ } ・ イ ベ ン ト 等 865 



5 . 保健 ・ 医療

開催日 事業名 主催者
2003/ 2 / 8  AMDA ネ パ ー ル子 ど も 病院設立 5 AMDA 神戸

周年記念 シ ン ポ ジ ウ ム

2003/ 3 /15 第 2 回 日 本 ト ラ ウ マ テ ィ ッ ク ・ ス ト 河会
レス学会シ ン ポ ジ ウ ム

「都市 災害の軽減 に 践す る ワ ー ク 向実行委員会
シ ョ ッ 7"J におけ る イ ン タ ー ネ ッ ト
を使っ た ピデオ会議

市民救命士講習会 ( 水道筋問

/31 第5l[白精神保健福祉会凶大会

2004/ 1 /17 阪神大震災 9 周年の集い
「震災ー その生 と 死 を みつめて-J

2004/ 1 /17 兵庫県救急医療 フ ォ ー ラ ム

866 第二主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

厚生労働省、 日 本精神保健
福祉連盟

同笑行委員会

民主十魚l アù""

会場 備考

県民会査官 震 災時 に ア ジアの人たち
か ら の善窓の返礼に建設
さ れた 向病院の現状及び
今後の発展を考える

ラ ッ セ ホ ー ル 大震災が子 ど も た ち に与
i え た影響の調査結果報告

な と
神戸大学 ・ ピ ッ ツ パー グ 台湾、 イ ン ド西部地震で
大学 の活動 も 踏 ま え、 災筈時

の情報伝達の あ り 方につ
いて意見交換

水道筋諸活1tr事務所 主主災で約 8 割が全半壊の
認定を受けた |司百五!苫街が
安心 して貿い物 を し て も
ら え る 尚)缶衡を つ く り 、
地域住民の意識向 上 に も
つ なげたい と 開催

神戸ポー ト ピ ア ホ テ ル 「災答後の メ ン タ ルヘル
ス 」 を テ ー マ に し た シ ン
ポ ジ ウ ム

岸和 田 市 ?山合 セ ン j 震災 と いの ち の問題を10
タ 一 年 目 への第一歩 と して考

え る

神戸 ポー ト ピ ア ホ ァ jレ 阪神 ・ 淡路大渓災 を 踏 ま
え 、 救急際療の課題を検
討



6 . 福祉

開催 悶 事業名
2003/ 2 / 9  愛知県最1111高校 と 被災者の交流会

2003/ 5 /11 あ し な古ぎP ウ オ ー ク

2003/ 5 /27 チ ャ ワ テ ィ ー コ ンサー ト
「人仁 ( に ん じ ん) の会J

2003/ 6 /12- ア ル ジ エ リ ア北部大地震被災者救援
14 写真援

2003/ 6 /28 シ ン ポ ジ ウ ム f震災後の神戸J

2003/ 8 / 7  国際的 な遺児の連帯をすすめる交流
メZ合コ、ミ

1 2003/ 8 /30 「訪問支援シ ー ト J を読む会

2003/10/18 チ ャ リ テ ィ ー マ ジ ツ ク シ ョ ー

2003/10/19 第 4 凋 須 磨 区 紡 災 福 祉 コ ミ ユ ニ
テ ィ ー競技大会

2003/11/ 9 あ し な均支P ウ オ ー ク 10

2003/11/ 9 老いてなお住みの こ る

2003/11/11 養護老人ホ ー ム γさ く ら 苑J 防災訓
高東

2003/11/16 あ し な古すP ウ オ ー ク 10

2003/11/23 神戸大馬術部が震災遺児 を乗馬に招
待

2004/ 1 /12 尼崎市内復興住宅 5 1沼地合同新年会

2伽/ 1 /17 1 1t色 …エム

主催者 会場 備考

何言走行委員会 な ぎ さ 地上或福祉セ ン タ ー 被災者が心に負 っ た傷を
前広場 布u ら げよ う と 生徒の;有志

が実施。 13!ill EI 
同笑行委員会 神戸市内 災害、 テ ロ の遺児への支

i 援を 呼びかける ウ オ ー ク

河実行委員会 セ シ オ ン杉放 向会は阪神 淡路大震災
の被災宇 を応、媛す る ため、
1995年春に結成。 今年で
9 凶 自 の コ ンサー ト

JICA 一一!間一一 日 本の国際緊急援助隊の
セ ン タ 活動 を 紹介する 。 同時に

現地で被災者用 テ ン ト 設
営のための街頭募金 も 行
つ

日本ホス ピス在宅ケ ア研究 神戸ポー ト ピ ア ホ テ ル 被災地で浮 き 彫 り に な っ
% た 、 孤独死や高齢者の見

守 り について議論
あ し なが育英会な ど レ イ ン ボーノ、 ウ ス 災 害 や テ ロ な ど で 親 を

失 っ た六 カ 巨!の33人が阪
神 ・ 淡路大渓災の遺児 ら
と 交流

週末ボ ラ ン テ ィ ア 神戸市総合福祉セ ン タ i 同でーや復興
住宅のお年寄 り ら の 話 し
相手 を し て き た約 8 年間
の 「訪問支援 シ ー ト J を
読み返す会を間保

県学校康生会淡路支部 しづかホール 阪神 ・ 淡路大震災で保護
者 を 亡 く した子 ど も を 支
援

須磨海浜公間 ; パケ ツ リ レー や三角 き ん
早業競走な ど 4 種自 で区
内の全18地区が競 っ た

同実行委員会 明石公閥他 震災や交通事故な ど に よ
る 遺児の支援を呼びかけ
な古ずら ウ ォ ー キ ン グする

神戸大学学生震災救援隊 神戸大学 尼崎市が被災者 を対象に
建設 した高齢者の共同住
宅「グループハ ウ ス尼崎j
の試み を 中心に高齢者 ケ
ア について考え る

養護老人ホ ー ム 「 さ く ら 苑J 養護老人ホ ー ム γさ く ら M8 . 4、 震度 6 弱 の 大 地
手[J 震 に よ る津波発生を想定

同実行委員会 な ぎ さ公園ほか 震災や交通事故 な ど に よ
る 遺児の支援を呼びかけ
な が ら ウ ォ ー キ ン グ守する

神戸大学馬術部 神戸大学 震災遺児た ちの心のケア
を 手伝いたい と 、 馬術部
員 が1998年か ら 行 っ て い
る

地域を結ぶ笑顔の会 復興住宅に住むお年寄 り
た ち に交流を深めて も ら
う と と も に、 各留地の生
活援助長 も 互いの団地の
実情ゃ仕事の滋め方 な ど
を 学ぶ

ミ ュ ー ズ 目 ア ナ ウ ン サー ・ 北聖子プラザ六甲荘 1Eを イ吏ったパフ ォ ー マ ン
オ フ ィ ス ス や詩の朗読な ど。 震災

遺児へのチ ャ リ テ ィ ー

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 867 



開催日 事業名
2004/ 1 /17 神戸冗気村 同窓会

2004/ 1 /25 阪神 ・ 淡路大笈災 9 周年新若手邦楽コ
ン サー ト ( * )

868 第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

主催者
〉訪中戸冗気付ス タ ッ ブ

河実行委員会

会場 備考

御影公会堂 2 年前 に解散 したE自体が、
当 時の き ずな を 思い出に
し て ほ し い と の思 い か ら
開催。 それぞれの現在の
活動 を 報告する

芦屋ルナ ・ ホ ー ル 震災遺児焚学金の募金を
呼び掛け る。 邦楽演奏、
追悼曲合唱



7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

開催臼 事業名
2003/ 3 /16 KOBE I週際交流 フ ェ ア

2003/ 4 /1 1  ト ー ク イ ベ ン ト
f今一番伝え た い こ と J

2003/ 5 /11 ゆ め ま つ り 風しフ ェ ス タ

2003/ 7 /26 ひ ま わ り ウ オ ー ク

2003/10/18 阪神障害者開放セ ン タ ー創立十五周
年 フ ェ ス テ イ パル

2003/11/14 セ ミ ナー
「災害ボラ ン テ ィ ア の絞前線J

2003/12/ 6 - 銀魂の ろ う そ く 作 り
16 

2003/12/25 ふれあ い喫茶

2003/12/30 イ ラ ン南東部地震募金活動

2004/ 1 / 3  復興住宅へのおせち宅配

2004/ 1 /18 防災 と ボラ ン テ イ ア のっ と、い ( * )

2004/ 1 /19 災害ボラ ン テ ィ ア コ ー デイ ネ ー タ ー
養成研修

2004/ 1 /24- 第 4 図 ひ ょ う ごボラ ン タ リ ー ・ ス ク
25 エ ア21 ( * )  

2004/ 1 /25 西宮 コ ー プ福祉 ・ ボラ ン テ ィ ア大会
( * ) 

主催者 会場 備考

向実行委員会 ノ、ーノミー ラ ン ド 阪神大震災を き っ か け に
国際交流や外留人支援に
かかわる図体が 堂に集
ま り 交流 し よ う と 1997年
に 始 ま っ た

i可実行委員会 神戸新開松方ホー ル 被災地の 封PO、 NGO が
活動費の支援を訴え よ う
と 金謝。 収益の半分を 活
動費に充てる

ゆめ ・ 風 ・ 十億円基金被災 長旧神社 ト ー ク ラ イ ブ、 コ ンサー
地障害セ ン タ ー ト 、 寄せ椛え教君主な ど
NPO 法人阪神 淡路大震災 神戸市東灘区内 震災で犠牲 に な っ た加藤
r 1 .  17希望の灯 り 」 は る み さ ん (当時12歳)

の 自 宅跡に咲い た ヒ マ ワ
リ に ま つわ る 思い を後i世
に伝える

同セ ン タ ー ブ レ ン テ大ホール 震災に よ る事務所の倒壊
や仲間の死を乗 り 越え た
15年の歩み を振 り 返る

NPO 法 人 日 本 災害救援ボ 市立中央公民館 宮城県連続地震の現地調
ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ク 査か ら 阪神 ， 淡路大震災

以降のボラ ン テ イ ア活動
について質的変化が見 ら
れ る かな どについての議
i賓

神戸 ・ 市民交流会 ポー ト ア イ ラ ン ド北公園 2004年 1 月 17 B に神戸市
内 で行 う 追悼行事で灯す
ろ う そ く 作 り

市立鴇台中学校ボラ ン テ ィ シルバーハイ ツ ひ よ ど り 中 学生が復興住宅を慰問
ア ぷ仁品1、

ブ レ ー ン ヒ ュ ーマニテ ィ ー 大丸神戸庖前 ス タ ッ プ ら約20人が資い
物 客 ら に募金を呼びかけ
る

阪 神 高 齢者 障害者支援 復興住宅 復興住宅のお年言寄 り や障
ネ ッ ト ワ ー ク (西氏、 垂水区) 害者 ら約30人に手作 り の

おせち料王震を宅配

問実行委員会 人 と 紡災未来セ ン タ ー 会国で防災に取 り 組むボ
(兵庵県、 内閣府な ど) ラ ン テ ィ ア 防体が集 ま り

課題を意見交換する と と
も に、 災害発生時のボラ
ン テ ィ ア活動の重要性を
広 く 再認識す る

人 と 防災未来セ ン タ 人 と 防災未来セ ン タ ー 自 然災害な どの緊急時に
円滑なボラ ン テ イ ア活動
がで き る よ う 行政機関

る

な |
と と 連 絡 調 整 す る コ
デ イ ネ ー タ ー を養成す

同実行委員会 JR 神戸駅周辺 阪神 ・ 淡路大震災を契機
と し た ボ ラ ン テ ィ ア市民
活動の盛 り 上が り を 定着
さ せ、 さ ら に広 げてい

ど
く

た め に NPO と 企業 な
の連携を考える

荷主言 コ プ福 祉 目 ボ ラ ン 西宮北汀 コ ー プセ ン タ ー 福祉ボラ ン テ ィ ア活動の
テ ィ ア セ ン タ ー 3 、 4 階 充実を綴い、 丘、 く 地域に

情報を発信 し て理解を深
め る 。 多 く の ボラ ン テ ィ
ア や諸団体が集い、 活動
情報の交流の場 と して お
互いの認識の共有化を図
る

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 869 



8 . 環境

開催日 事業名
2003/ 4 /22 震災犠牲者鎮魂の記念植樹

2003/ 4 /27 ヒ マ ワ リ の種を ま く 集い

2003/ 7 / 5  コ ス モ ス のf宣 ま き

2003/10/19 鎮魂のお花見会

2004/ 1 / 8 - 感性の瞳で見つ め る KOBE 展
i 21 

2004/ 1 /17- 複製画 と 油絵展
24 

2004/ 1 /17 ト ア ロ ー ド コ ミ ュ ニ テ ィ ガー デ ン
デザイ ン コ ン ペ

870 第 二章 ⑨ 各稜 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

神戸須磨 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ

NPO 法人阪神淡路大震災
r 1 .  17希望の灯 り J

「サ ン ブ ラ ワ ー フ レ ン ズ21J

武庫川河川敷公園 を 美 し く
す る 会

地克伎民

市立神戸工業医J校写真部

高原、 震由美

何事務局

会場 備考

須磨区須磨寺町 震災直後に都市計爾決定
さ れた 市道千森線拡幅ヱ
事の完成に よ る も の

神戸市東灘区内 震 災 で亡 く な っ た子 ど も
を f思び種 を ま く

武庫川河川敷 震災復興 を 願 っ て 両知県
越 知 町 か ら 宝塚 市 に寄鰭
さ れた コ ス モ ス の 種 ま き

西宵市仁川 町 震 災 に よ る 地滑 り で 8 人
が亡 く な っ た住宅跡地に
柿 え た コ ス モ ス が満 開 に 。
遺族 も 招待 し花見 会 を 関
{存

花時計ギャ ラ リ ー 震 災 前 ・ 震災後の神戸 を
高校生 た ち がカ メ ラ で切
り 取っ た写真展

伊丹 シ ョ ッ ピ ン グデパー 食災後伊丹市立図脊館で
ト の 美術品貸 し 出 し事業に

協 力 し 名 画の複製酔] を 提
供 し て い る 高成氏の作品
展

中華会館 ガー デニ ン グの公開審査



9 . 文化 ・ 教育

開催国 事業名
2003/ 2 / 1  震災 8 周年 ・ 消'Jí音楽隊50瑚年 ・ 治、

がや き コ ンサー ト
2003/ 2 / 1  r能 と 狂言を楽 しむ会」 第 5 1m伊丹

j 能 ( * )

2003/ 2 / 2  阪神 淡路大震災 8 周年 「新春邦楽
コ ンサー ト J ( * )  

2003/ 2 / 7 - 「滝の茶尿のお じ ち ゃ ん2003J 上演
9 

2003/ 2 /15 震災復興芦屋市民オペ ラ
「サ ウ ン ド オ フ ミ ュ ー ジ ッ ク J

2003/ 2 /15 野あそび夢広場

2003/ 2 /16 阪神 ・ 淡路大震災復興記念
「員 2 回神戸全日 本女子ハ ー 7 7 ラ

ソ ン J
; 仰い /16 阪神 ・ 淡路大震災復興記念第 6 間管

楽器コ ン ク ー ル
2003/ 2 /20 ひ ょ う ご元気ア ッ プ

ふれあいの集い

2003/ 2 /22 舞の会 「和事の世界J

2003/ 3 /15 講演会 下今を生 き る 君 た ち に語 り た
い こ と J

2003/ 3 /15 こ ど も のための コ ンサー ト

2003/ 3 /15 野あそ び夢広場

2003/ 3 /15 一人芝居 「ワ ルjレル」

2003/ 3 /16 第 8 図 KOBE 凶 際 学 生 音 楽 コ ン
ク ル入賞記念ガラ コ ンサー ト

2003/ 3 /17 震災体験劇 r 1 月 17 日 を 忘れないJ

2003/ 3 /23 神戸21世紀復興記念 コ ン サ ー ト 2∞3
バ レエ ー オ ラ ト リ オ メ サ イ ア

2003/ 4 /27 震災復興市民歴史講康

2Cヲ3/ 4 /27- 約束の俳部 二人展
29 

主催者 会場 備考

問実行委員会 神戸文化ホ ー ル

河実行委員会 いたみヰ ー ル 「文化か ら の震災復興」
を テ ー ? に 、 伝統文化で
あ る 能 ・ 狂言を 上演する

同実行委員会 震災で受けた心の傷の回
1& と 、 亡 く な ら れた方々
の追悼 を 白 的 に コ ンサー
ト を 開催する

劇団 rpM /飛ぶ教室J 字申戸ア ー ト ピ レ ッ ジセ ン 震 災 を 弔 う ために 、 震災
タ ー 8 年後 を テ ー ? に した演

劇 を とj寅

同実行委員会 芦廃ルナ ・ ホ ー Jレ

阪神 ・ 淡路震災復興支援10 六 甲 ア イ ラ ン ド公菌 伝統的 な 遊びを 通 じ 、 親
年委員会、 毎 日新聞社、 毎 や 祖父母の世代 と 子 ど も
日新聞大阪社会事業団 た ち の き ずな を強めて も

ら う

兵庫隆 と競技協会、 県 等 ! 神戸市内

KOSMA 音楽愛好会 親和女子高校ホ ー ル 1 $恥)};ぃ 世{tの ア マ チ ュ ア
奏者の コ ン ク ー ル

同委員会 神戸アー ト ピ レ ッ ジセ ン iえ災 8 年 を迎え、 兵庫
タ ー の復興 と発展 を祈念す る

た め の コ ンサー ト

向実行委員会 キ、 ヤ ラ リ ー fサ ロ ン ・ 被災者の心を癒すため隔
ド ・ あい り 」 年で開催 し て い る 地唄舞

の会
仮神 ・ 淡路震災復興支援10 ; 黒公館 被災地の中 ・ 高生 を対象
年委員会、 兵庫県教育委員 に した講演会
メo、
問実行委員会 北野工房の ま ち 震災で傷つい た子 ど も た

ち の心 を ク ラ シ ッ ク 音楽
で謀長そ う と 始 ま っ た

阪神 ・ 淡路震災復興支援10 神戸市内 伝統的 な 遊 び を 通 じ 、 親
年委員会、 毎 日 新関刻 、 毎 や祖父母の世代 と 子 ど も
日新聞大版社会事業図 た ち の き ずな を 強め て も

ら う

同実行委員会 県民会館 大震災で 自 宅 を 失 っ た在
日 韓国 ・ 朝鮮人のハルモ
ニの物語

KOBE 思 際 学 生 音 楽 コ ン 神戸市産業振興セ ン タ ー 若手膏楽家の育成 と 被災
ク ー ル実行委員会 者の復興支援 を 目 的 に し i

た コ ン ク ー ルの受賞者に
よ る コ ンサー ト

神戸市立丸山小学校 丸山小学校 大震災の体験 を も と に し
E た演劇

問実行委員会 神戸丈イヒ ホ ー ル 阪神 ・ 淡路大震災 と 三宅 ;
島噴火 と い う 2 つの災害
の被災地住民が参加する
バ レエ ・ オ ラ ト リ オ

歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク 神戸市内及び神戸学生青 テ ー マ f神戸の空襲 ・ 戦
年セ ン タ ー 災 史 を さ ぐ る 」、 午前中

は ウ ォ ー キ ン グ、 午後は
1 ;講演 と デ イ ス カ ツ シ ョ ン

河実行委員会 県民会館 一ー した
友人が 3 年前岬o そ |
の友人 と約束 した俳函炭

第二主主 @ 各種シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 871 



調催日 事業名
2003/ 4 /29 日00人のチ ェ ロ m 神戸

2003/ 5 / 5  1fT り の踊 り

2003/ 5 / 6  - 阪神 ・ 淡路大渓災を乗 り 越え振 り 返
1 1  れば画業50年 沼田かずゑ袋

2003 / 5 / 18 - ふ っ こ う (矯幸) ひ ま わ り 渓

2003/5/21 修学旅行生の炊 き 出 し体験

2003/5/28 震災体験学務

2003/6/ 5 - 7  安藤忠雄建築展2003
1 /21 再生 環境と 建築 笈災復興の 8 年

2003/6/10 ミ ニヤ ー ド競技大会

! 2003/6/15 模小奈帆 ジ ョ イ フ ノレ コ ンサー ト への
震災遺児招待

2003/6/16 「海ブ ヱ ス タ KOBE -海の祭典
2003-J 
PR ノf レ ー ド

2003/6/ 17 - 六 甲 山の災害展
29 

鏡紡記念病院100回記念 コ ンサー ト

2003/7/ 1 - 8  ト ル コ の子 ど も 絵雨展
/31 

2003/7/8 腕塚再建除幕式

2003/7/9 県立舞子両生被災地での フ ィ ー ル ド
ワ ー ク

2α)3/7/13-8 感動のf童僚
/2 

872 第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者 会場 備考
NPO 法 人 「関 際 チ ェ ロ ア 市立魚崎小学斗主 震 災 復 興 を 支 援 す る
ン サ ン プJレ協会J r.IOOO 人 の チ ェ ロ コ ン

サー ト J の名誉総裁で、
れ ら も 演奏 し被災地を励
ま した故高円宮様を追悼

ギ リ ヤ ー ク fË ヶ 崎 湊11 1神社 露三災犠牲者に対す る i主将i
の祈 り を込めた創作舞鵠

同展実行委員会 県民ア ー ト ギャ ラ リ ー

真野 麻美 長田区戸崎庵 復興を呼びかけ る 、 ヒ マ
ワ リ 、 「福山 「幸J を テ ー
マ に し た作品展

|笥実行委員会 吾妻福祉セ ン タ ー 名 古l''i\市立 8 比聖子中学校
の修学旅行生が炊 き 出 し
を 体験

I司実行委員会 コ ミ ス タ こ う べ海辺 名古俊市立東港中学校の
修学旅行生が吾妻地域福
社セ ン タ ー、 神戸高齢者
総 合ケ ア セ ン タ ー 真愛を
訪れ、 震災体験を学んだ

同実行委員会 県立美術館 復興の シ ン ボルであ る 同
美術館 を は じ め 、 淡路夢
舞台等同氏が手がけたiJ; !
築 で渓災復興の 8 年 を ITû
顧する

ノ ヴ ァ 研究所 大国公園 「 ミ ニ ヤ ー トン 全潟初の
長田IR聖子fH北部ま ち づ く り 競技会。 震災で大被告Aを
協議会 受 け た神戸市長田 区野田

北部地区で、 震災後の新
た な 地域の名物 に と 開催
住民中心の復興 も ア ピー
lレ

県腎友会 ラ ッ セ ホ ー jレ

神戸港振興協会 元日]務自街な ど 海フ ェ ス タ を通 じ て 震災
か ら復興 し た神戸を全国
に ア ピ ー ル

人 と 紡災未米セ ン タ ー 人 と 防災未来セ ン タ ー ほ ほ30年 に 1 図起 こ る と
さ れる 六甲 山 の土砂災害
を テ ー マ に 、 防災の{蒲え
を 11乎びかけ る

銭紡記念病院 鐘紡記念病院 J Ií皆ロ ピー 震災後か ら 、 震災で傷つ
い た患者や地域住民の心
を 癒 し たい と の願 い か ら
始 ま っ た コ ン サー ト の
100凶記念

人 と 防災米来セ ン タ ー 人 と 防災未来セ ン タ ー ト ル コ 地震への支援のお !
札に子 ど も た ち が揃いた
絵画を集めた

地元 向 治会な ど 長田区野田 震災で壊れた ま ま に な っ
て いた平安の武将平忠度
の墓 と さ れる 「腕塚」 が
再 建

同校 長居区内 震災で大 き な被害 を受け
た 長 田 区で地元住民 か ら
被災当時の状況 を 聞 き 取
り 調査

NPO 法人 リ ホ ー プ ア ー ト カ レ ッ ジ神戸ほか 震災を乗 り 越え た神戸か
ら r 人間復興J と 「文化
一一イ ベ (
ン ト 。 4 回公演で音楽や
舞踏、 詩の朗読な ど



開催B 事業名
2003/7/20-9  第 2 凶大地の芸術祭/越後妻有ア ー
/7 ト ト リ エ ン ナ ー レ

2003/7/20 第 1 間二響会
2003/ 7 /21 講演会

「子 ど も た ち の メ ッ セー ジカ吋云える
も のJ

2003/ 8 / 4  宮城県北部地震報告会

2003/ 8 /l 1 - 淡路サパ イ パル キ ャ ン プ2∞3
20 

2003/ 8 /17- 空いて る 地球展
3l 

2003/ 8 /17 チ ャ リ テ f ー コ ンサー ト 「紳」

2003/ 8 /21- 偲展 「棋士にな り たいJ
24 

2003/ 8 /30 須磨薪能

2003/ 8 /30 チ ャ リ テ ィ ー盆踊 り 大会

2003/ 9 /12 [BJ，-G; 
演奏会

2003/ 9 /17 ミ ュ ー ジ カ ル
「いのち美 し く ~ あの 円 か ら 15年一J

2003/ 9 /20- み ん な の築地復興疑ーなつか しい築
23 地か ら あ た ら し い築地へ

2003/10/ 4 - 第 7 関 t宣言n跨 ぐ ら ル ネ サ ン ス
5 

2003/10/ 5 名古路市立 B 比野中学 恩返 し演奏
ぷ�、

主催者 会場 備考
大地の芸術祭 ・ 花の道実千1 越後妻有 6 市町村 神戸大学発達科学部の創j
委員会 イ乍ゼ ミ が震災を モ チ ー フ

に し た ア ト プロ ジェ ク
ト 「ブルー シ ー ト ・ プロ
ジェ ク ト J を展開

問実行委員会 神戸文化ホール 室長災復興を ア ピー ルす る
人 と 防災未来セ ン タ ー 人 と 紡災未来セ ン タ ー γ ト ル コ の 子 ど も絵酒展J

に あ わせて祷催。 イ ナ ン
氏 の 講演 の ほ か、 「 ト jレ
コ 震災被災地を訪れてJ
を テ ー マ に し た パ ネ ル
テ2 イ ス カ ッ シ ョ ン

歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク 神戸大学 被災地の震史資料や文化
Mの保全を絞け る 同 ネ ッ
ト ワ ケ が下f城県北部地

震 の被災地 を視察 し た結
果 な どを報告

NPO 法 人 ブ レ ー ン ヒ ュ ー 淡路島ほか 被災児家の心ケ ア事業な
マ ニ ア イ どを行う 同法人が企隠i
ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 長田区御蔵地ば 厳 し い復興の実情 を訴え

る と と も に、 渓災でで き
た 空 き 地利用 の可能性を
模索す る べ く 更地に現代
美術の オ ブジェ を飾る

和太鼓グ ル ー プ 「はた っ こ すず ら んホ ー ル ト ル コ 東部地震で大 き な
太鼓J 被害を受けた ピ ン ギ ョ ル

市の子 ど も た ち を 支援す
る コ ンサー ト

船越 明美 ピ ピアめふ 棋士を 目 指 し て修行中の
宝塚市で被災 し亡 く な っ
た 船越隆 さ んの母 ・ 明美
さ んが、 持像問や遺品を
展示

|苛実行委員会 in立西須磨小学校 震災犠牲者 ら を悼みつつ
地域の歴史 を伝える

サ ン シ ャ イ ン ワ フ神戸 サ ン シ ャ イ ン ワ ー プ神戸 震災で被害を受けた地域
に貢献 し よ う と 、 震災で
殺を失っ た高校生 ら を支
援i す る た め の チ ャ リ
テ ィ ー盆締 り

同楽団 神戸 国際会館 音楽 を 通 じ て被災地を励
ま そ う と 開催。 震災直後
は会場が見つか ら ず断念
し たが、 今図 よ う や く 実
現

県立宝塚北高校 県立宝塚北高校体育館 同校演劇科の 2 年生 た ち
が 震 災 を テ ー ? に し た

i ミ ュ ー ジ カ ル を上演

築地地区復興委員会 築地福祉会館 復興が一段落す る の を機
に、 築地の燈史や思い出
を 後世 に引 き 継 ぐための
写真肢の開催

[言j実行委員会 西宮市 震災でj自裁な どに被害が
出 た酒造会社の復興を 目
指す。 j酉造関係者 ら 約100
人が平安装束で宮水発祥
地 か ら 2 kmを歩 く 。 ま た
文楽公演 な ど

問 中学校 ]R 新長田駅前広場 修学旅行で神戸市長也氏
の商rli街を訪れ阪神大震
災の体験談な ど を 聞 く 学
留 を続けている 同校の吹
奏楽部が、 鴎庖主 ら にお
干しの気持ち を表そ う と 企
商

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ } ・ イ ベ ン ト 等 873 



開催日 事業名 主催者
2003/10/12 第 6 1ill こ こ ろ づ く り 絵画教室 同実行委員会

2003/10/19 長 自 ラ テ ン ミ ュ ー ジ ッ ク ス ト リ ー ト 長田IRI勾潟1151背

2003/10/24 震災体験学習 二葉小学校 (長回 収入 船
附小学校 (鳥取県八頭郡船
同町)

2∞3/10/25 神戸市立桜が 丘中学校文化祭で紙芝 神戸市立絞が丘中学校
庖 q話 む ら の火」 上演

2003/10/26 フ ァ ッ シ ョ ン シ ョ ー 神戸市の フ ァ ッ シ ョ ン専門
「神戸 ク リ エ イ テ ィ ブス ト リ ト 学校生

シ ョ ウ2003J

2003/10/26 神戸映像発表会

i 2003/11/22 毘 かお る チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

2003/11/24 伝統芸能復活祭

2003/11/30 素 人漫才大会 rN - 1 グ ラ ン プ リ
NAGATAJ 

2003/12/ 2 - 第41 回 モ ー フ ガ レ ッ ト 交歓会 ( * )
3 

2∞3/12/ 6 講演会 「捲 く こ と か ら 感 じ る こ と J

2003/12/ 7 神戸 と き め き コ ンサー ト

2003/12/12 東方文化芸術団ボラ ン テ ィ ア公演
2003/12/14 マ ン ス リ ー ミ ニ コ ンサー ト

2003/12/15 市民セ ミ ナ ー 寺子屡
「文化 を育む場一地域が舞台J

; 2ω3/12/15 「防災への取 り 組み報告J

2003/12/18- 御菅 カ Jレ タ 原闘展
23 

2003/12/20 県立尼崎工業尚校生が被災品齢者を
訪問
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同 グルー プ

ウ イ ン ド ミ ュ ー ジ ッ ク カ ン
ノfニ ー

同実行委員会

西神戸セ ン タ ー街簡j苫街親
交会

問実行委員会

問実行委員会

兵庫県防衛協会

神戸市演奏協会

被災地 NGO 協働jセ ン タ ー

県立淡路高校 宮校

同実行委員会

県立尼崎工業高校

会場 備考

淡路夢舞台 自 然の 中 で描 き ながら被
災地の親子 ら が触れ合う

長関区内荷}吉街な と 震災の激渓地 ・ 長田 区 を
ラ テ ン背楽で盛 り とげる

神戸市長 田 区 震災で き ずな を 強めた両
校 の 5 年生が一緒に地域
住 民が認る 震災体験に耳
を傾けた

神戸市立桜が丘中学校 1 50 年 前 の 防災の知恵を
紹 介す る 紙芝居 を 上演 し
た 。 生徒会中心の 「桜が
丘 ジ ュ ニ ア 防災チ ー ム J
カぎ制 作 し た

神戸市東遊園地 震災モニ ュ メ ン ト r 1 
17希望の灯 り J 前で行う
こ と で、 灯 り の意味を多
く の若者に知っ て も ら い
た い と 企爾

県民会館 震災後の街の復興の様子
を 撮 り 続けてい る 神戸の
会社員 の ピデオ作品が披
露 さ れる

新神戸 オ リ エ ン タ jレ劇場 阪神大災災で殺 を亡 く し
た 子 ど も を支援す る チ ャ
リ テ ィ ー コ ンサー ト

ウエス ト コ ー ス ト ぐんげ 笈災で芽生え た人のつな
が り を 取 り 戻そ う と 今年
で 2 回 目 の尖施。 高 田E量
太 鼓 な ど の 伝 統 芸 能 が
次々 に披露 さ れ た

同高居街 震災の被害に加 え 、 長引
く 不況に苦 し む蔚!苫街を i
笑 い で盛 り 上げる

協議会加盟チ ー ム に よ る
合唱交歓会。 こ の交歓会
を 過 し て元気に歌え る 喜
ぴを発信

芦屋市立図書館 被災者 を 支援す る T シ ヤ
ツ キ ャ ラ ク タ ー 「カゃ ツ ツ
く んJ のデザイ ン を した
イ ラ ス ト レ ー タ ー の講演

神戸文化ホ ー ル f神戸の震災復興に音楽
で活力 をJ と い う 思いか
ら 始 ま り 、 今関で 7 回 目

長田公民館 竹笛演奏 ・ 独唱
し あ わせの村 1995年 9 月 に被災者 を光

気付けたい と 始 ま っ た コ
ン サ ー ト の100 関 目

神戸市内 震災を教書iI に 、 地域や甘:
民同士の ネ ッ ト ワ ー ク の
担い手づ く り を 目 指す

県立淡路高校 宮校 ; 東南海 南海地震に備え、
防災意識を高め よ う と ー
宮校の生徒が拐いた

こ う べ ま ち づ く り セ ン 震災の記憶や復興への道
タ ー他 の り を I泳ん だ カ jレ タ の原

画展
グ ル ー プハ ウ ス尼崎 主霊災で被災 した両齢者が

暮 ら す 「 グ ル ー プハ ウ ス
尼崎」 を 3 年生 9 人が訪
間 し、 ミ ニ 門中止 を ブ レ ゼ
ン ト



開催日 事業名
2003/12/20 神戸 ル ミ ナ ワ エ フ ェ ス タ

「 こ こ ろ を癒やす古筆の響 き J

2003/12/23 1富蔵 コ ンサー ト ( * )

2003/12/23 阪神大震災復興祈念コ ンサ} ト
「ヴ ォ ー チ ェ ・ ベルス テ ラ
ク リ ス マス ・ フ ァ ン タ ジー」

2003/12/23 平松愛理復興支援フ イ ブ

2003/12/24 ク ワ ス マ ス イ ブコ ンサー ト

2003/12/24 阪神大渓災復興記念コ ンサー ト
f六 率引1香ふ れあ い コ ンサー トJ

2003/12/24 阪千事大震災復興祈念コ ンサー ト
'lii内み ど り ク リ ス マス コ ンサー
ト 」

2003/12/27 阪神大震災復興祈念コ ンサー ト
「大脇芳夫 & 山田裕子
ウ ィ ー ン か ら の愛の メ ッ セー ジJ

2003/12/30 21骨紀 COE プロ グ フ ム オ ー ブ ン記
1': シ ン ポ ジ ウ ム

2004/ 1 / 4  - 知歌展
3 /20 

2004/ 1 / 5  主主災 9 路年復興支援
「心に歌声を 2004ニ ュ ー イ ヤ ー コ

ンサー ト J ( * )  

2004/ 1 / 6 - 第 1 悶震災絵画淡
2 /29 ~ ガ レ キ の街か ら復興を め ざ し て ー

( * )  

2004/ 1 / 8  神戸市立二葉小学校児童が市'設住宅
を訪問

2004/ 1 / 9  ニ ュ ー イ ヤー シ ャ ン ソ ン コ ンサー ト
( * )  

2004/ 1 /10 コ ンサー ト 「芦屋 ・ あすに向かつ てJ
( * )  

2004/ 1 /10 大地震子 ど も 追悼コ ンサー トj f ぼ く の こ と ま ち の こ と き みの
こ と J

2004/ 1 /10- 第 9 凶 KOBE 国際学生音楽 コ ン ク ー
12 jレ ( * )

2004/ 1 /10 第26限定期演奏会
大震災復興チ ャ ワ テ イ コ ンサ} ト

2004/ 1 /10- {画展 「君がいた場所一震災の心象風
14 景J

主催者 会場 備考
戟 日 新開社、 朝 日 カ lレチ ャ ー 朝 日 刀 jレ チ ャ ー セ ン タ ー 震災で姉を失っ た伍芳 さ
セ ン タ ー

河実行委員会

問実行委員会

問実行委員会

向実行委員会

同実行委員会

問実行委員会

問実行委員会

神戸大学

二葉由美子

問実行委員会

人 と 防災未来セ ン タ ー

同小学校

同実行委員会

問実行委員会

同実行委員会

問実行委員会

神戸教員会ロ首位i

渡辺 信雄

ん の コ ンサー ト

泉勇之介溺!苫 御 影郷の蔵元が震災から
の復興 を ア ピ� )しする

神戸朝 日 ホ ー ル

東遊癒地

神戸新関松方 ホ ー ル 震災犠牲者への鎮魂の祈
り を込めた コ ンサー ト

神戸朝 日 ホ ー ル

神戸朝 日 ホ ー jレ

神戸朝 日 ホ ー ル

神戸大学

県営復興住宅内向氏宅 歌人であ る 二葉氏が仲間
と 震災 を テ ー マ に詠んだ
短歌 を 自 宅に設け た ギ ャ
ラ ワ ー に渓示

神戸新聞松方 ホ ー ル 震災犠牧者 を追悼 し、 被
災者が震災の悲 し みや復
興 に 向 か う 喜びを分か ち
合 う と と も に 、 被災地のj 文化復興を 支援する

人川一 一 ; 市民地 ら捻供一災
直後のmや現在 に い た る
ま での被災地の様子 を捕
い た絵i爾の展示

神戸市長臼区 始業式後に餅つ き を し、
近 く の市営住宅に住む被
災高齢者 ら を訪問 し配っ
て歩いた

宝塚ベ ガ ホ ー ル 宝塚 と 関係の深い シ ャ ン
ソ ン を 取 り 上げ、 震災犠
牧者を悼み、 人々 の心を
iÆi し勇気づけ る

ル ナ ・ ホ ー ル 被災地 を 対気づけ よ う と 、
後災の年の変か ら チ ャ リ
テ イ } コ ンサー ト を 開催。
以来毎年 1 月 17 目 前後に
コ ンサー ト を五三面

神戸新聞松万 ホ ー ル 震災で亡 く な っ た18歳以
ドの干ー ど も た ち をi思;まう
と 梼{最 8 図 日

神戸市議業振興セ ン タ ー 被災地復興を 支援す る と
な ど と も に、 青少年の育成 と

感性を磨 く 登竜門 と な る
ク ラ シ ッ ク の 音 楽 コ ン
ク ー ル

う は ら ホ ー ル 当 日 の収益平会場入口 に
設 置 さ れた募金は裳災遺
児施設 な ど に寄付 さ れる

ギ ャ ラ ワ ー わ びすけ 大震災の記憶 と 写真 を 詩
で た どる
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開催日 事業名
2004/ 1 /10 震災メ モ リ ア ル コ ンサー ト (ヴ イ オ

リ ラ & 大正琴) ( * )  

2004/ 1 /11 「神戸の壁の歌J完成記念演奏会( * )

2004/ 1 /11 第 8 閥阪神淡路大震災 1 . 17追悼コ
ン→jトー ト

2004/ 1 /12 第 8 伺あ じ さ い コ ンサー ト ( * )

2004/ 1 /13 加藤いつかさ ん講演

2004/ 1 / 14� 長尾和絵画展
22 「鎮魂 と 再生のためにJ ( * )  

2004/ 1 /15 琢磨仁 . �年子 ラ イ ブコ ンサー ト

2004/ 1 /15� 御育カ ル タ 原画展
24 

2004/ 1 /15� 阪 神 ・ 淡 路 大 渓 災 え ら い こ っ
2 /22 ち ゃ っ たね。 忘れてへん よ 。 キ ル ト

展 ( * )

2004/ 1 /16 劇団 「夢」 サ ー カ ス 主宰、 浮島智子
講演会

2004/ 1 /16� 日OMY 書展
21 

追悼展
26 

釘)04/ 1 /16 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル コ ン
サー ト
天満敦子バイ オ リ ン リ サイ タ ル 「祈
り 」

2004/ 1 /16 K.G.OB&OG JAZZ NIGHT 

2004/ 1 /16 講演 「音の ない世 界で震災を体験 し
てJ

2004/ 1 /17 市民に よ る 市民のためのオペラ :
ヨ ハ ン ー シ ュ ト ラ ウ ス の喜歌劇 「 こ
う も り J ( * )  
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主催者
ヴ ィ オ リ ラ ・ ハー ブ ・ ヨ シ

リ メ ンノ〈一字申戸プロ ジ ェ ク
ト 神戸の壁保存実行委員
dzk コミ

問実行委員会

問実行委員会

市立本社i第二小学校

コ ー プこ う べ生活文化セ ン
タ ー

ギ ャ ラ リ カ フ ェ

問実行委員会

宝塚 コ ー プ 福 祉 ボ ラ ン
テ ィ ア セ ン タ

神戸大学学'Èサー ク ル

ア ト ・サボ ト ・ セ ン タ
神戸

ぼたんの会実行委員会

関商学院同窓会

町立寄島小学校

同実行委員会

会場 備考

西宮市大学交流セ ン タ ー 震災の被害に遭われた方
への 励 ま し、 ま た亡 く な
ら れた 方への鎮縫のため
の コ ンサー ト

シ ュ ー ズ プ ラ ザ 震 災の大火に耐え た 「神
j i の雪量」 への旬、 い を 込め
た CD の完成 を 記念 し た
演奏会

ア ミ テ イ ホー ル いj コ ン サー ト な ど で 集
ま っ た募金は、 イ ラ ン大
地震の被害者に贈 ら れ る C
同会館ギ ャ ラ リ ー で書道
民 ft-1 の祈 り 舎の祈 り 」
も 際j催

神戸文化ホ ー lレ 震を災か ら の f心の復興J
を 層fiい、 被災地に希望の
歌声 を屈ける

市立本山第二小学校 震災当時河校 6 年生に在
学 していた姉 をじ く し た
r，;]氏が全校集会に て震災
体験について講演

コ ー プ こ う べ生活文化セ 震災直後か ら倒壊 し た街
ン タ ー の様子 を 約 1 カ 月 間搭 き

続けた作品 を展示
ギ ャ ラ リ ー カ フ ェ 5 年前 か ら 犠牲者追悼の

つ どい に ボラ ン テ ィ ア と
し て協力す る 琢磨夫妻の
こ と を広 く 知っ て ほ しい
と 、 震災支援 ラ イ ブを 関
f控

新長田勤労市民セ ン タ ー 護災の記憶や復興への道
の り を説くんだカ ル タ の涼
顧展

宝塚コ ー プセ ン タ ー内 i 亡 く な ら れた方への哀悼
と 、 宣言災か ら 現在 ま でが
ん ばっ て き た 自 分 を 振 り
返 る場を提供する

六甲道勤労セ ン タ ー ミ ュ 】 ジ カ ル を i呈 して震
災遺児 ら と 心の交流を続
け て い る 同氏が、 震災課
年 ア メ リ カ か ら 帰闘 し神
戸で劇団を結成 し た話な
ど を紹介

j ギャ ラ リ ー ・ ド ウ 11人の書家に よ る鎮魂の
作品

ギ ャ ラ リ 島 田 震災で亡 く な ら れた津高
先生への追悼展

神戸新開松方 ホ ー ル 収益金 を イ ラ ン 南東部地
震の被災者救援に充てる

関西学院会館 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

町立富訪小学校 聴覚障害者であ る 藤本氏
が、 震災後の避難所生活
の体験な どを語っ た

芦屋lレナ ・ ホ ー ル 喜歌劇 を 通 じ て 「笑いJ
の大切 さ や「勇気 と 希望J
のすばら し さ と 必要性を
f云え る



開催日 事業名
2004/ 1 /17- ア ブ ガ ンの子 ど も 1000人 ・ 笑顔の写
18 真展

2004/1/17 フ ル ー ト と ギ タ ー に よ る祈 り と 腐 り

2004/ 1 /17 ポー ト ジュ ピ リ
~ フ ェ ニ ッ ク ス イ ン2004

2004/ 1 /17 KOBE MEETING 

2004/ 1 /17  ア ン サ ン プル ・ 神戸 特別演奏会

2004/ 1 /17 201 図公演 レ ク イ エ ム のタベ~析 り
を こ めて ( * )

2004/ 1 /17 鎮魂 と 希援の太鼓

初04/ 1 /17 阪神 ・ 淡路一大震災周年記念
垂水区小中学生駅伝大会 ( * )

2004/ 1 /17 鎮魂 と 希望の太鼓
2004/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル コ ン

サー ト ( * )

2004/ 1 /17 震災後 9 年の神戸のH寺院写真展

2004/ 1 /17 奈良県 ・ 明 日 香村伝承主芸能公演

2004/ 1 /17 御蔵小学校区定点観測j写真 般公開

2004/ 1 /17 1 .  17 NAGATA コ ス ベ ル コ ン
サー ト ( * )

2004/ 1 /17 阪神 ・ 淡路 9 周年記念事業
「ひ ま わ り の心で歌お う J ( * )  

2004/ 1 /17- 第 5 向 1 . 17EARTH 展 ( * )
20 

2004/ 1 /17 第 3 凶i阜↑車コ ンサー ト

主催者

神μ市仏教連合会な ど

神戸コ ンサー ト 協会

問実行委員会

平松愛理

神戸新開文化財団

同実行委員会

神 戸 北 コ プ福祉 ボ ラ ン
テ ィ ア セ ン タ ー登録グルー
プ 「は た っ こ 太主主J

問実行委員会

太鼓衆国 輪田鼓

用実行委員会

神戸デザイ ナ ー学院

阪神 ‘ 淡路大震災犠牲者十
回忌御菅地区合河慰霊法要
実行委員会

市)]，御蔵ノj、γ1交

長田区民震災復興記念事業
実行委員会

j ひ ま わ り ク ラ ブ 「健やか音
楽J メ ンノミー有志

河実行委員会

ゆ り の会

会場 備考
殿成寺 復興途上の ア フ ガ ン 、 大

地震に見舞われた イ ラ ン
南東部の人々 を 支援す る σ
ア フ ガ ン のがれき の街や
イ ラ ン の難民キ ャ ン ブで
撮影 し た作品

県立美術館 ジ ュ リ ア ー ニ 「 ソ ナ タ
ホ 主立調J な ど

神 戸 i塑 際 会館 こ く さ い フ ォ ク の祭典。 5 年ぶ
ホ ー ル り の 開催の今回 は、 震災

復興の チ ャ リ テ ィ ー を兼
ね て い る

神戸 市内 今年で 8 回 目 を迎え た 1
月 17 日 恒例の被災者支援
ラ イ f

神戸新聞松方 ホ ー ル

神戸文化 ホ ー ル 神 戸市の復興を綴 う 演奏
メヱ合コミ、

般の子台南住宅集会家 阪神 ・ 淡路大震災の犠牲 |
者の追悼 と 、 復興住宅居
住者や地域の子 供達が共
に元気にす ごせる こ と を
綴い、 太鼓を打つ

垂水健康公関 幼児期 に大震災を体験し
た 子 ど も た ち を 中心に、
体力の向上 と と も に震災
か ら カ強 く 立 ち 直: る 姿 を
内外に ア ピー Jレ

]R ニ ノ 宵駅南広場 和 太鼓演奏

県公館 チ ェ ンパロの演奏 な どと
と も に 、 女優竹下景子 さ
んが公募で募っ た震災に
関 す る 詩を朗読

東遊園地 震災を小学生時代に体験 |
し た若者が今の神戸の姿
を 自分 な り の カ メ ラ 表現
に言E し た

集会所、 御蔵南公園 飛鳥蹴革朝、 南無天踊 り 、
八雲琴、 万葉朗唱

叩制叩育館 i 献で大 き な被害問
た校I;{内の街の移 り 変わ
り を主主災直後か ら 写真で
記録する 「定点観測J を
続 け て い る 。 児意 ら の震
災 ・ 防災学習 に も 佼われ
る 写真 を 般公開

ピ フ レ ホ ー ル 鎮魂の意味 を 込め た コ ス
ベ ル コ ンサー ト

西 神 南 セ リ オ セ ン タ ー ! 阪神 ・ 淡路大震災で犠牲
コ ー ト に な ら れた方の鎮魂 と 仮

設住宅 ・ 復興住宅を経験
し 、 新 た な 紳 を 作っ て
い っ た感謝 と 喜びの歌声
を 全国へ発信する

神戸 フ ァ ッ シ ョ ン マ ー ト 芸術に よ る復興 を テ ー マ
イ オ ホ ー ル に 関 内 外 の 芸術 家 が約

230作品を出品

地すべ り 資料館 | 震…地滑 り で34人
が犠牲 に な っ た向資料館
で行われる
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調催 日 事業名
2004/ 1 /17 追悼 コ ンサー ト

2004/ 1 /17 2室災 9 周年 「追悼コ ンサー ト J

2004/ 1 /17 鎮魂 と 希望の太鼓

2004/ 1 /18 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

2004/ 1 /18 チ ャ リ テ ィ ー コ ンサー ト

2004/ 1 /18 阪神 田 淡路大震災 9 1寄年記念事業
「ひぴけ 1 空 ま で ヴ イ オ リ ラ 大

主琴 と 歌お う - ( * )  

2004/ 1 /18 震災メ モ リ ア ル コ ンサー ト 21世紀
へ伝えたいあなたの心に響 く 歌( * )

2004/ 1 /18 坂神 ・ 淡路大震災 9 爵年 ハ ン ド ベ
ル ・ コ ンサー ト

2004/ 1 /18 震災 9 周年 西官邦楽 コ ンサー ト
( * )  

2004/ 1 /18 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年 記念事業
東浦町復興支援 ラ イ ブ 和太鼓女新
紀撃02 r約束J ( * )  

2004/ 1 /20 神戸 レ ク イ ヱム

2004/ 1 /23- 両家た ち の メ ッ セ ー ジ
28 - 1 . 17未来一

2004/ 1 /24 神戸 フ ィ ルハー モ ニ ッ ク ニ ュ ー イ
ヤ ー コ ンサー ト 2004 ( * )  

2004/ 1 /25 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年 メ モ リ ア ル
コ ンザ ー ト

2004/ 1 /31 地域子 ど も 文化塾 ( * )

2004/ 1 /31- 1 .  17震災追悼記念- NPO ボ ラ ン
2 / 2  テ ィ ア フ 工 ス タ

① 「子 ど も フ ェ ス タ」 ② 「丈化 ブ エ
ス タ J ( * )  

878 第二主主 @ 各稜 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

主催者

草志会

西宮翠ベテ ロ教会

伊丹教会

ヴ イ エ ン ト ヴ ェ ルデ

… 

生活協同組合 コ ー プ こ う べ

領栄短大

問実行委長会
(西宮三曲協会な ど)

戸i実行委員会

ア ー ト ・サポー ト ・ セ ン タ ー
神戸

問実行委員会

問実千I委員会

神戸市役所セ ン タ 一合鳴図

問実行委員会

同実行委員会

会場 備考

草志、舎 バ ッ ハ 「無伴奏バイ オ リ
ン ソ ナ タ 第 l 番 ト 短調J
な ど

西宮聖ベテ ロ 教会 犠牲者を悼む析 り を さ さ
げ、 地元の合唱団 な どが
フ オ } レの 「 レ ク イ エムJ
を 歌 う

射添会館 オ リ ジナル出 r矢田Jl I清
おft の ぼ り 打 ち J r樹林J
を 演奏

伊丹教会 神 戸女学院大卒業生に よ
る 弦楽凶重奏団 に よ る 演
奏

サ ー ラ ・ デ ・ ム ス ク 朗 読 と 琴 ア ン サ ン プル

被 災者の心を癒 し、 勇気
づけ、 参加者同士の心の
交流 を 深め る 聴衆参加型
の コ ンサー ト

コ ー プこ う べ生活文化セ 震災の体験を風化さ せず、
ン タ - 2 階ホ ー ル 神 戸の街や人々 の心がー

年一年元気に な っ てい く
よ う に … と の願い を こ め
て 開 催 し て き た ク ラ シ ッ
ク コ ンサー ト

領栄短大 関空豆大在校生 と 卒業生が
合 問 でハ ン ドベル演奏

西宮市立プ レ ラ ホ ー ル 察、 尺八、 ニ絃な ど に よ
る 邦楽演奏

斗T ン シ ャ イ ン ホ - )レ 手口太殻演奏な どで芸術文
イヒ面 か ら 心の復興を 支援
す る

ギ ャ ラ リ ー 島 田 神戸出身の現代詩人、 松
尾 正信がプ ロ デ ユ ー ス す
る 朗読 と 音楽、 ダ ン ス な
ど に よ る ラ イ ブ ・ ノて
フ ォ ー マ ンス

サ ンパル i官民ギ ャ ラ リ ー 今 回で10回 目 。 画 家 ら 19 1
人の合同作品展

神戸文化ホ ー ル

新神戸オ リ エ ン タ ル劇場 和太鼓演奏、 阪神大震災
鎮魂組出合唱

神戸新聞松方 ホ ー ル 震災で大 き な被害を受け
た神戸 に お い て そ の伝統
行事や地域文化 を途絶え
さ せる こ と な く 継承 し て
い く

東灘区民セ ン タ 一分館小 B ごろ の地元での活動ぶ
ホ ー ル り を披 露 し 、 震災時 に 百

指 し た心の共有 を思い出
す行事 と す る



10 . く ら し

開催 日 事業名
2003/ 5 / 1  第 8 図被災地メ ーデー

2003/ 6 / 1  神崎仮設伎宅で暮 ら した被災者同窓
JエSミ、C 

2003/ 8 /17 8 ・ 17被災地の集い

2003/12/15 「特定優良賃貸住宅」 に関する研究
� 

2004/ 1 /17 公的援助実現ネ ッ ト ワ ー ク 集会

2004/ 1 /17 シ ン ポ ジ ウ ム r住宅再建支援制度J
実現へ こ れ ま で こ れか ら

2004/ 1 /18 「視る」 完成発表会

2004/ 1 /24- 仮設住宅一般公開
31 

2004/ 1 /26 震災10年市民検証 9 年 シ ン ポ ジ ウ
ム
「専門家の社会的役割 を検証す る J
( * )  

2004/ 1 /28 食糧環境セ ミ ナ ー 震災の教訓11は活
か さ れて い る か

主催者 会場 備考

向実行委員会 jR 兵庫駅南側 大震災で生 ま れた草の根
キ ャ ナル タ ウ ン広場 交流 を き っ か け に始 ま っ

た。 今回の テ ー マ は 「 ア
ト ム の涙J

同住宅7ê 自 治会 メ ン バー 小同地区会館 5 年前に解消 さ れた 同住
宅の元住民や当時大学生
だ っ た ボ ラ ン テ ィ ア が参
加 し、 一人ずつ近況報告
を す る な ど再会を 楽 し ん
だ

問実行委員会 神戸市役所前 主主災当時の被害状況を ま
と めた パ ネ ル展示。 被答
者 の生活再建支援な どを
考 え た。 三宅島被災者の
王n状 も 報告 さ れた

県震災復興研究セ ン タ ー 神戸市総合福祉セ ン タ ー 震災10年の復興検証のー
王最

同 ネ ッ ト ワ ー ク 神戸市男女共同参画セ ン 住宅詳建への公的援助法
タ ー 実現を訴えた

阪神 ・ 淡路大震災紋援復興 神戸市勤労会館 住宅再建法を求め る シ ン
兵康県民会議、 兵康県震災 ポ ジ ウ ム
復興研究セ ン タ ー

同実行委員会 神戸市勤労会館 被災者が抱 え る 課題 を 映
(ií<に残す

ネ申出 自然教育擦i 神 出 向 然教育関 閣 内 に設置 し て い る 大震
災 時の仮設住宅の一般公
関

[司実行委員会 フ ツ セ ホ ー ル 市民の生活再建に専門家
が果た した役割を議論

神戸学生セ ン タ ー 神戸学生セ ン タ ー 都市災害発生時の食糧問
題 に 農村が果たす役割に
つ いて講演
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1 1 . そ の他

開催日 事業名
2003/ 2 / 1  図際ワ ー ク シ ョ ッ ブ2003 r地震 に ま

け な い 世界 へ 向 け て ill - ひ と ・ ま
ち ・ き ずな-J

2003/ 2 / 1  ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク
大手前大学震災犠牲者追悼記念植樹

2003/ 2 / 1  米""!長下街l製碑除幕式

2003/ 2 / 2  オ リ ッ ク ス ・ ブ ル ー ウ ェ ー ブ親子
テ ィ ー ボ ー ル教室 ( * )

2003/ 2 / 7  防災シ ン ポジ ウ ム [ 南海地袋への備
えJ ( * )  

2003/ 2 / 8  f神戸発いの ち輝 く 都市へ」 出版記
〆�、、y:、J初布E43、5 

2003/ 2 /11 自 主紡災総合訓練雪 ま つ り

2003/ 2 /22 自 主防災級織研修会
2003/ 2 /25 阪神 ・ 淡路大震災 8 周年記念事業

「総合フ ォ ー ラ ム J
γいの ち と こ こ ろ の世紀 21世紀を

拓 く J ( * )  
2003/ 3 /10 「鎮魂の カ リ ヨ ン 時計台J 除幕式

2003/ 3 /13 イ ラ ク 攻撃反対緊急rh"民集会

2003/ 3 /15 第 1 101学術 フ ロ ン テ イ ア 講演会
「地域社会 と 大学の迷携 を め ざ し て」

2003/ 3 /20 鎮魂の あ ん どん を灯す

2003/ 3 /27 グ ロ ーパル社会におけ る 日 本のあ り
方 シ ン ポ ジ ウ ム

2003/ 4 / 8  お花祭 り

2003/ 4 /17- 須謄寺本堂落慶法望号
18 

2003/ 5 / 7  北淡町 GOGO イ ベ ン ト
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主催者
同連地域開発セ ン タ ー 防災
計画i兵庫事務所、 兵康県、
神戸市、 海外災答媛劫市民
セ ン タ ー 、 読売新開大阪本
社

阪神 ・ 淡路大主主災復興支援
10年委員会、 大手前大学

天皇陛下御製碑建立委員会

オ リ ッ ク ス 野球ク ラ ブ

兵庫県

問実行委員会

二条コ ミ ス ク 地域 内 主紡災
連絡協議会

同実行委員会

兵庫県、 阪神 ， 淡路大震災
記念協会

問実行委員会

西下守地方労働組合協議会な
ど

神戸 学院大学地域研究セ ン
タ ー

間郷会 と 住民

同あ り 方研究会

国際平和寺院 ・ 蓮豪IlJ龍王〈
院神戸礼採所

須磨寺

同実行委員会

会場 儀考
よ み う り 神戸 ホ ー ル 阪神大震災の教書11 を 世界

各地の防災力向上 に生か
す ため に開催。 地域主体
で 紡災 に取 り 組む こ と の
重要性を世界へ発信 した

大手前大学 震災の犠牲 と な っ た 2 名i の間半!l)t�li)， 2 本のハ
ク モ ク レ ン を植樹

淡路夢舞台 j ひ ょ う ごグ リ ー ン ネ ッ ト
ワ ー ク 植樹会の情景ー を 天
皇陛下がお詠み に な ら れ
た御製 を記念す る 碑 を 主主
主L

グ リ ー ン ス タ ジア ム神戸 テ ィ ー ボー ル を 通 して栽
と 子 の紳を深め、 野球に
興味を持っ て も ら う

県公舘 [k] ゃ れ 治体、 住民が こ れ
か ら 取 り 組むべ き 方策 を
議論する

シ ュ ー ズ プ フ サや 本 を執筆 し た神戸 市職員
や被災者が復興に向けて
力 を合わせる こ と を誓っ
fこ

旧 山手幼稚園 と 周 辺道路 防災訓 練 と 、 温泉町 か ら
始 ら れ る 雪を使っ て子供
向けの催し

三木市文化会館

県公館 震災で関われた命の大切
さ 、 助 け合っ て生 き る こ
と の重要性 を 、 今後に ど

; う 伝え て い く かを考える

人 と 防災未来セ ン タ ー 大震災の記憶 を後世に伝
え よ う と 神戸 ( ホ ス ト )
ラ イ オ ン ズ ク ラ ブが寄贈
し た時計 台の除幕式

西宮市役所主主館大ホ ー ル 「被災地頭岱」 か ら r人i 災であ る 戦争 を 人類の英
長日で防ごう J と 訴え た

神戸 学税大学 i f 地震災害時 に お け る 市
民や行政の葛藤J 、 「備え
ょ う 嶋茂 孫子の時代 ま
でJ のüi�題で講演

灘区都賀川 震災犠牲者 を 追悼 し、 桜
を 植樹する 「 レ ク イ エム
ロ ー ドJ が始ま る の を 記

i 念: して 開催。 油は地元の
菜種y由 を使用

]lCA 兵庫国際セ ン タ 大震災の板限状態の 中、
被災者が共に助け合 う な
ど し た 日 本人気質 を j� 界
平和に生かす

風見鶏の館前広場 釈迦の誕生 を祝い、 震災
犠牲者のめい福、 復興を
祈 る 降誕会

須磨寺 震災で被害 を 受け、 改修
工事が完成 した こ と を祝
つ

北淡町震災記念公園 北淡町 震災記念公園開園
5 周年記念イ ベ ン ト 。 特
産品の屋台、 も ち つ き



際催日 事業名
2003/ 5 /10- ポ ン テ ベル レ2003
11  

2003/ 5 /1 1  第22凶震災モニ ュ メ ン ト 交流 ウ ォ ー
ク

2003/ 5 /20 高知市立大津小''ì''校 6 年生が長田IX
を;占尚

2003/ 5 /25 イ ン ド西部地震被災地訪問体験報告
メ五色、

2003/ 6 / 7  神戸市 「復興の総括 ・ 検�lEJ
rx:別 ワ ー ク シ ョ ッ ブ (北区)

2003/ 6 /15 井吹台防災ジュ ニ ア チ ー ム 入隊式

2003/ 6 /21 東)1 1 崎 ジ ュ ニ ア チ ー ム任命式

2003/ 6 /29 「第 3 凶 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト コ ン テ
ス ト 」 試走会

2Cつ3/ 6 /29 神戸 市 「復興の総括 検証J
区別 ワ ー ク シ ョ ッ プ (垂水[メ )

2003/ 6 /29 神戸市 「復興の総括 ・ 検証J
区別 ワ ー ク シ ョ ッ プ (西氏)

2003/ 7 / 1  ア jレ ン エ リ ア地震報告会

2ω3/ 7 / 5  第23[il1震災モニ ュ メ ン ト 交流 ウ ォ ー
ク

2003/ 7 / 6  神戸市 「復興の総括 検証」
区別 ワ ー ク シ ョ ッ プ (中央氏)

2003/ 7 / 6  神戸市 「復興の総括 検証」

主催者 会場 備考

震災復興 を ア ピ ー ル す る
ため1999年に始ま っ た。
凶 器L の ク ラ シ ッ ク カ ー約
100台のパ レ ー ド

NPO 1.1ミ人阪神淡路大震災 東灘区 1 999年 1 月 17 11 に 、 定災
， 1 .  17希望の灯 り j の体験を目寄 り 継 ぐた め に

立台ま っ た

同小学校、 御蔵通 5 ・ 6 T 長田区内 同 校 と 11l1] 問 予 は 総 務 省
13 1i1Jづ く り 協議会、 ま ち ・ 「防災 ま ちづ く り 大1'tJ
コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を2003年 1 月 に受賞。 j受

賞式で 且 いの防災への熱

意:に共感 し 、 訪問が実現
し た

NPO 11 人 ブ レ ー ン ビ ュ ー 間宮市大学交流セ ， - 2
の
00
被
1ij
災

の
地

イ
を2003年春に訪マニテ ィ ー

れた高校生 ら の報告会

神戸市 l 北区役所 広 〈 市民の13:見 を i奴 り 人
れて復興の過程の統括 ω
宅金ijEを行 う ワ ー ク シ ョ ッ
ブ。 震災か ら 学んだこ と 、
後興の課題、 神戸 の将来
像について討論

冊子 ー ム 市営地下鉄西神戸持駅 中学当 が地域防災の ム端

を 担 う べ く 昨年発足
東川 崎ふれあ いの ま ちづ く 震災を教訓 に、 中学'E ら
り 協議会初災部会 の 力 を j血域F万災 に活用 しj

ょ う と 結成。 第 8 期幻
が任命 された

問実行委員会、 よ み う り 文化 ホ ー ル 災害救助のス ピー ド と 安
読売新聞大阪本社な ど 全性 を 競 う 。 8 )J の本番

に i旬け t:H�晶チ ー ム が新作
ロ ボ ッ ト を彼露

干物 3市 垂水区内 11; く ，Ii民の在、見 を取 り 入
れて復興の巡程の統括
検証 を 行 う ワ ー ク シ ヨ ツ

ブ。 震災か ら 学ん だ こ と 、
復興の課題、 神戸の将来
f象について説j命

神戸市 西区内 11; く 市民の 怠見 を収 り 入
れて復興の過程の統指 ・
検証 を 行 う ワ ー ク シ ヨ ツ

ブ。 震災か ら学んだ こ と 、
復興の課題、 神戸の将来
像について討論

神戸大学都市安令研究セ ン 神戸大学 地震発生 3 日 後か ら 約 2
タ ー 混同調膏結果を事fH苛
NPO 法人 阪t�l 淡路大震災 関誌rrlíf付 阪神 ・ 淡路大震災の被災
1 .  1 7希望の灯 り 地 を巡る

神戸市 中央:1i<:rJj 丘; く 市民の意見 を取 り 入
れて復興の過程の統括 ・
検証を う ワ ー ク シ ヨ ツ

ブ。 震災か ら 学ん だ こ と 、
復興の課題、 神戸の将ヰミ
像について討論

神戸市 灘区内 広 く llJl�の;意見 を取 り 入
れて復興の過程の統括 ・
検証を行 う ワ ー ク シ ョ ッ
ブ。 震災か ら学んだ こ と 、
復興の諜題、 神戸の将来
f象について討論
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調催艮 事業名 主催者
2003/ 7 / 7  商、応骨子西神戸セ ン タ - jtJJ ア ー ケ ー 商市街「西神戸セ ン タ ー 街J

ド撤去セ レ モ ニ ー

2003/ 7 /12 慰震追悼式 防災シ ン ポ ジ ウ ム 北海道奥尻町

2003/ 7 /15- 大震災 と 報道展 日 本新聞博物館
10/19 

2003/ 7 /17 ア ル ジ エ リ ア地震被害写真展 i 海外災害援助市民セ ン タ ー
(CODE) な ど

2003/ 7 /17 フ ォ ー ラ ム 被災者復興支援会議皿
「避難所、 仮設住宅を振 り 返っ てJ1 2003/ 7 /19 神戸 市 「復興の総括 ・ 検証」 神戸市

阪自社 ワ ー ク シ ョ ッ プ (須磨区)

1 2003/ 7 /19 神戸市 r復興の総指 検iiiEJ 神戸市
ぽ別 ワ ー ク シ ョ ッ プ (長田区)

2003/ 7 /19 ブ オ 引 噺 しい世紀の災報J E話立原史民族博物館

2003/ 7 /20 神戸市 f 復興の総括 ー 検説J 神戸市
iズ別 ワ ー ク シ ョ ッ ブ (東灘区)

2003/ 7 /20 神戸市 「復興の総括 ・ 検車L 神戸市
iま別 ワ ー ク シ ョ ッ プ (兵庫区)

2003/ 7 /26 神戸市 「復興の総括 ・ 検萩J 神戸市
全市ワ ー ク シ ョ ッ プ

2003/ 8 / 1 - 長 田 た な ばた ま つ り 同 ま つ り 連絡協議会
3 

2003/ 8 / 8  シ ン ポ ジ ウ ム 「震災都市神戸 の
F復

変
興
容
J

|i 兵康地理学協会
と 地域再生 来た し て神戸 は
し た か ? J
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会場 備考
商庖j持 「西神戸 セ ン タ ー 震災の傷跡 を伝 え て き た
桂 ア ー ケ ー ド の撤去 に あ た

り 、 近 く の児童を招いた
セ レモ ニ ーで別れを告げ
た

同町青苗地反体育館 北海道南西沖地震 か ら 丸
10年 を迎え、 地震 と 津波
で最大の被害に遭っ た同 |
間Tが開催

日 本新聞博物館 関 東大震災や阪神大震引
さ

な ど、 こ れ ま での震災
遂 を 紹介 し 、 今後予想
れ る 大地袋発生時に新聞
や 放送が果たすべ き 役割
を 考 え る

人 と 防災米米セ ン タ ー 阪神大渓災で7 Jレ ジ ェ リ
ア 政府か ら 賭 ら れた テ ン
ト を 会場に し た写真展。
ア ル ジ エ リ アへの支援を
呼びかけた

人 と 防災未来セ ン タ ー 会議発足か ら 8 年 を迎え、
テ ン ト 内でフ ォ ー ラ ム を
開 催

須磨区内 広 く 市民の意見 を取 り 入
れ て 復興の過程の統括 ・
検 証 を 行 う ワ ー ク シ ョ ッ
プ。 震災か ら学んだ こ と
復興の課題、 神戸の将来
{象について討論

長田区内 広 〈 市民の意見 を 取 り 入
れて復興の過程の統括 ・
検 証 を 行 う ワ ー ク シ ョ ッ
プ。 震災か ら 学 ん だ こ と 、

i 復興の課題、 神戸の将来 l
像について討論

東京都内 過去の災害を振 り 返 り な
が ら 将来の災害を考える

i フ ォ ー ラ ム

東灘区内 i 広 〈 市民の意見 を取 り 入
れて復興の過程の統括 ・
検証を行う ワ ー ク シ ョ ッ
プ。 震災か ら 学んだ こ と
復興の課題、 神戸の将来
f象について討論

兵庫区内 広 く 市民の意見 を 取 り 入
れて復興の過程の統括 ・
検証を行う ワ ー ク シ ョ ッ
プ。 震災か ら 学ん だ、こ と
復興の課題、 神戸の将来
{象について討論

こ う べ ま ち づ く り セ ン 神戸の復興の歩みや将来
タ ー イ象を 市民の視点で議論。

市 内 9 区 で 続 け て き た
ワ ー ク シ ョ ッ プの窓見を
集約、 重要項 目 を ま と め
た

三 ツ 星ベ ル ト 特設会場tl 震災で大 き な被害 を 受 け
治、 た 真野地区 を復興 さ せ よ

う と 地域住民 と さ ツ 足ベ
ル ト が共同で始め て 3 [ijJ

! 日
神戸市勤労会館 研究者が地理学や社会学

興 Iの視点から被災地の復
状況を 発表



開催B 事業名 主催者 会場
2003/ 8 /23 地蔵盆万灯会 伽耳E続

2003/ 8 /24 第24@]震災モニ ュ メ ン ト 交流 ウ ォ ー NPO 法 人阪神淡路大震災 長田、 兵庫i之内
ク r 1 ，  17希望の灯 り J

2003/ 8 /30 志筑の夜!吾 津名町商工会志筑支部 志筑碕庖街

2003/ 9 / 2  ( 震災10年間際問究会発足会 河研究会 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ
ラ ザ

2003/ 9 / 2 - オ ラ ン ダ ユ ト レ ヒ ト 大学繁生神戸 同大学 神戸市長田区再開発事業
12 市訪問 地rz:ほか

2003/ 9 / 5  希禁 り ん ご収穫会 「 こ の町 ・ 花の街 作戦J 芦F雲市呉川町
実行委員会

2003/ 9 / 9  帰宅困難者支援訓練 神戸安全ネ ッ ト 会議 神戸市内

2003/ 9 /12 災主号数助 ロ ボ ッ ト 操縦訓練 NPO 法入 国 際 レ ス キ ュ ー 伊丹市内
シ ス テ ム 研究機構

2003/ 9 /24 シ ン ポ ジ ウ ム 「大震災10年の検証に 組問災復興研究 セ ン | 市柑人会館
取 り 組むJ タ ー

2003/10/ 3 部落解放研究第37郎会問集会 同実行委員会

2003/10/18 第25回震災モニ ュ メ ン ト 交流 ウ ォ ー NPO 法 人阪神淡路大震災
ク r 1 ， 17希望の灯 り J

2∞3/10/25 講演会 「神戸 ・ 大阪 ・ 京都三都の現 兵庫県震災復興研究 セ ン
状 と 自 治体の課題」 タ ー

問/川叶 安全 安 し ま ちづ く り ワ ー ク シ ヨ ツ NPO ií人地域交流セ ン タ ー
26 ブ ! な と

2003/1 1/15 シ ン ポ ジ ウ ム 「超現場主義~ ま ちへ 日 本都市計商学会関西支部
の多様 な ア プ ロ ー チ ・ 建築 と ア ー ト
の分野か ら -J

2003/11/18- 震災資料室展 人 ・ 街 ・ ながた資料室
21 

2003/1 1/21 大震災10年の復興検説震災研究セ ン 兵 庫 県震災復興研 究 セ ン
タ 山 研究会 タ ー

) ワ ー ル ド記念ホ} ル

芦屋市、 神戸市東灘区

神戸海員会館

武蔵大学

中華会館

[ 人 街 ながた資料家

神戸市立婦人会館

備考

震 災犠牲者 を悼み、 境内
に ろ う そ く 3 ， 000 本 を と
も す。 111寺ラ イ ブで鎮魂
の調べを さ さ げる

f主興が進む町並み を 歩 き
な が ら 、 慰霊碑 を 巡 っ た

震
の夜

災
痛

で途
を

絶
9 年

え
ぶ
て

り に
と

復
志

活
筑

震災か ら 10年間の被災地
の歩みや邸内外の動 き な
ど同と は日「
検証を進め、 2005年 1 月
ま で に報告書に ま と め、
そ の 内容を も と に フ ォ ー
ラ ム を 開催する

同大学 で都市計画や地理
学 を学ぶ学生が海外都市
の街づ く り を 知 る た め に
JÊ断。 神戸では震災か ら
の復興の現状を学ぶ

「震災の記憶を伝え よ う 」
と 1997年 3 月 に斎木53本
を 様替I。 今年は3001聞 も
の吉区 を つけ、 参加者は た
わ わ に 実 っ た “復興の シ
ン ポ}レ" を味わ っ た

地震で公共交通機関がス
ト ッ プ して大量の γ帰宅
間難者J の発生 を 想定。
歩 い て 家 な ど を 臼 指す市
l( に企業が ト イ レ な どを
もE供 し て支援す る訓練

遠隔操作の ロ ホ、 ツ ト に よ
i る 救助活動の訓練l土 日 本
で初めて

被災地の研究者でつ く る
同 セ ン タ ー。 研究者や民

検
間

証
関体

につ
の立

ミ
場
て話

か
す
ら 10年の

地
ゆ

元
る

報
表
告

別
で
を

震
超
災
え支

で
援
はあ

と 連
ら

帯 の輸が生 ま れた教訓 を
生かせと の発言

遺族や伎民 ら が被災 し た
と き の様子や慰、言霊碑に 込
めた思いを開いた

震災復興に関す る 調査や
提言な どを行っ て い る 向
セ ン タ ー の震災10年の復
興検証の 環

全 国 の 災害救援 NPO や
良 治会、 学校な どが防災
を テ ー マ に 話 し 合 う

γ震災復興10年の神戸の
ま ちJ を テ ー マ に参加許
と 討論

住民や ボラ ン テ ィ ア か ら
寄 せ ら れた、 震災を伝え
る 資料 1 ，ωO}誌 を 主主示 し 、i 後世に記憶を諮 り 継 ぐ; 復興印刷人間企 |
対 象 に行っ た尖態調交の
結果と復興施策の課題に
つ いて報告
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開催 日 事業名 主催者
2003/12/ 2 - 国際防災 オ ー ブン ブ オ ラ ム 「大災 ア ジ ア 防災セ ン タ 一、 凶連
4 害の教訓 に学ぶー みんなで参加す る 人道問題調整事務所神戸

災害への備え」

2003/12/12- 神戸ル ミ ナ リ エ
j
組織委員会

25 

2003/12/17- 千姫メ モ リ ー プロ ジェ ク ト
2004/ 1 /16 

2004/ 1 / 9 「災主害復興制度研究所プロ ジ ェ ク ト J
発足会

2004/ 1 /10 I 阪神大震災 フ ォ ー ラ ム
「獲災10年への メ ッ セ ー ジ一安全立 ;

t留 を 求めてJ

2004/ 1 /10 被災地の教訓討論会 C 9 年 自 の被災
地か ら 大地箆活動期 の 日 本へ の 提
日J

2004/ 1 /10 �Jî災訓練

2004/ 1 /10 追悼法聖書
2004/ 1 /10 震災モ=二 ユ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク & メ

モ リ ア ル

2004/ 1 /10- 防災を考 え る 地域のつ どい ( * )
31 

2004/ 1 /10- 1 ，  17東遊園地のつ どい ( * )
18 

2伐)4/ 1 /1 1 繁栄自 治会追悼の集い

2004/ 1 /11 防災訓練

1 2∞4/ 1 /1 1  鎮魂の凧揚げ

2004/ 1 /13- 展不会
21 

2004/ 1 /13- 思い起こ そ う 大震災 「震災直後に刊
2 /13 行 さ れた新聞雑誌展J ( * )  
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NPO 法 人 千 姫 プ ロ ジ ェ ク
ト

間プロ ジェ ク ト

問実行委員会

週末ボ ラ ン テ ィ ア

金側福寺
フ ェ ニ ッ ク ス ・ ひの く ち

問実行委員会

同実行委員会

問 自 治会

中 央ふ き あ い 防災福祉 コ
ミ ュ ニ テ ィ

み ん な げん き ジ ム

市立兵庫大関小学校

神戸市京中央図書館

会場 備考
神戸市内 2005 年 1 月 開 催 予 定 の

「凶連防災世界会議 (仮
称) J の プ レ イ ベ ン ト 。 「大
災害:の教訓 に学ぶ ー み ん
な で参加す る 災害への備
え J がテーマ

IEl外国人居留地周辺 大 震 災 で 犠牲 に な っ た
人々 の鎮魂 と 、 街の復興
への夢 と 希望 を託す

イ ン タ ー ネ ッ ト ウ ェ ブ上 震 災 に ま つ わ る 「あ り が
と う 」 の想い出 を募集、
ウ エ ブで公関する

関 内学院会館 自 然災害か ら の復興を人
文 ・ 社会科学の視点で考
え る 向 プロ ジェ ク ト の発
よ己式

神戸朝 日 ホ ー ル 震災10年に向け紡
いて考え る フ ォ ー ラ ム 。
東南海地震や南海地震な
どの危機管理について、
長室災で得た教訓 を 全国 に
γ二汚Yし�{�

HAT 神戸復興住宅 被災地から現在の姿 と 今
後 の教訓i を発信する

神戸市長田区 行 政 と 市民、 企業な どが
連 携 し て取 り 組む防災訓
車車

金問IJ福寺本堂 追悼法要

阪急西宮北口駅北東地区 大震災の慰霊碑 を 巡 り 、
体験を継承する

神戸市内79カ所 震災の犠牲者に 追悼の意
を 表す る と と も に、 震災
当 時の体験を振 り 返る こ
と に よ り 、 市民相互の助
け 合い や 自 主的 な 防災へ
の 取 り 組みの大切 さ を再
認識 し あ う

東遊園地 1 .  17希望の灯 り の分灯
な どを行う

宝島池公民間 慰霊碑の前で犠牲者数 と
同 じ97本のろ う そ く に火
を 灯 す な ど し て 冥 福 を
祈 っ た

神戸市生i犀学習支援セ ン 大地渓 を 想定。 バ ケ ツ リ
タ ー運動場 レ ー 、 放水訓練な どに地

域住民が参加

jJíj宮市内 1 震災で 3 人の生徒が犠牲 |
に な っ た 同教室。 議年か
ら 鎮魂の意味 を こ め凧携
げ を し て き た。 今年はイ
ラ ン の被災地 を 見て鋲魂
と
く

励 ま しの躍互い を)ìþl，に書

市立兵庫大関小学校 災 で 避 難 所 と な り
2 ， 000人以上が暮 ら し た
[可校で、 会問か ら 届 け ら
れた手紙や色紙、 当自寺の
被災状況の写真な どを渓
jf、

神戸市立中央図書館 震災直後に刊行 さ れた各
持の新聞雑誌 を展示、 {井
せて 図書館所蔵の震災関
;m資料 も 展 寸一る



開催日
2004/ 1 /14 

2004/ 1 /15� 
21  

2004/ 1 /15 

2004/ 1 /15 

2004/ 1 /15 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /l 6  

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

2004/ 1 /16 

事業名 主催者 会場 備考
震災激励集会 県立神戸工業向校(定持制) 県立神戸工業高校 毎年恒例の会。 参加 し た

生徒や父母の前で生徒の
作文朗読等が行われた

妨災パネ ル展 ( * ) 尼絡市消防長j 尼崎市防災セ ン タ ー 大震災被符状況の写真、
最近の地援の被害状況の
写真、 災安用備蓄品等を
展示

下疎潟被災者J た ち の問窓会 N
会
PO 法 人?なづ く り 支援協 I 神戸市勤労会館 j 被災地を離れて暮 ら す人

た ち の 同 窓会。 今年は被
災者の生活実態や婆望 を
-Ir:;娠す る ア ン ケ ー ト を企
画

ふれあ い た こ あ げ大会 鈴橋台所I日J校生徒 鈴蘭台西同校グ ラ ウ ン ド 大半の生徒が直接の被災
体験を持た な い 中 、 震災
の記憶 を風化 さ せ な い よ
う に と 開催

大般藷法要 禅昌� 禅昌寺本堂 震災没死者の供養 と まと穏
の祈願

市立精道小学校追悼式 市立精道小学校 市立精道小学校 家族が犠牲 と な っ た 6 年
生 4 人が校庭の 「祈 り の
碑」 の前で作文を 読み、
体験を 誌 り 継い だ

談話会 「桜道サロ ンJ 同サ ロ ン 一宮町西町内会館 地元高齢者が集 ま り 、 震
災 の教訓 を風化 さ せ ま い
と 当時の状況を語 り 合っ
た

1 .  17 四国から KOBE へ “灯 り " 松山市立 た ち ばな小学校 阪 神 大震災犠牲者の銭
を ま つ や ま 2004 魂 ・ 追 悼 の た め 開 催。

メ ッ セ ー ジ を 記 し た手作:
り の灯 ろ う に火 を と も し
た

神戸大学献花 神戸大惨 神戸大学 震災で学生39名 と 職員 2
f 名が亡 く な っ た 向大学で
断 大学関係者が慰霊 j
得に集い献花、 黙 と う を
さ さ げた

災害被災者支援 と 災害対 策改善を 求 : 全国災対迷 東尽 な ど 神戸市勤労会館 自 然災答に見舞われた全
め る 全国連絡会 国 の被害者や支援者 ら のi 交問 阪神 淡路大

シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神 ・ 淡路大震災を 県立舞子高校
忘れない 21世紀を担 う 私た ち の使
メn合fJJ

地域ßJjJJzシ ン ポ ジ ウ ム 1ll 神戸 ( * ) 同実行委員会

土入れ式 市立東山小学校

復興 9 周年祈念行事 市立j京問中学校

防災訓練

E霊災集会 市立神陵台小学校

震災や三宅島の被災者が
毛足状を 話 し合 っ た

県立舞子高校 問校生徒 と 防災教育の研
究 を 重 ね る 京都大や名古
屋工業大の学生 ら が発表。
ノすネ ル言す主義や炊 き 出 し

神戸凶際会議場 震災か ら 9 年 を経た神戸
の 復 興 の 総 扱 と 検証 が
テ ー マ。 講 演 と パ ネ ル
デPイ ス カ ッ シ ョ ン な ど

市 ♂東山小学校 震災で兄弟 を亡 く し た両
裁か ら 贈 ら れた吉本へ、
震災を風化 さ せ な い と の
思 い を 込めて土 を か け手
を合わせた

市立原 田 中学校 祖父 を 失 っ た 徒が当時二
の記憶 と 震災への思い を
つつ。 っ た作文を隣読 し た

神戸ウ イ ン グ ス タ ジア ム 南海地震が起こ り 津波被
! 害発生 と の想定

市立神陵台小学校 手作 り 灯 ろ う を 凶んで、
児童 保護者 地域住民 ;
が参加

第二重苦 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 885 



開催日 事業名 主催者
2∞4/ 1 /16 淡路政絞懇話会 「新春特別例会J 神戸新聞 な ど

2004/ 1 /16 震災集会一阪神 ・ 淡路大震災 を忘れ 市立津門小学校
な い

2004/ 1 /16 追悼供養 観音寺 (花関幼稚関)

2004/ 1 /16 追悼式 市立高木小学校

2004/ 1 /16 防災のつ どい 兵庫県いずみ会

2004/ 1 /1 6 鎮魂のつ どい サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン灘
つ どいの家

2∞4/ 1 / 16- 追悼の 輪挿 し マ ッ ク ス パ リ ュ 西 日 本 (株)
18 

2004/ 1 /16- 損害 9 図あ な た の思い を 灯 し て く だ さ ユ ー ア イ ア ソ シ エ ー
17 い ー 失 っ た命の数を ロ ウ ソ ク の灯 シ ョ ン 1 . 17実行委員会

火 に 込 め て ー ( * )

2004/ 1 /17 全 日 本少年硬式野球数寄 (練苦言) NPO 法 人 全 日 本 少 年 硬式
野球連盟

2004/ 1 /17 千』臣祈 り プロ ジ ェ ク } NPO 法 人 千 姫 ブ ロ ジ ェ ク
ト

2004/ 1 /17 震災を忘れな い 日 の行 事 ( * ) 明石市ほか

2004/ 1 /17 映E罰 「明 日 への架け橋J t映会 明石市

2004/ 1 /17 大震災 を 覚 え る 集 い 明石教会 ・ 鈴江幼稚閥

2004/ 1 /17 レ ス キ ュ ー ロ ボ ッ ト 展不、 公開 I l菖 立明石高専

2以14/ 1 /17 1 .  17 メ モ リ ア ル コ ン サ ー ト

2∞4/ 1 /17 献:tT式

2004/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大祭災犠牧者追悼法要

2004/ 1 /17 渓災祈念礼持

886 第二章 @ 各穂 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

日 本キ リ ス ト 改革派芦屋教
メ�、

南芦屋浜高層住宅自 治会有
志

商法寺

芦屋川教会

会場 備考

淡路島観光 ホ ァ ル 震災10年 目 に 向 け た検託
を 重ね、 被災地 を 元気に、
南 海地震へ備 え 万全 に 、
と の あ い さ つ

市止津門小学校 震 災 時 に体育館が避難所
と な っ た 同小学校で、 命
の 大 切 さ や 互 い に 助 け
合っ た心の漁か さ を 伝 え
ょ う と 開催

観音寺本食内 小 さ な 幼稚園 を併設 し て
い る の で関児た ち と 追悼
供養 を す る

市立高木小学校 児童がブー ル の 水 をパケ
ツ に く み、 リ ヤ カ ー で遥
び、 鍵災時の苦労 を 追体
高責

人 と 妨災未来セ ン タ ー他 弘正神淡路大震災での体験
や記憶を風化 さ せな い た
め に 、 災害にお け る 備 え
得 に つ い ての研修

サ ポー ト ス テ ー シ ョ ン 震 災の犠牧者の めい福を
灘 ・ つ どいの家 折 り 、 2 皮 と あ の よ う な

震災が起こ ら な い こ と を
祈 る

各庖鱗 サ ー ピ ス カ ウ ン タ に 白
い花の 輪挿 し を 震t < 

昆湯池公園南広場 犠牲者の数のろ う そ く を
灯 し追悼 を 行 う

少年野球教室 グ ラ ウ ン ド 全 国 各地 に お い て 開 催 さ
練習場 れ る 少年硬式野球教室参

加者会員 に よ り 12S寺 に
斉 に黙 と う を行 う

神 間小学校 「 ネ ッ ト デ イ 」 下娘 プ ロ ジ ェ ク ト 会員 に
会 場、 イ ン タ ネ ッ ト 黙 と う を呼びかける 「日
ウ ェ フ 上 を 閉 じ て震災を思お う 」

市民会館ほか メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 、 献
花。 記候所の設置防災訓

i 練な ど

明石市防災セ ン タ ー 阪 神 ・ 淡路大 震 災 を モ
チ ー フ に し た映画。 ノ《 ネ
ル段、 非常食の配布 な ど

明石教会 ・ 錦江幼稚閑 午前 5 時46分、 参加者は
ひ と り ひ と り が手 に持つ
た ろ う そ く にn を と も し
黙 と う 、 その後 当 時 を振
り 返 っ た

凶立明石両専 火地震 な どの被災地 な ど
で 人命救助 に あ た る レ ス
キ ュ ー ロ ボ ッ ト の実演 も
披露

日 本キ リ ス ト 改革派芦屋 向 教会は震災で全壊 し 、
教会 2000年 に再建。 昨年 か ら

犠 牲 者 を 追 悼 す る コ ン
サ ー ト を 開催

同住宅集会場 全員 で黙 と う の後、 祭壇
に 参加者がろ う そ く を灯

! し、 め い福 を 祈 っ た

西法寺 追悼法要

芦屋11 1教会他 午前 5 時半か ら 同教会、
6 時か ら 津知公園記念碑
前 な ど で追悼の祈 り



開催日 事業名
2004/ 1 /17 追悼行事 r 1 .  17祈 切 と 筈いJ

2004/ 1 /17 防災訓練

2004/ 1 /17 シ ン ポ ジ ウ ム 「阪神淡路大震災 9 思
年の集いJ

2004/ 1 /17 知1災訓練

2004/ 1 /17 記帳所設置

2004/ 1 /17 復興 も ち つ き 大会

2004/ 1 /17 阪神淡路大震災追悼会

1 2∞4/ 1 /17 阪神大震災の犠牲者 を追悼す る 集会

2004/ 1 /17 記絞所設置

2004/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災体験 と 自 然災害を
語 る 茶論

2004/ 1 / 17 イ ラ ン 漠災遺児募金呼びかけ

2004/ 1 /17 新 し い市民社会 を創造す る

2制/ 1 /17 1 1 .  17 メ モ リ ア ル イ ン 神の谷

2004/ 1 /17 イ フ ン 地震支援金贈笠式

2004/ 1 /17 鎮魂 と 誓いの集い r 1 .  17メ モ リ ア
Jレデ-J

2004/ 1 /17  イ ラ ン 地震の被害者支援
「チ ャ リ テ ィ ー そ I;fJ

2004/ 1 /17 慰霊祭

2004/ 1 /17 追悼式 「今は亡 き 愛す る 人 を偲ぴ"1i1i
し あ う 会J

2004/ 1 /17 l .  17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ ォ ー
ク 2004 ( * )  

追悼

主催者
芦屋市

学生 グルー プ
Happy Action 

NPO 法 人 在 宅福 祉支援 グ
ル ー プ コ ス モ ス

! 甲子関口東 西連合防災会

淡路町

小規模作業所 「ぶ っ た あ J

日 本 レ ス キ ュ ー 協会

ユ } ・ ア イ ・ 7 ソ シ エー
シ ョ ン l . 17追悼のつ どい
実行委員会

-'f.吉田7
銀の ス プー ン ペ ン ク ラ ブ

i司実行委員会

I r公的援助法」 実現ネ ッ ト
ワ ク 被災者支援セ ン タ ー

会場

芦屋公園

大者 公庫i

尼崎市内

上 甲子関小学校

淡路町役場

憩いの場ふれあい

セ ラ ピー ド ッ グ メ テ+ イ カ
ル セ ン タ ー

昆陽治公E量

一宮町役場

パ ル デ イ

jR 元町釈前

あすで つ ぶ神戸

神の谷校 妨災福祉 コ ミ ュ 神 の谷地域福校セ ン タ ー
ニ テ イ j 詰j

コ ー プ こ う べ コ ー プ こ う べ生活文化セ
ン タ ー

住民 大国公関

浜崖神戸本!直 浜!愛神戸本庖

住民 中野南公園

あ し なが宵英会な ど レ イ ン ボーノ、 ウ ス

問 実行委員会 神戸東部新都心他

NPO 法 人 ヤ ン ヤ ン の お う ヤ ン ヤ ン の お う ち
ち

備考

" 己帳 ・ 献花

後災で区画 さ れた 公 閣 に
で き た 「紡災倉庫」 を 地
域 に 活用 し て も ら お う と 、
ま ち づ く り に取 り 組む大
年 生 ら が開催

ぜξ災時のボラ ン テ ィ ア経
馬主や被災地の談窓な どを
話 し合 う

IZLJ i'liIi中の地震 を?号、定。 パ
ケ ツ リ レ ー 、 放水訓練、
負傷者数出 な ど を 行 っ た

åiJXで強 ま っ た 地域の連
，tt��感や助け合 う 肝 と を持
続 さ せ よ う と 開催

ト ラ ン ベ ッ ト 演奏な ど

定量 災 の 犠 牲 者 数 と 同 じ
6 . 433本 の ろ う そ く に 灯
が と も さ れ参加 し た被災
者 ら がめい福 を 祈 っ た

追悼の後、 体験発表な ど
と f室長の ス プー ン， 26�長
「震災、 そ れか ら 十年J (震
災特集) 公募要項の正式
決定、 公表。 そ の 後、 茶
話会

阪神 淡路大震災の遺児
た ち が イ ラ ン 南東部地震
で裁を 亡 く し た子 ど も た
ち を 支援す る た め に企概

住宅再建支援制度や居住
福 祉 に つ い て 問題提起

ろ う そ く 点灯、 黙 と う 、
「 し あ わせ運べる よ う にJ
を斉明

災害緊急支援主主金 を 日 本
ユ ニ セ 7 協 会、 CODE
海 外 災 害 援 助 市 民 セ ン
タ ー へ贈呈

住民がベ ッ ト ボ ト ル で初
め て 作 っ た灯 ろ う で r 1 凶
17J を浮かび上が ら せ た

イ ラ ン 地震被災者支援の
た め チ ャ リ テ ィ ー そ ば を
振 る 舞 う

全国か ら の募金な とで建
て ら れた 「命の碑J があ
る

肉 :遺
児 た ち の追悼式。 2 人の
遺児がむ き 父 らへの思い
を諾っ た

被災地 を 歩 く 「山手ふれ
あ い ロ ー ド ウ オ ー ク J や
「追悼の つ ど い」 、 ボ ラ

ン テ ィ ア に よ る 炊 き 出 し
な と を 実施

震災当 時の新聞、 TV 峡i í象 を 見て追悼す る

第 二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 887 



神戸脇 の | 脇の浜ふれあいの ま ちづ く
り 協議会

2004/ 1 /17 国対中 淡路大24災会J!1i去者記念礼拝 | 日 本落督教[f1兵庫教阪 阪 ! 神戸教会
f あの戸が、 こ の顔が 神 ・ 淡路大反災対策特設委

いつ ま で も 犠牲に な っ た
人 々 を 記憶 し、 記念 し続
け 、 祈 り の内 に 自分が生
か さ れ て い る 意味 を考え

員会

f る

2∞4/ 1 /17  ! Tづ く り 市民追悼式実行委 | 神戸 市勤労会館大 ホ ー ル

2004/ 1 /17 早朝追悼集会

20ω/ 1 /17  I l .  1 7  追悼 ー 連帯 抗議の集い ; 同実行委員会 ! 神戸市役所前

1 /17  ! 鎮魂火2004

2004/ 1 /17 東遊閥均のつ どい

l .  1 7 いの

神戸 市

神戸 ・ 市民交流会 東遊園地 竹筒に ろ う そ く を 浮かべ
灯 を と も す。 (竹筒 は l .
1 7にす在ベる)

実行委員会 | 東遊宮地 | 東遊 園地内 「慰宗 と 復興
の モ ニ ュ メ ン ト J 敷地内
に言笠置 さ れてい る r 1 
17希望の灯 り J の分灯 を
行 う

- 兵康教 | 本願寺神戸別院 (モ ダ ン | 兵庫教区 内773 カ キ の住
・ 本願寺神戸別院 | 寺 I �龍 門信徒の皆様方 に参

拝奨励 し て追悼法聖書を厳
修 してし ミゐ

ー 兵庫教 | 本願寺神戸別院 (モ ダ ン | 簡単 に は諾 り 尽 く せ な い
・ 本願寺神戸別院 | 寺 災手τ の不質 を 「い の ち J

の せ1さ を 通 して教限内外
へ伝え る

1 .  1 7  KO日E に灯 り を 10 ながた | 同実行委員会
( * )  

JR 新長111駅前広場 竹文字への点灯 r 1 .  17 
な がたJ 、 高(楽 ラ イ フ 、
炊 き 出 し

り 」 ・ ながた | 各地域凶体な ど 長田区内他 午後 5 時ごろ を ヰ:心に、

888 第 二章 @ 各穂 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ す ー ・ イ ベ ン ト 等

i 小'予校、 公 陣] な ど17 カ 所
で ろ う そ く に 「希望の灯
り 」 を と も す



2004/ 1 /17 1 .  17  神戸に灯 り を lil み く ら

カ ト リ ッ ク ]驚取教会
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一
ミ

一
の
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一
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一
新
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一
伸

一
迫

一
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日一
/:

 

!

 

間一
//4

 
ハUハUつμ

主催者
カ ト リ ッ ク 鷹取教会

会主義

2004/ 1 /17 ち ワ | 神戸市長8， 区
く り 協議会

2∞4/ 1 /1 7 阪神大震災メ モ リ ア 川 ン サ ト ; 神戸キ リ ス ト 栄光教会 | 神戸 キ リ ス ト

2004/ 1 /17 千人鏑

初悦/ 1 /17 I 9 年 呂 の被災地 「長出」 を 歩 く 長丘i ジ ョ イ プ ラ ザ他

初似/ 1 /17 追悼式 「灯 り を いつ ま で も J ( * )  I 阪 神 高 齢 者 障 害 者 支 援 | 復興住宅 「フ レ ー ル長 田
ネ ッ ト ワ ー ク l 大道」

2004/ 1 /17 震災慰霊祭 コ リ ア ボラ ン テ イ ア協会、 l フ レ ー ル長 田 集会場
長寿友の会

2∞4/ 1 /17 1 c大若」 神戸の里奇跡 1 . 17の集い ( * ) 1 大若追悼の集い実行委員会 | フ レ ー ル ー ア ス タ 若 松
( ピ ル北入[J ) 、 大犬地Ix I 琉 復興 ・
震災復興記念碑 円'J

2004/ 1 /17 阪神 ‘ 淡路大震災犠牲者御菅地区合 | 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者10 1 御蔵花公邸
同慰霊法要 I lPl忌脅] 宮 地区合同慰霊法要

実行委員会

2004/ 1 /17 ロ ウ ソ ク に よ る 追悼行事 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者10 i 御蔵北公園
回忌御菅地区合同慰霊法婆
実行委員 会

問実行委員会 | 御蔵小学校

2004/ 1 /17 御講義南公関関i雪式 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者10 I 御蔵南公!君

関所式
- 淡路大震災犠牲ふ者10 I 御蔵通 ， 6 ・ 7 了 目 白

山i昔、御菅地院合同慰言霊法要 | 治会集会所
実行委員会

摩耶山天上寺 | 摩耶山天上寺会堂 | 追悼法会2004/ 1 /17 

2004/ 1 /17 

阪神 ・ 淡路大震災物故者追悼法会

追悼 ミ サ 六 甲 カ ト リ ッ ク 教会 六 甲 カ ト リ ッ ク 教会大型 | 追悼 ミ サ
堂

2∞4/ 1 /17 追悼のお っ と め 性i毎寺 'rì一海寺本堂 震災犠牲者追悼の お っ と
め を 約30分修行す る

語 り 苦1\の話、 炊 き 出 し な
ど

2004/ 1 /17 I 1 ， 17 こ ど も 灯花祭 神 出 自 然教育E塁 i 神社i 自 然教育園

2∞4/ 1 /17 I 阪神 ・ 淡路大震災物故者追善法要
j
最明寺

川/ 1 /1 7 I 一 一 最月�寺本全 川 息子専 主 安
求女塚公閣 | 地区 高議会が求女塚公

留 に て 1 月 17 El 午 前 5 ft寺
46分に追悼法姿 を 行 う

]百五正耳石 1弘コ ッ プの ろ う そ く 日
に住民が黙 と う

2004/ 1 /1 7 震災黙 と う の会

， 2∞4/ 1 /17 I 震災を忘れない し 17市民に よ る I :\PO 法 人 東灘 地 域 助 け 合 i 阪神御影駅前広場
追悼 j ぃ ネ ッ ト ワ ー ク

黙 と う 、 パ ネ ル波示 (震
災 当 初 か ら 現有 ま で) 、
事務所内 で ビ デ オ の放映
な ど

第 二京 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 889 



開イ窪 田 事業名 主催者
2004/ 1 /17 「輝 く 明 日 へJ 神戸から の発信 青少年育成団体 守口J

2004/ 1 /17 追悼行事 正美子寺

?会な と、

ド操会

ゴ く り の会

2004/ 1 /17 記帳所設置 淡路県民局

2004/ 1 /17 追悼供養 消策神 清澄寺

2004/ 1 /17 ひ こ lまえ コ ン サ ー ト 問実行委員会、 女 た ち の阪
神淡路大渓災 を 考 え る 会

2004/ 1 /17 ピ ピ アめふ 1 . 17メ モ リ ア ルデー ピ ピ ア めふ催事実行委員会

2004/ 1 / 17  物故者追悼法会 普門寺

2004/ 1 /17 宝塚市仮設住宅入居者間 窓会 グ ルー プ 「 き ずなJ

2004/ 1 /17 記帳所設置 津名陣]

2004/ 1 /17 い ま 、 わ た し た ち に、 で き る こ と 。 東京災害ボラ ン テ イ ア ネ ッ
2004 ト ワ ー ク

1 ・ 17:1:] り のつ どい

希望の灯 り と ひ ま わ り ; 東京都立石神井養護学校

2004/ 1 /17 黙 と う

2004/ 1 /17 祈念早朝礼持

2004/ 1 / 17 高木小学校早 朝集会

1 2側/ 1 /17 献花 ・ 記帳所設置

890 第二章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

夙Jl I 聖書教会

西宮市

会場 備考

東灘区民セ ン タ ー コ ン サ ー ト と 議言吉

正寿寺本女 参加者会員 に よ る 希望の
太鼓。 協力 : 民認の幸真
会 (代表 児玉宝謹氏)

願成寺 神戸の心 を世界へ と 、 イ
i ラ ン被災者、 ア フ ガニ ス

タ ン 支援の チ ャ リ テ ィ ー
キ ャ ン ベ ー ン

会 下 山 公 盟 海 員 高 霊 塔 手造 り 祭壇の行燈に
前 46に点灯 し黙 と う 、 焼香、

そ の 後 6 : 30か ら の う ジ
オ 体操終了後全員 で 黙 と
う 、 焼香 を 行 う

持明寺 鎮魂の鐘 を っ き 、 犠牲者
の め し、福 を 祈 る

山東町J l I原自] 紙 コ ッ プ に 入 れた ろ う そ
く を 子 ど も ら が真 心 を 込
め て点灯する

皇室 日 寺 17 日 早朝 よ り 主主 災の犠牲
者 の 数 と 向 じ 6 ， 433 図 の
金 を 突いた

淡路県民局

j青荒神 j青澄寺本堂正面 追悼供養を、 一般信者に
前 自 由 に焼香を し て も ら い

実施 し て い る

宝塚市立男女共同参画セ コ ン サ ー ト と 記念植樹で
ン タ ー 生命の尊 さ と 復興への思

い を 共有する

阪急売布神社駅前 ロ ー タ 復興の集い (黙 と う ・ 関
児 に よ る 合唱 ) 、 炊 き 出
し (お に ぎ り ・ 豚 rト) 、
バザー (福祉団体等の物
品販売)

普門寺本堂 物故者追悼法会

ぷ ら ざこ む 1 被 災 者約 1 ， 700世請が暮
! ら し た宗塚市 内の仮設住

宅が解消 し て か ら 5 年 3
カ 月 、 苦楽を と も に し た
人 た ち が!日交 を 読め合う

津名 町役場

東京国際フ ォ ー ラ ム 1 会場 に ろ う そ く の灯 を と
も し、 地震の起 き た時刻
か ら 半 日 遅 れの午後5:46
に 黙 と う を さ さ げる

来示都立石神井養護学校 震 災 を 通 し て 「 い の ち J
「思 い や り J r心J を f云

え る 。 漠災体験 を 風化 さ
せ な い よ う 手話 を 交 え て
{豆 え る

徳烏市新町橋東公関 神戸の 「希望の灯 り J か
ら の分幻 が と も り 、 参加

; 者が黙 と う

夙川聖書教会 午前 5 時46分に は 黙 と う

品木小学校 児主主 5 人が犠牲 に な っ た
同校で、 午前 5 時46分本
業生、 在校生、 当 時の教
職員 ら が 「復興の鐘J を
鳴 ら し 、 めい福 を 祈 っ た

| 西宮震災記念僻公園 献花 ・ 記帳の受付



開催お 事業名
2004/ 1 / 17- 慰霊復興の り ん ご樹 に 対 す る 施肥
31 

2004/ 1 /17 記帳所設建

2004/ 1 /17 大震災物故者追悼法要

2004/ 1 /17 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年犠牲者追悼
式典

2004/ 1 /17 二木城主別所長沼公祥月 命 日 法要

2004/ 1 /17 記帳所設置

2004/ 1 /17 防災行事

2004/ 1 /17  災害 に 負 け な い で 頑 張 ろ う ! 灯 そ
う 心のあか り ~阪神 ・ 淡路大震災
と 三宅島噴火災害 を 通 し て命の大切
さ を 知 ろ う ー ( * )

2004/ 1 /18 芦康市民のっ とaい

引)04/ 1 /18 特別礼拝

2004/ 1 /18 神戸 ド リ ー ム サ ッ カ ー2004 ( * )  

2004/ 1 /18 議H主 干 ど も のつ どい 新年 た こ あ げ
大会 ( * )

2004/ 1 /18 防災訓練

2004/ 1 /18 震災 9 周年 イ ベ ン ト f炊 き 出 し大会J
( * )  

2004/ 1 /18 日 ・ 中 ・ 米震災国際 シ ン ポ ジ ウ ム

2004/ 1 /18 フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫 イ ン デ イ ア カ 大
会 m 宝塚 。05

2004/ 1 /18 手話ーに よ る 歌 と 誇 り
「ぼ く た ち の し 17J 

一希望の灯 り ー ( * )

2004/ 1 /19 大地震か ら 9 年の セ ミ ナ ー
「絶望 か ら 希望へ、 生命 に寄 り 添 っ

てJ

2004/ 1 /22- 震災直後に発行 さ れた新聞雑誌展
2 /13 

主催者 会場 備考
環境美化 を進め る 会 リ ン ゴ糊樹現場 ( 西間内で犠牲 と な っ た

(神社仏閣、 小中学校内) 被 災 者 の 慰 霊 と 復 興 を
願 っ て 、 亡 く な ら れ た 数
だけ+直え て ま わ っ た り ん
ごの木の施胞に廻る

東浦町 サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル

高行寺 蔦行寺本堂 大震災物故者追悼法要

北淡町 北淡町震災記念公園 慰霊碑 の 前 に 台 を 震 い て
の 献花、 記桜

雲龍寺 雲龍寺本堂 参集者会員 (三木市長他
120名) で 黙 と う (宣言災
後 か ら ) し 、 追悼の鐘 を
t童 く

緑町 緑町 役場

秋津町内会 和歌山理 由辺市 今年 よ り 「防災デーJ と
定め、 阪神大震災の写真
パ ネ ル展示や耐震診断な
ど

心の あ か り を灯す会 東尽都練馬区役所 阪 神 ・ 淡路大震災な ど 自
然災害や防災の こ と を伝
え て い く こ と に よ っ て 、
日 常生活の 中 で も 命の大
切 さ や 人への思いや り を
学ぶ機会 と す る な と

阪神 ・ 淡路大震災救援復興 芦屋市商工会館 午 前 に 復興の願 い を 込め
芦屋市民会議 た も ち つ き 、 午後は 「住

宅再建への公的支媛 を 求
め て」 と 題 し て報告があ
る

臼 本キ リ ス ト 改革派芦屡教 日 本キ リ ス ト 改革派芦屋
iミk 教会

問実行委員会 神戸 ウ イ ン グ ス タ ジ ア ム 兵庫県 出 身 J リ ー ガ一対
ヴ イ ッ セ ル神tr な と

河実行委員会 原 旺1 の森ギ ヤ フ リ ー 、 主 た こ 作 り 教室でオ リ ジ 7
子陸 ;競技場 ル の た こ を 作 り 、 た こ あ

i げ大会でその形 や デザイ
ン 、 揚が り 方 な ど を 競 う

真野地区 防災福祉コ ミ ュ ニ 三二 ツ 星ベ ル ト 本社 企業 と 住民が合間で紋水
テ ィ ー な ど や バ ケ ツ リ レ ー に挑 ん だ

同実行委員会 人 と 防災未来セ ン タ ー 豚汁な ど震災当 時 の 炊 き i

出 し メ ニ ュ ー を 再現 L た
チ ャ リ テ ィ ー屋台、 講演

兵教組 ラ ッ セ ホ ー ル 震災の教訓 に学ぴ、 学校
と 地域 ・ 家庭 を つ な ぐ、
の題で行われる

NPO 法人兵庫 シ ー ， エス ・
i
宝 塚 市 立 ス ポ ー ツ セ ン イ ン デ イ ア カ 愛好者 に よ

ア ー ル タ ー る 交流大会 の 中 で 、 震 災
の 時の 兵庫復活 を か け た
大 会 を 思 い起 こ し 、 時の

;
i
流
つ

れ と 現在 を 再確認 し あ

板橋区高 島 第二小学校 と 地 板橋庶民島第二一小学校 震 災 を 通 し て 「い の ちJ
域の皆様

戸j笑行委員 会

神戸市立中央図書館

「思 い や り J r心J を {云
え る 。 震災体験を風化さ
せ な い よ う 手話 を 交 え て
{丘え る

日 本基督教団神戸教会 震災で生 き 残 っ た者 と し
て命の尊 さ を 見つめ る

神戸市立中央[認書館 新問、 雑誌、 航空写真、
仮設住宅一覧な と の展示

第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 891 



主催者

ン を 知 ろ う ! J 1 ラ ン テ J ア ネ y ト ワ ー ク

会場 備考

NPO 法 人 日 本 災 答 救 援 ボ | 西宮市大学交流セ ン タ ー | イ ラ ン 南東部地震の被災

r1î迷合女性の会

越木岩 白 三主紡災会

西須謄防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 結成会 1 1司 コ ミ ュ ニ テ イ
議

J犬況につい て 報告

阪神 淡路大震災で絞験
し た炊 き 出 し伎術継手 の
た め 、 災害時の訓 練 も 兼
ね 豚i十 を 通 行 人 に 振 る
舞 っ た

大 震災の教訓i を 語 り 継 ぐ司
ノて ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン
と 討論

家屋の耐震診断な ど被災
者支援を続け、 毎年 こ の
時期 に 防災関連行事を実
施

阪 神大震災 を教訓 に 地域
の つ な が り を深め る 。 1吉i 動 の あ り 方 や防災機材の
配分な どに つ い て 話 し合
わ れた

斗市一駅石間判

メ モ ワ ア ル ・ コ ン ブ ア レ ン ス ・ イ ン 1 )京都大学t防災研究所な と
神戸 川 )

防災訓練

892 第二章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

人 と 防災未来セ ン タ ー

校山「イ、tパ4日川byいJ
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1 . (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会

サ イ ト れ

2 . 被災 自 治体

サ イ ト 名

兵!育.'\早

(後一興への道の り )

(災害情報)

洲本市

明石市

尼崎市

ア古屋市

伊丹市

)1 1 )関市

神戸市

URL 

URL 

http://web.preLhyogo.jp/ 

1 1"向 Ilweb，preLhyogo，jp/hl仙

http://web，preLhyogo，jphyoubou/ 

http://www.cit;.r.;.;umotoJ1YO押).JPノ
http://www.city.aka�hi.hyogo.JP! 
http://www.cIty.ama立il日tki.hyogo.jpl

http://www.city.a:-:;hiya.hyogo.jpJ 

http://www.city.it8mi.hyogo.jpJ 

http://www.city.kawanishi.hyogo.jp/ 

http://www.city.kobe.jp/ 

(震災資料苓) http://www.city.kobe.jp/cityoffice/ 15/0201 quakel index， j，html 

東側主役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/8l/ 

1 灘じ主役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/82/ 

中央奴役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/83/ 

兵庫区役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/84/ 

北区役所 http://www.city.kobc.jp/cityoffice/85/ 

長 田 区 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/86/ 

須磨区役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/87 1 

垂水区役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/88/ 

西氏役所 http://www.city.kobe.jp/cityoffice/89/ 

三木市 http://www，city，miki，hyogo，jp/ 

i 宝塚市 http://www.city.takarazuka.hyogo.jp/ 

西宮市 http://www.nishî.or.jp/ 

i 五色町 hUp:l/www.town.goshiki.hyogo.jp/ 

南 あ わ と市 http://www 叫 ffilllamlaWa州暗o，jpl

淡路市 http://www.city.awaji.hyogo.jp/ 

3 . 省庁

サ イ ト 名

内閣府 http://www.cao.go.jp/ 

防災白書 http://www.bousai.go.jp/hakusho/hakusho.html 

防災情報ペー ジ http://www.bousai.go.jp 

阪神 淡路大震災関連情報デー タ ベ ー http://sinsaiJdma，go，jp/ 
ス

警察庁 http://www.npa.go.jp/ 

事幸察 白 書 http://www.npa.go.jplinfo.htm 

妨衛 i hltp://www.jda.go.jp/ 

海上 自衛隊 災害派遣 と 民伎協力 http://www.jda.go.jp/jMSDF Ibasicl society，html 

陵 主 自 衛隊 災害派遣の状況 http://www.jda.go.jp/jgsdf/ infol saigai，html 

航空 自衛隊 災害派遣の実績 http://www.jda.go.jp/jasdfl refsl shiryo守口4，htm

消防庁 http://wwwJdma.go.jp/ 
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7再紡 白 書

災

災

害

iî;.

情報

ボ ラ ン テ ィ ア ・ デー タ パ ン ク

消防[fl

消防関係 リ ン ク

外務宇f

文部科学省

地震調査研究推進本郊の活動

地震i潟:J!t研究関連資料泌覧室

厚生労働省

大規模災害救助研究会報告書

災害?拠点病院の指定 に つ い て

凶土交通省

防災情報

都市防災

国土地理院

道路局道路防災対策窓

気象庁

気象 ・ 地震 火山 海洋の知識

防災科学技術研究所

気象研究所

海上保安庁

地震の資料

4 . そ の他行政関係
サ イ ト :ß

国際連合

リ リ ー ブ ウ ェ ブ

災答 リ サ ー チ セ ン タ

ア メ 1) .力 地質調査所地震セ ン タ ー

カ ナ ダ凶立地震研究所

南米地i丘地震観測 セ ン タ ー

中 南米地震共同体

ヨ ロ ッ パ 地 中 海地震 セ ン タ ー

ア セ ア ン 地震情報セ ン タ ー

ア ジ ア 防災セ ン タ ー

(財 ) 21枇紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構

産業技術総合研究所 地質調査総合セ
ン タ

(財) 消防科学総合セ ン タ

中"*，.�出世j会議
防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ

神戸市立中央図書館主主災関連資料

神戸 市産業振興セ ン タ ー

(財) 神戸港埠頭公社

ひ ょ う ご投資サ ポ ー ト セ ン タ ー

本州1m関連絡橋公臼j

阪神淡路大震災 に よ る 人身被筈の実態
(人口動態統計に よ る )

ひ ょ う ご中小企業支援セ ン タ ー

( ひ ょ う ごの景気)

http://www.fd田a.go.jp/html/new /hI3hakusho.htm 

http://www.fdma.go.jp/html/infor /index.html 

http://www.fdma.go.jp/volunteer / index.html 

http/ /www.fdma.go.jp/syobodan/ index.html 

http://www.fdma.go.jp/html/link/index2.html 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 

http://www.mext.go.jp/ 

http://www.j ishin.go.jp/main/welcome.htm 

http://www.jishin.go.jp九nain/shiryo/ shiryo.htm 

http://www.mhlw.go.jp/ 

http://www.mhlw.go.jp/shingi/Ol04/s0417.l.html 

http://wwwl.mhlw.go.jp/houdou/0901/hOI16.3.html 

http://www.mlit.go.jp/ 

http://www.mlit.go.jp/bosaildisaster/bosai.htm 

http://www.mlit.go.jp/crd/city /siga山/toboulindex.htm

http://www.gsi.go.jp/ 

http://www.mlit.go.jp/road/index.html 

http://www.jma.go.jp/]MA_HP/jma/index.html 

h社p://www.kishou.go.jp/lmow/index.html 

http://www.t泊sai.go.jp/j index.html 

http://www.mri.jrna.go.jp/ 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/ 

http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/ seismo.html 

URL 

http://www.un.org/ 

http://www.reliefweb.int/w /rwb.nsf 

http://www.udel.edu/DRClDisaster Research Center (DRC) 

http://neic.usgs.gov/National Earthquake Informatlon Center (NEIC) 

http://www.seismo.nrcan.gc.ca/Canadian National Earthquake Hazards Program 

http://sipan.inictel .gob.pe/ceresis/ Regional Center for Seismology for South America 

http://mìdas.upr.c1u.edu/Middle America Seîsmograph Consortium 

http:// www.emsc-csem.org/European.Med山rranean Seismological Centre (EMSC/CSEM) 

http://aeic.bmg.go.id/ ASEAN Earthquake Information Center 

http://www.adrc.or.jp/top_Í.asp 

http://www.21human.jp/ 

htlp:/ /www.aist.go.jp/GSJ/HomePageJP.html 

http://www.isad.or.jp/ 

http://www.bousaî 耳o.jp/chubou/ chubou.html 

http://www.city.kobe.jp/c i tyoffice / 15 /020 /99/81/ syou bou /bou sai fu k u s h i. h tml 

http://www.city.kobe.jp/cityoffice/57/070/s_index.html 

http://www.exd.city.kobe.jp/kipc/ 

http://www.exd.city.kobe.jp/kptc/index.htm 

http://www.hero.or.jp/his/ 

http://www.hsba.go.jp/ 

http://www.hyogo.med.or.jp/EQDOTA.htm 

http://www.hyogo-iic.ne.jp/ 

http://www.hyogo-iic.ne.jp/cake/start.html 
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http://www.kkr.mlit.go.jp/γokko/index.html 

hUp:/ /www.kobe-customs.go.jp/ 

ン シ ョ ン協 I hllp:/ /www.kobe.山 or.jp/

hLtp:1 /www.kobe�toshi-seibi.or.jp/ 

http://www.kobe-t仁弓hi-seibi.or.jp/matisen/ 

http://www.library.pref.hyogo.jp / 

http://www.niro.or.jp/ 

hUp:1 / y.，rww .sdr .co.jp/ cue/CUEmain].html 

hUp:/ /www.edu.gunma-u.ac.jp/ hayakawa/Welcome.html 

htlp:/ /l31.112.25.6/indexJ.hlml 

hUp:/ /www.iis.u-tokyo.ac.jp/iis j.hlml 

l http://www.eri.u-Lokyo.ac.jp/]home.html 

z 学院大学建悶築学科環境 コ 一 ス 建築姉構 |いhl凶川川1託叫叫叫t社叫W附t叫ゆ恥pい〉片/
i造主 1広1;、沢研究2宗主
千葉大学 理一学潟 地球科字科 hUp:/ /www-es.s.chiba-u.ac.jp/ 

横浜市丘大学 地震学 ・ 地球物理学研 I hUp:l/www.seis.yokohama-cu.ac.jp/ 
究 グルー プ円 |時大学 現騨開問問学特判判剖部|目i 生物地球環悶境糾科学 !川川川川h悦凶同t仕均t印p://…l凶山Sぬ剥州山h記凶ωi山削2叩uo北ka凶U山山a.a山山…川a町叫ω州C叫叩州J却.jp/が/ 抑/川
科 il 名 j倣学大学続 理判例 地震 I htlp://w…IS.na伊ya-u.ac.jp/
火IlJ綴測地域セ ン タ ー
富山大学 Pj!学部 地球科'r:科 http://core.sci.toyama-u.ac.jplindex -j.html 

京都大学大学院 郊学研究草 地球惑 I http://www.kugi.kyoto-u.ac.jp/ 
星科学専攻 地球物理学分野
京都大学 防災研究所 ; 川 //www.dpri.kyoto-u 叩/d山lt.j.html

立命館大学環 工学部 I 木 e芋科 耐 震 I hUp:! /www.ri臼umei.ac.jp/se/ rv /izuno/ 
研究室 i 

神戸大学 理学部 地球惑星科学科
文学部 社会学研究室 「阪 I http://www.lit.kobe-u.ac.jprta凶日/syaka明aku/shinsai/Earthquake.html # san 

hUp:l /www.kobe"u.ac.jp/ tosi/ 
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b 神戸大学附属 図書主鋭白震災文康 1 11社託判ttlゆp:/υ /www.l山1ぬb.k加叩叫O札beラ可削町e.制刊←ぺ引u.a叩/々eqφ

陪岡剛剛Ll山lJ伏大学 浬酔学部 地球科学科 1 1叫/υ/
高知大学 理酔学音部E附属 地眼震競酬澱所 !いい何川川h以htt汎沈批t社t社tp://www ωl-1.I.aω/JA/ft旬加M川]日m刷20叫O叶ku/f札叩u/冷fj isin.html

愛媛大学 医学部 救急医学教桝雫 |いh凶】社礼批[壮均ltp:/仕町t句p:/ 岬山 m 山1陀e-u.ac.j州-IDNe胤e叫t/心ゆゆj却ルpがpβFが/制/

j九L州大学大学院 深学研究院 地震火 |川h託川向t仕t印p :1υ/川w刊山w帆、w川N.S町e引肝、V川f

hUp:l/www.sci.kumamoto-u.ac.jp/ shibuya/ 

鹿 児 島大学 理学部付 属 南西島弧地 I bttp://nocv.scî.kagoshima-u.ac.jp/ 
震火山鋭測所

向際災害軽減工学研究セ ン タ ー

6 . 学会等

サ イ ト 名

地震予知連絡会

http://íncede.iis.u-tokyo.ac.jp/index.htm 

http://cais.gsi.go.jp/Y仁CHII<EN1 ccephome.html 

URL 

日 本火山学会 I http://hakone.eri.u.[οk yo. ac.j p /kazao 1 j ishom e/V SJ 1 .  h tml 

i地由すべ り 学会 | いh社均ttp://心j 叩叩印叫n.l同an山l日id配e 叩C 町

臼 本建築学会 災害持委 員 会 |いh凶1詑批t社均ttp:/ゆp:/ υI ko丈叩刷川ωO仇ω肌u山:目zo叩u川川C凹川c.k叩k叩u山1

行 本集図災害医療研究会 | いh社均附P川m…cc叩C 削aa.o閃sa比山ka叩a.)心却pが3ν/
地渓火山 . 夏 の セ ミ ナ 一 & シ ン ポ ジ ウ 1 ht均 /υ/s附 山hロ山凹帥oka.ac.jp/koyama/izu/i耐
ム 報告

(社) 臼 本建築学会

地理情報 シ ス テ ム 学会

日 本地 F水学会

日 本 コ ン ク T) ー ト 工学協会

地盤工学会

7 . ま ち づ く り 協議会等

サ イ ト 名

学芸出版社 (建築 ・ ま ち づ く り )

( ま ち づ く り 実践ゼ ミ ー復興 ま ち づ く
り の混場か ら � )

(報告 ・ き ん も く せい)

神戸市須磨区千歳町 4 丁 目 常磯町 4
了 日 合同 ま ち づ く り 協議会

深江地区 ま ち づ く り 協議会

htlp:/ 1www.aij.or.jp/aリhom町 htm

http://www.gisa.Lu-tokyo.ac.jp/ 

i hltp:11WWW.groun帥ater.jp/jaghl

http://www.jci-neιor.jp/ 
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調立 山 首J 4 ・ 5 丁 目 ま ち づ く り

http://www.cdc.kobe.co.jp/ooLal/ 

bttp://www.marin.oJ".jp/sinkaici/ 

http://www.marin.or.jp/takahiga/ 

http://www.marin.or.jpltoa/ 

http://www.hyogo-iic.ne.jp/寸NS9303J / 

hllp://wWW .kobc"toshi -seibi.or.jp/maLisen/ 

http://www.marin.or.jp/kagura4/ 

bttp://www.marìn.or.jp/nagatato/ 

hUp:1 / www.rs.noda.sut.ac.jp/�h irakc/l i 11 k.hlm 
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く 1 > 協会調査研究等事業

上 人類の安全 と 共生に鋳る 総合的 な調査騎究

人類の安全 と 共生 に係 る 諸問題の総合的 な 諦査研究 を 行 う た め 、 研究企 画委員 会 ( 芹 田

委員 長) に お い て提起 さ れた 2 つ の 基本方針 に 基づ き 調査研究 を 行 っ て い る 。

語査研究の終了 し た テ ー マ に つ い て は 、 )I[良次報告書 を作成す る と と も に 、 報告会 を 開催

し 、 そ の 成 果 を 広 く 公表 し て い る O

2003年 度 は 、 4 つ の 自 主研究 テ ー マ と 1 つ の 委託研究 に つ い て調査研究 を 実施 し た 。

，-- (基本方針)
1 0�1iï神 ・ 淡路大震災の経験 (震災当時か ら 復関 ・ 復興の過韓) の集積 と f去最( 一一 一一 一一理方法一 時来へ

の証言 と し て 震災当 時、 復 旧 ・ 復興過程 の対応者の記'震の 録画化 な ど基礎的 な調査

| を 行 う 。

1 0教献 を生か し た新 し い施築の提案一21 世紀文暁の創造
自 然 と 社会の破壊 を研究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 を教訓! と し た 、 災害対策

や21世紀 の 都市づ く り を研究す る 。

[調査前究事業}
( 1 ) 都市の ガパナ ン ス II (2002 � 2003年度)

(研究 リ ー ダー : 林 敏彦 放送大学大学院文化科学研究科教授)

(2 ) 緑空間 の マ ネ ジ メ ン ト (2001 � 2003年度)

(研究 リ ー ダー : 中 瀬 勲 姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授)

( 3) 阪神 間両部地域を 中心 と し た 地盤震動特性の究明 (2001 � 2003年度)

(研究 リ ー ダー : 沖村 孝 神戸大学都 市安全研究セ ン タ ー 教授)

(4)  災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の 教訓| の 継続的 な 発信方策の構築 (2003年度)

(研究 リ ー ダー : 五百旗頭 真 神戸大学大学院法学研究科 教授)

( 5 ) 持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ベ ー ス の 防災研究 (2002� 2004年度)

( 国 際連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所 に 委託)
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( 1 ) 林敏彦委員研究会

①研究課盟

都市の ガパ ナ ン ス E

~ 政策 ア ン ト ル プ レ ナ ー を 求め て ~

②研究内容

企業統治 ( コ ー ポ レ ー ト ガパ ナ ン ス ) の視点か ら 、 都市の 活動や サ ー ピ ス を 評価

す る と き 、 従来の住民主権の視点 を 広 げて 、 住民、 企業、 ビ ジ タ 一 、 観光客等都市

サ ー ピ ス の ユ ー ザ ー の 意思 を 都市経営 に 反映 さ せ る 都市 ガパナ ン ス の概念が成立す

る と 言 わ れ る 。

2001年度の 「都市 ガパナ ン ス J 研究会 で は 、 主 と し て地方経済、 地方財政及 び都

市行政の視点 か ら 、 多様な 主体の参加 に よ る 都市 の ガパ ナ ン ス の あ り 方 に つ い て考

察 し た 。

2002年度 よ り ス タ ー ト し た 「都市 ガパ ナ ン ス II J 研究会で は 、 さ ら に 分析の視野

を 広 げ、 地方 に行政権 限 と 財源 が よ り 大 き く 移転 さ れ、 都市が よ り 豊 か に個 性 を 発

揮で き る よ う に な る 地方分権時代 に 、 都市ガパ ナ ン ス の 基本構造、 多様 な 主体の参

加 と 協働、 責任 と パ ー ト ナ ー シ ッ プの 持 ち 方 は ど う あ る べ き か に つ い て展望 を ま と

め る た め の調査 を 行 っ た 。 2003年度 は 、 こ れ ま で の調査結果の分析 と 2 ヵ 年の ま と

め を 行 っ た 。

③研究主体

リ ー ダ ー : 林 敏彦 放送大学教授

メ ン バ ー : 加藤 恵正 神戸商科大学商経学部教授

山 下 淳 同志社大学大学院総合政策科学研究科教授

研 究 協 力 者 : 永松 伸吾 人 と 防災未来セ ン タ ー 専任研究員

@:研究期間

2 年 間 (2002�2003年度)

⑤2003年度事業実績

ア . 研究会 の 関 鎧 ( 3 回 )

年 月 内 容

20035'手 6 月 都市ガパナ ンス における コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビジネスの役割 と 可能性に
関する調査報告

2003年 8 月 報告書について①
2003年10月 報告書:について②
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イ 自 ( 1 ， 300部)

緑空間 の マ ネ ジ メ ン ト

~緑空 間 の マ ネ ジ メ ン ト と 組織、 人材、 そ し て プ ロ グ ラ ム ~

公菌 a 緑地 を は じ め と す る 多 く の緑空間 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 に |倍 し て 、 緊急時

に お け る 避難や支援の た め の拠点 と し て使 わ れ た 。 そ の後、 公園 ・ 緑地 と 住民 と の

関係 は よ り 緊密 な も の に な り つ つ あ る し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の 核 の 一つ に も な り つ

つ あ る 。

「少子 ・ 高齢社会で、 の緑空間」 、 「ユ ニ バ ー サ ル ・ デザ イ ン と 緑空 間 」 な どが重

要 な テ ー マ で あ る が、 公園 ・ 緑地の使い方及び本研究の テ ー マ で あ る 「緑空 間 の マ

ネ ジ メ ン ト 」 に 関 し て は緒 に つ い た ばか り で あ る 。

一方、 諸外国 で は 、 多様な緑空間 に 係 わ る 組織 ・ 人材 を 通 し て 、 さ ま ざ ま な 取 り

組みがな さ れて い る 。 こ れ ら を 基礎 に し て緑空 間 で の マ ネ ジ メ ン ト や 運営 プ ロ グ ラ

ム が展 開 さ れて い る 。

2003年度 は 、 こ れ ま で の 調査の精査、 補足調査及び 3 か年の ま と め を 行 っ た 。

リ ー ダ ー : 中 瀬 勲

メ ン / \ ー : 野 幸博

i畢木 昌 典

浅野 房世

研 究 協 力

真里

林 ま ゆ み

減JLI 洋志

下 回 あ ---5 さ

3 年 間 (2001年度� 2003年度)
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航路工業大学 白 然 ・ 環境科学研究所教授

武庫川 k子大学生活環境学部教授

大阪大学大学院工学研究科助教授

姫路工業大学 自 - 環境科学研究所教授

姫路工業大学 自 然 ー 環境科学研究所助 手

姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所助手

姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所助手

人 と 白 然 の 博物館所究員

大阪大学大学院生



⑤2003年度事業実績

ア . 研究会 の 開催 ( 4 囲)

内
今年度の進め方、 問題提起 な ど

dヤ廿

「緑空間の マ ネ ジ メ ン ト に 関す る 組織体制、
中央火学大学院経済学研究科兼任講師 伊 藤栄雄

2003年10月 ; 報告脅の 内容及 ぴ提言内容等 に つ い て

2003年12月 ! 提言内容及 び最終報告書 に つ い て

イ . 報告書の作成 (l ， 300部)

( 3 )  沖村孝委員研究会

d 研究課題

阪神 間西部地域 を 中 心 と し た 地盤震動特性の究明

~ 芦原 ・ 西宮 ・ 宝塚地 区 に お け る 地盤デー タ の分析 ・ 研究 と 兵庫 県 甫部地震 に お け

る 地震動分布 の解明 ~

②研究内容

兵庫県甫部地震 に よ り 、 阪神 需 の特 に 芦屋 ・ 西宮 ・ 宝塚地区 に お い て は 、 神戸市

と 同様 に 甚大 な 被害が生 じ た。

そ の原 因 に つ い て は 、 今 日 ま で関係諸機関等 に よ る 各種分析が進め ら れて き て い

る が、 地盤特性の詳細 な 分析等 に基づ く 十分な解明がな さ れ た と は 、 必ず し も 言い

がた い状況 に あ る と 考 え て い る 。

そ こ で、 本研究 に お い て は 、 関係市 と 連携 を 保 ち な が ら 、 各種地盤デー タ の収集 ・

整理 を 行 い 、 地層構成や 地盤特性 を 明 ら か に す る と と も に 、 兵産県南部地震 に お け

る 地震動 を 再現 し 、 被害原 因 の 一層 の究明 を 図 る こ と を 目 的 と し た 。

2003年度 は 、 阪神 間西部地域 に お け る 地震動解析、 関係市 に お け る 地盤デー タ ベ ー

ス 構築計両の策定提案 を 行 っ た。

③研究主体

@ 委 員

リ ー ダ ー : 沖村 孝

佐藤 忠信

@ 研 究 協 力 者 : 南部 光広

岸本 英明

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

京都大学防災冊究所教授

応用 地買株式会社神戸支庖長

日 本 コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン サ ル タ ン ツ 株式会社代表取

締役
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@ オ ブザ ー パ ー : 兵車県 (西宮 ・ 宝塚土木事務所) 及 ぴ関係市 (西宮 ・ 芦屋 ・ 宝塚)

(各 1 名 )

④研究期間

3 年 間 (2001年度-2003年度)

⑤2003年度事業実績

ア . 研究会 の 開催

( 1 )  阪神 間西部地域 に お け る 地盤特性の分析

( 2 )  阪神 関西部地域 に お け る 震災被害特性の分析

( 3) 地震動解析手法の検討

イ . 報告書の作成 (1 ， 300部)

( 4 )  五百旗頭真委員研究会

①研究課題

災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の 継続的 な 発信方策の構築

Oral History -

②研究 内 容

阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 災害発生後の対応 の如何が被害軽減 に大 き な役割 を 果 た

す こ と が明 ら か に な り 、 災害発生後の危機管理体制 に 関 す る 研究 の 必 要性が増 す と

と も に 、 災害対応 の 質 的 な 転換 を 迫 り 、 新 た な 課題 を 生 む こ と と な っ た 。

本研究 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 と す る 新た な 災害対応 の 課題 を 整理 し 、 災

害対応、 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の継続的 な 発信方策の構築の た め 、 震災当 時か

ら 復 旧 ・ 復興過程 の対応者等の記録を ま と め る な ど、 基礎的 な 調査 を 行 っ た 。

③研究主体

リ ー ダ ー : 五百旗頭 神戸大学大学院法学研究科教授

メ ン ノて

{五百旗頭真 チ ー ム } 五百旗頭真 神戸大学大学院法学研究科教授
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久米 郁男 神戸大学大学院法学研究科教授



{ 林春男 チ ー ム } 林 春男 京都大学防災研究所教授

河 田 恵 昭 京 都 大 学 防 災誹 究 所 巨 大 災 害研 究 セ ン

{室崎益輝チ ー ム ]

@ 研究期間

1 年 間 (2003年度)

重1 1 1 希志依

田 中 聡
青野 文江

タ ー 長

富士常葉大学環境防災学部教授

京都大学訪災研究所助手

(財) 市民防災研究所研究員

室崎 益輝 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授

鎌江伊三夫

塩崎 賢明

松本 滋

神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

神戸大学工学部教授

姫路工業大学環境人間学部教授

※ 1998年度�2002年度の研究会 を 継続

⑤2003年度事業実績

[五 百旗頭真 チ ー ム ]

・ 行政関係者 に対す る 震災 当 日 の事象 と 対応状況 に つ い て の イ ン タ ビ ュ ー 2 件

{林春男 チ ー ム }

ア . 震災復興に従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダ 一 、 行政関係者、 地元企業支庖長等 と

研究メ ン バー に よ る グ ル ー プ デ イ ス カ ッ シ ョ ン 4 件

イ . 被災者 の 側 か ら 見 た マ ス コ ミ 体験事例 に 関 す る 調査 8 件

{室崎益輝チ ー ム }

@ 震災で亡 く な っ た 人の家族等 に 対す る イ ン タ ビ ュ ー 12件

(5) 持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ベー ス の 防災研究

①研究課題

一持続的 な コ ミ ュ ニ テ ィ ベ ー ス の 防災研究~

②研究期間

3 年 間 (2002年度�2004年度)
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③事業内容

1999年度 か ら 3 か年 に わ た り 、 「風土 と 文化 に根 ざ し た に 強 い ま ち づ く り に

関 す る 研究 ~ コ ミ ュ ニ テ ィ ベ ー ス の 防災計画調査研究�J を テ ー マ に 、 国 内外の被

災地 に お け る 復旧 ・ 復興活動や 各地の 災害対策の事例調査 ・ 分析等 に よ る 地震 に負

け な い コ ミ ュ ニ テ ィ を 形成す る た め の 手法の 開発 に取 り 組んで き た 。

こ の成果 を 踏 ま え 、 引 き 続 き コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス の 防災 に 焦点 を あ て な が ら 、 世

界 各 地 の 災害 に お け る 防災活動 の 持続性 と い う 視点 に着 目 し 、 将 来 あ る べ き 持続可

能 な 防 災 の あ り 方 に つ い て調査 ・ 研究 を 行 う O

自 然災害 に 続 弱 な 開発途上 国 を 対象 と し た場合、 市民の 防災意識 を 向 と さ せ る 方

法 も 各 問 、 各行政区の風土や文化の相達、 実情 に応 じ た ア プ ロ ー チ が必 要 と な る O

そ こ で、 震災以 降、 防災担当組織 を 制度体系化 し た 兵庫県の経験 ・ 課題 を 検証す る

と と も に 、 肖 然災害 に脆弱 な 開発途 と国 の行政区の 防災体制 に つ い て 調査 を 行 い 、

地域の風土や文化 に 応 じ た総合的 な 防災対策 に 向 け た 支援 を 具体化す る た め の調査

研究 を 行 っ た 。

④実施方法

匡1 1禁連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所へ委託

⑤2003年度事業実績

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

ア闘 テ ー マ

「 コ ミ ュ ニ テ ィ が育 む‘ 防災J

イ a 開 時 ・ 場所

2004年 2 月 7 日 (金) 9 : 30 � 16 : 30 

神 戸 国 際会議場

ウ 医 内 容

@ コ ミ ュ ニ テ イ 防災 に つ い て の プ レ ゼ、 ン テ ー シ ョ ン

@ イ ラ ン 地震特別報告会

@ パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ レ ガ シ イ つ て な ん だ ろ う J

L 参加者

約200名
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2 園 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の穫興の記念 と 金 る 事業の企画 @ 立案及び輯査研究

神戸文明博物舘群 (20世紀博物館群) 構想
①事業内容

20世紀の め ざ ま し い 科学技術や生活文化の発展の足跡 を 振 り 返 り 、 そ れ を 形 あ る

も の と し て総合的 ・ 体系 的 に21lIt*12 に継承す る と と も に 、 青少年 を は じ め市民が科

学技術や丈化 に つ い て 理解 と 関心 を 深 め 、 科学技艇の水準 の [お! と、 経済社会の発展、

新 し い丈化の創造 な ど に 資す る た め 、 人 々 が学 び、 楽 し め る 参加体験機能、 研究機

能、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ捜数の博物館群 を 国営明石海峡公 園 (神戸地 区 )

の 隣接地 に お い て 整備す る 。

②2003年産事業実績
2003年度 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ等 に よ る 広報活動 ( ホ ー ム ペ ー ジ の 更新) を 行 う と と

も に 、 土木博物舘 (仮称) ア ピ ー ル活動 ( 1花 の フ ェ ス タ こ う べ2003J 、 「土木の 日 」

の イ ベ ン ト ) に も 参加 し た 。

3 胃 阪神 @ 淡路大震災 に罷る 既存情報の収集 ・ 整理 ・ 保存

( 1 ) 阪神 @ 淡路大震災復興誌の鋪集
震災か ら の復興 に 関 す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期 的 な 震災復興の過程

を 総合的 に 記録す る 「仮神 ・ 淡路大震災復興誌第 8 巻」 を 作成 し た 。

[2003年度事業実績}
2003年 6 月 執筆者会議

2003年 7 月 震災復興誌編集委員 会

2003年10月 ク

2004年 3 月 成果物の作成 (2 ， 500部)

( 2 )  衝の擾興カルテの作成
8 年 間 の 震災復興 を 終 え 、 9 年 自 に 入 っ た復興 カ ル テ 調査地区 ( 9 地区) の復興

の 実態 を 示 し た 報告書 を 作成 し た 。 ま た 、 そ の成果 を 広 く 発信す る た め 、 研究発表

会 を 開催 し た 。
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章番号 | 調資対象地区
第 1 章 | 長田区 須磨区
第 2 章 | 中央区 ・ 三宮地区

{平成2003年度事業実績}
2003年 6 月 街の復興 カ ル テ打合会

20例年 3 月 街の復興 カ ル テ研究発表会 (於 兵庫県民会館)

参加者74名

2004年 3 月 成果物作成 (3 ， 000部)

4 . 阪神 ・ 淡賂大震災周年記念事業の啓発 ・ 実施

( 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災 9 周年記念事業 「総合フ ォ ー ラ ム」
①趣 旨

周 年記念事業の趣 旨 に 沿 っ て 実施す る も の で、 す べ て の 分野 を 見 渡 し 、 直面 し て

い る 意要 な 課題 に つ い て 内外か ら 参加 者 を 募 り 、 幅広 い全体的 な 討議 を 行 う こ と に

よ っ て 、 創造的復興が 目 指す21世紀 を 展望す る こ と を 目 的 と す る O

②2003年度事業実績
ア. 越 冨

被災地が 目 指すべ き 21世紀の魅力 あ る 都市づ く り の方向性等 に つ い て 、 多様な

視点か ら 展望す る こ と に よ り 、 創 造的復興へ の 道筋 を 探 る こ と と す る O

イ . テ ー マ
121世紀の 新 た な都市像」

ウ a 日 時 ・ 場所
2004年 2 月 16 日 ( 月 ) 13 : 30� 17  : 00 

兵庫県公館大会議室 (神戸市 中 央 区 下 山 手通4-4-1 )

L 参加者

450名
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オ園 内 容

①基調講演

「 日 本の都市の再生」

講師

伊藤 滋 早稲 田 大学特命教授

②パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

r21世紀の新た な都市像J

コ ー デ イ ネ ー タ ー

林 敏彦 放送大学教授

ノ f ネ リ ス ト

伊藤 滋 早稲 田 大学特命教授

佐藤友美子 サ ン ト リ ー不易流行研究所部長

林 宜嗣 関西学院大学経済学部長

鷲 田 清一 大阪大学大学院丈学研究科教授

( 2 )  阪神 ・ 淡賂大震災 9 周年記念事業の推進
阪神 ・ 淡路大震災 の 悲‘ し み や 教訓 を 、 い つ ま で も 風化 さ せ る こ と な く 、 人類社会

の安全 と 安心 に 生かす た め 、 住 ま い 、 生活、 産 業 な どの復興 に 向 け た 様 々 な 取 り 組

み や被災地 の体験 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト 等の思年記念事業 を 実施す る こ と に よ

り 、 国 内 外 に情報発信 し た 。

( テ ー マ )

(理 念)

「震災 を 乗 り 越え部造的復興 を め ざす」

ア . 震災 を 忘れず防災 に取 り 組む

イ . ボ、 ラ ン テ ィ ア 活動 を ひ ろ げ新 し い福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ を め ざす

ウ . 21世紀文明 を 創造す る

[ 2003年産事業実績}
( 6 月 - )

理念 に 沿 っ た 9 周 年記念事業の 実施 を 、 行政、 学界、 各種田体等 に 対 し 、 丈

書、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 啓発 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ り 、 広

く 呼びかけ た 。

( 1 1 月 - )

呼びかけ に 賛 同 し た行政、 民 間 団体等 に よ る 73事業 を と り ま と め 、 9 周年記

念事業 と し て 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 ポ ス タ ー 、 新聞広告

等 に よ り 、 一体的 に 広 く 内外へ PR し た。

(2004年 2 月 - )
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各事業実施団体に対 し 、 文書 に よ り 、 実施結果の記録の保 存、 総合記録書:の

作成 に つ い て 協力 を 求 め た 。

( 3 )  阪神 @ 淡路大震災周年記念事業構劫
震災の発生 し た 日 であ る 1 月 17 tJ を 中心 と し た 時期 に 実施 さ れ る 事業で、 周 年記

念事業の 理念 に 沿 っ て 、 県又は市町 と 各種|主体等で構成 さ れ る 実行委員 会が実施す

る も の の 開催 に 要す る 経費 の A部 を 補助 し た 。

①補助金額
補助対象経費 の合計額か ら 入場料収入等 を控除 し た 金額の 1/2以 内

( た だ し 、 補助対象経費 の 合計額か ら 公共同体か ら の負担金等 を 摂 除 し た 金額 を 上限

と す る 。 )

限度額 全県的事業 : 1 ， 000万円

そ の 他 500万円

②翼施期間
12月 1 日 か ら 2 月 末 (事業 は 単年度事業 と す る 。 )

③補助金の財漉
阪神 ・ 淡路大震災復興基金

⑧2003年度実績

ア . 補 助 額 108 ， 194千円 (確定額)

イ . 交付事業数 52事業

( 4 )  8 周年記愈事業総合記重量蓄の作成
震災か ら の復興 に 向 け た 取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後世 に伝 え て い く た め 、

2003 年 1 月 17 日 を 中 心 と し た 時期 に 実施 さ れ た シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等 の 限

神 ・ 淡路大震災 8 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。

[ 2003年慶事業実績i
8 周年記念事業総合記録書 を 作成 (1 ， 000部) し 、 関係機関等へ配布 し た 。

( 5 月 � 10月 )

記録書の原稿作成 ( デザ イ ン 、 レ イ ア ウ ト

(10 月 )

記録書印刷

910 第 i列 車 e (目前阪神 ・ 淡路大渓災記念協会の活動



( 1 1 月 )

完成、 各関係機関等 あ て 配布

( 5 )  r防災 と ボラ ン テ ィ アの 自 」 忍び 「週間」 啓発事業
坂神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 災害時 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 活動及 び自 主的

な 防災活動 に つ い て の 関心 は 、 時 間 の 経過 と と も に 薄 れ る お そ れが あ る 。 そ こ で、

そ れ ら の認識を よ り 深 め 、 災害への 備 え の 充実強化 を 図 る た め 、 1995年12月 15 B に

閣議了解 さ れた 「防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 (毎年 1 月 17 日 ) J 及 び 「防 災 と ボ ラ ン テ イ

ア 週 間 (毎年 1 月 15 日 か ら 21 日 ) J を広 く PR し た 。

[ 2003年度事業実績}
2002年度 に 引 き 続 き 、 幅広 く 啓発活動 を 行 っ た 。

( 6 月 �)

丈書 に よ り 、 関係機関 ・ 団体等 に対 し 関連事業 の 実施 を 直接 呼 びか け た 。

( 1 1 月 � )

リ ー フ レ ッ ト 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 に よ り 、 広 く 一殻 に啓発 を 行 っ た 。

(2004年 1 月 17 日 )

新聞紙面広 告 に よ り 、 幅広 く 啓発 を 行 っ た 。 (2004年 1 月 17 日 朝刊 )

( 6 )  1 . 1 7宣言策定 に対す る 支援

被災地 の責務 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓i を風化 さ せ る こ と な く 次世

代 に 継承 し て い く た め に は 、 1 . 17宣言の 策定、 発信並 び に 啓発活動 を 毎年継続 し

て 実施 し て い く こ と が必要で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r 1 . 17人類の安全 と 共生

を 考 え る 兵庫 会議J (以下 「兵庫会議J) が行 う こ れ ら の活動 を 支寵 し た 。

[ 2003年産事業実績}
( 9 月 3 日 )

代表世話人 に よ る 検討懇話会開催 (兵庫県公館第 2 会議室)

( 9 月 中 旬 � 11 月 )

宣言丈の起草

(12月 )

兵庫会議構成員 に対す る 賛 同 の 呼びかけ

(2004年 1 月 17 日 )

1 . 17宣言の発表

。発表場所 r 1 . 17 ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 2004 震災 9 周年追悼の
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っ とミいJ (人 と 防災未来 セ ン タ ー 慰霊モ ニ ユ メ ン ト 前)

0発 表 者 : 新野幸次郎 (財) 神戸都市問題研究所理事長 ・ 神戸大学名誉

教授

(2004年 1 月 17 日 � )

1 . 17宣言の啓発

(ア) 新聞紙面広告 に よ る 宣言文の PR (2004年 1 月 17 日 朝刊 )

(イ) イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言文 を和丈、 英文 に よ り 掲載

(ゥ) 宣言文 を掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全国 関係機関等 あ て に 配布

1 . 17宣言 (第 7 回)

1 月 17 日 は忘れ な い

震災は

家族や友人の貴い命 と

そ れ ま で私 た ち が築 き 上 げて き た も の を

目 舜 に し て奪 い去 っ た

あ の 日 以来

9 年 に も 宣 る 長い復興への道 を

私 た ち は 歩 ん で、 き た

道の り は決 し て平坦な も の で は な か っ た

か け がえ の な い犠牲 を代償 に 得た教訓 と

内外か ら の あ た た かい 支援 を ち か ら に

品歩一歩 を積み重ね て き た

い ま な お続 く 復興の歩み の 中 で

f主J並 は新 し く 生 ま れか わ り

人 々 の 生活 も も と に戻 り つ つ あ る

し か し や っ と 取 り 戻 し た平穏 な E 常 は

あ の 時得 た 危機感や教訓

険 し か っ た復興の記憶 を 薄 れ さ せ る
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17 日

い ま こ そ確 かめ よ う

こ れ ま で の 私 た ち の歩み を

私 た ち が今い る 場所 を

そ し て

私 た ち が こ れか ら すべ き こ と を

震災 を 乗 り 越 え

び築 き 上 げて き た も の が

も う 二度 と 崩 れ る こ と の無 い よ う に

そ し て 世界 中 の 人 々 の

明 日 の安全 と 安心 に

役立つ こ と がで き る よ う に

1 . 17人類 の 安全 と 共生 を 考 え る

( 7 )  “阪神 ・ 淡路大震災の記矯円 伝承プ レ ー ト 設罷支援事業
①呂 的

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に 設置 さ れ た 同震災モ ニ ュ メ ン ト 等 に係 る 被災者の体

験や思 い 、 メ ッ セ ー ジ等 を 記録 し た伝承 プ レ ー ト の設買事業 に対 し て補助金 を 交付

す る こ と に よ り 、 風化が懸念 さ れ る 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教訓 等 を 一般市民等

が よ り 実感で き る 形で次世代 に 継承す る こ と を 目 的 と す る O

②事業内容
ア贋 補助対象者

事業所、 自 治会、 住民 グ ル ー プ等の 民 間 の 地域 ・ 職域団体、 又 は 当 該民 間 団体

と 県若 し く は市軒で構成 さ れ る 団体

イ 額 補助対象経費
伝承 プ レ ー ト 本体の製作、 設置 に 要す る 経費

ウ . 補助金額
@ 補助率/補助対象経費 の 2 分の l 以内

@ 限度額/30万円
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[2003年度事業実績}
( 8 月 一 2004年 2 月 )

補助金交付 申 請の受付

( 3 月 )

審査

5 . そ の他の受託事業

( 1 ) 復興1 0年事業受託業務
①委託先

兵庫県

②事業 医 的
創造的復興 の 目 標年次で あ る 2005年 1 月 に 震災か ら 10周年 を 迎 え る に あ た り 、 後

興10年 間 の 取 り 組み を 総括的 に 検証 し 、 そ の成果や教訓 を 次世代へ の提 言 と し て広

く 国 内 外 に 発信す る と と も に 、 国 内外か ら の 多 大 な 支援 に 対 し て感謝 し 、 被災地 の

復興の 成果 を ア ピ ー ルす る O

③業務内容
ア. 復興10年委員会の設鑑、 運営

f菱興10年 間 の 総括検証の実施や提言の発信、 震災10周年記念事業の 基本構想、の

策定や事業実施 の提唱 を 行 う た め に復興10年委員 会 を 設置、 運営 し た 。

イ 姐 復興1 0年総括検証 ・ 提言事業
@ 検証企画小委員 会の設置及び運営

総括検証の進め方や検証テ ー マ の 選定、 最終報告案の と り ま と め 等 を 行 う た

め の小委員 会 を 設置 、 運営 し た。

@ 検証部会の設置、 運営

検証企画小委員 会 の も と に 、 総括検証部会、 健康福祉部会 、 防災部会、 社会 ・

文化部会、 産業雇用部会、 ま ち づ く り 部会 を 設置 し 、 運営 し た 。

914 第 四 章 @ 側阪神 ・ 淡路大震災記念協会の活動



ウ 胆 震災1 0周年記念事業
記念事業小委員 会 を 設置 し 、 碁本構想、案の と り ま と め を 行 っ た 。

( 2 )  阪神 ・ 淡路大震災教訓憎報資料集ホー ムペー ジ維持管理等業務
⑦委託元

内 閣府

②事業 毘 的
阪神 ・ 淡路大震災教書iI清報資料集 ホ ー ム ペ ー ジ の 維持管理及 び教訓 と な る 情報の

収集

③業務内容
1997年度 か ら 1999年度 に か け て 国土庁 (現 ・ 内 閣府) が実施 し た 「阪神 ・ 淡路大

震災教訓情報分析 ・ 活用 調査J に よ り 完成 し た 「阪神 ・ 淡路大震災教訓情報資料集

( ホ ー ム ペ ー ジ) J の 運営 に 要す る 機器の維持 ・ 管理や 同 ホ ー ム ペ ー ジ を 設置す る 上

で必要 と な る コ ン ピ ュ ー タ デー タ の保守な ど、 同 ホ ー ム ペ ー ジ の 運営 に必 要 な 諸業

務 を 行 っ た 。

ま た 、 同教訓情報資料集 に 関連す る 、 阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 関係機関等の調

査報告類、 各種提言集等の レ ポ ー ト 、 刊行物、 書籍、 新 聞 、 雑誌等 の 情報 を 幅広 く

収集 し 、 新 た に 得 ら れ た 教訓 情報 を 分析 ・ 整理 し 、 「阪神 ・ 淡路大震災教訓|情報資

料集J に 反映 さ せ る た め の業務 を 行 っ た 。
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く 2 > 人 と 防災未来セ ン タ ー 管理運営受託事業 (兵藤県か ら の受託事業)

1 設置 目 的等

( 1 )  阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 、 そ こ か ら 学 ん だ防災の重要性、 命の尊 さ と 共 に 生 き る

こ と の素晴 ら し さ 等の 教訓 を 後世 に継承す る と と も に 、 そ の経験 と 教習1\ を 生か し 、 防

災 に 関 す る 知識及ぴ技術の普及 を 図 る こ と に よ り 、 地震等 の 災害 に よ る 被害の軽減に

貢献す る O

(2 )  2002年 4 月 に 開設 し た 防災未来館 ( 1 期施設) に 引 き 続 き 、 2003年 4 月 に は 、 ひ と

未来館 ( 2 期施設) がオ ー プ ン し 、 管理運営業務 を 行 っ た 。

2 整備概要

( 1 ) 施設概要

2000年 3 月 一
基本設計及び実施設計

ル I 2001年 1 月 建築工事義工
2002年 3 月 完成

4 月 27 日 オ ー プン

( 2 )  建物内概念図

防災未来館 ( 1 期)
機械室 収蔵庫

研究部門 (研究室等)

人材育成部門 (セ ミ ナ一室等)
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2000年 9 月 一
去基本設計及び実施設計

2001年11月 建築工事着工
2003年 3 月 完成

4 月 26 日 オ ー フ。 ン

ひ と 未来館 ( 2 期)
機械家

有料ゾー ン

(財) 21世紀 ヒ ュ ー マ ン ケ ア研究機構
罰逮地域開発セ ン タ ー防災計画兵庫事務所

国連人道問題調整事務所、 ア ジア防災セ ン タ ー
(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会



3 事業概要

( 1 ) 麗示部門

区

区

{防災未来舘}
大震災の被害の 実態や経験 を 可能 な 限 り 忠 実 に 再現、 展示す る と と も に 、 大震災

の発生か ら 今 日 に 至 る 過程 と そ こ で得 ら れ た 教訓 を 時間 的流 れ に 沿 っ て展示 し て い

る O 併 せ て 、 世界の地震防災、 防災研究の現状、 地震災害の発生 メ カ ニ ズ、 ム 等の展

示 も 行 っ て い る O

{ひ と 未来館]
大震災 で は 多 く の尊 い 生命 を 失 い 、 ま た 、 幸 い に生 き 残 っ た 人 た ち も 心 に 深い傷

を 負 っ た 。 一方、 大 自 然の脅威 と 優 し さ の 両 国 や 、 人 と 人 と の助 け合 い 、 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の大切 さ も 学ん だ 。 ひ と 未来館 は 、 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 案内 に よ り 、 震

災で再認識 し た 「い の ち の尊 さ と 、 共 に 生 き る こ と の素晴 ら し さ 」 を 体感 し 、 考 え

て い た だ く 交流空間 を創 出 し て い る O

{入館者数I
2003年度 (防災未来館、 ひ と 未来館両館 フ ル オ ー プ ン ) の入館者数は、 2002年度

( 防災未来館 の み ) と 比較 し て 、 2 倍程度の伸 び率 を 示 し た 。

①2002年度

分

大 人
大 ・ 高校生
中 ・ 小学生
未 就 学 児

②2003年度

分

①防災未来館
人

256 ， 789 
168 ， 645 
22 ， 623 
58 ， 873 
6 ， 648 

①紡災未来館
人

349 ， 584 
207 ， 390 
27 ， 246 

107 ， 777 
7 ， 171 

②ひ と

②ひ と未来館
人

182 ， 589 
100 ， 418 

6 ， 521 
68 ， 125 
7 ， 525 

256 ， 789 
168 ， 645 
22 ， 623 
58 ， 873 
6 ， 648 
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{ガイ ダンスルー ムでの震災学習セ ミ ナ一等の実施状況}
防災未来館 を 観覧す る 団体 に 対 し て 、 セ ン タ ー研究員 に よ る 震災学習 セ ミ ナ ー (小

中 学生対象) 及 び語 り 部 に よ る 講話 (被災体験談等) を 実施 し た 。

セ ミ ナー (小中学生対象) 講話 (被災体験談)

2002年度 間 人
59 3 ， 128 896 

2003年度 48 3 ， 094 1 ， 369 

{運営ボラ ン テ ィ アの活動状況}
防災未来館 を 中 心 に 運営 ボ ラ ン テ イ ア が次の よ う な 活動 ( 1 入週 1 - 2 回 活動)

を 行 っ た 。

区 分 登録
諸学 (英 ・ 中
韓 - EE) 39入

手話 2人
展示解説 63人
語 り 部 22人

126人

[企画麗の開罷]

(2004年 3 月 31 日 )
共通の活動 専門の活動

外国語 (英語 ・ 中関語 ・ 韓国語 ・ スペ紡災未来館内展示に イ ン諾) 、 手話に よ る 来館者対応 (方面関する 一般来館者へ
の解説、 展示体験補 設案内 ・ 展示解説等)
助 ( ワ ー ク シ ョ ッ プ (左の と お り )
運営) ・ 誘導整理 震災体験の語 り

常設展示 に加 え 、 時宜 に 応 じ た テ ー マ で企画展 を 開催 し た 0

. 防災未来館 : 10回

@ ひ と 未来館 : 14 回

( 2 )  人材育成
①専任研究員の育成

例 目 的

当 セ ン タ ー で は 、 求 め ら れ る 若手前災研究者像 を 当 面次の と お り と し 、 大学院

修士 ・ 博士課程修了者等 を 専任研究員 (常勤) と し て 3 - 5 年任期で採用 し 、 上

級研究員 (非常勤) を 中心 と す る 体系 的 な研究指導等 を 通 じ て 、 総合的 ・ 実戦的

な 防災 の 専 門 家 と し て 育成 し た。

@ 各専任研究員 の 専 門 分野 を 継続的 に 開発す る O

@ 各研究者の 幅 を 広 げる O
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- 研究者 と し て の 主体性 ・ 自 立牲 を 確保す る O

(イ)研究体制
@ 専任研究員 (常勤) : 6 名

@ 上級研究員 (非常勤) : 10名

(ウ)活動内容
・ 調査研究活動

・ 災害対策専 門研修の企画 ・ 実施

@ 災害対策専 門 家 と し て の大規模災害被災地への派遣 ( 国 内 ・ 海外)

@ 防災教育 ・ 普及啓蒙活動 な ど

②研修
(対災害対策専門研修

地方公共団体の ト ッ プ、 防災 を 担当 す る 幹部職員等 を 対象 と す る 3 つ の コ ー ス

を 実施 し た 。

[研修の特色]
・ 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 踏 ま え た 実戦的 な研修

@ 巨大災害対策 に必要 な事項 を 体系 的 に 網羅

・ 実務者 と 研究者の効果 的 な 連携

@ 人的 ネ ッ ト ワ ー ク の構築

コ ー ス 10 対 象 1苦 内 容
ト ッ プマ ネ ジ メ ン ト 知事、 市町村長等
コ ス
( ト ッ プフ ォ ー ラ ム )

マ ネ ジ メ ン ト コ ース 地方公共団体にお け る 防
(A )  災 ・ 危機管理担当責任者

な ど

ース A コ ー ス の対象者を補佐
( B )  す る者及びA コ ー ス の対

象者の う ち経験年数が浅
い者な ど。

自 治体の首長等 と しての危機管理意識 と 対応能力の向上を図る O
• 2004年 1 月 22 日 (木)
- 受講者 : 23市町の市長、 町長、 助役
- 講 師 : 河田セ ン タ ー長、 室崎上級研究員 、 藤藤兵庫県部知

事、 山中朝 日 新問編集委員
阪神 ・ 淡路大震災の経験 と教訓 に鑑み、 大規模災警発生時に各
種の対応、が同時iìt行的に展開する状況を横断的 総合的に と ら
え 、 こ れに対処す る 能力 を向上 させる と と も に 、 新た な危機を
予防 ・ 軽減化す る ための視点や考え方、手法 な どについて学習
す る 。 期間 2 週間
(春期) 受講者数 : 26名

凋催時期 : 5/13 (火) -5/22 (木)
(秋期) 受講者数 : 45名

関儀予定 : 10114 (火) -10/23 (木)
災害の メ カ ニズムや阪神 ・ 淡路大震災の経験を踏ま え た各部門
の災筈対策のあ り 方な どA コ ー ス の前提 と な る 基礎的な知識に
ついて体系的に学習する 。 期間 ・ 3 週間
(泰期) 受講者数 : 65名

開催予定 : 5127 (火) -6/12 (木)
(秋期) 受講者数 ・ 73名

開催予定 ・ 11/4 (火) -11/20 (木)
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(イ)特設コ ー ス
訪災関係者か ら 要望が強 い テ ー マ で 、 対象者 を 限定 し た 特設研修 を 開催 し た。

「 図 上訓練」 コ ー ス : 受講者数 : 40名 、 開催時期 : 1126 ( 月 ) - 27 (火)

「小規模 自 治体防-災」 コ ー ス : 受講者数 : 22名 、 開催時期 : 2/2 (月 ) - 3 (火)

(ウ)ボラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー コ ー ス
災害対策 に 際 し て 、 被災者、 ボ ラ ン テ ィ ア 間体、 関係団体等 と の活動調整等 を

担 う ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー の養成研修 を 行 っ た 。 実施 に あ た っ て は 、 災

害救援活動 に 従事 し て き た NGO/NPO 等 と 協働 し て 開発 し た研修 プ ロ グ ラ ム で

実施す る な ど行政 と ボ ラ ン テ イ ア の相互理解 と 連携 を 関 っ た 。

@ 受講者数 : 25名

@ 開催時期 : 2004年 1 月 間-21 日

(工糟別研修

(独) 間 際協 力 機構 (JICA) か ら の 受託事業 と し て 、 我 が 国 の 防 災体制 を モ デ

ル ケ ー ス に し な が ら 防災対策等 を 学ぶ 国別研修 を 実施 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の経

験 と 教訓 を 世界 に 向 け て発信 し た。

@ ト ル コ 国別特設災害復興研修 : 2003年 7 月 27 日 - 8 月 17 日 8 名

・ 中米地域妨災対策研修 : 2003年11 月 17 日 - 12 月 1 1 日 13名

・ テ ヘ ラ ン 地震防災 カ ウ ン タ ー パ ー ト 研修 : 2004年 3 月 23 日 - 3 月 30 日 3 名

( 3 )  災醤対策専門家派遣等

内外で大規模 な 被害 を 伴 う 災害が発生 し た際 に は 、 情報収集活動 を 行 う と と も に 、

状況 を 十分 に 把握 し た う え で、 セ ン タ ー の専 門 家 を 被災地へ派遣 し 、 阪神 ・ 淡路大

震災の教訓 を 踏 ま え た 情報提供 を 行 い 、 今後の 災害 に 活 かせ る 教訓 を 導 き 出 す た め 、

次の調査 を 実施 し た 。

@ 九州水害調査

7 月 四 日 (土) か ら 20 B ( 日 ) に か け て 九州各地で発生 し た大雨 に よ る 土砂災

害、 水害 を 対象 と し て 、 7 月 22 日 (火) か ら 24 日 (木) 、 専任研究員 ら 2 名 を 熊

本県、 鹿児島県、 福 岡 県 に 派遣 し 、 被害状況等の現地調査 を 実施 し た 。

@ 宮城県北部地震調査

7 月 初 日 (土) に発生 し た 宮城県北部 を 震源 と す る 地震 を対象 と し て 、 専任研

究員 ら 2 名 を 7 月 28 日 ( 月 ) に 現地へ派遣 し 、 被害状況等の 現地調査 を 実施 し た 。

@ 十勝沖地震調査

9 月 26 日 (金) 早朝の 十勝沖 を 震源 と し て発生 し た 地震 に つ い て 、 地震発生翌

呂 の27 B (土) か ら 28 日 ( 呂 ) に 、 セ ン タ ー 長以下調査隊 5 名 を 派遣 し 、 来 る 東

南海 ・ 南 海地震の対策 を 視野 に い れ た 緊急現地調査 を 行 っ た 。
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- アルジ エ リ ア地震調査
5 月 22 日 に発生 し た ア ル ジ、 エ リ ア 民主人民共和 国で の地震 に対 し て 、 日 本国政

府が当 面の 災害復 旧 に 係 る 助言等 を 行 う 目 的で 、 6 月 12 日 か ら 6 月 19 B ま での 間

派遣 し た 国際緊急援助 隊 ・ 専 門 家チ ー ム の 一員 と し て 、 専任研究 員 1 名 が同 チ ー

ム に参加 し た 。

・ イ ラ ン国パム地震調査
12月 26 日 に発生 し た イ ラ ン 南東部地震被災地 に 対 し て 、 阪神 ・ 淡路大震災の経

験 を 踏 ま え た 適切 な 支援策、 特 に 緊急援助後の復旧 ・ 復興段階 に お け る 貢献策 を

検討す る た め 、 2004年 1 月 10 日 (土) - 18 日 ( 日 ) に 副 セ ン タ ー 長 と 専任研究員 の 2

名 を イ ラ ン 国 テ ヘ ラ ン 及 び被災地へ派遣 し た 。

( 4 )  調査研究
専任研究員 が、 上級研究員等の指導の下、 国 内外の研究機関や研究者 と も 連携 し 、

外部研究費 も 活用 し て 震災の応急対応や復旧 ・ 復興 に活かせ る 実 戦 的 ・ 総合的 な 調

査研究 を 行 っ た 。

[ 1 0分野の実戦的 な紡災研究の推進]
次の 10分野 に つ い て 、 専任研究員 が中心 と な っ て鋭意研究活動 を 行 っ た 。

①行政対応
@ 人材育成 プ ロ グ ラ ム の 開発 等

②応急避難対応
@ 最適避難行動 に必要 な 情報戦略 等

③救命 ・ 救急対応
@ 津波の市街地氾濫 に よ る 人的被害 に 関 す る ー評価法 等

④二次災害対応
・ 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 基づ く 精鍛 な 津波の被害想定 ・ 予測 等

⑤資源動員対応
・ 電力 の供給量情報 を 利用 し た 災害モニ タ 1) ン グシス テ ム の 開発 に 関 す る 研究 等

⑥情報対JiÖ
@ 災害発生時 の 自 治体需報連携の あ り 方 に 関 す る 研究 等

⑦ボラ ン テ ィ ア対応
@ 災害 ボ ラ ン テ ィ ア 新 た な 対応主体の可能性 と 課題 等

⑧イ ン フ ラ対応
@ 一般均衡 モ デル を 用 い た ラ イ フ ラ イ ン 防災投資 の 費 用 便話分析 等

⑨被災者支護対応
@ 住宅の耐震化 と 再建支援 に 関 す る 研究 等

第 四 章 e (賄阪神 ・ 淡路大震災記念協会の鴻動 921 



⑩地域経清対路

@ 災害 と 経済発展 に 関 す る 研究 等

[外部研究費の積撞的導入]
専任研究員 は 、 文部科学省大都市大震災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト や 科学研究費補

助 金 な ど外部研究費 を 積極的 に 導入 し な が ら 、 実戦的 な 防災研究 を 推進 し た 。

(外部研究費を 活用 し 、 セ ン タ ー が核 と な っ た研究)
①文部科学省 大都市大震災軽減化特別プロ ジ ェ ク ト

@ ス ー パ 一広域災害時の大都市 間連携情報の高度化

@ 大都市大震災 に お け る 復興政策総合評価 シ ス テ ム

@ 津波の干!J街地問辺氾漉 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と 人的被害評価

@ 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に基づ く 広域津波被害の 時空 間分析

@ 津波 デジ タ ル ・ ラ イ ブ ラ 1) を利用 し た津波対策検討

②文部科学省 科学研究費補助金
@ 被害要素 と 復旧 ・ 複興過程か ら 見 た 東 ア ジ ア 型震災の地域特性 に 関 す る 研究

@ 南 ア ジ ア 地域 に お い て 自 然災害が経済発展 に 及 ぼす影響の定量 的把握

• I坂神 ・ 淡路大震災後の住宅供給 に よ る 都市変容 に 関 す る GIS 分析及び定量的

分析

③科学投術搬興髄聾費
@ 人材育成 プ ロ グ ラ ム の 開発

(2003年度全体状況)

①文部科学省 大都市大震 災軽減化特別 プ ロ ジ ェ ク ト ( 6 件)

②セ ン タ ー 受託研究業務 ( l 件)

③丈部科学省 科学研究費補助金 ( 8 件)

④科学技術振興調整費 ( 2 件)

⑤ そ の 他の研究助成 ( 5 件)

※ セ ン タ ー が核 と な る 研究の ほ か、 他機関 の研究 に 参画 し て い る も の も 含む

( 5 )  交流 @ ネ ッ ト ワ ー ク
① 「閤際防災 ・ 人道支援協議会 (DRA) J の活動推進

神戸東部新都心 (HAT 神戸) を 中心 に 立地 し 、 国 際 的 に 活動 し て い る 防災 ・ 人道

支援関係機関 を は じ め 、 健康、 医療、 環境 な ど関連す る 機関 (現在12機 関 ) で構成す

る 標記協議会の運営 を推進す る と と も に 、 協議会主催で下記の 国際 フ ォ ー ラ ム を 開
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催 し た 。 ま た 、 共通 ホ ー ム ペ ー ジの運用、 情報交換の場 と し て ワ ー ク シ ョ ッ プの 関

鑓等 を 行 っ た。

・ 盟襟防災 ・ 人道支援フ ォ ー ラ ム2004の関擢
2005年 に 開催 さ れ る 国連防災世界会議の プ レ イ ベ ン ト の一環 と し て 、 上記協議

会等の主催で国際 フ ォ ー ラ ム を 開催 し 、 国連会議への提言 を ま と め た 。

・ 開催 日 2004年 2 月 8 日 ( 日 )

@ 場 所 神 戸 国際会議場

@ テ ー マ 大災害 を 語 り 継 ぐ 参加者数220名

• DRA ワ ー ク シ ョ ッ フ。
第 I 回 開催 日 7 月 24 日

発表者 : ]ICA、 ア ジ ア 防災 セ ン タ 一 、 人 と 防災未来セ ン タ ー

第 2 回 開催 日 9 月 18 日

発表者 : 国連地域開発セ ン タ ー 、

ア ジ ア 太平洋地球変動研究ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ 一

見 学 : 兵庫県立災害医療セ ン タ ー

第 3 回 開催 日 : 10月 29 B

発表者 : チ ャ ー ル ズ ・ ケ 1) ー ( ロ ン ド ン 大学べ ン フ ィ ー ル ド ・ グ レ イ

グ災害研究所)

見 学 : 日 本赤十字社兵庫県支部

②ホ ー ムペー ジ等に よ る情報発信
阪神 ・ 淡路大震災の経験 と 教訓 を 絶 え ず内外に情報発信す る た め 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト での ホ ー ム ペ ー ジ の 運用 や セ ン タ ー ニ ュ ー ス の発行 な ど次の よ う な 取組 を 行 い 、

防災 に 関 す る 人 と 情報が交流す る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り を 進 め た 。

ア四 ホ ー ムペー ジの運用
紡災未来舘 ・ ひ と 未来館の展示紹介、 イ ベ ン ト 情報、 さ ら に研究成果、 活動成

果等の情報発信 を 行 う O ま た 、 震災資料検索、 セ ン タ ー 出版物 の 電子化等 も 進め

た 。

イ . 機関誌 rMIRAIJ の発行
セ ン タ ー の活動、 イ ベ ン ト 、 研究成果等 を 印刷物 と し て 年 4 回 発刊 し 、 関係者、

関係機 関 、 来館者等 に 配布 し た 。

ウ歪 防災 イ ベン ト 等の開催
夏休み期 間等 に お い て 、 子 ど も た ち を 対象 と し た ワ ー ク シ ョ ッ プ等 を 開催 し 、

セ ン タ ー の広報、 防災教育 の 一翼 を 担 っ た 。

@ 夏休み こ ども 防災 ワ ー ク シ ョ ッ プの開催
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8 月 12 日 及 び21 日 に 、 小学生 を 対象 と し て 、 地震災害か ら 身 を 守 る 体験学

習 や ベ ッ ト ボ ト ル を 使 っ た 液状化実験 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し た 。

( 6 ) 震災関連資料収集 ・ 保存

①一次資料

阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る モ ノ 、 写真 な ど一次資料約16万点 に つ い て 、 研究 ・ 展

に 活用 し や す い 環境 を 整 え る べ く 、 整理 ・ デー タ ベ ー ス 化計画 を 推進 し た 。

〈収蔵状況〉 (2004年 3 f] 31 E3 )

注) 写真枚数は、 11 6 . 632枚

②二次資料

阪神 ・ 淡路大震災 に 関す る 図書や ピ デオ テ ー プ な どの約25 . 000点の 二次資料 に つ

い て 、 よ り 一層 の 充実 を 関 る と と も に 、 来館者 に 対 し て 的確 な 資料提供が行 え る よ

う 、 図書類の 日 次の デー タ ベ ー ス 化 を 推進 し た 。

〈収蔵状況〉 (2004年 3 月 31 臼 )

③人 と 防災未来セ ン タ ー震災関連資料整理事業

国 の 緊急雇用創 出 事業 を 活用 し て 人材 を 雇用 し 、 一次 ・ 二次資料の整理及 び コ ン

ピ ュ ー タ への情報入力 を 集 中 的 に行 い 、 資料の デー タ ベ ー ス 化 を 進 め た。

事業実施期 間 : 2003年 2 月 - 2005年 3 月

④阪神 ・ 淡路大麗災「わ た し た ち の復興史Jプロ ジ ェ ク ト

被災者が震災か ら どの よ う に復興 し た の か を 、 災害前、 災害直後、 現在の 自 宅周

辺 の 写真、 映像等 の 情報 な ど を 地理情報 シ ス テ ム (GIS) を 活用 し 可視化す る こ と

に よ り 、 市民の 、 地域の マ ル テ イ メ デ ィ ア 復興史 と し て 集大成 し 、 国 内外 に 効果的

に 発信す る O な お 、 当 事 業 は 、 国土交通省 国土計画局 の 'GIS 定着化事業」 に も 採

択 さ れた 。

2003年度 に お い て は 、 事業計画の 策定や コ ン テ ン ツ の検討等 を 行 っ た 。
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(ァ1 個人復興史の収集 ・ 公開

市民 自 ら がイ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 通 じ て 下記の情報 を 入力 す る と と も に 、 セ ン

タ ー 資料室 に お い て も 、 一般の方が随時入力 、 閲 覧で き る シ ス テ ム と す る た め 、

入力 画面等の検討 を 行 っ た 。

[公隠 さ れ る 情報の 内容]

・ 震災前 と 後、 現在の住宅や街の様子 に つ い て の 文字、 写真、 映像等の情報

. 被災者の10年 間 の足跡

- 地域や学校の歩み

• NPO 団体等 の 歩 み

・ 大震災の経験 を 活か し た 家庭、 学校、 地域での 取組

(引 フ ラ ワ ー ロ ー ド の景観穫元

神戸 に と っ て 象徴 的 な フ ラ ワ ー ロ ー ド を 、 震災前 ・ 震災直後 ・ 現在 の 3 つ の 時

点 で 3 次元映像で立体的 に 再現す る た め 、 必 要 な 写真資料 の 選 別 や GIS 上への

登録 (一部) を 行 っ た 。

(ウ) 実行組織

当 該事業 に つ い て は 、 コ ン ソ ー シ ア ム を 形成 し て 実施す る O

・ (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 人 と 防災未来セ ン タ ー (代表)

一 主 に 「個人復興史の収集 ・ 公開」 を 担当

・ 独立行政法人防災科学技術研究所地震防災 フ ロ ン テ ィ ア研究セ ン タ ー

主 に 「 フ ラ ワ ー ロ ー ド の景観復元」 を 担当

・ (掬パス コ ・ (槻キ ャ ド セ ン タ ー ・ ESRI ジ ャ パ ン(耕

- GIS 等 の 技術支援 を 行 う O

(司 事業実施期間

2003年度-2005年度 (GIS 定着化事業)
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